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■
は
し
が
き
■

4

　
宮
崎
勇
氏
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
刊
行
す
る
に
当

り
、
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
若
干
の
解
説
と
感
想
を
述
べ
て

お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
宮
崎
氏
は
、
昭
和
二
十
二
年
、
東
京

大
学
経
済
学
部
を
卒
業
し
て
経
済
安
定
本
部
に
入
り
、
経
済

審
議
庁
、
経
済
企
画
庁
と
組
織
替
え
が
行
わ
れ
て
も
終
始
そ

こ
に
と
ど
ま
り
、
計
画
局
長
、
調
整
局
長
、
次
官
を
歴
任
し

て
、
昭
和
五
十
五
年
に
退
官
さ
れ
た
。
審
議
官
、
局
長
以
上

に
昇
ら
れ
て
か
ら
は
、
お
も
に
大
蔵
省
、
通
産
省
等
と
の
政

策
調
整
を
担
当
し
、
面
倒
な
ま
と
め
役
を
つ
と
め
ら
れ
た
の

で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
宮
崎
氏
の
特
色
は
、
何
よ
り
も
戦
後
派

の
官
庁
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
草
分
け
だ
っ
た
所
に
あ
っ
た
と
い

え
よ
う
。
安
定
本
部
時
代
か
ら
計
画
の
策
定
に
閑
わ
り
、
や

が
て
林
雄
二
郎
氏
と
共
に
『
日
本
の
経
済
計
画
』
を
著
わ
し
、

や
が
て
「
所
得
倍
増
計
画
」
策
定
の
中
枢
に
座
っ
た
こ
と
は
、

そ
の
何
よ
り
の
業
績
で
あ
る
。

　
経
済
の
分
析
や
計
画
政
策
を
担
当
す
る
官
僚
、
い
わ
ゆ
る

官
庁
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
、
戦
時
中
、
主
に
企
画
院
や
軍
需
省

に
お
い
て
養
成
さ
れ
、
戦
後
に
は
経
済
安
定
本
部
に
引
き
継

が
れ
た
。
な
お
、
大
東
亜
省
に
お
い
て
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
仕

事
を
し
た
人
に
大
来
佐
武
郎
氏
や
後
藤
誉
之
助
士
ら
が
あ

り
、
こ
の
人
た
ち
も
安
定
本
部
に
吸
収
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
経
済
安
定
本
部
は
、
昭
和
二
十
一
年
二
月
十
六
日
に
発
表
、

十
七
日
に
公
布
施
行
さ
れ
た
預
金
封
鎖
、
旧
円
と
新
円
の
切

換
を
含
む
「
経
済
危
機
緊
急
対
策
」
を
総
合
的
に
推
進
す
る

た
め
の
強
力
な
中
枢
組
織
と
し
て
、
同
年
八
月
十
二
日
に
正

式
に
発
足
し
た
総
合
企
画
官
庁
で
あ
っ
た
。
総
裁
は
首
相
、
、

総
務
長
官
は
国
務
大
臣
、
五
部
制
を
し
き
、
そ
れ
ぞ
れ
総
合

企
画
、
各
省
事
務
の
調
整
統
合
お
よ
び
賃
金
、
輸
送
（
第
一

部
）
、
生
産
資
材
の
生
産
・
配
給
（
第
二
部
）
、
食
糧
や
生
活

必
需
物
資
の
生
産
・
配
給
（
第
三
部
）
、
労
務
・
雇
用
・
賃

金
お
よ
び
棒
給
（
第
四
部
）
、
物
価
（
第
五
部
）
に
関
す
る

施
策
を
分
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
が
発
効
し
て
、
わ
が
国
が

独
立
を
回
復
し
た
の
を
機
会
に
、
経
済
安
定
本
部
は
「
経
済

審
議
庁
」
に
衣
替
え
を
し
た
。
主
要
な
任
務
は
長
期
経
済
計

画
の
策
定
、
経
済
関
連
政
策
の
総
合
調
整
、
内
外
の
経
済
政

策
の
調
査
分
析
で
あ
る
。
総
務
、
調
整
部
、
計
各
部
、
調
査

部
の
四
部
制
を
と
り
、
安
定
本
部
時
代
の
経
済
統
制
の
中
核

と
い
う
性
格
か
ら
、
自
由
経
済
を
基
調
と
す
る
諮
問
機
関
に

変
容
し
、
そ
の
規
模
を
縮
小
さ
れ
た
。
昭
和
三
十
年
七
月
、

「
経
済
審
議
庁
」
は
「
経
済
企
画
庁
」
に
改
組
拡
充
さ
れ
た
。

ま
ず
、
経
済
計
画
の
策
定
だ
け
で
な
く
、
そ
の
推
進
が
基
本

的
任
務
と
な
っ
た
。
ま
た
そ
の
た
め
に
、
各
関
係
省
庁
の
事

務
の
総
合
調
整
を
行
う
任
務
が
増
え
た
う
え
、
新
た
に
国
土
、

総
合
開
発
関
係
事
務
を
ま
か
な
う
開
発
部
も
設
置
さ
れ
た
。

各
部
は
昭
和
三
十
二
に
は
局
に
昇
格
す
る
。
企
画
、
計
画
官

庁
と
し
て
の
存
在
が
、
こ
う
し
て
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。

　
経
済
企
画
庁
の
業
務
の
う
ち
で
、
世
間
に
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
の
は
、
経
済
白
書
と
中
期
経
済
計
画
で
あ
ろ
う
。
昭
和

二
十
二
年
に
は
じ
ま
っ
た
『
年
次
経
済
報
告
』
は
、
”
経
済



白
書
”
と
略
称
さ
れ
、
毎
年
夏
に
公
表
さ
れ
た
が
、
過
去
一

年
間
の
経
済
動
向
を
分
析
し
て
、
日
本
経
済
の
現
状
と
問
題

点
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
ま
た
、
昭
和
三
十
年
の
「
経
済

自
立
五
ヵ
年
計
画
」
以
来
、
数
年
毎
に
改
訂
公
表
さ
れ
て
き

た
中
期
経
済
計
画
は
、
政
府
の
経
済
政
策
の
基
準
で
あ
る
と

共
に
、
民
間
に
と
っ
て
も
今
後
の
経
済
の
あ
り
方
を
示
す
指

針
と
し
て
の
役
割
を
果
し
た
。
と
く
に
昭
和
三
十
五
年
の

「
所
得
倍
増
計
画
」
は
、
高
度
経
済
成
長
の
事
実
を
政
府
が

肯
定
し
た
も
の
と
し
て
、
経
済
界
の
成
長
意
欲
を
刺
激
し
た

の
で
あ
っ
た
。
経
済
白
書
と
経
済
計
画
と
は
、
民
間
に
対
し

て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
経
済
企
画
庁
の
存
在
を
重
か
ら

し
め
た
の
で
あ
っ
た
。

　
一
方
、
経
済
官
庁
問
の
調
整
機
関
と
し
て
の
役
割
は
、
調

整
局
の
担
う
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
経
済
官
庁
間
の
論
議
は
、

予
算
編
成
の
際
な
ど
に
当
り
、
大
蔵
省
と
、
通
産
、
農
林
、

運
輸
通
信
、
建
設
な
ど
の
各
省
庁
の
論
議
の
取
り
ま
と
め
は

調
整
局
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

　
宮
崎
氏
は
、
企
画
庁
に
入
っ
て
の
ち
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
留

学
、
在
外
勤
務
な
ど
の
期
間
を
経
て
、
そ
の
後
は
一
貫
し
て

企
画
庁
各
局
に
勤
務
し
、
企
画
庁
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
業

務
に
か
か
わ
り
、
計
画
局
長
、
調
整
局
長
を
経
て
事
務
次
官

と
な
っ
て
退
官
さ
れ
た
。
本
書
の
う
ち
に
は
触
れ
ら
九
て
い

な
い
が
、
企
画
庁
は
戦
後
の
新
設
官
庁
だ
っ
た
た
め
に
、
当

初
は
次
官
、
局
長
、
課
長
な
ど
の
重
要
ポ
ス
ト
も
他
省
か
ら

の
出
向
者
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
企
画
庁
生

え
抜
き
（
プ
ロ
パ
ー
）
で
、
第
一
回
採
用
だ
っ
た
宮
暗
氏
は
、

さ
ま
ざ
ま
の
気
苦
労
も
多
か
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
明
敏
で
朗
ら
か
な
宮
重
氏
は
、
そ
の
中
を
調
和
さ
せ
、
部

内
を
統
率
し
て
こ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
私
事
に
な
る
が
、
昭
和
五
十
二
年
か
ら
五
十
四
年
ま
で
、

私
は
経
済
企
画
庁
経
済
研
究
所
長
を
兼
任
し
た
。
当
時
、
調

整
局
長
で
あ
ら
れ
た
宮
暗
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
思
い
出
も

多
い
。
そ
の
当
時
を
回
想
し
て
、
小
文
を
結
ぶ
。

東
京
大
学
名
誉
教
授
中
村
隆
英

5



脚
注
お
よ
び
図
表
に
つ
い
て

6

　
宮
崎
勇
氏
の
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
は
、
戦
後
派
官
庁
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
の
草
分
け
で
あ
る
同
氏
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー

を
記
録
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
中
で
、
戦
後
日
本
の
経
済
計

画
作
成
お
よ
び
経
済
官
庁
間
の
調
整
機
関
で
あ
っ
た
経
済
安
．

定
本
部
、
経
済
審
議
庁
お
よ
び
経
済
企
画
庁
の
歴
史
を
記
録
、

し
た
も
の
で
あ
る
。
宮
崎
氏
に
た
い
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、

中
村
隆
英
　
東
京
大
学
名
誉
教
授
を
中
心
に
、
伊
藤
隆
教
授

（
政
策
研
究
大
学
院
大
学
）
、
藤
井
信
幸
教
授
（
東
洋
大
学
）
、

村
井
哲
也
氏
（
東
京
都
立
大
学
）
お
よ
び
森
直
子
（
政
策
研

究
大
学
院
大
学
）
が
参
加
し
て
進
め
ら
れ
た
。

　
宮
崎
氏
の
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
中
で
語
ら
れ
た
話
題

は
、
政
治
、
経
済
の
広
い
分
野
に
わ
た
っ
て
お
り
、
ま
た
馬

宮
崎
氏
の
交
遊
の
広
さ
か
ら
、
登
場
す
る
人
物
も
三
百
人
を

越
え
て
い
る
。
本
書
の
編
集
に
あ
た
っ
て
は
、
読
者
の
便
宜

を
最
大
限
に
考
え
て
、
脚
注
お
よ
び
資
料
を
可
能
な
限
り
つ

け
る
こ
と
に
し
た
。
こ
こ
で
、
脚
注
お
よ
び
図
表
に
つ
い
て

若
干
の
説
明
を
加
え
て
お
き
た
い
℃

　
脚
注
は
、
政
治
、
経
済
ど
ち
ら
の
分
野
の
読
者
が
読
ん
で

も
、
そ
し
て
政
治
、
経
済
、
歴
史
に
詳
し
く
な
い
人
が
読
ん

で
も
、
宮
崎
氏
お
よ
び
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
の
発
言
内
容
が
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ト

ぐ
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
考
え
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。
従
っ

て
、
各
分
野
の
専
門
家
に
と
っ
て
は
、
あ
ま
り
に
基
本
的
と

思
わ
れ
る
よ
う
な
単
語
の
説
明
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
註
釈
の
内
容
は
、
複
数
の
資
料
を
参
考
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
人
物
註
は
、
註
が
つ
い
て
い
る
人
物
と
宮
崎
氏
と
の

交
遊
の
度
合
い
に
は
関
係
な
く
、
登
場
人
物
の
ほ
ぼ
全
員
に

関
し
て
作
成
し
て
あ
る
。
註
の
つ
い
て
い
な
い
人
物
が
若
干

名
い
る
が
、
そ
れ
は
編
集
の
都
合
上
、
註
を
つ
け
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
人
物
自
身
の
重
要
度
や

宮
崎
通
と
の
関
係
の
度
合
い
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
人
物
註

は
、
日
本
人
に
関
し
て
は
、
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
社
提
供
の

W
E
B
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
げ
叶
一
〇
一
＼
＼
♂
＜
①
σ
●
ロ
一
〇
げ
一
〇
q
餌
一
●
O
O
も
U
＼
）

お
よ
び
興
信
デ
」
タ
社
の
『
人
事
興
信
録
』
を
中
心
に
、
複

数
の
資
料
を
参
考
に
作
成
さ
れ
た
。
外
国
人
に
関
し
て
は
、

各
種
事
典
や
紳
士
録
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
の
所
属
機
関
が
提

供
す
る
経
歴
を
参
考
に
作
成
し
た
。

　
ま
た
、
脚
注
の
中
で
は
、
数
多
く
の
図
表
を
参
照
す
る
よ

う
指
定
が
さ
れ
て
い
る
。
当
初
、
こ
う
し
た
図
表
は
、
各
回

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
記
録
の
後
ろ
に
資
料
と
し
て
添
付
す
る

予
定
で
あ
っ
た
が
、
か
な
り
の
量
に
の
ぼ
る
た
め
、
本
書
に

含
め
ず
、
図
表
の
み
を
別
冊
資
料
と
し
て
編
集
す
る
こ
と
に

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
図
表
に
は
出
典
を
記
し
て
あ
る
が
、
基

本
的
に
経
済
企
画
庁
発
表
の
資
料
を
参
考
に
し
た
。
本
書
の

巻
末
に
あ
る
の
は
、
宮
暗
氏
ご
自
身
が
作
成
さ
れ
た
資
料
お

よ
び
、
同
氏
が
特
に
必
要
と
さ
れ
た
図
表
で
あ
る
。

　
こ
の
宮
崎
氏
の
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
は
、
い
み
じ
く
も

経
済
政
策
の
運
営
に
苦
闘
す
る
小
泉
内
閣
発
足
の
日
に
開
始

さ
れ
、
そ
の
一
周
年
の
日
に
最
終
回
が
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
の
記
録
で
あ
る
。
戦
後
日
本
の
経
済
計
画
の
歴
史
を
専

門
と
す
る
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
幅
広
い
読
者
に
利
用
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
政
策
研
究
大
学
院
大
学
森
　
直
子



宮崎　勇　略歴

1923 大正12年 10月28日 佐賀県佐賀市に生まれる

1930 昭和5年 9月 ブエノスアイレスにて英国式

ｬ説校へ入学

1933 昭和8年 4月 日本へ帰国後、佐賀県有浦村

ｬ学校（旧制）に編入

ゴ

9月 兵庫県武庫郡要道村小学校
i旧制）に転校

12月23日 新設の兵庫県武庫郡山手尋常

ｬ学校（旧制）へ

1936 昭和11年 3月 兵庫県武庫郡山手尋常小学校

ｲ業

4月 佐賀中学校（旧制）入学

1941 昭和16年 3月 佐賀中学校（旧制）卒業

4月 佐賀高校（旧制）入学

1943 昭和18年 9月 佐賀高校（旧制）　卒業、菓京

骰荘蜉w経済学部経済学科

Y学

12月 海軍予備学生として佐世保海

ｺ団入団
1944 昭和19年 2月～ 鹿児島⇒宮崎⇒松島航空隊に

ﾄ訓練

三沢航空隊に教官（第十一分

¥分隊士）として所属

1945 昭和20年
「宮城県多賀城工廠へ配属（監

ﾂ官）

8月15日 終戦、佐賀へ帰郷

10月 東京大学経済学部復学

1947 昭和22年 d月 東京大学経済学部経済学科卒

ﾆ
10月 経済安定本部　入職、動力局

z炭課へ配属

1950 昭和25年 2月 官房経済復興計画室へ配属さ
黷

8月 経済審議庁の設置に伴い、
ｯ庁計画部第ワ計画課係長

1952 昭和27年 7月 総合計画局計画課筆頭補佐

1955 昭和30年 7月 経済企画庁の設置にイ半い、同

｡計画局計画一課へ

1957 昭和32年　　　印 8月 総合計画局計画課

9月 米国マサチューセッツ工科大

w国際問題研究所に留学

1959 昭和34年 4月 日本に帰国、総合計画局計画

ﾛへ．

7

10月 総合計画局計画課課長代理

1961 昭和36年 1月 国際連合本部へ出向、

H業開発部に所属

1963 昭和38年 7月 帰国、・経済企画庁調査官
i調査局、調整局）

1964 昭和39年 6月 国民生活局　新設準備室、官

[調査官兼務

1965 昭和40年 6月 国民生活局国民生活課長就任

1967 、昭和42年 12月 調査局内国調査課長　就任
i経済白書　昭和42、43、44年

x版執筆）

1969 昭和44年 10月 調整局参事官就任

1972 昭和47年 6月20日， 調査局長就任

1973 昭和船生 3月31日 経済研究所長

A任（調査局長と兼任）

8月21日 締斉研究所長兼任を

�ｩれる

』1975 昭和50年 第10回吉野作造賞、受賞

1976 昭和51年 1月20日 総合計画局長就任

1977 昭和52年 1月21日 調査局長就任

1979 昭和54年 7月20日 経済企画庁事務次官就任

1981 昭和56年 6月10日 経済企画庁事務次官　退官、

o済企画庁顧問就任

1982 昭和57年 大和証券経済研究所
纒¥取締役理事長就任

1984 昭和59年 石橋湛山賞　受賞

1986 昭和61年 アギラ・アステカ勲章

�^

1989 平成元年 大和総研代表取締役理事長

A任

1992 平成4年 第昭回NHK放送文化賞

�ﾜ

1994 平成5年 深翔1名誉市民仲国）

1995 平成7年 8月8日 国務大臣　経済企画庁長官
A任　（村山改造内閣）

1996 平成8年 1月11日 内閣交代により経済企画庁長

ｯ　辞任

大和総研特別顧問就任

3月 行政改革委員会委員長代理

A任

1998 平成10年 勲一等瑞宝章授与



オーラルヒストリー
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〆

■
は
じ
め
に

中
村
　
最
初
に
伊
藤
さ
ん
か
ら
、
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
こ

と
を
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

伊
藤
　
は
い
。
私
と
御
厨
貴
と
で
、
ず
っ
と
前
か
ら
オ
ー
ラ
ル

ヒ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
も
の
を
や
っ
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
と
い
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
そ
れ
を
最
近
は
「
オ
ー

ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
と
い
っ
て
、
非
常
に
新
し
い
こ
と
の
よ
う

に
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
計
画
を
ず
っ
と
や
っ
て
お
り
ま
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ユ

最
初
に
後
藤
田
（
正
晴
）
さ
ん
を
や
っ
て
、
著
名
に
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
で
文
部
省
に
ア
プ
ラ
イ
し
ま
し
て
、
去
年
か
ら
年

間
一
億
四
千
万
円
ぐ
ら
い
の
大
き
な
予
算
が
つ
き
ま
し
た
。

中
村
　
そ
ん
な
金
は
使
い
よ
う
が
な
い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
ぐ

ら
い
で
す
ね
（
笑
い
）
。

伊
藤
　
実
際
、
使
う
ん
で
す
よ
。

宮
崎
　
一
般
の
研
究
者
か
ら
見
れ
ば
羨
ま
し
い
で
す
ね
。

伊
藤
　
事
務
ス
タ
．
ッ
フ
も
ち
ゃ
ん
と
雇
っ
て
い
ま
す
の
で
ね
。

人
件
費
で
あ
っ
と
い
う
問
に
か
な
り
い
き
ま
す
。
ア
ル
バ
イ
ト

も
た
く
さ
ん
使
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
前
に
私
ど
も
の
大
学
の
ご
説
明
を
ち
ょ
っ
と
し
ま
す
。
私

の
と
こ
ろ
は
大
学
院
だ
け
の
大
学
で
し
て
、
二
つ
に
分
け
ま
し

て
、
日
本
語
で
教
育
を
す
る
コ
ー
ス
と
、
英
語
で
教
育
を
す
る

コ
ー
ス
と
が
あ
り
ま
す
。
両
方
と
も
そ
う
な
ん
で
す
が
、
留
学

生
も
日
本
人
の
学
生
も
、
だ
い
た
い
官
庁
そ
の
他
そ
れ
に
類
似

す
る
も
の
に
入
っ
て
三
、
四
年
位
た
っ
た
人
た
ち
を
引
き
受
け

て
い
ま
す
。
大
学
か
ら
直
接
の
人
も
い
ま
す
。
そ
し
て
一
年
で

マ
ス
タ
ー
を
出
す
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。
・

　
一
年
で
す
か
ら
大
変
な
ん
で
す
が
、
、
春
学
期
、
夏
学
期
、
秋

学
期
、
冬
学
期
と
四
学
期
あ
り
ま
し
て
、
休
み
が
な
い
ん
で
す
。

先
生
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
学
期
で
受
け
持
っ
て
い
る
か
ら
い
い
ん

で
す
が
、
学
生
さ
ん
は
つ
い
に
休
み
が
な
い
と
い
う
厳
し
い
も

の
で
す
。
し
か
し
一
年
で
M
A
を
と
れ
る
。
そ
の
上
に
、
来
年

度
か
ら
学
年
進
行
で
博
士
課
程
が
つ
く
と
い
う
格
好
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
体
制
は
実
は
埼
玉
大
学
の
政
策
科
学
研
究
科
と
い
う
と

こ
ろ
が
ら
出
発
し
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
卒
業
生
は
、
ベ
ト

ナ
ム
と
か
モ
ン
ゴ
ル
と
か
、
旧
ソ
連
が
崩
壊
し
た
あ
と
で
き
た

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
の
国
と
か
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
ぐ
ら
い
ま
で
い
ま
す
。
い
ま
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
人
も
少
し
入
つ
で
き
て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
範
囲
で
す
。

　
そ
し
て
研
究
と
教
育
を
両
立
さ
せ
て
や
．
っ
て
い
こ
う
と
い
う

の
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
と
い
う
も
の
を
つ
く
っ
て
、

い
ろ
い
ち
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
研
究
費
を
取
っ
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
学
内
の
配
分
も
少
し
は
あ
る
ん
で
す
が
、
そ
ん
な
も
の

で
は
研
究
は
や
っ
て
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
中
の
ひ
と
つ
と
し
て

わ
れ
わ
れ
は
「
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
を
や
っ
て
お
り
ま
す
。

ど
う
し
て
も
、
昭
和
戦
後
期
が
中
心
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す

が
、
公
的
な
立
場
に
あ
っ
て
、
公
的
な
お
仕
事
を
さ
れ
た
方
か

ら
お
話
を
伺
っ
て
、
き
ち
ん
と
し
た
証
言
を
つ
く
ろ
う
と
い
う

も
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
き
ち
ん
と
し
た
記
録
と
い
っ
て
も
、

や
は
り
一
次
的
な
資
料
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
思
い
違
い
と

か
、
立
場
に
よ
っ
て
も
の
の
見
方
が
違
う
と
い
う
こ
と
は
し
ょ

っ
ち
ゅ
う
あ
り
ま
す
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
方
か
ら
ク
ロ
ス
で
お

話
を
伺
う
と
い
う
形
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。

　
後
藤
田
さ
ん
の
も
の
を
．
ご
旧
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
た
と
え
ば
、
こ
れ
も
ご
覧
に
い
れ
よ
う
と
思
っ
て
持
っ
て

来
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
海
原
さ
ん
の
も
の
で
す
［
『
海
原
治
オ

や
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
八
月
九

日
生
ま
れ
。
東
京
帝
大
卒
業
後
、
内

務
省
入
省
。
自
治
省
、
防
衛
庁
、
警

察
庁
を
経
て
、
昭
和
四
四
年
警
察
庁

長
官
。
退
官
後
、
田
中
首
相
に
請
わ

れ
内
閣
官
一
房
副
長
官
に
就
任
。
以
後
、

自
治
相
、
内
閣
官
房
長
官
、
行
政
管

理
庁
長
官
を
歴
任
。
初
代
総
務
庁
長

官
就
任
。
平
成
四
年
宮
沢
内
閣
の
法

相
、
の
ち
副
首
相
。
同
八
年
に
政
界

引
退
。
後
藤
田
氏
の
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス

ト
リ
ー
は
、
『
情
と
理
－
後
藤
田
正
晴

回
顧
録
一
上
・
下
』
』
（
講
談
社
、

一
九
九
八
年
）
と
し
て
刊
行
化
さ
れ

た
。

“



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
上
下
二
巻
の
冊
子
を
示
す
］
。
後
藤
田

さ
ん
と
か
竹
下
さ
ん
の
も
の
も
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
、
竹
下
さ

ん
の
も
の
は
多
少
整
理
を
し
て
い
る
ん
で
す
。
読
み
や
す
い
よ

う
に
と
い
う
こ
と
、
ま
た
ご
本
人
が
、
ち
ょ
っ
と
い
ま
は
表
に

出
し
た
く
な
い
と
い
う
こ
と
は
か
な
り
消
し
た
－
り
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
編
集
者
が
か
な
り
編
集
し
て
い
衷
す
。

　
こ
れ
［
『
海
原
治
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
旨
も
、
も
ち
ろ
ん

そ
れ
を
少
し
や
っ
て
い
ま
す
。
ご
本
人
が
、
ど
う
し
て
も
、
こ

の
場
限
り
の
話
だ
と
い
う
こ
と
で
お
話
に
な
っ
た
も
の
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
場
限
り
が
、
時
々
は
こ
の
場
限
り
で
は

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
口
か
ら
出
た
も
の
は
引
っ
込
ま
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
が
、
だ
い
た
い
本
当

に
き
わ
ど
い
問
題
は
や
は
り
消
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
海
原
さ
ん
の
も
の
の
方
が
、
こ
う
い
つ
た
も
の
［
後
藤
田
、

竹
下
氏
の
単
行
本
の
回
顧
録
］
よ
り
も
実
態
に
近
い
形
で
す
。

海
原
さ
ん
も
そ
う
で
す
し
、
も
う
ひ
と
つ
新
自
由
ク
ラ
ブ
の
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ヨ

表
を
や
っ
た
田
川
誠
一
さ
ん
も
そ
う
で
す
が
、
十
九
回
と
か

二
十
回
と
か
や
っ
て
い
る
ん
で
す
。
だ
い
た
い
月
に
一
回
二
時

間
と
っ
て
い
た
だ
い
て
、
毎
月
毎
月
や
っ
て
い
き
ま
す
。
途
中

欠
け
る
月
も
あ
ゆ
ま
す
の
で
、
二
年
近
く
か
け
て
お
話
を
伺
う

と
い
う
形
で
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
お
話
を
伺
っ
て
い
る
範
囲
は
か
な
り
広
く
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
か
ら
政
治
家
、
官
僚
O
B
の
方
々
で
す
。
い
ま
私
が
担
当
し

て
い
る
の
は
外
務
官
僚
と
文
部
官
僚
で
す
。
文
部
官
僚
の
方
は
、

か
な
り
思
い
切
り
よ
く
い
ろ
い
ろ
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
す
が
、

外
交
官
の
方
は
な
か
な
か
口
が
堅
く
て
、
む
に
や
む
に
や
と
言

っ
て
い
る
う
ち
に
先
に
進
ま
れ
て
し
ま
う
と
い
う
感
じ
で
す

ね
。
そ
ん
な
こ
と
で
や
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
と
は
財
界
の
方
に

も
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
方
を
や
っ
て
お
り
ま

し
て
、
労
働
界
の
人
と
か
、
政
治
で
も
民
社
の
人
と
か
、
手
づ

る
の
あ
る
と
こ
ろ
を
い
ま
ど
ん
ど
ん
広
げ
て
お
り
ま
す
。

　
聞
き
手
が
足
り
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
中
村
先
生
に
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
昔
か
ら
一
緒
に
オ
ー
ラ
ル
み
た
い
な
こ
と
を
や

っ
て
い
た
も
の
で
す
か
ら
、
中
村
先
生
に
大
い
に
働
い
て
い
た

だ
こ
う
と
思
い
ま
し
て
、
お
話
し
た
と
こ
ろ
、
宮
崎
先
生
が
お

引
き
受
け
く
だ
さ
っ
て
、
大
変
あ
り
が
た
い
と
い
う
こ
と
で
、

始
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宮
暗
　
大
変
恐
縮
で
す
。
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
何
回
ぐ

ら
い
で
や
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
か
。
昔
の
こ
と
は
正
確
な

記
録
や
統
計
で
確
認
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
。

伊
藤
話
の
進
行
の
具
合
で
い
か
が
で
七
よ
う
か
。

宮
崎
　
私
は
何
回
と
特
に
注
文
し
ま
せ
ん
が
。

伊
藤
　
私
ど
も
と
し
て
は
、
十
回
で
も
二
十
回
で
も
三
十
回
で

も
、
と
い
う
こ
と
で
す
が
。

宮
崎
　
戦
後
と
い
う
と
、
私
が
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
、
就
職

し
て
以
来
の
話
で
す
ね
。

伊
藤
　
い
や
い
や
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
生
ま
れ

か
ら
ず
っ
と
伺
お
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

宮
暗
　
そ
れ
は
や
っ
て
も
し
ょ
う
が
な
い
で
し
ょ
う
。
個
人
的

な
家
族
・
学
校
生
活
な
ど
ご
く
平
凡
で
、
面
白
く
も
な
い
し
為

に
な
る
と
も
思
え
ま
せ
ん
が
。

伊
藤
　
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
で
す
よ
。

宮
売
　
あ
と
は
、
現
在
ま
で
で
す
か
。

伊
藤
　
は
い
。
そ
れ
は
お
話
い
た
だ
け
る
範
囲
で
結
構
で
す
。

あ
ま
り
近
い
と
こ
ろ
は
一
。

宮
篭
　
中
村
先
生
の
お
話
だ
と
、
終
戦
直
後
が
焦
点
と
い
う
ふ

う
に
も
伺
っ
た
の
で
す
が
。

伊
藤
　
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・・

Q
平
成
十
三
（
二
〇
〇
一
）
年
一
月

、
政
策
研
究
大
学
院
大
学
C
O
E
オ
ー

ラ
ル
政
策
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

「
研
究
成
果
報
告
書
」
と
し
て
出
版
さ

れ
た
。
上
下
二
巻
。

鱒
3
平
成
十
三
（
二
〇
〇
｝
）
年
一
月

政
策
研
究
大
学
院
大
学
O
C
E
オ
ー

ラ
ル
政
策
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

「
研
究
成
果
報
告
書
」
と
し
て
出
版
さ

れ
た
。

12



EIZNEt12　：N　D

中
村
　
ま
あ
、
そ
の
へ
ん
が
ひ
と
つ
の
大
事
な
話
だ
と
は
思
う

　
ん
で
す
が
。

伊
藤
　
で
き
れ
ば
、
現
に
い
ま
進
行
し
て
い
、
る
と
こ
ろ
ま
で
お

話
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
が
。
　
　
／

宮
峙
　
そ
れ
で
は
、
今
日
は
第
一
回
目
で
す
か
ら
、
ザ
ー
ッ
と

私
の
経
歴
と
い
う
と
大
袈
裟
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
お
話
し

し
て
、
そ
の
中
か
ら
こ
こ
が
中
心
で
と
判
断
し
て
く
だ
さ
れ
ば
。

伊
藤
　
そ
れ
で
も
結
構
で
す
け
れ
ど
も
、
全
部
伺
う
つ
も
り
で

お
り
ま
す
。

穀
減
　
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
も
の
は
、
最
近
こ
う
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
な

う
も
の
［
竹
下
氏
回
顧
録
な
ど
］
で
、
私
も
大
変
お
も
し
ろ

　
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
る
事
件
に
つ
い
て
実
際
に
関
連

し
た
人
の
ナ
マ
の
声
を
聞
く
と
い
う
こ
と
で
、
単
に
文
献
に
な

　
っ
て
い
る
記
録
か
ら
た
ど
る
の
と
は
違
っ
て
、
ビ
ビ
ッ
ド
で
直

接
的
だ
と
い
う
価
値
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。
全
般
的
に
は

い
い
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
こ
の
方
々
［
竹
下
氏
や
海
原

氏
］
は
別
に
し
て
、
．
や
は
り
個
人
の
思
い
出
で
す
か
ら
、
記
憶

が
あ
や
ふ
や
だ
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
あ
と

で
文
献
で
あ
る
程
度
訂
正
す
る
こ
と
は
で
き
る
と
思
う
ん
で
す

が
、
そ
の
事
件
の
解
釈
と
い
う
も
の
に
は
、
非
常
に
個
人
の
独

自
の
も
の
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。
実
は
あ
の
と
き
は
こ
う

だ
っ
た
と
、
定
番
み
た
い
に
い
え
な
い
で
す
ね
。
．

　
例
え
ば
私
が
経
済
安
定
本
部
に
い
て
、
経
済
安
定
本
部
で
は

こ
う
い
う
積
も
り
で
こ
う
こ
う
し
た
と
説
明
し
て
も
、
客
観
的

に
見
れ
ば
そ
う
で
は
な
い
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
安
定

本
部
は
そ
う
考
え
て
も
、
大
蔵
省
や
司
令
部
は
違
っ
て
い
た
か

も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
中
村
先
生
と
も
お
話
し
た
ん
で
す

．
が
、
日
本
再
建
に
つ
い
て
終
戦
直
後
、
傾
斜
生
産
方
式
（
供
給

力
対
策
）
で
行
く
か
、
あ
る
い
は
安
定
恐
慌
も
辞
さ
な
い
で
金

融
財
政
面
（
需
要
安
定
）
か
ら
ま
ず
再
建
を
図
っ
て
い
く
か
、

ド
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
私
は
安
定
本
部
に
お
り
ま

し
た
か
ら
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
傾
斜
生
産
方
式
に
関
係
し
て

　
い
て
、
そ
れ
が
当
時
の
主
流
で
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
り
、
か

　
つ
そ
れ
は
正
し
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
け
れ
ど
も
そ

う
で
は
な
く
、
こ
う
い
う
動
き
が
司
令
部
に
も
あ
っ
た
と
か
、

大
蔵
省
に
も
あ
っ
た
と
か
で
、
そ
れ
で
こ
う
い
う
ふ
う
に
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ヨ

た
の
だ
と
言
う
人
、
た
と
え
ば
渡
辺
（
武
）
さ
ん
と
か
、
柏

　
　
　
　
　
　
　
る
　

木
（
雄
介
）
さ
ん
と
か
、
あ
る
い
は
亡
く
な
ら
れ
た
伊
原
さ

ん
な
ど
が
私
な
ど
と
違
っ
た
観
点
で
経
済
政
策
史
を
視
て
い
る

人
も
い
ま
す
。
で
す
か
ら
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
の
は

そ
の
個
人
か
ら
見
た
も
の
で
あ
っ
て
、
果
た
し
て
そ
れ
が
客
観

的
に
公
正
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
こ
う
い
う
方
々
が
そ
う
だ
と
特
定
の
人
を
あ
げ

る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
が
、
自
伝
と
か
回
顧
録
を
読
み
ま
す
と
、

例
え
ば
日
本
銀
行
の
公
定
歩
合
を
上
げ
る
下
げ
る
と
い
う
時
に

政
府
と
ど
う
い
う
や
り
取
り
が
あ
っ
た
か
と
い
う
裏
話
的
な
こ

と
・
を
、
い
ま
に
な
っ
て
話
を
さ
れ
る
日
本
銀
行
の
偉
い
方
々
が

お
ら
れ
る
ん
で
す
ね
。
け
れ
ど
も
、
多
少
と
も
そ
の
問
題
に
政

府
側
で
関
与
し
た
立
場
か
ら
み
る
と
、
違
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
う
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
あ
の
人
と
こ
の
人
と
に
会
っ
て
自

分
が
政
策
的
に
判
断
を
最
終
的
に
下
し
た
と
い
う
話
も
、
別
の

人
に
あ
っ
て
き
く
と
ハ
ち
ょ
っ
と
違
う
そ
と
い
う
よ
う
な
思
い

出
話
も
あ
る
ん
で
す
ね
。
為
替
レ
ー
ト
の
変
更
に
関
し
て
は

色
々
見
方
、
言
い
分
が
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
し
て
多
く
の
人
、

Z
い
う
の
は
言
い
過
ぎ
か
な
、
十
人
の
う
ち
六
、
七
人
は
、
自

分
が
や
っ
た
こ
ど
を
正
当
化
す
る
、
あ
る
い
は
間
違
っ
て
い
て

略
弁
解
す
る
と
い
う
の
が
多
い
ん
で
す
ね
。
私
が
お
話
す
る
こ

と
も
お
そ
ら
く
そ
う
い
う
部
類
に
属
す
る
こ
と
も
多
い
と
思
う

静
4
C
O
E
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
物

と
し
て
、
平
成
十
三
（
二
〇
〇
一
）

年
一
月
、
講
談
社
よ
り
『
政
治
と
は

何
か
l
l
竹
下
登
回
顧
録
」
と
し
て
出

版
さ
れ
た
。

言
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
二
月

十
五
日
生
ま
れ
。
東
京
帝
国
大
学
卒

業
後
、
大
蔵
省
入
省
、
大
蔵
省
財
務

官
、
駐
米
特
命
全
権
公
使
、
国
際
通

貨
基
金
・
世
界
銀
行
各
理
事
を
経
て
、

昭
和
四
一
年
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
総
裁

就
任
。
昭
和
六
〇
年
、
、
日
本
で
初
め

て
の
事
業
で
あ
る
債
券
格
付
機
関
ゆ

日
本
格
付
研
究
所
の
初
代
社
長
。

．，

U
大
正
六
（
「
九
「
七
）
年
十
月
十

七
日
大
連
生
ま
れ
。
昭
和
十
六
年
大

蔵
省
入
省
。
主
計
局
主
計
官
、
国
際

金
融
局
長
な
ど
を
経
て
、
四
六
年
顧

問
を
最
後
に
退
任
。
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ん
で
す
。

伊
藤
　
そ
れ
は
、
な
い
人
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
私
は
思
っ

て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
客
観
的
に

も
の
を
語
れ
る
な
ん
て
い
う
方
は
い
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

「
宮
暗
　
だ
け
ど
、
そ
れ
は
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
し
て
は
あ
ま
り
ょ
く

な
い
と
い
う
か
問
題
点
の
一
つ
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。

伊
藤
、
こ
の
海
原
さ
ん
は
、
後
藤
田
さ
ん
と
か
中
曽
根
さ
ん
と

だ
い
た
い
同
じ
ぐ
ら
い
の
年
齢
な
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
、
そ
の

悪
口
も
ず
い
ぶ
ん
言
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
前
に
後
藤
田
さ
ん
と

　
　
　
　
　
　
　
リ
ア

や
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
こ
の
間
ち
ょ
っ
と
契
約
に
行
っ
た

ん
で
す
が
、
「
海
原
の
や
つ
は
で
た
ら
め
を
言
っ
て
い
る
、
あ

れ
は
こ
う
だ
」
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
彼

［
海
原
氏
］
が
防
衛
局
長
の
時
代
に
、
松
野
頼
三
が
防
衛
庁
長

官
な
ん
で
す
ね
。
い
ま
そ
の
松
野
頼
三
の
話
を
聞
い
て
い
る
の

で
、
彼
［
松
野
氏
］
に
振
っ
た
ら
、
「
海
原
の
や
つ
は
こ
ん
な

こ
と
を
言
っ
て
い
や
が
る
、
あ
れ
は
こ
う
だ
、
こ
う
だ
」
と
言

う
わ
け
で
す
ね
。

宮
崎
　
そ
う
い
・
ワ
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

伊
藤
　
僕
は
み
ん
な
そ
う
だ
と
思
う
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
い

ろ
い
ろ
な
方
々
か
ら
伺
っ
て
い
る
と
、
そ
う
な
り
ま
す
。
そ
れ

か
ら
こ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
歴
史
学
か
ら
い
え
ば
ど
う
し
て
も
二

次
的
な
史
料
で
す
の
で
、
一
次
的
な
史
料
、
そ
の
時
に
つ
く
ら

れ
た
一
も
の
で
は
な
い
わ
け
で
す
。
だ
け
ど
、
場
合
に
よ
っ
て
は

こ
れ
［
一
次
史
料
］
逢
解
釈
す
る
の
に
役
に
立
つ
こ
と
が
あ
る

わ
け
で
す
。
文
書
の
読
み
方
と
い
い
ま
す
か
、
そ
う
い
う
状
況

の
中
で
こ
の
文
書
が
つ
く
ら
れ
た
な
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

し
か
も
時
代
が
新
し
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
今
度
は
文
書
公
開

と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
た
ぶ
ん
文
書
は
あ
ま
り

出
て
こ
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
［
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス

ト
リ
ー
は
］
文
書
の
隙
間
を
埋
め
る
と
い
う
作
業
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
文
書
に
な
り
ま
す
と
人
間

の
感
情
が
消
え
て
し
ま
い
ま
ず
け
れ
ど
も
、
実
際
の
政
策
決
定

の
場
合
に
は
、
あ
い
つ
、
と
か
な
ん
と
か
と
い
う
よ
う
な
私
的

な
感
情
も
だ
い
ぶ
入
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。

宮
崎
入
り
ま
す
よ
ね
。
官
庁
の
出
来
上
が
り
の
文
章
は
、
多

く
は
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
て
、
皆
が
仲
良
く
合
意
し
た
と
い
．

う
形
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
当
は
そ
ん
な
綺
麗
事
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

伊
藤
　
意
見
は
同
じ
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
あ
い
つ
の
や
る
こ
と
．

だ
か
ら
気
に
入
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
ハ
か
な
り
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
個
人
だ
け
で
な
く
て
、
役
所

の
場
合
も
あ
る
。
産
業
に
関
す
る
発
議
が
、
た
と
え
ば
郵
政
省

か
ら
あ
る
と
、
通
産
省
が
嫌
な
顔
を
す
る
。
財
政
の
こ
と
に
口

を
出
す
と
大
蔵
省
が
横
を
む
く
、
と
い
っ
た
具
合
に
。

宮
崎
　
あ
り
ま
す
。
特
に
役
人
の
場
合
は
、
、
何
か
を
決
め
る
時

に
自
分
が
相
談
に
あ
ず
か
ら
な
け
れ
ば
、
お
れ
に
話
は
な
か
っ

た
、
と
い
う
こ
と
で
、
ど
う
し
て
も
批
判
的
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。
言
葉
は
好
き
で
は
な
い
ん
で
す
が
、
経

企
庁
み
た
い
．
な
寄
合
世
帯
に
い
る
と
、
そ
の
こ
と
が
良
く
分
か

り
ま
す
。

伊
藤
　
で
す
か
ら
、
総
合
的
に
判
断
し
な
い
と
い
け
な
い
と
い

う
お
話
は
、
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
り
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　

宮
造
　
今
度
の
組
閣
で
も
江
藤
さ
ん
が
、
「
俺
に
何
の
話
も
な

　
　
　
　
　
　
り
り

く
て
、
な
ぜ
平
沼
に
先
に
い
っ
た
ん
だ
」
と
言
う
わ
け
で
す

ね
。
あ
あ
い
う
類
の
も
の
と
い
う
の
は
案
外
あ
る
ん
で
す
よ
ね
、

役
人
の
世
界
で
は
。

伊
藤
政
治
家
の
世
界
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
政
治
家
は
、
失
敗
は
人
の
失
敗
で
、
成
功
は
自
分
の
成
功

亨
註
一
参
照
。

誓
小
泉
内
閣
の
組
閣
。
本
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
第
一
回
が
実
施
さ
れ
た
当
日
、

平
成
十
三
（
一
一
〇
〇
一
）
年
四
月
二

六
日
に
発
足
し
た
。

静
9
江
藤
隆
美
。
自
由
民
主
党
、
江

藤
・
亀
井
派
会
長
。
建
設
大
臣
、
運

輸
大
臣
、
総
務
庁
長
官
な
ど
歴
任
。

穏
－
o
平
沼
二
夫
。
自
由
民
主
党
、
江

藤
・
亀
井
派
。
大
蔵
政
務
次
官
、
運

輸
大
臣
な
ど
歴
任
。
小
泉
内
閣
で
は
、

経
済
産
業
大
臣
に
任
命
さ
れ
た
。
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だ
と
言
う
。
だ
い
た
い
そ
う
い
う
話
で
す
ね
。

宮
崎
誰
で
も
そ
う
で
す
。
私
も
そ
・
γ
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

伊
藤
　
ど
う
し
て
も
自
慢
話
に
な
る
よ
と
お
っ
し
ゃ
る
方
は
多

い
ん
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
自
由
に
自
慢
話
を
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
か
わ
り
私
ど
も
の
ほ
う
で
は
ち
ょ
っ
と
突
っ
込
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
、
と
い
う
こ
と
で
や
っ
て
お
り
ま
す
が
。

中
村
　
そ
れ
か
ら
も
う
ひ
と
つ
、
人
間
と
い
う
の
は
う
ま
く
で

き
て
い
る
か
ら
ね
。
い
い
こ
と
は
よ
く
覚
え
て
い
る
、
ん
だ
け
れ

ど
、
失
敗
し
た
こ
と
は
覚
え
て
い
な
い
と
い
う
か
、
忘
れ
ち
ゃ

う
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
こ
と
が
ど
う
し
て
も
あ
る
ん
で
す
ね
。

宮
崎
　
あ
り
ま
す
ね
。
そ
れ
に
だ
ん
だ
ん
年
を
取
っ
て
く
る
と
、

私
自
身
感
じ
る
ん
で
す
が
、
過
去
の
自
分
を
正
当
化
し
よ
う
と

し
ま
す
ね
。
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
と
し
て
は
跨
ぐ
な
い
こ
と
で
す
ね
。

伊
藤
　
で
も
そ
れ
は
、
人
間
が
生
き
る
上
で
は
必
要
不
可
欠
な

ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
分
の
物
語
が
や
は
り
ち
ゃ
ん
と

あ
っ
て
一
。

宮
暗
　
で
す
か
ら
、
立
派
な
発
言
も
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
け

バ
ー
ト
・
マ
ク
ナ
マ
ラ
さ
ん
の
伝
記
な
ん
て
い
う
の
は
、
言

い
に
く
い
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
言
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
自
分
が
ベ

ト
ナ
ム
問
題
で
は
間
違
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
っ
て
い
た
と
言

う
。
そ
れ
で
ア
ジ
ア
の
人
に
ご
ヶ
い
う
迷
惑
を
か
け
た
と
書
い

て
い
る
。
「
な
か
な
か
そ
う
い
う
勇
気
は
、
私
を
含
め
て
普
通
の

人
に
は
な
い
で
す
ね
。
直
接
マ
ク
マ
ナ
ラ
さ
ん
と
話
し
て
み
て
、

誠
実
と
正
直
が
、
歴
史
を
語
る
と
き
最
も
大
事
だ
と
言
う
こ
と

を
感
じ
ま
す
ね
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
、

伊
藤
　
ま
あ
そ
れ
が
人
間
の
度
量
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
が
、
な
か
な
か
そ
れ
は
難
し
い
こ
と
で
す
。
そ
ん
な
こ
と

で
、
私
ど
も
は
ぼ
つ
ぼ
つ
と
や
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

宮
暗
　
ま
あ
、
と
り
あ
え
ず
二
、
三
回
や
っ
て
み
て
、
あ
れ
は

全
然
だ
め
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど

ね
。
そ
の
と
き
は
ス
ト
ッ
プ
し
て
下
さ
い
。

伊
藤
　
皆
さ
ん
必
ず
そ
う
お
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
．

は
絶
対
に
な
い
ん
で
す
。

　
ど
う
い
う
ふ
う
に
進
め
る
か
で
す
け
れ
ど
も
、
普
通
は
質
問

を
つ
く
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
ご
乞
い
た
だ
い
て
お
い
て
、
そ
れ

に
お
答
え
く
だ
さ
る
と
い
う
形
で
お
話
し
く
だ
さ
る
と
、
ち
ょ

う
ど
話
の
糸
口
が
あ
っ
て
よ
ろ
し
い
ん
で
す
が
、
一
番
最
初
の

回
は
だ
い
た
い
お
若
い
頃
の
話
を
伺
う
も
の
で
す
か
ら
、
あ
ま

り
質
問
要
項
を
つ
く
ら
な
い
で
お
話
を
伺
う
と
い
う
ふ
う
に
し

て
お
り
ま
す
。
多
分
次
回
か
ら
は
、
彼
女
［
森
番
〕
が
質
問
要

項
を
ま
ず
つ
く
っ
て
、
そ
し
て
中
村
先
生
の
と
こ
ろ
に
お
送
り

し
て
、
中
村
先
生
が
手
を
入
れ
て
、
そ
れ
を
宮
崎
先
生
に
お
送

り
す
る
と
い
う
感
じ
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま

す
が
、
そ
ん
な
こ
と
で
よ
ろ
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
か
。

■
生
い
立
ち
1
経
済
問
題
へ
の
関
心
と
取
組
み

　
佐
賀
生
ま
れ
、
帰
国
子
女

、
宮
崎
　
話
の
前
座
と
し
て
、
私
の
舞
い
立
ち
か
ら
始
め
る
ん
で

す
か
。
あ
ま
り
意
味
な
い
と
思
い
ま
す
が
。

伊
藤
　
い
や
、
そ
ん
な
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
ら
ず
に
言
っ
て
く
だ

さ
い
。
ち
ゃ
ん
と
調
べ
て
あ
る
ん
で
す
か
ら
［
森
氏
が
作
成
し

　
　
　
　
　
　
の
の

た
年
譜
を
示
す
］
。
ご
覧
に
な
り
ま
ナ
か
。

中
村
　
こ
う
い
う
も
の
が
、
ど
こ
か
で
手
に
入
っ
た
ん
で
す
ね
。

森
　
い
ろ
い
ろ
継
ぎ
合
わ
せ
て
つ
く
っ
て
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

ご
留
学
さ
れ
た
時
期
が
産
経
新
聞
の
交
友
記
に
載
っ
て
お
り
ま

す
の
と
、
ご
著
書
の
中
で
書
か
れ
て
い
る
の
と
二
年
冬
ど
ず
れ

が
あ
っ
た
り
し
て
、
ま
だ
不
完
全
な
も
の
で
す
。
ご
幼
少
の
頃
、
．

。ひ

P1

≠
O
9
鳥
ω
．
ζ
o
Z
ロ
ヨ
費
国
の
伝
記
。

邦
訳
『
マ
ク
ナ
マ
ラ
回
顧
録
、
一
ベ

ト
ナ
ム
の
悲
劇
と
教
訓
」
仲
晃
　
訳
、

共
同
通
信
社
、
［
九
九
七
年
。
原
書

は
．
．
ゴ
5
骨
8
翼
一
ヨ
話
」
］
「
口
星
く
m
5
Ω

「
Φ
ω
ω
◎
コ
0
0
0
噛
≦
Φ
ゴ
里
ゴ
藩
ゴ
ヨ
①
0
0
匝
O
◎
否
．

⊂
ω
》
一
Q
O
㎝

趨
略
歴
参
照
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海
外
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
の
も

あ
っ
た
ん
で
す
が
、
時
期
な
ど
わ
か
り
ま
せ
ん
し
、
ち
ょ
っ
と

ま
だ
不
完
全
で
す
。

宮
崎
　
ち
ょ
っ
と
違
う
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
も
っ

と
も
嘘
を
つ
く
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
の
記
憶
力
も
怪

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

伊
藤
　
ま
ず
お
生
ま
れ
は
大
丈
夫
で
す
か
。

宮
詣
　
は
い
。
そ
れ
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
一
九
二
三
年
十
月

二
十
八
日
に
佐
賀
県
佐
賀
市
で
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

こ
れ
に
は
注
が
い
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
私
の
父
は
、

五
高
を
出
て
東
大
の
法
学
部
を
大
正
六
年
に
出
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
海
運
会
社
に
は
入
り
、
大
正
十
二
年
九
月
、
関
東
大
震

災
が
あ
っ
た
頃
は
横
浜
の
支
店
に
勤
務
し
て
い
た
ん
で
す
。
そ

れ
で
両
親
、
そ
れ
に
兄
と
三
人
で
横
浜
の
家
に
住
ん
で
い
た
。

そ
こ
に
九
月
一
日
に
大
震
災
が
あ
っ
て
、
家
が
焼
け
、
父
は
東

京
に
残
る
ん
で
す
が
、
母
が
私
を
お
腹
に
入
れ
た
ま
ま
九
州
に

帰
っ
て
、
母
の
実
家
で
私
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
で
す
か
ら
そ
こ

に
、
父
は
そ
の
当
時
海
外
と
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
も

っ
と
後
の
話
で
あ
り
ま
す
。
当
時
、
父
も
母
も
横
浜
に
住
ん
で

い
て
、
お
腹
の
中
に
い
た
私
は
母
と
一
緒
に
九
州
に
帰
っ
て
、

私
は
九
州
で
生
ま
れ
た
ん
で
す
。
　
“
浜
っ
子
”
で
は
な
く
て
、

“
九
州
男
児
”
と
し
て
生
ま
れ
た
。

伊
藤
　
お
父
様
も
や
は
り
佐
賀
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

隠
道
　
え
え
。
父
は
佐
賀
県
で
す
け
れ
ど
も
、
唐
津
の
ほ
う
で

す
。
小
笠
原
藩
で
す
。
母
は
佐
賀
で
す
か
ら
鍋
島
藩
と
い
う
こ

と
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
藩
同
士
は
あ
ま
り
仲
が
良
く
な

い
。
両
親
が
ど
う
い
う
わ
け
で
め
ぐ
り
あ
っ
た
か
は
知
り
ま
せ

ん
。伊

藤
　
両
方
と
も
昔
の
士
族
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

宮
崎
　
ど
ち
ら
も
”
平
民
”
で
す
。
父
の
ほ
う
は
、
唐
津
か
ら

、
ち
ょ
っ
と
離
れ
た
、
い
ま
は
玄
海
町
（
当
時
は
有
浦
町
）
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

う
原
子
力
発
電
所
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
こ
で
父
の
父
、

つ
ま
り
私
の
祖
父
に
あ
た
る
人
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
あ
旧
家
と
い
え
ば
旧
家
で
す
け
れ
ど
も
、
本
業

が
酒
造
り
で
し
た
。

伊
藤
　
典
型
的
で
す
ね
。

宮
崎
　
そ
れ
で
公
的
な
仕
事
と
し
て
は
三
等
郵
便
局
長
を
し
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
に
い
ろ
い
ろ
商
売
も
し
て
い
ま
し
た
。
父
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
い

そ
こ
の
小
学
校
を
出
て
、
唐
津
中
学
に
行
っ
て
、
そ
れ
か
ら

当
時
は
ま
だ
高
等
学
校
は
ナ
ン
バ
ー
ス
ク
ー
ル
し
か
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
る
お

の
で
、
熊
本
の
五
山
へ
行
っ
て
、
五
高
か
ら
東
大
法
学
部
へ

行
っ
て
、
そ
し
て
船
会
社
へ
入
っ
た
と
い
う
経
歴
で
す
。

　
祖
父
は
い
い
商
売
人
で
あ
っ
た
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

死
ぬ
ま
で
酒
屋
さ
ん
と
郵
便
局
長
さ
ん
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。

今
、
酒
屋
の
ほ
う
は
私
の
従
弟
に
あ
た
る
も
の
が
や
っ
て
い
る
、

郵
便
局
も
特
定
郵
便
局
長
は
別
の
従
弟
が
や
っ
て
い
る
と
い
う

よ
う
な
状
況
で
、
皆
玄
海
町
で
や
っ
て
お
り
ま
す
。

伊
藤
　
ま
だ
お
酒
造
り
は
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
か
。

宮
崎
　
い
ま
は
酒
は
造
っ
て
い
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
も
う
銘

柄
が
な
く
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
。
自
分
の
と
こ
ろ
で
混
ぜ
て
売

っ
て
い
る
の
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
だ
い
た
い
は
卸
を

や
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

伊
藤
　
も
．
と
も
と
は
酒
造
り
な
ん
で
す
ね
。

宮
暗
　
一
応
は
。

伊
藤
　
竹
下
さ
ん
と
同
じ
だ
。

宮
詣
　
去
年
ま
た
従
弟
が
新
米
で
酒
を
造
っ
た
と
か
造
ら
な
い

と
か
聞
い
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。
酒

屋
さ
ん
の
看
板
は
あ
げ
て
い
る
。
同
時
に
薬
屋
さ
ん
を
や
っ
て

聾
1
3
佐
賀
県
東
松
浦
郡
玄
海
町
。
玄
海

原
子
力
発
電
所
一
号
機
は
、
昭
和
五

〇
（
一
九
七
五
）
年
に
運
転
開
始
。

二
号
機
、
三
号
機
、
四
号
機
も
建
設

さ
れ
、
営
業
運
転
さ
れ
て
い
る
。

鈴
1
4
唐
津
藩
小
笠
原
家
の
藩
校
で
あ
っ

た
志
道
館
を
発
祥
と
す
る
旧
制
中
学

（
男
子
校
）
。
明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）

年
六
月
に
創
立
。
昭
和
二
三
年
四
月

に
は
男
女
共
学
の
佐
賀
県
立
唐
津
第

「
高
等
学
校
に
改
編
さ
れ
る
。
現
唐

津
東
高
等
学
校
。

喬
明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
四
月

十
五
日
、
（
旧
制
）
第
五
高
等
中
学
校

と
し
て
熊
本
に
設
置
さ
れ
る
。
明
治
．

一一

ｵ
年
九
月
十
一
日
（
旧
制
）
第
五

高
等
学
校
と
改
称
さ
れ
る
。
昭
和
二

四
年
五
月
三
一
日
、
熊
本
大
学
へ
包

括
さ
れ
、
現
在
に
い
た
る
。

鱒
1
6
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
生
ま
れ
。

弁
護
士
。
佐
賀
市
会
議
員
を
経
て
衆
議

院
議
員
に
当
選
二
回
。
佐
賀
毎
日
新
聞

社
社
長
も
務
め
た
。
ま
た
、
旧
制
佐
賀

中
学
生
徒
が
組
織
し
た
「
誠
友
団
」
に

指
導
者
と
し
て
参
加
（
団
の
顧
問
は
江

藤
新
作
、
下
村
至
人
も
参
加
）
、
自
宅
に

招
い
て
議
論
・
相
談
の
場
を
提
供
す

る
な
ど
地
元
青
年
の
教
育
に
尽
力
し

た
。
下
村
湖
人
の
『
次
郎
物
語
』
の
モ
デ

ル
。
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
没
。
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い
た
り
す
る
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
そ
れ
か
ら
母
の
方
は
、
母
の
父
、
つ
ま
り
私
の
祖
父
は
弁
護

士
で
す
が
、
佐
賀
市
か
ら
ち
ょ
っ
と
離
れ
た
と
こ
ろ
の
出
身
で

す
が
、
ず
っ
と
佐
賀
市
で
仕
事
を
し
て
い
て
、
途
中
、
民
政
党

の
代
議
士
を
若
干
や
っ
て
お
り
ま
す
。

伊
藤
　
な
ん
と
お
っ
し
ゃ
る
方
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
お

宮
崎
　
豊
増
龍
次
郎
で
す
。
子
供
が
六
人
い
た
ん
で
す
が
、

私
の
母
が
一
番
上
で
す
。
一
番
下
は
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
芸
術
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
お

会
員
に
な
っ
た
昇
で
す
。
そ
の
祖
父
の
つ
れ
合
い
の
祖
母
が

婦
人
運
動
を
や
っ
て
い
ま
し
て
、
佐
賀
県
で
い
ま
は
合
併
し
て

何
学
校
に
な
っ
て
い
ま
す
か
、
当
時
の
旧
制
女
学
校
、
成
美
女

学
校
と
い
う
女
学
校
を
つ
く
っ
た
り
し
て
、
社
会
運
動
み
た
い

な
こ
と
も
や
っ
て
い
ま
し
た
。
母
は
長
女
で
す
が
、
佐
賀
の
女

学
校
を
出
て
か
ら
日
本
女
子
大
を
出
て
、
父
と
知
り
合
っ
た
の

は
た
ぶ
ん
卒
業
し
て
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
へ
ん
の
こ
と

は
あ
ま
り
知
り
ま
せ
ん
が
、
と
に
か
く
結
婚
を
し
た
。
そ
れ
か

ら
父
の
関
係
で
横
浜
と
か
神
戸
と
か
あ
ち
こ
ち
に
行
っ
て
、
イ

ン
ド
と
か
米
国
や
南
米
に
も
駐
在
し
た
。
戦
争
中
は
青
島
と
か

上
海
の
支
店
長
を
し
た
り
し
て
い
た
ん
で
す
。

伊
藤
　
そ
の
会
社
と
い
う
の
は
。

．
雪
暗
　
大
阪
商
船
で
す
。
父
は
終
戦
の
前
に
体
を
壊
し
ま
し
て
、

会
社
を
辞
め
て
、
終
戦
後
ま
も
な
く
亡
く
な
っ
た
ん
で
す
け
れ

ど
も
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、
あ
ち
こ
ち
行
っ
て
い
ま
し
て
、
こ

こ
に
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
私
は
小
学
校
は
一
。
、

森
　
小
学
校
の
入
学
を
仮
に
入
れ
て
し
ま
っ
た
で
す
が
、
そ
れ

は
ど
こ
に
も
し
っ
か
り
と
書
い
て
あ
り
ま
せ
ん
で
、
逆
算
し
て

そ
の
年
号
を
入
れ
た
だ
け
な
ん
で
ず
。

宮
崎
　
私
は
小
学
校
の
一
、
年
、
二
年
、
三
年
は
日
本
で
や
っ
て

い
な
い
ん
で
す
。
外
国
で
イ
ギ
リ
ス
人
の
学
校
に
入
っ
て
い
た

ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
教
育
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

よ
く
言
え
ば
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
教
育
で
す
。
制
服
制
帽
で
ネ
ク

タ
イ
を
し
て
通
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
帰
っ
て
き
ま
し
て
、
帰
っ

て
き
た
当
初
は
父
の
ほ
う
の
家
、
い
ま
は
玄
海
町
（
佐
賀
県
）

と
い
っ
て
い
ま
す
が
、
当
時
は
有
浦
村
と
い
う
村
で
、
そ
こ
の

小
学
校
に
半
年
ぐ
ら
い
通
い
ま
し
た
。

伊
藤
　
帰
国
子
女
で
す
ね
。

宮
暗
　
帰
国
子
女
で
す
。
い
ま
か
ら
い
う
と
変
で
す
が
、
英
国

人
の
学
校
に
入
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
そ
れ
ま
で
ず
っ
と
英
語

で
や
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
南
米
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
す
か

ら
、
ス
ペ
イ
ン
語
と
英
語
の
ほ
う
が
日
本
語
よ
り
う
ま
か
っ
た
、

と
い
う
ふ
う
に
人
か
ら
い
わ
れ
た
。
自
分
で
は
全
然
そ
ん
な
こ

と
記
憶
が
あ
り
ま
せ
ん
が
。
帰
っ
て
き
た
時
、
小
学
校
三
年
に

編
入
す
る
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
字
も
あ
ま
り
得
意
じ
ゃ
な
い
し
、

カ
タ
カ
ナ
、
ひ
ら
が
な
、
漢
字
を
い
っ
ぺ
ん
に
三
年
生
の
頃
か

ら
覚
え
は
じ
め
て
、
だ
い
た
い
書
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
逆
に
、

英
語
と
ス
ペ
イ
ン
語
は
さ
っ
ぱ
り
駄
目
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
父
は
、
大
阪
の
本
社
で
し
た
か
、
に
転
勤
し
ま
し
て
、
私
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
の

佐
賀
を
離
れ
て
兵
庫
県
煙
道
小
学
校
に
入
っ
た
ん
で
す
。
三

年
の
時
で
す
。
こ
の
精
道
小
学
校
と
い
う
の
は
、
非
常
に
古
い

有
名
な
小
学
校
な
ん
で
す
が
、
そ
れ
が
分
か
れ
ま
し
て
、
山
手

小
学
校
と
い
う
の
が
昭
和
八
年
十
二
月
二
十
三
日
に
で
き
て
、

私
は
そ
こ
に
移
っ
た
ん
で
す
。

伊
藤
　
神
戸
で
す
か
。

宮
暗
　
兵
庫
県
の
芦
屋
市
で
す
。
当
時
は
精
道
村
と
い
っ
た
ん

　
る
カ

で
す
。
そ
こ
の
山
手
小
学
校
の
第
一
回
の
卒
業
生
に
な
る
ん

　
　
　

で
す
。
ち
な
み
に
昭
和
八
年
十
二
月
二
十
三
日
と
い
う
の
は
、

い
ま
の
天
皇
陛
下
の
誕
生
日
な
ん
で
す
。
そ
の
日
に
こ
の
小
学

校
が
開
校
さ
れ
た
ん
で
す
。
き
の
う
も
貝
原
兵
庫
県
知
事
か
ら

穏
1
7
明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
生
ま
れ
。

東
京
音
楽
学
校
卒
。
昭
和
八
年
に
日
本
、

同
十
三
年
に
ベ
ル
リ
ン
で
デ
ビ
ュ
f
。

東
京
音
楽
学
校
、
京
都
芸
術
大
学
、
武

庫
川
女
子
大
で
教
鞭
を
と
る
。
同
一
三

年
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

管
絃
楽
団
定
期
演
奏
会
に
日
本
人
と

し
て
初
出
演
。
同
三
五
年
置
本
芸
術
院

賞
を
受
賞
、
三
七
年
、
芸
術
院
会
員
。

骨
1
8
豊
増
（
旧
姓
柳
原
）
一
女
。
明
治
四

（一

ｪ
七
一
）
年
生
ま
れ
。
東
京
英
和
女

学
校
卒
。
明
治
中
期
か
ら
第
二
次
大
戦

直
後
ま
で
、
女
子
教
育
、
幼
児
教
育
、
婦

人
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
。
明

治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
四
月
、
永
渕
浅

子
（
ア
サ
）
、
江
副
綱
子
（
ツ
ナ
）
と
共
に

実
習
女
学
校
を
設
立
、
初
代
校
長
と
な

る
。
明
治
二
九
年
四
月
、
佐
賀
女
学
校

を
創
立
。
明
治
三
四
年
八
月
、
実
習
女

学
校
と
佐
賀
女
学
校
を
統
合
し
、
私
立

成
美
女
学
校
（
後
の
私
立
成
美
高
等
女

学
校
）
を
設
立
、
商
議
員
℃
私
立
高
等
成

美
女
学
校
は
、
大
正
九
年
、
佐
賀
市
立

成
美
高
等
女
学
校
に
、
昭
和
二
四
年
に

は
佐
賀
第
一
・
第
二
高
校
と
統
合
し

佐
賀
高
等
学
校
（
現
（
佐
賀
西
高
等
学

校
、
二
一
＝
参
照
）
と
な
る
。

曇
1
9
精
道
小
学
校
は
、
明
治
五
（
「
八
七

二
）
年
設
立
。
現
在
、
当
時
の
ま
ま
の
校

舎
の
改
築
・
保
存
に
関
し
、
大
き
な
議

論
が
起
っ
て
い
る
。

聾
2
0
涙
道
村
は
、
明
治
ニ
ニ
（
一
八
八
九
）

年
、
芦
屋
村
、
打
出
村
、
三
条
村
、
漣
知

村
の
四
二
が
合
弁
し
誕
生
。
昭
和
十
五

年
、
芦
屋
市
と
な
る
。
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電
話
が
あ
り
ま
し
て
、
「
い
ま
陛
下
が
兵
庫
県
に
来
ら
れ
て
お

ら
れ
る
。
宮
崎
さ
ん
は
山
手
小
学
校
で
し
た
ね
」
と
い
う
念
押

し
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
山
手

小
学
校
に
入
っ
て
、
第
一
回
の
卒
業
生
で
す
。
私
の
下
に
妹
が

二
人
い
る
ん
で
す
が
、
彼
女
た
ち
は
生
ま
れ
て
以
来
、
ず
っ
と

両
親
に
同
行
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
男
は
両
親
と
一
緒
に
各
地

を
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て
い
た
の
で
は
落
ち
着
い
て
勉
強
で
き
な
い

か
ら
と
い
う
の
で
、
中
学
校
か
ら
私
は
佐
賀
の
母
の
実
家
に
預

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ロ

け
ら
れ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
佐
賀
中
学
に
入
っ
た
わ
け
で
す
。

祖
父
の
家
か
ら
通
い
ま
し
た
。

森
佐
賀
と
い
う
の
は
、
お
母
様
の
方
の
実
家
で
す
か
。

宮
暗
　
え
え
、
母
の
実
家
で
す
。
そ
し
て
祖
父
、
祖
母
に
育
て

ら
れ
た
と
い
う
形
に
な
る
わ
け
で
す
。
じ
つ
は
私
の
兄
貴
は
そ

の
時
に
は
兵
庫
県
の
灘
中
に
入
っ
て
い
ま
し
て
、
家
が
芦
屋
で

し
た
か
ら
そ
の
ま
ま
両
親
と
過
ご
し
、
私
は
佐
賀
中
学
で
五
年

間
、
そ
の
あ
と
旧
制
佐
賀
高
校
に
入
り
、
私
だ
け
大
学
に
入
る

ま
で
佐
賀
に
い
ま
し
た
。

中
学
、
高
校
そ
し
て
大
学
へ

伊
藤
　
佐
賀
と
い
い
ま
す
と
、
な
に
か
非
常
に
武
張
っ
た
と
こ

ろ
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
。

宮
崎
　
え
え
、
「
葉
隠
」
の
と
こ
ろ
で
す
か
ら
ね
。
鍛
え
ら
れ

ま
し
た
。
躾
や
教
育
に
は
厳
し
く
、
教
師
や
上
級
生
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　

し
ご
き
や
”
鉄
拳
制
裁
”
は
普
通
で
し
た
。
た
だ
し
今
日
の
い

じ
め
み
た
い
な
陰
湿
な
も
の
は
な
か
っ
た
。

伊
藤
　
や
は
り
そ
う
な
ん
で
す
か
。

三
三
　
え
え
O
雑
談
ば
か
り
で
恐
縮
で
す
が
、
中
学
校
の
時
に

は
教
練
も
激
し
い
教
練
で
す
が
、
と
き
ど
き
東
京
か
ら
も
先
輩

　
　
　
　
　
の
　

の
真
崎
甚
三
郎
が
来
て
、
「
お
前
た
ち
し
っ
か
り
し
て
い
る
か
」

と
い
う
よ
う
な
説
教
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
五
・
一
五
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
お

件
の
首
謀
者
の
一
人
、
三
上
卓
中
尉
と
い
っ
た
「
社
倉
を
憂

え
る
」
先
輩
が
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
中
学
で
す
か
ら
ね
。
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ム

か
も
中
学
二
年
の
時
に
日
中
事
変
が
始
ま
り
ま
し
て
、
担
任

の
先
生
も
す
ぐ
応
召
し
た
。
教
育
は
軍
国
主
義
的
に
な
る
と
い

う
状
況
で
し
た
。
で
も
、
と
に
か
く
中
学
五
年
を
終
え
、
ど
こ

の
高
等
学
校
に
行
く
か
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

も
う
地
元
で
い
い
と
い
う
こ
と
で
、
佐
賀
高
等
学
校
、
（
旧
制
）

に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
二
年
の
時
、
昭
和
十
六
年
の
十
二
月
に

太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
た
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
旧
制
高
等
学

校
は
短
縮
で
二
年
半
で
終
わ
り
ま
し
て
、
昭
和
十
八
年
九
月
に

卒
業
し
ま
し
た
。
そ
し
て
東
京
に
行
き
ま
し
て
、
東
大
経
済
学

部
に
入
り
ま
し
た
。

伊
藤
　
そ
れ
は
試
験
が
ご
ざ
い
ま
し
た
か
。

宮
崎
　
あ
り
ま
し
た
よ
。

伊
藤
　
あ
れ
は
、
全
部
の
学
部
で
試
験
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な

い
で
す
よ
ね
。

宮
崎
　
文
学
部
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

伊
藤
　
文
学
部
は
学
科
に
よ
っ
て
、
な
ん
で
す
よ
ね
。

宮
崎
　
わ
れ
わ
れ
は
あ
り
ま
し
た
。
あ
ま
り
覚
え
て
い
ま
せ
ん

が
、
英
語
の
試
験
で
変
な
詩
が
出
た
な
。

伊
藤
　
経
済
学
部
で
、
で
す
か
。

宮
崎
　
は
い
。
論
文
が
な
ん
だ
っ
た
か
覚
え
て
い
ま
せ
ん
け
れ

ど
も
、
学
科
試
験
は
あ
り
ま
し
た
。
身
体
検
査
も
あ
り
ま
し
た
。

面
接
試
験
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
を
パ
ス
し
て
、
十
月
大
学
入

学
で
し
た
。
、

徴
兵
　
i
海
軍
時
代
i

宮
崎
　
大
学
に
入
っ
た
ら
す
ぐ
に
学
徒
動
員
で
、
そ
れ
が
十
二

穏
2
1
明
治
九
（
「
八
七
六
）
年
、
佐
賀
鍋

島
家
の
藩
校
、
弘
道
館
跡
地
に
佐
賀
変

則
中
学
校
と
し
て
開
校
。
明
治
十
六
年
、

（
旧
制
）
佐
賀
県
立
佐
賀
中
学
校
に
。
昭

和
二
三
年
に
佐
賀
第
一
高
等
学
校
、
昭

和
二
四
年
に
は
他
二
三
と
統
合
し
（
新

制
）
佐
賀
高
等
学
校
と
な
る
。
現
、
佐
賀

西
高
等
学
校
。
（
宮
賠
氏
は
佐
賀
中
学

時
代
に
在
校
さ
れ
て
い
た
。
）

骨
2
2
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
十
【
月
二

七
日
佐
賀
生
ま
れ
。
陸
軍
皇
道
派
。
昭

和
九
年
、
陸
軍
教
育
総
監
兼
軍
事
参
議

官
。
士
官
学
校
事
件
（
十
【
月
事
件
）
に

よ
り
昭
和
十
年
七
月
教
育
総
監
を
更

迭
さ
れ
る
。
七
十
｝
年
の
二
・
二
六
事

件
で
は
、
反
乱
常
助
の
容
疑
で
軍
法
会

議
に
か
け
ら
れ
る
も
無
罪
に
な
っ
た
。

管
2
3
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
三
月
二

二
日
佐
賀
生
ま
れ
。
昭
和
四
年
、
海
軍

中
尉
に
。
昭
和
七
年
、
五
・
一
五
事
件

で
海
軍
将
校
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
犬

飼
首
相
を
襲
撃
。
禁
固
十
五
年
に
処
さ

れ
る
。
昭
和
十
三
年
大
赦
に
よ
り
出
所
。

真
崎
大
将
、
三
上
中
将
の
ほ
か
五
・
「

五
、
二
・
二
六
事
件
に
関
連
し
た
佐
賀

県
佐
賀
中
学
出
身
者
は
非
常
に
多
い
。

．，

Q4

ｺ
和
十
一
一
（
一
九
一
一
一
七
）
年
七
月
七

日
、
盧
溝
橋
事
勃
発
。
こ
の
後
、
日
本
は
、

八
月
十
三
日
の
第
二
次
上
海
事
変
を

経
て
中
国
と
全
面
戦
争
に
突
入
す
る
。

菱
志
願
兵
及
び
徴
兵
と
し
て
海
軍
兵

と
な
っ
た
新
兵
は
、
海
兵
団
に
入
団
、

練
習
部
で
約
六
ヶ
月
の
基
礎
教
育
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月
で
し
た
。

伊
藤
　
じ
ゃ
あ
、
三
ヶ
月
ぐ
ら
い
で
す
か
。

宮
崎
　
三
ヶ
月
ぐ
ら
い
で
、
卒
業
で
は
な
く
て
、
学
．
業
を
中
断

し
て
海
軍
に
行
き
ま
し
た
。

伊
藤
　
そ
の
時
は
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
か
。
休
学
に

な
る
ん
で
す
か
。

宮
比
　
休
学
に
な
り
ま
す
。
赤
紙
召
集
が
来
て
、
徴
兵
検
査
が

あ
っ
た
。

伊
藤
　
で
は
宮
崎
さ
ん
の
場
合
は
、
佐
賀
に
お
帰
り
に
な
っ
て

徴
兵
検
査
を
受
け
ら
れ
た
ん
で
す
か
。

宮
崎
　
徴
兵
検
査
は
佐
賀
で
受
け
ま
し
た
。

伊
藤
　
入
っ
た
部
隊
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
み

宮
暗
　
海
軍
に
入
り
ま
し
た
。
一
番
最
初
は
佐
世
保
の
海
兵
団

に
二
等
水
兵
と
し
て
入
り
ま
し
た
。

伊
藤
　
海
軍
に
行
く
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
、
希
望
で
き
る
ん

で
す
か
。

三
三
　
希
望
も
い
ち
お
う
言
い
ま
ず
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
の
は

澗
い
て
く
れ
た
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
と
に
か
く
お
前

は
海
軍
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
入
隊
の
と
き
は
、
寒
く
、
厳

し
い
時
期
で
し
た
。
そ
れ
で
、
十
二
月
に
海
兵
団
に
入
っ
て
、

後
に
特
攻
隊
員
と
な
っ
て
戦
死
し
た
プ
ロ
野
球
名
古
屋
勃
発
の

石
丸
投
手
も
同
じ
分
隊
で
起
居
を
共
に
し
ま
し
た
。
経
済
学
と

も
一
応
中
断
の
関
係
に
な
り
ま
し
た
。
三
ヶ
月
ぐ
ら
い
水
兵
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
め

．
や
り
ま
し
た
。
そ
の
間
に
海
軍
予
備
学
生
の
試
験
が
あ
り
ま

し
た
。
昭
和
十
九
年
の
初
め
で
す
か
、
水
兵
の
訓
練
を
終
わ
っ

て
、
予
備
学
生
と
し
て
鹿
児
島
の
航
空
隊
に
行
き
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
予
備
学
生
の
打
ち
上
げ
は
、
、
宮
崎
の
航
空
隊
で
し
た
。

伊
藤
　
予
備
学
生
と
い
う
の
は
何
年
ぐ
ら
い
や
る
ん
で
す
か
。

宮
暗
　
そ
れ
ま
で
は
、
だ
い
た
い
二
年
ぐ
ら
い
だ
っ
た
と
思
う

ん
で
す
が
。
私
た
ち
は
一
年
ぐ
ら
い
で
し
た
。
ど
ん
ど
ん
替
わ

っ
て
い
ま
し
た
か
ら
。

侵
藤
　
あ
れ
は
特
攻
隊
の
要
員
な
ん
で
す
か
。

黒
暗
　
そ
う
で
す
。
特
攻
隊
の
要
員
で
す
。
同
期
の
予
備
学
生

の
多
く
は
戦
争
最
終
期
の
台
湾
沖
や
沖
縄
の
戦
線
で
亡
く
な
り

ま
し
た
。

　
私
は
宮
崎
の
航
空
隊
か
ら
、
そ
の
後
松
島
の
航
空
隊
に
行
き

ま
し
た
。

伊
藤
　
仙
台
で
す
か
。

黒
暗
　
そ
う
で
す
。
宮
城
県
で
す
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
北
の
三

沢
航
空
隊
に
行
き
ま
し
た
。
い
ま
ア
メ
リ
カ
軍
基
地
が
あ
る
と

こ
ろ
で
す
。
そ
こ
へ
行
き
ま
し
て
予
科
練
の
教
官
に
な
り
、
一

九
年
十
二
月
に
海
軍
少
尉
に
任
官
し
ま
し
た
。
即
成
士
官
で
す

ね
。
予
科
練
の
航
空
隊
で
す
け
れ
ど
も
、
だ
ん
だ
ん
飛
行
機
が

な
く
な
っ
て
、
後
半
は
飛
行
…
機
に
乗
る
訓
練
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

せ
い
ぜ
い
グ
ラ
イ
ダ
ー
に
乗
っ
て
、
あ
と
は
地
上
訓
練
み
た
い

な
こ
と
ば
か
り
や
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
が

　
最
後
の
頃
は
予
科
練
の
課
程
が
済
ん
だ
人
た
ち
を
第
一
線

に
送
る
わ
け
で
す
ね
。
だ
か
ち
最
後
は
非
常
に
い
や
な
仕
事
で

し
た
。
「
お
前
は
こ
こ
へ
行
け
」
と
い
う
の
は
、
、
「
死
に
に
行
け
」

と
い
う
の
と
同
じ
こ
と
で
す
か
ら
ね
。
そ
う
い
、
つ
経
験
を
し
て
、

そ
れ
で
、
た
ま
た
ま
そ
の
三
沢
の
航
空
隊
か
ら
、
終
戦
の
一
カ

月
華
華
に
航
空
隊
に
乗
せ
る
機
関
銃
と
か
弾
丸
を
つ
く
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
か

る
宮
城
県
の
多
賀
城
の
海
軍
工
廠
に
出
向
に
な
り
ま
し
た
。

出
向
と
い
う
か
、
飛
行
機
に
乗
せ
る
武
器
作
り
の
監
督
を
す
る

と
い
う
名
目
な
ん
で
す
が
、
と
に
か
く
多
賀
城
工
廠
に
出
向
し

て
、
そ
こ
で
終
戦
に
な
り
ま
す
。

伊
藤
　
監
督
官
で
す
か
。

中
村
　
軍
管
理
工
場
と
い
う
の
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

（
昭
和
十
八
年
以
降
は
二
等
兵
の
教

育
）
を
受
け
た
。
海
兵
団
は
鎮
守
府

（
横
須
賀
、
呉
、
佐
世
保
、
舞
鶴
）
に

属
し
、
軍
港
の
航
空
機
に
依
ら
な
い

空
中
防
禦
・
警
備
及
び
陸
上
の
防
火

を
掌
り
、
補
欠
員
を
統
括
し
た
。

薦
昭
和
九
（
「
九
三
四
）
年
、
主
に

飛
行
機
搭
乗
士
官
の
不
足
に
備
え
、

海
軍
が
高
専
卒
以
上
（
旧
制
大
学
・

大
学
予
科
の
卒
業
生
。
専
門
学
校
卒

は
予
備
生
徒
）
か
ら
志
願
制
に
て
採

用
し
た
こ
と
が
始
ま
り
。
採
用
後
一

年
間
、
部
隊
な
ど
．
で
教
育
の
後
、
兵

や
下
士
官
を
経
ず
海
軍
予
備
少
尉
に

任
官
さ
れ
る
。
昭
和
十
七
年
以
降
急

増
し
、
昭
和
【
九
年
二
月
目
防
衛
庁

資
料
で
は
十
八
年
十
二
月
入
隊
）
に

は
第
十
四
期
生
と
し
て
約
三
千
三
百

人
が
海
軍
飛
行
予
備
学
生
と
し
て
入

隊
し
た
。
昭
和
二
十
年
春
の
第
十
六

期
が
最
終
。

聾
2
7
昭
和
四
（
「
九
二
九
）
年
に
設
置

さ
れ
た
海
軍
の
航
空
機
搭
乗
員
の
下

級
幹
部
養
成
制
度
。
飛
行
予
科
練
習

生
の
略
称
。
陸
軍
で
の
少
年
飛
行
兵

　
　
ゆ

制
度
に
あ
た
る
。
契
約
一
一
十
五
万
人

が
入
隊
し
、
太
平
洋
戦
争
末
期
に
は
、

多
く
が
特
攻
隊
員
と
し
て
戦
死
し
た
。

・・

F
明
治
時
代
よ
り
第
二
次
大
戦
終
了

ま
で
の
海
軍
関
係
の
軍
器
の
製
造
・

修
理
な
ど
を
行
な
う
国
有
軍
事
工
場
。

明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
、
横
須
賀

造
船
所
を
海
軍
所
管
と
し
た
の
が
始

ま
り
。
多
賀
城
工
廠
は
、
昭
和
十
七

年
に
着
工
さ
れ
た
。

19



宮
暗
　
肩
書
き
は
ち
ょ
っ
と
覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
本
部
付
と

か
い
う
の
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
覚
え
て
い
る
仕
事
と

い
う
の
は
、
工
場
の
中
を
見
回
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
と
き
に

は
、
当
時
す
で
に
艦
砲
射
撃
と
い
う
の
が
あ
り
、
艦
爆
や
空
襲

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
機
関
銃
で
迎
え
撃
つ
ん
で
す
。
ま
あ
、

バ
チ
バ
チ
を
何
べ
ん
か
や
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
そ
う
い
う
’

こ
と
を
や
っ
て
い
て
、
八
月
十
五
日
の
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。

終
戦
放
送
は
多
賀
城
で
聞
き
ま
し
た
。
暑
い
盛
で
し
た
ね
。

　
そ
れ
か
ら
数
日
経
っ
て
、
汽
車
を
い
く
つ
か
乗
り
つ
い
で
佐

賀
に
帰
り
ま
し
た
。
父
も
体
を
こ
わ
し
て
九
州
に
帰
っ
て
い
た

も
の
で
す
か
ら
、
私
も
帰
っ
て
、
暫
く
そ
こ
で
過
ご
し
ま
し
た
。

三
ヶ
月
し
て
十
一
月
頃
に
大
学
に
復
学
し
ま
し
た
。
そ
し
て
昭

和
二
十
二
年
九
月
ま
で
勉
強
し
ま
し
た
。

伊
藤
　
そ
の
予
備
学
生
の
時
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て
の
訓
練

を
受
け
る
わ
け
で
す
か
。

宮
崎
　
一
応
飛
行
科
で
す
け
れ
ど
も
、
私
は
そ
の
時
か
ら
少
し

目
が
悪
い
（
近
視
）
も
の
で
す
か
ら
、
直
接
操
縦
で
は
な
く
て
、

い
ま
申
し
上
げ
ま
し
た
宮
崎
と
か
松
島
と
か
三
沢
で
は
、
み
な

大
型
の
航
空
機
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
後
に
つ
い
て
地
図
を
見
た

り
、
基
地
で
要
務
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
い
わ
ば
雑
用

を
す
る
係
で
す
ね
。
飛
行
科
で
は
あ
る
ん
で
す
が
、
雑
多
な
要

務
で
す
。

伊
藤
　
実
際
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て
の
訓
練
は
受
け
て
い
ら
っ

し
ゃ
ら
な
い
わ
け
で
す
か
。

宮
暗
　
教
科
目
に
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
訓
練
は
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
飛
行
機
に
乗
っ
て
訓
練
は
受
け
ま
し
た
け

れ
ど
も
、
操
縦
は
グ
ラ
イ
ダ
ー
だ
け
で
し
た
。

伊
藤
　
通
信
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
も
や
る
ん
で
す
か
。

宮
暗
　
専
門
の
通
信
は
ま
た
別
な
ん
で
す
。
簡
単
な
モ
ー
ル
ス
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
お

鑑
み
た
い
な
も
の
は
や
り
ま
し
た
。
大
型
機
（
中
型
攻
撃
機
）
で
す

か
ら
、
地
上
と
の
連
絡
と
か
そ
う
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
ら
。

伊
藤
　
最
初
の
頃
は
飛
行
機
は
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

l
o

宮
崎
　
三
沢
で
は
全
然
な
く
て
、
も
う
実
際
に
乗
る
の
は
私
な
．

ん
か
は
グ
ラ
イ
ダ
ー
で
し
た
。

伊
藤
　
予
備
学
生
で
訓
練
を
受
け
る
時
は
飛
行
機
は
あ
っ
た
ん

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

宮
崎
　
あ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
最
初
は
や
は
り
グ
ラ
イ
ダ

ー
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
私
の
場
合
、
あ
と
は
、
み
ん
な
と
一

緒
に
中
型
攻
撃
機
で
、
十
人
ぐ
ら
い
は
乗
れ
る
ん
で
す
。
操
縦

し
ま
せ
ん
が
。

中
村
　
中
型
攻
撃
機
は
そ
ん
な
に
大
き
い
ん
で
す
か
。

宮
暗
　
え
え
。
南
京
爆
撃
な
ん
か
を
や
っ
た
航
空
機
で
す
ね
。

操
縦
士
、
電
信
士
、
射
撃
士
な
ど
、
十
人
足
ら
ず
で
し
ょ
う
か
。

伊
藤
　
さ
っ
き
、
向
こ
う
か
ら
空
爆
が
来
た
と
き
、
バ
リ
バ
リ

や
っ
た
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
訓
練
も

一
。宮

女
　
そ
れ
は
地
上
で
や
っ
た
わ
け
で
す
。
多
賀
城
工
廠
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ね

う
工
場
で
、
グ
ラ
マ
ン
と
か
シ
コ
．
ル
ス
キ
ー
の
…
機
銃
掃
射
が

来
ま
し
た
か
ら
、
そ
れ
を
迎
え
撃
つ
ん
で
す
。
と
い
っ
て
も
、

ほ
ん
の
一
瞬
の
出
会
い
み
た
い
な
も
の
で
し
た
が
。

伊
藤
　
迎
え
撃
つ
訓
練
は
ど
う
し
た
ん
で
す
か
。

宮
暗
　
そ
れ
は
な
ん
と
な
し
に
、
予
備
学
生
の
時
も
多
少
は
迎

撃
戦
訓
練
み
た
い
な
こ
と
を
や
り
ま
し
た
。
だ
け
ど
即
成
で
す

よ
。

成
長
期
に
影
響
し
た
も
の
、
経
済
問
題
へ
の
関
心

伊
藤
　
お
話
を
伺
っ
て
い
る
と
、
非
常
に
短
い
期
間
の
問
に
い

静
2
9
海
軍
の
陸
上
攻
撃
機
の
こ
と
。
略

し
て
野
臥
と
も
呼
ば
れ
た
。
こ
こ
で

該
当
す
る
の
は
、
昭
和
十
一
年
に
制

式
採
用
さ
れ
た
、
三
菱
九
六
式
陸
上

攻
撃
機
（
定
員
七
名
）
。
日
華
事
変
の

主
力
と
し
て
活
躍
。
後
継
機
と
し
て

一
式
陸
上
攻
撃
機
（
定
員
七
名
）
が

あ
る
が
、
九
六
式
も
太
平
洋
戦
争
全

期
間
使
用
さ
れ
た
。

⇔
3
0
グ
ラ
マ
ン
F
6
F
1
3
ヘ
ル
キ
ャ

ッ
ト
は
、
当
時
の
米
国
海
軍
の
代
表

的
な
航
空
母
艦
艦
上
戦
闘
機
（
艦
載

機
）
の
一
つ
。
強
力
な
火
器
と
エ
ン

ジ
ン
を
搭
載
し
、
ず
ん
胴
の
機
影
は

日
本
本
土
空
襲
の
際
、
市
民
に
大
き

な
恐
怖
を
与
え
た
。
「
シ
コ
ル
ス
キ
ー
」

は
日
本
に
お
け
る
俗
称
で
、
ア
メ
リ

カ
海
軍
艦
載
機
チ
ャ
ン
ス
ボ
ー
ト
F

4
U
の
こ
と
。
グ
ラ
マ
ン
、
B
2
9

と
並
ぶ
代
表
的
爆
撃
機
。
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EIEIM　IEM一
ろ
い
ろ
カ
．
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
。

宮
崎
　
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
で
す
か
ね
。
そ
れ
は
あ
っ
た
で

し
ょ
う
ね
。

伊
藤
　
外
国
で
イ
ギ
リ
ス
風
で
教
育
を
受
け
て
お
ら
れ
て
、
突

然
佐
賀
に
戻
ら
れ
た
ら
、
あ
ま
ゆ
に
も
ギ
ャ
ッ
プ
が
多
す
ぎ
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
が
、
子
供
心
に
そ
ん
な
こ
と
も

シ
ョ
ッ
ク
で
は
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。

宮
崎
　
別
に
シ
ョ
ッ
ク
と
い
う
か
、
い
ま
の
中
学
生
で
い
う
よ

う
な
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
と
い
う
記
憶
は
全
然
な
い
で
す
ね
。
よ

く
い
え
ば
順
応
性
が
高
い
、
悪
く
言
え
ば
環
境
変
化
に
鈍
感
と

言
う
め
で
し
ょ
う
か
。
ど
こ
に
行
っ
て
も
、
も
う
み
ん
な
と
ガ

ヤ
ガ
ヤ
や
っ
て
い
た
と
い
う
感
じ
で
す
。
実
は
先
週
も
、
も
う

み
ん
な
七
十
幾
つ
に
な
っ
た
旧
制
中
学
の
同
窓
会
を
や
か
ま
し

た
け
れ
ど
σ

伊
藤
　
や
は
り
佐
賀
弁
で
す
か
。

宮
崎
　
私
な
ん
か
も
う
半
世
紀
も
東
京
で
す
か
ら
、
佐
賀
弁
は

頑
張
っ
て
も
あ
ま
り
出
て
こ
な
い
で
引
ね
。
佐
賀
弁
を
聞
く
の

に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
し
ゃ
べ
る
方
は
ど
う
も
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　

伊
藤
　
佐
賀
の
佐
賀
高
校
と
い
う
の
は
、
そ
ん
な
に
古
い
歴

史
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

宮
崎
　
ナ
ン
バ
ー
ス
ク
ー
ル
の
最
後
の
八
高
が
で
き
た
後
で

は
わ
り
あ
い
古
い
ほ
う
で
し
ょ
う
か
。

伊
藤
　
佐
賀
高
校
も
、
や
は
り
い
わ
ゆ
る
旧
制
高
校
風
で
し
た
、

か
。宮

崎
　
旧
制
高
校
風
の
バ
ン
カ
ラ
で
し
た
。
あ
ま
り
勉
強
は
で

き
な
か
っ
た
で
す
ね
、
奔
放
な
寮
生
活
な
ん
か
し
て
い
る
か
ら
。

弊
衣
破
帽
で
。
ス
ト
ー
ム
を
学
内
外
で
や
っ
た
り
一
。

伊
藤
　
そ
れ
で
ま
た
大
学
に
入
る
と
、
今
度
は
ず
い
ぶ
ん
違
っ

た
雰
囲
気
に
な
り
ま
す
ね
。
　
　
・

宮
崎
　
そ
う
で
す
ね
。
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
と
い
う

の
は
、
わ
り
あ
い
生
活
を
一
緒
に
す
る
友
達
が
で
き
ま
ず
け
れ

ど
も
、
大
学
の
時
に
は
そ
う
い
う
意
味
の
つ
き
合
い
は
あ
ま
り

な
い
で
す
ね
。

伊
藤
　
皆
さ
ん
そ
う
お
っ
し
ゃ
い
ま
ず
け
れ
ど
、
そ
れ
に
は
僕

は
ほ
ん
と
う
に
び
っ
く
り
し
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
。

宮
崎
　
同
じ
高
等
学
校
と
い
っ
て
も
、
大
学
で
は
個
人
的
な
行

動
を
取
り
ま
す
か
ら
疎
遠
に
な
っ
て
く
る
。
話
し
友
達
は
限
ら

れ
て
き
ま
す
ね
。

中
村
　
わ
れ
わ
れ
の
時
分
だ
と
、
戦
後
だ
け
れ
ど
、
出
身
高
校

で
か
た
ま
っ
て
い
ま
し
た
よ
ね
。
同
じ
学
部
の
中
で
ね
。

．
宮
町
　
そ
う
で
す
が
。
大
学
で
か
た
ま
る
な
ん
て
い
う
こ
と
は

私
の
場
合
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。

伊
藤
　
そ
の
あ
と
役
人
に
な
ら
れ
て
か
ら
、
あ
と
ず
っ
と
長
い

つ
き
合
い
に
な
る
と
い
う
の
は
、
や
は
り
旧
制
高
校
の
時
の
友

達
で
す
か
。

宮
崎
　
え
え
。
私
の
場
合
は
小
学
校
も
中
学
校
も
あ
り
ま
す
。

小
学
校
で
は
、
経
済
同
友
会
な
ん
か
に
い
る
連
中
も
い
ま
す
。

ま
あ
高
等
学
校
で
す
か
ね
、
一
番
つ
き
合
い
が
多
い
の
は
。

伊
藤
　
や
は
り
役
人
と
し
て
の
お
仕
事
の
中
で
も
、
そ
う
い
う

人
た
ち
と
の
つ
き
合
い
は
一
。

宮
暗
　
役
人
と
し
て
の
つ
き
合
い
と
い
う
の
は
、
学
校
と
は
あ

ま
り
関
係
な
い
で
す
ね
。

伊
藤
　
そ
う
で
す
が
。
旧
制
高
校
な
ん
か
で
も
一
。
そ
う
す
る

と
や
は
り
大
学
の
つ
き
合
い
が
生
き
て
く
る
わ
け
で
す
か
。

宮
暗
　
大
学
の
時
に
つ
き
合
っ
て
い
た
の
が
仕
事
の
上
で
生
き

て
く
る
と
い
う
印
象
と
か
感
触
は
そ
ん
な
に
な
い
で
す
ね
。

伊
藤
　
ま
あ
、
つ
き
合
っ
て
な
く
て
も
い
い
ん
で
す
が
。

中
村
　
い
や
、
あ
ま
り
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

赫
3
1
　
（
旧
制
）
佐
賀
高
等
学
校
は
、
第

「
か
ら
第
八
高
等
学
校
が
設
立
さ
れ

た
後
、
一
九
一
九
年
四
月
に
旧
制
高

等
学
校
が
新
た
に
四
校
（
新
潟
、
松

本
、
山
ロ
、
松
山
）
設
置
さ
れ
た
の

に
続
き
、
　
［
九
二
〇
年
四
月
に
設
置

さ
れ
た
三
校
の
一
つ
。
現
、
佐
賀
大

学
。管

3
2
第
＝
局
等
学
校
（
現
　
東
京
大
学
）

明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
四
月
設

立
、
第
二
高
等
学
校
（
現
　
東
北
大

学
）
明
治
二
十
年
四
月
設
立
、
第
三

高
等
学
校
（
京
都
大
学
）
明
治
十
九

年
四
月
設
立
、
第
四
高
等
学
校
（
現

金
沢
大
学
）
明
治
二
十
年
四
月
設
立
、

第
五
高
等
学
校
（
現
　
熊
本
大
学
）

明
治
一
一
十
年
五
月
設
立
、
第
六
高
等

学
校
（
現
　
岡
山
大
学
）
明
治
三
三

年
三
月
設
立
、
第
七
高
等
学
校
造
士

館
（
現
　
鹿
児
島
大
学
）
明
治
三
四

年
四
月
設
立
、
第
八
高
等
学
校
（
現

名
古
屋
大
学
）
明
治
四
一
年
三
月
設

立
。
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宮
崎
　
役
所
の
中
で
も
、
あ
い
つ
は
東
大
か
京
大
か
な
ん
て
い

う
こ
と
は
、
私
は
あ
ま
り
関
心
が
な
か
っ
た
で
す
ね
。

伊
藤
　
ま
あ
、
東
大
で
は
な
い
人
が
意
識
す
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

宮
暗
　
役
人
の
中
に
は
、
誰
か
よ
そ
の
省
の
人
が
く
る
と
、
あ

い
つ
は
何
年
だ
と
す
ぐ
年
次
を
言
い
出
す
人
が
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
私
は
あ
ま
り
そ
う
い
う
こ
と
に
は
興
味
が
な
い
も
の
で
す

か
ら
。

伊
藤
　
い
ま
の
お
話
を
伺
っ
て
い
る
と
、
だ
い
た
い
秀
才
の
コ

ー
ス
で
ず
っ
と
や
っ
て
こ
ら
れ
た
と
い
う
感
じ
で
す
け
れ
ど

も
。意

馬
　
い
や
全
然
。
ご
く
並
で
す
。

伊
藤
　
並
で
東
大
に
入
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
し
ょ
う
。

宮
崎
運
が
よ
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。

伊
藤
大
学
を
卒
業
な
さ
っ
た
時
に
、
一
体
こ
れ
か
ら
ど
う
し

ょ
う
と
い
う
、
そ
の
決
心
の
と
こ
ろ
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

宮
崎
　
大
学
の
話
に
な
り
ま
す
と
、
ち
ょ
っ
と
自
慢
話
に
な
る

と
思
い
ま
す
け
れ
ど
、
よ
く
、
な
ぜ
経
済
学
部
へ
入
っ
た
か
と

聞
か
れ
る
ん
で
す
。
法
学
部
で
も
そ
う
ら
し
い
で
す
が
、
経
済

学
部
に
入
っ
た
人
に
後
で
聞
く
と
「
な
ん
と
な
し
に
選
ん
だ
」

と
い
う
人
が
多
い
。
私
の
場
合
は
、
少
し
キ
ザ
む
言
い
方
で
す

け
れ
ど
も
、
経
済
問
題
に
関
心
を
持
ち
始
め
た
の
は
、
ち
ょ
っ

と
早
熟
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
旧
制
中
学
を
卒
業
す
る
頃
で

す
。
旧
制
の
高
等
学
校
に
入
っ
て
か
ら
、
か
な
り
本
気
で
経
済

に
関
係
す
る
よ
う
な
こ
と
を
し
よ
う
か
な
と
思
っ
た
ん
で
す
。

　
ひ
と
つ
は
、
佐
賀
県
と
い
う
の
は
、
い
ま
で
も
一
人
当
た
り

の
県
民
所
得
は
下
か
ら
数
え
た
ほ
う
が
早
い
感
じ
で
、
非
常
に

貧
乏
県
な
ん
で
す
。
私
の
周
辺
に
は
、
た
ま
た
ま
左
翼
運
動
を

や
っ
て
い
る
よ
う
な
人
も
い
ま
し
た
し
、
私
は
佐
賀
中
学
で
、

祖
父
の
と
こ
ろ
に
い
ま
し
た
か
ら
、
そ
う
い
う
関
係
の
本
も
置

い
て
あ
る
ん
で
す
。
そ
う
い
う
も
の
を
見
て
も
、
ほ
ん
と
う
に

経
済
な
ん
か
わ
か
る
は
ず
は
な
い
ん
で
す
。
な
い
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
非
常
に
明
快
に
物
事
が
書
い
て
あ
る
、
例
え
ば
河
上
肇

　
　
　
　
　
　
ね
お

の
「
貧
乏
物
語
り
」
な
ん
て
文
章
は
、
な
ん
と
な
し
に
わ
か
る
。

そ
れ
か
ら
、
も
う
い
ま
は
全
然
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
佐
賀

県
は
石
炭
の
産
地
で
、
伯
父
が
た
ま
た
ま
ヤ
マ
へ
連
れ
て
行
っ

て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
ヤ
マ
で
真
っ
黒

に
な
っ
た
人
た
ち
が
村
の
中
を
歩
い
て
い
る
ん
で
す
ね
。
ま
あ
、

疲
れ
て
い
る
せ
い
も
あ
る
し
、
焼
酎
を
飲
ん
だ
り
な
ん
か
し
て

い
て
、
見
た
だ
け
で
貧
し
い
人
た
ち
だ
と
わ
か
る
ん
で
す
。
そ

の
炭
坑
の
あ
る
上
の
山
の
方
に
行
き
ま
す
と
、
え
ら
い
立
派
な

家
が
建
っ
て
い
て
、
ド
そ
れ
は
誰
の
家
か
と
い
う
と
、
そ
の
炭
坑

の
経
営
者
の
家
な
ん
で
す
。
・
な
ん
か
変
だ
な
、
と
い
う
感
じ
が

な
ん
と
な
し
に
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
、
そ

う
い
う
経
済
問
題
に
少
し
関
心
を
持
ち
始
め
た
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
、
私
の
母
の
父
、
つ
ま
り
祖
父
が
教
育
熱
心

な
人
で
、
佐
賀
市
内
だ
け
で
な
く
て
近
郊
か
ら
い
ろ
い
ろ
若
い

人
た
ち
を
集
め
て
、
私
塾
み
た
い
な
も
の
を
や
っ
て
い
た
ん
で

　
り
が

す
ね
。
家
に
預
か
っ
て
、
勉
強
さ
せ
て
、
中
学
に
通
わ
せ
て

い
た
。
そ
の
中
に
、
吉
田
善
吾
（
連
合
艦
隊
司
令
長
官
）
さ
ん

は
じ
め
い
ろ
い
ろ
軍
人
も
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
後
の
京
大
教

　
　
　
　
　
る
お

授
の
高
田
保
馬
さ
ん
が
い
た
ん
で
す
。

中
村
　
高
田
さ
ん
も
あ
の
辺
で
し
た
か
。

宮
崎
　
そ
う
で
す
。
佐
賀
の
郊
外
な
ん
で
す
。
私
の
祖
父
の
家

の
近
辺
で
す
。
そ
れ
で
高
田
保
馬
さ
ん
を
家
に
置
い
て
い
る
ん

で
す
。
そ
し
て
、
わ
が
家
か
ら
中
学
へ
通
わ
せ
て
い
た
。
高
田

保
馬
さ
ん
は
、
佐
賀
中
学
を
卒
業
す
る
と
、
そ
の
と
き
ま
だ
佐

静
3
3
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
十
月
十

二
日
生
ま
れ
。
経
済
学
者
、
思
想
家
、
社

会
評
論
家
。
大
正
四
年
、
経
済
原
論
の

京
都
帝
大
の
教
授
。
大
正
五
年
か
ら
大

阪
朝
日
新
聞
に
「
貧
乏
物
語
」
（
大
正
六

年
に
弘
文
堂
書
房
よ
り
出
版
）
を
連
載

し
、
注
目
を
集
め
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義

者
と
な
り
、
昭
和
三
年
辞
職
。
入
党
、
入

獄
し
た
。

静
3
4
註
十
六
参
照
。
サ
ン
ケ
イ
新
聞
「
わ

た
し
の
交
友
記
」
④
昭
和
五
九
年
一
月

十
日
な
ど
に
も
語
ら
れ
て
い
る
。

・・

R5

ｾ
治
十
六
（
「
八
八
三
）
年
一
二
月

二
七
日
佐
賀
県
三
日
月
村
生
ま
れ
。
経

済
学
者
、
社
会
学
者
、
歌
人
。
昭
和
十
八

年
設
立
の
京
都
大
学
民
族
研
究
所
初

代
所
長
。
京
都
大
学
及
び
大
阪
大
学
名

誉
教
授
。
人
間
結
合
の
研
究
を
対
象
と

す
る
社
会
学
の
体
系
化
を
企
て
、
日
本

の
社
会
科
学
界
に
社
会
学
の
市
民
権

を
確
立
。
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賀
高
校
は
な
い
で
す
か
ら
、
熊
本
の
五
葉
に
行
っ
ち
ゃ
う
ん
で

す
が
、
中
学
弍
で
は
祖
父
の
家
に
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
私
は
中

学
へ
行
っ
て
、
祖
父
の
と
こ
ろ
で
勉
強
す
る
わ
け
で
す
が
、
机

は
え
ら
い
古
い
も
の
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
祖
母
か
ら
、
「
こ

れ
は
保
馬
さ
ん
が
使
っ
と
っ
た
机
ば
い
。
大
事
に
し
ん
さ
い
」

と
言
わ
れ
て
、
保
馬
さ
ん
の
使
っ
た
机
を
私
も
使
い
な
が
ら
勉

強
し
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
当
然
高
田
保
馬
さ
ん
の

本
、
本
と
い
う
か
論
文
み
た
い
な
「
も
の
も
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

そ
れ
を
な
ん
と
な
し
に
見
る
機
会
が
あ
っ
た
。
こ
れ
も
マ
ル
ク

ス
の
本
と
同
じ
で
、
全
然
わ
か
ら
な
い
。
い
ろ
い
ろ
目
を
通
し

て
み
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
脚
注
が
な
い
高
田
さ
ん
の
本
は
理
解

が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
。
と
に
か
く
何
か
や
っ
て
い
る
な
と
い

う
感
じ
で
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
社
会
主
義
者
の
人
た
ち
な
ん
か
の
文
献
を
読
む

と
、
高
田
保
馬
さ
ん
な
ん
か
は
、
ぼ
ろ
く
そ
な
ん
で
す
。
「
高

田
保
馬
は
え
ら
い
勉
強
家
で
、
見
習
い
な
さ
い
」
と
祖
母
か
ら

言
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
東
京
に
行
っ
た
ら
、
高
田
さ
ん
で
も
こ

ん
な
に
け
ち
ょ
ん
け
ち
ょ
ん
に
や
ら
れ
る
ん
だ
な
と
思
っ
て
、

な
る
ほ
ど
面
白
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
文
献
と
い
う
と
大
袈
裟

で
す
け
れ
ど
も
、
割
合
幅
広
く
本
を
読
ん
だ
り
し
ま
し
た
。
濫

読
で
す
け
ど
。

　
佐
賀
中
学
で
は
、
か
な
り
で
ぎ
る
人
は
海
兵
と
か
陸
士
に
行

く
わ
け
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
私
は
で
き
ま
せ
ん
し
、
行
く
つ
も

り
も
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
，
軍
人
に
な
乃
だ
け
が
能
じ
ゃ
な
い

か
ら
と
考
え
て
、
大
学
で
は
経
世
済
民
の
経
済
学
を
や
ろ
う
と

思
っ
た
わ
け
で
す
。
こ
う
い
う
と
何
か
キ
ザ
っ
ぽ
く
て
（
中
村

そ
ん
な
こ
と
は
な
い
で
す
よ
）
、
非
常
に
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
に
聞

こ
え
る
ん
で
す
が
、
や
っ
て
み
る
と
、
経
済
学
も
経
済
政
策
も
、

そ
ん
な
に
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
も
の
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
ね
。
大
変

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
い
ま
で
も
職
業
選
択
を
間
違
っ
た
と
は

思
っ
て
い
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
経
済
が
や
さ
し
い
な
ん
て
思
っ
た

こ．

ﾆ
は
な
い
で
す
ね
。
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
難
し
く
な
る
。
い
ま

で
も
そ
ん
な
感
じ
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
だ

伊
藤
　
文
科
は
甲
で
す
か
乙
で
す
か
。

宮
暗
　
甲
で
す
。
そ
れ
は
英
語
が
あ
ま
り
不
自
由
し
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
試
験
の
心
配
が
あ
ま
り
な
い
。

小
さ
い
頃
の
英
語
は
も
う
き
れ
い
に
忘
れ
て
ま
し
た
け
れ
ど
も

ね
。
今
で
は
、
文
甲
で
習
っ
た
下
イ
ツ
語
な
ん
て
い
う
の
は
、

も
う
全
然
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。

復
員
・
復
学
“

伊
藤
　
そ
れ
で
、
大
学
の
時
代
は
一
所
懸
命
経
済
学
を
勉
強
な

さ
っ
た
ん
で
す
か
。

宮
崎
　
一
所
懸
命
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
。
経
済
学
を
習

い
ま
し
た
。

伊
藤
　
あ
の
頃
は
食
糧
難
の
時
代
で
大
変
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
思
い
ま
す
が
。

宮
崎
　
大
変
で
し
た
。
私
は
荻
窪
・
阿
佐
ヶ
谷
の
ほ
う
に
下
宿

し
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
電
車
で
通
う
の
も
大
変
で
し
た
。

軍
隊
か
ら
帰
っ
て
き
た
す
ぐ
は
、
軍
隊
支
給
の
靴
を
履
い
て
、

ズ
ボ
ン
な
ん
か
も
海
軍
の
ズ
ボ
ン
を
は
い
て
い
た
ん
じ
ゃ
な
い

で
し
ょ
う
か
。
食
え
る
も
の
が
あ
ま
り
な
く
て
、
い
ま
で
も
覚

え
て
い
る
ん
で
す
が
、
大
学
の
第
一
食
堂
で
す
い
と
ん
を
食
べ

る
わ
け
で
す
。
す
い
と
ん
と
い
う
の
は
、
ど
ん
ぶ
り
の
中
に
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　

リ
ケ
ン
粉
の
固
ま
り
が
あ
っ
て
、
お
前
の
と
こ
ろ
の
す
い
と
ん

に
は
四
つ
入
っ
て
い
る
と
か
、
お
れ
の
は
三
つ
だ
と
か
、
そ
ん

な
こ
と
を
い
い
合
っ
て
い
た
時
代
で
す
よ
。
あ
と
か
ら
よ
く
話

す
ん
で
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
た
連
中
が
、
そ
れ

⇔
3
6
旧
制
高
校
で
は
、
文
系
学
部
が
英

語
を
第
一
外
国
語
に
す
る
文
科
甲
類

と
ド
イ
ツ
語
を
第
一
外
国
語
に
す
る

文
科
乙
類
に
分
か
れ
て
い
た
。

23



こ
そ
上
場
会
社
の
社
長
に
な
っ
た
り
、
代
議
士
に
な
っ
た
り
な

ん
か
し
て
ね
。
一
個
の
メ
リ
ケ
ン
粉
を
争
っ
て
い
た
連
中
が
そ

う
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
本
も
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
七
た
ね
。
よ
く
正
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
が

前
の
有
斐
閣
1
も
う
な
く
な
つ
ち
ゃ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

あ
そ
こ
に
朝
か
ら
並
ん
だ
記
憶
が
あ
り
ま
す
ね
。
鎌
倉
文
庫
の

　
　
　
サ
む

　
”
人
間
”
が
出
た
と
き
も
そ
う
で
し
た
ね
。

中
村
　
当
時
は
、
・
に
わ
か
マ
ル
ク
ス
・
ボ
ー
イ
が
た
く
さ
ん
で

き
た
時
代
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

宮
崎
　
そ
う
で
す
ね
。
、
そ
の
後
に
わ
か
マ
ル
ク
ス
・
ボ
ー
イ
を

卒
業
し
て
、
さ
ら
に
政
治
の
方
に
入
っ
た
人
も
い
ま
す
ね
。

伊
藤
　
そ
の
病
気
の
ほ
う
に
は
、
あ
ま
り
感
染
な
さ
ら
な
か
っ

た
ん
で
す
か
。

宮
崎
　
　
「
風
邪
ぐ
ら
い
は
引
い
た
」
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
私

　
　
　
　
　
　
　
　
り
ね

は
舞
出
長
五
郎
さ
ん
に
学
び
ま
し
た
。
・
あ
の
人
は
、
ほ
か
の

学
生
に
聞
く
と
、
あ
ま
り
評
判
が
よ
く
な
い
。
な
ぜ
か
と
い
う

と
、
教
科
書
で
『
理
論
経
済
学
概
要
』
と
い
う
の
を
十
年
一
日

．
の
如
く
や
っ
て
お
ら
れ
た
か
ら
。
そ
れ
か
ら
、
先
生
は
話
し
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
む

や
や
ド
モ
リ
が
ち
で
、
木
村
（
健
康
）
さ
ん
や
大
塚
（
久
雄
）

　
　
り
む

さ
ん
の
よ
う
に
流
暢
で
は
な
か
っ
た
。
、

中
村
　
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
時
代
も
全
く
同
じ
だ
っ
た
。

宮
崎
　
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
重

出
さ
ん
の
ゼ
ミ
は
非
常
に
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
リ
カ
ー
ド
を
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
れ

本
で
噛
ま
さ
れ
ま
し
た
。
マ
ル
ク
ス
経
済
学
も
、
い
わ
ゆ
る

近
代
経
済
学
の
ほ
う
も
、
両
方
丹
念
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
ね
。

リ
カ
ー
ド
を
や
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
当
時
は
よ
く
わ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
け
れ
ど
も
、
あ
と
で
考
え
る
と
い
い
文
献
を
．

勉
強
し
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
考
え
方
は
片
一
方
は
の
ち
に
ケ

イ
ン
ズ
の
方
に
発
展
し
て
い
き
ま
す
し
、
も
う
一
方
は
マ
ル
ク

ス
系
に
つ
な
が
っ
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
よ
か
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
経
済
を
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
経
済
学
を
や
っ
た
わ

け
で
す
け
れ
ど
、
や
っ
て
み
ま
す
と
、
経
済
政
策
と
か
経
済
学

と
い
う
の
は
、
な
か
な
か
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
な
と
い
う
感

じ
で
す
。
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
経
世
済
民
の
学
問
だ
な
ど
と
の
感

じ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
一
面
で
は
、
マ
ル
ク
ス
の
風
邪
を
引
い

た
り
、
ケ
イ
ン
ズ
型
の
風
邪
を
引
い
た
り
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

そ
れ
は
そ
れ
で
面
白
く
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
役
に
立
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
実
務
的
に
は
大
学
で
の
経
済
学
は
あ
ま
り
役
に

立
た
な
か
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。

■
経
済
政
策
形
成
の
現
場
に

　
経
済
安
定
本
部
へ
入
職

宮
崎
　
私
は
安
定
本
部
に
入
り
ま
し
て
、
一
番
最
初
に
配
属
に

な
っ
た
と
こ
ろ
が
動
力
局
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
た
。
そ
の
後
若

い
人
が
入
っ
て
来
る
と
き
、
安
定
本
部
、
あ
る
い
は
企
画
庁
に

な
ぜ
入
る
か
と
聞
く
と
、
多
く
の
人
は
「
『
経
済
自
書
』
を
書

い
て
み
た
い
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
う
ん
で
す
ね
。
し
か

し
私
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
入
る
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
な

前
に
第
一
回
の
「
経
済
白
書
」
が
出
て
、
そ
れ
は
た
い
へ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
れ

立
派
な
も
の
だ
っ
た
。
都
留
［
重
人
］
さ
ん
が
お
ら
れ
て
、

私
が
試
験
を
受
け
た
と
き
も
、
隣
の
部
屋
に
お
ら
れ
た
。
試
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

官
が
た
ま
た
ま
稲
葉
秀
三
さ
ん
で
、
あ
の
人
は
人
事
権
を
持

っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
採
用
が
決
ま
っ
て
か
ら
配
属
を
す
る
と

き
に
、
「
こ
れ
か
ら
配
属
を
決
め
る
け
れ
ど
も
、
あ
ん
た
は

（
あ
な
た
は
隅
で
、
君
は
、
で
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
）
経
済

白
書
を
書
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
か
も
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、

あ
ん
な
も
の
は
も
っ
と
後
で
い
い
。
大
事
な
の
は
実
務
を
勉
強

一　s　．　v　t

静
3
7
明
治
町
（
一
八
七
七
）
年
創
業
の
有

斐
閣
は
、
東
京
大
学
正
門
前
の
事
務
所

に
お
い
て
書
籍
の
店
頭
陳
列
販
売
を

行
な
？
て
い
た
が
、
昭
和
五
七
年
九
月

に
廃
止
し
た
（
同
社
の
書
籍
販
売
申
し

込
み
は
現
在
も
同
事
務
所
に
お
い
て

可
能
）
。
法
学
関
係
の
雑
誌
編
集
部
は

引
き
続
き
同
事
務
所
に
あ
る
。

蕊
鎌
倉
文
庫
は
、
鎌
倉
在
住
の
文
士
、

久
米
正
雄
と
川
端
康
成
を
発
案
者
と

し
て
、
高
見
淳
、
中
山
義
秀
ら
が
蔵
書

を
持
ち
寄
り
、
昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）

年
四
月
に
発
足
し
た
貸
し
本
屋
が
原

点
。
そ
の
後
出
版
も
手
が
け
、
昭
和
二

〇
年
十
二
月
雑
誌
「
人
間
」
を
創
刊
。
単

行
本
も
出
版
し
た
。
経
営
悪
化
の
た
め
、

昭
和
二
四
年
で
事
業
を
終
了
し
た
。

・ひ

R9

ｾ
治
二
四
（
「
八
九
一
）
年
九
月
八

日
生
ま
れ
。
理
論
経
済
学
・
経
済
学
史

学
者
。
東
京
大
学
名
誉
教
授
。
大
正
十

二
年
東
京
帝
大
教
授
。
昭
和
十
三
・
十

四
年
お
よ
び
昭
和
二
〇
～
二
三
年
経

済
学
部
長
。

▽　
り
，
4
0
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
二
月
二

　
六
日
生
ま
れ
。
経
済
学
理
論
、
社
会
思

　
想
史
学
者
。
東
京
大
学
名
誉
教
授
。
昭

　
和
六
年
、
東
大
経
済
学
助
手
と
な
る
も

　
昭
和
十
四
年
経
済
学
部
粛
清
問
題
に

　
よ
る
河
合
栄
治
郎
教
授
罷
免
に
殉
じ

　
退
職
。
第
＝
局
等
学
校
教
師
を
経
て
、

…
鮪
童
舞
臥
履
帰
昭
和
二
四
年

　
骨
4
1
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
五
月
三

　
［
口
生
ま
れ
、
経
済
史
学
者
。
東
京
大
学

　
名
誉
教
授
。
法
政
大
学
教
授
を
経
て
、

　
昭
和
十
四
年
東
京
大
学
助
教
授
、
同
二

　
一
一
年
教
授
と
な
る
。
い
わ
ゆ
る
“
大
塚

　
史
学
”
を
確
立
。
著
書
に
『
近
代
欧
州

　
経
済
史
序
説
』
な
ど

　
盤
4
2
刀
δ
O
「
α
ρ
ワ
四
≦
α
（
一
七
七
ニ
ー

　
一
八
二
三
）
。
ス
ミ
ス
の
後
を
受
け
古

　
典
経
済
学
を
発
展
さ
せ
“
古
典
経
済

　
学
の
完
成
者
”
と
呼
ば
れ
る
。
投
下
労
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す
る
こ
と
だ
。
経
済
と
い
う
も
の
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
動
い
て

い
る
か
と
い
う
こ
と
を
ま
ず
勉
強
し
な
さ
い
」
と
い
う
こ
と
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
あ

動
力
局
と
い
う
局
に
配
属
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
局
の
中
に
石
炭
の
配
給
を
担
当
す
る
減
炭
課
と
い
う
課

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
い
ま
か
ら
見
る
と
、
何
を
や
っ
た
ん

だ
と
思
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
が
、
－
当
時
は
傾
斜
生
産
方
丸
〃
が

で
き
あ
が
っ
た
と
き
で
、
石
炭
を
中
心
に
、
大
げ
さ
に
言
え
ば

国
の
経
済
が
回
る
。
と
に
か
く
石
炭
と
鉄
鋼
を
重
点
的
に
生
産

を
し
て
、
雪
だ
る
ま
式
に
ほ
か
の
物
資
の
生
産
を
増
や
し
て
い

っ
て
、
生
産
力
を
増
強
し
て
戦
後
の
復
興
を
図
る
と
い
う
こ
と

、
で
し
た
。
今
で
言
え
ば
供
給
力
強
化
の
政
策
で
す
。
そ
こ
で
稲

葉
さ
ん
が
「
石
炭
を
見
て
い
た
ら
全
体
が
よ
く
わ
か
る
か
ら
、

勉
強
し
な
さ
い
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
は
私
に
と
っ
て

非
常
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
．
。
い
き
な
り
白
書
な
ん
か
を
書

か
さ
れ
る
所
に
い
く
よ
り
は
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
当
時
は
ぺ
え
ぺ
え
で
す
か
ら
、
い
ま
で
言
え
ば
ゼ

ロ
ッ
ク
ス
を
と
っ
た
り
、
ワ
ー
プ
ロ
を
打
っ
た
り
す
る
こ
と
を

や
っ
て
い
た
ん
で
す
。
ゼ
ロ
ッ
ク
入
な
ん
か
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

ガ
リ
版
を
切
っ
た
り
刷
っ
た
り
、
そ
う
い
う
仕
事
で
し
た
。
傾
r

斜
生
産
方
式
が
ど
う
い
・
γ
ふ
う
に
打
ち
出
さ
れ
て
、
ど
う
い
う

意
味
を
持
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も

上
層
部
が
細
か
く
説
明
し
て
く
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
い
う
の
を
決
め
た
か
ら
ガ
リ
版
を
切
れ
と
か
、
こ
の
文
書

が
あ
る
か
ら
ど
こ
ど
こ
に
連
絡
し
て
こ
い
、
と
か
い
う
こ
と
で

す
ね
。
そ
の
合
間
合
開
に
課
長
補
佐
が
い
ろ
い
ろ
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
一
つ
勉
強
に
な
っ
た
の
は
、
当
時
石
炭
の
配
給
と

い
う
の
は
強
い
統
制
下
に
あ
っ
て
、
全
部
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で

司
令
部
の
O
K
を
と
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
よ

く
文
書
を
持
っ
て
司
令
部
に
行
か
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
司
令
部

の
空
気
が
あ
る
程
度
わ
か
っ
た
こ
と
で
す
。

伊
藤
　
司
令
部
の
相
手
方
は
ど
こ
で
す
か
。

宮
崎
　
経
済
科
学
、
局
で
、
セ
ク
シ
ョ
ン
の
名
前
は
、
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
ア
ン
ド
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
か
い
う
の
で
し
た
。
若
い
担

当
官
が
い
ろ
い
ろ
司
令
部
の
中
の
考
え
方
を
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。伊

藤
　
場
所
は
、
お
堀
端
の
あ
の
建
物
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

宮
暗
　
お
堀
端
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
い
る
隣
の
日
活
国
際
会
館

と
い
う
ん
で
す
か
、
角
の
と
こ
ろ
で
す
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
い

た
ビ
ル
の
隣
が
丸
の
内
警
察
署
で
す
か
、
そ
の
隣
の
石
炭
協
会

な
ど
が
入
っ
て
い
た
ビ
ル
で
す
。

中
村
　
細
い
、
割
合
小
さ
い
背
の
高
い
ビ
ル
が
あ
り
ま
し
た
な
。

宮
暗
　
あ
の
時
は
立
派
な
ビ
ル
で
し
た
。

伊
藤
　
す
み
ま
せ
ん
、
ち
ょ
っ
と
遡
り
ま
す
が
、
安
定
本
部
に

お
入
り
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
決
ま
っ
た

こ
と
な
ん
で
す
か
。

宮
崎
　
も
と
も
と
経
済
問
題
を
や
り
た
い
と
は
思
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
全
体
的
に
日
本
経
済
が
分
か
る
と
こ
ろ
と
い
う
の
で

経
済
安
定
本
部
を
選
び
ま
し
た
。
当
時
の
官
庁
の
就
職
に
は
い

く
つ
か
の
特
殊
事
情
が
あ
り
ま
し
た
。
第
一
に
、
日
本
経
済
が

大
転
換
期
に
あ
り
、
安
定
本
部
は
司
令
部
の
意
向
も
あ
り
、
短

期
間
に
機
構
・
人
員
を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
。

第
二
に
、
安
定
本
部
の
職
員
、
特
に
幹
部
を
多
く
採
用
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
。
し
か
も
第
三
に
、
高
文
制
度
は
昭

和
二
十
一
年
春
に
は
廃
止
さ
れ
、
官
庁
の
採
用
に
つ
い
て
共
通

的
な
基
準
が
な
か
っ
た
。
第
四
に
新
規
入
省
庁
者
は
大
学
入
学

が
同
年
次
で
も
兵
役
、
復
員
、
復
学
な
ど
の
関
係
で
卒
業
、
就

職
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
こ
と
、
な
ど
で
す
。
そ
う
い
う
中
で

働
価
値
論
に
基
礎
を
お
く
。
主
著
は
、

．、

n
嵩
ヨ
Φ
、
「
ヨ
G
電
、
Φ
恥
。
、
℃
o
ミ
帖
、
o
曳

塁
§
亀
奮
彗
ご
。
。
晶
メ
ω
己

9
．
」
o
。
卜
♪
一
（
邦
題
『
経
済
学
及
び
課
税

の
原
理
』
）
。

静
4
3
経
済
安
定
本
部
が
出
し
た
昭
和
二

二
（
一
九
四
七
）
年
度
「
経
済
実
相

報
告
書
」
副
題
「
付
、
経
済
緊
急
対

策
」
の
こ
と
。
中
心
執
筆
者
は
、
都

留
重
人
で
あ
っ
た
。

→ひ

S4

ｾ
治
四
五
（
【
九
｝
二
）
年
三
月

六
日
生
ま
れ
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で

博
士
号
を
取
得
後
、
助
手
、
講
師
を

務
め
、
昭
和
十
七
年
帰
国
。
昭
和
十

九
年
外
務
省
官
吏
、
昭
和
二
二
年
経

済
安
定
本
部
総
合
調
整
委
員
会
副
委

員
長
と
な
る
。
昭
和
二
三
年
、
東
京

商
科
大
学
教
授
。

。・

S5

ｾ
治
四
〇
（
一
八
九
七
）
年
四
月

九
日
生
ま
れ
。
経
済
評
論
家
。
京
都

大
学
哲
学
科
卒
業
後
、
東
京
大
学
経

済
学
科
に
学
ん
だ
唱
昭
和
十
二
年
企

画
院
に
入
り
、
物
資
動
員
計
画
を
策

定
、
企
画
院
事
件
に
連
座
し
て
投
獄

さ
れ
た
。
昭
和
二
〇
年
に
国
民
経
済

研
究
協
会
を
設
立
し
、
昭
和
二
∴
年

経
済
安
定
本
部
に
無
給
奉
仕
の
官
房

次
長
と
し
て
実
権
を
握
っ
た
。

・し

S6

g
織
図
「
参
照
。
・

管
4
7
昭
和
二
一
（
一
九
四
六
）
年
十
二

月
に
採
用
決
定
の
太
平
洋
戦
争
後
の

生
産
減
退
の
打
開
策
。
吉
田
首
相
の

私
的
諮
問
機
関
で
あ
る
石
炭
小
委
員

会
（
有
沢
広
巳
を
委
員
長
）
に
よ
る

提
案
で
あ
っ
た
。
鉄
鋼
と
石
炭
生
産

に
重
点
的
に
資
本
や
機
材
や
労
働
力

を
投
入
す
る
こ
と
で
経
済
復
興
の
ボ

ト
ル
ネ
ッ
ク
を
解
消
し
よ
う
と
す
る

も
の
。
第
二
回
の
立
早
参
照
。

→←

S8

ｻ
、
日
比
谷
パ
ー
ク
ビ
ル
。
昭
和

一一

ｵ
（
一
九
五
二
）
年
に
．
竣
工
さ
れ

た
。
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安
定
本
部
は
、
人
員
を
揃
え
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ね

伊
藤
　
そ
の
前
に
高
文
を
お
と
り
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す

か
。宮

崎
　
一
番
最
後
の
高
文
の
あ
と
で
す
ね
。
高
文
を
と
っ
た
人

は
、
さ
っ
さ
と
部
別
の
面
接
試
験
を
受
け
て
商
工
省
と
か
大
蔵

省
と
か
決
め
て
い
る
ん
で
す
が
、
片
山
内
閣
成
立
直
前
の
総
司

令
部
覚
書
に
よ
り
、
安
本
の
機
構
・
人
員
の
拡
充
強
化
が
図
ら

れ
ハ
安
本
も
新
規
学
卒
者
の
採
用
を
す
る
こ
と
と
な
り
、
私
の

安
定
本
部
の
試
験
は
、
み
な
さ
ん
に
遅
れ
て
い
て
、
七
月
で
し

た
。
他
方
、
安
定
本
部
は
二
十
一
年
七
月
に
発
足
し
て
い
て
、

各
省
か
ら
の
出
向
者
と
副
長
官
な
ど
の
上
の
方
に
民
間
か
ら
と

い
う
ふ
う
に
寄
り
合
い
所
帯
で
し
た
。

中
村
　
た
し
か
、
安
定
本
部
と
、
い
う
の
は
昭
和
二
一
年
に
で
き
r

た
け
れ
ど
、
わ
り
に
組
織
が
小
さ
く
て
、
二
二
年
に
な
っ
て
拡

大
し
て
、
人
も
増
え
た
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。
拡
大
し
た
と

き
に
い
ろ
い
ろ
な
人
が
入
っ
て
来
た
。
上
の
方
の
人
も
、
そ
の

時
で
す
ね
。

宮
暗
　
上
の
人
も
民
間
か
ら
入
り
ま
し
た
し
、
プ
ロ
パ
ー
の
幹

部
候
補
生
と
し
て
新
規
学
卒
者
を
採
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
異

例
の
七
月
に
試
験
が
あ
り
、
私
は
そ
の
試
験
を
受
け
て
入
っ
た

ん
で
す
。

伊
藤
　
そ
れ
で
卒
業
と
同
時
に
、
お
入
り
に
な
っ
た
。

宮
崎
　
そ
う
で
す
。
か
な
り
強
引
に
単
位
を
取
っ
て
、
九
月
に

卒
業
し
、
十
月
一
日
の
四
囲
辞
令
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

伊
藤
　
そ
の
安
定
本
部
は
ど
こ
に
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
。

宮
暗
　
戦
前
の
内
務
省
の
ビ
ル
で
す
。
終
戦
後
、
人
事
院
ビ
ル

と
呼
ば
れ
た
ビ
ル
で
す
。
そ
れ
も
最
近
建
て
直
さ
れ
総
務
省
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ロ

ど
が
入
っ
て
い
る
総
合
ビ
ル
に
な
り
ま
し
た
。
警
視
庁
や
外

務
省
寄
り
、
非
常
に
が
っ
ち
り
し
た
建
物
で
、
安
定
本
部
は
五

階
と
四
階
だ
っ
た
か
な
。
動
力
局
と
い
う
の
は
五
階
の
旧
内
務

省
の
講
堂
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
大
部
屋
で
す
か
ら
い
く
つ
か

に
仕
切
っ
て
使
い
ま
し
た
。
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
と
し
て
は
い
い
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
と
に
か
く
古
い
も
の
で
す
か

ら
、
・
暖
房
装
置
も
な
い
。
冷
房
も
な
い
。

伊
藤
　
冷
房
が
な
い
の
は
わ
か
り
ま
ず
け
れ
ど
一
。

宮
崎
　
暖
房
は
石
炭
ス
ト
ー
ブ
で
し
た
。

伊
藤
　
ス
チ
ー
ム
は
一
。

宮
崎
　
当
時
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
わ
れ
わ
れ
新

入
生
の
役
割
の
一
つ
は
、
み
ん
な
よ
り
早
く
出
勤
し
て
、
石
炭

を
下
か
ら
持
っ
て
来
て
、
ス
ト
ー
ブ
を
つ
け
て
お
く
こ
と
な
ん

で
す
ね
。

伊
藤
　
動
力
局
だ
か
ら
よ
か
っ
た
で
す
ね
（
笑
い
）
。

宮
暗
　
そ
れ
は
よ
か
っ
た
で
す
。
も
う
み
ん
な
配
給
制
で
し
た

か
ら
、
配
給
切
符
が
旗
い
と
駄
目
な
時
代
で
す
か
ら
ね
。
今
か

ら
考
え
る
と
一
部
は
「
ヤ
ミ
」
だ
っ
た
か
も
。

伊
藤
　
自
分
が
証
明
書
を
発
行
す
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
ね
（
笑

い
）
。
当
時
の
お
役
人
の
話
を
聞
く
と
、
み
な
さ
ん
や
っ
ぱ
り
、

寒
い
、
食
べ
る
も
の
が
な
い
、
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。

袖
留
　
そ
う
で
す
ね
。
昼
弁
当
と
い
う
の
は
お
芋
を
持
っ
て
く

る
人
が
多
か
っ
た
で
す
か
ね
。
そ
の
う
ち
、
安
定
本
部
、
つ
ま

り
旧
内
務
省
の
屋
上
の
と
こ
ろ
に
小
さ
な
部
屋
を
つ
く
っ
て
、

う
ど
ん
屋
を
始
め
た
。
外
か
ら
の
業
者
に
委
託
で
す
け
れ
ど
ね
。

伊
藤
　
統
制
品
で
す
か
（
笑
い
）
。

宮
崎
　
ど
う
で
し
た
か
、
切
符
は
持
っ
て
行
っ
た
記
憶
が
あ
り

ま
す
が
。

伊
藤
　
外
食
券
食
堂
で
す
ね
。

静
4
9
高
等
文
官
試
験
の
略
称
。
明
治
二

〇
（
「
八
八
七
）
年
に
導
入
。
明
治

　
二
六
年
の
文
官
任
用
令
と
文
官
試
験

規
則
に
よ
っ
て
高
等
官
吏
（
総
理
大

臣
が
天
皇
に
上
奏
し
て
任
命
す
る
奏

任
官
以
上
）
は
高
等
文
官
試
験
合
格

者
に
限
定
さ
れ
た
。
こ
の
文
官
任
用

令
は
官
僚
制
の
改
革
の
一
環
と
し
て

総
司
令
部
の
覚
書
も
あ
り
、
昭
和
二

、
一
年
四
月
一
日
に
廃
止
。

榛
5
0
現
在
の
中
央
合
同
庁
舎
第
2
号

館
。静

5
1
昭
和
｝
＝
（
「
九
四
六
）
年
、
戦
後

初
の
国
産
ス
ク
タ
ー
と
し
て
、
富
士
産

業
（
現
、
富
士
重
工
V
が
ス
バ
ル
・
ラ

ビ
ッ
ト
ス
ク
ー
タ
ー
を
、
三
菱
重
工
業

が
シ
ル
バ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
タ

ー
の
販
売
を
開
始
し
た
。

静
5
2
戦
時
中
、
南
洋
石
油
輸
送
ル
ー
ト

が
危
う
く
な
っ
た
た
め
、
飛
行
気
燃
料

の
代
替
品
と
し
て
考
案
さ
れ
た
。
松
の

根
を
蒸
し
焼
き
に
し
軽
質
油
を
採
取

後
、
水
槽
で
冷
却
し
生
産
。
戦
直
後
、

ガ
ソ
リ
ン
は
配
給
で
あ
り
、
昭
和
二
三

年
か
ら
生
産
開
始
さ
れ
た
ホ
ン
ダ
A

型
オ
ー
ト
バ
イ
は
、
ガ
ソ
リ
ン
に
加
え

松
根
油
が
使
用
可
能
な
よ
う
に
配
慮

さ
れ
た
。

静
5
3
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
九
月

二
〇
日
生
ま
れ
。
一
兀
・
｝
橋
大
学
学

長
。
東
京
商
科
大
学
で
福
田
徳
三
、
ボ

ン
大
学
で
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
に
師
事
。

理
論
経
済
学
者
。
理
論
計
量
経
済
学

会
初
代
会
長
。
昭
和
二
二
年
、
（
財
）
統

計
研
究
会
を
創
設
し
、
戦
後
の
経
済

学
の
再
生
に
尽
力
。
昭
和
二
五
年
か

ら
十
年
間
中
労
委
会
長
を
務
め
る
。

骨
5
4
明
治
二
九
（
｝
八
九
六
）
、
年
二
月

十
六
日
生
ま
れ
。
大
正
十
五
年
か
ら
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ロ

宮
暗
　
通
勤
で
は
稲
葉
さ
ん
な
ん
か
ス
ク
ー
タ
ー
に
乗
っ
て
、

腰
に
手
拭
い
を
下
げ
て
、
弁
当
を
持
っ
て
通
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
ね
。

中宮伊宮伊
村崎藤暗藤

ス
ク
ー
タ
ー
も
油
が
な
い
と
駄
目
で
し
ょ
う
。

あ
れ
は
何
を
使
っ
て
い
た
の
か
な
。

そ
れ
も
統
制
の
は
ず
で
す
か
ら
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
ひ
切

そ
う
で
す
ね
。
松
根
油
か
な
。

松
根
油
じ
ゃ
あ
、
ス
ク
ー
タ
ー
は
動
か
ん
で
し
ょ
う
。

木
炭
車
で
す
か
ね
。

伝
票
　
自
動
車
は
木
炭
車
で
し
た
ね
。

伊
藤
　
木
炭
車
は
ず
い
ぶ
ん
走
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

中
村
　
そ
の
話
は
初
め
て
聞
く
な
あ
。
稲
葉
さ
ん
が
ス
ク
ー
タ

ー
に
乗
っ
て
い
た
と
い
う
の
は
。
稲
葉
さ
ん
は
私
も
さ
ん
ざ
ん

お
つ
き
合
い
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
。

宮
暗
　
夜
遅
く
な
る
作
業
は
、
市
兵
衛
町
と
い
う
ん
で
す
か
、

い
ま
の
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
の
先
に
安
田
善
次
郎
の
屋
敷
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
を
経
済
安
定
本
部
の
会
議
所
と
し
て
、
徹
夜
で

作
業
を
し
た
り
す
る
と
き
に
使
い
ま
し
た
。

中
村
　
会
議
で
私
な
ど
も
と
き
ど
き
あ
そ
こ
に
行
き
ま
し
た

ね
。長

軸
　
そ
れ
か
ら
、
後
で
経
済
計
画
な
ん
か
を
つ
く
る
と
き
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聾
尉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
骨
騒

は
、
中
山
（
伊
知
郎
）
先
生
と
か
、
有
沢
（
広
巳
）
先
生
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
お

か
、
東
畑
（
精
一
）
先
生
と
か
を
お
呼
び
し
て
よ
く
使
い
ま

し
た
ね
。

中
村
　
ホ
テ
ル
・
オ
ー
ク
ラ
の
前
を
ず
っ
と
向
こ
う
に
行
っ

．
て
、
突
き
当
た
っ
た
と
こ
ろ
で
す
ね
。
大
き
な
お
屋
敷
だ
っ
た

、

な
。宮

暗
　
今
も
あ
り
ま
ず
け
れ
ど
ね
。
泊
ま
り
が
け
の
時
に
は
、

夏
は
当
時
、
蚊
が
い
ま
し
た
か
ら
蚊
帳
を
吊
っ
て
寝
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。

森
そ
の
当
時
は
官
舎
に
お
住
ま
い
だ
っ
た
の
で
す
か
。

宮
崎
　
私
は
下
宿
を
し
て
い
ま
し
た
。
．
今
の
よ
う
な
公
務
員
宿

舎
と
い
う
の
は
当
時
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。伊

藤
　
え
ら
い
人
に
は
官
舎
が
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
け
れ
ど

ね
。宮

暗
　
非
常
に
え
ら
い
人
で
す
ね
。
課
長
ぐ
ら
い
ま
で
は
な
か

っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
一
部
の
大
臣
に
は
あ
り
ま
し
た
。

森
大
学
時
代
は
荻
窪
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
ね
。

宮
暗
　
荻
窪
お
よ
び
阿
佐
ヶ
谷
で
す
。
荻
窪
で
は
近
所
に
近
衛
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
5
6

邸
が
あ
り
、
須
磨
弥
吉
郎
氏
の
家
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。
須

磨
未
千
秋
さ
ん
に
英
会
話
を
習
い
に
い
っ
た
り
し
ま
し
た
。
阿
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
骨
肝

佐
ヶ
谷
で
は
海
軍
時
代
の
萬
里
小
路
君
と
い
う
御
公
家
の
子

孫
に
な
る
人
の
と
こ
ろ
で
過
ご
し
ま
し
た
。
話
は
飛
び
飛
び
に

な
り
ま
す
が
、
安
定
本
部
の
頃
は
鷺
宮
に
い
ま
し
た
。
父
が
小

さ
な
家
を
買
っ
て
く
れ
ま
し
て
ね
。
ち
ょ
う
ど
経
済
白
書
を
執

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ホ

筆
さ
れ
て
い
た
後
藤
急
設
助
さ
ん
が
鷺
宮
で
、
す
ぐ
近
く
に

お
ら
れ
、
よ
く
一
緒
に
西
武
線
に
乗
っ
て
ハ
新
宿
で
乗
り
換
え

て
都
電
で
警
視
庁
前
で
降
り
る
。
そ
れ
で
役
所
に
通
い
ま
し
た
。

後
藤
誉
之
助
さ
ん
は
調
査
課
で
す
か
ら
課
は
違
い
ま
す
が
、
い

ろ
い
ろ
議
論
し
た
と
い
う
の
は
覚
え
て
い
ま
す
。
よ
く
寓
話
を

使
わ
れ
ま
し
た
。
「
自
転
車
は
走
り
続
け
な
け
れ
ば
倒
れ
る
」

と
か
。

中
村
　
え
え
、
『
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
』
と
か
、
経
済
白
書

昭
和
三
年
ド
イ
ツ
に
留
学
。
昭
和
十

三
年
、
東
京
大
学
助
教
授
時
代
に
治

安
維
持
法
違
反
で
休
職
、
同
二
〇
年

東
大
経
済
学
部
教
授
に
復
帰
。
吉
田

内
閣
で
は
ふ
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
傾
斜
生

産
方
式
を
立
案
。
数
々
の
審
議
会
活

動
を
通
じ
日
本
経
済
の
基
本
路
線
作

り
に
貢
献
し
た
。

静
5
5
明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
二
月

二
日
生
ま
れ
。
東
京
大
学
名
誉
教
授
。

農
業
経
済
学
者
。
欧
米
留
学
後
、
昭
和

八
年
～
三
四
年
東
京
大
学
教
授
。
東

大
引
退
後
は
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
所

長
、
農
林
水
産
技
術
会
議
会
長
、
税
制

調
査
会
会
長
な
ど
歴
任
。

静
5
6
明
治
二
五
（
一
八
九
二
）
年
生
ま

れ
。
外
交
官
、
衆
議
院
議
員
。
大
正
八

年
外
務
省
入
省
後
、
駐
米
大
使
館
参

事
官
、
情
報
部
長
な
ど
を
歴
任
。
ス
ペ

イ
ン
公
使
在
任
中
に
終
戦
。
公
職
追

放
解
除
後
、
改
進
党
の
衆
院
議
員
に
。

民
主
党
か
ら
自
民
党
に
入
り
、
政
調

副
会
長
を
務
め
た
。
須
磨
未
千
秋
氏

は
、
大
正
七
年
生
ま
れ
の
御
子
息
。
元

駐
カ
ナ
ダ
大
使
。

管
5
7
萬
里
小
路
利
忠
（
ま
で
の
こ
う
じ

と
し
だ
た
）
。
宮
崎
氏
と
は
三
沢
航
空

隊
の
教
官
と
し
て
一
緒
で
あ
っ
た
。
祖

父
は
侍
従
も
務
め
た
伯
爵
の
萬
里
小

路
一
一
氏
。

晶
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
十
月
二

五
日
生
ま
れ
。
東
京
大
学
工
学
部
電

気
工
学
科
卒
業
後
、
昭
和
十
六
年
電

気
庁
に
同
庁
。
同
一
一
二
年
経
済
安
定

本
部
に
移
り
、
戦
後
の
経
済
復
興
計

画
の
企
画
立
案
に
当
た
っ
た
。
昭
和
二

七
年
度
か
ら
三
三
年
度
ま
で
、
計
六

回
に
わ
た
っ
て
経
済
白
書
を
執
筆
。
三

一
年
度
白
書
で
は
「
も
は
や
戦
後
で

は
な
い
」
の
流
行
語
を
生
ん
だ
。
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に
使
う
ん
で
す
ね
。

宮
暗
　
彼
は
、
「
こ
れ
は
ど
う
。
き
み
、
な
か
な
か
い
い
だ
ろ

う
」
‘
と
か
い
う
ん
で
す
。

中
村
　
　
「
経
済
白
書
」
も
、
言
い
た
い
と
こ
ろ
を
強
調
す
る
た

め
に
そ
う
い
う
話
を
使
う
の
が
う
ま
い
人
で
し
た
ね
．
昭
和
三

十
一
年
と
か
二
年
と
か
、
あ
の
辺
が
後
藤
白
書
の
一
番
有
名
な

と
こ
ろ
で
す
ね
。

宮
暗
　
だ
か
ち
同
じ
課
で
仕
事
を
し
た
こ
と
は
な
、
い
ん
で
す

が
、
後
藤
さ
ん
と
は
そ
う
い
う
わ
け
で
ず
っ
と
一
緒
で
し
た
。

こ
の
人
は
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
え
ら
い
好
き
だ
な
、
と
思
い

ま
し
た
ね
。
そ
の
う
ち
の
有
名
な
一
つ
が
「
も
は
や
戦
後
で
は

な
い
」
と
い
う
も
の
で
す
ね
。

　
そ
れ
で
こ
の
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
問
題
と
も
関
係
す
る

ん
で
す
け
れ
ど
、
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
と
い
う
言
葉
の

意
味
で
す
。
私
は
当
時
も
そ
の
後
も
し
ば
ら
く
は
、
「
も
は
や

戦
後
で
は
な
い
」
と
い
う
の
は
、
日
本
の
経
済
水
準
が
復
興
段

階
を
終
え
て
、
戦
前
の
ノ
ー
マ
ル
な
水
準
に
戻
っ
た
、
だ
か
ら

「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
、
も
う
復
興
期
で
は
な
く
な
っ
た
と

い
う
意
味
で
あ
っ
て
、
別
の
言
葉
で
言
え
ば
、
十
年
間
で
元
に

戻
っ
た
よ
、
と
い
う
得
意
回
と
し
て
よ
く
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
ね
つ
、

　
あ
と
で
い
ろ
い
ろ
勉
強
し
て
み
る
と
、
そ
う
い
う
意
味
も
あ

り
ま
し
た
け
れ
ど
、
結
論
か
ら
み
る
と
違
っ
て
い
る
な
と
い
う

こ
と
を
発
見
す
る
わ
け
で
す
。
発
見
と
い
う
の
は
大
げ
さ
で
す

け
れ
ど
。
「
経
済
白
書
」
を
書
い
た
人
た
ち
は
、
今
で
も
、
戦

後
十
年
の
日
本
の
経
済
成
長
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
、
十
年
で
戦

前
に
戻
っ
て
、
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
水
準
に
戻
っ
た
と

言
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
そ
れ
は
一
面
で
す
。
後
藤
さ
ん
の
書

い
た
白
書
は
結
論
的
に
は
、
過
去
十
年
は
戦
後
の
異
常
な
時
期

で
、
ゼ
ロ
か
ら
出
発
し
た
か
ら
成
長
が
早
か
っ
た
、
だ
け
ど
こ

れ
か
ら
は
そ
う
い
う
復
興
要
因
は
期
待
が
で
き
ま
せ
ん
、
こ
れ

か
ら
は
成
長
率
が
落
ち
て
い
く
ん
で
す
、
と
い
う
こ
と
を
言
っ

て
い
る
わ
け
で
す
。
い
い
意
味
で
警
告
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
か
ら
、
こ
れ
か
ら
し
っ
か
り
し
な

さ
い
、
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

　
と
こ
ろ
が
私
を
含
め
て
、
長
い
間
、
こ
の
句
は
「
い
ち
早
く

回
復
し
た
」
と
い
う
復
興
ぶ
り
を
賛
え
た
も
の
と
し
て
理
解
さ

れ
た
。
そ
の
点
で
は
警
告
を
し
た
後
藤
さ
ん
は
偉
い
ん
で
す
が
、

現
実
に
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
問
題
が
次
に
出
て
く
る

わ
け
で
す
ね
。
白
書
は
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
か
ら
も
う

ス
ピ
ー
ド
の
速
い
成
長
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
、
と
い
っ
た
ん
で

す
が
、
ま
さ
に
そ
の
時
か
ら
高
度
成
長
が
始
ま
る
わ
け
で
す
ゆ

そ
の
高
度
成
長
を
い
ち
お
う
理
論
づ
け
た
と
言
わ
れ
て
い
る
の

　
　
　
　
　
　
　
る
ロ

が
下
村
（
治
）
さ
ん
で
す
ね
。
下
村
さ
ん
は
私
の
佐
賀
中
学

の
先
輩
、
佐
賀
高
等
学
校
の
先
輩
、
大
学
の
先
輩
、
論
じ
道
な

ん
で
す
。
だ
か
ら
私
は
、
下
村
さ
ん
の
意
見
に
か
な
り
強
力
な

影
響
を
与
え
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

中
村
　
先
輩
と
い
う
の
は
初
め
て
伺
い
ま
し
た
。

宮
門
　
．
そ
う
で
す
が
。
中
学
校
の
先
輩
で
す
。

伊
藤
　
先
輩
っ
て
、
ど
の
ぐ
ら
い
の
先
輩
で
す
か
。

宮
崎
　
私
が
昭
和
十
六
年
に
中
学
卒
業
で
す
け
れ
ど
、
下
村
さ

ん
は
昭
和
の
は
じ
め
で
す
。

伊
藤
六
年
違
っ
た
ら
、
ず
い
ぶ
ん
違
い
ま
す
ね
。

言
託
　
六
年
以
上
違
い
ま
す
ね
。

伊
藤
　
先
輩
と
し
て
ず
っ
と
意
識
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
す
か
。

宮
暗
　
い
い
え
、
そ
れ
は
役
所
に
入
っ
て
か
ら
で
す
。
役
所
に

入
っ
た
と
き
、
大
蔵
省
か
ら
経
済
安
定
本
部
に
出
向
さ
れ
て
い

ま
し
た
か
ら
。
．
佐
賀
高
校
で
下
村
さ
ん
と
一
緒
だ
っ
た
伯
父
な

ど
か
ら
、
佐
賀
の
先
輩
だ
と
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
安
定
本
部

静
5
9
明
治
三
四
（
一
九
〇
「
）
年
十
一

月
二
七
日
生
ま
れ
。
昭
和
十
二
年
十

月
大
蔵
省
入
省
。
昭
和
一
一
二
年
経
済

安
定
本
部
物
価
政
策
課
長
、
同
二
五

年
官
房
調
査
部
専
門
調
査
官
、
同
二

八
年
日
銀
政
策
委
員
、
同
三
二
年
官

一
房
財
務
調
査
官
な
ど
を
歴
任
。
昭
和

一一

續
N
国
際
収
支
の
黒
字
を
予
言
す

る
“
下
村
理
論
”
で
注
目
さ
れ
た
。
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と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

伊
藤
　
佐
賀
閥
と
い
う
の
は
あ
り
ま
す
か
。

活
錘
　
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
会
計
検
査
院
の
ト
ッ
プ
に
佐
賀
出
身

が
多
い
と
か
、
某
財
閥
系
の
電
機
会
社
は
佐
賀
中
学
出
が
多
い

の
は
事
実
で
す
が
、
閥
は
ど
う
で
す
か
。
佐
賀
中
で
の
人
が
多

か
っ
た
戦
前
の
陸
士
や
海
兵
で
は
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
。伊

藤
　
な
ん
と
な
く
あ
り
そ
う
な
気
が
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
。

上
告
　
下
村
さ
ん
に
は
「
閥
」
的
考
え
方
は
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
し
、
私
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
今
、
佐
賀
薪
聞
の
中
尾
社
長

が
音
頭
を
取
っ
て
「
霞
が
関
」
の
出
身
者
が
集
ま
る
会
、
例
え

ば
古
川
官
房
副
長
官
も
メ
ン
バ
ー
の
会
が
あ
り
ま
す
が
、
「
閥
」

で
は
な
い
で
す
ね
。
懇
親
会
で
し
ょ
う
か
。

　
話
し
を
戻
し
ま
す
と
、
下
村
さ
ん
は
後
藤
さ
ん
な
ん
か
と
違

っ
て
、
も
は
や
戦
後
で
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
こ
そ
「
勃
興

期
」
を
迎
え
て
成
長
は
高
ま
っ
て
く
る
と
い
わ
れ
た
。
事
実
、

所
得
倍
増
計
画
が
三
十
一
年
に
で
き
て
、
十
年
間
た
ら
ず
で
倍

増
す
る
わ
け
で
す
。
そ
こ
ま
で
は
私
も
下
村
さ
ん
と
考
え
方
が

だ
い
た
い
一
緒
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
七
〇
年
代
初
め
に
石
油
シ

ョ
ッ
ク
が
起
こ
っ
た
と
き
に
、
下
村
さ
ん
は
全
然
変
わ
る
わ
け

で
す
。
「
石
油
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
日
本
経
済
だ
か
ら
、

こ
の
シ
ョ
ッ
ク
は
な
か
な
か
消
え
な
い
。
財
政
を
支
出
し
て
も

駄
目
だ
、
こ
れ
か
ら
は
ゼ
ロ
成
長
で
当
分
頑
張
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
賃
上
げ
も
ゼ
ロ
だ
」
と
い
う
こ
と
を
言
わ
れ
た
わ
け

で
す
ね
。
私
は
そ
の
時
に
、
「
先
輩
、
違
い
ま
す
よ
、
そ
れ
は
。

そ
う
い
う
と
き
こ
そ
、
先
輩
が
強
調
さ
れ
た
企
業
家
精
神
と
い

う
か
、
や
る
気
が
起
こ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と
言
っ
た
ら
、

「
き
み
、
甘
い
よ
、
そ
ん
な
の
は
」
、
と
言
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が

実
際
は
、
私
の
方
が
正
し
か
っ
た
ん
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
そ
の
後
も
い
ろ
い
ろ
お
会
い
し
て
い
る
と
、
下
村
さ
ん
も
、

石
油
シ
ョ
ッ
ク
以
降
は
私
が
下
村
さ
ん
の
説
を
支
持
し
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
を
お
わ
か
り
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
一
緒
に
講
演

会
や
何
か
に
行
っ
て
、
下
村
さ
ん
が
先
に
話
し
を
さ
れ
る
と
、

控
え
室
に
来
て
、
「
君
を
批
判
し
て
お
い
た
よ
」
と
ニ
ヤ
ッ
と

し
て
言
わ
れ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

が
、
当
時
の
経
済
論
争
と
い
う
の
は
考
え
て
み
る
と
非
常
に
面

白
か
っ
た
で
す
ね
。
‘

■
戦
　
器
財
へ
の
関
長
－
）
経
済
安
定
本
部
動
力
局

中
村
　
そ
う
で
す
ね
。
そ
の
話
は
後
で
詳
し
く
出
る
と
思
う
ん

だ
け
れ
ど
、
戦
後
の
復
興
の
話
と
い
う
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
な

人
の
議
論
が
ず
い
ぶ
ん
あ
り
ま
す
ね
。

宮
崎
　
は
い
。
そ
れ
か
ら
も
う
ひ
と
つ
前
座
的
な
こ
と
で
す
が
、

最
初
に
動
力
局
と
い
う
現
場
の
仕
事
を
や
ら
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
で
産
業
の
動
き
と
か
が
わ
か
る
と
い
う
の
は
お
お
げ
さ
で
す

が
、
傾
斜
生
産
方
式
の
下
で
石
炭
と
い
う
の
は
産
業
の
中
心
に

あ
り
ま
し
た
か
ら
、
経
済
の
全
体
像
が
わ
り
あ
い
に
わ
か
る
。

ど
い
う
こ
と
で
、
政
策
決
定
の
中
枢
に
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
け
れ
ど
、
私
の
仕
事
は
有
意
義
な
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
全
体
が
わ
か
る
と
い
う
意
味
で
。

　
こ
れ
も
生
意
気
な
ん
で
す
が
、
当
時
「
産
業
連
関
表
」
．
。
6
。
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
の

い
う
こ
と
が
言
わ
れ
始
め
て
、
一
橋
大
学
の
山
田
勇
さ
ん
な

ん
か
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
私
も
面
白
い
な
と
思
っ
で
、
そ
こ

に
、
資
金
の
代
わ
り
に
石
炭
を
使
っ
て
み
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
と

思
っ
て
「
石
炭
連
関
表
」
と
い
う
の
を
つ
く
っ
た
こ
と
が
あ
る

ん
で
す
。
石
炭
は
、
つ
く
る
の
に
投
入
部
分
と
し
て
は
、
資
金

・・

U0

鼾
曹
ﾌ
産
業
を
細
分
化
し
、
各
産

業
を
同
じ
順
序
で
縦
軸
と
横
軸
に
表

示
し
、
縦
軸
は
あ
る
製
品
の
原
材
料

な
ど
の
投
入
産
業
、
横
軸
は
産
出
産

業
と
す
る
。
各
欄
に
は
、
｝
年
間
に

縦
軸
の
各
産
業
が
横
軸
の
各
産
業
に

ど
れ
だ
け
の
額
の
物
を
売
っ
た
か
を

記
入
す
る
。
横
軸
の
合
計
は
、
各
産

業
の
産
出
高
、
縦
軸
の
合
計
は
各
産

業
の
生
産
の
た
め
に
投
入
さ
れ
た
財

の
額
が
示
さ
れ
る
。
考
案
者
レ
オ
ン

チ
ェ
フ
は
、
初
め
ソ
ビ
エ
ト
の
経
済

計
画
の
技
術
と
し
て
発
案
、
．
ア
メ
リ

カ
に
渡
っ
た
後
完
成
し
た
。

静
6
1
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
八
月

十
二
［
口
生
ま
れ
。
理
論
経
済
学
・
数

理
経
済
学
者
。
昭
和
十
七
年
、
東
京

商
科
大
学
教
授
、
昭
和
二
五
年
一
橋

大
学
教
授
、
同
四
二
年
経
済
研
究
所

長
を
歴
任
し
た
。
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と
か
労
働
力
と
か
が
あ
り
ま
す
ね
。
そ
れ
を
縦
欄
で
計
算
す
る
。

そ
れ
か
ら
横
欄
で
は
、
石
炭
を
、
鉄
鋼
部
門
、
鉄
道
部
門
、
ガ

ス
部
門
、
工
業
部
門
な
ど
と
分
け
て
い
く
。
そ
う
す
る
と
、
産

業
の
相
互
関
連
と
い
う
の
が
非
常
に
よ
く
わ
か
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
、
多
少
得
意
に
な
っ
て
そ
う
い
う
も
の
を
つ
く
っ

た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
統
制
が
な
く
な
っ
た
の
で
意

味
が
な
く
な
り
ま
し
た
け
れ
ど
、
産
業
構
造
の
実
態
と
い
う
か
、

．
そ
う
い
う
頭
の
訓
練
は
で
き
た
と
思
い
ま
す
ね
。

伊
藤
　
さ
っ
き
の
ガ
リ
版
切
り
の
状
態
か
ら
、
次
の
段
階
に
進

む
に
は
ど
れ
ぐ
ら
い
時
間
が
か
か
っ
た
ん
で
す
か
。

宮
崎
　
わ
り
あ
い
と
実
質
的
な
仕
事
は
、
係
長
の
と
き
も
多
少

は
で
き
ま
す
。
や
は
り
本
格
的
に
で
き
る
の
は
課
長
補
佐
で
し

ょ
う
ね
。
役
職
の
と
こ
ろ
は
、
大
蔵
省
と
か
通
産
省
と
か
企
画

庁
と
か
、
省
に
よ
っ
て
多
少
違
い
ま
す
が
、
大
体
実
質
的
な
と

こ
ろ
は
課
長
補
佐
が
や
る
ん
で
す
ね
。
あ
と
交
渉
の
段
階
と
か

国
会
説
明
の
段
階
で
課
長
と
か
局
長
に
な
り
ま
す
が
、
大
体
実

質
的
な
と
こ
ろ
は
課
長
補
佐
が
ず
い
ぶ
ん
取
り
仕
切
り
ま
す

ね
。
大
蔵
省
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
課
長
自
身
が
担
っ
て
い
ま

す
が
、
通
産
省
は
今
で
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
、
課
長
補
佐

が
一
番
仕
事
上
の
発
言
権
が
大
き
い
。
法
律
を
立
て
始
め
ま
す

ね
。
ち
ょ
う
ど
私
は
国
連
か
ら
戻
っ
て
計
画
課
に
移
っ
て
、
所

得
倍
増
計
画
を
や
る
よ
う
に
な
る
ん
で
す
が
、
「
所
得
倍
増
計

画
」
の
本
文
の
原
案
な
ど
も
私
が
書
い
た
部
分
が
か
な
り
あ
り

ま
す
。

伊
藤
　
ふ
つ
う
の
課
員
の
場
合
は
、
課
長
補
佐
の
指
揮
の
下
で

作
業
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
か
。

宮
暗
　
そ
う
で
す
ね
。
た
だ
、
私
は
報
告
文
書
な
ど
は
原
則
と

し
て
自
分
で
書
き
ま
す
が
、
ガ
リ
版
キ
リ
は
さ
す
が
に
な
く
な

り
ま
し
た
。
私
は
字
が
ヘ
タ
ク
ソ
で
原
稿
整
理
の
人
は
て
こ
ず

っ
て
い
ま
し
た
。

伊
藤
　
動
力
局
の
時
は
一
。

宮
暗
　
動
力
局
の
時
は
、
ま
だ
ビ
ラ
の
課
員
で
す
。
手
廻
し
の

計
算
機
で
計
算
し
た
り
、
ガ
リ
版
を
刷
っ
た
り
し
ま
し
た
。
で

も
数
字
を
並
べ
た
り
、
グ
ラ
フ
を
眺
め
る
の
は
楽
し
か
っ
た
で

す
ね
。

■
戦
後
復
興
へ
の
関
与
〔
2
）
　
経
済
安
定
本
部
復
興
計
画
室

宮
暗
　
そ
こ
を
卒
業
し
て
、
動
力
局
を
終
わ
っ
て
一
。
　
　
　
．

伊
藤
　
そ
れ
は
何
年
ぐ
ら
い
で
す
か
。

熱
讃
　
ち
ょ
う
ど
朝
鮮
動
乱
の
頃
で
す
か
ら
、
入
っ
て
か
ら
三

年
ぐ
ら
い
で
官
房
の
計
画
室
の
方
に
移
り
ま
す
。
し
ば
ら
く
の

問
、
復
興
計
画
み
た
い
な
こ
と
を
や
る
ん
で
す
が
、
や
が
て
所

得
倍
増
計
画
の
議
論
も
、
昭
和
三
十
年
か
ら
や
る
ん
で
す
ね
。

そ
の
時
は
課
長
補
佐
に
な
っ
た
ん
で
す
ね
。

中
村
　
補
佐
に
な
る
ま
で
十
年
近
く
あ
る
わ
け
で
す
ね
。

宮
崎
　
だ
い
た
い
そ
う
で
す
ね
。

中
村
倍
増
計
画
は
昭
和
三
十
五
年
で
す
か
ら
。
一
番
最
初
に

「
経
済
自
立
五
ヶ
年
計
画
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
ね
。

宮
崎
　
そ
う
で
す
ね
。
あ
の
時
は
ま
だ
手
廻
し
の
計
算
機
の
時

代
で
す
ね
。
モ
デ
ル
も
簡
単
な
国
民
所
得
分
析
モ
デ
ル
で
す
ね
。

中
村
　
自
立
経
済
な
ん
と
か
計
画
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
そ
の

次
に
も
う
ひ
と
つ
昭
和
三
十
二
年
か
ら
あ
る
ん
で
す
ね
。
そ
れ
、

で
三
十
五
年
が
倍
増
計
画
に
な
る
ん
で
す
ね
。

宮
暗
　
ま
た
話
は
外
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
所
得
倍
増
計

画
を
作
り
始
め
る
頃
に
、
私
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
型
の
「
風
邪
気

味
」
が
お
さ
ま
っ
て
く
る
ん
で
す
。
つ
ま
り
復
興
計
画
の
時
は
、

ま
だ
石
炭
中
心
で
、
組
合
運
動
も
非
常
に
過
激
で
し
た
。
特
に

・卜

U2

謫
�
�
ﾌ
章
参
照
。
昭
和
二
二

（一

緕
l
七
）
年
四
月
十
七
日
に
設
立

さ
れ
た
、
半
官
半
民
の
石
炭
販
売
会

社
。
戦
時
中
か
ら
残
存
し
た
石
炭
配

給
統
制
会
社
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
設
立
。
全
国
に
八
つ
の
配
炭
局

を
持
っ
た
。
昭
和
二
四
年
九
月
十
五

日
廃
止
。
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eEll－：iEXIND

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
は

石
炭
の
配
当
管
理
を
し
て
い
ま
す
と
、
当
時
配
炭
公
団
と
い

う
非
常
に
組
合
が
強
い
組
織
が
あ
り
ま
し
た
し
、
そ
の
先
に
行

　
　
　
り
　

け
ば
炭
労
と
い
う
最
も
強
い
労
働
組
合
が
あ
っ
た
ん
で
す
。

伊
藤
　
日
本
最
大
の
組
合
で
す
ね
。

宮
崎
　
そ
の
頃
に
も
ず
い
ぶ
ん
友
人
が
で
き
ま
し
た
。
真
面
目

な
勉
強
も
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
そ
れ
で
役
に
立
っ
て
い
ま
す
が
、

だ
ん
だ
ん
統
制
経
済
が
な
く
な
っ
て
く
る
と
、
そ
う
い
う
組
合

も
弱
く
な
っ
て
く
る
。
私
が
そ
ん
な
に
元
気
を
出
さ
な
く
て
も

済
む
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
ね
。

■
戦
後
復
興
へ
の
関
与
（
3
）
米
国
留
学
と
国
連
出
向

宮
崎
　
た
ま
た
ま
留
学
を
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
し
て
一
。

森
　
す
み
ま
せ
ん
、
そ
の
留
学
は
何
年
か
ら
で
す
か
。
三
十
四

年
か
ら
と
い
う
説
と
三
十
二
年
か
ら
と
い
う
説
が
あ
る
ん
で
す

、
が
。

宮
暗
　
三
十
二
年
八
月
か
ら
三
十
四
年
四
月
ま
で
で
す
。
そ
し

て
一
度
帰
国
し
て
か
ら
三
十
六
年
一
月
か
ら
三
十
八
年
七
月
ま

で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
に
出
向
し
ま
し
た
。
こ
の
間
に
、

「
国
民
所
得
倍
増
計
画
」
の
作
成
に
関
わ
り
ま
し
た
。

森
　
二
年
問
い
ら
っ
し
ゃ
つ
た
ん
で
す
か
。

宮
崎
　
留
学
は
一
年
半
ち
ょ
っ
と
で
す
か
ね
。

中
村
　
ど
こ
へ
い
ら
し
た
ん
で
す
か
。

三
三
　
M
I
T
（
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
）
に
行
っ
た
ん

で
す
。
当
時
日
本
政
府
は
お
金
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
日
本
政

府
の
お
金
で
は
な
く
て
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
が
奨
学
生
を

募
集
し
て
い
た
と
い
う
の
で
、
そ
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
．
ラ
ー
の
試
験

を
受
け
ま
し
て
、
政
府
の
職
員
と
し
て
は
第
一
号
だ
っ
た
と
思

う
ん
で
す
が
、
行
き
ま
し
た
、
そ
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
奨
学
．

生
で
行
っ
た
と
き
に
、
財
団
の
エ
バ
ン
ス
さ
ん
と
か
マ
ッ
キ
ン

レ
ー
さ
ん
に
御
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
学
界
か
ら
一
橋
の
藤
野

　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
あ

正
三
郎
さ
ん
、
梅
村
又
次
さ
ん
が
一
緒
で
し
た
。

宮
崎
　
M
I
T
の
国
際
問
題
研
究
所
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し

の
お

た
。
そ
こ
で
、
別
に
「
マ
ル
ク
ス
風
邪
」
や
「
リ
カ
ー
ド
風

邪
」
と
い
っ
た
風
邪
が
治
っ
た
と
い
う
意
味
で
は
な
い
ん
で
す

け
れ
ど
、
非
常
に
新
し
い
経
済
学
一
新
古
典
派
総
合
1
に

接
し
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
こ
と
は
、
私
が
タ
ッ
チ
し
た
「
国
民

所
得
倍
増
計
画
」
で
は
か
な
り
活
か
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
世
間
の
人
が
ど
う
思
う
か
は
わ
か
り
ま

せ
ん
け
れ
ど
、
そ
れ
は
基
本
的
に
、
日
本
の
経
済
は
、
今
日
の

言
葉
で
い
う
市
場
経
済
の
方
に
向
か
っ
て
い
く
ん
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
民
間
企
業
の
公
正
な
自
由
競
争
、

ミ
ク
ロ
の
段
階
の
競
争
が
必
要
で
あ
る
け
れ
ど
、
同
時
に
マ
ク

ロ
の
面
に
お
い
て
は
、
政
府
の
あ
る
意
味
で
の
管
理
乃
至
関
与

が
必
要
だ
と
い
う
、
混
合
経
済
体
制
的
な
こ
と
を
学
ん
で
参
り

ま
し
た
。
M
I
T
で
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
そ
う
い
う
こ
と

だ
と
私
は
解
釈
し
て
い
る
ん
で
す
。
ち
ょ
う
ど
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ

ン
が
『
経
済
学
』
を
出
し
た
頃
な
ん
で
す
。
そ
の
影
響
が
、
そ

の
後
の
私
に
非
常
に
大
き
く
出
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
自

分
で
は
思
っ
て
い
ま
す
。
人
は
、
、
し
ば
し
ば
私
の
こ
と
を
ケ
イ

ン
ジ
ア
ン
と
言
っ
た
り
し
ま
す
が
、
自
分
で
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
と

か
そ
ん
な
理
論
派
だ
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
政
策
の
あ

り
方
と
し
て
、
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
の
理
論
に
非
常
に
影
響
を
与
え

ら
れ
た
と
い
う
の
は
事
実
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
、
、
ロ
ー
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

ン
ス
．
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
（
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
受
賞
者
）
と
知

己
を
得
て
か
ら
、
一
層
そ
の
感
を
持
ち
ま
し
た
。

　
当
時
は
ま
だ
日
本
の
社
会
資
本
が
遅
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
ら
、
景
気
変
動
の
波
を
小
さ
く
す
る
の
に
政
府

鱒
6
3
日
差
炭
鑛
労
働
組
合
同
盟
の
略
。

昭
和
二
二
年
十
月
、
従
来
、
三
三
労

働
者
を
「
本
に
ま
と
め
て
い
た
炭
鎖

労
働
組
合
全
国
協
議
会
（
炭
協
）
が

分
裂
、
そ
の
際
に
、
脱
退
組
の
一
派

と
し
て
、
三
井
鑛
山
系
中
心
の
「
炭

焼
労
働
組
合
総
連
合
（
一
連
）
」
と
総

同
盟
系
の
「
日
本
鑛
山
労
働
組
合
同

盟
（
日
鑛
）
」
を
中
核
と
し
た
「
炭
労
」

「
が
結
成
さ
れ
た
。

管
6
4
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
一
一
月
二

〇
日
生
ま
れ
。
理
論
経
済
学
者
。
昭

和
三
一
年
～
三
三
年
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ

ー
財
団
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
、
く
Φ
δ
、

〇
三
8
0
0
、
ω
邸
三
〇
「
Ω
大
学
に
留
学
。

同
四
六
年
「
橋
大
学
経
済
研
究
所
教

授
。
同
五
七
年
～
五
九
年
研
究
所
長

を
務
め
、
後
、
名
誉
教
授
。
主
著
に

『
日
本
の
景
気
循
環
』
『
長
期
経
済
統

計
」
な
ど
。

静
6
5
大
正
十
（
「
九
二
一
）
年
四
月
八

日
生
ま
れ
。
　
一
橋
大
学
各
戸
教
授
。

日
本
経
済
論
、
労
働
経
済
学
、
農
業

経
済
学
者
。
昭
和
二
三
年
経
済
安
定

本
部
物
価
局
、
同
一
一
四
年
労
働
省
労

働
統
計
調
査
部
を
経
て
・
同
二
六
年

一
橋
大
学
経
済
研
究
所
教
授
と
な
る
。

大
川
一
司
、
篠
原
三
代
平
と
共
に
、

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
支
援
を
受

－
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
「
長
期
経
済
統

計
（
□
M
ω
）
」
の
り
ト
ダ
ー
と
な
る
。

静
6
6
こ
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
は
、
第
四

回
の
章
を
参
照
。

静
6
7
旺
ミ
「
雪
8
刀
。
寒
雷
ゴ
。
第
四
回

の
章
、
註
四
八
参
照
。

31



の
役
割
が
大
き
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
資
本
の
せ
い

び
に
つ
い
て
も
、
政
府
が
あ
る
一
定
の
役
割
を
持
つ
べ
き
だ
と

い
う
考
え
方
が
、
そ
の
当
時
に
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
実
は
い

ま
、
み
な
さ
ん
「
社
会
資
本
、
社
会
資
本
」
と
い
っ
て
い
ま
す

が
、
「
社
会
資
本
」
と
い
う
言
葉
を
一
番
最
初
に
使
っ
た
の
は
、

国
民
所
得
倍
増
計
画
で
私
が
書
い
た
文
章
だ
と
思
っ
て
い
る
ん

で
す
。
も
と
も
と
は
、
ボ
ス
ト
ン
で
勉
強
し
た
と
き
に
、
バ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ほ

シ
ュ
マ
ン
と
い
う
経
済
学
者
が
経
済
発
展
に
関
す
る
理
論
を

書
き
ま
し
て
、
そ
の
と
き
に
、
ぎ
巳
器
9
冨
。
α
募
身
Φ
8
b
一
畳

「
間
接
的
生
産
資
本
」
と
い
う
よ
う
な
言
葉
を
使
っ
て
い
る
ん

で
す
。
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
聞
い
て
み
る
と
、
簡
単
に

言
え
ば
社
会
資
本
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
で
使
い

始
め
、
そ
れ
が
な
ん
と
な
し
に
そ
の
後
ま
か
り
通
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
戦
後
復
興
へ
の
関
与
（
4
）
　
所
得
倍
増
計
画

、
、

中
村
　
倍
増
計
画
の
総
論
の
と
こ
ろ
を
お
書
き
に
な
っ
た
ん
で

す
か
。

宮
崎
　
は
い
。
．
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
自
慢
話
め
い
て
き
ま
ず
け

れ
ど
、
失
敗
談
も
あ
る
ん
で
す
ね
。
倍
増
計
画
で
は
。
例
え
ば

物
価
を
一
。
・

中
村
　
物
価
フ
ラ
ッ
ト
で
、
十
年
間
一
定
と
い
う
前
提
で
議
論

し
て
い
る
で
し
ょ
う
。

宮
崎
　
議
論
し
て
い
る
ん
で
す
。
そ
し
て
、
概
し
て
安
定
す
る

と
書
い
た
ん
で
す
ね
。
そ
う
し
た
ち
中
山
（
伊
知
郎
）
先
生
、

　
　
　
　
　
　
　
の
の

大
川
（
一
司
）
先
生
か
ら
、
「
こ
ん
な
乱
暴
な
議
論
は
な
い
よ
。

そ
れ
は
フ
ラ
ッ
ト
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
も
う
ち
ょ
っ
と

丁
寧
に
書
け
」
と
言
わ
れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
一

晩
で
書
き
直
し
た
ん
で
す
。
要
す
る
に
卸
売
物
価
は
安
定
す
る

け
れ
ど
、
消
費
者
物
価
は
上
が
っ
て
い
く
。
消
費
者
物
価
が
上

が
る
と
い
う
説
明
に
は
、
下
村
理
論
を
使
っ
た
わ
け
で
す
。
つ

ま
り
成
長
す
る
段
階
で
は
、
雇
用
を
大
き
く
す
る
。
雇
用
は
貧

し
い
人
、
所
得
が
低
い
人
か
ら
雇
用
さ
れ
て
い
く
の
で
、
そ
の

人
の
賃
金
は
急
速
に
上
昇
す
る
。
だ
か
ら
消
費
者
物
価
が
上
が

り
、
そ
れ
も
や
む
を
得
な
い
。
下
村
さ
ん
は
、
そ
の
当
時
消
費

者
物
価
が
上
が
る
の
は
「
人
間
の
価
値
が
上
が
る
こ
と
」
だ
と

言
わ
れ
た
ん
で
す
ね
。
つ
ま
り
貧
し
く
て
賃
金
も
も
ら
え
な
い

人
が
賃
金
を
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
れ
が
上
が
っ
て
い

く
。
人
間
の
価
値
が
上
が
っ
て
い
く
。
そ
う
い
う
言
葉
は
倍
増

計
画
に
は
使
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
の

で
、
消
費
者
物
価
は
上
が
る
。
し
か
し
、
卸
売
物
価
の
方
は
製

造
業
を
中
心
に
競
争
が
激
し
く
な
り
、
生
産
性
が
上
が
る
か
ら

安
定
↓
て
い
る
、
従
っ
て
物
価
全
体
も
落
ち
つ
い
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
、
物
価
の
と
こ
ろ
を
書
き
直
し
て
出
し
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。
地
価
の
問
題
を
含
め
て
物
価
問
題
を
楽
観
視
し
た
、

そ
う
い
う
点
は
反
省
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。　

由
れ
は
ま
た
後
で
出
る
と
思
い
ま
す
が
、
所
得
倍
増
計
画
は

一
口
で
言
え
ば
、
私
は
日
本
経
済
あ
る
い
は
日
本
人
の
能
力
を

引
き
出
し
た
点
で
は
成
功
し
た
と
思
う
ん
で
す
が
、
イ
ン
フ
レ

問
題
や
い
ま
問
題
に
な
っ
て
い
る
環
境
問
題
な
ど
に
つ
い
て

は
、
や
や
関
心
が
冷
淡
で
あ
っ
た
と
い
う
点
は
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

中
村
　
あ
の
時
は
ま
だ
、
な
ん
と
か
成
長
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
い
っ
て
い
る
と
き
に
、
政
府
が
高
度
成
長
は
こ
れ
か
ら
も

続
く
ん
だ
と
い
う
お
墨
付
き
を
出
し
た
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。

静
6
8
≧
璽
Q
工
匿
9
ヨ
璽
。
第
四
回
の

章
、
註
三
八
参
照
。

・ひ

U9

ｾ
治
四
［
（
一
八
九
八
）
年
十
一

月
十
六
日
生
ま
れ
。
一
橋
大
学
名
誉

教
授
。
昭
和
二
四
年
経
済
安
定
本
部

調
査
課
長
、
同
三
三
年
経
済
企
画
庁

経
済
研
究
所
長
を
経
て
、
同
四
四
年
、

一
橋
大
学
経
済
研
究
所
長
。
篠
原
三

代
平
、
梅
村
又
次
と
共
に
□
．
m
ω
の
整

備
に
貢
献
。
「
m
お
と
は
、
明
治
期
か

ら
戦
間
期
（
一
八
六
八
年
～
一
九
四

〇
年
）
を
網
羅
す
る
日
本
の
経
済
統

計
の
集
成
に
に
つ
け
ら
れ
た
名
称
。

俗
称
「
大
川
推
計
」
と
も
い
う
。
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宮
崎
　
そ
う
で
す
ね
。
悪
く
言
え
ば
、
マ
イ
ナ
ス
の
面
が
出
て

く
る
か
な
と
い
う
こ
と
は
、
予
想
さ
れ
な
い
で
は
な
か
っ
た
ん

で
す
が
、
成
長
す
れ
ば
、
そ
れ
を
直
す
力
が
つ
く
ん
だ
と
ど
楽

観
的
に
見
て
い
た
ん
で
す
ね
。
r

中
村
　
物
価
が
上
が
っ
て
、
そ
れ
で
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
出
た

こ
と
は
事
実
で
す
ね
。

伊
藤
　
ち
ょ
っ
と
遡
り
ま
し
て
、
安
定
本
部
で
実
際
に
や
ワ
た
、

仕
事
は
統
制
な
ん
で
す
か
。

宮
崎
　
統
制
経
済
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
る
ゆ

伊
藤
　
戦
前
の
企
画
院
の
よ
う
な
。

宮
崎
　
と
い
う
よ
り
は
、
実
質
的
に
は
司
令
部
の
対
日
方
針
に

沿
っ
た
も
の
で
す
ね
。
司
令
部
は
、
戦
争
が
終
わ
っ
た
直
後
は
、

「
日
本
経
済
の
将
来
に
つ
い
て
は
責
任
を
持
た
な
い
」
と
い
っ

て
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
突
き
放
す
よ
う
格
好
で
、
最
低
限
の

生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
物
資
の
放
出
、
ミ
ル
ク
と
か
を

や
る
け
れ
ど
、
基
本
的
に
は
面
倒
を
見
な
い
。
賠
償
も
と
る
、

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
。
し
か
し
、
物
資
が
極
端
に
不
足

し
、
イ
ン
フ
レ
が
起
っ
て
い
る
中
で
経
済
を
安
定
さ
せ
る
に
は

統
制
は
や
む
を
え
な
い
、
と
い
う
事
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
冷
戦
が
ま
も
な
く
勃
発
す
る
、
朝
鮮
動
乱
が
起
こ

る
、
と
い
う
こ
と
で
、
特
に
朝
鮮
動
乱
で
、
特
殊
な
外
貨
（
特

需
）
が
入
っ
て
く
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
日
本
経
済
は
よ
く
な
っ

て
く
る
ん
で
す
が
、
い
ま
か
ら
考
え
て
み
る
と
（
そ
の
時
以
来
、

日
本
経
済
は
西
側
の
陣
営
の
経
済
に
組
み
込
ま
れ
る
わ
け
で
す

ね
。
だ
か
ら
、
そ
の
後
自
由
経
済
、
市
場
経
済
へ
の
道
を
歩
い

て
き
ま
す
が
、
そ
れ
は
よ
い
の
で
す
が
、
完
全
な
自
由
経
済
で

は
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
傘
の
下
に
あ
る
経
済
で
あ
る
。
そ
れ
で

あ
る
程
度
成
長
す
る
こ
と
は
成
長
す
る
ん
で
す
。
西
側
の
一
環

と
し
て
日
本
を
強
化
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
ア
メ
リ
カ

の
方
針
が
あ
り
ま
す
か
ら
。

済
的
な
自
立
か
と
い
う
と
、

ま
す
ね
。

■
経
済
安
定
本
部

し
か
し
ほ
ん
と
う
の
意
味
で
の
経

ち
ょ
っ
と
問
題
が
み
っ
た
と
思
い

伊
藤
　
動
力
局
に
お
入
り
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
課

と
し
て
は
ど
う
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
た
ん
で
す
か
。

宮
崎
　
石
炭
と
電
力
と
石
油
関
係
の
仕
事
で
す
。
石
油
課
が
あ

り
、
当
時
石
油
は
国
内
生
産
は
な
く
、
輸
入
も
少
な
い
時
代
で

し
た
か
ら
、
仕
事
は
限
ら
れ
た
石
油
の
配
給
業
務
が
主
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
電
力
課
と
い
い
ま
し
た
か
、
電
力
の
需
給
を
調
整
す

る
課
。
そ
れ
と
石
炭
生
産
課
と
配
炭
課
、
四
つ
あ
り
ま
し
た
。

伊
藤
　
動
力
局
の
ほ
か
に
は
、
ど
う
い
う
局
が
あ
り
ま
し
た
か
。

宮
崎
他
に
は
生
産
局
と
い
う
の
が
あ
ゆ
ま
し
た
。
鉄
鋼
の
生

産
、
化
学
肥
料
の
生
産
と
か
、
鉱
工
業
生
産
に
関
す
る
と
こ
ろ
。

そ
れ
か
ら
運
輸
局
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
交
通
政
策
と
し
て
海

運
と
か
陸
運
と
か
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
生
活
物
資

局
遵
い
う
の
が
あ
っ
て
米
の
問
題
と
か
野
菜
と
か
生
活
に
関
す

る
物
資
を
取
り
扱
う
局
、
そ
れ
に
建
設
局
が
あ
り
ま
し
た
。

中
村
　
農
業
関
係
も
あ
り
ま
し
た
か
。

宮
崎
　
生
活
物
資
局
で
す
ね
。

中
村
　
そ
れ
か
ら
財
政
金
融
局
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

宮
崎
　
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
資
金
問
題
が
中
心
で
し
た
。
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ハ

金
配
分
、
特
に
復
興
金
融
金
庫
を
中
心
に
し
た
資
金
運
用
な

ど
財
政
資
金
の
運
用
で
す
ね
b

．
伊
藤
　
そ
う
す
る
と
G
H
Q
は
そ
こ
を
使
っ
て
間
接
的
に
各
省

を
一
。

宮
暗
　
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

・ひ

S
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
、
資

源
局
と
企
画
庁
を
合
併
し
て
設
立
。

総
理
大
臣
の
命
に
よ
っ
て
平
戦
時
に

お
け
る
総
合
国
力
の
拡
充
運
用
お
よ

び
統
合
調
整
に
関
す
る
案
を
起
草
、

上
申
す
る
こ
と
、
各
省
か
ら
閣
議
に

提
出
す
る
重
要
政
策
案
を
審
議
、
内

閣
に
上
申
す
る
こ
と
、
国
家
総
動
員

計
画
の
設
定
及
び
遂
行
に
関
し
拡
張

事
務
の
調
整
統
一
を
図
る
こ
と
を
任

務
と
し
た
。
昭
和
十
八
年
に
廃
止
、

軍
需
省
な
ど
に
引
き
継
が
れ
た
。

静
7
1
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）
年
一
月

二
五
日
に
日
本
興
業
銀
行
復
興
金
融

部
を
継
承
し
て
開
業
し
た
政
府
金
融

機
関
。
石
炭
・
鉄
鋼
・
肥
料
の
三
業

種
の
設
備
資
金
と
運
転
資
金
を
最
重

．
点
融
資
対
象
と
し
た
。
昭
和
電
工
事

件
、
復
金
イ
ン
フ
レ
な
ど
の
原
因
に

な
り
、
G
H
Q
は
ド
ッ
ジ
ラ
イ
ン
の

一
環
と
し
て
同
金
庫
の
廃
止
を
示
唆
、

昭
和
二
四
年
十
月
七
日
に
は
新
規
貸

出
停
止
、
同
一
一
七
年
一
月
に
は
業
務

を
日
本
開
発
銀
行
に
継
承
し
て
解
散

し
た
。
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伊
藤
　
動
が
局
の
場
合
で
す
と
、
通
産
で
す
か
。

宮
崎
　
商
工
省
が
主
た
る
相
手
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
石
炭
鉱
業

向
け
の
資
金
の
割
当
て
に
つ
い
て
は
、
復
興
金
融
金
庫
で
、
民

間
の
金
融
機
関
か
ら
の
出
向
者
が
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
蔵
省

の
所
管
で
す
。

伊
藤
　
さ
っ
き
の
お
話
で
、
課
員
は
こ
れ
だ
［
ぐ
る
ぐ
る
回
す

格
好
］
と
い
う
お
話
で
し
た
け
れ
ど
一
。

宮
暗
　
私
が
入
っ
た
と
き
に
は
、
．
計
算
を
す
る
の
は
算
盤
と
タ

イ
ガ
ー
の
マ
シ
ン
。
ガ
ラ
ガ
ラ
チ
ン
で
す
。
も
う
ひ
と
つ
竹
尺
、
・

計
算
尺
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
－
私
が
当
時
仕
え
た
課
長
補
佐
な
ど

は
、
「
そ
れ
は
比
率
は
い
く
ら
だ
な
」
と
い
う
感
じ
で
、
計
算

尺
を
使
っ
て
い
ま
し
た
［
計
算
尺
を
使
う
仕
草
を
す
る
］
。

　
そ
の
ガ
ラ
ガ
ラ
ポ
ン
式
の
タ
イ
ガ
4
計
算
機
は
、
所
得
倍
増

計
画
の
と
き
に
、
少
し
で
か
い
卓
上
計
算
機
に
な
る
ん
で
す
ね
。

そ
の
卓
上
計
算
機
が
や
が
て
大
型
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
な
る
ん

で
す
。
そ
れ
が
し
ば
ら
く
経
つ
と
、
逆
に
大
型
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
が
だ
ん
だ
ん
小
さ
く
な
る
。
だ
か
ら
そ
う
い
う
計
算
技
術
の

ハ
ー
ド
の
面
か
ら
見
て
も
、
日
本
経
済
と
い
う
の
は
非
常
に
大

き
な
変
遷
を
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
算
盤
か
ら
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
に
な
っ
て
、
そ
の
あ
い
だ
が
あ
っ
て
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
う
い
う
こ
と
を
一
通
り
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
こ

れ
［
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
］
が
大
き
な
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
て
、
も
う

私
に
は
あ
ま
り
わ
か
り
ま
せ
ん
ね
。

中
村
と
こ
ろ
で
お
時
間
で
す
の
で
、
こ
の
次
の
日
取
り
だ
け

決
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
。

宮
暗
今
日
の
は
雑
談
め
い
て
い
ま
し
た
が
、
次
回
は
復
興
計

画
、
戦
後
十
年
ぐ
ら
い
を
お
話
し
し
ま
す
。

中
村
　
そ
う
で
す
ね
。
安
定
本
部
の
こ
と
を
少
し
伺
っ
て
、
安

定
本
部
か
ら
経
済
審
議
庁
に
変
わ
る
あ
の
辺
の
い
き
さ
つ
を
お
・

伺
い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

34
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オーラルヒストリー

経済政策形成の現場に

　　　　　　第2回

［2001年5月24日　14＝00～16＝00］

〔インタビュアー〕（肩書きはインタビューの時点）

中村隆英（東京大学名誉教授）

伊藤　隆（政策研究大学院大学教授）

森直子（政策研究大学鰍学リサーチアシスタント）

（於＝（株）大和総研　赤坂事務所）



第2回質問項目 開催日：平成13年5月24日

開催場所：大和総研　赤坂分室

　今回は、先生が経済安定本部にお入りになってから、経本が経済審議庁に改組される頃までのお

話を伺いたいと思います。それについてお話を伺うなかで、関連した事項についてご質問させてい

ただきたいと思います

①先生は、昭和22年4月に経済安定本部にお入りになった後、動力局配炭課に配属されたとお

　伺いしました。先生が勤務されていた当時の配炭課の様子はどのようなものでしたか。昭

　和22年4月17日に配炭公団が発足し、戦後の経済統制が実働し始めた時期ですが、関係諸

　機関との連携などお聞かせください。

②先生が配響町にいらっしゃった当事、佐々木義武氏が課長でしたが、何か、当時の記憶に

　残るエピソードのようなものはありますか。

③経済安定本部では、昭和22年8月5日に長期計画幹事会、昭和23年3月30日には経済復興計

　皆皆昌会（室）が設置され、経済復興計画室には先生もスタッフとして移られています。

　先生は、室長である稲葉秀三氏、佐伯喜一氏、中川幸治氏、金森久雄氏などと一緒に長期

　経済計画策定めお仕事をされていますが、当事のエピソードなどお聞かせください。

④先生の関与された、経済復興計画の策定は、経済安定計画との調整に苦慮することになる

　など、大変なお仕事であったと思われます。計画作成に携わった一員としての思い出など

　お聞かせください。

⑤「経済復興計画」は・昭和23年3月29日に第1案が閣議決牢され・昭和24年5月には第2次案ま

　で作成されたにかかわらず、昭和24年9月には吉田首相によって公表が取り止めになります。

　稲葉参与が辞職され、その後も長期経済復興計画の意義についての首相発言が続くなどの

　状況が続きます。当事の経済計画室の内部での状況など、思い出をお聞かせくださいb
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r

■
経
済
安
定
本
部
時
代

　
安
定
本
部
誕
生

伊
藤
　
前
回
の
記
録
を
拝
読
い
た
し
ま
し
て
、
た
い
へ
ん
面
白

く
、
こ
の
調
子
で
、
テ
ン
ポ
を
早
め
な
い
で
お
願
い
し
ま
す
。

．
［
森
氏
に
］
そ
の
資
料
を
差
し
上
げ
た
ら
ど
う
で
す
か
。

森
　
今
日
は
、
既
存
の
資
料
に
載
っ
て
い
る
も
の
か
ら
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
た
資
料
を
作
り
ま
し
た
。

中
村
　
先
生
の
履
歴
と
、
当
時
の
安
定
本
部
の
機
構
図
、
人
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

表
な
ど
を
参
考
に
持
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
先
生
の
履
歴
も
、

わ
か
る
限
り
書
き
込
ん
だ
も
の
を
お
目
に
か
け
て
お
り
ま
す
。

　
今
日
は
主
に
安
定
本
部
の
話
を
詳
し
く
お
伺
い
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
安
定
本
部
に
お
入
り
に
な
っ
た
わ
け
で
す

が
、
こ
こ
で
配
炭
課
時
代
の
お
話
を
伺
う
よ
う
な
質
問
項
目
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
前
に
、
安
定
本
部
の
当
時
の
位
置
、
経
済

政
策
上
の
役
割
を
少
し
ま
と
め
て
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

す
。
安
定
本
部
は
昭
和
二
十
一
年
差
で
き
、
膳
桂
之
助
さ
ん

が
長
官
と
い
う
こ
と
で
し
ば
ら
く
続
い
た
ん
で
す
が
、
そ
の
後
、

改
組
さ
れ
拡
充
さ
れ
た
わ
け
で
す
ね
。
お
入
り
に
な
，
つ
た
の
は
、

そ
の
拡
充
後
に
な
る
ど
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
i
。

宮
崎
　
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
で
す
ね
。
二
十
二
年
七
月
に
拡
充
計

画
が
決
ま
り
、
私
は
九
月
に
大
学
卒
業
し
て
十
月
入
行
で
す
か

ら
。中

村
　
改
組
拡
充
と
い
う
の
は
G
H
Q
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
、

も
っ
と
拡
充
し
て
経
済
復
興
を
や
ら
な
け
れ
ば
い
か
ん
と
い
う

話
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
辺
の
こ
と
で
少
し
ご
記
憶
が
あ
り

ま
し
た
ら
伺
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
具

体
的
に
言
え
ば
、
当
時
の
G
H
Q
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ

て
い
た
人
と
、
日
本
側
と
の
パ
イ
プ
、
お
も
に
都
留
（
重
人
）

さ
ん
だ
つ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
辺
の
こ
と
を
覚
え
て

お
ら
れ
ま
し
た
ら
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
が
。

宮
崎
　
私
は
新
規
学
卒
者
で
す
か
ら
、
ト
ッ
プ
の
人
事
と
か
、

そ
う
い
う
人
た
ち
が
や
っ
て
い
る
政
策
に
直
接
関
わ
り
を
持
つ

．
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
身
近
な
と
こ
ろ

で
感
じ
た
こ
と
、
教
え
ら
れ
た
こ
と
、
と
い
う
こ
と
で
の
べ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
お
話
の
よ
う
に
、
二
十
一
年
に
経
済
安
定
本
部
が
で
き
た
の

は
、
も
ち
ろ
ん
日
本
の
官
庁
で
は
あ
り
ま
ず
け
れ
ど
も
、
そ
も

そ
も
こ
う
い
う
機
構
を
作
ろ
う
と
い
う
の
は
総
司
令
部
の
意
向

が
非
常
に
強
か
っ
た
。
そ
し
て
実
際
に
統
制
経
済
を
や
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
日
本
画
も
新
し
い
体
制
を
考
え
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
ま
し

た
。
戦
前
、
戦
時
中
に
、
似
た
よ
う
な
機
関
と
し
て
企
画
院
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ま

あ
り
ま
し
た
し
、
あ
る
い
は
大
東
亜
省
と
い
う
の
が
あ
り
ま

し
た
が
、
安
定
本
部
は
そ
れ
と
は
違
っ
て
、
一
元
的
に
経
済
政

策
を
実
施
す
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
も
企
画
・
立
案
だ
け
で
な
く
、

統
制
経
済
で
す
か
ら
、
あ
る
程
度
の
実
施
機
関
そ
れ
に
監
察
と

い
う
意
味
も
持
た
せ
て
監
察
局
を
設
け
、
非
常
に
強
力
な
中
央

集
権
の
ト
ッ
プ
に
持
っ
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
で

す
。
勿
論
、
実
務
的
に
は
総
司
令
部
と
日
本
政
府
の
パ
イ
プ
役

と
い
う
重
要
な
役
W
利
を
持
っ
て
い
た
。
た
だ
、
最
初
は
ど
う

し
て
も
仕
事
の
内
容
を
は
っ
き
り
見
極
め
る
と
い
う
必
要
も
あ

っ
て
、
一
年
間
ぐ
ら
い
は
比
較
的
こ
ぢ
ん
ま
り
し
た
も
の
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
膳
桂
之
助
さ
ん
は
経
団
連
の
ト
ッ
プ
だ
っ
た
わ
け
で
す
か

ら
、
財
界
の
ト
ッ
プ
を
長
官
に
迎
え
て
、
各
省
の
選
り
す
ぐ
り
、

と
い
う
と
ど
う
い
う
基
準
か
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
見
て
い
ま
し
て
も
各
省
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
て
い
る
人

聾
－
履
歴
、
組
織
図
｝
、
人
事
表
参
照
。

人
事
表
は
主
に
、
経
済
企
画
庁
「
戦

後
経
済
復
興
と
経
済
安
定
本
部
」
資

料
を
参
照
。

。｝

Q
明
治
二
〇
（
」
八
八
七
）
年
七
月

一
＝
日
生
ま
れ
。
大
正
三
年
農
商
務

省
入
省
。
昭
和
七
年
日
本
工
業
倶
楽

部
理
事
、
同
八
年
日
本
団
体
保
険
設

立
に
伴
な
い
専
務
、
社
長
を
歴
任
。

戦
後
昭
和
二
一
年
中
央
労
働
委
員
会

の
使
用
者
側
代
表
、
貴
族
院
議
員
。

同
年
国
務
相
、
経
済
安
定
本
部
総
務

長
官
、
物
価
庁
長
官
。

鈴
3
昭
和
一
七
（
一
九
四
三
）
年
設
置

さ
れ
、
満
州
・
中
国
・
タ
イ
を
含
め

た
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
政
治
経
済

を
処
理
す
る
た
め
の
統
合
責
任
官
庁

と
し
て
発
足
。
従
来
の
外
務
省
東
亜

局
・
南
洋
局
、
拓
務
省
、
興
亜
院
、

対
満
事
務
局
の
業
務
を
統
合
し
て
行

い
、
翌
【
八
年
に
は
さ
ら
に
商
工
省

交
易
局
を
吸
収
し
た
。

静
4
昭
和
二
一
一
（
一
九
四
七
）
年
五
月

二
四
日
発
足
し
た
、
史
上
初
の
社
会

党
党
首
を
首
班
と
し
た
内
閣
。
民
主

化
政
策
の
一
環
と
し
て
、
国
家
公
務

員
法
の
制
定
、
内
務
省
解
体
等
を
実

現
し
た
。
し
か
し
閣
内
対
立
に
苦
し

み
、
同
二
三
年
三
月
十
日
総
辞
職
に

追
い
込
ま
れ
た
。

．，

T
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
二
月

十
七
日
生
ま
れ
。
東
京
帝
国
大
学
卒

業
後
、
昭
和
十
四
年
農
務
省
入
省
。

同
十
六
年
企
画
院
事
件
に
連
座
し
て

逮
捕
さ
れ
る
。
昭
和
二
〇
年
九
月
復

職
し
、
戦
後
の
農
政
改
革
に
従
事
。

同
二
一
年
第
一
次
吉
田
内
閣
の
農
相
、

同
二
二
年
片
山
内
閣
の
国
務
相
、
経

済
安
定
本
部
長
官
、
物
価
庁
長
官
、

の
ち
社
会
党
代
議
士
と
な
る
。

静
6
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
七
月
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が
安
定
本
部
に
出
向
さ
れ
て
、
最
初
に
枠
組
み
的
な
も
の
を
作

り
上
げ
て
、
一
年
間
経
っ
た
と
こ
ろ
で
も
う
少
し
組
織
と
し
て

拡
充
し
て
い
こ
う
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

で
す
か
ら
、
最
初
の
期
間
は
中
の
組
織
や
名
称
が
頻
繁
に
変
っ

て
い
ま
す
。
た
ま
た
ま
一
九
四
六
年
十
二
月
の
末
に
、
こ
の
経

済
安
定
本
部
が
や
る
仕
事
の
大
き
な
柱
と
し
て
、
傾
斜
生
産
方

式
の
採
用
と
い
う
の
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と

を
中
心
に
、
も
う
い
っ
ぺ
ん
全
機
構
を
洗
い
直
し
て
、
拡
充
し

よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
人
員
も
強
化
す
る
、
増
や
す
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
た
ま
た
ま
私
も
そ
う
い
う
時
期
に
入
っ
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
各
省
か
ら
も
民
家
か
ら
も
大
勢
の
出

向
者
を
求
め
、
各
省
な
ど
も
積
極
的
に
協
力
を
し
た
、
と
い
う

よ
り
進
ん
で
人
を
出
し
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

　
一
九
四
七
年
に
片
山
内
閣
に
な
っ
て
、
和
田
博
雄
さ
ん
が

長
官
に
な
ら
れ
た
。
社
会
主
義
と
統
制
経
済
と
は
違
い
ま
ず
け

れ
ど
、
形
の
上
で
は
か
な
り
似
通
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
行
政
機
構
と
し
て
は
わ
り
あ
い
良
く
で
き
あ
が
っ

た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
村
　
G
H
Q
の
方
で
中
心
だ
っ
た
の
は
一
。

宮
峙
　
経
済
科
学
局
（
E
S
S
）
で
す
ね
。
そ
こ
と
し
ょ
っ
ち

ゅ
う
、
長
官
と
か
副
長
官
ク
ラ
ス
が
、
い
ろ
い
ろ
折
衝
し
て
い

ま
し
た
。
」
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
そ
の
代
表
格
と
し
て
都
留
さ

ん
が
や
っ
て
お
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
都
留
さ
ん
が
G
H

Q
の
意
向
を
受
け
て
、
で
は
日
本
側
で
相
談
を
し
て
ど
う
す
る

か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
副
長
官
は
、
民
間
か
ら
永
野
重
雄
さ

ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ア

ん
　
（
富
士
製
鉄
）
と
か
堀
越
禎
三
さ
ん
、
（
日
本
銀
行
）
と
か
、

産
業
界
あ
る
い
は
金
融
界
を
代
表
す
る
よ
う
な
人
た
ち
が
な
ら

れ
ま
し
た
。

伊
藤
　
経
済
安
定
本
部
の
「
人
事
表
」
で
、
副
長
官
が
「
佐
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
き

忠
雄
」
と
な
り
て
い
ま
す
が
、
「
佐
多
忠
隆
」
さ
ん
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

宮
崎
　
は
い
。
佐
多
さ
ん
と
か
、
勝
間
田
清
一
さ
ん
と
か
が

お
ら
れ
る
ん
で
す
が
、
正
式
な
タ
イ
ト
ル
は
何
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
、
副
長
官
で
す
か
。

伊
藤
　
佐
多
さ
ん
は
第
三
副
長
官
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
和
田

さ
ん
は
最
初
に
第
二
副
長
官
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
顔

ぶ
れ
を
見
ま
す
と
、
な
ん
と
な
く
昔
の
企
画
院
の
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
ん
で
す
が
、
人
的
に
も
連
続
性
が
多
少
は
あ
る
ん
で
す
か

ね
。宮

崎
　
稲
葉
さ
ん
な
ど
一
部
の
人
的
つ
．
な
が
り
と
し
て
は
連
続

性
は
あ
り
ま
し
た
が
、
組
織
全
体
と
し
て
は
な
い
と
思
い
ま
す

ね
。伊

藤
　
あ
ま
り
な
い
で
す
か
。
で
も
和
田
さ
ん
が
長
官
で
す
か

ら
ね
。

宮
崎
　
そ
う
で
す
ね
。
人
的
つ
な
が
り
は
あ
り
ま
す
。
和
田
さ

ん
は
農
林
省
で
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
の
勉
強
会
を
通
じ
て
人
脈

が
あ
っ
た
。

伊
藤
　
一
時
期
企
画
院
に
ず
っ
と
行
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
か
ら

ね
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
の
い

中
村
　
企
画
院
事
件
に
引
っ
掛
か
っ
た
。

伊
藤
　
そ
れ
は
勝
問
田
さ
ん
も
、
稲
葉
秀
三
さ
ん
も
そ
う
な
ん

で
す
ね
。

中
村
　
和
田
さ
ん
も
そ
う
で
す
。

宮
崎
　
ま
あ
企
画
院
の
流
れ
で
す
ね
。
副
長
官
で
す
と
、
私
の

時
に
は
永
野
．
さ
ん
と
堀
越
さ
ん
と
、
い
ず
れ
も
民
間
か
ら
で
す
。

民
間
か
ら
と
い
う
の
は
司
令
部
の
考
え
方
で
も
あ
、
つ
た
わ
け
で

す
。
単
に
戦
争
に
関
わ
っ
た
日
本
の
官
僚
は
厭
だ
ど
い
う
だ
け

で
な
く
、
や
っ
ぱ
り
経
済
は
民
間
人
が
主
導
す
べ
き
だ
と
い
う

考
え
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

十
五
日
生
ま
れ
。
・
東
京
大
学
法
学
部

卒
業
後
、
富
士
製
鋼
、
日
本
製
鐵
を

経
て
、
、
昭
和
二
五
年
富
士
製
鐵
社
長

に
就
任
。
八
幡
・
富
士
の
大
合
併
を

推
進
し
、
同
四
五
年
合
併
後
の
新
日

鐵
会
長
に
就
任
。
財
界
で
は
戦
後
昭

和
一
＝
年
の
経
済
同
友
会
設
立
に
参

加
、
代
表
幹
事
。
昭
和
四
四
年
日
商

会
頭
。
民
間
経
済
外
交
に
も
尽
力
し

た
。管

7
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
⊥
丁
二

月
十
三
日
生
ま
れ
。
東
京
大
学
法
学

部
卒
業
後
、
大
正
十
三
年
日
本
銀
行

入
行
。
名
古
屋
支
店
長
、
理
事
を
経

て
、
国
際
商
業
会
議
所
日
本
国
内
委

事
務
総
長
、
N
H
K
監
事
、
・
東
京
電

力
常
務
、
東
邦
生
命
監
査
役
な
ど
を

歴
任
。
ま
た
経
団
連
常
任
理
事
、
昭

和
四
三
年
副
会
長
、
同
四
九
年
顧
問

を
務
め
た
。

鱒
8
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
際
し
作
成
し
た

資
料
は
、
経
済
企
画
庁
「
戦
後
経
済

復
興
と
経
済
安
定
本
部
」
歴
代
長
官

等
一
覧
を
参
照
に
し
た
た
め
の
誤
記
。

「
経
済
企
画
庁
3
0
年
史
」
に
は
正
確
な

名
前
の
記
載
が
あ
る
が
役
職
は
不
明
。

→・

X
明
治
四
㌣
（
一
九
〇
八
）
年
二
月

十
一
日
生
ま
れ
。
京
都
帝
国
大
学
農

「
業
経
済
学
部
卒
業
後
、
昭
和
六
年
農

商
務
省
に
入
省
。
企
画
院
調
査
官
在

任
中
、
同
一
六
年
企
画
院
事
件
に
連

座
。
戦
後
、
国
務
相
秘
書
官
等
を
経

て
昭
和
二
十
二
年
衆
議
院
議
員
（
当

選
十
四
回
）
。
同
四
一
一
年
社
会
党
委
員

長
、
同
五
八
年
衆
議
院
副
議
長
。

鈴
－
o
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
三
月
、

企
画
院
調
査
官
で
あ
っ
た
和
田
博
雄
、

勝
間
田
清
「
ら
十
七
人
が
治
安
維
持

法
違
反
容
疑
で
検
挙
さ
れ
た
事
件
。

吋
務
省
の
実
権
を
握
っ
た
平
沼
験
一

郎
（
元
首
相
）
ら
が
院
内
の
旧
左
翼

関
係
者
の
排
除
の
た
め
、
こ
の
検
挙

を
挙
行
。
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中
村
　
こ
の
人
事
表
で
は
一
番
上
で
は
な
く
て
、
二
段
目
の

［一

緕
l
七
年
］
六
月
二
十
日
の
と
こ
ろ
が
ら
あ
と
が
掛
襟
の

顔
ぶ
れ
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
・
佐
多
さ
ん
は
す

ぐ
に
辞
め
て
い
ま
す
ね
。
永
野
さ
ん
と
か
堀
越
さ
ん
と
い
う
よ

う
な
人
た
ち
を
呼
ん
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
う
い
う

人
は
実
際
に
発
言
力
は
大
き
か
っ
た
ん
で
す
か
。

宮
崎
　
永
野
さ
ん
は
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
当
時
、
鉄
鋼

は
石
炭
と
並
ん
で
基
幹
産
業
だ
と
い
う
点
か
ら
も
発
言
力
が
大

き
か
っ
た
。
堀
越
さ
ん
も
財
政
金
融
の
関
係
で
は
地
味
で
す
が

発
言
力
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

伊
藤
　
し
か
し
統
制
の
手
法
を
考
え
る
と
、
や
は
り
旧
来
か
ら

の
企
画
院
官
僚
と
か
、
各
省
の
お
役
人
た
ち
で
そ
う
い
う
手
法

を
心
得
て
い
る
人
た
ち
に
な
り
ま
す
ね
。

宮
暗
　
統
制
の
実
施
の
手
法
と
い
う
実
務
的
な
点
で
は
そ
う
で

す
ね
。
そ
れ
は
官
房
長
、
各
局
長
が
そ
う
で
す
ね
α
局
長
ク
ラ

ス
の
中
に
は
民
間
か
ら
来
た
人
も
い
た
わ
け
で
、
貿
易
局
長
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
け

藤
沢
（
次
郎
）
さ
ん
と
い
う
の
は
ど
こ
か
商
社
で
し
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
に

そ
れ
か
ら
交
通
局
長
の
平
井
好
一
さ
ん
と
い
う
方
は
大
阪
商

船
の
人
で
し
た
。
ま
た
、
民
間
の
統
制
会
の
組
織
か
ら
派
遣
さ

れ
た
人
も
か
な
り
い
ま
し
た
。
実
務
経
験
を
生
か
す
と
い
う
こ

と
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

中
村
　
藤
井
丙
午
さ
ん
も
来
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。

宮
暗
　
藤
井
さ
ん
は
た
し
か
副
長
官
か
政
務
次
官
だ
っ
た
と
思

．
い
ま
す
が
、
違
い
ま
す
か
。

中
村
．
こ
の
表
で
は
政
務
次
官
に
な
っ
て
い
ま
す
が
。

宮
崎
　
政
務
次
官
で
し
た
ね
。
永
野
さ
ん
が
声
を
か
け
ら
れ
た

ん
だ
と
思
い
ま
す
よ
。

中
村
　
お
二
人
と
も
日
鉄
で
す
ね
。

宮
崎
　
こ
の
人
事
表
で
二
人
い
る
政
務
次
官
の
一
人
、
西
村
栄

　
　
り
ほ

」
さ
ん
が
国
会
の
方
に
出
て
い
る
か
ら
、
藤
井
丙
午
さ
ん
は
、

あ
と
で
国
会
に
出
ら
れ
ま
す
が
、
当
時
は
八
幡
製
鉄
の
は
ず
で

す
ね
。

中
村
　
こ
う
い
う
政
財
界
の
寄
合
所
帯
と
い
う
こ
と
で
、
し
か

も
G
H
Q
と
の
パ
イ
プ
が
あ
っ
て
、
と
い
う
難
し
い
役
所
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
へ
ん
で
話
は
う
ま
く
進
む
も
の
な
ん

で
す
か
。

宮
崎
　
そ
れ
は
日
本
経
済
を
復
興
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
古
い
言
葉
で
言
え
ば
挙
党
態
勢
で
や
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ
た
し
、
あ
る
い
は
官
民
一
致
、

官
民
協
力
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
わ
り
あ
い
に
う
ま
く
で
き

た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
各
省
か
ら
出
向
し

て
い
る
人
た
ち
で
す
が
、
最
近
ま
で
の
企
画
庁
で
は
順
送
り
み

た
い
な
人
事
で
、
各
省
は
今
度
は
彼
だ
と
い
う
形
で
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
年
次
的
機
械
的
に
送
っ
て
き
て
い
た
ん
で
す
が
、
当

時
は
そ
う
で
は
な
く
て
、
あ
る
程
度
、
こ
れ
は
で
き
る
人
間

（
と
い
う
の
も
変
な
決
め
方
だ
と
思
い
ま
す
が
）
、
こ
れ
は
他
の

省
と
調
整
事
が
あ
る
と
き
に
も
う
ま
く
仕
事
が
で
き
る
人
間
じ

ゃ
な
い
か
、
と
い
う
形
、
で
人
を
出
し
て
い
た
と
思
う
ん
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
か
な
り
強
力
で
効
率
的
な
役
所
で
は
な
か

っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
少
な
く
と
も
、
昭
和
二
十
一
年
は
別
に

し
て
、
二
十
二
年
に
軌
道
に
乗
り
始
め
て
か
ら
二
十
五
年
ぐ
ら

い
ま
で
は
そ
う
で
す
。
そ
の
後
は
だ
ん
だ
ん
統
制
が
外
れ
て
き

ま
ず
か
ら
、
人
材
も
出
身
省
に
戻
っ
て
い
く
と
い
う
形
に
な
っ

て
、
少
し
変
わ
っ
て
行
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

伊
藤
　
各
省
が
い
い
人
を
出
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
こ
［
経

済
安
定
本
部
］
が
G
H
Q
の
経
済
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
根
幹
に
な

る
と
い
う
認
識
で
す
か
。
、

宮
崎
　
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

骨
H
元
・
鉱
工
品
貿
易
公
団
総
裁
。

静
1
2
元
・
関
西
汽
船
社
長
。
平
成
三

（一

繼
繹
黶
j
年
四
月
一
一
九
日
、
九
十

六
歳
で
没
。

榛
1
3
明
治
三
九
．
（
一
九
〇
六
）
年
二
月

一一

O
日
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
政
治

経
済
科
卒
業
後
、
朝
日
新
聞
記
者
を

経
て
、
日
本
製
鐵
入
社
。
戦
後
、
第

一
回
参
院
選
で
全
国
区
か
ら
当
選
。

昭
和
二
五
年
日
鐵
が
分
割
さ
れ
八
幡
、

富
士
両
製
鐵
が
発
足
す
る
と
、
八
幡

製
鉄
に
復
帰
。
同
一
一
一
七
年
副
社
長
に

就
任
。
四
五
年
の
新
日
鉄
誕
生
に
よ

り
副
社
長
。
四
九
年
以
降
自
民
党
公

認
で
岐
阜
地
方
区
か
ら
参
院
議
員
に

連
続
当
選
。

鱒
1
4
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
三
月

八
日
生
ま
れ
。
小
学
校
卒
業
後
、
上

海
の
お
じ
を
頼
っ
て
フ
ラ
ン
ス
高
等

学
院
に
学
ぶ
。
帰
国
後
、
大
阪
の
保

険
会
社
入
社
、
三
【
歳
で
大
阪
支
店

長
。
昭
和
二
一
年
戦
後
初
の
総
選
挙

で
衆
院
議
員
に
当
選
。
同
二
三
年
芦

田
内
閣
の
経
済
安
定
本
部
政
務
次
官
。

後
、
左
右
両
社
の
統
「
に
反
対
、
三

五
年
の
民
社
党
結
成
で
西
尾
末
広
と
．

行
動
を
共
に
す
る
。
四
二
年
西
尾
の

後
を
受
け
て
二
代
目
党
委
員
長
に
就

任
。
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配
炭
柱
と
関
係
省
庁

・
伊
藤
　
よ
く
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
が
、
た
と
え
ば
配
下
課
だ
と

石
炭
で
す
ね
。
そ
う
す
る
と
商
工
省
と
の
関
係
が
出
て
来
ま
す

ね
。
商
工
省
も
G
H
Q
と
の
接
点
は
あ
る
わ
け
で
す
ね
。

宮
崎
　
関
係
は
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
今
月
の
石
炭
生
産
は
ど
れ

ぐ
ら
い
と
い
う
目
標
を
設
定
す
る
に
つ
い
て
、
各
ヤ
マ
が
ど
う

す
る
か
と
か
、
地
域
で
ど
れ
く
ら
い
か
と
い
う
こ
と
等
の
計
画

ま
で
は
商
工
省
が
や
る
ん
で
す
。
そ
れ
で
こ
の
地
域
で
は
ど
れ

ぐ
ら
い
の
生
産
が
見
込
め
る
と
か
と
い
う
資
料
を
受
け
て
、
石

炭
生
産
課
と
い
う
と
こ
ろ
で
日
本
全
体
の
今
月
の
目
標
を
つ
く

る
。
そ
れ
で
は
多
過
ぎ
る
と
か
、
も
っ
と
頑
張
れ
と
か
と
い
う

ふ
う
に
す
る
。
そ
の
段
階
で
司
令
部
と
も
話
し
合
う
。
そ
し
て

そ
の
石
炭
を
配
給
す
る
の
も
、
具
体
的
に
は
原
局
で
す
る
ん
で

す
が
、
各
産
業
ご
と
で
す
か
ら
、
必
ず
し
も
商
工
省
だ
け
で
は

な
い
。
当
時
は
例
え
ば
輸
送
の
重
視
と
い
う
こ
と
で
、
国
鉄
は

じ
め
運
輸
省
に
対
す
る
石
炭
の
割
合
は
多
く
も
あ
っ
た
し
、
重

点
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
商
工
省
だ
け
で
は
な
い
ん
で

す
ね
。

　
た
だ
し
、
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
商
工
省
が
仕
事
と
し
て
は
一

番
近
い
し
、
石
炭
に
関
す
る
知
識
と
い
う
点
で
も
豊
富
だ
と
い

う
こ
と
で
、
私
の
い
た
点
炭
課
で
見
ま
す
と
、
課
長
は
満
鉄
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
お

ら
企
画
院
に
ち
ょ
っ
と
い
た
佐
々
木
義
武
さ
ん
で
し
た
け
れ

ど
も
、
課
長
補
佐
が
二
人
い
ま
し
た
。
σ
い
ず
れ
も
商
工
省
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
　

の
出
向
で
、
一
人
は
事
務
系
の
課
長
補
佐
で
石
井
秀
平
さ
ん

と
い
う
人
で
す
が
、
商
工
省
で
大
変
で
き
る
事
務
官
で
、
の
ち

に
神
戸
製
鋼
の
重
役
に
な
ら
れ
ま
し
た
が
、
も
う
亡
く
な
ら
れ

ま
し
た
。
首
席
の
事
務
官
が
商
工
省
か
ら
来
て
い
る
。
そ
れ
か

ら
も
う
一
人
入
江
明
さ
ん
と
い
う
技
官
が
お
ら
れ
ま
し
た
。
・
こ

れ
は
石
炭
を
配
給
す
る
の
に
化
学
工
業
部
門
を
は
じ
め
品
質
管

理
や
使
用
方
法
が
大
事
な
こ
と
で
、
ど
う
し
て
も
技
術
的
な
問

．
題
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
の
人
も
商
工
省
か
ら
出
向
し
て
き

た
大
変
博
識
で
優
れ
た
技
官
の
方
で
、
の
ち
に
八
幡
化
学
の
副

社
長
に
な
ら
れ
た
。
管
炭
課
長
は
い
わ
ば
経
済
安
定
本
部
プ
ロ

パ
ー
の
人
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
二
人
の
課
長
補
佐
が
商
工
省

か
ら
来
て
い
る
と
い
う
格
好
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
司
令
部
、

安
定
本
部
、
商
工
省
の
問
は
う
ま
く
協
力
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
　
［
経
済
安
定
本
部
動
力
局
の
人
事
表
を
見
て
］
こ
の
二
十
二

年
五
月
と
い
う
の
は
ち
ょ
っ
と
違
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
私
が

入
っ
た
二
十
二
年
十
月
に
は
、
動
力
局
に
は
課
が
四
つ
あ
っ
た

ん
で
す
。
石
炭
生
産
課
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
こ
こ
の
課
長
は

商
工
省
か
ら
来
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
燃
料
第
一
課
、
燃

料
第
二
課
で
は
な
く
て
、
配
炭
課
と
石
油
課
、
そ
し
て
電
力
課

が
あ
っ
た
。
こ
の
石
油
課
も
電
力
課
も
、
課
長
は
商
工
省
か
ら

来
て
い
ま
し
た
。
各
省
の
椅
子
取
り
だ
と
か
寄
り
合
い
所
帯
と

い
う
の
で
は
な
く
、
適
材
適
所
と
い
う
こ
と
か
ら
出
来
上
が
っ

た
も
の
と
い
え
ま
す
。
当
時
は
縄
張
り
争
い
を
す
る
と
い
う
そ

ん
な
時
代
で
は
な
か
っ
た
。
も
の
と
緊
張
し
た
時
代
で
し
た
。

伊
藤
　
こ
の
動
力
局
の
中
で
は
、
傾
斜
生
産
方
式
で
す
か
ら
、

配
置
課
と
い
う
の
が
一
番
重
要
な
課
に
な
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

宮
崎
　
石
炭
生
産
課
と
両
方
で
す
ね
。
席
の
配
置
が
隣
同
士
で

す
か
ら
、
「
今
月
は
も
う
ち
ょ
っ
と
生
産
し
て
く
れ
」
と
か
配

炭
課
か
ら
注
文
が
つ
け
ら
れ
る
。
「
こ
れ
だ
け
し
か
で
き
な
い

か
ら
、
厳
し
く
配
炭
し
て
く
れ
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
生
．
産

課
か
ら
言
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。
ど
ち
ら
が
重
要
か
と
い
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
石
炭
の
配
当
を
受
け
る
産
業
の

側
か
ら
見
れ
ば
、
管
炭
課
の
方
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。

伊
藤
　
実
際
に
切
符
を
く
れ
る
と
こ
ろ
で
す
ね
。

骨
1
5
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
四
月

三
日
生
ま
れ
。
東
京
帝
国
大
学
経
済

学
部
卒
業
。
昭
和
八
年
満
鉄
調
査
部

入
社
、
興
亜
院
、
企
画
院
、
大
東
亜

省
、
内
閣
調
査
局
各
調
査
官
を
歴
任
。

一一

�
N
経
済
安
定
本
部
に
転
じ
、
経

済
計
画
室
長
、
経
済
審
議
庁
計
画
部

長
、
初
代
原
子
力
局
長
を
歴
任
。
昭

和
三
五
年
よ
り
衆
院
議
員
、
科
学
技

術
庁
長
官
、
通
産
相
を
務
め
た
。

。ひ

P6

蜷
ｳ
四
（
一
九
一
五
）
年
五
月
十

二
日
生
ま
れ
。
昭
和
十
四
（
一
九
三

九
）
年
、
東
京
帝
国
大
学
法
科
卒
業
。

一
兀
・
神
戸
製
鋼
所
専
務
、
日
本
自
転

車
振
興
会
監
事
。

4
1
．



毒
心
　
切
符
を
く
れ
る
と
こ
ろ
と
い
う
か
、
割
り
当
て
の
総
元

締
め
で
し
た
か
ら
。

伊
藤
　
そ
の
切
符
は
業
界
に
一
。

宮
暗
　
そ
う
で
は
な
く
て
、
こ
れ
だ
け
個
別
産
業
に
割
り
当
て

る
と
い
う
こ
と
を
安
定
本
部
が
司
令
部
の
了
解
を
得
て
各
省
に

示
し
、
現
実
に
は
商
工
省
が
切
符
を
切
る
わ
け
で
す
。
そ
の
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
び

送
の
実
行
の
段
階
で
、
例
え
ば
石
炭
で
す
と
配
炭
公
団
と
い

う
の
が
あ
っ
て
、
実
際
の
受
け
渡
し
は
、
配
炭
計
画
に
従
っ
て

ヤ
マ
か
ら
持
っ
て
来
て
、
輸
送
し
て
工
場
に
届
け
る
ま
で
を
や

っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
配
炭
公
団
と
い
う
の
は
、
実
施

部
隊
と
し
て
は
非
常
に
強
力
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。

配
炭
課
と
配
炭
公
団

伊
藤
　
そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
業
界
の
人
と
商
工
省
の
人

が
、
だ
い
た
い
配
炭
公
団
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
る
ん
で
す
か
。

宮
暗
　
配
炭
公
団
は
石
炭
会
社
の
人
と
輸
送
関
連
会
社
の
人
が

多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
統
制
会
関
連
の
人
で
す
ね
。

た
と
え
ば
来
月
な
ら
来
月
の
配
炭
計
画
を
ど
う
す
る
か
と
い
う

と
き
に
は
、
来
月
の
生
産
見
込
み
の
数
字
を
、
私
ど
も
配
炭
課

は
生
産
課
か
ら
も
ら
う
わ
け
で
す
。
何
万
ト
ン
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。
そ
れ
に
対
し
て
ど
れ
ぐ
ら
い
需
要
が
あ
る
か
と
い
う
需

要
の
計
算
は
、
各
三
局
に
や
っ
て
も
ら
う
と
い
う
形
に
な
っ
て

い
る
わ
け
で
す
ね
。

伊
藤
　
原
局
と
い
う
の
は
一
。

．
宮
暗
　
原
局
と
い
う
の
は
二
つ
の
意
味
が
あ
り
ま
し
て
、
こ
の

図
［
経
済
安
定
本
部
機
構
図
（
昭
和
二
十
二
年
五
月
一
日
現
在
）
］

で
い
い
ま
す
と
、
生
産
局
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
ね
。
需
給
課

の
外
に
機
械
課
、
化
学
課
、
繊
維
課
等
が
あ
っ
て
、
こ
の
お
の

お
の
の
課
が
自
分
の
所
管
す
る
業
界
の
石
炭
需
要
を
商
工
省
と

相
談
し
て
集
計
す
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
需
給
課
が
、
生
産
局

の
総
務
課
的
な
ト
ッ
プ
の
課
で
す
か
ら
、
そ
こ
で
全
体
の
需
要

は
だ
い
た
い
こ
う
い
う
ふ
う
に
な
り
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
を
配

炭
課
に
連
絡
し
て
く
れ
る
。
そ
し
て
同
時
に
配
炭
課
は
、
・
こ
の

図
の
交
通
局
の
陸
運
課
、
海
運
課
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
れ
ぐ
ら
い

の
輸
送
需
要
が
あ
る
か
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
輸
送
能
力
が
あ
る
か

と
い
う
こ
と
を
検
討
し
て
も
ら
っ
て
、
配
炭
課
で
需
給
調
整
計

画
の
大
枠
を
作
る
わ
け
で
す
。

　
配
属
課
が
石
炭
を
、
産
業
部
門
に
は
ど
れ
く
ら
い
、
国
鉄
部

門
に
は
ど
れ
く
ら
い
、
海
運
部
門
に
は
ど
れ
く
ら
い
、
と
大
枠

で
決
め
て
、
そ
れ
を
G
H
Q
に
持
っ
て
い
っ
て
、
こ
れ
で
や
り

ま
し
ょ
う
と
相
談
す
る
。
G
H
Q
は
G
H
Q
で
担
当
官
が
い
て
、

日
本
側
の
計
算
と
突
き
合
わ
せ
て
、
こ
れ
で
や
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
決
め
る
。
G
H
Q
と
の
交
渉
・
調
整
は
、
渉
外
関
係
を
所

管
す
る
連
絡
部
と
一
緒
に
行
っ
た
。
簡
単
な
も
の
は
私
も
G
H

Q
と
の
問
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
役
を
し
ま
し
た
。
G
H
Q
と
安

定
本
部
で
決
ま
っ
た
も
の
を
商
工
省
な
り
原
局
に
、
今
月
の
割

当
て
は
こ
れ
だ
け
だ
と
い
う
こ
と
を
示
す
わ
け
で
す
。
そ
の
示

さ
れ
た
も
の
に
従
っ
て
、
配
炭
公
団
が
、
実
際
に
ど
の
ヤ
マ
の

石
炭
を
い
つ
ど
う
い
う
経
路
で
ど
こ
へ
配
給
し
た
ら
い
い
か
と

い
う
大
き
な
流
通
の
チ
ャ
ー
ト
を
つ
く
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て

な
る
べ
く
効
率
的
に
、
北
海
道
の
石
炭
が
中
国
地
方
に
行
く
こ

と
に
な
い
よ
う
に
、
中
国
地
方
に
は
九
州
の
石
炭
が
回
る
と
い

う
よ
う
な
、
い
ろ
い
ろ
な
調
整
を
や
る
わ
け
で
す
ね
。

伊
藤
．
実
際
に
そ
う
い
う
割
当
て
を
し
た
け
れ
ど
、
生
産
は
そ

れ
ほ
ど
上
が
ら
な
か
っ
た
と
か
、
実
際
の
輸
送
の
レ
ベ
ル
で
、

国
鉄
の
ス
ト
で
止
ま
つ
ち
ゃ
っ
た
と
か
、
そ
う
い
う
事
態
は
し

ょ
っ
ち
ゅ
う
起
こ
る
わ
け
で
す
か
。

宮
垣
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
起
こ
り
ま
し
た
。
変
化
に
対
し
て
は
配

静
1
7
第
【
回
の
章
、
註
六
二
参
照
。
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炭
課
で
調
整
す
る
。
細
か
い
点
は
冷
罵
公
団
で
調
整
で
き
る
で

　
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
常
磐
地
方
の
石
炭
が
全
然
足
り
な
い
と
い

う
よ
う
な
と
き
に
は
、
も
う
一
回
調
整
を
す
る
と
い
う
こ
と
で

　
す
ね
。

伊
藤
　
配
炭
公
団
と
い
う
の
は
、
商
工
省
に
付
い
て
い
る
公
団

　
な
ん
で
す
か
。

宮
暗
　
配
炭
公
団
は
、
共
管
で
す
ね
。

森
　
こ
の
機
構
図
［
経
済
安
定
本
部
機
構
図
（
昭
和
二
十
二
年

五
月
一
日
現
在
）
］
の
中
で
、
監
査
局
の
と
こ
ろ
に
公
団
監
査

課
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
が
公
団
を
管
理
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
ね
。

宮
崎
　
公
団
監
査
課
が
あ
り
ま
す
か
ら
い
ち
お
う
監
査
で
す

が
、
実
際
上
、
毎
月
毎
月
の
配
炭
計
画
に
関
与
す
る
と
い
う
よ

う
な
こ
と
は
な
い
で
す
ね
。
む
し
ろ
そ
の
機
構
図
の
公
団
監
査

課
の
横
に
書
い
て
あ
る
地
方
経
済
安
定
局
な
ど
と
連
絡
を
取
り

な
が
ら
、
実
際
に
う
ま
く
石
炭
が
渡
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い

う
チ
ェ
ッ
ク
は
監
査
局
で
や
っ
て
い
た
。
こ
こ
は
副
長
官
も
検

事
出
身
の
人
で
し
た
。
で
す
か
ら
、
監
査
局
と
い
う
の
は
、
生

産
局
と
か
動
力
局
の
人
間
か
ら
見
れ
ば
、
ち
ょ
っ
と
独
立
的
な

局
と
い
う
感
じ
で
、
監
査
の
立
場
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

中
村
　
い
ま
で
言
う
会
計
検
査
院
み
た
い
な
も
の
で
し
ょ
う
。

・
宮
暗
　
会
計
検
査
院
は
別
に
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
ね
。
具
体
的

に
い
え
ば
、
統
制
経
済
の
監
査
で
す
ね
。

中
村
　
だ
い
ぶ
あ
と
に
な
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や
る
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。

宮
暗
　
会
計
検
査
と
い
う
の
は
、
経
済
安
定
本
部
の
会
計
検
査

を
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

中
村
　
お
も
に
帳
面
の
監
査
を
し
て
い
る
わ
け
で
し
ょ
う
。
お

金
の
出
し
入
れ
と
、
帳
面
が
び
し
つ
と
合
っ
て
い
る
か
ど
う
か

と
い
う
の
が
会
計
検
査
院
の
仕
事
だ
か
ら
、
そ
れ
に
近
い
仕
事

で
し
ょ
う
。

化
膿
　
監
査
は
、
実
際
に
う
ま
く
石
炭
の
輸
送
、
配
給
、
荷
渡

し
を
や
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
と
同
時
に
、
不
正
が

あ
っ
た
ら
す
ぐ
に
司
法
当
局
と
一
緒
に
仕
事
を
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
か
ら
、
こ
の
組
織
は
比
較
的
早
く
、
統
制
経
済
が
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
い

な
る
と
同
時
に
な
く
な
り
ま
し
た
。

伊
藤
　
当
時
は
産
業
界
に
と
っ
て
は
石
炭
は
生
命
の
よ
う
な
も

の
で
す
か
ら
、
奪
い
合
い
と
か
不
正
と
か
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が

起
こ
る
は
ず
で
す
ね
。

宮
崎
　
起
こ
っ
て
い
ま
す
ね
。

伊
藤
　
戦
前
の
場
合
で
す
と
経
済
警
察
が
か
む
り
そ
の
取
締
り

を
や
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
時
期
は
ど
う
な
ん
で
し
ょ

・
つ
。宮

暗
　
配
炭
課
は
取
締
り
権
限
ま
で
は
な
い
わ
け
で
す
。
で
す

け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
不
正
ら
し
い
も
の
が
生
じ
や
す
い
環
境

で
は
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
ね
。
文
字
通
り
、
量
が
少
な
い
も

の
を
割
り
当
て
る
わ
け
で
す
か
ら
、
自
分
の
と
こ
ろ
に
配
給
し

て
く
れ
と
か
、
こ
れ
だ
け
増
や
し
て
欲
し
い
と
い
う
陳
情
は
直

接
的
に
は
商
工
省
か
ら
来
る
わ
け
で
す
。
安
定
本
部
に
は
商
工

省
の
役
人
と
一
緒
に
業
者
の
人
が
来
る
と
か
、
業
界
の
人
が
直

接
来
る
。
そ
れ
が
非
常
に
大
き
い
と
こ
ろ
で
す
と
、
電
力
会
社

の
人
が
来
る
と
か
、
八
幡
製
鉄
の
人
が
来
る
と
か
と
い
う
こ
と

で
、
陳
情
は
私
が
い
た
問
に
も
ず
い
ぶ
ん
あ
り
ま
し
た
ね
。
そ

れ
か
ら
、
や
や
例
外
的
な
こ
と
で
す
け
れ
ど
、
石
炭
の
配
給
先

で
不
正
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
経
緯
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
私
も
裁
判
所
に
説
明
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

管
1
8
明
治
十
三
（
一
八
八
○
）
年
、
太

政
官
に
直
属
す
る
財
政
監
督
機
関
と

し
て
誕
生
。
今
日
で
は
国
や
公
団
・

事
業
団
等
の
決
算
、
補
助
金
等
の
検
．
．

査
を
行
う
憲
法
上
の
独
立
機
関
と
な

っ
て
い
る
。

。，

P9

ｺ
．
和
一
一
三
（
一
九
四
八
）
年
七
月

三
一
日
廃
止
。
同
年
八
月
一
日
か
ら

は
中
央
経
済
調
査
庁
と
な
る
。
中
央

経
済
調
査
庁
は
、
統
制
経
済
を
円
滑

に
進
め
る
た
め
に
様
々
な
監
査
・
調

査
を
行
い
、
全
国
八
管
区
に
「
管
区

経
済
調
査
庁
」
、
都
道
府
県
に
「
地
方

経
済
調
査
庁
」
を
持
つ
巨
大
な
組
織

で
あ
っ
た
。
昭
和
一
一
七
（
一
九
五
二
）

年
に
廃
止
さ
れ
た
。
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石
炭
の
需
要
量
把
握
の
仕
組
み

伊
藤
　
民
間
の
石
炭
需
要
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
た
わ
け
で
す

か
。通

事
　
そ
れ
は
積
み
上
げ
で
、
典
型
的
な
零
露
計
画
的
な
も
の

で
す
か
ら
、
こ
れ
だ
け
石
炭
が
必
要
で
す
と
い
う
需
要
量
を
民

間
が
商
工
省
に
出
す
。
原
単
位
計
算
方
式
で
す
ね
。
商
工
省
が

あ
る
程
度
査
定
し
て
、
配
炭
課
に
要
求
書
を
持
っ
て
く
る
わ
け

で
す
。

伊
藤
　
北
海
道
な
ん
か
は
ス
ト
ー
ブ
を
使
い
ま
す
ね
。

宮
暗
　
北
海
道
に
は
特
別
に
、
北
海
道
暖
房
炭
と
い
う
項
目

（
枠
）
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
は
非
常
に
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を

も
つ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
石
炭
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
広
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

い
え
ば
石
炭
で
す
が
、
や
や
品
質
が
落
ち
る
「
亜
炭
」
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
い
ま
は
全
然
生
産
し
て
い
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
東
北
の
一
部
と
か
九
州
に
も
あ
り
ま
し
た
。

伊
藤
　
常
磐
に
は
亜
炭
が
多
い
で
す
ね
。

宮
崎
　
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
も
統
制
に
な
っ
て
い
ま
し
て
、
配

炭
課
で
は
そ
の
配
当
を
仕
事
に
し
て
い
た
人
も
お
り
ま
す
。
北

海
道
は
だ
い
た
い
石
炭
で
す
が
、
ほ
か
の
と
こ
ろ
の
暖
房
だ
っ

た
ら
亜
炭
で
い
い
だ
ろ
う
と
か
、
石
炭
が
足
り
な
け
れ
ば
亜
炭

を
つ
け
て
や
っ
た
ら
ど
う
か
と
い
う
よ
う
な
、
一
つ
の
ク
ッ
シ

ョ
ン
的
な
役
割
が
亜
炭
に
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

伊
藤
　
あ
れ
は
カ
ロ
リ
」
が
低
い
ん
で
す
か
。

宮
暗
　
カ
ロ
リ
ー
が
低
い
ん
で
す
。
熱
効
率
が
悪
い
ん
で
す
ね
。

価
格
は
石
炭
よ
、
り
安
か
っ
た
。

伊
藤
　
私
の
父
親
の
郷
里
は
宮
城
県
の
南
の
方
で
す
が
、
亜
炭

の
ヤ
マ
が
あ
っ
ち
の
山
に
も
こ
っ
ち
の
山
に
も
あ
り
ま
し
て
、

戦
争
直
後
ま
で
掘
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

宮
崎
　
も
う
い
ま
は
ほ
と
ん
ど
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。

伊
藤
　
い
ま
は
も
う
何
も
な
い
で
す
ね
。

中
村
　
行
っ
て
み
て
も
わ
か
ら
な
い
で
し
ょ
う
ね
。

伊
藤
　
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
。
穴
も
わ
か
ら
な
い
で
す
よ
。

宮
崎
　
若
い
人
は
亜
炭
と
い
う
こ
と
も
知
ら
な
い
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
う
か
。

森
私
は
初
め
て
聞
き
ま
し
た
。

宮
崎
　
亜
炭
の
「
亜
」
は
、
「
亜
流
」
の
「
亜
」
で
す
か
ら
ね
。

そ
れ
で
も
当
時
は
貴
重
で
し
た
ね
。
「
亜
炭
で
も
い
い
で
す
か

ら
割
り
当
て
を
下
さ
い
」
と
か
い
っ
て
。

G
H
Q
と
の
連
絡

森
配
炭
課
は
ど
の
ぐ
ら
い
の
人
数
で
し
た
か
。

宮
崎
　
課
長
を
は
じ
め
、
八
人
ぐ
ら
い
で
し
た
か
。
記
憶
が
間

違
っ
て
い
な
い
と
思
う
ん
で
す
が
A
課
長
が
佐
々
木
さ
ん
、
事

務
の
課
長
補
佐
が
石
井
秀
平
さ
ん
、
技
術
の
課
長
補
佐
が
入
江

明
さ
ん
。
そ
れ
か
ら
亜
炭
を
担
当
す
る
川
合
さ
ん
と
い
う
や
は

り
商
工
省
か
ら
出
向
さ
れ
た
人
が
い
ま
し
た
ね
。
こ
れ
が
い
わ

ば
中
核
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
亜
炭
の
仕
事
の
手
伝
い
を
す
る
係

長
が
一
人
い
ま
し
て
、
あ
と
は
わ
れ
わ
れ
の
よ
う
な
新
卒
が
三

人
、
そ
れ
か
ら
女
性
の
人
が
一
人
で
し
た
。
で
す
か
ら
九
名
で

す
か
。

伊
藤
　
コ
ピ
ー
と
り
を
す
る
よ
う
な
坊
や
は
い
な
か
っ
た
ん
で

す
か
。

溶
暗
　
そ
れ
は
私
ど
あ
と
二
人
。

伊
藤
　
新
人
が
や
ら
さ
れ
る
わ
け
で
す
か
。

斎
王
　
は
い
。
私
は
字
が
へ
た
く
そ
で
す
が
、
コ
ピ
ー
と
り
と

か
、
ガ
リ
煮
切
り
も
や
り
ま
し
た
。
細
か
い
こ
と
で
、
一
ト
ン

の
石
炭
で
も
配
給
の
O
K
は
最
終
的
に
司
令
部
か
ら
も
ら
わ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
書
類
を
つ
く
っ
て
、

静
2
0
石
炭
に
な
り
か
け
の
「
質
の
悪
い

石
炭
」
を
一
般
に
指
す
。
歴
青
炭
等

に
比
べ
る
と
、
発
熱
量
も
低
く
使
い

に
く
い
。
太
平
洋
戦
争
時
に
陶
器
用

の
燃
料
が
不
足
し
た
た
め
亜
炭
鉱
山

が
多
く
開
か
れ
た
が
、
石
炭
か
ら
石

油
へ
の
燃
料
需
要
の
変
化
に
伴
い
、

亜
炭
生
産
も
衰
退
し
て
い
く
こ
と
と

な
っ
た
。
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り
の

平
均
発
熱
量
は
、
国
内
原
料
炭
が
七

千
七
百
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
に
対
し
、
亜

炭
は
四
千
三
百
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
に
過

ぎ
な
い
。
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EMI　：1　IND一

司
令
部
に
行
っ
て
、
こ
れ
で
い
か
が
で
す
か
、
と
い
う
仕
事
も

や
っ
て
い
ま
し
た
。

伊
藤
　
英
語
の
書
類
を
作
る
の
は
ど
な
た
で
す
か
。

宮
崎
　
英
語
は
簡
単
な
の
は
私
が
作
り
ま
し
た
。
一
定
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
と
形
式
が
あ
り
ま
す
か
ら
。

伊
藤
　
フ
ォ
ー
ム
が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。

宮
暗
　
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
で
や
り
ま
す
か
ら
、
と

い
う
程
度
の
書
類
な
ら
私
が
自
分
で
つ
く
っ
て
持
っ
て
い
き
ま

し
た
。
先
方
に
は
才
色
兼
備
の
秘
書
が
い
て
、
親
切
に
い
ろ
い

ろ
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
私
の
英
語
も
い
ろ
い
ろ
直
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
複
雑
な
も
の
や
交
渉
事
に
な
る
と
、
連

絡
部
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
て
き
そ
こ
を
通
じ
て
行
い
ま
し
た
。

伊
藤
　
　
［
経
済
安
定
本
部
機
構
図
を
見
て
］
連
絡
部
は
、
官
房

長
の
下
に
あ
り
ま
す
ね
。

宮
崎
　
そ
れ
は
全
体
の
渉
外
関
係
な
ん
で
す
。
こ
の
連
絡
部
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
カ

ト
ッ
プ
は
外
務
省
か
ら
来
て
い
ま
し
た
ね
。
当
時
は
柿
坪
正
義

さ
ん
、
後
に
国
連
大
使
に
な
ら
れ
た
方
で
す
。
私
は
そ
の
柿
坪

さ
ん
の
お
供
を
し
た
こ
と
が
ず
い
ぶ
ん
あ
り
ま
し
た
。
だ
い
た
．

い
入
回
し
た
と
き
に
、
新
人
だ
と
い
う
こ
と
で
G
H
Q
に
引
き

合
わ
せ
、
形
式
的
に
言
え
ば
審
査
み
た
い
な
も
の
が
あ
っ
た
わ

け
で
す
が
。
そ
の
と
き
私
を
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
の
が
柿
坪

さ
ん
で
す
。
そ
の
ほ
か
に
連
絡
部
に
は
外
務
省
の
役
人
で
通
訳

を
す
る
人
が
何
人
も
い
ま
し
た
。

伊
藤
　
そ
れ
は
出
向
み
た
い
な
形
で
す
か
コ

宮
暗
　
え
え
。
あ
と
で
公
使
と
か
大
使
に
な
ら
れ
て
外
務
省
に

戻
ら
れ
ま
し
た
。

伊
藤
　
い
ま
の
話
で
思
い
出
し
た
ん
で
す
が
、
終
戦
連
絡
事
務

そ
お

局
と
の
関
係
は
ど
う
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
。

宮
崎
　
私
は
あ
ま
り
詳
し
く
知
り
ま
せ
ん
。
政
策
の
連
絡
と
い

う
よ
り
実
務
的
な
日
本
政
府
へ
の
連
絡
事
項
を
処
理
す
る
機
構

で
し
た
。

中
村
　
あ
れ
は
不
思
議
な
も
の
で
、
各
省
が
み
ん
な
、
例
え
ば

大
蔵
省
だ
っ
た
ら
渡
辺
武
さ
ん
と
い
う
ふ
う
に
G
H
Q
と
の
パ

イ
プ
を
す
る
人
が
い
た
わ
け
で
す
ね
。

心
慮
　
経
済
関
係
で
い
い
ま
す
と
、
大
き
な
も
の
は
二
つ
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
経
済
安
定
本
部
の
ル
ー
ト
は
都
留
さ
ん
が
パ

イ
プ
役
を
や
ら
れ
た
。
も
う
一
つ
は
大
蔵
省
系
統
で
、
こ
れ
は

渡
辺
さ
ん
が
や
ら
れ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
両
者
の
問
の
連
絡
が

よ
か
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
問
題
で
す
ね
。
私
も
都
留
さ

ん
と
渡
辺
さ
ん
か
ら
は
、
全
然
別
の
こ
と
を
別
．
々
の
機
会
に
聞

き
ま
し
た
。
為
替
レ
ー
ト
の
設
定
と
か
、
財
政
特
に
財
政
投
融

資
の
こ
と
と
か
。

伊
藤
　
い
や
、
悪
か
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
。
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
バ

ッ
テ
ィ
ン
グ
し
て
い
ま
す
か
ら
。

宮
暗
　
そ
う
で
し
ょ
う
。
役
所
の
悪
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
お
互

い
に
情
報
交
換
を
あ
ま
り
し
な
い
で
や
っ
て
い
た
わ
け
で
す

ね
。
大
臣
レ
ベ
ル
の
上
の
方
は
お
互
い
に
知
っ
て
い
る
わ
け
で

す
ね
。
司
令
部
の
中
で
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
や
っ
て
い
る
わ
け
で

す
か
ら
。
見
解
が
一
緒
だ
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
。
だ
か
ら
、
課

長
レ
ベ
ル
で
は
「
お
う
、
お
前
の
と
こ
ろ
は
何
を
言
っ
た
ん
だ
」

と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
」
や
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

向
こ
う
［
G
H
Q
］
、
は
内
部
で
は
と
も
か
く
日
本
政
府
に
対
し

て
は
一
体
に
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
こ
ち
ぢ
は
各
省
バ
ラ
バ
ラ

で
す
か
ら
ね
。
ま
し
て
や
配
炭
課
な
ん
て
い
う
の
は
商
工
省
の

人
が
実
権
を
握
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
大
蔵
省
か
ら
は
直

接
の
連
絡
が
あ
ま
り
な
い
と
い
う
形
に
な
る
わ
け
、
で
す
よ
。

鱒
2
1
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
八
月
八

日
生
ま
れ
。
昭
和
七
年
外
務
省
入
省
。

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
留
学
、
大
東
亜
省

出
向
を
経
て
、
戦
後
は
経
済
安
定
本
部

出
向
、
の
ち
外
務
省
情
報
調
査
局
長
、

ス
イ
ス
大
使
。

。・

Q2

ｺ
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
八
月
二

六
日
、
占
領
軍
と
の
連
絡
担
当
部
局
と

し
て
設
置
さ
れ
た
、
外
務
省
の
外
局
。

昭
和
一
一
三
（
一
九
四
八
）
年
二
月
以
降
、

連
絡
調
整
中
央
事
務
局
と
改
称
さ
れ
、

総
理
府
へ
移
管
さ
れ
た
。
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□
稲
葉
秀
三
、
都
留
重
人
、
そ
し
て
安
定
本
部
の
人
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聾
2
3

伊
藤
　
　
『
渡
辺
武
日
記
』
な
ん
か
を
見
て
い
る
と
、
都
留
さ
ん

に
対
し
て
不
満
が
書
い
て
あ
り
ま
す
ね
。

宮
崎
　
都
留
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
も
、
「
渡
辺
さ
ん
は
あ
ま
り

情
報
を
流
し
て
く
れ
な
い
、
注
文
ば
か
り
つ
け
る
」
と
い
う
こ

と
を
言
っ
て
お
ら
れ
る
。

中
村
　
都
留
さ
ん
の
方
も
ま
た
面
白
く
な
か
っ
た
で
し
ょ
う

ね
。
特
に
、
建
前
と
し
て
は
、
経
済
安
定
本
部
が
あ
ら
ゆ
る
経

済
政
策
の
中
心
で
基
本
的
な
立
案
を
す
る
、
各
省
は
そ
こ
で
決

ま
っ
た
こ
と
を
実
施
す
る
、
と
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
ん
で
し

ょ
う
け
れ
ど
ね
。

宮
崎
　
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
安
定
本
部
の
官
房
長
は
、
山
本
高

　
　
　
穏
2
4

行
さ
ん
、
商
工
省
の
方
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
後
次
官
が
主

と
し
て
商
工
省
（
の
ち
に
通
産
省
）
か
ら
、
官
房
長
は
大
蔵
省

か
ら
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。
統
制
経
済
が
な
く
な
っ
て

か
ら
は
、
大
蔵
省
は
官
房
長
に
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
人
材
を
ず
っ

と
送
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

中
村
　
将
来
大
蔵
次
官
に
な
る
人
が
、
途
中
で
企
画
庁
の
官
房

長
に
な
っ
た
。

宮
崎
　
一
番
多
い
の
は
、
企
画
庁
の
官
房
長
を
や
っ
た
後
、
大

蔵
省
の
主
計
局
長
を
や
っ
て
、
次
官
に
な
る
と
い
う
ル
ー
ト
で

す
ね
。

中
村
　
い
ま
元
気
な
人
で
言
え
ば
、
僕
が
知
っ
て
い
る
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
骨
％
　
　
　
　
　
　
　
　
軸
2
7

　
　
鱒
2
5

高
橋
元
、
山
口
光
秀
さ
ん
、
長
岡
實
さ
ん
、
み
ん
な
同
じ

コ
ー
ス
だ
っ
た
。
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
ひ
懸

宮
崎
　
鳩
山
威
一
郎
さ
ん
も
そ
う
で
す
ね
。
澄
田
（
智
）
さ

→臣

lん
は
銀
行
局
長
も
お
や
り
に
な
っ
た
け
れ
ど
、
だ
い
た
い
主

計
局
長
、
大
蔵
次
官
、
で
す
ね
。

中
村
　
だ
か
ら
大
蔵
省
と
し
て
は
、
企
画
庁
の
官
房
長
に
な
る

の
が
一
つ
の
出
世
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
あ

と
あ
と
の
話
だ
け
れ
ど
。
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齢
3
0

伊
藤
　
都
留
さ
ん
が
お
辞
め
に
な
る
の
は
、
芦
田
内
閣
に
な

っ
た
と
い
う
こ
と
で
替
わ
っ
た
ん
で
す
か
。

宮
崎
　
む
し
ろ
、
統
制
的
な
も
の
が
な
く
な
っ
て
く
る
し
、
G

H
Q
の
関
与
も
少
な
く
な
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
と
、
都
留
さ

ん
を
一
橋
大
学
に
引
っ
張
る
と
い
う
学
校
側
の
要
請
が
強
く
な

っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
辺
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

と
は
、
「
世
界
」
の
「
い
く
つ
も
の
岐
路
を
回
顧
し
て
」
に
御

自
身
で
書
い
て
お
ら
れ
ま
す
が
。
積
極
的
に
安
定
本
部
か
ら
、

も
う
結
構
で
す
と
い
う
こ
と
で
お
役
御
免
に
な
っ
た
よ
う
な
こ

と
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

中
村
　
都
留
さ
ん
が
お
辞
め
に
な
っ
た
の
は
、
片
山
内
閣
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
3
2

0
・
八
ヶ
月
の
公
務
員
給
与
の
問
題
か
何
か
で
一
。

　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
静
3
3

伊
藤
　
　
　
鈴
木
茂
三
郎
が
否
決
し
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

中
村
　
そ
う
そ
う
。
そ
れ
で
片
山
内
閣
が
つ
ぶ
れ
た
。
そ
れ
で

社
会
党
政
．
権
と
い
う
も
の
が
、
形
だ
け
れ
ど
な
く
な
っ
て
、
芦

田
内
閣
に
替
わ
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
だ
っ
た
よ
う
に
は
思

う
ん
で
す
け
れ
ど
。

宮
崎
　
そ
う
い
う
、
き
っ
か
け
に
な
っ
た
出
来
事
は
あ
っ
た
と

思
う
ん
で
す
が
、
基
本
的
に
は
司
令
部
と
の
接
触
の
重
要
性
が

な
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。
都
留
さ

ん
御
自
身
が
各
原
信
の
人
た
ち
と
、
通
常
の
局
長
、
局
員
と
い

う
関
係
で
は
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
総
合
調
整
委
員
長
と
い
う

　
静
3
4

の
は
、
部
下
が
い
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
悪
い
言
葉
で
言
え

ば
、
実
務
面
で
は
孤
立
し
ち
ゃ
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

伊
藤
　
だ
け
ど
、
都
留
さ
ん
は
G
H
Q
を
背
中
に
背
負
っ
て
い

静
2
3
渡
辺
武
著
、
大
蔵
省
財
政
史
室
編

（
中
村
隆
英
解
説
）
『
渡
辺
武
日
記
　
対

占
領
交
渉
秘
録
』
（
東
洋
経
済
新
報
社
、

一
九
八
三
年
）

鱒
2
4
東
京
帝
国
大
学
卒
業
後
、
昭
和
四

年
商
工
省
入
省
。
終
戦
後
は
経
済
安
定

本
部
出
向
、
第
一
部
副
部
長
、
官
一
房
長
。

の
ち
通
産
事
務
次
官
。

聾
2
5
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
一
月
四

日
生
ま
れ
。
東
京
大
学
法
学
部
卒
業
後
、

昭
和
一
一
四
年
大
蔵
省
入
省
。
同
五
二
年

経
済
企
画
庁
官
房
長
、
五
六
年
大
蔵
事

務
次
官
。
五
七
年
公
正
取
引
委
員
会
委

員
長
、
六
二
年
日
本
開
発
銀
行
総
裁
。

養
昭
和
二
（
【
九
一
一
六
）
年
九
月
十
六

日
生
ま
れ
。
東
京
大
学
法
学
部
卒
業
後
、

同
二
六
年
大
蔵
省
入
省
。
五
三
年
経
済

企
画
庁
官
房
長
、
五
七
年
大
蔵
省
主
計

局
長
、
五
九
年
大
蔵
事
務
次
官
。
平
成

一一

N
日
本
輸
出
入
銀
行
総
裁
、
六
年
東

京
証
券
取
引
所
理
事
長
。
現
在
、
資
本

市
場
振
興
財
団
理
事
長
。

◎・

Q7

蜷
ｳ
十
三
（
一
九
二
四
）
年
五
月
十

六
日
生
ま
れ
。
昭
和
二
二
年
大
蔵
省
入

省
。
昭
和
四
七
年
主
計
局
次
長
の
後
、

同
四
九
年
経
済
企
画
庁
官
房
長
を
務

め
る
。
同
五
五
年
大
蔵
省
事
務
次
官
を

最
後
に
退
官
し
た
。

静
認
大
正
七
（
一
九
一
八
）
三
十
［
月
十

「
日
生
ま
れ
。
東
京
大
学
法
学
部
卒
業

後
、
海
軍
を
経
て
大
蔵
省
に
入
省
。
昭

和
四
一
年
経
済
企
画
庁
官
一
房
長
、
四
四

年
大
蔵
省
主
計
局
長
、
四
七
年
大
蔵
事

務
次
官
。
四
九
年
参
院
選
に
出
馬
、
以

来
当
選
三
回
。
福
田
内
閣
の
外
相
を
務

め
る
。
鳩
山
一
郎
一
二
首
相
の
子
、
鳩
山

由
紀
夫
・
現
民
主
党
党
首
の
父
。

薦
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
九
月
四
日

生
ま
れ
。
東
京
帝
国
大
学
卒
業
後
、
昭

和
十
五
年
大
蔵
省
入
省
。
戦
時
中
は
海

軍
主
計
官
、
【
＝
年
復
員
。
‘
在
ベ
ル
ギ

ー
、
フ
ラ
ン
ス
両
大
使
館
「
等
書
記
官

を
歴
任
後
、
四
〇
年
経
済
企
画
庁
官
房

長
、
四
一
年
大
蔵
省
銀
行
局
長
、
四
四

年
大
蔵
事
務
次
官
。
四
七
年
日
本
輸
出

入
銀
行
総
裁
、
五
九
年
日
本
銀
行
総

裁
。
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る
ん
で
し
ょ
う
。

宮
暗
　
背
負
っ
て
い
ま
し
た
の
で
極
め
て
重
要
な
ポ
ス
ト
で
し

た
け
れ
ど
、
だ
ん
だ
ん
日
本
政
府
も
事
態
に
馴
．
れ
て
き
ま
し
た

か
ら
。

伊
藤
　
そ
う
で
す
が
。
昭
和
二
十
三
年
で
す
ね
。

森
　
昭
和
二
十
三
年
四
月
の
末
で
お
辞
め
に
な
っ
て
い
る
ん
で

す
ね
。

■
統
制
か
ら
経
済
安
定
へ

宮
崎
　
だ
い
た
い
い
ろ
い
ろ
の
メ
ド
が
つ
い
て
く
る
わ
け
で
す

ね
。
石
炭
で
す
と
、
生
産
の
統
制
、
管
理
、
や
り
方
が
だ
い
た

い
わ
か
っ
て
く
る
。
配
賦
に
つ
い
て
も
だ
い
た
い
わ
か
っ
て
く

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
あ
と
は
ル
ー
テ
ィ
ン
化
す
る
よ
う

な
も
の
で
す
か
ら
ね
。
そ
れ
で
経
済
政
策
も
統
制
的
な
も
の
か

ら
、
経
済
安
定
策
と
か
な
ん
と
か
に
な
っ
て
き
て
、
直
接
統
制

的
な
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

中
村
　
こ
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
昭
和
二
十
二
（
一
九
四
七
）

年
の
初
め
だ
と
、
石
炭
が
ま
だ
二
二
〇
〇
～
二
三
〇
〇
万
ト
ン

し
か
掘
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
足
り
な
い
。
だ
か
ら
統
制
が

急
務
で
あ
る
。
三
〇
〇
〇
万
ト
ン
掘
れ
と
い
っ
て
、
．
曲
が
り
な

り
に
、
昭
和
二
十
二
年
に
は
三
〇
〇
〇
万
ト
ン
掘
っ
た
わ
け
で

す
ね
。
今
度
は
三
六
〇
〇
万
ト
ン
で
す
か
、
も
う
少
し
よ
け
い

掘
り
た
い
と
い
う
計
画
を
作
る
。
そ
う
す
る
と
だ
い
ぶ
余
裕
が

出
て
来
て
、
統
制
の
緊
急
性
は
だ
い
ぶ
弱
ま
っ
て
く
る
と
い
う

こ
と
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
。

断
乳
　
そ
う
で
す
ね
。
石
炭
な
ど
も
、
二
十
三
年
か
ら
二
十
四

年
頃
に
か
け
て
、
統
制
は
あ
る
程
度
の
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
た
な
、

と
い
う
感
じ
が
出
て
く
る
ん
で
す
。
石
炭
の
統
制
が
次
第
に
緩

和
さ
れ
て
く
る
。

質
の
悪
い
も
の
）
も
解
除
さ
れ
る
。

中
村
　
正
式
の
統
制
解
除
は
、
四
九
（
昭
和
二
十
四
）

だ
け
れ
ど
、
実
際
は
四
九
年
に
は
い
る
と
［
統
制
は
］

タ
じ
ゃ
な
か
っ
た
で
す
か
。

宮
暗
　
四
九
年
で
す
ね
。

中
村
　
ド
ッ
ジ
が
来
て
、
全
部
統
制
を
外
せ
、

て
み
ん
な
や
め
ち
ゃ
え
と
言
う
わ
け
で
し
ょ
う
。

年
の
春
で
、

　
　
　
　
　
　
韓
3
5

な
か
っ
た
か
な
。

送
配
炭
公
団
が
な
く
な
る
の
が
、

年
九
月
で
す
ね
。

中
村
　
だ
か
ら
石
炭
に
つ
い
て
い
え
ば
、

に
な
る
わ
け
で
す
ね
。

宮
崎
そ
の
前
に
、

と
が
あ
り
ま
し
た
。

石
炭
は
足
り
な
い
時
期
で
す
が
、

炭
の
前
に
統
制
解
除
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
ね
。

は
全
体
と
し
て
上
が
っ
て
き
て
も
、

き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

中
村
　
非
常
に
緊
急
な
経
済
統
制
を
や
っ
て
馬

産
で
も
そ
う
で
す
が
、

か
っ
た
の
は
、
四
七
年
か
ら
四
八
年
の
初
め
に
か
け
て
、

う
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ね
。

宮
暗
　
四
六
年
後
半
か
ら
四
八
年
に
か
け
て
で
す
ね
。

亜
炭
の
統
制
解
除
に
つ
づ
い
て
下
級
炭
（
品

年
十
月

ガ
タ
ガ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
定
価
格
な
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
が
四
九

十
月
か
ら
統
制
が
本
当
に
撤
廃
に
な
っ
た
ん
じ
ゃ

一
九
四
九
（
昭
和
二
十
四
）

十
月
か
ら
自
由
経
済

一
部
で
は
石
炭
価
格
が
上
が
り
始
め
る
こ

全
般
的
に
は
ま
だ
統
制
を
や
っ
て
い
て
、

　
　
　
　
　
さ
っ
き
の
亜
炭
な
ん
か
は
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
炭
の
値
段

　
　
　
　
　
　
統
制
が
要
ら
な
く
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
で
傾
斜
生

や
る
ん
だ
と
い
う
考
え
方
が
非
常
に
強

と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
あ

と
は
、
財
政
金
融
の
方
面
か
ら
注
文
が
出
て
来
る
。
経
済
安
定

が
先
だ
、
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
ね
。
こ
れ
は

先
生
方
を
前
に
し
て
え
ら
そ
う
な
こ
と
を
言
う
よ
う
で
す
が
、

傾
斜
生
産
方
式
と
い
う
の
は
、
物
が
な
い
と
き
に
と
に
か
く
物

齢
3
0
片
山
哲
内
閣
を
構
成
し
た
社
会
、

民
主
、
国
民
協
同
の
連
立
三
党
の
枠
組

み
を
引
ぎ
継
い
だ
内
閣
。
芦
田
均
民
主

党
総
裁
が
、
昭
和
二
三
（
一
九
四
八
）
年

三
月
十
日
か
ら
、
同
年
十
月
十
九
日
ま

で
運
営
し
た
。
な
お
昭
和
電
工
事
件
の

発
覚
に
伴
い
、
同
内
閣
は
総
辞
職
へ
と

追
い
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

管
3
1
雑
誌
『
世
界
』
に
平
成
十
二
年
一
月

よ
り
翌
十
三
年
八
月
ま
で
全
二
〇
回

に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
、
都
留
重
人
氏

の
自
伝
。
平
成
十
三
年
、
同
名
で
岩
波

書
店
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
（
都
留
重
人

著
『
い
く
つ
も
の
岐
路
を
回
顧
し
て
」

（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
「
年
）
）

静
3
2
当
時
、
大
蔵
省
と
経
済
安
定
本
部

と
の
対
立
に
加
え
、
与
党
・
社
会
党
内

で
の
左
右
対
立
が
存
在
し
て
い
た
。
昭

和
二
二
年
度
予
算
案
の
策
定
に
於
い

て
、
公
務
員
給
与
の
○
・
八
ヶ
月
の
引

き
上
げ
が
検
討
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ

に
反
対
す
る
鈴
木
茂
三
予
算
委
委
員

長
（
社
会
党
左
派
）
は
本
予
算
案
を
否

決
し
た
。
結
果
と
し
て
、
片
山
内
閣
の
．

総
辞
職
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
と
な
り
、

ま
た
社
会
党
は
左
右
分
裂
が
決
定
的

と
な
っ
た
。

骨
3
3
明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
二
月
七
日

生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
卒
業
後
、
報
知

新
聞
、
大
正
日
日
新
聞
、
東
京
日
日
新

聞
社
を
経
て
、
昭
和
三
年
無
産
大
衆
党

結
成
に
参
加
し
書
記
長
。
十
一
一
年
人
民

戦
線
事
件
で
検
挙
。
、
戦
後
は
日
本
社
会

党
の
結
成
に
参
加
、
一
一
六
年
委
員
長
。

分
裂
後
は
左
派
の
委
員
長
。
三
〇
年
社

会
党
統
一
後
も
委
員
長
。
三
五
年
委
員

長
辞
任
。

・｝

R4

s
留
氏
の
肩
書
き
は
副
委
員
長
。

総
合
調
整
委
員
会
は
実
質
上
、
都
留
氏

「
人
の
み
。

→6

R5

f
H
Q
経
済
顧
問
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ド

ッ
ジ
（
デ
ト
ロ
イ
ト
銀
行
頭
取
）
は
、
昭

和
二
四
（
一
九
四
九
）
年
二
月
に
来
日

し
、
同
年
三
月
七
日
、
経
済
安
定
の
た

め
の
九
原
則
（
竹
馬
経
済
か
ら
の
脱
却
、

イ
ン
フ
レ
の
収
束
等
）
の
声
明
を
発
表

し
た
。
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を
つ
く
っ
て
、
生
産
力
を
増
や
し
、
物
価
も
安
定
さ
せ
よ
う
と

い
う
、
今
日
の
言
葉
で
言
え
ば
、
供
給
力
強
化
策
な
ん
で
す
ね
。

そ
の
メ
ド
が
あ
る
程
度
つ
き
始
め
た
の
が
二
十
四
年
頃
で
し
ょ

う
か
。
産
業
全
般
は
ま
だ
国
際
競
争
力
が
つ
い
て
い
る
わ
け
で

も
何
で
も
な
い
ん
で
す
が
、
需
給
関
係
か
ら
い
え
ば
、
あ
る
程

度
メ
ド
が
つ
い
て
き
た
。
だ
か
ら
仮
需
要
み
た
い
な
も
の
を
カ

ッ
ト
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、
ド
ッ
ジ
プ
ラ
ン
と
か
な
ん
と
か

が
出
て
来
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
は
生
産
力
対
策
、
供
給
力
政
策

で
は
な
く
て
、
需
要
管
理
政
策
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
ね
。

そ
れ
も
う
統
制
は
要
ら
な
い
、
物
の
統
制
は
い
ら
な
い
。
資
金

需
給
み
た
い
な
点
で
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
必
要
は
あ
る
ん
で

す
が
。
だ
か
ら
安
定
本
部
自
体
が
変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
傾
斜
生
産
の
頃
は
、
復
興
計
画
と
か
な
ん
と

か
い
う
長
期
計
画
は
作
り
ま
し
た
け
れ
ど
、
現
実
の
問
題
は
、

長
期
計
画
的
な
問
題
で
は
な
く
て
、
そ
の
日
そ
の
日
、
そ
の
月

そ
の
月
の
「
生
産
の
確
保
」
を
ど
う
す
る
か
、
「
生
活
の
安
定
」

を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
。
一
九
四
〇
年
代

の
後
半
に
な
り
ま
す
と
、
全
般
的
に
需
給
逼
迫
と
い
う
こ
と
が

な
く
な
っ
て
く
る
と
同
時
に
、
だ
ん
だ
ん
日
本
経
済
を
長
期
的

に
考
え
た
ら
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
、
一
番
最
初
の
物
動
色
の

強
い
復
興
計
画
と
い
う
の
は
陽
の
目
を
見
ま
せ
ん
で
し
た
け
れ

ど
、
四
〇
年
代
の
後
半
に
段
々
民
間
主
導
の
い
く
つ
か
の
長
期

計
酊
や
、
そ
れ
に
似
た
展
望
作
業
が
登
場
す
る
わ
け
で
す
。
安

定
本
部
で
も
、
少
し
ず
つ
新
し
い
性
格
の
計
画
的
な
も
の
の
作

業
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
ま
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

■
「
経
済
自
立
五
一
年
計
画
」

宮
暗
　
そ
し
て
、
い
ち
お
う
復
興
が
完
了
し
た
と
言
わ
れ
る
昭

和
三
十
年
、
1
三
十
一
年
の
白
書
で
「
も
は
や
戦
後
で
は
な

い
」
と
言
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
の
と
き
に
本
格
的
な
計
画
を
つ

く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
鳩
山
内
閣
の
時
、
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
3
6

二
月
に
「
経
済
自
立
五
ヶ
年
計
画
」
が
で
き
た
。
こ
れ
が
、
最

初
の
政
府
の
計
画
に
な
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
が
、
部
内
資
料
で
あ
っ
て
、
陽
の
目
を
見
な
い
計
画
で

あ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
復
興
計
画
と
か
、
冷
戦
の
ご
く
初
期
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒
3
7
　
　
　
　
　
　
　
　
●
ひ
認

つ
く
ら
れ
た
「
B
資
料
」
　
「
岡
野
構
想
」
な
ど
で
す
ね
。
．

中
村
　
た
だ
、
稲
葉
（
秀
三
）
さ
ん
と
い
う
方
は
官
房
副
長
官

で
し
た
か
。
稲
葉
さ
ん
が
経
済
計
画
に
非
常
に
張
り
切
っ
て
、

昭
和
二
十
三
年
で
す
か
、
第
一
次
の
復
興
五
ヶ
年
計
画
を
つ
く

っ
て
、
翌
二
十
四
年
に
も
う
一
度
、
ま
た
復
興
五
ヶ
年
計
画
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
む

つ
く
っ
て
、
吉
田
総
理
の
老
い
の
一
徹
と
い
う
こ
と
で
「
わ

し
は
計
画
が
嫌
い
だ
」
と
い
う
こ
と
で
と
う
と
う
閣
議
決
定
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
れ

な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
有
名
な
話
が
あ
る
ん
で
す
が
、
そ
の

辺
の
こ
と
を
少
し
お
願
い
し
ま
す
。

宮
暗
　
　
「
老
い
の
一
徹
で
計
画
が
嫌
い
だ
」
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
現
実
に
そ
う
吉
田
さ
ん
が
言
わ
れ
た
か
ど
う
か
よ
く
わ

か
り
ま
せ
ん
。
稲
葉
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
も
、
そ
ん
な
に
は
言

っ
て
い
な
い
よ
、
と
い
う
話
で
す
。
も
っ
と
素
直
に
見
れ
ば
、

吉
田
さ
ん
は
、
物
事
の
先
を
見
る
の
は
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
、

経
済
の
見
通
し
を
作
っ
た
砺
、
長
期
的
な
考
え
を
持
つ
の
は
非
．

常
に
重
要
だ
と
い
う
こ
と
は
わ
か
っ
て
お
ら
れ
た
。
し
か
し
現

実
に
目
標
を
数
字
化
し
て
、
計
画
を
作
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

日
本
経
済
は
ま
だ
そ
こ
ま
で
自
主
的
な
力
が
な
い
。
つ
ま
り
い

ろ
い
ろ
理
想
的
な
計
画
を
つ
く
っ
て
み
て
も
、
実
現
で
き
る
か

鱒
3
6
昭
和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年
十
二

月
二
三
［
口
策
定
。

静
3
7
昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）
年
八
月

二
六
日
作
成
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

講
和
条
約
会
議
に
際
し
、
日
本
側
講

和
全
権
団
が
携
行
し
た
、
日
本
経
済

復
興
の
た
め
の
問
題
点
及
び
対
策
を

示
し
た
非
公
式
資
料
。

三
農
和
一
一
八
（
一
九
五
三
）
年
十
二

月
策
定
。
日
本
経
済
の
発
展
は
、
輸

出
振
興
に
あ
る
こ
と
を
主
張
レ
た
構

想
。
正
式
名
称
は
「
わ
が
国
経
済
の

自
立
に
つ
い
て
」
で
あ
っ
た
が
、
政

府
の
正
式
決
定
計
画
に
は
至
ら
な
か

っ
た
。
ま
た
当
時
の
経
済
審
議
庁
岡

野
清
豪
長
官
の
名
を
と
り
、
こ
の
よ

う
に
呼
称
さ
れ
た
。

静
3
9
吉
田
茂
。
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
，

年
九
月
二
二
日
生
ま
．
れ
。
東
京
帝
国

大
学
法
学
部
卒
業
後
、
三
九
年
外
務

省
入
省
。
天
津
・
奉
天
総
領
事
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
公
使
を
経
て
、
昭
和
三

年
外
務
次
官
、
の
ち
イ
タ
リ
ア
大
使
、

十
一
年
駐
英
大
使
な
ど
を
歴
任
し
、

十
四
年
退
官
。
戦
後
、
東
久
通
内

閣
・
幣
原
内
閣
で
外
相
を
つ
と
め
、

一
＝
年
鳩
山
｝
郎
の
後
任
と
し
て
伯

由
党
総
裁
と
な
り
組
閣
、
憲
法
改
正
、

農
地
改
革
を
実
施
。
五
次
に
わ
た
り

首
相
を
務
め
、
二
六
年
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
講
和
条
約
・
日
米
安
保
条
約

に
調
印
。

静
4
0
林
雄
一
一
郎
編
『
日
本
の
経
済
計
画
』

（
旧
版
　
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
五

七
年
、
新
版
　
日
本
経
済
評
論
社
、

【
九
九
七
年
）
第
一
章
、
経
済
企
画

庁
編
『
戦
後
経
済
復
興
と
経
済
安
定

本
部
』
（
経
済
企
画
庁
、
一
九
八
八
年
）

第
一
部
二
章
な
ど
参
照
。
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ど
う
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
当
時
の
段

階
で
計
画
を
理
想
的
に
実
施
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
ど
う
し
て
も

一
定
の
も
の
は
輸
入
に
仰
が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
か
、
海
外

か
ら
の
資
金
に
頼
ら
な
げ
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
問
題
が
あ

る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
政
治
的
に
い
つ
で
も
計
画
が
自
主
的

に
つ
く
れ
な
い
と
い
う
環
境
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
．
自
己
満
足
的

に
長
期
計
画
を
作
っ
て
も
駄
目
な
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
で
、
計

画
を
作
り
発
表
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
、
と
言
っ
た
の
が
、

私
は
真
相
だ
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　
稲
葉
さ
ん
は
、
戦
争
中
の
企
画
院
で
は
典
型
的
な
統
制
経
済
、

物
動
計
画
的
に
物
を
積
み
上
げ
て
い
っ
て
、
物
の
需
給
バ
ラ
ン

ス
を
通
じ
て
経
済
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
い
こ
う
と
い
う
考
え

方
で
す
か
ら
、
特
に
復
興
の
段
．
階
で
は
そ
う
い
う
こ
と
が
有
効

で
も
あ
る
し
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
、
そ
う
い
う
考
え
方
が
非

常
に
強
か
っ
た
。
そ
の
方
法
を
そ
の
ま
ま
延
長
し
て
長
期
計
画

を
作
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
か
ら
、
吉
田
さ
ん
的
な
考
え
方
と

い
い
ま
す
か
、
そ
の
後
問
題
に
な
る
自
由
経
済
的
な
考
え
方
と

は
馴
染
ま
な
い
わ
け
で
す
。
物
動
的
な
長
期
計
画
と
い
う
の
は
、

い
ま
か
ら
考
え
る
と
お
か
し
い
ん
で
す
が
、
国
民
は
一
年
に
割

り
箸
を
何
本
使
う
か
と
か
、
そ
う
い
う
計
算
を
つ
み
重
ね
て
や

っ
て
木
材
需
要
を
出
し
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
し
て
木
材
の

う
ち
、
こ
れ
だ
け
は
輸
入
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
ら
、
外
貨

が
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
、
と
い
う
物
動
計
画
な
ん
で
す
ね
。
そ

れ
は
や
っ
ぱ
り
具
合
が
悪
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

中
村
　
稲
葉
さ
ん
は
物
動
で
経
済
分
析
を
始
め
ら
れ
た
わ
け
だ

か
ら
、
ず
っ
と
後
重
で
そ
う
い
う
発
想
が
つ
い
て
回
っ
て
い
た

よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
ね
。

宮
暗
　
そ
う
で
す
ね
。
ご
本
人
は
、
こ
れ
か
ら
金
融
と
か
財
政

と
か
を
し
っ
か
り
見
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
け
れ
ど
、
実
際
問
題
と
し
て
財
政
は
ま
だ
国
債
な
ん
か
に

頼
る
段
階
で
は
な
く
て
、
な
ん
ど
か
や
っ
て
い
た
わ
け
で
す
ね
。

そ
れ
か
ら
金
融
と
い
う
の
は
、
ま
だ
そ
ん
な
に
経
済
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
段
階
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
稲
葉
さ
ん

的
な
発
想
が
あ
る
程
度
は
生
き
て
い
く
環
境
も
あ
っ
た
ん
で
し

ょ
う
ね
。
そ
れ
で
も
稲
葉
さ
ん
自
体
は
細
か
い
物
の
バ
ラ
ン
ズ

か
ら
、
社
会
資
本
、
地
域
開
発
を
ど
う
す
る
か
と
か
、
鉄
道
を

ど
う
す
る
か
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
に
関
心
を
広
げ
て
い
く
わ

け
で
す
。
そ
の
延
長
線
上
で
、
復
興
金
融
金
庫
、
つ
ま
り
復
興

建
設
の
た
め
の
資
金
を
ど
う
す
る
と
か
、
そ
れ
と
の
関
連
で
財

政
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
、
彼
自
身
の
興
味
も
そ
っ
ち
に

移
っ
て
い
く
ん
で
す
が
、
戦
後
十
年
の
期
間
を
と
っ
て
み
る
と
、

ど
う
し
て
も
物
動
的
に
な
っ
て
い
た
と
思
う
ん
で
す
ね
っ
ま
た
、

現
実
に
計
画
化
に
必
要
な
国
民
所
得
が
分
析
的
、
か
つ
政
策
的

に
利
用
で
き
る
ま
で
に
整
備
さ
れ
る
の
は
四
十
年
代
後
半
に
な

っ
て
か
ら
で
す
ね
。
私
自
身
統
制
時
代
が
終
わ
る
頃
に
も
っ
と

金
融
政
策
と
か
金
融
シ
ス
テ
ム
と
い
っ
た
こ
と
を
勉
強
し
て
お

く
べ
き
だ
っ
た
と
後
悔
し
て
い
ま
す
。

■
炭
鉱
の
国
家
管
理

伊
藤
　
石
炭
と
い
う
と
わ
れ
わ
れ
が
す
ぐ
に
思
い
出
す
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

片
山
内
閣
の
炭
鉱
国
管
の
問
題
で
す
。
こ
れ
は
何
か
影
響
は

あ
っ
た
ん
で
す
か
。

宮
暗
　
そ
れ
は
私
ど
も
［
三
炭
課
］
で
は
あ
ま
り
議
論
し
な
い

で
、
石
炭
生
産
課
と
い
う
と
こ
ろ
で
ず
い
ぶ
ん
議
論
し
ま
し
た
。

や
は
り
、
石
炭
生
産
は
国
家
管
理
じ
ゃ
な
い
と
駄
目
だ
と
。
特

に
生
産
を
促
進
す
る
た
め
に
資
金
の
統
制
を
や
っ
て
い
ま
し
た

か
ら
、
復
興
金
融
金
庫
を
通
じ
て
重
点
的
に
石
炭
に
資
金
を
天

骨
4
1
社
会
党
内
閣
で
あ
る
片
山
内
閣
は

炭
鉱
国
有
化
を
主
要
施
策
と
し
て
提

唱
し
て
い
た
。
炭
鉱
の
多
く
が
政
府

資
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
石
炭
増
産
を
急
速
に
実
現
す

る
た
め
の
臨
時
措
置
（
三
年
間
の
時

限
立
法
）
と
し
て
国
家
が
炭
鉱
を
管

理
す
る
法
律
、
臨
時
石
炭
鉱
業
管
理

法
は
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）
年
十

二
月
二
〇
日
、
公
布
さ
れ
た
。
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す
。
そ
れ
か
ら
炭
鉱
労
働
者
の
た
め
に
、
地
下
足
袋
だ
と
か
米

な
ど
の
生
活
物
資
、
こ
れ
も
優
先
的
に
配
給
す
る
と
い
う
出
動

計
画
で
あ
っ
た
わ
け
だ
か
ら
、
そ
こ
ま
で
行
く
な
ら
ば
国
管
が

有
効
だ
と
い
う
の
は
、
理
論
と
し
て
は
あ
り
得
た
わ
け
で
す
ね
。

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
長
く
統
制
を
や
る
の
で
は
な
く
て
、
あ

る
程
度
の
段
階
に
な
れ
ば
、
自
由
経
済
的
な
も
の
に
も
つ
て
い

く
と
い
う
頭
は
、
社
会
党
の
人
に
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。

全
部
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、
片
山
さ
ん
は
そ
う
い

う
こ
と
を
言
っ
て
お
ら
れ
る
ん
で
す
。
「
こ
う
い
う
ぎ
ち
ぎ
ち

の
統
制
経
済
を
い
つ
ま
で
も
続
け
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
い
う

こ
と
は
、
き
ち
ん
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
ね
。

中
村
　
社
会
党
の
中
も
考
え
方
に
幅
が
非
常
に
あ
っ
て
、
い
わ

ゆ
る
右
派
の
方
は
一
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
4
2

宮
崎
　
西
尾
（
末
広
）
さ
ん
の
方
は
全
然
そ
う
い
う
国
家
管

理
的
な
も
の
に
す
る
と
い
う
頭
が
な
か
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

森
　
も
と
も
と
炭
鉱
国
管
法
は
三
年
の
時
限
立
法
だ
と
書
い
て

　
　
管
4
3

あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
は
片
山
首
相
が
そ
う
い
っ
た
お
考

え
だ
っ
た
か
ら
で
す
か
。

伊
藤
　
そ
う
で
も
し
な
け
れ
ば
国
会
に
出
せ
な
い
ん
で
す
ね
。

宮
崎
　
片
山
さ
ん
だ
か
ら
、
で
は
な
い
で
し
ょ
う
ね
。

中
村
　
与
党
が
過
半
数
を
持
っ
て
い
な
い
国
会
で
し
ょ
う
。
そ

こ
で
社
会
主
義
の
匂
い
の
す
る
法
律
を
出
そ
う
と
す
る
の
は

一
。宮

崎
　
出
な
い
で
す
ね
。
そ
れ
は
も
う
西
尾
さ
ん
の
と
こ
ろ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
4
4

止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
ね
。
水
谷
長
三
郎
さ
ん
と
い
う
方
が

そ
の
と
き
は
商
工
大
臣
で
し
た
け
れ
ど
、
水
谷
さ
ん
で
も
炭
鉱

国
有
ま
で
行
か
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

中
村
　
行
か
な
い
で
し
ょ
う
ね
。
あ
の
方
は
、
大
ぎ
く
左
派
と

右
派
と
い
っ
て
い
た
ん
だ
け
れ
ど
、
当
時
内
閣
に
入
っ
て
い
た

の
は
全
部
右
派
だ
か
ら
。

宮
暗
　
そ
の
右
派
の
人
た
ち
が
、
中
立
的
な
片
山
さ
ん
の
足
を

引
っ
張
る
わ
け
で
す
。

中
村
　
そ
れ
で
左
派
の
方
は
面
白
く
な
い
か
ら
、
何
か
ケ
チ
を

つ
け
て
歩
く
と
い
う
の
が
片
山
内
閣
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し

ょ
う
か
。
だ
か
ら
、
つ
ま
ら
な
い
こ
と
で
内
閣
が
つ
ぶ
れ
ち
ゃ

う
こ
と
に
な
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

伊
藤
　
安
定
本
部
も
そ
の
議
論
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る

わ
け
で
す
ね
。

宮
峙
　
え
え
。
先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、
石
炭
生
産
課
と

い
う
と
こ
ろ
は
巻
き
込
ま
れ
ま
し
た
し
、
配
炭
課
で
も
ふ
つ
う

の
課
員
は
直
接
関
与
し
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
課
長
の
佐
々
木

義
武
さ
ん
は
多
少
、
物
動
計
画
的
な
も
の
に
も
関
心
を
持
っ
て

い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
ど
う
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
、
幹
部

会
な
ど
で
い
ろ
い
ろ
議
論
は
し
て
い
ま
し
た
。
　
　
・

伊
藤
別
に
推
進
力
に
な
っ
た
り
、
応
援
団
に
な
っ
た
り
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

宮
崎
　
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
勝
問
田
さ
ん
な
ん
か

と
よ
く
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
問
題
に
対
し
て
あ
る

程
度
理
解
は
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
が
。

伊
藤
　
勝
問
田
さ
ん
は
左
派
で
す
か
ら
、
や
る
気
で
は
あ
っ
た

ん
で
し
ょ
う
ね
。

宮
暗
　
た
だ
あ
の
方
に
は
安
定
本
部
、
経
済
審
議
庁
の
中
に
は

直
接
手
足
が
い
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
専
ら
、
議
会
や
対
外
対
策
で

す
ね
。

■
賠
償
問
題
と
脇
纒
靴
の
勃
発

中
村
　
昭
和
二
十
三
年
に
な
り
ま
し
て
、
様
子
が
ず
い
ぶ
ん
変

　
穏
4
2
明
治
二
四
（
一
八
九
五
）
年
三
月
二

　
八
日
生
ま
れ
。
高
等
小
学
校
卒
業
後
、

　
労
働
運
動
に
投
じ
、
日
本
労
働
総
同
盟

　
副
会
長
な
ど
歴
任
。
昭
和
二
〇
年
十
一

　
月
社
会
党
創
建
に
参
加
、
一
＝
年
書
記

　
長
。
後
、
片
山
内
閣
の
官
房
長
官
、
芦
田

　
内
閣
の
副
総
理
を
歴
任
。
三
五
年
｝
月

　
民
主
社
会
党
（
四
五
年
か
ら
は
民
社
党
）

　
を
結
成
、
そ
の
初
代
委
員
長
に
就
任
し

　
た
。

　
。
・
4
3
　
『
経
済
企
画
庁
3
0
年
史
』
年
表
参

　
照
。

　
◎
，
姐
明
治
三
〇
（
［
八
九
七
）
年
十
一
月

　
四
日
生
ま
れ
。
京
都
帝
国
大
学
在
学
中

　
友
愛
会
に
入
り
、
大
学
卒
心
後
は
マ
ル

　
ク
ス
主
義
を
研
究
す
る
と
共
に
、
弁
護

．
，
士
と
し
て
労
働
、
農
民
運
動
を
支
援
。

　
昭
和
三
年
第
一
回
の
普
通
選
挙
で
労

　
働
農
民
党
か
ら
衆
院
議
員
に
当
選
。
戦

　
後
は
日
本
社
会
党
結
成
に
参
画
し
、
中

　
央
執
行
委
員
。
片
山
、
芦
田
内
閣
の
商

　
工
相
。

　
静
4
5
ロ
「
器
「
し
≧
＝
国
ゴ
回
雪
受
（
一
八
九

　
四
1
一
九
七
四
）
。
一
九
四
五
～
四
六

　
年
ド
イ
ツ
占
領
ア
メ
リ
カ
軍
政
府
経

　
済
部
長
と
し
て
活
躍
、
一
九
四
七
年
陸

　
軍
次
官
に
就
任
。
「
九
四
八
年
三
月
日

　
本
の
経
済
再
建
に
つ
い
て
使
節
団
を

　
率
い
て
来
日
し
た
。
帰
国
後
対
日
政
策

　
を
転
換
し
、
対
日
賠
償
額
を
大
幅
に
軽

　
減
す
る
趣
旨
の
「
ド
レ
ー
パ
ー
報
告
」

　
を
提
出
し
た
。

　
二
重
コ
コ
雪
b
8
δ
⑩
「
「
8
三
九
〇

　
四
1
　
）
一
九
四
五
年
駐
ソ
大
使
館
参

　
事
官
、
一
九
四
七
年
国
務
省
政
策
企
画

　
委
員
長
、
一
九
五
一
～
五
三
年
駐
ソ
大

　
使
を
歴
任
。
匿
名
に
よ
る
「
X
論
文
」
に

　
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
対
ソ
連
政
策
の

　
転
換
を
主
張
し
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
下

　
に
お
い
て
「
対
ソ
封
じ
込
め
」
政
策
を

　
立
案
し
た
。

　
聾
4
7
ア
メ
リ
カ
国
務
長
官
G
・
C
・
マ

　
ー
シ
ャ
ル
の
提
案
か
ら
生
じ
た
、
ヨ
ー

　
、
ロ
ッ
パ
復
興
計
画
の
こ
と
。
ア
メ
リ
カ

　
の
援
助
に
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済

　
復
興
を
助
け
る
計
画
で
あ
っ
た
。
マ
ー

　
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
自
体
は
順
調
に
実
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＼

わ
っ
て
く
る
わ
け
で
す
か
。
当
時
は
、
い
ま
思
い
出
し
ま
す
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幹
4
5

年
の
初
め
に
陸
軍
次
官
だ
っ
た
ド
レ
ー
パ
ー
と
い
う
人
が
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
管
4
6

ま
す
し
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ケ
ナ
ン
が
来
て
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒
4
7

本
に
対
し
て
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
的
な
援
助
が
入
っ
て
来

る
と
い
う
話
が
ず
い
ぶ
ん
出
て
く
る
と
き
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

実
際
に
は
あ
ま
り
入
っ
て
こ
な
い
ん
だ
け
れ
ど
、
リ
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
み
た
い
な
こ
と
で
、
そ
う
い
う
話
は
ず
い
ぶ
ん
聞
こ
え
て

く
る
。
，
そ
れ
で
芦
田
内
閣
の
時
で
す
か
ら
、
芦
田
さ
ん
も
そ
う

い
う
も
の
を
期
待
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
昭
和
二
十
三
年
の

前
半
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
の
辺
の
と
こ
ろ
で
だ
い
ぶ
変
わ

っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
は
感
じ
ら
れ
た
ん
で
し
ょ
う
か
。

宮
崎
　
一
介
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
理
屈
か
ら
言
い
ま
す
と
、
一

般
的
に
経
済
運
営
と
い
う
の
に
は
あ
ま
り
政
治
的
な
情
勢
に
左

右
さ
れ
た
く
な
い
ん
で
す
ね
。
国
内
の
政
治
情
勢
に
左
右
さ
れ

た
く
も
な
い
し
、
国
際
情
勢
に
つ
い
て
も
そ
う
な
ん
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
日
本
の
経
済
政
策
は
、
完
全
に
自
主
的
に
運
営
さ

れ
た
こ
と
は
、
今
も
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
．
私
は
思
っ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
占
領
さ
れ
た
途
端
に
、
マ
ッ
カ
ー
サ
可
総
司
令
部

の
対
日
方
針
が
あ
る
。
あ
る
い
は
そ
の
前
の
ヤ
ル
タ
会
談
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
戦
争
が
終
わ
っ
た
ら
、
日
本
軍
部
の

独
裁
じ
ゃ
な
く
て
、
国
民
の
た
め
の
経
済
に
な
っ
た
か
と
い
う

と
、
残
念
な
が
ら
そ
う
で
は
な
い
。

　
最
初
の
頃
は
そ
れ
で
も
自
由
な
経
済
社
会
を
目
指
す
と
、
い
う

こ
と
で
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
非
軍
事
化
、
民
主
化
を
中
心
に
し

た
政
策
が
採
ら
れ
た
ん
で
す
。
そ
れ
は
よ
か
っ
た
ん
で
す
が
、

実
際
問
題
と
し
て
は
も
う
二
十
三
年
頃
か
ら
冷
戦
が
始
ま
る
わ

け
で
す
ね
。
チ
ャ
ー
チ
ル
が
二
十
一
年
に
「
鉄
の
カ
ー
テ
ン
」

　
　
　
　
鱒
4
8

と
言
う
わ
け
9
で
す
。
．
そ
れ
を
追
い
か
け
て
、
ダ
レ
ス
が
い

　
　
　
　
↓
ひ
4
9

ろ
い
ろ
言
う
と
い
う
こ
と
で
「
冷
戦
」
が
始
ま
る
。
そ
う
す

る
と
日
本
の
経
済
政
策
と
い
う
の
は
、
「
西
側
の
一
員
」
と
し

て
の
経
済
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
わ
け
で
す

ね
。
そ
れ
に
よ
っ
て
自
由
で
自
主
的
な
経
済
政
策
と
い
う
の
は

ず
い
ぶ
ん
制
約
さ
れ
た
と
思
う
ん
で
す
。

　
例
え
ば
さ
っ
き
お
っ
し
ゃ
っ
た
賠
償
の
問
題
で
考
え
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
5
0

と
、
一
九
四
五
年
十
一
月
に
ポ
ー
レ
ー
報
告
と
い
う
の
が
出

る
わ
け
で
す
ね
。
こ
れ
は
厳
し
い
賠
償
を
取
り
立
て
る
と
い
う

報
告
書
な
ん
で
す
、
。
そ
れ
か
ら
四
七
年
に
ス
ト
ラ
イ
ク
・
ミ
ッ

　
　
の
の

シ
ョ
ン
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
こ
れ
も
賠
償
報
告
を
す
る
わ

け
で
す
が
、
ポ
ー
レ
ー
報
告
ほ
ど
は
厳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

や
は
の
そ
う
い
う
も
の
が
あ
る
。
四
八
年
に
入
る
と
そ
れ
が
ず

い
ぶ
ん
変
わ
っ
て
く
る
。
・
四
八
年
の
初
め
に
、
ロ
イ
ヤ
ル
国
務

　
骨
5
2

長
官
の
「
日
本
は
西
側
の
陣
営
と
し
て
」
云
々
と
い
う
宣
言

が
あ
っ
て
、
三
月
に
ス
ト
ラ
イ
ク
報
告
が
出
る
ん
で
す
。
こ
の

と
き
に
は
、
「
日
本
の
復
興
の
た
め
に
は
わ
れ
わ
れ
は
支
援
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
・
と
言
う
。
次
に
来
た
ド
レ
ー
パ
ー
報

鈴
5
3

告
と
い
う
の
は
明
ら
か
に
方
向
転
換
し
て
、
日
本
の
経
済
力
」

を
西
側
の
た
め
に
使
お
う
じ
ゃ
な
い
か
、
強
化
し
よ
う
じ
ゃ
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
、
賠
償
の
問
題
は
出
て
こ
な
い
ん
で
す
ね
。

　
そ
れ
か
ら
こ
れ
は
賠
償
と
直
接
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ヤ
ン

　
　
↓
距
5
4

グ
報
告
が
出
て
、
一
本
の
為
替
レ
ー
ト
を
設
定
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
だ
い
た
い
ア
メ
リ
カ
の
．
経
済
政
策
の
一
環
と
し
て
日

本
は
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
形
に
実
際
は
な

っ
て
く
る
わ
け
で
す
ね
。
だ
か
ら
社
会
党
の
影
響
も
弱
く
な
る

と
い
う
こ
と
だ
し
、
経
済
安
定
本
部
が
や
っ
て
い
る
仕
事
も
、

そ
れ
に
よ
っ
て
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
て
く
る
わ
け
で
す
ね
。

　
最
初
の
経
済
安
定
本
部
の
時
に
は
傾
斜
生
産
中
心
で
、
と
に

か
く
復
興
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
も
一
番
当
初
は
、
日

本
経
済
は
民
主
化
と
非
軍
事
化
と
い
う
こ
と
で
枠
組
み
が
で

　
施
さ
れ
た
が
、
他
面
に
お
い
、
て
、
東
西

　
間
の
込
、
7
戦
構
造
を
一
層
強
化
す
る
こ

　
と
と
も
な
っ
た
。

　
静
4
8
昭
和
二
一
（
一
九
四
六
）
年
三
月
五

　
日
、
米
ミ
ズ
ー
リ
州
フ
ル
ト
ン
の
ウ
エ
．

　
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
大
学
で
の
演
説
に

　
お
け
る
「
バ
ル
ト
海
の
シ
ュ
テ
ッ
チ
ン

　
か
ら
ア
ド
リ
ア
海
の
ト
リ
エ
ス
テ
ま

　
で
鉄
の
カ
ー
テ
ン
が
降
り
て
い
る
」
と

　
い
う
「
節
。
ソ
連
邦
及
び
旧
東
欧
諸
国

　
で
形
成
す
る
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
加
盟

諸
国
と
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
間
を

　
堅
牢
な
鉄
の
カ
ー
テ
ン
が
隔
て
て
い

　
る
と
の
認
識
、
東
西
間
が
冷
戦
状
態
に

、
あ
る
と
い
う
見
解
を
示
し
た
。

→レ

帥
W
ョ
ン
・
F
・
ダ
レ
ス
国
務
長
官

　
は
対
ソ
強
硬
姿
勢
を
示
し
、
「
大
量
報

復
戦
略
（
共
産
主
義
に
よ
る
侵
略
に
は
、

核
を
も
用
い
た
上
で
の
大
規
模
な
反

撃
を
辞
さ
な
い
）
」
や
「
瀬
戸
際
政
策
」

等
、
数
々
の
戦
闘
的
な
言
辞
に
よ
っ
て

．
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

・レ

T0

ｳ
確
に
は
、
昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）

、
年
十
二
月
六
日
に
発
表
さ
れ
た
「
対
日

賠
償
に
関
す
る
ポ
、
ー
レ
ー
中
間
案
」
。

日
本
の
戦
力
を
破
砕
す
る
た
め
、
主
要

産
業
部
門
の
半
分
が
賠
償
指
定
を
受

け
、
鉄
鋼
生
産
許
容
能
力
を
一
九
三
〇

年
と
同
一
水
準
の
年
産
二
五
〇
万
下

ン
に
抑
え
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

静
5
ー
ア
メ
リ
カ
陸
軍
省
の
意
向
を
受
け

た
ス
墨
ラ
イ
タ
賠
償
調
査
団
は
、
ポ
ー

レ
ー
案
の
中
止
、
純
軍
事
施
設
以
外
の

　
一
般
工
業
部
門
の
撤
去
を
大
幅
に
緩

和
し
た
賠
償
案
を
立
案
し
た
。

。・

T2

ｳ
確
に
は
陸
軍
長
官
。
昭
和
二
三

（「

緕
l
八
）
年
一
月
六
日
、
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
に
お
い
て
、
ロ
イ
ヤ
ル
陸
軍

長
官
は
「
日
本
の
占
領
目
的
を
、
非
軍

事
化
か
ら
反
共
防
壁
に
転
換
す
べ
き

だ
」
と
演
説
し
た
。

骨
5
3
こ
の
章
、
註
四
五
参
照
。

．，

T4

喆
ﾄ
間
の
為
替
レ
ー
ト
を
、
複
数

為
替
レ
ー
ト
制
か
ら
、
「
ド
ル
ー
1
三
〇

〇
円
の
単
一
為
替
レ
ー
ト
に
設
定
す

べ
き
と
し
た
報
告
。
た
だ
し
G
H
Q
か

ら
の
要
請
で
公
表
は
さ
れ
ず
。
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r

き
、
そ
の
中
で
傾
斜
生
産
も
始
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ

れ
が
だ
ん
だ
ん
冷
戦
体
制
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
く
る
。
そ
れ

か
ら
財
政
金
融
政
策
の
影
響
が
強
ま
っ
て
来
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
と
、
統
制
経
済
的
な
も
の
で
は
な
く
て
中
期
的
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
求
め
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
中
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
、
昭

和
三
十
年
ま
で
の
問
に
い
ろ
い
ろ
な
名
称
で
生
ま
れ
て
く
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
あ

「
昭
和
三
十
二
年
経
済
表
」
と
か
「
岡
野
構
想
」
と
か
一
風
変

っ
た
名
前
の
作
業
が
い
く
つ
か
あ
る
ん
で
す
。
私
も
二
十
五
年

に
は
計
画
の
仕
事
に
移
っ
て
や
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
み
ん

な
「
ア
メ
リ
カ
経
済
と
一
体
で
考
え
る
」
と
ど
う
な
る
か
乏
い

う
性
格
の
も
の
で
し
た
。

　
一
番
ひ
ど
い
の
は
、
「
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
作
業
」
と
い
い
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

て
、
外
に
は
出
な
か
っ
た
ん
で
す
が
「
B
資
料
」
な
ん
て
い

う
作
業
が
あ
る
ん
で
す
。
こ
れ
は
日
本
の
工
業
生
産
設
備
を
フ

ル
稼
働
さ
せ
た
ら
、
ど
れ
く
ら
い
能
力
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と

を
基
礎
に
す
る
わ
け
で
す
。
フ
ル
稼
働
さ
せ
る
た
め
に
、
資
金

の
動
員
が
ど
れ
ぐ
ら
い
で
き
る
か
、
日
本
で
そ
の
資
金
を
用
意

で
き
る
か
、
ア
メ
リ
カ
が
そ
れ
を
支
援
で
き
る
か
、
動
員
さ
せ

た
ら
生
産
設
備
は
こ
れ
ぐ
ら
い
動
か
せ
・
る
。
た
だ
し
そ
の
と
き

に
は
海
外
の
原
料
が
こ
れ
ぐ
ら
い
必
要
で
、
そ
の
原
料
は
ア
メ

リ
カ
が
面
倒
を
見
て
も
ら
う
、
そ
う
い
う
計
画
に
な
る
ん
で
す

ね
。　

だ
か
ら
、
物
動
計
画
プ
ラ
ス
「
ア
メ
リ
カ
の
支
援
計
画
」
的

な
も
の
に
な
る
わ
け
で
す
ね
。
本
格
的
に
自
立
的
に
と
考
え
る

の
は
、
鳩
山
内
閣
の
時
に
、
文
字
通
り
「
経
済
自
立
五
ヶ
年
計

画
」
が
で
き
た
と
き
か
ら
な
ん
で
す
ね
。
も
っ
と
も
鳩
山
内
閣

以
降
も
、
西
側
の
一
員
と
い
う
の
は
全
然
変
わ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

そ
う
い
う
性
格
は
今
で
も
ず
っ
と
続
い
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
う
か
。

■
石
炭
の
割
り
当
て
と
進
駐
軍

伊
藤
　
ま
た
元
に
戻
り
ま
す
が
、
配
合
課
で
石
炭
を
配
分
す
る

場
合
に
、
戦
前
で
す
と
A
、
B
、
C
で
、
陸
軍
、
海
軍
、
そ
し

て
民
間
と
あ
り
ま
し
た
が
、
米
軍
に
対
す
る
割
当
て
と
い
う
の

は
あ
る
わ
け
で
す
か
。

宮
山
　
　
「
進
駐
軍
」
用
と
い
う
枠
が
分
類
表
の
一
番
最
初
に
あ

り
ま
し
た
。

伊
藤
　
や
っ
ぱ
り
そ
れ
が
A
で
す
か
。

宮
崎
　
最
優
先
の
A
で
す
。
そ
れ
か
ら
あ
と
は
、
傾
斜
生
産
に

貢
献
す
る
順
序
で
し
ょ
う
か
。
石
炭
部
門
は
石
炭
で
自
家
発
な

ん
か
や
り
ま
す
か
ら
、
生
産
さ
れ
た
う
ち
の
こ
れ
こ
れ
は
炭
鉱

で
使
い
な
さ
い
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。
進
駐
軍
の
枠
、
石
炭
部

門
向
け
の
配
炭
、
そ
れ
か
ら
次
が
鉄
鋼
業
、
鉄
道
、
海
運
、
そ

れ
か
ら
化
学
工
業
。
化
学
工
業
と
い
う
よ
り
化
学
肥
料
で
す
ね
。

そ
こ
ま
で
が
重
点
部
門
な
ん
で
す
ね
。

伊
藤
　
肥
料
の
生
産
と
い
う
の
は
非
常
に
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
で

す
ね
。

宮
漏
　
非
常
に
大
き
か
っ
た
で
す
。
硫
安
の
生
産
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
鱒
5
7

伊
藤
　
昭
和
電
工
で
す
ね
。

中
村
　
そ
の
時
分
は
お
米
が
足
り
な
い
か
ら
、
化
学
肥
料
は
大

変
な
重
大
産
業
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
輸
送
と
電
力
と
鉄
鋼
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
｝
5
8

の
次
に
肥
料
で
し
ょ
う
か
ね
。

伊
藤
　
米
軍
の
ウ
ェ
イ
ト
と
い
う
の
も
か
な
り
大
き
か
っ
た
ん

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

宮
暗
　
軍
用
は
別
と
し
て
一
般
用
の
需
要
、
主
と
し
て
家
庭
用

で
す
が
、
そ
う
で
も
な
い
で
す
ね
。
優
先
確
保
で
す
が
、
量
的

に
は
鉄
鋼
業
よ
り
少
な
い
。

骨
5
5
経
済
審
議
庁
が
作
成
し
た
、
中
期

的
経
済
政
策
プ
ラ
ン
の
こ
と
。
昭
和

一一

ｵ
年
度
を
出
発
点
と
し
て
、
五
年

後
の
昭
和
三
二
年
度
に
如
何
な
る
経

済
構
図
を
持
つ
べ
き
か
と
い
う
こ
と

を
示
し
た
。

静
5
6
こ
の
章
、
註
三
七
参
照
。

・・

T7

ｺ
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
六
月

一
日
、
日
本
電
気
工
業
（
株
）
と
昭

和
肥
料
（
株
）
の
合
併
に
よ
り
誕
生
。

昭
和
肥
料
川
崎
工
場
で
昭
和
六
年
、

国
産
技
術
に
よ
る
硫
安
の
工
業
生
産

化
が
初
め
て
成
功
、
以
降
同
社
は
日

本
の
硫
安
生
産
の
中
心
的
存
在
と
な

っ
て
い
た
。

管
5
8
表
一
参
照
。
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中
村
　
た
だ
や
っ
ぱ
り
贅
沢
な
要
求
が
来
る
ん
で
し
ょ
う
。

宮
暗
　
「
か
ま
ぼ
こ
住
宅
」
み
た
い
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

今
の
外
務
省
辺
り
に
あ
っ
て
、
暖
房
な
ん
か
当
時
の
わ
れ
わ
れ

か
ら
見
る
と
羨
ま
し
い
か
ぎ
り
で
し
た
。
査
定
な
ど
し
な
か
っ

た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

伊
藤
　
参
議
院
議
長
の
公
邸
と
か
、
あ
の
辺
に
も
ず
い
ぶ
ん

「
か
ま
ぼ
こ
」
住
宅
が
あ
り
ま
し
た
し
、
今
の
最
高
裁
の
と
こ

ろ
も
そ
う
で
す
ね
。
モ
ー
タ
ー
プ
ー
ル
と
か
あ
り
ま
し
た
ね
。

宮
崎
　
掘
っ
建
て
小
屋
で
す
け
れ
ど
も
、
洒
落
て
い
ま
し
た
ね
。

中
村
　
家
族
を
連
れ
て
き
て
い
る
か
ら
、
中
は
ア
メ
リ
カ
の
基

準
で
贅
沢
に
で
き
て
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。

宮
崎
、
電
気
も
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
ま
す
し
ね
。
私
も
ち
ょ
っ
と

覚
え
て
い
る
ん
で
す
が
、
優
先
順
位
の
中
で
、
進
駐
軍
用
の
中

に
進
駐
軍
家
庭
の
暖
房
用
炭
と
い
う
枠
が
あ
る
ん
で
す
。
そ
れ

と
は
別
に
文
部
省
の
枠
で
す
け
れ
ど
、
そ
の
中
に
”
聖
心
女
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
の

院
”
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
そ
こ
は
特
殊
な
学
校
で

す
ね
。
そ
の
聖
心
女
学
院
だ
け
の
配
炭
、
せ
い
ぜ
い
二
～
ミ
ト

ン
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
司
令
部
に
行
っ
て
O
K
の
サ

イ
ン
を
も
ち
っ
た
と
い
う
記
憶
が
あ
り
ま
す
よ
。

伊
藤
　
な
ん
で
そ
Y
つ
い
う
こ
と
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
か
ら
で
す
か
ね
。

宮
暗
　
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
で
す
ね
。

中
村
　
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
は
聖
心
だ
け
じ
ゃ
な
い
で
す

け
れ
ど
ね
（
笑
い
）
。

伊
藤
　
ア
メ
リ
カ
系
な
ん
で
し
ょ
う
。

中
村
　
よ
く
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
東
京
の
中
で
も
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
ス
ク
ー
ル
と
い
う
の
は
ず
い
ぶ
ん
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
・

宮
崎
　
あ
と
、
直
接
私
が
司
令
部
に
陳
情
に
い
く
と
か
、
そ
う

い
う
書
類
を
持
っ
て
い
っ
て
サ
イ
ン
を
も
ら
い
に
行
っ
た
と
い

う
の
は
あ
ま
り
記
憶
が
な
い
で
す
ね
。
あ
る
時
日
本
の
理
化
学

　
　
　
軸
6
0

研
究
所
の
先
生
方
が
陳
情
に
来
ら
れ
ま
し
た
ね
。
課
長
補
佐

に
、
こ
う
い
う
陳
情
が
私
の
と
こ
ろ
に
来
て
い
ま
す
が
ど
う
で

し
ょ
う
か
、
と
言
っ
た
ら
、
そ
ん
な
の
は
不
要
不
急
だ
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
や
　

そ
れ
で
仁
科
さ
ん
だ
っ
た
か
な
、
い
ろ
い
ろ
説
明
を
受
け
た

ん
で
す
が
、
技
術
的
な
こ
と
で
私
に
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
で

も
何
度
か
上
司
と
相
談
し
て
、
そ
れ
も
司
令
部
で
O
K
し
て
も

ら
っ
た
と
い
う
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

進
駐
軍
が
」
一
番
優
先
的
で
、
そ
れ
か
ら
傾
斜
生
産
に
関
連
す
る

部
門
が
あ
っ
て
、
そ
の
他
産
業
と
か
い
う
の
は
、
ま
っ
た
く
残

り
も
の
み
た
い
な
も
の
で
、
ま
し
て
日
本
人
の
一
般
家
庭
用
暖

房
と
い
う
の
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
北
海
道
暖
房
だ
け
は
割

．
当
て
が
あ
る
ん
で
す
が
、
そ
れ
以
外
は
暖
房
黒
炭
は
な
か
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。
病
院
用
と
い
う
の
が
少
し
あ
り
ま
し

た
け
ど
。

■
統
制
と
陳
情

伊
藤
　
や
っ
ぱ
り
ず
い
ぶ
ん
闇
も
あ
っ
た
ん
で
し
一
よ
う
ね
。

宮
造
　
そ
れ
は
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
亜
炭
で
も
闇
が
あ
っ
た
ん

で
す
ね
。
悪
い
こ
と
を
し
た
人
も
ず
い
ぶ
ん
い
た
ん
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。

伊
藤
　
危
な
い
職
場
で
も
あ
り
ま
す
ね
。
絶
え
ず
誘
惑
が
あ
る
。

宮
崎
　
そ
う
な
ん
で
す
よ
。
掘
っ
た
山
か
ら
出
た
石
炭
を
ま
ず

自
分
の
と
こ
ろ
に
回
し
て
く
れ
と
い
う
陳
情
は
配
炭
公
団
に
も

あ
る
わ
け
で
す
ね
。
輸
送
計
画
は
配
炭
公
団
が
や
る
わ
け
で
す

か
ら
。
そ
の
辺
で
や
っ
て
い
る
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
が
あ
る
で
し
ょ

う
ね
。
そ
れ
は
監
査
局
が
目
を
光
ら
せ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

　
そ
れ
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
私
な
ん
か
あ
ま
り
陳

静
5
9
聖
心
女
学
院
は
、
女
子
教
育
を
理

念
に
掲
げ
た
パ
リ
発
祥
の
カ
ト
リ
ッ
、

ク
女
子
修
道
会
「
聖
心
会
」
を
母
体

と
し
、
一
九
一
五
年
に
四
国
の
修
道

女
を
中
心
に
高
等
専
門
学
校
と
し
て

開
校
。
そ
の
後
の
学
制
改
革
に
よ
り

日
本
初
の
新
制
女
子
大
学
と
し
て
改

組
さ
れ
た
。

静
6
0
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
、
科
学

技
術
に
関
す
る
試
験
研
究
及
び
成
果

の
普
及
を
目
的
と
し
て
創
設
さ
れ
た
。

三
代
目
所
長
大
河
内
正
敏
に
よ
り
産

学
複
合
体
「
理
研
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
」

へ
と
発
展
。
戦
後
、
昭
和
三
三
（
【

．
九
五
八
）
年
に
、
科
学
技
術
庁
所
管

の
特
殊
法
人
と
し
て
再
発
足
し
た
。

骨
6
1
仁
科
芳
雄
。
明
治
二
三
（
一
八
九

〇
）
年
十
二
月
六
日
生
ま
れ
つ
原
子
、

物
理
学
者
。
昭
和
三
（
一
九
二
八
）

年
X
線
の
自
由
電
子
に
よ
る
散
乱
断

面
積
を
計
算
す
る
「
ク
ラ
イ
ン
ー
－
仁
科

の
公
式
」
を
発
表
。
六
年
理
研
内
に

仁
科
研
究
室
を
創
設
し
、
朝
永
振
一

郎
、
湯
川
秀
樹
ら
量
子
力
学
、
原
子

核
、
宇
宙
線
研
究
者
を
育
て
た
。
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情
と
い
う
の
は
受
け
た
こ
と
は
な
い
し
、
ま
し
て
一
席
設
け
て

な
ん
て
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
ど
う
も
え
ら
い
人

た
ち
は
、
あ
之
か
ら
考
え
る
と
、
夜
な
夜
な
ど
こ
か
へ
行
．
っ
て

い
た
、
と
い
う
感
じ
が
す
る
ん
で
す
（
笑
い
）
。

伊
藤
　
そ
れ
は
十
分
あ
り
得
る
こ
と
で
す
ね
。

宮
崎
　
あ
り
得
ま
す
。
全
然
な
い
と
い
っ
た
ら
嘘
に
な
る
で
し

ょ
う
。
た
ま
に
、
私
も
夜
出
席
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
管
6
2

紀
尾
井
ホ
ー
ル
が
あ
る
と
こ
ろ
に
八
幡
製
鉄
の
寮
が
あ
り
ま

し
て
、
豪
勢
な
寮
で
し
た
。
説
明
会
と
い
う
こ
と
で
、
一
応
資

料
で
、
石
炭
と
は
と
か
、
鉄
と
は
と
か
い
ろ
い
ろ
議
論
を
し
た

あ
と
で
、
ご
苦
労
さ
ん
で
し
た
と
い
う
こ
と
で
食
事
を
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
女
性
が
同
席
し
た
と
か
、
御
土
産
つ

き
と
い
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
は

も
っ
と
上
で
は
だ
い
ぶ
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
わ

か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

中
村
　
ち
ょ
う
ど
二
十
三
年
に
昭
電
事
件
と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
、
配
炭
課
に
は
直
接
関
係
あ
り
ま
せ
ん
け

れ
ど
。

宮
暗
　
関
係
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
化
学
肥
料
で
し
た
か
ら
関

心
は
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
石
炭
使
用
の
デ
ー
タ
な
ど
作
り
ま
し

た
が
、
事
件
と
の
関
係
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
動
力
局
で
は
仕
事

は
み
ん
な
真
面
目
に
や
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
ね
。
み
ん
な
仲

良
く
や
っ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
、
た
だ
外
部
か
ら
み
れ
ば
、
官

僚
的
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
割
当
権
、
配
給
権
を
持
っ

て
い
ま
し
た
か
ら
、
そ
れ
は
威
張
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
課
長
補

佐
の
石
井
秀
平
さ
ん
と
い
う
方
が
非
常
に
い
い
人
で
、
私
な
ん

か
新
入
生
だ
か
ら
、
仕
事
以
外
で
も
い
い
意
味
で
い
ろ
い
ろ
教

育
を
し
て
く
れ
た
ん
で
す
。
た
だ
、
業
界
と
か
配
炭
公
団
の
、

そ
う
い
う
説
明
会
に
行
き
ま
す
ね
。
課
長
が
い
る
と
き
は
課
長

が
座
っ
て
、
そ
の
横
に
石
井
さ
ん
が
い
て
馬
そ
れ
か
ら
ず
っ
と

並
ぶ
わ
け
で
す
ね
。
私
は
新
入
生
だ
か
ら
遠
慮
し
て
隅
っ
こ
に

座
っ
て
い
た
ら
、
「
こ
っ
ち
に
来
な
さ
い
、
あ
な
た
は
私
の
部

下
で
キ
ャ
リ
ア
な
ん
だ
か
ら
、
隣
に
座
り
な
さ
い
」
と
い
う
。

つ
ま
り
そ
う
い
う
し
き
た
り
と
い
い
ま
す
か
、
官
僚
的
な
し
き

た
り
が
安
定
本
部
で
も
あ
り
ま
し
た
。
民
主
的
で
自
由
な
役
所

だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
ね
。

■
国
論
課
の
雰
囲
気

伊
藤
　
そ
れ
で
も
ほ
か
の
役
所
と
は
ち
ょ
っ
と
違
っ
た
雰
囲
気

な
ん
で
し
ょ
う
か
。

宮
崎
　
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
仕
事
そ
の
も
の
は
事
務
的
に
や

る
ん
で
す
が
、
．
下
煮
課
で
も
理
論
的
な
問
題
と
か
、
そ
う
い
う

問
題
は
か
な
り
議
論
し
ま
し
た
ね
。
調
査
課
な
ん
て
い
う
の
は
、

先
生
方
の
ご
指
導
を
受
け
て
い
ろ
い
ろ
や
る
わ
け
で
す
が
、
配

炭
課
は
配
炭
の
技
術
を
先
生
か
ら
学
ぼ
う
な
ん
て
い
う
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
い
わ
け
で
す
。
で
す
け
れ
ど
も
、
お
前
こ
れ
を
読

め
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
ね
。
佐
々
木
さ
ん
と

い
う
課
長
は
満
州
で
し
た
か
ね
。

森
　
そ
う
で
す
ね
。
満
鉄
の
調
査
部
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。

宮
暗
　
彼
は
多
少
社
会
主
義
的
な
こ
と
に
関
心
が
あ
っ
た
。
私

が
一
番
最
初
に
会
っ
て
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
言
っ

た
と
き
に
、
「
お
う
、
よ
く
来
た
。
君
は
経
済
学
部
だ
ろ
う
。

ど
う
い
う
本
を
読
ん
で
い
元
。
暇
が
あ
っ
た
ら
ち
ゃ
ん
と
『
資

本
論
』
も
読
ん
で
お
き
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
（
笑
い
）
。

そ
う
い
う
、
な
ん
と
な
し
に
勉
強
し
て
み
よ
う
と
い
う
雰
囲
気

は
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
ね
。
仕
事
が
済
ん
だ
ら
、
稲
葉
さ
ん
が

作
っ
て
い
る
よ
う
な
勉
強
会
と
か
、
い
ろ
い
ろ
理
論
的
な
も
の

管
6
2
新
日
鐵
紀
尾
井
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の

中
に
あ
る
ホ
ー
ル
。
昭
和
二
五
（
一

九
五
〇
）
年
に
日
本
製
鐵
は
八
幡
製

鐵
と
富
士
製
鐵
に
分
割
さ
れ
た
が
、

同
四
五
（
一
九
七
〇
）
年
に
再
び
統

合
し
て
新
日
本
製
鐵
が
誕
生
し
た
。

●，

U3

ｺ
和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
、
昭

和
電
工
社
長
・
日
野
原
節
三
が
復
興

金
融
公
庫
か
ら
融
資
を
受
け
る
た
め
、

政
官
界
に
対
し
贈
賄
を
行
っ
た
と
さ

れ
る
事
件
。
芦
田
均
首
相
、
西
尾
末

広
副
総
理
（
社
会
党
）
、
栗
栖
赴
夫
経

済
安
定
本
部
長
官
（
民
主
党
）
大
野

伴
睦
（
自
由
党
）
ら
が
逮
捕
さ
れ
、

こ
の
結
果
芦
田
連
立
内
閣
は
崩
壊
す

る
事
と
な
っ
た
。

骨
6
4
正
式
名
称
は
『
現
代
日
本
産
業
講
‘

座
」
で
あ
り
、
昭
和
三
四
（
「
九
五

九
）
年
か
ら
翌
四
〇
年
に
わ
た
り
、

岩
波
書
店
よ
り
刊
行
さ
れ
た
（
全
八

巻
）
。聾

6
5
大
正
五
（
一
九
「
六
）
年
七
月
二

七
日
生
ま
れ
。
東
京
工
業
大
学
電
気

化
学
科
卒
業
後
、
総
理
府
技
官
、
経

済
企
画
庁
経
済
研
究
所
所
長
等
を
経

て
、
昭
和
四
一
一
年
東
京
工
業
大
学
社

会
工
学
科
教
授
。
六
三
年
～
平
成
六

年
東
京
情
報
大
学
学
長
。
兄
に
林
健

太
郎
（
元
東
大
総
長
）
、
二
男
に
林
望

（
作
家
）
が
い
る
。

。ひ

U6

ｺ
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
十
二

月
、
稲
葉
秀
三
ら
に
よ
っ
て
設
立
さ

れ
た
、
民
間
経
済
研
究
の
シ
ン
ク
タ

ン
ク
。

・・

U7

寛
梔
ｺ
に
お
け
る
石
炭
の
生
産
・

分
配
の
統
制
の
た
め
、
昭
和
十
六

（一

緕
l
一
）
年
十
月
一
一
六
日
設
置
。
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を
学
ぶ
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に
有
沢
（
広
巳
）
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ

生
が
岩
波
書
店
で
産
業
講
座
を
お
作
り
に
な
っ
た
ん
で
す
が
。

中
村
　
そ
れ
は
だ
い
ぶ
後
で
す
ね
。

宮
崎
「
だ
い
ぶ
後
で
す
が
、
そ
の
母
体
み
た
い
な
も
の
が
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
｝
6
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒
6
6

ま
し
て
、
林
雄
二
郎
さ
ん
や
国
民
経
済
研
究
会
・
の
人
々
が
そ

の
勉
強
会
な
ん
か
に
も
出
て
い
ま
し
た
。
湯
島
の
聖
堂
で
よ
く

議
論
し
ま
し
た
。
む
か
し
「
風
邪
を
引
い
た
」
と
い
う
こ
と
が
、

そ
う
い
う
と
き
に
役
に
立
ち
ま
し
た
。
炭
労
の
人
と
か
勇
ま
し

い
人
が
入
っ
て
来
て
も
、
議
論
が
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
な
か

っ
た
よ
う
な
感
じ
が
す
る
ん
で
す
ね
。

伊
藤
　
こ
の
前
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
配
炭
公
団
も
そ
う
と

う
組
合
が
強
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
や
は
り
共
産
系
で

す
か
。

宮
暗
　
共
産
系
が
多
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。
私
が
知

っ
て
い
る
配
炭
公
団
の
中
に
は
、
か
な
り
の
幹
部
で
も
共
産
党

で
は
な
い
か
、
と
い
う
人
が
い
ま
し
た
ね
。
別
に
仕
事
上
差
し

仕
え
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
仕
事
は

き
ち
ん
と
し
て
い
た
。

伊
藤
　
だ
い
た
い
そ
う
い
う
人
た
ち
は
イ
ン
テ
リ
な
ん
で
す

‘
か
。

宮
暗
　
イ
ン
テ
リ
で
す
。
非
常
に
イ
ン
テ
リ
で
す
。

伊
藤
　
炭
坑
夫
と
か
そ
う
い
う
人
で
は
一
。

宮
崎
　
炭
労
の
人
は
も
ち
ろ
ん
ヤ
マ
で
働
い
て
い
る
人
が
多
い

「
ん
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、
配
炭
公
団
な
ん
か
は
、
完
全
に
背
広
を

着
た
イ
ン
テ
リ
で
す
ね
。

中
村
　
戦
前
、
石
炭
会
社
あ
た
り
に
い
た
人
が
、
統
制
会
社
に

入
っ
て
。

宮
崎
　
石
炭
協
会
と
か
、
そ
う
い
ヶ
と
こ
ろ
で
す
ね
。

中
村
　
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
ら
配
炭
公
団
に
来
る
と
い
う
コ
ー

ス
が
当
時
は
あ
っ
だ
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

　
　
　
　
　
　
　
　
穏
6
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

伊
藤
　
石
炭
統
制
会
と
か
。

中
村
　
統
制
会
社
と
か
統
制
会
と
か
、
、
そ
う
い
う
も
の
が
あ
る

け
れ
ど
、
結
局
統
制
会
で
も
各
石
炭
会
社
あ
る
い
は
石
炭
協
会

あ
た
り
の
人
が
流
れ
込
ん
で
い
く
わ
け
だ
か
ら
。

宮
崎
　
そ
う
で
す
ね
つ
だ
か
ら
ヤ
マ
出
身
の
人
は
、
現
実
的
な

ス
ト
ラ
イ
キ
と
か
そ
う
い
う
運
動
を
や
り
ま
す
が
、
そ
う
で
な

い
党
員
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
人
も
い
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
」

う
い
う
人
た
ち
は
議
論
し
て
い
る
と
山
田
盛
太
郎
さ
脳
6
，
は
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
ひ
6
9

う
の
こ
う
の
と
か
、
大
内
（
兵
衛
）
さ
ん
は
こ
う
い
っ
た
と

か
、
そ
う
い
う
話
を
ち
ゃ
ん
と
す
る
わ
け
で
す
ね
。
暫
く
あ
と

で
、
向
坂
（
逸
郎
）
さ
ん
の
指
導
を
受
け
る
よ
う
な
人
で
す
ね
。

伊
藤
　
こ
う
い
う
経
済
官
庁
で
、
中
で
い
ろ
い
ろ
議
論
を
す
る

と
い
う
の
は
、
企
画
院
以
来
の
伝
統
み
た
い
な
感
じ
が
し
ま
す

ね
。宮

殿
　
経
済
安
定
本
部
の
中
で
は
、
生
産
局
と
か
動
力
局
は
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
現
場
的
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
議
論
は
理
論

的
に
深
入
り
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
調
査
局
は
理
論
的
に
取

上
げ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
も
、
ま
だ
調
査
と
か
分
析
関

係
で
は
、
物
動
計
画
の
影
響
が
非
常
に
強
い
感
じ
で
し
た
。
国

民
所
得
統
計
と
い
う
の
が
正
式
に
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
れ

の
は
一
九
四
八
年
で
す
か
ね
。
そ
れ
ま
で
は
国
民
所
得
調
査

お
れ

室
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
デ
ー
タ
を
作
っ
て
い
ま

し
た
が
、
実
際
に
並
み
た
い
な
形
で
成
長
率
だ
と
か
、
各
需
要

項
目
が
計
算
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
し

か
し
、
所
得
統
計
が
整
備
さ
れ
る
に
つ
れ
て
安
定
本
部
あ
る
い

は
経
企
庁
で
は
い
わ
ゆ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
争
的
な
も
の
は
影

を
ひ
そ
め
ま
し
た
ね
。

敗
戦
に
よ
り
解
体
さ
れ
、
日
本
石
炭

鉱
業
会
を
経
て
、
石
炭
の
一
手
買
い

取
り
｝
手
販
売
を
行
ヶ
公
的
機
関
と

し
て
の
配
意
公
団
と
な
る
（
昭
和
二

四
年
廃
止
）
。

静
6
8
明
治
三
〇
（
「
八
九
七
）
年
一
月

二
九
日
生
ま
れ
。
理
論
経
済
学
者
。

大
正
十
四
年
東
京
帝
大
経
済
学
部
助

教
授
に
な
る
も
、
昭
和
五
年
共
産
党

シ
ン
パ
事
件
に
関
連
し
て
大
学
を
去

る
。
『
日
本
画
本
主
義
分
析
」
の
著
者
。

い
わ
ゆ
る
「
講
座
派
」
の
理
論
的
代

表
者
と
い
わ
れ
、
労
農
派
と
対
立
し

た
。
戦
後
、
東
京
大
学
教
授
に
復
帰
、

二
五
年
経
済
学
部
長
。

穏
6
9
明
治
一
＝
　
（
一
八
八
八
）
年
八
月

二
九
日
生
ま
れ
。
東
京
帝
国
大
学
法

科
大
学
経
済
科
卒
業
後
、
大
蔵
省
を

経
て
、
．
大
正
八
年
東
京
帝
大
経
済
学

部
助
教
授
。
翌
年
森
戸
事
件
に
連
座

し
退
官
。
独
国
留
学
後
、
東
京
帝
大

に
戻
り
教
授
。
昭
和
十
三
年
、
人
民

戦
線
事
件
で
検
挙
さ
れ
休
職
と
な
る
。

「
労
農
派
」
の
代
表
的
論
客
。
戦
後
二

〇
年
末
東
大
に
復
帰
。
後
、
法
大
総

長
、
社
会
保
障
制
度
審
議
会
会
長
等

を
歴
任
。
こ
の
間
有
沢
広
巳
、
美
濃

部
亮
吉
ら
の
学
者
を
育
て
、
四
二
年

か
ら
は
美
濃
部
東
京
都
知
事
の
ブ
レ

ー
ン
を
務
め
た
。

・ひ

S
　
「
国
民
所
得
報
告
」
が
毎
年
、
政

府
の
公
式
推
計
と
し
て
公
表
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
二
八

（一

繻
ﾜ
三
）
年
一
月
の
h
昭
和
一
一
六

年
度
版
」
が
最
初
。

鱒
7
1
昭
和
一
一
一
一
（
一
九
四
七
）
年
十
月

二
四
日
、
経
済
安
定
本
部
内
の
財
政

金
融
局
内
に
設
置
さ
れ
た
。
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■
コ
ル
ム
方
式

宮
暗
　
話
は
違
い
ま
す
が
、
一
九
四
七
年
で
し
た
か
、
ア
メ
リ

　
　
　
　
　
　
　
リ
ガ

カ
に
コ
雇
用
法
」
が
で
き
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
完
全
雇
用

を
目
的
に
し
た
法
律
で
す
。
そ
の
当
時
経
済
諮
問
委
員
会
の
委

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
お

員
を
や
っ
て
い
た
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
コ
ル
ム
さ
ん
と
い
う
人
が
、

当
時
ア
メ
リ
カ
で
雇
用
法
が
で
き
た
と
き
に
、
経
済
見
通
し
な

ん
か
を
つ
く
っ
て
内
外
に
発
表
し
て
い
た
ん
で
す
。
そ
の
手
法

を
日
本
の
計
画
に
も
導
入
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
私
が
動
力

局
か
ら
計
画
部
の
方
に
移
っ
た
と
き
に
、
コ
ル
ム
さ
ん
を
呼
ん

で
、
国
民
所
得
分
析
法
と
い
う
も
の
を
取
り
入
れ
た
わ
け
で
す
。

中
村
　
そ
れ
は
い
つ
で
し
た
か
。

宮
暗
　
四
六
年
二
月
に
ア
メ
リ
カ
で
雇
用
法
が
成
立
し
て
い
る

ん
で
す
が
、
コ
ル
ム
さ
ん
を
呼
ん
だ
の
は
、
も
っ
と
後
で
す
ね
。

五
〇
年
代
の
初
め
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ゆ

中
村
　
　
「
コ
ル
ム
方
式
」
と
い
う
言
葉
が
一
時
は
や
っ
て
、

そ
れ
が
昭
和
三
十
二
年
ぐ
ら
い
じ
ゃ
な
い
か
な
。

宮
暗
　
も
う
ち
ょ
っ
と
早
い
と
思
い
ま
す
が
。

、
中
村
　
そ
う
で
す
が
。
長
期
な
ん
と
か
計
画
、
い
ま
言
わ
れ
た

「
経
済
自
立
五
ヶ
年
計
画
」
の
一
つ
あ
と
の
あ
ま
り
有
名
に
な

ら
な
か
っ
た
計
画
が
あ
っ
て
、
そ
れ
の
フ
ォ
ロ
ー
で
、
大
川
先

生
な
ん
か
が
、
「
コ
ル
ム
方
式
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
お
ら

れ
た
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
ね
。

宮
暗
　
今
か
ら
考
え
る
と
、
何
の
こ
と
は
な
い
、
単
純
な
積
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
7
5

上
げ
方
式
な
ん
で
す
ね
。
金
森
（
久
雄
）
さ
ん
と
か
も
や
つ
．

て
い
る
段
階
的
接
近
法
、
あ
あ
い
う
方
式
で
す
ね
。
簡
単
な
係

数
を
使
っ
て
個
別
需
要
を
積
み
上
げ
、
チ
ェ
ッ
ク
・
ア
ン
下
・

バ
ラ
ン
ス
で
総
需
要
を
出
す
。

■
経
済
復
興
計
画
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

伊
藤
　
質
問
の
三
番
で
す
が
。

森
　
先
生
が
以
前
に
さ
れ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
拾
っ
た
ん
で

す
が
、
こ
れ
で
よ
ろ
し
い
の
か
ど
う
か
。
二
十
三
年
の
春
に
経

済
復
興
計
画
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
と
き
に
そ
ち
ら
に
移
ら
れ

た
と
書
い
て
あ
り
ま
す
が
。

宮
崎
　
二
十
三
年
三
月
と
い
う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
早
過
ぎ
る
と

思
い
ま
す
ね
。
ま
だ
軸
足
を
動
力
局
に
置
い
て
い
た
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
う
ん
で
す
。
私
が
正
式
に
復
興
計
画
室
に
移
っ
た
と
「

き
は
、
計
画
が
「
陽
の
目
を
見
な
い
」
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ

た
後
だ
っ
た
ん
で
す
。
二
十
五
年
二
月
に
辞
令
を
貰
っ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
そ
れ
ま
で
一
時
計
画
室
は
兼
務
だ
っ
た
。
二
十

五
年
に
計
画
室
と
い
う
と
こ
ろ
に
移
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
の
計

画
室
の
中
に
い
ろ
い
ろ
な
班
が
あ
り
ま
し
て
、
私
は
鉱
工
業
班

と
い
う
と
こ
ろ
に
属
し
た
ん
で
す
。
石
炭
と
か
石
油
、
電
力
と

い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
が
主
で
動
力
局
が
ら
み
の
仕
事
で
し

た
。
そ
れ
を
長
期
的
に
検
討
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
こ
ど
も
あ

っ
て
、
計
画
室
の
方
に
移
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
．

森
　
で
は
二
十
四
年
九
月
に
経
済
復
興
計
画
の
公
表
を
取
り
や

め
る
と
い
う
こ
と
が
出
る
ん
で
す
が
。

宮
暗
　
そ
の
あ
と
、
正
式
に
計
画
室
に
移
っ
た
の
で
す
。

森
そ
の
前
は
、
ど
れ
ぐ
ら
い
兼
務
み
た
い
な
形
で
い
ら
っ
し

ゃ
っ
た
ん
で
す
か
。

宮
暗
　
そ
れ
ま
で
は
ず
っ
と
動
力
局
で
す
が
、
二
年
ぐ
ら
い

［
兼
務
を
］
し
て
い
る
は
ず
で
す
。

伊
藤
　
じ
ゃ
あ
、
け
っ
こ
う
長
い
で
す
ね
。
そ
の
計
画
室
と
い

う
の
は
、
稲
葉
さ
ん
が
室
長
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
り

宮
崎
　
稲
葉
さ
ん
が
室
長
で
、
－
次
長
が
佐
伯
喜
一
さ
ん
。
佐

年茜
。正

　確
　　に
　　は
　　昭

　智

九

空
L’

茜
O
ユ
ヨ
”
9
琶
Ω
（
一
八
九
七
1
一

九
六
八
）
ド
イ
ツ
生
ま
れ
の
経
済
学

者
（
公
共
財
政
）
。
三
〇
年
代
の
不
況

の
と
き
の
有
力
な
論
争
者
。
ナ
チ
ス

に
追
わ
れ
て
渡
米
。
ア
メ
リ
カ
政
府

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
　
【
九
四

六
年
成
立
し
た
雇
用
法
成
立
、
加
え

て
一
九
四
八
年
に
は
ド
イ
ツ
通
貨
改

革
に
貢
献
し
た
。

義
労
働
力
人
口
の
増
加
率
と
労
働
生

産
性
上
昇
率
か
ら
G
N
P
成
長
率
を

決
め
、
こ
れ
を
経
済
の
各
需
要
セ
ク

タ
ー
に
下
ろ
し
て
い
く
経
済
分
析
手

法
の
こ
と
。

静
7
5
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
四
月

五
日
生
ま
れ
。
東
京
大
学
法
学
部
卒

業
後
、
昭
和
二
三
年
商
工
省
入
省
。

同
三
九
年
経
済
企
画
庁
内
国
調
査
課

長
。
同
年
～
四
一
年
の
「
経
済
白
書
」

を
執
筆
。
そ
の
後
、
日
本
経
済
研
究

セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員
、
四
八
年
理

事
長
、
六
二
年
会
長
を
歴
任
。

・・

l
質
問
項
目
を
参
照
。

静
7
7
大
正
二
（
一
九
＝
一
）
年
十
月
十

日
生
ま
れ
。
東
京
帝
国
大
学
法
学
部

卒
業
後
、
満
鉄
調
査
部
に
入
る
。
戦

後
、
経
済
安
定
本
部
、
保
安
庁
（
後

の
防
衛
庁
）
を
経
て
、
昭
和
三
六
年

防
衛
研
修
所
所
長
。
同
四
六
年
野
村

56
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商
圏
三
さ
ん
は
満
州
重
工
業
か
ら
来
ら
れ
た
人
で
す
。
満
州
重

工
業
で
す
か
ら
、
重
工
業
を
中
心
に
し
た
産
業
分
析
と
か
、
そ

れ
を
も
と
に
し
た
物
忌
計
画
な
ど
に
非
常
に
関
心
が
お
あ
り
だ

っ
た
ん
で
す
が
、
計
画
を
作
っ
て
い
る
過
程
で
、
先
ほ
ど
申
し

ま
し
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
が
非
常
に
密
接
に
な
つ
・

て
く
る
。
ア
メ
リ
カ
が
ど
う
す
る
、
あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
が
ど

う
し
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
い
で
日
本
の
計
画
を
作

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
感
じ
を
非
常
に
強
く
持
っ
て
お
ら

れ
た
。
そ
の
こ
と
が
佐
伯
さ
ん
の
そ
の
後
の
生
活
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
、
佐
伯
さ
ん
は
経
済
審
議
庁
の
計
画
部
か
ら
防
衛

庁
の
防
衛
研
修
所
の
初
代
の
所
長
に
な
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
は

ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
を
追
求
し
て
い
て
、
そ
の
過
程
で
軍
事
問

題
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
で
、
防
衛
研
修
所
に
行
か
れ
た
ん
で

す
ね
。
非
常
に
真
面
目
な
フ
ァ
イ
ト
の
あ
る
人
で
㍉
わ
れ
わ
れ

か
ら
み
て
稲
葉
さ
ん
が
お
や
じ
だ
と
す
る
と
、
長
男
み
た
い
な

感
じ
で
し
た
。
非
常
に
厳
し
い
点
乏
、
よ
く
面
倒
を
見
て
く
れ

る
と
い
う
感
じ
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
仕
事
な
ん
か
だ
と
、
こ
ん

な
の
じ
ゃ
駄
目
だ
と
か
、
非
常
に
厳
し
か
っ
た
ん
で
す
が
、
生

活
の
面
で
は
み
ん
な
の
面
倒
を
親
身
に
な
っ
て
見
て
く
れ
る
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
↑
㎎

で
し
た
ね
。
最
後
は
中
曽
根
さ
ん
の
平
和
研
究
所
に
行
か
れ

た
。中

村
　
稲
葉
さ
ん
と
い
う
人
は
、
私
は
比
較
的
あ
と
で
ず
い
ぶ

ん
親
し
く
し
て
い
た
だ
い
た
ん
だ
け
れ
ど
、
昔
か
ら
あ
ま
り
ス

タ
イ
ル
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
で
ず
ね
。

宮
崎
　
変
わ
ら
な
い
で
す
ね
。
あ
の
人
は
京
都
大
学
で
哲
学
を

や
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
文
学
と
か
哲
学
と
い
う
こ
と
で
、
そ

の
あ
と
経
済
学
を
学
ん
で
お
ら
れ
る
。
耳
学
問
的
な
と
こ
ろ
が

あ
っ
て
、
勘
は
あ
る
人
で
す
が
、
き
ち
ん
と
体
系
的
に
経
済
学

を
や
っ
た
こ
と
は
実
社
会
で
は
、
な
い
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
で
し

ょ
う
か
。
で
す
か
ら
わ
れ
わ
れ
と
、
ケ
イ
ン
ズ
が
ど
う
だ
と
か
、

シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
が
ど
う
だ
と
か
、
そ
う
い
う
議
論
は
ほ
と
ん

ど
し
た
記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん
。
．

中
村
　
私
も
一
切
な
い
で
す
ね
。

宮
崎
　
佐
伯
さ
ん
な
ら
、
こ
う
い
う
時
は
ケ
イ
ン
ズ
は
ど
う
言

う
ん
だ
と
か
、
、
そ
う
い
う
こ
と
は
言
わ
れ
ま
し
た
け
れ
ど
ね
。

中
村
　
稲
葉
さ
ん
自
身
は
マ
ル
ク
シ
ス
ト
で
は
な
か
っ
た
で
す

ね
。宮

崎
　
マ
ル
ク
シ
ス
ト
で
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。
む
し
ろ
反
共
．

主
義
者
で
し
ょ
う
。
最
後
ま
で
台
湾
の
面
子
を
た
て
て
中
国
本

土
に
は
行
か
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
人
間
的
に
は
マ
ル
キ
ス
ト
と

も
友
好
的
な
つ
き
合
い
を
さ
れ
た
。
公
平
な
人
で
し
た
。

中
村
企
画
院
事
件
で
い
か
に
も
左
だ
と
い
う
の
で
、
捕
ま
っ

て
ひ
ど
い
目
に
遭
っ
た
と
い
う
ん
だ
け
れ
ど
一
。

宮
暗
　
勝
問
田
さ
ん
ほ
ど
に
も
い
か
な
い
で
す
ね
。
．
そ
れ
で
も

ひ
ど
い
．
目
に
言
わ
さ
れ
た
。

中
村
　
マ
ル
ク
ス
は
全
然
、
と
い
っ
た
ら
あ
れ
だ
ろ
う
け
れ
ど
。

宮
暗
　
い
や
、
ほ
と
ん
ど
全
然
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
た
だ
マ
ル

ク
ス
を
や
っ
て
い
る
人
を
仕
事
の
面
で
か
ば
っ
て
や
っ
た
と

か
、
家
族
の
面
倒
を
み
る
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で

誤
解
を
受
け
た
点
は
あ
る
と
思
い
ま
す
ね
。

中
村
　
和
田
博
雄
さ
ん
は
マ
ル
ク
ス
を
勉
強
し
て
お
ら
れ
た
ら

し
い
け
れ
ど
、
稲
葉
さ
ん
は
一
。

宮
暗
　
マ
ル
ク
ス
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
ま
で
と
て
も
行
か
な
い
。

中
村
　
た
だ
、
猛
烈
に
数
字
の
好
き
な
方
で
し
た
ね
。
僕
が
知

ら
て
い
て
も
そ
う
だ
っ
た
。
だ
か
ら
鉄
が
何
ト
ン
あ
る
と
、
そ

れ
を
ど
う
割
り
当
て
る
と
か
、
石
炭
を
ど
う
割
り
当
て
る
と
い
、

う
話
で
、
こ
の
産
業
に
こ
れ
だ
け
、
こ
っ
ち
の
産
業
に
こ
れ
だ

け
と
い
う
話
だ
と
好
き
な
ん
で
す
ね
。

総
合
研
究
所
社
長
、
同
五
四
年
同
会

長
。
ま
た
ワ
イ
ズ
メ
ン
・
グ
ル
ー
プ

の
大
来
佐
武
郎
の
あ
と
を
継
い
で
、

五
四
年
ワ
イ
ズ
メ
ン
に
選
ば
れ
る
。

。卜

r
正
式
名
称
は
「
世
界
平
和
研
究
，

・
所
」
。
政
府
の
財
政
的
支
援
を
受
け
ず
、

日
本
国
内
及
び
国
際
的
な
安
全
保
障
、

外
交
、
経
済
、
行
政
機
構
改
革
、
教

育
政
策
等
に
関
し
調
査
、
政
策
立
案

を
行
う
シ
ン
ク
タ
ン
ク
。
昭
和
六
三

年
六
月
、
中
曽
根
前
首
相
を
中
心
に

設
立
。

57



宮
崎
　
そ
れ
は
経
験
か
ら
く
る
勘
な
ん
で
す
ね
。
何
か
理
論
体

系
が
あ
っ
て
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
、

と
私
は
思
い
ま
す
。

中
村
　
そ
う
い
う
話
だ
と
、
時
間
が
経
つ
の
を
忘
れ
る
よ
う
な

熱
心
さ
が
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

宮
暗
　
熱
心
さ
が
あ
り
ま
し
た
し
、
そ
う
い
う
こ
と
は
で
き
る

だ
け
カ
バ
ー
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、
広
い
範
囲
の
人
の
話
を

聞
か
れ
ま
し
た
ね
。
そ
れ
か
ら
話
を
聞
か
れ
る
と
き
も
、
わ
れ

わ
れ
み
た
い
な
若
い
人
の
話
で
も
、
素
直
に
議
論
し
て
く
れ
る
。

「
そ
れ
は
お
か
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
か
、
関
西
弁
で
す
け

れ
ど
、
議
論
す
る
ん
で
す
ね
。

中
村
　
だ
け
れ
ど
も
、
言
い
だ
し
た
ら
き
か
な
く
て
、
し
つ
こ

か
っ
た
で
す
ね
。
話
が
長
く
な
る
ん
だ
（
笑
い
）
。

宮
暗
　
辞
め
ら
れ
て
か
ら
も
、
私
は
「
企
画
庁
は
元
気
が
な
い
」

と
か
、
「
で
た
ら
め
を
や
っ
て
い
る
」
と
か
、
「
は
っ
き
り
物
を

言
え
」
と
か
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
怒
ら
れ
ま
し
た
。
だ
け
ど
そ
れ
は

善
意
か
ら
で
、
人
間
的
、
個
人
的
に
稲
葉
さ
ん
を
悪
く
言
う
人

は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
ね
。
稲
葉
学

校
の
中
で
私
は
一
番
叱
ら
れ
た
生
徒
だ
と
思
い
ま
す
が
、
私
は

稲
葉
さ
ん
は
立
派
な
先
輩
だ
と
今
で
も
敬
服
し
て
い
ま
す
。

中
村
　
意
見
の
違
う
人
も
い
っ
ぱ
い
い
た
だ
ろ
う
け
れ
ど
。
わ

れ
わ
れ
も
よ
く
叱
ら
れ
ま
し
た
よ
。

伊
藤
　
こ
の
「
室
」
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
位
置
づ
け
に
な
っ

て
い
た
ん
で
す
か
。

宮
暗
　
課
よ
り
は
大
き
い
で
す
ね
。
部
よ
り
ち
ょ
っ
と
小
さ
い

か
な
。

森
『
戦
後
経
済
復
興
と
経
済
安
定
本
部
』
の
中
に
は
、
計
画

室
は
総
裁
官
房
の
と
こ
ろ
に
入
っ
て
い
ま
す
ね
。

宮
崎
　
官
房
で
す
ね
。
だ
か
ら
最
初
は
稲
葉
さ
ん
は
官
房
次
長

兼
室
長
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

森
　
こ
の
本
に
は
佐
々
木
義
武
さ
ん
が
室
長
の
と
こ
ろ
が
ら
し

か
書
い
て
い
な
い
と
い
う
か
、
こ
れ
は
不
完
全
な
表
で
あ
る
と

い
う
断
り
書
き
が
あ
る
ん
で
す
。
私
が
混
乱
す
る
の
は
、
他
の

年
表
に
は
、
経
済
復
興
計
画
室
が
も
っ
と
先
に
で
き
て
い
る
ん

で
す
が
、
こ
ち
ら
で
は
設
置
時
期
が
二
十
四
年
六
月
に
な
っ
て

い
る
ん
で
す
ね
。

宮
崎
　
公
式
に
は
そ
の
頃
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
よ
。
そ
れ
で
官

房
次
長
兼
室
長
で
稲
葉
さ
ん
が
お
ら
れ
て
、
稲
葉
さ
ん
が
辞
め

ら
れ
て
、
短
期
的
に
佐
々
木
さ
ん
が
来
て
い
る
か
な
、
室
長
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
の

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
大
来
（
佐
武
郎
）
さ
ん
に
な
る
わ

け
で
す
。

森
　
副
室
長
は
佐
伯
さ
ん
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
。

伊
藤
　
副
室
長
が
佐
伯
さ
ん
と
い
う
の
は
、
さ
っ
き
の
お
話
．
の

通
り
で
す
ね
。

宮
暗
　
副
室
長
と
い
っ
た
か
な
、
次
長
と
い
っ
た
か
な
。

中
村
　
稲
葉
さ
ん
は
い
つ
ま
で
安
定
本
部
に
お
ら
れ
た
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。
途
中
で
お
辞
め
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
す

る
ん
で
す
が
。

宮
崎
　
二
十
四
年
。

森
　
二
十
四
年
九
月
に
、
稲
葉
氏
が
参
与
で
辞
職
と
い
う
ふ
う

に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

中
村
　
そ
の
計
画
が
決
定
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
、
少
な
く
と

も
公
式
に
は
辞
め
た
と
。

宮
崎
佐
々
木
さ
ん
が
部
長
だ
っ
た
の
は
審
議
庁
の
時
じ
ゃ
な

い
か
な
。
二
十
七
年
置
ら
で
す
か
ら
ね
。

伊
藤
　
で
も
こ
れ
に
は
二
十
四
年
六
月
一
日
と
書
い
て
あ
り
ま

す
ね
℃

宮
崎
　
そ
う
で
す
ね
。
稲
葉
さ
ん
が
辞
め
ら
れ
て
短
期
的
に

茜
大
正
三
（
｝
九
「
四
）
年
十
一
月

三
日
生
ま
れ
。
東
京
帝
国
大
学
工
学

部
電
気
工
学
科
卒
業
後
、
昭
和
十
二

年
逓
信
省
入
省
。
興
亜
院
に
出
向
。

戦
後
、
経
済
安
定
本
部
調
査
課
長
な

ど
を
経
て
、
二
七
年
エ
カ
フ
ェ
事
務

局
勤
務
。
帰
国
後
経
済
企
画
庁
に
入

庁
、
三
二
年
同
庁
総
合
計
画
局
長
と

な
り
、
五
四
年
第
二
次
大
平
内
閣
で

外
相
に
就
任
。
五
六
年
内
外
政
策
研

究
会
会
長
、
外
務
省
顧
問
、
五
七
年

国
際
大
学
学
長
と
な
り
、
六
二
年
総

長
に
。
対
外
経
済
協
力
審
議
会
会
長

な
ど
を
も
務
め
た
。

穏
8
0
大
正
二
（
一
九
＝
二
）
年
一
月
二

日
生
ま
れ
。
東
京
帝
国
大
学
文
学
部

西
洋
史
学
科
卒
業
後
、
昭
和
十
年
第

一
高
等
学
校
教
授
。
戦
後
、
東
京
大

学
助
教
授
を
経
て
、
昭
和
二
九
年
教
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佐
々
木
さ
ん
が
室
長
に
な
る
。
そ
し
て
審
議
庁
に
な
っ
て
計
画

部
長
に
な
る
。

中
村
　
林
雄
二
郎
さ
ん
は
当
時
は
？

宮
暗
　
林
雄
二
郎
さ
ん
は
計
画
室
の
中
で
．
私
の
ボ
ス
で
し
た
。

鉱
工
業
班
長
で
し
た
。
あ
と
で
東
工
大
の
教
授
や
東
京
情
報
大

学
の
学
長
さ
ん
に
な
り
ま
し
た
ね
。
電
気
屋
さ
ん
、
技
術
屋
さ

ん
で
す
。
電
気
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
関
係
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、

鉱
工
業
班
で
私
も
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
非
常
に
多
才
な
人
で
、

　
　
　
　
　
り
ひ
8
0

林
健
太
郎
さ
ん
の
弟
さ
ん
で
す
。
お
父
さ
ん
が
海
軍
中
将
で

す
か
。
健
太
郎
さ
ん
の
方
が
お
父
さ
ん
に
似
て
る
の
か
な
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
の

れ
か
ら
い
ま
人
気
の
、
林
望
さ
ん
、
こ
の
人
が
息
子
さ
ん
で

す
ね
。

計中伊中宮中
画村藤村崎村E＝．．

絶
望
さ
ん
は
い
ま
売
れ
っ
子
で
し
ょ
う
。

リ
ン
ボ
ー
さ
ん
と
い
う
ん
で
す
か
ね
。

雄
二
郎
さ
ん
の
息
子
さ
ん
で
す
ね
。

健
太
郎
、
雄
二
郎
と
い
う
の
は
知
ら
な
か
っ
た
な
。

雄
二
郎
さ
ん
と
宮
－
先
生
は
ご
一
緒
に
『
日
本
の
経
済

と
い
う
本
を
お
書
き
に
な
っ
て
、
最
近
そ
の
新
版
が
出

た
の
か
な
つ

宮
暗
　
最
初
が
東
洋
経
済
で
、
最
近
の
復
刻
版
は
日
本
経
済
評

　
　
　
　
　
　
静
8
2

論
社
だ
っ
た
か
な
。
同
じ
も
の
で
す
ね
。
自
賛
で
き
る
本
だ

と
思
い
ま
す
。

中
村
　
昭
和
三
十
二
年
頃
ま
で
の
分
を
お
書
き
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
そ
の
本
は
さ
っ
き
お
話
に
な
っ
た
政
府
の
公
式
の
計
画

が
で
き
る
ま
で
の
と
こ
ろ
を
書
い
て
あ
る
わ
け
だ
か
ら
。

森
こ
の
表
も
、
実
は
そ
の
本
か
ら
と
『
経
企
庁
五
十
年
史
』

か
ら
取
っ
て
つ
く
っ
た
ん
で
す
。

宮
暗
　
そ
の
『
経
企
庁
五
十
年
史
』
も
、
そ
の
当
時
在
籍
し
て

い
な
い
人
が
書
い
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
私
に
は
こ
う
い
う
重

点
も
あ
っ
た
の
か
な
、
と
思
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

■
経
済
安
定
本
部
・
経
済
企
画
庁
の
組
織

　
経
済
企
画
庁
の
2
つ
の
系
統

宮
暗
　
そ
れ
か
ら
経
企
庁
の
内
部
事
情
で
、
み
っ
と
も
な
い
と

こ
ろ
な
ん
で
す
が
、
一
最
近
は
全
然
そ
う
い
う
こ
と
は
な
く
な

り
ま
し
た
が
一
企
画
庁
に
は
二
つ
の
流
れ
が
あ
り
ま
し
て
、
調

査
系
統
と
計
画
系
統
が
あ
り
、
真
ん
中
に
現
場
的
な
調
整
系
統

が
あ
り
ま
し
た
。
外
部
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
な
ど
は
企
画
庁
と
い

う
と
、
「
経
済
白
書
」
だ
と
い
う
こ
と
で
、
調
査
の
方
に
関
心

が
あ
る
。
し
か
し
、
役
所
の
内
部
、
各
省
の
関
係
で
言
え
ば
、

調
整
局
と
い
ゾ
つ
の
が
重
き
が
あ
る
ん
で
す
。
今
で
も
見
通
し
と

か
、
な
ん
と
か
政
策
、
総
合
調
整
を
や
る
の
は
そ
こ
で
す
か
ら

ね
．
昔
は
、
よ
そ
の
省
か
ら
み
れ
ば
調
査
局
と
い
う
の
は
何
を

や
っ
て
い
る
ん
だ
、
と
い
う
ぐ
ら
い
だ
つ
た
ん
で
す
。
そ
れ
か

ら
計
画
局
と
い
う
の
は
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
つ
く
る
と
こ
ろ

で
す
か
ら
、
建
設
省
と
か
農
林
省
と
か
長
期
的
な
問
題
を
抱
え

て
い
る
と
こ
ろ
は
わ
り
あ
い
関
心
が
あ
る
。
重
ん
中
の
調
整
局

は
各
省
か
ら
の
出
向
者
が
か
な
り
多
い
。
調
査
系
統
と
計
画
系

統
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
プ
ロ
パ
ー
が
中
心
で
し
た
。

　
最
近
は
人
事
交
流
が
か
な
り
活
発
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
か

ら
そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
ん
で
す
が
、
四
十
年
代
頃
ま
で
は
調

査
系
統
と
計
画
系
統
で
は
雰
囲
気
が
違
っ
て
い
た
と
思
い
ま

す
。
金
森
さ
ん
な
ん
か
は
、
計
画
室
の
時
代
が
ち
ょ
っ
と
あ
り

ま
し
た
け
れ
ど
、
ほ
と
ん
ど
調
査
系
統
で
す
ね
。
香
西
（
泰
）

●歴

ｨ君
は
最
初
が
調
査
局
、
途
中
で
調
整
局
、
物
価
局
と
か
に
行

き
ま
ず
け
れ
ど
ね
コ
そ
れ
か
ら
亡
く
な
っ
た
内
野
（
達
郎
）
職

は
ご
存
じ
で
す
か
。

中
村
　
と
て
も
親
し
か
っ
た
。

授
。
東
大
闘
争
で
は
文
学
部
長
と
し

て
一
七
〇
時
間
に
及
ぶ
学
生
と
の
団

交
に
応
じ
た
。
四
八
年
か
ら
四
年
間

東
大
総
長
。
五
八
年
参
院
選
比
例
代

表
区
に
自
民
党
候
補
者
名
簿
二
位
で

当
選
。
本
章
の
註
六
五
も
参
照
。

聾
8
1
昭
和
一
一
四
（
一
九
四
九
）
年
二
月

一一

¥
日
生
ま
れ
。
作
家
・
エ
ッ
セ
イ

ー
ス
ト
。
代
表
的
著
作
と
し
て
『
イ
ギ

リ
ス
は
お
い
し
い
」
（
日
本
エ
ッ
セ
イ

ス
ト
・
ク
ラ
ブ
賞
受
賞
）
、
『
イ
ギ
リ

ス
は
愉
快
だ
』
等
が
あ
る
。
本
章
の

註
六
五
も
参
照
。

鱒
8
2
旧
版
は
一
九
五
七
年
、
新
版
は
一

九
九
七
年
出
版
。

静
8
3
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
三
月
二

一一

﨎
ｶ
ま
れ
。
東
京
大
学
経
済
学
部

卒
業
後
、
．
三
三
年
経
済
企
画
庁
入
庁
。

五
五
年
経
済
研
究
所
総
括
主
任
研
究
「

官
な
ど
を
経
て
、
五
六
年
東
京
工
業

大
学
教
授
。
六
二
年
四
月
日
本
経
済

研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
長
に
就
任
。
平

成
十
年
会
長
、
東
洋
英
和
女
学
院
大

学
教
授
。

・・

W4

蜷
ｳ
十
四
（
、
一
九
二
五
）
年
十
月

十
四
日
生
ま
れ
。
東
京
大
学
経
済
学

部
卒
業
後
、
昭
和
二
三
年
経
済
安
定

本
部
に
入
り
、
内
国
調
査
課
長
と
し

て
四
五
、
四
六
年
「
経
済
白
書
」
の

執
筆
責
任
者
を
務
め
る
。
後
、
四
八

年
経
済
研
究
所
長
、
五
〇
年
経
企
庁

官
房
審
議
官
を
経
て
、
五
二
年
上
智

大
学
教
授
に
就
任
。
．
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宮
暗
　
彼
も
調
査
系
統
で
す
。
計
画
局
系
は
ま
た
ち
ょ
っ
と
違

い
ま
す
ね
。

伊
藤
　
宮
崎
先
生
は
計
画
の
側
で
す
か
。

宮
暗
　
私
は
、
出
だ
し
が
真
ん
中
の
調
整
の
部
局
で
す
か
ら
ね
。

そ
し
て
最
後
も
局
長
は
調
整
局
長
で
し
た
か
ら
、
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
真
ん
中
で
す
が
、
期
間
と
し
て
は
計
画
の
方
が
長
い
。

調
査
局
は
「
白
書
」
を
書
い
た
調
査
課
長
の
と
き
の
三
年
と
あ

と
局
長
で
三
年
ほ
ど
で
す
。
お
互
い
に
悪
口
を
い
い
合
う
わ
け

で
す
。
「
調
査
は
調
査
ば
か
り
で
現
実
を
知
ら
な
い
」
と
か
ね
。

「
や
れ
景
気
循
環
が
ど
う
か
と
か
そ
ん
な
こ
と
ば
か
り
や
っ
て

い
る
け
れ
ど
、
実
際
に
経
済
に
影
響
力
を
与
え
る
の
は
わ
れ
わ

」
れ
だ
」
と
い
う
の
が
、
調
整
局
で
あ
り
計
画
局
で
あ
る
わ
け
で

す
ね
。
調
査
局
の
人
間
か
ら
見
る
と
「
足
元
も
知
ら
な
い
で
、

未
来
が
判
る
か
」
と
い
う
。

　
計
画
系
の
人
間
は
調
整
系
を
ど
う
見
る
か
。
「
あ
ん
な
の
は

た
だ
ド
タ
バ
タ
仕
事
ば
か
り
で
、
理
論
は
何
も
な
く
て
、
調
整

ば
か
呼
や
っ
て
い
る
」
と
み
る
。
そ
う
い
う
妙
な
流
れ
は
、
最

近
年
は
な
く
な
っ
て
き
た
ん
で
す
け
れ
ど
ね
。

中
村
　
も
う
一
つ
、
計
画
の
中
な
ん
で
し
ょ
う
か
、
国
土
計
画

と
か
は
一
。

宮
窪
　
そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
、
離
れ
て
い
ま
す
ね
。
そ
れ
は
計
画
局

が
ま
だ
計
画
室
と
い
っ
た
時
代
に
、
地
域
計
画
班
と
い
う
の
が

あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
が
だ
ん
だ
ん
大
き
く
な
っ
て
経
企
庁

の
総
合
開
発
局
に
な
り
、
や
が
て
そ
れ
を
母
体
に
国
土
庁
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒
8
5

る
ん
で
す
ね
。
計
画
の
一
番
最
初
の
頃
に
下
河
辺
（
淳
）
さ
ん

が
計
画
室
を
ち
ょ
っ
と
や
っ
て
、
開
発
局
、
さ
ら
に
は
国
土
庁

に
独
立
し
た
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
ね
。

そ
れ
は
昭
和
三
十
年
代
に
入
っ
て
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
都
市

開
発
と
か
、
工
業
地
域
配
置
と
か
や
り
初
め
て
い
ま
し
た
ね
。

伊
藤
　
だ
い
た
い
昭
和
十
年
代
の
後
半
ぐ
ら
い
か
ら
、
国
土
計

画
と
い
う
こ
と
が
さ
か
ん
に
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

ね
。

安
定
本
部
に
お
け
る
「
室
」
の
位
置
づ
け
と
出
向
者

伊
藤
　
　
「
室
」
と
い
う
の
は
、
ど
の
ぐ
ら
い
の
ス
タ
ッ
フ
が
い

た
わ
け
で
す
か
。

幽
暗
計
画
室
は
庶
務
関
係
を
い
れ
て
三
十
人
ぐ
ら
い
だ
っ
た

で
し
ょ
う
か
。

伊
藤
　
み
ん
な
専
任
な
ん
で
す
か
。

宮
暗
　
専
任
が
中
心
で
、
他
局
の
兼
任
者
が
若
干
、
そ
の
他
各

省
あ
る
い
は
民
間
か
ら
の
出
向
者
で
し
た
。
良
き
混
成
部
隊
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
総
括
班
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
距
8
6

班
長
さ
ん
は
、
こ
こ
に
書
い
て
あ
る
中
川
幸
次
さ
ん
と
い
う

日
銀
か
ら
来
ら
れ
て
い
た
人
で
す
。
そ
れ
か
ら
財
政
金
融
班
と

い
う
の
が
あ
り
ま
し
て
、
こ
こ
に
は
興
銀
か
ら
も
人
が
来
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
交
通
班
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
こ
こ
は
班

長
は
運
輸
省
か
ら
来
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
原
田
昇
左
右
さ
幡

と
い
う
い
ま
自
民
党
の
代
議
士
に
な
っ
て
い
る
人
で
す
が
、
彼

が
班
長
さ
ん
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
農
業
班
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、

こ
れ
は
班
長
は
農
林
省
か
ら
来
て
い
ま
し
た
。
財
政
金
融
班
の

班
長
は
大
蔵
省
か
ら
来
て
い
ま
し
た
。
た
と
え
ば
後
に
参
議
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
距
8
8

議
員
に
な
ら
れ
た
下
条
進
一
郎
さ
ん
が
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
鉱
工
業
班
長
と
い
う
の
は
林
さ
ん
で
、
社
会
資
本
班
で

は
建
設
省
か
ら
人
が
来
て
い
ま
し
た
。
の
ち
の
自
民
党
の
宮
崎

　
　
　
聾
8
9

茂
一
さ
ん
は
運
輸
省
か
ら
で
し
た
が
班
長
を
さ
れ
ま
し
た
。

労
働
班
は
班
長
は
労
働
省
か
ら
来
て
い
ま
し
た
。

伊
藤
　
そ
れ
は
そ
の
室
の
専
任
な
ん
で
す
か
。

宮
崎
　
え
え
、
専
任
で
す
。
各
省
か
ら
の
人
は
出
向
し
て
き
て

静
8
5
大
正
十
二
（
一
九
一
一
三
）
年
九
月

三
〇
日
生
ま
れ
。
東
京
帝
国
大
学
工

学
部
建
築
学
科
卒
業
後
、
戦
災
復
興

院
技
術
研
究
所
に
入
る
。
後
、
経
済

審
議
庁
、
建
設
省
計
画
局
を
経
て
、

経
企
庁
総
合
開
発
局
調
査
官
、
同
局

長
、
国
土
庁
調
整
局
長
を
歴
任
し
、

昭
和
五
二
年
事
務
次
官
に
就
任
。
平

成
七
年
阪
神
・
淡
路
復
興
委
員
会
委

員
長
に
就
任
。
国
土
審
議
会
会
長
も

務
め
た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果

と
し
て
、
下
河
辺
氏
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ

ー
が
二
〇
〇
二
年
一
月
、
出
版
さ
れ

た
。論

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
三
月
十

一
日
生
ま
れ
。
東
京
商
科
大
学
卒
業

後
、
昭
和
十
八
年
日
本
銀
行
入
行
。

営
業
局
長
な
ど
を
経
て
、
五
〇
年
理

事
。
五
五
年
に
野
村
総
合
研
究
所
顧

問
と
な
り
、
五
八
年
社
長
に
就
任
。

昭
和
六
三
年
（
財
）
世
界
平
和
研
究

所
所
長
、
の
ち
副
会
長
。

→ひ

W7

蜷
ｳ
十
二
（
一
九
二
三
）
年
七
月

十
五
日
生
ま
れ
。
昭
和
二
［
年
農
林

省
入
省
。
後
運
輸
省
に
転
じ
、
昭
和

四
九
年
退
官
。
五
一
年
衆
院
議
員
に

当
選
。
平
成
元
年
海
部
内
閣
の
建
設

相
と
な
る
。

藤
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
三
月
十

六
日
生
ま
れ
。
昭
和
十
九
年
大
蔵
省

入
省
。
昭
和
四
四
年
官
房
審
議
官
、

同
四
五
年
国
税
庁
次
長
、
五
二
年
以

来
参
院
議
員
に
三
選
。
こ
の
間
、
平

成
二
年
第
二
次
海
部
改
造
内
閣
の
厚

相
。
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い
る
。

伊
藤
　
出
向
し
て
き
て
い
る
人
た
ち
は
、
あ
る
程
度
年
限
が
来

た
ら
戻
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

蓋
置
　
戻
り
ま
す
ね
。
金
森
さ
ん
は
経
企
庁
に
居
着
い
て
し
ま

っ
た
。
あ
の
人
は
商
工
省
に
入
っ
て
、
半
年
ぐ
ら
い
で
安
定
本

部
に
出
向
し
た
ん
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
で
ず
っ
と
経
企
庁
に
い

ま
し
た
。

中
村
　
そ
れ
は
例
外
で
す
ね
。

宮
暗
　
農
林
省
の
人
も
、
居
着
い
ち
ゃ
っ
た
人
も
い
ま
す
。
建

設
省
か
ら
の
下
河
辺
氏
も
そ
う
で
す
ね
。

伊
藤
　
こ
の
室
は
、
長
期
計
画
の
作
成
が
仕
事
、
任
務
の
わ
け

で
す
か
。

宮
暗
　
は
い
。

伊
藤
　
そ
れ
で
昭
和
二
十
三
年
三
月
二
十
九
日
の
計
画
の
第
一

案
の
閣
議
決
定
に
一
。

宮
暗
　
閣
議
決
定
に
行
か
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

中
村
　
閣
議
決
定
に
は
一
回
も
行
か
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。

宮
暗
　
ど
れ
か
で
見
る
と
、
閣
議
で
公
式
発
表
と
書
い
て
あ
る

ん
で
す
が
、
そ
れ
は
二
十
年
代
に
は
な
か
っ
た
と
思
う
ん
で
す

ね
。
計
画
の
基
本
方
針
の
決
定
と
言
う
の
は
あ
り
ま
す
が
。

中
村
　
二
十
三
年
の
は
「
第
一
次
案
」
と
書
い
て
あ
る
で
し
ょ

・
つ
。

森
、
「
第
一
次
案
の
閣
議
決
定
」
と
い
う
の
は
、
『
経
済
計
画
』

の
方
の
、
林
［
雄
二
郎
］
さ
ん
の
表
に
出
て
い
た
ん
で
す
が
。

中
村
　
　
「
第
一
次
案
」
と
い
う
の
を
つ
け
て
お
い
て
、
閣
議
決

定
ど
い
う
の
は
お
か
し
い
で
す
ね
。

宮
崎
　
閣
議
決
定
は
な
い
で
す
ね
。

伊
藤
　
二
十
四
年
に
第
二
次
案
が
作
成
さ
れ
売
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
公
表
が
取
り
や
め
に
な
っ
た
。
第
一
次
案
と
第
二
次
案
は

か
な
り
違
っ
た
も
の
に
な
る
わ
け
で
す
か
。

宮
崎
　
基
本
的
に
は
あ
ま
り
違
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
思
う
ん

で
す
が
、
第
一
次
案
に
は
関
係
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
私
は
あ
ま

・
り
詳
し
く
知
り
ま
せ
ん
。

中
村
　
調
べ
た
こ
と
は
な
い
ん
だ
け
れ
ど
、
大
枠
で
そ
ん
な
に

大
き
な
違
い
は
な
く
て
、
細
か
い
と
こ
ろ
が
い
ろ
い
ろ
手
直
し

に
な
っ
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
ね
。

伊
藤
　
こ
う
い
う
状
況
で
、
あ
と
は
ど
う
な
る
ん
で
す
か
。

中
村
　
そ
れ
で
大
計
画
は
し
ば
ら
く
や
め
。

伊
藤
　
そ
れ
で
は
次
回
を
決
め
て
、
今
日
は
終
わ
り
に
し
ま
し

　
ょ
・
つ
。

中
村
　
統
制
撤
廃
と
、
縮
小
さ
れ
て
安
定
本
部
が
審
議
庁
に
変

わ
る
と
い
う
こ
と
を
こ
の
次
に
伺
い
ま
し
ょ
う
。
審
議
庁
と
は

ど
う
い
う
役
所
だ
っ
た
か
、
審
議
庁
で
何
を
し
た
か
、
と
い
う

と
こ
ろ
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

伊
藤
　
審
議
庁
に
な
っ
た
の
は
い
つ
で
す
か
。

中
村
　
二
十
七
年
で
す
。
だ
か
ら
そ
の
前
に
朝
鮮
戦
争
が
あ
る
。

朝
鮮
戦
争
で
日
本
の
経
済
の
環
境
が
変
わ
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ

で
特
需
が
入
っ
て
状
況
が
変
わ
る
。
ご
存
じ
か
ど
う
か
知
ら
な

い
け
れ
ど
、
日
米
経
済
協
力
問
題
が
あ
る
ん
だ
な
。

伊
藤
　
計
画
の
話
を
し
て
い
て
、
そ
の
こ
と
を
考
え
な
い
わ
け

・
に
は
い
か
な
い
で
し
ょ
う
。

中
村
　
僕
の
論
文
が
一
本
あ
る
ん
で
す
。

伊
藤
　
何
に
入
っ
て
い
ま
す
か
。

中
村
　
　
『
近
代
日
本
概
究
』
．
の
初
め
の
方
の
戦
時
経
済
の
と
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
⇔
9
0

う
に
入
っ
て
い
ま
す
。
原
朗
君
と
二
人
で
編
集
し
た
の
が
あ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
日
米
経
済
協
力
と
い
う
の
は

ち
っ
と
も
わ
か
ら
な
い
。

・・

W9

蜷
ｳ
六
（
一
九
一
七
）
年
二
月
十

五
日
生
ま
れ
。
昭
和
十
四
年
内
務
省

入
省
。
昭
和
四
四
年
運
輸
省
港
湾
局

長
等
を
経
て
、
四
七
年
以
降
衆
院
議

員
（
八
選
）
。
六
三
年
竹
下
改
造
内
閣

の
科
学
技
術
庁
長
官
に
就
任
。

・・

X0

ﾟ
代
日
本
研
究
会
編
『
年
報
・
近

代
日
本
研
究
9
　
戦
時
経
済
」
。
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伊
藤
　
先
生
、
ち
ょ
う
ど
時
間
で
す
の
で
、
こ
こ
で
切
ら
せ
て

い
た
だ
い
て
、
次
回
を
決
め
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
ま
た
質
問
要
項
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

宮
崎
　
先
週
出
張
を
し
て
お
り
ま
し
て
、
あ
ま
り
勉
強
し
て
い

な
い
の
で
。

伊
藤
　
い
や
、
勉
強
さ
れ
な
い
方
が
よ
ろ
し
い
ん
で
す
。

宮
崎
　
一
般
に
企
画
庁
で
人
間
の
名
前
を
出
す
と
き
に
、
大
来

（
佐
武
郎
）
さ
ん
の
名
前
が
出
て
く
る
ん
で
す
が
、
今
日
も
私

は
ほ
と
ん
ど
出
し
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
最
初
は
動
力

局
に
入
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
大
来
さ
ん
は
調
査
課
に
お
ら
れ

て
、
あ
ま
り
．
接
触
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
か
ら
計
画

室
に
行
っ
て
も
直
接
的
に
は
な
か
っ
た
た
め
で
す
。
日
本
が
E

C
A
F
E
に
加
盟
し
て
か
ら
、
そ
ち
ら
の
仕
事
を
大
来
さ
ん
は

か
な
り
や
ら
れ
て
、
E
C
A
F
E
か
ら
帰
ら
れ
て
か
ら
、
私
も

か
な
り
大
来
さ
ん
の
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
正
式

に
計
画
局
が
で
き
て
か
ら
は
、
私
も
ず
い
ぶ
ん
長
い
間
お
つ
き
‘

合
い
し
ま
し
た
。

中
村
　
計
画
局
が
で
き
た
の
は
企
画
庁
に
な
っ
て
か
ら
で
す

か
。宮

暗
　
そ
う
で
す
ね
。
審
議
庁
の
時
は
計
画
部
で
し
た
。

中
村
　
安
定
本
部
、
審
議
庁
、
企
画
庁
と
変
わ
っ
て
、
企
画
庁

に
な
っ
た
と
き
に
総
合
計
画
局
が
で
き
た
ん
で
す
か
ね
。

宮
暗
　
総
合
計
画
局
長
が
大
来
さ
ん
で
し
た
。

伊
藤
　
そ
の
辺
も
整
理
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
村
　
　
［
森
氏
に
向
か
っ
て
］
組
織
図
の
時
に
、
審
議
庁
に
変

わ
っ
た
と
き
に
ど
う
変
わ
っ
た
か
、
そ
れ
か
ら
企
画
庁
に
変
わ

っ
て
ど
う
変
わ
っ
た
か
、
そ
れ
を
調
べ
て
表
を
つ
く
っ
て
く
だ

さ
い
。

宮
暗
　
そ
れ
は
私
も
よ
く
覚
え
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、

整
理
し
て
み
ま
す
。

自
分
で
も

伊
藤
　
先
生
は
ご
自
分
の
履
歴
書
を
お
持
ち
で
す
か
。

宮
崎
持
っ
て
い
る
は
ず
で
す
け
れ
ど
。

伊
藤
役
所
が
作
っ
て
い
る
も
の
で
す
ね
。

中
村
　
あ
れ
は
詳
し
い
で
す
ね
。

宮
暗
　
あ
ま
り
そ
う
い
う
辞
令
と
か
出
張
命
令
に
関
心
が
な
く

て
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

中
村
　
本
人
に
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
。

宮
暗
　
経
済
の
仕
事
な
ん
て
い
う
の
は
、
誰
が
何
年
に
卒
業
し

て
な
ん
て
あ
ま
り
関
係
あ
り
ま
せ
ん
し
、
ど
こ
の
大
学
を
出
た

っ
て
同
じ
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
あ
ま
り
関
心
が
な
い

ん
で
す
。
、

，
中
村
、
あ
れ
は
本
人
が
見
て
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
。
給

料
が
ど
う
し
た
と
か
。

宮
暗
　
大
学
の
先
生
も
同
じ
で
し
ょ
う
。

中
村
　
な
お
関
心
が
な
い
し
、
給
料
は
も
ら
っ
た
と
き
に
税
が

引
い
て
あ
っ
て
、
中
身
が
違
っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
そ
れ
で
い

い
わ
け
で
す
し
。

宮
暗
　
次
は
審
議
庁
の
時
代
に
な
る
わ
け
で
す
ね
。
審
議
庁
は

ど
ち
ら
か
之
い
え
ば
統
制
か
ら
自
由
へ
の
「
移
行
準
備
の
時
代
」

と
い
う
か
一
。

中
村
　
そ
の
前
に
統
制
撤
廃
が
あ
っ
て
、
統
制
撤
廃
か
ら
朝
鮮

戦
争
に
な
っ
て
一
。

宮
崎
　
ド
ッ
ジ
不
況
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
ね
。
そ
し
て
朝
鮮

特
需
が
あ
る
。

中
村
　
な
ぜ
安
定
本
部
が
解
体
さ
れ
た
か
、
そ
の
辺
の
と
こ
ろ

が
ら
審
議
庁
に
お
話
を
持
っ
て
い
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
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ま
す
。
も
う
一
つ
、
日
米
経
済
協
力
と
い
う
こ
と
が
、
昭
和
二

十
六
年
か
ら
二
十
七
年
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
の
辺
の
ご
記
憶
は
あ
り
ま
す
か
。

宮
崎
　
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
作
業
と
か
、
そ
う
い
う
の
は
あ
り
ま
す

が
、
あ
ま
り
陽
の
目
を
見
て
い
な
い
で
す
。
や
が
て
、
貿
易
自

由
化
計
画
と
い
う
の
が
始
ま
る
ん
で
す
。
こ
れ
は
交
渉
事
で
始

ま
り
ま
す
か
ら
、
本
格
化
す
る
の
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
三
十

年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
す
ね
。

中
村
　
い
わ
ゆ
る
特
需
を
相
当
な
規
模
で
維
持
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
が
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

伊
藤
　
こ
の
前
の
お
話
．
で
、
戦
後
が
終
わ
っ
た
と
い
う
解
釈
の

問
題
で
す
ね
。

宮
崎
　
そ
れ
か
ら
傾
斜
生
産
の
評
価
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
つ

ま
り
成
功
し
か
け
て
、
成
功
し
つ
つ
あ
っ
た
と
私
は
思
う
ん
で

す
が
、
ド
ッ
ジ
プ
ラ
ン
が
入
っ
て
来
て
、
ド
ッ
ジ
恐
慌
に
な
っ

て
い
ま
す
ね
。
し
か
も
、
ド
ッ
ジ
プ
ラ
ン
が
成
功
し
た
か
ど
う

か
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
み
ん
な
困
っ
て
、
倒
産
が
増
え
る
、

失
業
者
が
増
え
る
と
き
に
朝
鮮
動
乱
が
起
こ
っ
た
わ
け
で
す
。

伊
藤
　
結
論
が
出
な
い
う
ち
に
次
の
事
態
が
起
こ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。

宮
盛
　
そ
う
で
す
ね
。
だ
か
ら
き
れ
い
な
経
済
理
論
な
ん
て
当

て
は
ま
ら
な
い
ん
で
す
よ
。
景
気
循
環
論
な
ん
か
も
。

中
村
　
こ
の
あ
い
だ
の
バ
ブ
ル
崩
壊
の
あ
と
の
不
景
気
を
見
て

い
る
と
、
も
し
朝
鮮
戦
争
が
な
け
れ
ば
、
あ
れ
ほ
ど
じ
ゃ
な
い

だ
ろ
う
け
れ
ど
、
相
当
ひ
ど
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
は
ず
だ
か

ら
。宮

居
　
か
な
り
危
険
な
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
ね
。
き
び

し
い
政
策
で
し
た
か
ら
ひ
ど
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
‘

中
村
　
途
中
で
朝
鮮
戦
争
が
起
こ
っ
て
よ
か
っ
た
と
い
う
こ
と

じ
ゃ
な
い
か
な
、
と
い
う
気
は
し
ま
す
け
れ
ど
ね
。

智
能
　
政
府
部
内
で
も
朝
鮮
特
需
を
「
お
こ
ぼ
れ
ち
ょ
う
だ
い
」

と
い
っ
た
人
も
い
る
し
、
韓
国
の
一
部
で
は
今
も
日
本
は
「
戦

争
ブ
ー
ム
を
謳
歌
し
た
」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。

伊
藤
　
や
っ
ぱ
り
神
風
で
す
か
（
笑
い
）
。
い
や
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中
村
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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オーラルヒストリー

経　済　復　興　期

　　　　　　第3回

［2001年6月22日　14＝00～16：001

〔インタビュアー〕（肩書きはインタビューの時点）、

中村隆英（東京大学名誉教授）

伊藤　隆（政策研究大学院大学教授）

藤井信幸（東洋大学教授）

森

村井哲也（都立大学大学院†牡課程）

直子（va研究大学院大学リサーチアシスタント）（於＝㈱大和総研赤坂事務所）



第3回質問項目 開催日＝平成13年6月22日
開催場所：大和総研　赤坂分室

　今回は、前回お伺いしたお話に続く時代から経本が経済審議庁に改組される前後のお話を伺いた

いと思います。それについてお話を伺うなかで、関連した事項についてご質問させていただきたい

と思います

①「経済復興計画」公表取り止めの前後は、短期間に政治・経済状況が大きく変動します。こ

　の当事の経済復興計画室（経済計画課）内部の雰囲気などについてお聞かせください。ま

　た、自立経済審議会との連携・関係、あるいは自立経済計画の作成過程などにおけるGHQ

　との連絡はどのようなものであったのでしょうか。

②朝鮮戦争による特需による経済状況の急変の後は、昭和26年2月からの「日米経済協力」が

　問題となってきます。この時期、「経済安定本部の下では「日米経済協力のための経済政策

　（いわゆるトップレベル作業）【昭和26年3月10日司令部へ提出｝」、講和全権団携行のための

　「B資料［昭和26年8月23日提出］」などが次々と作成されましたが、総合的な経済計画は作成

　されなくなり琴す。当時のご苦労などお話いただけますでしょうか。

③経本の機構も昭和24年6月、昭和25年5月と縮小され、昭和27年3月末で臨時物資需給調整法

　が最終的に失効した後のさらなる機構縮小が行われた後、昭和27年7月31日に経済安定本部

　の廃止、経済審議庁への移行に至ります。価格・物資統制g）撤廃の他、昭和27年3月の賠償指

　定工場の解除、4月28日の平和条約発効とGHQの廃止など大きな状況の変化が数多くありま

　すが、経本が廃止されるに至る背景、内部の状況などに関しお話ください。「

④経済審議庁では、組織構成上、経済安定本部より長期経済計画の策定により大きな重点が

　置かれているように見えます。、実際のところ、長期経済計画に対する取り組みに関し、経

　本時代と経済審議庁になってからでは、どのような相違があったのでしょうか。

⑤経済審議庁になるにあたり、経済安定本部時代との人的・業務的継続性はどのような状況

　だったのでしょうか？他の省庁との関係（大蔵省、外務省、通商産業省など）の変化はど

　のような状態だったのでしょうかフ
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［宮暗氏が第三回インタビュー時に一旦配布したメモ、改訂後、第四回で再配布された］

1復興時代（1945～55）

　制度改革…非軍事化と民主化の改革　→　日本国憲法の誕生

　　　　　　諸制度改革（独禁法、農地改革、労働三法、民法関係…）

　自立への道……冷戦で「西側の一員」へ　賠償（懲罰的→緩和→自立）

　経済管理…統制経済（総司令部）→解除（直ちに自由にならず）

　　　　　　国家指導・保護の色彩強く

　　　　　　経済界も財閥復活型、後の一セット主義

　　　　　　労働組合　　（付　学生運動）

　景気循環の回復

　　　　　　国際収支、投資・貯蓄、雇用

　　　　　　単純な金融政策、財政はまだ準備不足

　　　　　　安定か生産力か（需要か供給力か、冷戦と朝鮮動乱で不明確化）

　　　　　　資本主義一市場経済ではない

　大勢として自由化へ．

　　　　　　保護と自由の組み合わせ

自立計画へ　●国際収支で特需に頼らない

　　　　　　●不完全雇用　→　完全雇用へ

　　　　　　●自前の経済政策を

H留学・国連出向時代

　留学（32年8月～34年4月、米国M・IT）

　　　　〔近代経済学手法の応用〕〔経済技術の進歩〕

　　　　成長率概念（ただし理屈通りにいかない）（混合経済体制）

　国連（36年t月～38年7月、国連本部）

　　　　〔軍縮と平和、南北問題〕

皿以下

　　高度成長（自由化と開放）→石油危機→克服（国際収支黒字）→バブル発生→崩壊

　　→「失われた10年」へと続く
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■
復
興
か
ら
自
立
経
済
へ

［
最
初
に
宮
崎
氏
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

A
4
一
枚
の
メ
モ
が
配
布
さ
れ
る
］

中
村
　
今
日
初
め
て
連
れ
て
き
た
人
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
ち

ら
が
東
洋
大
学
の
藤
井
さ
ん
で
す
。
経
済
政
策
が
ご
専
門
で
、

戦
後
の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
勉
強
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
ヶ

ぞ
話
を
聞
か
せ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

伊
藤
　
こ
ち
ら
が
村
井
君
と
い
い
ま
し
て
、
都
立
大
学
大
学
院

の
博
士
課
程
の
人
で
、
統
制
経
済
の
こ
と
な
ど
勉
強
し
て
お
り

ま
す
。

中
村
　
そ
れ
で
は
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
、
メ
モ
を

い
た
だ
ぎ
ま
し
た
が
。

伊
藤
　
先
生
に
こ
れ
を
お
作
り
に
な
ワ
て
い
た
だ
い
た
の
な

ら
、
こ
れ
に
沿
っ
て
、
先
生
か
ら
お
話
く
だ
さ
っ
て
も
よ
ろ
し

い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

宮
暗
　
こ
れ
［
第
3
回
質
問
項
目
］
も
拝
見
し
ま
し
た
の
で
、

そ
れ
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
村
　
自
立
へ
の
道
と
か
、
統
制
の
解
除
と
か
、
そ
の
辺
の
と

こ
ろ
が
ら
お
話
い
た
だ
け
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
一
つ
だ
け

伺
っ
て
お
き
た
い
の
で
す
が
、
ド
ッ
ジ
と
い
う
人
と
安
定
本
部

は
直
接
ど
う
い
う
関
係
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

宮
崎
　
直
接
的
に
は
、
あ
ま
り
な
い
で
す
ね
。
都
留
さ
ん
の
ル

ー
ト
と
か
、
柿
坪
さ
ん
を
通
じ
て
と
か
あ
り
ま
し
た
が
、
安
定

本
部
と
し
て
直
接
交
渉
事
は
し
な
か
っ
た
。

中
村
　
ド
ッ
ジ
は
だ
い
た
い
、
大
蔵
省
あ
る
い
は
日
銀
と
関
係

が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

宮
崎
　
そ
う
で
す
ね
。
安
定
本
部
と
も
関
係
は
あ
り
ま
し
た
け

れ
ど
、
政
策
効
果
の
数
量
的
検
討
と
い
っ
た
間
接
的
な
も
の
で

す
ね
。
で
は
ど
の
辺
か
ら
話
し
ま
し
ょ
う
か
。

中
村
　
自
立
の
あ
た
り
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

宮
暗
　
一
般
に
経
済
復
興
時
代
と
い
う
の
は
、
一
九
四
五
年
の

終
戦
の
時
か
ら
十
年
経
っ
て
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
と
い

わ
れ
る
戦
前
水
準
の
経
済
規
模
に
戻
っ
た
一
九
五
五
（
昭
和
三

〇
年
）
頃
の
段
階
ま
で
の
こ
と
を
い
う
と
思
い
ま
す
。
振
り
返

っ
て
み
ま
す
と
、
こ
の
十
年
間
の
成
長
率
は
平
均
し
て
八
％
強

で
、
予
想
以
上
に
高
か
っ
た
と
推
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
い
ろ
い
ろ
議
論
が
あ
る
と
こ
ろ
で
、
そ
も
そ
も
廃
嘘
状

態
の
ゼ
ロ
か
ら
出
発
し
た
の
で
、
成
長
率
が
高
い
の
は
当
た
り

前
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
谷
深
け
れ
ば
山
高
し

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
の
こ
と
は
国
際
比
較
を
し
て
も
明
瞭

で
す
。
戦
後
十
年
ぐ
ら
い
の
期
間
を
と
っ
て
国
際
比
較
を
す
る

と
、
日
本
と
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
し
が
、
い
ず
れ
も
敗
戦
国
で
、

戦
災
の
被
害
が
大
き
く
て
、
成
長
率
が
早
か
っ
た
。
逆
に
イ
ギ

リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
と
い
う
と
こ
ろ
は
戦
勝
国
で
隅
イ

ギ
リ
ス
は
若
干
被
害
が
あ
っ
た
の
で
そ
れ
だ
け
に
成
長
率
が
高

い
と
い
う
点
が
あ
り
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
と
カ
ナ
ダ
は
成
長
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

が
低
か
っ
た
。
と
い
う
こ
と
で
、
篠
原
三
代
平
さ
ん
は
、
「
戦

争
破
壊
と
戦
後
復
興
・
相
反
の
法
則
」
と
い
う
こ
と
を
言
わ
れ

て
、

　
負
け
た
と
こ
ろ
の
方
が
、
ゼ
ロ
か
ら
出
発
す
る
か
ら
成
長
が

高
か
っ
た
、
と
言
っ
て
お
ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
と
私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
戦
争
の
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
み
ん
な
が
自
由
に
な
っ
て

．
ホ
ッ
と
し
た
と
い
う
こ
と
が
、
戦
後
の
成
長
率
が
高
か
っ
た
一

つ
の
背
景
だ
と
私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。
自
分
た
ち
の
手
で
復

興
さ
せ
る
と
い
う
意
欲
で
す
ね
。
戦
争
に
よ
る
破
壊
は
本
当
に

讐
1
こ
の
メ
モ
は
、
宮
崎
氏
が
改
訂
を

加
え
た
後
、
第
四
回
の
資
料
と
し
て

配
布
さ
れ
た
。

静
2
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
十
月
二

六
日
生
ま
れ
。
一
橋
大
学
教
授
か
ら
、

昭
和
四
五
年
経
済
企
画
庁
経
済
研
究

所
長
。
成
践
大
学
、
国
際
商
科
大
学

で
の
教
授
の
傍
ら
ア
ジ
ア
ク
ラ
ブ
理

事
、
統
計
研
究
会
理
事
長
、
ア
ジ
ア

経
済
研
究
所
会
長
を
兼
任
。
日
銀
や

経
企
庁
の
参
与
を
歴
任
。
統
計
審
議

会
会
長
も
務
め
た
。
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非
常
に
ひ
ど
か
っ
た
。
身
近
な
こ
と
で
い
い
ま
す
と
、
私
は
阿

佐
ヶ
谷
か
ら
お
茶
の
水
に
中
央
線
で
通
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、

海
軍
か
ら
復
員
し
て
最
初
に
大
学
に
行
く
と
き
に
、
中
央
線
に

乗
っ
て
、
ち
ょ
う
ど
水
道
橋
を
出
た
と
こ
ろ
ぐ
ら
い
か
な
、
東

大
の
方
を
見
る
と
、
な
ん
と
本
郷
の
大
学
の
時
計
台
が
見
え
る

ん
で
す
。
い
ま
は
も
ち
ろ
ん
全
然
見
え
ま
せ
ん
。
戦
前
は
も
ち

ろ
ん
見
え
な
か
っ
た
。
要
す
る
に
爆
撃
で
水
道
橋
の
駅
か
ら
本

郷
に
か
け
て
、
ず
っ
と
焼
け
て
い
る
わ
け
で
す
。
掘
っ
建
て
小

屋
み
た
い
な
も
の
が
い
く
ら
か
建
っ
て
い
ま
し
て
、
そ
の
先
に

大
学
の
時
計
台
が
見
え
た
。
こ
れ
は
ひ
ど
い
な
と
い
う
こ
と
と
、

学
校
に
戻
れ
、
る
、
と
い
う
二
つ
の
感
慨
が
あ
り
ま
し
た
。
物
的

な
破
壊
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
。

　
ま
た
、
わ
れ
わ
れ
が
学
校
に
戻
っ
て
き
て
ど
ん
な
格
好
を
し

て
い
っ
た
か
と
い
う
と
、
［
い
ま
着
て
い
る
シ
ャ
ツ
に
触
れ
］

こ
ん
な
上
等
な
シ
ャ
ツ
は
な
く
て
、
そ
れ
こ
そ
ぺ
ら
ぺ
ら
の
服

を
着
て
、
冬
は
海
軍
時
代
の
マ
ン
ト
を
河
織
っ
て
、
靴
は
軍
隊

靴
を
履
い
て
通
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
こ
の
前
も
申
し

上
げ
ま
し
た
け
れ
ど
、
食
べ
る
方
は
ま
だ
配
給
制
で
、
大
学
の

食
堂
で
す
い
と
ん
を
食
べ
て
い
た
と
い
う
、
す
べ
て
破
壊
さ
れ

た
中
で
の
惨
め
な
生
活
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
打
ち
ひ
し

が
れ
た
か
と
い
う
と
、
も
ち
ろ
ん
そ
う
い
う
人
も
い
た
で
し
ょ

う
が
、
一
般
の
国
民
は
戦
争
が
終
わ
っ
て
ホ
ッ
と
し
た
と
い
う

解
放
感
と
こ
う
い
う
状
況
か
ら
早
く
立
ち
直
ろ
う
と
い
う
前
町

き
の
気
持
ち
が
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。

　
そ
れ
は
敗
戦
処
理
の
仕
方
に
も
よ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
が
、

敗
戦
直
後
か
ら
日
本
の
再
建
の
方
式
が
示
さ
れ
て
、
「
非
軍
事

化
と
民
主
化
」
と
い
う
二
つ
の
改
革
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
背

景
に
は
、
や
が
て
登
場
す
る
日
本
国
憲
法
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、

そ
れ
で
人
間
が
自
由
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
戦
争
中
と
い
う
の
は
、

人
々
は
思
想
的
に
も
経
済
的
に
も
圧
迫
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
か

ら
の
解
放
感
が
復
興
の
バ
ネ
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
私
は

思
う
ん
で
す
。
復
興
期
の
始
め
に
そ
う
い
う
制
度
改
革
が
各
方

面
で
行
な
わ
れ
て
、
社
会
全
体
が
活
力
を
持
っ
て
き
た
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ま
改
革
だ
、
改
革
だ
と
言
っ
て
、
ひ
と
は
よ
く
戦
後
の
民

主
化
に
た
と
え
て
、
あ
れ
は
苦
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
あ
れ
が
花

開
い
て
戦
後
の
経
済
が
う
ま
く
い
っ
た
と
言
っ
て
い
る
人
が
い

ま
す
。
そ
れ
は
正
し
い
見
方
だ
と
思
い
ま
す
が
、
当
時
は
そ
う

い
う
制
度
改
革
が
、
本
当
に
復
興
の
原
動
力
に
な
っ
た
と
い
う

解
釈
を
す
る
人
は
比
較
的
少
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
制
度
改
革
の
重
要
性
を
唱
え
た
の
は
、
主
と
し
て
戦

前
・
戦
中
言
論
を
抑
圧
さ
れ
て
い
た
人
々
で
、
例
え
ば
有
沢

［
広
巳
］
先
生
も
そ
う
で
し
て
、
シ
ス
テ
ム
を
変
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
広
範
な
民
主
化
制
度
が
自
由

な
空
気
を
も
た
ら
し
て
、
結
局
は
資
本
主
義
的
な
再
建
方
法
に

な
っ
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
そ
う
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
り
出

し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
後
か
ら
解
釈
を
つ
け
て
い
る
人
が
多
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
受
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ヨ

ア
メ
リ
カ
の
経
済
学
者
の
ダ
グ
ラ
ス
・
ノ
ー
ス
教
授
に
会
っ

た
と
き
、
日
本
経
済
の
発
展
に
つ
い
て
は
も
っ
と
制
度
改
革
を

評
価
す
べ
き
で
は
、
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
、
民
主
化
、
非
軍
事
化
と
い
う
こ
と
は
、
新
し
い

憲
法
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
憲
法
の
下
で
、

各
分
野
に
お
け
る
制
度
改
革
が
非
常
に
精
力
的
に
行
な
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
る

た
。
例
え
ば
財
閥
の
解
体
、
経
済
力
集
中
を
排
除
す
る
と
い

　
　
　
　
　
　
　
ね
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　

う
法
律
か
ら
独
禁
法
が
生
ま
れ
て
く
る
。
農
地
改
革
が
行
な

わ
れ
る
。
い
ま
ま
で
地
主
制
度
の
下
で
小
作
人
は
惨
め
な
生
活

を
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
そ
の
制
度
は
農
業
の
生
産
性
を
上
げ

・、

R
Z
9
コ
ー
8
遷
馨
Ω
三
一
（
一
九
二

〇
1
　
）
一
九
八
三
年
忌
り
ワ
シ
ン

ト
ン
大
学
教
授
。
経
済
史
学
会
長
、

西
洋
経
済
学
会
長
等
を
歴
任
。
「
新
制

度
派
経
済
学
」
の
重
鎮
と
し
て
知
ら

れ
る
。
一
九
九
三
年
ノ
ー
ベ
ル
経
済

学
賞
受
賞
。
来
日
の
折
、
宮
崎
氏
と

会
う
。

⇔
4
日
本
の
財
閥
の
特
色
で
あ
っ
た
持

株
会
社
（
本
社
）
を
解
体
、
そ
の
一

族
を
役
職
か
ら
追
放
す
る
こ
と
で
系

列
会
社
に
対
す
る
支
配
を
破
壊
し
、

経
済
力
の
分
散
化
を
計
っ
た
措
置
。

言
正
式
名
称
は
「
私
的
独
占
の
禁
止

及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法

律
」
。
昭
和
一
一
二
（
一
九
四
七
）
年
法

五
四
号
。
公
正
か
つ
自
由
な
競
争
の

促
進
を
直
接
の
目
的
と
す
る
。
制
定

当
初
は
厳
格
な
規
制
を
内
容
と
し
て

い
た
が
、
昭
和
二
四
、
一
一
八
年
の
二

度
に
わ
た
る
改
正
に
よ
り
大
幅
に
規

制
が
緩
和
さ
れ
て
い
っ
た
。

言
昭
和
一
＝
年
か
ら
一
「
五
年
に
か
け

て
実
施
さ
れ
た
、
小
作
地
開
放
、
自

作
農
化
促
進
政
策
の
こ
と
。
こ
の
結

果
、
農
業
生
産
力
は
著
し
く
向
上
し

た
ゆ
G
H
Q
は
、
こ
の
改
革
を
日
本

の
民
主
化
政
策
の
最
も
成
功
し
た
例

と
し
て
高
く
評
価
し
た
。

亨
昭
和
十
三
年
七
月
以
降
、
労
働
者

を
戦
時
経
済
に
協
力
さ
せ
る
た
め
、

産
業
報
国
連
盟
を
中
央
機
関
と
し
て

各
事
業
場
に
設
け
ら
れ
た
組
織
。
こ
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る
に
は
有
効
に
働
か
な
い
シ
ス
テ
ム
で
、
と
に
か
く
働
い
た
ら

地
主
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
制
度
で
農
民
の
働
く
意
欲
は

湧
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
農
地
改
革
に
よ
っ
て
、
働
く
人
に
土

地
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
か
ら
、
小
さ
な

土
地
で
も
自
分
の
土
地
だ
か
ら
、
そ
こ
で
生
産
を
上
げ
よ
う
、

収
益
を
上
げ
よ
う
と
い
う
よ
う
に
な
り
馬
農
地
改
革
が
農
業
を

発
展
さ
せ
た
起
爆
剤
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
そ

の
後
、
農
地
の
小
規
模
化
が
生
産
性
向
上
の
ネ
ッ
ク
に
な
り
ま

し
た
が
。

　
そ
れ
か
ら
労
働
者
は
、
戦
争
中
、
変
な
組
合
運
動
的
な
も
の

　
　
　
　
　
　
ね
　

［
産
業
報
国
会
］
も
あ
っ
て
、
そ
れ
は
祖
国
の
た
め
に
、
と
い

う
よ
う
な
労
働
組
合
だ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
戦
後
は
文
字
通
り

労
働
解
放
と
い
い
ま
す
か
、
自
分
た
ち
で
労
働
組
合
を
形
成
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
き

る
こ
と
が
で
き
る
労
働
組
合
法
、
働
く
も
の
の
権
利
を
確
保

　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
り

す
る
労
働
法
、
労
働
基
準
法
な
ど
労
働
三
法
に
よ
っ
て
、
働

く
人
間
が
自
由
を
得
た
。
も
ち
ろ
ん
完
全
な
自
由
で
な
い
と
い

う
こ
と
は
冷
戦
が
ハ
ッ
キ
リ
し
て
か
ら
だ
ん
だ
ん
ハ
ッ
キ
リ
し

て
来
る
わ
け
で
す
が
、
、
基
本
的
に
は
農
民
の
場
合
も
、
労
働
組

合
の
場
合
も
、
終
戦
後
、
働
け
ば
自
分
達
の
と
こ
ろ
に
成
果
が

そ
れ
な
り
に
戻
っ
て
来
る
と
い
う
状
況
に
な
っ
た
。
制
度
改
革

が
活
力
の
源
泉
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
間
接
的
に
は
民
法
の
分
野
で
、
例
え
ば
家
族
制
度

で
も
、
個
人
の
自
由
を
大
切
に
す
る
、
大
家
族
制
が
崩
壊
す
る

と
い
う
こ
と
を
通
じ
て
、
そ
こ
に
自
由
な
空
気
が
吹
き
込
ま
れ

た
。
そ
う
い
う
こ
と
が
戦
後
復
興
の
基
礎
に
な
っ
た
力
で
は
な

い
か
と
私
は
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、
よ
く
言
え
ば
み

ん
な
が
復
興
に
精
力
を
注
ぎ
込
む
こ
と
が
で
き
た
。
も
ち
ろ
ん
、

ど
う
い
う
ふ
う
に
再
建
す
る
か
と
い
う
方
法
に
つ
い
て
は
大
い

に
議
論
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
惨
め
な
状
態
、
軍
閥
と
か
特
殊

な
グ
ル
ー
プ
に
抑
圧
さ
れ
て
い
た
状
況
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と

は
共
通
し
．
て
い
た
わ
け
で
、
そ
こ
か
ら
成
長
す
る
力
が
出
て
来

た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
日
、
憲
法
を
ど
う
す
る
か
と
い
っ

た
議
論
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
憲
法
の
自
由
化
と
民
主
化
が

戦
後
発
展
の
基
盤
に
あ
っ
た
と
い
ヶ
評
価
論
が
欠
け
て
い
る
の

は
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
と
し
て
は
変
な
気
が
し
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
復
興
の
や
り
方
に
つ
い
て
は
、
こ
の
前
も
申
し

、
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
適
今
日
風
に
言
え
ば
、
生
産
力
（
供
給
）
の
強
化
が
先
か
、

金
融
の
安
定
が
先
か
、
つ
ま
り
「
成
長
か
安
定
か
」
と
い
う
議

論
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
少
な
く
と
も
私
が
関
わ
っ
た
経
済

安
定
本
部
で
は
、
生
産
力
の
拡
充
（
供
給
力
の
強
化
）
と
い
う

と
こ
ろ
に
ポ
イ
ン
ト
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
傾
斜
生
産
方
式
と
し

て
現
れ
る
わ
け
で
す
。
他
方
、
そ
れ
で
は
い
け
な
い
ん
だ
、
そ

う
い
う
こ
と
を
い
き
な
り
や
っ
て
イ
ン
フ
レ
を
助
長
す
る
よ
り

は
、
金
融
の
基
礎
を
安
定
的
に
確
保
す
る
こ
と
が
長
い
目
で
見

て
成
長
の
源
泉
だ
と
い
う
こ
と
で
、
そ
ち
ら
に
重
点
を
置
く
政

策
も
主
張
さ
れ
た
。
最
初
は
傾
斜
生
産
方
式
で
や
っ
て
、
あ
る

程
度
傾
斜
生
産
方
式
の
成
果
が
出
て
き
た
頃
に
、
金
融
の
安
定

の
方
が
先
だ
、
傾
斜
生
産
で
や
れ
ば
イ
ン
フ
レ
に
な
る
じ
ゃ
な

い
か
、
と
い
う
議
論
が
強
ま
り
、
一
九
四
九
（
昭
和
二
十
四
）

年
に
ド
ッ
ジ
プ
ラ
ン
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ド
ッ
ジ
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て
イ
ン
フ
レ
は
収
束
し
た
ん
で
す

　
　
　
　
　
　
の
け

が
、
ド
ッ
ジ
恐
慌
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
景
気
の
後
退
状
況

が
起
こ
っ
て
、
失
業
者
が
増
え
る
、
あ
る
い
は
倒
産
が
増
え
る
、

中
小
企
業
が
困
る
と
い
う
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
き
た
．
。
や
は

り
ま
だ
生
産
力
が
充
分
に
拡
充
さ
れ
て
い
な
い
ん
だ
、
と
い
う

こ
と
で
、
生
産
力
か
金
融
安
定
か
、
と
い
う
論
争
が
激
し
く
な

っ
て
い
っ
た
。

れ
に
よ
り
「
労
働
組
合
」
は
解
消
さ

せ
ら
れ
た
。
一
二
Q
年
五
月
に
大
政

翼
賛
会
の
傘
下
と
な
り
、
同
年
九
月

末
に
解
散
。

誉
昭
和
一
一
〇
（
一
九
四
五
）
年
法
五

一
号
、
二
四
年
法
一
．
七
四
号
。
労
働

者
と
使
用
者
が
労
働
条
件
に
つ
い
て

対
等
の
立
場
で
交
渉
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
法
律
。
主

に
労
働
協
約
の
締
結
、
団
体
交
渉
権
、

労
働
組
合
を
組
織
す
る
こ
と
を
定
め

て
い
る
。

聾
9
正
確
に
は
「
労
働
法
」
は
、
労
働

関
係
の
法
令
全
般
を
総
称
し
て
用
い

る
用
語
。
労
働
三
法
は
、
労
働
基
準

法
・
労
働
組
合
法
・
労
働
関
係
調
整

法
の
三
法
律
を
指
す
。

静
－
o
、
昭
和
二
二
年
法
四
九
号
。
「
賃
金
、

就
業
時
間
、
休
息
そ
の
他
の
勤
労
条

件
に
関
す
る
基
準
」
、
よ
り
具
体
的
に

は
「
労
働
者
が
人
た
る
に
値
す
る
生

活
を
営
む
た
め
の
必
要
を
充
た
す
べ

き
」
労
働
条
件
の
最
低
基
準
を
定
め

た
法
律
の
こ
と
。

鱒
1
ー
ド
ッ
ジ
プ
ラ
ン
に
よ
り
、
日
本
経

済
は
「
援
助
と
捕
助
金
」
と
に
よ
る

資
本
蓄
積
方
式
か
ら
、
企
業
の
合
理

化
と
輸
出
振
興
に
よ
る
蓄
積
へ
と
転

換
を
迫
ら
れ
た
。
戦
時
中
か
ら
の
政

府
に
よ
る
直
接
的
な
経
済
統
制
は
撤

廃
さ
れ
た
。
こ
の
プ
ラ
ン
の
実
施
は

日
本
経
済
を
デ
フ
レ
状
態
に
陥
ら
せ
、

恐
慌
状
態
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
っ

た
。
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る
に

　
そ
こ
へ
、
一
九
五
〇
（
昭
和
二
十
五
）
年
に
、
朝
鮮
動
乱

が
起
こ
っ
た
。
そ
し
て
一
部
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
、
こ
れ
は

「
こ
ぼ
れ
幸
い
」
だ
、
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
そ
れ
に
よ

っ
て
、
経
済
が
回
復
し
始
め
る
。
そ
し
て
、
成
長
か
安
定
か
と

い
う
論
争
、
傾
斜
生
産
が
よ
か
っ
た
の
か
ド
ッ
ジ
プ
ラ
ン
が
よ

か
っ
た
か
と
い
う
問
題
に
対
す
る
答
え
は
、
は
っ
き
り
し
な
い

ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思
っ
て
い
ま

す
。
決
着
が
つ
か
な
か
っ
た
。
要
す
る
に
外
か
ら
の
”
神
風
4

が
吹
い
て
、
経
済
が
よ
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
ね
。
も
っ
と
も
、
韓
国
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
、
日
本
は
そ

れ
で
良
い
目
に
あ
っ
た
が
、
朝
鮮
半
島
で
は
そ
れ
か
ら
分
裂
国

家
が
生
ま
れ
、
悲
劇
は
今
日
な
お
つ
づ
い
て
い
る
、
と
い
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
そ
の
時
に
、
い
ち
お
う
経
済
に
自
立
的

な
条
件
が
出
て
き
た
と
い
う
こ
と
は
事
実
だ
と
思
い
ま
す
。
と

こ
ろ
が
厄
介
な
こ
と
に
、
朝
鮮
動
乱
も
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
に

先
立
っ
て
冷
戦
の
始
ま
り
と
い
う
の
が
あ
る
わ
け
で
す
。
も
し

冷
戦
状
態
に
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
あ
る
い
は
朝
鮮
動
乱
が
な

け
れ
ば
、
景
気
と
い
う
の
は
、
一
定
の
期
間
が
た
て
ば
回
復
し

て
順
調
に
成
長
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
．
が
、
冷

戦
が
起
こ
っ
て
、
正
常
な
経
済
運
営
が
か
な
り
の
程
度
制
約
さ

れ
て
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
話
が
あ
ち
こ
ち
し
ま
す
が
、
こ

の
戦
後
の
経
済
政
策
理
論
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
判

定
は
非
常
に
つ
け
に
く
い
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
も
い
え
る
こ
と
で
す

が
、
当
時
ア
メ
リ
カ
で
は
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
が
経
済
学
界
で
は
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
お

心
勢
力
に
な
っ
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
的
政
策

が
ア
メ
リ
カ
で
う
ま
く
行
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
に
よ
っ
て
非
常
に
ゆ
が
め
ら
れ
て
、
成
果
の
判
定
が

つ
け
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
、
実

は
日
本
で
、
冷
戦
が
始
ま
る
と
か
特
需
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
、
歪
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
じ
が
す
る
ん
で
す
。

特
需
の
問
題
は
自
立
を
つ
く
る
一
つ
の
条
件
に
な
っ
て
、
西
側

の
一
員
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
冷
戦
が
続
い
て
い
る
あ
い

だ
あ
っ
た
わ
け
で
、
そ
う
い
う
性
格
は
ど
う
し
て
も
拭
い
去
れ

な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
机
の
上
の
経
済
の
発
展
モ
デ
ル
を
考
え
る

と
き
の
状
況
と
は
か
な
り
違
っ
た
環
境
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
そ
の
こ
と
を
別
の
面
で
非
常
に
具
体
的
に
示
し
て
い
る
の

が
、
日
本
に
対
す
る
賠
償
の
考
え
方
で
、
そ
こ
に
非
常
に
は
っ

き
り
現
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
賠
償
の
問
題

と
い
う
の
は
、
一
九
四
五
年
、
終
戦
の
時
か
ら
か
な
り
は
っ
き

り
し
て
い
ま
し
た
。
ポ
｝
レ
ー
報
告
と
い
う
の
が
一
九
四
五
年

に
出
さ
れ
る
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
は
対
日
賠
償
を
非
常
に
厳
し

く
取
り
立
て
る
も
の
で
、
も
ち
ろ
ん
二
度
と
軍
国
主
義
を
許
さ

な
い
よ
う
に
、
武
器
の
生
産
は
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
、
あ
る
い
は

そ
れ
に
関
連
す
る
生
産
施
設
を
撤
去
す
る
、
残
っ
た
施
設
も
日

本
の
生
活
水
準
が
極
端
に
悪
く
な
ら
な
い
程
度
の
水
準
を
維
持

す
る
だ
け
と
い
う
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
て
、
な
ん
で
も
自
由
に

し
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
ほ
ど
な
く
「
鉄
の
カ
ー
テ
ン
」
が
で
き
て
冷
戦

が
始
ま
る
と
、
日
本
を
賠
償
で
厳
し
い
状
況
に
追
い
込
ん
で
い

い
の
か
と
い
う
議
論
が
出
て
来
て
、
西
側
の
一
員
と
し
て
日
本

の
経
済
力
も
活
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
が
実
施
さ
れ
た
一

九
四
七
年
に
、
ス
ト
ラ
イ
ク
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
ア
メ
リ
カ
か
ら

日
本
に
来
て
、
そ
の
賠
償
報
告
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

軸
1
2
昭
和
二
五
（
一
九
五
〇
）
年
六
月

一一

ﾜ
日
未
明
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民

共
和
国
軍
が
北
緯
三
八
度
線
の
国
境

線
を
突
破
、
一
挙
に
大
韓
民
国
へ
な

だ
れ
込
み
、
戦
争
が
勃
発
。
三
年
間

に
わ
た
っ
た
．
こ
の
戦
争
は
二
八
年
七

月
二
七
日
、
休
戦
協
定
の
成
立
に
よ

り
終
結
し
た
ゆ

管
1
3
完
全
雇
用
を
確
保
す
る
た
め
に
、

財
政
出
動
に
よ
り
景
気
の
回
復
、
拡

大
を
求
め
る
政
策
の
こ
と
。
こ
の
政

策
に
よ
っ
て
、
乗
数
効
果
（
二
次
的

な
消
費
の
増
加
が
、
三
次
的
な
消
費

需
要
、
投
資
需
要
を
発
生
さ
せ
る
と

い
う
波
及
効
果
の
こ
と
）
に
よ
り
、

G
D
P
（
国
内
総
生
産
）
は
実
際
の

財
政
投
入
額
以
上
に
増
加
す
る
こ
と

と
な
る
。
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マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
西
側
が
も

う
少
し
日
本
の
再
建
を
援
助
し
て
も
い
い
ん
じ
々
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
、
少
し
賠
償
方
針
を
緩
め
た
ら
ど
う
か
と
い
う
最
初

の
ス
ト
ラ
イ
ク
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
報
告
で
出
て
来
て
い
る
わ
け

で
す
。
一
九
四
八
年
三
月
に
は
、
こ
の
ス
ト
ラ
イ
ク
・
ミ
ッ
シ

ョ
ン
の
最
終
報
告
が
出
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
、
日
本
の
復
興

の
た
め
に
ど
れ
ぐ
ら
い
西
側
の
協
力
が
必
要
か
と
い
う
観
点
で

整
理
さ
れ
て
、
賠
償
の
問
題
と
い
、
う
の
は
薄
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
前
後
し
て
、
出
さ
れ
て
い
る
ド
レ
ー
パ
ー
報
告
も
、
日

本
の
経
済
力
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
と
し
て
は
ど
う
い
う
支
援
が

で
き
る
か
と
い
う
報
告
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
で
す
か
ら
、
経
済
は
だ
ん
だ
ん
復
興
が
進
ん
で
、
自
立
化
の

条
件
が
出
て
来
る
わ
け
で
す
が
、
経
済
運
営
と
い
う
点
か
ら
い

え
ば
ハ
必
ず
し
も
完
全
な
自
主
性
を
持
つ
よ
う
な
こ
と
に
は
な

っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。
．
そ
れ
は
善
意
で
あ

る
と
か
、
ア
メ
リ
カ
本
位
で
あ
る
か
は
別
に
し
て
、
と
に
か
く

ア
メ
リ
カ
の
政
策
に
非
常
に
左
右
さ
れ
る
よ
う
な
経
済
政
策
に

な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
は
事
実
で
、
そ
の
こ
と
は
基
本
的
に
・

は
今
日
も
変
わ
ら
な
い
。
そ
の
過
程
で
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
後
の

イ
ン
フ
レ
の
収
め
方
で
す
と
か
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
い
方
の
問

題
で
す
と
か
、
あ
る
い
は
石
油
シ
ョ
ッ
ク
が
収
ま
っ
た
後
の
貿

易
黒
字
の
処
理
の
仕
方
に
つ
い
て
も
、
い
つ
も
ア
メ
リ
カ
が

「
西
側
の
陣
営
の
強
化
」
と
い
う
名
目
で
日
本
に
注
文
を
つ
け

た
。
そ
の
注
文
は
素
直
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
注
文
で
あ

っ
た
場
合
も
あ
る
し
、
若
干
抵
抗
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
よ
う

な
注
文
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
兎
に
角
日
本
経
済
の
完
全
な

自
主
自
立
と
い
う
こ
と
は
、
私
は
ご
く
最
近
ま
で
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
復
興
が
終
わ
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
過
程
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
り

現
実
的
に
は
昭
和
二
十
五
年
ぐ
ら
い
か
ら
統
制
が
解
除
さ
れ
‘

る
。
そ
し
て
自
立
経
済
を
目
指
す
。
自
立
経
済
と
い
う
の
は
、

本
来
的
に
は
経
済
政
策
を
自
立
的
に
自
主
的
に
つ
く
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
経
済
の
実
態
に
即
し
て
い
え
ば
、

自
立
の
条
件
と
い
う
の
は
、
失
業
者
が
な
い
、
完
全
雇
用
に
な

る
ん
だ
と
い
う
こ
と
と
、
国
際
収
支
に
つ
い
て
は
外
国
の
援
助

に
よ
ら
な
い
で
、
あ
る
程
度
貿
易
を
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
経
済
を
目
指
そ
う
と
い
う
こ
と
で
、
そ

う
い
う
意
識
が
明
確
に
出
て
来
た
の
は
、
一
九
五
〇
（
昭
和
二

十
五
）
年
以
降
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
た
ま
た
ま
復
興
が
う

ま
ぐ
行
っ
て
、
あ
る
程
度
生
産
力
が
軌
道
に
乗
り
始
め
る
、
し

た
が
っ
て
、
も
う
統
制
も
い
ら
な
い
、
と
い
う
時
代
に
な
っ
て

き
た
時
で
し
た
。

　
そ
れ
を
経
済
安
定
本
部
と
い
う
組
織
か
ら
見
れ
ば
、
統
制
経

済
の
役
割
が
な
く
な
っ
て
き
た
、
そ
し
て
生
産
力
中
心
の
政
策

で
は
な
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
、
よ
り
長
期
的
に
日
本

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
そ
う
い
う
組
…
織

が
必
要
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
た
。
傾
斜
生
産
と
か
復
興
計

画
と
い
う
よ
り
、
長
期
的
な
自
立
計
画
を
目
標
に
す
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
の
計
画
は
重
要
性
を

持
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
時
代
が
統
制
経
済
で
は
な
く
な
っ
て

き
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
て
、
機
構
の
上
で
は
縮
小
が
始

ま
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
各
省
や
民
間
か
ら
き
て
い
た
人

が
親
元
に
戻
り
機
構
が
縮
小
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
統
制
と
い

う
権
力
が
な
く
な
っ
て
く
る
。
と
い
う
こ
と
で
、
経
済
安
定
本

部
は
昭
和
二
七
年
に
経
済
審
議
庁
に
改
組
さ
れ
ま
し
た
。

　
で
す
か
ら
、
経
済
安
定
本
部
つ
い
で
審
議
庁
、
企
画
庁
と
い

う
歴
史
か
ら
見
れ
ば
、
そ
の
審
議
庁
の
時
代
は
、
な
ん
と
い
い

ま
す
か
、
「
日
陰
の
時
代
」
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
と
思
い
ま

静
1
4
戦
後
日
本
の
経
済
統
制
は
、
物
資
、

物
価
、
資
金
、
及
び
貿
易
の
統
制
を

柱
と
し
て
い
た
。
と
り
わ
け
物
資
統

制
に
大
き
な
比
重
が
置
か
れ
た
。
し

か
し
昭
和
一
一
三
年
頃
に
は
経
済
統
制

緩
和
の
素
地
は
形
成
さ
れ
、
公
定
価

格
の
廃
止
等
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
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す
。
つ
ま
り
権
力
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
直
接
経
済

に
物
申
す
の
で
は
な
く
、
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
的
な
も
の
を
作

る
。
し
か
も
そ
こ
に
は
「
西
側
の
一
員
」
と
い
う
枠
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
な
ん
と
な
し
に
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
な
機
関
で
は
な

く
な
っ
て
来
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
経
済
審
議

庁
は
、
そ
う
い
う
中
で
生
ま
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
復
興
の
た
め
の
意
気
込
み
と
い
う
の
は
薄
ら
い
だ
。
そ
れ

は
い
い
意
味
で
薄
ら
い
で
い
る
ん
で
す
が
、
そ
の
次
に
自
立
計

画
を
本
格
的
に
つ
く
ろ
う
と
い
う
前
の
段
階
だ
っ
た
。
審
議
庁

ど
い
う
の
は
、
あ
ま
り
陽
の
当
た
ら
な
か
っ
た
時
代
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
調
査
分
析
と
い
う
点
に
な
り
ま
す

と
、
統
計
の
整
備
が
進
む
な
ど
経
済
分
析
上
技
術
的
に
だ
ん
だ

ん
充
実
し
て
く
る
時
代
で
は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
物
動
計
画

的
な
も
の
か
ら
、
経
済
全
体
を
捉
え
る
よ
う
に
な
る
わ
け
で
す

か
ら
、
国
民
所
得
と
い
う
も
の
も
整
備
さ
れ
な
け
れ
ば
・
い
け
ま

せ
ん
が
、
い
ま
の
国
民
所
得
統
計
が
公
式
に
発
表
さ
れ
た
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
お

昭
和
二
十
九
年
が
一
番
最
初
で
し
た
か
ね
。
そ
の
当
時
ご
ろ

か
ら
日
本
の
統
計
類
は
世
界
の
中
で
も
高
水
準
の
も
の
に
な
り

ま
し
た
。

■
国
民
所
得
分
析
と
成
長
率
計
算

中
村
　
大
き
い
国
民
所
得
統
計
の
、
そ
れ
ま
で
の
分
を
ま
と
め

た
も
の
が
出
た
の
が
昭
和
二
十
九
年
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う

か
。
毎
年
薄
っ
ぺ
ら
な
も
の
が
出
て
い
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
を

全
部
ま
と
め
て
、
本
を
一
冊
つ
く
っ
た
の
が
、
昭
和
二
十
九
年

で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
僕
は
そ
の
厚
い
本
を
虎
の
巻

に
し
て
ず
っ
と
持
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。

宮
暗
　
昭
和
二
十
年
代
の
後
半
で
す
ね
．
．
そ
の
頃
は
同
時
に
方

法
論
に
お
い
て
も
、
国
民
所
得
統
計
を
使
っ
て
、
経
済
の
展
望

な
り
計
画
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
時
期
に
な
っ

て
く
る
わ
け
で
す
ね
。
た
ま
た
ま
経
済
企
画
庁
で
は
、
こ
の
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
り

申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
コ
ル
ム
と
い
う
経
済

諮
問
委
員
会
委
員
を
ア
メ
リ
カ
か
ら
呼
ん
で
、
新
し
い
経
済
分

析
あ
る
い
は
経
済
展
望
の
作
り
方
を
勉
強
し
て
い
た
わ
け
で

す
。
こ
れ
は
一
九
四
六
（
昭
和
二
十
一
）
年
に
ア
メ
リ
カ
で
雇

用
法
と
い
う
も
の
が
で
き
て
、
完
全
雇
用
を
実
現
す
る
こ
と
が

ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
を
目
標
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
は
成

長
率
を
こ
う
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
か
、
成
長
率
が
こ
う
な

る
た
め
に
は
投
資
が
い
く
ら
で
、
消
費
が
い
く
ら
と
い
う
こ
と

で
、
国
民
所
得
分
析
的
な
も
の
を
使
っ
て
、
つ
く
っ
て
い
っ
た

わ
け
で
す
。

　
そ
の
「
コ
ル
ム
方
式
」
を
日
本
の
計
画
に
も
当
て
は
め
よ
う

と
い
う
こ
と
で
、
コ
ル
ム
氏
を
呼
ん
で
、
勉
強
し
た
わ
け
で
す
。

私
は
コ
ル
ム
氏
を
北
海
道
な
ど
に
も
案
内
し
ま
し
た
。
最
初
の

コ
ル
ム
方
式
を
使
っ
た
試
算
と
い
う
の
は
、
二
十
年
代
の
半
ば

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
非
常
に
簡
単
な
も
の
で
、
「
積
み
上

げ
方
式
」
で
す
。
需
要
項
目
別
の
積
み
上
げ
を
や
っ
て
、
国
民

総
生
産
、
国
民
所
得
を
推
計
す
る
、
成
長
率
も
簡
単
な
資
本
係

数
な
ど
を
使
っ
て
計
算
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
段
階
的
接

近
法
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
成
長
率
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
に
は
、
国
際
収
支
の
天
井
と
か
、

労
働
力
の
天
井
と
か
、
資
金
の
天
井
と
か
い
ρ
た
、
三
つ
の
天

井
で
判
断
す
る
。
こ
れ
を
超
え
れ
ば
成
長
率
が
高
す
ぎ
る
、
下

，
回
る
と
デ
フ
レ
が
来
ま
す
と
い
う
判
断
で
、
い
つ
も
天
井
を
検

証
し
な
が
ら
、
最
も
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
る
所
が
、
望
ま
し
い
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
レ

長
と
い
う
こ
と
で
、
「
想
定
成
長
率
法
」
と
も
呼
ん
だ
り
し
て

い
ま
し
た
∩
－
大
川
一
司
さ
ん
な
ん
か
が
そ
う
命
名
さ
れ
た
と
記

聾
1
5
第
二
回
の
章
、
註
七
〇
参
照
。

讐
1
6
第
二
回
の
章
、
註
七
三
参
照
。

鱒
1
7
成
長
率
算
出
の
た
め
の
一
手
法
。

・
生
産
年
齢
人
口
、
労
働
力
人
口
、
就

業
人
ロ
と
い
う
雇
用
の
推
計
か
ら
始

ま
り
、
そ
れ
が
完
全
雇
用
の
形
で
生

産
に
参
加
す
る
も
の
と
し
て
総
生
産

を
計
算
し
、
そ
れ
に
見
合
う
だ
け
の

総
支
出
を
対
置
す
る
、
と
い
う
手
法

で
あ
っ
た
。
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eEIN　EE：　EEND

憶
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
を
「
自
立
計
画
」
以
降
は
、
さ

ら
に
緻
密
な
も
の
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
国
民
所
得
統
計
が
一
段
と
整
備
さ
れ
る
。
併
せ
て
、
い

ろ
い
ろ
計
算
す
る
用
旦
ハ
、
技
術
が
進
歩
し
て
く
る
。
こ
れ
も
前

に
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
最
初
の
頃
、
経
済
見
通
し
を
つ
く
る

の
は
計
算
尺
や
タ
イ
ガ
ー
の
計
算
機
で
や
っ
て
い
た
の
が
、
卓

上
の
電
算
…
機
に
変
わ
っ
て
く
る
。
そ
れ
も
最
初
は
で
か
い
卓
上

計
算
機
で
、
も
の
す
ご
く
で
か
い
も
の
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
今

は
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
・
非
常
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
な
っ
て
い
る
。
．

技
術
的
な
変
化
、
計
算
機
の
ハ
ー
ド
の
変
化
と
即
応
し
な
が
ら

計
画
技
術
も
変
わ
り
、
進
歩
し
て
い
く
わ
け
で
す
ね
。
産
業
連

関
表
の
作
成
と
利
用
も
、
山
田
勇
さ
ん
（
一
橋
大
学
）
の
ご
指

導
で
進
ん
で
き
ま
し
た
。

■
経
済
自
立
5
ヵ
年
計
画
の
策
定
過
程

宮
暗
　
そ
こ
で
誕
生
す
る
の
が
、
昭
和
三
十
年
、
鳩
山
内
閣
に

な
っ
て
か
ら
の
「
経
済
自
立
五
ヶ
年
計
画
」
で
す
。
経
済
審
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

庁
の
時
代
に
も
「
自
立
達
成
の
た
め
の
諸
条
件
」
と
銘
打
っ

た
中
期
展
望
作
業
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
い
わ
ば
内
部
資
料

的
な
も
の
で
、
正
式
に
政
府
が
、
「
こ
れ
が
日
本
の
経
済
計
画

だ
」
、
と
い
う
の
は
昭
和
三
十
年
鳩
山
内
閣
の
時
の
「
経
済
自

立
五
ヶ
年
計
画
」
が
初
め
て
な
ん
で
す
。

伊
藤
　
そ
れ
は
つ
な
が
っ
て
い
る
ん
で
す
か
。

宮
暗
　
だ
い
た
い
考
え
方
と
し
て
は
、
今
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、

経
済
に
は
自
立
的
な
条
件
が
出
て
来
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
計
算

技
術
上
、
ソ
フ
ト
も
ハ
ー
ド
も
そ
う
い
う
計
画
が
作
成
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
時
代
も
統
制
経
済
で
は
な
く
て
自
由
経

済
的
で
、
政
府
が
あ
ま
り
干
渉
し
な
い
で
経
済
を
運
営
で
き
る

状
態
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
、
自
立
計
画
は
つ
く
ら
れ

た
と
思
う
ん
で
す
ね
。
そ
の
過
程
で
は
、
い
ま
申
し
ま
し
た
、

自
立
達
成
の
た
め
の
条
件
は
何
か
と
い
う
展
望
作
業
が
作
ら
れ

た
り
、
あ
る
い
は
賠
償
問
題
が
緩
和
さ
れ
て
く
る
過
程
で
、
日

、
本
の
生
産
力
は
ど
の
く
ら
い
上
が
る
の
か
、
フ
ル
稼
働
し
た
ら

ど
う
な
る
の
か
、
ど
れ
ぐ
ら
い
対
外
援
助
が
必
要
な
の
か
一

こ
れ
ら
は
受
け
る
と
き
で
す
ね
一
そ
う
い
う
計
算
を
す
る
計

画
の
時
代
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

　
極
端
に
い
え
ば
、
日
本
経
済
の
「
自
立
」
の
た
め
と
い
う
の

と
、
「
西
側
の
た
め
に
」
と
い
う
両
方
の
目
的
が
あ
る
わ
け
で

す
か
ら
、
か
な
り
き
わ
ど
い
作
業
も
あ
り
ま
し
た
適
「
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
作
業
」
な
ん
て
い
う
作
業
は
、
日
本
の
生
産
設
備
を
フ

ル
稼
働
す
れ
ば
、
ど
れ
ぐ
ら
い
日
本
経
済
が
よ
く
な
り
、
ア
ジ

ア
を
支
援
で
き
、
西
側
全
体
と
し
て
よ
く
な
る
か
と
い
う
よ
う

な
こ
と
で
、
作
業
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

作
業
的
な
も
の
は
外
に
出
て
は
い
け
な
い
の
で
、
「
B
資
料
」

と
い
う
の
は
な
ん
と
な
し
に
外
に
出
て
い
ま
す
が
、
そ
の
前
に

も
「
A
資
料
」
と
か
、
「
エ
オ
ス
作
業
」
な
ん
て
い
う
、
名
前

を
聞
い
た
だ
け
で
は
な
ん
だ
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
命
名
を
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
の

れ
て
い
る
極
秘
の
う
ち
に
進
め
ら
れ
た
作
業
が
あ
り
ま
し
た
。

伊
藤
　
そ
れ
は
、
独
立
し
て
か
ら
で
す
か
。

．
宮
崎
　
経
済
審
議
庁
の
頃
か
ら
だ
と
思
い
、
ま
す
。

森
　
エ
オ
ス
作
業
は
安
定
本
部
時
代
で
す
ね
。

中
村
　
昭
和
二
十
六
年
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

油
脂
　
B
資
料
が
昭
和
二
十
六
年
号
す
ね
。
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
作

業
は
賠
償
と
の
関
連
で
す
か
ら
。

森
　
昭
和
二
十
七
年
ぐ
ち
い
で
す
か
。
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
作
業
は

二
十
六
年
三
月
に
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

伊
藤
　
と
い
う
こ
乏
は
ま
だ
占
領
下
で
す
ね
。

やひ

P8

v
画
作
業
の
正
式
名
称
は
「
わ
が

国
経
済
の
自
立
に
つ
い
て
」
。
そ
の
概

要
は
、
日
本
経
済
の
発
展
は
一
層
の

輸
出
振
興
に
か
か
っ
て
い
る
、
と
い

う
も
の
。
本
計
画
は
正
式
採
用
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
当
時
の
経

済
審
議
庁
長
官
の
岡
野
清
豪
の
名
を

冠
し
て
「
岡
野
構
想
」
と
「
般
に
呼

称
さ
れ
た
。
第
二
回
の
章
、
註
三
八

も
参
照
。

輪
1
9
林
雄
二
編
『
日
本
の
経
済
計
画
」

第
一
章
な
ど
参
照
。
こ
れ
ら
各
種
の

計
画
作
業
は
、
以
下
の
順
に
実
施
さ

れ
た
。
’
①
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
作
業
（
昭

和
二
六
年
三
月
）
、
⑲
B
資
料
（
昭
和

二
六
年
八
月
）
、
③
昭
和
三
二
年
度
経

済
表
（
昭
和
二
八
年
二
月
）
、
④
岡
野

構
想
（
昭
和
二
九
年
六
月
）
、
⑤
総
合

開
発
の
構
想
（
昭
和
二
九
年
九
月
）
、

⑥
経
済
自
立
五
ヵ
年
計
画
（
昭
和
三

一
年
一
月
）
。
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中
村
　
占
領
下
だ
け
れ
ど
、
僕
の
感
想
が
一
つ
あ
り
ま
し
て
、

そ
れ
は
朝
鮮
戦
争
に
向
け
て
ア
メ
リ
カ
が
介
入
し
て
、
ア
メ
リ

カ
軍
が
北
朝
鮮
の
部
隊
を
ず
っ
と
押
し
返
す
わ
け
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
れ

押
し
返
し
て
、
三
十
八
回
線
の
向
こ
う
ま
で
い
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
時
ア
メ
リ
カ
軍
は
楽
観
的
だ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
、
中
国
軍

が
今
度
鴨
緑
江
を
超
え
て
入
っ
て
来
て
、
そ
れ
で
ま
た
押
し
返

　
　
　
　
　
　
　
の
　

さ
れ
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
う
な
っ
て
き
た
と
き
に
、
ア
メ
リ

カ
が
非
常
に
神
経
質
に
な
っ
て
、
日
本
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
な

協
力
の
要
求
を
出
し
て
き
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
い
ま
の

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
作
業
を
初
め
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
ど

ん
ど
ん
行
な
わ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
僕
は
理
解
し
て
い
た

ん
で
す
け
れ
ど
。

宮
崎
、
昭
和
二
十
年
代
の
後
半
で
す
ね
。

森
　
エ
オ
ス
作
業
が
発
表
さ
れ
た
の
は
一
。

宮
暗
　
エ
オ
ス
作
業
は
公
式
に
は
発
表
さ
れ
て
い
な
い
と
思
い

ま
す
。

森
　
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
の
が
、
二
十
五
年
六
月
三
日
。
こ
の

『
日
本
の
経
済
計
画
』
に
は
、
　
”
発
表
”
と
書
い
て
あ
っ
た
の

で
、
そ
う
申
し
上
げ
た
ん
で
す
が
。

宮
崎
　
そ
う
で
し
た
か
。
正
式
に
発
表
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
と

思
う
ん
で
す
け
れ
ど
ね
。
「
岡
野
構
想
」
と
い
う
の
は
外
に
出

た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
ね
。

森
　
そ
れ
は
審
議
庁
に
な
っ
て
か
ら
で
す
ね
。

伊
藤
　
そ
の
段
階
で
は
先
生
は
、
ま
だ
動
力
局
で
す
か
。

宮
暗
　
私
は
、
ち
ょ
っ
と
確
か
め
て
み
ま
し
た
ら
、
昭
和
二
十

五
年
に
官
房
復
、
興
計
画
室
に
移
っ
て
い
ま
す
。

伊
藤
　
完
全
に
移
っ
て
い
る
ん
で
す
か
。

宮
崎
　
そ
の
前
に
兼
務
み
た
い
な
形
で
計
画
の
仕
事
を
行
っ
て

い
る
ん
で
す
ね
。

伊
藤
じ
ゃ
あ
、
計
画
の
方
に
は
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
関
わ
っ
て

お
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。

宮
暗
計
画
の
方
に
片
足
を
突
っ
込
ん
で
い
た
と
い
う
感
じ
で

す
ね
。
正
式
に
移
っ
て
い
る
の
は
、
二
十
五
年
三
月
な
ん
で
す

ね
。森

　
復
興
室
自
体
は
、
二
十
三
年
三
月
に
、
経
済
復
興
計
画
委

員
会
と
一
緒
に
閣
議
決
定
で
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。

宮
崎
　
復
興
計
画
立
案
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
そ
の
時
の

細
か
い
経
緯
は
私
は
知
り
ま
せ
ん
し
、
吉
田
さ
ん
が
ノ
ー
と
い

っ
た
と
い
わ
れ
た
時
も
、
私
は
ま
だ
復
興
計
画
室
に
は
い
な
か

っ
た
。
私
が
行
く
直
前
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。

伊
藤
　
先
生
が
お
い
で
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
計
画
で
は
ど
う

い
う
こ
と
を
や
っ
て
お
ら
れ
た
ん
で
す
か
。

宮
暗
　
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
作
業
的
な
も
の
で
す
。
賠
償
を
取
ら
れ

た
ら
困
る
と
か
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
や
れ
ば
、
ど
う
い
う
経
済

に
な
る
か
、
能
力
が
あ
る
か
ら
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
原
料
が
必
要

で
あ
る
と
か
、
そ
う
い
う
計
算
で
す
ね
。
動
力
局
か
ら
行
っ
て

い
ま
す
か
ら
、
石
炭
が
ど
れ
く
ら
い
要
る
か
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

ど
れ
く
ら
い
要
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
主
と
し
て
私
が
や
っ
て

い
た
仕
事
で
し
た
。
や
は
り
物
事
計
画
的
色
彩
の
強
い
も
の
で
、

資
金
は
、
公
的
資
金
を
中
心
と
し
た
需
給
表
の
作
成
が
中
心
で

し
た
。
で
す
か
ら
そ
の
間
、
計
画
室
の
稲
葉
秀
三
さ
ん
あ
た
り

は
、
司
令
部
に
行
っ
て
、
賠
償
は
こ
れ
で
は
困
る
と
か
困
ら
な

い
と
い
う
こ
と
を
議
論
し
て
い
た
わ
け
で
す
ね
。

伊
藤
　
そ
の
基
礎
に
な
る
デ
ー
タ
を
つ
く
っ
て
お
ら
れ
た
と
い

う
こ
と
で
す
か
。

宮
崎
　
え
え
。

伊
藤
　
さ
っ
き
ち
ょ
っ
と
お
話
に
出
ま
し
た
が
、
コ
ル
ム
さ
ん

を
呼
ん
だ
と
い
う
話
は
、
占
領
後
の
話
で
す
か
。

軸
2
0
昭
和
一
一
五
（
｝
九
五
〇
）
年
九
月

十
五
日
、
国
連
軍
総
司
令
官
マ
ッ
カ

ー
サ
ー
元
帥
は
ソ
ウ
ル
西
方
四
〇
キ

ロ
の
仁
川
へ
の
敵
前
上
陸
に
成
功
。

国
連
軍
は
九
月
一
一
六
日
、
三
ヵ
月
ぶ

り
に
ソ
ウ
ル
を
奪
回
、
更
に
、
十
月

七
日
、
北
緯
三
八
度
戦
を
突
破
し
た
。

静
2
1
国
連
軍
は
ソ
ウ
ル
奪
還
後
、
北
緯

三
八
度
戦
を
超
え
、
北
朝
鮮
の
首
都

平
壌
を
占
領
（
昭
和
二
五
年
十
月
二

〇
日
）
し
、
な
お
も
北
上
を
続
け
た
。

し
か
し
、
十
月
一
一
五
日
に
は
中
国
軍

（
人
民
義
勇
軍
）
が
参
戦
し
、
年
末
に

か
け
国
連
軍
は
撤
退
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
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り

宮
暗
　
呼
ん
だ
の
は
も
ち
ろ
ん
占
領
後
で
す
。
「
雇
用
法
」
は

向
こ
う
［
ア
メ
リ
カ
］
で
一
九
四
六
年
度
で
き
て
い
ま
す
か
ら
。

コ
ル
ム
さ
ん
を
呼
ん
だ
の
は
い
つ
だ
っ
た
か
な
。
大
来
さ
ん
が

主
に
な
っ
て
招
き
二
十
年
代
後
半
で
す
ね
。
来
ら
れ
た
の
は
、

温
厚
で
芯
の
あ
る
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
で
し
た
。

■
経
済
安
定
本
部
か
ら
経
済
審
議
庁
へ

　
計
画
部

伊
藤
　
昭
和
二
十
五
年
に
計
画
の
方
に
移
ら
れ
て
、
二
十
七
年

に
審
議
庁
に
な
る
ん
で
す
か
。

森
　
審
議
庁
［
の
発
足
］
は
、
昭
和
二
十
七
年
八
月
一
日
で
す

ね
。宮

崎
　
そ
う
で
す
ね
。
そ
の
時
に
は
安
定
本
部
の
官
房
の
復
興

計
画
室
が
、
審
議
庁
に
な
っ
て
計
画
部
に
な
る
ん
で
す
。
私
は

計
画
部
の
計
画
第
一
課
と
い
う
と
こ
ろ
に
行
く
ん
で
す
。
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
カ

森
　
　
［
経
済
審
議
庁
の
］
組
織
表
で
、
計
画
第
一
課
と
第
二

課
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
ん
で
す
が
、
第
一
課
の
方
は

そ
の
後
「
経
済
見
通
し
」
と
い
う
よ
う
な
形
の
資
料
を
出
し
て

い
る
の
で
、
経
済
安
定
本
部
時
代
で
の
計
画
室
が
中
心
に
編
成

さ
れ
た
の
か
な
と
思
っ
た
ん
で
す
が
、
第
二
課
と
い
う
の
は
ど

う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
た
ん
で
し
ょ
う
か
。

宮
峙
　
第
二
課
と
い
う
の
は
ち
ょ
っ
と
“
怪
し
げ
な
組
…
織
”
な

ん
で
す
が
、
「
総
合
国
力
の
判
定
」
を
す
る
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
が
曲
者
で
、
要
す
る
に
主
と
し
て
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
作

業
を
よ
り
精
密
に
や
っ
て
い
た
。
日
本
の
工
場
を
動
員
す
る
と

ど
れ
ぐ
ら
い
の
も
の
が
で
き
る
か
と
い
う
よ
う
な
計
算
を
や
っ

て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
場
合
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
石
油
が
必
要
だ

と
か
。
総
合
国
力
で
す
か
ら
、
軍
事
力
の
測
定
を
し
て
い
た
と

い
う
ふ
う
に
も
言
え
る
ん
で
す
。
僕
ら
も
覚
え
て
い
ま
す
け
れ

ど
、
そ
れ
ぐ
ら
い
の
軍
事
力
が
必
要
を
ら
、
鉄
の
生
産
に
ど
れ

ぐ
ら
い
か
か
る
、
機
械
は
ど
れ
ぐ
ら
い
要
る
か
、
そ
れ
だ
と
現

有
機
械
で
大
丈
夫
か
、
と
い
う
こ
と
を
一
課
と
二
課
で
↓
緒
に

や
り
ま
し
た
。
二
課
は
そ
う
い
う
総
合
国
力
の
判
定
す
る
部
署

で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

伊
藤
　
そ
う
で
す
が
。
そ
れ
で
は
戦
前
の
資
源
庁
み
た
い
な

感
じ
な
ん
で
す
ね
。

宮
崎
　
総
動
員
計
画
的
な
も
の
な
ん
で
す
よ
。

伊
藤
そ
う
で
す
が
。
い
や
、
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

宮
崎
　
そ
こ
の
課
長
が
佐
伯
［
喜
二
さ
ん
な
ん
で
す
。

伊
藤
　
そ
れ
で
防
衛
の
方
に
行
く
ん
だ
。

宮
暗
　
わ
れ
わ
れ
が
隣
に
い
て
も
、
い
か
に
も
わ
か
ら
な
い
よ

う
に
、
、
作
業
を
黙
々
と
や
っ
て
い
る
ん
で
す
。
な
ん
て
い
い
ま

し
た
か
、
戦
前
の
海
軍
大
学
の
教
官
の
人
が
講
義
に
来
て
い
ま

し
た
。
」
海
軍
大
学
の
先
生
で
、
文
官
の
人
で
す
。
そ
れ
で
た
ま

に
わ
れ
わ
れ
も
レ
ク
チ
ャ
ー
を
聴
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
は
世
界

情
勢
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
と
い
う
よ
り
世
界
の
軍
事
情
勢

が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
話
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
側
の
情

報
も
い
ろ
い
ろ
入
っ
て
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
り
あ

伊
藤
　
天
川
勇
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

宮
暗
　
あ
あ
、
そ
う
そ
う
、
天
川
勇
さ
ん
で
す
。
も
っ
と
ほ
か

の
人
も
来
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
ね
。
た
し
か
、
元
特
攻
隊
長
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
お

参
議
院
議
員
に
な
っ
た
源
田
［
実
］
さ
ん
の
話
を
聞
い
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
だ
け
ど
表
向
き
は
そ
ん
な
こ
と
は
外
に
は
全

然
言
わ
な
い
か
ら
、
外
部
か
ら
み
る
と
日
課
で
は
何
を
や
っ
て

い
る
ん
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
に
当
然
な
る
わ
げ
で
す
。
「
総

合
国
力
の
判
定
」
と
い
う
こ
と
が
所
掌
事
務
に
書
い
て
あ
っ
た

と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
抽
象
的
な
所
掌
規
定
で
す
ね
。

伊
藤
　
い
ざ
と
な
っ
た
場
合
、
総
動
員
し
だ
ら
ど
れ
だ
け
の
生

山
2
2
組
織
表
二
参
照
の
こ
と
。

骨
2
3
正
確
に
は
資
源
局
。
昭
和
二
（
一

九
二
六
）
年
設
置
さ
れ
、
人
的
・
物

的
資
源
の
統
制
運
用
、
及
び
そ
の
計

画
の
設
定
遂
行
に
必
要
な
調
査
等
を

実
施
し
た
。
統
制
経
済
・
計
画
経
済

担
当
官
庁
の
源
流
。
昭
和
十
二
年
、

企
画
庁
と
統
合
さ
れ
企
画
院
と
な
っ

た
。

→5

ﾈ
第
一
一
回
の
章
、
註
七
七
参
照
。

聾
2
5
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
生
ま

れ
。
慶
大
在
学
中
か
ら
軍
事
戦
略
に

関
心
を
持
ち
、
卒
業
後
、
海
軍
省
入

省
。
戦
時
中
は
海
軍
大
学
校
教
授
。

戦
後
、
小
松
製
作
所
に
常
務
兼
業
務

部
長
と
し
て
入
社
し
た
が
数
年
で
退

社
。
以
来
、
戦
略
研
究
一
筋
の
生
涯

を
送
っ
た
。

薦
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
八
月

十
六
日
生
ま
れ
。
．
昭
和
十
六
年
第
一

艦
隊
参
謀
と
し
て
真
珠
湾
攻
撃
の
計

画
に
参
加
、
そ
の
後
大
佐
で
終
戦
。

戦
後
防
衛
庁
に
入
り
、
三
四
年
航
空

幕
僚
長
。
三
七
年
以
来
全
国
区
か
ら

参
院
議
員
に
当
選
四
回
。
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産
力
、
特
に
軍
事
力
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
感
じ
で

す
ね
。

宮
崎
　
え
え
、
そ
う
い
う
こ
と
で
す
と
か
、
日
本
は
西
側
の
一

員
と
し
て
ど
う
い
う
協
力
が
で
き
る
か
、
と
い
う
こ
と
な
ん
で

す
ね
。
そ
れ
は
ど
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
た
か
、
い
ま
も
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
B
資
料
と
か
、
そ
れ
に
関

連
す
る
資
料
は
外
部
に
出
て
来
て
い
ま
す
け
れ
ど
ね
。

電
源
開
発
と
地
域
開
発

宮
崎
　
そ
の
関
連
で
も
う
一
つ
言
い
ま
す
と
、
石
炭
の
生
産
を

中
心
に
傾
斜
生
産
が
だ
い
た
い
成
功
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
逆

に
二
十
五
年
頃
か
ら
石
炭
が
余
っ
て
く
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ

で
だ
ん
だ
ん
統
制
解
除
に
な
る
。
し
か
し
、
エ
ネ
ル
ギ
L
政
策

は
依
然
重
要
な
政
策
で
し
た
。
そ
し
て
、
そ
ろ
そ
ろ
別
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
と
い
う
こ
と
で
、
水
力
発
電
と
い
う
こ
と
が
非
常
に

論
議
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
原
子
力
発
電
も
研
究
が
進
み
始
め

ま
し
た
。

伊
藤
　
電
源
開
発
で
す
ね
。

黒
暗
　
電
源
開
発
で
す
。
そ
れ
で
計
画
部
の
中
に
電
源
開
発
室

と
い
う
の
が
で
き
る
ん
で
す
。
そ
こ
に
第
一
課
長
で
あ
っ
た

佐
々
木
義
武
さ
ん
が
、
非
常
に
短
期
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
が
、

室
長
と
し
て
そ
こ
に
行
か
れ
た
。
そ
し
て
電
源
開
発
と
一
緒
に

原
子
力
の
問
題
を
二
三
と
一
緒
に
始
め
る
。
そ
の
あ
と
佐
々
木

義
武
さ
ん
は
科
学
技
術
庁
の
原
子
力
局
長
に
な
る
わ
け
で
す
。

伊
藤
　
こ
の
表
［
経
済
審
議
庁
機
構
図
］
を
見
る
と
、
計
画
部

の
筆
頭
課
が
電
源
開
発
課
で
す
ね
。

宮
崎
　
い
や
、
そ
れ
は
お
か
し
い
な
あ
。
ま
あ
ど
ち
ら
で
も
い

い
ん
で
す
が
。

森
　
こ
れ
は
経
済
企
画
庁
の
『
三
十
年
史
』
か
ら
そ
の
ぎ
ま
転

記
し
た
表
で
す
。

宮
崎
　
い
や
、
計
画
一
号
が
筆
頭
課
で
し
ょ
う
。

森
ほ
か
の
も
の
で
は
、
筆
頭
課
は
計
画
一
事
に
な
っ
て
い
る

ん
で
す
が
、
こ
ち
ら
の
方
が
『
年
史
』
な
の
で
い
い
の
か
な
、

と
思
っ
た
の
で
す
が
。

宮
崎
　
電
源
開
発
課
と
い
う
の
は
、
企
画
庁
に
な
っ
て
も
、
計

画
局
の
一
部
と
し
て
残
り
ま
す
が
、
後
に
主
体
は
科
学
技
術
庁

　
　
　
　
●
｝
2
7

の
原
子
力
局
に
な
っ
て
く
る
ん
で
す
ね
。

中
村
　
あ
と
ま
で
、
企
画
庁
は
、
原
子
力
発
電
所
を
つ
く
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
管
銘

き
に
は
、
電
源
開
発
審
議
会
を
持
っ
て
い
て
、
そ
こ
を
通
さ

な
い
と
発
電
所
が
つ
く
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し

た
ね
。

宮
崎
　
そ
れ
も
最
初
は
水
力
発
電
所
の
建
設
関
係
で
、
た
と
え

　
　
　
　
　
ね
カ

ば
佐
久
間
ダ
ム
を
大
き
く
す
る
と
か
し
な
い
と
か
。
用
地
買

収
と
か
水
利
権
の
調
整
と
か
各
省
に
跨
る
も
の
が
多
く
、
こ
れ

だ
け
は
各
省
と
も
調
整
の
責
任
を
と
り
た
が
ら
な
い
。
電
源
調

整
は
企
画
庁
が
や
れ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
後

だ
ん
だ
ん
原
子
力
発
電
所
を
ど
こ
に
つ
く
る
か
、
そ
れ
は
い
い

と
か
悪
い
と
か
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
電

源
開
発
を
所
掌
す
る
も
の
は
、
最
後
ま
で
計
画
局
の
中
に
あ
り

ま
し
た
。
た
だ
中
身
が
、
石
炭
か
ら
水
力
発
電
、
火
力
発
電
、

原
子
力
発
電
と
変
わ
っ
て
い
く
わ
け
で
す
け
れ
ど
ね
。

伊
藤
　
権
力
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
（
笑
い
）
。

中
村
　
だ
か
ら
企
画
庁
と
し
て
は
、
珍
し
く
は
っ
き
り
し
た
権

限
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

宮
崎
　
そ
れ
は
面
白
い
ん
で
す
よ
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
で
す
か

ら
、
通
産
省
が
持
っ
て
い
こ
う
と
意
向
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
だ

け
ど
、
い
ざ
計
画
の
実
施
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
い
ま
で

い
え
ば
原
子
力
発
電
所
を
つ
く
っ
て
い
い
か
ど
う
か
、
住
民
と

’
”

鱒
2
7
昭
和
三
コ
口
一
九
五
五
）
年
鳩
山

内
閣
は
、
原
子
力
の
平
和
利
用
を
含

む
科
学
技
術
行
政
機
構
の
整
備
を
決

定
。
翌
一
一
＝
年
二
月
に
は
総
理
府
設

置
法
の
一
部
改
正
法
（
総
理
府
に
原

子
力
委
員
会
及
び
原
子
力
局
を
置
く
）

が
施
行
さ
れ
、
総
理
府
原
子
力
局
が

発
足
。
同
年
五
月
科
学
技
術
庁
の
発

足
に
伴
い
、
同
庁
に
編
入
さ
れ
た
。

佐
々
木
氏
が
初
代
局
長
。

静
認
正
確
に
は
「
電
源
開
発
調
整
審
議

会
」
。
原
子
力
発
電
所
設
置
に
際
し
、

そ
の
計
画
に
つ
き
検
討
を
行
う
た
め

の
審
議
会
。
こ
の
審
議
会
で
計
画
が

認
証
さ
れ
る
と
、
国
の
電
源
開
発
基

本
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
、
通
産
省
に

よ
る
原
子
炉
設
置
の
技
術
的
な
審
査

に
移
り
、
設
置
許
可
の
可
否
が
判
断

さ
れ
る
。

穏
2
9
静
岡
県
北
西
部
に
水
力
発
電
を
主

目
的
に
建
造
さ
れ
た
当
時
日
本
最
大

の
ダ
ム
。
昭
和
二
八
年
四
月
着
工
、

ニ
＝
年
十
月
竣
工
、
堤
高
一
五
五
・

五
m
、
堤
手
長
約
二
百
九
十
四
m
。

「
戦
後
土
木
技
術
の
原
点
」
「
日
本
の

復
興
を
世
界
に
示
し
た
金
字
塔
」
と

称
さ
れ
た
。
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こ
れ
［
両
手
で
面
倒
さ
を
示
す
（
交
渉
二
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
か
ら
水
力
発
電
の
時
は
ダ
ム
建
設
で
、

こ
の
村
が
つ
ぶ
れ
る
か
ど
う
か
で
住
民
と
交
渉
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
水
利
権
の
調
整
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
仕

事
を
通
産
省
は
持
っ
て
く
る
の
は
い
や
だ
と
い
う
。
そ
う
い
う

い
や
な
こ
と
は
総
合
官
庁
に
押
し
つ
け
よ
う
と
い
う
こ
と
で

す
。
経
済
企
画
庁
に
残
し
た
。
そ
の
一
方
で
電
力
会
社
は
通
産

省
の
監
督
下
に
お
く
わ
け
で
す
ね
。
だ
か
ら
電
源
開
発
調
整
と

い
う
仕
事
は
、
企
画
庁
に
最
後
ま
で
残
る
わ
け
で
す
。
こ
の
ダ
．

ム
は
い
い
か
、
こ
の
原
子
力
発
電
所
は
い
い
か
、
と
い
う
時
に
、

ず
い
ぶ
ん
は
げ
し
い
反
対
運
動
を
真
正
面
か
ら
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
国
会
で
も
、
社
会
党
の
上
田
哲
さ
ん
、
村
山
喜

一
さ
ん
と
か
に
随
分
相
手
に
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

中
村
　
僕
が
覚
え
て
い
る
の
は
、
会
議
を
す
る
と
き
に
、
秘
か

に
委
員
に
対
し
て
通
知
を
し
て
、
朝
早
く
九
時
頃
か
ら
会
議
を

や
っ
て
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
（
笑
い
）
。

宮
崎
　
前
の
晩
遅
く
、
r
明
日
の
朝
や
り
ま
す
か
ら
と
い
っ
て
委

員
に
連
絡
す
る
。
新
聞
記
者
も
デ
モ
隊
も
知
ら
な
い
う
ち
に
や

っ
て
し
ま
う
。
変
則
的
で
し
た
。

中
村
　
だ
か
ら
朝
九
時
頃
始
め
て
、
十
時
頃
に
は
も
う
会
議
が

終
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
確
か
に
や
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

宮
暗
　
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
電
源
開
発
と
も
関
連
し
ま
す

が
、
経
済
復
興
計
画
の
時
に
は
、
だ
い
た
い
全
国
レ
ベ
ル
の
話

だ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
、
そ
れ
が
だ
ん
だ
ん
地
域
的
に
も
経
済

問
題
を
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
所
得

の
面
で
も
開
発
の
面
で
も
地
域
格
差
が
大
き
い
わ
け
で
す
か

ら
、
地
域
開
発
に
関
連
す
る
課
が
で
き
た
ん
で
す
が
、
審
議
庁

に
な
る
と
、
総
合
開
発
課
を
始
め
関
連
の
課
が
た
く
さ
ん
で
き

る
わ
け
で
す
ね
。

伊
藤
　
こ
れ
［
総
合
開
発
課
の
所
掌
］
は
地
域
な
ん
で
す
か
。

宮
暗
　
だ
い
た
い
地
域
開
発
で
す
。
例
え
ば
総
合
開
発
一
課
と

い
う
の
ば
総
合
開
発
の
中
の
筆
頭
課
。
こ
の
総
合
開
発
一
課
は
、

経
済
企
画
庁
に
な
っ
て
、
総
合
開
発
局
と
い
う
局
に
な
る
ん
で

す
。
そ
れ
は
や
が
て
国
土
庁
に
な
る
わ
け
で
す
ね
。
安
定
本
部

の
復
興
計
画
室
め
時
に
は
、
、
こ
れ
は
地
域
班
と
言
わ
れ
た
ん
で

す
。
そ
れ
が
だ
ん
だ
ん
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。

伊
藤
　
こ
の
［
経
済
審
議
庁
機
構
図
の
中
で
］
総
合
開
発
第
一

課
、
二
三
、
三
課
、
四
課
と
い
う
の
は
な
ん
の
分
け
方
な
ん
で

す
か
。

宮
暗
　
元
は
、
計
画
局
の
中
の
地
域
班
と
か
社
会
資
本
班
と
か

い
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
一
息
は
総
合
的
な
開
発
計
画
を
つ
く

る
。
そ
れ
か
ら
二
二
、
三
課
は
ど
う
い
ケ
区
分
か
忘
れ
ま
し
た

が
、
一
つ
の
班
は
道
路
建
設
を
中
心
に
し
た
社
会
資
本
、
三
盛

は
農
村
の
土
壌
と
か
森
林
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
で
し
た
か
ね
。

四
課
は
離
島
の
開
発
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
三
孝

は
農
村
の
土
壌
と
か
森
林
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
で
し
た
か
ね
。

そ
れ
で
総
合
開
発
局
に
な
っ
て
、
や
が
て
国
土
庁
に
な
る
ん
で

す
。
そ
の
人
的
構
成
は
、
経
済
安
定
本
部
の
時
に
は
わ
り
あ
い

プ
ロ
パ
」
の
人
も
い
た
ん
で
す
が
、
経
済
安
定
本
部
が
な
く
な

る
と
同
時
に
、
民
間
か
ら
来
て
い
る
人
は
戻
る
、
他
省
庁
か
ら

来
て
い
る
人
も
か
な
り
戻
っ
て
し
ま
っ
て
、
総
合
開
発
第
一
課
、

二
課
、
三
盛
、
三
盛
に
そ
れ
ぞ
れ
、
こ
れ
は
お
れ
た
ち
が
所
掌

す
る
と
い
う
こ
と
で
、
例
え
ば
筆
頭
課
の
総
合
開
発
一
点
は
経

済
安
定
本
部
の
人
間
が
や
る
。
そ
れ
で
下
河
辺
氏
［
淳
］
．
，
駒
が

残
る
。
そ
の
時
は
彼
は
す
で
に
経
済
安
定
本
部
の
人
間
で
し
た

か
ら
、
彼
が
課
長
に
な
る
。
そ
の
後
局
長
に
な
る
ん
で
す
け
れ

ど
ね
。
そ
れ
か
ら
二
更
ば
農
林
省
の
人
が
来
る
、
三
課
は
建
設

省
の
人
が
来
る
、
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
で
筆

静
3
0
第
二
回
の
章
、
註
八
五
参
照
。
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、

頭
課
長
と
離
島
関
係
の
課
長
、
そ
れ
と
水
資
源
関
係
の
課
長
が

企
画
庁
プ
ロ
パ
ー
の
人
。
安
定
本
部
か
ら
審
議
庁
、
審
議
庁
か

ら
企
画
庁
に
な
る
と
き
、
そ
の
都
度
各
省
庁
の
権
限
争
い
と
人

事
の
争
い
が
起
こ
る
わ
け
で
す
ね
。

組
織
の
改
編
と
入
事

伊
藤
　
審
議
庁
に
な
る
と
き
に
、
安
定
本
部
と
比
べ
る
と
機
構

と
し
て
は
ず
っ
と
小
さ
く
な
る
ん
で
す
か
。

双
調
ず
っ
と
小
さ
く
な
り
ま
す
。

伊
藤
　
や
は
り
実
施
の
部
分
が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す

か
。宮

崎
　
え
え
。
統
制
業
務
が
な
く
な
り
ま
し
た
か
ら
。
各
省
か

ら
来
て
い
る
人
は
か
な
り
帰
り
ま
し
た
ね
。
そ
れ
か
ら
、
プ
ロ

パ
ー
と
し
て
採
用
す
る
人
は
ス
ト
ッ
プ
し
た
わ
け
で
す
よ
。
一

般
職
の
人
は
来
ま
し
た
け
れ
ど
、
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
パ
ー
の
幹
部

は
、
私
の
あ
と
暫
く
採
ら
な
い
ん
で
す
。
二
十
三
年
は
た
ま
た

ま
各
省
の
出
向
者
の
若
い
人
を
増
や
し
た
。
二
十
五
年
頃
か
ら

統
制
が
な
く
な
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
れ
で
審
議
庁
に
な
っ
て

縮
小
し
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
キ
ャ
リ
ア
の
新
人
の
採
用
、
公
務
員

　
　
　
　
　
　
ね
　

の
上
級
職
第
一
号
は
、
企
画
庁
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聾
3
2

中
村
　
海
野
［
恒
男
］
さ
ん
の
時
で
す
ね
。

伊
藤
　
そ
う
す
る
と
、
先
生
は
安
定
本
部
で
最
後
に
な
る
ん
で

す
か
。

宮
室
　
安
定
本
部
で
最
後
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
お

中
村
　
内
野
［
達
郎
］
さ
ん
が
一
年
後
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

宮
崎
　
一
年
後
で
す
。
彼
は
総
理
府
か
ら
移
籍
し
て
き
た
最
初

の
人
で
し
た
か
ね
。

森
　
そ
う
す
る
と
、
宮
崎
先
生
の
代
は
安
定
本
部
で
の
プ
ロ
パ

ー
新
人
採
用
の
最
初
で
最
後
で
す
ね
。

宮
暗
　
最
初
で
最
後
で
す
。

中
村
　
あ
と
一
年
お
く
と
、
そ
う
い
う
人
が
安
定
本
部
に
来
て
、

そ
の
ま
ま
居
着
い
た
人
が
一
、
二
お
ら
れ
た
。

宮
暗
　
内
野
氏
が
そ
う
で
し
ょ
う
。
二
十
四
年
だ
と
佐
々
木
孝

　
　
り
ぬ

男
さ
ん
、
労
働
省
か
ら
出
向
し
て
き
て
、
そ
の
ま
ま
企
画
庁

の
人
に
な
っ
た
。

中
村
　
そ
う
い
う
人
は
企
画
庁
に
ず
っ
と
居
着
い
て
、
局
長
に

な
っ
た
り
す
る
。

宮
崎
　
プ
ロ
パ
ー
に
な
つ
ち
ゃ
う
ん
で
す
。
最
初
か
ら
安
定
本

部
に
入
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
。

伊
藤
　
で
も
本
籍
は
そ
こ
に
な
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

宮
暗
　
本
籍
を
移
し
た
わ
け
で
す
ね
。
だ
か
ら
プ
ロ
パ
ー
で
す
。

中
村
　
金
森
さ
ん
も
そ
う
か
な
。

宮
暗
　
金
森
さ
ん
は
二
十
三
年
商
工
省
か
ら
計
画
室
に
来
て
、

調
査
局
に
異
動
し
、
ず
う
っ
と
調
査
局
で
活
動
し
ま
す
。

中
村
　
だ
か
ら
企
画
庁
で
有
名
に
な
っ
た
人
で
、
二
十
三
、
四

年
の
人
は
、
い
ま
の
よ
う
に
し
て
一
。

宮
崎
　
外
の
民
間
か
ら
来
て
い
た
の
は
、
経
済
安
定
本
部
の
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
あ

に
は
か
な
り
多
い
わ
け
で
す
ね
。
二
十
五
年
の
高
橋
毅
夫
さ
ん

は
、
住
友
石
炭
か
ら
来
た
人
で
す
。
石
炭
の
統
制
が
な
く
な
っ

て
、
石
炭
会
社
が
斜
陽
化
し
始
め
る
と
ぎ
で
す
。
彼
は
そ
の
時

に
移
籍
し
た
。
誠
実
で
立
派
な
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
で
し
た
。

中
村
　
矢
島
［
不
二
男
］
さ
ん
な
ん
か
は
も
う
少
し
あ
と
で
す

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

カ宮
崎
彼
は
わ
り
あ
い
早
い
時
期
か
ら
で
す
。
技
術
に
強
い
努

力
家
で
す
ね
。

伊
藤
　
配
膳
公
団
は
つ
ぶ
れ
ま
す
よ
ね
。

中
村
　
あ
れ
は
二
十
四
年
じ
ゃ
な
い
か
な
。
そ
こ
で
石
炭
統
制

が
完
全
撤
廃
に
な
る
か
ら
。

鱒
3
1
戦
前
の
高
等
試
験
行
政
科
試
験

（
文
官
高
等
試
験
）
の
流
れ
を
汲
む
試

験
の
こ
と
。
戦
後
昭
和
二
四
（
一
九

四
九
）
年
一
月
に
人
事
院
の
第
一
回

国
家
公
務
員
試
験
が
実
施
さ
れ
、
各

省
庁
は
合
格
者
の
内
か
ら
同
年
四
月

に
人
材
を
採
用
し
た
。

義
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
六
月
二

八
日
生
ま
れ
。
　
［
橋
大
学
経
済
学
部

卒
業
後
、
三
二
年
経
済
企
画
庁
入
庁
。

平
成
一
兀
年
六
月
官
房
審
議
官
。
同
二

年
六
月
退
官
、
七
尺
日
本
総
合
研
究

所
副
理
事
長
に
就
任
。

→・

岺
謫
�
�
ﾌ
章
、
註
八
四
参
照
。

・・

R4

蜷
ｳ
十
二
（
「
九
一
一
三
）
年
六
月

四
日
生
ま
れ
。
学
徒
動
員
を
経
て
、

昭
和
二
四
年
東
京
大
学
経
済
学
部
卒
、

労
働
省
入
省
。
後
、
経
済
企
画
庁
に

出
向
し
審
議
官
、
調
査
局
長
、
経
済

研
究
所
長
を
歴
任
し
て
、
昭
和
五
五

年
十
二
月
退
官
。

・・

R
5
、
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
九
月

二
六
日
生
ま
れ
。
東
京
大
学
卒
業
後
、

住
友
石
炭
鉱
業
入
社
。
三
六
年
経
済

企
画
庁
に
転
じ
、
総
合
計
画
局
お
よ

び
調
整
局
の
審
議
官
、
経
済
研
究
所

長
等
を
歴
任
。
五
七
年
新
潟
大
学
教

授
。
の
ち
千
葉
経
済
大
学
教
授
。
経

企
庁
時
代
は
官
庁
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
と

し
て
活
躍
し
た
。

80
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伊
藤
　
そ
う
す
る
と
、
三
炭
公
団
に
い
た
人
で
、
安
定
本
部
に

来
る
人
も
い
た
わ
け
で
す
か
。

宮
暗
　
い
や
、
配
炭
公
団
か
ら
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。
私
が
い

た
配
三
三
は
、
民
間
か
ら
は
誰
も
来
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
生

産
課
と
い
う
と
こ
ろ
に
は
三
井
鉱
山
か
ら
来
て
い
た
。
そ
の
人

は
統
制
が
終
わ
っ
て
会
社
に
戻
っ
た
。
も
う
一
人
銀
行
か
ら
も

来
て
い
た
ん
で
す
が
、
や
は
り
会
社
に
戻
っ
た
。

伊
藤
　
じ
ゃ
あ
そ
の
減
炭
課
に
い
た
人
た
ち
は
、
ど
う
な
っ
た

ん
で
す
か
。

三
三
　
審
議
庁
に
な
っ
た
ら
、
動
力
局
は
生
産
局
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
多
く
の
人
は
商
工
省
に
帰
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
。

伊
藤
　
そ
の
関
係
の
部
局
は
、
“
審
議
庁
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま

う
ん
で
す
か
。

宮
暗
　
審
議
庁
で
は
調
整
部
に
な
る
ん
で
す
。
そ
れ
で
配
炭
鉱

の
仕
事
は
、
産
業
課
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
ね
。
こ
れ
は
h
調

整
部
の
］
筆
頭
課
な
ん
で
す
が
、
そ
こ
に
吸
収
さ
れ
る
。

伊
藤
　
じ
ゃ
あ
こ
の
表
［
経
済
審
議
庁
機
構
図
］
の
並
び
方
は

意
味
が
な
い
ん
だ
。

宮
崎
　
意
味
が
な
い
で
す
ね
。
と
い
う
か
、
一
寸
不
親
切
で
す

ね
。
」

経
済
審
議
庁
へ
の
移
行
と
部
局
の
改
編

伊
藤
　
や
は
り
役
所
を
見
る
場
合
、
ど
の
部
局
が
ど
こ
に
移
っ

た
の
か
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
、
資
料
は
ど
こ
か
ら
ど
こ
に

受
け
渡
さ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
関
心
が
あ
り
ま
す
か
ら

ね
。宮

暗
　
安
定
本
部
、
審
議
庁
の
資
料
は
全
部
、
企
画
庁
に
引
き

継
が
れ
て
い
ま
す
。
各
省
に
戻
っ
た
人
が
持
っ
て
い
く
な
ん
て

こ
と
は
な
い
。

伊
藤
　
そ
れ
は
そ
う
で
し
ょ
う
が
、
中
で
こ
の
部
局
が
な
く
な

噛
っ
て
、
こ
の
部
局
が
新
し
く
継
承
す
る
と
い
う
場
合
で
す
ね
。

宮
崎
　
で
す
か
ら
、
例
え
ば
調
整
部
と
い
う
の
は
、
後
で
は
調

整
局
に
な
り
ま
す
が
、
最
初
、
安
定
本
部
の
時
に
は
、
動
力
局

プ
ラ
ス
生
産
局
な
ん
で
す
ね
。
も
っ
と
広
い
ん
で
す
。
お
っ
し

ゃ
る
よ
う
に
、
そ
の
と
き
課
か
ら
課
に
資
料
記
録
が
キ
チ
ッ
と

継
承
さ
れ
た
か
ど
う
か
問
題
は
あ
り
ま
す
ね
。
で
す
か
ら
、
そ

の
政
策
評
価
に
も
問
題
を
残
し
た
点
は
あ
り
ま
す
。

伊
藤
　
生
産
．
局
が
産
業
局
に
な
る
ん
で
す
。

宮
暗
　
私
が
い
た
と
き
は
、
［
安
定
本
部
で
は
］
動
力
局
と
生

産
局
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
、
審
議
庁
で
は
一
緒
に
な
っ

て
調
整
部
に
な
っ
た
の
か
な
。

森
　
局
長
レ
ベ
ル
の
人
事
で
見
る
限
り
、
安
定
本
部
が
な
く
な

る
際
、
生
産
局
が
産
業
局
に
な
り
、
そ
れ
が
［
審
議
庁
で
］
調

整
部
に
な
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
が
。

宮
崎
　
そ
う
で
す
ね
。

森
そ
し
て
こ
の
産
業
局
で
は
、
農
林
第
一
課
、
第
二
課
が
、

［
審
議
庁
調
整
部
の
］
農
林
課
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

宮
崎
　
そ
う
で
す
け
れ
ど
、
こ
の
農
林
課
は
産
業
局
の
中
に
あ

っ
た
で
し
ょ
う
。
そ
れ
か
ら
建
設
局
と
か
貿
易
局
と
い
う
の
も

全
部
、
［
審
議
庁
で
］
調
整
部
の
中
に
入
っ
て
し
ま
う
わ
け
で

す
。森

　
最
終
的
に
建
設
交
通
局
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
が
、
た
ぶ

ん
［
審
議
庁
調
整
部
］
交
通
課
で
よ
ろ
し
い
ん
で
す
ね
。

宮
崎
　
は
い
。

中
村
　
調
整
器
と
い
う
名
前
に
な
り
ま
ず
け
れ
ど
、
要
す
る
に

そ
の
後
で
企
画
庁
で
調
整
局
に
な
っ
て
い
く
の
も
、
元
は
こ
の

調
整
部
な
ん
で
し
ょ
う
。
そ
の
前
の
こ
と
を
い
う
と
、
実
際
に

あ
る
程
度
の
権
限
を
持
っ
て
、
例
え
ば
動
力
局
な
ら
三
炭
計
画

8
1
．



を
つ
く
る
と
い
う
よ
う
な
権
限
を
持
っ
て
い
た
と
か
一
。

宮
崎
　
そ
れ
か
ら
交
通
局
は
輸
送
計
画
の
権
限
を
持
っ
て
い
た

と
か
、
そ
れ
が
な
く
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
仕
事
が

変
わ
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
各
省
と
い
い
ま
す
か
、
色
々
の
分

野
に
跨
る
仕
事
の
調
．
整
業
務
が
増
え
る
と
同
時
に
、
短
期
的
な

調
整
を
超
え
て
、
や
や
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
作
り
と
い
う
よ
う

な
こ
と
も
増
え
て
き
た
。

伊
藤
　
調
整
部
の
方
も
、
で
す
か
。
そ
う
す
る
と
か
な
り
計
画

部
に
似
て
き
ま
す
ね
。

宮
崎
　
似
て
く
る
と
い
う
か
連
繋
が
深
ま
る
ん
で
す
が
、
調
整

部
の
方
は
各
省
調
整
の
問
題
が
多
い
で
す
ね
。
そ
れ
と
だ
ん
だ

ん
国
際
的
な
調
整
一
た
と
え
ば
自
由
化
品
目
と
か
関
税
の
一
括

交
渉
と
か
一
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

中
村
　
調
整
部
の
時
に
は
そ
う
い
う
こ
と
で
仕
事
を
し
て
い
た

わ
け
だ
け
れ
ど
、
実
際
に
審
議
庁
を
見
て
い
て
思
う
ん
で
す
が
、

審
議
官
と
い
う
人
が
や
た
ら
に
た
く
さ
ん
い
て
、
前
の
局
長
だ

っ
た
人
が
み
ん
な
審
議
官
と
い
う
名
前
で
ず
っ
と
い
る
。

宮
崎
　
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
今
度
の
行
革
の
時
に
も
、
次
官
を
二

人
つ
ぶ
す
の
で
は
な
く
て
、
一
人
は
次
官
と
い
う
名
称
で
残
し
、

一
人
制
審
議
官
と
い
う
名
称
で
残
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
う

い
う
や
り
方
な
ん
で
す
ね
。
一
寸
、
外
か
ら
は
判
り
に
く
い
。

伊
藤
　
審
議
官
と
い
う
の
は
各
省
で
扱
い
が
全
然
違
う
で
し
ょ

・
つ
。中

村
　
違
う
け
れ
ど
、
あ
と
に
な
る
と
、
審
議
官
と
い
う
の
も

役
割
が
決
ま
っ
て
き
ま
す
ね
。

森
　
最
初
に
審
議
庁
が
で
き
た
之
き
に
、
九
人
審
議
官
が
置
か

れ
て
、
そ
の
う
ち
私
が
パ
ッ
と
見
た
と
こ
ろ
で
は
四
人
が
前
の

局
長
で
す
。

宮
暗
　
次
長
も
い
ま
す
ね
。

森
　
安
定
本
部
で
官
房
長
と
副
長
官
を
兼
務
さ
れ
た
平
井
富
三

　
鈴
麗

郎
氏
が
、
審
議
庁
で
次
長
（
次
官
扱
い
）
で
す
ね
。
安
定
本

部
の
局
長
で
、
審
議
庁
の
審
議
官
に
な
っ
た
人
は
前
谷
［
重
夫
］

　
静
3
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
3
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒
銘

さ
ん
、
板
垣
［
修
］
さ
ん
、
小
沢
［
久
太
郎
］
1
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ゆ

宮
崎
　
局
長
だ
っ
た
人
で
す
。
中
川
［
哲
郎
］
さ
ん
は
動
力

局
次
長
だ
っ
た
人
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
れ

伊
藤
　
岩
武
［
照
彦
］
氏
は
調
整
局
長
で
す
ね
。
そ
の
前
の

安
定
本
部
時
代
に
は
岩
蓼
さ
ん
の
名
前
が
見
え
な
い
で
す
ね
。

中
村
　
こ
の
と
き
入
っ
て
来
ら
れ
た
の
か
な
。

宮
号
　
こ
の
と
き
で
す
ね
。

森
　
岩
武
き
ん
は
、
前
の
と
こ
ろ
に
は
見
当
た
ら
な
い
で
す
ね
。

中
村
　
審
議
庁
に
な
っ
て
か
ら
来
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。
あ
と
大

川
一
司
先
生
な
ん
て
い
う
の
は
、
審
議
庁
に
な
っ
た
と
き
に
兼

務
で
呼
ん
で
来
ら
れ
た
わ
け
で
す
ね
。

伊
藤
　
兼
務
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聾
4
2

中
村
　
大
川
先
生
と
い
う
の
は
一
橋
の
大
先
生
で
す
ね
。

伊
藤
　
先
生
と
の
兼
務
が
で
き
た
ん
で
す
か
。

中
村
　
で
き
た
ん
で
し
ょ
う
。
経
済
研
究
所
と
い
う
の
が
一
橋

に
あ
っ
て
、
そ
こ
の
教
授
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
よ
り
前
に
、

安
定
本
部
時
代
に
課
長
で
お
ら
れ
た
の
か
な
、
そ
れ
か
ら
一
橋

に
行
っ
た
の
か
、
そ
の
あ
た
り
は
僕
も
よ
く
知
ら
な
い
ん
だ
け

れ
ど
。
大
川
さ
ん
と
い
う
の
は
わ
れ
わ
れ
に
は
非
常
に
縁
の
深

い
先
生
だ
っ
た
か
ら
、
よ
く
知
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
の
大
川

先
生
が
さ
っ
き
お
話
に
な
っ
た
、
コ
ル
ム
方
式
だ
の
そ
う
い
う

‘
も
の
を
国
民
経
済
計
算
に
導
入
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
じ

ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

蕊
正
確
に
は
、
副
長
官
心
得
職
（
昭

和
二
六
年
五
月
～
二
七
年
七
月
）
で

あ
っ
た
。
明
治
三
九
（
「
九
〇
六
）

年
十
二
月
十
三
日
生
ま
れ
。
東
京
帝

国
大
学
卒
業
後
、
商
工
省
入
省
。
通

産
省
通
商
振
興
局
長
、
経
済
安
定
本

部
出
向
等
を
経
て
、
同
二
八
年
通
産

事
務
次
官
。
三
一
年
八
幡
製
鉄
取
締

役
、
富
士
製
鉄
と
の
合
併
後
は
、
新

日
鉄
副
社
長
、
の
ち
社
長
。

幹
3
7
明
治
四
【
（
一
九
〇
八
）
年
十
月

十
六
日
生
ま
れ
。
昭
和
七
（
一
九
三

二
）
年
東
京
帝
国
大
学
卒
業
後
、
農

林
省
入
省
。
食
糧
管
理
局
次
長
を
経

て
、
戦
後
は
経
済
安
定
本
部
民
生
局

長
。
の
ち
水
産
庁
長
官
、
退
官
後
は

興
亜
火
災
海
上
保
険
社
長
を
務
め
た
。

・・

F
明
治
四
〇
（
【
九
〇
七
）
年
二
月

二
六
日
生
ま
れ
。
東
京
帝
国
大
学
卒

業
後
、
外
務
省
入
省
。
戦
後
、
経
済

安
定
本
部
に
出
向
し
貿
易
局
長
α
の

ち
香
港
総
領
事
、
通
産
省
通
商
局
長
、

外
務
省
ア
ジ
ア
局
長
を
経
て
、
同
三

四
年
夏
ル
ウ
ェ
ー
駐
在
初
代
大
使
。

四
四
～
四
七
年
ま
で
は
、
最
後
の
中

華
民
国
（
台
湾
）
大
使
を
務
め
た
。

→・

R9

ｾ
治
三
一
二
（
一
九
〇
〇
）
年
【
二

月
十
九
日
生
ま
れ
。
東
京
帝
国
大
学

工
学
部
卒
業
後
、
昭
和
二
年
内
務
省

に
入
り
土
木
局
、
近
畿
地
方
建
設
局

長
、
経
済
安
定
本
部
建
設
交
通
局
長

を
経
て
、
同
二
八
年
自
由
党
公
認
で

全
国
区
参
院
議
員
に
当
選
。
第
一
次

岸
信
介
内
閣
の
建
設
政
務
次
官
、
第

二
次
池
田
勇
人
内
閣
の
郵
政
相
と
な
、

つ
た
。

鱒
4
0
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
一
月

八
日
生
ま
れ
。
昭
和
七
（
一
九
三
二
）

年
東
京
帝
国
大
学
卒
業
後
、
逓
信
省

入
省
。
商
工
省
電
政
課
長
を
務
め
、

戦
後
は
経
済
安
定
本
部
に
て
動
力
局

次
長
。
退
官
後
中
部
電
力
常
務
を
務

め
る
。
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■
国
民
所
得
計
算
の
担
当
部
局

伊
藤
　
さ
っ
き
お
話
に
な
っ
た
国
民
所
得
の
計
算
と
い
う
の

は
、
ど
こ
が
受
け
持
っ
て
い
た
わ
け
で
す
か
。

宮
崎
　
安
定
本
部
の
ど
き
は
財
政
金
融
局
の
中
の
、
国
民
所
得

調
査
室
だ
っ
た
か
な
。
審
議
庁
で
い
え
ば
［
経
済
審
議
庁
機
構

図
の
］
い
ち
ば
ん
左
に
、
国
民
所
得
課
が
あ
り
ま
す
ね
。
調
査

部
の
中
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
れ

中
村
　
国
民
所
得
調
査
室
と
言
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
そ
う
い

う
時
代
が
あ
っ
て
、
審
議
庁
に
な
っ
た
と
き
に
国
民
所
得
課
に

な
っ
た
。

森
安
定
本
部
の
組
織
図
に
、
財
政
金
融
局
の
下
に
国
民
所
得

調
査
室
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
ね
。

中
村
　
そ
こ
に
専
門
家
が
何
人
か
い
て
、
ず
っ
と
国
民
所
得
を

つ
く
っ
て
い
た
。

宮寄宮伊宮伊中宮
暗藤崎藤崎藤村暗

十
二
年
で
す
か
ね
。

中
村
．

さ
っ
て
い
ま
す
ね
。

宮
崎
　
教
養
学
部
で
、
二
年
ぐ
ら
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
少
し
後
の
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
昭
和
三
十
四
年
の
十

浅
野
さ
ん
と
い
う
方
が
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
の
ぬ

浅
野
義
光
さ
ん
で
し
た
ね
。

宮
崎
先
生
は
計
画
第
一
課
で
す
ね
。

計
画
第
一
課
で
す
．
一

そ
の
頃
は
入
省
何
年
目
に
な
ら
れ
る
ん
で
す
か
。

五
年
ぐ
ら
い
で
す
ね
。
経
済
審
議
庁
の
と
き
．
に
は
一
．
．

筆
頭
補
佐
ぐ
ら
い
に
な
る
ん
で
す
か
。

係
長
ぐ
ら
い
で
す
ね
。
筆
頭
補
佐
に
な
る
の
は
昭
和
三

　
　
　
　
　
留
学
か
ら
帰
っ
て
か
ら
で
す
。

そ
の
時
分
、
東
大
の
経
済
で
半
年
か
非
常
勤
講
師
を
な

一
月
に
計
画
部
の
課
長
補
佐
に
な
り
ま
す
。
そ
の
あ
と
、
長
洲

　
　
　
　
　
サ
お

［一

�
n
さ
ん
や
宮
崎
［
義
乙
さ
ん
か
ら
話
が
あ
っ
て
、
横

浜
国
立
大
学
の
非
常
勤
講
師
を
暫
く
つ
と
め
ま
し
た
。

■
経
済
自
立
5
ヵ
年
計
画
の
頃

伊
藤
　
さ
っ
き
の
お
話
の
A
計
画
と
か
な
ん
と
か
と
い
う
話

・
と
、
「
経
済
自
立
五
ヶ
年
計
画
」
の
作
成
の
プ
ロ
セ
ス
は
重
な

　
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
。

宮
暗
　
自
立
達
成
の
た
め
と
い
う
よ
う
な
作
業
を
や
っ
て
、
そ

れ
を
も
と
に
「
経
済
自
立
五
ヶ
年
計
画
」
を
作
り
、
最
初
の
政

府
計
画
に
な
る
ん
で
す
ね
。
そ
れ
が
昭
和
三
十
年
で
ナ
。
A
計

．
画
と
か
B
資
料
と
い
っ
た
作
業
は
、
そ
の
前
の
こ
と
で
す
。
方

法
論
と
し
て
国
民
所
得
分
析
手
法
を
使
っ
た
と
い
う
点
で
自
立

計
画
の
先
駆
的
な
も
の
で
し
た
。

伊
藤
　
鳩
山
内
閣
の
時
で
す
ね
。
第
一
課
は
そ
れ
が
か
な
り
大

き
な
仕
事
だ
っ
た
わ
け
で
す
か
。

宮
崎
　
そ
う
で
す
。
そ
の
仕
事
そ
の
も
の
で
す
。

伊
藤
　
そ
れ
と
、
二
課
で
や
つ
で
い
る
こ
と
は
多
少
裏
表
に
な

る
こ
と
で
は
あ
る
ん
で
す
ね
。

宮
崎
　
裏
表
に
な
り
ま
す
が
、
二
三
で
や
っ
て
い
る
仕
事
は
外

部
に
は
全
然
出
ま
せ
ん
か
ら
。

伊
藤
　
反
映
し
な
い
ん
で
す
か
。
で
も
基
礎
的
な
デ
ー
タ
は
一
。

宮
暗
　
共
通
で
す
ね
。
世
界
経
済
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
共
同

で
共
通
認
識
は
作
り
ま
し
た
が
。

日
米
経
済
協
力
と
経
済
計
画

中
村
ち
ょ
っ
と
デ
リ
ケ
ー
ト
な
一
ん
で
す
が
、
昭
和
二
十
六
年

か
ら
七
年
に
移
る
頃
、
そ
の
前
か
ら
で
し
ょ
う
が
、
「
日
米
経

　
鱒
4
1
明
治
四
四
（
一
九
一
一
‘
Y
年
十
月

　
二
五
日
生
ま
れ
。
東
京
帝
国
大
学
卒

　
業
後
、
商
工
省
入
省
。
企
画
院
、
軍

　
需
省
、
経
済
安
定
本
部
、
通
商
産
業

　
省
に
勤
務
、
中
小
企
業
庁
長
官
を
経

　
て
、
昭
和
三
四
年
退
官
し
、
神
戸
製

　
踏
所
に
入
社
。
四
七
年
退
職
後
、
東

　
京
大
学
に
学
士
入
学
し
、
大
学
院
を

　
修
了
し
た
。

　
穏
4
2
大
川
氏
は
昭
和
一
一
五
（
一
九
五
〇
）

年
に
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
教
授
と

　
し
て
赴
任
、
同
四
四
年
に
は
経
済
研

究
所
所
長
と
な
っ
た
。
な
お
、
一
橋

大
学
に
在
籍
中
の
昭
和
三
三
年
に
、

、
大
川
氏
は
経
済
安
定
本
部
に
出
向
し

　
て
い
る
。

・，

S3

ｺ
和
二
五
年
六
月
一
日
に
、
経
済

安
定
本
部
付
属
機
関
と
し
て
発
足
し

た
「
国
民
所
得
調
査
連
絡
協
議
会
」

を
端
緒
と
す
る
。
そ
の
目
的
は
「
国

民
所
得
の
調
査
方
法
及
び
資
料
に
関

し
、
関
係
各
行
政
機
関
及
び
学
識
経

験
者
と
連
絡
協
議
す
る
」
こ
と
で
あ

　
つ
た
。

櫛
4
4
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
六
月

十
九
日
生
ま
れ
。
北
海
道
帝
国
大
学

卒
業
後
、
神
戸
税
関
、
．
大
蔵
省
理
財

局
戦
後
対
策
企
画
室
を
経
て
、
昭
和

一一

O
年
経
済
安
定
本
部
財
政
金
融
局

国
民
所
得
調
査
室
次
長
。
の
ち
審
議

官
を
経
て
、
経
済
研
究
所
長
。
退
官

後
、
昭
和
四
〇
年
よ
り
国
民
生
活
研

究
所
長
。

聾
4
5
　
（
な
が
す
　
か
ず
じ
）
大
正
正
八

（一

繹
鼡
縺
j
年
七
月
二
八
日
生
ま
れ
。
・

東
京
商
科
大
学
卒
業
後
、
三
菱
重
工

業
入
社
。
戦
後
、
横
浜
経
済
専
門
学

校
助
教
授
を
経
て
、
昭
和
三
八
年
横

浜
国
立
大
学
教
授
に
就
任
。
昭
和
五

十
年
号
は
革
新
統
一
候
補
と
し
て
神

奈
川
知
事
当
選
。
多
く
の
独
自
県
政

を
展
開
し
て
五
期
務
め
た
後
、
平
成

七
年
退
任
。
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済
協
力
」
と
い
う
言
葉
が
一
時
非
常
に
よ
く
使
わ
れ
た
ん
で
す

が
、
ご
記
憶
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

宮
暗
　
そ
う
な
ん
で
す
。
賠
償
の
緩
和
と
同
時
に
、
そ
う
い
う

問
題
が
出
て
来
る
わ
け
で
す
ね
。
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
作
業
も
そ
の

一
環
な
ん
で
す
。
日
米
協
力
を
し
て
、
西
側
の
陣
営
を
強
く
し

ょ
う
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
す
か
ね
。

伊
藤
と
い
う
こ
と
は
、
東
ア
ジ
ア
の
危
な
い
国
を
、
な
ん
と

か
日
本
の
経
済
力
も
一
。

宮
崎
　
と
い
う
よ
り
、
日
本
自
体
の
こ
と
で
す
ね
。
東
ア
ジ
ア

に
積
極
的
に
ど
う
し
ょ
う
と
い
う
余
裕
は
ま
だ
日
本
に
億
全
然

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。
だ
か
ら
援
助
も
な
し
に
、
国
内
も
あ
る
程

度
安
定
で
き
て
、
そ
れ
が
西
側
の
一
員
と
し
て
の
地
位
だ
、
と

い
う
認
識
の
時
代
な
ん
で
す
ね
。
南
北
協
力
で
な
く
、
西
側
協

力
と
い
う
意
味
で
す
ね
。
七
か
し
、
南
と
の
協
力
の
必
要
性
の

認
識
は
あ
り
ま
し
た
。

伊
藤
　
日
本
自
体
が
自
立
し
て
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。中

村
　
も
う
一
つ
は
、
特
需
ど
い
う
米
軍
の
需
要
、
当
時
だ
と

毎
年
八
三
ド
ル
ぐ
ら
い
で
す
ね
。
そ
の
八
億
ド
ル
を
、
な
ん
と

か
こ
こ
数
年
確
保
し
た
い
と
い
う
よ
う
な
切
な
る
希
望
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
を
ア
メ
リ
カ
側
に
な
ん
と
か
交
渉
す

る
ど
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
た
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
。

宮
暗
　
特
需
に
何
時
ま
で
も
依
存
す
る
わ
け
に
い
か
な
い
し
、

今
日
で
い
う
世
界
経
済
に
対
す
る
相
応
の
責
任
分
担
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
た
。
対
外
協
力
作
業
の
具
体
的
な
と
こ
ろ
は
、
輸
入

原
材
料
が
ど
れ
ぐ
ら
い
必
要
か
、
そ
れ
か
ら
そ
の
た
め
の
資
金

の
手
当
て
は
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
と
、
そ
の
上
で
多
少
と

も
近
隣
諸
国
の
経
済
を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
と

い
う
こ
と
な
ど
が
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

伊
藤
　
と
い
う
こ
と
は
、
」
二
課
の
仕
事
は
か
な
り
G
H
Q
と
ツ

ー
ツ
ー
の
仕
事
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
が
、
一
課
の
場
合
は
ど
う

な
ん
で
す
か
。

宮
崎
　
一
課
の
場
合
は
、
そ
う
い
う
点
は
二
課
か
ら
情
報
を
得

る
と
い
う
か
、
二
課
と
連
絡
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

伊
藤
　
で
も
一
課
と
し
て
も
全
然
G
H
Q
と
無
関
係
に
作
業
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
占
領
下
で
す
か
ら
。

宮
崎
　
そ
れ
は
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
二
十
七
年
に

G
H
Q
は
い
な
く
な
り
ま
す
。

伊
藤
　
計
画
を
立
て
始
め
た
の
は
占
領
下
で
す
よ
ね
。

宮
暗
　
最
初
の
と
き
は
、
G
H
Q
と
の
連
絡
は
も
ち
ろ
ん
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
外
務
省
か
ら
来
て
い
る
課
長
補
佐
が
し
ょ

っ
ち
ゅ
う
司
令
部
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
け
ど
統
制
経
済
が

な
く
な
っ
て
審
議
庁
に
な
っ
て
か
ら
は
、
外
務
省
の
人
は
計
画

一
落
に
は
い
な
く
な
り
ま
し
た
。
二
課
に
は
ひ
き
つ
づ
き
外
務

省
か
ら
の
出
向
の
人
が
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
防
衛
力
を
や
っ
て

い
た
総
合
国
力
判
定
の
課
は
、
国
際
経
済
め
分
析
も
し
て
い
た

わ
け
で
す
ね
。
二
課
と
情
報
を
交
換
し
な
が
ら
、
計
画
一
心
の

方
で
は
貿
易
が
ど
う
な
る
と
か
、
そ
う
い
う
之
と
を
や
っ
て
い

た
。中

村
　
「
岡
野
構
想
」
と
い
う
の
は
二
十
八
年
ぐ
ら
い
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　

伊
藤
　
岡
野
［
清
豪
］
さ
ん
が
大
臣
に
な
る
の
は
、
昭
和
二

十
八
年
で
す
ね
。

森
　
　
「
岡
野
構
想
」
は
二
十
九
年
六
月
に
策
定
、
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
二
十
八
年
分
「
三
十
二
年
度
経
済
表
」
で
す
ね
。

中
村
　
　
「
三
十
二
年
経
済
表
」
と
い
う
の
を
つ
く
っ
て
お
ら
れ

た
。
そ
れ
で
「
岡
野
構
想
」
は
二
十
九
年
で
す
ね
。

宮
暗
　
　
「
三
十
二
年
経
済
表
」
重
い
う
の
は
、
貯
蓄
、
投
資
の

バ
ラ
ン
ス
と
か
総
需
要
と
総
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
と
か
バ
ラ
ン
ス

◎・

S6

ｺ
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
五
月

一一

齠
冝
`
同
二
九
年
【
月
九
日
ま
で

経
済
審
議
庁
長
官
。
明
治
二
三
（
「

八
九
〇
）
年
一
月
一
日
生
ま
れ
。
日

本
銀
行
か
ら
三
和
銀
行
に
移
り
、
の

ち
頭
取
。
昭
和
一
一
四
年
よ
り
衆
院
議

員
。
第
三
次
吉
田
内
閣
の
地
方
自
治

庁
長
官
・
文
相
、
第
四
次
吉
田
内
閣

文
相
、
第
五
次
吉
田
内
閣
で
は
通
産

相
兼
経
済
審
議
庁
長
官
を
務
め
た
。
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を
重
視
す
る
計
画
な
ん
で
す
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
だ

い
た
い
復
興
が
実
現
し
て
き
ま
す
と
、
い
い
意
味
で
資
本
主
義

的
に
な
る
ん
で
す
が
、
同
時
に
景
気
循
環
と
い
う
現
象
が
復
活

、
す
る
わ
け
で
す
ね
。
時
に
イ
ン
フ
レ
に
な
っ
た
り
、
デ
フ
レ
傾

向
に
な
っ
た
り
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
い
ち
ば
ん
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
状
況
は
、
ど
う
い
う
状
況
か
と
い
う
こ
と
を
解
明
す
る

の
が
、
「
三
十
二
年
経
済
表
」
の
目
標
で
し
た
。
景
気
循
環
が

復
活
す
る
と
い
っ
た
の
は
三
十
二
年
度
の
白
書
で
し
た
か
…
。

中
村
　
「
景
気
循
環
の
復
活
」
と
い
う
題
が
つ
い
て
い
る
の
は
、

昭
和
三
十
二
年
白
書
で
は
な
い
で
す
か
。

森
　
［
『
五
十
年
史
』
を
確
か
め
な
が
ら
］
「
景
気
循
環
の
復
活
」

は
一
九
五
八
年
で
す
か
ら
、
昭
和
三
十
三
年
で
す
ね
。

中
村
　
そ
の
前
の
年
［
昭
和
三
十
二
年
］
は
何
で
し
た
か
。

森
　
　
「
早
過
ぎ
た
拡
大
と
そ
の
反
省
」
で
す
。

宮
崎
　
そ
の
頃
か
ら
景
気
循
環
の
問
題
は
も
う
出
て
来
て
い
る

．
わ
け
で
す
ね
。

中
村
　
そ
れ
で
、
そ
の
前
の
昭
和
三
十
一
年
が
「
も
は
や
戦
後

で
は
な
い
」
と
い
う
有
名
な
白
書
な
ん
で
す
ね
。

統
制
解
除

伊
藤
　
ち
ょ
う
と
戻
り
ま
す
が
、
先
ほ
ど
統
制
が
だ
ん
だ
ん
外

れ
て
い
っ
て
と
い
う
お
話
で
し
た
が
、
す
べ
て
の
統
制
が
廃
止

さ
れ
た
ん
で
す
か
。

宮
暗
す
べ
て
こ
れ
で
終
わ
り
と
い
う
終
わ
り
方
で
は
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
ね
。
順
次
解
除
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
、
大
部
分
、

例
え
ば
米
と
か
以
外
は
、
一
九
五
〇
年
に
解
除
さ
れ
て
い
ま
す

ね
。伊

藤
　
残
っ
た
の
は
米
だ
け
で
す
か
。
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幹
4
7

中
村
　
米
と
、
麦
は
ど
う
だ
っ
た
か
な
。
米
が
主
で
す
。

／

宮
崎
　
米
に
関
連
す
る
化
学
肥
料
だ
と
か
、
そ
れ
に
関
連
す
る

石
炭
だ
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
は
な
く
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す

ね
。
し
か
し
全
然
な
く
な
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
公
定
価
、

格
的
な
も
の
は
残
る
わ
け
で
す
ね
。

中
村
　
た
し
か
昭
和
二
十
六
年
に
鉄
鋼
が
な
く
な
っ
て
、
大
き

な
米
以
外
の
統
制
は
建
前
上
は
な
く
な
っ
た
、
自
由
経
済
の
復

活
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
で
す
か
。

宮
暗
　
一
九
五
五
年
八
月
に
統
制
解
除
と
な
っ
て
い
る
け
れ

ど
、
な
ん
だ
ろ
う
。
多
分
、
動
乱
に
伴
う
関
連
物
資
の
統
制
が

解
除
さ
れ
た
こ
ど
で
し
ょ
う
。

調
整
部
物
価
課

伊
藤
　
調
整
部
の
物
価
課
と
い
う
の
は
何
を
や
っ
て
い
た
ん
で

す
か
。

宮
崎
　
公
定
価
格
取
扱
い
の
問
題
が
中
心
で
す
。

伊
藤
　
ま
だ
公
定
価
格
が
い
ろ
い
ろ
残
っ
て
い
た
ん
で
す
か
。

宮
暗
　
そ
れ
は
そ
の
後
も
公
共
料
金
の
よ
う
に
ず
っ
と
残
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
企
画
庁
の
一
課
で
も
残
り
ま
す
。
そ
の
後
、

企
画
庁
に
国
民
生
活
局
が
で
き
た
時
、
調
整
局
の
物
価
課
と
生

活
局
の
物
価
政
策
課
を
中
心
に
物
価
局
が
誕
生
し
、
統
制
価
格

で
な
く
、
運
輸
、
公
益
事
業
な
ど
の
公
共
料
金
や
賃
金
問
題
な

ど
広
く
物
価
問
題
を
扱
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
っ
き
の
国

民
所
得
統
計
で
す
が
、
初
め
て
の
発
表
は
二
十
八
年
で
す
ね
。

中
村
　
統
計
の
発
表
が
ね
。
そ
の
後
で
、
そ
れ
ま
で
遡
っ
た
数

字
を
発
表
し
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

伊
藤
　
計
画
第
一
課
と
国
民
所
得
課
は
、
あ
る
程
度
情
報
が
行

き
来
し
て
い
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。

宮
暗
　
そ
れ
は
空
間
的
に
も
す
ぐ
隣
で
、
両
者
の
問
に
壁
も
何

も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
密
接
な
連
繋
は
で
き
ま
し
た
。

聾
4
7
智
慮
の
統
制
は
、
昭
和
二
七
（
一

九
五
二
）
年
七
月
に
解
除
さ
れ
た
。

麦
類
の
統
制
が
直
接
の
も
の
か
ら
、

間
接
統
制
へ
と
変
更
さ
れ
た
こ
と
を

も
っ
て
、
統
制
の
解
除
と
す
る
。
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経
済
安
定
本
部
の
あ
っ
た
場
所

伊
藤
　
そ
う
で
す
が
。
最
初
に
安
定
本
部
の
場
所
を
お
聞
き
し

た
と
き
に
、
い
ま
の
自
治
省
の
と
こ
ろ
だ
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
が
、
そ
の
後
ず
っ
と
同
じ
な
ん
で
す
か
。

宮
崎
　
最
初
は
内
務
省
（
の
ち
の
自
治
省
）
の
跡
で
、
戦
後
人

事
院
ビ
ル
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
そ
れ
は
今
で
は
壊
さ
れ

た
ん
で
す
が
、
人
事
院
ビ
ル
が
最
初
で
す
。
企
画
庁
に
な
っ
て

か
ら
、
大
蔵
省
の
ビ
ル
に
移
っ
た
ん
で
す
。

中
村
　
　
［
経
済
企
画
庁
に
］
な
っ
て
か
ら
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う

か
。伊

藤
　
そ
れ
は
多
少
象
徴
的
な
意
味
も
あ
る
わ
け
で
す
か
。

宮
暗
　
企
画
庁
は
発
足
と
同
時
に
今
度
は
大
き
く
な
り
始
め
ま

し
た
か
ら
ね
。
機
構
が
大
き
く
な
る
噛
人
間
も
多
く
な
る
。
そ

れ
で
、
場
所
的
に
移
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
で
所
得

倍
増
計
画
を
つ
く
る
と
き
は
大
蔵
省
に
い
ま
し
た
。
統
制
経
済

が
終
わ
り
、
政
策
的
に
は
財
政
、
金
融
政
策
を
中
心
に
経
済
を

マ
ク
ロ
的
に
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
大
蔵
省
に
近

い
こ
と
が
便
利
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
の
三
階
か
ら
デ
モ
隊
が
通
っ
て
い
る
の
を
見
な
が
ら
、

私
た
ち
は
所
得
倍
増
計
画
を
作
っ
て
い
ま
し
た
9
樺
［
美
智
子
］

　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
日
も
作
業
を
や
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

伊
藤
　
六
〇
年
安
保
の
と
き
で
す
か
。

いす宮三宮
たが崎藤崎
O　　 N

え
え
。
そ
れ
で
こ
れ
は
記
録
に
な
ら
な
い
ん
で
す
が
一
。

い
や
、
な
り
ま
す
よ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
れ

課
長
は
大
蔵
省
か
ら
来
て
い
た
人
（
遠
藤
脾
氏
）
で

「
な
ん
だ
、
こ
ん
な
デ
モ
を
や
り
お
っ
て
」
と
言
っ
て

で
も
課
の
若
い
人
た
ち
は
、
「
い
や
、
お
れ
も
行
き
た

い
な
」
と
言
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
デ
モ
を
眼
下
に
見
な
が
ら
電

卓
の
計
算
機
で
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
ね
。
そ
の
う
ち

「
い
ま
わ
っ
し
ょ
い
、
わ
っ
し
ょ
い
．
を
や
っ
て
い
た
け
れ
ど
、

誰
か
犠
牲
者
が
で
た
ら
し
い
」
と
一
。
．

伊
藤
、
審
議
庁
の
頃
は
、
計
画
部
な
ら
計
画
部
が
一
つ
の
大
部

屋
だ
っ
た
ん
で
す
か
。

宮
暗
　
計
画
部
と
い
う
の
は
、
一
課
、
二
課
、
電
源
開
発
室
で

す
か
ら
、
大
部
屋
と
い
い
ま
す
か
、
中
部
屋
で
す
ね
。
電
源
開

発
室
だ
け
が
廊
下
を
隔
て
て
離
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

伊
藤
　
総
合
開
発
も
一
緒
で
す
か
。

宮
崎
　
総
合
開
発
は
ま
た
別
で
し
た
。
伊
東
正
義
さ
ん
（
元
外

　
り
　

相
）
な
ん
か
も
い
た
ん
で
す
ね
。
あ
と
か
ら
「
君
、
あ
の
頃

は
楽
し
か
っ
た
な
あ
」
と
い
わ
れ
ま
し
た
。

伊
藤
　
や
は
り
最
初
か
ら
縮
小
き
れ
た
と
き
に
は
、
場
所
も
小

さ
く
な
っ
た
ん
で
す
か
。

宮
暗
　
場
所
は
、
経
済
審
議
庁
の
時
は
、
安
定
本
部
の
と
き
と

同
じ
く
建
設
省
の
ビ
ル
、
元
の
内
務
省
の
ビ
ル
で
し
た
。

伊
藤
　
人
が
減
っ
た
ら
、
そ
れ
だ
け
部
屋
も
減
ら
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
で
す
か
。

宮
暗
　
そ
う
で
す
ね
。
占
有
面
積
は
減
り
ま
し
た
。

中
村
　
あ
の
ビ
ル
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
り
ま
し
た
か
ね
。

宮
崎
　
あ
り
ま
し
た
、
ガ
ラ
ガ
ラ
ガ
ラ
ッ
と
手
で
開
閉
す
る
の

が
。
そ
う
い
う
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
ね
。
・

■
経
済
審
議
庁
の
権
限
と
役
割

村
井
　
統
制
が
撤
廃
に
な
っ
て
、
権
限
が
、
安
定
本
部
か
ら
審

議
庁
に
な
る
プ
ロ
セ
ス
で
縮
小
さ
れ
る
と
い
う
中
で
、
経
済
安

定
本
部
あ
る
い
は
審
議
庁
の
時
代
に
お
い
て
、
総
合
的
な
経
済

の
調
整
を
す
る
た
め
に
は
権
限
が
必
要
な
ん
だ
と
い
っ
て
、
だ

・・

S8

ｺ
和
三
五
（
一
九
六
〇
）
年
六
月

十
五
日
の
こ
と
。
こ
の
日
国
会
構
内

に
お
い
て
、
日
米
安
保
条
約
改
定
に

反
対
す
る
学
生
（
全
学
連
）
と
、
機

動
隊
が
衝
突
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の

衝
突
に
お
い
て
東
大
生
の
樺
美
智
子

さ
ん
が
死
亡
し
た
。
そ
れ
で
も
な
お
、

日
米
安
保
条
約
自
体
は
六
月
十
九
日

を
も
っ
て
自
然
成
立
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

穏
4
9
　
（
え
ん
ど
う
　
ゆ
た
か
）
大
正
九

（一

繹
鼈
黶
Z
）
年
四
月
二
八
日
生
ま
れ
。

東
京
帝
国
大
学
卒
業
後
、
大
蔵
省
入

省
。
経
済
企
画
庁
出
向
の
後
、
の
ち

大
蔵
省
印
刷
局
長
。
退
官
後
、
日
本

専
売
公
社
総
務
理
事
、
帝
国
高
速
度

交
通
首
団
理
事
。

鱒
5
0
大
正
一
一
（
一
九
「
二
）
年
十
二
月

十
五
日
生
ま
れ
。
農
林
省
入
省
後
、

農
地
局
長
、
水
産
庁
長
官
を
経
て
、

三
七
年
事
務
次
官
。
三
八
年
か
ら
衆

院
議
員
。
五
四
年
大
平
内
閣
の
官
房

長
官
と
な
り
、
五
五
年
首
相
急
死
の

後
、
首
相
臨
時
代
理
を
務
め
る
。
同

年
鈴
木
内
閣
の
外
相
。
平
成
元
年
に

は
竹
下
首
相
退
陣
後
の
総
裁
に
推
さ

れ
た
が
、
拒
否
し
た
。
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い
ぶ
頑
張
ら
れ
た
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
か
。

宮
盛
　
総
合
調
整
の
た
め
の
権
限
は
必
要
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら

そ
れ
は
残
っ
て
い
る
。
安
定
本
部
の
時
、
審
議
庁
の
時
、
企
画

庁
の
時
も
、
調
整
権
限
は
残
っ
て
い
る
ん
で
す
。

村
井
　
よ
り
広
い
政
治
力
が
必
要
な
ん
だ
、
と
い
う
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

宮
崎
　
そ
れ
は
あ
り
ま
し
た
。
大
来
さ
ん
は
じ
め
、
プ
ロ
パ
ー

の
審
議
官
な
ど
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
お
ら
れ
た
。
政
治
家
の
中
で

　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

も
河
野
［
一
郎
］
さ
ん
と
か
三
木
［
武
夫
］
さ
ん
は
そ
の
点

を
主
張
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
庁
の
権
限
縮
小
に
熱
心
だ
っ
た
の

は
各
省
、
特
に
大
蔵
、
通
産
、
農
林
省
で
す
。
た
だ
審
議
庁
の

権
限
縮
小
は
当
然
と
言
う
面
は
あ
り
ま
し
た
。
全
体
に
統
制
が

な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
か
ら
ね
。
い
ま
ま
で
生
産
の
話
ば
か

り
で
し
た
が
、
貿
易
に
つ
い
て
は
、
最
初
は
か
な
り
細
か
い
物

資
ま
で
細
分
し
て
計
画
を
つ
く
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
自
由
化

が
進
ん
で
き
ま
す
と
、
そ
ん
な
も
の
は
っ
く
っ
て
も
意
味
が
な

く
な
っ
て
く
る
。
計
画
を
つ
く
っ
て
も
、
調
整
と
い
う
仕
事
は

だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
っ
て
く
る
。

村
井
　
そ
う
い
う
ふ
う
に
経
済
安
定
本
部
な
い
し
審
議
庁
の
役

割
が
変
わ
っ
て
き
た
と
き
に
、
計
画
系
の
方
々
と
、
調
整
系
の

方
々
、
調
査
系
の
方
々
で
考
え
方
の
違
い
は
あ
っ
た
ん
で
し
ょ

う
か
。

宮
暗
　
こ
の
前
も
ち
ょ
っ
と
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
調
査
系
と

い
う
の
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
プ
ロ
パ
ー
の
人
間
が
多
い
ん

で
す
。
調
査
に
入
っ
た
ら
調
査
ば
か
り
や
っ
て
い
る
と
い
う
人

が
か
な
り
多
い
ん
で
す
。
も
ち
ろ
ん
各
省
や
民
間
か
ら
も
人
が

き
て
い
た
。
調
整
局
と
い
う
の
は
、
最
初
は
各
省
か
ら
の
出
向

者
や
民
間
か
ら
出
向
者
が
多
い
で
す
か
ら
ね
。
そ
れ
が
出
た
り

入
っ
た
り
す
る
。
権
限
が
縮
小
し
た
り
す
る
と
き
に
、
い
い
権

限
だ
け
を
持
っ
て
帰
ろ
う
と
す
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
う
い
う
争

い
が
あ
る
わ
け
で
す
。
さ
っ
き
電
源
開
発
室
の
こ
と
を
申
し
上

げ
ま
し
た
け
れ
ど
、
い
い
方
は
自
分
で
取
ろ
う
と
い
う
こ
と
が

あ
る
わ
け
で
す
ね
。
例
え
ば
、
安
定
本
部
の
時
の
貿
易
局
と
い

う
の
は
、
．
貿
易
の
量
と
か
何
か
を
や
っ
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
．

援
助
の
問
題
、
海
外
支
援
の
問
題
、
為
替
の
問
題
な
ど
い
ろ
い

ろ
あ
る
な
か
で
、
ど
の
権
限
を
外
務
省
が
持
っ
て
い
く
か
、
大

蔵
省
が
持
っ
て
い
く
か
、
商
工
省
が
持
っ
て
い
く
か
、
と
や
っ

て
い
ま
し
た
。
最
初
は
貿
易
局
長
な
ん
か
は
外
務
省
か
ら
も
来

て
い
ま
し
た
よ
。
そ
れ
が
商
工
省
出
身
者
に
な
り
、
そ
し
て
企

画
庁
プ
ロ
パ
ー
に
な
る
ん
で
す
ね
。

森
　
審
議
庁
の
頃
は
、
通
産
省
が
い
わ
ゆ
る
産
業
政
策
を
始
め

る
時
代
で
す
ね
。

宮
暗
　
統
制
が
な
く
な
っ
て
く
る
、
国
際
競
争
が
厳
し
く
な
り

始
め
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
当
時
は
、
今
と
違
っ
て
、
我
が

国
の
産
業
は
脆
弱
で
あ
っ
て
、
海
外
と
競
争
す
る
と
ひ
と
た
ま

り
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
主
要
産
業
に
つ
い
て
の
合
理
化
計

画
が
次
々
に
で
き
る
わ
け
で
す
。
物
動
計
画
の
時
代
で
す
と
、

そ
れ
は
経
済
安
定
本
部
が
や
る
ん
で
す
が
、
も
う
統
制
は
な
い
。

そ
れ
な
ら
自
分
の
と
こ
ろ
で
、
鉄
な
ら
鉄
、
機
械
な
ら
機
械
の

監
督
は
や
る
。
そ
れ
で
監
督
官
庁
と
し
て
ま
ず
権
限
を
商
工
省

（
後
の
通
産
省
）
に
持
っ
て
い
く
わ
け
で
す
ね
。
そ
し
て
監
督

官
庁
に
な
っ
た
ら
、
今
度
は
業
種
別
の
合
理
化
計
画
を
作
っ
て

業
界
の
面
倒
を
見
る
の
は
商
工
省
だ
、
と
い
う
わ
け
で
す
。

森
　
そ
の
上
で
、
経
済
審
議
庁
は
初
め
て
計
画
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
す
か
。

宮
暗
　
そ
う
で
す
。
た
と
え
ば
、
生
産
に
つ
い
て
は
こ
れ
ぐ
ら

い
の
も
の
が
で
き
ま
す
か
、
こ
れ
ぐ
ら
い
の
も
の
が
要
り
ま
す

か
、
と
い
う
の
は
最
終
的
に
は
商
工
省
と
相
談
す
る
。
そ
の
需

。，

T1

ｾ
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
六
月

二
日
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
卒
業
後
、

新
聞
記
者
等
を
経
て
、
昭
和
七
年
衆

議
院
議
員
に
当
選
。
戦
後
、
自
由
党

結
成
に
参
加
、
初
代
幹
事
長
。
公
職

追
放
で
一
時
政
界
を
離
脱
も
、
の
ち

復
帰
。
日
本
自
由
党
結
成
等
の
の
ち
、

鳩
山
内
閣
の
農
相
に
就
任
。
経
済
企

画
庁
長
官
、
建
設
相
等
を
歴
任
。
自

民
党
の
重
鎮
で
あ
っ
た
。
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要
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
と
か
、
そ
れ
ぐ
ら
い
の
能
力
は
あ
り
ま
す

よ
、
と
い
う
や
．
り
と
り
を
す
る
わ
け
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
ま
だ

審
議
庁
で
も
、
商
工
省
の
人
は
何
人
か
残
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
上
で
、
審
議
庁
は
財
政
、
金
融
、
海
外
情
勢
な
ど
を
に
ら
み

な
が
ら
マ
ク
ロ
の
展
望
を
作
っ
て
い
く
。
誘
導
的
な
計
画
、
と

い
う
か
ビ
ジ
ョ
ン
つ
く
り
で
す
ね
。

森
　
そ
の
前
の
時
代
は
、
経
済
安
定
本
部
が
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
を
書
い
て
、
し
か
も
そ
の
調
整
の
と
こ
ろ
ま
で
や
っ
て
、
と

い
う
形
で
し
た
が
、
（
こ
の
頃
は
）
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
そ

れ
ぞ
れ
の
計
画
が
あ
っ
て
一
。

宮
崎
　
個
別
の
計
画
の
よ
う
な
も
の
で
す
ね
。
機
械
工
業
合
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
5
2

化
計
画
と
か
、
鉄
鋼
業
合
理
化
計
画
と
か
で
す
。

森
　
は
い
、
そ
れ
を
と
り
あ
え
ず
と
り
ま
と
め
て
、
大
き
な
計

画
と
し
て
整
理
す
る
と
い
う
作
業
に
変
わ
っ
て
き
た
と
い
う
こ

と
で
す
か
。

宮
暗
　
そ
う
で
す
、
変
わ
っ
て
く
る
。
あ
る
局
面
で
は
、
そ
れ

こ
そ
各
省
の
権
限
の
方
が
強
く
な
る
と
思
い
ま
す
ね
。
言
い
方
、

も
強
く
な
っ
て
く
る
。
そ
う
す
る
と
口
の
悪
い
人
は
、
企
画
庁

は
、
ホ
ッ
チ
キ
ス
官
庁
に
な
っ
た
な
ん
て
言
わ
れ
る
よ
う
に
な

る
わ
け
で
す
。
持
っ
て
き
た
原
案
を
た
だ
束
ね
る
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。
本
当
は
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
く
て
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
そ

う
い
う
と
こ
ろ
と
相
当
や
り
と
り
が
あ
る
わ
け
で
す
。
ど
の
官

庁
で
も
権
限
争
い
の
と
き
は
、
品
の
な
い
言
葉
を
使
っ
て
相
手

を
軽
量
化
し
よ
う
と
す
る
。

■
為
替
管
理
の
問
題

伊
藤
　
外
国
貿
易
の
問
題
を
や
る
と
、
為
替
管
理
の
問
題
が
ご

ざ
い
ま
す
ね
。

溶
暗
　
当
初
、
単
一
為
替
レ
ー
ト
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
為
替

レ
ー
ト
は
単
↓
に
設
定
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
議
論
が

出
て
来
た
最
初
は
、
賠
償
と
関
連
し
て
議
論
さ
れ
た
。
そ
れ
で

は
賠
償
が
と
て
も
も
た
な
い
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た
ん
で
す

が
、
そ
れ
が
消
え
て
く
る
。
そ
う
す
る
と
、
貿
易
立
国
だ
な
ん

て
い
う
こ
と
で
為
替
の
話
が
出
て
く
る
。
貿
易
立
国
に
つ
い
て
、

そ
れ
で
も
司
令
部
は
最
初
は
、
自
転
車
産
業
の
競
争
力
の
強
化

な
ら
い
い
だ
ろ
う
け
れ
ど
、
鉄
鋼
だ
と
か
、
兵
器
産
業
1
そ
の

頃
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
競
争
力
が
な
い
ん
で
す
が
一
、
そ
う
い
う

も
の
に
力
を
つ
け
る
よ
う
な
レ
ー
ト
は
困
る
と
か
、
そ
う
い
う

議
論
が
最
初
に
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
最
後
に
レ
ー
ト
を
設
定

し
た
の
は
、
お
れ
が
関
与
し
た
な
ん
て
言
う
人
が
日
本
人
に
た

く
さ
ん
い
ま
す
け
れ
ど
、
、
い
ろ
い
ろ
話
を
聞
い
て
み
る
と
、
実

際
は
司
令
部
で
決
め
て
い
る
．
ん
で
す
ね
。
司
令
部
も
い
ろ
い
ろ

聞
い
て
み
る
と
、
そ
ん
な
に
科
学
的
な
も
の
で
は
な
い
。
い
ま

み
た
い
に
モ
デ
ル
を
使
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
い
ろ
い
ろ
の
部

局
で
、
い
ろ
い
ろ
の
数
字
を
試
算
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
最
終

的
に
は
エ
イ
ヤ
ッ
ー
と
決
め
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。
ど

う
も
そ
う
と
し
か
読
め
な
い
ん
で
す
ね
。

中
村
　
そ
テ
ら
し
い
で
す
ね
。
ド
ッ
ジ
が
三
三
〇
円
と
い
う
レ

ー
小
を
ワ
シ
ン
ト
ン
に
申
請
し
て
、
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
電
報
が

来
て
、
「
芝
①
蜂
。
α
q
同
Φ
Φ
も
Q
も
。
O
賓
Φ
⇒
℃
げ
三
≦
Φ
ω
q
o
コ
ひ
∋
ζ

冨
8
ヨ
ヨ
魯
α
も
。
①
O
冨
⇒
」
と
い
う
電
報
が
来
た
と
い
う
有
名

な
話
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
そ
の
電
報
が
残
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

宮
崎
　
経
済
科
学
局
と
ほ
か
の
局
で
は
、
三
六
〇
円
で
高
い
と

か
低
い
と
か
、
い
ろ
い
ろ
意
見
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
日
本
側

に
も
当
然
試
案
が
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
日
本
経
済

は
も
た
な
い
と
か
、
そ
れ
ぐ
ら
い
の
方
が
、
む
し
ろ
頑
張
る
目
・

的
が
で
き
る
か
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
ん

静
5
2
機
械
工
業
合
理
化
計
画
は
、
機
械

工
業
の
指
定
業
種
の
合
理
化
・
振
興

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
機
械

工
業
振
興
臨
時
措
置
法
」
（
昭
和
三
［

年
六
月
十
五
日
公
布
）
の
こ
と
。
鉄

鋼
業
合
理
化
は
、
産
業
合
理
化
審
議

会
が
同
二
五
年
八
月
に
「
鉄
鋼
業
及

び
石
炭
鉱
業
合
理
化
施
策
要
綱
」
を

決
定
し
、
翌
年
の
、
「
設
備
合
理
化
三

ヵ
年
計
画
」
策
定
を
端
緒
と
す
る

（
第
一
次
合
理
化
計
画
）
。
同
三
一
年

か
ら
三
五
年
に
か
け
て
は
第
二
次
画

（
大
規
模
設
備
投
資
に
よ
る
銑
鋼
「
環

体
制
、
大
型
高
炉
、
転
炉
製
鋼
技
術

の
導
入
等
）
、
さ
ら
に
同
三
六
年
か
ら

四
〇
年
に
か
け
て
第
三
次
合
理
化
計

画
が
実
施
さ
れ
た
。
・
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り
お

で
、
そ
の
辺
・
の
こ
と
は
渡
辺
（
武
）
さ
ん
や
吉
野
（
俊
彦
）

　
　
の
カ

さ
ん
な
ん
か
の
話
が
あ
る
ん
で
す
が
、
三
六
〇
円
と
い
う
の

は
、
一
片
の
G
H
Q
の
通
達
で
来
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

議
論
と
し
て
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
の
は
事
実
で
す
が
、
数
字
の

最
終
決
定
は
ポ
ン
と
さ
れ
た
ら
し
い
。

中
村
　
た
し
か
、
あ
る
日
に
突
然
、
「
明
日
か
ら
三
六
〇
円
一

本
レ
ー
ト
」
と
い
う
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

宮
崎
　
そ
れ
は
G
H
Q
と
最
も
近
か
っ
た
都
留
［
重
人
］
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
の
あ

の
い
ろ
い
ろ
な
記
録
で
も
、
あ
ま
り
は
っ
き
り
し
な
い
。
誰

が
最
終
的
に
決
め
た
か
。

中
村
　
そ
れ
は
電
報
を
発
掘
し
た
人
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
る

と
、
．
ド
ッ
ジ
が
三
三
〇
円
と
い
う
案
を
つ
く
っ
て
、
ワ
シ
ン
ト

ン
に
電
報
し
て
、
三
六
〇
円
と
い
う
の
が
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
返

っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
け
れ
ど
。

宮
崎
　
そ
れ
に
つ
い
て
、
い
や
そ
の
時
に
わ
し
が
相
談
を
受
け

て
こ
う
だ
っ
た
と
か
、
ぞ
う
い
う
話
を
し
た
が
る
人
も
い
ま
す
。

伊
藤
　
そ
れ
は
い
ろ
い
ろ
な
人
に
相
談
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
（
笑
い
）
。

宮
暗
　
ま
あ
そ
う
で
す
け
れ
ど
ね
。
私
の
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ

ー
も
そ
う
で
す
が
、
え
ら
い
人
の
回
顧
録
を
読
む
と
、
そ
う
い

「
う
こ
と
が
ず
い
ぶ
ん
あ
や
ふ
や
で
す
ね
。
お
れ
が
や
っ
た
、
と

い
う
の
が
あ
り
ま
す
ね
。
も
っ
と
も
、
戦
後
の
三
六
〇
円
レ
ー
、

ト
の
改
訂
あ
る
い
は
、
変
動
相
場
制
へ
の
移
行
な
ど
、
自
分
が

関
与
し
た
と
い
う
人
は
だ
く
さ
ん
い
る
け
れ
ど
、
特
定
の
人
、

　
　
　
　
　
　
　
　
聾
5
6

柏
木
（
雄
介
）
さ
ん
が
、
実
質
的
に
決
断
さ
れ
た
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
も
、
柏
木
さ
ん
が
比
較
的
身
近
に
お
ら
れ
た
の
で
私

の
主
観
的
見
方
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
。

伊
藤
　
そ
れ
は
し
よ
う
が
な
い
で
す
ね
。
必
ず
し
も
意
識
し
て

嘘
を
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
か
ら
。

宮
崎
　
話
は
違
い
ま
す
が
、
公
定
歩
合
だ
・
っ
て
、
あ
の
と
き
変

更
し
た
の
は
お
れ
の
提
案
だ
、
な
ん
て
い
う
人
が
い
る
け
れ
ど
、

そ
う
じ
や
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
ね
。
形

式
的
に
は
、
日
銀
政
策
．
委
員
会
で
あ
り
、
日
銀
総
裁
な
ん
で
す

が
。中

村
　
そ
う
い
う
こ
と
を
日
銀
の
え
ら
い
人
に
言
う
人
は
い
っ

ぱ
い
い
る
わ
け
だ
か
ら
。
、
噛

宮
暗
　
い
っ
ぱ
い
い
る
。
そ
れ
か
ら
大
蔵
省
で
も
、
政
府
与
党

で
も
、
実
は
「
も
っ
と
も
そ
「
の
点
を
主
張
し
た
の
は
私
だ
」
と

い
う
の
が
あ
り
ま
す
ね
。

伊
藤
・
そ
れ
は
ど
こ
の
世
界
に
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

中
村
　
あ
る
で
し
ょ
う
ね
。
た
だ
三
六
〇
円
レ
ー
ト
と
い
う
の

は
、
本
当
に
誰
も
知
ら
な
い
と
き
に
、
ス
パ
ッ
と
明
日
か
ら
三

六
Q
円
と
発
表
さ
れ
て
そ
う
な
つ
ち
ゃ
っ
た
。

伊
藤
　
外
貨
の
統
制
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ね
。

宮
崎
　
そ
れ
は
か
な
り
ず
つ
雪
後
ま
で
あ
り
ま
し
た
ね
。
昭
和

三
十
世
代
の
自
由
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
で
き
る
と
き
ぐ
ら
い
ま
で

残
り
ま
す
か
ら
ね
。
経
済
が
複
雑
化
し
て
く
る
と
、
皆
で
合
議

す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
誰
か
が
独
断
的
に
決
め
る
と
い
う
こ

と
は
少
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
で
す
か
巳

伊
藤

宮伊中宮伊宮
崎藤村崎藤崎

て
い
た
か

切
符
切
り
的
な
実
務
は
商
工
省
や
農
林
．
省
で
や
っ
て
い
る
わ
け

自
由
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
安
定
本
部
な
り
審
議
庁
は
一
。

最
初
は
、
審
議
庁
で
や
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。

外
貨
の
割
当
て
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
で
す
か
。

大
枠
は
そ
う
で
す
ね
。

安
定
本
部
時
代
で
し
ょ
う
か
。

調
整
部
に
貿
易
為
替
課
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
ね
。

あ
り
ま
す
ね
。
だ
け
ど
、
こ
れ
が
ど
の
程
度
ま
で
や
つ

　
。
自
由
化
大
綱
は
企
画
庁
が
ま
と
め
る
ん
で
す
が
、

静
5
3
第
一
回
の
章
、
註
五
参
照
。

輔
5
4
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
七
月
四

日
生
ま
れ
。
東
京
帝
国
大
学
卒
業
後
、

昭
和
十
三
年
日
本
銀
行
入
行
。
調
査

局
長
、
理
事
を
経
て
、
四
九
年
か
ら

山
一
証
券
経
済
研
究
所
理
事
長
、
五

九
年
会
長
。
高
度
成
長
時
代
に
一
貫

し
て
安
定
成
長
論
を
主
張
し
つ
づ
け

た
経
済
専
門
家
と
し
て
知
ら
れ
る
と

同
時
に
、
森
鴎
外
研
究
で
も
．
知
ら
れ

る
。

・・

T5

阯
ﾌ
期
に
お
け
る
G
H
Q
と
の
交

渉
過
程
は
、
「
都
留
重
人
日
誌
」
に
詳

細
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
（
経
済
企
画

庁
編
『
戦
後
経
済
復
興
と
経
済
安
定

本
部
」
（
一
九
八
八
年
、
経
済
企
画
庁
）

に
収
録
）

鱒
5
6
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
十
月
十

七
日
生
ま
れ
。
東
京
帝
国
大
学
卒
業

後
、
昭
和
十
六
年
大
蔵
省
入
省
。
主

計
局
主
計
官
、
国
際
金
融
局
長
な
ど

を
経
て
、
四
六
年
顧
問
を
最
後
に
退

任
。
四
八
年
東
京
銀
行
副
頭
取
と
な

り
、
五
二
年
頭
取
、
五
七
年
会
長
。

な
お
、
当
時
の
役
職
は
大
蔵
省
財
務

官
。
第
一
回
の
章
、
註
六
も
参
照
。
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で
す
ね
。

伊
藤
外
為
は
一
。

宮
崎
　
外
為
は
大
蔵
省
で
や
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
5
7

中
村
　
そ
の
前
に
、
木
内
信
胤
さ
ん
が
や
っ
て
い
た
外
国
為

　
　
　
　
　
り
お

替
管
理
委
員
会
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。

伊
藤
　
あ
れ
は
大
蔵
省
と
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
権
限
争
い
を
し
て
一
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
の

中
村
　
そ
う
な
ん
だ
け
れ
ど
、
一
応
そ
れ
が
行
政
委
員
会
と

い
う
こ
と
で
、
そ
れ
が
外
為
を
扱
っ
て
い
た
ん
だ
け
れ
ど
、
占

領
が
終
わ
る
と
同
時
に
そ
れ
が
廃
止
さ
れ
て
、
大
蔵
省
に
吸
収

さ
れ
て
、
木
内
さ
ん
以
下
失
業
し
た
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
な
。

伊
藤
　
木
内
さ
ん
は
も
っ
と
後
ま
で
や
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

け
れ
ど
ね
。

中
村
　
木
内
さ
ん
は
ど
う
い
う
資
格
で
関
与
し
て
い
た
か
知
ら

な
い
け
れ
ど
、
行
政
委
員
会
と
い
う
の
が
あ
っ
た
の
が
、
な
く

な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
行
政
委
員
会
と
い
う
の
は
ア
メ
リ
カ
か

ら
の
輸
入
制
度
で
だ
い
ぶ
あ
ち
こ
ち
に
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う

ね
。伊

藤
　
行
政
委
員
会
と
い
う
の
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
ね
。

い
ま
残
っ
て
い
る
の
は
、
公
安
委
員
会
と
か
が
そ
う
で
し
ょ
う
。

中
村
　
そ
れ
か
ら
原
子
力
委
員
会
。

伊
藤
　
こ
の
貿
易
為
替
課
と
い
う
の
は
、
そ
れ
と
何
か
関
わ
っ

て
、
調
整
を
し
て
い
た
ん
で
す
か
。

宮
暗
　
三
審
庁
や
経
企
庁
も
為
替
管
理
は
仕
事
で
す
け
れ
ど
、

管
理
そ
の
も
の
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
ね
。
大
枠
の
為
替
割
当
て
の

基
本
方
針
み
た
い
な
も
の
で
す
ね
。

中
村
　
通
産
が
そ
の
頃
外
貨
予
算
の
主
要
な
部
分
を
握
っ
て
、

品
目
別
に
割
当
て
を
や
っ
て
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

伊
藤
　
統
制
で
は
、
ど
こ
が
権
限
を
持
っ
て
い
く
の
か
と
い
う

の
は
非
常
に
複
雑
な
構
造
に
な
っ
て
、
あ
っ
ち
で
も
こ
っ
ち
で

も
分
有
し
て
い
る
わ
け
で
し
ょ
う
。
力
の
強
い
と
こ
ろ
が
一
番

頑
張
る
ん
で
し
ょ
う
け
れ
ど
。

中
村
　
通
産
あ
た
り
も
、
だ
ん
だ
ん
行
政
指
導
と
い
う
こ
と
で
、

自
分
の
と
こ
ろ
に
よ
る
統
制
を
復
活
し
て
い
く
の
ね
。
そ
れ
が

ち
ょ
う
ど
占
領
が
終
わ
る
前
後
か
ら
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

伊
藤
　
あ
る
意
味
で
統
制
が
な
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
け
れ

ど
、
行
政
指
導
と
い
う
形
で
の
一
。

中
村
　
別
の
統
制
が
一
。

伊
藤
　
そ
れ
が
審
議
庁
、
企
画
庁
か
ら
だ
ん
だ
ん
離
れ
て
行
っ

ち
ゃ
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

中
村
　
だ
っ
て
産
業
や
何
か
を
通
産
省
は
み
ん
な
持
っ
て
い
っ

た
で
し
ょ
う
。
持
っ
て
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
さ
っ
き
話
が
出
た

よ
う
に
、
鉄
鋼
の
第
一
次
五
ヶ
年
合
理
化
計
画
だ
と
か
、
石
炭

だ
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
そ
れ
を
や
ろ
う
と
す
る
し
、
電

気
機
械
を
や
る
。

伊
藤
　
さ
っ
き
は
森
さ
ん
が
見
事
に
ま
と
め
て
、
宮
崎
さ
ん
が

ホ
ッ
チ
キ
ス
官
庁
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
、
そ
れ
で
す
ね
。

中
村
　
あ
の
頃
は
、
そ
れ
で
通
産
省
は
意
気
軒
昂
と
し
て
一
。

伊
藤
　
審
議
庁
の
方
は
、
意
気
消
沈
し
て
い
る
の
か
な
。

中
村
　
人
だ
っ
て
、
全
然
若
い
人
を
採
ら
な
い
ん
で
す
か
ら
ね
。

■
官
庁
と
権
限
争
い

宮
座
　
日
本
の
官
庁
と
い
う
の
は
、
特
に
経
済
政
策
に
関
し
て
、

本
来
は
政
策
の
有
効
性
と
か
、
政
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論

し
争
う
べ
き
な
ん
で
す
が
、
実
際
に
は
、
法
律
的
な
権
限
と
経

済
的
な
予
算
権
限
と
、
そ
れ
を
動
か
す
人
事
権
の
争
い
な
ん
で

す
ね
。
だ
か
ら
あ
る
意
味
に
お
い
て
は
、
国
民
は
疎
外
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す

聾
5
7
明
治
三
二
（
「
八
九
九
）
年
七
月

三
〇
日
生
ま
れ
。
東
京
帝
国
大
学
法

学
部
卒
業
後
、
大
正
十
四
年
横
浜
正

金
銀
行
入
行
。
総
務
部
長
兼
調
査
部

長
な
ど
を
経
て
、
昭
和
二
〇
年
退
職
。

後
、
大
蔵
省
終
戦
連
絡
部
長
、
、
外
国

為
替
管
理
委
員
長
な
ど
を
歴
任
。
三

〇
年
世
界
経
済
調
査
会
理
事
長
に
就

任
。鱒

5
8
国
家
行
政
組
織
法
に
基
づ
き
、
総

理
府
の
外
局
と
し
て
設
置
ざ
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
に
よ
る
日
本
の
占
領
の
終

結
に
伴
い
、
業
務
を
終
結
さ
せ
る
こ

と
と
な
る
。

穏
5
9
　
（
独
立
）
行
政
委
員
会
と
は
、
合

、
議
制
の
行
政
機
関
で
あ
げ
、
程
度
の

差
こ
そ
あ
れ
内
閣
か
ら
独
立
し
て
職

務
を
遂
行
し
、
通
常
、
準
立
法
権
（
規

則
制
定
権
）
お
よ
び
準
司
法
権
（
裁
判

所
の
前
審
と
し
て
の
役
割
）
を
併
有

す
る
と
い
う
特
徴
を
も
つ
組
織
の
こ

と
を
指
す
。
公
正
取
引
委
員
会
、
国

家
公
安
委
員
会
、
教
育
委
員
会
な
ど

も
こ
れ
に
該
当
す
る
。
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ね
。
中
央
と
地
方
の
関
係
も
そ
う
で
す
ね
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
と
こ
ろ
が
、
省
益
を
全
面
に
押
し
立
て
る
と
い

う
こ
と
で
、
あ
る
意
味
に
お
い
て
は
そ
れ
が
い
い
競
争
に
な
っ

て
、
成
果
を
上
げ
た
と
い
う
面
も
あ
り
ま
す
が
、
最
近
行
革
が

必
要
だ
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
や
り
方
に
限
界
が
来
た
と
い

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
終
戦
直
後
の
復
興
時
代
は
、
前
半

は
み
ん
な
で
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
・
γ
こ
と

で
、
そ
う
い
う
弊
害
は
あ
ま
り
外
に
出
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
そ

う
い
う
権
限
争
い
的
な
も
の
は
、
日
本
と
司
令
部
の
あ
い
だ
で

ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
が
だ
ん
だ

ん
各
省
の
権
限
争
い
、
そ
れ
か
ら
各
省
の
局
の
問
の
権
限
争
い
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
言
え
ば
、
石
炭
の
問
題
じ
ゃ
な
い
、
石
油
の
問

題
だ
と
か
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
わ
け
で
す
ね
。

伊
藤
　
も
っ
と
も
、
G
H
Q
の
官
僚
シ
ス
テ
ム
も
か
な
り
権
限

争
い
を
や
っ
た
よ
う
で
す
け
れ
ど
。

宮
曙
そ
う
で
す
ね
。
や
っ
ぱ
り
ひ
ど
か
っ
た
ら
し
い
で
す
ね
。

だ
か
ら
経
済
安
定
本
部
の
連
中
は
、
経
済
科
学
局
の
ど
こ
そ
こ
r

へ
行
く
、
大
蔵
省
は
別
の
所
に
行
く
、
と
違
っ
て
い
た
わ
け
で

す
よ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
赫
6
0

伊
藤
　
僕
は
渡
辺
武
さ
ん
に
話
を
伺
っ
た
こ
と
が
あ
る
ん
で

す
が
、
向
こ
う
で
調
整
が
で
き
な
い
か
ら
、
お
ま
え
の
方
で
、

と
両
方
で
一
。

宮
暗
　
大
蔵
省
が
持
っ
て
く
る
と
、
商
工
省
と
か
は
、
そ
ん
な

話
聞
い
て
な
い
、
と
い
っ
て
ま
た
最
初
か
ら
や
る
わ
け
で
す
ね
。

向
こ
う
（
G
H
Q
）
で
や
っ
た
方
が
決
着
が
よ
っ
ぽ
ど
早
い
案

件
も
多
か
っ
た
。

■
G
H
Q
の
廃
止

伊
藤
　
占
領
が
終
わ
る
と
同
時
に
、
、
G
H
Q
の
承
認
を
得
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
バ
ッ
と
な
く
な
る
わ
け
で
す

ね
。宮

暗
　
な
く
な
る
わ
け
で
す
ね
。
あ
れ
が
見
事
で
す
ね
。
占
領

軍
が
来
て
、
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
が
ち
ゃ
ん
と
出
来
上
が
る
。
そ

れ
か
ら
あ
る
程
度
た
っ
た
ら
、
サ
ッ
と
い
な
く
な
る
。
外
交
や

防
衛
政
策
で
は
違
う
で
し
ょ
う
が
。

中
村
　
も
っ
と
も
、
例
え
ば
占
領
軍
の
権
力
が
な
く
な
る
の
は
駅

講
和
条
約
が
発
効
し
た
二
十
七
年
四
月
と
い
う
こ
と
な
ん
だ
け
れ

ど
、
そ
の
前
に
駆
け
込
み
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
、
G
狂
Q
の
デ

イ
レ
ク
テ
ィ
ブ
と
い
う
の
で
、
や
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
例
え
ば

兵
器
生
産
の
再
開
な
ん
て
い
う
の
は
A
い
つ
の
間
に
か
デ
ノ
レ
ク

テ
ィ
ブ
が
来
て
、
三
月
何
日
か
の
ポ
ツ
ダ
ム
政
令
で
ス
ッ
と
や
っ

て
い
る
ん
で
す
ね
。
占
領
が
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
ら
や
れ
な
く
な

り
そ
う
な
こ
と
を
、
そ
の
時
に
ス
パ
ッ
と
や
っ
て
い
る
と
い
う
よ

う
な
こ
と
が
、
ず
い
ぶ
ん
あ
っ
た
み
た
い
で
す
ね
。

宮
暗
　
占
領
政
策
に
つ
い
て
は
そ
う
で
す
ね
。
イ
ギ
リ
ス
の
．
占

領
政
策
な
ん
て
、
昔
の
イ
ン
ド
や
ア
ラ
ブ
問
題
に
つ
い
て
そ
の

点
最
も
、
ず
る
い
，
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。
後
々
ま
で
口
が

出
せ
る
よ
う
な
占
領
の
仕
方
で
す
ね
。

伊
藤
　
こ
と
安
定
本
部
に
対
し
て
は
、
G
H
Q
と
の
関
係
も
占

領
と
と
も
に
全
く
無
し
に
な
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

宮
崎
　
二
十
八
年
頃
か
ら
統
制
と
い
う
点
で
は
全
く
な
い
ん
じ

ゃ
な
い
で
す
か
ね
。
底
流
に
あ
る
“
西
側
の
盟
主
”
と
し
て
の

ア
メ
リ
カ
の
関
与
、
影
響
力
は
厳
と
し
て
残
り
ま
す
け
ど
。
．

中
村
　
こ
れ
は
審
議
庁
に
直
接
関
係
な
い
け
れ
ど
、
ア
メ
リ
カ

聾
6
0
第
一
回
の
章
、
註
五
参
照
。
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軍
が
安
保
条
約
に
伴
っ
て
、
日
本
の
予
算
に
ど
れ
だ
け
の
軍
事

費
を
計
上
し
て
、
ど
れ
だ
け
の
軍
隊
を
つ
く
る
か
と
い
う
話
、

こ
の
議
論
が
ず
い
ぶ
ん
あ
っ
て
、
そ
れ
で
池
田
・
ロ
バ
ー
ト
ソ

ン
会
肉
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
あ
れ
が
二
十
八
年
で
す
ね
。

宮
崎
　
G
H
Q
廃
止
は
二
十
七
年
四
月
で
す
ね
。

中
村
　
そ
の
時
の
感
じ
と
い
う
の
は
ど
う
だ
っ
た
ん
で
す
か
。

伊
藤
　
そ
れ
は
僕
も
ど
な
た
か
ら
も
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。

宮
暗
　
こ
れ
で
統
制
を
解
除
す
る
と
い
う
の
は
、
ば
っ
た
り
で
す

け
れ
ど
も
、
外
交
上
、
あ
る
い
は
国
防
的
な
も
の
は
基
本
的
に
残

り
、
そ
の
あ
と
も
な
し
崩
し
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

伊
藤
　
だ
ん
だ
ん
干
渉
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
か
。

宮
暗
　
経
済
分
野
で
い
え
ば
、
G
H
Q
の
干
渉
力
が
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。
例
え
ば
石
炭
で
さ
え
も
、
も
う
統
制

し
て
い
た
ら
余
っ
て
困
る
と
い
う
よ
う
な
状
況
で
す
か
ら
、
自

然
消
滅
み
た
い
な
形
で
、
じ
ゃ
あ
こ
れ
で
終
わ
り
。
た
ま
た
ま

講
和
条
約
が
成
立
す
る
と
こ
ろ
で
す
か
ら
ね
。

伊
藤
　
い
ま
ま
で
頭
の
上
に
乗
っ
か
っ
て
い
た
や
つ
が
急
に
な

く
な
っ
て
、
さ
ぞ
や
気
持
ち
が
よ
か
っ
た
の
か
な
、
．
と
思
っ
て

い
る
ん
で
す
け
れ
ど
（
笑
い
）
。

宮
崎
　
い
や
、
そ
れ
は
気
持
ち
よ
か
っ
た
で
す
け
れ
ど
ね
。
だ

け
ど
乾
杯
し
た
、
な
ん
て
い
う
覚
え
も
な
い
な
。
そ
れ
は
い
ま
、

例
え
ば
沖
縄
か
ら
米
軍
が
い
な
く
な
る
と
い
う
感
じ
と
は
全
然

違
う
で
し
ょ
う
．
ね
。

伊
藤
　
こ
れ
か
ら
自
分
た
ち
が
自
由
に
で
き
る
ぞ
、
と
い
う
感

じ
で
し
ょ
う
ね
。

宮
暗
　
そ
れ
は
あ
り
ま
し
た
。
同
時
に
自
由
に
で
き
る
ぞ
、
と

い
う
喜
び
と
と
も
に
、
や
っ
ぱ
り
大
変
だ
、
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
た
。
そ
れ
で
経
済
で
い
え
ば
先
ほ
ど
話
が
あ
っ
た
機
械
産
業

合
理
化
計
画
、
化
学
工
業
合
理
化
計
画
な
ん
て
い
う
の
が
、
ド

次
々
に
商
工
省
か
ら
出
て
来
る
わ
け
で
す
ね
。
日
本
産
業
が
国

際
社
会
に
出
て
い
っ
た
ら
競
争
が
大
変
だ
、
G
A
T
T
加
盟
も

あ
る
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
る
と
、
そ
ん
な
に
喜
ん
で
ば

か
り
い
ら
れ
る
余
裕
が
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

農
業
で
も
同
じ
問
題
が
出
て
き
た

中
村
　
三
十
年
頃
ま
で
の
話
と
す
れ
ば
、
そ
の
辺
の
景
気
変
動

の
話
で
、
二
十
六
年
は
朝
鮮
戦
争
で
一
。

宮
暗
　
そ
れ
で
経
済
が
乱
れ
ち
ゃ
い
ま
し
た
か
ら
、
し
か
も
統

制
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
本
当
に
景
気
変
動
は
本
格
化
し
て
き

ま
す
ね
。
だ
か
ら
単
一
為
替
レ
ー
ト
三
六
〇
円
に
決
ま
っ
た
と

い
う
こ
と
が
、
一
つ
の
安
定
要
因
に
は
な
る
。
し
か
し
為
替
の

水
準
自
体
そ
れ
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
脅
か
さ
れ
る
わ
け
で
す
ね
。

固
定
為
替
レ
ー
ト
の
下
で
景
気
が
よ
く
な
っ
て
く
る
、
輸
出
が

出
て
来
る
、
そ
う
す
る
と
イ
ン
フ
レ
に
な
る
。
ス
ト
ッ
プ
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
、
景
気
が
悪
く
な
る
。
悪
く
な
る
と
国
際
収

支
が
改
善
し
て
く
る
、
改
善
し
て
く
る
と
ま
た
イ
ン
フ
レ
に
な

っ
て
く
る
、
と
い
う
こ
と
で
、
景
気
循
環
が
か
な
り
は
っ
き
り

出
て
来
る
わ
け
で
す
。

伊
藤
　
特
需
と
い
う
の
は
い
つ
ま
で
続
く
ん
で
す
か
。

宮
崎
　
も
う
二
十
八
年
ぐ
ら
い
終
わ
っ
ち
ゃ
う
ん
じ
ゃ
な
い
で

す
か
ね
。

中
村
　
い
や
、
か
な
り
後
ま
で
一
。
二
十
八
年
ま
で
は
、
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
ひ
6
2

八
事
ド
ル
ぐ
ら
い
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
が
だ
ん
だ
ん
減

っ
て
き
て
、
四
～
五
言
ド
ル
の
も
の
は
、
三
十
年
代
ま
で
あ
っ

た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
あ
れ
も
な
し
崩
し
に
な
く
な
っ

て
い
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
だ
け
ど
、
日
本
の
輸
出
が
一

三
億
ド
ル
ぐ
ら
い
の
と
き
に
話
芸
ド
ル
の
ド
ル
が
別
に
入
っ
て

く
み
か
ら
、
大
変
な
こ
と
で
す
ね
。

骨
6
1
昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
十
月

五
日
～
三
〇
日
ま
で
行
わ
れ
た
、
池

田
勇
人
特
使
（
自
民
党
政
調
会
長
）

と
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
国
務
次
官
補
と
の

会
談
。
ア
メ
リ
カ
側
は
、
十
個
師

団
・
三
十
万
人
体
制
ぺ
と
自
衛
隊
を

増
強
さ
せ
る
こ
と
を
日
本
側
に
対
し

要
請
し
た
。
対
し
て
日
本
側
は
平
和

憲
法
の
存
在
、
国
民
間
の
平
和
主
義
、

米
国
軍
の
強
大
な
能
力
等
を
理
由
と

し
て
挙
げ
、
十
八
万
人
で
十
分
と
主

張
し
た
。

鈴
6
2
表
「
参
照
。
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宮
崎
　
だ
か
ら
“
自
立
”
じ
ゃ
な
い
で
す
ね
。
そ
れ
で
、
そ
れ

が
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
い
う
ふ
う
に
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
る
か
と
い

う
自
立
計
画
が
出
て
来
る
わ
け
で
す
。

伊
藤
　
そ
う
し
ま
す
と
、
か
な
り
緊
急
な
問
題
の
わ
け
で
す
ね
。

自
立
と
い
っ
て
、
で
き
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

宮
崎
　
ま
あ
そ
う
で
す
ね
。
単
に
で
き
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の

で
は
な
い
で
す
ね
。

中
村
　
そ
の
頃
で
し
ょ
ゾ
つ
、
下
村
治
さ
ん
が
さ
か
ん
に
も
の
を

書
く
よ
う
に
な
ら
れ
た
の
は
。

宮
暗
　
内
部
の
議
論
と
し
て
は
、
終
戦
直
後
の
物
価
・
賃
金
・

公
定
価
格
に
つ
い
て
は
、
下
村
さ
ん
は
担
当
者
と
し
て
、
都
留

さ
ん
や
大
川
（
一
司
）
さ
ん
な
ど
と
激
し
い
や
り
と
り
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
外
部
に
物
を
書
い
て
論
争
す
る
と
い
う
の

は
、
そ
の
ち
ょ
っ
と
後
か
ら
で
す
ね
。
そ
れ
は
景
気
変
動
と
い

う
の
が
一
番
端
的
に
現
れ
る
の
は
、
在
庫
の
動
き
で
す
ね
。
つ

く
り
す
ぎ
た
、
余
っ
た
、
足
り
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
だ

か
ら
そ
の
時
に
下
村
さ
ん
を
交
え
て
後
藤
誉
之
助
さ
ん
、
吉
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

俊
彦
さ
ん
な
ど
の
問
で
、
在
庫
論
争
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。

　
そ
れ
が
景
気
論
争
の
か
な
り
の
部
分
を
占
め
て
い
た
ん
で
す

が
、
だ
ん
だ
ん
そ
れ
は
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
ね
σ
特
に
現
代
で

は
、
極
端
に
い
え
ば
、
在
庫
と
い
う
意
味
が
余
程
小
さ
く
な
っ

て
き
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
も
ち
ろ
ん
原
材
料
は
あ
り
ま
ず

け
れ
ど
、
原
材
料
の
依
存
度
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
だ
け
で
は

な
く
て
、
原
料
そ
の
も
の
も
情
報
化
時
代
で
、
在
庫
の
量
が
極

端
に
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
ね
。

．
■
経
済
復
興
と
地
域
開
発
の
関
係

藤
井
　
ち
ょ
っ
と
よ
ろ
し
い
で
す
か
。
一
九
五
〇
年
代
に
、
経

済
復
興
と
国
土
開
発
と
い
う
の
は
、
か
な
り
課
題
が
重
な
っ
た

と
考
え
て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
特
定
地
域
総
合
開

　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

発
計
画
と
い
う
の
は
安
定
本
部
が
五
一
年
に
始
め
ま
し
た
が
。

宮
西
　
む
し
ろ
高
度
成
長
に
入
っ
て
か
ら
地
域
計
画
と
い
う
の

は
重
要
性
が
本
格
化
し
て
き
た
。
つ
ま
り
、
地
域
ご
と
の
産
業

配
置
と
い
う
問
題
が
で
て
き
ま
ず
か
ら
。
ま
た
、
そ
の
前
は
、

全
国
ベ
ー
ス
で
石
炭
中
心
の
傾
斜
生
産
を
や
っ
て
い
た
け
れ
ど

も
、
石
炭
の
役
割
が
終
わ
っ
て
ハ
電
源
開
発
、
水
力
発
電
と
い

う
こ
と
に
な
る
と
、
国
土
開
発
と
い
う
意
味
で
の
水
力
の
開
発

で
す
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
き
た
ん
じ
ゃ
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
か
ら
工
業
の
方
は
回
復
し
て
き
ま
し
た
か

ら
、
農
業
と
工
業
の
関
係
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
考
え
る
か
と
い

う
こ
と
で
、
地
域
開
発
と
い
う
こ
と
が
出
て
来
た
。
交
通
関
係

で
も
、
傾
斜
生
産
の
頃
は
石
炭
の
陸
海
上
輸
送
と
し
て
地
域
間
．

題
は
あ
り
ま
し
た
が
、
交
通
問
題
と
し
て
全
国
的
視
野
で
考
え

ら
れ
る
の
は
、
自
動
車
の
登
場
、
石
油
の
登
場
を
視
野
に
入
れ

初
め
て
か
ら
で
し
ょ
う
ね
。

　
社
会
資
本
の
公
共
性
と
．
い
う
こ
と
が
政
治
問
題
に
な
っ
て
く

る
。
そ
れ
と
関
連
し
て
格
差
の
問
題
で
す
ね
。
私
鳳
経
済
安
定

本
部
以
来
、
の
ち
の
企
画
庁
に
な
っ
て
か
ら
、
大
部
分
の
局
は

経
験
し
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
、
開
発
局
だ
け
は
経
験
し
た
こ

と
が
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
地
域
の
問
題
の
経
験
は
あ
ま
り
一
。
」

中
村
r
そ
う
い
う
話
を
仮
に
伺
う
と
す
れ
ば
、
や
っ
ぱ
り
下
河

辺
［
淳
］
さ
ん
が
一
番
い
い
ん
で
す
か
ね
。

．
宮
崎
　
え
え
。
い
い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も
含
め
て
一
。
そ
れ
は

昔
の
例
え
ば
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
の
開
発
な
ん
て
い
う
成
功
の

面
も
マ
イ
ナ
ス
の
面
も
、
彼
が
責
任
を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
ね
。
ご
く
最
近
の
こ
と
で
い
え
ば
、
例
え
ば
シ
ー
ガ
イ
ア
と

か
、
あ
あ
い
う
イ
ベ
ン
ト
式
の
も
の
も
、
プ
ラ
ス
も
マ
イ
ナ
ス

。｝

U3

謗
l
回
の
章
参
照
。

骨
6
4
日
本
国
内
に
お
い
て
、
国
土
を
総

合
的
に
利
用
、
開
発
、
保
全
し
、
産
．

業
立
地
の
適
正
化
を
図
り
、
社
会
福

祉
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
、
具
体
的
に

は
地
域
格
差
の
縮
小
と
過
密
の
弊
害

除
去
を
地
域
的
課
題
と
し
て
策
定
さ

れ
た
計
画
の
こ
と
。
昭
和
二
五
（
一

九
五
〇
）
年
五
月
二
六
日
公
布
の
国

土
総
合
開
発
法
を
基
本
と
し
て
い
る
。
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ENMII　EalD
も
、
当
時
の
開
発
関
連
の
指
導
者
グ
ル
ー
プ
が
背
負
わ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
よ
う
か
。
そ
う
い
う
問
題
は
だ

ん
だ
ん
高
度
成
長
に
入
っ
て
く
る
と
出
て
来
る
わ
け
で
す
ね
。

こ
れ
で
復
興
し
た
、
・
こ
れ
か
ら
も
成
長
だ
、
あ
る
い
は
成
長
だ

け
で
い
い
の
か
と
い
う
問
題
が
出
て
来
る
わ
け
で
す
ね
。

中
村
　
ち
ょ
う
ど
区
切
り
も
い
い
よ
う
で
す
か
ら
、
今
日
は
こ

の
辺
で
。

宮
暗
　
私
個
人
で
い
い
ま
す
と
、
M
I
T
に
行
っ
て
、
所
得
倍

増
計
画
を
挟
ん
で
、
国
連
に
出
向
い
て
ま
す
。
こ
れ
は
い
ろ
い

ろ
な
意
味
で
計
画
づ
く
り
と
か
、
国
際
化
と
い
う
こ
と
で
、
企

画
庁
の
仕
事
に
関
連
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
辺
り
の
こ
と
を
ど

う
で
す
か
。

伊
藤
　
そ
れ
を
ひ
と
ま
と
め
に
お
伺
い
し
た
方
が
い
い
と
思
い

ま
す
。

中
村
　
こ
の
次
は
外
国
に
行
か
れ
た
話
を
中
心
に
お
願
い
し
ま

す
。宮

暗
　
こ
れ
は
前
の
記
録
で
す
［
以
前
の
記
録
に
手
を
入
れ
た

も
の
を
渡
す
］
。
手
を
入
れ
る
の
が
多
過
ぎ
ま
す
か
。

森
　
い
え
、
も
っ
と
朱
を
入
れ
て
く
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
か
ら
。

宮
暗
　
ま
だ
最
終
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
。

伊
藤
　
ま
だ
最
終
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
と
り
あ
え
ず
手
入
れ
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
。
手
入
れ
を
す
る
の
は
疲
れ
る
で
し

ょ
・
つ
。
・

宮
崎
　
記
憶
が
曖
昧
で
す
ね
。

伊
藤
　
僕
も
速
記
を
と
ら
れ
て
話
を
す
る
と
、
あ
と
で
一
。

宮
暗
　
ダ
ブ
っ
て
い
ま
す
し
ね
。

中
村
　
い
や
な
も
の
で
す
ね
。

宮
崎
速
記
や
整
理
さ
れ
る
方
に
は
悪
い
ん
で
す
が
、
．
自
分
の

発
言
を
文
字
で
表
し
て
読
ん
で
み
る
の
は
厭
で
す
ね
。

伊
藤
　
そ
の
時
は
つ
い
も
の
の
弾
み
で
断
言
的
に
言
っ
た
こ
と

を
あ
と
で
曖
昧
に
す
る
と
い
う
の
も
ち
ょ
っ
と
い
や
だ
な
、
と

思
い
な
が
ら
。

宮
暗
　
あ
と
で
曖
昧
に
す
る
の
は
い
や
で
す
ね
。
で
も
、
筆
を

入
れ
る
と
ぼ
や
か
す
所
も
増
え
ま
す
よ
ね
。
そ
ん
な
こ
と
は
官

僚
的
で
自
分
で
も
嫌
な
ん
で
す
が
。

中
村
　
講
演
に
行
っ
て
、
テ
ー
プ
を
と
ら
れ
て
、
速
記
を
送
っ

て
き
て
、
今
度
雑
誌
に
載
せ
る
と
言
わ
れ
る
と
困
る
。

宮
崎
　
あ
れ
は
気
分
的
に
あ
ん
ま
り
よ
く
な
い
な
。

森
、
そ
う
で
す
ね
。
話
し
言
葉
に
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
り
ま
す

か
ら
い
く
ら
か
緩
和
さ
れ
ま
ず
け
れ
ど
、
文
字
に
な
る
と
全
く

な
く
な
り
ま
す
し
ね
。

五
雲
　
そ
の
時
の
ム
ー
ド
で
す
ね
。
冗
談
気
味
に
言
っ
た
の
か
、

本
当
に
深
刻
に
と
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
り
し
ま
す
し
ね
。

森
　
全
く
そ
れ
が
な
く
な
り
ま
す
か
ら
一
。

中
村
　
話
し
言
葉
だ
と
、
「
と
い
う
こ
と
も
一
」
と
言
っ
て
、

そ
れ
で
切
っ
ち
ゃ
う
こ
と
が
あ
る
わ
け
だ
。
そ
う
い
う
の
が
速

記
に
な
る
と
一
。

宮
崎
　
「
こ
と
も
一
」
と
切
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
、
速
記

を
と
っ
た
人
は
ご
丁
寧
に
括
弧
し
て
「
こ
と
も
（
あ
る
）
」
と

す
る
。
そ
う
す
る
と
そ
の
次
に
推
敲
し
た
と
き
に
は
、
も
う
括

弧
を
と
つ
ち
ゃ
う
。

中
村
　
だ
い
た
い
そ
う
い
う
こ
と
な
ん
で
す
よ
ね
（
笑
い
）
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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オーラルヒストリー

米国留学と国連出向

　　　　　　第4回

［2001年7月17日　15＝00～17：00】

〔インタビュアー〕（肩書きはインタビューの時点）

中村隆英（東京大学名誉教授）

藤井信幸（東洋大学教授）

森直子（va研究大学院大学リサーチアシスタント）

村井哲也（都立大学大学院博士課程）　　（於：（株）大和柵赤坂事務所）



第4回質問項目 開催日：平成13年7月17日
開催場所：大和総研　赤坂分室

　今回は、経済審議庁が企画庁に改組される前後、そして高度経済成長期へ突入する時期（国連へ

こ出向されるまで）のお話を伺いたいと思います。それについてお話を伺うなかで、関連した事項

についてご質問させていただきたいと思います

①昭和30年7月20日に経済審議庁は、「長期経済計画の推進」という役割を付加され経済企画

　庁に改組されます。当時は、日本が本格的に自由市場経済へ復帰する一方で、中・長期経

　済計画の重要性が高まり、また長期的観点からの経済政策の運営が求められた時期といわ

　れます。経済計画の策定・運営あるいは経済企画庁の位置付けを巡る意見・議論、改組あ

　たっての内部の変化などお聞かせください。

②経済企画庁へ改組された当時、日本が、「もはや戦後ではない」といわれたように戦後復興

．も一段落すると同時に、経済成長率の鈍化が危惧された時期でもありました。，結局、日本

　経済は、「経済自立5力年計画」（昭和30年12月23日閣議三下）が予測したよりも急速な成長

　を遂げ、高度経済成長期に突入します。この急成長は、下村平氏などの楽観論者の予想を

　も上回るものであったわけですが、当時の経済企画庁、また計画第一課での状況や議論な

　どお聞かせください。

③先生は、昭和32年から34年まで米国マサチューセッツ工科大学の国際問題研究所に留学さ

　れていますが、留学先の選定理由、また留学先での思い出、あるいはその後の仕事への関

　連などお聞かせください。特に、米国留学で高度成長期の経済運営について学んだ点があ

　つたとしたら、それは何であったのかお話ください。

④米国留学からのご帰国後、池田内閣の下に閣議決定された「所得倍増計画」（昭和35年t2月

　27日長言鐵央定）．の作成に関わられています。この計画は、国内外の新たな状況変化を取り・

　込み、従来よりも政策実効性の強められた経済計画で、「貿易為替自由化計画」（昭和35年6

　月24日閣僚会議決定）とあわせ、高度成長の展開に大きな影響を与えた政策といわれてい

　ます。計画策定時のご苦労などお聞かせください。

⑤昭和30年代は、数量景気につづく神武景気からなべ底不況、そして岩戸景気、国際収支の

　悪化と調整と経済状況が大きく変化します。高度経済成長期に、そして「所得倍増計画」

　実行中に経済企画庁が最も憂慮した経済問題はどのような点であったのでしょうか。
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［宮暗氏作成、インタビュしの冒頭に配布された資料］

1留学時代（S32年9月→34年4月）

　＊留学の動機。ロックフェラー財団。頭脳流出について。

　＊MlT選択の理由

　　　学風、その他。ボストンの位置

　＊研究対象

　　　成長・開発論

　　　制度改革と成長（農地改革など…）

　　　混合体制（財政の役割、社会資本、マクロとミクロ）

　＊対外環境

　　　●ソ連のスプトニック打ち上げ、USの科学政策を刺激

　　　●USの社会問題（黒人問題…）

H国連時代（S36年1月→38年7月）（uSはちょうどケネディ時代）

　NY本部への出向（社会経済局工業開発部）

　＊経済発展の条件（ヤン・チィンバーゲン他）

　＊工業開発の方法

　＊国際機関の役割と制約

　＊国際機関の官僚主義と効率性

　＊当時の世界情勢

　　　キューバ事件等　米ソ対立

　　　南北問題明確化

　＊軍縮の経済学

　　　レオンチェフ、ティンバーゲン　→　ECAARへ

m次回

　高度成長の始まり

　　　「国民所得倍増計画」、（その作成の政治的経済的背景、関わり合い）

　　　計画の意義。ついでその評価と問題点（次々回？）
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■
近
隣
諸
国
と
日
本

中
村
　
こ
の
夏
は
ど
こ
か
へ
お
出
か
け
で
す
か
。

宮
崎
　
い
や
、
ま
だ
決
め
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
［
オ
ー
ラ
ル
ビ

r
ス
ト
リ
ー
］
を
、
八
月
も
や
る
の
か
な
と
思
い
ま
し
て
。

中
村
　
こ
ち
ら
の
方
は
、
宮
崎
先
生
の
ご
都
合
次
第
と
い
う
つ

も
り
で
い
て
、
必
ず
休
み
ま
す
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
ん
で
す

が
、
と
い
っ
て
是
非
や
り
ま
す
と
い
う
ほ
ど
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
暑
か
っ
た
ら
、
や
は
り
一
。

宮
崎
　
是
非
や
っ
た
ほ
う
が
よ
け
れ
ば
、
日
程
を
つ
く
り
ま
す

が
。中

村
　
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
九
月
に
お
願
い
し

ま
し
よ
う
か
。
外
国
に
は
お
出
か
け
な
ん
で
す
か
。

宮
崎
　
九
月
の
初
め
に
ち
ょ
っ
と
だ
け
。
九
字
九
日
か
ら
十
二

日
ぐ
ら
い
ま
で
。

中
村
　
ど
ち
ら
で
す
か
。

宮
崎
　
い
ま
問
題
の
中
国
か
ら
招
待
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
。
靖

、
国
問
題
な
ど
で
中
日
間
の
い
ろ
い
ろ
な
会
議
が
中
止
に
な
っ

て
、
向
こ
う
か
ら
来
な
く
な
っ
た
り
、
こ
っ
ち
か
ら
行
く
の
も

見
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
と
い
っ
た
会
議
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
中

国
で
も
あ
り
ま
す
し
、
韓
国
で
も
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
ん
で

す
ね
。
日
本
政
府
は
鈍
感
だ
か
ら
な
。

中
村
　
だ
け
ど
あ
の
教
科
書
の
件
と
い
う
の
は
、
や
や
倉
岳
反

応
な
よ
う
な
気
も
し
ま
す
け
れ
ど
ね
。

宮
崎
　
靖
国
と
教
科
書
と
二
つ
問
題
が
あ
り
ま
す
ね
。
教
科
書

の
場
合
は
韓
国
の
反
対
が
強
い
。
そ
れ
か
ら
靖
国
神
社
。
靖
国
．

神
社
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
中
国
の
反
響
が
強
い
ん
で
す
ね
。

中
国
の
場
合
は
さ
き
に
李
登
輝
問
題
も
あ
り
ま
し
た
ね
。

中
村
　
私
は
八
月
二
十
日
ご
ろ
か
ら
一
週
間
ば
か
り
韓
国
に
行

く
ん
で
す
。
こ
れ
は
日
韓
だ
け
で
は
な
く
て
、
世
界
中
か
ら
ワ

ー
ッ
と
来
る
会
議
だ
か
ら
、
こ
ち
ら
は
遊
び
八
分
ぐ
ら
い
で
行

く
の
で
い
い
ん
で
す
が
、
行
っ
た
ら
や
つ
ば
．
り
変
な
顔
を
さ
れ

る
か
な
。

宮
崎
　
相
手
は
誰
で
す
か
。

中
村
　
相
手
は
統
計
関
係
の
人
で
す
。

宮
暗
　
あ
あ
、
そ
う
い
う
人
は
あ
ま
り
問
題
な
い
ん
で
は
な
い

で
す
か
。

中
村
　
大
丈
夫
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
外
務
省
や
何
か
だ
っ
た

ら
一
。

宮
崎
　
役
人
が
入
っ
て
い
る
と
具
合
が
悪
い
で
し
ょ
う
ね
。

中
村
　
た
だ
、
韓
国
に
も
統
計
局
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
こ
の

連
中
が
事
務
方
の
中
心
に
な
ワ
て
い
る
は
ず
な
ん
で
す
ね
。
た

だ
、
日
本
人
と
韓
国
人
で
一
対
一
に
な
っ
て
、
日
本
・
韓
国
だ

け
で
対
話
を
す
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
、
そ
う
す

る
と
遠
慮
は
す
る
だ
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

宮
崎
　
韓
国
で
も
、
学
者
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
会
議
を
い
や

が
る
で
し
ょ
う
ね
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
い
ろ
い
ろ
話
を
聞
き

た
い
と
い
う
意
味
で
、
あ
る
意
味
で
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
と
い
う

ん
で
す
が
、
ま
わ
り
が
大
変
で
す
ね
。

中
村
　
学
者
と
い
う
の
も
デ
リ
ケ
ー
ト
な
も
の
で
す
か
ら
ね
。

宮
崎
　
学
者
は
、
向
こ
う
の
激
し
い
人
で
も
、
「
あ
な
た
個
人

な
ら
結
構
で
す
よ
」
と
言
う
ん
で
し
ょ
う
が
。

あ
る
グ
ル
ー
プ
で
韓
国
に
行
き
ま
し
て
、
食
事
を
し
て
い
る
時

は
、
、
本
当
に
和
気
謳
々
の
友
好
ム
ー
ド
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
会

議
が
始
ま
っ
て
、
あ
る
自
民
党
の
代
議
士
さ
ん
が
「
京
城
（
け

い
じ
ょ
う
）
」
と
言
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
向
う
の
あ
る

・
政
治
家
が
、
突
然
怒
り
だ
し
ま
し
て
、
「
京
城
と
い
う
の
は
ど
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こ
だ
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
は
な
い
」
と
い
う
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら

「
日
本
海
で
」
な
ん
て
言
っ
た
ら
、
「
日
本
海
と
い
う
海
は
ど
こ

だ
」
と
い
う
。

中
村
　
あ
ち
ら
で
は
何
て
言
う
ん
で
し
た
っ
け
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

宮
前
　
そ
の
と
き
は
「
韓
の
海
」
と
一
。

中
村
　
そ
れ
も
強
引
で
す
よ
ね
。

森
中
国
人
の
留
学
生
の
方
に
き
い
た
の
で
す
が
、
中
国
で
日

本
海
を
何
と
い
う
か
と
い
う
と
、
地
理
の
地
図
に
は
「
日
本
海
」

ど
書
い
て
あ
る
ん
で
す
ね
。

宮
暗
　
日
本
海
で
す
ね
。
ま
た
日
本
の
地
図
に
は
ま
だ
「
東
シ

ナ
海
」
と
書
い
て
あ
る
ん
で
す
。
東
中
国
海
と
は
書
い
て
い
な

い
で
す
。
先
方
は
そ
れ
は
い
い
ん
で
す
か
ね
。

中
村
　
英
語
の
、
例
え
ば
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
だ
か
ケ
ン
ブ
リ

ッ
ジ
だ
か
の
地
図
を
見
て
も
、
お
そ
ら
く
O
喜
δ
と
い
う
字
が

入
っ
て
い
る
は
ず
だ
と
思
う
ん
で
す
。

宮
崎
　
日
本
海
は
富
b
き
Q
っ
窪
で
す
ね
。

中
村
　
東
シ
ナ
海
は
国
。
・
磐
〇
三
き
し
つ
8
と
か
、
そ
う
い
う
表
現

に
な
っ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
チ
ャ
イ
ナ
と
い
う

言
葉
は
ま
だ
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。

宮
暗
　
チ
ャ
イ
ナ
と
シ
ナ
は
語
源
的
に
は
同
じ
こ
と
で
す
が
、

言
葉
に
は
歴
史
性
と
い
う
も
の
が
あ
る
か
ら
難
し
い
。

中
村
　
も
っ
と
も
、
こ
の
間
ち
ょ
っ
と
本
を
読
ん
で
い
た
ら
、

日
英
同
盟
と
い
う
の
が
大
昔
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
の
時
に
清

国
を
↓
7
①
国
ヨ
b
貯
①
o
h
O
巨
8
と
い
う
の
か
、
た
だ
O
巨
＝
自
・
と

い
う
の
か
、
ど
ち
ら
を
使
う
か
と
い
う
議
論
に
な
っ
た
。
↓
7
Φ

国
日
豆
お
と
い
う
と
、
満
州
と
か
モ
ン
ゴ
ル
と
か
新
麗
の
方
ま

で
全
部
含
む
ら
し
い
ん
で
す
。
〇
三
嵩
だ
け
だ
と
通
常
は
中
国

本
土
だ
け
．
．
そ
の
使
い
分
け
で
日
本
の
方
は
日
英
同
盟
の
対
象

を
↓
『
Φ
国
ヨ
冒
冨
に
し
た
が
っ
た
ら
し
い
。
条
約
の
成
文
は
そ

う
な
っ
た
ら
し
い
け
れ
ど
、
そ
ん
な
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

そ
れ
で
は
そ
ろ
そ
ろ
始
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
か
。

宮
暗
　
そ
う
い
う
点
で
、
ど
う
も
日
本
と
い
う
の
は
、
第
二
次

大
戦
が
終
わ
っ
て
国
際
化
が
進
ん
で
き
て
も
、
国
際
問
題
の
取

組
み
つ
い
て
や
や
鈍
感
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
ね
。
そ
れ
は
、

経
済
計
画
を
つ
く
っ
た
り
、
経
済
政
策
を
つ
く
っ
た
り
す
る
場

合
で
も
あ
ち
こ
ち
に
出
て
く
る
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。

中
村
　
と
い
う
こ
と
は
、
面
倒
く
さ
い
国
際
問
題
は
ア
メ
リ
カ

が
だ
い
た
い
処
理
し
て
い
て
、
ア
メ
リ
カ
が
あ
あ
す
る
、
こ
う

す
る
と
言
う
と
、
そ
う
だ
、
そ
う
だ
と
日
本
は
言
っ
て
い
る
と

い
う
の
が
続
い
た
か
ら
で
す
か
ね
。

宮
崎
　
戦
後
に
限
っ
て
み
れ
ば
そ
う
で
し
ょ
う
ね
。
こ
の
前
ま

で
お
話
し
た
時
期
は
政
治
も
経
済
も
G
H
Q
が
取
り
仕
切
っ
て

い
た
。
そ
れ
が
、
長
い
目
で
見
て
、
日
本
の
民
主
主
義
を
育
て

た
一
面
が
あ
る
ん
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
占
領
軍
の
影
響
が

残
っ
て
い
る
と
同
時
に
、
日
本
人
の
一
部
か
ら
み
れ
ば
、
負
け

た
ん
だ
、
し
か
も
押
し
付
け
ら
れ
た
ん
だ
と
い
う
、
な
ん
と
な

く
卑
屈
さ
と
い
う
か
、
少
し
ひ
ね
た
感
じ
が
残
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
の
継
続
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
だ
か
ら
現
在
の
経
済
政
策
に
も
関
係
す
る
ん
で
す
が
、
冷
戦

が
終
わ
っ
て
も
、
ま
だ
従
来
の
「
冷
戦
思
考
」
が
続
い
て
い
苛

ん
で
す
よ
。
具
体
的
に
は
、
例
え
ば
い
ま
お
っ
し
ゃ
っ
た
ア
メ

リ
カ
に
対
し
て
ご
無
理
ご
も
っ
と
も
で
す
と
言
う
。
逆
に
反
対

す
る
と
き
に
は
い
さ
さ
か
身
構
え
て
も
の
を
い
う
。
沖
縄
の
問

題
や
何
か
が
あ
っ
て
も
、
基
本
的
に
は
こ
う
い
う
姿
勢
は
直
っ

て
い
な
い
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
ね
。

　
だ
か
ら
小
泉
さ
ん
も
改
革
を
言
う
の
は
い
い
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
、
「
私
は
根
っ
か
ら
の
親
米
主
義
者

だ
」
な
ん
て
言
わ
れ
た
こ
と
に
、
私
は
エ
ッ
と
思
い
ま
し
た
。
．

。，

P
韓
国
で
は
、
一
般
的
に
同
地
域
の

海
を
「
東
海
」
と
呼
称
し
て
い
る
。

ま
た
韓
国
は
官
民
協
力
し
、
海
図
作

成
を
担
当
す
る
国
際
水
路
機
構
（
l

H
O
）
に
「
日
本
海
（
ω
＄
o
↓
」
誉
）
」

の
名
称
を
「
東
海
（
m
窃
ρ
ω
⑩
山
）
」
に

改
め
る
よ
う
提
起
し
て
き
て
い
る
。
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も
っ
と
も
そ
う
い
う
点
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行
っ
て
も
、
イ
ギ

サ
ス
に
行
ρ
た
ら
、
御
自
分
が
留
学
し
て
い
た
と
い
う
せ
い
も

あ
っ
て
小
泉
さ
ん
は
「
イ
ギ
リ
ス
は
第
二
の
故
郷
だ
」
と
言
う

ん
で
す
ね
。
フ
ラ
ン
ス
に
行
っ
た
ら
何
と
言
う
ん
だ
ろ
う
と
思

っ
た
ら
、
「
シ
ラ
ク
さ
ん
は
世
界
で
も
日
本
を
一
番
理
解
し
て

い
る
人
だ
」
と
言
う
。
あ
あ
、
言
う
も
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た

ね
。
だ
け
ど
、
r
真
面
目
な
話
、
経
済
政
策
で
も
経
済
計
画
で
も
、

そ
う
い
う
感
情
が
何
と
な
し
に
残
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
そ
の

裏
返
し
と
し
て
、
中
国
に
対
し
て
と
か
韓
国
に
発
言
す
る
ど
き

に
は
、
違
っ
た
言
い
方
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
ね
。

　
た
だ
馬
本
来
な
ら
ば
、
戦
後
の
経
済
復
興
が
い
ち
お
う
一
段

落
し
て
こ
れ
か
ら
自
立
す
る
経
済
の
も
と
で
や
っ
て
い
こ
う
と

い
う
と
き
に
、
こ
う
い
ヶ
感
情
的
対
応
は
払
拭
さ
れ
て
い
な
け

れ
ば
い
け
な
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
ず
っ
と
残
っ
て
い
る
と

い
う
点
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。

中
村
　
岸
さ
ん
な
ん
て
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
こ
と
を
意
識
し

て
安
保
改
訂
で
無
理
を
t
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
う
ん
で
す

け
れ
ど
も
ね
。

■
．
長
期
展
望
作
業
と
所
得
倍
増
計
画

宮
暗
　
さ
て
、
そ
の
岸
さ
ん
の
話
し
が
出
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の

前
後
の
私
の
話
に
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
た
ま
た
ま
一
九
五
七
年
九
月
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し

ま
し
て
、
そ
れ
か
ら
帰
っ
て
（
五
九
年
四
月
）
し
ば
ら
く
し
て
、

六
一
年
一
月
に
国
連
に
出
向
し
、
再
び
ア
メ
リ
カ
で
生
活
し
、

六
三
年
七
月
に
日
本
に
帰
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
二
つ
の

海
外
経
験
、
最
初
は
留
学
、
そ
れ
か
ら
後
の
方
は
国
際
機
関
出

向
で
す
が
、
そ
の
こ
と
に
ち
ょ
っ
と
触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。　

留
学
す
る
直
前
に
、
私
は
総
合
計
画
局
の
計
画
課
に
配
置
換

え
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
時
に
長
期
計
画
の
叩
き
台
に
な
る
よ

う
な
長
期
展
望
作
業
に
携
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
中
山
伊
知
郎

先
生
、
東
畑
精
一
先
生
、
有
沢
広
巳
先
生
の
三
人
の
顧
問
望
み

た
い
な
先
生
方
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
話
を
伺
っ
た
上
で
、
日
本
の

戦
後
の
復
興
が
終
わ
っ
た
あ
と
の
経
済
成
長
率
と
か
イ
ン
フ
レ

と
か
国
際
収
支
は
だ
い
た
い
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
か
、
と
い

う
こ
と
を
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
描
こ
う
と
い
う
作
業
で
し

た
。
そ
し
て
大
部
な
報
告
書
（
「
日
本
経
済
の
長
期
展
望
」
）
が
、

出
来
上
が
る
ん
で
す
が
、
そ
れ
が
の
ち
の
「
所
得
倍
増
計
画
」

の
作
業
の
基
礎
に
な
り
ま
す
。

　
実
は
私
は
一
九
五
九
年
四
月
に
ア
メ
リ
カ
留
学
か
ら
帰
り
ま

し
て
、
十
一
月
に
計
画
課
の
計
画
課
長
補
佐
に
な
っ
て
、
本
格

的
に
そ
の
所
得
倍
増
計
画
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
し
て

一
九
六
〇
年
十
二
月
、
池
田
内
閣
の
と
き
に
倍
増
計
画
を
決
定

し
て
、
そ
の
翌
月
に
国
連
に
出
向
し
て
、
一
九
六
三
年
（
昭
和

三
八
）
七
月
に
帰
る
、
と
い
ヶ
経
緯
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今

日
お
話
し
す
る
M
I
T
へ
の
留
学
と
国
連
出
向
の
あ
い
だ
に
、

「
国
民
所
得
倍
増
計
画
作
業
」
と
い
う
の
が
入
っ
て
い
る
ん
で

す
。　

こ
の
所
得
倍
増
計
画
と
い
う
の
は
、
で
き
れ
ば
次
回
に
細
か

く
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
戦
後
の
復
興
が
終
わ
っ
て
、

こ
れ
か
ら
新
し
い
日
本
経
済
と
し
て
自
立
を
す
る
。
経
済
的
に
、

国
際
収
支
で
特
需
に
頼
ら
な
い
、
援
助
に
頼
ら
な
い
で
バ
ラ
ン

ス
を
回
復
す
る
、
あ
る
い
は
国
内
的
に
も
完
全
雇
用
を
実
現
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
潜
在
失
業
者
あ
る
い
は
顕
在
的
な
失
業
者
を

な
く
し
て
し
ま
う
と
い
う
目
標
を
持
っ
て
、
そ
れ
を
G
H
Q
の
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指
示
に
よ
ら
な
い
で
自
主
的
に
つ
く
ろ
う
と
い
う
時
代
に
変
わ

っ
て
き
て
い
た
わ
け
で
す
。
そ
の
機
運
が
出
て
来
た
時
に
、
私

　
　
　
る
　

は
M
I
T
に
行
き
ま
し
た
。

　
こ
の
所
得
倍
増
計
画
に
関
連
す
る
作
業
そ
の
も
の
は
、
か
な

り
前
か
ら
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
所
得
倍
増
計
画
は
、
池
田
内

閣
の
時
、
三
十
五
（
一
九
六
〇
）
年
十
二
月
に
決
定
・
発
表
さ

れ
て
い
る
ん
で
す
が
、
岸
内
閣
の
時
に
す
で
に
所
得
倍
増
計
画

を
検
討
す
る
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
を
持
ち
、
そ
の
構
想
に
つ
い

て
経
済
審
議
会
に
諮
問
し
て
い
る
ん
で
す
。

中
村
　
一
部
は
始
ま
っ
て
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

宮
崎
　
一
部
は
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

中
村
　
そ
れ
で
デ
モ
・
隊
が
ワ
ー
ワ
ー
や
っ
て
い
る
こ
ろ
に
、
専

門
委
員
会
に
引
っ
張
り
出
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

宮
暗
　
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
そ
の
前
に
も
中
山
伊
知
郎
さ
ん
が

「
月
給
倍
増
」
と
い
う
考
え
を
『
文
藝
春
秋
』
な
ど
で
発
表
さ

　
　
　
サ
ヨ

れ
て
い
た
。
何
か
十
年
で
倍
と
い
う
よ
う
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が

出
て
き
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　
そ
れ
か
ら
福
田
赴
夫
さ
ん
が
当
時
自
民
党
の
幹
事
長
で
、
あ

の
人
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
み
た
い
な
も
の
が
好
き
で
す
か
ら
、
「
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
何
か
十
年
で
倍
に
な
る
よ
う
な
も
の
は
な
い

か
」
と
い
う
話
を
し
て
い
た
。
と
に
か
く
い
ろ
い
ろ
、
所
得
倍

増
計
画
的
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
の

も
と
を
辿
れ
ば
、
「
長
期
展
望
作
業
部
会
」
と
い
う
の
が
経
済

審
議
会
の
中
の
特
別
委
員
会
と
し
て
作
ら
れ
、
そ
れ
を
受
け
て

一
九
五
七
年
十
二
月
に
「
新
長
期
経
済
計
画
」
と
い
う
の
が
作

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
中
村
先
生
も
ご
参
加
な
さ
い
ま
し

た
の
で
は
。

中
村
　
私
は
そ
れ
は
ノ
ー
タ
ッ
チ
で
し
た
。
こ
れ
は
大
川
一
司

先
生
が
中
心
に
な
っ
て
。

宮
崎
　
さ
き
の
大
先
生
三
人
が
中
心
に
な
っ
て
、
大
川
さ
ん
が

そ
れ
を
肉
付
け
す
る
よ
う
な
作
業
を
お
や
り
に
な
る
わ
け
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
る
る

ね
。
山
田
雄
三
先
生
に
も
ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。
そ
れ
が

岸
内
閣
の
「
新
長
期
経
済
計
画
」
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
前
か

ら
「
長
期
展
望
作
業
」
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
の
平
常
時
に
お

け
る
潜
在
成
長
能
力
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
を
中
心
に
議
論
が

進
ん
で
い
た
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
議
論
が
あ
る
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
そ
の
背
景
に
は
、
前
回
お
話
し
ま
し
た
よ
う
に
日
本
経

済
は
す
で
に
復
興
段
階
が
終
わ
っ
て
、
経
済
自
立
を
目
指
し
て

実
質
的
計
画
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
段
階
に
来
た
と
い

う
こ
と
が
あ
っ
た
。

■
米
国
留
学

　
海
外
留
学
の
経
緯
G
H
Q
と
の
連
絡

雪
暗
　
そ
う
い
う
空
気
の
中
で
、
経
済
計
画
と
か
経
済
政
策
は

も
う
少
し
長
期
的
な
視
点
で
、
理
論
的
で
、
そ
し
て
特
に
国
際

的
な
視
点
を
入
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

き
た
。
ち
ょ
う
ど
経
済
も
復
興
し
て
、
社
会
も
あ
る
程
度
落
ち

着
い
て
き
た
と
い
う
こ
と
「
で
、
政
府
か
ら
も
海
外
の
留
学
生
を

出
し
て
、
そ
う
い
う
新
し
い
方
向
付
け
、
あ
る
い
は
必
要
な
計

量
的
な
作
業
を
や
る
知
識
を
身
に
つ
け
た
ら
ど
う
か
、
と
い
う

話
が
あ
っ
て
、
留
学
生
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
始
め
た
ん
で

す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ら

　
終
戦
直
後
に
は
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
留

学
生
計
画
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
と
は
ち
ょ
っ
と
性
格
が

違
っ
て
、
も
う
少
し
日
本
の
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
作
成
に
役
立

つ
よ
う
な
人
間
を
つ
く
ろ
う
、
そ
し
て
海
外
に
送
ろ
う
と
い
う

気
運
が
出
て
き
た
。
政
府
ベ
ー
ス
と
し
て
は
、
人
事
院
が
公
務

員
を
海
外
研
修
に
出
す
と
い
う
政
策
を
始
め
る
ん
で
す
が
、
そ

鱒
2
ア
メ
リ
カ
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

エ
科
大
学
。
一
八
六
一
年
に
自
然
学

者
ミ
≡
可
ヨ
ロ
ロ
卑
δ
コ
刀
O
O
⑪
お
に
よ
り

創
立
。
基
礎
科
学
の
学
部
を
中
核
と

し
、
経
済
学
、
政
治
学
、
演
劇
や
音
楽
、

言
語
学
等
の
人
文
科
学
を
抱
え
る
名

門
総
合
大
学
。
正
式
名
称
は
ζ
p
。
ゆ
ω
－

m
5
7
仁
王
房
一
電
工
ε
冨
。
蝋
雪
「
互
8
《
。

一
般
に
M
I
T
と
称
ざ
れ
る
。

鋒
3
中
山
は
「
賃
金
一
一
倍
論
」
（
「
生
産
能

率
の
上
昇
力
が
二
倍
の
賃
金
を
可
能

に
す
る
な
ら
そ
れ
を
拒
否
す
る
理
由

は
な
い
。
ア
メ
リ
カ
で
で
き
る
こ
と
が
、

日
本
の
経
営
者
に
で
き
な
い
こ
と
は

な
い
』
賃
金
倍
加
の
前
提
と
な
る
の
は
、

そ
れ
に
値
す
る
生
産
力
を
持
ち
、
そ
の
・

た
め
の
資
本
蓄
積
を
は
か
る
こ
と
、
技

術
の
導
入
、
貿
易
に
よ
る
市
場
確
保
な

ど
で
あ
る
」
と
の
主
張
）
を
、
昭
和
三
四

年
【
月
三
日
の
「
読
売
新
聞
」
上
で
展

開
し
た
。

⇔
4
明
治
三
五
（
一
九
〇
三
）
年
十
二
月

二
〇
日
生
ま
れ
。
東
京
商
科
大
学
助
教

授
、
教
授
、
経
済
学
部
長
を
歴
任
。
戦
後
、

池
田
内
閣
の
所
得
倍
増
計
画
に
大
来

佐
武
郎
ら
と
参
画
。
昭
和
四
〇
年
「
橋

犬
学
退
官
後
、
社
会
保
障
研
究
所
初
代

所
長
を
務
め
た
。

。｝

T
人
物
交
流
に
よ
り
他
国
と
の
相
互

理
解
を
深
め
る
た
め
の
奨
学
金
制
度

と
し
て
、
第
一
一
次
世
界
大
戦
後
、
故
フ

ル
ブ
ラ
イ
ト
上
院
議
員
の
提
案
に
よ

り
、
米
国
で
発
足
。
現
在
で
は
、
日
本
を

は
じ
め
世
界
の
約
一
五
〇
ヶ
国
が
こ

の
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
交
流
計
画
に
参
加

し
て
お
り
、
毎
年
、
約
六
〇
名
の
米
国

人
と
約
七
〇
名
の
日
本
人
の
交
流
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。

→・

U
全
世
界
の
貧
し
い
人
々
や
、
社
会

的
に
疎
外
さ
れ
た
人
々
の
生
活
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
大
正

二
（
「
九
一
三
）
年
五
月
十
四
日
、
ロ
ッ

ク
フ
ェ
ラ
ー
家
に
よ
る
基
金
一
億
ド

ル
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
財
団
の
こ

と
。
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の
直
前
に
そ
れ
を
先
取
り
す
る
よ
う
な
形
で
、
い
く
つ
か
の
外

国
の
団
体
が
日
本
人
を
招
聰
し
よ
う
と
い
う
企
画
を
持
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

た
。
そ
の
中
で
代
表
的
な
の
が
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
と
・

　
　
　
　
　
　
る
　

フ
ォ
ー
ド
財
団
で
し
た
。
時
期
的
に
は
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財

団
が
若
干
早
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
が
、
私
は
、

そ
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
に
ア
プ
ラ
イ
し
て
、
企
画
庁
と
し

て
は
第
一
回
目
の
留
学
生
と
し
て
M
I
T
に
ま
い
り
ま
し
た
。

中
村
　
当
時
は
た
く
さ
ん
あ
っ
た
で
す
ね
、
そ
う
い
う
フ
ァ
ン

ド
が
。

宮
暗
　
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
あ
と
す
ぐ
フ
ォ
ー
ド
財
団
が
始
め

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
そ
の
後
は
、
い
ろ
い
ろ
財
団
が
出
て
き
ま

し
た
。

中
村
　
そ
れ
か
ら
日
本
の
中
で
、
研
究
グ
ル
ー
プ
に
研
究
費
を

出
す
と
い
、
つ
の
が
あ
っ
て
、
、
読
が
政
治
問
題
℃
干
て
、
あ

ん
な
金
を
も
ら
う
や
つ
は
ア
メ
リ
カ
の
犬
だ
と
か
．
な
ん
だ
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
勇
ま
し
い
学
生
が
い
っ
ぱ
い
い
た

か
ら
。

宮
暗
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
カ
ウ
ン
ス
ル

み
た
い
に
英
国
へ
招
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
あ
る

ん
で
す
ね
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
わ
り
あ
い
早
か
っ
た
も
の
で
、

フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
の
次
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。

森
　
同
期
で
、
こ
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
で
行
か
れ
た
方
は
何
人

ぐ
ら
い
い
ら
っ
し
る
ん
で
す
か
。

宮
崎
　
そ
の
と
き
は
企
画
庁
で
は
私
一
人
で
す
。
私
の
次
に
、

翌
年
か
ら
金
森
さ
ん
が
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
行
き
ま
し
た
。
公
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

員
と
し
て
は
、
私
の
知
っ
て
い
る
範
囲
で
は
宍
戸
駿
太
郎
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
リ

が
、
当
時
は
行
政
管
理
庁
で
し
た
が
、
産
業
連
関
表
の
研
究

を
主
に
し
て
、
と
い
う
こ
と
で
ハ
ー
バ
ー
ド
に
行
き
ま
し
た
。

私
が
ボ
ス
ト
ン
に
い
る
澗
は
彼
と
ダ
ブ
ッ
て
い
ま
し
て
、
小
さ

な
ア
パ
ー
ト
も
通
り
を
隔
て
て
同
じ
街
に
い
ま
し
た
。
経
済
関

係
の
公
務
員
と
し
て
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
で
は
そ
れ
が
最
初
で

す
。
’　

公
務
員
以
外
で
は
、
学
校
の
先
生
が
何
人
か
お
ら
れ
℃
、
私

と
↓
緒
に
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
た
の
は
一
橋
大
学
の
梅
村
又
次
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
り

ん
と
藤
野
正
三
郎
さ
ん
で
し
た
。

中
村
　
梅
村
さ
ん
は
ハ
ー
バ
ー
ド
で
し
た
か
。
サ
イ
モ
ン
・
ク

　
　
　
る
り

ズ
ネ
ッ
ツ
に
つ
い
て
い
た
ん
で
す
よ
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
に

宮
崎
　
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

中
村
　
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
か
。
そ
う
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

宮
暗
　
そ
れ
か
ら
藤
野
正
三
郎
さ
ん
が
エ
ー
ル
大
学
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
に
は
、
最
初
に
簡
単
な

面
接
試
験
み
た
い
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
財
団
の
エ
バ
ン
ス

さ
ん
と
い
う
理
事
が
笑
本
に
来
ま
し
て
、
面
接
を
受
け
て
、
そ

れ
か
ら
身
体
検
査
は
都
路
加
病
院
で
や
っ
て
、
い
ち
お
う
パ
ス

し
た
ん
で
す
が
、
行
き
の
飛
行
機
で
藤
野
さ
ん
と
梅
村
さ
ん
と

三
人
一
緒
だ
っ
た
ん
で
す
。
．

　
当
時
は
ま
だ
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
あ
り
ま
せ
ん
で
、
プ
ロ
ペ
ラ
機

で
、
ま
ず
最
初
に
ウ
ェ
ー
キ
島
で
止
ま
っ
て
給
油
を
し
て
、
そ

れ
か
ら
さ
ら
に
飛
ん
で
、
ハ
ワ
イ
で
止
ま
っ
て
給
油
を
し
て
、

そ
れ
か
ら
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
へ
飛
ん
だ
ん
で
す
。
三
人
で
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
小
さ
な
ホ
テ
ル
に
一
緒
に
泊
ま
っ
て
、
あ

あ
、
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
だ
と
思
い
ま
し
た
。
空
港
か
ら
市
内
ま

で
八
レ
ー
ン
の
高
速
道
路
が
ワ
ー
ッ
と
続
い
て
い
て
、
す
ご
い

や
、
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
ね
。
そ
れ
で
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
に
一
泊
し
た
の
か
、
二
泊
し
た
の
か
、
ま
た
飛
行
機
で
三
人

一
緒
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
行
き
ま
し
て
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
セ

ン
タ
ー
財
団
の
ビ
ル
に
顔
を
出
し
て
、
よ
ろ
し
く
と
挨
拶
を
し

ま
し
た
。
そ
の
時
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
上
の
ほ
う
、
八
番
街
か

静
7
民
主
主
義
の
価
値
増
大
、
貧
困
や

社
会
的
不
平
等
、
に
苦
し
む
も
の
の
減

少
、
国
際
協
調
の
促
進
な
ど
を
目
的
と

し
て
、
昭
和
十
「
（
「
九
三
六
）
年
、
フ

ォ
ー
ド
・
モ
ー
タ
ー
ズ
の
創
業
者
ヘ

ン
リ
ー
・
フ
ォ
ー
ド
ら
に
よ
っ
て
設

立
さ
れ
た
財
団
の
こ
と
。

→，

W
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
十
月
十

四
日
生
ま
れ
。
昭
和
三
八
年
経
済
企
画

庁
計
画
官
、
同
四
七
年
審
議
官
等
を
経

て
、
四
九
年
筑
波
大
学
教
授
。
同
五
七

年
副
学
長
、
六
二
年
国
際
大
学
学
長
に

就
任
。

。・

X
国
家
公
務
員
制
度
の
機
構
、
定
員
、

行
政
運
営
等
行
政
諸
制
度
の
管
、
理
機
．

関
と
し
て
、
昭
和
二
三
（
一
九
四
八
）
年

の
行
政
管
理
庁
設
置
法
に
基
づ
き
設

置
さ
れ
た
省
庁
の
こ
と
。
後
、
総
務
庁

を
経
て
、
現
在
ば
総
務
省
と
な
っ
て
い

る
。管

－
o
第
一
回
の
章
参
照
。

静
1
ー
ス
⊆
蟹
Φ
β
辺
ヨ
。
コ
ω
量
5
（
一
九
〇

「
1
［
九
八
五
）
ア
メ
リ
カ
の
経
済
学

者
。
主
著
は
．
6
0
∋
∋
o
匙
マ
き
ミ
聖
q

O
鋤
℃
、
貯
、
コ
◎
§
恥
幾
O
q
．
魍
Z
①
≦
＜
O
「
芥

Z
ロ
。
ま
コ
里
田
仁
「
＄
⊆
O
噛
m
8
コ
O
ヨ
δ

刀
霧
。
輿
。
」
闇
1
9
3
8
・
一
九
七
｝
年

の
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
受
賞
者
。

→ひ

P2

齡
ｪ
七
六
年
に
ロ
P
三
Φ
一
〇
〇
濁

O
＝
∋
o
コ
が
創
立
。
一
九
＝
ハ
年
に
初

の
独
立
専
門
大
学
院
を
設
け
、
以
来
大

学
院
大
学
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
特

に
医
学
部
、
公
衆
衛
生
大
学
院
の
評
価

は
全
米
一
と
も
称
さ
れ
る
。
近
年
は
N

P
O
政
策
の
研
究
で
も
著
名
で
あ
る
。
、
・

静
1
3
昭
和
二
（
一
九
一
一
六
）
年
二
月
二
〇

日
生
ま
れ
。
東
京
商
科
大
学
大
学
院
修

了
。
昭
和
三
一
～
三
三
年
に
か
け
、
ロ

ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
フ
ェ
ロ
ー
と
し

て
エ
ー
ル
、
シ
カ
ゴ
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー

ド
大
学
に
留
学
。
同
四
六
年
一
橋
大
学

経
済
研
究
所
教
授
、
五
七
～
五
九
年
研

究
所
長
を
務
め
、
の
ち
名
誉
教
授
。
平
　
　
　
0
3
‘

成
二
年
立
正
大
学
経
済
学
部
教
授
。
　
　
　
1



な
、
仏
教
会
館
と
い
う
Y
M
C
A
み
た
い
な
宿
泊
施
設
が
あ
り

ま
し
て
、
そ
こ
で
二
、
三
日
泊
ま
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
梅
村
さ
ん
は
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
に
行
く
、

私
は
ボ
ス
ト
ン
に
行
く
、
と
い
う
格
好
で
別
れ
て
行
き
ま
し
た
。

　
そ
も
そ
も
の
動
機
は
、
美
し
い
言
葉
で
い
え
ば
、
日
本
経
済

が
こ
れ
か
ら
世
界
の
中
で
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

で
、
視
野
を
広
げ
る
。
と
同
時
に
、
日
本
の
経
済
政
策
と
い
う

の
は
、
戦
中
・
戦
後
は
統
制
経
済
的
で
あ
っ
て
、
方
法
論
的
に

も
か
な
り
単
純
な
政
府
主
導
の
物
動
方
式
で
あ
っ
た
。
あ
ま
り

経
済
理
論
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
も
な
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

新
し
い
理
論
を
学
ん
で
、
新
し
い
道
を
切
り
開
く
と
い
う
の
が

送
り
出
さ
れ
た
趣
旨
で
あ
っ
た
馬
き
れ
い
ご
と
風
に
い
え
ば
そ

う
い
う
こ
と
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
方
も
、
将
来
は
日
本
の
再
建
に
役

に
立
つ
、
日
本
を
建
設
す
る
と
い
う
名
目
で
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
を

招
い
て
い
る
の
で
「
頭
脳
流
出
み
た
い
な
こ
と
で
は
な
く
て
、

勉
強
し
た
ら
、
日
本
に
帰
っ
て
仕
事
を
し
な
さ
い
」
と
い
う
こ

と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
い
ま
か
ら
考
え
る
と
意
味
の

あ
る
こ
と
で
し
た
。
戦
後
、
日
本
人
だ
け
で
は
な
く
て
、
私
が

行
っ
た
時
も
、
ボ
ス
ト
ン
に
は
台
湾
あ
る
い
は
韓
国
か
ら
留
学

生
が
来
て
い
た
し
、
イ
ン
ド
あ
た
り
か
ら
も
留
学
生
が
来
て
い

ま
し
た
。
そ
う
い
う
人
た
ち
を
見
て
い
る
と
、
せ
っ
か
く
ア
メ

リ
カ
で
勉
強
し
て
い
る
の
に
、
本
国
に
帰
ら
な
い
で
居
着
い
て

し
ま
う
人
が
か
な
り
い
る
。
そ
の
後
も
そ
う
な
ん
で
す
。
ロ
ッ

ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
で
は
、
そ
う
い
う
人
の
た
め
に
奨
学
金
を
出

し
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
、
あ
な
た
方
は
、
米
国
で
勉
強
し

た
ら
日
本
の
将
来
に
役
立
つ
よ
う
に
こ
の
留
学
成
果
を
使
っ
て

く
だ
さ
い
、
と
い
う
こ
と
を
言
わ
れ
た
ん
で
す
。

　
日
本
の
明
治
維
新
を
振
り
返
っ
て
み
て
も
、
そ
の
問
題
は
あ

っ
た
わ
け
で
す
。
当
時
の
日
本
の
留
学
生
と
い
う
の
は
、
大
変

貧
乏
な
国
か
ら
出
か
け
て
恵
ま
れ
な
い
状
態
に
あ
っ
た
ん
で
す

が
、
そ
れ
で
も
一
所
懸
命
勉
強
し
て
、
大
部
分
は
日
本
に
帰
っ

て
仕
事
を
し
て
い
る
。
明
治
維
新
の
実
務
的
な
役
割
を
果
た
す

中
心
の
核
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
お
金
を
も
ら
っ
て
外
国
に

留
学
し
て
、
そ
の
ま
ま
向
こ
う
に
居
着
い
て
、
日
本
に
帰
っ
て

来
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
私
た
ち
も
「
ロ
ッ
ク
フ
ェ

ラ
ー
が
招
い
た
皆
さ
ん
も
、
こ
こ
に
居
着
く
と
い
う
形
を
と
ら

な
い
で
、
日
本
に
帰
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
わ
け
で
す
。

　
そ
の
後
を
見
て
い
ま
す
と
、
や
は
り
中
国
か
ら
の
人
も
増
え

た
、
韓
国
か
ら
の
人
も
増
え
て
い
る
ん
で
す
が
、
か
な
り
の
人

が
国
に
帰
ら
な
い
で
流
出
し
た
ま
ま
な
ん
で
．
す
ね
心
そ
れ
は
い

ろ
い
ろ
な
事
情
が
あ
っ
て
、
個
人
的
に
非
難
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
せ
っ
か
く
国
か
ら
送
り
出
さ
れ
て
い
る
の

に
、
自
分
の
国
に
帰
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
や
は
り
問
題
で
あ

る
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。

中
村
　
私
が
つ
き
合
っ
て
い
た
日
本
へ
来
て
い
た
連
中
も
、
ま

た
チ
ャ
ン
ス
を
見
つ
け
て
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
へ
行
っ
て
、
ア

メ
リ
カ
に
居
着
い
た
と
い
う
ケ
ー
ス
と
、
日
本
に
居
着
い
た
と

い
う
ケ
ー
ス
と
両
方
あ
り
ま
す
ね
。
絶
対
に
も
う
帰
り
た
く
な

い
と
い
っ
て
、
経
済
学
を
勉
強
し
た
ん
だ
け
れ
ど
も
馬
中
国
語

の
先
生
に
な
っ
て
日
本
の
大
学
に
ず
っ
と
居
着
い
ち
ゃ
っ
た
と

い
う
人
も
か
な
り
多
い
よ
う
で
す
ね
。
だ
か
ら
学
者
に
な
る
と

か
、
い
い
仕
事
を
す
る
と
か
い
う
の
は
二
の
次
で
、
と
に
か
く

日
本
に
居
着
い
て
し
ま
い
た
い
と
い
う
の
．
が
多
か
っ
た
で
す

ね
。
そ
れ
で
ア
メ
リ
カ
へ
移
っ
て
も
、
ア
メ
リ
カ
で
落
ち
着
い

て
し
ま
い
た
い
と
い
う
。
や
は
り
見
て
い
る
と
、
半
分
オ
フ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

コ
だ
け
れ
ど
も
A
例
え
ば
台
湾
な
ん
か
だ
と
蒋
介
石
の
時
代

で
、
国
民
党
の
支
配
が
い
や
で
、
ま
ず
日
本
へ
と
に
か
く
何
で

静
1
4
蒋
介
石
支
配
下
の
中
国
国
民
党
政

権
は
、
中
国
共
産
党
と
の
内
戦
（
国
共

内
戦
）
に
敗
れ
、
一
九
四
九
年
、
台
湾
に

亡
命
政
権
を
樹
立
し
た
。
以
後
一
九
七

五
年
の
死
去
ま
で
、
蒋
介
石
は
中
華
民

国
総
統
の
地
位
に
在
り
続
け
た
。

骨
1
5
日
中
交
流
に
多
大
な
貢
献
を
果
た

し
た
故
岡
崎
嘉
平
太
（
一
八
九
七
～
一

九
八
九
）
の
遺
産
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
、

中
国
を
主
と
し
た
ア
ジ
ア
か
ら
の
留

学
生
の
た
め
の
支
援
団
体
。

骨
1
6
一
九
二
九
年
の
世
界
恐
慌
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
、
資
本
主
義
社
会
の

危
機
に
対
応
し
て
登
場
し
た
学
派
の

こ
と
。
ケ
イ
ン
ズ
の
経
済
理
論
を
受
け

継
ぎ
、
政
策
的
に
は
国
家
に
よ
る
有
効

需
要
の
増
減
を
通
じ
て
大
量
失
業
と

不
況
の
緩
和
を
図
り
、
資
本
主
義
の
修

正
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
、
経

済
理
論
上
で
は
従
来
の
ミ
ク
ロ
分
析

に
加
え
、
産
出
量
の
変
動
を
取
り
扱
う

マ
ク
ロ
分
析
を
中
心
に
据
え
よ
う
と

す
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

静
1
7
留
ヨ
量
8
コ
ー
刀
豊
〉
耳
6
ミ
（
一
九

一
五
－
　
）
一
九
四
〇
年
よ
り
M
－
T

で
経
済
学
を
担
当
。
ケ
イ
ン
ズ
学
派
の

所
得
分
析
理
論
を
発
展
さ
せ
た
新
古

典
派
総
合
と
い
わ
れ
る
理
論
的
立
場

、
を
と
る
。
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
、
ケ
ネ
デ

ィ
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
各
政
権
の
経
済
プ
レ

ー
ン
。
一
九
七
〇
年
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学

賞
受
賞
。

・｝

P8

C
＆
喜
Φ
δ
Q
l
O
藝
霧
τ
8
ス
一

九
一
〇
1
　
）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
連
銀
、

国
際
決
済
銀
行
く
B
l
S
）
、
連
邦
準
備

理
事
会
（
F
R
B
）
、
戦
略
情
報
事
務
局

（
O
S
S
）
勤
務
の
後
、
一
九
四
八
年
マ

サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
助
教
授
。

五
一
年
教
授
、
七
六
年
名
誉
教
授
。

静
1
9
「
Φ
◎
コ
猷
⑩
戸
く
く
霧
国
く
≦
（
一
’
九
〇
六

1
一
九
九
九
）
ゴ
ス
プ
ラ
ン
（
ソ
連
・

国
家
計
画
委
員
会
）
に
勤
務
後
、
西
独

へ
移
り
、
キ
ー
ル
大
学
の
世
界
経
済
研

究
所
研
究
員
。
一
九
二
九
年
南
京
の
中

国
政
府
の
経
済
顧
問
。
一
九
三
一
年
渡

米
。
全
国
経
済
調
査
会
（
N
B
E
R
）
及

tO4



ell　lmm：z　te一一

も
い
い
か
ら
来
ち
ゃ
っ
て
、
チ
ャ
ン
ス
を
見
つ
け
て
ま
た
ア
メ

リ
カ
へ
行
っ
て
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
で
℃
ゴ
∪
を
取
っ
て
大
学
の

先
生
に
な
る
、
と
い
う
よ
う
な
人
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。
い
ま

だ
に
そ
う
し
て
い
る
の
を
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
か
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
お

宮
沢
　
私
は
い
ま
岡
崎
嘉
平
太
国
際
奨
学
財
団
の
理
事
長
を

や
っ
て
い
ま
す
が
、
財
団
は
毎
年
中
国
か
ら
の
留
学
生
を
受
け

入
れ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
大
部
分
の
留
学
生
は
ち
ゃ
ん

と
中
国
に
帰
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ち
ゃ
ん
と
仕
事
を
し
て
い

る
。
中
国
が
発
展
す
る
、
政
治
も
安
定
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

帰
る
人
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
国
別
に
み
る
と
や
は
り
比
率
か

ら
い
え
ば
、
日
本
人
が
一
番
海
外
の
留
学
先
か
ら
は
帰
っ
て
来

て
い
る
よ
う
で
す
ね
。
も
っ
と
も
、
最
近
は
商
売
と
結
び
つ
い

て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
て
、
留
学
し
た
ら
そ
の
ま
ま
居
着
く
と

い
う
日
本
人
も
増
え
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
そ
う
い
う
文
化
が

あ
る
と
思
い
ま
す
ね
。

M
I
T
で
の
留
学
①
1
経
済
成
長
論
、
制
度
学
派

宮
崎
　
と
こ
ろ
で
ア
メ
リ
カ
に
行
く
前
に
、
留
学
を
ど
こ
に
す

る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
相
談
し
た

ん
で
す
が
、
イ
ギ
リ
ス
と
い
う
考
え
方
も
ひ
と
つ
は
あ
っ
た
ん

で
す
。
し
か
し
、
や
は
り
「
新
し
い
経
済
学
」
、
そ
れ
か
ら
有

能
な
人
が
集
ま
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
ア
メ
リ
カ
の
方
が

い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
私
は
M
I
T
を
選
び
ま

し
た
。
ご
存
知
の
よ
う
に
M
I
T
は
地
理
的
に
は
ボ
ス
ト
ン
の

隣
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
市
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
ハ
ー
バ
ー
ド
と
並

ん
で
あ
る
わ
け
で
す
。
多
く
の
人
た
ち
は
、
従
来
で
す
と
ハ
ー

バ
ー
ド
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
で
、
ハ
ー
バ
ー
ド
も
い
い
か
な
と

は
思
っ
た
ん
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
違
っ
た
理
由
で
私
は
M
I
T

を
選
び
ま
し
た
。

　
　
一
つ
は
、
当
時
の
日
本
で
は
経
済
政
策
を
つ
く
る
場
合
に
、

非
常
に
簡
単
な
ツ
ー
ル
し
か
な
か
っ
た
ん
で
す
。
新
し
い
ツ
ー

ル
と
い
う
の
は
、
当
時
日
本
で
は
近
代
経
済
学
と
い
っ
て
い
た

も
の
で
す
。
ま
だ
、
そ
の
中
の
ケ
イ
ン
ズ
だ
な
ん
だ
と
い
う
の

は
特
に
私
に
は
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
の
近
代
経
済
学
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

り
、
ケ
イ
ン
ズ
学
派
の
牙
城
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
M
I
T
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
レ

選
び
ま
し
た
。
当
時
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
と
か
キ
ン
ド
ル
バ

　
　
　
む
ほ

ー
ガ
ー
と
い
う
よ
う
な
人
た
ち
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
ハ

ー
バ
ー
ド
よ
り
は
M
I
T
に
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
り

ち
う
ん
ハ
ー
バ
ー
ド
に
も
、
レ
オ
ン
チ
ェ
フ
と
か
デ
ュ
三
元

　
　
　
　
の
の

ン
ベ
リ
ー
と
い
う
優
れ
た
学
者
が
お
ら
れ
た
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
も
っ
と
新
し
い
と
い
う
意
味
で
、
M
I
T
を
選
び
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

理
論
的
に
も
詳
し
く
、
ま
た
、
手
法
と
し
て
も
計
量
経
済
学

の
手
法
が
中
心
で
し
た
。

　
　
M
I
T
の
中
に
経
済
学
部
も
あ
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
ロ
ッ
ク

フ
ェ
ラ
ー
財
団
か
ら
は
、
お
ま
え
の
将
来
の
仕
事
を
考
え
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
る
お

国
際
問
題
研
究
所
　
（
○
Φ
⇒
叶
①
同
　
艶
∪
村
　
H
謬
滑
Φ
同
富
p
D
け
一
〇
＝
自
ρ
一
　
ω
口
』
α
一
①
ω
）

の
方
が
い
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
こ
の
客
員
研
究
員
み
た
い
な

形
で
留
学
を
し
て
、
一
部
屋
与
え
ら
れ
て
、
一
年
半
そ
こ
で
勉

強
し
た
わ
け
で
す
。

　
　
い
ち
お
う
ゲ
ス
ト
の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
掛

導
教
官
み
た
い
な
人
は
い
ま
せ
ん
が
、
・
い
ろ
い
ろ
面
倒
を
見
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
セ

く
れ
る
と
い
う
の
で
、
エ
ベ
レ
ッ
ト
・
へ
ー
ゲ
ン
さ
ん
と
い

う
経
済
学
者
が
面
倒
を
み
て
く
れ
ま
し
た
。
へ
一
・
ゲ
ン
さ
ん
と

い
う
人
は
基
本
的
に
は
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
で
す
け
れ
ど
も
、
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
の
ム

程
度
制
度
学
派
的
な
影
響
を
受
け
て
い
る
人
で
も
あ
っ
て
、

た
ま
た
ま
日
本
の
研
究
も
し
て
い
た
。
明
治
維
新
の
研
究
を
し

て
い
て
、
明
治
維
新
と
い
う
の
は
い
っ
た
い
誰
が
や
っ
た
ん
だ
、

そ
の
中
心
に
な
っ
た
の
は
下
級
武
士
で
、
そ
れ
が
革
命
の
原
動

／

び
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
勤
務
。
一
九
七

三
年
、
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
受
賞
。
七

五
年
よ
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
教
授
、

米
国
労
働
省
、
商
務
省
各
顧
問
な
ど
歴

任
。

●卜

Q0

O
⊆
Φ
o
o
①
⊃
9
「
ヌ
」
P
∋
O
ω
ω
δ
ヨ
⊆
Φ

（一

繹
齡
ｪ
1
　
）
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教

授
。
相
対
所
得
仮
説
や
マ
ク
ロ
経
済
学

の
消
費
関
数
理
論
で
著
名
。
一
九
六
六

～
六
八
年
に
は
「
一
一
ユ
」
・
エ
コ
・
ノ
ミ

ッ
ク
ス
」
提
唱
者
と
し
て
ジ
ョ
ン
ソ
ン

大
統
領
の
経
済
諮
問
委
員
を
務
め
た
。

静
2
1
数
理
経
済
学
お
よ
び
近
代
統
計
学

を
理
論
的
方
法
的
基
礎
と
し
て
生
ま

れ
た
学
問
分
野
。
こ
れ
に
よ
り
、
経
済

現
象
を
定
量
的
に
分
析
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
。

静
2
2
一
九
五
一
一
年
に
M
l
T
内
に
設
立

さ
れ
た
、
国
際
社
会
に
お
け
る
政
治
、

安
全
保
障
、
経
済
問
題
に
関
す
る
研
究

機
関
。
C
l
S
も
し
く
は
C
E
N
l
S

と
略
称
。
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
、
ア

メ
リ
カ
の
対
外
援
助
政
策
の
基
盤
を

つ
く
る
等
の
貢
献
を
．
し
た
。
創
設
者
は

M
－
T
教
授
で
あ
っ
た
M
こ
ミ
リ
カ

ン
。
開
発
問
題
研
究
の
主
要
メ
ン
バ
ー

は
、
ミ
リ
カ
ン
、
ロ
ス
ト
ウ
、
ロ
ー
ゼ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
ー
1
ロ
ダ
ン
な
ど
。
キ
ン
ド

ル
バ
ー
ガ
ー
も
協
力
者
で
あ
っ
た
。
註

十
八
、
註
二
六
、
註
三
〇
参
照
な
ど
も
。

静
2
3
〒
位
◎
Φ
コ
噛
m
く
Φ
「
Φ
舜
m
（
一
九
〇
六
1

「
九
九
一
一
一
）
米
国
政
府
予
算
局
、
米
国

経
済
協
力
局
を
経
て
、
「
九
四
八
年
よ

り
イ
リ
ノ
イ
大
学
教
授
。
五
三
年
に
M

I
T
へ
と
移
り
、
七
〇
年
に
国
際
問
題

研
究
所
所
長
。
米
国
財
務
省
な
ど
の
政

府
機
関
の
顧
問
等
を
歴
任
。
日
本
一
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
の
政
府
へ
の
助
言

も
お
こ
な
っ
た
。

幹
2
4
一
九
世
紀
末
か
ら
一
九
三
〇
年
代

に
か
け
て
ア
メ
リ
カ
で
形
成
さ
れ
た

経
済
学
の
一
学
派
。
ヴ
ェ
ブ
レ
ン

（
↓
ロ
ロ
・
＜
Φ
σ
一
①
コ
）
な
ど
が
そ
の
代
表
者
。

古
典
学
派
の
静
態
的
分
析
を
排
し
、
社

会
制
度
の
変
化
に
注
目
し
て
、
経
済
現
　
　
　
0
5

象
の
動
態
的
把
握
を
行
っ
た
。
　
　
　
　
　
1



力
に
な
っ
た
、
彼
等
が
中
心
に
な
っ
て
制
度
を
変
え
て
い
っ
た

と
い
う
。
そ
う
い
う
こ
と
に
非
常
に
関
心
が
あ
る
経
済
学
者
で

も
あ
っ
て
、
一
面
で
は
制
度
的
な
要
因
を
経
済
発
展
の
要
因
と

し
て
非
常
に
重
視
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は

そ
れ
ま
で
へ
ー
ゲ
ン
と
い
う
人
を
知
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
に
推
薦
さ
れ
た
M
I
T
で
、
そ
の
人
の

と
こ
ろ
で
勉
強
し
ま
し
た
。

　
へ
ー
ゲ
ン
氏
自
体
は
、
日
本
で
は
別
の
こ
と
で
知
ら
れ
て
い

た
ん
で
す
。
ま
だ
司
令
部
の
統
制
経
済
の
時
代
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
日
本
の
社
会
資
本
を
整
備
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う

こ
と
で
調
査
に
来
た
グ
ル
ー
プ
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
中
で
も
、

日
本
の
道
路
事
情
を
調
査
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
道
路
調
査
団
（
ワ
ト
キ
ン
ス
調
査
団
）
と
い
う
の
が
司
令

部
に
招
か
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
た
。
へ
ー
ゲ
ン
と
い
う
人

は
そ
の
道
路
調
査
団
に
加
わ
っ
て
来
て
い
る
ん
で
す
。
そ
し
て

そ
の
報
告
書
を
書
い
た
の
が
彼
で
す
。
そ
の
冒
頭
の
と
こ
ろ
に

「
日
本
の
道
路
は
、
工
業
国
と
し
て
は
信
じ
難
い
ほ
ど
劣
悪
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
み

あ
る
」
と
い
う
有
名
な
一
句
が
最
初
に
出
て
来
る
ん
で
す
ね
。

そ
し
て
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
日
本
の
社
会
資
本
、
特
に
道
路

か
ら
始
め
よ
う
と
い
う
勧
告
を
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
関
係
者

の
間
で
は
そ
の
点
は
知
ら
れ
て
い
た
ん
で
す
が
、
学
会
に
お
け

る
へ
ー
ゲ
ン
氏
の
発
言
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
日
本

で
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
人
で
す
。
し
か
し
日
本
に
は
た
い

へ
ん
理
解
が
あ
る
先
生
で
、
お
蔭
で
愉
快
に
効
果
的
に
M
I
T

生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
制
度
学
派
の
影
響
と
し
て
は
、
た
ま
た
ま
M
I
T
に
は
ロ
ス

　
リ
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
シ

ト
ウ
も
い
た
わ
け
で
す
。
テ
イ
ク
オ
フ
理
論
と
い
い
ま
す
か
、

経
済
発
展
上
の
経
済
離
陸
理
論
を
つ
く
り
あ
げ
ま
し
て
、
講
義

で
も
、
ど
こ
か
の
国
は
い
つ
テ
イ
ク
オ
フ
し
た
、
と
や
っ
て
い

て
、
日
本
の
デ
ー
タ
も
か
な
り
使
っ
て
い
ま
し
た
。
テ
イ
ク
オ

フ
の
初
期
条
件
そ
し
て
、
一
定
の
貯
蓄
率
だ
と
か
、
農
業
（
土
r

地
）
改
革
」
だ
と
か
そ
う
い
う
こ
と
も
研
究
討
論
し
ま
し
た
。

　
日
本
の
デ
ー
タ
と
い
え
ば
、
そ
れ
で
思
い
出
す
ん
で
す
が
、

私
と
同
じ
こ
ろ
に
、
私
よ
り
若
い
碓
氷
さ
ん
と
い
う
人
が
い
ま

し
た
。
皆
さ
ん
ご
存
知
で
す
か
、
い
ま
淑
徳
大
学
の
経
済
学
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
お

教
授
を
し
て
い
る
碓
氷
尊
（
う
す
い
・
み
こ
と
）
さ
ん
と
い

う
人
が
計
量
経
済
学
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン

の
ク
ラ
ス
に
も
出
て
い
た
し
、
ロ
ス
ト
ウ
の
ク
ラ
ス
に
も
出
て

い
て
、
彼
は
日
本
の
デ
ー
タ
を
整
理
す
る
と
い
う
こ
と
で
ロ
ス

ト
ウ
に
非
常
に
珍
重
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
後
で
私
は

国
連
に
出
向
す
る
ん
で
す
が
、
彼
も
私
に
一
年
ぐ
ら
い
遅
れ
て

国
連
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
て
、
長
い
つ
き
合
い
に
な

り
ま
し
た
。
彼
は
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
と
い
う
よ
り
は
計
量
経
済
学

者
で
、
い
ろ
い
ろ
な
モ
デ
ル
を
つ
く
っ
て
や
っ
て
い
た
人
で
す
。

　
私
は
学
者
で
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
そ
ん
な
に
特
殊
な
分
野
に

頭
を
突
っ
込
む
と
い
う
こ
と
を
や
ら
な
く
て
、
そ
こ
で
ず
っ
と

や
っ
て
い
る
経
済
成
長
理
論
と
か
制
度
改
革
と
経
済
成
長
の
関

係
と
か
、
混
合
体
制
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
体
制
か
と
い
う
よ

う
な
こ
と
を
主
と
し
て
勉
強
し
ま
し
た
。
で
き
れ
ば
こ
れ
が
日

本
の
経
済
計
画
の
作
成
に
役
立
て
ば
、
と
い
う
こ
と
で
勉
強
し

ま
し
た
。

　
経
済
成
長
と
い
う
言
葉
は
当
時
は
ま
だ
一
般
化
し
て
い
ま
せ

ん
で
、
①
8
⇒
o
巨
。
α
Φ
＜
o
δ
燭
ヨ
Φ
韓
と
い
う
言
葉
で
す
が
、
ケ

イ
ン
ジ
ア
ン
た
ち
が
Φ
o
o
昌
o
a
o
ひ
q
目
。
≦
筈
と
い
う
言
葉
を
使
い

始
め
て
、
そ
れ
を
日
本
で
何
と
訳
す
か
と
い
う
こ
と
で
い
ろ
い

ろ
議
論
が
あ
っ
た
の
は
覚
え
て
い
ま
す
。

中
村
　
古
い
先
生
方
が
、
成
長
と
い
う
言
葉
を
い
や
が
っ
た
ん

で
す
ね
。

鵡
ワ
ト
キ
ン
ス
調
査
団
は
、
一
九
五
六

年
五
月
に
来
日
し
、
名
古
屋
・
神
戸
高

速
道
路
建
設
計
画
の
検
討
を
行
な
っ

た
。
同
年
八
月
提
出
の
報
告
書
（
二
〇

〇
一
年
、
報
告
書
提
出
四
十
五
周
年
を

記
念
し
て
復
刻
版
が
山
草
書
房
よ
り

出
版
さ
れ
た
）
の
冒
頭
に
有
名
に
な
っ

た
文
章
、
」
］
」
Φ
「
o
p
Ω
ω
o
こ
。
η
Φ
コ
輿
Φ

ゴ
9
0
α
｝
σ
一
《
σ
口
α
．
Z
O
O
5
Φ
ニ
コ
Ω
岳
望
里

冨
量
」
3
ω
8
8
ヨ
夏
9
芝
屈
一
塁

房
」
σ
謬
契
ω
誘
δ
3
．
．
が
あ
る
。
日
本
の

高
速
道
路
整
備
と
の
整
備
と
モ
ー
タ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
発
展
に
著
し
い
貢

献
を
し
た
。

茄
刀
8
胃
ミ
ー
≦
口
胃
《
く
3
ぎ
コ
（
一
九
一

六
一
二
〇
〇
三
）
一
九
四
五
年
国
務
省

に
勤
務
。
英
国
で
の
大
学
講
師
を
経
て
、

M
－
T
教
授
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
時
は
、

ケ
ネ
デ
ィ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
両
政
権
の

国
家
安
全
保
障
問
題
担
当
特
別
補
佐

官
を
歴
任
。
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
下
、
「
ロ
ス

ト
ウ
路
線
」
と
呼
ば
れ
る
近
代
化
理
論

を
米
国
の
対
外
開
発
援
助
政
策
に
定

着
さ
せ
た
。
M
－
T
の
C
l
S
に
お
か

れ
た
開
発
問
題
研
究
チ
ー
ム
の
主
要

メ
ン
バ
ー
。

憂
全
て
の
社
会
は
、
伝
統
的
社
会
、
離

陸
（
テ
イ
ク
オ
フ
）
の
先
行
条
件
期
、
離

陸
、
成
熟
期
、
高
度
大
衆
消
費
社
会
の

五
段
階
の
い
ず
れ
か
に
あ
る
、
と
し
た

経
済
発
展
論
。
ロ
ス
ト
ウ
の
著
書

．
φ
慧
。
↓
m
8
「
6
ヨ
す
Ω
「
9
§
、
．
の
な
か

で
最
初
に
展
開
さ
れ
た
。
離
陸
の
指
標

は
、
国
民
所
得
に
占
め
る
貯
蓄
率
、
投

資
率
の
急
激
な
増
大
に
よ
っ
て
計
ら

れ
る
が
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
め
ぐ
っ

て
は
、
様
々
な
論
争
が
存
在
し
た
。

晶
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
十
一
月
二

七
日
生
ま
れ
。
大
学
卒
業
後
、
フ
ル
ブ

ラ
イ
ト
留
学
生
と
し
て
、
M
l
T
で
キ

ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
、
ロ
ス
ト
ウ
等
に
学

ぶ
。
昭
和
三
五
年
国
連
入
り
し
、
経
済

社
会
局
、
U
N
－
D
O
（
国
連
工
業
開

発
機
関
）
を
経
て
、
同
四
七
～
五
一
年

O
E
C
D
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
。

筑
波
大
学
、
塔
婆
義
塾
大
学
教
授
を
経

て
、
平
成
十
年
よ
り
淑
徳
大
学
教
授
。

国
連
大
学
高
等
研
究
所
兼
任
教
授
で

も
あ
る
。
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宮
崎
　
い
ろ
い
ろ
議
論
が
あ
り
ま
し
て
、
正
式
に
政
府
の
諮
問

文
に
意
見
を
入
れ
た
の
は
誰
の
発
案
な
い
し
影
響
だ
っ
た
か
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
カ

く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
内
田
忠
夫
さ
ん
と
か
渡
部
経
彦
さ
ん
、

そ
の
へ
ん
で
す
か
。

中
村
　
そ
れ
か
ら
ロ
ス
ト
ウ
の
本
の
翻
訳
が
『
経
済
成
長
の
諸

段
階
』
で
し
ょ
う
。
原
題
は
『
Q
っ
8
0
q
Φ
ω
o
h
国
o
o
昌
。
日
一
〇

Ω
同
。
妻
9
』
で
す
か
。

宮
焙
　
そ
・
ワ
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
O
Φ
巨
Φ
同
8
村
目
8
葺
。
。
叶
δ
コ
。
一

Qっ

∫
ｪ
①
ω
（
国
際
問
題
研
究
所
）
の
所
長
が
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
リ

　
ね
ね

カ
ン
と
い
う
人
で
、
彼
は
。
q
8
≦
昏
ω
ε
身
と
い
う
言
い
方
で

各
国
の
ひ
q
同
。
ξ
9
が
い
か
に
あ
る
べ
き
か
と
い
う
研
究
を
し
、

知
ら
ぬ
問
に
、
「
発
展
」
で
は
な
く
て
「
経
済
成
長
」
と
い
う

言
葉
が
一
．
般
化
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
「
発
展
」
と

い
う
の
は
、
数
量
化
が
非
常
に
難
し
い
ん
で
す
が
、
「
成
長
」

と
い
う
場
合
に
は
主
と
し
て
国
民
所
得
（
あ
る
い
は
国
民
総
生

産
）
の
成
長
で
す
。
経
済
成
長
率
と
い
う
の
は
国
民
所
得
の
成

長
で
あ
っ
て
、
国
民
所
得
分
析
が
経
済
計
画
に
使
わ
れ
る
。
そ

の
国
民
所
得
の
分
析
と
い
う
の
は
、
あ
く
ま
で
も
ケ
イ
ン
ジ
ア

ン
的
手
法
で
あ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。
成

長
は
定
量
的
で
発
展
は
定
性
的
な
言
葉
だ
ど
も
い
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

中
村
　
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
イ
・
ハ
ロ
ッ
ド
の
本
が
そ
の
前
に
あ

り
ま
し
た
が
、
あ
れ
は
何
と
い
う
題
で
し
た
っ
け
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

宮
崎
　
あ
れ
は
『
↓
○
ぐ
く
⇔
同
α
ω
　
自
⊃
　
一
）
旨
餌
巨
。
国
o
o
冨
。
ヨ
一
〇
ω
』
じ

ゃ
な
か
っ
た
で
す
か
。

中
村
　
一
九
五
〇
年
代
の
初
め
ぐ
ら
い
で
し
た
か
。
い
ま
と
な

れ
ば
誰
も
読
ま
な
い
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
。

宮
崎
　
三
三
年
九
月
に
イ
ギ
リ
ス
で
金
森
さ
ん
が
、
ハ
ロ
ッ
ド

に
師
事
し
て
勉
強
し
て
き
て
い
ま
す
。
金
森
さ
ん
も
「
国
際
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
が

済
学
」
（
一
九
三
三
年
）
に
つ
い
て
よ
く
発
言
し
て
い
ま
す
。

下
村
さ
ん
も
こ
の
本
に
学
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

中
村
　
も
う
ひ
と
つ
亀
①
＜
Φ
一
〇
b
ヨ
Φ
耳
ω
と
い
う
言
葉
で
思
い
出

す
の
は
、
た
ぶ
ん
当
時
は
低
開
発
国
の
経
済
発
展
を
理
論
的
に

説
明
す
る
と
い
う
モ
デ
ル
が
い
っ
ぱ
い
で
き
た
の
で
、
そ
の
時

．
分
は
だ
い
た
い
そ
っ
ち
の
方
は
α
①
＜
巴
8
ヨ
Φ
ヨ
と
い
っ
て
い

ま
し
た
ね
。
も
う
少
し
発
展
し
た
国
に
つ
い
て
は
α
q
N
o
薫
9
に

な
っ
て
い
ま
す
ね
。

宮
崎
　
テ
イ
ク
オ
フ
を
し
て
か
ら
発
展
す
る
の
に
、
何
で
表
す

か
と
い
う
と
き
に
ゆ
身
N
o
芝
9
で
表
し
て
い
ま
す
ね
。
屋
8
0
h

ぴq

ｯ
。
≦
9
（
成
長
率
）
と
い
う
概
念
が
使
わ
れ
た
の
も
、
そ
の

頃
な
ん
で
す
ね
。
で
す
か
ら
、
終
戦
直
後
の
傾
斜
生
産
の
目
標

と
．
か
、
「
あ
る
い
は
復
興
経
済
計
画
の
目
標
と
い
う
と
き
に
は
、

「
成
長
率
」
と
い
う
言
葉
は
出
て
い
ま
せ
ん
。
国
民
経
済
の
規

模
を
何
倍
に
す
る
と
か
、
そ
う
い
う
言
い
方
で
あ
っ
て
、
成
長

率
何
％
と
い
う
言
い
方
は
、
所
得
倍
増
計
画
の
時
か
ら
本
格
化

さ
れ
て
い
る
。
厳
密
に
い
え
ば
、
そ
の
前
の
「
新
長
期
経
済
計

画
」
か
ら
、
国
民
所
得
の
成
長
年
率
と
い
う
言
葉
は
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
同
計
画
は
六
・
五
％
の
成
長
率
を
想
定
し
ま
し
た
。

　
日
本
が
高
度
成
長
を
始
め
て
屋
8
0
h
ひ
q
δ
箋
9
と
言
い
出
し

た
こ
と
に
は
、
各
国
が
犬
変
興
味
を
持
ち
ま
し
て
、
イ
ン
ド
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ム

例
え
ば
統
計
学
者
の
マ
ハ
ラ
ノ
ビ
ス
な
ど
も
、
成
長
率
と
言

っ
て
イ
ン
ド
の
成
長
率
を
測
定
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
そ
の
お

株
を
奪
う
よ
う
に
、
所
得
倍
増
計
画
で
成
長
率
が
ど
う
の
こ
う

の
い
っ
た
わ
け
で
す
。
ネ
ー
ル
首
相
が
日
本
に
来
た
時
に
、

「
こ
れ
ほ
ど
経
済
成
長
率
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
国
民
は

見
た
こ
と
が
な
い
」
と
え
ら
い
感
心
し
て
い
ま
し
た
。
ケ
ネ
デ

ィ
も
同
じ
よ
う
に
、
「
成
長
率
と
い
う
概
念
を
一
般
化
し
た
の

は
日
本
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
お
り
ま
す
。

薦
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
七
月
二

五
日
生
ま
れ
。
東
京
大
学
経
済
学
部
卒

業
後
、
ガ
リ
オ
ア
留
学
生
と
し
て
シ
カ

ゴ
大
学
に
留
学
。
東
大
助
教
授
か
ら
、

昭
和
四
〇
年
教
授
。
四
三
年
に
は
八

幡
・
富
士
製
鐵
の
合
併
に
反
対
声
明

を
発
表
す
る
な
ど
、
政
府
経
済
政
策
に

影
響
を
与
え
て
き
た
。

蕊
≦
≡
盃
コ
ー
ζ
9
（
「
「
磐
三
コ
（
「
九
＝
二

一
一
九
六
九
）
一
九
五
一
～
五
二
年
は

C
－
A
副
長
官
。
同
年
M
I
T
に
戻
り

国
際
問
題
研
究
所
を
設
立
。
ア
レ
ン
・

ダ
レ
ス
C
l
A
長
官
と
の
密
接
な
連

絡
の
下
、
同
研
究
所
を
運
営
し
た
。
経
．

済
学
者
と
し
て
は
後
進
国
開
発
の
過

程
に
つ
い
て
の
研
究
を
し
た
。
一
九
五

四
年
の
「
ミ
リ
カ
ン
・
ロ
ス
ト
ウ
提
案
」

で
有
名
。
註
二
二
も
参
照
の
こ
と
。

盛
工
Φ
「
δ
ρ
刀
。
＜
「
o
「
冨
る
。
（
一
九
〇
〇

1
一
九
七
八
）
「
九
一
一
二
年
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
大
学
講
師
。
英
海
軍
勤
務
を

経
て
、
四
六
～
五
二
年
ま
で
同
大
教
授
。

一
M
F
経
済
顧
問
、
王
立
経
済
学
会
会

長
な
ど
歴
任
。
ケ
イ
ン
ズ
の
影
響
を
強

く
受
け
、
一
般
理
論
の
完
成
に
協
力
、

ケ
イ
ン
ズ
の
巨
視
的
成
長
理
論
の
基

礎
を
築
い
た
。
サ
ー
の
称
号
を
持
つ
。

艶
正
式
な
書
名
は
、
工
雪
o
ρ
刀
。
《
コ
糟

、
♂
蓄
募
魅
書
§
ぴ
署
∋
諺
、

切
。
∋
Φ
、
Φ
o
Φ
ミ
箒
奉
、
o
℃
ヨ
Φ
コ
耐
黛

Φ
o
o
こ
。
§
、
o
　
琴
Φ
o
ミ
　
鋤
こ
魁
　
ヨ
Φ
、
、

§
夏
、
8
、
、
§
、
o
℃
o
、
、
ミ
噛
、
、
ζ
8
旦
〒

一
重
1
6
畠
（
邦
訳
　
『
動
態
経
濟
學
序
説
』

高
橋
長
太
郎
・
鈴
木
諒
一
共
訳
（
有
斐

閣
、
一
九
五
三
年
）
。
ハ
ロ
ッ
ド
の
経
済

成
長
理
論
は
、
一
九
三
九
年
の
著
作

、
師
。
。
ミ
ョ
§
山
ヨ
び
ぎ
8
史
．
で
最
初

に
発
表
さ
れ
、
そ
の
後
m
＜
ω
O
《
O
O
ヨ
卑

が
．
．
O
山
相
耐
こ
U
S
m
き
⑦
、
o
斜
幻
鋤
耐
。
、

Ω
6
§
鋤
嵩
瓜
m
喜
§
〔
当
、
ゴ
霧
（
お

よ
び
、
、
切
ω
恥
k
い
ヨ
き
Φ
ぎ
Φ
o
ミ
b
、

9
§
Q
ヨ
ず
O
δ
ミ
ぜ
ご
霧
刈
、
邦
題
『
経

濟
成
長
の
理
論
』
）
で
展
開
し
た
理
論

と
併
せ
、
ハ
ロ
ッ
ド
・
ド
ー
マ
ー
・
モ

デ
ル
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

静
3
3
エ
Φ
「
δ
α
噛
刀
。
く
「
㌦
、
ぎ
電
ヨ
豊
§
恥
、

脚
§
O
ミ
8
．
．
．
Z
酢
9
’
お
ω
ω
■
の
こ
と
。

な
お
こ
の
本
の
序
文
は
、
ケ
イ
ン
ズ
に

よ
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
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そ
う
い
う
成
長
理
論
を
ひ
と
つ
勉
強
し
て
き
た
と
い
う
こ
と

で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
成
長
す
る
た
め
に
は
あ

る
程
度
制
度
的
な
変
化
が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
い
う
こ
と

も
学
び
ま
し
た
。
今
日
で
あ
れ
ば
制
度
改
革
み
た
い
な
も
の
で

す
が
、
そ
の
当
時
は
い
ま
の
構
造
改
革
な
ん
て
い
う
も
の
で
は

な
く
て
、
例
え
ば
具
体
的
に
は
農
地
改
革
で
す
。
特
に
先
ほ
ど

お
っ
し
ゃ
っ
た
途
上
国
に
お
い
て
は
、
ま
ず
農
地
改
革
が
実
地

さ
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
地
主
制
度
の
も
と
で
は
農
業
は
発

展
し
な
い
し
、
農
業
が
近
代
化
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
工
業

化
も
始
ま
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ
て
、
制
度
改
革
が
非

常
に
重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
、
成
長
論
を
学
ぶ
前
提
と
し
て
教

え
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
た
だ
残
念
な
が
ら
、
日
本
で
は
そ
の
点
は
あ
ま
り
評
価
さ
れ

ま
せ
ん
で
、
終
戦
直
後
は
、
制
度
改
革
な
ん
て
い
う
の
は
ア
メ

リ
カ
か
ら
強
制
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
経
済
成
長
に
役

立
っ
て
く
る
と
い
う
評
価
は
、
有
沢
先
生
な
ん
か
は
割
合
早
い

時
期
か
ら
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
が
、
一
般
に
は
制
度
改
革
が
経

済
成
長
に
寄
与
し
た
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ず
っ

と
後
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
こ
ん
に
ち
で
こ
そ
、
、
明
治
維
新
だ
、
戦
後
改
革
だ
、
そ
れ
と

並
ん
で
制
度
改
革
を
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
言
っ
て
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
着
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
日
本

で
は
戦
後
も
し
ば
ら
く
経
っ
て
か
ら
で
は
な
い
か
と
い
う
感
じ

が
し
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
た
ち
は
、
か
な
り

積
極
的
に
制
度
論
と
い
う
も
の
を
議
論
し
て
い
た
と
思
い
ま

す
つ
も
っ
と
も
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
分
野
で
は
資
本
主
義
の
制

度
改
革
と
い
う
意
味
で
二
重
構
造
と
独
占
構
造
の
改
革
、
打
倒

と
い
う
こ
と
を
い
っ
て
い
ま
し
た
。
構
造
改
革
の
も
う
一
つ
別

の
視
点
で
す
ね

M
I
T
で
の
留
学
②
i
混
合
経
済
体
制
論
と
の
七
日

宮
崎
　
そ
れ
と
関
連
す
る
こ
と
で
す
が
、
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
に
限

ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
近
代
経
済
学
と
い
う
の
は
、
資
本
主
義
経
済

を
対
象
に
し
て
い
る
経
済
学
、
自
由
主
義
経
済
学
と
い
う
も
の

で
す
か
ら
、
経
済
活
動
の
自
由
化
、
財
産
の
私
有
制
と
い
う
自

由
化
、
富
へ
の
自
由
、
あ
る
い
は
利
益
配
分
の
自
由
と
い
う
こ

と
で
、
文
字
通
り
自
由
経
済
な
ん
で
す
。
・
け
れ
ど
も
、
基
本
的

な
経
済
学
と
い
い
ま
す
か
、
私
は
こ
の
M
I
T
で
習
っ
た
ケ
イ

ン
ズ
経
済
学
と
い
う
の
は
、
全
く
の
自
由
放
任
の
経
済
学
と
は

違
う
、
現
在
の
新
古
典
派
と
全
然
違
う
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う

意
味
で
古
典
派
総
合
と
か
、
そ
う
い
う
名
前
で
呼
ば
れ
て
い
る

わ
け
で
す
が
、
こ
れ
を
体
制
的
に
い
え
ば
、
「
混
合
体
制
」
な

ん
で
す
。
自
×
①
畠
Φ
o
o
づ
。
∋
《
と
い
う
こ
と
で
す
。
サ
ミ
ュ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
る
み

ル
ソ
ン
の
『
経
済
学
』
と
い
う
テ
キ
ス
ト
は
、
私
が
行
く
少

し
前
に
初
版
が
出
版
さ
れ
た
ん
で
す
が
、
い
ま
は
何
版
が
出
て

い
ま
す
か
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
る
ぶ

中
村
　
脱
蝋
版
で
す
ね
。

宮
崎
　
そ
こ
で
「
混
合
体
削
」
と
い
う
言
葉
は
、
出
た
り
入
っ

た
り
し
て
い
る
ん
で
す
。
、
版
に
よ
っ
て
「
混
合
体
制
」
と
い
う

言
葉
が
消
え
て
い
る
版
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

　
も
と
も
と
混
合
体
制
と
い
う
の
は
、
こ
う
い
う
こ
と
で
す
。

自
由
経
済
あ
る
い
は
資
本
主
義
経
済
と
い
う
の
は
、
す
べ
て
が

自
由
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
基
本
的
に
は
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ

　
　
　
　
　
る
サ

ス
の
警
察
国
家
み
た
い
に
、
国
家
の
役
割
と
い
う
の
は
な
い

方
が
い
い
、
小
さ
い
方
が
い
い
ん
だ
と
い
う
考
え
方
な
ん
で
す

が
、
そ
の
中
で
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
は
若
干
違
っ
て
、
国
家
の
役

割
も
き
わ
め
て
重
大
だ
と
い
う
認
識
が
片
一
方
に
は
あ
る
ん
で

す
。
公
共
分
野
と
民
間
分
野
と
は
分
か
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

蓋
ζ
9
讐
ω
層
野
蚕
器
5
邸
O
藍
「
餌

（一

ｪ
九
三
1
【
九
七
二
）
ケ
ン
ブ
リ

ッ
ジ
大
学
卒
業
後
、
気
象
台
技
師
を
経

て
、
ベ
ン
ガ
ル
州
立
大
学
物
理
学
科
長
、

の
ち
大
学
長
。
一
九
三
一
年
公
立
イ
ン

ド
統
計
研
究
所
の
設
立
と
と
も
に
所

長
。
四
九
年
か
ら
イ
ン
ド
政
府
の
経
済

顧
問
と
な
り
、
五
ケ
年
計
画
委
員
会
委

員
と
し
て
活
躍
。
特
に
、
五
六
年
の
第

二
次
五
ケ
年
計
画
の
原
案
は
マ
ハ
ラ

ノ
ビ
ス
案
と
呼
ば
れ
、
非
社
会
主
義
国

に
お
け
る
計
画
経
済
の
実
施
を
目
指

し
た
。
M
l
T
の
C
－
S
グ
ル
ー
プ
は
、

こ
の
案
を
批
判
し
た
。

静
3
5
初
版
は
一
九
四
八
年
に
、
．
一
脚
。
こ
。
－

ヨ
、
8
、
山
コ
、
ミ
δ
亀
o
q
δ
ミ
山
こ
鋤
言
耐
－
、

と
し
て
ζ
o
Ω
苗
≦
－
エ
一
一
一
社
よ
り
刊
行
さ

れ
て
い
る
。

・5

R6

�
Z
〇
二
年
末
時
点
の
最
新
版

は
、
第
十
七
版
（
ζ
o
O
田
≦
士
三
、
二

〇
〇
一
年
）
。

“
3
7
夜
警
国
家
論
で
論
じ
ら
れ
た
、
国

家
の
一
形
態
を
指
す
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
正
確
に
は
「
夜
警
国
家
」
。
国

家
は
経
済
活
動
を
自
律
的
市
場
の

「
見
え
ざ
る
手
」
に
委
ね
る
こ
と
。
ま

た
、
国
家
の
任
務
は
度
量
衡
制
定
や

国
内
治
安
維
持
・
対
外
防
衛
な
ど
最

小
限
の
役
割
に
限
定
し
た
「
小
さ
な

政
府
」
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
、

と
さ
れ
て
い
た
。
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に
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
あ
る
程
度
は
途
上
国

の
こ
と
を
頭
に
入
れ
て
い
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
途
上
国
の

場
合
だ
け
で
は
な
く
て
、
先
進
国
の
場
合
で
も
混
合
体
制
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
ま
す
。
ヒ

　
そ
れ
で
は
、
混
合
体
制
に
お
け
る
政
府
の
役
割
と
い
う
の
は

何
か
。
こ
れ
は
何
も
か
に
も
政
府
が
口
を
出
し
て
い
く
こ
と
で

は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
せ
ん
。
限
定
的
で
、
、
民
間
と
の
役
割
分
担

が
き
ち
ん
と
し
て
い
る
。
非
常
に
大
雑
把
に
言
え
ば
、
マ
ク
ロ

的
な
も
の
に
つ
い
て
あ
る
程
度
政
府
は
責
任
を
持
っ
て
い
る
。

例
え
ば
財
政
と
か
金
融
な
ど
の
点
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
責
任

を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
他
の
分
野
、
ミ
ク
ロ
に
つ
い
て
は
企
業

の
自
由
競
争
が
基
本
的
な
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
よ
う
に
、
ミ

ク
ロ
と
マ
ク
ロ
と
に
分
け
て
、
マ
ク
ロ
は
公
共
的
な
介
入
な
い

関
与
を
や
る
部
分
が
多
い
、
ミ
ク
ロ
は
全
く
自
由
だ
、
と
い
う

考
え
方
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　
具
体
的
に
は
政
治
（
公
共
部
門
）
の
役
割
は
三
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
景
気
変
動
を
な
る
べ
く
小
さ
く
す
る
た
め
の
財
政
の
役

割
。
二
つ
目
は
長
期
的
な
資
本
の
形
成
で
す
。
民
間
の
資
本
と

い
う
の
は
、
ど
う
し
て
も
短
期
的
な
収
益
を
考
え
る
し
、
資
本

の
効
率
も
短
期
的
な
点
か
ら
考
え
る
け
れ
ど
、
よ
り
長
期
的
な

資
本
に
つ
い
て
は
、
あ
る
段
階
で
は
採
算
を
無
視
し
て
も
投
資

を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
分
野
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
社
会

資
本
の
分
野
が
政
府
の
受
け
持
つ
分
野
と
し
て
登
場
す
る
わ
け

で
す
。
「
社
会
資
本
」
と
い
う
言
葉
は
実
は
日
本
で
つ
く
ら
れ

る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
語
源
は
ヨ
臼
お
葺
胃
。
含
。
鉱
く
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
が

。
餌
豆
邑
と
い
う
言
葉
で
、
こ
れ
は
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
が
使
っ
た

言
葉
で
「
間
接
的
生
産
資
本
」
と
訳
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が

ω
o
o
邑
首
時
9
・
ω
噂
信
臼
霞
巴
。
。
・
二
巴
と
い
う
ふ
う
に
使
わ
れ
た
り

し
て
い
た
ん
で
す
。
私
は
、
こ
れ
は
自
分
が
作
っ
た
造
語
だ
な

・
ん
て
自
慢
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
所
得
倍
増
計
画
の

原
案
を
書
い
た
時
に
、
社
会
資
本
的
な
概
念
と
し
て
道
路
と
か

鉄
道
と
か
い
ろ
い
ろ
出
て
き
ま
ず
か
ら
、
そ
れ
を
一
括
し
て

「
社
会
資
本
」
と
呼
び
ま
し
た
。

　
日
本
の
文
献
で
は
所
得
倍
増
計
画
が
一
番
最
初
だ
と
思
う
ん

で
す
が
、
ω
o
o
芭
ヨ
巳
話
葺
胃
。
α
二
〇
け
貯
①
慈
O
冨
一
と
い
う
こ
と

で
使
っ
た
わ
け
で
す
。
、
要
す
る
に
、
「
社
会
資
本
」
と
い
う
言

葉
は
、
道
路
建
設
と
か
港
湾
建
設
と
か
鉄
道
建
設
と
か
と
い
う

社
会
的
な
性
格
を
持
っ
た
資
本
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

資
本
の
回
転
期
間
も
非
常
に
長
い
、
そ
れ
か
ら
あ
る
程
度
効
率

が
出
で
く
る
の
も
長
期
的
に
壱
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う

い
う
意
味
で
は
、
国
が
や
ら
な
け
れ
ば
、
個
別
の
民
間
資
本
で

は
な
か
な
か
や
ら
な
い
。
こ
れ
も
多
く
の
場
合
は
、
途
上
国
が

念
頭
に
あ
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
社
会
資
本
の
整
備
と
い
う

の
こ
と
が
近
代
国
家
に
お
け
る
役
割
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

ず
。

　
景
気
変
動
が
第
一
番
目
で
、
社
会
資
本
の
整
備
が
第
二
番
目

と
な
る
わ
け
で
す
が
、
第
三
番
目
が
今
日
で
言
う
セ
イ
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
と
い
、
い
ま
す
か
、
社
会
保
障
の
整
備
が
政
府
の
役
割
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
三
つ
を
し
っ
か
り
や
る
こ
と
が
、
近

代
経
済
に
お
け
る
政
府
の
役
割
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
何
で
も
か

ん
で
も
自
由
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
混
合
体
制
と
し
て
教
え

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
、
私
に
と
っ
て
は
、
そ
の
後
の
経
済
政

策
や
経
済
計
画
の
作
成
に
あ
た
っ
て
役
に
立
っ
た
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
そ
の
こ
と
は
現
在
で
も
生
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
ど
思
い

ま
す
。
つ
ま
り
規
制
緩
和
だ
と
か
構
造
改
革
と
い
う
こ
と
で
、

民
間
が
で
き
る
こ
ど
は
民
間
で
や
る
と
い
う
の
が
小
泉
さ
ん
の

言
い
方
で
、
そ
れ
は
民
間
中
心
で
い
い
ん
で
す
。
け
れ
ど
も
、

鱒
3
8
王
「
o
o
」
日
田
コ
ー
≧
σ
o
昌
0
■
（
一
九

「
五
1
　
）
ド
イ
ツ
に
生
ま
れ
、
反

ナ
チ
活
動
を
経
て
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
、

ト
リ
エ
ス
テ
大
学
な
ど
で
学
び
、
一

九
四
〇
年
渡
米
。
イ
エ
ー
ル
大
学
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
な
ど
の
教

授
職
を
歴
任
。
第
三
世
界
の
開
発
経

済
学
を
説
い
た
。
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何
で
も
民
間
で
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
か
、
政
府
は
小
さ

け
れ
ば
小
さ
い
ほ
ど
い
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
で
は
な
い

か
、
と
私
は
今
で
も
信
じ
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
場
合
に
は
こ
の
三
つ
の
政
府
の
役
割
の
中
で
、
社
会

資
本
は
あ
る
程
度
政
府
の
手
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
き
た
と
い

う
意
味
で
は
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
ど
い
い
ま
す
か
、
混
合
体
制
の

経
済
学
は
活
か
さ
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
最
近
の
風
潮
か
ら

．
い
え
ば
、
少
し
過
度
に
政
府
の
役
割
が
評
価
さ
れ
て
き
た
と
い

う
反
省
点
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
効
率
が
悪
く
て
お
金
を
ば
ら

ま
い
た
と
言
わ
れ
る
。
実
は
そ
う
ば
か
り
で
は
な
い
と
私
は
思

っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
一
般
に
は
ば
ら
ま
き
が
行
な
わ

れ
た
、
効
率
を
無
視
し
た
と
い
う
批
判
も
あ
る
ん
で
す
が
、
基

本
的
に
社
会
資
本
の
整
備
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
こ
と
で
進

め
ら
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
社
会
保
障
の
ほ
う
は
、
医
療
保
障
制
度
な
ど
は
世
界
に
冠
た

る
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
や
は
り
政
府

が
あ
る
程
度
公
共
部
門
と
し
て
扱
っ
て
き
た
と
こ
ろ
に
、
そ
の

背
景
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
世
界
最
．
長
の
長
寿

社
会
、
非
常
に
低
い
感
染
症
の
発
生
等
、
公
共
部
門
の
果
し
た

役
割
は
大
き
い
。

　
こ
の
三
つ
の
政
府
の
役
割
の
中
で
、
．
一
番
最
初
の
景
気
変
動

の
波
を
小
さ
く
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
や
や
弱
か
っ

た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
感
じ
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
戦
後

の
日
本
を
と
っ
て
み
れ
ば
、
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
と
言

わ
れ
て
か
ら
，
あ
る
い
は
そ
の
ち
ょ
っ
と
前
、
一
九
五
四
年
頃

か
ら
、
景
気
変
動
と
い
う
も
の
が
表
面
化
し
て
く
る
ん
で
す
ね
。

以
来
い
ざ
な
ぎ
景
気
と
か
、
神
武
景
気
だ
と
か
が
あ
る
ん
で
す

が
、
ど
う
も
景
気
変
動
へ
の
対
応
の
仕
方
が
ま
ず
か
っ
た
と
い

う
感
じ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
自
由
経
済
だ
か
ら
政
府

は
あ
ま
り
干
渉
し
な
く
て
い
い
と
い
う
頭
が
ど
こ
か
に
あ
．
っ

て
、
し
か
も
や
る
と
き
に
は
お
っ
か
な
び
っ
く
り
で
や
る
と
い

う
の
が
日
本
の
場
合
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
い
う
感
じ
で
す
。

そ
れ
が
ハ
ッ
キ
リ
し
た
の
は
バ
ブ
ル
の
発
生
で
あ
り
、
バ
ブ
ル

の
崩
壊
の
処
理
の
ま
ず
さ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
点
は

後
で
述
べ
ま
す
。

　
話
は
飛
び
ま
す
が
、
過
去
十
年
間
、
ア
メ
リ
カ
は
最
良
の
発

展
の
時
代
を
遂
げ
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
景
気
変
動
か
ら
自
由
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
カ

な
っ
た
，
「
新
し
い
経
済
」
が
誕
生
し
た
と
い
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
背
景
に
技
術
革
新
と
か
情
報
通
信
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
基
本
的
に
自
由
主
義
経
済
と
い
う
の
は
、
神
の

手
が
動
か
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
人
間
が
つ
く
り
あ
げ
た
秩

序
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
や
は
り
景
気
変
動
と
い
う
の
は
避

け
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
変
動
を
な
る
べ

く
小
さ
く
す
る
、
事
前
に
早
目
に
対
処
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
か

ら
も
重
要
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
し
て
、
従
来
の
よ
う
に

景
気
変
動
が
一
国
で
限
ら
れ
る
ど
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
一

国
の
景
気
変
動
が
ほ
か
の
国
に
影
響
を
与
え
る
、
し
か
も
ほ
か

の
国
の
景
気
が
自
分
の
国
に
影
響
し
て
く
る
と
い
う
部
分
が
非

常
に
大
き
く
か
つ
速
度
も
速
く
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
点

で
は
や
は
り
「
混
合
体
制
」
と
い
う
の
は
経
済
改
革
の
形
成
に
、

と
っ
て
非
常
に
示
唆
に
富
む
言
い
方
で
は
な
い
か
と
私
は
思
っ

て
い
ま
す
。

　
留
学
し
た
時
に
は
そ
う
い
う
こ
と
を
勉
強
し
て
き
た
つ
も
り

で
す
。
ど
の
程
度
効
果
が
上
が
っ
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
・
日

本
に
い
た
の
で
は
そ
う
い
う
勉
強
は
あ
ま
り
で
き
な
か
っ
た
か

も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
政
府
の
役
割
に
つ

い
て
、
ア
メ
リ
カ
へ
行
っ
て
わ
か
っ
た
の
は
、
当
の
ア
メ
リ
カ

で
も
政
府
の
役
翻
は
小
さ
け
れ
ば
小
さ
い
ほ
ど
い
い
と
い
う
わ

・｝

^
一
九
九
七
年
六
月
三
日
付
「
－
∋
Φ

≦
o
＝
ω
需
Φ
2
」
o
⊆
∋
o
こ
紙
上
で
の
、

前
F
R
B
理
事
の
W
・
エ
ン
ジ
ェ
ル

の
コ
メ
ン
ト
「
既
に
七
年
目
に
入
る

こ
の
（
ア
メ
リ
カ
の
）
経
済
的
拡
張

に
は
終
わ
り
が
見
え
な
い
」
か
ら
有

名
に
な
っ
た
言
葉
。
情
報
技
術
革
命

に
よ
り
、
企
業
は
顧
客
が
望
む
も
の

を
望
む
時
に
望
む
だ
け
生
産
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
こ
の
結
果
、
生
産
性

が
上
が
り
低
イ
ン
フ
レ
・
低
失
業
率

の
両
立
が
実
現
可
能
に
な
り
、
ア
メ

リ
カ
は
従
来
と
違
っ
た
（
新
た
な
）

不
況
知
ら
ず
の
成
長
段
階
に
入
っ
た
、

と
す
る
説
。

・ひ

S0

ｺ
和
三
七
（
一
九
六
二
）
年
四
月

十
日
、
ア
メ
リ
カ
の
鉄
鋼
業
界
は
ケ

ネ
デ
ィ
大
統
領
と
の
紳
士
協
定
を
破

り
、
全
商
品
の
大
幅
値
上
げ
を
発
表

．
し
た
。
対
し
て
大
統
領
は
「
米
国
民

の
利
益
を
侮
辱
す
る
の
は
、
受
け
入

れ
が
た
い
」
と
し
、
司
法
省
・
連
邦

取
引
委
員
会
に
反
ト
ラ
ス
ト
法
違
反

で
調
査
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
こ
の

五
日
後
、
U
S
ス
チ
ー
ル
社
は
値
上

げ
を
撤
回
し
、
大
統
領
側
の
全
面
勝

利
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

齢
4
ー
ソ
連
が
開
発
し
た
、
人
類
初
の
人

工
衛
星
ス
プ
ー
ト
一
一
ク
「
号
の
こ
と
。

一
九
五
七
年
十
月
四
日
に
ソ
連
・
バ

イ
コ
ヌ
ー
ル
宇
宙
基
地
に
て
打
ち
上

＼
、

㌔
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け
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
後
で
国
連
に

出
向
し
た
時
、
つ
ま
り
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
時
に
端
的
に
出
て
く

る
ん
で
す
が
、
そ
の
前
か
ら
も
あ
り
ま
し
て
、
大
企
業
た
と
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
の

ば
U
S
ス
チ
ー
ル
の
横
暴
に
対
し
て
政
府
が
介
入
す
る
と
い

う
こ
と
は
非
常
に
強
力
に
行
な
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
公
正
競
争
を
守
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
留
学
の
時
に
は
、
経
済
政
策
と
い
う
よ
り
は
技
術
政
策
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
む

つ
た
ほ
う
が
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
、
ソ
連
で
ス
プ
ー
ト
ニ
ク

を
打
ち
上
げ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
科
学
技
術
水
準
は
遅
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
が
起
こ
り
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
を

先
頭
に
、
技
術
革
新
を
国
の
力
に
よ
っ
て
推
進
し
よ
う
と
い
う

　
の
れ

政
策
を
と
り
ま
七
た
。
い
く
ら
自
由
主
義
の
国
で
あ
っ
て
も
、

政
府
の
や
る
べ
き
役
割
は
あ
る
。
科
学
技
術
の
振
興
と
い
う
の

は
、
社
会
資
本
の
ひ
と
つ
の
型
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
・
そ
う
い

う
と
こ
ろ
に
力
を
入
れ
て
い
く
の
も
目
の
当
た
り
に
見
る
こ
と

が
で
き
た
、
と
い
う
こ
と
が
留
学
の
時
代
に
は
あ
り
ま
し
た
。

M
I
T
で
の
留
学
③
ー
ボ
ス
ト
ン
で
の
生
活

宮
暗
　
も
う
ひ
と
つ
、
学
校
の
生
活
で
は
な
く
て
、
社
会
生
活

で
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
今
で
も
非
常
に
懐
か

し
い
と
い
う
か
、
プ
ラ
ス
の
点
か
ら
い
え
ば
、
ボ
ス
ト
ン
と
い

う
地
は
ア
メ
リ
カ
独
立
の
発
祥
の
地
で
も
あ
る
わ
け
で
、
官
田

な
ア
メ
リ
が
的
な
文
化
人
が
出
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
あ

す
。
．
例
え
ば
エ
マ
ー
ソ
ン
で
す
と
か
、
あ
る
い
は
ソ
ロ
ー
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ぬ

ホ
ー
ソ
ン
の
お
墓
が
近
郊
に
あ
る
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
行

っ
て
、
多
少
文
化
的
な
雰
囲
気
に
浸
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
ボ
ス
ト
ン
市
内
に
も
あ
る
ん
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
ボ

ス
ト
ン
を
離
れ
て
旅
行
す
る
と
、
当
時
は
ア
メ
リ
カ
は
依
然
と

し
て
差
別
社
会
で
、
黒
人
の
社
会
が
隔
絶
さ
れ
離
れ
て
い
た
と

い
う
感
じ
が
し
ま
す
。
た
ま
た
ま
旅
行
し
て
南
部
に
行
っ
た
時

に
は
、
「
犬
と
黒
人
は
入
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
札
が
ト
イ
レ

と
か
公
園
と
か
に
出
て
い
た
し
、
も
ち
ろ
ん
バ
ス
は
白
人
と
黒

人
は
席
が
違
っ
て
い
た
と
い
う
ご
と
で
、
あ
る
意
味
で
は
非
常

に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
は
何
と
は
な
し

に
聞
い
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
実
際
に
「
黒
人
禁
止
」
と
札

に
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
ち
ょ
っ
と
異
様
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。

そ
れ
も
二
回
目
の
国
連
に
行
っ
た
時
に
は
か
な
り
改
善
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
が
、
社
会
問
題
は
い
ま
で
も
ア
メ
リ
カ
が
引
き
ず

っ
て
い
る
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

．
中
村
　
そ
れ
は
今
で
も
大
き
い
で
し
ょ
う
ね
。

合
同
　
日
本
で
も
同
じ
よ
う
な
問
題
を
引
き
ず
っ
て
い
ま
す

ね
。
い
ま
で
も
一
部
の
政
治
家
は
日
本
民
族
は
単
一
民
族
で
、

と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
は
私

な
ん
か
も
多
少
は
反
省
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
で
す
。
こ
れ
も

話
は
飛
び
ま
す
が
、
日
本
の
経
済
成
長
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
う
説
明
の
中
で
、
日
本
人
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
単
一
民
族

で
、
単
一
言
語
を
話
す
と
い
う
有
利
さ
が
あ
っ
た
、
と
い
う
よ

う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
事
実
は
そ
う
じ
や
な

い
ん
で
す
ね
。
ア
イ
ヌ
も
大
和
民
族
と
違
い
ま
す
し
、
沖
縄
の

人
も
違
う
。
ど
ち
ら
も
今
日
で
は
日
本
語
と
い
う
共
通
語
を
使

っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
単
一
民
族
、
単
一
言
語
だ
と
大
き
な

声
で
い
え
る
よ
う
な
国
で
は
な
い
し
、
単
一
で
あ
る
必
要
も
毛

頭
な
い
わ
け
で
す
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
は
考
え
る
必
要
が
あ
る
の

か
な
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。
ま
あ
、
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
を
留

学
中
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
海
外
か
ら
の
移
民
や
留
学

生
に
対
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
方
が
日
本
よ
り
ず
っ
と
公
平
で

．
自
由
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

げ
ら
れ
た
。
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
一
号
を

打
ち
上
げ
た
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
軍
事
用

（
弾
道
ミ
サ
イ
ル
）
と
し
て
開
発
さ
れ

て
い
た
「
R
7
」
の
改
良
型
で
あ
っ

た
こ
と
も
、
ア
メ
リ
カ
側
に
は
大
き

な
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
。

鱒
4
2
ブ
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
は
大
統

領
科
学
諮
問
委
員
会
を
設
置
す
る
と

と
も
に
、
国
立
航
空
諮
問
委
員
会
を

改
組
し
て
、
航
空
宇
宙
局
（
N
A
S

A
）
を
設
置
し
た
。
こ
．
れ
に
伴
い
、

政
府
投
資
も
急
増
し
、
関
連
分
野
へ

の
支
出
は
一
一
年
で
倍
と
な
っ
た
。
結

果
と
し
て
、
政
府
の
研
究
開
発
予
算

に
占
め
る
基
礎
研
究
の
割
合
も
急
増

し
た
。

静
4
3
m
ヨ
Φ
「
ω
O
コ
噌
刀
O
も
『
≦
里
ユ
O
（
一

八
〇
三
1
「
八
八
二
）
ア
メ
リ
カ
の

思
想
家
・
詩
人
。
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ

ム
と
ド
イ
ツ
理
想
主
義
の
流
れ
を
く

み
、
超
絶
主
義
を
唱
え
た
。
代
表
作

『
自
然
論
」
『
偉
人
論
』
な
ど
。

骨
4
4
↓
3
0
「
Φ
口
F
エ
Φ
コ
蔓
（
一
八
一
七
一

一
八
六
二
）
ア
メ
リ
カ
の
詩
人
・
文

学
者
。
ボ
ス
ト
ン
近
郊
の
ウ
ォ
ー
ル

デ
ン
湖
畔
で
の
生
活
の
記
録
『
ウ
ォ

ー
ル
デ
ン
ー
森
の
生
活
』
（
．
、
ミ
ミ
亀
Φ
こ

。
、
こ
δ
ヨ
き
Φ
ミ
σ
o
器
「
ゴ
c
o
α
轟
）
が

有
名
。
エ
ロ
。
乏
芸
。
「
コ
o
Z
曳
7
山
三
里

（一

ｪ
〇
四
－
一
八
六
四
）
ア
メ
リ
カ

の
文
学
者
。
『
緋
文
字
』
（
．
、
『
ぴ
Φ

恥
畠
「
、
Φ
、
卜
Φ
、
、
Φ
「
＼
、
一
。
。
α
O
）
が
有
名
。

彼
ら
の
墓
は
ボ
ス
ト
ン
か
ら
三
十
マ

イ
ル
に
あ
る
コ
ン
コ
ー
ド
の
ス
リ
ー

ピ
イ
・
ホ
ロ
ー
墓
地
に
あ
る
。
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M
I
T
で
の
留
学
④
一
日
本
四
留
学
生
と
そ
の
周
辺

宮
隠
　
そ
れ
か
ら
経
済
学
で
い
え
ば
、
当
時
M
I
T
で
は
ケ
イ

「
ン
ズ
経
済
学
が
主
流
で
し
た
が
、
M
I
T
と
い
う
の
は
も
と
も

と
工
科
大
学
で
、
技
術
の
メ
ッ
カ
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
た

と
え
ば
電
子
計
算
機
が
最
初
に
大
々
的
に
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
、

計
量
経
済
学
も
一
緒
に
進
ん
で
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
さ
っ
き
言

い
ま
し
た
碓
氷
さ
ん
は
計
量
経
済
学
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
日

本
か
ら
来
る
人
も
技
術
屋
さ
ん
が
多
か
っ
た
。
た
ま
た
ま
M
I

T
に
い
た
と
き
に
は
、
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
が
、
東
大
の
工
学

　
　
　
　
　
　
　
の
お

部
の
渡
辺
茂
さ
ん
が
来
ま
し
た
。
そ
の
後
も
工
学
部
の
鵜
戸

　
　
　
ね
あ

口
先
生
が
来
ら
れ
ま
し
た
。
M
I
T
や
ハ
ー
バ
ー
ド
の
工
学

科
を
話
を
聞
い
た
り
、
工
学
部
を
覗
い
た
り
、
テ
ネ
シ
ー
・
バ

レ
ー
や
原
子
力
研
究
所
な
ど
を
一
緒
に
覗
か
せ
て
も
ら
っ
た
り

し
ま
し
た
。
特
に
渡
辺
さ
ん
は
当
時
単
身
留
学
で
し
た
か
ら
、

屡
々
我
が
家
で
食
事
を
と
も
に
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
論
議
を

し
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
び

　
最
後
の
頃
に
は
石
井
威
望
さ
ん
も
来
ら
れ
て
、
い
ま
か
ら

考
え
る
と
私
な
ん
か
非
常
に
幼
稚
な
予
測
を
や
っ
た
ん
だ
な
と

思
い
ま
す
け
け
れ
ど
、
経
済
計
画
と
、
ア
メ
リ
カ
で
は
企
業
が

中
心
で
す
か
ら
企
、
業
の
経
営
計
画
、
σ
仁
ω
ヨ
Φ
ω
ω
亘
。
・
＝
三
轟
と
か

げ
二
ω
ヨ
①
ω
ω
買
。
。
q
話
ヨ
ヨ
ヨ
ひ
q
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
が
、
そ
う
い

う
の
を
や
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
計
量
経
済
を
使
っ
て
や
っ
て
み

よ
う
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
ち
ょ
っ
と
顔
を
出
し
た

だ
け
で
、
あ
と
は
誰
か
が
や
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
ボ
ス
下
ン

地
域
の
ガ
ソ
リ
ン
の
消
費
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
や
っ
て
み
う

と
い
う
こ
と
で
、
石
井
さ
ん
な
ど
の
話
を
伺
い
な
が
ら
、
や
っ

て
み
ま
し
た
。
い
ま
か
ら
考
え
る
と
非
常
に
シ
ン
プ
ル
な
モ
デ

ル
で
し
た
。
日
本
で
物
動
計
画
を
や
っ
て
い
た
と
き
に
は
、
細

か
く
、
お
米
の
配
給
量
が
ど
れ
ぐ
ら
い
だ
と
か
、
材
木
が
ど
れ

ぐ
ら
い
要
る
と
か
、
一
人
当
た
り
消
費
量
が
ど
う
だ
と
い
う
こ

と
で
、
お
お
ま
か
に
と
や
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
を
ボ
ス

ト
ン
の
ガ
ソ
リ
ン
消
費
予
測
の
場
合
に
は
、
も
う
ち
ょ
っ
と
綿

密
に
分
け
て
、
黒
人
地
域
は
ど
う
い
う
消
費
パ
タ
ー
ン
で
あ
り
、

白
人
地
域
は
ど
う
い
う
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
か
。
黒
人
地
域
は
ど

う
い
う
種
類
の
ガ
ソ
リ
ン
を
週
に
何
回
買
う
か
、
白
人
で
は
ど

う
か
。
そ
れ
か
ら
白
人
の
と
こ
ろ
は
、
学
生
が
多
い
と
こ
ろ
と

他
の
地
域
と
分
け
て
、
計
量
分
析
を
し
て
み
る
。
そ
う
す
る
と
、

日
本
の
物
騒
計
画
で
や
っ
て
い
た
よ
う
な
単
純
な
予
測
と
は
ず

い
ぶ
ん
答
え
が
違
っ
て
く
る
ん
で
す
ね
。
あ
あ
、
計
量
経
済
学

は
こ
う
い
う
ふ
う
に
使
え
る
ん
だ
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
や

っ
て
き
た
ん
で
す
。
い
ま
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
ず
い
ぶ
ん
簡

単
な
モ
デ
ル
を
使
っ
て
い
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
が
。

中
村
　
で
も
そ
の
時
は
計
算
機
が
な
い
か
ら
大
変
だ
っ
た
で
し

ょ
う
。
全
部
手
廻
し
の
計
算
機
で
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
と
や
っ
て
い

た
わ
け
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
大
変
だ
っ
た
は
ず
で
す
。

宮
峙
　
全
部
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
式
で
す
。

全
身
み
た
い
に
、
連
立
方
程
式
を
大
量
に
入
力
し
て
、
そ
こ

に
デ
ー
タ
を
入
れ
る
と
、
全
て
計
算
し
て
く
れ
る
と
い
う
よ
う

な
こ
と
で
は
な
い
で
す
か
ら
ね
。

宮
暗
　
方
程
式
も
せ
い
ぜ
い
二
十
本
か
ら
三
十
本
ぐ
ら
い
で
す

ね
。
そ
れ
を
手
回
し
で
、
計
算
す
る
わ
け
で
す
か
ら
。

中
村
　
僕
は
今
で
も
覚
え
て
い
る
け
れ
ど
、
た
し
か
」
九
六
〇

年
ぐ
ら
い
に
東
大
の
計
測
工
学
科
に
行
っ
て
、
そ
こ
に
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
が
あ
っ
て
、
逆
行
列
を
産
業
連
関
表
で
は
じ
い
て
く
れ

と
い
う
こ
と
を
頼
み
に
行
っ
た
ん
で
す
。
そ
し
て
一
四
×
一
四

の
表
を
持
っ
て
い
っ
た
ら
、
こ
れ
じ
ゃ
あ
パ
ン
ク
し
ち
や
う
、

と
い
う
ん
で
す
ね
。
一
三
×
一
三
な
ら
で
き
る
か
ら
、
そ
の
範

静
4
5
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
八
月
十

二
日
生
ま
れ
。
東
京
帝
国
大
学
工
学

部
卒
業
後
、
海
軍
入
り
。
終
戦
後
、

東
京
大
学
工
学
部
に
復
帰
、
助
教
授

を
経
て
、
昭
和
二
八
年
教
授
。
同
五

四
年
定
年
退
官
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
工
学
、
社
会
へ
の
適
用
で
新
分
野

を
開
い
た
。

骨
4
6
鵜
戸
口
英
善
（
う
ど
ぐ
ち
て
る

よ
し
）
。
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年

十
月
二
五
日
生
ま
れ
。
東
京
帝
国
大

学
工
学
部
卒
業
後
、
東
京
大
学
教
授
、

高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
理
事
。
の
ち
東

京
大
学
名
誉
教
授
。

静
4
7
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
七
月
二

六
田
生
ま
れ
。
東
京
大
学
医
学
部
、

同
大
学
工
学
部
卒
業
後
、
昭
和
三
二

年
通
産
省
入
省
。
後
、
東
京
大
学
大

学
院
工
学
研
究
科
に
戻
り
、
四
八
年

同
大
学
工
学
部
教
授
。
平
成
三
年
退

官
後
、
慶
鷹
義
塾
大
学
環
境
情
報
学

部
教
授
。
こ
の
間
、
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス

（
高
度
技
術
集
積
都
市
）
構
想
を
推
進
。

臨
教
審
委
員
も
務
め
る
。

・，

S8

X
豆
p
「
口
。
乏
δ
コ
8
刀
。
σ
Φ
「
ス
「
九

二
σ
1
　
）
ミ
シ
ガ
ン
大
学
、
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
統
計
研
究
所
を
経

て
、
一
九
五
八
年
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大

学
教
授
。
経
済
学
と
数
学
の
結
合
を
志

し
、
ケ
イ
ン
ズ
理
論
を
適
用
し
て
初
め

て
マ
ク
ロ
経
済
モ
デ
ル
（
ク
ラ
イ
ン
・

モ
デ
ル
）
を
作
成
し
た
。
一
九
八
○
年

ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
受
賞
。
カ
ー
タ
ー

政
権
の
経
済
ブ
レ
ー
ン
、
米
国
経
済
学

会
会
長
な
ど
を
務
め
た
。

聾
4
9
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ク
ラ
イ
ン
は
、
　
一

九
五
〇
年
に
著
し
た
．
扇
o
o
こ
。
ヨ
、
o

ミ
に
O
ミ
鋤
笥
O
こ
い
、
ご
き
Φ
e
ご
、
、
Φ
亀
的
賦
、
Φ
ω

上
上
7
む
へ
憶
に
お
い
て
こ
の
計
量
モ

デ
ル
を
提
示
し
た
。
八
本
の
方
程
式

を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
　
一
九
二
〇

年
か
ら
四
〇
年
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
経
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囲
で
、
と
言
わ
れ
ま
し
た
（
笑
い
）
。
そ
れ
で
し
ょ
う
が
な
い

　
か
ら
、
部
門
を
統
合
し
て
減
ら
し
て
持
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
あ

　
る
。
東
大
は
そ
の
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
も
う
少
し
良

　
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
ア
メ
リ
カ
と
い
う
の
は
え
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
が

　
い
も
の
で
、
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ク
ラ
イ
ン
の
大
き
な
計
量
モ
デ

　
ル
が
あ
っ
て
、
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
フ
ラ
ク
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ゆ

　
と
い
う
も
の
で
す
が
、
そ
れ
だ
と
、
五
十
本
ぐ
ら
い
の
連
立

　
方
程
式
を
解
い
た
本
が
も
う
五
〇
年
代
の
半
ば
ぐ
ら
い
に
出
て

　
い
ま
し
た
か
ら
ね
。

　
宮
崎
　
私
は
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
は
後
に
な
っ
て
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ロ

　
る
わ
け
で
す
が
、
彼
は
ポ
ス
ト
↓
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
の
学
者
で

　
す
。
私
は
大
和
総
研
の
人
間
に
な
っ
て
か
ら
ず
っ
と
計
量
経
済

　
学
に
よ
る
経
済
予
測
を
一
緒
に
や
み
ま
う
に
な
っ
た
ん
で
す

　
が
、
そ
の
当
時
は
非
常
に
簡
単
で
し
た
が
新
鮮
で
し
た
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　

　
中
村
ダ
ラ
イ
ン
さ
ん
は
有
名
な
『
ケ
イ
ン
ズ
革
命
』
と
い

　
う
本
を
書
い
て
、
そ
れ
は
日
本
で
は
、
以
前
は
ず
い
ぶ
ん
売
れ

　
た
ん
で
す
よ
。
今
で
は
そ
ん
な
本
、
誰
も
知
ら
な
い
だ
ろ
う
け

　
れ
ど
。

　
宮
峙
・
い
ま
か
ら
見
る
と
も
う
古
い
ん
で
し
ょ
う
が
、
私
は
そ

　
れ
を
得
意
に
な
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
、
こ
う
し
て
需
要
予

　
測
を
や
る
ん
で
す
よ
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
や
る
ん
で
す
よ
、

　
と
い
う
話
を
し
た
覚
え
が
あ
る
。
今
考
え
る
と
冷
や
汗
が
出
ま

　
す
け
れ
ど
ね
。
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
と
は
毎
年
「
軍
縮
を
考
え
る
エ

　
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
会
」
で
お
会
い
し
て
い
ま
す
が
、
誠
実
で
自
由

．
な
学
者
で
す
ね
。
巨
人
の
第
フ
ァ
ン
で
特
に
王
さ
ん
が
御
ひ
い

　
き
で
す
ね
。

　
中
村
　
当
時
は
、
だ
い
た
い
最
小
自
乗
法
を
使
っ
て
、
方
程
式

　
を
卸
本
か
推
定
し
て
、
そ
れ
を
く
っ
つ
け
て
予
測
を
す
る
と
い

　
う
の
が
最
先
端
で
し
た
ね
。

宮
崎
　
そ
う
い
う
こ
と
を
、
M
I
T
に
い
て
た
ま
た
ま
日
本
か

ら
来
る
い
ろ
い
ろ
な
調
査
団
と
か
視
察
団
の
人
に
話
を
す
る
わ

け
で
す
が
、
今
か
ら
思
う
と
、
そ
ん
な
話
を
得
意
に
な
っ
て
し

た
の
か
と
思
う
と
ゾ
ッ
と
す
る
ん
で
す
。
例
え
ば
木
川
田
ロ

　
　
　
　
ね
お

隆
］
さ
ん
が
ま
だ
東
京
電
力
の
常
務
ぐ
ら
い
で
す
か
、
来
ら

れ
た
と
き
に
、
木
川
田
さ
ん
は
、
「
お
お
、
そ
れ
は
面
白
い
ね
。

ア
メ
リ
カ
の
経
営
の
話
を
も
う
ち
ょ
っ
と
し
て
く
れ
よ
」
と
い

う
こ
と
で
議
論
を
し
た
り
、
有
沢
さ
ん
に
も
答
え
た
り
、
ほ
か

の
と
こ
ろ
も
い
ろ
い
ろ
ご
案
内
し
た
ん
で
す
が
、
あ
あ
面
白
い

ね
、
と
言
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
考
え
て
み
る
と
素
朴

で
し
た
ね
。

中
村
　
有
沢
先
生
は
そ
の
時
、
ロ
ス
ト
ウ
に
吹
か
れ
て
帰
っ
て

き
た
ん
で
す
よ
（
笑
い
）
。

宮
崎
　
木
川
田
さ
ん
と
か
有
沢
さ
ん
は
、
き
ち
ん
と
勉
強
と
い

う
か
調
査
を
さ
れ
て
帰
ら
れ
た
ん
で
す
が
、
そ
う
で
な
い
先
生

も
ず
い
ぶ
ん
多
か
っ
た
で
す
ね
。
例
え
ば
あ
る
大
学
の
先
生
は
、

私
の
家
に
来
て
蛇
口
を
ひ
ね
っ
た
ら
、
お
湯
が
出
る
わ
け
で
す

ね
。
当
然
で
す
が
。
－
し
か
し
先
生
は
「
お
ま
え
、
こ
ん
な
贅
沢

を
し
て
い
る
の
か
」
と
お
っ
し
ゃ
る
。
日
本
で
は
ろ
く
に
燃
料

が
な
く
て
、
冷
た
い
水
ば
か
り
で
す
が
、
ひ
ね
っ
た
ら
お
湯
が

出
る
よ
う
な
家
で
、
贅
沢
す
る
も
の
じ
ゃ
な
い
、
と
言
わ
れ
ま

し
た
ね
。

中
村
　
で
も
ア
メ
リ
カ
の
生
活
と
い
う
の
は
、
一
種
の
理
想
の

生
活
の
よ
う
に
当
時
は
思
わ
れ
て
い
た
の
も
事
実
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
の
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ロ

小
宮
隆
太
郎
氏
が
『
ア
メ
リ
カ
ン
ラ
イ
フ
』
と
い
う
岩
波
新

書
を
書
い
た
。
彼
も
ハ
ー
バ
ー
ド
に
行
っ
て
い
た
ん
だ
か
ら
、

ま
さ
に
ボ
ス
ト
ン
に
い
た
わ
け
で
す
ね
。

宮
暗
　
私
が
い
た
終
わ
り
の
頃
で
す
。

中
村
　
そ
れ
が
理
想
の
生
活
だ
と
い
う
ふ
う
に
小
宮
君
が
旧
い

済
の
大
不
況
の
過
程
を
正
確
に
追
跡

（
ト
レ
ー
ス
）
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

聾
5
0
ケ
イ
ン
ズ
の
『
一
般
理
論
』
（
一

九
三
六
年
）
に
お
け
る
短
期
の
有
効

需
要
理
論
を
長
期
動
態
分
析
に
ま
で

拡
張
し
よ
う
と
し
て
、
．
マ
ク
ロ
的
動

学
理
論
に
取
り
組
ん
だ
経
済
学
者
た

ち
を
総
称
す
る
も
の
、
と
さ
れ
る
。

骨
5
1
L
・
R
・
ク
ラ
イ
ン
著
（
篠
原
三

代
平
、
宮
沢
健
一
訳
）
『
ケ
イ
ン
ズ
革

命
」
（
有
斐
閣
、
一
九
五
二
年
）
。
原

題
は
．
．
『
》
Φ
洪
Φ
k
嵩
Φ
ω
、
鋤
こ
め
Φ
｛
o
ミ
ー

S
こ
、
、
（
一
九
四
七
年
刊
行
）
。

・ひ

T2

ｾ
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
八
月

一一

O
日
生
ま
れ
。
大
正
十
五
年
東
京

電
燈
入
社
。
昭
和
十
七
年
関
東
配
電

設
立
で
同
社
に
転
じ
た
。
電
力
事
業

の
私
企
業
化
案
を
支
持
、
ま
た
各
電

力
会
社
間
の
資
産
分
配
を
手
が
け
成

功
さ
せ
た
。
同
二
六
年
、
東
京
電
力

設
立
に
伴
い
理
事
・
取
締
役
。
［
旦
、

副
社
長
に
就
任
後
、
三
三
年
常
務
、

翌
年
副
社
長
に
復
帰
、
の
ち
社
長
、

会
長
。
経
済
同
友
会
代
表
幹
事
、
電

機
事
業
連
合
会
会
長
な
ど
財
界
職
を

歴
任
。

軸
5
3
昭
和
三
（
「
九
二
八
）
年
十
「
月

」
二
〇
日
生
ま
れ
。
東
京
大
学
大
学
院

修
了
後
、
同
大
学
経
済
学
部
助
教
授

を
経
て
、
同
四
四
年
教
授
。
こ
の
間
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
経
済
研
究
所
員
、

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
客
員
教
授
。

理
論
・
計
量
経
済
学
会
会
長
も
務
め

た
。
日
本
の
高
度
成
長
の
根
本
に
は
、

異
例
に
高
い
資
本
蓄
積
率
と
個
人
貯

蓄
率
が
あ
っ
た
と
初
め
て
明
確
に
指

摘
す
る
な
ど
、
斬
新
な
研
究
で
知
ら

れ
る
。

骨
5
4
小
宮
隆
太
郎
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ラ

イ
フ
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
一
年
置
。

小
宮
氏
の
代
表
的
著
作
の
一
つ
。
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て
、
結
構
…
売
れ
た
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
古
本
屋
に
行
く
と
今
で

も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

宮
隠
　
面
白
い
本
で
し
た
よ
。
今
か
ら
考
え
る
と
、
非
常
に
常

識
的
な
こ
と
を
い
っ
て
い
る
感
じ
で
す
け
れ
ど
、
当
時
は
非
常

に
新
鮮
な
本
で
し
た
ね
。

中
村
　
ど
う
せ
彼
は
大
学
の
先
生
だ
か
ら
、
大
学
関
係
者
だ
け

と
の
つ
き
合
い
で
ア
メ
リ
カ
を
見
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
う
す

る
と
、
さ
つ
き
言
わ
れ
た
黒
人
問
題
と
か
そ
う
い
う
問
題
の
深

刻
さ
は
出
て
こ
な
い
わ
け
で
す
か
ら
ね
。

宮
暗
　
そ
れ
で
も
小
宮
さ
ん
は
学
者
で
す
か
ら
、
そ
れ
な
り
に

仕
事
を
し
て
お
ら
れ
ま
ず
け
れ
ど
も
、
学
校
の
先
生
で
も
ひ
ど

い
先
生
が
い
ま
し
た
よ
。
私
に
、
「
M
I
T
に
行
く
か
ら
よ
ろ

し
く
」
と
言
う
か
ら
、
「
私
も
お
目
に
か
か
り
た
い
」
と
言
う

と
、
「
つ
い
て
は
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
を
紹
介
し
て
く
れ
」
と
言

う
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
人
が
多
い
の
で
、
「
何
を
議
論
す
る

ん
で
す
か
」
と
聞
い
た
ら
、
「
ア
メ
リ
カ
経
済
一
般
に
つ
い
て
」

と
い
う
。
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
は
そ
う
い
う
の
が
嫌
い
な
ん
で
す

ね
。
ち
ゃ
ん
と
テ
ー
マ
は
こ
れ
だ
、
と
い
っ
た
ら
議
論
す
る
け

れ
ど
。
で
も
相
手
は
有
名
な
あ
る
大
学
の
え
ら
い
先
生
で
す
か

ら
、
む
げ
に
断
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
そ
こ
で
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
に
「
こ
う
い
う
先
生
が
来
た
い
と

い
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
ど
う
で
す
か
」
と
聞
く
と
、
「
何
か
テ

ー
マ
が
あ
る
の
か
」
「
具
体
的
に
は
な
い
よ
う
で
す
が
、
サ
ミ

ュ
エ
ル
ソ
ン
さ
ん
の
ア
メ
リ
カ
経
済
観
を
聞
き
た
い
と
い
う
よ

う
な
話
で
す
け
れ
ど
」
「
ま
あ
し
ょ
う
が
な
い
な
、
で
も
会
お

う
。
で
も
、
せ
い
ぜ
い
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
く
る
ぐ
ら
い
じ
ゃ
な

い
か
」
と
彼
が
言
う
ん
で
す
ね
。
ま
あ
そ
う
い
う
こ
と
に
な
る

か
も
わ
か
ら
な
い
と
思
っ
て
、
と
に
か
く
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
の

と
こ
ろ
に
連
れ
て
行
っ
た
。
そ
う
し
た
ら
そ
の
先
生
が
い
き
な

り
、
「
今
日
は
時
間
を
割
い
て
い
た
だ
い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
先
生
も
お
忙
し
い
よ
う
で
す
か
ら
、
と
り
あ
え
ず

写
真
を
一
枚
」
と
言
う
（
笑
い
）
。
わ
れ
わ
れ
も
サ
ミ
ュ
エ
ル

ソ
ン
も
吹
き
出
す
と
い
う
か
、
唖
然
と
し
た
よ
う
な
顔
を
し
て
、
、

そ
れ
で
も
写
真
だ
け
は
撮
っ
て
帰
っ
た
。
最
初
は
い
ろ
い
ろ
な

人
が
い
ま
し
た
ね
。

中
村
　
し
か
し
そ
れ
は
今
で
も
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
よ
う

で
、
ロ
ン
ド
ン
に
行
っ
て
、
森
嶋
さ
ん
の
と
こ
ろ
を
訪
ね
て
い

く
と
い
う
、
同
じ
よ
う
な
話
が
ず
っ
と
あ
る
よ
う
で
す
よ
。
森

　
　
る
お

嶋
通
夫
に
会
っ
て
く
る
、
と
い
う
の
が
。

宮
崎
　
森
嶋
さ
ん
は
、
私
が
ボ
ス
ト
ン
に
い
た
当
時
、
ペ
ン
シ

ル
バ
ニ
ア
に
お
ら
れ
た
ん
で
す
よ
。
学
会
に
行
っ
た
と
き
に
、

一
回
お
会
い
し
ま
し
た
。

中
村
　
当
時
か
ら
そ
う
い
う
こ
と
は
多
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で

す
か
ね
。

宮
崎
　
一
所
懸
命
や
っ
て
い
る
先
生
、
一
所
懸
命
や
っ
て
い
る

学
生
が
い
る
一
方
で
、
観
光
団
的
に
や
っ
て
こ
ら
れ
る
人
も
い

る
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
人
は
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
と
一
緒
に

写
真
を
撮
っ
た
と
い
う
の
で
、
そ
の
写
真
を
研
究
室
に
飾
っ
て

お
く
ん
で
す
ね
。

中
村
　
そ
れ
で
い
い
、
と
い
う
と
お
か
し
い
け
れ
ど
、
そ
れ
を

目
的
に
外
国
に
行
く
人
が
多
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

宮
崎
　
そ
れ
も
勉
強
と
い
え
ば
勉
強
だ
か
ら
、
い
い
で
す
け
れ

ど
ね
。

森
　
そ
う
い
う
方
に
限
っ
て
、
自
分
が
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
先
生

か
ら
直
接
聞
い
た
よ
う
な
顔
を
し
て
「
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
は
こ

う
言
っ
た
」
と
か
言
う
ん
で
す
ね
。

宮
暗
　
そ
う
、
そ
う
い
う
の
が
あ
り
ま
す
ね
。
「
自
分
が
議
論

し
た
ら
共
鳴
し
て
く
れ
た
」
と
か
ね
。

穏
5
5
大
正
十
二
（
一
九
一
一
三
）
年
七
月
　
　
・
1
4

十
八
日
生
ま
れ
。
京
都
帝
国
大
学
卒
　
　
　
1

業
後
、
同
大
学
経
済
学
部
講
師
。
昭

和
二
六
～
四
三
年
大
阪
大
学
教
授
。

エ
セ
ッ
ク
ス
大
学
客
員
教
授
を
経
て
、

四
五
年
ロ
ン
ド
ン
大
学
教
授
。
近
代

経
済
学
の
立
場
か
ら
、
独
自
の
手
法

で
ワ
ル
ラ
ス
、
マ
ル
ク
ス
の
経
済
成

長
理
論
の
解
釈
を
示
す
。
ま
た
多
く

の
エ
ッ
セ
イ
を
書
い
て
い
る
。



森
　
そ
れ
を
ハ
一
緒
に
写
っ
て
い
る
写
真
を
バ
ッ
ク
に
話
す
と
、

．
あ
る
程
度
バ
ク
が
つ
く
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

宮
暗
　
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
い
う
先
生
ば
か
り
で
は
な
く
て
、
大

部
分
の
先
生
は
真
面
目
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
お
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
。

■
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」

森
ち
ょ
っ
と
戻
っ
て
よ
ろ
し
い
で
す
か
。
長
期
展
望
計
画
な

ん
で
す
が
、
こ
れ
は
具
体
的
に
い
つ
頃
か
ら
作
業
が
始
ま
っ
た

ん
で
し
ょ
う
か
。
経
企
庁
に
な
っ
て
か
ら
で
す
か
。

宮
崎
　
い
え
、
作
業
と
し
て
は
審
議
庁
時
代
に
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
．
つ
ま
り
統
制
経
済
が
終
わ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
民
間
主
体
で

や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
う
い
う
と
き
に
民
間
に
、

日
本
経
済
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
と
い

う
指
針
、
展
望
を
示
し
た
方
が
、
う
ま
く
行
く
だ
ろ
う
と
い
う

こ
と
で
へ
展
望
作
業
と
い
う
の
を
始
め
た
わ
け
で
す
。
二
九
年

二
月
「
昭
和
三
十
二
年
度
経
済
表
」
、
二
九
年
六
月
「
岡
野
構

想
」
と
い
っ
た
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
が
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
計
画
と
い
う
形
で
発
表
さ
れ
る
の
は
恰
度
経
企
庁
が
発
足

し
て
で
き
た
「
経
済
自
立
五
ヵ
年
計
画
」
で
す
。
そ
の
あ
と

「
新
長
期
経
済
計
画
」
が
で
き
、
「
二
十
年
後
の
長
期
展
望
」
を

経
て
、
「
所
得
倍
増
計
画
」
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
同
時
に
、
そ
れ
が
も
う
一
つ
意
味
が
あ
る
の
は
、
先
に
も
言

い
ま
し
た
よ
う
に
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
と
い
う
の
が
、

ち
ょ
う
ど
十
年
経
っ
た
昭
和
三
十
一
年
度
経
済
白
書
に
出
る
わ

け
で
す
ね
。
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
と
い
う
言
葉
は
非
常

に
興
味
深
い
言
葉
で
す
が
、
二
つ
の
意
味
が
あ
る
ん
で
す
。
］

般
的
に
多
く
使
わ
れ
る
の
は
、
戦
後
十
年
で
、
戦
前
の
水
準
に

．
戻
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
速
度
の
点
に
お
い
て
素
晴
ら
し
い
こ

と
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
大
打
撃
を
受
け
て
破
壊
さ
れ
、
ゼ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
お

か
ら
出
発
し
た
日
本
経
済
が
十
年
間
で
戦
前
（
平
時
）
の
水

準
に
戻
っ
た
。
終
戦
直
後
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
つ
い
て
き
た
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
、
「
こ
れ
は
人
工
的
（
自
・
同
叶
δ
o
巨
）
に
作
ら

れ
た
砂
漠
の
よ
う
な
状
況
で
、
こ
う
い
う
状
態
の
経
済
が
復
興

す
る
に
は
何
十
年
か
か
る
か
見
当
も
つ
か
な
い
」
、
と
い
う
こ

と
を
言
っ
て
い
る
。
と
に
か
く
復
興
と
い
う
の
は
、
遠
い
遠
い

未
来
の
こ
と
だ
と
言
わ
れ
て
い
た
の
が
ハ
十
年
で
戦
前
の
水
準

に
戻
っ
た
、
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
、
そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
こ

と
で
は
な
い
か
、
と
い
う
意
味
に
使
わ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

私
も
そ
う
い
う
意
味
で
か
な
り
使
っ
て
き
た
ん
で
す
が
、
も
う

一
つ
は
、
別
な
意
味
で
言
わ
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　
後
藤
誉
之
助
さ
ん
が
、
当
時
、
白
書
の
執
筆
責
任
者
で
す
が
、

彼
が
言
っ
た
の
は
、
戦
後
十
年
と
い
う
の
は
、
特
殊
な
時
期
で
、

ゼ
ロ
か
ら
出
発
し
た
の
で
復
興
要
因
も
あ
っ
た
し
、
成
長
が
非

常
に
早
か
っ
た
。
だ
か
ら
後
知
恵
み
た
い
で
す
が
、
復
興
は
な

か
な
か
進
ま
な
い
と
言
わ
れ
た
け
れ
ど
、
実
際
に
は
十
年
間
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ザ

成
長
率
と
い
う
の
は
八
・
五
％
ぐ
ら
い
で
A
非
常
に
高
か
っ
た
。

け
れ
ど
も
、
ポ
柔
ン
ト
は
こ
こ
で
す
。
．
つ
ま
り
こ
れ
か
ら
も
は

や
戦
後
で
は
な
い
と
い
う
時
期
に
入
っ
て
き
た
か
ら
、
こ
れ
か

ら
日
本
の
成
長
率
は
低
く
な
っ
て
い
く
ん
だ
。
こ
の
十
年
間
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
お

八
％
台
で
は
な
く
て
、
戦
前
の
伸
び
率
は
だ
い
た
い
四
％
ぐ

ら
い
な
の
で
、
そ
う
い
う
程
度
に
ま
で
下
が
っ
て
い
く
ん
だ
。

も
う
こ
れ
か
ら
は
高
い
成
長
は
期
待
で
き
な
い
、
と
い
う
警
鐘

の
意
味
で
、
後
藤
誉
之
助
さ
ん
は
、
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」

と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
。
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
、
特
殊
要

因
は
消
え
た
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
成
長
率
は
低
く
な
り
ま
す
よ
、

技
術
革
新
を
し
て
こ
れ
を
補
い
ま
し
ょ
う
、
頑
張
り
ま
し
ょ
う
、

蔚
5
6
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
か
ら
昭

和
十
一
年
ま
で
の
平
均
値
の
こ
と
。

穏
5
7
経
済
企
画
庁
資
料
に
よ
る
と
、
昭

和
二
一
年
か
ら
三
〇
年
ま
で
の
九
年

間
・
の
平
均
経
済
成
長
率
は
、
九
・

一
％
。
表
一
を
参
照

鱒
5
8
大
川
一
司
教
授
ら
に
よ
る
長
期
経

済
統
計
に
よ
る
と
、
G
N
P
の
実
質

成
長
率
は
、
｝
八
八
五
年
か
ら
一
九

四
五
年
ま
で
の
平
均
値
で
三
・
二

九
％
と
な
っ
て
い
る
。

115



そ
う
い
う
意
味
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
一
般
に
は
素
晴
ら
し
い

成
長
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
ん
で
す

ね
。中

村
　
そ
う
で
す
ね
。
そ
の
前
後
三
行
ぐ
ら
い
読
む
と
は
っ
き

り
わ
か
る
ん
で
す
。
そ
れ
を
一
行
だ
け
抜
く
か
ら
ね
。

森
　
後
の
状
況
で
は
、
昭
和
三
十
年
代
に
高
度
成
長
が
実
際
に

始
ま
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
ち
ょ
う
ど
時
代
的
に
重
ね
る
と
、
そ

の
一
行
だ
け
を
海
砂
出
し
て
、
こ
こ
で
戦
後
と
の
訣
別
が
あ
っ

て
高
度
成
長
に
行
っ
た
、
と
い
う
印
象
に
な
る
ん
で
す
ね
。
当

時
と
し
て
は
た
ぶ
ん
違
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

宮
崎
　
違
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
も
う
高
度
成
長
の
時
代
は
終

わ
っ
た
、
こ
れ
か
ら
は
ノ
ー
マ
ル
な
時
代
に
入
る
か
ら
、
成
長

率
は
戦
前
と
同
じ
よ
う
な
速
度
に
戻
っ
て
き
ま
す
、
と
い
う
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の

が
大
勢
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
こ
で
成
長
力
論
争
と
い
う
の
が

出
て
く
る
ん
で
す
。
そ
し
て
国
民
所
得
倍
増
計
画
を
作
る
と
き

に
は
、
基
本
的
な
成
長
力
は
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
と
い
う
の
が

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
わ
け
で
す
。
そ
の
準
備
作
業
的
な
も
の
を
、

展
望
作
業
で
は
実
は
や
っ
て
い
る
の
で
す
。

森
　
そ
の
展
望
作
業
と
、
三
十
年
に
出
る
経
済
自
立
五
ヶ
年
計

画
と
は
一
。

宮
暗
　
五
ヶ
年
計
画
と
い
う
の
は
、
展
望
作
業
を
中
間
的
に
受

け
取
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
復
興
を
終
え
て
、
こ
れ
か
ら
自
立

を
目
指
そ
う
、
そ
う
い
う
意
味
で
、
政
府
が
始
め
て
閣
議
で
認

知
し
た
自
立
経
済
五
ヵ
年
計
画
は
高
く
評
価
で
き
る
ん
で
す

が
、
そ
の
成
長
率
目
標
は
五
・
五
％
ぐ
ら
い
だ
っ
た
ん
で
す
。

ま
だ
低
い
ん
で
す
。
現
実
は
す
ぐ
そ
れ
を
オ
ー
バ
ー
す
る
も
の

で
す
か
ら
、
も
っ
と
高
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
議
論
が
出
て
、

所
得
倍
増
計
画
を
本
格
的
に
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

だ
か
ら
、
十
年
で
倍
に
な
る
も
の
は
な
い
か
と
い
う
議
論
が
出

て
く
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
ょ
う
と
い
う

こ
と
で
す
か
ら
。
審
議
庁
の
時
に
作
ら
れ
た
展
望
作
業
と
い
う

の
は
、
そ
う
い
う
復
興
段
階
を
終
わ
っ
て
か
ら
の
日
本
の
成
長

力
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
、
資
本
の
面
、

国
際
収
支
の
面
、
雇
用
の
面
か
ら
分
析
し
て
、
」
測
定
し
た
わ
け

で
す
ね
。
大
川
先
生
と
か
山
田
（
雄
三
）
先
生
が
段
階
的
接
近

そ
の

法
な
ん
て
い
う
こ
と
を
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
そ
れ
が
自

立
五
ヵ
年
計
画
と
し
て
生
ま
れ
て
く
る
。

中
村
　
こ
の
前
お
話
が
あ
っ
た
コ
ル
ム
方
式
を
一
。

宮
崎
　
そ
う
で
す
。
そ
れ
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
す
ね
。
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
の

局
で
は
慰
斗
（
隆
文
）
さ
ん
が
中
心
に
な
っ
て
ま
と
め
ら
れ

た
。中

村
　
基
本
的
に
は
そ
れ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。

■
国
連
出
向

　
社
会
経
済
局
工
業
開
発
部

中
村
　
そ
れ
で
は
、
国
連
の
お
話
を
、
続
け
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

浄
暗
　
私
は
留
学
す
る
前
に
、
作
業
と
．
し
て
は
長
期
展
望
作
業

を
や
っ
て
、
そ
れ
が
終
わ
っ
た
段
階
で
留
学
を
す
る
わ
け
で
す
。

そ
七
て
帰
っ
て
き
て
か
ら
計
画
局
課
長
補
佐
に
な
っ
て
、
本
格

的
に
国
民
所
得
倍
増
計
画
に
取
り
組
み
、
所
得
倍
増
計
画
が
昭

和
三
十
五
年
十
二
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
て
か
ら
、
そ
の
翌
月
の

昭
和
三
十
六
年
一
月
か
ら
国
連
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国

連
に
は
三
十
八
年
七
月
ま
で
二
年
半
ぐ
ら
い
行
っ
て
お
り
ま
し

た
。
ち
ょ
う
ど
［
一
九
六
一
（
昭
和
三
十
六
年
）
］
一
月
が
ケ

ネ
デ
ィ
大
統
領
の
就
任
の
月
で
あ
り
、
私
が
帰
っ
た
翌
月
に
ケ

ネ
デ
ィ
が
暗
殺
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ち
ょ
う
ど
「
ケ
ネ
デ

ィ
の
時
代
」
と
国
連
の
生
活
が
重
な
っ
て
お
り
ま
す
。

鱒
5
9
昭
和
三
一
二
（
一
九
五
五
）
年
、
今

後
の
日
本
経
済
の
成
長
力
を
ど
の
よ

う
に
評
価
す
る
か
を
巡
り
、
下
村
治

氏
と
大
来
佐
武
郎
氏
ら
多
く
の
エ
コ

ノ
ミ
ス
ト
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
論

争
の
こ
と
。

鱒
6
0
段
階
的
接
近
法
と
は
、
経
済
統
計

の
一
手
法
で
あ
り
、
国
民
総
支
出
ま

た
は
そ
の
構
成
項
目
の
仮
説
値
を
予

め
設
定
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
を
用
い

て
生
産
や
所
得
を
推
計
し
、
そ
の
結

果
が
当
初
設
定
し
た
仮
説
値
と
矛
盾

が
生
じ
て
い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
経
済
全
体
の

整
合
性
が
と
れ
る
ま
で
設
定
し
た
仮

説
値
の
修
正
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

予
想
さ
れ
う
る
経
済
の
姿
を
段
階
的

に
組
み
立
て
て
い
く
と
い
う
方
法
で

あ
る
。

静
6
1
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
七
月

二
六
日
生
ま
れ
。
東
京
大
学
卒
業
後
、

経
済
企
画
乱
入
庁
。
調
整
局
貿
易
為

替
課
長
、
審
議
官
な
ど
を
経
て
、
現

在
（
平
成
十
四
年
）
は
近
代
経
済
研

究
所
理
事
長
。

聾
6
2
U
N
－
D
O
は
、
昭
和
四
｝
（
一

九
六
六
）
年
に
国
連
の
一
部
局
と
し

て
発
足
し
、
昭
和
六
一
（
一
九
八
六
）

年
一
月
に
第
十
六
番
目
の
国
連
専
門

機
関
と
し
て
独
立
し
た
。
な
お
、
そ

の
目
的
は
経
済
発
展
、
雇
用
促
進
、

環
境
保
全
の
三
つ
の
目
的
の
下
、
発

展
途
上
国
並
び
に
市
場
経
済
移
行
国

の
工
業
開
発
を
推
進
す
る
こ
と
に
あ

る
。

lt6
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こ
れ
は
役
所
か
ら
の
出
向
で
し
て
、
国
際
的
な
仕
事
に
慣
れ

て
こ
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
と
、
国
連
で
の
経
験
を
そ
の
後
の

企
画
庁
の
政
策
形
成
に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
よ
う
な

こ
と
で
出
向
し
ま
し
た
。

　
行
き
ま
し
た
ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
の
社
会
経
済

局
工
業
開
発
部
と
い
う
と
こ
ろ
で
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
・

し
た
。
こ
れ
は
私
が
帰
国
後
U
N
I
D
O
（
d
巳
8
亀
Z
巨
。
鉱
8
ω

三
選
の
q
芭
∪
Φ
＜
巴
O
b
ヨ
Φ
⇒
什
9
。
q
自
。
巳
鵠
け
δ
コ
国
連
工
業
開
発
機

　
　
サ
ほ

関
）
に
な
っ
て
ウ
ィ
ー
ン
に
移
る
ん
で
す
が
、
そ
の
母
体
に

な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
局
長
は
フ
ラ
ン
ス
人
の
ド
・
セ
ー
ヌ
と

・
い
う
人
で
、
開
発
部
の
部
長
は
ル
リ
エ
と
い
う
人
で
し
た
。
そ

こ
に
机
を
並
べ
た
私
の
友
人
た
ち
は
多
彩
で
、
主
席
事
務
官
が

エ
ガ
ー
ネ
と
い
う
人
で
、
イ
ラ
ン
か
ら
来
て
い
る
人
で
し
た
。

私
が
帰
っ
て
か
ら
彼
も
皇
帝
時
代
の
イ
ラ
ン
に
帰
っ
て
、
大
蔵

大
臣
に
な
り
、
建
設
大
臣
に
な
り
、
中
央
銀
行
総
裁
に
な
り
、

皇
帝
が
パ
ー
ジ
に
な
っ
た
と
き
に
一
緒
に
姿
を
消
し
た
。
そ
の

後
は
ワ
シ
ン
ト
ン
に
戻
っ
た
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
が
、
残
念

な
が
ら
ど
こ
に
行
っ
た
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
人
が
私
の

直
接
の
ボ
ス
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
か
ら
も
う
一
人
客
を
並

べ
て
い
た
人
で
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ノ
ト
ン
と
い
う
ベ
ル
ギ
ー
か

ら
来
て
い
た
人
が
い
て
、
彼
は
帰
っ
て
か
ら
ベ
ル
ギ
ー
の
外
務

省
に
勤
め
、
の
ち
に
国
会
議
員
を
経
て
、
あ
と
で
外
務
大
臣
に

　
　
　
　
　
　
　
の
ぶ

な
っ
て
お
り
ま
す
。
私
が
O
E
C
D
の
会
議
で
パ
リ
に
行
っ

た
と
き
に
、
た
ま
た
ま
彼
も
出
席
し
て
い
て
、
久
し
ぶ
り
に
会

い
ま
し
た
。
そ
の
ノ
ト
ン
と
い
う
外
務
大
臣
に
な
っ
た
人
は
、

あ
ま
り
勉
強
も
し
て
い
な
か
っ
た
し
、
と
く
に
仕
事
熱
心
と
い

う
わ
け
で
も
な
し
、
遊
ん
だ
思
い
出
だ
け
は
あ
り
ま
す
が
、
明

る
く
愉
快
な
友
人
で
し
た
。
イ
タ
リ
ア
か
ら
来
て
い
た
イ
タ
リ

ア
財
閥
の
息
子
、
こ
れ
も
成
功
し
た
と
言
わ
れ
る
ん
で
す
が
、

日
本
人
の
よ
う
な
仕
事
人
間
で
は
な
か
っ
た
で
す
。
エ
ガ
ー
ネ

と
い
う
主
席
事
務
官
は
、
た
し
か
に
イ
ラ
ン
の
皇
帝
の
寵
愛
を

受
け
て
、
大
臣
と
か
中
央
銀
行
総
裁
に
な
る
だ
け
あ
っ
て
真
面

目
な
人
で
し
た
が
、
あ
と
は
ま
あ
、
皆
愉
快
に
や
っ
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
日
本
人
は
そ
の
当
時
国
連
に
は
比
較
的
少
な
く
て
、
政
治
局

　
　
　
　
　
　
る
ふ

に
明
石
康
さ
ん
が
い
ま
し
た
。
ハ
ー
バ
ー
ド
の
時
代
は
知
ら

な
か
っ
た
ん
で
す
が
。

中
村
　
明
石
さ
ん
は
定
着
し
ち
ゃ
っ
て
い
た
ん
で
し
ょ
う
。

宮
崎
　
定
着
し
て
い
ま
し
た
。
最
初
か
ら
い
た
人
で
す
。
私
が

行
っ
て
い
た
と
き
に
は
、
政
治
局
に
い
ま
し
た
。
組
合
の
副
委

員
長
で
、
後
に
組
合
の
委
員
長
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
し

て
最
後
は
ナ
ン
バ
ー
2
ま
で
行
っ
た
ん
で
す
ね
。
日
本
人
が
少

な
く
て
、
明
石
さ
ん
な
ん
か
と
一
緒
に
勉
強
会
を
始
め
た
と
い

う
記
憶
が
あ
り
ま
す
が
、
メ
ン
バ
ー
の
専
門
分
野
も
違
っ
て
い

て
専
門
的
な
あ
ま
り
細
か
い
勉
強
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
情

．
報
交
換
の
い
い
場
で
し
た
。

　
国
連
で
は
仕
事
の
上
で
い
ろ
い
ろ
学
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
私
は
工
業
開
発
部
で
す
か
ら
、
主
と
し
て
途
上
国
の
問
題

で
す
が
、
経
済
発
展
の
理
論
で
、
こ
れ
は
M
I
T
で
勉
強
し
た

こ
と
の
延
長
線
上
に
あ
る
よ
う
な
実
務
的
な
仕
事
で
す
。
国
連

の
理
論
的
指
導
と
し
て
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
第
一
回
経
済
学
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

を
受
け
た
ヤ
ン
・
テ
イ
ン
バ
ー
ゲ
ン
な
ん
か
が
し
ょ
っ
ち
ゅ

う
来
て
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
話
を
聞
い
た
り
し
ま
し
た
が
、

M
I
T
で
勉
強
し
た
よ
う
な
こ
と
を
、
実
際
に
途
上
国
の
場
合

に
適
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
の
中
で
も
工
業
開
発
の

ア
セ
ス
メ
ン
ト
み
た
い
な
仕
事
、
あ
る
い
は
計
画
の
前
の
フ
ィ

ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
・
ス
タ
デ
ィ
が
あ
っ
て
、
調
査
を
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
途
上
国
に
勧
告
す
る
よ
う
な

静
6
3
Z
O
3
0
∋
σ
－
O
訂
二
Φ
。
。
－
「
Φ
a
7

コ
山
コ
ユ
（
一
九
三
六
1
　
）
ベ
ル
ギ
ー

の
外
務
大
臣
を
一
九
八
○
年
五
月
か

ら
翌
八
一
年
十
二
月
ま
で
務
め
た
。

下
院
議
長
、
副
首
相
兼
内
務
大
臣
、

国
務
大
臣
、
ま
た
欧
州
環
地
中
海
・

欧
ア
ラ
ビ
ア
協
力
機
関
事
務
局
長
な

ど
を
歴
任
。

・・

U4

ｺ
和
六
（
一
九
三
一
）
年
一
月
十

九
日
生
ま
れ
。
東
京
大
学
大
学
院
修

了
。
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
留
学
生
と
し
て

バ
ー
ジ
一
一
ア
大
学
終
了
。
昭
和
三
二

年
日
本
人
初
の
国
連
事
務
局
職
員
。

の
ち
日
本
の
外
務
省
に
入
り
、
国
連

代
表
部
大
使
等
歴
任
。
国
連
事
務
次

長
の
の
ち
、
平
成
四
年
カ
ン
ボ
ジ
ア

暫
定
行
政
機
構
最
高
責
任
者
。
五
年

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
問
題
担
当
事
務

総
長
特
別
代
表
、
八
年
東
チ
モ
ー
ル

担
当
。
平
成
九
年
退
任
後
、
広
島
市

立
大
学
広
島
平
和
研
究
所
初
代
所
長

等
を
務
め
る
。

軸
6
5
ー
コ
コ
σ
Φ
「
O
Φ
⊃
－
」
四
コ
（
一
九
〇
三
1

【
九
九
四
）
ラ
イ
デ
ン
大
学
で
物
理

学
を
専
攻
し
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

に
期
待
さ
れ
た
が
、
経
済
学
に
転
じ

た
。
　
一
九
四
五
～
五
五
年
、
オ
ラ
ン

ダ
中
央
経
済
計
画
局
長
官
。
五
五
年

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
経
済
大
学
教
授
。
六

八
～
七
三
年
に
は
U
N
D
P
委
員
会

委
員
長
と
し
て
、
七
〇
年
代
の
開
発

戦
略
、
い
わ
ゆ
る
「
テ
ィ
ン
バ
ー
ゲ

ン
報
告
」
を
提
出
し
た
。
　
一
九
六
九

年
、
第
一
回
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
受

賞
。
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仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

中
村
　
あ
ち
こ
ち
の
途
上
国
の
具
体
的
な
問
題
に
触
れ
る
と
い

う
こ
と
で
す
か
。

宮
暗
　
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
が
っ
て
き
て
、
例
え
ば

紡
績
工
場
を
こ
う
い
う
ふ
う
に
作
り
た
い
と
い
う
場
合
、
そ
れ

は
ど
れ
ぐ
ら
い
の
規
模
が
適
正
か
、
そ
れ
じ
ゃ
あ
資
金
援
助
を

先
進
国
あ
る
い
は
国
連
か
ら
ど
れ
ぐ
ら
い
し
た
ら
い
い
か
、
そ

う
い
う
調
査
資
料
を
作
る
わ
け
で
す
。
調
査
資
料
の
責
任
者
は

前
述
の
エ
ガ
イ
ネ
と
い
う
課
長
補
佐
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は

そ
の
上
の
人
に
行
く
わ
け
で
す
が
、
そ
の
材
料
を
集
め
た
り
す

る
こ
と
を
す
る
わ
け
で
す
。
途
上
国
に
ま
と
も
な
経
済
デ
ー
タ

が
な
い
の
で
苦
労
は
あ
り
ま
し
た
。

森
　
特
に
担
当
の
地
域
み
た
い
な
も
の
は
分
か
れ
て
い
な
か
っ

た
ん
で
す
か
。

宮
崎
　
特
定
の
担
当
地
域
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
ち
ら
か

乏
い
え
ば
、
ア
フ
リ
カ
、
中
東
地
域
が
多
か
っ
た
ん
で
す
。

中
村
　
あ
ち
こ
ち
、
だ
い
ぶ
行
か
れ
た
わ
け
で
す
か
。

宮
崎
　
い
や
、
行
っ
て
い
た
ら
キ
リ
が
な
い
の
で
、
全
部
本
部

で
仕
事
を
し
ま
し
た
。
友
人
の
中
に
は
中
東
に
行
っ
た
り
ア
フ

リ
カ
に
行
っ
た
り
し
て
、
厳
し
い
風
土
に
悩
ま
さ
れ
た
り
、
治

ら
な
い
病
気
に
ま
で
か
か
っ
て
き
た
人
も
い
ま
す
。

中
村
　
通
産
あ
た
り
か
ら
世
界
銀
行
に
行
っ
て
い
た
人
も
い

て
、
そ
う
い
う
人
は
ア
フ
リ
カ
ま
で
よ
く
行
か
さ
れ
た
り
し
て

い
た
よ
う
で
す
ね
。

宮
崎
　
そ
う
で
す
ね
。
ア
フ
リ
カ
に
行
っ
て
、
一
緒
に
机
を
並

べ
て
い
た
中
で
は
、
原
因
不
明
の
病
気
を
背
負
っ
て
き
て
、
．
と

う
と
う
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
も
い
ま
す
。

森
．
そ
の
部
自
体
は
、
事
務
の
方
も
含
め
て
、
何
人
ぐ
ら
い
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
か
。

宮
崎
事
務
と
か
秘
書
と
か
入
れ
て
、
三
十
人
ぐ
ら
い
い
た
で

し
ょ
う
か
。

森
　
中
心
業
務
を
す
る
方
は
、
い
ま
お
名
前
が
挙
が
っ
た
方
た

ち
ぐ
ら
い
で
す
か
。

宮
崎
　
せ
い
ぜ
い
七
、
八
人
で
し
ょ
う
か
。

平
和
・
軍
縮
問
題
へ
の
取
組
み

宮
隠
　
そ
れ
か
ら
こ
の
工
業
開
発
部
で
、
あ
と
に
な
っ
て
若
干

仕
事
が
増
え
た
の
は
、
「
軍
縮
の
経
済
学
」
と
い
う
よ
う
な
問

題
で
す
。
当
時
キ
ュ
ー
バ
事
件
が
起
こ
っ
て
、
ケ
ネ
デ
ィ
と
フ

ル
シ
チ
ョ
フ
が
や
り
合
っ
た
の
も
国
連
の
総
会
の
場
だ
っ
た
ん

で
す
が
、
そ
の
頃
か
ら
米
ソ
対
立
を
中
心
に
し
て
、
軍
拡
が
非

常
に
は
っ
き
り
し
て
き
た
。
こ
れ
は
具
合
が
悪
い
だ
ろ
う
と
い

う
こ
と
で
、
国
連
の
中
で
「
軍
縮
の
経
済
」
を
研
究
す
る
場
が

で
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
も
若
干
関
係
し
た
わ
け
で
す
が
、
ア
メ

リ
カ
の
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
た
ち
と
い
う
の
は
、
平
和
問
題
や
軍
縮

問
題
に
非
常
に
熱
心
で
し
た
。
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
テ
イ
ン
バ
ー
ゲ
ン
も
非
常
に
熱
心
で
し
た
。
そ
う
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ぶ

グ
ル
ー
プ
の
流
れ
が
、
現
在
E
C
A
A
R
と
い
う
、
「
ア
メ
リ

カ
の
軍
縮
を
考
え
る
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
グ
ル
ー
プ
」
に
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒
僧

い
ま
す
。
先
ほ
ど
の
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
と
か
ト
ー
ビ
ン
さ
ん
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ほ

か
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
の
息
子
が
中
心
に
な
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の

「
軍
縮
の
経
済
学
」
を
進
め
て
い
る
。
そ
う
い
う
潮
流
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。

　
こ
の
国
連
の
時
代
は
、
私
に
と
っ
て
は
世
界
の
あ
ち
こ
ち
の

地
域
の
経
済
を
勉
強
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
大
変
参
考
に
な
っ

た
時
代
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
い
ろ
い
ろ
な
国
か
ら
来

て
い
ま
す
か
ら
、
友
人
を
つ
く
る
い
い
機
会
で
あ
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
が
、
ひ
と
つ
日
本
で
は
充
分
に
活
か
さ
れ
て
匝
な
い

鱒
6
6
正
式
名
称
は
一
．
m
o
o
コ
。
∋
一
ω
♂

≧
δ
a
δ
「
〉
∋
ω
刀
Φ
Ω
⊆
O
戯
O
⊇
．
。
グ

ロ
ー
バ
ル
な
安
全
保
障
の
概
念
を
探

り
、
経
済
的
に
確
立
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
N
G
O
。
創
設
者
は
、
評

議
員
・
理
事
の
ロ
バ
ー
ト
・
シ
ュ
ワ

ル
ツ
博
士
で
あ
り
、
一
九
八
八
年
に

設
立
さ
れ
た
。
日
本
に
も
支
部
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。

畳
6
7
↓
o
σ
ゴ
闇
」
p
ヨ
Φ
ω
（
［
九
一
八
一
二

〇
〇
二
）
エ
ー
ル
大
学
教
授
を
経
て
、

六
【
～
六
二
年
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の

経
済
諮
問
委
員
会
（
C
E
A
）
委
員
。

六
〇
年
代
の
米
国
の
経
済
成
長
を
理

論
面
で
支
え
た
。
八
一
年
「
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
理
論
」
と
呼
ば
れ
る
資
産

選
択
理
論
で
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
受

賞
。
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
で
も
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
務
め
た
。

→勝

U8

O
匹
σ
「
里
一
貫
」
ゆ
∋
Φ
ψ
ス
Φ
コ
コ
Φ
ω

（一

繻
ﾜ
ニ
ー
　
）
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
卒
業
後
、
ブ
ル
ッ
キ
ン
グ
ズ
研
究

所
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
、
キ
ン
グ

ス
・
カ
レ
ッ
ジ
の
非
常
勤
講
師
。
米

議
会
合
同
経
済
委
員
会
の
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
金
融
政
策
お
よ
び
レ
ー
ガ
ン

経
済
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討
に
従
事
し

た
。
　
一
九
九
〇
年
よ
り
テ
キ
サ
ス
大

学
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
校
教
授
。

118



の
が
こ
の
軍
縮
の
経
済
学
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私

は
た
ま
た
ま
国
連
で
勉
強
し
た
こ
と
を
、
帰
っ
て
き
て
岩
波
か

ら
『
軍
縮
の
経
済
学
』
。
，
6
。
と
い
う
本
に
書
き
ま
し
た
が
・
最
初

は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
も
入
っ
た
の
で
す
が
、
長
続
き
は
し
な
か

っ
た
。

　
日
本
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
に
つ
い
て
、
都
留
重
人
先
生
や
［
中

村
］
先
生
あ
る
い
は
浜
田
（
エ
ー
ル
大
）
さ
ん
な
ど
は
例
外
で

す
が
、
一
般
に
軍
縮
と
か
、
政
治
、
平
和
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
、
あ
ま
り
熱
心
じ
ゃ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
感
じ
を
私

は
持
っ
て
い
ま
す
。
特
に
ア
メ
リ
カ
の
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
た
ち
と

比
べ
る
と
、
日
本
の
学
者
あ
る
い
は
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
無
関
心

じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
感
じ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
日
本
に
は
、

そ
う
ゆ
う
分
析
は
左
翼
の
学
者
が
や
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
い
う

誤
っ
た
観
念
が
あ
り
ま
す
ね

中
村
　
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

宮
崎
　
た
と
え
ば
経
済
計
画
を
作
る
場
合
、
「
薪
長
期
計
画
」

も
そ
う
で
す
が
、
世
界
情
勢
の
と
こ
ろ
に
、
「
当
面
は
大
戦
争

は
起
こ
ら
な
い
」
と
か
、
「
東
西
対
立
は
続
く
け
れ
ど
大
戦
争

は
起
こ
ら
な
い
」
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
与
件
ど
し
て
、
深

く
検
討
し
な
い
で
、
経
済
計
画
を
作
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
も

い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
経
済
学
が
戦
後
、
・
計
量
経
済
学
的
に

な
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
は
、
政
治
的
な
要
因
を
あ
ま
り
考
え

な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
し
、
も
う
ち
ょ
っ
と
遡
れ
ば
、

戦
争
中
、
戦
前
の
あ
る
時
期
、
経
済
学
者
が
政
治
的
問
題
に
つ

い
て
発
言
す
る
と
、
弾
圧
を
さ
れ
る
と
い
う
苦
い
経
験
が
あ
る

も
の
で
す
か
ら
、
政
治
の
問
題
、
軍
事
の
問
題
に
経
済
学
者
は

触
れ
な
い
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
な
い
、

と
い
う
意
識
が
で
き
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
じ
が
し

ま
す
。

中
村
　
も
う
一
つ
あ
る
で
し
ょ
う
ね
。
マ
ル
ク
ス
主
義
の
人
が

さ
か
ん
に
い
ろ
い
ろ
言
う
ん
で
す
ね
。
言
い
過
ぎ
る
く
ら
い
言

う
。
そ
う
じ
や
な
い
立
場
の
人
が
、
そ
れ
と
表
だ
っ
て
議
論
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
の

よ
う
と
い
う
よ
う
な
人
は
、
市
村
真
一
さ
ん
の
よ
う
な
例
外

は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
だ
い
た
い
は
そ
れ
か
ら
離
れ

て
い
よ
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
外
国
の
理
論
を
持
っ
て
き

て
、
そ
れ
を
な
ん
と
か
い
じ
っ
て
、
と
い
う
よ
う
な
人
が
多
か

っ
た
。

宮
崎
　
学
問
の
中
立
性
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
た
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
α

中
村
　
例
外
が
市
村
さ
ん
で
す
よ
。

宮
崎
　
例
外
は
い
ろ
い
ろ
お
ら
れ
ま
し
て
、
例
え
ば
先
生
も
そ

う
で
す
が
、
経
済
審
議
会
に
参
加
さ
れ
た
先
生
の
中
で
、
亡
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
お

な
っ
た
渡
部
経
彦
先
生
、
、
そ
れ
か
ら
宇
沢
弘
文
さ
ん
も
そ
う

で
す
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
平
和
運
動
に
非
常
に
熱
心
だ
っ

た
。
逆
に
友
人
と
し
て
関
係
の
深
か
っ
た
内
田
忠
夫
さ
ん
な
ん

か
逆
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
表
現
は
悪
い
ん
で
す
が
、
右
寄

り
一
。

中
村
　
内
田
、
渡
部
と
い
う
と
こ
ろ
は
一
。

宮
崎
　
仲
が
よ
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
し
か
し
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

的
に
は
違
っ
て
い
た
。

中
村
　
僕
も
非
常
に
親
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
渡
部
氏
は
か
な
り

フ
ラ
ク
チ
ュ
エ
ー
ト
し
て
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
振
れ
て
い

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
こ
れ
は
オ
フ
レ
コ
（
笑
い
）
。

森
経
済
学
者
が
ど
う
い
う
ス
タ
ン
ス
を
取
る
か
と
い
う
こ
と

と
関
係
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
例
え
ば
経
済
計
画
の
よ
う

な
政
府
の
公
式
な
文
書
に
あ
ま
り
軍
備
の
こ
と
に
触
れ
る
こ
と

自
体
が
一
。

宮
崎
　
冷
戦
と
い
う
の
は
「
所
与
」
な
ん
で
す
。
わ
れ
わ
れ
は

静
6
9
宮
崎
勇
『
軍
縮
の
経
済
学
」
．
（
岩

波
書
店
、
［
九
六
四
年
）
。

売
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
年
三

月
三
〇
日
生
ま
れ
。
M
－
T
博
士
課

程
修
了
後
、
昭
和
一
一
八
年
和
歌
山
大
r

学
助
教
授
。
後
大
阪
大
学
、
京
都
大

学
教
授
を
歴
任
。
同
大
学
東
南
ア
ジ

ア
研
究
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
奔
走
し
、

四
四
年
か
ち
定
年
ま
で
所
長
を
務
め

る
。聾

7
1
大
正
十
五
（
一
．
九
二
六
）
年
四
月

一
日
生
ま
れ
。
学
習
院
大
学
教
授
、

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
応
用
数
学
統

計
研
究
所
員
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
客

員
教
授
な
ど
を
経
て
、
大
阪
大
学
教

授
。
税
制
調
査
会
、
電
気
事
業
審
議

会
な
ど
の
委
員
も
務
め
た
。
昭
和
五

一
（
一
九
七
六
）
年
十
二
月
十
九
日
、

肺
が
ん
の
た
め
、
五
〇
歳
の
若
さ
で

死
去
し
た
。

聾
η
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
七
月
二

一
日
生
ま
れ
。
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大

学
経
済
学
部
助
手
、
の
ち
助
教
授
、

準
教
授
。
こ
の
間
、
昭
和
三
五
～
三

六
年
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
経
済
学

部
助
教
授
。
三
九
年
シ
カ
ゴ
大
学
教

授
を
経
て
、
四
四
年
か
ら
東
京
大
学

経
済
学
部
教
授
。
五
五
～
五
七
年
学

部
長
。
平
成
元
年
定
年
退
官
。
マ
ク

ロ
、
ミ
ク
ロ
両
経
済
学
の
分
野
で
先

駆
的
な
業
績
を
挙
げ
、
世
界
計
量
経

済
学
会
会
長
に
就
任
す
る
な
ど
、
世

界
的
に
著
名
な
経
済
学
者
。
現
代
文

明
批
判
の
評
論
と
活
動
で
も
有
名
。
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西
側
の
陣
営
だ
、
だ
か
ら
あ
る
程
度
、
自
分
は
と
も
か
く
、
西

側
の
一
員
と
し
て
軍
事
力
を
強
化
す
る
の
は
当
然
だ
と
い
う
、

な
ん
と
な
し
に
固
定
観
念
が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
こ

れ
も
話
が
飛
躍
す
る
ん
で
す
が
、
い
ま
冷
戦
が
終
わ
っ
て
か
ら

も
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
と
い
う
の
は
依
然
そ
う
い
う
思
考
方
法
か

ら
抜
け
切
れ
て
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
ね
。

森
　
軍
拡
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
と
言
い
切
れ
る
よ
う
な

文
章
を
載
せ
て
も
差
し
さ
わ
り
が
で
ま
す
。
軍
縮
と
い
う
こ
と

に
も
具
体
的
に
触
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

宮
暗
　
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
そ
れ
は
冷
戦
が
勃
発
し
た
当
初
は
、

　
　
　
　
　
　
　
わ
お

佐
伯
［
喜
一
］
さ
ん
の
よ
う
に
、
こ
の
問
題
は
重
要
だ
か
ら

考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
勉
強
し
た
人
は
い

ま
す
が
、
、
そ
の
こ
ど
を
前
提
に
計
画
を
考
え
る
と
い
う
の
は
少

な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
冷
戦
は
続
く
と
か
、
大

戦
は
勃
発
し
な
い
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
頭
か
ら
決
め
て
い

る
と
思
い
ま
す
ね
。

南
北
問
題
へ
の
取
組
み

中
村
　
こ
の
メ
モ
［
宮
暗
氏
作
成
の
レ
ジ
ュ
メ
「
第
四
回
」
］

に
ち
ょ
っ
と
書
か
れ
て
お
り
ま
す
が
、
南
北
問
題
に
つ
い
て
は

ど
う
だ
っ
た
ん
で
す
か
。

宮
崎
　
国
連
は
も
と
も
と
南
北
間
「
題
に
非
常
に
関
心
を
持
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ラ
ン
ク
と
い
う
銀
行
家
が
、

「
南
北
問
題
。
富
め
る
北
側
と
貧
し
い
南
側
の
問
題
を
解
決
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
っ
た
の
が
、
わ
り
あ
い
早
い
時
期

で
、
国
連
が
で
き
た
と
き
か
ら
そ
も
そ
も
南
北
問
題
と
い
う
の

は
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
ね
。
特
に
国
連
が
で
き
て
、
い
わ
ゆ

る
途
上
国
が
次
々
に
植
民
地
か
ら
解
放
さ
れ
て
政
治
的
に
は
独

立
を
す
る
ん
で
す
が
、
経
済
的
に
は
独
立
と
い
う
状
況
に
は
ほ

ど
遠
い
と
い
う
こ
と
で
、
南
を
し
っ
か
り
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
考
え
方
は
、
わ
り
あ
い
早
く
か
ら
あ
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
も
、
最
初
の
段
階
で
は
、
人
道
主
義
の
立
場
か
ら
南
側
を

ま
ず
貧
困
か
ら
救
う
と
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
そ

う
で
は
な
く
て
、
先
ほ
ど
の
テ
イ
ク
オ
フ
み
た
い
に
、
き
ち
ん

と
発
展
の
条
件
を
整
備
さ
せ
て
、
発
展
を
促
進
さ
せ
て
い
く
と

い
う
ふ
う
に
な
っ
て
く
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
は
、
そ
う
い
う
経

済
的
に
独
立
し
始
ぬ
る
と
同
時
に
、
国
際
社
会
の
中
に
入
っ
て

い
か
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
早
く
さ
せ

る
か
。
プ
ラ
ス
面
と
マ
イ
ナ
ス
面
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を

ど
う
い
う
ふ
う
に
調
整
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

途
上
国
援
助
も
最
初
は
人
道
的
な
支
援
、
そ
れ
も
も
ち
ろ
ん
あ

る
ん
で
す
が
、
そ
の
次
に
は
経
済
発
展
の
促
進
、
そ
れ
も
基
本

的
な
社
会
資
本
の
整
備
で
す
ね
。
そ
れ
と
併
せ
て
、
教
育
と
か

人
材
育
成
と
い
う
点
に
重
点
を
置
い
た
。
そ
れ
が
あ
る
程
度
成

功
す
る
段
階
に
来
る
と
、
世
界
経
済
全
体
が
市
場
経
済
化
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ゆ

き
て
い
ま
す
か
ら
、
付
属
機
関
で
あ
る
G
A
T
T
と
か
、
1

　
の
お

M
F
の
役
割
が
大
き
く
な
っ
て
く
る
。
最
初
は
U
N
D
P
な

ど
の
フ
ァ
ン
ド
が
経
済
援
助
で
は
大
き
な
効
果
を
現
し
て
い
た

ん
で
す
が
、
そ
の
後
は
I
M
F
と
か
G
A
T
T
と
い
う
機
関
に

重
点
が
移
っ
た
。
そ
れ
も
こ
の
時
代
に
関
わ
っ
て
き
て
い
る
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

中
村
た
と
え
ば
プ
レ
ビ
・
シ
子
リ
ポ
ー
』
．
と
い
う
よ
う

な
も
の
が
出
て
、
だ
ん
だ
ん
南
の
方
が
積
極
的
に
要
求
を
は
っ

き
り
出
し
て
く
る
。
最
初
は
、
α
Φ
＜
Φ
δ
℃
巴
8
巨
巳
Φ
ω
の
方
か

ら
、
こ
う
し
て
や
る
、
あ
あ
し
て
や
る
と
い
っ
て
、
い
わ
ば
恩

に
着
せ
て
い
た
の
が
、
今
度
は
受
け
る
方
か
ら
要
求
が
出
て
く

る
と
い
う
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
よ
う
に
思
う
ん
で
す
が
。

管
聡
第
二
回
の
章
、
註
七
七
参
照
。

静
7
4
　
「
関
税
お
よ
び
貿
易
に
関
す
る
一

般
協
定
」
。
相
互
主
義
お
よ
び
一
般
的

最
恵
国
待
遇
を
二
大
原
則
と
し
て
、

貿
易
障
壁
の
軽
減
・
撤
廃
に
主
導
的

役
割
を
果
た
し
た
。
一
九
九
五
年
、

W
T
O
（
世
界
貿
易
機
構
）
へ
と
発

展
的
解
消
し
た
。

静
7
5
　
「
国
際
通
貨
基
金
」
の
こ
と
。
通

貨
に
関
す
る
国
際
協
力
と
為
替
の
安

定
・
自
由
化
を
通
し
て
、
国
際
貿
易

の
均
衡
の
取
れ
た
発
展
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。
二
〇
〇
一
年
八
月

現
在
、
　
一
八
三
ヶ
国
が
加
盟
し
て
い

る
。

→ひ

ｨ
第
一
回
U
N
C
T
A
D
（
国
連

貿
易
溺
発
会
議
）
が
開
催
さ
れ
た
一

九
六
四
年
に
、
南
米
の
経
済
学
者

刀
p
一
η
」
τ
δ
⊆
ω
7
の
報
告
書
が
発
表
さ

れ
た
。
「
援
助
よ
り
も
貿
易
を
」
が
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
な
る
。

120



alE　：IN　EZ　ID

宮
暗
　
恩
着
せ
と
い
う
点
も
あ
り
ま
す
し
、
教
育
、
情
報
も
不

充
分
で
あ
る
。
情
報
が
な
い
し
、
情
報
を
消
化
す
る
能
力
も
途

上
国
に
は
な
か
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
情
報
を
与
え
る
、
情
報

の
読
み
方
、
使
い
方
を
教
え
る
こ
と
で
、
だ
ん
だ
ん
官
覚
す
る

よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
だ
か
ら
与
え
ら
れ
る
よ
り
求
め
て
い
く
、

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
く
る
ん
で
す
ね
つ
そ
こ
で
自
主
性
を
取
、

り
戻
す
と
い
う
一
面
と
．
、
逆
に
依
存
性
を
高
め
て
い
く
と
い
う

両
面
が
出
て
く
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
こ
に
国
連
の
官
僚
制
と
い

う
悪
い
点
も
生
じ
て
来
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。
い
ま
の
途
上
国

の
中
で
も
、
あ
る
程
度
先
進
国
に
は
遠
慮
し
て
も
ら
っ
て
、
テ

イ
ク
オ
フ
を
し
た
い
、
自
分
の
足
で
立
と
う
、
立
て
る
よ
う
に

し
ょ
う
と
い
う
途
上
国
と
、
な
ん
と
な
し
に
援
助
を
受
け
な
が

ら
、
途
上
国
の
段
階
を
抜
け
出
せ
な
い
で
い
る
国
が
あ
る
ん
じ

ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
途
上
国
と
い
っ
て
も
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ

て
い
ま
す
ね
。
ま
た
こ
れ
か
ら
五
年
、
十
年
、
三
十
年
と
見
て

い
る
と
、
変
わ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
経
済
審
議
庁
計
画
第
二
課
の
そ
の
後

　
甘
本
の
防
衛
計
画
の
所
管

森
　
軍
事
力
で
思
い
出
し
た
ん
で
す
が
、
経
企
庁
に
変
わ
っ
た

と
き
に
、
審
議
庁
で
計
画
第
二
課
と
い
う
不
思
議
な
課
が
総
合

国
力
、
実
質
的
に
は
軍
事
力
の
計
算
も
し
て
い
ま
し
た
ね
。
あ

の
課
は
ど
う
な
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
。

宮
暗
　
あ
れ
は
結
局
、
総
合
計
画
局
の
計
画
課
で
仕
事
を
や
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
げ

こ
と
に
な
る
ん
で
．
す
が
、
実
質
的
に
は
防
衛
研
修
所
が
で
き

て
、
佐
伯
さ
ん
も
向
こ
う
に
行
き
ま
し
た
し
、
‘
そ
う
い
う
仕
事

は
比
重
は
非
常
に
小
さ
く
な
り
ま
し
た
ね
。

森
　
経
済
企
画
庁
の
中
で
は
、
も
う
ほ
と
ん
ど
、
、
実
質
的
に
は

な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

宮
崎
　
文
字
通
り
総
合
国
力
の
中
で
問
題
を
考
え
る
と
い
う
こ

と
で
、
軍
事
力
も
広
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
カ
と
か
、
輸
送
力
と
か
輸

入
確
保
策
と
か
そ
う
い
う
ふ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
ん
で
す
ね
。

村
井
計
画
第
二
課
の
昭
和
三
十
二
年
の
組
織
改
編
を
見
ま
す

と
、
計
画
官
と
い
う
の
が
で
き
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
ど
う
い

う
も
の
で
し
ょ
う
か
。

宮
崎
計
画
官
と
い
う
の
は
、
本
来
は
計
画
課
が
あ
っ
て
、
役

所
に
よ
っ
て
総
務
課
と
か
、
庶
務
課
と
か
、
い
ろ
い
ろ
表
現
は

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
局
の
人
事
的
な
こ
と
、
会
計
的
な
こ
と
、

総
務
課
的
な
こ
と
も
や
る
し
、
仕
事
の
総
ま
と
め
を
や
る
と
こ

ろ
な
ん
で
す
。
計
画
官
と
い
う
の
は
大
蔵
省
で
い
え
ば
主
計
官

と
同
じ
こ
と
で
す
。
計
画
高
の
下
に
あ
る
数
人
の
ス
タ
ッ
フ
が

つ
い
て
い
る
。
概
念
的
に
は
課
長
と
同
じ
で
す
。

村
井
　
同
じ
八
人
と
い
う
人
数
が
書
か
れ
て
い
ま
す
ね
。

宮
崎
　
八
人
と
か
、
七
人
と
か
、
十
何
人
の
時
も
あ
っ
た
ん
じ

ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
主
計
官
が
防
衛
担
当
、
文
部
担
当
、
科

学
担
当
と
分
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
、
計
画
官
は
社
会
資
本
担
当

と
か
、
財
政
金
融
担
当
と
い
う
よ
う
に
、
七
、
八
人
、
課
長
ク

ラ
ス
が
い
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
計
画
課
長
が
い
て
、
課
長
相
当

の
計
画
官
が
並
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
れ
で
審
議

庁
の
二
様
は
総
合
国
力
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
の
総
合
国
力
の

中
で
軍
事
的
な
も
の
が
薄
く
な
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
主
と
し

て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
班
と
い
う
の
が
で
き
て
、
そ
こ
に
計
画
官
が

一
人
い
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
で
、
石

油
か
ら
電
気
に
だ
ん
だ
ん
重
点
が
移
っ
て
い
く
と
、
電
源
開
発

と
い
う
の
が
別
に
独
立
す
る
と
い
う
形
に
な
り
ま
す
ね
。

村
井
　
計
画
官
の
中
で
も
、
総
合
国
力
の
分
析
測
定
と
い
う
の

は
残
っ
て
い
る
こ
と
は
残
っ
て
い
る
ん
で
す
か
。

宮
暗
　
残
っ
て
い
ま
し
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
担
当
の
計
画
問
が
防

・・

V7

ｺ
和
二
七
年
、
保
安
庁
（
後
の
防

衛
庁
）
の
設
置
と
同
時
に
設
け
ら
れ

た
保
安
研
修
所
が
、
昭
和
二
九
年
に

改
組
さ
れ
た
も
の
。
安
全
保
障
及
び

戦
史
に
関
す
る
基
本
的
な
調
査
研
究

と
、
幹
部
自
衛
官
等
の
教
育
が
行
わ

れ
て
い
る
。
現
在
は
改
称
さ
れ
防
衛

研
究
所
。

、
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衛
問
題
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
総
合
国
力
的
な
調
整
を
す

　
る
と
同
時
に
、
防
衛
政
策
に
関
与
し
て
い
ま
す
。
防
衛
庁
が
出

す
防
衛
計
画
に
つ
い
て
、
そ
の
規
模
（
対
G
N
P
比
）
が
適
切

か
ど
う
か
と
い
う
判
断
を
す
る
仕
事
が
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

森
　
そ
う
す
る
と
、
官
庁
問
の
分
業
で
は
な
い
で
す
が
、
そ
う

　
い
う
デ
マ
ケ
ー
シ
ョ
ン
み
た
い
な
意
識
も
あ
っ
て
一
。

宮
崎
　
も
う
軍
備
は
防
衛
庁
以
外
は
直
接
や
ら
な
い
と
い
う
空

気
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
占
領
軍
が
帰
っ
た
ら
、
そ
う
い
う
研

究
は
防
衛
研
修
所
で
や
る
と
同
時
に
、
も
う
少
し
一
般
的
な
も

　
の
は
総
合
国
力
の
検
討
と
し
て
や
り
、
そ
の
総
合
国
力
の
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
お

は
、
総
合
開
発
研
究
機
構
（
N
I
R
A
）
で
も
や
っ
て
も
ら

う
。
た
だ
N
I
R
A
で
も
問
題
が
あ
り
ま
し
て
、
軍
事
的
な
問

題
を
直
接
研
究
す
る
と
国
会
で
追
及
さ
れ
て
、
け
し
か
ら
ん
と

言
わ
れ
る
。
結
局
N
I
R
A
で
も
国
防
そ
の
も
の
は
や
ら
な
か

　
つ
た
。
広
い
意
味
で
の
安
全
保
障
、
政
治
も
経
済
も
含
め
た
安

全
保
障
と
い
う
意
味
で
は
研
究
を
や
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
純

粋
な
軍
事
力
、
「
国
防
力
と
い
う
意
味
で
の
研
究
は
な
い
は
ず
で

す
。
そ
れ
は
日
本
で
は
あ
ま
り
や
っ
て
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
う
か
、
外
務
省
の
軍
縮
関
係
の
部
局
と
か
防
衛
研
修
所
以

外
で
は
。

、
中
村
　
防
衛
庁
と
い
う
の
は
や
や
孤
立
し
て
や
っ
て
い
た
か

ら
、
ほ
か
と
の
関
係
が
、
陰
で
は
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
け
れ

ど
、
表
立
っ
て
は
あ
ま
り
な
い
で
し
ょ
う
。

森
そ
う
す
る
と
、
長
期
経
済
計
画
そ
の
も
の
と
防
衛
計
画
と

い
う
も
の
の
つ
な
が
り
が
少
な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
ね
。

宮
暗
　
最
近
の
防
衛
計
画
と
か
第
何
次
送
と
い
う
の
が
あ
る
で

し
ょ
う
。
そ
れ
は
も
つ
ば
ら
防
衛
庁
で
つ
く
る
ん
で
す
。
そ
れ

で
国
防
会
議
と
か
、
そ
れ
に
似
た
よ
う
な
機
関
で
、
各
省
の
意

見
を
聴
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
経
済
企
画
庁
に
は
、
軍

事
力
の
規
模
と
か
に
つ
い
て
、
こ
れ
で
い
い
で
し
ょ
う
か
と
い

う
相
談
は
あ
る
。
だ
け
ど
、
海
軍
を
ど
う
す
る
、
陸
軍
を
ど
う

す
る
と
い
う
計
画
に
関
し
て
で
は
な
い
。
あ
る
い
は
弾
丸
は
ど

こ
で
ど
う
作
る
な
ん
て
い
う
こ
と
も
全
然
な
い
。
だ
だ
経
済
規

模
と
し
て
馬
防
衛
費
は
こ
れ
ぐ
ら
い
が
適
当
だ
と
か
、
そ
の
防

衛
規
模
だ
と
経
済
バ
ラ
ン
ス
や
国
民
生
活
上
お
か
し
い
と
か
、

そ
う
い
う
こ
と
を
正
式
に
コ
メ
ン
ト
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、

法
制
的
に
も
残
っ
て
い
る
ん
で
す
。
私
も
調
整
局
長
あ
る
い
は

事
務
次
官
時
代
に
は
随
分
や
り
ま
し
た
。
防
衛
庁
と
も
議
論
し

ま
し
た
。

中
村
　
い
ま
で
も
会
社
な
ん
か
で
、
防
衛
庁
か
ら
兵
器
だ
と
か

弾
薬
だ
と
か
の
発
注
が
あ
る
ん
だ
け
れ
ど
、
そ
う
い
う
も
の
を

受
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
あ
ま
り
世
間
に
言
い
た
く
な
い
、

と
会
社
で
も
思
っ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。
実
際
に
造
船
所
な
ん

か
は
、
艦
艇
な
ん
か
を
作
っ
て
い
る
わ
け
だ
け
れ
ど
、
あ
ま
り

表
立
っ
て
言
わ
な
い
。

宮
崎
言
わ
な
い
で
す
ね
。
日
本
の
経
済
問
題
は
そ
こ
が
欠
落

し
て
い
ま
す
ね
。

■
混
合
経
済
体
制
の
基
盤
に
つ
い
て

藤
井
　
留
学
さ
れ
て
い
る
と
き
に
「
混
合
体
制
」
に
つ
い
て
研

究
さ
れ
て
い
た
と
い
う
お
話
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
の
場
合
、

社
会
資
本
の
充
実
な
ど
に
は
財
政
の
裏
付
け
が
必
要
に
な
り
ま

す
ね
。
し
か
し
そ
の
当
時
の
日
本
は
、
六
五
年
ま
で
国
債
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
デ
ー
タ
で
見
る
限
り
、
比
較
的
小
さ
な

政
府
で
、
均
衡
財
政
と
言
い
ま
す
か
一
。

宮
暗
　
比
較
的
小
さ
な
政
府
で
予
算
も
六
〇
年
代
ま
で
は
均
衡

し
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
、
災
害
な
ん
か
も
あ
り
、
欧
米
と
比
べ

・｝

緒
ｺ
和
四
九
年
、
産
業
界
、
学
界
、

労
働
界
な
ど
の
代
表
の
発
起
に
よ
り
、

総
合
研
究
開
発
機
構
法
に
基
づ
い
て

政
府
に
認
可
さ
れ
た
政
策
志
向
型
の

シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
。
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、
．

る
と
段
々
大
き
く
な
っ
て
き
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
か
ら
も
と
も
と
社
会
資
本
の
蓄
積
が
小
さ
か
っ
た
。
「
信
じ

難
い
ほ
ど
遅
れ
て
い
る
道
路
」
事
情
だ
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
。

藤
井
　
そ
う
し
ま
す
と
、
国
債
の
発
行
が
制
限
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
制
約
と
い
う
ふ
う
に
は
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
か
。

宮
暗
　
社
会
資
本
投
資
を
本
格
的
に
始
め
た
頃
は
成
長
率
が
高

く
、
税
収
も
十
分
あ
っ
た
。
国
債
依
存
は
必
要
な
い
ぐ
ら
い
で

し
た
。
そ
の
代
わ
り
高
速
道
路
建
設
の
た
め
外
債
を
出
し
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
の

し
て
い
ま
し
た
か
ら
ね
。
新
幹
線
な
ん
か
は
世
銀
か
ら
出
て

い
ま
す
七
、
愛
知
用
水
も
そ
う
で
す
が
ら
ね
。
大
き
な
と
こ
ろ

は
そ
う
い
う
援
助
を
受
け
て
い
ま
す
。

藤
井
　
外
資
で
す
ね
。

宮
暗
　
え
え
。
そ
う
い
う
外
資
が
な
く
な
っ
て
か
ら
、
国
債
発

行
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。

そ
れ
か
ら
混
合
体
制
と
違
い
ま
す
が
、
ち
ょ
う
ど
留
学
の
最
後

／

の
頃
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
が
登
場
し
て
、
彼
が
離
任
演

説
の
時
に
、
「
産
軍
共
同
体
」
．
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
。
「
ア
メ

リ
カ
経
済
は
あ
ま
り
に
軍
事
費
を
増
や
し
て
、
軍
隊
と
産
業
が
・

癒
着
し
て
い
る
。
こ
れ
は
駄
目
だ
」
と
い
っ
た
言
葉
は
、
非
常

に
い
い
言
葉
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
ね
。
そ
れ
は
し
か
し
混

合
体
制
と
は
ち
ょ
っ
と
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
が
。

中
村
　
そ
れ
で
は
も
う
少
し
国
連
の
と
こ
ろ
で
お
話
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
時
間
に
な
り
ま
し
た
の
で
。

「
宮
崎
　
後
か
ら
問
題
に
な
る
環
境
の
問
題
は
、
当
時
は
国
連
で

も
ほ
と
ん
ど
出
て
い
ま
せ
ん
が
、
人
口
問
題
と
い
う
の
は
当
初

か
ら
あ
り
ま
し
た
ね
。

中
村
　
で
は
そ
の
へ
ん
を
こ
の
次
に
補
足
し
て
い
た
だ
い
て
、

そ
れ
か
ら
高
度
成
長
の
倍
増
計
画
に
な
り
ま
す
ね
。

宮
暗
　
そ
の
倍
増
計
画
で
、
環
境
問
題
を
無
視
し
た
じ
ゃ
な
い

か
と
い
う
批
判
が
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
こ
は
非
常
に
大
き

な
問
題
で
す
ね
。

茜
世
界
銀
行
（
く
く
O
ユ
a
　
口
。
山
コ
ズ
）
。
「
九

四
四
年
七
月
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
連

合
国
が
、
戦
後
の
世
界
経
済
の
安
定

と
復
興
促
進
す
る
た
め
に
設
立
協
定

を
結
び
発
足
し
た
、
ブ
レ
ト
ン
・
ウ

ッ
ズ
機
関
の
一
つ
。
　
一
般
に
は
国
際

復
興
開
発
銀
行
（
一
B
R
D
）
と
国

際
開
発
協
会
（
一
D
A
）
を
併
せ
て
、

世
界
銀
行
と
称
す
る
。
今
日
に
お
け
、

る
目
的
は
、
途
上
国
の
経
済
・
社
会

発
展
の
促
進
、
自
助
努
力
に
よ
る
発

展
の
支
援
。
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や

経
済
構
造
調
整
計
画
等
に
、
長
期
資

金
の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
る
。
日

本
も
「
九
五
一
一
年
に
加
盟
し
、
首
都

高
速
道
路
、
東
名
高
速
道
路
、
東
海

道
新
幹
線
な
ど
に
つ
い
て
融
資
を
受

け
た
。
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オーラルヒストリー

「所得倍増計画」の歴史的意義

　　　　　　第5回

［2001年9月20日　14：00～16＝00］

〔インタビュアー〕（肩書きはインタビューの時点）

中村隆英（東京大学名誉教授）

藤井信幸（東洋大学教授）

森直子（聯研究大学院大学リサーチアシスタント）

村井哲也（都立大学大学院博士課程）　　（於：（株）大和総研赤坂事務所）



第5回質問項目 開催日：平成13年9月20日
開催場所：大和総研　赤坂分室

　今回は、前回お話を伺った時期と重なりますが、改めて高度経済成長期に差し掛かり「国民所得

倍増計画」が作成された時期のお話を伺いたいと思います。それについてお話を伺うなかで、関連

した事項についてご質問させていただきたいと思います。

①昭和30年7月20日に経済経済企画庁へ改組された当時、日本が、「もはや戦後ではない」と

　いわれたように戦後復興も一段落すると同時に、経済成長率の鈍化が危惧された時期でも

　ありました。結局、日本経済は急速な成長を遂げ、高度経済成長期に突入します。この時

　期の経済成長に関する展望をめぐって、日銀政策委員であった下村治氏と日銀当局・経済

　企画庁がいわゆる「成長論争」を数次にわたって展開します。当時の経済企画庁、また総

　合計画局での状況や議論などお聞かせください。

②前回、米国留学からのご帰国後、総合計画局の計画課長補佐として池田内閣の下に閣議決

　定された「所得倍増計画」（昭和35年12月27日治乱訣定）の作成に関わられたと伺いました。

　この計画は、国内外の新たな状況変化を取り込み、従来よりも政策実効性の強められた経

　済計画で、「貿易為替自由化計画」（昭和35年6月24日閣僚会議央定）とあわせ、高度成長の

　展開に大きな影響を与えた政策といわれています。計画策定時のご苦労などお聞かせくだ

　さい。

③また、所得倍増計画において、物価問題がどのように捉えられてていたのでしょうか。

④国連への出向からご帰国された時期は、「所得倍増計画」に対する評価が出始めた時期と思

　います。経済企画庁内部での評価は如何なものであったのでしょうか。そして、所得倍増

　計画策定の当事者としてのご意見などお聞かせください。

⑤昭和30年代は、数量景気につづく神武景気からなべ底不況、そして岩戸景気、国際収支の

　悪化と調整と経済状況が大きく変化します。高度経済成長期に、そして「所得倍増計画」

　実行中に経済企画庁が最も憂慮した経済問題はどめような点であったのでしょうか。

⑥時間は前後しますが、米国留学からご帰国されたとき、組織のあり方、思考法など何か日

　本で新たに感じたことなどはございましたか。
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［宮暗氏作成、インタビューの冒頭に配布された資料］

所属
　1959年（昭和34年）4月米国留学より帰国

　　〃年11月総合計画局計画課課長補佐に

　　〃年〃月「国民所得倍増計画の内容いかん」諮問

　（経済審議会一石川会長に一）

　tg60年（昭和35年）11月同答申発表

　1961年（昭和36年）1月国連工業開発部（NY）に出向（経企庁休職）

倍増計画の背景

　＊経済復興→高度成長（成長率“平時化”ではなく“勃興期”に）。

　　準備作業としての「長期展望作業」。

　＊占領軍帰国・冷戦強まる→日本経済の自立要請強まる

　　　作業1成長力の吟味（資本・労働・国際収支）（技術・物価・生活）

　　　　　　（計量モデル使用、産業連関表一部利用）

　　　　　2．統制経済から混合経済（二部門分割、ただし政府関与強し）（政府…民間誘導、社会資

　　　　　本整備、技術支援…）（民間…高貯蓄→間接金融→設備投資〈技術進歩、生産力強化〉）

　　　　　3．国際社会へ（資本・貿易自由化へ）（ただし競争より保護・独占まだ強し）

　　　　　4．先進国仲間入り。（新たな国際責任）

登場者

　池田内閣以前…岸内閣（岸首相、福田幹事長、中山伊知郎の発言）

　池田内閣…個人周辺（下村治、高橋亀吉、平田敬一郎、小汀利得、田村敏雄）』

　…政府関係（経審…中山、有沢、東畑…）（4部会17小委延べ2，000人以上参加（事務局…計画局）

　　連絡（犬田、東）（野党木村禧八郎…）

課題

　1　完全雇用

　2　社会資本整備

　3　輸出勃興・輸入節約

　4　技術進歩（技術導入、研究開発費増強、技術〈者〉教育重視）

　5　物価問題（人間の価値の増大と生産性格差インフレーション）（地価上昇）

　6　所得格差と地域格差

　7　エネルギー転換（石炭→石油）

　8　環境問題（公害→環境破壊）（都市問題）

　9　企業経営

　10財政・金融政策

次回（第6回）

　高度成長の功罪

　　　＊安保騒動→慣用と忍耐→「経済の時代」へ

　　　＊先進国仲間入り（冷戦下で西側の一員としての責任増大）

　　　＊生産者優先の時代→消費者の時代へ（まだ弱い）→「生活に奉仕する経済」

　　　＊経済開発（列島改造）→社会開発（環境・福祉）へ

　　　＊物的貧困の解消→真の豊かさへの挑戦
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■
国
民
所
得
計
画
と
高
度
経
済
成
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⇔
1

宮
崎
　
　
［
「
第
五
回
『
国
民
所
得
倍
増
計
画
』
」
を
配
布
］

村
井
　
こ
ち
ら
の
方
で
経
済
企
画
庁
の
人
事
表
を
つ
く
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
［
人
事
表

　
　
　
の
　

を
渡
す
］
。

森
　
い
ち
お
う
課
長
以
上
で
す
。

宮
崎
　
　
［
人
事
表
を
バ
ラ
バ
ラ
見
な
が
ら
］
私
は
も
う
あ
ま
り

覚
え
て
い
な
い
や
。
こ
れ
［
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
］
は
最

後
は
ど
う
さ
れ
る
わ
け
で
す
か
。
私
が
話
し
た
大
臣
や
局
長
の

名
前
は
こ
の
ま
ま
口
頭
の
も
の
を
残
す
ん
で
す
か
。
記
憶
違
い

や
人
違
い
が
あ
る
か
も
分
か
り
ま
せ
ん
の
で
あ
と
で
言
い
間
違

い
を
直
し
た
り
、
数
字
の
裏
付
け
は
し
て
も
い
い
も
の
で
す
か
。

森
　
は
い
、
結
構
で
す
。
私
ど
も
も
、
い
ろ
い
ろ
な
資
料
か
ら

事
実
確
認
を
し
ま
す
の
で
。

宮
崎
　
あ
と
か
ら
修
正
で
き
な
い
と
い
う
性
格
の
も
の
で
す

か
。
オ
ー
ラ
ル
ど
い
い
ま
す
か
ら
《
勿
論
責
任
を
も
っ
て
正
確

に
話
し
て
い
る
つ
も
り
で
す
が
。

中
村
　
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

森
　
た
と
え
ば
年
月
日
が
違
う
と
か
、
人
物
名
な
ど
も
含
め
て
、

こ
の
発
言
は
こ
こ
に
残
し
て
し
ま
う
と
事
実
と
違
う
、
と
い
う

こ
と
に
お
気
づ
き
で
し
た
ら
、
こ
ち
ら
に
い
た
だ
け
れ
ば
直
し

ま
す
。

宮
崎
－
人
の
名
前
が
ず
い
ぶ
ん
出
る
の
で
、
あ
ま
り
傷
つ
け
た

く
な
い
と
い
う
感
じ
も
あ
り
ま
す
。
役
人
の
経
験
者
は
、
辞
め

て
も
守
秘
義
務
が
あ
る
ん
で
す
。
が
、
大
蔵
省
や
日
銀
の
人
で

過
去
の
こ
と
を
書
い
て
い
る
人
の
中
に
は
、
機
密
に
関
わ
る
こ

と
で
も
話
し
て
い
る
の
が
あ
っ
て
お
か
し
い
と
思
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
に
関
わ
る
こ
と
を
話
し
た
ら
、
い
ろ
い
ろ
難
七

い
問
題
も
あ
り
ま
す
。
も
っ
と
も
、
O
E
C
D
な
ど
で
の
や
り

と
り
以
外
、
経
済
企
画
庁
に
あ
ま
り
機
密
は
な
い
で
す
ね
。

中
村
　
な
い
と
思
い
ま
す
し
、
な
ん
と
い
っ
て
も
三
十
年
経
っ

て
い
ま
す
か
ら
。

宮
崎
　
あ
っ
て
も
も
う
時
効
で
す
か
。

中
村
、
だ
い
た
い
、
［
宮
崎
さ
ん
は
］
次
官
を
お
辞
め
に
な
っ

て
も
う
二
十
年
経
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

宮
崎
　
私
も
墓
場
が
近
い
。

森
　
お
惹
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
全
部
公
表
す
る
の
は
や
め
ま
し

ょ
う
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
る
の
は
ち
ょ
っ
と
困
り
ま
す
が
、
こ
の

部
分
は
、
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
消
し
た
り
直
し
た
り
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。

宮
崎
　
本
来
的
に
は
何
も
隠
す
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
た
と
え
ば
一
ド
ル
ー
－
三
六
〇
円
を
や
め
た
と
き
に
、
私
は

　
　
　
　
　
　
　
ね
ビ

柏
木
さ
ん
（
雄
介
氏
、
大
蔵
省
）
と
一
緒
に
パ
リ
に
い
た
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
る

で
す
。
そ
し
て
柏
木
さ
ん
が
日
本
に
い
る
細
見
．
さ
ん
（
卓
氏
、

大
蔵
省
）
「
に
「
今
日
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
絶
対
に
開
け
て
お
け
」

と
言
っ
た
問
題
の
場
面
も
、
二
緒
に
い
ま
し
た
。
パ
リ
は
明
け

方
で
、
・
こ
れ
か
ら
夜
が
明
け
る
と
い
う
時
間
で
し
た
。
「
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
閉
め
る
と
い
う
声
が
あ
る
け
れ
ど
、
開
け
て
お
け
」

と
言
わ
れ
た
ん
で
す
ね
。
勿
論
こ
の
こ
と
は
そ
の
時
点
で
は
機

密
事
項
で
す
よ
ね
。

中
村
　
そ
の
辺
の
と
こ
ろ
が
、
み
な
さ
ん
あ
ま
り
話
し
て
お
ら

れ
な
い
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。
倍
増
計
画
の
と
こ
ろ
は
わ
り
に
み

な
さ
ん
話
し
て
お
ら
れ
る
し
、
何
を
し
ゃ
べ
っ
て
も
構
わ
な
い

と
思
う
ん
で
す
ね
。

宮
漏
　
で
も
倍
増
計
画
の
と
き
で
も
、
多
少
、
農
業
の
自
由
化

の
問
題
と
関
連
し
て
、
コ
メ
の
自
由
化
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と

静
－
資
料
【
を
参
照
の
こ
と
。

・・

Q
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
協
力
の
中

で
村
井
氏
が
『
職
員
録
』
（
大
蔵
省
印

刷
局
、
各
年
度
）
を
参
照
し
て
作
成

し
た
も
の
で
、
経
済
安
定
本
部
、
経

済
審
議
庁
、
経
済
企
画
庁
の
各
年
度

毎
の
課
長
以
上
の
人
事
の
変
遷
を
表

し
て
い
る
。
大
部
の
た
め
、
本
速
記

録
の
附
属
資
料
と
し
て
は
添
付
し
な

い
。
コ
ピ
ー
は
、
本
プ
ロ
ジ
エ
ク
ド

が
所
蔵
し
て
い
る
。

骨
3
第
三
回
の
章
、
註
五
六
参
照
。

静
4
昭
和
四
六
（
「
九
七
「
）
年
の
ド

ル
シ
ョ
ッ
ク
時
に
お
け
る
、
国
際
通

貨
問
題
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
大
蔵

省
財
務
官
。
大
正
九
（
一
九
三
〇
）

年
四
月
二
四
日
生
ま
れ
。
東
京
帝
国

大
学
卒
業
後
、
昭
和
十
七
年
大
蔵
省

入
省
。
同
四
六
年
財
務
官
、
四
九
年

日
本
興
業
銀
行
顧
問
と
な
り
、
五
六

年
よ
り
海
外
経
済
協
力
基
金
総
裁
。
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い
う
議
論
を
し
て
、
農
業
関
係
の
人
も
「
そ
れ
で
結
構
で
す
」

と
言
っ
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
暫
く
た
っ
て
こ
れ
は
大
変

な
こ
と
だ
と
気
付
い
て
、
外
に
出
す
の
は
や
め
よ
う
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
、
米
の
自
由
化
と
い
う
表
現
は
消
え
て
い
る
ん
で

す
。
そ
う
い
う
こ
と
は
、
い
ま
は
言
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
で

し
ょ
う
ね
。
当
時
と
し
て
は
政
治
的
に
は
外
部
秘
で
し
た
。

中
村
、
［
森
氏
に
向
か
っ
て
］
質
問
票
は
お
渡
し
し
ま
し
た
か
。

森
お
送
り
し
て
あ
り
ま
す
。

中
村
　
調
整
局
長
と
か
次
官
と
い
う
お
仕
事
を
し
て
お
ら
れ
る

と
き
に
、
大
き
い
こ
と
で
な
く
て
も
、
中
で
い
ろ
い
ろ
ご
ち
ゃ

ご
ち
ゃ
し
た
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
ね
。
で

き
れ
ば
そ
の
へ
ん
を
伺
っ
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
実
は
倍

増
計
画
と
い
う
の
は
非
常
に
有
名
で
、
み
な
さ
ん
が
言
っ
て
お

ら
れ
る
ん
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
か
ら
後
、
特
に
石
油
シ
ョ
ッ
ク
が

終
わ
っ
た
後
も
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。

そ
の
へ
ん
も
伺
え
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

計
画
局
課
長
補
佐
と
し
て

宮
崎
　
そ
れ
で
は
倍
増
計
画
の
周
辺
の
話
を
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
前
回
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
た
話
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
私

は
一
九
五
九
（
昭
和
三
十
四
年
）
春
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
戻
っ
て

ま
い
り
ま
し
て
、
も
つ
ば
ら
国
民
所
得
倍
増
計
画
の
仕
事
を
や

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
所
得
倍
増
計
画
は
昭
和
三
十
五
（
一

九
六
〇
）
年
で
、
答
申
と
閣
議
決
定
が
ち
ょ
っ
と
ず
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ら

ん
で
す
が
、
十
一
月
一
日
に
経
済
審
議
会
の
石
川
一
郎
会
長

か
ら
答
申
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
答
申
を
受
け
て
閣
議
決
定
が

あ
る
ん
で
す
が
、
そ
れ
が
済
ん
で
、
私
は
国
連
に
出
向
い
た
し

ま
し
た
。

　
国
民
所
得
倍
増
計
画
と
い
う
の
は
、
高
度
成
長
の
始
ま
り
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
発
表
直
後
、
具
体
的
に
国
民
所

得
倍
増
計
画
が
、
国
内
あ
る
い
は
海
外
で
ど
う
受
け
取
ら
れ
た

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
間
接
的
に
は
い
ろ
い
ろ
聞
き
ま

し
た
が
、
私
自
身
は
国
連
に
行
っ
て
、
直
接
の
評
価
や
批
判
に

接
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
の
評
価
は
最
後
に
述
べ
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
私
に
と
っ
て
留
学
と
国
連
出
向

の
間
の
日
本
に
い
た
期
間
中
、
も
っ
ぱ
ら
倍
増
計
画
に
関
わ
っ

て
い
た
わ
け
で
す
。

　
帰
り
ま
し
た
と
き
の
所
属
は
総
合
計
画
局
計
画
課
で
し
た
。

そ
れ
ま
で
経
済
企
画
庁
で
は
、
「
新
長
期
経
済
計
画
」
を
五
七

年
十
二
月
に
つ
く
っ
て
お
り
ま
す
。
復
興
段
階
は
終
わ
っ
た
、

日
本
経
済
は
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

そ
の
前
の
長
期
展
望
作
業
に
基
づ
い
た
計
画
が
つ
く
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
、
ど
う
も
そ
の
内
容
が
、
成
長
率
の
点
に
つ

い
て
も
、
政
策
の
点
に
つ
い
て
も
、
も
う
一
つ
不
充
分
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
、
池
田
内
閣
に
な
っ
て
か
ら
、
本
格
的
に

国
民
所
得
倍
増
計
画
と
い
う
新
し
い
計
画
を
つ
く
ろ
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
私
は
日
本
に
帰
り
ま
し
て
か

ら
、
十
一
月
に
課
長
補
佐
に
な
り
ま
し
た
。

　
役
人
的
な
こ
と
で
す
が
、
課
長
補
佐
と
い
う
の
は
特
異
な
存

在
で
、
省
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、
多
く
の
省
で
は
課
長
補
佐

は
政
治
的
責
任
の
少
な
い
と
こ
ろ
の
中
で
は
一
番
上
の
立
場
に

あ
り
、
仕
事
が
実
質
的
に
一
番
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。
課
長
補

佐
以
上
の
幹
部
に
な
り
ま
す
と
、
実
質
的
な
仕
事
は
課
長
補
佐

に
任
せ
て
、
政
治
的
責
任
を
取
り
始
め
る
職
に
な
る
わ
け
で
す
。

課
長
・
局
長
・
大
臣
と
責
任
者
に
な
る
ん
で
す
が
、
課
長
補
佐

は
対
外
的
な
責
任
は
あ
ま
り
な
い
代
わ
り
に
、
事
務
局
、
各
課
、

局
の
中
で
は
一
番
威
張
っ
て
い
る
、
　
“
力
”
が
あ
る
と
い
う
地

嘗
明
治
十
八
（
一
八
八
五
）
年
十
一

月
五
日
生
ま
れ
。
東
京
帝
国
大
学
工

学
部
卒
業
。
同
大
学
助
教
授
を
経
て
、

大
正
四
年
、
父
の
経
営
す
る
関
東
酸

曹
（
後
の
日
産
化
学
工
業
）
入
社
。
昭
和

十
六
年
日
産
化
学
社
長
。
戦
後
は
経

団
連
初
代
会
長
。
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位
で
す
。
こ
れ
は
通
産
省
な
ど
の
方
が
も
っ
と
は
っ
き
塾
し
て

い
て
、
政
策
の
立
案
、
法
案
の
骨
子
を
つ
く
っ
た
り
作
文
を
す

る
責
任
者
は
だ
い
た
い
課
長
補
佐
で
、
課
長
の
段
階
か
ら
上
は

各
省
と
折
衝
し
た
り
、
次
官
、
大
臣
に
持
つ
℃
い
っ
て
政
党
と

折
衝
し
た
り
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
役
所

の
中
に
限
っ
て
言
い
ま
す
と
、
課
長
補
佐
の
影
響
力
は
実
質
的

に
は
一
番
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

森
　
課
長
は
対
外
的
な
責
務
、
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
課

長
補
佐
は
、
実
質
的
な
作
業
の
割
り
振
り
も
や
る
ん
で
し
ょ
う

か
。宮

崎
　
経
済
審
議
会
か
ら
注
文
が
あ
っ
て
、
こ
う
い
う
計
画
を

つ
く
る
の
で
、
計
画
で
は
こ
う
い
う
点
に
重
点
を
置
き
ま
し
ょ

う
、
そ
の
重
点
の
中
身
は
こ
う
い
う
点
で
、
こ
の
点
は
誰
々
に

や
ら
せ
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
こ
と
を
決
め
る
の
は
、
実
質
的
に

は
課
長
補
佐
で
す
。
課
長
補
佐
が
つ
く
っ
て
「
課
長
、
こ
れ
で

や
り
ま
す
」
と
い
っ
て
、
大
体
「
う
ん
、
そ
れ
で
や
れ
」
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
対
外
的
に
「
あ
の
仕
事
は
始
ま
っ
て

い
る
か
」
と
言
わ
れ
た
ら
、
「
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う

順
序
、
手
立
て
で
、
担
当
は
こ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
」

と
い
う
こ
と
は
、
課
長
が
よ
そ
に
い
っ
て
説
明
す
る
。
課
長
補

佐
は
外
部
に
は
知
ら
ん
顔
を
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
実
際
は
自

分
で
決
め
て
取
り
仕
切
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
非
常
に
、

や
り
手
の
課
長
補
佐
は
、
し
ば
し
ば
鬼
軍
曹
と
呼
ば
れ
る
わ
け

で
す
。
つ
ま
り
実
働
部
隊
の
ボ
ス
に
な
る
わ
け
で
す
ね
。

　
だ
か
ら
個
人
的
な
立
場
か
ら
い
う
と
、
実
質
的
な
仕
事
を
し

ょ
う
と
す
る
と
い
ち
ば
ん
面
白
い
地
位
だ
と
思
い
ま
す
。
対
外

的
な
責
任
は
直
接
と
ら
な
く
て
い
い
し
、
責
任
は
課
長
や
局
長

に
取
っ
て
も
ら
う
立
場
に
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
面
白
い
と
い

え
ば
面
白
い
。
も
ち
ろ
ん
各
省
レ
ベ
ル
の
事
務
的
な
調
整
の
責

任
は
課
長
補
佐
に
あ
っ
て
、
こ
こ
を
削
れ
と
か
い
っ
た
技
術
的

な
調
整
は
課
長
補
佐
の
責
任
で
や
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て

も
各
省
と
も
課
長
補
佐
が
そ
う
い
う
役
割
を
や
っ
て
い
る
わ
け

で
す
か
ら
、
き
ざ
っ
ぽ
い
言
い
方
を
ず
れ
ば
、
　
“
お
れ
が
取
り

仕
切
る
”
と
い
う
感
じ
が
あ
る
わ
け
で
す
。
今
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
知
り
ま
せ
ん
。
多
分
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ

う
ね
。

中
村
　
課
長
さ
ん
は
、
補
佐
が
来
た
と
き
に
自
分
の
意
見
が
あ

れ
ば
ち
ょ
っ
と
言
っ
て
お
く
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。

宮
崎
　
　
「
こ
こ
は
念
を
入
れ
て
」
と
か
、
「
タ
イ
ミ
ン
グ
は
こ

れ
ぐ
ら
い
だ
な
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
う
ん
で
す
。

中
村
　
そ
の
場
合
、
課
長
補
佐
は
そ
れ
を
呑
み
込
ん
で
一
う
ま

く
課
長
の
意
向
を
取
り
入
れ
て
、
自
分
の
考
え
で
ま
と
め
て
い

く
と
い
う
の
が
、
腕
な
ん
だ
な
。

宮
崎
　
も
ち
ろ
ん
、
ま
っ
た
く
課
長
と
か
局
長
の
意
向
を
無
視

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
。
大
枠
は
こ
う
い
う
こ
と
だ
、

と
い
う
こ
と
は
心
得
て
い
る
ん
で
す
ね
。

中
村
　
上
の
人
は
む
し
ろ
補
佐
に
遠
慮
し
な
が
ら
、
自
分
の
意

向
を
最
低
限
に
伝
え
て
お
く
。
そ
う
す
る
と
若
い
方
が
そ
れ
を

呑
み
込
ん
で
、
局
長
や
課
長
の
気
に
入
る
よ
う
に
は
す
る
ん
で

す
ね
。

宮
崎
　
話
は
ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す
が
、
外
部
か
ら
陳
情
に
行
く

と
き
は
、
い
き
な
り
課
長
に
は
行
か
な
い
で
、
ま
ず
課
長
補
佐

に
敬
意
を
表
し
て
、
「
課
長
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う

形
に
な
り
ま
す
。

森
実
質
的
に
課
長
補
佐
に
ご
説
明
申
し
上
げ
な
い
と
、
陳
情

の
内
容
が
伝
わ
ら
な
い
ん
で
す
ね
。

宮
暗
　
う
ま
く
伝
わ
ら
な
い
し
、
あ
と
で
課
長
が
「
こ
れ
を
や

っ
て
」
と
い
っ
て
も
、
「
い
や
課
長
、
違
い
ま
す
よ
、
実
態
は
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こ
う
で
す
か
ら
、
そ
ん
な
陳
情
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
言
っ

た
り
す
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
に
は
感
情
的
な
こ
と
も
入
る
し
、

必
ず
し
も
い
い
こ
と
で
は
な
い
と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
う
い
う

暗
黙
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。
企
画
庁
も
そ
う
で
し
た
が
、
各
省
を

見
る
と
特
に
通
産
省
な
ど
は
そ
う
い
う
色
彩
が
い
ち
ば
ん
強
か

っ
た
で
す
ね
。
法
律
を
こ
う
い
う
ふ
う
に
作
る
と
い
う
と
き
に

は
、
だ
い
た
い
課
長
補
佐
段
階
で
大
枠
が
出
来
上
が
り
ま
す
。

　
そ
れ
と
若
干
違
う
の
が
大
蔵
省
で
、
大
蔵
省
は
よ
く
言
え
ば

秩
序
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
下
か
ら
行
く
．
ん
で
す
が
、

権
限
は
上
の
方
ほ
ど
強
い
。
例
え
ば
ほ
か
の
官
庁
並
み
だ
と
い

う
こ
と
で
、
対
外
政
策
の
問
題
に
つ
い
て
大
蔵
省
に
相
談
し
に

行
く
と
き
に
課
長
補
佐
の
と
こ
ろ
に
行
く
と
、
「
話
は
承
り
ま

す
が
、
ま
ず
課
長
と
相
談
し
ま
す
」
と
い
う
。
そ
し
て
課
長
の

と
こ
ろ
に
行
く
と
、
「
上
と
相
談
し
て
」
と
い
う
。
そ
れ
で
ず

ず
っ
と
行
く
ん
で
す
が
、
課
長
補
佐
本
人
も
各
省
の
案
を
部
内

で
説
明
す
る
と
き
に
、
「
自
分
は
こ
う
思
い
ま
す
」
と
い
う
の

で
は
な
く
て
、
「
こ
う
い
う
こ
と
を
言
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

ど
う
し
ま
し
ょ
う
か
」
と
い
う
い
い
方
を
す
る
。
や
は
り
上
の

者
ほ
ど
実
質
的
に
も
権
限
が
強
い
と
い
う
の
が
大
蔵
省
の
場
合

は
か
な
り
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

　
そ
れ
は
秩
序
と
い
う
点
か
ら
は
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
例
え

ば
国
際
金
融
局
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、
係
員
が
ぼ
や
く

ん
で
す
。
ま
ず
課
長
補
佐
に
説
明
す
る
、
そ
し
て
課
長
に
説
明
、

す
る
、
そ
し
て
局
内
の
総
括
課
長
に
説
明
す
る
、
そ
れ
か
ら
審

議
官
が
二
人
い
る
の
で
、
そ
の
人
た
ち
に
説
明
す
る
、
さ
ら
に

局
長
に
説
明
す
る
、
そ
し
て
大
蔵
省
の
財
務
官
に
説
明
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
そ
の
上
で
、
次
官
、
大
臣
に
い
く
。
手
続
き

が
下
か
ら
長
く
か
か
っ
て
、
そ
の
間
に
い
ろ
い
ろ
注
文
が
つ
く

わ
け
で
す
。
r
で
す
か
ら
、
大
蔵
省
の
場
合
は
省
内
で
課
長
補
佐

は
相
対
的
に
見
て
よ
そ
の
省
に
比
べ
地
位
が
弱
い
と
い
う
感
じ

が
し
ま
す
。
今
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
知
り
ま
せ
ん
が
、
当
時

は
そ
う
い
う
感
じ
で
し
た
。
た
だ
、
主
計
局
の
予
算
査
定
で
は

そ
う
で
は
な
い
。
各
省
の
担
当
者
に
と
っ
て
は
、
主
査
が
最
も

怖
い
。
大
き
な
政
治
的
マ
タ
ー
で
は
違
い
ま
す
が
、
事
務
レ
ベ

ル
で
は
主
査
が
中
心
的
な
仕
事
を
し
て
い
る
。

■
経
済
審
議
会
、
宏
池
会
と
の
関
係

宮
崎
」
話
は
横
に
飛
び
ま
し
た
が
、
実
質
的
に
取
り
仕
切
れ
る

と
い
う
の
が
課
長
補
佐
で
す
か
ら
、
倍
増
計
画
を
大
袈
裟
に
い

え
ば
一
身
で
背
負
っ
た
気
持
ち
に
な
る
わ
け
で
す
。
だ
け
ど
、

倍
増
計
画
の
場
合
に
は
そ
う
い
う
官
庁
の
中
で
の
序
列
や
し
き

た
り
の
問
題
よ
り
は
、
も
っ
と
複
雑
な
機
構
が
絡
ま
っ
て
い
ま

し
た
。

　
一
つ
は
、
形
式
的
に
は
経
済
審
議
会
と
い
う
と
こ
ろ
で
議
論

を
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
五
九
年
十
一
月
に
内
閣
総
理
大
臣
が

経
済
審
議
会
の
会
長
に
対
し
て
、
国
民
所
得
倍
増
計
画
を
や
る

が
検
討
し
ろ
、
と
い
う
諮
問
を
出
す
。
そ
の
諮
問
に
答
え
る
の

は
経
済
審
議
会
で
あ
っ
て
、
経
済
企
画
庁
で
は
な
い
。
経
済
企

画
庁
は
経
済
審
議
会
が
言
っ
た
こ
と
に
沿
っ
て
作
業
を
す
る
事

務
局
な
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
内
部
で
課
長
補
佐
が

偉
そ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
も
、
経
済
審
議
会
で
は
通
ら
な
い
か

も
し
れ
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
審
議
会
は
往
々
御
用

機
関
と
い
わ
れ
、
経
済
審
議
会
も
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
か

も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
中
山
伊
知
郎
先
生
や
土
屋
清
さ
ん
、
円

城
寺
次
郎
さ
ん
な
ど
は
そ
ん
な
こ
と
は
な
く
、
辛
ロ
の
ご
意
見

番
で
し
た
。

　
所
得
倍
増
計
画
と
い
う
の
は
池
田
さ
ん
が
諮
問
さ
れ
た
わ
け

静
6
池
田
勇
人
元
首
相
が
結
成
し
た
政

策
研
究
グ
ル
ー
プ
の
こ
と
。
後
に
自

民
党
内
の
派
閥
へ
と
転
化
し
た
。
官

僚
出
身
者
が
多
く
、
ま
た
池
田
、
大

平
、
鈴
木
、
宮
澤
と
四
人
の
首
相
を

輩
出
し
た
。

。・

V
明
治
二
四
年
【
月
（
戸
籍
上
1
1
明

治
二
七
年
九
月
二
三
日
）
生
ま
れ
。

大
阪
・
船
場
に
て
働
い
た
後
、
朝
鮮

に
渡
り
、
独
学
で
早
稲
田
大
学
を
卒

業
。
久
原
鉱
業
を
経
て
、
大
正
七
年

東
洋
経
済
新
報
社
入
社
、
同
十
三
年

編
集
長
。
の
ち
経
済
評
論
家
と
な
る
。

戦
時
中
は
近
衛
内
閣
の
ブ
レ
ー
ン
と

し
て
昭
和
研
究
会
な
ど
に
関
与
。
戦

後
公
職
追
放
を
経
て
、
昭
和
三
〇
年

通
産
省
顧
問
。
ま
た
池
田
勇
人
の
高

度
経
済
成
長
政
策
の
ブ
レ
ー
ン
で
も
、

あ
っ
た
。

軸
8
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
九
月

五
日
生
ま
れ
。
昭
和
六
年
大
蔵
省
入

省
。
戦
後
経
済
安
定
本
部
、
物
価
庁

に
出
向
の
後
大
蔵
省
に
一
戻
り
、
同
二

二
年
主
税
局
長
。
二
四
年
来
日
し
た

シ
ャ
ウ
プ
使
節
団
と
折
衝
、
一
一
五
年

シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
よ
る
税
制
改
善
実

施
の
中
心
と
な
る
。
三
〇
年
大
蔵
事

務
次
官
。
三
二
年
日
本
開
発
銀
行
副

総
裁
、
の
ち
総
裁
。

。｝

X
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
十
二

月
三
日
生
ま
れ
。
島
田
三
郎
衆
院
議

員
の
秘
書
を
務
め
た
後
、
大
正
十
年

中
外
商
業
新
報
（
現
．
日
本
経
済
新
聞
V

入
社
。
昭
和
二
十
年
社
長
、
二
二
年

公
職
追
放
。
二
五
年
解
除
後
、
国
家
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で
す
が
、
そ
の
前
に
い
ろ
い
ろ
な
人
が
倍
増
的
な
も
の
を
考
え

て
い
ま
し
た
。
岸
内
閣
の
時
に
す
で
に
所
得
倍
増
構
想
の
基
本

的
な
考
え
方
は
何
だ
と
い
う
こ
と
を
正
式
に
経
企
庁
に
聞
い
て

い
る
わ
け
で
す
。
総
理
大
臣
も
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
ま
し
て

そ
れ
を
受
け
継
い
だ
池
田
さ
ん
は
、
自
分
も
賃
金
二
倍
論
と
い

う
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
て
、
大
蔵
大
臣
を
や
っ
て
い
る
と

き
か
ら
倍
増
計
画
的
な
も
の
に
関
心
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
。

　
し
か
も
池
田
さ
ん
は
、
そ
の
下
に
大
蔵
事
務
局
も
あ
り
ま
す

が
、
大
蔵
事
務
局
を
使
う
よ
り
、
池
田
さ
ん
の
偶
人
的
な
プ
レ

ー
ン
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
私
ど
も
が
倍
増
計
画
を

つ
く
る
場
合
、
直
接
的
に
は
経
済
審
議
会
の
意
向
を
受
け
て
事

務
局
と
し
て
仕
事
を
こ
な
す
以
外
に
、
池
田
さ
ん
の
ブ
レ
ー
ン

の
と
こ
ろ
と
も
調
整
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
複
雑
な
機
構
に
な
っ
て
い

ま
す
か
ら
、
課
長
補
佐
と
い
っ
て
も
相
対
的
に
は
難
し
か
っ
た

と
い
う
こ
と
が
言
え
る
わ
け
で
す
。
こ
う
い
う
一
つ
の
法
律
や

計
画
を
作
っ
て
い
ぐ
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の
意
見
を
聴
く
。

部
会
、
専
門
部
会
な
ど
に
参
加
さ
れ
て
い
る
方
々
の
話
は
、
膨

大
な
も
の
で
し
た
が
、
そ
れ
は
倍
増
計
画
の
作
業
に
と
っ
て
は

大
変
い
い
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。

中
村
　
ブ
レ
ー
ン
と
い
う
の
は
、
そ
の
時
分
に
い
わ
ゆ
る
宏
睡

る
　

会
が
で
き
て
い
た
は
ず
で
す
が
。

宮
暗
　
　
（
そ
れ
は
資
料
［
第
五
回
］
の
下
の
方
に
書
い
て
あ
り

ま
す
が
）
池
田
内
閣
に
な
る
直
前
の
こ
ろ
か
ら
、
「
池
田
さ
ん
は

宏
池
会
を
中
心
に
ブ
レ
ー
ン
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。
宏
池
会
．

全
体
と
い
う
よ
り
、
宏
池
会
が
集
め
た
人
が
ブ
レ
ー
ン
に
な
る

わ
け
で
す
。
（
そ
こ
に
書
い
て
あ
る
よ
う
に
）
下
村
治
さ
ん
、

　
　
　
　
　
る
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

高
橋
亀
吉
さ
ん
、
平
田
敬
一
郎
さ
ん
　
（
開
銀
総
裁
）
、
そ
れ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

ら
日
経
の
小
汀
利
得
さ
ん
。
田
．
村
敏
雄
さ
ん
と
い
う
方
は
宏

池
会
の
事
務
局
に
い
て
、
い
わ
ば
庶
務
的
な
こ
と
を
や
っ
て
お

ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
、
倍
増
計
画
の
時
の
プ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
り

ー
ン
と
し
て
星
野
直
樹
さ
ん
　
（
企
画
院
）
、
そ
れ
か
ら
櫛
田
光

　
　
　
ね
け
　

男
さ
ん
と
い
う
国
民
金
融
公
庫
の
総
裁
が
入
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

　
宏
池
会
の
中
で
最
初
は
木
曜
会
と
い
う
よ
う
な
名
前
で
し
た

が
、
な
ん
と
な
し
に
会
が
変
わ
っ
て
き
て
、
新
規
の
人
、
例
え

ば
稲
葉
秀
三
さ
ん
と
か
、
大
蔵
省
か
ら
横
浜
銀
行
の
頭
取
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

ら
れ
た
伊
原
隆
さ
ん
が
コ
ア
に
な
っ
て
、
「
七
人
の
侍
」
だ
と

か
い
わ
れ
た
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
た
ん
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
倍
増
計
画
に
つ
い
て
は
実
質
的
に
は
下
村
さ
ん
が
中
心
で
、

会
合
の
庶
務
的
な
こ
と
は
田
村
さ
ん
が
中
心
だ
っ
た
と
伺
っ
て

い
ま
す
。
田
村
さ
ん
が
招
集
し
て
み
ん
な
で
勉
強
会
を
や
っ
た
。

そ
の
資
料
づ
く
り
を
し
た
り
、
理
論
的
な
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
た

の
が
下
村
さ
ん
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
グ
ル
ー
プ
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
偉
い
人
で
す
か
ら
、

・
実
質
的
な
計
算
と
か
な
ん
と
か
は
や
り
ま
せ
ん
。
下
村
さ
ん
は
、

言
葉
で
言
う
よ
り
は
き
ち
ん
と
数
字
で
示
す
方
で
、
数
字
を
非

常
に
大
事
さ
れ
た
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
い
ま
か
ら
見
る
と
非
常

に
簡
単
な
数
字
で
、
資
本
係
数
が
ど
う
だ
と
か
投
資
乗
数
が
ど

う
だ
と
か
と
い
う
、
非
常
に
簡
単
な
マ
ク
ロ
的
な
数
字
で
し
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
倍
増
計
画
を
つ
く
る
場
合
に
は
、
数
量
的
・

計
量
的
な
計
算
が
要
る
の
で
、
下
村
さ
ん
は
ま
た
独
自
な
ス
タ

ッ
フ
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
大
蔵
省
の
機
構
の
中
に
も
ス

タ
ッ
フ
が
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
宏
池
会
の
仕
事
と
い
う
か
、
、

倍
増
計
画
と
の
関
係
で
の
下
村
さ
ん
の
ス
タ
ッ
フ
は
ま
っ
た
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
り

個
人
的
で
、
・
犬
田
章
さ
ん
と
東
さ
ん
で
し
た
。
犬
田
さ
ん
は

い
ま
拓
殖
大
学
の
先
生
か
な
、
東
さ
ん
も
ど
こ
か
の
大
学
で
教

え
て
お
ら
れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
の
御
二
人
は
下
村
さ
ん

公
安
委
員
、
大
蔵
、
農
林
、
通
産
、

国
鉄
な
ど
の
委
員
を
歴
任
。
文
化
財

保
護
委
員
、
国
語
問
題
協
議
会
代
表

も
務
め
た
。

静
－
o
明
治
一
一
五
（
一
八
九
二
）
年
四
月

十
日
生
ま
れ
。
大
正
六
年
．
大
蔵
省
入

省
。
昭
和
七
年
満
州
国
の
日
本
人
官

吏
と
な
り
．
、
十
一
一
年
満
州
国
総
務
長

官
。
　
一
五
年
帰
国
し
、
企
画
院
総
裁
。

翌
十
六
年
内
閣
書
記
官
長
。
戦
後
〉
級

戦
犯
と
な
り
、
二
三
年
終
身
刑
を
宣

告
さ
れ
た
が
、
三
〇
年
に
釈
放
。
そ

の
後
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
社
長
等
を
歴

任
し
た
。

躯
H
明
治
三
六
（
［
九
〇
三
）
年
七
月

二
二
日
生
ま
れ
。
昭
和
二
年
大
蔵
省

入
省
。
終
戦
連
絡
中
央
事
務
局
第
二

部
長
、
大
蔵
省
理
財
局
長
等
を
経
て
、

昭
和
一
一
四
年
国
民
金
融
公
庫
総
裁
。

後
、
日
本
不
動
・
産
・
研
究
所
理
事
長
、

国
鉄
理
事
を
務
め
る
。

静
1
2
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
六
月

五
日
生
ま
れ
。
昭
和
六
年
大
蔵
省
入

省
。
同
二
一
．
一
年
理
財
局
長
。
以
後
在

英
大
使
館
参
事
官
、
駐
英
公
使
な
ど

を
務
め
、
二
九
年
退
官
。
の
ち
東
京

銀
行
常
務
、
三
九
年
横
浜
銀
行
頭
取
。

骨
1
3
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
五
月

五
日
生
ま
れ
。
東
京
物
理
学
校
卒
業

後
、
大
蔵
省
入
省
。
の
ち
拓
殖
大
学

教
授
、
東
洋
大
学
教
授
、
明
海
大
学

教
授
を
歴
任
。
母
は
住
井
す
ゑ
（
小
説

家
．
故
人
）
。
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な
り
池
田
さ
ん
に
、
こ
う
い
う
成
長
率
だ
と
投
資
は
ど
れ
ぐ
ら

い
か
と
か
、
投
資
が
こ
れ
く
ら
い
だ
と
マ
ク
ロ
経
済
は
ど
う
な

る
か
と
い
わ
れ
て
、
計
算
を
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
や
っ
て
い
ま
し
た
。

大
変
気
の
毒
に
、
わ
れ
わ
れ
も
そ
う
で
す
が
、
せ
い
ぜ
い
タ
イ

ガ
ー
電
算
機
か
、
卓
上
の
少
し
大
き
く
な
っ
た
電
算
機
で
大
量

な
数
字
の
処
理
を
や
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

　
私
な
ど
は
犬
田
さ
ん
と
か
東
さ
ん
が
直
接
の
交
渉
相
手
で
、

ど
う
い
う
数
字
に
な
っ
て
い
る
か
と
か
、
わ
れ
わ
れ
の
方
は
こ

う
い
う
数
字
だ
と
か
や
り
と
り
を
し
ま
し
た
。
で
す
か
ら
私
は
（

直
接
宏
池
会
の
会
議
に
顔
を
出
し
た
こ
と
は
殆
ど
な
か
っ
た
。

犬
田
さ
ん
、
東
さ
ん
と
調
整
す
る
と
い
う
形
で
仕
事
を
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
時
に
犬
田
さ
ん
が
、
「
先
生
方
は
こ
う
い
う
ふ

う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
」
ど
か
言
う
わ
け
で
す
。

　
も
う
一
つ
、
私
な
ど
は
直
接
そ
の
会
議
に
は
出
な
い
と
き
に
、

伊
原
隆
さ
ん
は
よ
く
私
を
個
人
的
に
呼
ん
で
、
実
は
こ
う
い
う

考
え
方
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
話
を
さ
れ
た
り
、
あ
な
た
方
は

ど
う
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
か
、
経
済
審
議
会
で
は
ど
う
考

え
て
い
る
か
と
聞
か
れ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う
情
報
交
換

を
伊
原
さ
ん
と
は
よ
く
や
り
ま
し
た
。
高
橋
（
亀
吉
）
さ
ん
や

平
田
さ
ん
か
ら
も
よ
く
情
報
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
こ
う
言
っ
て
は
失
礼
で
す
が
、
経
済
問
題
は
十

分
に
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
池
田
さ
ん
の
側
近
と
い
う
か
秘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
は

書
を
や
っ
て
お
ら
れ
た
登
坂
重
次
郎
さ
ん
と
い
う
方
が
お
ら

れ
ま
し
た
。
あ
と
で
自
民
党
の
代
議
士
に
な
り
、
通
産
大
臣
も

や
ら
れ
た
か
な
。
そ
の
人
が
「
宮
崎
君
、
宮
崎
君
」
と
し
ょ
っ

ち
ゅ
う
呼
ん
で
く
れ
ま
し
て
、
彼
ら
は
こ
う
い
う
議
論
を
し
て

い
る
よ
と
か
、
池
田
さ
ん
は
こ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
よ

と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
連
絡
し
て
も
ら
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
作

業
の
参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
池
田
さ
ん

の
周
辺
の
ブ
レ
ー
ン
が
あ
っ
て
、
そ
こ
と
も
接
触
し
な
け
れ
ば

計
画
が
で
き
な
い
わ
け
で
す
ね
。
そ
の
接
触
の
事
務
的
な
と
い

い
ま
す
か
私
的
な
役
割
を
私
は
や
っ
て
い
ま
し
た
。

大
来
、
下
村
、
，
後
藤
　
各
氏
と
の
思
い
出

宮
崎
　
計
画
局
長
は
大
来
［
佐
武
郎
］
さ
ん
で
し
た
が
、
大
来

さ
ん
は
と
き
ど
き
宏
池
会
の
話
を
聞
か
れ
る
ん
で
す
が
、
大
局

的
な
話
だ
け
で
し
、
た
。
下
村
さ
ん
は
、
「
大
来
君
と
い
う
の
は
、

い
ろ
い
ろ
な
人
の
意
見
を
聴
く
だ
け
な
の
ね
q
自
分
の
意
見
は

あ
ま
吟
言
わ
な
い
の
ね
」
と
い
わ
れ
た
。
都
留
さ
ん
も
そ
う
言

っ
て
お
ら
れ
る
け
れ
ど
、
大
来
さ
ん
は
積
極
的
に
事
務
方
の
意

見
を
説
明
す
る
わ
け
で
も
な
し
、
自
分
の
御
意
見
も
あ
ま
り
言

わ
れ
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
む
し
ろ
、
誰
が
ど
う
い
う

ふ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
と
い
う
紹
介
が
中
心
で
し
た
。
そ
れ

は
非
常
に
重
要
な
情
報
源
で
す
か
ら
、
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
ん

で
す
が
、
下
村
さ
ん
は
あ
と
で
個
人
的
な
雑
談
の
中
で
、
「
宮

崎
君
。
私
は
大
来
君
と
は
あ
ま
り
論
争
し
た
く
な
い
ん
だ
よ
。

と
い
う
よ
り
は
、
大
来
君
は
論
争
が
嫌
い
な
の
ね
」
と
い
わ
れ

た
。
そ
れ
は
大
来
さ
ん
に
仕
え
て
い
る
と
よ
く
わ
か
る
ん
で
す
。

人
と
言
い
合
う
よ
り
、
多
く
の
意
見
を
万
遍
な
く
聞
か
れ
る
人

で
し
た
。

中
村
　
そ
う
で
し
た
ね
。
後
藤
誉
之
助
さ
ん
は
論
争
が
好
き
だ

っ
た
け
れ
ど
、
，
大
来
・
後
藤
と
二
人
組
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
両

方
と
も
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
出
身
で
、
安
定
本
部
時
代
か
ら
ず
っ
と

お
ら
れ
た
。
だ
け
ど
大
来
さ
ん
は
非
常
に
お
と
な
し
く
て
、
人

の
言
う
こ
と
を
よ
く
わ
か
っ
て
い
て
、
あ
ま
り
議
論
を
し
な
い

人
で
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
意
見
の
人
の
言
う
こ
と
を
ま
と
め
て
、

な
ん
と
か
で
っ
ち
上
げ
る
の
は
う
ま
か
っ
た
け
れ
ど
。

宮
暗
　
例
え
ば
宏
池
会
の
話
を
聴
い
て
き
た
、
下
村
さ
ん
め
意

，
　
”

．←

P4

蜷
ｳ
二
（
一
九
＝
一
一
）
年
四
月
三

日
生
ま
れ
。
中
学
卒
業
後
、
税
務
署

勤
務
を
経
て
大
蔵
省
入
省
。
昭
和
三

八
年
衆
院
選
に
当
選
。
の
ち
池
田
勇

人
通
産
相
（
の
ち
首
相
）
の
秘
書
官
を
務
‘

め
、
経
済
企
画
、
厚
生
政
務
次
官
な

ど
を
歴
任
、
し
か
し
大
臣
に
至
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
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見
を
聴
い
て
き
た
と
い
う
。
「
そ
れ
じ
ゃ
あ
ど
う
し
ま
し
ょ
う
」

と
聞
く
と
、
「
い
や
、
高
橋
さ
ん
は
こ
う
言
っ
て
お
ら
れ
た
、

そ
れ
に
対
し
て
平
田
さ
ん
は
こ
う
言
っ
て
お
ら
れ
た
」
と
い
わ

れ
る
。
「
だ
か
ら
大
来
さ
ん
、
わ
れ
わ
れ
は
ど
う
し
ま
し
よ
う
」

と
い
う
と
、
積
極
的
な
答
え
が
あ
ま
り
な
い
。
そ
う
い
う
こ
と

を
考
え
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
、
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

中
村
　
だ
か
ら
絶
対
に
喧
嘩
に
な
ら
な
い
人
で
、
あ
の
方
が
お

ら
れ
る
と
な
ん
と
か
ま
と
ま
る
ん
で
す
。

宮
崎
　
あ
る
意
味
で
言
う
と
仕
事
が
や
り
や
す
い
。
こ
れ
で
や

れ
、
と
一
方
的
に
上
か
ら
課
長
補
佐
ま
で
お
り
て
く
る
と
ち
ょ

っ
と
困
る
ん
で
す
け
れ
ど
．
そ
の
点
は
こ
っ
ち
で
消
化
す
れ
ば

い
い
わ
け
で
す
か
ら
、
非
常
に
や
り
や
す
い
と
い
う
一
面
は
あ

り
ま
し
た
ね
。

中
村
　
そ
し
て
ま
と
ま
れ
ば
、
そ
れ
を
な
ん
と
か
通
す
。
そ
れ

も
頑
張
っ
て
通
す
の
で
は
な
く
て
、
春
風
騎
主
な
ん
で
す
ね
。

宮
崎
　
例
え
ば
大
臣
レ
ベ
ル
と
か
政
党
の
人
と
話
す
と
き
に
も
．

春
風
騎
蕩
で
、
「
ま
あ
ま
あ
」
と
か
な
ん
と
か
言
っ
て
、
「
外
国

で
は
こ
う
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
」
と
大
来
さ
ん
は
言
わ
・
れ
る
。

そ
れ
で
通
る
人
柄
で
し
た
。
反
面
、
各
省
と
の
ギ
シ
ギ
シ
し
た
、

数
字
を
含
め
て
の
交
渉
と
い
う
の
は
、
も
つ
ば
ら
、
わ
れ
わ
れ

に
か
か
っ
て
く
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
は
内
側
の
話
で
す
け
れ

ど
。■

経
済
の
成
長
を
め
ぐ
る
論
議

　
下
村
論
争
の
島
辺

森
　
先
ほ
ど
後
藤
・
大
来
が
二
人
組
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ

の
倍
増
計
画
が
本
格
化
す
る
直
前
に
、
成
長
論
争
で
下
村
さ
ん

が
一
。

中
村
　
後
藤
さ
ん
は
亡
く
な
ら
れ
て
い
た
か
な
。

宮
崎
　
成
長
論
争
が
本
格
化
す
る
と
き
に
は
、
後
藤
さ
ん
は
い
、

な
か
っ
た
。

中
村
　
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
、
帰
っ
て
き
て
す
ぐ
亡
く
な
っ
た

　
　
り
お

の
か
な
。
だ
か
ら
倍
増
計
画
の
時
は
後
藤
さ
ん
は
お
ら
れ
な

か
っ
た
。

森
後
互
譲
之
助
さ
ん
が
下
村
さ
ん
に
論
争
を
挑
ん
で
い
た
の

は
昭
和
三
十
年
ぐ
ら
い
で
す
ね
。

宮
崎
　
ま
だ
高
度
成
長
が
始
ま
ら
な
い
頃
か
ら
で
、
そ
れ
は
輸

入
論
争
と
か
在
庫
論
争
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

中
村
　
三
十
二
年
か
、
そ
の
へ
ん
で
す
ね
。
、

宮
崎
　
だ
か
ら
直
接
、
中
長
期
の
成
長
論
争
で
は
な
い
ん
で
す
。
、

関
連
も
あ
り
ま
す
が
、
主
と
し
て
景
気
問
題
に
関
連
し
た
政
策

の
議
論
で
し
た
ね
。

中
村
　
そ
の
へ
ん
の
議
論
は
、
誰
が
か
か
っ
て
い
っ
て
も
下
村

さ
ん
に
か
な
わ
な
か
っ
た
。
下
村
さ
ん
が
天
下
無
敵
の
よ
う
な

時
が
、
三
十
三
年
置
ら
倍
増
計
画
の
頃
ま
で
で
す
ね
。

宮
崎
　
下
村
さ
ん
は
信
念
の
人
で
す
ね
。
だ
か
ら
人
が
言
っ
て

い
る
と
き
に
、
が
ん
が
ん
反
論
し
な
い
ん
で
す
。
最
後
に
、

「
そ
ト
つ
で
す
か
ね
、
そ
れ
は
お
か
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
」
と
か
、

「
そ
こ
は
こ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
こ
う
い
う
計
算
に
な
り
ま

す
よ
」
と
い
う
よ
う
な
感
じ
で
ピ
シ
ャ
リ
と
い
わ
れ
、
自
分
か

ら
問
題
を
提
起
し
て
積
極
的
に
論
争
を
や
ろ
う
と
い
う
人
で
は

な
か
っ
た
で
す
ね
。

中
村
　
だ
け
ど
、
こ
う
で
す
と
い
う
こ
と
を
、
バ
ー
ツ
と
書
い

ち
ゃ
う
ん
で
す
ね
。

重
言
　
は
っ
き
り
言
う
し
、
論
争
を
挑
ま
れ
る
と
必
ず
断
定
的

に
答
え
ら
れ
る
。
あ
あ
で
も
な
い
、
こ
う
で
も
な
い
と
い
う
答

え
方
は
し
な
い
、
私
は
こ
う
思
い
ま
す
、
・
と
い
う
。

中
村
　
こ
れ
は
こ
う
だ
か
ら
こ
う
い
う
結
論
に
な
る
。
こ
れ
が

⇔
1
5
昭
和
三
五
（
一
九
六
〇
）
年
四
月

十
三
日
午
前
五
時
死
去
。
死
因
は
睡

眠
薬
の
飲
み
す
ぎ
に
よ
る
心
臓
麻
痺

と
い
わ
れ
た
。
・
享
年
四
三
歳
。
ア
メ

リ
カ
か
ら
帰
国
し
て
一
ヶ
月
後
の
突

然
の
死
で
あ
っ
た
。
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正
し
い
ん
で
す
、
と
は
言
わ
な
い
け
れ
ど
、
そ
う
い
う
ふ
う
に

答
え
る
。
そ
う
す
る
と
、
半
年
も
経
つ
と
ど
ち
ら
が
勝
つ
か
だ

い
た
い
わ
か
っ
て
く
る
ん
だ
け
れ
ど
、
だ
い
た
い
下
村
先
生
が

言
わ
れ
た
よ
う
に
動
い
て
い
く
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
論
争
の
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

着
が
つ
い
ち
ゃ
う
ん
で
す
ね
。

森
　
結
局
、
輸
入
・
在
庫
の
問
題
の
と
き
に
、
後
藤
誉
之
助
さ

ん
と
下
村
治
さ
ん
の
論
争
に
な
っ
て
い
た
よ
う
に
思
う
ん
で
す

が
、
そ
う
い
っ
た
流
れ
と
、
後
藤
・
大
来
の
コ
ン
ビ
と
い
う
の

は
一
。

宮
暗
　
後
藤
・
大
来
と
い
う
の
は
別
に
コ
ン
ビ
で
は
な
い
ん
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
一
匹
狼
な
ん
で
す
が
、
御
二
人
と
も
出
身
が
電

気
屋
さ
ん
で
、
調
査
課
系
統
の
人
で
す
か
ら
、
よ
そ
か
ら
見
れ

ば
同
じ
よ
う
に
見
え
る
と
い
う
こ
と
は
あ
る
ん
で
す
が
、
考
え

方
は
違
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
と
し
て
下
村
さ
ん
と
対
抗
し
た
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
ん
で
す
。
、
む
し
ろ
景
気
問
題
に
つ
い
て
の

下
村
論
争
で
は
、
篠
原
三
代
平
さ
ん
と
か
吉
野
俊
彦
さ
ん
と
か
、

そ
し
て
続
い
て
内
田
忠
夫
さ
ん
（
東
大
）
と
か
金
森
さ
ん
（
久

雄
、
の
ち
に
経
企
庁
調
査
課
長
）
で
し
た
。

中
村
　
都
留
さ
ん
も
や
っ
た
か
な
。

森
少
し
出
て
ま
い
り
ま
し
た
ね
。

宮
暗
　
都
留
さ
ん
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
後
で
出
て
く
る
ん
で

す
が
、
論
点
が
噛
み
合
わ
な
か
っ
た
。
都
留
さ
ん
は
、
歴
史
的

に
見
れ
ば
こ
う
だ
と
か
、
歴
史
的
な
意
義
は
こ
う
だ
と
い
う
、

そ
も
そ
も
論
を
最
初
に
い
わ
れ
る
。
下
村
さ
ん
は
、
「
み
の
人

は
ど
う
し
て
歴
史
的
観
点
と
言
う
ん
だ
ろ
う
」
と
い
っ
て
終
わ

り
で
す
。
本
当
鳳
倍
増
計
画
な
ど
歴
史
的
位
置
付
け
も
大
事
な

ん
で
す
が
ね
。

中
村
　
結
局
、
一
番
議
論
を
さ
か
ん
に
や
っ
た
の
は
、
後
藤
さ

ん
、
篠
原
さ
ん
で
す
か
ね
。
吉
野
さ
ん
は
日
銀
的
立
場
だ
か
ら
。

宮
暗
　
安
定
成
長
論
的
立
場
が
吉
野
さ
ん
で
す
。

中
村
　
後
藤
さ
ん
も
、
あ
ま
り
成
長
率
が
高
く
な
る
と
は
言
わ

な
か
っ
た
。

宮
暗
　
言
い
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
そ
れ
は
そ
も
そ
も
倍
増
計
画

を
議
論
す
る
と
き
に
、
こ
れ
を
歴
史
的
・
時
代
的
に
位
置
づ
け

る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
後
藤
さ
ん
が
使

っ
た
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
出
発
点
に
な

る
ん
で
す
。
こ
れ
は
こ
の
前
も
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
昭

和
三
十
年
を
も
っ
て
日
本
の
経
済
水
準
が
戦
前
の
ノ
ー
マ
ル
な

状
況
に
戻
っ
だ
と
い
う
意
味
で
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て

使
わ
れ
た
ん
で
す
が
、
一
般
に
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
と

い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
十
年
間
で
日
本
が
復
興
を
終
え

た
と
い
う
速
さ
を
評
価
す
る
意
味
で
使
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
後

藤
さ
ん
は
、
そ
れ
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
前
向
き
の

捉
え
方
と
し
て
、
戦
後
と
い
う
特
殊
な
状
況
は
終
わ
っ
た
ん
だ
、

つ
ま
り
、
ゼ
ロ
か
ら
出
発
し
た
の
で
戦
後
の
成
長
率
は
高
か
っ

た
け
れ
ど
、
こ
れ
か
ら
は
戦
前
の
水
準
に
戻
っ
た
ん
だ
か
ら
成

長
率
は
戦
前
の
ノ
ー
マ
ル
な
状
況
に
戻
っ
て
い
く
だ
ろ
う
、
と

い
う
こ
と
を
考
え
て
い
た
ん
で
す
ね
。
戦
後
十
年
間
の
成
長
率

は
八
～
九
％
で
す
が
、
戦
前
は
三
・
五
～
四
％
で
す
。
八
～

九
％
と
い
う
の
は
特
殊
な
復
興
段
階
だ
っ
た
か
ら
実
現
し
た
の

で
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
は
四
～
五
％
と
い
う
成
長
に
落
ち
て
い

く
だ
ろ
う
。
そ
れ
も
そ
れ
を
支
え
る
た
め
に
は
技
術
革
新
（
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
が
必
要
だ
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
後
段
の
と

こ
ろ
は
下
村
さ
ん
も
同
じ
で
す
が
、
国
際
競
争
が
き
び
し
く
な

っ
て
く
る
、
そ
の
当
時
の
言
葉
で
「
日
本
の
産
業
は
脆
弱
で
あ

る
」
と
い
う
こ
と
が
一
般
的
な
議
論
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
う

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
後
藤
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
年
以
降
は
成

長
率
は
鈍
化
す
る
と
言
っ
た
と
、
私
は
思
う
ん
で
す
。

聾
1
6
こ
の
論
争
の
概
要
は
、
村
上
泰
亮

編
『
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
し
日
本
経
済

論
　
経
済
成
長
」
（
日
本
経
済
新
聞
社
、

「
九
七
一
年
）
を
参
照
す
る
と
理
解

で
き
る
。
詳
細
は
、
下
村
治
『
経
済

成
長
の
た
め
に
」
（
宏
池
会
、
一
九
五

八
年
）
、
金
融
財
政
事
情
研
究
会
『
日

本
経
済
の
成
長
力
　
「
下
村
理
論
」
と

そ
の
批
判
』
な
ど
参
照
。
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と
こ
ろ
が
そ
れ
に
対
し
て
下
村
さ
ん
は
、
」
そ
う
じ
や
な
い
ん

だ
、
と
い
う
わ
け
で
す
。
下
村
さ
ん
は
、
戦
後
の
ゴ
タ
ゴ
タ
が

片
づ
い
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
経
済
成
長
す
る
の
で
億

な
い
か
と
い
う
。
別
の
言
葉
で
言
え
ば
、
日
本
経
済
は
こ
れ
か

ら
「
勃
興
期
」
に
入
る
ん
だ
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
だ

い
た
い
経
済
は
順
調
に
平
時
に
戻
っ
て
き
て
、
家
計
の
貯
蓄
率

も
高
ま
っ
て
き
た
適
そ
し
て
、
だ
ん
だ
ん
門
戸
を
世
界
に
開
い

て
い
る
の
で
、
新
し
い
技
術
を
日
本
に
導
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
戦
争
中
空
白
に
な
っ
て
い
た
技
術
を
海
外
か
ら
取
り
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
。
技
術
を
導
入
し
、
高
い
貯
蓄
率
を
使
っ
て

投
資
を
活
発
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
投
資
を
活
発
に
す
る
こ

と
も
、
こ
れ
か
ら
の
発
展
段
階
で
は
当
然
必
要
だ
。
導
入
技
術

に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
た
技
術
を
中
心
に
し
て
投
資
を
や
っ
て

い
く
と
、
「
投
資
が
投
資
を
呼
ぶ
」
。
こ
れ
は
後
藤
さ
ん
の
言
葉

で
も
あ
る
ん
で
す
が
、
内
野
［
達
郎
］
さ
ん
あ
た
り
が
言
葉
の

発
案
者
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

経
済
白
書
と
経
済
成
長
率

中
村
　
昭
和
三
十
四
年
か
三
十
五
年
の
「
白
書
」
に
出
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
静
1
7

ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

宮
崎
、
つ
ま
り
、
投
資
が
需
要
効
果
を
創
り
出
す
と
同
時
に
供

給
効
果
も
出
す
と
い
う
こ
と
で
、
経
済
全
体
が
急
速
に
膨
張
す

る
ん
だ
、
と
い
う
の
が
下
村
理
論
な
ん
で
す
ね
。
そ
の
た
め
に

資
本
係
数
だ
と
か
投
資
乗
数
だ
と
か
の
計
算
の
パ
ラ
メ
ー
タ
が

必
要
に
な
る
ん
で
す
が
、
そ
れ
を
先
ほ
ど
言
っ
た
犬
田
さ
ん
と
’

か
東
さ
ん
が
一
生
懸
命
計
算
し
た
。
そ
れ
で
こ
う
や
っ
た
ら
ど

う
な
る
、
こ
う
す
れ
ば
ど
ケ
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
わ
れ
わ
れ

と
事
務
的
に
議
論
す
る
と
き
は
た
く
さ
ん
デ
ー
タ
を
持
っ
て
き

て
い
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
、
手
で
書
い
た
グ
ラ
フ
で
や
っ
て
い
た
時
代
で
す
。
そ
れ
を

使
っ
て
下
村
さ
ん
が
、
経
済
審
議
会
の
事
務
局
と
し
て
の
企
画

庁
の
案
と
は
違
う
案
を
つ
く
る
。
目
標
は
だ
い
た
い
同
じ
な
ん

で
す
。
で
き
る
だ
け
高
い
成
長
を
し
て
完
全
雇
用
を
実
現
す
る
、

そ
の
こ
と
を
通
じ
て
国
際
均
衡
を
回
復
し
て
自
立
を
す
る
、
所

得
拡
大
を
通
じ
て
生
活
水
準
を
良
く
す
る
。
こ
う
い
う
こ
と
は

下
村
案
で
も
企
画
庁
の
案
で
も
共
通
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
達

成
の
テ
ン
ポ
と
い
う
か
足
取
り
が
全
然
違
う
わ
け
で
す
。

　
民
間
投
資
を
中
心
に
し
て
、
投
資
が
投
資
を
呼
ぶ
形
で
拡
大

し
て
い
く
と
い
う
の
が
下
村
さ
ん
の
考
え
方
で
す
。
企
画
庁
の

考
え
方
は
、
も
ち
ろ
ん
投
資
を
重
点
的
に
考
え
る
ん
で
す
が
、

民
間
投
資
だ
け
で
は
な
く
て
、
公
共
投
資
を
や
っ
て
、
社
会
資

本
を
充
実
さ
せ
て
、
そ
れ
で
投
資
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
拡
大

を
図
っ
て
い
く
。
そ
の
目
的
に
つ
い
て
鳳
傭
い
た
い
同
じ
な
ん

で
す
が
、
そ
の
へ
ん
の
感
じ
は
違
う
し
、
結
果
と
し
て
出
て
く

る
成
長
率
も
違
う
。

　
下
村
さ
ん
は
、
六
一
年
か
ら
七
〇
年
ま
で
だ
い
た
い
一
〇
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

ぐ
ら
い
の
成
長
で
行
く
だ
ろ
う
と
い
う
。
戦
後
十
年
は
八
～

九
％
な
の
で
、
そ
れ
に
勢
い
が
つ
い
て
一
〇
％
ぐ
ら
い
行
く
だ

ろ
う
と
い
う
わ
け
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
わ
れ
わ
れ
企
画
庁
は
、

そ
れ
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
、
戦
前
の
趨
勢
線
と
、
し
て
の

四
％
前
後
と
い
う
の
は
ち
ょ
っ
と
低
す
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
戦
後
十
年
間
の
八
5
九
％
よ
り
若
干
低
い
七
％
程
度
で
は

な
い
か
。
ち
ょ
う
ど
七
・
二
％
で
計
算
す
る
と
十
年
で
倍
増
に

な
る
。
と
い
う
こ
と
で
、
七
・
二
％
で
成
長
率
を
考
え
た
。
そ

こ
が
最
後
ま
で
下
村
案
と
違
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。

　
経
済
企
画
庁
の
答
申
を
受
け
て
、
政
府
の
計
画
に
し
た
と
き

の
閣
議
で
の
折
衷
案
で
は
、
「
前
半
三
年
ぐ
ら
い
は
九
％
ぐ
ら

．
い
の
高
い
成
長
率
が
実
現
可
能
で
、
そ
れ
を
目
標
に
す
る
」
と

乾
1
7
昭
和
三
五
年
度
年
次
経
済
報
告

（「

o
済
白
書
」
）
に
お
け
る
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
こ
と
。
（
経
済
企
画
庁
編
『
経
済

白
書
』
（
大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
六
〇

年
）
三
〇
頁
。
）

・・

P8
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い
う
一
文
が
入
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
は
下
村
さ
ん
の
顔
を

立
て
た
と
い
う
感
じ
で
す
。
結
局
終
わ
っ
て
み
る
と
、
下
村
さ

ん
の
方
が
正
し
か
っ
た
。
だ
い
た
い
一
一
％
ぐ
ら
い
の
成
長
を

実
現
し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
ね
。

　
そ
う
い
う
論
争
が
あ
っ
て
、
計
画
の
案
文
と
数
字
が
決
着
し

た
と
き
に
、
「
下
村
さ
ん
、
ど
う
で
す
か
。
下
村
さ
ん
が
い
う

の
は
高
す
ぎ
る
と
い
っ
て
審
議
会
の
倍
増
計
画
答
申
は
七
・

二
％
に
し
ま
し
た
。
ま
あ
前
半
は
九
％
と
い
う
ア
ク
セ
ン
ト
を

つ
け
て
い
ま
す
が
」
と
言
っ
た
ら
、
下
村
さ
ん
は
苦
笑
い
を
し

て
、
「
そ
う
い
う
こ
と
で
す
か
ね
」
と
い
う
。
そ
れ
だ
け
で
し

た
。
別
に
、
お
か
し
い
と
か
け
し
か
ら
ん
と
か
批
判
す
る
の
で

ほ
な
く
て
、
達
観
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
な
言
い
方
で
し
た
。

中
村
　
た
し
か
池
田
さ
ん
も
、
も
っ
と
高
い
成
長
率
が
い
い
と

い
う
意
見
だ
っ
た
よ
う
で
す
ね
。

宮
崎
　
そ
れ
は
下
村
さ
ん
が
繰
り
返
し
繰
り
返
し
言
わ
れ
た
も

の
で
す
か
ら
。

中
村
　
だ
か
ら
初
め
の
三
年
間
は
九
％
と
い
う
文
言
が
つ
い
て

い
る
。
だ
け
ど
変
な
の
は
、
倍
増
は
動
か
さ
な
い
と
い
う
。

宮
崎
　
事
実
と
し
て
、
期
間
を
短
縮
す
る
わ
け
で
す
。

中
村
　
十
年
で
倍
増
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
最
初
九
％
で
行
っ

た
ら
、
終
わ
り
の
方
で
成
長
率
が
落
ち
る
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。

そ
う
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
話
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

二
選
　
下
村
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
も
企
画
庁
の
グ
ル
ー
プ
も
、
目

標
は
、
高
い
成
長
で
完
全
雇
用
、
輸
出
を
伸
ば
し
て
国
際
収
支

を
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
る
、
所
得
水
準
を
上
げ
て
生
活
を
よ
く
す
る
、

と
い
う
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
数
字
的
な
感
触
が

全
然
違
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
両
者
と
も
そ
の
前
に

長
期
展
望
作
業
を
や
っ
て
い
ま
し
て
、
今
後
二
十
年
ぐ
ら
い
だ

と
だ
い
た
い
成
長
力
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
検
討
を
し
て

い
ま
し
た
。
企
画
庁
で
は
、
私
は
留
学
し
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
、

　
　
　
　
　
の
り

慰
斗
［
隆
文
］
君
が
中
心
に
な
っ
て
検
討
し
て
い
た
ん
で
す
。
、

そ
れ
は
戦
前
の
よ
う
に
低
い
成
長
率
で
は
な
い
、
し
か
し
復
興

期
の
よ
う
な
八
％
以
上
の
成
長
率
で
も
な
い
と
い
う
結
論
だ
っ

た
ん
で
す
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
そ
の
議
論
を
受
け
取
っ
た

わ
け
で
す
。

■
所
得
倍
増
計
画

　
政
治
的
背
景

宮
崎
　
そ
れ
が
経
済
的
に
倍
増
計
画
を
つ
く
ろ
う
と
い
っ
た
背

景
で
す
が
、
も
う
一
つ
政
治
的
な
背
景
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

占
領
政
策
が
終
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
影

響
は
そ
ん
な
に
少
な
く
な
ら
な
い
。
占
領
は
終
わ
っ
た
け
れ
ど

冷
戦
に
入
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
「
西
側
の
一
員
」
と
い
う
点
は

全
然
変
わ
ら
な
い
。
お
ま
け
に
冷
戦
が
だ
ん
だ
ん
厳
し
く
な
っ

て
く
る
と
い
う
こ
と
で
、
政
治
の
面
で
、
安
保
騒
熱
2
。
が
起
こ

っ
て
ガ
タ
ガ
タ
す
る
。
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
が
訪
日
を
中

る
ハ

止
し
た
。
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
が
倍
増
計
画
を
つ
く
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒
2
2

と
き
に
は
、
三
十
三
万
人
の
人
た
ち
が
国
会
を
中
心
に
デ
モ

を
行
な
っ
て
い
て
、
国
内
は
一
種
騒
然
と
し
て
い
た
。
そ
う
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
前
か
ら
国
内
で
は
傾
斜
生
産
方
式

で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
担
い
手
で
あ
っ
た
石
炭
の
生
産
は
成
功
し

た
ん
で
す
が
、
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
石
油
が
登
場
し

始
め
た
頃
で
あ
っ
た
し
、
石
炭
自
体
が
余
る
よ
う
な
状
態
に
な

っ
て
き
て
、
統
制
も
外
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
石
炭
鉱
業

が
非
常
に
不
景
気
に
な
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
炭
労
を
中
心
に
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
お

ト
が
行
な
わ
れ
、
代
表
的
に
は
三
池
鉱
山
の
ス
ト
が
あ
っ
た
。

そ
う
い
う
面
で
も
国
内
が
ゴ
タ
ゴ
タ
と
い
う
の
か
、
騒
が
し
く

・・

P9

謗
l
回
の
章
、
註
六
一
参
照
。

穏
2
0
岸
信
介
内
閣
は
、
日
米
安
全
保
障

条
約
の
改
定
交
渉
を
行
い
、
昭
和
三

五
（
「
九
六
〇
）
年
一
月
に
改
定
調

印
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
新

条
約
に
対
す
る
慎
重
・
反
対
論
は
多

く
、
同
年
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て

は
巨
大
な
デ
モ
を
含
む
反
対
活
動
が

広
汎
に
展
開
さ
れ
た
。

⇔
2
1
昭
和
三
五
（
一
九
六
〇
）
年
六
月

十
九
日
に
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領

の
来
日
が
計
画
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
同
年
六
月
十
日
、
大
統
領
訪
日
の

打
ち
合
わ
せ
の
為
に
来
日
し
た
ハ
ガ

テ
ィ
ー
大
統
領
補
佐
官
が
羽
田
空
港

に
到
着
後
、
三
千
人
の
市
民
・
学
生

．
ら
に
取
り
囲
ま
れ
る
と
言
っ
た
事
件

が
発
生
。
加
え
て
六
月
十
五
日
に
は

デ
モ
参
加
中
の
学
生
、
（
樺
美
智
子
）

が
、
機
動
隊
と
の
衝
突
に
よ
り
死
亡

す
る
と
い
う
事
故
が
発
生
し
た
た
め
、

岸
首
相
は
大
統
領
の
訪
日
延
期
を
決

定
し
た
。

・・

Q2

w
生
・
樺
美
智
子
が
亡
く
な
っ
た

日
か
ら
三
日
後
、
新
安
保
条
約
自
然

承
認
前
日
の
、
昭
和
三
五
（
一
九
六

〇
）
年
六
月
十
八
日
に
は
三
十
三
万

人
（
デ
モ
主
催
者
側
発
表
）
が
国
会

包
囲
デ
モ
を
行
う
に
至
っ
た
。
な
お
、

警
視
庁
調
べ
で
は
同
日
の
デ
モ
参
加

者
数
は
十
三
万
人
と
さ
れ
て
い
る
。

骨
2
3
昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
三
月

十
八
日
、
三
井
鉱
山
は
団
交
に
て
六
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－
な
っ
て
い
る
。

　
そ
う
い
う
政
治
的
な
騒
が
し
さ
を
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
政
治
で
は
な
く
て
経
済
に
目
を
向
け
よ
う
じ

ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
か
ら
経
済
の
時
代
だ
、

と
は
っ
き
り
は
池
田
さ
ん
も
言
わ
な
い
ん
で
す
が
、
考
え
方
と

し
て
は
、
政
治
よ
り
経
済
に
目
を
向
け
さ
せ
よ
う
、
経
済
の
成

長
、
生
活
の
向
上
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
出
せ
ば
そ
れ
が
収
ま

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
政
治
的
な
狙
い
が
あ
っ
た
と
思
う
ん

で
す
ね
。
「
寛
容
と
忍
耐
」
と
い
う
言
葉
も
そ
う
で
す
ね
。
そ

れ
を
う
ま
く
と
ら
え
て
、
倍
増
計
画
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

っ
た
ん
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

経
済
審
議
会
内
の
部
会
の
様
子

中
村
　
私
の
記
憶
で
す
と
、
前
の
年
の
、
ま
だ
岸
内
閣
の
時
に

、
経
済
審
議
会
に
諮
問
が
あ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
部
会
を
つ
く
り

ま
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
別
の
計
画
を
お
手
伝
い
す
る
グ
ル

ー
プ
が
で
き
た
ん
で
す
ね
．
．
僕
は
労
働
部
会
で
、
動
き
出
し
た

の
が
ち
ょ
う
ど
昭
和
三
十
五
年
五
、
六
月
頃
、
ち
ょ
う
ど
安
保

の
問
題
で
国
会
が
事
実
上
機
能
を
失
っ
た
よ
う
な
状
態
で
、
デ

モ
隊
が
そ
の
周
り
を
わ
ん
さ
と
取
り
巻
い
て
い
る
時
期
で
し
た

ね
。宮

崎
　
樺
美
智
子
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
と
き
（
六
月
十
五
日
目

は
、
わ
れ
わ
れ
は
計
算
機
に
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
私

た
ち
は
今
の
財
務
省
の
三
階
で
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
窓

の
下
を
デ
モ
隊
が
通
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
あ
と
、
議
事
堂
前

で
何
か
起
こ
っ
た
ら
し
い
、
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
樺
事
件
で

す
ね
。

中
村
　
そ
ん
な
時
期
な
ん
で
す
ね
。
仕
事
は
始
ま
っ
て
い
て
、

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
の
近
ぐ
に
企
画
庁
の
会
議
室
み
た
い
な
と
こ

う
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
行
っ
て
会
議
を
し
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ぬ

累
算
隅
谷
［
三
喜
男
］
さ
ん
と
ご
一
緒
で
し
た
か
。

中
村
　
内
藤
勝
先
生
と
い
う
方
が
部
会
長
で
、
学
校
教
師
は
僕

と
梅
村
又
次
さ
ん
の
二
人
だ
っ
た
な
。
そ
れ
が
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
で
終
わ
っ
て
、
新
安
保
条
約
が
と
に
か
く
で
き
て
、
岸
内
閣

は
国
内
を
あ
れ
だ
け
騒
が
せ
た
と
い
う
こ
と
で
岸
さ
ん
も
辞
め

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
、
池
田
さ
ん
に
替
わ
っ
た
わ
け
で
し
ょ

う
。
池
田
さ
ん
が
な
ら
れ
る
と
同
時
に
、
倍
増
計
画
が
断
然
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
と
思
う
ん
で
す
ね
。

、
宮
崎
　
以
前
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
倍
増
と
い
う
言
葉
は
必
ず

し
も
池
田
さ
ん
が
最
初
に
言
い
出
さ
れ
て
、
池
田
さ
ん
め
政
策

と
し
て
発
表
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
て
、
そ
の
前
の
岸
さ
ん
の

時
代
か
ら
い
ろ
い
ろ
の
人
が
い
っ
て
い
ま
し
た
。

中
村
　
そ
れ
を
政
治
の
真
ん
中
に
持
っ
て
来
た
の
が
池
田
さ
ん

だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
僕
は
今
で
も
覚
え
て
い
る
ん
で
ず
が
、
そ

う
い
う
部
会
に
入
っ
て
、
最
初
は
月
に
一
回
か
二
回
と
い
う
の

ん
び
り
し
た
テ
ン
ポ
で
や
っ
て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
、
な
ん

で
も
八
月
中
に
部
会
の
答
申
案
を
つ
く
っ
て
、
九
月
ぐ
ら
い
に

発
表
す
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
、
実
際
に
は
先
ほ
ど
お
話
が
あ

り
．
ま
し
た
が
、
十
一
月
に
正
式
な
答
申
が
で
き
た
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
そ
の
中
身
は
九
丹
ぐ
ら
い
に
出
し
て
、
十
月
に
総
選

挙
を
や
る
か
ら
そ
れ
に
間
に
合
わ
せ
う
と
い
う
突
貫
工
事
だ
つ

た
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
避
暑
ぐ
て
、
冷
房
は
な
い
で
し

ょ
う
。
企
画
庁
の
建
物
に
行
く
ん
で
す
が
、
夕
方
か
ら
や
っ
て

い
て
夜
に
な
る
ん
だ
け
れ
ど
、
企
画
庁
は
貧
乏
だ
か
ら
お
弁
当

が
出
な
い
と
い
う
ん
で
す
。

宮
田
　
お
弁
当
を
出
さ
な
か
っ
た
で
す
か
ね
。
そ
れ
は
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
部
会
を
も
の
す
ご
く
作
っ
て
、
や
っ
た

わ
け
で
す
。
動
員
数
が
何
百
人
、
何
千
人
に
な
る
ん
で
す
か
ね
。

千
人
の
希
望
退
職
を
募
る
合
理
化
案

を
発
表
し
た
。
そ
の
後
、
四
千
五
百

人
強
の
第
二
次
案
が
出
る
が
希
望
者

は
少
な
く
、
会
社
は
一
二
七
七
人
の

指
名
解
雇
と
、
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を
断

行
し
た
。
三
池
炭
鉱
労
組
も
無
期
限

ス
ト
に
突
入
（
昭
和
三
五
年
一
月
二

五
日
）
。
二
百
八
十
二
日
間
に
わ
た
り
、

全
国
か
ら
延
べ
三
五
万
人
が
支
援
に

か
け
つ
け
る
大
争
議
と
な
っ
た
。

．←

Q4

蜷
ｳ
五
（
一
九
一
六
）
年
八
月
二

六
日
生
ま
れ
。
東
京
帝
国
大
学
卒
業
、

後
、
満
州
製
鉄
勤
務
。
終
戦
後
、
学

職
に
戻
り
、
昭
和
二
三
年
東
京
大
…
字

経
済
学
部
助
教
授
、
教
授
。
同
四
〇

年
に
は
経
済
学
部
長
。
信
州
大
学
教

授
を
経
て
、
東
京
女
子
大
学
学
長
。

平
成
十
五
年
五
月
没
。
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専
門
家
を
加
え
て
の
べ
二
千
人
以
上
と
い
う
公
式
記
録
で
し

た
。
部
会
は
、
総
合
政
策
部
会
（
中
山
伊
知
郎
先
生
が
部
会
長
）
、

計
量
部
会
（
一
橋
大
学
の
山
田
雄
三
さ
ん
が
部
会
長
）
。
そ
れ

か
ら
経
済
の
実
体
の
部
門
で
は
公
共
部
門
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が

稲
葉
秀
三
さ
ん
、
そ
の
下
に
ま
元
い
ろ
い
ろ
専
門
部
会
が
あ
る

ん
で
す
。
も
う
一
つ
が
民
間
部
門
で
、
‘
こ
れ
は
高
橋
亀
吉
さ
ん

が
部
会
長
で
し
た
。
の
べ
二
千
人
が
一
年
間
で
動
員
さ
れ
た
か

ら
、
弁
当
代
は
な
か
っ
た
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。

中
村
　
と
に
か
く
覚
え
て
い
る
の
は
、
ど
う
い
う
わ
け
か
ビ
ー

ル
を
持
っ
て
き
て
、
「
こ
れ
を
一
つ
飲
ん
で
く
れ
」
と
い
う
ん

だ
け
れ
ど
、
お
腹
が
減
っ
て
い
て
、
ビ
ー
ル
だ
け
が
ぶ
が
ぶ
飲

む
わ
け
に
は
い
か
な
い
（
笑
い
）
。

森
そ
れ
は
総
理
大
臣
が
諮
問
を
出
し
た
審
議
会
の
部
会
で
す

ね
。宮

崎
　
は
い
。
専
門
部
会
が
あ
っ
て
、
部
会
が
あ
っ
て
、
審
議

会
が
あ
る
。
そ
し
て
石
川
一
郎
さ
ん
が
会
長
で
、
十
一
月
に
政

府
に
答
申
を
し
た
。

平
均
成
長
率
七
・
二
％

三
三
　
そ
の
時
は
ま
だ
七
・
二
％
で
十
年
目
標
な
ん
で
す
ね
。

そ
し
て
政
府
が
正
式
に
、
こ
れ
を
政
府
の
計
画
に
し
ま
す
と
い

う
と
き
は
、
中
身
は
そ
っ
く
り
な
ん
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
違
っ

て
、
前
半
三
年
間
は
九
％
と
い
う
前
文
が
つ
い
て
い
る
。
そ
れ

を
閣
議
決
定
し
て
い
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
答
申
と
閣
議
決
定
は

違
う
。
そ
れ
ま
で
は
だ
い
た
い
審
議
会
の
答
申
と
閣
議
決
定
は

同
じ
も
の
で
し
ょ
う
が
、
倍
増
計
画
は
そ
こ
の
と
こ
ろ
が
違
う
。

森
　
最
初
の
三
年
間
が
九
％
と
い
う
こ
と
は
、
十
年
と
い
う
倍

増
計
画
の
全
体
を
通
し
て
の
平
均
成
長
率
は
七
・
二
％
で
は
な

く
な
っ
た
わ
け
で
す
か
。

宮
崎
　
さ
っ
き
中
村
先
生
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
十
年
で
所
得

を
倍
と
い
う
の
は
変
え
て
い
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
年
率
七
・

二
％
は
変
え
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
前
半
を
九
％
に

す
る
と
、
達
成
時
間
が
十
年
で
は
な
く
て
七
年
ぐ
ら
い
に
な
る

ん
で
す
。
そ
れ
は
早
ま
っ
て
も
い
い
、
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

遅
れ
た
ら
大
変
だ
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

中
村
　
勘
定
が
あ
ま
り
細
か
く
合
っ
て
い
な
い
し
、
合
わ
せ
よ

う
と
も
し
な
か
っ
た
。

宮
崎
　
早
け
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
、
最
初
の
方
は
努
力
目
標
、

と
い
よ
う
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

森
　
経
緕
企
画
庁
の
『
年
史
』
を
見
ま
す
と
、
倍
増
計
画
で
は

経
済
成
長
率
は
七
・
八
％
と
書
い
て
あ
っ
て
、
ほ
か
の
も
の
を

見
る
と
、
倍
増
計
画
で
は
七
・
二
％
と
設
定
さ
れ
た
と
書
い
て

あ
っ
た
の
で
、
初
め
の
三
年
間
を
九
％
に
設
定
し
た
と
こ
ろ
で

変
わ
っ
た
の
か
な
、
と
思
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
う
い
う
わ
け
で

は
な
い
ん
で
す
ね
。

中
村
　
「
倍
増
」
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
や
す
い
も
の
だ
か
ら
、

そ
の
言
葉
は
絶
対
に
変
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
最
初
か
ら
国

民
所
得
倍
増
計
画
と
い
う
名
前
で
始
ま
っ
た
ん
で
す
ね
。

宮
暗
　
そ
う
で
す
。
そ
れ
と
関
連
す
る
ん
で
す
が
、
こ
の
計
画

は
公
共
部
門
と
民
間
部
門
に
分
か
れ
て
い
て
、
公
共
部
門
の
作

業
屯
や
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
全
体
と
し
て
は
民
間
主
導
だ
と

い
う
感
じ
で
す
。
そ
し
て
民
間
部
門
に
関
す
る
数
字
に
は
、
政

府
の
責
任
は
あ
ま
り
な
い
予
測
的
な
性
格
の
数
字
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
こ
れ
は
将
来
の
経
済
に
関
す
る
情
報
と
し
て
民
間
企

業
に
示
し
、
民
間
企
業
が
設
備
投
資
を
す
る
場
合
に
、
そ
れ
を

参
考
に
す
る
と
い
う
性
格
の
も
の
で
し
た
。
こ
の
民
間
部
門
の

数
字
を
き
ち
ん
と
守
れ
と
か
、
守
る
よ
う
に
こ
う
し
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
と
か
、
守
れ
な
か
っ
た
ら
こ
う
い
う
罰
を
す
る
と
い
う
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性
格
の
も
の
で
は
な
い
。
民
間
部
門
に
関
す
る
数
字
は
予
測
的

な
数
字
で
あ
っ
て
、
民
間
が
将
来
を
考
え
る
場
合
の
参
考
資
料

だ
と
い
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
の
へ
ん
の
と
こ
ろ
は
、
予

測
と
計
画
の
合
算
で
勘
定
が
合
わ
な
い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
わ
れ

る
の
は
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
す
。
九
％
で
い
け
ば
、
七
年
ぐ
ら

い
で
倍
増
が
達
成
で
き
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
現
に
行
っ
た
わ

け
で
す
ね
。
そ
う
い
う
捉
え
方
で
す
。

　
そ
の
問
題
と
関
連
し
て
で
す
が
、
池
田
さ
ん
は
ほ
か
の
と
こ

ろ
で
も
出
て
く
る
ん
で
す
が
、
「
わ
が
国
は
自
由
主
義
経
済
で

あ
っ
て
、
政
府
が
あ
れ
し
ろ
、
こ
れ
し
ろ
と
い
う
の
は
本
来
の

姿
で
は
な
い
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
一
つ
の
政

策
の
指
針
と
し
て
、
特
に
政
府
が
部
門
に
つ
い
て
は
何
を
や
る

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
指
針
が
要
る
、
数
字
が
要
る
と
い

う
こ
と
で
、
計
画
が
つ
く
ら
れ
た
。
で
す
か
ら
倍
増
計
画
の
最

初
の
と
こ
ろ
で
「
い
ろ
い
ろ
数
字
が
あ
る
け
れ
ど
、
民
間
部
門

は
予
測
的
な
数
字
、
公
共
部
門
に
つ
い
て
は
政
府
が
あ
る
程
度

、
責
任
を
持
つ
数
字
だ
」
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
い
わ
ば
経

済
を
混
合
体
制
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
ん

に
ち
の
市
場
経
済
指
向
で
す
が
完
全
な
民
間
経
済
で
は
な
い
。

こ
こ
が
一
つ
の
大
き
な
特
徴
で
す
ね
。

　
そ
れ
で
、
民
間
で
何
が
起
こ
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
れ
ま
で

と
は
ま
っ
た
く
違
う
ん
で
す
が
、
政
府
が
そ
う
い
う
数
字
を
挙

げ
て
い
る
の
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
自
由
に
競
争
す
る
こ
と
が
で

き
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
、
政
府
が
七
・
二
％
な
ら
、
自
分
の

工
場
の
拡
張
計
画
は
経
済
が
九
％
ぐ
ら
い
行
く
と
い
う
こ
と
で

考
え
よ
う
。
そ
う
し
な
い
と
シ
ェ
ア
が
増
え
な
い
。
つ
ま
り
鉄

鋼
を
生
産
す
る
会
社
は
何
社
か
あ
る
わ
け
で
す
が
、
政
府
並
み

だ
と
シ
ェ
ア
が
上
が
ら
な
い
。
み
ん
な
が
七
％
だ
と
考
え
る
な

ら
、
わ
が
社
は
九
％
成
長
で
考
え
よ
う
、
と
い
う
わ
け
で
す
。

そ
う
し
た
ら
、
み
ん
な
が
そ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
始
め
る
わ
け

で
す
ね
。
こ
れ
を
「
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
効
果
」
と
言
っ

て
、
「
投
資
が
投
資
を
呼
ぶ
」
一
つ
の
心
理
的
な
作
用
を
生
み

出
し
た
。
で
す
か
ら
七
・
二
％
は
そ
の
意
味
で
も
充
分
に
達
成

さ
れ
る
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
く
わ
け
で
す
ね
。

予
想
成
長
率
計
算
の
評
価

宮
崎
　
た
だ
、
数
字
が
正
し
か
っ
元
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

こ
れ
は
極
め
て
問
題
で
、
．
経
済
が
七
％
成
長
な
ら
、
道
路
が
こ

れ
ぐ
ら
い
要
る
で
し
ょ
う
、
鉄
道
が
こ
れ
ぐ
ら
い
要
る
で
し
ょ

う
と
い
う
計
算
を
や
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
非
常
に
細
か
い
原

単
位
調
査
を
や
っ
て
い
る
。
七
・
二
％
だ
っ
た
ら
、
．
そ
れ
で
き

ち
ん
と
道
路
事
情
は
い
い
と
こ
ろ
に
い
く
は
ず
な
ん
で
す
が
、

実
際
の
経
済
成
長
は
七
・
二
％
以
上
い
っ
た
の
に
、
金
は
余
る

状
況
に
な
っ
て
き
た
。
効
率
的
に
使
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
と
き
は
金
が
足
り
な
い
と
「
い
う
状
況
が
起
こ
ら

な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
計
画
自
体
が
か
な
り
ル
ー
ズ
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
成
長
率
が
高
ま
れ
ば
、
当
然
社
会

資
本
計
画
は
小
さ
過
ぎ
た
と
い
う
理
屈
に
な
っ
て
、
社
会
資
本

が
足
り
な
い
は
ず
な
ん
で
す
が
、
そ
う
い
う
現
象
は
起
こ
ら
な

か
っ
た
。
予
定
通
り
道
路
を
つ
く
っ
た
。
そ
の
後
も
成
長
が
続

い
た
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
問
題
が
出
る
ん
で
す
が
、
計
画
期
間

の
十
年
間
に
限
っ
て
み
れ
ば
、
数
字
的
に
は
極
め
て
順
調
に
い

．
つ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
民
間
部
門
は
原
則
は
自
由
な
ん
で
す
が
、
民
間
企
業
各
々
が

シ
ェ
ア
競
争
を
や
っ
た
た
め
に
結
果
と
し
で
投
資
計
画
は
予
想

以
上
に
ふ
く
ら
ん
だ
の
で
、
成
長
率
も
予
想
以
上
に
伸
び
た
と

い
う
面
が
あ
り
ま
す
。
同
時
に
、
そ
れ
で
は
企
業
は
ま
っ
た
く

自
由
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
く
て
、
政
府
は
産
業
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が
伸
び
る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
関
与
を
し
て
い
る
。
保
護
政
策

と
い
っ
て
も
い
い
し
、
介
入
と
言
っ
て
も
い
い
ん
で
す
が
、
政

府
が
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
技
術
を
外
国
か
ら
入
れ
よ
う
と

い
う
企
業
に
は
税
金
を
安
く
す
る
と
か
、
償
却
を
早
く
す
る
と

い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
補
助
金
を
与
え

る
と
い
う
よ
う
な
奨
励
策
を
や
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
の
こ

と
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
産
業
の
高
度
化
と
か
合
理
化
が
進
ん
だ

面
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
篠
原
さ
ん
（
三
代
平
、
当
時
一
橋
大
教
授
）
は
、
そ
の
当
時

の
日
本
の
産
業
政
策
は
全
体
と
し
て
う
ま
く
行
っ
た
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
い
う
評
価
で
、
政
府
の
介
入
と
企
業
の
自
由
が
う
ま
ぐ

ミ
ッ
ク
ス
し
て
い
た
、
そ
し
て
発
展
に
応
じ
て
だ
ん
だ
ん
政
府

介
入
を
ゆ
る
め
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
点
で
は
う
ま
く

行
っ
た
と
い
う
評
価
を
し
て
い
る
。
篠
原
さ
ん
は
現
実
的
な
見

方
を
さ
れ
る
人
で
す
が
、
そ
う
い
う
評
価
を
さ
れ
て
い
る
。
で

す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
は
す
べ
て
が
う
ま
く
行
っ
た
か
と
い
う

と
、
そ
う
で
も
な
い
と
い
う
点
が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
成
長
力
を
吟
味
す
る
と
い
う
と
き
に
、
何
を
具

体
的
に
吟
味
し
た
か
と
い
う
と
、
資
本
・
労
働
・
国
際
収
支
と

い
う
こ
と
で
、
今
か
ら
考
え
る
と
ち
ゃ
ち
な
モ
デ
ル
で
す
が
、

一
応
所
得
分
析
を
中
心
に
し
た
計
量
モ
デ
ル
を
使
っ
た
り
、
当

時
だ
ん
だ
ん
出
来
上
が
っ
て
き
た
産
業
連
関
表
の
分
析
を
使
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
、
「
統
制
経
済
か
ら
民
間
経
済
（
混
合
経
済
）
」
に
推

移
す
る
に
当
た
っ
て
、
い
ま
申
し
上
げ
た
よ
う
な
作
業
を
や
り

ま
し
た
。

■
自
由
化
の
進
展
－
国
際
社
会
へ
の
参
加

宮
崎
　
も
う
一
つ
は
国
際
社
会
へ
の
参
加
と
い
う
こ
と
で
、
資

本
自
由
化
計
画
と
か
貿
易
自
由
化
計
画
と
い
う
こ
と
が
こ
の
頃

か
ら
始
ま
る
わ
け
で
す
。
貿
易
の
自
由
化
の
方
が
先
に
進
む
。

資
本
自
由
化
の
方
は
ず
っ
と
遅
れ
ま
し
た
。
企
画
庁
で
は
調
整

局
で
自
由
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
、
わ
れ
わ
れ
（
計
画
局
）
で

は
、
そ
れ
を
前
提
に
計
画
作
り
を
行
う
。
そ
の
当
時
も
、
す
で

に
自
由
化
に
対
し
て
は
抵
抗
が
あ
り
ま
し
た
。
今
で
も
同
じ
こ

と
な
ん
で
す
が
、
特
に
弱
い
農
業
と
か
中
小
企
業
と
か
か
ら
の

抵
抗
が
あ
っ
て
、
池
田
さ
ん
の
「
中
小
企
業
の
一
つ
や
二
つ
は

つ
ぶ
れ
て
も
し
ょ
う
が
な
い
」
だ
と
か
「
貧
乏
人
は
麦
を
食
え
」

と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
。
そ
れ
に
対
し
て
反
発
が
あ
っ
た
よ

テ
に
、
自
由
化
の
問
題
は
、
一
面
で
は
大
変
深
刻
だ
っ
た
。
そ

れ
で
も
池
田
さ
ん
は
長
い
目
で
見
て
自
由
化
が
い
い
と
い
う
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
み

と
で
、
非
常
に
反
対
が
あ
っ
た
レ
モ
ン
の
自
由
化
も
進
め
た
。

こ
れ
は
池
田
さ
ん
の
地
元
で
す
が
、
積
極
的
に
み
ず
か
ら
の
自

由
化
を
や
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
政
治
的
な
立
派

な
判
断
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
言
う
の
も
変
で
す
が
、
ず
っ
と
後
に
な
っ
て
、
国
際

化
、
輸
入
自
由
化
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
っ
た
と
き
に
、
当

時
の
首
相
で
あ
っ
た
中
曽
根
さ
ん
と
か
福
田
さ
ん
は
、
地
元
の

群
馬
の
こ
ん
に
ゃ
く
を
気
に
し
て
、
自
由
化
に
腰
が
ひ
け
て
い

た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
れ
か
ら
見
る
と
、
池
田

さ
ん
と
い
う
の
は
自
由
化
を
ど
ん
ど
ん
推
進
し
た
ん
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
高
度
成
長
の
お
か
げ
で
O
E
C
D
に
加
盟
し
、

先
進
国
の
仲
間
入
り
を
し
た
わ
け
で
す
。

中
村
　
［
O
E
C
D
加
盟
は
］
三
十
八
年
で
し
た
か
ね
。
貿
易

静
2
5
池
田
は
昭
和
三
九
（
一
九
六
四
）

年
、
レ
モ
ン
輸
入
の
自
由
化
を
行
な

っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
本
の
レ
モ

ン
栽
培
農
家
は
大
き
な
打
撃
を
受
け

た
。
な
お
明
治
初
期
よ
り
瀬
戸
内
地

方
、
と
り
わ
け
池
田
首
相
の
地
元
で

あ
る
広
島
県
で
は
、
地
中
海
地
方
と

気
候
が
類
似
し
て
い
た
た
め
、
レ
モ

ン
の
栽
培
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
ち
な

み
に
、
み
か
ん
（
オ
レ
ン
ジ
）
輸
入

の
自
由
化
は
平
成
三
（
一
九
九
こ

年
。
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自
由
化
が
三
十
五
年
か
ら
始
ま
っ
て
、
六
～
七
年
と
い
う
と
こ

ろ
で
、
だ
い
た
い
九
〇
％
を
超
え
る
ま
で
行
っ
た
わ
け
で
し
ょ

、
箏
乗
用
車
と
か
コ
ン
ピ
ユ
レ
タ
は
後
で
す
が
、
そ
の
後
で

資
本
取
引
の
自
由
化
で
す
ね
。

森
三
十
八
（
一
九
六
三
）
年
に
日
本
の
O
E
C
D
加
盟
承
認

で
す
ね
。

宮
暗
　
そ
う
で
す
ね
。

■
倍
増
計
画
を
取
り
巻
く
諸
課
題

　
完
全
雇
用
の
達
成
と
地
域
間
格
差
の
是
正

宮
崎
　
と
に
か
く
、
倍
増
計
画
の
周
辺
に
は
い
ろ
い
ろ
か
問
題

が
あ
り
ま
し
た
。
簡
単
に
課
題
を
言
い
ま
す
と
、
第
一
に
「
完

全
雇
用
」
を
ど
う
す
る
か
。
戦
後
長
い
間
、
日
本
は
失
業
に
苦

し
ん
で
い
た
。
単
な
る
失
業
だ
け
で
は
な
く
て
、
そ
の
当
時
は

潜
在
的
失
業
者
と
い
っ
て
、
農
村
で
働
い
て
い
る
の
か
働
い
て
．

－
い
な
い
の
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
形
で
と
も
か
く
何
か
や
っ
て

い
る
、
し
か
も
定
義
的
に
は
失
業
者
と
さ
れ
て
い
な
い
人
が
非

常
に
多
か
っ
た
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
完
全
雇
用
は
自
立
計
画

以
来
の
目
標
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
倍
増
計
画
で
う
ま
く
行

っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

　
完
全
雇
用
と
関
連
し
て
非
常
に
重
要
な
こ
と
は
、
ど
う
し
て

そ
ん
な
に
成
長
し
て
労
働
力
不
足
に
な
ら
な
か
っ
た
か
、
と
い
．

う
こ
と
で
す
。
先
生
が
お
ら
れ
る
前
で
言
う
の
は
お
こ
が
ま
し

い
ん
で
す
が
、
今
の
よ
う
に
人
口
の
増
加
率
が
鈍
化
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
も
あ
り
ま
す

が
、
農
村
の
合
理
化
が
進
み
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
過
剰
人
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
れ

を
抱
え
て
い
た
農
村
か
ら
人
口
が
流
出
す
る
。
そ
し
て
高
度

成
長
で
都
市
が
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
、

う
ま
く
労
働
移
動
が
行
な
わ
れ
る
形
で
だ
ん
だ
ん
完
全
雇
用
が

実
現
し
た
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。
農
村
に
過
剰
人

口
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
高
度
成
長
を
支
え
た
と
い
う
一
面

が
私
は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。

　
話
が
飛
び
ま
す
が
、
い
ま
中
国
は
非
常
に
高
度
成
長
を
続
け

て
い
る
。
し
か
し
中
国
で
は
沿
海
地
区
と
内
陸
部
で
、
非
常
に

格
差
が
大
き
い
。
い
ま
全
体
と
し
て
七
～
八
％
の
高
度
成
長
を

続
け
て
い
る
が
、
W
T
O
加
盟
な
ど
も
あ
っ
て
、
そ
ん
な
に
長

く
続
か
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
人
が
い
ま
す
。
し
か
し
私
は
日
本

の
高
度
成
長
の
経
験
か
ら
行
く
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
ま
だ
内

部
の
労
働
力
を
使
う
と
い
う
形
で
、
単
に
労
働
力
の
数
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
て
、
安
い
労
働
力
を
提
供
す
る
と
い
う
形
で
、

都
市
部
の
産
業
が
ま
だ
伸
び
て
い
く
。
そ
し
て
残
さ
れ
た
農
村

は
労
働
力
が
少
な
く
な
る
わ
け
で
す
か
ら
、
生
産
性
が
上
が
つ

・
て
い
く
形
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
中
国
で
は
ま
だ
当
分
の
問
高

度
成
長
が
続
い
て
い
く
と
思
う
ん
で
す
。
日
本
の
高
度
成
長
は
、

ま
さ
に
そ
う
い
う
こ
と
を
示
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
労
働
力
が
豊
富
で
、
そ
、
の
賃
金
が
安
い
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
教
育
・
訓
練
、
自
己
啓
発
な
ど
で
労
働
の
質
が
良
か
っ
た

と
い
う
重
要
な
点
を
見
過
ご
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
。

「
や
む
を
得
ず
、
職
が
な
い
か
ら
農
村
を
離
れ
て
い
く
わ
け
で

す
が
、
幸
い
な
こ
と
に
都
市
が
そ
の
労
働
力
を
吸
収
す
る
と
い

う
経
済
成
長
を
し
て
い
た
。
問
題
は
賃
金
と
物
価
で
す
。
農
村

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
問
は
賃
金
あ
る
い
は
所
得
が
非
常
に
低
か

　
る
お

っ
た
。
と
こ
ろ
が
都
市
で
は
高
度
成
長
で
す
か
ら
、
む
し
ろ

若
い
人
を
奪
い
合
う
と
い
う
よ
う
な
傾
向
も
あ
っ
て
、
そ
の
賃

金
が
非
常
に
上
が
っ
た
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
物

価
問
題
が
一
つ
登
場
し
て
く
る
わ
け
で
す
。
賃
金
が
ど
ん
ど
ん

上
が
る
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
だ
け
で
な
く
製
造
業
の
部
門
で
も
賃

金
が
上
が
っ
て
い
っ
て
、
全
体
ど
し
て
消
費
者
物
価
が
上
が
る

・ひ

Q6

¥
二
参
照
。

静
2
7
表
三
参
照
。

・ひ

蝠
ﾓ
四
参
照
。
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と
い
う
状
況
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
高
度
成
長
は

ま
ず
い
と
い
う
議
論
が
、
そ
の
頃
も
あ
っ
た
し
、
い
ま
で
も
あ

れ
は
ま
ず
か
っ
た
と
い
う
議
論
が
あ
る
ん
で
す
が
、
下
村
さ
ん

は
そ
う
い
う
解
釈
は
と
ら
な
い
。
農
村
の
、
い
ま
ま
で
所
得
の

水
準
が
低
い
人
が
都
市
に
行
っ
て
高
い
給
料
を
も
ら
う
。
所
得

が
非
常
に
上
が
っ
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
農
村
に
い
た
時
代
に

は
、
貧
し
か
っ
た
人
が
都
会
で
賃
金
が
上
が
っ
た
の
で
、
生
活

が
よ
く
な
っ
て
い
る
は
ず
な
ん
で
す
。
も
っ
と
大
袈
裟
に
い
え

ば
、
そ
の
人
の
”
人
間
の
価
値
”
が
上
が
っ
た
。
「
消
費
者
物

価
が
上
が
る
の
は
人
問
の
価
値
が
上
が
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
何
も
轡
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
の

が
、
下
村
さ
ん
の
理
論
で
す
。

■
物
価
問
題

宮
暗
　
卸
売
物
価
も
上
が
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
卸
売
物
価
は

そ
ん
な
に
は
上
が
っ
て
い
な
い
。
消
費
者
物
価
が
上
が
っ
て
い

て
、
卸
売
物
価
は
比
較
的
安
定
し
て
い
る
．
凶
。
そ
れ
は
な
ぜ
か

と
い
う
と
、
下
村
さ
ん
の
理
論
で
い
え
ば
、
製
造
業
を
中
心
に

新
し
い
技
術
を
導
入
し
て
、
生
産
性
が
上
が
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

生
産
性
が
上
が
っ
て
い
て
、
競
争
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
製
造

業
の
分
野
で
は
価
格
が
下
が
っ
て
い
る
ん
だ
、
消
費
者
物
価
は

上
が
る
け
れ
ど
、
卸
売
物
価
が
安
定
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、

極
め
て
経
済
が
健
全
な
状
況
だ
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
で
す
。

中
村
　
卸
売
物
価
が
安
定
し
て
、
消
費
者
物
価
だ
け
が
上
昇
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

宮
崎
　
消
費
者
物
価
の
上
昇
は
、
人
間
の
価
値
が
上
が
っ
て
い

る
ん
だ
か
ら
、
い
い
こ
と
だ
。
卸
売
物
価
が
安
定
し
て
い
る
と

い
う
の
は
、
輸
出
に
も
都
合
が
い
い
し
、
い
い
こ
と
な
ん
だ
。

だ
か
ら
、
消
費
者
物
価
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、
高

度
成
長
が
マ
イ
ナ
ス
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
あ
ま
り

合
理
的
な
説
明
で
は
な
い
と
い
う
の
が
、
下
村
さ
ん
の
説
明
で

す
。
私
も
そ
う
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
別
の
問
題
と
し
て
言
え
ば
、

生
産
性
格
差
と
い
う
議
論
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
、
農
村
や
、

製
造
業
の
中
で
も
中
小
企
業
は
、
生
産
性
が
低
く
て
賃
金
も
低

　
　
る
　

か
っ
た
。
し
か
し
高
度
成
長
の
過
程
で
は
っ
き
り
し
て
く
る

一
面
が
あ
る
ん
で
す
が
、
所
得
が
低
く
て
も
生
活
が
よ
く
な
っ

て
い
る
は
ず
だ
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
産
業
構
造
も
う
ま
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

変
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
伊
東
光
晴
さ
ん
な
ん
か
は
、
「
生
産

性
格
差
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
っ
た
ん
で
す
ね
。
生
産
性

の
低
い
と
こ
ろ
で
イ
ン
フ
レ
が
起
こ
っ
て
い
る
。
生
産
性
の
高

い
と
こ
ろ
は
、
卸
売
物
価
が
安
定
し
て
い
る
。
感
覚
論
で
は
な

く
て
、
現
実
的
に
も
当
然
そ
う
な
っ
て
い
た
は
ず
だ
。
そ
れ
が

経
済
平
準
化
の
一
つ
の
過
程
で
も
あ
る
、
と
い
う
解
釈
な
ん
で

す
ね
。

■
産
業
構
造
の
改
善
1
＝
重
構
造
問
題

宮
崎
　
そ
の
こ
と
と
関
連
し
ま
す
が
、
倍
増
計
画
で
さ
か
ん
に

産
業
構
造
の
変
化
と
い
う
か
、
所
得
格
差
の
解
消
と
い
う
こ
と

を
言
っ
て
い
る
ん
で
す
。
格
差
の
是
正
と
か
、
産
業
構
造
の
改

善
と
い
う
言
葉
は
、
実
は
野
党
も
使
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
使

い
方
が
ち
ょ
っ
と
違
う
ん
で
す
ね
。
社
会
党
が
中
心
に
言
っ
て

い
た
産
業
構
造
の
改
善
と
い
う
の
は
、
い
わ
ば
二
重
構
尚
銘
と

し
て
ハ
中
小
企
業
と
か
農
業
の
よ
う
な
生
産
性
の
低
い
と
こ
ろ

は
貧
困
の
状
況
に
あ
っ
て
、
能
率
の
高
い
独
占
を
中
心
に
し
た
、

製
造
業
の
方
は
賃
金
が
高
い
と
い
う
所
得
格
差
が
生
じ
て
い

聾
2
9
図
「
参
照
。

鱒
3
0
図
二
参
照
。

骨
3
1
昭
和
二
（
一
九
「
三
）
年
九
月
十

「
日
生
ま
れ
。
東
京
商
科
大
学
（
現

一
橋
大
学
）
卒
、
都
留
重
人
の
下
で

学
ぶ
。
時
論
的
問
題
を
通
じ
て
経
済

学
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
指
摘
し
て

き
た
。
東
京
外
国
語
大
学
、
法
政
大

学
を
経
て
、
千
葉
大
学
教
授
、
六
一

年
京
都
大
学
教
授
。
平
成
二
年
経
済

学
部
長
。

穏
3
2
一
般
的
に
は
、
大
企
業
と
中
小
企

業
の
格
差
を
意
味
す
る
。
広
義
で
は
、

「
国
の
経
済
構
造
内
部
に
お
い
て
、

近
代
的
部
門
と
前
近
代
的
部
門
が
並

存
し
て
い
る
こ
と
を
指
す
。
昭
和
三

二
年
度
の
『
経
済
白
書
」
で
後
藤
誉

之
助
が
用
い
た
こ
と
に
よ
り
、
広
く

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
概
念
。

な
お
、
そ
の
基
と
な
っ
た
の
は
、
有

沢
広
巳
の
論
文
（
『
世
界
』
昭
和
三
二

年
三
月
号
）
と
言
わ
れ
る
。

●5

R3

ｻ
在
（
二
〇
〇
二
年
）
の
レ
ー
ト

で
換
算
す
る
と
、
八
五
五
ド
ル
と
な

る
。
（
出
典
中
華
人
民
共
和
国
国
家
統

計
局
編
『
中
国
統
計
年
鑑
』
（
中
国
統

計
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
四
九
頁

よ
り
算
出
。
た
だ
し
数
値
は
二
〇
〇

〇
年
の
も
の
。
）

．1　44



る
。
そ
れ
は
地
域
格
差
に
も
な
つ
．
て
現
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
こ
う
い
う
二
重
構
造
は
是
正
し
な
け
れ
ば
高
度
成
長
と
い

う
の
は
意
味
が
な
い
、
む
し
ろ
高
度
成
長
は
格
差
拡
大
を
促
進

す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
批
判
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
し
か

し
、
実
際
に
は
そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
所
得
格
差
を
絶
対
額
と
し
て
見
れ
ば
、
決
し

て
縮
小
し
て
い
な
い
と
い
う
一
面
は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。

　
ま
た
中
国
の
問
題
に
な
り
ま
す
が
、
い
ま
中
国
は
経
済
大
国

に
な
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
私
は
そ
う
は
思
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
図
体
は
た
し
か
に
G
D
P
で
は
世
界
七
位
ぐ
ら
い
に
な
り

ま
し
た
が
、
一
人
当
た
り
の
所
得
水
準
は
、
レ
ー
ト
を
ど
う
見

る
か
に
よ
っ
て
も
違
い
ま
す
が
、
．
だ
い
た
い
七
五
〇
～
八
五
〇

　
　
　
　
静
3
3
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聾
3
4

ド
ル
ぐ
ら
い
で
す
。
こ
れ
は
O
E
C
D
の
定
義
に
よ
れ
ば
、

明
ら
か
に
途
上
国
の
範
疇
で
す
。
途
上
国
も
高
所
得
途
上
国
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軸
3
5

中
所
得
途
上
国
、
低
所
得
途
上
国
と
三
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す

が
、
中
と
低
の
あ
い
だ
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
。
そ
れ
で
O
E
C
D

は
中
国
は
途
上
国
だ
と
し
て
、
先
進
国
の
援
助
が
引
き
続
き
必

要
だ
と
い
う
ん
で
す
。
そ
の
理
由
は
、
格
差
が
非
常
に
大
き
い
、

沿
海
部
と
内
陸
部
で
非
常
に
違
う
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え

ば
上
海
は
所
得
が
一
番
高
い
ん
で
す
が
、
そ
こ
は
一
人
当
り
平

均
三
〇
〇
〇
ド
ル
以
上
で
非
常
に
高
い
。
と
こ
ろ
が
、
貴
州
省

に
な
っ
て
く
る
と
、
そ
の
一
〇
分
の
一
か
ら
一
二
分
の
一
ぐ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
管
麗

い
の
格
差
が
あ
る
わ
け
で
す
。
し
た
が
っ
．
て
、
中
国
政
府
と

し
て
も
こ
れ
か
ら
こ
の
格
差
を
縮
小
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
政
策
の
重
点
が
中
西
部
の
開
発
に
移
っ
て
い
っ

て
い
る
わ
け
で
す
。
正
し
い
認
識
で
す
が
、
た
だ
、
．
そ
れ
で
格

差
が
す
ぐ
縮
小
す
る
か
と
い
う
と
、
残
念
な
が
ら
縮
小
し
な
い
。

　
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
沿
海
部
．
の
所
得
が
高
い
。
こ
れ

が
仮
に
四
％
成
長
す
る
の
に
対
し
て
、
内
陸
部
が
一
〇
％
成
長

し
て
も
、
絶
対
的
な
開
き
は
も
っ
と
大
き
く
な
る
わ
け
で
す
ね
。

例
え
ば
十
万
円
の
人
が
一
〇
％
増
え
た
ら
十
一
万
円
で
、
そ
の

差
額
は
一
万
円
良
く
な
っ
た
と
い
・
っ
こ
と
で
す
が
、
百
万
円
の

人
は
四
％
で
も
四
万
円
増
え
る
こ
と
に
な
っ
て
、
そ
の
絶
対
格

差
は
広
が
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
ね
。
単
純
な
計
算
で
す
が
、

中
国
の
場
合
も
な
か
な
か
大
変
で
す
。
実
際
の
中
国
で
は
沿
海

部
の
成
長
率
が
内
陸
部
よ
り
高
い
。

　
日
本
の
場
合
も
、
二
重
構
造
と
い
う
格
差
は
や
っ
ぱ
り
な
く

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
中
国
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
府
県
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聾
3
7

の
統
計
を
見
ま
す
と
、
一
人
当
た
り
の
県
民
所
得
は
、
東
京

が
一
番
高
く
て
、
沖
縄
が
一
番
低
い
。
こ
の
関
係
は
、
沖
縄
返

還
以
来
一
回
も
変
わ
．
っ
て
い
な
い
。
毎
年
そ
う
な
ん
で
す
。
も

っ
と
も
二
、
三
年
、
東
北
が
凶
作
の
た
め
に
沖
縄
以
下
に
な
っ

た
年
が
若
干
あ
り
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
東
京
ど
沖
縄
の
格
差

は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
格
差
是
正
の
問
題
は
な
か
な
か

難
し
い
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。
た
だ
、
所
得
で
は
な
い
絶
対

的
な
生
活
水
準
、
つ
ま
り
交
通
が
便
利
に
な
っ
た
と
か
、
学
校

が
良
く
な
っ
た
と
か
、
健
康
の
状
態
が
良
く
な
っ
た
と
い
う
絶

対
水
準
は
、
明
ら
か
に
良
く
な
っ
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
は
格
差
が
縮
小
し
た
と
言
え
な
い
こ
と
は
な
い

ん
で
す
が
、
そ
の
へ
ん
の
と
こ
ろ
が
い
ろ
い
ろ
議
論
に
な
っ
て

い
て
、
い
ま
で
も
議
論
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
問
題
は
地
球
的

規
模
で
も
南
北
問
題
は
ど
う
だ
と
い
う
国
際
的
な
問
題
と
し
て

も
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。
、

■
技
術
導
入
と
理
科
系
育
成
の
強
調

宮
暗
　
そ
れ
か
ら
、
産
業
構
造
と
か
技
術
導
入
に
関
連
す
る
ん

で
す
が
、
所
得
倍
増
計
画
で
は
技
術
と
い
う
こ
と
を
大
変
強
調

静
3
4
正
式
名
称
は
経
済
協
力
開
発
機
構

で
あ
り
、
「
O
δ
璽
酊
口
猷
O
コ
δ
「
m
8
コ
？

ヨ
す
0
8
星
匿
9
塁
冒
益
£
∋
雪
」

の
略
で
あ
る
。
そ
の
目
的
は
先
進
国

間
の
意
見
交
換
・
情
報
交
換
を
通
じ
、

①
経
済
成
長
、
②
貿
易
自
由
化
、
③

途
上
国
支
援
を
図
る
事
に
あ
る
。
第

七
回
の
章
、
註
二
も
参
照
。

静
3
5
一
九
九
三
年
よ
り
D
A
O
（
開
発

援
助
委
員
会
、
O
E
C
D
の
下
部
機

関
）
は
、
現
行
の
四
分
類
を
採
用
し

て
い
る
。
そ
の
定
義
に
つ
い
て
は
表

五
参
照
。

蕊
現
在
の
レ
ー
ト
で
換
算
し
た
、
．
上

海
に
お
け
る
一
人
あ
た
り
O
O
τ
は
四

・
一
四
五
ド
ル
、
対
し
て
貴
州
省
の
一

人
あ
た
り
G
D
P
は
三
一
九
ド
ル
と

な
り
、
両
者
間
の
格
差
は
十
二
・
九

九
倍
と
な
る
。
（
出
典
　
前
掲
『
中
国
統

計
年
鑑
』
五
八
頁
よ
り
算
出
。
た
だ

し
数
値
は
二
〇
〇
〇
年
の
も
の
。
）

穏
3
7
一
九
九
九
年
度
に
お
け
る
一
人
当

た
り
県
民
所
得
は
、
東
京
都
が
四
百
十

八
万
九
千
円
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
沖

縄
県
は
二
百
十
七
万
円
で
あ
る
。
東
京

都
の
一
人
当
た
り
都
民
所
得
を
一
〇

〇
と
す
る
と
、
沖
縄
県
は
五
一
・
八
と

な
る
。
（
出
典
　
矢
野
恒
太
記
念
会
編

『
日
本
国
勢
図
会
　
卜
」
8
卜
。
／
O
ω
年
版
」

（
矢
野
恒
太
記
念
会
、
二
〇
〇
二
年
置
五

三
四
頁
よ
り
算
出
。
）
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し
ま
し
た
。
下
村
さ
ん
も
そ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
技
術
を
導

入
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
れ
か
ら
自
前
の
技
術
を
つ
く
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
政
策
的
に
も
非
常
に
重

点
を
置
い
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、

倍
増
計
画
で
は
「
人
的
能
力
の
活
用
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
。

人
間
は
資
本
で
あ
る
。
だ
か
ら
人
的
能
力
を
高
め
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
そ
れ
は
あ
る
意
味
に
お
い
て
は
、
教
育
水
準
を
高
め

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
分
が
持
っ
て
い
る

能
力
を
伸
ば
し
、
出
せ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
人
的
能
力
を
開
発
す
る
こ
と
は
い
ま
で
も
い
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
実
際
的
に
政
策
と
し
て
は
っ
き
り
し
て

き
た
こ
と
は
、
そ
の
教
育
に
お
い
て
、
理
科
系
を
非
常
に
重
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
骨
認

減
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
医
者
を
含
め
て
、
で
す
ね
。
そ

れ
で
理
工
科
系
の
学
校
、
学
部
が
増
え
た
。

　
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
ん
で
す
が
、
こ
ん
に
ち
か
ら
見
る
と
、

社
会
科
学
の
部
分
が
相
対
的
に
遅
れ
て
い
る
と
い
う
か
、
冷
遇

さ
れ
て
き
た
と
い
う
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
わ
れ
わ
れ
に
必
要
な
き
ち
ん
と
し
た
歴
史
観
と
か
文
化

観
、
そ
う
い
う
問
題
に
対
す
る
教
育
は
相
対
的
に
不
充
分
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
高
度
成
長
の
時
か
ら
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
点
は
反
省
し
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま

す
。森

そ
れ
は
あ
ま
り
に
も
経
済
重
視
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
か
。

宮
崎
　
そ
う
い
う
こ
と
で
す
ね
。
経
済
を
伸
ば
す
た
め
に
は
新

し
い
技
術
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
そ
の
担
い
手
を
つ

く
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
ち
ょ
っ
と

ス
ト
レ
ー
ト
な
言
い
方
に
な
る
ん
で
す
が
、
そ
う
い
う
感
じ
だ

と
思
い
ま
す
ね
。
全
人
格
的
な
人
間
能
力
の
向
上
と
い
う
よ
り
、

技
術
に
偏
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。

森
　
当
時
と
し
て
は
、
技
術
を
重
視
し
な
い
と
、
こ
の
国
自
身

が
立
ち
行
か
な
い
と
い
う
危
機
感
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。宮

暗
　
そ
う
、
危
機
感
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
は
”
後
藤
”

白
書
以
来
言
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
は
間
違
い
だ
と
は

言
い
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
学
校
制
度
と
か
、
教
育
制
度
を
考
え

た
と
い
う
こ
と
は
、
ち
ょ
っ
と
行
き
過
ぎ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す

ね
。中

村
　
僕
は
そ
の
時
期
に
東
大
に
い
た
け
れ
ど
、
東
大
と
い
う

の
は
、
昭
和
三
十
年
頃
ま
で
一
学
年
の
学
生
数
が
二
千
人
だ
つ

た
ん
で
す
。
そ
れ
が
数
年
の
あ
い
だ
に
三
千
人
に
な
っ
た
。
そ

の
千
人
増
え
た
部
分
の
大
部
分
は
理
科
系
を
取
っ
た
わ
け
で

す
。
そ
う
い
う
時
代
で
す
。
だ
か
ら
特
に
工
学
部
で
し
ょ
う
ね
、

理
学
部
も
だ
け
れ
ど
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
大
拡
張
し
た
と
い

う
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
代
は
ま
た
、
そ
の
卒
業
生
が
ど
ん

ど
ん
羽
が
生
え
て
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
る
と
い
う
時
代
だ
っ
た
わ

け
で
す
ね
。
文
科
系
は
わ
り
に
前
か
ら
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
。

　
余
計
な
こ
と
を
も
う
一
つ
だ
け
言
い
ま
す
と
、
戦
争
が
終
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
3
9

つ
た
と
き
に
、
東
大
の
総
長
に
南
原
繁
先
生
と
い
う
大
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聾
4
0

が
な
ら
れ
て
、
南
原
先
生
の
あ
と
が
矢
内
原
忠
雄
先
生
と
い

う
、
こ
れ
も
植
民
政
策
と
か
お
や
り
に
な
っ
た
、
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
の
非
常
に
き
つ
い
先
生
が
総
長
と
し
て
続
い
た
わ
け
で
す
。

そ
の
間
は
理
系
が
伸
び
な
い
ん
で
す
。
そ
し
て
矢
内
原
先
生
が

辞
め
ら
れ
た
と
き
に
、
理
系
の
ホ
ー
プ
と
し
「
て
茅
［
誠
司
］
先

の
れ

生
が
な
ら
れ
て
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
理
系
が
ワ
ー

ッ
と
膨
ら
ん
で
い
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
が
ち
ょ
う
ど
倍
増
の

時
に
あ
た
っ
た
ん
で
す
ね
。
東
大
一
つ
例
を
と
っ
て
も
、
そ
う

誌
高
度
経
済
成
長
お
よ
び
科
学
技
術

の
進
歩
に
伴
い
、
技
術
能
力
が
生
産
現

場
で
は
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
文
部
省
は
、
、
「
科
学
技

術
者
要
請
拡
充
計
画
」
（
昭
和
三
一
年

十
一
月
）
を
策
定
し
た
。
こ
れ
に
加
え
、

経
団
連
等
の
財
界
は
産
学
共
同
・
理

工
系
学
生
増
員
の
繰
り
上
げ
達
成
を

要
求
し
、
文
部
省
も
こ
れ
に
応
え
、
理

工
系
学
生
を
三
九
年
ま
で
に
一
一
万
人

増
員
す
る
と
発
表
し
、
私
立
大
学
に
お

け
る
理
工
系
学
部
の
新
設
・
拡
充
も

展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

聲
3
9
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
九
月
五

日
生
ま
れ
。
内
務
省
に
入
る
が
、
そ
の

後
東
大
に
戻
り
、
教
授
に
就
任
。
自
由

主
義
的
立
場
を
守
り
、
戦
時
中
も
軍
部

に
迎
合
し
な
か
っ
た
。
昭
和
二
〇
年
三

月
法
学
部
長
、
同
年
十
二
月
戦
後
最
初

の
東
大
総
長
。

静
4
0
明
治
二
六
（
「
八
九
三
）
年
【
月
二

七
日
生
ま
れ
。
住
友
総
本
店
を
経
て
、

東
大
助
教
授
、
大
正
十
二
年
教
授
。
昭

和
十
一
一
年
に
発
表
し
た
「
国
家
の
理
想
」

が
治
安
当
局
か
ら
に
ら
ま
れ
辞
職
。
戦

後
東
大
に
復
帰
、
社
会
科
学
研
究
所
初

代
所
長
、
経
済
学
部
長
、
教
養
学
部
長

を
歴
任
、
昭
和
二
六
年
東
大
総
長
に
就

任
。
敬
虚
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
。

り●

S1

ｾ
治
二
＝
（
一
八
九
八
）
年
十
一
一
月

二
一
日
生
ま
れ
。
東
北
帝
大
卒
業
後
、

東
京
帝
大
助
手
と
な
り
、
本
多
光
太
郎

に
師
事
。
昭
和
十
八
年
東
京
帝
大
教
授

（
東
京
工
大
教
授
兼
任
）
。
戦
後
は
文
部

省
科
学
教
育
局
長
の
他
、
日
本
物
理
学

会
長
な
ど
歴
任
し
、
戦
後
の
科
学
技
術

146



eEsmE　lsD一一一一

い
う
ふ
う
な
方
向
転
換
が
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う

ね
。
昔
の
東
大
の
総
長
は
大
変
偉
そ
う
で
、
難
し
い
こ
と
ば
か

り
言
？
て
い
た
ん
で
す
が
、
茅
先
生
は
卒
業
式
の
時
に
、
「
小

さ
い
親
切
を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
」
と
言
つ
．
た
と
か
い
う

話
が
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
コ
ロ
ッ
と
変
わ
っ
た
ん
で
す
。

余
計
な
話
だ
け
れ
ど
、
そ
う
い
う
時
代
の
空
気
の
変
わ
り
方
が

そ
の
頃
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

■
工
業
地
帯
の
ベ
ル
ト
化
と
環
境
（
公
害
）
問
題

宮
崎
　
産
業
経
済
が
そ
れ
行
け
ど
ん
ど
ん
と
い
う
だ
け
で
は
な

か
っ
た
。
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
と
の
関
連
で
環
境
問
題
が
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
産
業
中
心
、
特
に
産
業
構
造
を
転
換
す
る

に
あ
た
っ
て
、
重
化
学
工
業
化
が
必
要
と
い
わ
れ
た
。
い
ま
情

・
報
通
信
化
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
当
時
、
石
炭
石
油
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
と
す
る
鉄
鋼
業
と
か
、
そ
れ
を
使
っ
た
機
械
工
業
と
か
、

あ
る
い
は
化
学
工
業
と
い
う
産
業
に
重
点
を
指
向
す
る
よ
う
に

な
る
。
倍
増
計
画
と
同
時
に
、
鉄
鋼
合
理
化
計
画
、
化
学
肥
料

合
理
化
計
画
な
ど
、
産
業
の
個
別
の
合
理
化
計
画
が
進
む
わ
け

で
す
が
、
そ
れ
が
こ
ん
に
ち
で
言
う
「
環
境
周
題
」
を
引
き
起

こ
す
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
典
型
的
な
も
の
が
四
日
市
の
ケ

　
　
骨
4
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒
聡

ー
ス
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
阿
賀
野
川
の
ケ
ー
ス
と
か
、

ド、

｢
ろ
い
ろ
環
境
問
題
が
や
か
ま
し
く
な
っ
て
く
る
。
イ
タ
イ
イ

　
　
　
や
む

タ
イ
病
な
ど
の
問
題
が
大
き
く
な
っ
て
く
る
。

　
　
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
れ
は
倍
増
計
画
で
も
推
進
し
た
ん
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
あ

が
、
「
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
」
と
称
し
て
沿
岸
地
域
を
ど
ん
ど

ん
工
業
化
し
て
い
く
。
沿
岸
地
域
の
あ
ち
こ
ち
に
城
下
町
み
た

　
い
な
も
の
が
で
き
る
わ
げ
で
す
が
、
そ
う
い
う
産
業
立
地
計
画

を
つ
く
っ
た
。
そ
こ
が
公
害
の
発
生
源
に
な
る
と
共
に
、
厄
介

な
都
市
集
中
問
題
を
つ
く
る
。
東
京
も
大
阪
も
海
に
面
し
て
い

る
わ
け
で
す
が
、
工
業
地
帯
が
そ
の
近
所
に
で
き
る
。

　
工
業
化
が
沿
海
部
で
進
ん
だ
と
い
う
大
き
な
理
由
は
、
鉄
鋼

の
立
地
や
、
石
油
工
業
の
基
地
が
沿
海
部
が
い
い
か
ら
で
す
。

全
部
原
料
は
輸
入
で
す
か
ら
、
船
で
運
ん
で
こ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
沿
海
に
置
い
て
お
く
と
い
う
こ
と
は
、
経
済
の
理
に
か

な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
工
業
が
沿
海
部
に
立
地
さ
れ

る
。
そ
し
て
原
料
を
入
れ
る
た
め
に
港
が
整
備
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
運
ぶ
船
が
大
型
に
な
っ
て
く
る
と
い
う

こ
と
で
、
「
重
化
学
工
業
が
重
化
学
工
業
を
さ
ら
に
促
進
す
る
」

・
よ
う
な
産
業
構
造
に
な
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。

　
そ
れ
は
一
面
で
は
非
常
に
便
利
・
効
率
的
に
な
っ
た
わ
け
で

す
。
遠
い
ブ
ラ
ジ
ル
あ
た
り
か
ら
、
鉄
鉱
石
と
か
石
炭
が
非
常

に
安
く
持
っ
て
来
ら
れ
る
。
当
時
よ
く
ア
メ
リ
カ
と
比
べ
ら
れ

ま
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
は
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
を
中
心
に
鉄
鋼
業
が

で
き
て
い
る
。
原
料
は
だ
ん
だ
ん
海
外
か
ら
持
っ
て
こ
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
て
き
た
と
き
に
、
ア
メ
リ
カ
は
ニ
ュ
ー
直
垂
・

リ
ン
ズ
港
に
原
．
料
を
持
っ
て
き
て
、
そ
れ
か
ら
鉄
道
で
え
っ
ち

ら
え
っ
ち
ら
と
五
大
湖
の
方
に
持
っ
て
く
る
の
で
非
常
に
コ
ス

ト
が
か
か
る
。
と
こ
ろ
が
日
本
は
、
大
型
タ
ン
カ
ー
も
大
型
輸

送
船
も
で
き
る
。
二
万
ト
ン
、
三
万
ト
ン
で
は
な
く
て
、
桁
違

い
に
大
き
な
も
の
が
技
術
革
新
や
鉄
鋼
が
安
い
と
い
う
こ
と
で

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
一
番
安
い
原
料
を
世
界
．
中
か
ら
探
し

出
し
て
、
そ
れ
を
低
コ
ス
ト
で
持
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
日
本
の
鉄
鋼
業
は
ア
メ
リ
カ
の
鉄
鋼
業
よ
り
ず
っ

と
生
産
性
を
高
く
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

　
そ
の
時
に
は
、
鉄
鋼
業
は
発
達
す
る
、
造
船
業
も
発
達
す
る
、

石
油
工
業
も
発
達
す
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
い
ざ

あ
．
る
程
度
ま
で
行
っ
て
み
る
と
、
公
害
と
か
都
市
集
中
と
い
う

復
興
行
政
の
先
導
者
と
な
る
。
同
三
二

年
よ
り
六
年
間
東
大
総
長
を
務
め
た
。

彪
三
重
県
四
日
市
市
に
お
い
て
、
昭

和
三
六
（
一
九
六
一
）
年
に
石
油
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
が
操
業
を
開
始
す
る
の
に

伴
い
、
慢
性
呼
吸
器
疾
患
に
よ
る
患
者

が
多
発
し
、
「
四
日
市
ぜ
ん
そ
く
」
と
し

て
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

骨
4
3
昭
和
三
九
（
［
九
六
四
）
年
、
新
潟

県
阿
賀
野
川
下
流
域
に
お
い
て
、
熊

本
・
水
俣
病
と
同
様
の
症
状
を
示
す

患
者
が
発
見
さ
れ
、
第
二
水
俣
病
と
さ

れ
た
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
昭
和
電

工
の
工
場
か
ら
排
出
さ
れ
た
メ
チ
ル

水
銀
が
魚
介
類
に
蓄
積
、
そ
の
魚
介
類

を
摂
取
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
き
た

こ
と
が
政
府
の
統
一
見
解
と
し
て
発

表
さ
れ
て
い
る
。

・「

S4

ｺ
和
三
〇
年
代
に
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
公
害
病
。
富
山
県
神
通
川

流
域
周
辺
で
発
生
し
た
こ
と
が
特
徴
。

神
通
川
上
流
の
鉱
山
か
ら
流
出
し
た

カ
ド
ミ
ウ
ム
が
原
因
と
さ
れ
た
。
裁
判

に
よ
り
日
本
初
の
公
害
病
と
し
て
認

定
さ
れ
た
疾
患
で
も
あ
る
。

範
4
5
南
関
東
、
静
岡
、
愛
知
、
大
阪
、
瀬
戸

内
海
沿
岸
、
福
岡
を
貫
く
帯
状
の
ラ
イ

ン
地
帯
を
指
し
、
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯

と
称
す
る
。
日
本
の
人
口
や
工
業
地
帯

．
の
大
多
数
は
こ
の
地
帯
に
入
っ
て
い

－
る
。
（
阻
通
産
省
の
定
義
で
は
、
茨
城
、

埼
玉
、
千
葉
、
東
京
、
神
奈
川
、
静
岡
、

愛
知
、
岐
阜
、
三
重
、
大
阪
、
兵
庫
、
和

歌
山
、
岡
山
、
広
島
、
山
口
、
福
岡
、
大

分
が
対
象
と
な
る
）
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問
題
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
。
多
少
時
間
を
か
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
倍
増
計
画
の
評
価
は
、
そ
の
十
年
に
限
る

の
で
は
な
く
、
も
っ
と
長
い
目
で
見
れ
ば
、
間
違
っ
て
い
だ
こ

と
も
あ
っ
た
か
も
わ
か
ら
な
い
。
私
な
ど
は
、
自
分
が
関
わ
っ

て
い
た
も
の
で
す
か
ら
倍
増
計
画
に
す
ご
く
肩
を
持
ち
ま
す
、

例
え
ば
高
度
成
長
に
よ
っ
て
そ
う
い
う
問
題
が
生
じ
て
も
、
成

長
は
同
時
に
そ
れ
を
解
決
す
る
能
力
も
つ
く
っ
た
、
例
え
ば
、

ち
ょ
っ
と
話
が
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
隅
田
川
が
汚
水
で

よ
ご
れ
た
。
東
京
の
空
は
排
煙
で
汚
く
な
っ
た
、
と
い
う
け
れ

ど
、
金
を
か
け
た
ら
、
隅
田
川
に
も
魚
が
戻
っ
て
き
た
じ
ゃ
な

い
か
、
東
京
に
は
青
い
空
が
戻
っ
て
き
た
じ
ゃ
な
い
か
。
こ
れ

は
高
度
成
長
の
お
か
げ
だ
⑩
そ
れ
が
貧
乏
の
ま
ま
だ
っ
た
ら
、

中
途
半
端
に
な
っ
て
い
る
は
ず
だ
。
そ
れ
は
今
の
途
上
国
の
都

市
集
中
化
を
見
た
ら
よ
く
わ
か
る
で
し
ょ
う
、
と
い
う
ん
で
す

が
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
は
ま
だ
、
審
判
は
分
か
れ
る
で
し
ょ
う
ね
。

森
　
所
得
倍
増
計
画
を
立
て
る
そ
の
時
、
同
時
代
的
に
は
、
環

境
破
壊
と
か
公
害
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。

宮
暗
　
は
い
、
一
般
的
に
い
っ
て
そ
う
で
す
。
「
環
境
破
壊
」

と
い
う
言
葉
は
当
時
ほ
と
ん
ど
使
っ
て
お
ら
ず
、
「
公
害

（
冒
σ
浮
⇒
巳
ω
自
。
昌
。
Φ
ご
と
い
う
言
葉
が
も
つ
ば
ら
で
し
た
。
そ

れ
は
煙
が
上
が
り
す
ぎ
る
と
か
、
水
が
汚
れ
る
と
い
う
程
度
の

問
題
だ
つ
た
ん
で
す
ね
。
高
度
成
長
に
伴
っ
て
有
毒
ガ
ス
が
出

る
と
か
、
い
ろ
い
ろ
汚
染
さ
れ
る
と
い
う
認
識
は
薄
か
っ
た
ん

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
も
ち
ろ
ん
計
画
の
文
中
に
も
、
あ
ら
か
じ

め
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
言
葉
は
あ
り
ま
す
よ
。
環

境
を
大
事
に
す
る
計
画
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
か
、

排
水
溝
を
き
ち
ん
と
つ
く
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

が
書
い
て
あ
り
ま
ず
け
れ
ど
、
そ
れ
は
実
質
的
に
主
文
で
は
な

か
っ
た
で
す
ね
。
そ
こ
が
反
省
さ
れ
る
点
で
す
。

■
列
島
改
造
と
地
価
問
題
の
発
生

宮
崎
も
う
一
つ
は
、
倍
増
計
画
も
そ
う
で
す
け
れ
ど
、
特
に

倍
増
計
画
に
つ
づ
い
て
つ
く
ら
れ
た
田
中
内
閣
の
日
本
列
島
改

造
論
は
、
日
本
の
国
土
を
近
代
化
し
た
と
い
う
か
、
産
業
発
展

の
基
盤
を
作
っ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
ず
け
れ
ど
、
い
ま
の

公
害
問
題
の
ほ
か
に
、
土
地
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
。
土
地
を

広
げ
る
、
広
げ
る
た
め
に
土
地
に
対
す
る
優
遇
策
を
い
ろ
い
ろ

と
る
と
い
う
こ
と
で
、
乱
開
発
が
行
な
わ
れ
る
。
乱
開
発
で
な

く
て
も
、
土
地
の
値
段
が
上
が
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
こ

れ
が
後
の
バ
ブ
ル
経
済
の
一
つ
の
原
因
に
も
な
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
土
地
の
取
引
、
そ
れ
こ
そ
さ
っ
き
の
消
費
者
物
価
や
卸
売
物

価
の
議
論
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
土
地
の
値
段
と
い
う
の
は
資

産
取
引
で
す
か
ら
、
物
価
指
数
に
入
っ
て
い
な
い
。
入
っ
て
い

な
い
け
れ
ど
、
そ
こ
が
ぜ
ん
ど
ん
上
が
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
し

か
も
あ
ま
り
経
済
合
理
性
は
な
い
。
私
の
親
友
で
「
開
発
天
皇
」

と
も
呼
ば
れ
る
下
河
辺
［
淳
］
氏
あ
た
り
は
、
「
需
要
が
あ
っ

て
土
地
が
売
れ
る
ん
だ
か
ら
、
需
給
関
係
で
土
地
の
値
段
が
上

が
る
の
は
当
た
り
前
じ
ゃ
な
い
か
」
と
言
う
ん
で
す
が
、
そ
れ

は
、
人
間
の
価
値
が
上
が
っ
た
と
解
釈
さ
れ
る
消
費
者
物
価
と

は
ず
い
ぶ
ん
性
格
が
違
う
と
思
い
ま
す
ね
。
そ
こ
に
も
つ
と
古

風
な
土
地
取
引
の
問
題
と
か
が
入
っ
て
い
て
、
．
そ
う
い
う
問
題

を
ず
っ
と
引
き
ず
っ
て
い
ま
す
ね
。
カ
ネ
の
た
め
に
土
地
売
り

を
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
し
、
土
地
を
買
い
上
げ
る
と
き
の

補
償
費
な
ん
て
い
う
の
も
、
い
ま
か
ら
考
え
る
と
め
ち
ゃ
く
ち

ゃ
な
値
段
で
払
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
し
か
も
そ
れ
が
し
ば
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EMI　1EN　D
し
ば
政
治
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
問
題
が
あ
っ
て
、
そ
れ

は
決
し
て
日
本
の
た
め
に
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
ん
で
す
が
、
そ
う
い
う
反
省
点
は
た
く
さ
ん
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　
倍
増
計
画
の
中
に
ど
っ
ぶ
り
浸
か
っ
て
い
た
わ
れ
わ
れ
か
ら

見
れ
ば
、
そ
う
い
う
問
題
は
将
来
の
問
題
で
あ
る
し
、
ま
た
そ

う
い
う
問
題
の
解
決
能
力
を
付
け
て
お
け
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
、
多
少
安
易
に
考
え
た
と
い
う
点
は
反
省
で
き
ま
す
。
だ

け
ど
、
そ
れ
以
上
に
反
省
し
て
、
そ
も
そ
も
高
度
成
長
が
悪
か

っ
た
ん
だ
、
G
N
P
く
た
ば
れ
、
な
ん
て
い
う
言
葉
で
表
明
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
私
は
そ
れ
は
間
違
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
「
恒
産
な
け
れ
ば
恒
心
な
し
」
と
か
「
衣
食
足
り
て

礼
節
を
知
る
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
あ
る
程
度
生
活
水
準
が

上
が
る
た
め
に
、
経
済
水
準
が
上
が
ら
な
け
れ
ば
社
会
は
よ
く

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
も
い
ま
の
環
境

論
者
か
ら
い
え
ば
ま
っ
た
く
間
違
っ
た
議
論
だ
と
い
う
こ
と
に

な
る
の
で
し
ょ
う
。
私
の
独
断
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
そ

う
い
う
感
じ
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
、
「
財
政
・
金
融
」
と
い
う
こ
と
を
課
題
と
し
て

挙
げ
ま
し
た
。
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
時
に

お
話
し
ま
す
。
）
財
政
・
金
融
に
つ
い
て
で
す
が
、
当
時
は
高

度
成
長
で
す
か
ら
ハ
ど
ん
ど
ん
税
収
が
上
が
っ
て
く
る
。
財
政

の
バ
ラ
ン
ス
は
十
分
に
保
た
れ
て
い
た
わ
け
で
す
。
、
計
画
の
文

章
に
も
あ
り
ま
す
が
、
将
来
社
会
資
本
充
実
の
た
め
に
国
債
発

行
が
行
な
わ
れ
る
か
も
わ
か
ら
な
い
と
予
想
も
し
て
い
ま
ず
け

れ
ど
、
そ
の
と
き
に
は
ど
う
の
こ
う
の
、
ま
だ
国
債
発
行
の
問

題
に
な
ら
な
い
時
期
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
十
年
間
は
そ
れ
で
よ

か
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
う
い
う
政
策
が
ず
っ
と
続
く
一
方
で
、

国
債
は
多
少
は
出
し
て
も
い
い
ん
だ
、
問
題
で
は
な
い
と
い
う

■

考
え
方
の
中
で
、
成
長
率
の
方
は
下
が
っ
て
き
た
と
い
う
問
題

が
あ
り
ま
す
。
た
だ
計
画
期
間
の
十
年
間
を
取
る
と
そ
ん
な
問

題
は
な
か
っ
た
と
思
う
ん
で
す
。
む
し
ろ
税
収
が
上
が
っ
て
ど

ん
ど
ん
減
税
す
る
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
そ

こ
は
反
省
点
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
金
融
の
と
こ
ろ
は
、
主
と
し
て
民
間
部
門
中
心

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
社
会
資
本
の
充
実
と
い
う
こ
と
を
や
っ

て
い
ま
し
た
か
ら
、
公
共
投
資
も
非
常
に
大
き
く
て
、
公
的
資

金
の
役
割
も
非
常
に
大
き
か
っ
た
わ
け
で
す
。
民
間
企
業
に
つ

い
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
公
団
を
つ
く
っ
て
、
公
的
資
金
を
そ
こ
，

に
注
入
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ
ん
に
ち
行
政
機
構
上
の
問
題

を
い
く
つ
か
引
き
起
こ
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
そ
の
と
き
に
は

社
会
資
本
を
充
実
さ
せ
た
り
、
当
面
は
採
算
が
合
わ
な
く
て
も

や
る
べ
き
仕
事
と
い
う
こ
と
で
公
的
資
金
が
注
入
さ
れ
、
そ
れ

に
関
連
し
た
…
機
関
が
つ
く
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
合
理
的
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
公
的
金

融
を
い
つ
ま
で
も
続
け
て
き
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。

■
高
度
成
長
に
お
け
る
財
政
金
融
問
題

宮
崎
　
も
う
一
つ
は
、
高
度
成
長
の
投
資
は
日
本
の
高
貯
蓄
を

背
景
に
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
資
金
は
主
と
し
て
間
接
金
融
と

い
う
か
、
金
融
機
関
の
銀
行
が
集
め
て
、
そ
れ
を
産
業
に
融
資

す
る
。
し
か
も
そ
れ
は
ワ
ン
セ
ッ
ト
主
義
と
い
わ
れ
て
重
工
業

中
心
、
大
企
業
中
心
の
融
資
を
や
っ
て
き
た
。
反
面
、
直
接
融

資
と
い
う
の
が
非
常
に
冷
遇
さ
れ
た
。
い
ま
そ
の
弊
害
が
出
て

き
て
い
る
と
い
う
感
じ
が
い
た
し
ま
す
。
銀
行
の
方
で
も
、
間

接
金
融
だ
け
、
で
金
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
だ
け
で
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サ
　

は
な
く
て
、
そ
の
当
時
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
護
送
船
団
方
式

が
で
き
あ
が
っ
た
。
そ
れ
を
政
府
も
あ
る
程
度
利
用
し
た
と
い

う
面
も
あ
る
し
、
大
銀
行
の
独
占
に
も
貢
献
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
れ
が
今
日
に
な
っ
て
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
も
、
そ
の
元
は
倍
増
計
画
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
る
と
ち
ょ

っ
と
行
き
過
ぎ
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
う
い
う
問
題
が
す
で

に
出
る
こ
と
は
予
想
さ
れ
た
の
に
、
軽
視
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

す
。森

　
倍
増
計
画
の
立
案
の
過
程
に
お
い
て
、
資
金
的
な
裏
付
け
、

政
府
財
政
以
外
の
部
分
の
手
当
て
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
、
と

い
う
こ
と
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

宮
暗
　
そ
れ
は
間
接
金
融
で
銀
行
が
集
め
て
い
る
。
そ
の
銀
行

が
自
分
の
判
断
に
基
づ
い
て
、
大
企
業
中
心
主
義
、
そ
し
て
旧

財
閥
中
心
的
な
ワ
ン
セ
ッ
ト
主
義
で
融
資
を
や
っ
て
き
た
。
同

時
に
財
政
と
く
に
財
政
投
融
資
は
公
的
機
関
が
融
資
を
し
た
。

森
」
民
間
の
市
中
銀
行
な
り
金
融
…
機
関
が
う
ま
く
動
け
な
い
と

き
に
、
公
団
な
り
政
策
金
融
機
関
が
サ
ポ
ー
ト
に
回
る
之
い
う

よ
う
な
こ
と
ま
で
踏
み
込
ん
で
は
、
計
画
の
時
に
は
考
え
て
い

な
か
っ
た
ん
で
す
か
。

宮
暗
　
公
的
機
関
が
融
資
を
し
た
の
は
、
す
ぐ
に
は
収
益
が
上

が
ら
な
い
と
い
う
か
、
す
ぐ
に
は
採
算
が
上
が
ら
な
い
よ
う
な
、

あ
る
い
は
お
そ
ら
く
何
年
経
っ
て
も
上
が
ら
な
い
よ
う
な
公
的

部
門
、
そ
れ
は
公
的
サ
ー
ビ
ス
で
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
は
政
府
で
面
倒
を
見
ま
し
ょ
う
、
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。
一
般
的
に
資
本
の
収
益
性
が
低
い
、
資
本

の
懐
妊
期
間
が
非
常
に
長
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
公
共
的
な
投

資
を
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
時
は
そ
れ
を
誰
も
疑
わ

な
か
っ
た
と
思
う
ん
で
す
ね
。

森
時
限
的
に
こ
こ
ま
で
で
解
散
、
と
い
う
こ
と
を
目
標
に
し

ょ
う
と
い
う
議
論
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

■
「
リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
』
計
画

藤
井
　
初
歩
的
な
質
問
で
恐
縮
で
す
が
、
所
得
倍
増
計
画
と
い

う
の
は
十
年
計
画
で
す
ね
。
た
だ
、
一
九
六
五
年
に
佐
藤
内
閣

が
で
き
て
、
中
期
経
済
計
画
が
六
四
年
か
ら
始
ま
る
。
六
四
年

か
ら
六
八
年
の
あ
い
だ
と
い
う
の
は
一
。

宮
崎
　
一
つ
の
計
画
が
五
年
経
っ
た
ら
、
あ
る
い
は
十
年
経
っ

た
ら
次
に
、
と
第
一
次
計
画
、
第
二
次
計
画
と
い
う
ふ
う
に
乗

り
換
わ
る
の
で
は
な
く
て
、
ダ
ブ
っ
て
い
る
ん
で
す
。
途
中
で
、

計
画
と
実
績
が
非
常
に
離
れ
た
か
ら
、
実
質
上
計
画
は
「
死
に

体
」
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
新
し
、
い
計
画
に
取
り
換

え
た
。
政
治
的
な
こ
と
で
い
え
ば
、
新
し
い
総
理
に
な
っ
た
ら
、

自
分
の
計
画
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
新
し
い
計
画
に

乗
り
換
わ
る
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
。

藤
井
　
国
鉄
や
電
々
等
の
現
業
部
門
は
一
。

宮
崎
　
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
、
十
年
計
画
で
だ
い
た
い
そ
の
ま

ま
行
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
で
も
そ
の
個
別
計
画
も
七
年
ぐ

ら
い
す
る
と
狙
っ
て
く
る
か
ら
、
今
度
の
小
泉
内
閣
は
個
別
の

長
期
計
画
を
や
め
ま
し
ょ
う
と
い
う
わ
け
で
す
。
そ
れ
も
い
ろ

い
ろ
評
価
が
あ
り
得
る
と
思
い
ま
す
ね
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

日
本
の
経
済
計
画
と
い
う
の
は
、
ソ
連
と
か
中
国
み
た
い
に
、

五
ヶ
年
計
画
一
つ
が
済
ん
だ
ら
次
の
五
ヶ
年
計
画
を
作
る
ん

だ
、
と
や
る
の
で
は
な
い
。
「
リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
計
画
」
だ
、
と

い
う
の
が
大
来
さ
ん
の
主
張
だ
っ
た
ん
で
す
。
三
年
な
ら
三
年

経
っ
た
ら
、
そ
の
情
勢
に
合
わ
せ
て
新
し
く
切
り
換
え
て
い
く

回
転
計
画
と
い
う
ん
で
し
ょ
う
か
。

藤
井
　
あ
ま
り
硬
直
的
で
は
な
く
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

鱒
4
6
大
蔵
省
の
金
融
行
政
に
お
い
て
、

金
利
規
制
を
は
じ
め
種
々
の
規
制
を

行
う
際
に
、
経
営
効
率
の
最
も
悪
い

金
融
機
関
の
存
在
を
考
慮
し
て
規
制

の
条
件
を
定
め
（
具
体
的
に
は
厳
し

い
参
入
規
制
、
業
務
「
規
制
や
金
利
規

制
等
）
、
金
融
機
関
が
安
定
的
な
利
益

を
上
げ
ら
れ
る
状
況
を
維
持
し
、
既

存
の
金
融
機
関
が
す
べ
て
存
続
し
て

い
け
る
よ
う
に
し
た
政
策
で
あ
っ
た
。

r
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宮
崎
　
よ
く
言
え
ば
硬
直
的
で
は
な
い
。

森
　
い
ま
途
上
国
支
援
で
「
ロ
ー
リ
ン
グ
・
プ
ラ
ン
」

言
葉
で
呼
ん
で
い
ま
す
ね
。

宮
崎
　
ロ
ー
リ
ン
グ
・
プ
ラ
ン
で
も
い
い
ん
で
す
ね
。

ビ
ン
グ
で
す
ね
。

■
経
済
企
画
庁
の
自
立
性

と
い
う

リ
ボ
ル

村
井
　
所
得
倍
増
計
画
の
作
業
は
非
常
に
大
き
な
大
変
な
作
業

だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
れ
は
宮
崎
先
生
が
、
大
来
局
長

の
下
で
の
び
の
び
で
き
た
状
況
で
、
実
質
的
に
や
ら
れ
て
と
思

い
ま
．
す
。
こ
の
こ
ろ
に
は
、
総
合
計
画
局
の
み
な
ら
ず
経
済
企

画
庁
は
、
安
本
時
代
か
ら
数
え
ま
す
と
も
う
十
数
年
経
っ
て
い

る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
作
業
を
し
終
え
た
感
想

と
し
て
、
経
済
企
画
庁
の
自
立
性
と
い
う
か
、
組
織
と
し
て
確

立
し
た
と
か
、
何
か
感
じ
ら
れ
た
こ
と
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

大
来
局
長
も
生
え
抜
き
の
方
で
す
ね
。

三
三
　
そ
れ
は
時
代
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。
終
戦
直
後
の
何
も

な
か
っ
た
時
期
か
ら
始
ま
っ
た
と
き
に
は
、
傾
斜
生
産
を
中
心

に
し
て
統
制
経
済
で
し
た
。
そ
の
時
は
司
令
部
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
、
経
済
安
定
本
部
と
い
う
の
は
権
力

的
に
は
非
常
に
強
力
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
成
功
の
故
に
、

と
い
う
の
は
言
い
過
ぎ
で
し
ょ
ヶ
か
、
成
功
の
故
に
統
制
が
必

要
で
な
く
な
っ
て
き
た
。
い
っ
た
ん
経
済
審
議
庁
と
い
う
組
…
織

替
え
が
あ
っ
て
、
実
体
的
に
は
縮
小
す
る
わ
け
で
す
。
し
か
し

「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
今
度
は

自
分
で
前
向
き
の
自
立
計
画
を
作
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
、
経
済
企
画
庁
に
な
る
。
そ
の
い
ち
ば
ん
最

初
の
内
閣
が
鳩
山
内
閣
の
時
で
す
が
、
そ
れ
は
ま
だ
占
領
期
の

問
題
を
引
き
ず
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
政

治
の
問
題
と
し
て
安
保
騒
動
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
経
済
で
も

過
去
の
清
算
を
き
ち
ん
と
や
っ
て
、
自
分
の
力
で
や
ろ
う
と
い

う
こ
と
で
、
た
ま
た
ま
「
勃
興
期
だ
」
と
い
う
理
論
が
出
て
き

た
も
の
で
す
か
ら
、
池
田
さ
ん
が
先
頭
に
立
っ
た
。
そ
う
す
る

と
内
閣
総
理
大
臣
が
み
ず
か
ら
指
揮
す
る
も
の
で
す
か
ら
、
各

省
も
つ
い
て
く
る
わ
け
で
す
ね
。

　
例
え
ば
大
蔵
省
も
、
岸
さ
ん
の
倍
増
構
想
の
時
に
は
反
対
す

る
ん
で
す
。
佐
藤
さ
ん
が
大
蔵
大
臣
で
、
「
倍
増
な
ん
て
い
う

の
は
数
字
で
な
か
な
か
で
き
な
い
よ
」
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と

で
、
大
蔵
省
は
倍
増
構
想
を
つ
く
る
の
に
消
極
的
だ
っ
た
ん
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
大
蔵
次
官
も
や
っ
た
池
田
さ
ん
が
総
理
に
な

っ
て
や
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
こ
れ
は
協
力
べ
き
だ
と
い

う
こ
と
に
な
つ
で
く
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
で
池
田
さ
ん
か
ら

佐
藤
さ
ん
を
経
て
、
田
中
さ
ん
は
と
く
に
地
域
開
発
を
や
っ
て

い
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
開
発
の
仕
事
は
田
中
さ

ん
が
企
画
庁
は
委
任
し
ま
す
が
、
両
方
合
わ
せ
た
勢
力
と
い
う

め
は
、
安
定
本
部
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
か
な
り
強
ま
っ

た
と
思
い
ま
す
ね
。
し
か
も
自
由
化
計
画
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
実
際
は
各
省
と
相
談
す
る
ん
で
す
が
、
権
限
上
は
企
画
庁

が
や
っ
て
い
た
わ
け
で
す
ね
。
だ
か
ら
あ
る
意
味
で
は
ま
だ
強

力
で
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
ね
。
田
中
首
相
の
お
声
が
か
り
で

国
土
開
発
が
政
策
の
前
面
に
出
て
き
て
、
や
が
て
開
発
局
は
国

土
庁
に
な
っ
て
、
経
企
庁
か
ち
離
れ
て
い
き
ま
す
が
。

村
井
　
こ
の
こ
ろ
経
済
企
画
庁
長
官
は
、
大
蔵
省
出
身
の
迫
水

　
　
　
　
　
静
4
7

［
久
常
］
さ
ん
で
す
ね
。

宮
崎
　
迫
水
さ
ん
は
そ
の
時
は
も
う
政
党
人
で
す
か
ら
ね
。
大

蔵
出
身
と
い
う
感
じ
は
な
い
。
そ
れ
は
佐
藤
さ
ん
だ
っ
て
運
輸

省
出
身
で
す
し
、
池
田
さ
ん
自
体
も
大
蔵
省
出
身
で
す
が
、
迫

静
4
7
明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）
年
八
月

五
日
生
ま
れ
。
東
京
帝
国
大
学
卒
業

後
、
大
蔵
省
入
省
。
昭
和
九
年
岳
父

岡
田
啓
介
首
相
の
秘
書
官
と
な
る
。

二
・
二
六
事
件
当
時
、
首
相
救
出
に

活
躍
。
同
二
〇
年
鈴
木
（
貫
太
郎
）

内
閣
の
書
記
官
長
と
な
り
、
終
戦
工

作
の
舞
台
裏
で
奔
走
す
る
。
昭
和
二

一一

N
公
職
追
放
、
同
一
一
六
年
解
除
。

．
昭
電
疑
獄
事
件
に
連
座
し
起
訴
さ
れ

噛
る
が
無
罪
判
決
。
同
一
一
七
年
衆
院
議

員
、
の
ち
参
院
議
員
（
四
期
）
。
そ
の

間
池
田
内
閣
の
経
済
企
画
庁
長
官
、

郵
政
相
を
歴
任
し
た
。
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水
さ
ん
も
そ
う
い
う
感
じ
が
な
い
。
そ
の
前
、
岸
内
閣
の
時
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
　

倍
増
が
云
々
と
い
っ
た
と
き
は
菅
野
和
太
郎
さ
ん
と
い
う
大

学
の
先
生
が
経
済
企
画
庁
長
官
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
こ
の
人
は

そ
の
前
か
ら
企
画
庁
の
シ
ン
パ
で
し
て
、
ほ
か
の
大
臣
が
ど
う

言
っ
て
も
、
企
画
庁
は
こ
う
だ
、
こ
れ
を
や
る
べ
き
だ
と
い
っ

て
、
人
的
に
も
な
る
べ
く
よ
そ
の
省
の
人
を
使
わ
な
い
よ
う
に

．
と
い
う
こ
と
で
、
内
部
登
用
を
ず
い
ぶ
ん
し
た
人
で
す
。

村
井
　
所
得
倍
増
の
と
き
に
、
池
田
総
理
が
み
ず
か
ら
乗
り
込

ん
で
く
る
と
な
る
と
、
や
や
長
官
の
影
が
薄
い
と
い
う
こ
と
に

は
な
り
ま
せ
ん
か
『

宮
暗
　
や
は
り
第
一
線
の
指
揮
官
で
、
い
ち
ば
ん
先
頭
に
立
っ

て
指
揮
す
る
の
は
企
画
庁
長
官
で
す
ね
。

中
村
　
そ
れ
は
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

宮
阜
　
そ
れ
か
ら
実
施
さ
れ
る
段
階
で
、
特
に
地
域
開
発
の
方

で
す
が
、
そ
し
て
佐
藤
内
閣
の
こ
と
で
す
が
、
や
が
て
池
田
さ

ん
の
秘
書
官
で
あ
っ
た
宮
沢
さ
ん
が
長
官
に
な
る
ん
で
す
ね
。

つ
い
で
に
言
え
ば
、
政
治
的
な
政
策
転
換
に
池
田
さ
ん
は
「
寛

容
と
忍
耐
」
と
い
う
こ
と
を
言
わ
れ
て
、
「
寛
容
」
と
い
う
こ

と
は
秘
書
官
の
一
人
で
あ
る
宮
沢
さ
ん
、
「
忍
耐
」
と
い
う
言

葉
は
も
う
一
人
の
秘
書
官
の
大
平
さ
ん
が
言
い
出
さ
れ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。

中
村
　
池
田
さ
ん
は
、
い
い
ブ
レ
ー
ン
を
持
っ
て
い
た
の
と
同

時
に
、
部
下
に
も
非
常
に
い
い
人
を
選
ん
で
使
っ
て
お
ら
れ
た

と
い
う
こ
と
は
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
あ
と
か
ら
見
て
も
、

大
平
、
宮
沢
と
い
う
二
人
は
抜
群
で
し
ょ
う
。
あ
と
で
宮
沢
さ

ん
は
企
画
庁
長
官
に
な
っ
て
、
］
度
な
ら
ず
企
画
庁
長
官
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
鱒
4
9

て
何
度
も
来
ら
れ
た
。

宮
暗
　
政
界
が
あ
ま
り
所
得
倍
増
に
口
を
出
さ
な
か
っ
た
。
そ

れ
は
池
田
さ
ん
が
率
先
し
て
い
る
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す

が
、
い
ま
の
小
泉
さ
ん
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
ん
で
す
け
れ
ど
ね
。

そ
れ
か
ら
政
界
は
日
米
安
保
の
問
題
ば
か
．
り
で
、
経
済
問
題
だ

け
を
一
生
懸
命
議
論
す
る
と
い
う
状
況
で
は
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。

中
村
　
一
つ
だ
け
つ
け
加
え
て
お
く
と
、
当
時
社
会
党
ば
安
保

問
題
で
、
真
っ
向
か
ら
岸
内
閣
に
対
立
し
て
大
変
だ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
池
田
内
閣
が
出
来
て
、
池
田
さ
ん
が
倍
増
計
画
を
中
心

に
言
い
だ
し
た
と
き
に
、
社
会
党
は
安
保
と
言
っ
て
い
ら
れ
な

く
な
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
し
て
自
分
が
天
下
を
取
っ
た
ら
こ
う

い
う
計
画
に
す
る
と
い
う
、
倍
増
計
画
よ
り
も
も
う
少
し
成
長

率
が
高
い
も
の
を
社
会
党
は
作
っ
た
ん
で
す
ね
。

宮
崎
　
そ
れ
は
私
も
社
会
党
と
接
触
し
ま
し
た
け
れ
ど
、
成
田

　
　
　
　
　
る
　

［
知
巳
］
さ
ん
が
委
員
長
に
な
り
ま
．
し
て
、
政
治
的
な
ゴ
タ
ゴ

タ
が
収
ま
っ
て
、
き
ち
ん
と
や
れ
ば
社
会
党
な
ら
成
長
率
は

七
・
二
％
よ
り
高
い
、
八
～
九
％
で
行
き
ま
す
と
言
う
。
そ
の

当
時
は
野
党
に
は
成
長
率
が
高
過
ぎ
る
な
ん
て
い
う
議
論
は
な

か
っ
た
ん
で
す
ね
。
た
だ
社
会
党
の
中
で
も
、
木
村
禧
八
郎
さ

む
ロん

は
「
そ
ん
な
に
成
長
し
て
物
価
は
大
丈
夫
な
の
か
」
と
い

わ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
都
市
問
題
で
も
「
本
当
に
生
活
が
良
く
な

る
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
点
で

は
木
村
さ
ん
は
非
常
に
真
面
目
に
こ
の
こ
と
を
議
論
さ
れ
た
方

で
す
。
立
派
な
議
論
を
さ
れ
た
方
で
、
私
は
主
張
は
違
っ
て
も

人
間
的
に
は
尊
敬
し
て
い
ま
す
。

中
村
　
真
面
目
な
方
で
し
た
ね
。
僕
も
存
じ
上
げ
て
い
ま
す
。

愚
暗
　
私
も
参
議
院
の
先
生
の
部
屋
に
何
度
か
行
っ
た
ん
で
す

が
、
最
初
の
頃
は
ま
だ
自
動
暖
房
で
は
な
く
て
石
炭
ス
ト
ー
ブ

を
焚
い
て
い
た
。
先
生
み
ず
か
ら
そ
こ
に
石
炭
を
く
べ
た
り
、

お
茶
を
入
れ
て
く
れ
て
、
「
こ
れ
は
ど
う
な
っ
て
い
る
ん
で
す

か
、
私
は
こ
う
思
い
ま
す
」
と
い
う
よ
う
な
話
を
し
た
。
あ
あ

鱒
4
8
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
六
月

二
〇
日
生
ま
れ
。
京
都
帝
国
大
学
卒

業
後
、
大
阪
商
科
大
学
教
授
等
を
経

て
、
昭
和
十
」
年
大
阪
市
理
事
、
同

教
育
部
長
を
歴
任
。
同
十
七
年
よ
り

衆
院
議
員
（
当
選
九
回
）
。
岸
内
閣
の

経
済
企
画
庁
長
官
、
佐
藤
内
閣
の
通

産
相
、
経
済
企
画
庁
長
官
。
こ
の
間
、

昭
和
高
等
商
業
学
校
校
長
、
大
阪
経

済
大
学
教
授
も
務
め
た
。

・・

S9

{
澤
氏
は
、
①
昭
和
三
七
（
一
九

六
二
）
年
七
月
十
八
日
～
三
九
年
七

月
十
八
日
、
②
昭
和
四
「
（
一
九
六

六
）
年
十
二
月
三
日
～
四
三
年
十
「

月
三
〇
日
、
③
昭
和
五
二
（
｝
九
七

七
）
年
十
一
月
一
一
八
日
～
五
三
年
十

二
月
七
日
、
以
上
の
三
度
に
わ
た
り

経
済
企
画
庁
長
官
を
務
め
た
。

・・

T0

蜷
ｳ
元
（
一
九
＝
一
）
年
九
月
十

五
日
生
ま
れ
。
昭
和
十
年
三
井
鉱
山

入
社
、
【
＝
年
三
井
化
学
を
退
職
、

戦
後
初
⑪
衆
院
選
に
日
本
社
会
党
か

ら
当
選
（
以
後
連
続
十
二
回
）
。
政
策

審
議
会
長
等
を
経
て
同
三
七
年
書
記

長
、
四
三
年
委
員
長
。
六
〇
年
安
保

（
昭
和
三
五
年
）
の
際
は
左
派
の
論
客
と

し
て
活
躍
、
ま
た
党
内
左
右
両
派
の

仲
裁
役
と
し
て
挙
党
体
制
の
確
立
に

努
力
し
た
。

り←

T1

ｾ
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
二
月

二
日
生
ま
れ
。
時
事
新
報
、
エ
コ
ノ

ミ
ス
ト
等
を
経
て
北
海
道
新
聞
論
説

委
員
。
昭
和
二
二
年
参
院
選
を
社
会

党
に
て
当
選
（
当
選
四
回
）
。
同
二
三

年
労
働
者
農
民
党
を
結
成
。
三
一
一
年

社
会
党
に
復
帰
。
所
得
倍
増
論
を
イ

ン
フ
レ
政
策
、
列
島
改
造
論
を
イ
ン

フ
レ
・
公
害
促
進
政
策
と
批
判
。
四
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い
う
先
生
も
、
社
会
党
に
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
ね
。
そ
の
後
、
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
お

木
村
さ
ん
と
は
か
な
り
形
が
違
う
ん
で
す
が
、
堀
昌
雄
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
や
お

と
か
武
藤
山
治
さ
ん
と
い
う
人
は
、
こ
う
い
う
経
済
問
題
に

つ、

｢
て
非
常
に
熱
心
で
し
た
ね
。
政
府
も
一
目
お
い
て
い
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

中
村
　
だ
け
れ
ど
も
僕
が
言
い
か
け
た
こ
と
は
、
池
田
内
閣
が

倍
増
計
画
と
い
っ
て
、
社
会
党
が
そ
れ
を
作
っ
た
と
い
う
の
は
、

池
田
さ
ん
の
方
の
土
俵
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
た
。
違
う
土
俵
で

相
撲
を
と
っ
て
い
た
の
が
、
池
田
さ
ん
の
土
俵
で
引
っ
張
り
込

ま
れ
た
か
ら
、
そ
れ
だ
け
で
負
け
な
ん
だ
と
言
い
た
か
っ
た
ん

で
す
。

宮
崎
　
お
れ
が
や
れ
ば
も
っ
と
高
く
な
る
、
と
い
う
言
い
出
し

方
が
問
題
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
小
泉
さ
ん

に
対
し
て
、
民
主
党
や
社
民
党
が
、
わ
れ
わ
れ
が
改
革
を
や
れ

ば
も
っ
と
実
効
が
上
が
る
と
い
う
の
と
同
じ
で
、
相
手
の
土
俵

に
入
っ
て
い
る
か
ら
、
不
利
で
す
ね
。

中
村
　
そ
こ
が
池
田
さ
ん
が
大
勝
利
し
た
理
由
な
ん
だ
ろ
う
と

い
う
気
が
し
ま
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ロ

中
村
　
こ
の
あ
い
だ
高
原
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
、

と
思
っ
た
け
れ
ど
。

あ
れ
あ
れ
、

宮
崎
　
倍
増
計
画
の
話
の
中
で
高
原
さ
ん
の
名
前
を
申
し
上
げ

る
の
を
忘
れ
て
い
ま
し
た
。
倍
増
計
画
の
こ
と
は
日
本
経
済
新

聞
が
よ
く
取
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
円
城
寺
（
次
郎
Y

さ
辰
弱
が
、
こ
の
問
題
に
大
変
関
心
が
あ
っ
た
。
関
連
の
学
者

を
呼
ん
だ
り
、
そ
う
い
う
こ
と
も
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
第
一
線
で
は
、
毎
日
新
聞
の
『
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
』
が
熱
心
で
、
そ
こ
の
記
者
が
高
原
さ
ん
、
当
時

は
結
婚
前
で
小
林
さ
ん
で
し
た
。
小
林
須
美
子
さ
ん
が
よ
く
取

材
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
下
村
さ
ん
は
あ
ま
り
人
に
会
わ
な
い
人

な
ん
で
す
が
、
高
原
さ
ん
に
は
よ
く
会
っ
て
い
ま
し
た
。
一
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ロ

で
は
経
済
企
画
庁
の
海
野
（
恒
男
）
君
と
同
期
で
よ
く
来
て

い
ま
し
た
。
所
得
倍
増
計
画
の
P
R
を
や
っ
て
貰
い
ま
し
た
し
、

経
企
庁
の
シ
ン
パ
で
、
海
部
内
閣
で
は
経
企
庁
長
官
に
な
ら
れ

ま
し
た
。
余
計
な
こ
と
で
す
が
、
ヤ
ク
ル
ト
フ
ァ
ン
で
セ
ポ
リ

ー
グ
会
長
で
し
た
。

中
村
　
高
原
さ
ん
（
当
時
の
小
林
さ
ん
）
は
た
し
か
に
大
活
躍

で
し
た
ね
。
僕
ら
も
と
き
ど
き
つ
き
合
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

あ
と
辞
め
て
、
経
済
評
論
を
書
い
た
り
し
て
お
ら
れ
元
ん
だ
け

れ
ど
、
そ
の
う
ち
大
臣
に
な
っ
て
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
て
、

そ
れ
か
ら
大
活
躍
だ
っ
た
。

六
年
参
院
選
で
敗
れ
、
木
村
経
済
研

究
所
を
創
立
、

鱒
5
2
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
十
二
月

七
日
生
ま
れ
。
大
阪
大
学
副
手
を
経

て
、
尼
崎
市
に
診
療
所
を
嗣
設
。
昭

和
三
三
年
以
来
社
会
党
か
ら
衆
院
議

員
に
十
一
選
。
党
政
審
会
長
、
五
八

年
党
副
委
員
長
を
歴
任
。

聾
5
3
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
七
月

八
日
生
ま
れ
。
働
き
な
が
ら
学
業
を

続
け
る
。
昭
和
二
七
年
大
学
院
を
中

退
し
館
林
女
子
高
教
諭
、
三
五
年
衆

院
議
員
に
当
選
（
通
算
十
期
）
。
平
成

五
年
、
政
界
引
退
。

鱒
5
4
高
原
（
旧
姓
小
林
）
須
美
子
つ
昭

和
八
（
一
九
三
三
）
年
六
月
十
六
日

生
ま
れ
。
昭
和
三
一
年
毎
日
新
聞
社

入
社
。
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
記
者
を
経

て
、
同
三
八
年
フ
リ
ー
に
。
平
成
元

年
海
部
内
閣
で
民
間
女
性
初
の
入
閣

（
経
済
企
画
庁
長
官
）
。
女
性
初
の
行

革
審
委
員
、
の
ち
駐
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

大
使
、
プ
ロ
野
球
セ
・
リ
ー
グ
会
長

に
就
任
し
た
。
平
成
十
三
（
二
〇
〇

一）

N
八
月
十
九
日
没
。

鱒
5
5
明
治
四
〇
（
【
九
〇
七
）
年
四
月

三
日
生
ま
れ
。
昭
和
八
年
日
本
経
済

新
聞
社
の
前
身
・
中
外
商
業
新
報
社

に
入
社
。
四
三
年
社
長
を
経
て
、
五

一
年
会
長
。
ま
た
日
本
公
債
研
究
所

会
長
、
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
会

長
、
経
済
審
議
会
会
長
、
東
京
証
券

取
引
所
理
事
、
石
油
審
議
会
会
長
、

原
子
力
産
業
会
議
会
長
な
ど
を
歴
任

し
た
。

幹
5
6
第
三
回
の
章
、
註
三
二
参
照
。
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オー・ラルヒストリー

高度成長の光と影

　　　　　　　第6回

【2001年10月16日　14＝oo～1　6＝oo　］

〔インタビュアー〕（肩書きはインタビューの時点）

中村隆英（東京大学名誉教授）

藤井信幸（東洋大学教授）

森直子（聯磯大学院大学リサーチアシスタント）

村井哲也（都立大学大学院博士課程）　　（於1（株）大和総研赤坂事務所）



第6回質問項目 開催日：平成13年10月16日
開催場所：大和総研　赤坂分室

　今回は、前回お急くださった事項に関連した追加の質問をさせていただき、そして前回準備して

いただいた項目に添って高度経済成長期の後半から石油ショックへと移る時期についてお伺いした

いと思います。，

①前回、資本自由化と貿易自由化に関するお話がありましたが、貿易自由化（昭和35年6月24

　日に貿易為替自由化計画大綱が閣議決定）のなかで農業関連の自由化を巡る議論をもう少

　しお話だくさい。前回の冒頭、米の自由化がまとまりかけたと言及されていますが、その

　背景などお解ください。

②昭和30年代後半から昭和40年代にかけては、国際的な経済協力が進む一方で、冷戦が激化

　し、軍事的な緊張の高まった時代でもありました。そうしたなか、’日本は先進国の仲間入

　りを果たすとともに、経済援助・協力の一翼を担うようになりました。他方で自由貿易体

　制への不安も強かったと聞きますが、経済企画庁内部での議論などお聞かせください。

③日本は、東京オリンピック閉会を境として「40年不況」へと転換し、こうした中、池田内

　閣から佐藤内閣へと政権は交代します。佐藤内閣内閣の下、日本経済は再び好況を回復し、

　国民生活の向上も顕著になります（3C時代の到来、中流意識階層の増加など）。その一方で、

　公害問題、物価上昇など問題も顕在化します。そうしたなか先生は、昭和41年に『暮ら、し

　の経済学』で“生活に奉仕する経済”に関する論文を発表されています。執筆された背景

　などお聞かせください。

④池田内閣を継いだ佐藤内閣ば当初、高度成長のひずみの「是正」を謳い文句に、「社会開発」

　を提唱しました。その後の帰趨をも含めて、企画庁内ではどのような受け止め方をされた

　でしょうか。

⑤佐藤内閣では、「中期経済計画（昭和40年1月）」、「経済社会発展計酊（昭和42年3月）」、「新

　経済社会発展計画（昭和45年5月）」の3つの経済計画を発表し、“均衡のとれた経済発展”

　を標榜します。また昭和44年5月には「新全国総合開発計画」を決定し、高度経済成長の持

　続的発展を目指すための大規模開発を推進します。先生は、昭和42～44年まで内国調査課

　長をされておりますが、調査局からみた当時の経済計画についてお旧ください。

⑥この時期には宮沢喜一氏や河野一郎氏など、個性的な企画庁長官の就任もありました。宮

　崎先生にとって、特に印象深い長官の方などは、ございますでしょうか。

⑦宮崎先生は、昭和40年6月の国民生活局の設置に関わられたとお伺いしていますが、その時

　に思い出深いことは何かありましたでしょうか。
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［宮崎氏作成、インタビューの冒頭に配布された資料］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ol－1　al　6

第6回「高度成長の光と影」

（60．f2「倍増計画」発表k73．10第一次オイルショックまで）

1EPA周辺
　私…計画課課長補佐（60年12月）、国連出向（61年1月～63年7月）、帰国・調査官（63年8月）、生

　　　活課長』（65年6月～66年12月）内調課長（67年1月～69年10月）、調査官・参事官（69年11月

　　　～71年5月）調査局長（72年6月～76年1月）

　EPA…「倍増計画」答申（60年12月）、首相（池田～佐藤64・12～田中72・7）長官（迫水、藤山、

　　　　宮沢、高橋、宮沢、菅野、佐藤、木村）

2経済動向

　＊GDP（62、65、70、71、73、に低下するも成長率高し。8～12％）卸売物価安定、消費者物価

　　漸騰、失業率（1％台前半）経常収支黒字（漸増）

　＊中期経済企画（tg64発表、ひずみ是正）生活白書（1966「生活に奉仕する経済」）

　　経済白書「（1969「能率と福祉」、1968「国際化……」、1969「豊かさへの挑戦」）

　＊貿易自由化構想（60・1）OECD加盟（64・4）、日韓基本条約（65・6）、ケネディラウンド

　　（67・5）、資本取引自由化方針（67・6）、沖縄返還（7t・6）、日中共同声明（72・9）、変動相場

　　制移行（73・2）

3高度成長の功罪

　＊安保騒動（政治）→慣用と忍耐→「経済の時代」へ（経済）ただし政治は沖縄問題

　＊先進国仲間入り（冷戦下で西側の一員としての責任増大）

　＊負の資産生産者優先主義→消費者の権利→「生活に奉仕する経済」

　　経済中心→福祉・環境問題→社会開発政治スローガン：「ひずみ是正」「ゆっくり歩こう」「歩

　　行者優先」「経済開発と社会開発のバランス」

　＊反射前論の弱さ……経済基調良好（景気循環あり）、物的貧困解消、沖縄問題あり。

　　国際社会での責任。反論の統計不整備。反論の理論化不十分。

4若干の個別問題公害、都市問題、インフレ問題、消費者の権利……

5次回（第7回）

　石油ショックと国際環境変化への対応。「油上の楼閣」の崩壊。

　国際協調問題増える（マクロ経済、経常収支問題、インフレ問題、南北問題……）
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■
詣
の
前
に
ー
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
後
の
日
本

宮
崎
　
今
日
は
、
ア
メ
リ
カ
の
同
時
多
発
テ
ロ
後
初
め
て
の
会

合
で
す
ね
。

中
村
　
え
え
。
世
の
中
は
す
っ
か
り
変
わ
っ
た
み
た
い
で
す
ね
。

宮
暗
　
ど
の
程
度
変
わ
っ
た
ん
で
す
か
ね
。

中
村
　
変
わ
っ
た
み
た
い
だ
と
い
う
こ
と
で
、
も
う
少
し
経
た

な
い
と
本
当
に
変
わ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
ね
。

宮
暗
　
み
ん
な
変
わ
っ
た
、
変
わ
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
す
け
れ

ど
。
経
済
の
分
野
で
は
景
気
を
一
段
と
下
押
し
し
た
こ
と
は
事
・

実
で
す
が
、
経
済
基
調
と
か
、
経
済
政
策
は
ど
こ
ま
で
変
わ
る

ん
で
す
か
ね
。

中
村
　
さ
あ
コ
だ
け
ど
三
十
兆
円
以
内
の
国
債
を
一
。

宮
崎
　
ま
だ
政
府
は
頑
張
る
と
言
っ
て
い
ま
す
ね
。

中
村
　
来
年
は
頑
張
る
け
れ
ど
、
今
年
は
も
う
い
い
、
と
言
っ

た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

宮
暗
　
ま
だ
今
の
補
正
予
算
の
時
点
で
は
変
え
な
い
と
言
っ
て

い
る
が
、
来
年
度
予
算
で
も
頑
張
っ
て
い
い
の
か
な
。

中
村
　
そ
れ
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
小
泉
さ
ん
は
前
に
景
気
の
い

い
こ
と
を
言
っ
た
か
ら
、
い
ま
か
ら
引
っ
込
み
が
付
な
い
ん
で

し
ょ
・
つ
。

宮
暗
　
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
は
判
り
ま
す
が
。
あ
れ
だ
け
強
調

し
て
き
た
こ
と
を
変
え
る
の
は
厭
で
し
ょ
う
ね
。
ア
フ
ガ
ン
だ

つ
て
格
好
い
い
こ
と
ば
か
り
ポ
ン
ポ
ン
言
っ
て
い
て
、
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
は
大
変
で
し
ょ
う
。

中
村
　
そ
の
代
わ
り
、
韓
国
に
行
っ
て
は
i
。

宮
暗
　
中
途
半
端
で
す
ね
。
先
方
は
礼
を
失
す
る
こ
と
は
い
い

ま
せ
ん
か
ら
失
敗
と
は
い
わ
な
い
が
、
成
功
し
た
と
も
い
え
な

い
。
中
国
も
そ
う
で
す
ね
。

中
村
　
ご
本
人
は
［
自
民
党
総
裁
に
］
立
候
補
す
る
と
き
に
、

総
裁
・
総
理
に
な
れ
る
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。

宮
崎
　
だ
か
ら
結
論
と
し
て
ど
う
発
言
す
べ
き
か
、
準
備
不
足

の
所
が
あ
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

中
村
　
総
理
に
な
れ
る
と
思
わ
な
い
で
、
格
好
い
い
こ
と
だ
け

言
っ
て
い
た
か
ら
。

宮
崎
な
つ
ち
ゃ
つ
た
か
ら
、
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

中
村
、
な
つ
ち
ゃ
っ
た
か
ら
、
靖
国
神
社
で
も
と
に
か
く
行
か

な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

宮
崎
　
行
っ
た
ら
行
っ
た
で
問
題
を
起
こ
し
て
ね
。

中
村
　
だ
け
ど
ど
う
も
、
な
れ
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
。
な
れ
る
と
思
っ
た
ら
あ
ま
り
無
茶
な
こ
と
は

言
え
な
い
。

宮
崎
　
も
う
ち
ょ
っ
と
現
実
的
に
対
応
し
た
で
し
ょ
う
し
ね
。

森
特
に
外
交
の
方
が
弱
い
よ
う
で
す
ね
。
も
う
ち
ょ
っ
と
根

回
し
と
い
う
か
、
気
を
遣
っ
て
か
ら
発
言
さ
れ
れ
ば
い
い
と
思

う
ん
で
す
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

中
村
　
お
ま
け
に
あ
の
外
務
大
臣
を
選
ん
じ
ゃ
っ
た
か
ら

（
笑
い
）
。

宮
崎
　
あ
の
外
務
大
臣
は
い
い
と
こ
ろ
も
あ
る
ん
で
す
。
省
の

改
革
を
す
る
と
か
、
政
策
で
も
感
覚
は
悪
く
な
い
。
い
い
こ
と

も
言
っ
て
い
る
ん
で
す
。
だ
け
ど
や
り
方
が
下
手
な
ん
で
す
ね
。

中
村
だ
け
ど
ま
だ
世
論
調
査
の
人
気
は
高
い
で
す
ね
。
不
思

議
だ
な
。
ど
う
も
お
か
し
い
で
す
ね
。

森
　
面
白
い
で
す
ね
。
決
定
的
な
失
敗
を
し
な
く
て
も
、
森
前

首
相
の
よ
う
に
ど
ん
ど
ん
批
判
を
受
け
る
方
も
い
る
の
に
一
。

宮
崎
　
こ
の
ご
ろ
は
戦
前
か
ら
戦
争
中
に
か
け
て
み
た
い
な
感

・・

P
田
中
真
紀
子
氏
の
こ
と
。
後
、
同

大
臣
は
二
〇
〇
二
年
、
一
月
二
九
日
、

外
務
省
を
混
乱
さ
せ
た
と
し
て
更
迭

さ
れ
た
。

159



じ
が
多
少
あ
り
ま
す
ね
。
ま
と
も
な
論
理
で
政
府
も
政
党
も
、

そ
し
て
国
民
も
動
か
な
い
、
か
な
り
感
覚
的
で
す
。

中
村
　
あ
の
頃
は
み
ん
な
総
理
大
臣
が
お
粗
末
だ
っ
た
か
ら
、

ど
う
し
て
も
あ
あ
い
う
ふ
う
に
な
つ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
や
　

近
衛
［
文
麿
］
さ
ん
な
ん
か
ひ
ど
い
総
理
大
臣
だ
っ
た
と
思

う
ん
だ
な
。
何
度
も
総
理
大
臣
を
や
っ
て
い
る
か
ら
、
あ
と
に

な
っ
て
少
し
良
く
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
そ
の
と
き

は
も
う
間
に
合
わ
な
い
。

宮
崎
　
言
論
界
も
そ
う
で
す
ね
。
な
ん
と
は
な
し
に
大
勢
に
流

さ
れ
て
い
る
。
テ
ロ
は
け
し
か
ら
ん
、
ま
で
は
い
い
で
す
よ
。

そ
れ
か
ら
先
の
解
説
と
か
展
望
に
な
る
と
ど
う
も
…
…
。

中
村
　
こ
の
前
湾
岸
の
時
に
評
判
が
悪
か
っ
た
と
い
う
の
で
、

今
度
は
一
。

宮
暗
　
外
務
省
が
あ
ん
な
言
い
方
を
し
た
か
ら
で
す
よ
つ
四
〇

〇
億
ド
ル
の
戦
費
の
中
で
一
三
〇
億
ド
ル
は
日
本
が
持
っ
た
わ

け
で
す
ね
。
そ
れ
な
の
に
「
あ
ん
な
小
切
手
を
切
っ
て
も
駄
目

だ
、
血
も
流
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
汗
も
流
さ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
」
と
い
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
ご
ろ
の
戦
争
は
血

を
流
さ
な
い
こ
と
が
い
い
戦
争
な
ん
で
す
よ
。
ア
メ
リ
カ
な
ん

て
湾
岸
戦
争
以
来
、
今
度
も
ほ
と
ん
ど
戦
死
者
は
い
な
い
ん
で

す
よ
。
だ
か
ら
ア
メ
リ
カ
で
は
「
血
を
流
せ
」
な
ん
て
誰
も
兵

隊
に
言
わ
な
い
。
そ
れ
か
ら
「
汗
を
流
せ
」
な
ん
て
言
う
け
れ

ど
、
湾
岸
戦
争
で
日
本
が
お
金
を
出
し
た
の
は
み
ん
な
国
民
の

税
金
で
す
よ
。
あ
れ
は
国
民
が
み
な
汗
を
流
し
て
出
し
て
い
る

わ
け
で
す
よ
。
汗
を
流
し
て
ち
ゃ
ん
と
お
金
を
出
し
て
い
る
じ

ゃ
な
い
か
と
言
え
ば
い
い
の
に
、
「
す
み
ま
せ
ん
」
と
言
う
も

の
だ
か
ら
、
今
度
は
「
Q
っ
ゴ
。
毛
9
Φ
馳
2
。
σ
q
」
な
ん
て
言
わ
れ
て
、

「
ハ
イ
」
な
ん
て
言
っ
て
い
る
。

中
村
　
湾
岸
の
時
は
総
理
大
臣
は
一
。

宮
崎
　
海
部
さ
ん
。
慌
て
て
た
ん
で
す
ね
。
湾
岸
戦
争
が
終
わ

っ
た
ら
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
が
い
ろ
い
ろ
な
国
に
対
す
る
感
謝
を
し

て
い
る
。
そ
の
中
に
あ
れ
だ
け
金
を
出
し
た
日
本
の
名
前
は
な

い
ん
で
す
ね
。
そ
ん
な
馬
鹿
な
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
よ
。

そ
れ
で
一
方
で
は
、
い
ま
中
国
へ
の
援
助
を
議
論
す
る
と
ぎ
、

中
国
は
感
謝
の
念
を
示
さ
な
い
か
ら
駄
目
だ
、
援
助
を
減
ら
せ

と
変
な
こ
と
を
い
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
湾
岸
戦
争
の
あ
と
で
、

ク
ウ
ェ
ー
ト
は
何
も
感
謝
し
な
か
っ
た
の
に
、
こ
ち
ら
で
は

「
済
ま
な
か
っ
た
」
と
詫
び
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
戦
争
中
の
臨
時
軍
事
費
と
い
う
の
は
、
機
密
費
み

た
い
な
も
の
で
す
ね
。
予
算
審
議
も
や
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
決

算
は
や
る
ん
で
す
か
。

中
村
　
予
算
は
フ
リ
ー
パ
ス
で
す
ね
。
決
算
は
ま
だ
や
っ
て
い

る
ん
だ
そ
う
で
す
。
大
蔵
省
で
聞
い
た
ら
、
ま
だ
会
計
は
締
め

切
っ
て
い
な
い
そ
う
で
す
よ
。
だ
か
ら
太
平
洋
戦
争
の
時
の
臨

時
軍
事
費
は
会
計
が
残
っ
て
い
る
。

宮
崎
　
帳
簿
と
い
う
か
、
決
算
書
の
よ
う
な
も
の
は
あ
る
ん
で

し
ょ
う
ね
。

中
村
　
そ
れ
を
つ
く
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

宮
崎
　
領
収
書
な
ん
か
ち
ゃ
ん
と
あ
る
ん
で
す
か
ね
。

中
村
　
あ
る
ん
で
し
ょ
う
ね
（
笑
い
）
。
領
収
書
は
、
陸
軍
で

受
け
取
り
ま
し
た
、
で
片
づ
け
ち
ゃ
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

宮
暗
　
湾
岸
戦
争
の
一
三
〇
億
ド
ル
の
決
算
書
を
出
さ
な
い
と

具
合
が
悪
い
と
と
思
い
ま
す
ね
。
今
す
ぐ
と
い
う
と
、
そ
れ
こ

そ
機
密
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、
十
年
経
っ
た
ら
、
や
は
り
公
表
し

な
け
れ
ば
お
か
し
い
で
す
よ
。
国
民
の
税
金
で
す
か
ら
。
そ
れ

と
も
例
外
的
に
聖
域
と
い
う
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

森
　
日
本
は
湾
岸
戦
争
で
四
分
の
一
以
上
出
し
た
。
四
〇
〇
億

必
要
だ
と
言
っ
て
い
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
は
四
〇
〇
億
使
わ
な

鱒
2
戦
前
、
三
度
に
わ
た
り
総
理
大
臣

職
を
務
め
た
。
当
初
は
革
新
派
と
し

て
期
待
を
集
め
た
が
、
日
中
戦
争
勃

発
に
際
し
て
不
拡
大
方
針
を
維
持
で

き
ず
、
翌
年
「
国
民
政
府
を
相
手
に

せ
ず
」
と
声
明
を
出
す
な
ど
政
策
面

で
の
失
政
が
少
な
く
な
か
っ
た
ゐ
第

三
次
内
閣
に
お
い
て
は
、
日
米
開
戦

の
阻
止
を
目
標
と
し
た
が
主
戦
論
の

前
に
総
辞
職
し
た
。
革
新
意
図
と
予

想
外
の
結
果
と
の
落
差
に
し
ば
し
ば

感
傷
的
に
な
り
、
「
す
ぐ
辞
め
た
が
る

男
」
な
ど
と
も
評
さ
れ
た
。
細
川
護

煕
元
首
相
の
祖
父
で
も
あ
る
。
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か
っ
た
か
ら
、
結
局
半
分
ぐ
ら
い
日
本
が
出
し
て
、
ア
メ
リ
カ

が
儲
け
た
と
い
い
ま
す
ね
。
そ
れ
も
本
当
に
そ
う
な
の
か
、
ど

う
な
の
か
わ
か
ら
な
い
で
す
ね
。

宮
崎
　
そ
れ
に
ク
ウ
ェ
ー
ト
を
民
主
化
す
る
と
言
っ
て
い
た
け

れ
ど
、
民
主
化
は
ど
れ
だ
け
進
ん
だ
の
か
な
。

中
村
　
例
え
ば
子
ラ
ク
と
の
関
係
は
依
然
と
し
て
お
か
し
い
し

一
。宮

暗
．
外
務
省
の
役
人
と
い
ヶ
の
は
税
金
と
い
う
の
は
全
部

『
機
密
費
』
だ
と
思
っ
て
い
る
の
か
な
。
自
由
裁
量
で
決
め
、

内
容
は
公
表
し
な
い
。

中
村
　
こ
の
ご
ろ
外
務
省
は
評
判
悪
い
け
れ
ど
。
外
務
省
も
こ

の
ご
ろ
変
な
金
を
使
っ
て
叩
か
れ
た
か
ら
。

宮
崎
と
こ
ろ
で
今
日
は
、
こ
う
い
う
こ
と
で
お
話
し
た
い
と

思
い
ま
す
［
「
第
六
回
『
高
度
成
長
の
光
と
影
』
」
を
配
布
す
る
］
。

森
　
ま
ず
お
考
え
い
た
だ
い
た
こ
と
に
沿
っ
て
お
話
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の
方
で
質
問
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

挟
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
経
済
の
領
域
拡
大
と
倍
増
計
画
後
の
諸
問
題

　
調
査
官
時
代

宮
暗
・
今
日
は
、
所
得
倍
増
計
画
を
発
表
し
て
か
ら
ど
う
い
う

問
題
が
生
じ
た
か
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
に
対
し
て
ど
う
い
う
こ

と
を
し
た
か
、
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
倍
増
計
画
の
あ
と

ず
っ
と
高
度
成
長
が
つ
づ
く
わ
け
で
す
が
、
高
度
成
長
の
プ
ラ

ス
の
面
は
、
だ
い
た
い
こ
の
前
お
話
し
ま
し
た
。
い
ざ
倍
増
計

画
が
始
ま
る
と
、
い
ろ
い
ろ
問
題
が
出
て
く
る
し
、
出
て
こ
な

く
て
も
、
こ
う
い
う
問
題
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

悪
い
影
響
の
予
兆
的
な
も
の
が
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
高
度
成
長
の
過
程
で
、
国
際
社
会
に
入
っ

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
ら
に
関
連
し
た
動
き
が
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
。
今
回
は
倍
増
計
画
を
発
表
し
た
あ
と
、
第
一
次

．
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
ま
で
ど
う
で
あ
っ
た
か
、
私
が
ど
う
い
う
関

わ
り
を
持
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
ひ
と
こ
と
で
言
え
ば
、
一
九
六
〇
年
十
二
月
か
ら
七
三
年
十

月
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
ま
で
の
約
十
三
年
間
の
あ
い
だ
、
三
つ

ぐ
ら
い
私
の
周
辺
で
問
題
が
あ
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
第
一

に
、
基
本
的
に
日
本
経
済
は
明
る
い
面
が
ぼ
立
っ
て
、
い
わ
ゆ

る
高
度
成
長
の
「
良
き
時
代
」
を
経
験
し
て
い
ま
す
。
途
中
で

景
気
変
動
が
出
て
ま
青
り
ま
す
が
、
そ
れ
も
そ
れ
ほ
ど
大
き
く

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
一
応
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。
第
二
に
、

し
か
し
、
こ
れ
で
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
と
い
う
点
も
出
て
来
て
い

た
。
例
え
ば
物
価
や
賃
金
の
問
題
、
成
長
の
影
で
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
い
た
環
境
の
問
題
、
福
祉
一
般
の
・

問
題
な
ど
な
ん
と
な
く
悪
く
な
る
の
で
は
な
い
か
ど
い
う
予
感

め
い
た
も
の
も
出
て
き
た
時
代
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
第
三
に
、
、
国
際
化
が
進
み
始
め
て
、
成
長
の
お
か

げ
で
一
九
六
四
年
四
月
に
は
O
E
C
D
に
入
る
、
つ
ま
り
先
進

国
の
仲
間
入
り
を
す
る
ん
で
す
が
、
そ
れ
に
関
連
し
て
国
際
的

責
任
が
大
き
く
な
る
と
い
う
か
、
完
全
な
国
際
化
に
向
け
て

色
々
の
課
題
が
大
き
く
な
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
具
体

的
な
貿
易
や
資
本
の
自
由
化
も
進
む
。

　
そ
の
中
で
た
ま
た
ま
私
は
、
倍
増
計
画
が
発
表
さ
れ
た
あ
と
、

一
九
六
一
年
一
月
か
ら
国
連
に
出
向
し
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
で

は
ち
ょ
う
ど
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
が
就
任
す
る
と
き
で
し
た
。
そ

し
て
六
三
年
七
月
に
帰
っ
て
き
ま
す
が
、
そ
の
直
後
に
ケ
ネ
デ

ィ
が
暗
殺
さ
れ
る
。
つ
ぎ
り
、
ち
ょ
う
ど
ケ
ネ
デ
ィ
が
大
統
領

を
や
っ
て
い
る
あ
い
だ
、
私
は
ま
る
ま
る
国
連
に
行
っ
て
い
た
。
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あ
る
意
味
で
は
、
ア
メ
リ
カ
も
こ
れ
か
ら
新
し
い
「
ニ
ュ
ー
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
の
時
代
」
を
、
と
張
り
切
っ
て
い
た
時
代
だ
と
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ヨ

い
ま
す
。
し
か
し
途
中
で
キ
ュ
ー
バ
危
機
が
あ
っ
た
り
し
て
、

経
済
の
問
題
と
は
別
に
、
ア
メ
リ
カ
も
政
治
的
・
外
交
的
に
も

問
題
を
抱
え
て
い
た
と
い
う
時
代
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
か
ら

日
本
の
国
際
化
も
、
西
側
の
一
員
と
し
て
の
日
本
の
国
際
的
責

務
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
今
日
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
な
国
際
化

の
中
の
日
本
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
は

官
房
と
か
調
整
局
の
調
査
官
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
六

五
年
六
月
に
国
民
生
活
局
が
で
き
、
そ
の
初
代
の
国
民
生
活
課

長
に
な
り
ま
し
た
。
六
六
年
十
二
月
ま
で
生
活
課
長
で
、
六
七

年
か
ら
六
九
年
十
月
ま
で
内
国
調
査
課
長
を
や
り
ま
し
た
。
そ

し
て
そ
の
後
、
兼
任
を
含
み
ま
す
が
、
調
整
局
、
調
査
局
、
官

房
の
調
査
官
と
か
参
事
官
を
や
っ
て
、
七
二
年
六
月
に
調
査
局

長
に
な
り
、
や
が
て
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
経
験
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
そ
う
い
う
一
連
の
仕
事
を
主
と
し
て
調
査
官
と
し
て
や
っ
て

き
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
と
き
企
画
庁
は
誰
の
下
で
ど
う
い
う

こ
と
を
や
っ
た
か
。
倍
増
計
画
は
一
九
六
〇
年
十
二
月
に
発
表

し
て
、
そ
れ
が
済
ん
だ
あ
と
私
は
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
い
る
ん

で
す
が
、
帰
っ
て
さ
ま
し
た
ら
ま
も
な
く
、
総
理
大
臣
が
池
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
る

さ
ん
か
ら
佐
藤
さ
ん
に
替
わ
っ
た
。
佐
藤
さ
ん
は
だ
い
ぶ
長

く
続
け
て
、
田
中
さ
ん
に
移
る
わ
け
で
す
。
経
済
企
画
庁
長
官

は
そ
の
間
に
何
人
か
替
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
迫
水
［
久
常
］
さ

の
ヨん

と
は
ほ
と
ん
ど
す
れ
違
い
で
、
私
は
そ
れ
ほ
ど
近
く
で
仕

事
を
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
調
査
官
、
生
活
課
長
の
時

は
藤
山
［
愛
一
郎
］
さ
ん
、
色
々
の
意
味
で
大
変
物
分
か
り
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

い
い
大
臣
で
し
た
、
宮
澤
［
喜
一
］
さ
ん
、
高
橋
［
衛
］
さ
ん
。

そ
し
て
調
査
局
に
移
っ
て
、
内
国
調
査
課
長
で
、
宮
澤
さ
ん
、

　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

菅
野
［
和
太
郎
］
さ
ん
と
な
り
ま
す
。
そ
の
あ
と
参
事
官
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

や
り
ま
す
が
、
そ
の
時
期
に
は
、
佐
藤
［
一
郎
］
さ
ん
、
木

　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
り

村
［
俊
夫
］
さ
ん
が
長
官
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
個
性
の
あ
る

大
臣
で
、
例
え
ば
佐
藤
さ
ん
は
豪
放
に
見
え
る
反
面
、
細
か
い

点
も
神
経
質
に
気
に
さ
れ
た
。
菅
野
さ
ん
は
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
パ

ー
の
人
を
大
事
に
し
て
、
他
省
の
省
益
に
捉
わ
れ
る
よ
う
な
役

所
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
わ
れ
た
。
木
村
さ
ん
は
大
筋
は

事
務
方
に
任
せ
て
く
れ
た
。
し
か
し
、
政
策
の
P
R
に
つ
い
て

は
気
を
つ
．
け
る
よ
う
い
わ
れ
た
。
た
だ
、
事
務
局
に
は
絨
口
令

を
敷
．
く
一
方
、
御
自
分
は
意
図
的
に
い
ろ
ん
な
情
報
を
リ
ー
ク

さ
れ
た
り
し
た
。
い
ず
れ
も
お
仕
え
し
て
い
い
方
で
し
た
。

国
民
生
活
環
準
備
室

宮
暗
　
日
本
経
済
が
変
わ
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
私
の
仕
事
も

変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
あ
る
意
味
で
は
日
本
経
済
の
変
わ
り

を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
な
動
き
方
を
し
た
感
じ
が
い
た
し
ま

す
。
つ
ま
り
高
度
成
長
の
中
で
、
消
費
者
問
題
が
出
て
き
た
り
、

生
活
環
境
の
問
題
が
出
て
き
た
。
そ
れ
か
ら
、
物
価
は
高
度
成

長
の
時
に
は
比
較
的
安
定
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
公
共
料
金
を

ど
う
す
る
か
と
い
う
問
題
が
そ
の
時
代
か
ら
や
か
ま
し
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
生
活
一
般
と
か
消
費
者
行
政

と
か
物
価
対
策
を
考
え
る
新
し
い
局
を
作
る
べ
き
で
は
な
い
か

と
い
う
話
が
出
て
き
ま
す
。
そ
し
て
六
五
年
六
月
に
国
民
生
活

局
が
発
足
す
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
前
の
一
年
間
、
私
は
官
房

の
調
査
官
を
や
り
、
国
民
生
活
局
準
備
室
と
い
う
庁
内
限
り
の

機
構
で
仕
事
を
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
生
活
局
は
何
を
や
る
べ

き
か
、
ど
う
い
う
人
員
で
ど
う
い
う
予
算
を
つ
く
る
の
か
と
い

う
こ
と
で
、
生
活
局
を
つ
く
る
準
備
の
仕
事
を
や
り
ま
し
た
。

生
活
局
準
備
室
と
い
う
の
は
、
三
人
か
四
人
ぐ
ら
い
の
ス
タ
ッ

誉
一
九
六
二
年
十
月
十
四
日
、
米
空

軍
の
偵
察
機
が
キ
ュ
ー
バ
に
ソ
連
製

ミ
サ
イ
ル
基
地
を
発
見
し
、
ケ
ネ
デ

ィ
大
統
領
は
そ
の
撤
去
を
要
求
、
キ

ュ
ー
バ
を
海
上
封
鎖
し
た
事
件
。
ア

メ
リ
カ
側
は
キ
ュ
ー
バ
か
ら
の
ミ
サ

イ
ル
攻
撃
は
、
ソ
連
の
対
米
攻
撃
と

み
な
し
、
た
だ
ち
に
報
復
す
る
と
の

態
度
を
と
っ
た
。
国
連
緊
急
安
保
理

事
会
や
非
公
式
の
接
触
が
功
を
奏
し
、

ケ
ネ
デ
ィ
は
キ
ュ
ー
バ
不
侵
攻
を
約

束
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
書
記
長
は
十
月

二
八
日
、
ミ
サ
イ
ル
の
撤
去
を
発
表

し
た
。
か
く
し
て
、
米
ソ
核
戦
争
の

危
機
は
回
避
さ
れ
た
。

鱒
4
病
気
入
院
中
の
池
田
勇
人
首
相

は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
了
し

た
翌
日
、
昭
和
三
九
（
一
九
六
四
）

年
十
月
二
五
日
に
辞
意
を
表
明
し
、

こ
れ
を
受
け
同
年
十
一
月
九
日
に
佐

藤
栄
作
内
閣
が
発
足
し
た
。

言
第
五
回
の
章
、
註
四
七
参
照
。

骨
6
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
二
月

一一

Z
日
生
ま
れ
。
東
京
帝
大
卒
業
後
、

台
湾
総
督
府
に
入
り
、
台
北
州
知
事

で
終
戦
。
戦
後
昭
和
一
一
四
年
初
代
国

税
庁
長
官
に
な
り
、
シ
ャ
ウ
プ
税
制

を
実
施
。
同
二
八
年
参
院
選
に
全
国

区
か
ら
初
当
選
（
通
算
三
期
）
。
三
九

年
経
済
企
画
庁
長
官
に
就
任
。

畳
7
第
五
回
の
章
、
註
四
八
参
照
。
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フ
で
、
予
算
要
求
と
か
法
律
を
つ
く
っ
て
、
関
係
省
庁
、
法
制

局
、
自
民
党
と
折
衝
し
な
が
ら
、
新
し
い
局
を
つ
く
る
と
い
う

こ
と
を
や
っ
た
わ
け
で
す
。

　
外
部
の
方
遺
あ
ま
り
お
わ
か
り
に
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
が
、

役
人
に
と
っ
て
法
律
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
は
や
り
甲
斐
が
あ

る
仕
事
で
す
、
私
自
身
は
そ
ん
な
こ
と
を
感
じ
ま
せ
ん
が
。
だ

か
ら
、
あ
の
法
律
は
自
分
が
つ
く
っ
た
と
い
う
こ
と
を
い
つ
ま

で
も
言
う
わ
け
で
す
し
、
そ
れ
に
必
要
な
予
算
を
大
蔵
省
か
ら

取
っ
て
く
る
こ
と
も
役
人
と
し
て
の
や
り
甲
斐
の
よ
う
に
考
え

る
向
き
が
あ
り
ま
す
。
企
画
庁
全
般
は
あ
ま
り
そ
ん
な
こ
と
は

考
え
な
か
っ
た
し
、
私
も
仕
事
を
す
れ
ば
い
い
、
こ
の
場
合
で

す
と
生
活
局
が
で
き
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
法
律
を

つ
く
る
こ
と
自
体
に
凄
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
は

持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
国
民
生
活
局
を
つ
く
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
時
代
に
な
っ
て
ぎ
て
い
ま
し
た
か

ら
、
そ
れ
は
ど
う
し
て
も
つ
く
り
た
い
と
い
う
感
じ
が
強
か
っ

た
。
そ
れ
で
各
省
と
か
法
制
局
に
法
律
の
説
明
を
し
て
、
企
画

庁
の
設
置
法
を
変
え
る
と
か
、
整
理
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
交

渉
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
と
し
て
は
本
当
に
つ
ま
ら
な
い
こ
と

で
す
が
、
法
制
局
と
い
う
の
は
一
条
］
条
、
そ
し
て
一
行
一
行
、

さ
ら
に
一
言
一
句
、
よ
く
言
え
ば
法
令
の
審
査
を
し
、
悪
く
言

え
ば
ケ
チ
を
つ
け
て
直
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
こ
そ
徹

夜
に
近
い
仕
事
を
ず
い
ぶ
ん
や
り
ま
し
た
。
そ
の
最
先
端
の
現

場
の
仕
事
を
や
り
ま
し
た
。

森
　
そ
の
［
生
活
局
準
備
室
の
］
三
、
四
名
の
方
と
い
う
の
は
、

宮
暗
さ
ん
が
ヘ
ッ
ド
で
、
あ
と
下
の
方
が
な
さ
る
ん
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
け

宮
暗
　
い
や
、
ヘ
ッ
ド
は
矢
野
［
智
雄
］
さ
ん
で
調
査
局
長

と
兼
務
し
て
お
ら
れ
た
。
実
質
的
に
は
私
が
室
長
代
理
で
、
あ

と
法
律
の
専
門
家
が
一
人
、
そ
れ
か
ら
予
算
、
経
済
一
般
の
担

当
官
が
二
人
い
ま
し
た
。
後
に
水
資
源
局
長
に
な
っ
た
白
井
氏

や
物
価
局
長
に
な
っ
た
海
野
氏
の
若
か
り
し
頃
で
す
。
そ
れ
だ

け
で
、
法
律
、
予
算
の
折
衝
を
し
た
わ
け
で
す
。
た
だ
法
制
局

に
は
、
別
府
さ
ん
と
い
う
参
事
官
が
た
い
へ
ん
物
わ
か
り
の
い

い
．
人
で
し
て
、
厳
密
に
法
令
審
査
を
し
て
く
れ
ま
し
た
．
が
通
り

ま
し
た
し
、
国
会
で
も
、
他
の
省
と
の
権
限
調
整
で
ず
い
ぶ
ん

突
っ
込
ま
れ
ま
し
た
が
、
時
代
が
時
代
だ
と
い
う
こ
と
で
、
う

ま
く
行
き
ま
し
た
。

森
　
そ
の
権
限
調
整
と
い
う
の
は
、
ど
こ
と
や
っ
た
ん
で
す
か
。

宮
崎
権
限
調
整
の
と
き
に
難
し
か
っ
た
の
は
、
も
の
に
よ
っ

て
い
ろ
い
ろ
違
う
ん
で
す
。
例
え
ば
生
活
課
で
は
福
祉
の
問
題

を
や
る
と
い
う
こ
と
で
、
当
然
こ
れ
は
厚
生
省
に
も
関
わ
、
り
が

あ
る
。
厚
生
省
の
権
限
は
こ
れ
こ
れ
だ
か
ら
、
社
会
保
障
に
つ

い
て
こ
う
い
う
と
こ
ろ
は
入
れ
て
は
い
け
な
い
と
か
、
い
ろ
い

ろ
言
っ
て
く
る
。

　
そ
れ
か
ら
消
費
者
行
政
を
や
る
と
い
う
場
合
、
い
ち
ば
〃
気

に
し
て
い
た
の
は
同
じ
よ
う
な
仕
事
を
や
っ
て
い
た
通
産
省
で

す
。
こ
れ
も
通
俗
的
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
通
産
省
の
消
費
者

行
政
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
生
産
者
側
に
立
っ
て
い
て
、
消
費

者
か
ら
苦
情
を
言
っ
て
き
た
り
問
題
が
あ
っ
て
も
、
生
産
者
の

側
に
立
っ
て
問
題
を
解
決
す
る
と
い
う
考
え
方
が
強
か
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
そ
ん
な
に
露
骨
で
は
な
く
て
、
通
産
省
も
消
費
者
の

立
場
を
考
慮
し
な
が
ら
と
い
う
こ
と
で
は
あ
る
ん
で
す
が
、
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
生
産
者
の
側
に
立
っ
て
消
費
者
行
政
を
考
え

「
て
い
る
。
だ
か
ら
何
を
や
る
か
、
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
は

い
け
な
い
と
か
、
検
査
に
つ
い
て
は
通
産
省
が
や
る
と
か
、
い

ろ
い
ろ
な
権
限
争
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
物
価
に
関
し
て
は
公
共
料
金
の
問
題
が
中
心
で
し

聾
8
大
正
二
（
「
九
＝
二
）
年
五
月
一

日
生
ま
れ
。
東
京
帝
大
卒
業
後
、
大

蔵
省
入
省
、
主
計
局
長
、
事
務
次
官
．

を
歴
任
し
て
退
官
。
昭
和
四
一
一
年
参

議
院
議
員
と
な
り
、
四
五
年
第
一
一
一
次

佐
藤
内
閣
の
経
企
庁
長
官
と
な
る
。

静
9
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
一
月

十
五
日
生
ま
れ
。
東
京
帝
大
卒
業
後
、

逓
信
省
に
入
り
運
輸
省
に
転
じ
た
が
、

故
佐
藤
栄
作
首
相
の
要
請
で
政
界
に

入
る
。
昭
和
四
六
（
「
九
七
一
）
年

七
月
五
日
発
足
の
第
三
次
佐
藤
内
閣

改
造
内
閣
で
経
企
庁
長
官
に
就
任
。

佐
藤
内
閣
の
正
・
副
官
房
長
官
時
代

は
首
相
を
捕
佐
し
て
「
核
抜
き
」
の

沖
縄
返
還
に
尽
力
し
た
。
田
中
内
閣

の
外
相
も
務
め
た

韓
－
o
表
一
参
照
。

骨
H
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
三
月
一

日
生
ま
れ
。
昭
和
四
二
年
経
済
企
画

庁
調
査
局
長
、
四
五
年
総
合
計
画
局

長
、
四
七
年
事
務
次
官
を
歴
任
し
て

四
八
年
退
官
。
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た
か
ら
、
公
共
料
金
を
所
管
し
て
い
る
の
は
運
輸
省
と
の
交
渉

が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
鉄
道
料
金
で
す
ね
。
公
共
料
金
で

す
か
ら
、
ほ
か
に
電
気
・
ガ
ス
料
金
と
か
、
郵
便
料
金
と
か
、

各
省
が
い
ろ
い
ろ
言
っ
て
き
て
、
調
査
権
限
は
ど
う
だ
と
か
、

規
制
は
ど
う
や
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
先
方
は
自
分
た

ち
の
権
限
は
守
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
権
限
調
整
が
非

常
に
大
き
な
仕
事
で
し
た
。

　
し
か
し
全
体
と
し
て
は
、
さ
っ
き
言
い
ま
し
た
よ
う
に
時
代

が
時
代
で
す
か
ら
、
そ
れ
は
げ
し
か
ら
ん
、
と
全
く
否
定
的
に

は
各
省
と
も
な
ら
な
か
っ
た
。
ほ
か
の
省
で
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
新
し
い
局
を
つ
く
る
と
き
の
苦
労
は
一
通
り
は
し
ま
し
た

が
、
一
つ
の
仕
事
を
や
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
際
、
予
算
を
作
る
わ
け
で
す
が
、
法
制
局
と
あ
わ
せ
て

非
常
に
力
に
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
の
は
、
当
時
企
画
庁
の
官
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ほ

長
で
あ
っ
た
村
上
孝
太
郎
さ
ん
で
す
。
こ
の
人
は
非
常
に
や

り
手
の
大
蔵
省
の
主
計
官
で
し
た
。
有
名
な
話
で
す
が
、
防
衛

庁
が
出
し
て
き
た
予
算
を
見
な
が
ら
、
食
事
の
材
料
を
こ
う
い

う
ふ
う
に
用
意
す
る
と
い
う
要
求
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
が
ど

の
程
度
調
達
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
、
自
ら
朝
早
く
市
場
に

行
っ
て
予
算
要
求
書
と
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
こ
れ
は
無
理
だ
と
か

合
っ
て
い
る
と
か
や
っ
た
と
か
。
そ
れ
か
ら
予
算
要
求
が
気
に

食
わ
な
か
っ
た
ら
テ
ー
ブ
ル
を
ひ
つ
く
り
返
し
て
、
「
も
う
帰

っ
ち
ゃ
え
」
と
言
う
よ
う
な
荒
法
師
で
有
名
だ
っ
た
人
で
す
。

　
そ
の
村
上
さ
ん
は
生
活
局
の
新
設
に
は
た
い
へ
ん
積
極
的
で

し
て
、
法
制
局
に
も
話
を
し
て
く
れ
る
。
予
算
要
求
の
と
き
に

は
、
主
計
官
は
自
分
の
後
輩
で
す
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
要
求
し
て

く
れ
る
。
一
般
的
な
予
算
の
ほ
か
に
、
調
査
費
み
た
い
な
も
の

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
申
に
は
生
活
に
関
連
す
る
指
標
を
充
実

し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
一
基
本
的
な
消
費
者
物
価
と
か
製
品
の

普
及
率
な
ど
の
資
料
は
あ
る
ん
で
す
が
、
そ
れ
を
総
合
化
し
て

生
活
関
連
指
標
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
話
が
あ
っ
た
。
私
た
ち
は

生
活
関
連
表
と
呼
ん
で
い
た
ん
で
す
が
、
ち
ょ
う
ど
産
業
の
連

関
表
と
同
じ
よ
う
な
形
で
、
生
活
に
関
連
す
る
総
合
的
な
指
標

を
つ
く
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
は
ア
イ
デ
ア
と
し
て

は
面
白
か
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、
ぜ
ひ
や
ら
な
く
て
は
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
理
論
付
け
が
非
常
に
難
し

い
し
、
ど
う
い
う
統
計
を
組
み
合
わ
せ
る
か
、
そ
れ
で
生
活
の

実
態
を
反
映
で
き
る
か
と
い
う
問
題
は
非
常
に
難
し
い
。
本
来

な
ら
、
そ
れ
を
き
ち
ん
と
理
論
化
す
る
統
計
を
二
～
三
年
試
行

錯
誤
で
つ
く
っ
て
み
た
上
で
、
生
活
連
関
表
を
こ
う
い
う
ふ
う

に
作
り
ま
す
、
予
算
を
く
だ
さ
い
、
と
や
る
わ
け
で
す
が
、
そ

の
へ
ん
の
と
こ
ろ
を
省
略
し
て
、
こ
う
い
う
も
の
を
つ
く
り
た

い
と
、
予
算
要
求
書
を
出
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
よ
そ
の
国
は

ど
う
や
っ
て
い
る
か
、
特
に
北
欧
諸
国
が
進
ん
で
い
る
だ
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
、
調
査
団
を
北
欧
中
心
に
何
ヵ
国
か
に
出
す
と

い
う
よ
う
な
経
費
ま
で
盛
り
込
ん
だ
ん
で
す
。
そ
し
て
大
蔵
省

に
持
ち
込
ん
だ
。

　
そ
し
て
大
蔵
省
に
持
ち
込
ん
だ
と
き
に
は
、
村
上
さ
ん
は
ち

ょ
う
ど
大
蔵
省
の
官
房
長
に
な
っ
て
お
ら
れ
た
。
「
こ
．
う
い
う

予
算
が
出
て
来
る
か
ら
よ
く
見
て
や
れ
」
と
官
房
長
が
主
計
局

長
、
主
計
官
に
言
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
び
っ
く
り
し
た
主
計
官

が
よ
く
検
討
し
て
み
た
け
れ
ど
、
生
活
連
関
表
な
ん
て
よ
く
わ

か
ら
な
い
。
こ
ん
な
も
の
で
き
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。
ふ

つ
う
な
ら
、
こ
ん
な
も
の
駄
目
だ
と
主
査
か
主
計
官
の
段
階
で

当
初
は
ゼ
ロ
査
定
か
と
私
ど
も
も
あ
る
程
度
覚
悟
し
て
い
た
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

で
す
。
と
こ
ろ
が
そ
の
主
計
官
、
亘
理
［
彰
］
さ
ん
と
い
う

人
で
す
が
、
私
の
と
こ
ろ
に
や
っ
て
来
ま
し
て
、
「
宮
崎
さ
ん
、

こ
う
い
う
予
算
が
出
て
い
る
ん
だ
け
れ
ど
、
こ
れ
は
何
に
使
い

ノ
”

・・

P2

ｺ
上
氏
は
池
田
、
佐
藤
両
内
閣
で

経
済
企
画
庁
官
房
長
を
務
め
た
（
一

九
六
三
年
四
月
一
＝
「
日
～
六
五
年
六

月
十
五
日
）
。
大
正
五
（
一
九
一
六
）

年
六
月
二
九
日
生
ま
れ
。
東
京
帝
大

卒
。
大
蔵
省
に
入
省
後
、
主
計
関
係

を
歩
く
。
ガ
ン
を
克
服
後
、
経
企
庁

官
房
長
、
大
蔵
省
官
房
長
、
の
ち
大

蔵
省
事
務
次
官
。
昭
和
四
六
（
【
九

七
一
）
年
に
参
院
選
当
選
。
だ
が
、

登
院
し
た
の
は
一
日
だ
け
で
、
三
カ

月
後
に
は
癌
に
倒
れ
た
。

聾
1
3
一
旦
理
氏
は
こ
の
時
大
蔵
省
大
臣
官

房
主
計
官
。
大
正
十
四
（
一
九
一
一
五
）

年
三
月
二
〇
日
生
ま
れ
。
大
蔵
省
主

計
畑
を
歩
み
、
昭
和
四
八
（
一
九
七

三
）
年
防
衛
庁
に
転
じ
経
理
局
長
。

同
五
一
一
年
に
防
衛
施
設
庁
長
官
、
五

三
年
に
は
防
衛
事
務
次
官
を
務
め
た
。
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ま
す
か
」
と
言
う
か
ら
、
「
こ
う
こ
う
い
う
ふ
う
に
使
う
ん
だ
」

と
説
明
し
た
ら
、
「
ほ
ん
と
う
に
そ
う
で
き
る
ん
で
す
か
」
と

言
う
か
ら
、
私
も
い
ろ
い
ろ
説
明
を
細
か
く
し
ま
し
た
。
そ
う

し
た
ら
「
あ
あ
そ
う
で
す
が
」
と
い
う
。
結
局
彼
も
あ
ま
り
よ

く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
「
宮
崎
さ
ん
が
そ
う
言
う
な
ら
、

官
房
長
か
ら
も
言
わ
れ
て
い
る
し
」
と
い
う
こ
と
で
、
一
〇

〇
％
満
額
回
答
を
く
れ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
大
蔵
省

は
そ
の
点
で
は
非
常
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
大
蔵
省
と
し
て
も
多
少
は
省
益
が
あ
る
。
公
共
料

金
は
あ
ち
こ
ち
で
上
げ
う
と
い
う
話
．
が
あ
り
ま
す
。
先
ほ
ど
い

っ
た
交
通
料
金
も
、
あ
る
程
度
大
蔵
省
も
面
倒
を
見
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
そ
れ
か
ら
米
と
か
麦
の
値
上
げ
の
と
き
に
も
面
倒

を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
思
惑
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

そ
れ
を
抑
え
る
た
め
に
は
物
価
局
を
強
力
に
つ
く
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
そ
う
い
う
こ
乏
で
利
害
関
係
が
あ
っ
た
と
思
う
ん

で
す
。
ほ
か
の
ケ
ー
ス
と
本
質
的
に
は
変
わ
ら
な
い
ん
で
す
が
、

結
果
と
し
て
非
常
に
ス
ム
ー
ズ
に
行
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
物
価
政
策
課
と
い
う
の
が
で
き
た
ん
で
す
が
、

こ
こ
は
大
蔵
省
か
ら
課
長
を
迎
え
る
と
い
う
こ
と
も
つ
い
て
き

た
。
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
大
蔵
省
は
そ

の
物
価
政
策
を
テ
コ
に
し
て
、
公
共
料
金
を
抑
え
る
よ
う
な
こ

と
を
し
た
と
思
い
ま
す
。

中
村
　
物
価
局
は
あ
と
で
す
か
。

宮
崎
　
物
価
局
は
そ
の
あ
と
、
生
活
局
の
物
価
政
策
課
が
拡
大

す
る
と
い
う
形
で
す
ね
。

中
村
　
そ
れ
は
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
と
き
で
す
ね
。

宮
暗
　
石
油
シ
ョ
ッ
ク
は
七
三
年
十
月
で
す
ね
。

村
井
　
七
三
年
七
月
一
日
に
物
価
局
が
で
き
て
い
ま
す
ね
。

中
村
　
そ
う
か
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
直
前
だ
な
。
そ
の
と
き
に

は
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
で
な
く
て
も
物
価
が
上
が
り
始
め
て
い
る

ん
だ
。

宮
崎
　
そ
の
時
（
物
価
局
が
で
き
た
時
）
は
外
相
が
愛
知
［
揆

　
　
　
ね
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
お

乙
さ
ん
、
企
画
庁
長
官
が
小
坂
善
太
郎
ざ
ん
で
す
ね
。

凹
国
民
生
活
局
誕
生
の
時
代

　
政
治
化
し
た
経
済
問
題

宮
崎
　
と
い
う
こ
と
で
生
活
局
が
で
き
ま
し
た
。
で
き
た
と
き

の
大
臣
が
藤
山
さ
ん
な
ん
で
す
が
、
藤
山
さ
ん
は
消
費
者
行
政

に
つ
い
て
た
い
へ
ん
理
解
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
か
、
政
党
に

も
マ
ス
コ
ミ
に
も
一
生
懸
命
P
R
を
や
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
生
活
行
政
に
つ
い
て
も
非
常
に
強
力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
が
あ
っ
た
の
で
、
う
ま
く
誕
生
し
て
育
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
背
景
に
は
、
池
田
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
、
池
田
内
閣

か
ら
佐
藤
内
閣
に
替
わ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
、
佐
藤
内
閣
が
新
味
を
出
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
高
度
成
長
に
や
や
批
判
的
な
考
え
方
を
も
っ
て
登
場
す

る
わ
け
で
す
。
も
ち
ろ
ん
基
本
的
に
は
岸
さ
ん
の
安
全
保
障
条

約
騒
動
以
来
、
国
民
の
関
心
を
「
政
治
か
ら
経
済
に
移
す
」
と

い
う
こ
と
で
、
そ
れ
は
こ
の
時
も
継
続
し
て
い
る
ん
で
す
が
、

微
妙
な
変
化
も
出
て
き
た
。
た
だ
単
に
経
済
成
長
と
か
賃
金
上

昇
と
か
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
て
、
生
活
を
広
い
意
味
で
豊
か

に
す
る
と
い
う
の
が
佐
藤
さ
ん
の
政
策
で
、
そ
の
点
で
、
池
田

さ
ん
と
区
別
を
つ
け
よ
う
と
い
う
こ
と
で
登
場
し
た
と
い
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
実
態
は
、
池
田
さ
ん
の
と
き
の
経
済
成
長
が
実
を
結

ん
で
く
る
わ
け
で
、
生
活
重
視
と
い
っ
て
も
な
か
な
か
訴
え
る

力
が
弱
い
し
、
、
政
策
的
に
も
新
し
．
い
も
の
が
す
ぐ
に
出
な
い
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
経
済
は
ま
あ
う
ま

穏
1
4
昭
和
四
三
（
一
九
六
八
）
年
十
一

月
三
十
日
～
同
四
六
年
七
月
四
日
ま

で
外
相
を
務
め
る
。
な
お
、
物
価
局

創
設
時
の
一
九
七
三
年
七
月
［
日
の

時
点
で
、
愛
知
揆
一
氏
は
蔵
相
。
明

治
町
〇
（
一
九
〇
七
）
年
十
月
十
日

生
ま
れ
。
吉
田
内
閣
以
降
、
」
全
て
の

政
権
（
除
く
石
橋
内
閣
）
で
入
閣
を

果
た
す
も
、
田
中
内
閣
の
蔵
相
と
し

て
石
油
シ
ョ
ッ
ク
対
策
に
追
わ
れ
る

中
、
昭
和
四
八
年
十
一
月
一
一
三
日
急

死
。聾

1
5
昭
和
四
七
（
一
九
七
一
一
）
年
十
二

月
二
一
一
日
～
同
四
八
年
十
一
月
二
五

日
ま
で
在
任
。
明
治
四
五
（
一
九
一

こ
口
年
【
月
二
三
日
生
ま
れ
。
東
京

商
科
大
学
卒
。
信
州
の
名
門
・
小
坂

財
閥
に
生
ま
れ
、
祖
父
、
父
と
三
代

続
く
政
治
家
一
族
の
出
身
。
民
間
企

業
を
経
て
、
昭
和
一
＝
年
以
来
、
衆

院
議
員
当
選
十
六
回
。
昭
和
三
五
年

に
は
第
一
次
池
田
内
閣
の
外
相
と
な

り
対
米
協
調
を
基
軸
に
経
済
大
国
を

め
ざ
す
池
田
外
交
の
推
進
役
を
果
た

し
た
。
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く
い
っ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
も
の
で
す
か

ら
、
佐
藤
政
権
は
む
し
ろ
政
治
問
題
に
関
心
を
も
う
一
度
持
っ

て
い
く
わ
け
で
す
。
そ
れ
は
岸
内
閣
の
と
き
の
安
保
騒
動
的
な

問
題
で
は
な
く
て
、
沖
縄
問
題
と
い
う
こ
と
で
す
。
い
ま
か
ら

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
佐
藤
内
閣
が
や
っ
た
い
ち
ば
ん
大
き
な

　
　
　
　
　
　
　
の
　

こ
と
は
沖
縄
返
還
で
す
ね
。
そ
の
一
連
の
交
渉
が
ず
っ
と
佐

藤
内
閣
の
と
き
に
続
い
．
て
い
る
。
経
済
問
題
と
い
え
ば
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
レ

と
関
連
し
て
ア
メ
リ
カ
と
の
繊
維
交
渉
が
あ
る
。
そ
れ
は
沖

縄
と
の
取
り
引
き
み
た
い
な
形
で
解
決
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
、
「
政
治
化
し
た
経
済
問
題
」
と
言
え
る
。
一
般
的
な
経
済

問
題
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
二
の
次
に
な
っ
て
き
た
。

当
時
の
景
気
動
向

宮
崎
　
そ
れ
は
経
済
が
う
ま
く
行
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
と
関

連
し
て
い
ま
す
。
た
し
か
に
景
気
変
動
は
あ
っ
た
ん
で
す
が
、

、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
あ
っ
て
、
終
わ
っ
た
ら
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終

了
不
景
気
」
と
い
う
の
が
あ
る
ん
で
す
が
、
今
の
不
況
と
比
べ

れ
ば
非
常
に
軽
微
な
景
気
の
後
退
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

　
そ
こ
に
グ
ラ
フ
を
お
配
り
し
て
あ
り
ま
す
。
一
九
六
〇
年

の
所
得
倍
増
計
画
か
ら
十
年
間
の
指
標
を
載
せ
て
い
ま
す
。
成

長
率
が
黒
い
線
で
す
。
こ
れ
を
見
て
み
ま
す
と
、
ず
っ
と
高
い

成
長
率
、
七
・
二
％
を
超
え
る
成
長
率
が
続
い
て
い
る
。
こ
れ

を
平
均
す
る
と
一
〇
％
を
越
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
六
二
年
、

六
五
年
に
ち
ょ
っ
と
落
ち
込
む
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
六
四
年
で

す
か
ら
、
終
わ
っ
て
六
五
年
に
成
長
率
が
落
ち
る
わ
け
で
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の
景
気
後
退
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
で
も
六
％

ぐ
ら
い
の
成
長
な
ん
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
ま
た
一
二
％
ぐ
ら
い

の
成
長
率
に
な
っ
て
、
一
九
七
一
年
に
若
干
落
ち
ま
す
が
、
依

然
と
し
て
高
い
成
長
率
が
続
い
て
、
七
三
年
に
な
っ
て
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
で
初
め
て
成
長
率
が
落
ち
る
と
い
う
状
況
で
す
。

　
景
気
が
後
退
す
る
と
き
は
、
大
変
だ
、
大
変
だ
と
い
っ
た
ん

で
す
が
、
物
価
は
そ
れ
な
り
に
安
定
し
て
い
る
。
失
業
率
も
ま

だ
一
％
台
で
す
。
だ
か
ら
「
経
済
成
長
は
駄
目
だ
」
と
い
う
政

治
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
迫
力
が
な
い
ん
で
す
ね
。
景
気
が
悪
く
な
っ

て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
感
じ
な
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で

も
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
も
出
て
く
る
。
高
度
成
長
の
と
き
に
指

摘
し
た
公
害
問
題
と
か
交
通
混
雑
と
か
い
う
も
の
が
や
か
ま
し

く
な
っ
て
く
る
。
高
度
成
長
の
と
き
は
、
生
産
者
が
ど
う
し
て

も
そ
れ
行
け
ど
ん
ど
ん
で
す
か
ら
、
消
費
者
が
相
対
的
に
遅
れ

る
と
い
う
こ
と
で
、
消
費
者
優
先
の
政
策
が
必
要
だ
と
い
う
時

代
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

■
佐
藤
内
閣
の
時
代

　
ス
ロ
ー
ガ
ン

宮
崎
　
そ
れ
で
成
長
の
「
負
の
資
産
」
と
い
い
ま
す
か
、
い
ろ
い

ろ
マ
イ
ナ
ス
が
出
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
で
、
佐
藤
政
権
は
い
ろ

い
ろ
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
出
し
た
。
生
産
者
優
先
か
ら
消
費
者
の

権
利
を
重
視
す
る
生
活
と
い
う
こ
と
で
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ゆ

い
う
こ
と
で
、
藤
山
長
官
の
下
で
「
生
活
に
奉
仕
す
る
経
済
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
れ

と
い
う
の
を
私
が
関
わ
っ
た
国
民
生
活
白
書
で
打
ち
出
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
た
。
そ
れ
か
ら
、
も
の
を
作
る
経
済
中
心
で
は
な
く
て
、
福

祉
と
か
環
境
問
題
を
重
視
し
よ
う
、
こ
れ
は
「
社
会
開
発
」
だ

と
い
う
こ
と
で
、
経
済
開
発
よ
り
社
会
開
発
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
ぎ
ま
す
。
た
ま
た
ま
国
連
で
も
「
Q
っ
。
自
署
∪
Φ
＜
巴
8
ヨ
Φ
耳

コ
磐
巳
コ
ひ
q
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
た
の
で
、
そ

れ
を
使
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
わ
か
り
や
す
い
政
治
的
な
ス
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

ー
ガ
ン
と
し
て
は
、
「
ひ
ず
み
是
正
」
　
「
ゆ
り
く
り
歩
こ
う
」

「
歩
行
者
優
先
」
と
か
い
う
言
葉
が
、
民
間
で
は
「
く
た
ば
れ

静
1
6
佐
藤
首
相
に
よ
る
「
沖
縄
が
返
還

さ
れ
る
ま
で
戦
争
は
お
わ
ら
な
い
」

と
の
発
一
三
口
は
、
沖
縄
施
政
権
返
還
運

動
を
促
進
さ
せ
た
。
こ
れ
を
受
け
ニ

ク
ソ
ン
政
権
は
、
こ
れ
以
上
日
本
の

世
論
を
無
視
す
る
こ
と
は
日
米
安
保

条
約
の
自
動
的
延
長
を
危
う
く
す
る

と
の
判
断
に
よ
り
「
本
土
並
み
（
1
1

核
兵
器
撤
去
）
」
返
還
を
実
施
。
昭
和

四
七
（
一
九
七
二
）
年
五
月
十
五
日
、

沖
縄
は
正
式
に
日
本
に
復
帰
し
た
。

鱒
1
7
　
一
九
六
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
で

は
、
繊
維
業
者
の
多
い
南
部
へ
の
支

持
を
得
る
た
め
繊
維
製
品
の
輸
入
制

限
を
公
約
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
た
。

ニ
ク
ソ
ン
政
権
も
、
一
九
六
九
年
二

月
、
日
本
に
対
し
化
繊
の
対
米
輸
出

自
主
規
制
を
要
請
。
日
本
側
は
反
発

し
た
が
、
結
局
妥
協
し
、
「
日
米
繊
維

協
定
」
を
締
結
し
た
。

静
1
8
図
一
参
照
。

・・

P9

謠
¥
回
　
生
活
白
書
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
。
昭
和
三
一
（
一
九
六
六
）
年
五

月
十
三
日
発
表
。
藤
山
愛
一
郎
が
経

済
企
画
庁
長
官
。
宮
崎
氏
が
執
筆
責

任
者
と
な
っ
た
唯
一
の
生
活
白
書
。

穏
2
0
初
回
は
昭
和
一
一
一
一
（
一
九
五
六
）

年
六
月
二
六
日
発
表
の
「
国
民
生
活

変
貌
の
実
態
」
。
高
碕
達
之
助
が
経
済

企
画
庁
長
官
で
あ
っ
た
。
執
筆
責
任

者
は
、
三
浦
善
郎
。

．，

Q1

ｺ
和
四
十
（
一
九
六
五
）
年
一
月

発
表
の
「
中
期
経
済
計
画
」
の
目
標
。
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IMMIZI　MED
　
　
　
ね
ゆ

G
N
P
」
と
い
う
言
葉
ま
で
が
出
て
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
、
自
分
の
こ
と
を
言
う
の
も
お
か
し
い
ん
で
す
が
、

た
ま
た
ま
国
連
に
行
き
ま
し
た
と
き
に
、
日
本
を
紹
介
す
る
と

き
に
倍
増
計
画
を
こ
う
い
う
ふ
う
に
作
っ
た
と
い
う
こ
と
を
言

い
ま
し
た
ら
、
国
連
や
国
連
に
出
入
り
す
る
各
国
の
経
済
開
発

の
担
当
官
も
た
い
へ
ん
評
価
し
て
く
れ
ま
し
て
、
あ
ち
こ
ち
の

国
で
経
済
成
長
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

わ
け
で
す
ね
つ
．

経
済
開
発
と
社
会
開
発

宮
崎
　
同
時
に
そ
の
こ
ろ
か
ら
国
連
の
中
で
社
会
開
発
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
と
い
う
こ
と
を
重
視
す
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
日
本
で
も
国
連
に
い
ろ
い
ろ
な
人
を
出
す
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
中
に
厚
生
省
か
ら
伊
部
［
英

　
　
　
聾
2
3

男
］
さ
ん
と
い
う
方
が
来
ら
れ
た
。
最
後
は
人
口
問
題
研
究

所
の
所
長
に
な
ら
れ
ま
し
た
か
。

中
村
　
そ
っ
ち
の
方
で
は
ず
い
ぶ
ん
有
名
な
方
で
す
ね
。

宮
崎
　
そ
の
人
が
国
連
か
ら
帰
っ
て
き
ま
し
て
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
・
プ
ラ
ン
を
厚
生
省
中
心
に
や
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
っ
た
。
た
ま
た
ま
佐
藤
総
理
大
臣
が
就

任
し
て
、
伊
部
さ
ん
を
呼
ん
で
、
社
会
開
発
っ
て
な
ん
だ
、
と

い
う
こ
と
で
、
実
は
こ
う
い
ヶ
こ
と
で
す
と
説
明
さ
れ
た
ら
、

そ
れ
を
佐
藤
内
閣
の
政
策
に
入
れ
る
ん
だ
と
い
ラ
こ
と
に
な
っ

た
。　

そ
れ
で
今
度
は
私
の
と
こ
ろ
に
佐
藤
さ
ん
の
方
か
ら
電
話
が

あ
り
ま
し
て
、
「
国
連
に
行
っ
て
い
た
そ
う
だ
け
れ
ど
も
、
社

会
開
発
と
い
う
の
は
政
策
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
る
か
」
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

よ
う
な
質
問
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
秘
書
官
の
楠
田
（
實
）
ざ
ん

24

と
相
談
し
て
「
こ
う
こ
う
こ
う
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
や
っ

て
み
た
ら
い
か
が
で
す
か
」
「
社
会
開
発
を
一
つ
の
佐
藤
内
閣

の
看
板
に
さ
れ
た
ら
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
。
そ
の

時
に
一
つ
だ
け
佐
藤
さ
ん
に
強
調
し
た
の
は
、
「
社
会
開
発
も

大
事
だ
け
れ
ど
、
経
済
開
発
と
同
時
に
進
め
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
よ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
部
の
人
か
ら
見
れ
ば
、
あ
い

つ
は
ま
だ
経
済
成
長
の
尻
尾
を
引
き
ず
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

な
ん
で
し
ょ
う
が
、
特
に
国
連
で
開
発
途
上
国
を
見
て
い
ま
す

と
、
最
初
に
テ
イ
ク
オ
フ
を
し
て
経
済
開
発
が
進
ま
な
い
と
、

社
会
開
発
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
手
が
回
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

や
は
り
同
時
に
並
行
し
て
進
ん
で
い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
両
方
や
る
ん
で
す
と
い
う
こ
と
を
佐
藤
さ
ん
に
は

申
し
上
げ
た
。
そ
し
て
佐
藤
さ
ん
は
、
経
済
開
発
と
社
会
開
発

の
調
和
的
発
展
、
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で

政
策
を
作
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

政
治
家
と
の
関
わ
り

宮
暗
　
ち
ょ
っ
と
横
道
に
逸
れ
ま
す
が
、
そ
の
頃
か
ら
私
は
政

治
家
と
の
関
わ
り
合
い
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
前
回
申
し
ま
し

た
よ
う
に
、
課
長
補
佐
ま
で
の
段
階
は
隅
庁
内
に
あ
っ
て
は
一

番
の
実
施
部
隊
長
で
あ
る
ん
で
す
が
、
課
長
に
な
っ
て
も
対
外

的
に
は
そ
れ
ほ
ど
権
限
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
本
当
は
局
長
ぐ
ら
い
か
ら
政
治
と
関
わ
っ
て
く
る
わ
け
で

す
。
と
こ
ろ
が
た
ま
た
ま
個
人
的
な
こ
と
で
す
が
、
私
は
佐
賀

県
出
身
な
ん
で
す
が
、
佐
賀
県
か
ら
出
て
い
る
代
議
士
と
し
て

　
　
　
　
　
管
2
5

保
利
茂
さ
ん
　
（
と
き
の
官
房
長
官
）
が
お
ら
れ
ま
し
た
。
保

利
さ
ん
は
も
と
も
と
は
福
田
派
と
い
う
か
岸
派
で
、
佐
藤
さ
ん

に
近
い
人
脈
な
ん
で
す
。
最
後
に
は
保
利
さ
ん
は
、
佐
藤
さ
ん

が
辞
め
る
と
き
に
大
平
さ
ん
の
ほ
う
に
つ
い
て
い
っ
て
、
福
田

派
と
は
さ
よ
な
ら
を
し
ち
や
う
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
は
保

穏
2
2
　
「
く
た
ば
れ
G
付
P
」
は
朝
日
新

聞
日
曜
版
八
面
に
連
載
さ
れ
た
記
事

の
題
名
。
昭
和
四
五
（
一
九
七
〇
）

年
五
月
十
七
日
か
ら
八
月
一
一
三
日
ま

で
計
十
五
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ

た
。
宮
崎
氏
は
、
八
月
九
日
（
第
十

三
回
）
に
経
済
企
画
庁
調
査
官
と
し
‘

て
「
巨
大
国
の
栄
光
と
苦
悩
」
と
い

う
題
で
高
度
成
長
を
評
価
す
る
文
を

寄
せ
て
い
る
。
こ
の
連
載
は
、
翌
年

本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

・・

Q3

蜷
ｳ
十
（
一
九
一
＝
）
年
七
月
二

一
日
生
ま
れ
。
昭
和
十
八
年
内
務
省

入
省
、
戦
後
は
厚
生
省
。
官
房
審
議

官
、
．
年
金
局
長
、
社
会
局
長
、
同
四

六
年
社
会
保
険
庁
長
官
を
歴
任
。
後
、

日
本
社
会
事
業
大
学
理
事
長
、
年
金

総
合
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
理
事

長
を
務
め
る
。
ま
た
、
厚
生
省
在
職

中
に
経
済
学
博
士
号
を
取
得
。

管
2
4
昭
和
四
一
一
（
一
九
六
七
）
年
サ
ン

ケ
イ
新
聞
政
治
部
次
長
か
ら
、
佐
藤

栄
作
首
相
の
主
席
秘
書
官
に
就
任
。

大
正
十
三
（
｝
九
二
四
）
年
十
一
月

七
日
生
ま
れ
。
佐
藤
内
閣
の
退
陣
に

伴
い
退
官
し
、
昭
和
五
五
年
国
際
交

流
基
金
理
事
（
後
常
務
理
事
）
。
平
成

三
年
に
は
日
米
セ
ン
タ
ー
初
代
所
長

と
な
る
。
こ
の
章
、
註
一
一
六
も
参
照
。

・・

Q5

ｺ
和
四
三
（
｝
九
六
八
）
年
十
一

月
三
〇
日
～
同
四
六
年
七
月
四
日
ま

で
在
任
。
明
治
三
四
（
一
九
〇
六
）

年
十
二
月
二
〇
日
生
ま
れ
。
昭
和
十

九
年
以
降
、
衆
院
議
員
に
当
選
十
二

回
。
吉
田
、
佐
藤
、
田
中
内
閣
で
閣

僚
を
務
め
、
後
に
は
佐
藤
派
幹
部
と

し
て
政
局
に
影
響
を
与
え
た
。
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利
さ
ん
と
福
田
さ
ん
は
非
常
に
伸
が
良
か
っ
た
わ
け
で
す
。
私

は
保
利
さ
ん
を
よ
く
知
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
保
利
さ
ん
が
勉

強
会
を
や
る
と
き
に
顔
を
出
せ
と
言
わ
れ
る
の
で
顔
を
出
し

て
、
そ
ん
な
こ
と
で
、
福
田
さ
ん
が
幹
事
長
を
さ
れ
て
い
た
と

き
か
ら
福
田
さ
ん
の
勉
強
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
に
産
経
新
聞
の
楠
田
實
さ
ん
が
お
ら
れ
た
。
氏
は
佐

藤
内
閣
に
な
っ
て
し
ば
ら
く
経
っ
て
か
ら
政
務
秘
書
官
に
な
る

わ
け
で
す
。
楠
田
さ
ん
は
政
治
の
秘
書
で
す
か
ら
、
経
済
の
こ

と
は
細
か
い
こ
と
は
あ
ま
り
カ
バ
ー
さ
れ
な
い
。
で
す
か
ら
、

こ
れ
は
お
お
や
け
に
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
ん
で
す
が
、
経
済

の
問
題
に
つ
い
て
は
誰
か
手
伝
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と

で
、
福
田
さ
ん
に
相
談
し
た
の
か
、
保
利
さ
ん
に
相
談
さ
れ
た

の
か
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
私
の
名
前
を
楠
田
さ
ん
が
知
っ

て
、
佐
藤
内
閣
で
こ
れ
こ
れ
を
や
り
た
い
か
ら
手
伝
っ
て
く
だ

さ
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
い
う
ヒ
ス
ト
リ
ー
に

の
べ
て
い
い
の
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
楠
田
さ
ん
が
政

務
秘
書
官
に
な
っ
て
、
毎
回
総
理
演
説
原
稿
を
書
く
わ
け
で
す

が
、
そ
の
経
済
の
部
分
は
、
楠
田
さ
ん
の
補
佐
と
し
て
そ
れ
以

来
初
稿
の
多
く
を
私
が
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
い
ま
ま
で
何
も
公
表
し
て
い
ま
せ
ん
。
楠
田
さ
ん
は

断
片
的
に
話
し
て
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
最
近
楠
田
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

ん
が
『
楠
田
實
日
記
』
を
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
こ
の
辺
の
経

緯
が
一
寸
出
て
く
る
ん
で
す
。
最
後
の
索
引
に
私
が
出
て
い
る

と
こ
ろ
が
い
く
ら
か
あ
り
ま
す
。
文
章
の
中
に
は
、
「
経
済
演

説
の
手
伝
い
を
お
願
い
す
る
」
と
か
、
「
経
済
演
説
が
出
来
上

が
っ
た
の
で
お
礼
に
飯
を
食
う
」
と
か
、
そ
ん
な
記
述
が
あ
り

ま
す
。
何
を
書
い
た
か
、
何
が
問
題
に
な
っ
た
か
と
い
う
こ
と

は
、
『
日
記
』
に
は
あ
ま
り
出
て
こ
な
い
。
出
て
こ
な
い
と
い
う

こ
と
は
、
個
人
と
し
て
の
私
に
と
っ
て
異
議
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

経
済
政
策
は
佐
藤
内
閣
に
と
っ
て
二
義
的
な
位
置
付
け
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
経
常
収
支
の

黒
字
問
題
が
大
き
か
っ
た
と
か
、
環
境
問
題
で
ひ
つ
く
り
返
り

そ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
経
済
演
説
の
場
合
で
も

い
ろ
い
ろ
学
者
の
意
見
を
聞
い
て
い
る
と
い
う
話
が
出
て
く
る

べ
き
で
す
が
、
楠
田
さ
ん
の
『
日
記
』
に
は
経
済
問
題
が
あ
ま

り
出
て
こ
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
た
だ
経
済
演
説
の
中
で
、

「
今
回
は
社
会
開
発
で
行
く
と
大
き
く
取
り
上
げ
た
」
と
い
う

だ
け
で
、
社
会
開
発
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
説
明
が

な
い
。
「
歩
行
者
優
先
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
て
も
、
「
誰

が
考
え
た
か
わ
か
ら
な
い
」
と
書
い
て
あ
る
ん
で
す
ね
。
そ
う

い
う
ふ
う
に
社
会
開
発
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
み
た
け
れ
ど
、

佐
藤
内
閣
は
そ
れ
ほ
ど
本
腰
を
入
れ
て
や
っ
た
の
で
は
な
い
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。
し
か
し
高
度
成
長
の

「
負
の
側
面
」
に
つ
い
て
警
告
だ
け
は
発
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

国
民
生
活
審
議
会

宮
崎
　
総
理
演
説
と
は
別
に
、
企
画
庁
の
仕
事
と
し
て
、
国
民

生
活
局
で
は
生
活
を
重
要
視
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
国
民
生
活

　
　
静
2
7

審
議
会
を
つ
く
り
ま
し
た
。
［
中
村
氏
に
向
か
っ
て
］
先
生
も

入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
か
。

中
村
　
い
や
、
私
は
メ
ン
バ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

宮
崎
　
大
原
総
一
郎
さ
ん
が
国
民
生
活
局
が
で
き
た
と
き
の

審
議
会
の
会
長
で
し
た
。
非
常
に
立
派
な
姿
勢
を
持
っ
て
い
た

方
で
会
長
に
打
っ
て
つ
け
の
方
で
し
た
が
、
実
は
事
務
方
と
し

て
は
苦
労
し
た
ん
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
で
法
律
を
書
け
と
言
わ

れ
て
も
困
り
ま
す
、
と
い
う
よ
う
な
問
題
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た

ん
で
す
。

憂
中
央
公
論
社
よ
り
平
成
十
三
年
に

出
版
さ
れ
た
。
こ
の
章
註
一
一
四
も
参

照
。蕩

国
民
生
活
向
上
対
策
委
員
会
が
改

組
し
て
、
昭
和
四
〇
（
一
九
六
五
）

年
に
発
足
し
た
委
員
会
。
国
民
生
活

の
安
定
・
向
上
に
関
す
る
基
本
的
な

経
済
政
策
・
計
画
、
一
般
消
費
者
の

保
護
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て

審
議
す
る
た
め
の
組
織
。

墓
倉
敷
紡
績
、
大
原
社
会
問
題
研
究

所
、
大
原
美
術
一
等
を
創
設
し
た
大

原
孫
三
郎
の
長
男
。
明
治
四
二
（
一

九
〇
九
）
年
七
月
二
九
日
生
ま
れ
。

昭
和
十
八
年
父
の
死
後
、
各
種
事
業

を
継
承
す
る
。
同
二
二
年
請
わ
れ
て

物
価
庁
次
長
に
就
任
（
翌
年
倉
敷
絹

織
に
復
帰
）
。
国
民
生
活
向
上
対
策
委

員
会
、
国
民
生
活
審
議
会
会
長
も
歴

任
。
版
画
家
の
棟
方
志
功
ら
を
支
援

し
、
文
化
事
業
面
で
も
知
ら
れ
る
。
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生
活
と
い
う
の
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
関
連
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
あ
る
と
き
猟
銃
が
暴
発
し
て
人
間
が
死
ぬ
と
い
う
事
故

が
あ
っ
た
。
け
し
か
ら
ん
、
銃
砲
取
締
り
を
強
化
し
ろ
、
法
律

は
ど
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
、
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
は
趣
旨
は
結

構
で
す
か
ら
話
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
警
察
庁
に

行
く
と
、
そ
れ
は
自
分
の
と
こ
ろ
で
や
る
こ
と
で
、
い
ま
の
法

律
で
き
ち
ん
と
で
き
ま
す
、
生
活
審
議
会
で
取
り
上
げ
る
の
は

筋
違
い
で
す
と
言
わ
れ
る
。
そ
こ
で
ま
た
警
察
庁
と
わ
さ
わ
さ

や
っ
て
直
す
。
ぞ
う
い
う
こ
と
が
生
活
局
あ
る
い
は
生
活
審
議

会
の
仕
事
で
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
出
て
来
た
ん
で
す
。
い
い
意
味
で

大
原
さ
ん
は
非
常
に
積
極
的
な
人
で
し
た
。
伝
統
的
に
大
原
さ

ん
の
会
社
は
労
働
者
の
生
活
に
関
心
を
払
っ
て
い
た
。
当
時
、

滋
賀
県
の
近
江
絹
糸
と
い
う
製
糸
会
社
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

中
村
　
寄
宿
舎
で
非
常
に
う
る
さ
い
と
い
う
ん
で
し
た
ね
。
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

名
な
そ
の
製
糸
会
社
の
事
件
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

宮
暗
　
そ
う
い
う
こ
と
で
、
政
治
的
に
も
生
活
審
議
会
と
し
て

物
を
言
お
う
と
い
う
。
そ
う
す
る
と
労
働
省
が
「
そ
れ
は
う
ち

の
所
管
で
す
」
と
い
う
。
そ
れ
か
ら
通
産
省
が
「
工
場
に
行
っ

て
も
ら
っ
た
ら
困
る
」
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
く
る
。
す
べ
て
、

き
ち
ん
ど
答
申
に
し
て
答
案
を
出
す
の
は
難
し
い
問
題
が
非
常

に
多
い
。
だ
け
ど
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
一
回
そ
う
い
う
問
題

を
表
に
出
し
て
問
題
に
な
れ
ば
効
果
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
、
大
原
さ
ん
の
指
示
を
評
価
し
て
行
動
し
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
れ
な
り
に
効
果
は
出
た
と
思
い
ま
す
。

公
害
問
題
と
消
費
者
問
題

宮
崎
空
気
が
汚
い
と
か
い
う
の
は
ま
だ
い
い
と
い
う
と
語
弊

が
あ
り
ま
す
が
、
難
解
な
の
は
、
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
が
出
て
来

た
り
、
四
日
市
で
本
当
に
目
に
見
え
る
実
害
が
出
て
来
た
と
き

に
は
、
そ
れ
こ
そ
企
画
庁
だ
け
で
は
な
く
各
省
の
問
題
に
な
っ

て
き
ま
し
て
、
だ
ん
だ
ん
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ん

で
す
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
後
手
後
手

に
回
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。
こ
れ
は
私
の
言
い
分
で
す

が
、
幸
い
、
そ
う
い
う
問
題
が
出
て
も
、
高
度
成
長
の
お
か
げ

で
そ
れ
を
抑
え
「
る
技
術
だ
と
か
、
そ
れ
を
賄
う
の
に
必
要
な
資

金
が
あ
っ
た
の
で
（
よ
く
な
っ
て
き
た
。
だ
か
ら
隅
田
川
に
も

魚
が
戻
っ
て
き
た
で
は
な
い
か
、
東
京
で
も
星
が
見
え
る
よ
う

に
な
っ
た
じ
ゃ
な
い
か
、
と
言
っ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
、
全
般

的
に
は
事
後
的
な
処
理
に
終
始
し
て
い
た
よ
う
な
感
じ
で
す

ね
。
高
度
成
長
の
陰
に
隠
れ
て
い
た
問
題
が
表
に
出
る
、
と
い

う
こ
と
が
起
こ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

中
村
　
公
害
基
本
法
と
い
う
の
は
、
企
画
庁
も
一
枚
噛
ん
だ
ん

で
し
ょ
う
。
あ
れ
が
最
初
に
で
き
た
の
は
昭
和
四
十
二
年
で
す

ね
。
そ
し
て
改
正
さ
れ
て
き
つ
く
な
っ
て
、
企
業
責
任
が
重
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

な
っ
た
の
は
四
十
五
年
か
な
。

宮
崎
　
そ
れ
は
次
の
段
階
で
す
ね
。
こ
の
段
階
で
は
、
公
害
と

い
う
よ
り
は
む
し
ろ
消
費
者
行
政
の
問
題
だ
っ
た
。
た
ま
た
ま

ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
と
き
で
す
か
ら
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
が
消
費
者

の
権
利
を
守
る
基
本
要
綱
を
出
し
て
、
消
費
者
に
は
四
つ
の
権

利
が
あ
る
と
い
い
ま
し
た
。
．
「
安
全
な
物
を
提
供
さ
れ
る
権
利
、

、
情
報
を
提
供
さ
れ
る
権
利
、
物
を
選
ぶ
権
利
、
苦
情
を
言
う
権

利
」
こ
の
四
つ
の
権
利
が
消
費
者
に
は
あ
る
の
で
、
こ
の
権
利

擁
護
と
い
う
立
場
で
消
費
者
擁
護
を
や
る
と
い
う
。
藤
山
さ
ん

な
ん
か
も
早
速
、
日
本
も
そ
れ
だ
、
と
い
わ
れ
た
わ
け
で
す
。

そ
れ
で
消
費
者
基
本
法
が
、
こ
れ
は
時
間
が
か
か
っ
た
ん
で
す

が
、
や
が
て
で
き
あ
が
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
く
わ
け
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

森
　
昭
和
四
十
三
年
で
す
ね
。
・

・｝

Q9

¥
大
紡
に
次
ぐ
企
業
規
模
で
あ
っ

た
近
江
絹
糸
紡
績
に
お
い
て
、
昭
和

二
九
（
一
九
五
四
）
年
、
寄
宿
舎
で

生
活
レ
て
い
た
労
働
者
を
中
心
と
し

た
大
規
摸
な
デ
モ
が
行
な
わ
れ
た
。

そ
の
要
求
は
仏
教
強
制
反
対
・
結
婚

の
自
由
・
外
出
の
自
由
・
信
書
開
封

や
首
切
反
対
等
の
よ
う
な
事
項
を
含

み
、
基
本
的
人
権
や
生
活
権
が
相
当

程
度
侵
害
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、

国
際
的
耳
目
を
集
め
た
「
人
権
ス
ト
」

へ
発
展
し
た
（
会
社
重
役
陣
の
更
迭

に
よ
り
同
年
十
二
月
四
日
全
面
妥

結
）
。軸

3
0
昭
和
四
二
（
一
九
六
七
）
年
八
月

三
日
、
公
害
対
策
基
本
法
が
公
布
さ

れ
る
。
昭
和
四
五
年
七
月
三
一
日
、

臨
時
国
会
（
通
称
、
公
害
国
会
V
で
十

四
本
の
公
害
関
連
法
が
改
正
、
整
備

さ
れ
る
（
十
二
月
二
五
日
公
布
）
と

と
も
に
、
中
央
公
害
対
策
本
部
が
設

置
さ
れ
た
。
翌
四
六
年
に
は
、
環
境

庁
が
設
置
さ
れ
た
。

軽
3
1
消
費
者
保
護
基
本
法
は
、
昭
和
四

三
（
一
九
六
八
）
年
五
月
三
十
日
公

布
・
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

行
政
側
は
、
危
険
防
止
、
計
量
・
規

格
・
表
示
の
適
正
、
自
由
競
争
の
維

持
、
苦
情
処
理
体
制
の
確
立
、
消
費

者
の
声
の
反
映
、
消
費
者
団
体
の
援

．
助
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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■
国
民
生
活
白
書
と
経
済
白
書
奄
書
く

i
「
生
活
に
奉
仕
す
る
経
済
」
と

　
「
豊
か
さ
へ
の
挑
戦
』
へ

　
国
民
生
活
課
長
か
ら
内
国
調
査
課
長
へ

宮
崎
私
は
国
民
生
活
課
長
は
二
年
や
り
ま
し
た
。
そ
の
あ
い

だ
に
生
活
白
書
の
原
案
を
書
い
て
「
生
活
に
奉
仕
す
る
経
済
」

な
ん
て
い
う
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
「
あ
い
つ

は
き
ざ
な
や
つ
だ
」
と
か
、
何
を
言
っ
て
い
る
ん
だ
と
か
と
い

う
反
論
は
あ
り
ま
し
た
が
、
藤
山
さ
ん
は
「
大
変
結
構
で
す
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
生
活
課
長
を
や
っ
た
あ
と
、
経
済
白
書
に
関
わ
る
調

査
課
長
に
な
る
ん
で
す
が
、
調
査
課
長
に
な
っ
て
い
ち
ば
ん
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

初
の
白
書
が
「
能
率
と
福
祉
の
向
上
」
と
い
う
こ
と
で
、
い

わ
ば
経
済
開
発
と
社
会
開
発
の
調
和
の
問
題
を
取
り
上
げ
ま
し

た
。
そ
の
と
き
に
は
ま
だ
福
祉
な
ん
て
い
う
言
葉
は
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
の
あ
い
だ
で
は
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
よ
う
な
感
じ
が
し

ま
す
ね
。

中
村
　
ひ
と
こ
と
だ
け
言
う
と
、
そ
の
前
の
課
長
が
金
森
［
久

雄
］
さ
ん
で
し
た
。
金
森
さ
ん
は
昭
和
三
十
九
年
に
経
済
成
長

謳
歌
の
白
書
を
書
い
て
、
四
十
年
に
景
気
が
悪
く
な
っ
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

で
す
か
ら
景
気
変
動
の
問
題
を
や
っ
て
、
そ
れ
で
替
わ
ら
れ

た
ん
で
す
。
だ
か
ら
経
済
一
点
張
り
、
成
長
一
点
張
り
の
白
書

だ
っ
た
か
ら
、
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
感
じ
で
す
ね
。

宮
崎
　
金
森
さ
ん
は
、
非
常
に
立
派
な
主
張
も
し
、
立
派
な
分

析
も
さ
れ
た
と
思
う
ん
で
す
が
、
経
済
を
よ
く
す
る
最
終
の
目

的
は
わ
れ
わ
れ
の
生
活
を
よ
く
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
考

え
方
で
は
経
済
と
生
活
の
間
が
ち
ょ
っ
と
空
い
て
い
た
の
で
は

．
な
い
か
と
い
う
感
じ
が
す
る
。
景
気
循
環
と
い
う
こ
と
に
重
点

を
置
く
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
の
経
済
学
あ
る
い
は
経
済
政
策
の

考
え
方
か
ら
す
れ
ば
、
非
常
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
は
そ
れ
で
評
価
で
き
る
ん
で
す
が
、
も
う
一
つ
の
も

の
を
忘
れ
て
い
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
私
は
福
祉
と
い
う
こ

と
を
取
り
上
げ
よ
う
と
提
唱
し
た
。
そ
し
て
三
年
目
に
「
豊
か

さ
へ
の
挑
戦
」
と
い
う
白
書
を
書
い
た
ん
で
す
汎
拠
、
こ
れ
ま

た
い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
、
内
容
と
か
分
析
に

つ
い
て
は
大
変
い
い
分
析
だ
と
評
価
し
て
く
れ
て
い
た
宮
澤
さ

’
ん
も
、
最
後
の
白
書
が
で
き
あ
が
っ
た
と
き
に
は
「
こ
れ
が
タ

イ
ト
ル
？
　
ち
ょ
っ
と
き
ざ
だ
ね
」
と
言
わ
れ
た
。

中
村
　
宮
澤
大
臣
で
し
た
か
。
　
　
　
」

宮
崎
　
え
え
。
’
や
は
り
一
般
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
あ
い
だ
に
は

ぞ
う
い
う
感
じ
が
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
ね
。
現
に
経
済
白
書

を
書
く
と
き
に
、
今
年
は
公
害
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
と
言
い

ま
し
た
ら
、
ず
い
ぶ
ん
抵
抗
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
特
に
産
業
を
、

受
け
持
っ
て
い
る
人
た
ち
は
「
そ
ん
な
こ
と
は
経
済
の
問
題
で

は
な
い
。
分
析
を
し
ょ
う
と
い
っ
て
も
、
分
析
用
具
も
な
い
。

そ
れ
を
経
済
白
書
で
取
り
上
げ
る
の
は
無
理
だ
」
と
い
う
ん
で

す
ね
。

　
そ
の
と
き
産
業
関
連
の
仕
事
を
や
っ
て
い
た
の
は
、
い
ま
は

二
人
と
も
自
民
党
の
代
議
士
で
す
。
名
前
を
言
っ
て
も
い
い
で

し
ょ
う
か
、
一
人
は
岐
阜
県
か
ら
出
て
い
る
代
議
士
の
松
田

　
　
　
　
　
る
あ

［
岩
夫
］
さ
ん
、
．
最
初
は
小
沢
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
、
い

ま
は
自
民
党
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
通
産
省
か
ら
来
て

い
た
人
で
す
。
人
柄
は
明
る
く
、
魅
力
的
な
人
で
す
。
も
う
一

人
は
、
民
間
の
住
友
重
機
か
ら
来
て
い
た
中
馬
弘
毅
さ
細
麗
で
、

こ
の
人
は
最
初
新
進
党
で
い
ま
は
自
民
党
で
す
。
松
田
さ
ん
や

中
馬
さ
ん
は
、
「
や
っ
て
み
る
け
れ
ど
、
だ
い
た
い
課
長
、
そ

ん
な
も
の
は
白
書
に
馴
染
み
ま
せ
ん
。
い
い
の
が
で
き
る
わ
け

，，

B
昭
和
四
二
（
一
九
六
七
）
年
度
の
　
7
0

白
書
の
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

．
管
3
3
昭
和
三
九
（
「
九
六
四
）
年
度
の

白
書
は
、
「
開
放
体
制
化
の
日
本
経
済
」

が
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
昭
和
四
十
年

度
、
四
一
年
度
の
白
書
は
、
そ
れ
ぞ

れ
「
安
定
成
長
の
課
題
」
「
持
続
的
成

長
へ
の
道
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
変
わ

っ
た
。

静
3
4
昭
和
四
四
（
「
九
六
九
）
年
度
の

経
済
白
書
の
こ
と
。

静
3
5
昭
和
三
五
（
「
九
六
〇
）
年
通
産

省
入
省
。
後
六
一
年
忌
り
衆
院
議
員
。

平
成
十
年
よ
り
参
院
議
員
。
自
民
党

竹
下
派
、
羽
田
派
を
経
て
新
生
党
、

新
進
党
結
成
に
参
加
し
た
も
の
の
、

後
無
所
属
を
経
て
、
自
民
党
橋
本
派

に
一
戻
る
。
森
、
小
泉
両
内
閣
で
経
済

産
業
副
大
臣
。

勧
3
6
昭
和
三
六
（
一
九
六
一
）
年
住
友

重
機
械
工
業
入
社
。
四
一
年
に
経
済

企
画
庁
出
向
。
五
一
年
よ
り
衆
院
議

員
。
新
自
由
ク
ラ
ブ
政
策
委
員
長
を

経
て
、
五
九
年
に
は
環
境
政
務
次
官
。

現
在
（
二
〇
〇
二
年
）
自
民
党
河
野

グ
ル
ー
プ
に
所
属
。



が
あ
り
ま
せ
ん
よ
」
と
言
わ
れ
た
。
「
だ
け
ど
と
に
か
く
や
ろ

う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
白
書
を
つ
く
っ
た
わ

け
で
す
。
．

中
村
　
そ
の
こ
ろ
は
何
も
し
な
く
て
も
経
済
が
ぜ
ん
ど
ん
伸
び

て
い
き
ま
す
か
ら
、
景
気
な
ど
に
は
あ
ま
り
神
経
質
に
な
ら
な

く
て
も
い
い
よ
う
な
時
代
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。

宮
暗
　
一
般
的
に
い
え
ば
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
で
も
、
批
判
す

る
人
は
批
判
し
て
い
ま
し
た
ね
。
景
気
の
ど
の
局
面
に
あ
る
か
、

白
書
は
き
ち
ん
と
言
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
か
ね
。
も
つ
．
と

あ
と
に
な
っ
て
か
ら
で
す
が
、
「
金
融
と
か
財
政
の
問
題
を
軽

視
し
て
い
る
。
特
に
財
政
問
題
に
つ
い
て
は
大
蔵
省
に
遠
慮
し

て
何
も
言
っ
て
い
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
批
判
が
あ
り
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
と
き
は
、
財
政
は
ま
だ
黒
字
な
ん
で
す
。

そ
れ
で
減
税
を
ど
う
す
る
か
な
ん
て
い
う
こ
と
さ
え
議
論
に
な

っ
て
い
た
。
た
だ
考
え
て
み
れ
ば
、
減
税
を
や
る
べ
き
か
、
減

税
を
や
る
の
で
は
な
く
て
も
つ
ど
ほ
か
の
仕
事
を
し
た
ら
い
い

か
、
と
い
う
主
張
を
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。

意
地
の
悪
い
人
は
「
財
政
の
問
題
は
や
や
こ
し
く
て
、
そ
れ
に

頭
を
突
っ
込
む
と
大
蔵
省
に
怒
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
問
題
を
取

り
扱
わ
な
い
ん
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
幅
祉
と
い
う
新
し
い
問
題
に

首
を
突
っ
込
ん
だ
」
と
い
う
批
判
を
あ
と
か
ら
し
で
い
ま
し
た

け
れ
ど
、
と
ん
で
も
な
い
言
い
が
か
り
だ
と
私
は
思
っ
て
い
る

ん
で
す
。

　
な
る
ほ
ど
生
活
に
関
わ
る
分
析
材
料
は
少
な
か
っ
た
ん
で
す

が
、
や
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
し
た
し
、
経
済
の
方
は
、
景
気
が

悪
く
て
も
一
％
台
の
失
業
率
で
す
か
ら
、
力
は
入
れ
る
べ
き
で

す
が
、
そ
こ
ま
で
考
え
な
く
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て

い
た
わ
け
で
す
。

中
村
　
も
う
一
つ
そ
の
時
期
、
景
気
が
問
題
に
な
ら
な
い
の
は
、

国
際
収
支
が
赤
字
に
な
る
心
配
が
な
く
な
っ
た
か
ら
じ
ゃ
な
い

か
な
。
さ
っ
き
の
グ
ラ
フ
に
あ
り
ま
ず
け
れ
ど
、
六
七
年
に
ち

ょ
っ
と
赤
字
が
出
る
け
れ
ど
一
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
3
7

宮
暗
　
そ
う
で
す
ね
。
こ
の
グ
ラ
フ
で
見
る
乏
、
経
常
収
支

も
問
題
な
い
。
物
価
も
上
が
っ
て
は
い
ま
す
が
、
卸
売
物
価
は

安
定
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。
失
業
率
は
一
％
台
で
す
よ
。

中
村
　
六
五
年
ま
で
は
マ
イ
ナ
ス
の
経
常
収
支
と
い
う
こ
と
が

ち
ょ
く
ち
ょ
く
あ
っ
て
、
そ
れ
か
ら
後
は
、
六
七
年
が
赤
字
だ

つ
た
だ
け
で
、
あ
と
は
ず
っ
と
プ
ラ
ス
で
し
ょ
う
。

宮
崎
　
そ
れ
で
石
油
シ
ョ
ッ
ク
で
落
ち
る
ん
で
す
ね
。

中
村
　
石
油
シ
ョ
ッ
ク
ま
で
は
問
題
が
な
く
、
経
済
成
長
は
高

い
し
、
貿
易
収
支
は
心
配
無
く
な
っ
た
。

森
　
赤
字
国
債
の
問
題
も
、
一
度
出
て
、
短
期
間
で
ま
た
し
ぼ

み
ま
す
ね
。

中
村
　
一
九
六
五
年
に
赤
字
国
債
を
出
す
ん
だ
け
れ
．
ど
、
そ
れ

か
ら
後
は
毎
年
出
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。

宮
崎
　
ち
ょ
っ
ぴ
り
で
す
ね
。

森
　
そ
れ
が
国
債
発
行
の
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う

な
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

宮
暗
　
赤
字
国
債
の
問
題
は
で
す
ね
。

森
　
六
五
年
は
赤
字
国
債
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

中
村
　
そ
れ
で
そ
の
あ
と
は
建
設
国
債
で
す
。
し
か
し
そ
れ

ま
で
は
、
国
債
は
一
切
新
規
発
行
し
な
い
と
言
っ
て
い
た
の
を
、

そ
こ
か
ら
は
新
規
発
行
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
荏
か
だ
け
れ

ど
、
毎
年
少
し
ず
つ
出
し
て
い
る
。
ま
あ
、
問
題
に
な
ら
な
い

程
度
で
す
け
れ
ど
ね
。

宮
崎
．
い
ま
考
え
る
と
、
経
常
収
支
が
黒
字
で
、
失
業
率
が

一
％
台
で
す
よ
。
こ
め
問
、
二
％
を
超
え
た
こ
と
は
な
い
ん
で

す
よ
。

静
3
7
図
一
参
照
ゆ

蕊
表
二
参
照
ρ
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中
村
　
一
％
台
と
い
っ
て
も
、
、
一
・
二
％
と
か
一
・
四
％
と
い

う
程
度
で
、
そ
こ
で
○
・
何
％
動
い
た
と
い
っ
て
議
論
し
て
い

た
ん
で
す
か
ら
ね
。
こ
の
時
代
の
経
済
と
い
う
の
は
、
い
ま
考

え
る
と
い
い
経
済
で
し
た
ね
。

宮
崎
　
い
い
経
済
で
し
た
ね
。
そ
れ
で
自
分
が
褒
め
ら
れ
た
話

を
す
る
の
は
恐
縮
だ
け
れ
ど
、
経
済
白
書
は
、
そ
う
い
う
わ
け

で
い
わ
ゆ
る
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
あ
い
だ
で
は
評
判
が
よ
く
な
か

っ
た
で
す
け
れ
ど
、
材
料
は
不
足
な
が
ら
、
公
害
を
初
め
と
し

て
生
活
の
問
題
を
意
欲
的
に
取
り
上
げ
た
と
い
う
こ
と
で
非
常

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

に
評
価
し
て
く
れ
た
の
が
伊
東
光
晴
さ
ん
で
す
。
あ
ち
こ
ち

で
、
こ
の
白
書
は
画
期
的
な
白
書
だ
と
い
う
ふ
う
に
褒
め
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
い
ま
は
、

概
し
て
あ
れ
で
よ
か
っ
た
と
い
う
人
が
多
く
な
っ
た
よ
う
で
す

け
れ
ど
ね
。

中
村
　
十
年
前
だ
っ
た
ら
、
国
際
収
支
な
ん
か
が
最
大
の
イ
ッ

シ
ュ
ー
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
け
れ
ど
、
こ
の
時
に
な
る
と
問
題
が

変
わ
っ
て
い
る
。

宮
暗
　
白
書
そ
の
も
の
に
は
そ
う
で
も
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、

具
体
的
に
白
書
の
中
で
、
、
公
害
対
策
は
こ
う
す
べ
き
だ
と
い
う

こ
と
で
企
業
者
責
任
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
い
う
と
、
通
産
省

が
嫌
味
を
い
っ
て
く
る
。
そ
れ
か
ら
そ
の
時
か
ら
消
費
者
の
安

全
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。
い
ま
の
狂
牛
病
み
た
い

な
問
題
な
ら
、
食
品
検
査
を
き
ち
ん
と
す
る
と
か
、
商
品
表
示

と
か
消
費
期
限
を
は
っ
き
り
す
る
と
か
い
う
こ
と
で
す
が
、
当

時
、
そ
ん
な
こ
と
は
と
て
も
で
き
ま
せ
ん
と
い
う
の
が
農
林
省

で
す
ね
。
き
ち
ん
と
消
費
期
限
を
表
示
す
る
と
か
、
食
品
の
分

析
を
ち
ゃ
ん
と
表
示
す
る
と
い
う
の
は
ず
い
ぶ
ん
後
な
ん
で
す

ね
。　

し
か
し
生
活
と
い
う
の
は
幅
が
広
く
て
、
本
当
に
押
さ
え
所

が
な
い
わ
け
で
す
。
さ
っ
き
の
国
民
生
活
審
議
会
で
、
非
常
に

張
り
切
る
先
生
が
お
ら
れ
た
。
住
宅
を
良
く
し
よ
う
、
こ
れ
は

ま
あ
い
い
で
す
、
経
済
問
題
で
も
あ
る
。
そ
れ
か
ら
交
通
混
雑

を
少
な
く
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
い
や
そ
れ
は

歩
く
人
の
モ
ラ
ル
の
問
題
が
あ
る
と
か
、
公
害
だ
っ
て
モ
ラ
ル

の
問
題
が
あ
る
、
教
育
が
悪
い
ん
だ
と
い
う
。
教
育
と
い
う
こ

と
に
な
る
と
文
部
省
で
す
。
文
部
省
に
は
社
会
局
と
い
う
の
が

あ
る
ん
で
す
が
、
そ
ん
な
も
の
は
文
部
行
政
に
馴
染
み
ま
せ
ん

と
言
わ
れ
て
、
ず
い
ぶ
ん
や
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
国
民

生
活
難
に
は
文
部
省
か
ら
も
人
が
出
向
す
る
よ
う
に
な
っ
た

し
、
農
林
省
か
ら
も
来
て
い
ま
し
た
し
ね
。

　
各
省
か
ら
来
て
い
る
人
は
、
新
し
い
仕
事
が
で
き
る
と
い
う

意
味
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
し
、
自
分
の
逸
玉
を
守
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
も
ど
こ
か
に
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す

ね
。
生
活
課
の
仕
事
だ
け
で
は
な
く
て
、
生
活
審
議
会
の
方
針

を
書
く
場
合
に
も
、
親
元
に
反
す
る
こ
と
を
書
く
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
そ
の
人
は
課
内
の
議
論
の
と
き
に
は
、
こ
う
い
う
議

論
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
と
い
う
こ
と
で
、
省
益
を

代
弁
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
ず
け
れ
ど
、
い
っ
た
ん
ま
と
ま
っ
て

し
ま
う
と
、
自
分
の
省
、
親
元
も
批
判
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
て
く
る
。
あ
る
意
味
で
は
そ
の
人
た
ち
に
は
辛
い
こ
と
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
皆
よ
く
協
力
し
て
く
れ
ま
し

た
。

国
民
生
活
課
の
こ
と

森
　
こ
の
生
活
課
と
い
う
の
は
何
人
ぐ
ら
い
い
た
の
で
す
か
。

宮
崎
　
十
人
ぐ
ら
い
い
ま
し
た
か
ね
。
課
長
補
佐
が
二
人
で
一

人
が
企
画
庁
の
人
、
も
う
一
人
が
厚
生
省
か
ら
来
ま
し
た
。
そ

の
他
文
部
省
か
ら
来
て
い
る
、
人
事
院
か
ら
来
て
い
る
、
労
働

轟
第
五
回
の
章
、
註
三
一
参
照
。

静
4
0
昭
和
四
二
（
【
九
六
七
）
年
か
ら

五
四
年
ま
で
の
三
期
十
二
年
間
、
東

京
都
知
事
を
務
め
た
。
明
治
三
七

（一

縺
Z
四
）
年
二
月
五
日
生
ま
れ
。

天
皇
機
関
説
を
提
唱
し
た
憲
法
学
者
、

美
濃
部
達
吉
の
息
子
。
昭
和
十
三
年
、

172
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省
か
ら
来
て
い
る
、
大
蔵
省
か
ら
来
て
い
る
。

森
じ
ゃ
あ
本
当
に
寄
合
所
帯
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

宮
暗
　
形
は
寄
合
所
帯
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
個
人
ベ
ー
ス
で
は

み
ん
な
仲
良
く
や
っ
て
い
ま
し
た
よ
。
仕
事
も
一
致
団
結
で
、

よ
く
し
ま
し
た
。
い
ま
も
毎
年
会
合
を
や
っ
て
、
「
宮
崎
会
」
・

と
称
し
て
飲
み
会
を
や
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
ね
。

森
　
そ
れ
は
立
ち
上
げ
た
と
き
の
仲
間
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

明
暗
、
そ
う
で
す
。
そ
れ
に
、
そ
れ
ま
で
の
官
庁
に
あ
ま
り
馴

染
み
の
な
い
仕
事
を
一
緒
に
や
り
ま
し
た
し
、
一
緒
に
遊
ん
で

も
い
ま
し
た
か
ら
ね
。

■
高
度
経
済
成
長
へ
の
批
判

　
「
く
た
ば
れ
G
N
P
」
、
革
新
派
知
事

中
村
　
ち
ょ
っ
と
離
れ
る
ん
で
す
が
、
こ
の
時
代
は
、
高
度
成

長
の
批
判
が
は
や
っ
た
時
代
で
す
ね
。
つ
ま
り
成
長
す
る
の
は

当
た
り
前
だ
け
れ
ど
、
こ
う
い
う
ま
ず
い
こ
と
が
あ
る
じ
ゃ
な

い
か
と
い
う
こ
と
が
あ
ち
こ
ち
で
騒
が
れ
た
。
そ
の
極
端
な
の

が
「
く
た
ば
れ
G
N
P
」
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

宮
暗
　
し
か
も
そ
れ
は
、
影
響
力
の
あ
る
朝
日
新
聞
が
先
頭
に

立
っ
た
ん
で
す
ね
。

中
村
　
そ
う
、
朝
日
が
そ
う
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
書
い
た
ん
で

す
ね
。
も
う
一
つ
、
そ
う
い
う
こ
、
と
に
な
っ
て
く
る
と
、
成
長

は
当
然
で
、
そ
の
ほ
か
に
何
か
ま
ず
い
こ
と
が
あ
る
の
を
ど
う

し
て
く
れ
る
と
い
う
よ
う
な
議
論
に
な
っ
て
、
そ
う
い
う
と
き

に
、
革
新
知
事
が
い
っ
ぱ
い
出
た
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
空
気

が
そ
の
時
期
の
社
会
に
は
ず
っ
と
あ
っ
た
。
成
長
率
が
下
が
る

と
そ
う
い
う
批
判
は
ひ
と
り
で
に
消
え
る
ん
だ
け
れ
ど
、
美
濃

　
　
　
　
　
　
　
　
鱒
4
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
骨
4
1

部
［
亮
吉
］
都
知
事
だ
と
か
、
大
阪
の
黒
田
［
了
一
U
さ
ん

と
か
、
革
新
派
が
支
持
す
る
知
事
さ
ん
が
い
っ
ぱ
い
出
て
く
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
れ

市
長
も
も
ち
ろ
ん
そ
う
だ
。
そ
う
い
う
時
代
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
も
明
ら
か
で
す
ね
の

、
宮
崎
　
そ
う
で
す
ね
。
だ
け
ど
客
観
的
に
見
る
と
、
そ
う
い
う

批
判
を
す
る
人
も
あ
っ
て
い
い
わ
け
で
す
ね
。
み
ん
な
大
政
翼

　
　
る
ハ

賛
膨
み
た
い
に
な
っ
て
成
長
ば
か
り
で
も
困
る
の
で
、
成
長

に
は
こ
う
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
よ
と
絶
え
ず
警
告
を
し
て
い

く
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
ね
。

　
問
題
は
違
い
ま
す
が
、
い
ま
世
界
で
市
場
経
済
が
グ
ロ
ー
バ

ラ
イ
ズ
さ
れ
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
い
ろ
い
ろ
問
題
を

生
じ
さ
せ
て
い
る
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
す
ね
。
こ
れ
は
あ
と

の
問
題
に
な
り
ま
す
か
ら
そ
の
時
申
し
上
げ
て
も
い
い
ん
で
す

が
、
私
は
市
場
経
済
は
経
済
シ
ス
テ
ム
と
し
て
ベ
ス
ト
な
シ
ス

テ
ム
だ
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
こ
れ
に
代
わ
る
よ
う
な
よ
り
良

い
経
済
シ
ス
テ
ム
は
な
い
と
い
う
意
味
で
、
市
場
経
済
は
ベ
ス

ト
な
シ
ス
テ
ム
で
す
が
、
完
全
か
と
い
う
と
、
完
全
で
は
な
い

と
思
う
ん
で
す
ね
。
よ
く
「
市
場
の
失
敗
」
と
か
「
市
場
の
欠

落
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
完
全
で
は
な
い
ん
で
す
。
そ
こ
の

と
こ
ろ
は
、
市
場
経
済
ば
か
り
で
通
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
と

い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
成
長
も
同
じ
で
、
成
長
は
究
極
的
に
善
で
あ
っ
て
も
、
い
つ

も
善
で
あ
る
か
と
い
う
と
、
や
は
り
マ
イ
ナ
ス
の
副
次
効
果
が

必
ず
あ
る
わ
け
で
、
そ
こ
を
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

い
ま
の
問
題
で
い
え
ば
、
市
場
経
済
と
い
う
の
は
経
済
競
争
を

す
る
こ
と
が
大
き
な
前
提
で
、
競
争
の
な
い
市
場
経
済
と
い
う

の
は
あ
り
得
な
い
わ
け
で
す
ね
。

　
と
こ
ろ
が
、
競
争
と
い
う
の
は
必
ず
勝
つ
人
と
負
け
る
人
が

出
て
く
る
。
そ
れ
が
出
て
こ
な
け
れ
ば
競
争
で
は
な
い
わ
け
で

す
。
そ
の
場
合
、
勝
つ
人
と
負
け
る
人
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
扱

う
か
と
い
う
問
題
が
出
て
く
る
わ
け
で
す
。
勝
っ
た
り
負
け
た

人
民
戦
線
事
件
で
投
獄
さ
れ
る
が
、

終
戦
に
よ
り
無
罪
。
新
聞
論
説
委
員
、

東
京
教
育
大
教
授
を
経
て
東
京
都
知

事
。
革
新
都
政
を
推
進
し
た
が
、
高

額
の
退
職
金
等
が
財
政
危
機
を
招
き
、

引
退
し
た
。

盤
4
1
昭
和
四
六
（
一
九
七
｝
）
年
か
ら
．

五
四
年
ま
で
の
二
期
八
年
間
、
大
阪

府
知
事
を
務
め
た
。
明
治
四
四
（
一

九
一
一
）
年
三
月
十
六
日
生
ま
れ
。

昭
和
十
四
年
満
州
に
て
教
官
と
な
る
。

戦
後
ソ
連
に
抑
留
さ
れ
、
二
五
年
帰

国
。
同
年
大
阪
市
立
大
学
教
授
を
経

て
大
阪
府
知
事
。
府
知
事
引
退
後
は

弁
護
士
と
な
る
。

引レ

S2

｡
浜
市
長
の
飛
鳥
田
一
雄
の
こ

と
。
昭
和
三
八
（
一
九
六
三
）
年
か

ら
五
三
年
ま
で
四
期
十
五
年
間
、
市

長
の
座
に
あ
っ
た
。
大
正
四
（
「
九

一
五
）
年
四
月
一
一
日
生
ま
れ
。
弁
護

士
、
神
奈
川
県
議
等
を
経
て
昭
和
二

八
年
よ
り
衆
院
議
員
。
後
、
横
浜
市

長
。
市
長
引
退
後
、
五
四
年
よ
り
再

び
衆
院
議
員
。
五
八
年
辞
任
後
は
弁

護
士
生
活
に
戻
っ
た
。

・｝

S3

S
て
の
政
党
を
解
散
さ
せ
、
統
合

を
図
っ
た
戦
前
の
組
織
の
こ
と
。
第

二
次
近
衛
内
閣
に
お
い
て
近
衛
首
相

が
企
図
し
た
、
挙
国
体
制
、
上
意
下

達
、
下
意
上
達
の
政
治
組
織
と
し
て

成
立
し
た
政
治
結
社
。
た
だ
し
成
立

過
程
に
お
い
て
既
に
そ
の
、
性
質
は
変

質
し
、
実
際
は
官
僚
統
制
の
下
、
行

政
の
補
助
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
に
留
ま
っ
た
。
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り
す
る
の
が
出
て
く
る
の
が
ま
ず
い
と
い
う
の
な
ら
、
競
争
を

や
め
れ
ば
い
い
ん
で
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
思
う

ん
で
す
ね
。
競
争
し
て
負
け
た
人
に
は
、
も
う
一
度
や
り
な
さ

い
と
、
何
度
で
も
敗
者
復
活
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
。
そ
れ
で

も
駄
目
な
人
は
、
新
し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
よ
、

こ
こ
で
ト
ラ
イ
し
た
ら
ど
う
で
す
か
、
と
い
う
ふ
う
に
や
っ
て

み
る
形
で
救
う
べ
き
な
ん
で
す
ね
。

　
と
こ
ろ
が
そ
れ
を
不
完
全
に
や
る
と
、
い
ろ
い
ろ
問
題
が
出

て
く
る
。
特
に
こ
の
市
場
経
済
が
国
内
だ
け
な
ら
ま
だ
い
い
ん

で
す
が
、
国
際
的
に
市
場
経
済
が
広
が
っ
て
、
勝
つ
人
と
負
け

る
人
が
そ
の
ま
ま
だ
と
、
や
は
り
問
題
が
出
て
来
る
。
雇
用
問

題
が
そ
う
だ
っ
た
と
短
絡
的
に
は
言
い
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
う

問
題
が
起
こ
り
得
る
経
済
社
会
だ
と
い
う
の
は
事
実
な
ん
で
す

ね
。
だ
か
ら
、
成
長
ば
か
り
し
て
い
て
も
し
ょ
う
が
な
い
と
い

う
批
判
に
対
し
て
は
、
何
を
言
っ
て
い
る
ん
だ
、
と
思
い
ま
し

た
が
、
や
は
り
そ
う
い
う
反
対
意
見
が
あ
っ
て
も
い
い
ん
じ
ゃ

な
い
で
し
ょ
う
か
。

森
当
時
の
感
じ
と
し
て
は
ど
う
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
ケ
。
い
ま

の
お
話
で
、
競
争
に
は
勝
つ
人
と
負
け
る
人
が
い
て
、
と
い
う

ふ
う
に
お
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
ん
で
す
が
一
。

宮
暗
　
当
時
は
そ
う
い
う
感
じ
は
な
か
っ
た
ん
で
す
。
「
強
者

の
倫
理
」
だ
と
か
、
「
弱
肉
強
食
の
社
会
」
と
い
っ
た
言
い
方

は
あ
り
ま
し
た
け
ど
。
．

森
当
時
は
負
け
る
と
い
う
よ
り
、
成
長
に
取
り
残
さ
れ
る
の

で
、
そ
れ
を
一
緒
に
押
し
上
げ
る
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
ん
で
し

ょ
う
か
。
福
祉
の
問
題
の
出
方
と
い
う
の
は
、
生
活
局
の
中
な

ど
で
は
ど
う
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。

宮
暗
　
高
度
成
長
と
生
活
と
い
う
点
か
ら
い
え
ば
、
前
に
も
ち

ょ
っ
と
申
し
上
げ
た
と
思
う
ん
で
す
が
、
生
活
に
い
ち
ば
ん
必

要
な
こ
と
は
完
全
雇
用
な
ん
で
す
ね
。
そ
れ
以
外
に
も
必
要
な

こ
と
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
よ
。
し
か
し
や
は
り
完
全

雇
用
で
、
必
要
な
所
得
が
得
ら
れ
る
、
働
け
る
と
い
う
こ
と
が

大
前
提
に
な
る
。
そ
の
完
全
雇
用
を
、
高
度
成
長
は
実
現
し
た

と
思
う
ん
で
す
。
そ
の
時
に
取
り
残
さ
れ
た
人
が
い
る
か
と
い

う
と
、
取
り
残
さ
れ
る
人
は
少
な
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
印
象

が
あ
り
ま
す
ね
。
そ
れ
が
失
業
率
が
非
常
に
低
い
と
い
う
こ
と

に
現
れ
て
い
る
。

　
つ
ま
り
そ
れ
ま
で
は
潜
在
失
業
者
と
か
、
表
向
き
の
失
業
者

が
非
常
に
多
か
っ
た
の
に
、
高
度
成
長
の
お
か
げ
で
そ
れ
が
な

く
な
っ
て
き
た
。
し
か
も
そ
の
な
く
な
り
方
は
、
戦
前
の
よ
う

に
、
農
村
の
貧
し
い
と
こ
ろ
が
ら
労
働
力
が
出
て
行
く
、
こ
れ

は
余
計
な
人
間
だ
か
ら
、
と
に
か
く
都
会
に
出
て
い
っ
て
売
春

で
も
な
ん
で
も
や
れ
、
と
い
う
出
方
で
は
な
い
ん
で
す
ね
。
そ

れ
は
戦
前
に
あ
り
ま
し
た
が
、
戦
後
の
高
度
成
長
は
、
農
村
で

あ
る
意
味
で
は
労
働
力
が
余
る
。
農
村
の
機
械
化
が
進
ん
で
い

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
相
対
的
に
農
産
物
の
需
要
が
少
な
く

な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
農
村
で
は
人
口
が
余
る

ん
で
す
が
、
そ
れ
を
都
市
で
吸
収
す
る
と
い
う
過
程
が
高
度
成

長
だ
つ
た
ん
で
す
。
高
度
成
長
は
製
造
業
を
中
心
に
行
な
わ
れ

て
い
た
。
そ
こ
へ
労
働
者
と
し
て
引
っ
張
ら
れ
る
。
し
か
も
そ

れ
は
、
人
手
が
要
る
製
造
業
だ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
低
賃
金
で

は
な
い
。
少
な
く
と
も
農
村
に
い
る
と
き
よ
り
高
い
賃
金
を
も

ら
う
よ
う
に
な
っ
て
移
動
し
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

　
こ
れ
は
高
度
成
長
万
々
歳
み
た
い
な
言
い
方
で
す
が
、
ち
ょ

っ
と
極
端
に
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
（
笑
い
）
。
要
す
る
に
貧

し
い
農
村
か
ら
、
製
造
業
中
心
の
富
め
る
都
会
に
人
口
が
移
動

し
て
い
っ
て
、
全
体
と
し
て
完
全
雇
用
に
近
づ
い
た
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
ね
。
で
す
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
と
い
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う
の
は
、
農
村
を
離
れ
ら
れ
な
い
人
で
、
体
が
弱
い
と
か
、
歳

を
と
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
人
は
そ
の
ま
ま
残
っ
て
し
ま
・
っ
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ぬ

け
で
す
ね
。
そ
れ
は
過
疎
問
題
と
し
て
、
次
の
段
階
で
非
常

に
前
面
に
大
き
く
出
て
く
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
救
い
方
が
難

し
く
て
、
そ
れ
を
引
っ
張
り
出
せ
と
い
う
議
論
と
、
そ
う
い
う

人
た
ち
は
そ
の
土
地
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
ん
だ
か
ら
、
そ
こ
で

，
生
活
で
き
る
よ
ヶ
に
し
て
あ
げ
る
と
い
う
議
論
が
あ
っ
て
、
次

の
段
階
で
そ
れ
が
問
題
に
な
っ
て
ぐ
る
と
思
っ
て
い
る
ん
で

す
。藤

井
　
私
も
当
時
の
文
献
を
読
ん
で
い
て
、
ま
っ
た
く
先
生
の

お
っ
し
ゃ
る
通
り
の
印
象
を
受
け
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
を
も
う

少
し
広
げ
て
言
う
と
、
高
度
成
長
期
の
と
き
ほ
ど
市
場
経
済
に

対
す
る
信
頼
感
が
強
か
っ
た
時
期
は
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
ん

で
す
ね
。

自
由
化
へ
の
反
応

藤
井
　
そ
れ
で
ち
ょ
っ
と
不
思
議
な
点
が
あ
り
ま
し
て
、
五
十

年
代
の
終
わ
り
か
ら
自
由
化
と
か
ド
ル
防
衛
と
か
が
出
て
来
ま

す
が
、
そ
れ
に
対
し
て
も
か
な
り
冷
静
な
ん
で
す
ね
。

宮
崎
　
そ
の
問
題
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
れ
は
終
戦
後

の
統
制
経
済
が
だ
ん
だ
ん
解
除
さ
れ
て
い
く
、
そ
の
過
程
で
高

度
成
長
が
実
現
し
て
い
く
、
完
全
雇
用
も
実
現
し
て
い
く
、
そ

れ
だ
．
け
を
取
る
と
バ
ラ
色
な
ん
で
す
ね
。
さ
っ
き
言
い
ま
射
た

よ
う
な
取
り
残
さ
れ
た
人
も
い
ま
す
し
、
思
い
切
っ
て
農
村
か

ら
離
れ
よ
う
と
い
う
勇
気
が
な
い
人
、
や
は
り
自
分
が
生
ま
れ

た
と
之
ろ
で
生
活
し
た
い
旧
い
う
人
は
、
さ
っ
き
の
取
り
残
さ

れ
た
人
の
、
ち
ょ
っ
と
広
い
範
囲
に
属
す
る
わ
け
で
す
。
そ
う

い
う
人
た
ち
は
、
産
業
の
自
由
化
、
例
え
ば
農
業
の
自
由
化
を

や
ら
れ
る
と
非
常
に
困
る
わ
け
で
す
。
競
争
が
激
し
く
な
っ
て
、

残
っ
て
い
て
も
っ
ぶ
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら

ね
。
そ
れ
で
自
由
化
反
対
と
い
う
の
が
出
て
く
る
わ
け
で
す
。

反
対
で
は
な
い
と
考
え
る
人
は
、
ど
う
せ
残
っ
て
い
て
も
高
い

農
産
物
し
か
で
き
な
い
の
な
ら
、
や
が
て
開
放
体
制
で
つ
ぶ
れ

て
し
ま
う
。
そ
う
い
う
こ
と
が
生
じ
る
前
に
発
展
し
て
い
る
部

門
に
移
っ
た
ら
ど
う
で
す
か
、
と
い
う
政
策
と
っ
て
い
る
わ
け

で
す
。
そ
れ
が
自
由
化
政
策
な
ん
で
す
ね
。

　
し
か
し
農
村
を
離
れ
た
く
な
い
、
新
し
い
産
業
に
移
り
た
く

な
い
、
古
い
産
業
に
そ
の
ま
ま
い
「
た
い
、
と
い
う
人
が
自
由
化

に
反
対
す
る
。
そ
れ
は
農
村
で
あ
り
、
製
造
業
で
い
う
と
、
能

率
の
悪
い
中
小
企
業
に
か
な
り
そ
う
い
う
人
が
多
か
っ
た
。
特

に
繊
維
産
業
な
ど
で
は
自
由
化
反
対
な
ん
で
す
ね
℃
い
ま
で
も

そ
う
い
う
現
象
が
あ
る
わ
け
で
す
。
今
度
は
途
上
国
か
ら
追
い

上
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
前
は
ア
メ
リ
カ
み
た

い
な
先
進
国
に
対
抗
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
今
度

は
途
上
国
に
追
い
上
げ
ら
れ
て
、
で
き
な
く
な
る
。
ち
ょ
っ
と

違
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
い
つ
で
も
労
働
力
を
移
動

さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
れ
が
う
ま
く
行
か
な
い
と
い
う

こ
と
が
、
「
自
由
化
が
う
ま
く
行
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

だ
か
ら
当
時
か
ら
、
農
村
議
員
と
か
中
小
企
業
を
バ
ッ
ク
に
し

た
議
員
さ
ん
は
自
由
化
反
対
で
す
。

　
農
村
の
場
合
に
は
特
に
そ
う
で
す
が
、
所
得
倍
増
計
画
の
と

き
に
は
わ
れ
わ
れ
は
勇
ま
し
い
も
の
で
す
か
ら
、
事
務
方
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
あ

「
農
業
の
自
由
化
だ
、
食
管
法
も
廃
止
す
べ
き
だ
」
と
最
初
の

原
稿
に
書
い
て
い
た
わ
け
で
す
◎
中
の
議
論
で
は
、
「
い
や
そ

ん
な
こ
と
で
き
る
か
ね
」
と
い
う
人
が
い
た
り
、
「
そ
こ
ま
で
－

は
…
」
と
い
う
人
が
い
ま
し
た
け
れ
ど
、
と
に
か
く
考
え
方
と

し
て
は
そ
れ
が
筋
が
通
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
書
こ
う
と
い
う
段

階
ま
で
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。

静
4
4
昭
和
一
一
一
〇
年
代
以
降
、
白
本
経
済

の
高
度
成
長
の
中
で
、
農
山
漁
村
地

域
か
ら
都
市
地
域
に
向
け
て
の
人
口

流
入
は
加
速
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て

昭
和
三
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
「
過

疎
問
題
」
と
し
て
、
政
策
課
題
と
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
四
五
（
一
、

九
七
〇
）
年
に
は
「
過
疎
地
域
対
策

’
緊
急
措
置
法
」
（
十
年
間
の
時
限
立
法
）

が
制
定
さ
れ
た
。

鱒
4
5
国
民
の
主
食
を
安
定
的
に
供
給
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
戦
時
中
で

あ
る
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
二

月
二
一
日
差
公
布
さ
れ
た
法
律
。
基

本
的
、
に
、
生
産
さ
れ
た
米
の
全
て
を

政
府
が
買
い
取
り
、
公
定
価
格
で
こ

れ
を
販
売
す
る
と
い
う
政
策
で
あ
っ

た
。
平
成
七
年
食
糧
法
の
施
行
に
よ

り
、
そ
の
役
目
を
終
え
た
。
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森
　
そ
れ
が
前
回
お
話
に
な
っ
た
コ
メ
の
自
由
化
の
こ
と
で
す

ね
。宮

峙
　
そ
う
で
す
ね
。
発
表
す
る
寸
前
ま
で
い
っ
て
、
「
い
や
、

そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
」
と
い
う
声
が
出
て
く
る
わ
け
で
す
ね
。
そ

こ
で
「
将
来
自
由
化
を
念
頭
に
置
い
て
近
代
化
を
進
め
る
」
と

い
う
ふ
う
に
な
る
ん
で
す
が
、
そ
れ
で
も
表
に
出
す
と
、
「
将

来
も
頭
に
置
い
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
し
ま

う
ん
で
す
ね
。
そ
れ
は
誰
が
反
対
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
・

て
、
農
林
族
と
か
中
小
企
業
族
は
み
ん
な
反
対
す
る
わ
け
で
す
。

そ
れ
は
各
部
会
に
関
係
利
害
の
あ
る
人
が
代
表
で
出
て
来
ま
す

か
ら
、
そ
の
人
た
ち
が
、
「
そ
れ
を
入
れ
る
な
ら
お
れ
は
辞
め

る
」
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。
一
人
ぐ
ら
い
な
ら

い
い
け
れ
ど
、
み
ん
な
に
辞
め
ら
れ
た
ら
会
議
は
成
り
立
た
な

い
わ
け
で
す
か
ら
、
「
あ
あ
そ
う
で
す
が
」
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
う
ん
で
す
ね
。
勿
論
、
農
業
で
も
学
者
の
中
に
は
、

自
由
化
は
避
け
ら
れ
な
い
、
と
す
る
人
も
い
る
ん
で
す
が
、
そ

う
い
う
人
た
ち
は
ど
う
も
居
心
地
が
旧
そ
う
で
し
た
ね
。

中
村
　
い
ま
で
も
そ
う
だ
ろ
う
け
れ
ど
、
当
時
は
農
林
関
係
の

人
は
強
か
っ
た
で
す
ね
。

宮
暗
　
い
ま
で
も
強
い
で
す
ね
。

中
村
　
い
ま
で
も
強
い
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、
当
時
は
も
っ
と
強

か
っ
た
。
そ
れ
で
お
米
の
値
段
を
決
め
る
方
式
は
、
こ
こ
に
は

関
係
な
い
け
れ
ど
、
三
十
五
年
だ
か
三
十
六
年
か
ら
、
都
市
の

労
働
者
が
賃
上
げ
し
た
分
だ
け
農
民
の
収
入
を
増
や
す
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

変
え
ち
ゃ
う
ん
で
す
ね
。
コ
メ
の
中
に
農
民
の
賃
金
が
入
っ

て
い
る
と
い
う
考
え
で
す
か
ら
。
だ
か
ら
春
闘
で
毎
年
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
が
あ
る
と
、
そ
れ
に
見
合
っ
て
コ
メ
の
値
段
が
ど
ん
ど

ん
上
が
っ
て
い
く
ん
で
す
。
毎
年
そ
れ
を
や
つ
ち
ゃ
っ
た
か
ら
、

日
本
の
コ
メ
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
高
い
。

宮
崎
　
コ
メ
の
中
で
そ
う
い
う
労
働
費
が
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を

占
め
る
わ
け
で
す
ね
。
米
価
が
そ
う
い
う
ふ
う
に
決
ま
る
と
、

そ
れ
は
財
政
で
見
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ

け
で
す
か
ら
、
さ
っ
き
の
問
題
に
帰
れ
ば
、
物
価
局
で
そ
う
い

う
の
を
抑
え
ろ
と
い
う
の
は
、
大
蔵
省
が
物
価
局
を
ず
っ
と
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
き
た
一
つ
の
大
き
な
原
因
で
す
ね
。

■
宮
澤
構
想

村
井
　
こ
の
こ
ろ
、
宮
澤
喜
一
さ
ん
が
長
官
時
代
に
、
宮
澤
構

想
を
出
し
ま
す
ね
。

宮
暗
　
そ
れ
は
コ
メ
に
つ
い
て
と
か
、
公
共
料
金
、
そ
れ
も
賃

金
に
関
連
し
た
こ
と
が
大
き
い
ん
で
す
。
宮
澤
さ
ん
は
自
由
化

論
者
で
す
が
、
政
治
的
に
見
て
最
初
か
ら
勝
ち
目
の
な
い
勝
負
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
ひ
4
7

ム
ダ
に
戦
わ
な
い
と
い
う
現
実
主
義
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

■
隅
谷
委
員
会
と
熊
谷
委
員
会
一
所
得
・
土
地
政
策

中
村
　
そ
の
こ
ろ
、
所
得
政
策
と
い
う
こ
と
が
よ
く
い
わ
れ
た
。

宮
暗
　
所
得
政
・
策
そ
の
も
の
は
も
う
ち
ょ
っ
と
あ
と
な
ん
で
す

が
、
問
題
は
そ
の
時
か
ら
も
う
出
て
い
る
ん
で
す
ね
。
土
地
政

策
な
ど
も
や
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

中
村
　
昭
和
四
十
年
中
の
半
ば
に
、
そ
う
い
う
委
員
会
が
二
回

で
き
て
、
外
国
か
ら
イ
ン
カ
ム
ズ
・
ポ
リ
シ
ー
と
い
う
ん
で
す

か
、
そ
れ
が
入
っ
て
来
て
、
日
本
で
も
や
れ
る
か
や
れ
な
い
か

と
い
っ
て
い
ま
し
た
。

宮
崎
　
最
初
は
隅
谷
委
員
会
で
お
や
り
に
な
っ
て
、
そ
れ
か
ら

熊
谷
委
員
会
が
で
き
た
。

中
村
　
あ
あ
、
僕
は
熊
谷
委
員
会
の
方
で
す
。
最
初
は
隅
谷
三

静
4
6
表
三
参
照
。

静
4
7
昭
和
四
二
（
一
九
六
七
）
年
十
月

十
一
日
、
当
時
の
宮
澤
経
企
庁
長
官

が
、
深
刻
さ
を
増
す
財
政
硬
直
化
と

物
価
上
昇
に
対
し
て
昭
和
四
三
年
度

予
算
案
編
成
へ
の
自
ら
の
構
想
を
示

し
た
も
の
。
そ
の
概
略
は
、
総
合
予

算
主
義
の
立
場
か
ら
、
減
税
の
見
送

り
、
米
価
抑
制
、
公
共
料
金
の
凍
結

な
ど
を
中
心
と
し
た
非
常
時
予
算
を

と
り
、
も
っ
て
イ
ン
フ
レ
抑
制
を
図

ろ
う
と
い
う
も
の
。
自
民
党
内
に
十

分
な
根
回
し
な
く
こ
の
構
想
を
発
表

し
た
こ
と
、
食
管
会
計
に
ま
で
手
を

つ
け
よ
う
と
し
た
こ
と
で
、
翌
年
刈
月

に
参
院
選
を
控
え
た
党
内
か
ら
反
発

を
受
け
、
構
想
は
頓
挫
す
る
。
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喜
男
さ
ん
が
会
長
で
や
ら
れ
て
、
そ
の
あ
と
熊
谷
尚
夫
先
塩
娼

が
会
長
で
や
ら
れ
た
。
そ
れ
が
二
回
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
結
局

、
両
方
と
も
玉
虫
色
み
た
い
な
は
っ
き
り
し
な
い
答
申
を
出
し

て
、
r
う
や
む
や
に
な
つ
ち
ゃ
っ
た
。
．

宮
暗
　
そ
う
で
し
た
か
。
事
務
方
で
労
働
・
雇
用
問
題
を
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ゆ

し
て
い
た
佐
々
木
［
孝
男
］
さ
ん
な
ど
は
割
合
ハ
ッ
キ
リ
も

の
を
言
っ
て
い
た
。

中
村
　
一
回
目
は
出
し
た
の
か
な
。
二
度
目
は
な
ん
だ
か
う
や

む
や
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
け
れ
ど
。
結
局
、
労
働
組
合

が
一
方
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
・
労
働
者
の
賃
金
の
上
昇
率
を
規
制

す
る
と
い

う
話
に
な
る
と
一
。
簡
単
に
い
う
と
、
物
価
と
い
う
の
は
な
ん

で
決
ま
る
か
。
物
価
に
含
ま
れ
て
い
る
コ
ス
ト
で
決
ま
る
。
そ

う
す
る
と
物
価
上
昇
率
が
高
け
れ
ば
ど
う
し
て
も
物
価
が
上
が

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
、
賃
金
コ
ス
ト
の
上
昇
率
を
ど
こ

か
で
抑
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
場
合
、
所
得
政
策

の
ロ
ジ
ッ
ク
だ
け
れ
ど
、
労
働
組
合
が
そ
う
い
う
と
カ
ッ
カ
し

ま
す
か
ら
ね
。

森
　
そ
う
で
す
ね
。
賃
上
げ
を
す
る
な
と
い
う
こ
と
か
、
と
な

る
。

中
村
　
そ
れ
で
所
得
政
策
と
い
う
の
は
話
と
し
て
問
題
に
な
っ

て
も
、
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
大
変
だ
っ
た
。

■
高
度
経
済
成
長
へ
の
視
線
一
国
内
お
よ
び
国
外

藤
井
　
高
度
成
長
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
は
あ
ま
り
評
価
さ
れ

な
い
よ
う
な
、
マ
イ
ナ
ス
面
ば
か
り
強
調
す
る
雰
囲
気
が
あ
り

ま
す
で
し
ょ
う
。
ど
う
し
て
か
ず
っ
と
不
思
議
な
ん
で
す
が
、

変
化
が
早
過
ぎ
た
ん
で
し
ょ
う
か
。

中
村
　
そ
う
じ
や
な
い
ん
だ
。
賃
金
が
上
が
っ
て
ポ
ケ
ッ
ト
に

入
っ
て
く
る
も
の
が
増
え
る
こ
之
に
つ
い
て
は
誰
も
反
対
し
な

い
。
そ
れ
は
新
聞
の
見
出
し
に
は
な
ら
な
い
。
幽
そ
の
一
方
で
物

価
が
上
が
る
と
い
う
と
、
例
え
ば
主
婦
連
が
騒
ぐ
。
公
害
が
出

る
と
当
然
反
対
が
出
る
。
工
場
を
つ
く
っ
た
ら
公
害
が
増
え
る

と
い
う
の
で
、
地
域
か
ら
反
対
が
出
る
。

宮
暗
　
そ
れ
で
も
う
一
つ
、
自
由
化
と
も
関
連
す
る
ん
で
す
が
、

だ
ん
だ
ん
国
際
社
会
に
入
っ
て
い
く
と
自
由
化
な
ど
の
要
求
が
」

国
際
的
に
も
非
常
に
強
く
な
っ
て
く
る
。
だ
か
ら
抵
抗
も
強
く

な
っ
て
く
る
ん
で
す
が
、
佐
藤
内
閣
の
繊
維
問
題
と
い
う
の
は

多
少
そ
れ
と
は
違
う
。
問
題
そ
の
も
の
は
同
じ
だ
と
思
う
ん
で

す
が
、
政
治
化
し
た
と
い
う
意
味
で
は
、
解
決
方
法
も
経
済
的

で
は
な
く
て
政
治
的
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。
だ
か
ら
エ
コ
ノ

ミ
ス
ト
と
し
て
は
評
価
で
き
ま
せ
ん
け
れ
ど
ね
。
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
の
ほ
か
の
自
由
化
対
策
、
貿
易
自
由
化
、
投
資
自
由
化

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
経
済
的
な
観
点
か
ら
評
価
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
全
般
的
に
は
自
由
化
計
画
を
や
る

に
つ
い
て
、
う
ま
く
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
外
国
か
ら
見
れ

ば
遅
れ
て
い
る
ん
で
す
が
、
国
内
産
業
が
あ
ま
り
混
乱
し
な
い

で
、
中
小
企
業
も
農
業
も
、
ブ
ツ
ブ
ツ
言
い
な
が
ら
、
結
局
な

ん
と
か
や
っ
て
い
け
る
時
間
稼
ぎ
が
で
き
た
わ
け
で
す
。

　
前
に
も
申
し
上
げ
ま
し
た
か
、
篠
原
三
代
平
さ
ん
は
こ
の
間

の
政
策
を
大
変
評
価
し
て
い
ま
し
て
、
コ
そ
の
移
行
期
に
、
統

制
の
解
除
と
自
由
化
と
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
た
。
日
本
は
そ

れ
が
成
功
し
た
例
だ
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
点

は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ね

　
ま
た
話
が
飛
び
ま
す
が
、
い
ま
W
T
O
と
い
う
こ
と
で
、

中
国
の
参
加
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
と
き
に
、
ど
う
も
見
て
い

る
と
、
先
進
国
は
途
上
国
に
対
し
て
要
求
が
厳
し
す
ぎ
る
よ
う

／
“

静
4
8
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
七
月
十

一
日
生
ま
れ
。
東
北
大
学
、
福
島
大

学
教
授
を
経
て
、
昭
和
三
一
（
「
九

五
六
）
年
大
阪
大
学
教
授
。
同
四
二

年
よ
り
二
年
間
経
済
企
画
庁
経
済
研

究
所
所
長
を
兼
任
。
熊
谷
委
員
会
に

よ
る
通
称
「
熊
谷
報
告
」
は
昭
和
四

三
年
に
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
関

西
大
学
、
松
阪
大
学
教
授
を
務
み
た
。

→，

S9

謗
O
回
の
章
、
註
三
四
参
照
。

聾
5
0
世
界
貿
易
機
関
（
≦
o
「
置
⇒
①
ユ
⑩

0
6
磐
一
N
p
8
コ
）
の
こ
と
。
国
家
間
貿

易
が
可
能
な
限
り
円
滑
に
、
予
測
可

能
に
、
そ
し
て
自
由
に
流
れ
る
こ
と

を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

ガ
ッ
ト
（
関
税
及
び
貿
易
に
関
す
る

一
般
協
定
）
を
発
展
さ
せ
る
形
で
一

九
九
五
年
に
設
立
さ
れ
た
。
第
四
回

の
章
、
註
七
四
も
参
照
。
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な
気
が
す
る
。
W
T
O
に
入
る
の
な
ら
こ
う
す
る
ん
だ
と
い
っ

て
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
自
由
化
を
突
き
つ
け
て
い
ま
す
ね
。
私
は

あ
ん
な
言
い
方
を
す
る
と
反
擾
が
出
て
よ
く
な
い
と
思
い
ま
す

ね
。
結
局
、
ア
メ
リ
カ
な
り
日
本
な
り
の
利
益
が
先
行
し
て
い

て
、
わ
れ
わ
れ
は
自
由
化
で
得
を
す
る
け
れ
ど
、
自
由
化
さ
せ

ら
れ
た
国
の
経
済
は
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
配
慮
が
不
足
し
て

い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
ね
。
途
上
国
も
よ
ほ

ど
気
を
つ
け
な
い
と
、
と
い
う
感
じ
が
し
な
い
で
も
な
い
。
日

本
の
「
賢
明
」
と
い
う
か
．
「
ず
る
い
」
や
り
方
を
中
国
な
ど
の

途
上
国
に
教
え
て
も
良
い
と
思
う
ん
で
す
が
。

中
村
　
ど
う
も
、
I
M
F
で
も
W
T
O
で
も
そ
う
だ
け
れ
ど
、

ア
メ
リ
カ
の
経
済
学
の
教
科
書
に
ス
ト
レ
ー
ト
に
移
行
し
ろ
と

い
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
僕
は
そ
れ
は
非
常
に
ま
ず
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
気
が
し
ま
す
ね
。

宮
暗
　
ま
ず
い
で
す
ね
。
あ
る
意
味
の
市
場
経
済
「
教
条
主
義
」

と
い
う
か
「
原
理
主
義
」
で
す
ね
。

中
村
　
一
例
を
挙
げ
る
と
、
ソ
連
が
崩
壊
し
て
自
由
経
済
に
な

る
と
い
う
と
き
に
、
若
い
三
十
歳
ぐ
ら
い
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
サ
ッ
ク
ス
教
授
）
が
、
ア
メ
リ
カ
の
教
科
書

通
り
の
答
申
を
出
し
て
、
こ
れ
が
一
番
い
い
ん
だ
と
言
っ
た
で

　
　
ね
む

し
ょ
う
。
あ
あ
い
う
や
り
方
を
、
相
手
が
ソ
連
だ
ろ
う
が
途

上
国
だ
ろ
う
が
、
や
る
ん
で
す
ね
。

宮
暗
　
あ
れ
で
間
違
っ
た
ん
で
す
ね
。
結
局
そ
れ
は
、
ア
メ
リ

カ
な
り
日
本
な
り
の
利
益
を
貫
く
こ
と
な
ん
で
す
ね
。
競
争
の

中
で
勝
つ
方
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
る
。
勝
つ
方
の
理
屈
だ

け
で
い
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
ね
。
敗
者
に
対
す
る
配
慮
が

な
い
。

中
村
　
現
状
と
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
理
想
状
態
の
ギ
ャ
ッ
プ

が
蒔
き
過
ぎ
る
わ
け
だ
か
ら
。

森
　
理
想
状
態
に
到
達
す
る
た
め
の
調
整
期
間
は
、
経
済
の
教

科
書
で
は
問
題
に
な
ら
な
い
わ
け
で
す
ね
。

宮
暗
　
時
間
は
問
題
に
な
ら
な
い
ん
で
す
ね
。
市
場
に
関
連
し

た
も
う
一
つ
は
、
こ
の
ご
ろ
よ
く
言
わ
れ
る
「
情
報
の
非
対
称

性
」
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
市
場
の
競
争
で
は
同
じ
情
報
を
市
場

参
加
者
に
平
等
に
与
え
ら
れ
て
い
な
い
と
い
け
な
い
ん
で
す
。

と
こ
ろ
が
先
進
国
は
情
報
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る
。
片
方
は

持
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
競
争
を
や
ろ
う
と
い
う
の
は
非
常
に

不
公
平
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。
一
番
極
端
な
の
は
資
本
移
動
の

場
合
で
す
ね
。
九
七
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
は
ま
っ
た
く
そ
う

い
う
こ
と
で
す
。

森
　
日
本
は
段
階
的
に
輸
入
自
由
化
の
品
目
を
調
整
し
つ
つ
広

げ
て
い
き
ま
し
た
ね
。
資
本
の
自
由
化
も
部
分
的
に
自
由
化
し

て
行
け
た
の
は
、
一
つ
は
幸
運
だ
っ
た
。

宮
崎
　
幸
運
で
も
あ
っ
た
し
、
そ
う
い
う
戦
略
で
も
あ
っ
た
わ

け
で
す
ね
。

中
村
　
そ
れ
が
日
本
の
お
役
所
が
し
っ
か
り
し
て
い
た
ん
だ
と

い
う
こ
と
も
あ
る
と
思
う
。

森
　
そ
の
当
時
か
ら
、
一
挙
に
自
由
化
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て

し
ま
う
と
危
な
い
、
と
い
う
す
ご
い
危
機
感
が
あ
っ
た
ん
で
す

ね
。宮

崎
　
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
問
題
は
そ
れ
を
関
連
の
”
族
”
は

誇
張
し
て
言
う
わ
け
で
す
。
産
業
が
全
滅
し
て
し
ま
う
と
か
な

ん
と
か
言
う
。
そ
う
じ
や
な
い
ん
で
す
。
や
は
り
少
し
ず
つ
や

っ
て
、
そ
の
間
に
対
応
策
を
き
ち
ん
と
や
れ
ば
大
丈
夫
だ
と
い

う
や
り
方
を
や
っ
て
き
た
ん
で
す
ね
。

中
村
産
業
も
も
ち
ろ
ん
し
っ
か
り
し
て
い
る
。
お
役
所
も
し

っ
か
り
し
て
い
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
外
交
交
渉
を
す
る
力
も

あ
っ
た
。
そ
う
い
う
こ
と
が
、
昭
和
三
十
年
代
か
ら
ず
っ
と
あ

鱒
5
1
ω
霧
－
」
Φ
欝
《
（
一
九
五
四
1
）
。

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
。
一
九
九
〇

年
当
時
、
l
M
F
の
政
策
顧
問
で
あ

り
、
旧
ソ
連
、
東
欧
諸
国
の
市
場
経

済
化
に
深
く
関
与
し
た
。
そ
の
急
進

的
自
由
化
戦
略
は
、
「
ビ
ッ
グ
バ
ン
」

「
シ
自
ッ
ク
療
法
」
と
呼
ば
れ
た
。
旧

ソ
連
で
は
、
経
済
顧
問
と
し
て
「
ヤ

ブ
リ
ン
ス
キ
ー
・
ハ
ー
バ
ー
ド
計
画
」

の
事
実
上
の
立
役
者
と
な
り
、
「
急
速

か
つ
包
括
的
」
な
価
格
・
貿
易
・
民

間
セ
ク
タ
ー
の
自
由
化
、
国
営
企
業

の
独
占
解
体
（
民
営
化
）
を
推
し
進

め
た
。
こ
の
急
速
な
市
場
経
済
化
は
、

当
初
の
見
込
み
と
異
な
り
、
深
刻
な

経
済
的
混
乱
を
引
き
起
こ
し
た
た
め
、

大
き
な
批
判
を
浴
び
た
。

静
5
2
昭
和
四
三
（
一
九
六
八
）
に
発
表
さ
‘

れ
た
鉄
鋼
業
界
一
位
の
八
幡
製
鉄
と

一一

ﾊ
の
富
士
製
鉄
と
の
合
併
に
関
し

て
は
、
「
競
争
制
限
に
つ
な
が
り
、
価
格

の
下
方
硬
直
性
を
招
く
」
と
、
主
に
近

代
経
済
学
者
が
反
対
の
声
を
上
げ
た
。

政
府
部
内
で
は
、
合
併
推
進
派
の
通
産

省
と
、
反
対
派
の
経
済
企
画
庁
・
公
正

取
引
委
員
会
が
対
立
し
た
。
自
民
党
、

財
界
等
は
全
て
合
併
推
進
派
で
、
宮
崎

氏
あ
る
い
は
経
済
企
画
庁
は
孤
立
に

近
い
状
況
下
で
、
激
し
い
批
判
や
議
論

の
矢
面
に
立
た
さ
れ
た
。
だ
が
宮
崎
氏

は
自
説
を
曲
げ
な
か
っ
た
。
公
取
委
が

合
併
中
止
の
勧
告
を
出
し
、
両
社
が
拒

否
、
審
判
に
ま
で
も
つ
れ
た
が
、
結
局
、

八
幡
・
富
士
両
社
は
計
画
を
修
正
し
、

新
日
本
製
鉄
が
誕
生
し
た
。

骨
5
3
経
団
連
三
代
目
会
長
と
し
て
、
集

団
指
導
体
制
を
作
り
、
日
米
繊
維
交
渉
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つ
た
。

宮
崎
　
そ
れ
を
や
れ
ば
い
い
の
に
、
い
ま
日
本
は
途
上
国
に
対

し
て
攻
め
る
側
に
立
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
一
挙
に
や
れ
と
、
昔

の
ア
メ
リ
カ
と
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
ち
ょ
っ

と
よ
く
な
い
で
す
ね
。

中
村
　
そ
れ
は
外
回
へ
、
例
え
ば
イ
ギ
リ
ス
に
行
っ
た
ら
日
本

の
評
判
の
悪
い
こ
と
。
ど
う
悪
い
か
と
い
う
と
、
卓
上
電
卓
と

い
う
も
の
が
発
明
さ
れ
て
、
だ
ん
だ
ん
そ
れ
が
小
さ
く
な
っ
て

き
て
、
最
初
は
大
き
か
っ
た
も
の
が
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
そ
れ
を
日
本
が
集
中
輸
出
す
る
と
い
う
わ
け
。

そ
う
す
る
と
イ
ギ
リ
ス
の
メ
ー
カ
ー
が
全
部
ま
い
っ
ち
ゃ
う
。

そ
れ
ま
で
の
値
段
に
比
べ
て
何
分
の
一
と
い
う
値
段
で
日
本
か

ら
出
す
ん
で
す
ね
。
日
本
で
は
、
そ
う
い
う
こ
と
が
イ
ギ
リ
ス

で
起
こ
っ
て
い
る
な
ん
て
い
う
こ
と
は
知
ら
な
い
ん
だ
。
そ
れ

で
日
本
の
国
内
で
は
も
っ
と
や
れ
、
も
っ
と
や
れ
、
で
し
ょ
う
。
．

外
国
に
行
く
と
評
判
の
悪
い
こ
と
。

宮
崎
　
対
外
的
な
自
由
化
で
、
問
題
は
い
ま
先
生
が
整
理
さ
れ

た
よ
う
な
格
好
で
、
結
果
的
に
は
う
ま
く
行
っ
た
と
思
う
ん
で

す
ね
。
で
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
途
上
国
が
日
本
と
同
じ
よ
う
な

や
り
方
を
す
る
な
ら
、
そ
れ
に
対
し
て
は
理
解
を
示
し
て
い
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
も
日
本
経
済
も
い

ま
深
刻
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
か
ら
、
人
の
こ
と
よ
り
自
分
が

大
変
な
の
で
す
が
ね
。

■
企
業
の
大
型
合
弁
に
つ
い
て
の
議
論

宮
崎
　
も
う
一
つ
、
こ
の
時
代
に
自
由
競
争
ど
関
連
し
て
問
題

に
な
り
ま
し
た
の
は
、
企
業
の
大
型
合
併
と
い
・
伍
こ
と
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
糖
5
2

特
に
富
士
と
八
幡
の
合
併
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
勝
負
は
ど
う

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
今
は
も
う
つ
い
て
い
一
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
思
う
ん
で
す
が
、
私
は
そ
の
と
き
た
ま
た
ま
経
済
白
書
を

書
く
立
場
に
い
た
の
、
で
す
が
、
基
本
的
に
は
合
併
反
対
だ
っ
た

ん
で
す
。
そ
れ
は
自
由
競
争
を
阻
害
す
る
か
ら
。
こ
れ
に
は
ず

い
ぶ
ん
反
対
が
あ
っ
た
。
産
業
界
一
経
団
連
は
植
村
［
甲
午
郎
］

　
静
5
3

さ
ん
が
会
頭
だ
っ
た
か
な
、
そ
れ
か
ら
通
産
省
、
通
産
大
臣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

は
誰
で
し
た
か
椎
名
［
悦
三
郎
］
さ
ん
で
す
か
、
省
を
挙
げ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幹
5
5

反
対
．
で
す
。
通
産
省
か
ら
は
企
画
庁
に
赤
沢
［
璋
乙
さ
ん

と
い
う
実
力
者
が
来
て
い
た
。
企
画
庁
に
籍
を
置
い
て
い
る
わ

け
で
す
か
ら
、
頭
越
し
に
は
な
か
な
か
言
え
な
い
ん
で
す
が
、

「
宮
崎
君
、
そ
ん
な
に
自
由
経
済
は
大
事
な
の
か
ね
」
と
い
う

よ
う
な
言
い
方
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
か
な
り
揉
め
ま
し
た
。
最
終
判
定
は
、
宮
澤
さ
ん
。

あ
の
人
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
慎
重
派
だ
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま

し
た
。
用
心
深
い
人
で
す
か
ら
ね
。
「
だ
け
ど
、
ま
あ
白
書
に

書
く
の
は
い
い
で
し
ょ
う
」
と
い
う
こ
と
で
、
宮
澤
さ
ん
の
現

実
感
覚
と
理
論
的
な
も
の
が
、
自
身
の
中
で
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。
そ
し
て
最
終
的
に
、

局
長
乏
私
と
、
大
臣
、
次
官
の
間
で
、
書
く
の
は
い
い
で
し
ょ
・

う
、
と
、
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

中
村
　
あ
れ
は
そ
ん
な
に
揉
め
た
ん
で
す
か
。

宮
崎
　
揉
め
ま
し
た
ね
。
白
書
な
ん
か
だ
い
た
い
課
長
補
佐
段

階
で
各
省
調
整
は
あ
ら
か
た
終
わ
る
ん
で
す
が
、
課
長
で
も
終

わ
ら
な
い
、
局
長
で
も
終
わ
ら
な
い
。
次
官
が
高
島
［
節
男
］

　
管
5
6

さ
ん
と
い
う
人
で
、
通
産
の
重
工
業
局
長
を
や
ら
れ
た
人
で

す
か
ら
、
本
来
は
合
併
推
進
な
ん
で
す
ね
。
だ
け
ど
、
企
画
庁

の
下
か
ら
上
が
っ
て
き
て
い
る
も
の
を
ノ
ー
と
言
う
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
多
少
、
宮
澤
さ
ん
が
現
実
的
に
反
対
す
る
の
は
無

理
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
感
じ
で
、
そ
の
辺
の
と
こ
ろ
で
高
島

で
も
活
躍
し
た
。
明
治
二
七
（
「
八
九

四
）
年
三
月
十
二
日
生
ま
れ
。
農
商
務

省
、
企
画
院
次
長
等
を
経
て
、
昭
和
十

六
年
石
炭
統
制
会
理
事
長
。
戦
後
、
経

団
連
創
設
に
参
加
し
、
初
代
事
務
局
長

と
な
る
も
公
職
追
放
。
追
放
解
除
後
、

経
団
連
副
会
長
と
し
て
復
帰
。
ニ
ッ
ポ

ン
放
送
社
長
、
日
本
航
空
社
長
等
多
数

の
重
役
を
も
務
め
た
。

静
5
4
昭
和
四
二
（
一
九
六
七
）
年
十
一
月

一一

ﾜ
日
～
同
四
三
年
十
一
月
二
九
日

ま
で
在
任
。
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
－

一
月
十
六
日
生
ま
れ
。
大
正
十
二
年
農

商
務
省
入
省
。
商
工
次
官
、
軍
需
次
官

を
歴
任
。
戦
後
は
公
職
解
除
後
、
衆
院

議
員
に
。
外
相
、
通
産
相
等
を
歴
任
し

て
、
昭
和
四
七
年
自
民
党
副
総
裁
。
三

木
内
閣
発
足
に
際
し
て
は
、
「
椎
名
裁

定
」
を
行
う
こ
と
に
よ
り
三
木
首
相
誕

生
に
寄
与
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

軸
5
5
当
時
、
赤
沢
氏
は
経
済
企
画
庁
調

整
局
長
と
し
て
通
産
省
よ
り
出
向
中
。

大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
十
一
月
一
一
五

日
生
ま
れ
。
商
工
省
に
入
り
、
昭
和
四

六
年
通
産
省
重
工
業
局
長
で
退
官
。
通

産
省
時
代
、
抜
群
の
行
動
力
と
政
治
力

で
「
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
」
［
赤
沢
天
皇
」
と

の
異
名
を
取
る
。
中
曽
根
政
権
の
ブ
レ

ー
ン
も
務
め
た
。

藷
昭
和
四
三
（
一
九
六
八
）
年
九
月
～

翌
四
四
年
十
二
月
ま
で
経
済
企
画
庁

－
事
務
次
官
。
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
五

月
五
日
生
ま
れ
。
昭
和
十
五
年
に
商
工

省
入
省
。
退
官
後
は
一
一
一
井
金
属
鉱
業
社

長
、
日
本
鉱
業
協
会
会
長
を
務
め
る
。
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、

さ
ん
も
、
「
書
い
て
も
い
い
こ
と
に
し
ま
し
よ
う
」
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
ん
で
す
ね
。
高
島
さ
ん
と
宮
澤
さ
ん
は
旧
制
高
校

が
同
じ
で
す
。

中
村
　
年
代
も
同
じ
よ
う
な
も
の
で
す
ね
。

宮
崎
　
高
島
さ
ん
が
少
し
上
で
し
ょ
う
か
。
だ
け
ど
、
あ
れ
は

ず
い
ぶ
ん
揉
め
ま
し
た
。
学
界
か
ら
も
、
い
わ
ゆ
る
近
代
経
済

学
者
か
ら
反
対
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

中
村
　
五
十
人
ぐ
ら
い
が
署
名
し
て
反
対
の
声
明
が
出
ま
し
た

ね
。宮

暗
　
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
た
。
し

か
し
最
終
的
に
わ
れ
わ
れ
も
譲
歩
す
る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
と
修

文
し
た
も
の
で
す
か
ら
、
最
後
に
新
聞
か
ら
は
「
何
を
書
い
て

い
る
か
わ
．
か
ら
ん
」
と
批
判
さ
れ
ま
し
た
よ
。
「
反
対
な
の
か

賛
成
な
の
か
わ
か
ら
ん
」
と
い
っ
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
骨
5
7

中
村
　
当
時
は
近
代
経
済
学
者
で
内
田
忠
夫
さ
ん
と
か
、
亡

　
　
　
　
　
　
　
り
お

く
な
っ
た
渡
部
経
彦
と
か
勇
ま
し
い
の
が
た
く
さ
ん
い
た
か

ら
ね
。

宮
崎
　
新
飯
田
宏
さ
ん
と
か
。

森
　
計
量
経
済
の
人
た
ち
が
ド
ッ
と
出
て
来
た
と
き
で
す
ね
。

中
村
　
小
宮
［
隆
太
郎
］
さ
ん
な
ん
か
も
反
対
で
し
た
ね
。

宮
暗
　
で
も
こ
れ
は
勝
負
は
ど
う
な
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
合

併
し
て
非
常
に
ま
ず
か
っ
た
か
な
、
と
い
う
と
、
よ
く
わ
か
ら

な
い
ん
で
す
け
れ
ど
ね
。

中
村
　
あ
れ
は
ほ
か
の
鉄
鋼
会
社
が
反
対
し
な
い
。
腹
の
中
で

ど
う
思
っ
て
い
る
か
は
別
問
題
で
す
が
、
八
幡
と
富
士
が
や
る

こ
と
に
、
例
え
ば
日
本
鋼
管
が
反
対
す
る
と
い
う
わ
け
に
も
い

か
な
か
っ
た
の
か
な
。
腹
の
中
で
は
反
対
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。

そ
れ
で
、
結
構
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
プ
ラ
イ
ス
リ
ー
ダ

ー
み
た
い
な
も
の
が
出
来
上
が
っ
ち
ゃ
っ
た
わ
け
で
し
ょ
う
。

も
っ
と
も
お
の
ず
か
ら
カ
ル
テ
ル
み
た
い
な
も
の
が
で
き
る
の

を
喜
ん
で
い
た
の
か
な
。

宮
崎
　
各
省
調
整
の
段
階
で
賛
成
し
て
く
れ
た
の
は
公
取
だ
け

な
ん
で
す
。
外
務
省
も
、
ま
あ
い
い
で
し
ょ
う
、
と
言
っ
て
い

た
け
れ
ど
。

■
自
書
発
表
へ
の
調
整

中
村
　
あ
れ
［
白
書
］
は
、
各
省
調
整
を
や
っ
て
物
別
れ
に
な

っ
て
、
そ
の
ま
ま
出
し
ち
ゃ
う
と
い
う
こ
と
は
あ
る
ん
で
す
か
。

宮
崎
　
な
い
で
す
ね
。
、
そ
れ
は
白
書
は
最
終
的
に
は
閣
議
了
解

で
す
か
ら
。
一
人
で
も
反
対
す
る
閣
僚
が
い
る
と
駄
目
で
す
か

ら
ね
。
い
ま
ま
で
経
済
白
書
は
ノ
ー
と
言
わ
れ
た
こ
と
は
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
生
活
白
書
は
一
回
あ
る
ん
で
す
。
私
の

、
と
き
で
は
な
い
け
れ
ど
。
何
か
つ
ま
ら
な
い
こ
と
で
、
統
計
の

ミ
ス
な
ん
で
す
。
格
差
の
数
字
か
何
か
だ
っ
た
か
な
。

森
　
そ
れ
は
昭
和
五
十
年
代
で
す
か
。

宮
暗
　
五
十
年
代
だ
っ
た
か
、
た
し
か
地
域
格
差
の
問
題
だ
つ

た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
地
域
格
差
の
問
題
は
ず
っ
と
後
ま
で
響

い
て
い
る
ん
で
す
。
県
ご
と
に
所
得
を
出
す
。
そ
こ
ま
で
は
い

い
ん
で
す
。
そ
れ
で
生
活
格
差
を
出
す
。
住
み
や
す
い
県
、
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

み
に
く
い
県
と
い
う
の
を
ラ
ン
ク
付
け
す
る
。
そ
れ
を
白
書

で
書
く
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
が
低
い
評
価
を
受
け

た
県
知
事
や
県
議
会
議
員
が
怒
る
。
事
務
方
か
ら
見
れ
ば
、
約

束
に
従
っ
て
数
字
を
積
み
上
げ
て
い
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
は

げ
し
か
ら
ん
、
実
際
感
覚
と
違
う
と
い
う
。
と
に
か
く
日
本
経

済
は
毎
年
変
化
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

管
5
7
第
四
回
の
章
、
註
二
九
参
照
。

静
駆
第
四
回
の
章
、
註
七
一
参
照
。

・・

T9

ｽ
成
三
年
版
『
国
民
生
活
白
書
』
に

お
い
て
「
地
域
別
豊
か
さ
総
合
指
標

（
試
算
）
」
が
発
表
さ
れ
、
埼
玉
県
と
千

葉
県
が
最
下
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
。
こ

の
結
果
に
土
屋
埼
玉
県
知
事
は
怒
り
、

経
済
企
画
庁
に
抗
議
し
た
。
結
局
、
下

位
常
連
自
治
体
か
ら
の
圧
力
に
よ
り
、

平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年
以
降
、
都
道

府
県
ラ
ン
キ
ン
グ
は
公
表
さ
れ
な
く

な
っ
た
。
こ
れ
以
前
に
も
、
県
か
ら
の

抗
議
が
随
分
あ
っ
た
。
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elSMIIE　IEEID一

■
経
済
の
変
化
と
改
革

宮
暗
　
変
化
を
し
て
い
る
か
ら
、
構
造
改
革
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う

必
要
に
な
る
わ
け
で
す
。
産
業
構
造
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
は
、

産
業
界
別
に
み
て
も
地
域
別
で
見
て
も
、
そ
の
力
万
言
が
変
わ

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
弱
く
な
る
方
は
い
つ
で
も
抵
抗

す
る
と
い
う
歴
史
な
ん
で
す
ね
ゆ
い
ま
で
も
構
造
改
革
と
い
う

問
題
は
尾
を
引
い
て
い
て
、
あ
の
時
と
同
じ
よ
う
な
問
題
だ
な

と
い
う
感
じ
が
、
非
常
に
大
き
く
し
ま
す
。

　
そ
う
い
う
点
で
い
え
ば
、
「
構
造
改
革
な
く
し
て
成
長
な
し
」

と
か
、
「
構
造
改
革
な
く
し
て
景
気
回
復
な
し
」
と
い
う
の
は
、

言
葉
と
し
て
お
か
し
い
と
思
う
ん
で
す
。
つ
ま
り
日
本
経
済
は

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
変
わ
っ
で
き
て
い
る
。
変
化
を
通
じ
て
成
長
し

て
き
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
構
造
改
革
と
い
う
の
は
い
つ
で

も
や
ら
な
け
れ
ば
い
げ
な
い
こ
と
で
、
景
気
変
動
と
は
択
一
的

な
関
係
に
は
な
い
と
私
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
構
造
改
革
は

い
つ
で
も
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
景
気
対
策
は
そ
の
時
に

応
じ
て
、
弱
め
た
り
強
め
た
り
す
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
な
の

で
、
二
つ
並
べ
て
、
こ
っ
ち
を
や
る
べ
き
だ
、
そ
う
で
な
い
と

こ
れ
が
で
き
な
い
と
い
う
問
題
で
は
な
い
。
で
す
け
れ
ど
も
、

新
し
い
構
造
改
革
を
打
ち
出
す
た
め
に
あ
あ
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
し
て
出
す
と
、
引
っ
か
か
り
や
す
い
ん
で
す
ね
。
日
本
経
済

は
構
造
改
革
と
い
う
の
は
ず
っ
と
や
っ
て
き
た
わ
け
で
す
し
、

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

中
村
　
改
革
と
い
う
の
を
や
る
と
、
仮
に
不
良
債
権
の
処
理
だ

っ
て
、
三
年
か
か
る
と
か
五
年
か
か
る
と
か
言
っ
て
い
る
で
し

ょ
う
。
だ
か
ら
明
日
ど
は
言
わ
な
く
て
も
半
年
後
に
景
気
が
よ

く
な
る
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
ね
。
改
革
と
景
気
対
策
と
は
別

な
ん
だ
け
れ
ど
、
お
か
し
い
で
す
ね
。

森
　
そ
う
で
す
ね
。
あ
ま
り
そ
の
へ
ん
は
突
き
詰
め
て
、
．
例
え

ば
税
制
改
革
を
や
る
と
そ
の
効
果
が
何
年
後
に
現
れ
る
の
か
と

い
う
こ
と
を
考
え
て
、
そ
れ
に
反
対
だ
、
賛
成
だ
と
い
う
人
は

あ
ま
り
多
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

中
村
　
税
制
改
革
で
も
、
減
税
だ
っ
た
ら
す
ぐ
効
き
ま
す
よ
。

宮
崎
　
何
年
後
に
ど
う
な
り
ま
す
、
と
い
う
こ
と
を
い
ま
小
泉

［
純
一
郎
］
さ
ん
は
あ
ま
り
言
わ
な
い
わ
け
で
す
。
と
に
か
く

や
り
ま
す
と
言
う
わ
け
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
こ
れ
を
民
営
化
し

ろ
、
と
い
う
。
民
営
化
し
た
ら
い
つ
ど
う
な
る
か
と
い
う
こ
と

を
言
わ
な
い
。
役
所
が
や
っ
て
い
る
と
効
率
が
悪
い
じ
ゃ
な
い

か
と
い
う
ん
で
す
が
、
そ
も
そ
も
そ
の
公
的
機
関
が
で
き
た
と

き
に
は
、
高
度
成
長
の
と
き
が
ま
さ
に
そ
う
で
す
が
、
採
算
が

合
わ
な
い
け
れ
ど
社
会
的
に
必
要
だ
か
ら
や
る
と
い
う
こ
と
を

公
共
機
関
が
や
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
採
算
が
悪
い
け
れ
ど
因

そ
れ
で
も
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
っ
て
や
っ
て
き
た
。

い
ま
、
採
算
が
悪
い
か
ら
と
い
う
理
由
だ
け
で
や
め
る
と
い
う

の
は
、
ち
ょ
っ
と
問
題
じ
ゃ
な
い
．
か
な
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す

ね
。　

そ
う
い
う
ふ
う
に
、
あ
ま
り
説
明
を
し
な
い
で
、
国
民
の
負

担
が
大
き
く
な
っ
た
か
ら
変
え
ま
す
と
い
う
改
革
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
い
い
こ
と
だ
と
誰
で
も
一
瞬
と
思
い
ま
す
よ
ね
。
だ
け

ど
よ
く
考
え
て
み
る
、
さ
て
ど
う
な
の
か
。

中
村
　
住
宅
金
融
公
庫
の
問
題
な
ん
て
一
番
は
っ
き
り
し
て
い

る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
ね
。
低
い
金
利
で
家
が
持
て
る
よ
う

に
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
し
ょ
う
。
あ
れ
を
つ
ぶ
せ
ば
何
が

起
こ
る
か
、
だ
い
た
い
わ
か
る
で
し
ょ
う
。

宮
崎
民
間
で
や
れ
る
も
の
は
民
間
で
や
る
と
。
民
間
は
ペ
イ

し
な
け
れ
ば
や
か
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
れ
は
金
利
が
高
く
な
る
で
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し
ょ
う
ね
。

森
　
全
額
貸
し
付
け
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
例
え
ば
利
子
補

助
と
か
、
な
ん
ら
か
の
形
で
公
的
な
も
の
が
や
ら
な
く
て
は
い

け
な
い
部
分
は
絶
対
に
あ
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

宮
暗
　
住
宅
金
融
公
庫
を
つ
ぶ
し
た
ら
、
何
か
や
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
そ
れ
は
大
変
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

森
　
た
ぶ
ん
、
名
称
を
違
え
て
別
の
も
の
を
出
さ
な
い
と
い
け

な
い
ん
で
す
ね
。
今
回
は
、
新
全
国
総
合
開
発
計
画
の
こ
と
も

お
聞
き
し
ょ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
が
、
こ
れ
は
次
回
に
い
た
し
、

ま
し
ょ
う
。

中
村
　
新
全
総
と
、
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
相
場
制
移
行
の
と
こ

ろ
ぐ
ら
い
か
ら
、
お
伺
い
し
ま
し
よ
う
。

宮
暗
　
私
は
企
画
庁
で
ほ
と
ん
ど
の
局
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、

開
発
局
だ
け
や
っ
て
い
な
い
ん
で
す
。

中
村
　
下
河
辺
［
淳
］
さ
ん
だ
な
。

宮
暗
　
そ
う
そ
う
、
彼
は
あ
そ
こ
ば
か
り
で
す
。

中
村
　
で
は
こ
の
次
は
、
局
長
に
な
っ
て
一
。

宮
崎
　
こ
の
次
は
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
問
題
。
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
を
契
機
に
し
て
世
界
が
変
わ
っ
た
と
い
う
の
は
、
今
度
の

テ
ロ
シ
ョ
ッ
ク
で
世
界
が
変
わ
っ
た
の
と
共
通
す
る
部
分
も
あ

る
と
思
い
ま
す
ね
。
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
と
国
際
環
境
の
変
化
と

い
う
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
の
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
村
　
調
査
局
長
に
な
ら
れ
る
前
に
変
動
相
場
制
移
行
が
あ
る

ん
で
す
が
、
そ
の
へ
ん
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。
日
取
り
を
決
め

ま
し
ょ
う
。

宮
崎
　
個
人
的
に
い
う
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
回
顧
し
て
い
る

と
い
ま
に
当
て
は
ま
る
教
訓
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん
で
す
ね
。
オ

ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
の
は
、
私
に
と
っ
て
は
面
白
い
こ

と
、
反
省
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
ん
で
す
ね
。
み
な
さ
ん
に

と
っ
て
ど
う
か
な
、
と
思
い
ま
す
が
。

中
村
　
い
ま
と
同
じ
で
は
な
い
け
れ
ど
、

あ
り
ま
す
ね
。

似
た
よ
う
な
こ
と
が

宮
崎
　
こ
う
い
う
も
の
が
あ
る
ん
で
す
。
大
蔵
省
O
B
の
キ
ャ

リ
ア
が
ず
っ
と
ど
う
な
っ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
も
の
で
す

［「

蜻
?
省
T
O
P
キ
ャ
リ
ア
の
歩
ん
だ
道
」
と
い
う
大
き
な
表

を
示
す
］
。
一
九
六
五
（
昭
和
四
十
）
年
か
ら
最
近
ま
で
、
橋

本
内
閣
ま
で
か
な
。

村
井
　
す
ご
い
で
す
ね
。
ど
こ
で
作
ら
れ
た
も
の
で
す
か
。

宮
崎
　
こ
れ
は
私
の
友
人
が
コ
ツ
コ
ツ
つ
く
っ
た
ん
で
す
。
大

蔵
省
と
企
画
庁
が
非
常
に
関
係
が
あ
る
し
、
宮
崎
さ
ん
は
大
蔵

省
に
非
常
に
近
い
か
ら
、
と
い
う
こ
と
で
、
企
画
庁
の
長
官
、

官
房
長
の
名
が
書
い
て
あ
る
。
官
房
長
は
ず
っ
と
大
蔵
の
人
で

し
た
ね
。
そ
れ
か
ら
企
画
庁
の
事
務
次
官
と
対
外
的
な
関
係
の

あ
る
調
整
局
長
だ
け
書
い
て
あ
る
ん
で
す
。
私
憶
調
整
局
長
を

三
年
置
っ
て
い
て
、
次
官
を
こ
の
時
や
っ
て
い
る
。
そ
の
時
に

大
蔵
省
の
大
臣
が
誰
だ
っ
た
か
、
企
画
庁
の
大
臣
が
だ
れ
だ
っ

た
か
、
そ
う
い
う
こ
と
が
判
り
ま
す
ね
の

森
　
こ
れ
は
す
ご
い
で
す
ね
。
ど
な
た
が
一
。

宮
崎
そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
言
え
ま
せ
ん
。
そ
の
人
個
人
の
も
の

で
す
か
ら
。

村
井
　
数
は
少
な
い
で
か
か
。

宮
崎
　
い
や
、
つ
く
れ
ば
誰
だ
っ
て
つ
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
だ

か
ら
”
秘
密
”
事
項
で
は
な
い
ん
で
す
が
、
扱
い
方
に
よ
っ
て

⑯
に
な
り
か
ね
な
い
。

森
　
い
や
、
非
常
に
大
変
な
作
業
だ
と
い
う
こ
と
で
。

中
村
　
役
所
の
中
だ
と
、
こ
う
い
う
も
の
を
部
外
秘
で
、
自
分
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の
と
こ
ろ
だ
け
は
っ
く
っ
て
い
る
ん
で
す
。
大
蔵
省
な
ら
大
蔵

省
に
行
け
ば
、
こ
う
い
う
も
の
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
ん
で
す
。

宮
崎
　
こ
れ
の
企
画
庁
版
を
つ
く
れ
ば
い
い
ん
で
す
が
、
つ
く

る
の
は
大
変
だ
。

中
村
　
大
蔵
省
だ
と
、
こ
れ
は
歴
代
文
書
課
か
何
か
が
ず
っ
と

つ
く
っ
て
い
て
、
中
に
あ
っ
て
、
外
に
は
な
い
。

森
　
ち
ょ
っ
と
構
成
だ
け
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。
企
画
庁
版
が

で
き
る
ん
だ
っ
た
ら
、
同
じ
よ
う
な
形
で
作
り
た
い
で
す
ね
。

こ
れ
は
見
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

宮
暗
　
こ
れ
は
四
十
年
だ
け
は
二
月
と
八
月
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
あ
と
は
ず
っ
と
八
月
時
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
蔵
省
と

い
う
の
は
だ
い
た
い
七
月
か
八
月
異
動
な
ん
で
す
。
そ
れ
で
そ

こ
で
や
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
の
年
に
半
分
し
か
い
な
い
人
と

か
、
一
ヶ
月
し
か
い
な
い
人
も
い
る
わ
け
で
す
が
、
八
月
時
点

で
切
っ
て
い
ま
す
か
ら
。
そ
れ
で
も
非
常
に
役
に
立
つ
ん
じ
ゃ

な
い
で
し
ょ
う
か
。

村
井
、
八
月
だ
っ
た
ら
、
職
員
録
と
ほ
ぼ
一
緒
で
す
ね
。

宮
暗
拾
え
ば
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
で
き
る
わ
け
で
す
。
た
だ

し
あ
ま
り
外
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

中
村
　
人
事
自
体
は
発
表
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
．
か
ら
、
た
だ
拾

う
の
が
大
変
な
ん
で
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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オーラルヒストリー

石油危機、国際協調の時代へ

　　　　　　　第7回

［2001年11月22日　14＝00～1　6＝OO　1

〔インタビュアー〕（肩書きはインタビューの時点）

中村隆英（東京大学名誉教授）

藤井信幸（東洋大学教授）

森直子（政策研究大学院大学リサーチアシスタント）

村井哲也（都立大学大学院博士課程）　　（於＝（株）大和総研赤坂事務所）



第7回質問項目 開催日：平成13年11月22日
開催場所＝大和総研　赤抜分室

　今回は、準備していただいた項目に添って変動相場制への以降，第一次石油ショックへと移る蒔

期についてお伺いしたいと思います。

①日本は、昭和40年代後半、国際収支黒字の拡大がつづき、ニクソン・ショック、資本・輸

　入自由化などを経て、変動相場制への以降を経験します。そして、日本経済は円高相場、

　「異常インフレ」の中で厳しい舵取りを迫られます。他方で「ゴミ戦争」など産業公害も深

　刻化．します。調査局長として経験された、ζの時期の様子などお早ください。

Cf．昭和46年8月＝ニクソンショック、昭和46年12月18日＝スミソニアン協定

　　昭和46年10月：日米繊維政府間協定仮調印、47年1月：同協定正式調印

　　昭和48年2月t4日：円が変動相場制に移行

②昭和48年九月には東京でGATT閣僚会議が開催され、多角的貿易交渉（東京ラウンド；鉱工

　業製品関税の引き下げ、政府調達に関する非関税障壁の改善、ダンピング防止改善など）

　が開始されます。この当時の印象深かったことをお聞かせください。

③昭和48年十月の第一次オイルショックの発生とともに、日本は「狂乱物価」、国際収支の悪

　化、戦後最大の不況という「トリレンマ」に陥ります。田中内閣は、総需要抑制策をとり、

　問題の解決を図ります。結局、昭和49年から50年にかけて異常なインフレは終息に向いま

　すが、不況によるマイナス経済成長を経験します。高度経済成長から低成長への移行期に

　あたる当時のご苦労などお聞かせください。

④この時期、日本は発展途上国に対する経済協力を積極的に拡充する努力を開始しています

　（経済協力額の対GNP　1％、政府開発援助め対GNP　O．7％への引き上げ）。また、昭和48

　年は、デタントに入り国際情勢の緊張緩和の時代になります。二国間、多国間の国際協力

　に関わられた思い出などお聞かせください。

Cf．昭和47年7月：経済協力第2課発足、47年11月＝商品援助のアンタイイング

　　昭和47年1月1ベトナム戦争終結

　　昭和50年6月＝海外経済協力基金と日本輸出入銀行の分野調整
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［宮崎氏作成、インタビューの冒頭に配布された資料］

第7回く石油危機（73．1　O）より退官（81．6）まで

Ol－11－2

1971 46 ↓
佐
藤

7まで　佐藤一郎

V　　木村俊夫

↓調整参事官　他 ．6　沖縄返還

P2　スミソニアン協定（308円）

1972 47 （7）田中

i12）　〃（第2次）

7　　有田喜一

P2　　小阪善太郎

6調査局長

1973 48 質　　内田常雄 2　変動相場制

T資本自由化フ．ログラム

P0第一次オイルショック

1974 49 （12）三木 11　　倉成　正　　　　’

P2　　福田赴夫

1975 50 （9）　〃（改造）

1976 51 （1の福田 11　　野田卯一

P2　　倉成　正

1計画局長

1977 52 11　　宮沢喜一 1調整局長
1978 53 （12）大平 12　　小阪徳三郎 12　第二次オイルショック

1979 54 （11）　〃（第2次） 11　　正示啓示郎 7　事務次官

1980 55 （7）鈴木 7　　河本敏夫 9　イラン・イラク戦争

1981 56 （11）　〃（改造） ↓ 6　退　　官 1　レーガン政権誕生

↓82．11中曽根

1主要政策

　1）経済情勢……低成長・高物価・貿易黒字（ゼロ成長論・全治三年論…）

　2）所得政策……日本的インフレ対策

　3）石油対策……統制→自由

　4）省エネ対策……産業・輸出構造変革、輸出増・輸入滅→黒字拡大→国際摩擦

　5）国際会議……OECD、サミット（5回首相に随行）、二国間定期協議

皿次回（第8回）予定

民間研究所へ（56．8）→バブル崩壊・冷戦終結（1990）まで
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eiN　iE　EIE　M

■
は
じ
め
に
1
福
田
、
宮
澤
、
河
本
　
各
氏
の
想
い
出

宮
暗
　
　
［
『
普
遍
的
な
倫
理
基
準
の
探
求
－
福
田
赴
夫
と
O
B

サ
ミ
ッ
ト
ー
』
（
宮
澤
喜
一
監
修
、
官
話
勇
編
、
日
本
経
済
新

聞
社
刊
、
非
売
品
）
を
示
し
て
］
こ
れ
は
福
田
さ
ん
の
七
周
忌

を
記
念
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
、
追
悼
文
的
な
と
こ
ろ
も
あ

る
の
で
す
が
、
本
体
の
と
こ
ろ
は
記
録
的
に
書
い
て
い
ま
す
。

い
わ
ば
イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
・
カ
ウ
ン
シ
ル
（
通
称
O
B
サ

ミ
ッ
ト
）
の
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

中
村
．
宮
澤
さ
ん
は
［
福
田
赴
夫
と
は
］
派
が
違
う
け
れ
ど
、

福
田
さ
ん
に
は
一
。

宮
崎
　
変
な
言
葉
で
す
が
、
重
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
・

中
村
　
そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
。
監
修
が
宮
澤
さ
ん
に
な
っ
て

い
て
、
福
田
派
の
人
で
は
な
い
ん
で
す
ね
。

宮
暗
　
ほ
か
は
大
方
福
田
派
の
人
が
挨
拶
文
を
書
い
て
い
る
ん

で
す
。
森
さ
ん
と
か
、
小
泉
さ
ん
と
か
塩
川
さ
ん
と
か
。

中
村
　
面
白
い
で
す
ね
、
福
田
さ
ん
と
い
う
方
は
、
私
は
ほ
と

ん
ど
知
ら
な
い
ん
だ
け
れ
ど
、
な
ん
べ
ん
か
そ
ば
で
見
て
、
と

て
も
魅
力
の
あ
る
人
だ
と
い
う
こ
と
は
わ
か
っ
た
ん
で
す
け
れ

ど
ね
。

宮
崎
私
は
ず
い
ぶ
ん
つ
き
あ
い
が
長
く
て
、
今
日
の
お
話
で

も
若
干
触
れ
よ
う
と
思
い
ま
す
。
私
は
経
企
庁
を
辞
め
ま
し
た

あ
と
は
、
福
田
さ
ん
の
O
B
サ
ミ
ッ
ト
の
仕
事
を
お
手
伝
い
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
二
十
年
ぐ
ら
い
で
す
。

中
村
　
私
は
ほ
と
ん
ど
つ
き
合
い
が
な
か
っ
た
で
す
が
、
企
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

庁
の
研
究
所
長
の
と
き
に
、
国
民
経
済
計
算
の
ス
タ
イ
ル
が

　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ヨ

変
わ
っ
た
ん
で
す
ぬ
。
そ
れ
で
総
理
の
と
こ
ろ
ま
で
説
明
に

行
く
と
い
っ
て
、
次
官
に
く
っ
つ
い
て
官
邸
ま
で
行
っ
た
ご
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
と
き
に
一
〇
分
か
一
五
分
話
す
だ
け

で
も
、
魅
力
の
あ
る
人
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
ね
。

大
変
な
方
で
し
た
ね
。

宮
暗
　
一
般
に
守
旧
派
で
、
岸
［
信
介
U
さ
ん
の
系
統
だ
と
い

う
感
じ
を
も
た
れ
て
い
ま
し
た
が
、
途
中
で
だ
い
ぶ
変
わ
ら
れ

ま
し
た
ね
。

中
．
村
　
岸
さ
ん
と
い
う
方
は
あ
ま
り
そ
ば
に
寄
り
た
く
な
い
人

だ
っ
た
け
れ
ど
（
笑
い
）
。

宮
暗
・
戦
前
、
日
本
は
あ
ん
な
経
済
状
態
で
、
ど
う
し
て
戦
争

な
ん
か
始
め
た
か
わ
か
ら
な
い
で
す
ね
。
経
済
情
報
を
沢
山
持

っ
て
い
た
で
し
ょ
う
に
。

中
村
　
岸
さ
ん
と
福
田
さ
ん
で
は
え
ら
い
違
い
だ
と
い
う
気
が

し
ま
す
ね
。

宮
遷
　
最
後
は
福
田
さ
ん
は
“
ハ
ト
派
”
に
な
り
ま
し
た
か
ら

ね
。
全
方
位
平
和
外
交
を
唱
え
ら
れ
、
O
B
サ
ミ
ッ
ト
の
創
設

者
の
一
人
に
な
ら
れ
ま
し
た
か
ら
。

中
村
　
そ
う
い
う
意
味
で
は
そ
ば
で
見
て
い
て
も
魅
力
の
あ
る

人
で
し
た
。
ち
ょ
つ
ど
話
し
て
い
て
も
、
実
に
気
配
り
の
あ
る

方
で
し
た
。

宮
崎
　
そ
れ
に
統
計
な
ど
の
理
解
が
早
い
ん
で
す
。

中
村
　
国
民
経
済
計
算
の
ス
タ
イ
ル
を
変
え
る
報
告
に
行
っ
た

ん
だ
け
れ
ど
、
そ
う
い
う
と
き
も
ち
や
ん
と
わ
か
っ
て
く
れ
る

し
、
速
報
が
出
て
、
今
度
の
成
長
率
は
ま
だ
未
発
表
だ
け
れ
ど
、

何
％
ぐ
ら
い
だ
と
聞
い
て
、
思
っ
た
よ
り
高
か
っ
た
。
そ
う
し

た
ら
、
「
い
や
、
統
計
と
い
う
も
の
は
政
治
的
に
触
る
べ
き
も

の
で
な
い
か
ら
心
配
し
て
お
っ
た
け
れ
ど
、
そ
れ
な
ら
結
構
だ
」

と
言
わ
れ
る
ん
で
す
。
．
こ
っ
ち
は
作
っ
て
発
表
し
て
い
る
方
だ

か
ら
、
そ
う
い
っ
て
く
れ
る
と
感
激
す
る
ん
で
す
ね
。

学
中
村
教
授
は
、
昭
和
五
二
（
一
九

七
七
）
年
十
一
月
一
日
か
ら
昭
和
五

四
年
十
｝
月
一
日
ま
で
経
済
企
画
庁

経
済
研
究
所
長
の
職
に
あ
っ
た
。
、
そ

の
間
、
経
済
企
画
庁
長
官
は
、
倉
成

正
（
昭
和
五
二
年
十
一
月
一
日
か
ら

同
丹
二
八
［
口
）
、
宮
澤
喜
【
（
昭
和
五

二
年
十
一
月
二
八
日
か
ら
五
三
年
十

二
月
七
日
）
、
小
坂
徳
三
郎
（
昭
和
五

三
年
十
二
月
七
日
か
ら
五
四
年
十
一
・

月
九
日
）
と
三
人
替
わ
っ
て
い
る
。

．ひ

Q
昭
和
五
三
（
一
九
七
八
）
年
八
月

四
日
、
閣
議
に
「
新
国
民
経
済
計
算
」

を
提
出
。
ア
メ
リ
カ
式
の
計
算
法
か

ら
、
　
一
九
六
八
年
に
国
連
か
ら
勧
告

さ
れ
た
方
式
へ
変
更
し
た
。
ス
ト
ッ

ク
と
フ
ロ
ー
、
実
物
経
済
と
金
融
、

名
目
値
と
実
質
値
な
ど
に
つ
い
て
、

各
方
面
か
ら
把
握
さ
れ
た
整
合
的
な

推
計
体
系
を
確
立
し
た
。
国
民
所
得

計
算
は
、
、
昭
和
三
三
（
一
九
五
八
）

年
七
月
の
経
済
研
究
所
の
設
立
と
同

時
に
、
調
査
局
国
民
所
得
課
か
ら
国

民
所
得
部
に
引
き
継
が
れ
た
。
国
民

所
得
計
算
の
方
式
を
、
S
N
A

（
ω
ビ
ω
軍
コ
O
蝋
7
醒
◎
コ
里
〉
Ω
誉
コ
σ
）
と
い

う
。
　
」

盤
3
福
田
赴
夫
（
昭
和
五
一
年
十
二
月

二
四
日
か
ら
五
三
年
十
二
月
六
日
）

が
首
相
で
あ
っ
た
。
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宮
崎
　
そ
れ
は
そ
う
で
す
ね
℃

中
村
　
そ
れ
で
人
に
会
う
と
ニ
コ
ニ
コ
し
て
愛
嬌
を
振
り
ま
い

て
い
ま
し
た
ね
。

宮
暗
　
そ
う
で
す
ね
、
第
三
者
に
は
愛
嬌
が
い
い
で
す
ね
。

中
村
　
中
で
は
ど
う
か
知
り
ま
せ
ん
。

宮
島
　
福
田
さ
ん
は
”
怖
か
っ
た
”
で
す
よ
。
宮
澤
さ
ん
も
”
怖

い
”
で
す
よ
。
第
三
者
に
は
当
た
り
が
い
い
よ
う
で
す
が
、
宮

澤
さ
ん
は
“
怖
い
”
。
例
え
ば
「
と
こ
ろ
で
宮
崎
さ
ん
ね
え
」

と
い
わ
れ
る
と
き
は
ち
ょ
っ
と
警
戒
し
た
方
が
い
い
。
自
分
で

答
え
を
知
っ
て
お
ら
れ
て
、
訊
く
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

「
こ
の
前
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
を
読
ん
で
い
た
ら
こ
う
い
う
言
葉
が

出
て
来
た
け
れ
ど
、
あ
な
た
な
ら
ど
う
訳
し
ま
す
？
」
と
い
っ

て
ニ
ヤ
ニ
ヤ
と
す
る
。
御
自
分
で
だ
い
た
い
知
っ
て
お
ら
れ
て

訊
く
ん
で
す
ね
。
あ
あ
い
う
の
は
気
持
ち
悪
い
で
す
ね
（
笑
い
）
。

中
村
　
宮
澤
さ
ん
に
英
語
の
試
験
を
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の

で
す
な
。

宮
暗
　
ニ
コ
ニ
コ
さ
れ
る
と
“
怖
い
”
で
す
ね
。
そ
う
で
は
な

く
て
、
役
所
の
会
議
で
「
お
い
、
ど
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
」
と

言
わ
れ
る
の
は
平
気
で
し
た
ね
。
別
に
怒
ら
れ
る
と
い
う
感
じ

や
、
怖
い
と
い
う
感
じ
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。

中
村
　
宮
澤
さ
ん
が
大
臣
の
時
も
、
こ
ち
ら
が
研
究
所
長
だ
つ

た
か
ら
、
研
究
所
な
ん
か
を
つ
く
っ
た
と
き
に
、
大
臣
の
説
明

に
行
く
。
僕
が
説
明
す
る
の
で
は
な
く
て
僕
は
そ
ば
に
座
っ
て

い
て
、
担
当
者
の
課
長
が
説
明
す
る
わ
け
だ
け
れ
ど
、
そ
う
い

う
と
き
に
宮
澤
さ
ん
は
資
料
を
指
で
な
ぞ
っ
て
話
を
聴
い
て
い

る
。
あ
る
と
こ
ろ
で
［
指
が
］
ピ
タ
ッ
と
止
ま
る
と
、
担
当
者

が
返
事
で
き
な
い
よ
う
な
質
問
が
ポ
ン
ポ
ン
出
て
く
る
。
ほ
か

の
大
臣
は
わ
か
ら
な
い
か
ら
何
を
言
っ
て
も
平
気
だ
け
れ
ど
、
」

宮
澤
さ
ん
は
わ
か
っ
て
い
て
や
っ
て
い
ま
す
か
ら
ね
。
そ
う
い

う
と
こ
ろ
に
当
た
っ
た
課
長
は
大
変
だ
。

宮
崎
　
「
く
ん
」
付
け
で
呼
ば
れ
る
と
き
は
い
い
ん
で
す
、
仕
、

事
の
話
で
す
か
ら
。
「
さ
ん
」
付
け
で
丁
寧
に
呼
ば
れ
る
と
き

は
“
怖
い
”
。

中
村
　
宮
澤
さ
ん
と
い
う
方
は
、
秀
才
で
や
っ
て
き
た
入
だ
か

ら
Q

宮
暗
　
福
田
さ
ん
は
普
通
の
お
客
さ
ん
に
は
ざ
っ
く
ば
ら
ん

で
、
何
も
飾
ら
な
い
で
す
ね
。

、
中
村
　
し
ゃ
べ
り
方
も
違
い
ま
す
ね
。
宮
澤
さ
ん
は
部
下
だ
っ

た
ら
怖
い
だ
ろ
う
な
。

宮
崎
　
前
に
こ
う
い
う
お
話
を
し
ま
し
た
か
ね
。
私
は
お
仕
え

し
た
大
臣
に
は
恵
ま
れ
た
ん
で
す
。
と
く
に
福
田
さ
ん
、
宮
澤

さ
ん
、
河
本
［
敏
夫
］
さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
る
ん
で
す

ヴ
る

ね
。
例
え
ば
少
し
こ
っ
ち
が
「
し
ま
っ
た
」
と
思
う
よ
う
な
．

こ
と
を
し
て
、
責
任
を
と
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
き
に
、
責

任
の
取
り
方
を
伺
う
と
す
れ
ば
、
三
人
と
も
違
う
ん
で
し
ょ
う
。

　
例
え
ば
福
田
さ
ん
だ
っ
た
ら
、
こ
ち
ら
が
「
大
変
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
の
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
か
」
と
言
う
と
、

言
葉
は
正
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
「
お
前
さ
ん
は
自
分
を
何

様
だ
と
思
っ
て
い
る
ん
だ
。
こ
の
仕
事
を
し
て
い
る
最
高
の
責

任
者
は
お
れ
だ
。
責
任
を
取
る
の
は
お
れ
だ
か
ら
、
な
ん
で
お

前
が
責
任
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
だ
」
と
い
う
言
い
方

を
す
る
ん
で
し
ょ
う
。

　
そ
れ
か
ら
宮
澤
さ
ん
は
、
「
そ
ん
な
過
ち
と
か
な
ん
と
か
は
、

役
人
で
は
当
た
り
前
の
こ
と
だ
。
形
式
張
っ
て
辞
表
が
ど
う
だ

と
か
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
と
か
い
う
こ
と
を
言
う
な
。
次
か

ら
仕
事
を
し
っ
か
り
や
れ
」
と
い
う
言
い
方
で
し
ょ
う
ね
。
伺

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
。

　
河
本
さ
ん
は
違
う
。
こ
ち
ら
が
「
責
任
を
と
り
ま
し
ょ
う
」

・←

S
福
田
赴
夫
氏
の
経
済
企
画
庁
長
官

在
任
は
、
昭
和
四
九
年
十
二
月
九
［
口

か
ら
同
五
一
年
十
一
月
六
日
（
宮
崎

氏
は
当
時
、
総
合
経
済
局
長
［
昭
和

五
一
年
一
月
二
〇
日
～
同
五
二
年
一

月
二
一
日
］
）
、
宮
澤
喜
一
氏
の
経
済

企
画
庁
長
官
在
任
は
、
昭
和
五
二
年

十
一
月
一
一
八
日
か
ら
五
三
年
十
一
一
月

七
日
（
註
一
参
照
）
（
宮
賠
氏
は
当
時
、

調
整
局
長
［
昭
和
五
二
年
一
月
一
＝

日
～
同
五
四
年
七
月
二
十
日
］
）
、
河

本
敏
夫
氏
の
経
済
企
画
庁
長
官
在
任

は
、
昭
和
五
五
年
七
月
十
七
日
か
ら

同
五
六
年
十
一
月
二
六
日
（
宮
崎
氏

は
当
時
、
事
務
次
官
［
昭
和
五
四
年

七
月
二
十
日
～
同
五
六
年
六
月
十

日
］
）
。
な
お
、
宮
澤
、
河
本
両
氏
は

複
数
回
、
経
済
企
画
庁
長
官
に
就
任

し
て
い
る
。

聾
5
昭
和
四
七
（
一
九
七
二
）
年
七
月

七
日
発
足
。
経
済
企
画
庁
長
官
は
、

9
有
田
喜
「
氏
。

砦
6
佐
藤
内
閣
の
通
産
相
で
あ
っ
た
田

中
角
栄
は
、
昭
和
四
七
年
六
月
『
日

本
列
島
改
造
論
』
を
出
版
。
翌
月
、

田
中
内
閣
が
発
足
。
同
内
閣
は
国
内

政
策
の
主
軸
と
し
て
、
①
太
平
洋
ベ

ル
ト
地
帯
に
集
中
し
す
ぎ
た
工
業
の

地
方
分
散
、
②
都
市
改
造
と
新
地
方

都
市
の
整
備
、
③
こ
れ
ら
を
結
ぶ
全

国
的
な
総
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

（
全
国
一
日
通
勤
圏
構
想
）
、
こ
れ
ら

に
よ
っ
て
都
市
と
農
村
の
格
差
を
同

時
に
解
消
さ
せ
る
方
針
逢
発
表
し
た
。

静
7
昭
和
四
六
年
八
月
の
ド
ル
・
シ
ョ
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と
か
「
辞
表
を
出
し
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
た
ち
、
河
本
さ
ん
は
、

「
そ
う
か
預
か
っ
て
お
く
」
と
言
っ
て
、
そ
の
と
き
は
返
さ
旗

い
。
各
省
交
渉
な
ど
を
や
っ
て
、
そ
の
交
渉
が
終
わ
っ
た
と
き

に
、
河
本
さ
ん
は
相
手
の
話
も
聞
い
た
上
で
「
君
は
よ
く
や
っ

た
」
と
言
っ
て
、
辞
表
を
黙
っ
て
こ
う
や
る
［
破
る
手
真
似
を

す
る
］
。
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
違
う
。

　
　
［
中
村
］
先
生
は
ど
う
で
す
か
。
学
生
が
へ
ま
を
や
っ
た
ら

ど
）
つ
い
う
叱
り
方
を
す
る
ん
で
す
か
。

中
村
　
私
な
ん
か
頭
か
ら
怒
鳴
り
つ
け
る
こ
と
が
多
か
っ
、
た
で

、
す
ね
。
藤
井
君
が
知
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
。

宮
崎
　
怒
り
方
と
い
う
の
は
難
し
い
で
す
ね
。
お
だ
て
た
り
、

ど
や
し
つ
け
た
り
、
人
に
よ
っ
て
も
違
う
で
し
ょ
う
し
ね
。
相

手
が
無
反
応
だ
と
余
計
こ
ち
ら
が
怒
っ
た
り
し
て
…
。

中
村
　
僕
は
若
い
と
き
の
方
が
こ
わ
か
っ
た
ら
し
い
で
す
ね

（
笑
い
）
。
藤
井
君
が
知
っ
て
い
る
の
は
、
四
十
歳
代
か
ら
五
十

歳
代
に
な
る
頃
で
す
が
、
そ
の
頃
は
怖
か
っ
た
と
み
ん
な
が
言

い
ま
す
ね
。

　
そ
れ
で
は
、
い
ま
ま
で
の
話
も
大
い
に
関
係
の
あ
る
話
で
し

た
が
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
国
際
社
会
へ
の
参
加
と
責
任

　
　
一
九
七
〇
年
代
と
い
う
時
代

宮
暗
　
今
日
は
お
手
元
に
差
し
上
げ
た
資
料
で
い
い
ま
す
と
、

石
油
危
機
（
一
九
七
三
年
十
月
）
か
ら
始
ま
る
一
九
七
〇
年
代

と
い
っ
て
い
い
で
す
ね
。
そ
れ
は
人
の
関
係
で
い
い
ま
す
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ヨ

佐
藤
内
閣
の
最
後
、
七
二
年
に
田
中
内
閣
が
発
足
、
そ
の
あ

い
だ
は
内
政
的
に
も
あ
ま
り
大
き
な
問
題
は
な
か
っ
た
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

気
が
し
ま
す
が
、
田
中
さ
ん
が
列
島
改
造
を
打
ち
上
げ
た
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
番
問
題
な
の
は
、
七
三
年
十
月
に

第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
の
前
に
は
、
七
一
年
に
一
ド
ル
・
三
六
〇
円
に
訣
別
し
て
、

三
〇
八
円
の
レ
ー
ト
が
決
去
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
の
成
長
の

結
果
、
日
本
の
国
力
が
充
実
し
て
き
た
。
逆
に
ア
メ
リ
カ
は
い

ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ
っ
て
、
疲
弊
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、

ド
ル
が
弱
く
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
、
三
六
〇
円
体
制
そ
の
も

の
が
揺
ら
い
で
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
い
ち
お
う
ス
ミ
ソ
ニ
ア

　
　
る
ク

ン
協
定
で
三
〇
八
円
に
な
る
ん
で
す
が
、
そ
れ
で
も
う
ま
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
り
膨
8

も
た
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
七
三
年
二
月
に
変
動
相
場
制
に

　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

移
る
。
そ
れ
で
新
し
い
国
際
化
が
進
み
、
貿
易
・
資
本
の
自
由

化
が
進
む
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

　
そ
こ
に
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
っ
て
、
日
本
は
木

変
混
乱
す
る
時
期
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
比
較
的
早
く
克
服
、

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
石
油
危
機
．

の
影
響
は
、
日
本
が
世
界
の
中
で
最
も
大
き
か
っ
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
そ
の
立
ち
直
り
も
最
も
早
く
、
最
も
見
事
で
は
な
か
っ

た
か
、
と
い
う
感
じ
が
し
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
国
際

的
に
も
評
価
さ
れ
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
大
き
な
責
任
を
負
う
よ

う
に
も
な
っ
て
き
た
。

貿
易
の
自
由
化
l
G
A
T
T
交
渉

宮
暗
　
こ
の
時
代
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
と
か
南
北
問
題
と

か
、
そ
の
他
国
際
協
調
と
い
う
点
で
国
際
化
の
問
題
が
非
常
に

大
き
く
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
じ
が
い
た
し
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
貿
易
の
自
由
化
そ
の
も
の
は
今
日
的
な
意
味
か

ら
い
え
ば
非
常
に
重
要
で
し
た
が
、
そ
の
貿
易
自
由
化
の
歩
み

は
、
か
な
り
時
間
を
か
け
て
お
り
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
始
ま

っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

　
一
九
四
八
年
に
G
A
T
T
が
で
き
る
。
日
本
は
一
九
五
二

　
ッ
ク
以
降
の
国
際
通
貨
問
題
を
協
議

す
る
た
め
、
同
年
十
二
月
ア
メ
リ

カ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン

博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
十
力
国
蔵
相

「
会
議
で
、
国
際
通
貨
に
関
す
る
多
角

的
通
貨
調
整
へ
の
合
意
が
な
さ
れ
た
。

主
な
内
容
は
、
①
ド
ル
の
切
り
下
げ

（
金
価
格
の
引
き
上
げ
V
と
各
国
通
貨

の
調
整
（
ド
ル
に
対
す
る
切
り
上
げ
）
、

、
②
為
替
変
動
幅
を
従
来
の
平
価
の
上

下
一
％
か
ら
暫
定
的
に
二
・
二
五
％

に
拡
大
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

誉
各
国
通
貨
の
価
値
を
固
定
せ
ず

に
、
市
場
の
動
き
を
通
じ
て
決
定
す

る
制
度
の
こ
と
。
結
局
、
ス
ミ
ソ
一
フ

ア
ン
体
制
は
一
年
二
ヶ
月
し
か
継
続

さ
れ
ず
、
日
本
は
昭
和
四
八
年
二
月

十
四
日
よ
り
、
変
動
相
場
制
へ
移
行

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

鱒
9
正
式
名
称
は
、
O
Φ
コ
Φ
「
p
一
＞
O
δ
Φ

ヨ
Φ
三
〇
コ
↓
O
ユ
↓
δ
口
⊃
Ω
↓
「
田
α
Φ
（
関

税
及
び
貿
易
に
関
す
る
一
般
協
定
）
。

昭
和
一
＝
一
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
の
二

三
力
国
の
調
印
に
よ
り
翌
年
一
月
発

足
、
日
本
は
同
二
六
年
に
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
な
り
、
同
二
八
年
十
月
に
仮

加
盟
し
た
。
日
本
は
当
初
、
イ
ギ
リ

ス
な
ど
十
四
力
国
か
ら
加
盟
を
断
ら

れ
る
な
ど
、
困
難
も
あ
っ
た
。
し
か

し
、
同
三
〇
年
に
正
式
加
盟
が
承
認

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
国
、
際

的
地
位
は
確
立
さ
れ
た
。

盤
－
o
昭
和
三
五
年
六
月
二
四
日
発
表
。

貿
易
、
為
替
の
自
由
化
を
三
年
後
に

九
〇
％
達
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
た

賀
易
為
替
自
由
化
計
画
。
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年
に
加
盟
申
請
を
す
る
。
五
五
年
に
正
式
に
加
盟
す
る
わ
け
で

す
が
、
そ
れ
か
ら
四
、
五
年
後
、
一
九
六
〇
年
に
「
貿
易
為
替

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
り

の
自
由
化
大
綱
」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
る
ん
で
す
。

経
企
庁
で
は
主
と
し
て
調
整
局
の
仕
事
で
し
た
。
そ
こ
か
ら
始

ま
る
わ
け
で
す
が
、
極
端
に
い
う
と
、
い
ま
も
っ
て
貿
易
の
自

由
化
を
完
全
に
は
や
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
議
論
に
な
る
ぐ
ら

い
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

　
そ
れ
か
ら
資
本
の
自
由
化
は
、
一
九
六
四
年
に
O
E
C
D
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ほ

加
盟
し
た
と
き
に
掲
げ
、
六
七
年
に
は
対
内
投
資
、
六
九
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ほ

に
は
対
外
投
資
の
自
由
化
を
決
め
て
い
る
ん
で
す
が
、
今
日

で
も
な
お
不
十
分
だ
と
い
う
声
が
あ
る
ぐ
ら
い
で
、
G
A
T
T

に
加
盟
し
て
か
ら
す
ぐ
に
自
由
化
が
行
な
わ
れ
た
と
い
う
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
で
す
か
ら
、
話
が
違
い
ま
す
が
、
い
ま
中
国
が
W
T
O
に
加

　
　
　
る
は

馨
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
突
如
と
し
て
中
国
の
経
済
が
変
わ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
じ
を
持
っ
て
い
る
向
き
が
あ
り
ま

す
が
、
来
年
に
な
っ
た
ら
急
に
変
わ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
ジ
ワ
ジ
ワ
と
く
る
し
、
日
本
の
経
験
か
ら
い
っ

て
も
あ
る
程
度
時
間
を
か
け
て
い
く
と
思
う
ん
で
す
ね
。
ど
れ

ぐ
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
自
由
化
が
進
む
か
は
、
国
際
的
な
条
件
あ

る
い
は
そ
の
国
の
主
体
的
な
政
策
、
貿
易
相
手
国
の
出
方
に
よ

っ
て
決
ま
っ
て
く
る
わ
け
で
、
評
価
も
非
常
に
違
う
と
思
い
ま

す
。　

い
ま
か
ら
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
日
本
の
貿
易
自
由
化
は
非

常
に
巧
み
に
や
っ
た
。
つ
ま
り
五
五
年
に
G
A
T
T
に
加
盟
し

て
一
挙
に
や
ら
ず
に
、
日
本
政
府
の
言
葉
で
言
え
ば
、
着
実
に
、

、
堅
実
に
や
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
マ
イ
ナ
ス
の
部
分

を
な
る
べ
く
少
な
く
す
る
よ
う
に
、
一
方
で
は
保
護
を
続
け
な

が
ら
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
大
き
く
す
る
た
め
に
、
国
際
競
争
力

が
つ
く
よ
う
な
政
策
を
と
り
、
国
際
競
争
力
が
つ
い
て
き
た
も

の
か
ら
自
由
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
保
護
政
策
と
自
由
化
を

非
常
に
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
た
、
と
い
う
の
が
日
本
政
府
の
言

い
分
で
す
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
見
れ
ば
非
常
に
遅
々
と

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
い
ま
も
っ
て
途

上
国
は
日
本
の
貿
易
の
自
由
化
は
完
全
で
は
な
い
と
言
っ
て
い

る
わ
け
で
す
か
ら
、
評
価
は
な
か
な
か
難
し
い
で
す
ね
。

　
日
本
だ
け
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、
あ
ま
り
大
き
な
混
乱
も
な

く
、
産
業
構
造
の
変
革
を
進
め
た
と
い
う
評
価
が
で
き
る
と
思

う
ん
で
す
ね
。
で
す
け
れ
ど
、
私
は
貿
易
自
由
化
の
問
題
は
直

接
交
渉
し
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
関
連
が
あ
り
ま
し

た
の
で
見
て
い
る
と
、
通
産
省
、
、
農
林
省
と
い
う
と
こ
ろ
は
、

い
ま
の
言
葉
で
言
え
ば
守
旧
派
で
、
と
に
か
く
な
る
べ
く
や
ら

な
い
、
や
ら
な
い
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
政
府
の
干
ッ
プ
は
、
池

田
さ
ん
か
ら
始
ま
っ
て
佐
藤
さ
ん
も
田
中
さ
ん
も
、
わ
り
あ
い

積
極
的
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
政
治
家
と
し
て
制
約
が
あ
っ
て
、

前
に
お
話
し
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
総
理
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
非
常
に
強
調
さ
れ
た
福
田
さ
ん
も
中
曽
根
さ
ん
も
、
地

元
の
農
産
物
の
こ
と
に
非
常
に
こ
だ
わ
っ
て
お
ら
れ
た
け
れ

ど
、
そ
の
点
は
池
田
さ
ん
は
む
し
ろ
率
先
し
て
自
分
の
県
の
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ほ

産
物
の
開
放
を
進
め
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
概
し
て

指
導
者
の
ほ
う
は
［
自
由
化
を
］
や
ろ
う
、
と
い
う
わ
け
で
す

が
、
国
会
と
か
各
省
の
レ
ベ
ル
で
は
な
か
な
か
う
ま
く
行
か
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
ば
か
ら
見
て
い
て
、

こ
れ
は
い
い
と
か
悪
い
と
か
、
無
月
ま
で
な
ら
で
き
る
と
か
で
．

き
な
い
と
い
う
こ
と
を
関
係
者
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
や
っ
て
い
ま

し
た
。
か
な
り
技
術
的
な
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
の
せ
め

ぎ
あ
い
が
貿
易
自
由
化
に
関
し
て
は
非
常
に
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。

静
n
O
E
C
D
は
、
昭
和
三
六
年
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
経
済
協
力
開
発
機
構
（
O
E
E

C
）
に
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
が
加
入
し
、

改
組
さ
れ
た
も
の
。
加
盟
国
間
の
経
済

政
策
の
調
整
や
資
本
移
動
の
自
由
な

ど
多
角
的
な
自
由
貿
易
の
推
進
を
目

的
と
す
る
。
加
盟
国
は
先
進
資
本
主
義

国
で
あ
り
、
日
本
に
と
っ
て
そ
の
加
盟

は
「
先
進
国
」
の
仲
間
入
り
と
し
て
重

要
と
さ
れ
た
。
第
5
回
の
章
、
註
三
四

も
参
照
。

鱒
1
2
昭
和
四
二
年
六
月
の
外
資
審
議
会

答
申
を
受
け
、
政
府
は
資
本
取
引
の
自

由
化
を
同
年
七
月
一
日
よ
り
行
う
こ

と
を
決
定
し
た
。
第
一
種
自
由
化
業
種

（
三
三
業
種
）
は
五
〇
％
、
第
二
種
自
由

化
業
種
（
十
七
業
種
）
は
「
○
○
％
の

外
資
参
入
を
自
動
一
認
可
す
る
と
し
た
。

鱒
1
3
昭
和
四
四
年
三
月
か
ら
の
第
二
次

資
本
自
由
化
で
は
、
先
に
指
定
さ
れ
た

自
由
化
業
種
、
第
一
種
を
百
六
十
業
種

に
、
第
一
一
種
を
四
四
業
種
に
拡
大
し
た
。

こ
れ
と
並
行
し
て
日
本
か
ら
の
対
外

直
接
投
資
の
第
一
次
自
由
化
も
同
年

に
実
施
さ
れ
た
。
だ
が
そ
の
成
果
は
不

十
分
と
さ
れ
、
同
四
七
年
の
対
外
貿
易
「

自
由
化
ま
で
、
四
次
に
わ
た
り
実
施
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

鱒
1
4
中
国
は
、
平
成
十
三
（
二
〇
〇
｝
）

年
十
月
に
世
界
貿
易
機
構
（
W
T
O
）

に
加
盟
し
た
。

鱒
1
5
第
五
回
の
章
、
註
二
五
参
照
。

静
1
6
田
中
角
栄
首
相
は
昭
和
四
七
年
八

月
三
【
日
～
九
月
三
日
ま
で
、
ハ
ワ
イ

を
訪
問
し
、
一
一
ク
ソ
ン
大
統
領
と
一
一
回

に
わ
た
る
会
談
を
実
施
し
た
。
こ
の
際
、

後
に
問
題
に
な
る
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件

の
要
因
、
ト
ラ
イ
ス
ラ
ー
機
の
導
入
も

話
し
合
っ
た
と
さ
れ
る
。
な
お
首
相
訪

問
地
は
ハ
ワ
イ
の
み
で
あ
り
、
ア
メ
リ

カ
本
土
に
は
滞
在
し
て
い
な
い
。
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eNMSII　EEED
国
際
交
渉
と
し
て
の
貿
易
自
由
化
に
、
私
は
あ
ま
り
直
接
的
に

は
参
加
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
た
だ
二
回
だ
け
あ
り
ま
す
う
ち
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

一
つ
は
、
田
中
さ
ん
が
ア
メ
リ
カ
に
行
か
れ
た
と
き
に
、
帰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
レ

り
に
ハ
ワ
イ
に
寄
っ
た
ん
で
す
。
例
の
ロ
ッ
キ
ー
ド
の
問
題

も
あ
の
へ
ん
で
議
論
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ

の
と
き
に
次
官
（
鹿
野
義
夫
氏
）
に
つ
い
て
行
き
ま
し
た
が
、

私
は
ロ
ッ
キ
ー
ド
の
ロ
の
字
も
出
な
い
よ
う
な
話
し
合
い
を
や

っ
て
い
ま
し
て
、
一
般
的
に
こ
う
い
う
自
由
化
を
進
め
る
と
、

日
本
の
産
業
に
ど
う
い
う
打
撃
を
与
え
る
か
と
か
、
消
費
者
は

ど
う
い
う
利
益
を
受
け
る
か
と
い
う
マ
ク
ロ
的
な
議
論
を
し
た

覚
え
が
あ
り
ま
す
。
飛
行
機
を
ど
う
す
る
か
と
か
、
繊
維
を
ど

う
す
る
か
と
い
う
交
渉
は
、
私
は
そ
の
場
で
は
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
ほ
か
の
点
に
つ
い
て
も
、
貿
易
の
自
由
化
、
特
に
ケ
ネ

　
　
　
　
　
　
の
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
む

デ
ィ
ラ
ウ
ン
ド
、
東
京
ラ
ウ
ン
ド
と
い
っ
た
関
税
の
一
括
引

き
下
げ
交
渉
は
非
常
に
技
術
的
な
問
題
で
、
個
々
の
商
品
に
つ
「

い
て
そ
れ
ぞ
れ
決
め
る
わ
け
で
す
か
ら
、
私
の
出
番
は
あ
ま
け

な
か
っ
た
。
通
産
省
な
り
農
林
省
が
所
管
し
て
い
る
物
資
で
す

か
ら
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
表
に
立
つ
わ
け
で
す
。

，
政
府
の
窓
口
は
外
務
省
で
し
た
。
当
時
外
務
省
で
日
本
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ね

と
し
て
そ
れ
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
の
は
、
宮
崎
弘
道
さ
ん

と
い
う
審
議
官
で
し
た
。
こ
の
人
は
主
要
国
サ
ミ
ッ
ト
が
始
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
カ

つ
た
と
き
に
、
シ
ェ
ル
パ
の
親
玉
、
事
務
局
の
責
任
者
に
な

っ
た
わ
け
で
す
が
、
猛
烈
な
勉
強
家
で
商
品
学
に
非
常
に
精
通

し
て
い
る
。
だ
か
ら
細
か
い
物
資
に
つ
い
て
、
例
え
ば
繊
維
の

何
番
手
が
何
だ
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
も
知
っ
て
い
る
。
そ
れ

か
ら
化
繊
と
天
然
繊
維
と
違
い
と
か
、
化
学
製
品
の
種
類
な
ど

も
非
常
に
よ
く
勉
強
し
て
お
ら
れ
る
人
で
し
た
。
G
A
T
T
に

加
盟
し
て
か
ら
、
経
済
局
長
を
や
っ
た
り
審
議
官
を
や
っ
た
り

し
て
、
ず
っ
と
G
A
T
T
交
渉
を
進
め
て
い
た
ん
で
す
ね
。
で

す
か
ら
、
個
別
の
商
品
に
詳
し
い
。
通
産
省
の
役
人
で
も
農
林

省
の
役
人
で
も
、
だ
い
た
い
二
年
ぐ
ら
い
経
つ
と
替
わ
る
わ
け

で
す
。
だ
か
ら
今
日
は
繊
維
の
専
門
家
で
あ
っ
て
も
、
二
年
経

つ
と
外
れ
て
し
ま
っ
て
ま
た
新
人
が
来
る
。
だ
か
ら
政
府
内
で

ど
う
い
う
ふ
う
に
決
め
よ
う
と
い
っ
て
宮
崎
さ
ん
が
司
会
を
し

て
い
る
と
き
に
、
通
産
省
は
「
そ
れ
は
と
て
も
難
し
い
、
自
由

化
は
で
き
ま
せ
ん
」
と
い
っ
て
も
、
「
な
ぜ
だ
、
そ
ん
な
こ
と

こ
と
は
な
い
、
そ
の
製
品
は
こ
う
な
っ
て
い
て
、
何
年
経
つ
と

合
理
化
さ
れ
る
は
ず
だ
」
と
か
、
そ
う
い
う
知
識
は
宮
崎
［
弘

道
］
さ
ん
の
ほ
う
が
持
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
政
府
と

し
て
ま
と
め
や
す
か
っ
た
と
い
う
点
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
、
通
産
省
や
農
林
省
に
は
そ
れ
ぞ
れ
族
議
員
が
後
ろ
に

つ
い
て
ま
す
か
ら
、
難
し
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
。

　
G
A
T
T
の
交
渉
で
、
木
村
［
俊
夫
］
さ
ん
が
経
企
庁
長
官

だ
っ
た
と
き
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
一
．
緒
に
局
長
と
し
て
お
供
を
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
お

た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
が
、
企
画
庁
で
す
か
ら
お
供
す
る
ほ

ど
、
の
こ
と
は
な
く
て
、
木
村
さ
ん
が
各
省
の
話
を
聞
い
て
、

「
も
う
そ
の
へ
ん
で
い
い
じ
ゃ
旧
い
か
」
と
か
、
「
そ
こ
は
も
う

ち
ょ
っ
と
頑
張
れ
よ
」
と
い
う
程
度
の
口
出
し
し
か
せ
ず
、
あ

と
は
商
客
ご
と
に
や
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
大
局
的
に
見
れ

ば
、
貿
易
の
自
由
化
か
ら
資
本
の
自
由
化
に
進
ん
で
い
く
。
貿

易
の
自
由
化
も
ス
テ
ッ
プ
・
バ
イ
・
ス
テ
ッ
プ
で
、
私
の
よ
う

に
マ
ク
ロ
か
ら
見
て
い
る
と
、
テ
ン
ポ
が
緩
か
っ
た
と
い
う
気

が
し
ま
す
。
で
も
現
在
か
ら
み
れ
ば
、
結
局
あ
れ
で
み
ん
な
が

う
ま
く
い
っ
た
と
い
う
評
価
を
し
て
い
ま
す
ね
。

　
佐
藤
さ
ん
の
と
き
に
は
、
こ
の
前
鑑
七
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、

経
済
問
題
は
比
較
的
大
き
く
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
成
長
率

も
ま
あ
ま
あ
高
か
っ
た
し
、
物
価
も
安
定
し
て
い
た
と
い
う
こ

跨
米
国
の
多
国
籍
企
業
で
あ
る
ロ
ッ

キ
ー
ド
社
が
大
型
旅
客
機
の
全
日
空

へ
の
売
込
み
を
廻
り
、
代
理
店
の
丸
紅

な
ど
を
通
じ
て
約
二
六
億
円
の
対
日

工
作
資
金
を
政
府
高
官
に
渡
し
た
と

さ
れ
る
政
、
官
、
財
癒
着
の
戦
後
最
大

規
模
の
汚
職
事
件
。
昭
和
五
一
年
二
月
、

米
上
院
外
交
委
員
会
多
国
籍
企
業
小

委
員
会
の
公
聴
会
で
の
コ
ー
チ
ャ
ン

証
言
を
契
機
に
発
覚
し
た
。
同
年
七
月

に
は
、
五
億
円
の
受
託
収
賄
罪
で
田
中

角
栄
前
首
相
が
逮
捕
さ
れ
た
。

穏
1
8
昭
和
三
九
（
｝
九
六
四
）
年
か
ら
四

一一

N
ま
で
続
い
た
G
A
T
T
の
貿
易

交
渉
。
当
時
の
ケ
ネ
デ
ィ
米
大
統
領
が

大
規
模
な
関
税
引
き
下
げ
を
提
案
し

た
こ
と
に
よ
り
命
名
さ
れ
た
。
［
口
上
は
、

工
業
品
に
関
す
る
関
税
を
一
括
三

五
％
引
虐
下
げ
る
こ
と
と
な
り
、
昭
和

四
六
年
ま
で
に
一
九
七
一
品
目
が
対

象
と
な
っ
た
。

り・

P9

ｺ
和
四
八
年
九
月
に
東
京
で
開
い

た
G
A
T
T
閣
僚
会
議
で
採
択
し
た

東
京
宣
言
に
基
づ
き
開
始
さ
れ
た
価

格
的
貿
易
交
渉
。
同
五
四
年
に
妥
結
し

た
。
鉱
工
業
製
品
の
三
十
三
％
の
引
き

下
げ
、
政
府
調
達
に
関
す
る
非
関
税
障

壁
の
改
善
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
防
止
の
改
善

な
ど
が
合
意
さ
れ
た
。

蕊
昭
和
五
二
年
十
一
一
月
か
ら
五
五
年

一
月
ま
で
外
務
審
議
官
を
務
め
る
。
大

正
十
（
一
九
二
一
）
年
七
月
二
五
日
生

ま
れ
。
昭
和
十
九
年
外
務
省
入
省
。
「

貫
し
て
経
済
畑
を
歩
み
、
O
E
C
D
日

本
政
府
代
表
部
参
事
官
、
外
務
省
経
済

局
長
を
経
て
審
議
官
。
退
官
後
は
ベ
ル

リ
ン
・
日
独
セ
ン
タ
ー
総
裁
な
ど
を

務
め
た
。

羨
国
際
会
議
な
ど
で
首
脳
を
補
佐
す

る
ス
タ
ッ
フ
。
サ
ミ
ッ
ト
の
場
合
、
日

本
で
は
外
務
省
の
経
済
担
当
外
務
審

議
官
が
そ
の
ま
と
め
役
に
な
る
。
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と
で
、
全
体
と
し
て
経
済
成
長
よ
り
そ
の
成
果
の
配
分
に
関
し

て
、
生
活
の
質
を
高
め
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
と
．
い
う
こ

と
で
し
た
。
佐
藤
内
閣
自
体
と
し
て
は
、
言
葉
で
い
ろ
い
ろ
そ

う
い
う
こ
と
を
言
い
ま
し
た
が
、
経
済
政
策
と
し
て
何
か
あ
っ

た
か
と
い
う
と
、
あ
ま
り
な
か
っ
た
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。

「
歩
行
者
優
先
」
と
か
「
社
会
開
発
」
と
い
う
言
葉
は
あ
っ
た

ん
で
す
が
、
中
味
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
国
際
的
な
問
題
で
例

　
　
　
　
ね
お

の
繊
維
交
渉
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
こ
の
繊
維
交
渉
は
沖
縄

問
題
の
取
引
材
料
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
経
済
問
題

で
は
な
か
っ
た
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。

当
時
の
経
済
状
況

宮
崎
　
そ
れ
で
も
経
済
自
体
は
わ
り
あ
い
堅
調
に
発
展
し
て
、

円
も
強
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
で
レ
ー
ト

が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
新
し
い
通

貨
体
制
に
合
わ
せ
て
行
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
国
内
の
開
発
が

重
要
に
な
っ
て
き
て
、
田
中
さ
ん
が
高
度
成
長
と
い
う
よ
り
は

列
島
改
造
と
い
う
闘
発
ブ
ー
ム
を
起
こ
し
、
経
済
は
そ
れ
な
り

に
成
長
し
て
い
く
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
自
由
化
も
う
ま
く
行
く

の
で
は
な
い
か
と
い
う
と
き
に
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
起

こ
る
わ
け
で
す
。

　
そ
れ
も
、
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
深
刻
で
は
あ
っ
た

ん
で
す
が
、
比
較
的
短
期
間
で
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ム

一
九
七
四
年
か
ら
七
〇
年
代
の
指
標
を
見
て
く
だ
さ
い
。

　
一
九
七
三
年
十
二
月
に
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
っ
た
わ
け

で
す
ね
。
そ
れ
で
七
四
年
に
は
猛
烈
に
物
価
が
上
が
っ
た
わ
け

で
す
。
一
番
上
が
卸
売
物
価
（
総
合
）
、
二
番
目
が
国
内
の
卸

売
物
価
、
三
番
目
が
消
費
者
物
価
で
、
い
ず
れ
も
一
九
七
四
年

に
は
二
〇
％
以
上
あ
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
と
並
行
し
て
、
こ
の

図
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
賃
金
も
同
じ
よ
う
に
高
騰
し
て
い
る

わ
け
で
す
。
し
か
し
こ
の
物
価
の
高
騰
は
わ
り
あ
い
早
く
沈
静

す
る
。
消
費
者
物
価
は
、
賃
金
が
下
方
硬
直
性
を
強
め
て
い
ま

し
た
か
ら
、
そ
ん
な
に
大
き
く
は
下
が
ら
な
い
ん
で
す
が
、
七

八
年
に
六
％
の
と
こ
ろ
ま
で
下
が
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
卸
売

物
価
の
ほ
う
は
も
っ
と
下
が
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
、
物
価

も
か
な
り
急
速
に
安
定
し
ま
し
た
。

　
他
方
、
経
済
成
長
率
は
、
一
九
七
四
年
に
戦
後
初
め
て
マ
イ

ナ
ス
を
記
録
す
る
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
も
七
五
年
か
ら
回
復
し

て
、
高
度
成
長
の
レ
ベ
ル
に
は
行
き
ま
せ
ん
が
、
だ
い
た
い

五
％
を
挟
ん
で
安
定
的
な
成
長
を
見
せ
た
と
思
い
ま
す
。
失
業

率
は
、
今
日
か
ら
見
れ
ば
非
常
に
低
い
。
一
・
五
～
二
・
三
％

の
と
こ
ろ
で
推
移
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
い
ま
か
ら
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
短
期
的
に
は
深
刻
で
し
た
が
石
油
シ
ョ
ッ
ク

と
い
う
の
は
長
い
目
で
み
る
と
案
外
小
さ
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
気
が
し
て
お
り
ま
す
。
も
っ
と
も
、
産
業
構
造
は
こ

れ
を
機
に
大
き
く
変
わ
り
ま
す
が
。

．
た
だ
当
初
は
、
急
激
に
シ
ョ
ッ
ク
が
き
た
も
の
で
す
か
ら
、

み
ん
な
あ
わ
て
ふ
た
め
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
物
価
が

急
上
昇
す
る
、
そ
れ
に
引
っ
張
ら
れ
て
景
気
も
悪
く
な
っ
た
。

こ
れ
は
日
本
だ
け
の
現
象
で
は
な
く
て
、
世
界
的
に
物
価
が
上

が
り
景
気
が
悪
く
な
る
。
そ
し
て
多
く
の
国
で
、
と
く
に
途
上

国
で
国
際
収
支
が
悪
化
す
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
ト
リ
レ
ン
マ

（
三
重
苦
。
景
気
悪
化
、
物
価
上
昇
、
経
常
収
支
赤
字
同
時
発

生
）
の
状
況
に
陥
っ
た
わ
け
で
す
。
こ
れ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に

直
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
な
国
際
会
議
が
も

た
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

聾
2
2
木
村
俊
夫
氏
は
、
昭
和
四
六
（
「
九

七
一
）
年
七
月
五
日
か
ら
翌
年
七
月
七

日
ま
で
経
済
企
画
庁
長
官
の
任
に
あ

っ
た
。
宮
崎
氏
は
調
査
局
長
で
あ
っ
た

（
昭
和
四
七
年
六
月
二
十
日
か
ら
同
五

一
年
一
月
二
十
日
）
。

管
2
3
昭
和
四
四
（
｝
九
六
九
）
年
二
月
、

ア
メ
リ
カ
の
ニ
ク
ソ
ン
新
政
権
は
日

本
に
対
し
化
繊
の
対
米
輸
入
自
主
規

制
を
要
請
し
た
。
対
し
て
日
本
側
は
、

佐
藤
首
相
が
「
核
抜
き
本
土
並
み
」

の
沖
縄
返
還
の
交
換
条
件
と
し
て
、

こ
の
ア
メ
リ
カ
側
の
要
求
の
受
諾
を

「
密
約
」
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
結
果
、

交
渉
は
政
治
問
題
化
し
二
年
半
の
間
、

紛
糾
し
た
。

骨
2
4
図
一
参
照
。
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■
石
弓
シ
ョ
ッ
ク
と
そ
の
対
応

宮
崎
　
そ
の
問
題
に
入
る
前
に
、
も
う
少
し
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の

こ
と
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
い
ず
れ
に
し
て
も
突
如
と
し

て
や
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。
い
ま
ま
で
バ
レ
ル
当
た
り
ニ
ド
ル

八
○
セ
ン
ト
ぐ
ら
い
の
石
油
が
、
四
ド
ル
に
な
り
、
ハ
ド
ル
に
、

な
る
。
さ
ら
に
倍
々
ゲ
ー
ム
の
よ
う
に
高
く
な
り
、
瞬
間
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ゐ

三
〇
ド
ル
ぐ
ら
い
ま
で
な
る
わ
け
で
す
。
ち
ょ
う
ど
蝦
墓
の

油
の
た
た
き
売
り
の
よ
う
に
、
ア
ラ
ブ
諸
国
が
石
油
の
値
段
を

上
げ
て
き
て
、
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。

　
日
本
経
済
は
終
戦
直
後
か
ら
数
年
間
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は
石

炭
に
頼
っ
て
い
て
、
傾
斜
生
産
方
式
が
と
ら
れ
て
い
た
ん
で
す

が
、
一
九
四
〇
年
代
後
半
か
ら
五
〇
年
代
に
か
け
て
、
中
東
で

膨
大
な
石
油
資
源
が
発
見
さ
れ
、
開
発
さ
れ
、
利
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
、
石
油
の
ほ
う
が
石
炭
よ
り
も
使
い
で
が
あ
る
し
、

使
い
や
す
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
石
油
は
本
当
は
ク
リ
ー
ン

で
は
な
い
ん
で
す
が
、
石
炭
よ
り
は
ク
リ
ー
ン
で
あ
り
、
安
い

し
、
豊
富
だ
と
い
う
こ
と
で
、
産
業
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
も
家

庭
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
も
石
油
に
シ
フ
ト
し
て
く
る
わ
け
で

す
。
そ
し
て
、
ち
ょ
う
ど
一
九
七
〇
年
代
に
入
っ
た
頃
に
こ
の

シ
フ
ト
が
完
成
す
る
。
石
油
に
頼
っ
た
経
済
構
造
に
な
る
わ
け

で
す
。
そ
し
て
例
え
ば
輸
入
の
中
で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
比
率
が

全
体
の
七
割
ぐ
ら
い
を
占
め
る
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
た
わ

け
で
す
。
い
わ
ば
日
本
の
経
済
構
造
は
「
町
上
の
楼
閣
」
に
な

っ
て
い
た
。

　
そ
こ
で
い
っ
ぺ
ん
に
、
ニ
ド
ル
台
の
石
油
が
四
ド
ル
、
ハ
ド

ル
、
十
三
ド
ル
、
二
十
ド
ル
と
あ
が
っ
て
き
ま
し
た
か
ら
、
そ

れ
は
え
ら
い
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
経
済
が
大
変
だ
と
い
う
こ
と

で
、
ま
ず
最
初
に
反
応
し
た
の
が
消
費
者
で
し
た
。
物
価
が
高

く
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
み
な
さ
ん
方
は
ご
経
験
が
な
い
で
し

ょ
う
が
、
一
斉
に
ス
ー
パ
ー
に
駆
け
込
ん
で
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
が
な
く
な
る
、
灯
油
が
な
く
な
る
と
い
う
混
乱
を
起
こ

し
た
わ
け
で
す
。
い
ま
か
ら
考
え
る
と
、
ど
う
し
て
あ
あ
い
う

騒
ぎ
に
な
っ
た
か
と
思
う
ん
で
す
が
、
大
変
で
し
た
。

中
村
　
大
変
で
し
た
ね
、
あ
の
と
き
は
。

森
　
私
も
覚
え
て
い
ま
す
。
近
所
の
主
婦
の
方
た
ち
が
集
ま
っ

て
、
ど
こ
で
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
手
に
入
る
か
と
い
う
話

を
し
て
い
ま
し
た
。

宮
崎
　
ス
ー
パ
ー
で
は
、
最
初
は
パ
ッ
ク
を
二
つ
ぐ
ら
い
買
っ

て
持
っ
て
帰
る
人
が
い
ま
し
た
が
、
ス
L
パ
ー
の
ほ
う
で
制
限

す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
一
個
し
か
く
れ
な
い
と
か
、
大
変
で
し

た
。　

政
府
も
あ
わ
て
て
、
こ
の
時
は
田
中
さ
ん
が
総
理
大
臣
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
あ

企
画
庁
長
官
は
内
田
常
雄
さ
ん
、
そ
れ
か
ら
大
蔵
大
臣
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
が

福
田
さ
ん
が
な
っ
て
い
ま
し
た
。
福
田
さ
ん
は
そ
の
回
し
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
セ

ら
く
行
政
管
理
庁
長
官
を
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
総
理
か
ら

物
価
対
策
を
や
っ
て
く
れ
と
頼
ま
れ
て
、
「
物
価
の
総
元
締
め

は
俺
だ
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
指
を
少
し
悪
く
さ
れ
て
、

着
物
で
羽
織
袴
で
登
庁
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
ね
ゆ
行
管
庁
は
企

画
庁
と
同
じ
ビ
ル
の
上
に
あ
り
ま
し
た
。
私
は
ち
ょ
っ
と
福
田

さ
ん
と
っ
き
合
い
が
あ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
「
宮
崎
、
来
い
」

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
行
管
庁
に
は
物
価
を
や
る
経
済
の
専
門
家

は
い
な
い
。
物
価
は
も
と
も
と
企
画
庁
で
や
っ
て
い
る
ん
だ
か

ら
と
い
う
こ
と
で
、
統
計
と
か
い
ろ
い
ろ
な
資
料
を
持
っ
て
上

が
っ
て
、
説
明
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
と
き
福
田
さ
ん
は
か
な
り
危
機
意
識
を
持
っ
て
お
ら
れ

て
、
せ
っ
か
く
そ
れ
ま
で
自
由
化
を
進
め
る
、
統
制
を
解
除
す

→ひ

Q5

}
二
参
照
。

管
2
6
昭
和
四
八
只
｝
九
七
三
）
年
十
一

月
一
一
五
日
か
ら
同
四
九
年
十
一
月
十

一
日
ま
で
経
済
企
画
庁
長
官
。
明
治

四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
六
月
三
〇
日

生
ま
れ
。
昭
和
五
年
大
蔵
省
入
省
。

経
済
安
定
本
部
財
政
金
融
局
長
、
管

財
局
長
な
ど
を
経
て
、
同
二
七
年
衆

議
院
議
員
に
当
選
（
連
続
九
回
）
。
佐

藤
内
閣
で
厚
相
も
務
め
た
。

骨
2
7
昭
和
四
八
（
一
九
七
三
）
年
十
一

月
一
一
五
日
か
ら
同
四
九
年
七
月
十
六

日
ま
で
大
蔵
大
臣
を
務
め
た
。

養
昭
和
四
七
（
一
九
七
一
一
）
年
十
二

月
二
一
一
日
よ
り
同
四
八
年
十
一
月
二

五
日
ま
で
行
政
管
理
庁
長
官
に
在
職
。
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る
と
い
う
経
済
政
策
を
や
っ
て
き
た
ん
で
す
が
、
緊
急
物
価
対

●｝

Q9

@
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
為
3
D

策
と
い
う
こ
と
で
、
石
油
に
関
連
し
た
商
品
の
統
制
を
、
一

時
的
で
す
が
や
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
陣
頭
に
立
っ
た
の
が
福
田

さ
ん
で
す
。
で
す
け
れ
ど
も
、
統
制
の
効
果
は
そ
れ
な
り
に
あ

っ
て
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
は
す
ぐ
市
場
に
出
回
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
い
ま
か
ら
考
え
て
も
、
シ
ョ
ッ
ク
直
後
の
統
制

経
済
的
な
動
き
は
よ
か
っ
た
の
か
悪
か
っ
た
の
か
、
い
ろ
い
ろ

評
価
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
結
果
と
し
て
わ
り
あ
い
早
く
物
価

騰
貴
は
収
ま
り
、
物
も
出
回
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
成
功
し
た

と
は
思
う
ん
で
す
が
、
強
い
統
制
ま
で
や
る
必
要
が
あ
っ
た
か

ど
う
か
と
い
う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
意
見
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
だ

と
思
い
ま
す
。

　
第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
、
そ
の
後
一
九
七
八
年
に
起
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

り
ま
す
が
、
こ
の
時
は
［
総
理
は
］
大
平
さ
ん
で
、
前
の
経

験
が
あ
る
か
ち
「
も
う
あ
わ
て
る
な
、
市
場
に
任
せ
よ
う
」
つ

ま
り
自
由
経
済
で
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
で
す
か
ら
、

多
少
国
際
収
支
は
悪
く
な
っ
た
。
石
油
の
値
段
が
上
が
る
わ
け

で
す
か
ら
、
輸
入
金
額
が
増
え
て
国
際
収
支
は
悪
く
な
る
ん
で

す
が
、
物
価
は
そ
れ
ほ
ど
上
が
ら
な
い
。
卸
売
物
価
は
、
石
油

が
上
が
り
ま
す
か
ら
当
然
上
が
る
ん
で
す
が
、
消
費
者
物
価
は

そ
れ
ほ
ど
上
が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
き
ほ
ど

の
図
を
見
て
も
ら
っ
て
も
わ
か
り
ま
す
が
、
概
し
て
第
二
次
石

油
シ
ョ
ッ
ク
は
う
ま
く
克
服
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

賃
金
の
上
昇
と
物
価
問
題

宮
暗
　
た
だ
問
題
な
の
は
、
物
価
に
引
き
ず
ら
れ
て
賃
金
が
上

が
っ
た
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
背
景
に
は
物
価
が
上
が
っ

て
収
益
が
上
が
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
が
、
賃
金
が

非
常
に
上
が
っ
た
と
こ
ろ
が
ら
問
題
は
起
こ
っ
て
く
る
わ
け
で

す
。
賃
金
が
上
が
る
こ
と
は
、
こ
の
前
も
お
話
し
し
ま
し
た
よ

う
に
、
高
度
成
長
の
時
に
は
下
村
［
治
］
さ
ん
の
解
説
の
よ
う

に
人
間
の
価
値
が
上
が
っ
た
と
い
う
一
面
が
あ
り
ま
し
た
。
つ

ま
り
完
全
雇
用
へ
の
道
で
、
低
い
所
得
の
人
が
新
た
な
雇
用
口

を
見
つ
け
て
、
そ
こ
で
賃
金
が
上
が
っ
て
く
る
ん
だ
か
ら
、
こ

れ
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
、
他
方
で
卸
売
物
価
は
生
産

性
が
上
が
っ
て
い
て
落
ち
着
い
て
い
ま
す
か
ら
、
物
価
は
健
全

だ
、
と
い
う
判
断
で
し
た
。
し
か
し
成
長
率
が
高
度
成
長
か
ら

石
油
シ
ョ
ッ
ク
以
降
五
％
台
に
落
ち
て
く
る
と
き
に
、
賃
金
に

は
下
方
硬
直
性
が
働
い
て
な
か
な
か
下
が
ら
な
い
。
こ
れ
は
二

〇
％
上
が
っ
た
の
が
、
一
〇
％
台
ぐ
ら
い
ま
で
は
下
が
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聾
3
2

が
、
そ
れ
以
下
に
な
か
な
か
下
が
ら
な
い
。
と
い
う
こ
と
で
、

今
度
は
本
当
に
消
費
者
物
価
の
上
昇
が
不
健
全
に
な
っ
て
く
る

わ
け
で
す
。

　
そ
こ
で
ど
う
す
る
か
と
い
う
問
題
が
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の

直
後
か
ら
数
年
間
問
題
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
い
ま
も
お
話

が
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
隅
谷
委
員
会
と
か
、
そ
の
次
の
熊
谷

委
員
会
で
、
所
得
政
策
を
ど
う
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。
事
務
局
の
中
で
も
、
佐
々
木
孝
男
さ
ん
と
い
う
後
に
連
合

の
研
究
所
長
に
な
っ
た
人
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
例
を
も
つ
て
き

て
、
日
本
も
や
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
熊
谷
報
告
自
体
は
、

長
所
と
欠
点
を
両
方
並
べ
て
、
ど
ち
ら
と
は
っ
き
り
言
わ
な
か

っ
た
よ
う
な
感
じ
で
す
ね
。
多
少
は
慎
重
だ
っ
た
の
か
な
、
と

い
う
感
じ
が
し
ま
す
が
。

福
田
長
官
の
物
価
対
策

等
厚
　
そ
れ
で
は
賃
金
を
抑
え
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
、
い
か
と

い
う
こ
と
で
、
物
価
担
当
は
企
画
庁
長
官
で
す
が
、
福
田
さ
ん

脅
2
9
緊
急
措
置
と
し
て
、
政
府
は
基
礎

物
資
、
生
活
関
連
物
資
の
価
格
抑
制
策

を
と
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
年
十
二

月
、
「
国
民
生
活
安
定
緊
急
措
置
法
」
及

び
「
石
油
需
給
価
格
適
正
化
法
」
が
制

定
さ
れ
、
灯
油
、
ト
紙
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ

ー
等
が
「
緊
急
措
置
法
」
で
標
準
価
格

を
定
め
る
指
定
物
資
と
さ
れ
た
。

膚
3
0
昭
和
四
八
（
【
九
七
三
）
年
十
一
月

十
六
日
目
一
一
階
堂
進
官
房
長
官
は
、
国

民
に
消
費
抑
制
を
求
め
る
と
と
も
に
、

石
油
大
口
需
要
産
業
へ
の
供
給
削
減

な
ど
、
六
項
目
の
石
油
緊
急
対
策
要
綱

を
発
表
し
た
。
ま
た
、
石
油
の
供
給
削

減
に
伴
な
う
緊
急
事
態
に
対
処
す
る

た
め
の
「
当
面
の
緊
急
対
策
」
が
策
定

さ
れ
、
翌
四
九
年
三
月
に
は
、
石
油
製

品
価
格
改
定
に
際
し
、
そ
の
値
上
げ
幅

を
圧
縮
さ
せ
た
。

聾
3
1
大
平
正
芳
内
閣
は
、
昭
和
五
三
（
一

九
七
八
）
年
十
一
一
月
七
日
か
ら
、
首
相

が
亡
く
な
っ
た
昭
和
五
五
年
六
月
十

二
日
ま
で
続
い
た
。

鱒
3
2
表
一
参
照
。

静
3
2
鉄
鋼
労
連
最
高
顧
問
。
大
正
十
三

（一

纉
�
l
）
年
四
月
二
三
日
生
ま
れ
。

昭
和
十
四
年
よ
り
八
幡
製
鉄
所
勤
務
。

同
四
三
年
鉄
鋼
労
連
委
員
長
を
経
て
、

四
八
年
J
C
の
二
代
目
議
長
。
五
三
年

に
は
鉄
鋼
労
連
会
長
に
。
退
任
後
は
松

下
政
経
塾
の
副
塾
長
、
後
に
は
松
下
幸

之
助
か
ら
塾
長
を
任
さ
れ
た
。

管
3
4
昭
和
五
〇
（
一
九
七
五
）
年
の
春
闘

は
、
前
年
春
闘
の
記
録
的
な
賃
上
げ
に

危
機
感
を
抱
い
た
経
営
側
が
、
強
硬
に

抑
制
路
線
に
転
じ
た
た
め
、
労
働
側
が

押
さ
え
込
ま
れ
た
。
ま
た
、
政
府
が
「
賃

上
げ
に
よ
る
賃
金
と
物
価
の
悪
循
環
」

を
指
摘
す
る
な
ど
、
異
例
の
事
態
と
な

っ
た
。
五
〇
年
春
闘
は
、
「
連
敗
春
闘
」

の
起
点
と
い
わ
れ
、
様
々
な
春
闘
見
直

196



が
行
管
長
官
で
、
や
が
て
短
期
間
で
す
が
企
画
庁
長
官
に
な
ら

れ
る
。
そ
の
と
き
に
は
所
得
政
策
は
、
い
ろ
い
ろ
理
屈
も
あ
る

だ
ろ
う
け
れ
ど
、
そ
れ
は
日
本
で
は
や
ら
な
い
。
日
本
的
な
所

得
政
策
を
や
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
労
使
の
話
し
合
い
を
非
常

に
積
極
的
に
や
ら
れ
ま
し
た
。
私
も
そ
の
つ
き
合
い
を
し
て
い

ま
し
た
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
毎
朝
、
今
日
は
電
産
、
今
日
億
鉄
鋼

労
連
と
い
う
よ
う
に
、
組
合
の
ヘ
ッ
ド
を
招
い
て
、
ト
ー
ス
ト

を
食
，
べ
な
が
ら
、
「
賃
金
は
こ
の
へ
ん
で
」
と
か
、
「
い
や
そ
れ

で
は
我
慢
で
き
ま
せ
ん
」
と
か
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
話
し
合
っ
て

日
本
的
な
所
得
政
策
を
行
な
っ
た
、
と
い
う
の
が
非
常
に
大
き

な
特
徴
で
は
な
か
っ
た
か
と
、
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
戦
闘
的
な
組
合
の
人
か
ら
見
れ
ば
、
組
合
の
堕
落
だ

と
い
う
言
い
方
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
鉄
鋼
労
連
の
宮

　
　
　
　
　
　
　
算
3
3

田
［
義
二
］
さ
ん
な
ん
か
は
非
常
に
誠
実
な
人
で
す
が
、
ダ

ラ
幹
だ
と
一
部
か
ら
は
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
福
田
さ
ん
と
の

話
し
合
い
で
、
じ
ゃ
あ
こ
れ
で
我
慢
し
ま
し
ょ
う
と
か
、
そ
こ

ま
で
言
う
よ
う
な
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
の
あ
い
だ

は
、
毎
朝
、
相
手
は
違
う
け
れ
ど
食
事
を
し
な
が
ら
そ
う
い
う

話
し
合
い
を
し
て
い
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
相
手
の
話
を
よ
く
聞

き
な
が
ら
、
自
分
の
主
張
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

中
村
　
福
田
大
臣
だ
っ
た
の
は
、
昭
和
四
十
九
（
一
九
七
四
）

年
十
二
月
か
ら
で
す
ね
。
そ
う
し
ま
す
と
、
ち
ょ
う
ど
五
十
年

　
　
静
胆

春
闘
の
と
こ
ろ
で
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

里
雪
　
そ
う
で
す
ね
。

中
村
　
あ
の
年
は
、
物
価
が
上
が
っ
た
か
ら
賃
金
が
ぎ
ゅ
っ
と

締
め
ら
れ
た
後
で
、
し
か
し
物
価
は
ま
だ
上
が
り
続
け
て
い
る

か
ら
、
組
合
は
物
価
が
二
割
上
が
っ
た
ら
少
な
く
と
も
賃
金
も

’
二
割
プ
ラ
ス
α
で
な
け
れ
ば
困
る
と
い
う
話
に
な
る
と
き
で
す

ね
。
だ
か
ら
そ
れ
を
福
田
大
臣
が
組
合
の
ト
ッ
プ
を
呼
ん
で
、

プ
ラ
ス
α
の
「
α
」
を
決
め
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

宮
崎
　
そ
う
で
す
ね
。
」
強
い
組
合
、
弱
い
組
合
が
あ
り
ま
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒
3
5

電
産
は
ま
だ
佐
々
木
良
作
さ
ん
の
影
響
が
強
か
っ
た
。
佐
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
｝
箭

木
さ
ん
は
中
立
的
で
し
た
が
、
槙
枝
［
元
文
］
さ
ん
は
強
硬

で
し
た
ね
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
話
し
合
い
を
す
る
と
い
う
の

は
な
か
な
か
難
し
か
っ
た
ん
で
す
が
、
見
て
い
て
面
白
か
っ
た

で
す
ね
。
い
か
に
も
組
合
代
表
と
、
い
か
に
も
政
府
代
表
と
い

う
感
じ
で
す
か
ら
ね
。

森
そ
の
話
し
合
い
の
席
に
は
、
宮
崎
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
ん
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聾
3
7

宮
崎
　
だ
い
た
い
事
務
方
か
ら
は
私
と
長
瀬
［
要
石
］
さ
ん

と
い
う
秘
書
官
が
つ
い
て
き
ま
し
た
。
こ
っ
ち
は
ト
ー
ス
ト
を

食
べ
る
ど
こ
ろ
で
は
な
く
て
、
記
録
を
と
っ
た
り
議
論
を
聞
い

た
り
し
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
ね
。

中
村
　
一
番
シ
リ
ア
ス
な
と
き
で
す
ね
。
成
長
率
が
ほ
と
ん
ど

ゼ
ロ
な
い
し
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
て
、
物
価
だ
け
二
割
上
が

っ
て
、
そ
の
中
で
の
春
闘
と
い
う
と
き
だ
か
ら
。
そ
の
前
は
成

長
率
も
高
い
し
馬
物
価
も
五
％
ぐ
ら
い
上
が
る
ん
だ
か
ら
、
そ

の
程
度
の
時
だ
っ
た
ら
、
例
え
ば
だ
い
た
い
一
〇
％
以
上
の
賃

上
げ
を
毎
年
や
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
ね
。
し
か
も
経
営
の
ほ
う

は
ま
だ
余
裕
が
あ
っ
て
、
う
ま
く
や
れ
て
い
た
状
態
が
続
い
て

い
た
の
に
、
ポ
ン
と
ゼ
ロ
成
長
に
な
っ
て
物
価
だ
け
上
が
る
と

い
う
状
況
が
一
時
的
に
せ
よ
来
た
と
き
だ
か
ら
、
た
い
へ
ん
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。

宮
崎
　
私
は
羽
織
袴
姿
の
福
田
さ
ん
と
話
を
し
た
こ
と
を
よ
く

思
い
出
す
ん
で
す
が
、
景
気
が
悪
く
な
る
中
で
物
価
、
賃
金
が

上
が
る
と
い
う
こ
と
を
言
わ
れ
ま
し
た
か
ら
、
財
政
を
締
め
た

　
　
骨
路

ん
で
す
。
そ
の
締
め
方
が
猛
烈
で
し
た
。

中
村
　
昭
和
四
十
九
年
で
し
ょ
う
。

し
論
も
噴
出
し
た
。
十
一
月
に
は
、
公

労
協
を
中
と
し
た
百
九
十
一
一
時
間
に

及
ぶ
ス
ト
権
ス
ト
が
実
施
さ
れ
た
が
、

具
体
的
な
成
果
を
あ
げ
ら
れ
な
か
っ

た
。聾

3
5
元
圃
民
社
党
委
員
長
。
大
正
四
（
一

九
一
五
）
年
「
月
八
日
生
ま
れ
。
昭
和

十
四
年
日
本
発
送
電
に
入
社
。
電
産
労

組
の
初
代
書
記
長
、
副
闘
争
委
員
長
。

戦
後
、
電
産
の
支
持
で
参
院
議
員
。
の

ち
衆
院
に
移
り
、
右
派
社
会
党
を
経
て

民
社
党
。
同
五
四
年
民
社
党
第
四
代
委

員
長
。
理
論
的
指
導
者
と
し
て
、
．
野
党

連
合
や
与
野
党
連
合
の
構
想
を
具
体

化
し
た
。

・・

R6

蜷
ｳ
十
（
一
九
一
＝
）
年
三
月
四
日

生
ま
れ
。
陸
軍
中
尉
を
経
て
、
戦
後
中

学
⊥
局
校
教
諭
を
歴
任
。
昭
和
三
七
年
．

よ
り
日
教
組
書
記
長
。
同
四
六
年
公
務
、

員
制
度
審
議
会
中
央
執
行
委
員
長
、
同

五
一
年
よ
り
総
評
議
長
。
ま
た
世
界
教

職
員
団
体
総
連
合
会
長
を
務
め
る
な

ど
、
組
合
側
を
代
表
す
る
人
物
と
し
て

知
ら
れ
る
。

静
3
7
（
な
が
せ
よ
う
せ
き
）
　
昭
和
十

三
（
一
九
三
八
）
年
一
月
二
七
日
生
ま

れ
。
昭
和
三
五
年
農
水
省
入
省
、
四
九

年
経
済
企
画
庁
に
転
ず
る
。
総
合
計
画

局
長
、
調
整
局
長
を
経
て
退
官
。
日
本

輸
出
入
銀
行
、
国
際
協
力
銀
行
の
副
総

裁
を
務
め
た
。

静
認
福
田
蔵
相
は
イ
ン
フ
レ
を
乗
り
切

る
た
め
に
、
総
需
要
抑
制
策
を
採
択

し
た
。
昭
和
四
九
年
度
予
算
編
成
に

あ
た
り
、
予
算
増
額
は
前
年
の
二

〇
％
以
内
、
公
共
事
業
関
係
費
は
前

年
度
以
下
の
規
模
に
据
え
置
き
（
公

共
事
業
関
係
費
の
伸
び
率
は
四
七
年

度
二
九
％
、
四
八
年
度
は
三
一
一
・

二
％
で
あ
っ
た
）
、
地
方
交
付
税
の
大

幅
切
り
下
げ
、
米
価
・
国
鉄
運
賃
値
　
　
9
7

上
げ
の
半
年
繰
り
下
げ
、
な
ど
が
財
　
　
　
－

政
措
置
と
し
て
行
わ
れ
た
。



宮
暗
　
え
え
。
景
気
も
良
く
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
私
は
「
そ
ん

な
に
強
く
締
め
な
く
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と
言
っ
た

ん
で
す
が
、
え
ら
く
怒
ら
れ
ま
し
て
、
猛
烈
に
締
め
た
ん
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　

そ
の
後
、
話
は
飛
び
ま
す
が
、
ボ
ン
の
サ
ミ
ッ
ト
の
時
は
、

日
本
が
機
関
車
に
な
っ
て
国
際
景
気
を
引
っ
張
り
上
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
高
い
成
長
を
要
求
さ
れ
る
。
こ
の

時
は
大
蔵
省
が
猛
烈
に
反
対
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
福
田
さ

ん
は
財
政
を
猛
烈
に
刺
激
型
に
し
た
ん
で
す
。

中
村
　
七
％
成
長
に
す
る
と
か
い
っ
た
と
き
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ゆ

．
宮
暗
　
そ
の
話
は
ま
た
後
に
し
ま
す
が
、
そ
う
い
う
と
き
は

気
前
よ
く
と
い
う
ん
で
す
か
、
あ
と
で
「
ゲ
ッ
プ
が
出
る
ほ
ど

財
政
支
出
で
お
金
を
出
し
た
」
と
い
わ
れ
る
わ
け
で
す
。
で
す

か
ら
福
田
さ
ん
は
拡
大
論
者
み
た
い
に
言
わ
れ
る
ん
で
す
が
、

締
め
る
と
き
に
は
猛
烈
に
締
め
ま
し
た
。
当
時
、
昭
和
四
十
九

年
で
す
か
、
「
福
田
さ
ん
が
歩
い
た
後
は
ペ
ン
ペ
ン
草
も
生
え

な
い
」
と
言
わ
れ
た
ほ
ど
厳
し
い
引
き
締
め
を
や
り
ま
し
た
。
、

私
な
ど
は
福
田
さ
ん
に
つ
い
て
歩
い
て
い
た
も
の
で
す
か
ら
、

い
つ
も
「
貧
乏
神
の
後
ろ
に
つ
い
て
歩
い
て
い
る
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
ぐ
ら
い
引
き
締
め
た
。
経
済
政
策
と
い
う
点
か

ら
言
え
ば
、
私
は
財
政
の
弾
力
的
活
用
を
最
も
巧
み
に
行
な
っ

た
人
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
引
き
締
め
一
方
で
は
な
い
、
緩
め

る
一
方
で
も
な
い
。
そ
の
転
換
が
非
常
に
早
か
っ
た
。
ほ
か
の

人
た
ち
は
政
策
転
換
が
い
つ
も
遅
い
。
締
め
る
の
も
緩
め
る
の

も
遅
く
て
、
犠
牲
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
が
、

福
田
さ
ん
は
違
っ
て
い
た
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。
立
派
な
景

気
対
策
を
実
行
し
た
政
治
家
だ
っ
た
と
尊
敬
し
て
い
ま
す
。

産
業
労
働
懇
話
会
の
発
足

宮
崎
　
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
賃
金
と
関
連
し
て
福
田
さ
ん
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
れ

や
ら
れ
た
こ
と
は
、
産
業
労
働
懇
話
会
と
い
う
労
使
の
懇
談

会
を
活
用
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
労
働
省
に
あ
っ
た
産
労
懇
と
い

う
会
議
を
全
面
的
に
活
用
し
て
日
本
的
話
し
合
い
の
賃
金
・
物

価
政
策
が
行
わ
れ
だ
。
た
ま
た
ま
労
働
大
臣
が
長
谷
川
峻
さ
鰯

と
い
う
福
田
派
の
人
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
タ
カ
派
で
、
労

働
組
合
と
対
立
す
る
よ
う
な
考
え
方
の
人
だ
っ
た
ん
で
す
が
、

こ
う
い
う
時
期
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
・
両
方
の
意
見
を
聞
く

よ
う
な
姿
勢
を
と
ら
れ
ま
し
た
。
産
労
懇
の
初
代
の
議
長
が
中

　
　
　
　
　
や
も

山
伊
知
郎
さ
ん
で
、
中
山
さ
ん
は
中
労
委
の
委
員
長
も
さ
れ

て
い
て
、
議
長
と
し
て
最
も
適
格
な
方
で
は
な
か
っ
た
か
と
思

い
ま
す
。

中
村
　
ま
だ
中
山
先
生
は
お
元
気
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

宮
崎
　
そ
う
で
す
ね
。
［
中
山
］
先
生
は
あ
あ
い
う
方
で
す
か

ら
、
組
合
の
人
も
経
営
者
の
人
に
も
役
人
に
も
ど
ん
ど
ん
文
句

を
つ
け
る
わ
け
で
す
。
「
そ
ん
な
こ
と
言
っ
て
い
た
ら
駄
目
だ
」

と
か
、
「
も
っ
と
こ
こ
は
勉
強
し
な
さ
い
」
と
い
っ
で
、
非
常

に
厳
し
か
っ
た
で
す
ね
。
．
そ
れ
も
日
本
的
所
得
政
策
の
一
つ
だ

っ
た
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
ね
。
ま
あ
、
悪
く
い
え
ば
、
古
い

組
合
側
の
人
か
ら
言
わ
せ
れ
ば
、
馴
れ
合
い
に
な
っ
た
、
こ
こ

か
ら
組
合
の
堕
落
が
始
ま
っ
た
と
い
う
言
い
方
を
す
る
人
も
あ

り
ま
す
し
、
形
の
上
で
は
そ
う
な
っ
た
点
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
こ
か
ら
先
、
派
手
な
ス
ト
な
ん
か
あ
ま
り
な
い
で
し

ょ
・
つ
。

中
村
　
そ
う
で
す
ね
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
ま
で
毎
年
ス
ト
ラ
イ

キ
で
、
私
鉄
が
止
ま
る
と
か
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

だ
い
た
い
こ
の
頃
で
す
ね
。

・
公
共
料
金
上
昇
問
題

宮
崎
　
そ
れ
は
も
う
一
つ
、
物
価
問
題
で
賃
金
と
と
も
に
問
題

蕊
昭
和
五
三
（
一
九
七
八
）
年
七
月

十
六
日
、
十
七
日
に
か
け
て
西
独
ボ

ン
で
開
催
さ
れ
た
、
第
四
回
サ
ミ
ッ
・

ト
（
先
進
国
首
脳
会
議
）
の
こ
と
。

日
本
か
ら
は
福
田
赴
夫
首
相
が
参
加

し
、
米
国
カ
ー
タ
ー
大
統
領
、
英
国

キ
ャ
ラ
バ
ン
首
相
、
仏
ジ
ス
カ
ー
ル

デ
ス
タ
ン
大
統
領
、
西
独
シ
ュ
ミ
ッ

ト
首
相
、
伊
ア
ン
ド
レ
ッ
テ
ィ
首
相
、

カ
ナ
ダ
・
ド
ル
ド
ー
首
相
、
及
び
ジ

ェ
ン
キ
ン
ズ
欧
州
委
員
会
委
員
長
に

よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

静
4
0
こ
の
章
、
註
五
四
、
註
七
六
な
ど

の
参
照
。
・

聾
4
1
労
働
大
臣
の
私
的
諮
問
機
関
と
し

て
、
政
府
・
労
・
使
・
学
識
経
験
者

の
四
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
協
議

機
関
で
あ
り
、
昭
和
四
五
（
一
九
七

〇
）
年
一
月
一
〇
日
に
初
会
合
を
行

っ
た
。
現
在
も
続
い
て
い
る
。
現
会

長
は
宮
崎
氏
。

鈴
4
2
明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
四
月

一
日
生
ま
れ
。
九
州
日
報
社
編
集
局

長
を
経
て
、
戦
後
は
緒
方
国
務
相
秘

書
。
昭
和
二
八
年
よ
り
衆
院
議
員
。

第
二
次
田
中
改
造
内
閣
の
労
相
、
三

木
内
閣
の
労
相
、
中
曽
根
内
閣
の
運

輸
相
を
経
て
、
六
三
年
竹
下
改
造
内

閣
の
法
相
。
し
か
し
リ
ク
ル
ー
ト
社

か
ら
の
献
金
疑
惑
に
よ
り
僅
か
四
日

で
辞
任
し
た
。

齢
4
3
第
【
回
の
章
、
註
五
五
参
照
。
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に
な
る
の
は
公
共
料
金
な
ん
で
す
。
つ
ま
り
消
費
者
物
価
が
上

・
が
っ
て
、
賃
金
が
上
が
る
と
い
う
の
は
、
サ
ー
ビ
ス
価
格
に
も

ろ
に
ひ
び
い
て
く
る
わ
け
で
す
ね
。
サ
ー
ビ
ス
の
中
味
は
だ
い

た
い
労
賃
で
す
か
ら
、
賃
金
が
上
が
る
と
い
う
の
は
サ
ー
ビ
ス

価
格
も
上
が
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
端
的
に
現
れ
る
の
が
公
共

料
金
。
鉄
道
料
金
、
電
気
料
金
、
細
か
い
と
こ
ろ
で
は
授
業
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
お

と
か
、
一
斉
に
上
が
っ
て
い
く
わ
け
で
す
ね
。
こ
れ
を
ど
う
」

す
る
か
ど
い
う
の
が
ま
た
大
変
な
問
題
で
、
こ
の
前
も
ち
ょ
っ

と
申
し
上
げ
た
ん
で
す
が
、
企
画
庁
に
物
価
局
を
つ
く
る
と
い
’

う
と
き
に
、
多
く
の
省
は
自
分
た
ち
の
権
限
が
少
な
く
な
る
も

の
で
す
か
ら
、
そ
ん
な
局
を
作
ら
な
く
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か

と
い
う
声
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
公
取
と
か
大
蔵
省
は
物
価
局

　
　
　
　
サ
ゆ

を
作
る
こ
と
に
非
常
に
賛
成
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
公
取
は
公

取
で
わ
か
る
ん
で
す
が
、
大
蔵
省
は
公
共
料
金
が
上
が
る
と
政

府
が
資
金
援
助
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る

の
で
、
そ
れ
を
少
な
く
し
た
い
、
だ
か
ら
公
共
料
金
を
抑
え
た

い
と
い
う
こ
と
で
、
物
価
局
と
大
蔵
省
の
あ
い
だ
は
非
常
に
う

ま
く
い
き
ま
し
た
。

　
石
油
シ
ョ
ッ
ク
で
物
価
が
上
が
っ
て
賃
金
が
上
が
る
、
そ
し

て
賃
金
が
硬
直
的
に
な
っ
た
。
私
は
所
得
倍
増
計
画
の
時
に
、

物
価
は
あ
る
程
度
上
が
っ
て
も
い
い
と
言
っ
て
い
た
ん
で
す

が
、
あ
と
か
ら
考
え
る
と
、
少
し
物
価
問
題
に
対
し
て
甘
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
の
は
、
物
価
を
形
成
す
る
中

で
非
常
に
大
き
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
賃
金
、
公
共
料
金
が
硬

直
的
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
普
通
の
自
由
商
品
は
上
が
っ

た
り
下
が
っ
た
り
し
ま
す
が
、
賃
金
は
下
が
ら
な
い
、
景
気
が

悪
く
な
っ
て
も
下
が
ら
な
い
。
公
共
料
金
も
景
気
が
悪
く
な
っ

て
も
下
が
ら
な
い
。
こ
れ
は
高
度
成
長
の
惰
性
で
来
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
点
は
反
省
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
、
賃
金
は
本
来
生
計
の

た
め
の
も
の
で
す
か
ら
、
単
に
下
が
っ
た
ら
い
い
と
い
う
も
の

で
は
な
い
と
い
う
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
が
。

産
業
構
造
の
転
換
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

宮
崎
　
そ
れ
か
ら
石
油
シ
ョ
ッ
ク
が
う
ま
く
処
理
で
き
た
と
い

う
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
そ
う
い
う
所
得
政
策
や
産
労
懇
の
問

題
だ
け
で
は
な
く
て
、
産
業
構
造
の
転
換
が
わ
り
に
う
ま
く
行

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
特
に
典
型
的
な
の
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

構
造
が
変
わ
っ
た
と
い
う
か
、
石
油
依
存
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、

石
油
の
消
費
が
劇
的
に
節
約
さ
れ
ま
し
た
。
原
単
位
と
い
う
の

が
あ
り
ま
す
が
、
例
え
ば
G
N
P
を
一
単
位
上
げ
る
た
め
に
、

石
油
の
消
費
が
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
、
こ
う
い
う
原
油
単
位
が

大
き
く
下
が
り
ま
し
て
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
時
の
原
単
位
を
一

と
し
ま
す
と
、
三
年
経
っ
て
か
ら
こ
の
原
単
位
は
○
・
七
ぐ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒
4
7

い
ま
で
下
が
っ
た
。
さ
ら
に
数
年
経
つ
と
も
う
少
し
下
が
っ
た
。

つ
ま
り
同
じ
所
得
を
上
げ
る
の
に
、
石
油
の
消
費
が
半
分
で
済

む
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
直
後
に
は
経
常
収
支
が
赤
字

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
輸
入
の
中
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ウ
ェ
イ

ト
が
非
常
に
高
い
。
さ
っ
き
七
割
程
度
と
申
し
上
げ
た
の
は
、

原
材
料
全
体
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
工
業
原
材
料
を
含
め
て
七

　
　
　
サ
れ

五
％
で
す
。
で
す
か
ら
石
油
シ
ョ
ッ
ク
で
石
油
の
虐
殺
が
上

が
る
と
、
輸
入
の
石
炭
、
輸
入
の
原
材
料
の
価
格
も
引
っ
張
ら

れ
て
上
が
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
輸
入
が
非
常
に
増
え
て
貿
易
収

支
が
赤
字
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
で
は
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
石
油
消
費
が
猛
烈
に
行
な
わ
れ
て
、
政
府

が
音
頭
を
と
っ
て
消
費
を
切
り
詰
め
ま
し
ょ
う
と
も
言
っ
た
ん

で
す
が
、
私
は
理
論
的
に
言
え
ば
、
自
由
経
済
の
価
格
効
果
が

儲
4
4
昭
和
五
二
（
「
九
七
七
）
年
一
月
、

私
鉄
総
連
は
、
春
闘
に
於
け
る
“
事

後
対
処
方
針
”
を
確
認
し
、
自
主
交

渉
、
自
主
解
決
を
基
本
と
し
、
経
営

側
の
回
答
が
不
満
で
あ
れ
ば
そ
れ
か

ら
ス
ト
権
投
票
を
実
施
し
て
ス
ト
ラ

イ
キ
を
闘
う
と
い
う
方
式
に
転
換
し

た
。骨

4
5
図
三
参
照
。

務
経
済
企
画
庁
内
に
物
価
局
が
設
立

さ
れ
た
の
は
、
昭
和
四
八
（
一
九
七

三
）
年
七
月
一
日
の
こ
と
。
物
価
局

設
立
の
経
緯
に
つ
い
て
は
第
六
回
の

章
を
参
照
。

骨
4
7
表
二
参
照
。

幹
4
8
第
一
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
が
発
生
し

た
、
昭
和
四
八
年
度
の
国
際
収
支
に

お
け
る
輸
入
総
額
は
四
百
四
十
九
億
、

ド
ル
で
あ
っ
た
。
こ
の
内
湊
工
業
用

原
材
料
（
原
油
含
む
）
は
三
百
四
十

四
億
ド
ル
を
占
め
、
輸
入
総
額
の
七

六
％
に
達
し
て
い
た
。
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働
い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
バ
レ
ル
当
た
り
ニ
ド
ル
の

石
油
な
ら
使
え
る
け
れ
ど
、
四
ド
ル
、
ハ
ド
ル
、
一
六
ド
ル
と

な
っ
て
く
る
と
も
う
使
え
な
い
。
使
っ
て
も
使
い
方
を
合
理
化

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
猛
烈
な
節
約
を
し
た

ん
で
す
ね
。
石
油
の
節
約
と
い
う
の
は
企
業
ご
と
に
や
る
、
あ

る
い
は
事
業
所
ご
と
に
や
る
。
そ
れ
か
ら
会
社
で
見
る
と
、
い

ろ
い
ろ
な
品
種
を
つ
く
っ
て
い
る
会
社
な
ら
、
な
る
べ
く
石
油

を
消
費
し
な
い
商
品
に
シ
フ
ト
し
て
い
、
く
と
い
う
変
化
を
行
な

・
つ
。　

同
時
に
、
経
済
全
体
で
言
え
ば
、
石
油
消
費
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
の
少
な
い
産
業
を
伸
ば
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ

が
端
的
に
現
れ
た
の
が
輸
出
の
面
で
す
。
国
際
収
支
が
悪
く
な

っ
た
か
ら
、
輸
出
も
伸
ば
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
し
か
し
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
そ
う
い
う
商
品
を
つ
く
っ
て
い
て
は
七
よ

う
が
な
い
の
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
わ
な
い
よ
う
な
輸
出
商
品

を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
鉄
鋼
を
つ
く
っ
て

い
た
時
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
い
た
ん
で
す
．
が
、
そ
う
で
は

な
く
、
て
機
械
を
つ
く
る
、
家
庭
電
気
製
品
を
つ
く
る
、
自
動
車

を
つ
く
る
、
そ
う
い
う
も
の
を
つ
く
っ
て
、
そ
れ
を
輸
出
す
る
。

で
す
か
ら
石
油
シ
ョ
ッ
ク
が
あ
っ
て
し
ば
ら
く
経
つ
と
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
商
品
が
ど
ん
ど
ん
輸
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
く
る
。

　
一
方
で
輸
入
が
劇
的
に
少
な
く
な
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で

す
か
ら
、
た
ち
ま
ち
国
際
収
支
は
赤
字
か
ら
黒
字
に
転
換
し
て

き
て
、
今
度
は
黒
字
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
と
い
う
時
代
が
や
、

っ
て
く
る
わ
け
で
す
ね
。
一
九
七
七
年
か
ら
経
常
収
支
の
黒
字

が
大
き
く
な
っ
て
、
七
八
年
の
第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
後
、

ち
ょ
っ
と
黒
字
が
小
さ
く
な
り
ま
す
が
、
あ
と
は
ず
っ
と
大
き

く
な
っ
て
、
一
九
八
○
年
代
に
貿
易
摩
擦
に
な
る
わ
け
で
す
。

日
本
の
貿
易
収
支
が
非
常
に
大
き
な
黒
字
を
示
す
、
こ
れ
が
国

際
的
な
調
和
を
乱
す
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
に
と
っ
て
の
八
○

年
代
の
国
際
経
済
の
問
題
は
も
っ
ぱ
ら
黒
字
問
題
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
こ
の
問
題
は
次
回
に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
ま
す
。

七
〇
年
代
は
石
油
節
約
が
引
き
金
に
な
っ
て
、
工
業
生
産
も
回

復
し
て
き
ま
す
し
、
国
際
収
支
も
改
善
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が

非
常
に
大
き
な
特
徴
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
際
に
も
う
一
つ
付
け
加
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
、
石
油
の
節
約
は
、
も
ち
ろ
ん
政
府
も
や
っ
て
欲
し
い
と

業
界
に
呼
び
か
け
ま
し
た
が
、
実
際
に
や
る
の
は
企
業
で
、
企

業
が
努
力
す
る
わ
け
で
す
。
企
業
が
努
力
し
た
の
は
技
術
革
新

を
ど
ん
ど
ん
進
め
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ
で
高
度
成
長
以
来

の
技
術
革
新
が
さ
ら
に
進
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ま
た
福
田
さ
ん
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
福
田
さ
ん
は
、
「
石

油
な
ん
か
に
頼
る
な
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
自
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ゆ

は
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
直
後
に
下
村
さ
ん
が
言
っ
て
い
る
わ
け

で
、
下
村
さ
ん
は
も
う
日
本
経
済
は
石
油
に
頼
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
だ
か
ら
当
分
の
あ
い
だ
賃
金
は
ゼ
ロ
成
長
、
財
政
も
出

せ
な
い
、
経
済
成
長
も
ゼ
ロ
成
長
、
十
年
間
ぐ
ら
い
ゼ
ロ
成
長

を
我
慢
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
言
っ
て
い
た
。
下
村
さ
ん
は

そ
う
い
う
ふ
う
に
言
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
は
あ
ど
で
事

実
に
反
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
福
田
さ
ん
は
も
う
資
源
に
頼

っ
て
は
い
け
な
い
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
頼
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
「
資
源
有
限
論
」
を
言
い
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は

そ
の
本
［
『
普
遍
的
な
倫
理
基
準
の
探
求
』
］
に
も
出
て
い
ま
す

が
、
資
源
有
限
論
で
、
資
源
は
た
だ
で
は
使
え
な
い
、
節
約
し

よ
う
と
い
う
こ
と
を
さ
か
ん
に
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
非
常

に
い
い
P
R
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
が
、
、
私
は
「
総
理
、
資
源

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ロ

有
限
論
も
い
い
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
マ
ル
サ
ス
的
で
す
・

鈴
4
9
下
村
治
氏
は
第
一
次
石
油
シ
ョ
ッ

ク
の
直
後
、
昭
和
四
九
年
に
「
日
本

経
済
の
中
期
展
望
－
石
油
と
超
イ
ン

フ
レ
を
克
服
で
き
る
か
一
」
『
エ
コ
ノ

ミ
ス
ト
」
（
第
五
二
巻
十
二
号
、
昭
和

四
九
年
三
月
）
を
発
表
し
、
日
本
の

ゼ
ロ
成
長
・
賃
上
げ
ゼ
ロ
％
を
提
一
一
一
一
口

し
て
い
た
。

→｝

T0

}
ル
サ
ス
（
ζ
型
込
⊆
も
。
唱
ゴ
」
o
ヨ
餌
ω

刀
O
璽
）
は
イ
ギ
リ
ス
の
人
口
学
者
・

経
済
学
者
。
マ
ル
サ
．
ス
は
、
有
限
の

食
料
・
資
源
が
進
化
に
お
け
る
主
た

る
淘
汰
圧
と
考
え
、
そ
の
著
書
『
人

口
論
　
第
一
版
』
（
一
七
九
八
年
）
に

お
い
て
、
「
人
目
の
自
然
的
増
加
が
幾

何
級
数
的
で
あ
る
の
に
対
し
、
生
活

資
料
は
算
術
数
的
に
し
か
増
加
し
な

い
」
と
主
張
し
た
。
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よ
」
と
言
っ
た
。
「
な
ん
で
だ
」
と
言
わ
れ
る
か
ら
、
「
技
術
革

新
を
や
っ
て
、
そ
の
節
約
を
す
み
ほ
う
が
、
口
頭
で
呼
び
か
け

て
節
約
す
る
よ
り
ず
っ
と
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
「
な
ん

て
言
え
ば
い
い
ん
だ
」
「
資
源
有
限
だ
け
れ
ど
、
人
知
無
限
だ

と
」
「
そ
れ
は
い
い
」
と
言
わ
れ
て
、
し
ば
ら
く
、
「
資
源
有
限

だ
か
ら
大
事
に
使
お
う
、
大
事
に
使
う
た
め
に
は
人
知
無
限
の

知
恵
を
働
か
せ
ろ
」
と
言
わ
れ
た
ん
で
す
が
、
そ
の
う
ち
「
入

知
無
限
」
が
消
え
ち
ゃ
っ
て
、
相
変
わ
ら
ず
資
源
は
有
限
、
資

源
を
大
切
に
、
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　
環
境
問
題
も
ひ
ど
く
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
こ
の
点

か
ら
も
資
源
有
限
だ
か
ら
大
事
に
使
お
う
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
問
題
に
関
し
て

は
、
そ
の
あ
た
り
が
、
私
の
記
憶
で
は
鮮
明
で
す
ね
。
「
狂
乱

　
　
む
　

物
価
」
と
表
現
さ
れ
た
の
も
福
田
さ
ん
で
し
た
し
、
「
昭
和
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軸
5
2

禄
に
浸
っ
て
い
て
は
い
け
な
い
」
と
言
わ
れ
た
の
も
福
田
さ

ん
で
す
。
文
化
人
か
ら
見
る
と
異
論
の
あ
る
言
葉
だ
と
思
う
ん

で
す
け
れ
ど
ね
。
そ
し
て
断
固
と
し
て
、
「
全
治
三
年
間
で
こ

の
ト
リ
レ
ン
マ
を
克
服
す
る
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
で
新
し
い
福

田
語
録
を
加
え
て
い
ま
す
。

中
村
　
「
全
治
三
年
」
と
い
う
の
は
大
変
印
象
的
で
し
た
ね
。

鷲
掴
　
だ
か
ら
、
ま
た
話
は
飛
び
ま
す
が
、
小
泉
さ
ん
の
改
革

は
い
い
ん
で
す
が
、
何
年
で
何
を
や
る
と
い
う
こ
と
を
き
ち
ん

と
し
て
も
ら
わ
な
い
と
、
改
・
革
、
改
革
と
言
っ
て
も
国
民
に
は

何
を
何
時
ま
で
に
や
っ
て
も
ら
え
る
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
。

福
田
さ
ん
の
時
に
は
「
全
治
三
年
」
と
い
っ
て
、
そ
れ
ま
で
は

財
政
を
活
用
す
る
、
そ
の
あ
と
は
締
め
る
と
い
う
格
好
で
す
か

ら
、
は
っ
き
り
し
て
い
た
わ
け
で
す
ね
。

森
　
全
治
三
年
と
い
わ
れ
て
、
「
そ
れ
は
長
い
」
と
い
う
感
じ

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。
い
ま
の
小
泉
改
革
に
対
す
る
よ
う

に
、
今
す
ぐ
に
景
気
を
回
復
す
る
と
い
う
の
は
当
時
は
な
か
っ

た
ん
で
す
か
。

宮
暗
　
勝
負
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
で
す
ね
。
私
は
、
だ
い
た
い

う
ま
く
行
っ
て
い
た
と
思
う
ん
で
す
。
物
価
も
わ
り
あ
い
下
が

っ
て
き
．
て
、
輸
出
も
伸
び
て
く
る
、
貿
易
収
支
は
改
善
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
か
ら
。
た
だ
、
第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
あ

り
ま
し
た
か
ら
、
そ
こ
で
若
干
帳
消
し
に
な
る
の
で
採
点
が
わ

か
ら
な
く
な
る
ん
で
す
ね
。

中
村
　
で
も
だ
い
た
い
三
年
で
片
づ
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
話
は
別
だ
け
れ
ど
、
そ
の
直

．
前
ま
で
は
非
常
に
調
子
よ
く
い
っ
て
い
た
。
昭
和
四
十
八
年
が

第
一
次
シ
ョ
ッ
ク
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
三
年
と
す
れ
ば
昭
和
五

十
二
年
で
し
ょ
う
。
五
十
二
年
頃
に
は
ず
い
ぶ
ん
よ
く
な
っ
て

い
た
。
も
っ
と
も
五
十
二
年
は
ア
メ
リ
カ
に
締
め
ら
れ
て
、
円

が
非
常
に
高
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
問
題
だ
っ
た

け
れ
ど
、
ア
メ
リ
カ
は
意
図
的
に
円
高
誘
導
を
や
っ
た
わ
け
で

す
か
ら
ね
。

円
高
と
近
隣
窮
乏
化
議
論

藤
井
　
円
高
と
同
時
に
、
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
．
内
需
拡
大
と
い
う

よ
う
な
要
求
は
な
か
っ
た
ん
で
す
か
。

宮
暗
　
内
需
の
拡
大
の
問
題
は
あ
る
ん
で
す
。
そ
れ
は
サ
ミ
ッ

ト
の
と
こ
ろ
で
お
話
し
し
ょ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
が
、
不
景
気

を
克
服
す
る
た
め
に
、
最
初
は
イ
ン
フ
レ
に
な
っ
て
い
る
か
ら

引
き
締
め
た
ん
で
す
ね
。
イ
ン
フ
レ
が
あ
る
程
度
収
ま
っ
た
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
5
3

バ
ッ
と
緩
め
た
わ
け
で
す
。
そ
の
と
き
に
拡
大
政
策
を
と
っ

た
た
め
に
、
財
政
が
短
期
的
に
悪
化
し
た
。
そ
の
こ
と
を
大
蔵

省
の
人
た
ち
は
い
ま
も
っ
て
言
う
わ
け
で
す
ね
。
「
福
田
さ
ん

が
あ
ん
な
政
策
を
と
る
か
ら
だ
、
福
田
に
知
恵
を
つ
け
た
の
は

噸ひ

T1

c
中
内
閣
の
蔵
相
で
あ
っ
た
福
田

赴
夫
が
、
昭
和
四
九
（
【
九
七
四
）

，
年
一
月
＝
一
日
の
記
者
会
見
に
お
い

て
「
物
価
は
狂
乱
に
近
い
」
と
述
べ

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
表
現
は
流

布
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

骨
5
2
昭
和
四
三
（
一
九
六
八
）
年
に
な

る
と
、
い
ざ
な
ぎ
景
気
の
も
た
ら
し

た
使
い
捨
て
消
費
が
広
ま
り
、
レ
ジ

ャ
ー
も
盛
ん
と
な
っ
た
。
こ
の
社
会

様
相
を
江
戸
文
化
の
欄
熟
期
で
あ
る

元
禄
時
代
と
重
ね
て
警
告
を
表
．
し
た

言
葉
。
一
兀
々
は
そ
の
四
年
前
に
福
田

氏
が
池
田
総
裁
三
選
を
牽
制
し
、
「
寛

容
と
忍
耐
の
政
治
姿
勢
は
、
そ
の
日

暮
ら
し
の
無
気
力
、
無
責
任
を
充
満
・

さ
せ
、
元
禄
調
の
世
相
が
支
配
し
て

い
る
」
と
述
べ
た
こ
と
が
起
源
。

骨
5
3
不
況
の
深
刻
化
打
開
0
た
め
、
昭

和
五
十
年
度
は
財
政
拡
張
基
調
に
転

換
さ
れ
た
。
不
況
対
策
と
し
て
公
共

投
資
の
拡
大
を
中
心
に
行
わ
れ
た
が
、

不
況
が
継
続
し
て
い
る
た
め
税
収
が

伸
び
な
い
た
め
、
そ
の
財
源
は
赤
字

国
債
で
埋
め
合
わ
せ
る
以
外
な
か
っ

た
。
こ
れ
以
降
、
赤
字
国
債
は
毎
年

増
発
さ
れ
て
い
ぐ
こ
と
と
な
る
。
　
．
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お
前
だ
」
と
言
わ
れ
て
、
い
ま
で
も
私
は
恨
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
●
ひ
5
4

　
ボ
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
の
時
も
七
％
成
長
で
行
こ
う
と
福
田
さ

ん
が
言
わ
れ
た
と
き
に
も
、
「
結
構
で
す
」
、
と
私
は
言
い
ま
し

た
か
ら
、
大
蔵
省
は
、
お
前
が
余
計
な
こ
と
を
言
っ
た
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
お

わ
け
で
す
。
長
岡
［
實
］
氏
な
ん
か
は
友
達
で
す
か
ら
、
「
勇

ち
ゃ
ん
は
わ
る
い
や
つ
だ
」
と
言
っ
て
い
た
し
、
あ
と
で
国
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聾
5
6

金
融
を
や
っ
て
い
た
友
人
の
加
藤
［
隆
司
］
さ
ん
一
「
ナ
ポ

レ
オ
ン
」
と
か
、
「
鬼
主
計
官
」
と
言
わ
れ
て
い
た
怖
い
人
1

に
も
「
宮
嫡
さ
ん
は
悪
い
ね
。
あ
な
た
は
赤
字
の
元
凶
で
す
よ
」

と
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
言
わ
れ
て
い
た
。
経
済
学
者
の
中
に
は
、
そ

う
で
は
な
く
て
、
「
あ
の
と
き
も
し
財
政
が
出
て
い
な
か
っ
た

ら
ど
う
な
っ
て
い
た
か
、
も
っ
と
ひ
ど
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
言
っ
て
く
れ
る
人
「
が
い
ま
す
し
、
ア
メ
リ

カ
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
福
田
さ
ん
が
日
本
経
済
と
世
界
経
済
を

救
っ
た
、
と
評
価
し
た
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
の
勝
負
は
わ
か
ら
な

い
で
す
ね
。

中
村
　
た
だ
、
大
蔵
省
は
あ
の
と
き
に
ず
い
ぶ
ん
困
っ
た
こ
と

は
事
実
で
し
ょ
う
ね
。
景
気
が
悪
く
な
っ
て
、
税
収
入
が
入
っ

て
こ
な
い
の
に
、
支
出
だ
け
膨
ら
ま
す
話
に
な
、
つ
た
か
ら
。

陰
暗
長
岡
氏
な
ど
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
私
の
と
こ
ろ
や
、
福
田

さ
ん
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
、
財
政
が
赤
字
だ
、
赤
字
が
大
変
だ

と
そ
れ
ば
か
り
言
っ
て
い
た
。
「
勇
ち
ゃ
ん
、
な
ん
と
か
言
っ

て
よ
」
と
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
評
価
は
わ

か
り
ま
せ
ん
ね
。
私
は
正
し
か
っ
た
と
思
う
ん
で
す
が
、
［
中

村
］
先
生
は
ど
う
思
っ
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

中
村
　
私
は
あ
の
と
き
は
よ
く
や
っ
た
方
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
、
民
間
が
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
節
約
を
初
め
と
し
て
い
ろ
い
ろ
や
っ
た
の
で
、
輸
出
が
思
っ

た
よ
り
も
余
計
伸
び
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

宮
居
　
そ
の
次
の
局
面
が
、
ま
さ
に
お
．
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
輸

入
が
抑
え
ら
れ
る
、
輸
出
が
伸
び
る
、
貿
易
黒
字
が
増
え
る
、

と
い
う
こ
と
で
、
外
国
か
ら
圧
力
が
か
か
っ
て
、
そ
の
た
め
に

輸
出
依
存
は
駄
目
だ
、
内
需
を
伸
ば
し
て
輸
入
を
増
や
せ
、
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
の
と
き
に
、
財
政

も
一
緒
に
応
え
れ
ば
よ
か
っ
た
ん
で
す
が
、
大
蔵
は
懲
り
懲
り

し
て
い
ま
す
か
ら
、
財
政
を
出
動
は
さ
せ
な
い
、
金
融
で
や
れ

と
い
う
こ
と
で
、
金
融
を
猛
烈
に
緩
め
た
・
そ
の
た
め
に
、
私

は
バ
ブ
ル
が
発
生
し
た
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
ね
。
こ

れ
も
ま
た
い
ろ
い
ろ
議
論
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

中
村
　
ア
メ
リ
カ
か
ら
見
る
と
、
だ
か
ら
日
本
と
い
う
の
は
と

ん
で
も
な
い
国
で
、
黒
字
を
み
ん
な
日
本
が
持
っ
て
い
く
、
と

い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
れ
た
と
き
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
骨
5
7

宮
崎
　
　
「
近
隣
窮
乏
化
」
と
い
う
ん
で
す
ね
。
黒
字
を
独
り

占
め
に
す
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
は
国
内
で
も
、
黒
字
は
そ
ん
な

悪
い
こ
と
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
言
う
人
が
い
ま
し
た
。
輸
入

制
限
を
し
て
い
る
わ
け
で
な
く
て
、
わ
れ
わ
れ
が
合
理
化
を
し

て
石
油
を
使
わ
な
い
よ
う
に
し
、
こ
れ
は
努
力
の
結
果
輸
入
が

少
な
く
な
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
非
難
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ

う
。
輸
出
も
輸
出
奨
励
金
を
も
ら
っ
て
や
っ
て
い
る
の
で
は
な

　
●
ひ
5
8

く
て
、
み
ん
な
新
し
い
家
電
製
品
、
自
動
車
を
作
る
と
い
う

民
間
の
力
で
輸
出
が
伸
び
て
い
る
、
黒
字
を
持
っ
て
な
ぜ
悪
い

ん
だ
、
と
ず
い
ぶ
ん
わ
れ
わ
れ
も
言
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
日

本
の
黒
字
と
い
う
の
は
相
手
か
ら
見
れ
ば
赤
字
で
す
か
ら
。
例

え
ば
ア
メ
リ
カ
か
ら
見
れ
ば
、
日
本
が
商
品
を
買
っ
て
く
れ
な

い
か
ら
自
分
た
ち
の
失
業
者
が
増
え
る
。
他
方
自
分
た
ち
の
と

こ
ろ
に
ど
ん
ど
ん
日
本
か
ら
商
品
を
持
ち
込
む
か
ら
、
職
場
が

も
た
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
近
隣
窮
乏
化
と
い
う
議
論
が

強
ま
っ
た
。
こ
れ
は
一
般
の
人
に
は
な
か
な
か
わ
か
り
に
く
か

静
5
4
ボ
ン
で
の
第
四
回
先
進
国
首
脳
会

議
は
、
昭
和
五
三
（
「
九
七
八
）
年

七
月
十
六
、
十
七
日
に
か
け
て
行
わ

れ
た
。
註
七
六
も
参
照
。

静
5
5
第
二
回
の
章
、
註
二
七
参
照
。
－

聾
5
6
加
藤
氏
は
昭
和
五
四
（
一
九
七
九
）

年
七
月
か
ら
五
七
年
六
月
ま
で
、
大

蔵
省
国
際
金
融
局
長
を
務
め
た
。
大

、
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
四
月
十
七

日
生
ま
れ
。
昭
和
二
六
年
大
蔵
省
入

省
、
理
財
局
長
を
経
て
、
山
一
証
券

経
済
研
究
所
理
事
長
を
務
め
た
。

静
5
7
曇
ヨ
＜
－
溶
誓
9
「
で
q
δ
《
の
邦

訳
。
一
九
三
〇
年
代
に
世
界
恐
慌
後

の
国
内
経
済
安
定
を
目
的
に
、
欧
米

各
国
が
自
国
の
相
対
的
国
際
競
争
力

向
上
と
雇
用
確
保
を
図
り
、
主
に
平

価
切
り
下
げ
競
争
を
繰
り
広
げ
た
こ

と
か
ら
派
生
し
た
用
語
。
平
価
切
下

げ
に
加
え
、
報
復
関
税
や
輸
出
奨
励

金
な
ど
に
よ
る
自
国
本
位
の
輸
出
拡

大
政
策
を
行
い
他
国
に
失
業
な
ど
の

負
担
を
転
嫁
さ
せ
る
政
策
を
い
う
。
．

近
隣
窮
乏
政
策
の
応
酬
に
よ
り
相
互

の
貿
易
が
縮
小
し
、
地
域
的
に
経
済

不
況
が
深
刻
化
す
る
危
険
が
大
き
い

と
さ
れ
る
。

鈴
5
8
日
本
で
は
、
戦
前
に
は
輸
出
奨
励

金
（
一
九
二
〇
年
～
）
に
よ
る
輸
出

促
進
を
行
っ
た
が
、
戦
後
は
優
遇
金

融
，
優
遇
税
制
に
よ
る
輸
出
振
興
政

策
に
転
換
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
六

一
年
に
は
輸
出
振
興
税
制
が
廃
止
さ
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つ
た
で
す
ね
。

中
村
　
僕
は
そ
の
頃
ア
メ
リ
カ
に
三
年
差
き
ぐ
ら
い
に
行
っ
て

い
ま
し
た
か
ね
。
そ
う
す
る
と
、
い
ま
で
も
は
っ
き
り
覚
え
て

い
る
の
は
、
一
九
七
二
年
な
ん
て
い
う
年
に
は
、
日
本
の
車
は

ア
メ
リ
カ
に
一
つ
も
な
い
ん
で
す
。
そ
れ
が
七
七
年
ぐ
ら
い
に

行
っ
た
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
町
中
、
日
本
の
車
、
ホ
ン
ダ
と
か
ト

ヨ
タ
が
あ
ふ
れ
て
い
る
ん
で
す
。
と
い
う
ほ
ど
、
ア
メ
リ
カ
一

つ
で
も
車
が
全
く
な
か
っ
た
の
が
、
日
本
車
が
大
流
行
に
な
る

わ
け
で
し
ょ
う
。
と
い
う
こ
と
は
、
ア
メ
．
リ
カ
の
自
動
車
が
悪

い
と
い
う
こ
と
で
、
買
い
手
が
つ
か
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た

ん
で
す
。
そ
う
い
う
時
代
だ
っ
た
こ
と
に
は
違
い
な
い
け
れ
ど
、

そ
れ
ほ
ど
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
だ
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
例
え
ば

デ
ト
ロ
イ
ト
が
怒
る
の
は
当
た
り
前
だ
と
い
う
こ
と
は
感
じ
ま

し
た
ね
。
デ
ト
ロ
イ
ト
と
い
う
町
に
そ
の
時
分
、
行
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

宮
暗
　
一
番
ひ
ど
い
と
き
で
す
ね
。
そ
の
と
き
は
自
動
車
は
ア

メ
リ
カ
の
シ
ン
ボ
ル
で
し
た
か
ら
ね
。

中
村
　
そ
の
前
は
ド
イ
ツ
の
車
が
入
っ
て
き
た
。
ド
イ
ツ
の
車

が
一
段
落
し
た
ら
、
今
度
は
日
本
か
ら
入
っ
て
く
る
。
だ
か
ら

ア
メ
リ
カ
の
自
動
車
の
生
産
が
減
っ
て
、
失
業
が
増
え
て
、
と

い
う
時
代
で
し
た
か
ち
、
ア
メ
リ
カ
が
カ
ッ
と
な
る
の
も
無
理

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

宮
崎
．
自
動
車
の
前
は
鉄
鋼
で
、
U
S
ス
テ
ィ
ー
ル
が
同
じ
よ

う
な
目
に
遭
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
ね
。

中
村
　
こ
の
ご
ろ
み
た
い
に
お
と
な
し
く
な
っ
て
、
経
常
収
支

の
黒
字
幅
が
減
っ
た
か
ら
結
構
だ
、
な
ん
て
言
っ
て
い
る
よ
う

な
時
代
と
は
違
う
。

宮
峙
　
違
い
ま
す
ね
。
そ
れ
で
も
ア
メ
．
リ
カ
は
経
常
収
支
が
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒
5
9

だ
赤
字
で
す
か
ら
ね
。
ア
ル
ミ
が
ど
う
の
、
鉄
が
ど
う
の
　
、

と
ま
だ
や
っ
て
い
ま
す
ね
。
W
T
O
が
う
ま
く
行
く
か
ど
う
か

と
い
う
の
は
大
げ
さ
と
し
て
も
、
ち
ょ
っ
と
問
題
で
す
ね
。

■
日
本
の
G
A
T
T
加
盟
、
そ
し
て
W
T
O

中
村
　
宮
崎
さ
ん
は
W
T
O
に
引
っ
張
り
出
さ
れ
る
よ
う
な
こ

と
は
な
い
ん
で
す
か
。

宮
崎
　
い
や
、
あ
り
ま
せ
ん
。
も
う
、
勘
弁
し
て
欲
し
い
。
こ

の
ご
ろ
中
国
と
は
W
T
O
の
勉
強
会
を
や
っ
て
い
ま
す
け
れ

ど
、
中
国
は
い
ろ
い
ろ
心
配
し
て
い
ま
す
ね
。
だ
け
ど
私
は
、

中
国
の
人
に
言
う
ん
で
す
。
さ
っ
き
も
言
い
ま
し
た
が
、
W
T

O
に
入
っ
た
か
ら
全
部
い
っ
ぺ
ん
に
門
戸
を
開
放
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
な
ん
て
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
日
本
が
そ
う
で
し
た
。

G
A
T
T
の
加
盟
申
請
か
ら
加
盟
承
認
、
そ
れ
か
ら
「
自
由
化

大
綱
」
の
決
定
、
そ
干
て
資
本
の
自
由
化
：
：
と
、
非
常
に
時

間
を
か
け
て
や
っ
て
い
る
。
中
国
の
一
部
の
人
は
す
ぐ
に
裸
に

な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
だ
か
ら
大
変
だ
と
思
っ
て
い
る
人

が
い
る
け
れ
ど
、
そ
う
で
は
な
い
。
も
う
一
つ
い
っ
て
い
る
の

は
、
国
際
…
機
関
と
い
う
の
は
、
き
れ
い
事
で
い
え
ば
話
し
合
い

の
場
、
調
整
の
場
で
い
い
こ
と
な
ん
で
す
が
、
現
実
に
は
強
い

人
の
声
の
ほ
う
が
強
い
ん
で
す
。
自
分
の
利
益
を
押
し
通
す
い

い
場
所
な
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
速
記
は
困
る
ん
で
す
が
、
政
治

の
場
で
ア
メ
リ
カ
は
国
連
に
ど
う
い
う
ふ
う
に
対
応
し
て
い
る

か
と
い
う
と
、
自
分
の
都
合
が
悪
い
と
き
に
は
国
連
無
視
、
費

用
は
払
わ
な
い
、
安
保
理
理
事
会
で
も
ノ
ー
と
い
う
。
そ
も
そ
r

も
安
保
理
理
事
会
な
ん
か
で
議
論
し
な
い
。
今
度
自
分
の
都
合

が．

ﾇ
く
な
る
と
、
国
連
で
決
議
を
し
て
か
ら
や
る
と
い
う
よ
う

な
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
日
本
も
同
じ
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す

ね
。
G
A
T
T
、
W
T
O
で
も
同
じ
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
す
ね
。

れ
、
さ
ら
に
一
九
七
二
年
に
は
輸
出

優
遇
金
融
制
度
が
解
消
さ
れ
た
こ
と

に
よ
っ
て
日
本
の
輸
出
補
助
金
政
策

が
終
焉
し
た
。

骨
5
9
ア
メ
リ
カ
は
国
内
産
業
保
護
の
手

法
と
し
て
、
積
極
的
に
ア
ン
チ
・
ダ

ン
ピ
ン
グ
措
置
を
活
用
し
て
い
る
。

近
年
で
は
日
本
企
業
が
米
国
に
輸
出

し
た
鉄
鋼
製
品
の
八
割
が
、
ダ
ン
ピ

ン
グ
を
し
て
い
る
と
し
て
米
メ
ー
カ

ー
な
ど
に
提
訴
さ
れ
て
い
る
。
二
〇

〇
二
年
四
月
に
米
商
務
省
は
、
日
本

な
ど
二
十
力
国
・
地
域
か
ら
輸
入
さ

れ
た
込
、
7
延
鋼
板
に
つ
い
て
、
ダ
ン
ピ

ン
グ
（
不
当
廉
売
）
の
事
実
が
あ
っ

た
と
認
め
る
仮
決
定
を
下
し
た
。
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中
国
の
人
と
話
を
し
て
い
る
と
、
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
問
題
が
出

て
く
る
と
か
、
要
す
る
に
日
本
は
中
国
に
対
し
て
き
つ
い
こ
と

ば
か
り
言
う
と
。
日
本
人
は
中
国
に
対
し
ダ
ン
ピ
ン
グ
を
や
っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
と
か
、
ち
ょ
う
ど
ア
メ
リ
カ
か
ら
以
前
に
言

わ
れ
た
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
大
国
と
い
う

の
は
国
際
機
関
を
自
分
の
都
合
の
い
い
よ
う
に
使
っ
て
い
る
と

い
う
の
が
現
実
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
、
等
し

く
W
T
O
に
入
っ
て
く
る
メ
ン
バ
ー
は
知
っ
て
お
か
な
い
と
あ

わ
て
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。
W
T
O
と
い
う
の
は
自
由
化
目
標

で
、
そ
れ
じ
ゃ
あ
す
ぐ
そ
う
し
ま
す
と
や
っ
た
ら
、
大
変
な
こ

と
に
な
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。

森
　
日
本
が
G
A
T
T
に
加
盟
し
た
当
時
、
日
本
の
国
内
で
は
、

対
抗
勢
力
の
存
在
や
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
抑
え
て
徐
々
に
自
由

化
す
る
、
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
G
A
T
T

に
加
盟
す
る
と
最
終
的
に
は
全
部
自
由
化
を
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
、
い
ま
の
中
国
の
よ
う
に
急
に
裸
に
な
ら
な
い
と
い
け
な

い
と
い
う
よ
う
な
議
論
は
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
。

宮
崎
　
業
界
の
現
場
の
人
は
そ
う
い
う
頭
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う

ね
、
だ
か
ら
大
変
だ
、
反
対
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

ね
。
と
こ
ろ
が
通
産
省
あ
た
り
は
ち
ゃ
ん
と
知
っ
て
い
る
わ
け

で
す
。
関
税
引
き
下
げ
も
、
何
年
先
に
ゼ
ロ
に
す
る
と
か
。
そ

れ
を
三
年
先
に
す
る
か
、
五
年
先
に
す
る
か
、
十
年
半
に
す
る

か
と
い
う
こ
と
で
交
渉
し
て
い
て
、
明
日
か
ら
裸
の
競
争
を
す

る
と
い
う
ふ
う
に
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。
受
け

と
る
方
の
業
界
は
、
い
き
な
り
裸
だ
、
そ
れ
は
か
な
わ
ん
、
と

い
う
感
じ
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

中
村
　
実
際
は
通
産
あ
た
り
は
、
業
界
の
た
め
も
あ
る
ん
だ
ろ

う
け
れ
ど
、
大
変
だ
と
い
テ
こ
と
を
オ
ー
バ
ー
に
言
う
ん
で
す

ね
。
内
緒
で
計
算
し
た
変
な
数
字
を
新
聞
記
者
に
こ
っ
そ
り
渡

し
て
、
日
経
が
ト
ッ
プ
に
書
い
た
り
す
る
。
誰
が
洩
ら
し
た
ん

だ
と
い
う
こ
と
で
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
と
か
、
そ
う
い
う
話
が
い

ろ
い
ろ
あ
る
ん
で
す
ね
。

宮
崎
　
こ
の
産
業
は
も
た
な
い
と
か
、
こ
の
会
社
は
つ
ぶ
れ
る

と
い
う
よ
・
γ
な
こ
と
を
言
う
わ
け
で
す
ね
。

中
村
　
全
部
自
由
化
す
る
と
来
年
の
貿
易
は
赤
字
に
な
る
と

か
、
後
か
ら
後
か
ら
そ
う
い
う
す
ご
い
数
字
を
持
え
て
、
新
聞

記
者
に
こ
っ
そ
り
渡
す
ん
だ
。

宮
崎
　
い
ま
で
も
そ
う
で
す
ね
。
中
国
か
ら
そ
ん
な
安
い
製
品

が
入
っ
て
き
た
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
全
滅
だ
、
ど
う
し
て
く
れ
る
、

と
い
う
よ
う
に
。

中
村
　
あ
れ
は
ち
ょ
っ
と
オ
ー
バ
ー
だ
。
お
甘
め
は
な
い
と
思

う
け
れ
ど
。

森
　
ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
効
果
と

い
う
か
、
先
に
騒
い
で
お
い
て
自
衛
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
あ

っ
た
の
で
し
ょ
う
が
。

中
村
　
野
菜
の
輸
入
が
一
定
量
に
な
っ
た
ら
関
税
を
引
き
上
げ

と
い
う
こ
と
に
し
た
ら
、
今
度
は
．
中
国
が
日
本
の
電
機
製
品
に

対
抗
措
置
を
と
っ
た
わ
け
で
し
ょ
う
。
中
国
側
は
途
端
に
そ
う

い
う
こ
と
を
言
っ
て
く
る
。

宮
暗
　
そ
の
と
き
に
、
国
内
の
業
界
の
秩
序
が
乱
れ
る
こ
と
は

や
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
G
A
T
T
な
り
W
T
O
の
ル
ー
ル

は
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
拡
大
解
釈
す
る
と
い
う
か
、
自
分

の
都
合
の
い
い
よ
う
に
い
か
に
読
む
か
、
と
い
う
こ
と
が
役
人

に
と
っ
て
の
能
力
な
ん
で
す
ね
。

森
　
日
本
は
そ
れ
に
長
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
し

ょ
う
か
。

宮
崎
長
け
て
い
た
と
も
言
え
る
し
、
ず
る
か
っ
た
と
も
言
え

る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
い
ま
、
か
つ
て
ア
メ
リ
カ
か
ら
言
わ
れ
た
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こ
と
を
中
国
に
言
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
ハ

経
済
の
問
題
は
政
治
の
問
題
と
い
う
面
が
あ
り
ま
す
ね
。
さ
っ

き
の
賃
金
も
そ
う
だ
け
れ
ど
、
す
ぐ
れ
て
政
治
的
な
問
題
で
す

ね
。
教
科
書
通
り
行
か
な
い
。
あ
る
い
は
自
由
経
済
だ
か
ら
と

い
つ
で
、
何
で
も
フ
リ
ー
に
は
い
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
ね
。
だ
け
れ
ど
も
、
や
は
り
政
治
が
先
行
し
て
は
い
け
な
い

と
思
う
ん
で
す
ね
。
経
済
の
論
理
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
で
現
実

に
適
用
す
れ
ば
、
ど
こ
が
妥
協
点
か
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
ね
。
そ
う
い
う
点
が
、
同
じ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
で
も
、
学

校
の
先
生
と
官
僚
で
は
違
っ
て
い
る
点
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

そ
し
て
、
そ
う
い
う
点
で
は
役
人
や
団
体
関
係
者
の
ほ
う
が
堕

落
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

■
■
九
七
〇
年
代
の
中
期
的
経
済
計
画

　
影
の
薄
い
諸
計
画

藤
井
　
一
九
七
〇
年
代
の
よ
う
に
、
政
治
と
か
国
際
関
係
の
衝

撃
が
大
き
な
時
に
、
中
期
的
な
経
済
計
画
を
立
て
る
の
は
大
変

困
難
な
作
業
だ
っ
た
か
と
思
う
ん
で
す
が
。

宮
崎
　
そ
う
で
す
ね
、
七
〇
年
代
に
三
つ
ぐ
ら
い
計
画
を
立
て

て
い
る
わ
け
で
す
。
一
つ
立
て
た
の
は
、
翌
年
に
石
油
シ
ョ
ッ

ク
が
あ
っ
て
駄
目
に
な
っ
た
。
「
昭
和
五
十
年
代
前
期
経
済
計

画
」
と
い
う
の
が
一
九
七
六
年
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
、
国
際
収
支
の
見
通
し
が
全
く

違
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
か
ら
短
命
で
、
七
九
年
に
は
次
の
「
新

経
済
社
会
七
ヶ
年
計
画
」
‘
に
変
わ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
国
際
収

支
の
見
通
し
が
全
く
違
っ
て
駄
目
に
な
る
ん
で
す
。
「
前
期
経
・

済
計
画
」
の
前
に
、
ち
ょ
う
ど
一
九
七
三
年
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク

が
起
こ
る
直
前
に
「
経
済
社
会
基
本
計
画
」
が
出
て
い
る
ん
で

す
が
、
こ
れ
は
石
油
シ
ョ
ッ
ク
で
た
ち
ま
ち
駄
目
に
な
る
。
七

○
年
代
の
長
期
計
画
は
影
が
薄
い
で
す
ね
。

中
村
　
僕
も
全
然
覚
え
て
い
な
い
で
す
ね
。

宮
崎
　
私
も
あ
ま
り
覚
え
て
い
な
い
で
す
ね
。
私
は
た
ま
た
ま

福
田
さ
ん
が
初
め
に
企
画
庁
長
官
と
し
て
来
ら
れ
た
と
き
に
計

画
局
長
だ
っ
た
ん
で
す
。
事
務
方
で
作
業
が
ず
っ
と
進
ん
で
い

て
、
前
期
経
済
計
画
に
つ
い
て
経
済
審
議
会
か
ら
答
申
が
あ
っ

た
の
は
、
私
が
局
長
の
時
な
ん
で
す
。
変
な
話
で
す
が
、
あ
ま

り
中
味
の
細
か
い
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
な
か
な
か
計
画

を
作
り
に
く
い
時
代
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
高
度
成
長
が
続
い
て
、
高
度
成
長
が
全
然
駄
目
に
な
る
と
い

う
理
由
が
あ
ま
り
な
い
ん
で
す
。
で
も
そ
ん
な
に
続
く
は
ず
は

な
い
と
い
う
感
じ
は
、
多
く
の
人
が
も
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
し
、
資
源
配
分
も
も
っ
と
生
活
に
近
い
と
こ
ろ
に
重
点
を

置
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
れ
は
何
と
は
な
し
に
わ
か
っ
て

い
て
も
、
具
体
的
に
言
う
の
は
な
か
な
か
難
し
い
時
代
だ
っ
た
。

そ
れ
で
も
な
ん
と
か
作
っ
た
ら
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
あ
っ
た
。

国
民
所
得
統
計
の
発
展

質
実
　
だ
か
ら
こ
の
時
代
は
、
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
計
画
に

関
し
て
い
え
ば
計
画
の
基
本
的
な
数
字
を
整
備
す
る
地
味
な
時

代
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
国
民
所
得
に
つ
い
て
言
え
ば
、

S
N
A
［
Q
っ
閲
ω
け
①
ヨ
o
h
Z
9
。
鉱
○
き
一
＞
o
o
o
信
茸
ω
］
の
概
念
が
出

　
　
　
　
る
　

て
来
ま
し
た
。
［
中
村
］
先
生
の
ご
指
導
で
、
あ
の
整
理
が
ず

っ
と
行
な
わ
れ
た
わ
け
で
す
。

中
村
　
い
や
い
や
、
僕
は
ソ
ー
タ
ッ
チ
で
、
発
表
す
る
直
前
に

た
ま
た
ま
宮
崎
先
生
に
言
わ
れ
て
、
研
究
所
長
に
な
っ
た
ば
か

　
　
　
　
　
る
　

り
だ
つ
た
か
ら
、
一
応
は
あ
ち
こ
ち
に
さ
も
知
っ
て
い
る
よ

う
な
顔
を
し
て
い
ま
し
た
が
。

宮
暗
準
備
と
か
は
ず
っ
と
前
か
ら
あ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
そ

静
6
0
註
二
を
参
照
。

静
釧
註
一
を
参
照
。
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れ
を
正
式
に
公
表
さ
れ
て
ま
と
め
ら
れ
た
の
は
一
。

中
村
　
そ
の
前
に
、
京
都
大
学
の
馬
場
先
生
が
研
究
所
の
所
長

だ
っ
た
か
ら
、
馬
場
先
生
が
全
部
お
膳
立
て
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
わ
け
で
、
僕
は
形
式
的
な
役
割
を
し
た
と
思
い
ま
す
。

」
宮
崎
　
そ
れ
で
正
式
に
決
ま
っ
て
、
今
日
ま
で
そ
れ
が
基
本
に

な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
今
度
変
わ
る
ん
で
す
が
、
基
本
は
そ
う

で
す
。
そ
う
い
う
計
画
の
基
本
に
な
る
よ
う
な
統
計
の
整
備
に

力
を
入
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
も
う
一
つ
関
連
し
て
言
え
ば
、
生
活
重
視
と
言
っ
て
い
ま
し

た
か
ら
、
生
活
に
関
連
す
る
指
標
の
開
発
と
い
う
こ
と
で
、
先

生
の
後
に
な
り
ま
す
か
、
篠
原
（
三
代
平
）
さ
ん
が
N
N
W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒
6
2

［
＝
Φ
辞
『
「
9
0
蝕
一
〇
昌
自
ρ
一
ぐ
く
①
一
h
餌
同
①
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
整
備
さ
れ
ま
し
た
ね
。

中
村
　
私
の
前
で
す
。
そ
れ
は
所
長
の
順
番
で
い
え
ば
、
篠
原

さ
ん
が
な
さ
っ
て
、
京
都
大
学
の
馬
場
さ
ん
、
そ
し
て
私
が
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
骨
6
3

て
、
そ
の
あ
と
佐
々
木
（
孝
男
）
さ
ん
で
し
た
。

宮
暗
　
そ
の
と
き
は
も
う
N
N
W
は
な
か
っ
た
で
す
か
。
．

中
村
　
な
か
っ
た
で
す
。
し
か
し
篠
原
先
生
に
会
う
と
、
「
あ

の
N
N
W
と
い
う
の
は
日
本
国
内
で
不
評
だ
っ
た
け
れ
ど
、
外

国
に
も
っ
て
い
く
と
非
常
に
評
判
が
よ
か
っ
た
ん
だ
」
と
、
い

ま
だ
に
言
っ
て
い
ま
す
ね
。

宮
暗
　
そ
う
な
ん
で
す
。
あ
あ
い
う
ア
イ
デ
ア
は
よ
か
っ
た
と
、

思
い
ま
す
。
う
ま
く
統
計
が
で
き
な
く
と
も
、
問
題
意
識
を
掻

き
立
て
る
上
で
非
常
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。

中
村
　
と
こ
ろ
が
学
者
は
、
消
費
の
半
分
と
三
分
の
こ
を
N
N

W
に
含
め
る
と
言
う
が
、
そ
の
半
分
と
か
三
分
の
二
と
い
う
の

は
、
全
部
腰
だ
め
で
決
め
て
い
る
わ
け
で
、
理
屈
が
な
い
。
だ

か
ら
そ
の
悪
口
を
言
っ
た
わ
け
で
、
そ
れ
に
対
し
て
篠
原
先
生

は
だ
い
た
い
こ
の
ぐ
ら
い
で
よ
か
ろ
う
と
い
う
達
観
が
あ
っ
た

か
ら
、
N
N
W
と
い
う
の
を
作
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

宮
暗
　
そ
れ
は
非
常
に
問
題
提
起
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。

今
日
で
も
、
女
性
の
人
権
と
か
、
女
性
尊
重
と
い
う
こ
と
で

「
男
女
共
同
参
画
」
と
，
い
う
言
葉
が
も
っ
ぱ
ら
使
わ
れ
ま
す
が
、

そ
の
中
で
例
え
ば
女
性
が
や
っ
て
い
る
家
事
労
働
を
国
民
所
得

の
中
で
ど
う
い
う
ふ
う
に
評
価
す
る
か
と
い
う
議
論
が
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
国
際
的
に
も
そ
う
な
っ
て
き
て
い
ま
す

ね
。中

村
　
い
ま
は
か
な
り
や
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。

宮
暗
　
実
際
の
国
民
所
得
統
計
に
は
、
そ
の
計
算
は
あ
り
ま
せ

ん
け
れ
ど
。

中
村
　
入
れ
て
計
算
す
る
と
い
う
試
算
が
た
く
さ
ん
出
て
い
ま

す
ね
。

宮
崎
　
そ
れ
か
ら
減
ら
す
と
い
う
計
算
も
あ
る
ん
で
す
ね
。
最

初
は
都
留
［
重
人
］
さ
ん
が
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
「
負
の
所

得
」
と
い
う
ん
で
す
か
、
例
え
ば
公
害
を
出
す
よ
う
な
も
の
を

作
る
の
は
、
生
産
物
と
し
て
は
プ
ラ
ス
に
．
な
る
ん
だ
け
れ
ど
、

公
害
を
作
っ
て
い
る
か
ら
マ
イ
ナ
ス
だ
と
、
そ
う
い
う
計
算
も

や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
経
済
が
所
得
、
貿
易
、
生
産
と
い

う
問
題
だ
け
で
は
な
く
て
、
生
活
に
関
連
す
る
よ
う
な
指
標
ま

で
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
く
る
と
、

当
然
そ
う
い
う
問
題
が
出
て
く
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
を
研
究

所
で
お
や
り
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

中
村
　
私
の
と
き
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
カ
ヴ
ン
テ
イ
ン
グ
が
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
勝
6
4

段
落
し
て
、
世
界
経
済
モ
デ
ル
を
や
っ
た
。
こ
れ
が
す
ご
い

も
の
で
、
八
ヶ
国
ぐ
ら
い
の
経
済
モ
デ
ル
を
作
っ
て
、
そ
れ
を

連
動
さ
せ
る
と
ど
う
な
る
か
と
い
う
こ
と
で
、
一
所
懸
命
や
っ

て
い
ま
し
た
ね
。

宮
崎
　
い
ま
は
民
間
で
か
な
り
や
っ
て
い
ま
す
が
、
当
時
は
ち

ょ
う
ど
日
本
の
国
際
化
が
始
ま
る
と
き
で
し
た
か
ら
、
そ
う
い

骨
6
2
国
民
福
祉
指
標
、
純
国
民
福
祉
な

ど
と
訳
さ
れ
る
。
G
N
P
（
国
民
総

生
産
）
の
概
念
を
補
完
し
て
、
国
民

の
福
祉
水
準
を
計
る
指
標
の
こ
と
。

G
N
P
で
は
評
価
さ
れ
る
こ
と
の
な

か
っ
た
要
素
を
も
貨
幣
額
で
計
測
す

る
。
具
体
的
に
は
G
N
P
か
ら
公
害
、

防
衛
費
、
通
勤
時
間
な
ど
福
祉
に
結

び
つ
か
な
い
項
目
を
削
り
、
余
暇
、

主
婦
労
働
な
ど
を
加
え
貨
幣
価
値
で

表
す
。

鱒
6
3
経
済
企
画
庁
経
済
研
究
所
長
は
、

篠
原
三
代
平
（
昭
和
四
五
年
四
月
一

日
～
昭
和
四
八
年
三
月
三
一
日
ど
宮

崎
勇
（
兼
務
）
（
昭
和
四
八
年
三
月
三

一
日
～
同
年
八
月
【
＝
日
）
、
内
野
達

郎
（
昭
和
四
八
年
八
月
［
＝
日
～
昭

和
五
〇
年
三
月
一
日
）
、
馬
場
正
雄

（
昭
和
五
〇
年
三
月
一
日
～
昭
和
五
二

年
三
「
月
一
日
）
、
中
村
隆
英
（
昭
和

五
二
年
十
｝
月
一
日
～
昭
和
五
四
年

十
一
月
一
日
）
、
佐
々
木
孝
男
（
昭
和

五
四
年
十
一
月
「
日
～
昭
和
五
五
年

十
二
月
一
日
）
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
・

聾
6
4
各
国
間
の
経
済
動
向
を
計
量
経
済

モ
デ
ル
化
し
た
も
の
。
【
九
六
〇
年

代
に
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
研
究
が
開

始
さ
れ
、
後
に
国
際
機
関
、
各
国
政

府
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
世
界
経
済
モ
デ
ル
を
用
い
る

こ
と
に
よ
り
、
連
動
性
を
増
し
て
き

た
国
家
間
の
経
済
動
向
の
分
析
に
関

し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
分
析
を
行

う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
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〆

aEilml　：：m一一

う
モ
デ
ル
を
作
る
必
要
が
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
ね
。
先
生
の

と
こ
ろ
に
も
途
上
国
か
ら
た
く
さ
ん
人
が
来
て
、
国
民
所
得
だ

と
か
、
や
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
穏
6
5

中
村
　
ま
あ
、
新
保
［
生
二
］
さ
ん
だ
と
か
、
小
峰
［
隆
夫
］

　
範
6
6

さ
ん
だ
と
か
、
そ
う
い
う
秀
才
た
ち
が
嬉
し
が
っ
て
一
所
懸

命
や
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
人
た
ち
は
み
な
え
ら
く
な
っ

た
。宮

暗
　
た
だ
国
際
的
に
は
国
ご
と
で
統
計
の
整
備
の
度
合
い
が

違
い
ま
す
か
ら
、
共
通
基
準
、
国
際
基
準
は
な
か
な
か
で
き
な

い
で
す
ね
。

中
村
　
例
え
ば
韓
国
の
モ
デ
ル
を
作
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
ヶ
こ
と
に
な
る
と
、
韓
国
の
お
役
所
の
人
を
連
れ
て
き
て
、

モ
デ
ル
づ
く
り
を
や
ら
せ
る
と
か
、
フ
ラ
ン
ス
人
が
来
て
フ
ラ

ン
ス
の
モ
デ
ル
を
作
る
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
当
時
ば
や
っ

て
い
ま
し
た
。
外
貨
が
余
っ
て
き
た
と
き
だ
か
ら
、
そ
う
い
う

こ
と
を
し
て
も
い
い
。
外
貨
だ
け
で
は
な
く
て
、
予
算
が
た
っ

ぷ
り
し
て
い
た
か
ら
、
外
国
人
を
呼
ん
で
き
て
モ
デ
ル
を
作
る

よ
う
な
こ
と
を
し
た
い
と
い
う
と
、
そ
れ
が
通
る
時
代
だ
つ
た

ん
で
す
ね
。

宮
崎
　
外
国
か
ら
も
い
い
人
が
来
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
の
人
だ
つ

た
ら
帰
っ
て
国
の
政
府
に
入
る
と
か
、
フ
ラ
ン
ス
の
ソ
テ
ィ
さ

ん
な
ん
て
い
う
の
は
大
臣
に
な
り
ま
し
た
ね
。

中
村
　
そ
の
ソ
テ
ィ
さ
ん
と
い
う
の
は
知
ら
な
い
ん
だ
け
れ

ど
、
僕
の
時
は
ル
ノ
ル
マ
ン
と
い
う
人
だ
っ
た
な
。
た
だ
、
感

心
し
た
の
は
、
そ
の
時
分
は
お
役
所
は
週
六
日
で
す
ね
。
と
こ

ろ
が
そ
の
フ
ラ
ン
ス
人
を
呼
ん
で
、
「
三
ヶ
月
ぐ
ら
い
日
本
で

や
っ
て
く
れ
。
あ
な
た
は
週
五
日
出
て
く
れ
ば
い
い
、
土
曜
日
．

休
ん
で
い
い
」
と
い
う
話
を
し
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
「
そ

の
契
約
書
を
書
け
、
契
約
書
が
な
い
も
の
は
信
用
で
き
ん
」
と

言
う
ん
で
す
。
そ
れ
で
「
役
所
で
は
そ
ん
な
も
の
が
書
け
を
い
」

r
と
い
く
ら
言
っ
て
も
わ
か
ら
な
い
。
そ
こ
は
フ
ラ
ン
ス
と
い
う

の
は
契
約
の
国
な
ん
で
す
ね
。
週
五
日
で
い
い
と
い
う
契
約
書

を
所
長
名
で
書
け
と
い
う
か
ら
、
そ
ん
な
も
の
は
書
け
な
い
、

と
い
く
ら
い
っ
て
も
わ
か
ら
な
い
。
や
は
り
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
の

国
な
ん
で
す
ね
。

冬
型
　
ア
メ
リ
カ
も
そ
う
で
す
ね
。

中
村
　
非
常
に
い
い
人
な
ん
だ
け
れ
ど
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は

固
い
ん
で
す
ね
。

森
　
逆
に
日
本
の
官
庁
は
、
経
済
研
究
所
長
名
で
そ
う
い
う
部

分
的
な
人
事
的
な
契
約
を
結
ぶ
と
い
う
こ
と
が
ま
ず
で
き
ま
せ

ん
ね
。

中
村
　
そ
れ
は
口
約
束
な
ら
い
い
ん
で
す
。
こ
れ
は
特
別
の
外

国
人
で
す
か
ら
、
彼
に
対
し
て
約
束
し
て
も
、
そ
れ
は
中
で
も

了
解
済
み
の
話
だ
か
ら
、
誰
も
文
句
は
言
わ
な
い
。
だ
か
ら
中

の
話
を
つ
け
て
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
に
そ
う
言
っ
た
ら
、
そ

れ
を
紙
に
書
い
て
寄
こ
せ
と
い
う
わ
け
だ
か
ら
、
そ
れ
は
駄
目

だ
と
い
く
ら
言
っ
て
も
通
じ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

■
国
際
協
調
の
進
展

馳
サ
ミ
ッ
ふ
の
発
足

宮
崎
　
そ
う
い
う
状
況
で
し
た
か
ら
、
日
本
も
本
格
的
に
国
際

社
会
の
中
に
入
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
国
際
会
議
が
非
常

に
増
え
て
き
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
私
は
七
〇
年
代
の
初
め
に
調

整
局
の
参
事
官
で
、
O
E
C
D
に
出
か
け
る
役
を
与
え
ら
れ
ま

し
た
。
そ
こ
ヘ
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
っ
て
、
O
E
C
D
で

も
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
関
連
し
た
議
論
、
石
油
問
題
と
か
、
世

界
的
な
同
時
イ
ン
フ
レ
、
同
時
景
気
後
退
を
ど
う
す
る
か
と
い

う
議
論
を
頻
繁
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
あ
わ
せ

静
6
5
昭
和
四
三
（
［
九
六
八
）
年
経
済

企
画
庁
入
省
。
中
村
氏
の
下
で
経
済

研
究
所
勤
務
を
経
た
こ
と
に
加
え
、

｝
貫
し
て
調
査
畑
を
歩
む
。
平
成
五

年
大
蔵
省
財
政
金
融
研
究
所
次
長
、

の
ち
経
済
企
画
庁
調
査
局
長
、
審
議

官
を
歴
任
し
て
三
宮
。

骨
6
6
国
土
交
通
省
国
土
計
画
局
長
。
昭

和
一
＝
一
（
一
九
四
七
）
年
三
月
六
日

生
ま
れ
。
昭
和
四
四
年
経
済
企
画
庁

入
庁
、
大
臣
秘
書
官
、
公
正
取
引
委

員
会
事
務
局
経
済
部
調
査
課
長
、
日

本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員
、

内
閣
官
房
内
閣
審
議
官
等
を
経
て
、

平
成
九
年
経
済
研
究
所
長
。
の
ち
物

価
局
長
、
調
査
局
長
を
経
て
現
職
。

平
成
十
五
年
三
月
退
職
。
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軸
6
7

て
三
木
内
閣
の
時
に
サ
ミ
ッ
ト
、
先
進
工
業
国
首
脳
会
議
が

始
ま
る
わ
け
で
す
ね
。

　
そ
の
点
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
と
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の

あ
と
、
世
界
的
に
物
価
が
上
昇
し
た
。
世
界
的
に
景
気
が
悪
く

な
る
。
多
く
の
国
は
、
国
際
収
支
も
悪
く
な
る
6
中
東
産
油
国

は
別
で
、
産
油
国
に
お
金
が
集
中
す
る
わ
け
で
す
が
、
そ
う
い

う
こ
と
で
、
世
界
全
体
と
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い

共
通
の
問
題
と
し
て
、
ト
リ
レ
ン
マ
ー
不
況
と
イ
ン
フ
レ
と

国
際
収
支
不
均
衡
1
を
い
か
に
解
決
す
る
か
と
い
う
問
題
が

あ
り
ま
し
た
。
既
存
の
O
E
C
D
で
議
論
す
る
と
同
時
に
、
そ

め
中
で
コ
ア
に
な
る
国
だ
け
で
し
っ
か
り
議
論
し
よ
う
じ
ゃ
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
、
先
進
工
業
国
の
サ
ミ
ッ
ト
が
始
ま
る
わ

け
で
す
。

　
こ
れ
は
一
九
七
三
年
の
翌
年
、
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ス
カ
ー
ル
デ

　
　
　
　
　
り
｝
6
8

ス
タ
ン
大
統
領
が
、
「
こ
れ
は
国
ご
と
に
対
応
す
る
の
で
は
な

く
て
、
国
際
協
力
で
解
決
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、
特
に
先

進
国
で
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
れ
で
先
進
国
の
首
脳
だ

け
で
集
ま
っ
て
議
論
し
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
」
之
い
う
こ
と
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
管
6
9

親
友
の
隣
の
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
首
相
に
相
談
す
る
わ
け

で
す
。
そ
こ
で
ジ
ス
カ
ー
ル
は
、
ド
イ
ツ
、
フ
テ
ン
ス
、
イ
ギ

リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
こ
れ
ぐ
ら
い
で
ど
う
か
と
言
っ

た
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
構
想
は
結
構
だ
け
れ
ど
、
メ
ン
バ
ー
に
異

論
が
あ
る
と
い
っ
た
。
こ
れ
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
自
身
か
ら
話
を
聞

い
た
ん
で
す
が
、
初
め
に
ジ
ス
カ
ー
ル
が
ア
イ
デ
ィ
ア
を
述
べ

て
き
た
と
き
は
日
本
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は

「
日
本
は
や
っ
と
先
進
国
に
な
り
か
け
た
し
、
こ
れ
か
ら
先
進

国
に
な
る
の
は
間
違
い
な
い
し
、
影
響
力
も
非
常
に
大
き
い
。

ア
ジ
ア
で
唯
一
の
民
主
的
工
業
国
だ
か
ら
入
れ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
」
と
言
っ
た
。
そ
う
し
た
ら
ジ
ス
カ
ー
ル
は
、
「
日
本
人

の
価
値
観
ぼ
、
ま
だ
わ
れ
わ
れ
と
違
う
の
で
は
な
い
か
」
と
聞

い
た
そ
う
で
す
。
さ
も
あ
り
な
ん
、
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
ね
。

日
本
で
は
、
い
ま
で
も
そ
う
言
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
ア
メ
リ

カ
と
価
値
観
を
共
有
し
て
い
る
と
政
治
家
は
よ
く
言
い
ま
す

ね
。
そ
う
い
う
見
方
は
、
当
時
の
ジ
ス
カ
ー
ル
に
は
な
か
っ
た
。

や
は
り
日
本
は
ち
ょ
っ
と
別
の
国
で
あ
る
、
わ
れ
わ
れ
と
は
文

化
的
価
値
観
が
違
う
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
と
い
う
ん

で
す
。
そ
れ
は
ジ
ス
カ
ー
ル
の
い
・
ろ
い
う
な
言
動
か
ら
見
て
、

な
る
ほ
ど
な
、
と
思
う
ん
で
す
が
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
そ
う
で
は

な
く
て
、
こ
う
い
う
わ
け
だ
か
ら
日
本
を
入
れ
う
と
い
っ
て
、

日
本
を
入
れ
て
六
ヶ
国
に
な
る
ん
で
す
ね
。
そ
れ
に
後
か
ら
イ

タ
リ
ア
が
加
わ
る
、
そ
の
後
さ
ら
に
E
C
、
い
ま
の
E
U
が
加

わ
る
わ
け
で
す
ね
。
ご
く
最
近
で
は
ロ
シ
ア
が
経
済
問
題
で
加

わ
る
わ
け
で
す
。

　
初
め
は
、
そ
う
い
う
主
要
国
の
首
脳
が
集
ま
っ
て
、
経
済
問

題
を
議
論
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
だ
か
ら
当
面
の
問
題

は
イ
ン
フ
レ
で
あ
り
、
木
況
で
あ
り
、
国
際
収
支
で
あ
っ
て
、

そ
れ
と
の
関
連
で
、
ト
リ
レ
ン
マ
の
引
き
金
に
な
っ
た
石
油
問

題
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
で
あ
っ
た
。
石
油
問
題
と
い
う
の
は
実

は
南
北
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
う
い
う
こ
と
を
議
論

し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
サ
ミ
ッ
ト
を
や
る
。
つ
ま
り
対
象
は
経

済
問
題
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
一
寸
元
に
戻
り
ま
す
が
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
は
な

ぜ
起
こ
っ
た
か
。
い
ま
ア
フ
ガ
ン
で
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
り
ま

す
が
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
も
な
ぜ
起
こ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
か
ら

議
論
し
な
け
れ
ば
長
期
的
な
解
決
は
な
か
っ
た
と
思
う
ん
で
す

ね
。
問
題
が
出
て
き
た
か
ら
そ
れ
を
抑
え
る
と
い
う
や
り
方
を

各
国
と
も
や
っ
て
き
た
ん
で
す
が
、
そ
う
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

か
っ
た
と
私
は
思
う
ん
で
す
。
石
油
シ
ョ
ッ
ク
と
い
っ
て
い
ま

静
6
7
昭
和
四
九
（
一
九
七
四
）
年
十
二

月
九
日
～
同
五
「
年
十
二
月
二
四
日
。

自
民
党
は
、
田
中
角
栄
前
首
相
が
行

っ
た
「
金
権
政
治
」
へ
の
批
判
に
対

応
し
、
清
廉
な
印
象
を
与
え
て
い
た
，

三
木
武
夫
壷
総
理
・
総
裁
に
推
戴
し

た
。
他
方
、
党
内
で
は
三
木
の
施
政

に
反
発
を
覚
え
る
勢
力
が
「
三
木
お

ろ
し
」
を
展
開
、
三
木
も
長
期
間
に

わ
た
り
抵
抗
し
た
も
の
の
、
総
選
挙

の
敗
北
（
自
民
党
、
初
の
過
半
数
割

れ
）
に
よ
り
退
陣
。

骨
6
8
ポ
ン
ピ
ド
ー
大
統
領
の
病
死
に
伴

な
い
、
　
一
九
七
四
（
昭
和
四
九
）
年

五
月
よ
り
大
統
領
に
就
任
。
一
九
八

一
年
五
月
ま
で
大
統
領
職
。

蔚
一
九
七
四
（
昭
和
四
九
）
年
五
月

よ
り
一
九
八
二
年
十
月
ま
で
西
ド
イ

、
ツ
首
相
を
務
め
た
。
第
十
｝
回
の
章
、

註
二
〇
も
参
照
。
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す
が
、
た
し
か
に
突
如
と
し
て
出
て
来
た
と
い
う
意
味
で
．
は
シ

ョ
ッ
ク
的
な
要
素
を
も
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
そ
の
背
景
に
は

二
つ
の
問
題
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
一
つ
は
、
石
油
の
市
場

が
一
九
五
〇
年
代
以
降
大
き
く
な
っ
て
、
特
に
生
産
が
中
近
東

　
　
　
　
　
　
　
る
れ

に
集
中
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
石
油
価
格
は
中
近
東
の

独
占
価
格
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
独
占
価
格
を
形
成
し
や
す

く
な
っ
て
い
た
わ
け
で
す
か
ら
、
中
東
が
自
分
た
ち
だ
け
、
、
O

P
E
C
の
話
し
合
い
で
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
独
占
の

問
題
が
一
つ
あ
り
ま
す
。

　
も
う
一
つ
、
歴
史
的
に
見
れ
ば
、
第
二
次
大
戦
以
降
、
途
上

国
が
生
産
す
る
一
次
産
品
の
価
格
が
、
工
業
製
品
価
格
に
比
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
れ

て
相
対
的
に
低
く
な
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
交
易
条
件
が
悪
く

な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
ね
。
そ
れ
で
第

二
次
大
戦
後
、
先
進
国
の
連
中
は
、
南
北
格
差
を
解
消
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
か
、
開
発
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
き
れ

い
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
南
の
国
に
と
っ
て
は
現
実

に
は
交
易
条
件
が
ど
ん
ど
ん
悪
く
な
っ
て
い
る
つ
自
分
た
ち
の

作
っ
て
い
る
も
の
は
安
く
な
っ
て
い
る
し
、
自
分
た
ち
が
買
う

も
の
は
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
不
公
平
で
は
な
い
か
、
直

さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
石
油
危
機
の
長
期
的

　
　
へ

背
景
に
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
あ
る
意
味
に
お
い

て
は
南
北
問
題
で
あ
り
、
も
っ
と
歴
史
的
に
い
え
ば
植
民
地
主

義
の
清
算
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
は
石
油
を
独
占
し
て
い
た
中
近

東
が
勝
手
に
や
っ
て
、
世
界
経
済
を
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
に
し
た
と

い
う
非
難
は
一
〇
〇
％
は
あ
た
ら
な
い
。
途
上
国
も
石
油
シ
ョ

ッ
ク
で
大
き
な
迷
惑
を
受
け
た
こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
が
、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
次
産
品
の
価
格
を
上
げ
て
い
っ
た
と

い
う
こ
と
は
、
あ
る
意
味
に
お
い
て
は
、
経
済
論
理
に
沿
っ
た

も
の
だ
っ
た
と
言
え
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
は
い
ま
ど
の
く
ら
い

．
ア
フ
ガ
ン
問
題
に
適
用
で
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
な
か
な

か
面
白
い
問
題
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
に
か
く
ト

リ
レ
ン
マ
、
そ
の
背
景
に
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
そ
の
背
景

に
あ
る
南
北
問
題
を
主
と
し
て
議
論
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ

の
後
サ
ミ
ッ
ト
の
あ
り
方
に
影
響
を
与
え
て
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赫
7
2

　
と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
中
曽
根
、
レ
ー
ガ
ン
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
、

中
で
も
中
曽
根
、
レ
ー
ガ
ン
の
二
人
は
政
治
が
好
き
で
、
経
済
、

サ
ミ
ッ
ト
で
あ
っ
た
も
の
が
だ
ん
だ
ん
政
治
サ
ミ
ッ
ト
の
色
彩

が
増
え
て
く
る
わ
け
で
す
ね
コ
そ
れ
に
対
し
て
、
サ
ッ
チ
ャ
ー

さ
ん
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
は
中
曽
根
さ
ん
、
レ
ー
ガ
ン
さ
ん

と
よ
く
似
て
い
る
ん
で
す
が
、
サ
ミ
ッ
ト
に
関
し
て
は
終
始
、

「
あ
れ
は
も
と
も
と
経
済
サ
ミ
ッ
ト
で
は
な
い
か
、
政
治
の
問

題
を
議
論
す
る
の
は
別
だ
」
と
ず
っ
と
言
い
続
け
て
い
た
ん
で

す
。
し
か
し
実
際
に
は
政
治
的
に
な
っ
て
き
た
。
ま
し
て
、
ロ

シ
ア
も
入
っ
て
く
る
と
い
う
こ
之
に
な
る
ど
、
政
治
サ
ミ
ッ
ト

の
要
素
が
半
分
ぐ
ら
い
に
な
る
。

　
し
か
も
悪
い
こ
と
に
、
ジ
ス
カ
ー
ル
と
か
シ
ュ
ミ
ッ
ト
な
ど

最
初
の
創
始
者
た
ち
が
現
在
の
サ
ミ
ッ
ト
を
見
る
と
、
何
か
シ

ョ
ー
化
し
て
い
る
、
見
せ
物
を
見
て
い
る
と
思
う
で
し
ょ
う
ね
。

テ
レ
ビ
時
代
、
情
報
通
信
化
の
時
代
だ
か
ら
や
む
を
得
な
い
ん

で
す
が
、
み
ん
な
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
気
に
す
る
よ
う
に
な

っ
て
、
あ
ま
り
論
理
的
な
議
論
を
し
な
い
で
、
格
好
の
い
い
議

論
ば
か
り
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
反
省
が
い
ま
も
み
り
ま
す
。

当
初
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
真
面
目
に
、
地
味
に
経
済
問
題

を
議
論
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
ね
。
で
す
か
ら
、
首
脳
に
随
行

し
た
人
た
ち
も
、
真
面
目
な
真
剣
な
議
論
を
し
て
い
た
と
思
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒
聡

ん
で
す
。
ド
イ
ツ
で
い
え
ば
テ
ィ
ー
ト
マ
イ
ヤ
ー
、
ア
メ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
む

カ
で
い
え
ば
ボ
ル
カ
ー
と
か
、
そ
の
連
中
は
、
経
済
問
題
と

・ひ

V0

¥
三
参
照
。

静
7
1
工
業
製
品
貿
易
に
比
べ
、
一
次
産

品
貿
易
は
価
格
拡
大
幅
で
見
て
、
大

き
く
下
回
っ
て
お
り
、
一
次
産
品
の

輸
出
に
依
存
す
る
国
々
は
、
先
進
工

業
国
等
の
工
業
製
品
輸
出
割
合
の
大

き
な
国
に
比
べ
経
済
成
長
と
い
う
面

で
不
利
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。

こ
の
状
況
下
、
貿
易
の
拡
大
、
生
産

能
力
の
拡
大
及
び
多
角
化
、
輸
出
所

得
の
増
進
等
を
目
的
と
し
て
［
次
産
．

品
共
通
基
金
が
平
成
元
年
に
発
効
し

て
い
る
。
表
四
参
照
。

骨
7
2
そ
れ
ぞ
れ
の
任
期
は
以
下
の
通

り
。
中
曽
根
政
権
は
昭
和
五
七
（
一

九
八
二
）
年
三
【
月
～
昭
和
六
二

（一

續
ｪ
七
）
年
十
一
月
ま
で
、
レ
ー

ガ
ン
政
権
は
昭
和
五
六
（
一
九
八
一
）

年
一
月
～
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年

｝
月
ま
で
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
は
昭

和
五
四
（
｝
九
七
九
）
年
五
月
～
平

成
二
年
（
一
九
九
〇
）
年
十
一
月
ま

で
で
あ
っ
た
。

鱒
符
ゴ
虫
「
栗
受
卑
噛
〒
芭
あ
（
一
九
三
」
1
　
）

｝
九
八
二
（
昭
和
五
七
）
年
よ
り
七

年
間
、
西
ド
イ
ツ
大
蔵
事
務
次
官
を

務
め
た
。
の
ち
、
一
九
九
三
年
よ
り

一
九
九
九
年
ま
で
ド
イ
ツ
連
邦
銀
行

総
裁
を
務
め
た
。
後
に
大
蔵
大
臣
。

蕩
〈
o
互
6
「
曽
τ
Φ
⊆
〉
α
o
廿
7
（
一
九
二

七
1
　
）
ア
メ
リ
カ
財
務
次
官
を
務

め
た
後
、
昭
和
五
四
（
一
九
七
九
）

年
か
ら
同
六
二
年
ま
で
連
邦
準
備
制

度
理
事
会
（
F
R
B
）
議
長
を
務
め

た
。
そ
の
後
は
銀
行
家
と
し
て
活
躍
。
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し
て
き
ち
ん
と
議
論
し
て
い
た
し
、

論
し
て
い
ま
し
た
。

サ
ミ
ッ
ト
へ
の
同
行

石
油
問
題
も
き
ち
ん
と
議

中
村
　
サ
ミ
ッ
ト
に
つ
い
て
行
か
れ
た
こ
と
は
一
。

宮
崎
　
私
は
役
人
と
し
て
は
一
番
回
数
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
膨
7
5

一
番
最
初
の
三
木
さ
ん
の
時
、
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
ン
ブ

イ
エ
、
パ
リ
か
ら
ち
ょ
っ
と
離
れ
た
と
こ
ろ
で
行
な
わ
れ
ま
し

て
、
そ
の
と
き
に
つ
い
て
行
き
ま
し
た
。
初
め
て
で
し
た
か
ら
、

一
般
的
な
議
論
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
二
回
目
は
同
じ
よ
う
な

議
題
で
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
が
主
催
国
で
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
の

　
　
　
　
　
穏
閥

サ
ン
フ
ァ
ン
で
や
り
ま
し
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
ま
で
行
き
ま
し

て
、
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
大
型
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
サ
ン
フ
ァ
ン

と
い
う
島
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
は
囲
い
込
み
の
よ
う
に
な
っ

て
、
三
木
さ
ん
に
大
蔵
省
の
松
川
さ
ん
な
ど
と
一
緒
に
つ
い
て

行
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
三
木
さ
ん
は
日
本
が
何
を
言
わ

れ
る
か
気
に
な
っ
て
い
て
、
特
に
日
本
の
物
価
が
そ
の
と
き
国

際
的
に
高
か
っ
た
の
で
、
私
に
「
物
価
は
大
丈
夫
か
」
と
気
に

さ
れ
て
ま
し
た
。
こ
れ
も
速
記
は
困
る
ん
で
す
が
、
三
木
さ
ん

は
比
較
的
技
術
的
な
質
問
を
さ
れ
る
わ
け
で
す
。
卸
売
物
価
と

消
費
者
物
価
の
違
い
と
か
、
ど
う
い
う
計
算
を
や
る
と
か
。
そ

ん
な
こ
と
は
首
相
が
知
ら
な
く
て
も
い
い
ん
で
す
け
れ
ど
ね
。

先
月
は
何
％
だ
・
つ
た
か
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
も
聞
く
わ
け
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
軸
7
7

す
。
そ
う
い
う
こ
と
は
、
つ
い
て
い
っ
た
海
部
［
俊
樹
］
さ
ん
に

も
聞
け
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
「
宮
崎
君
、
ち
ょ
っ
と
来
て
く

れ
」
と
い
っ
て
、
勉
強
す
る
の
に
一
所
懸
命
で
し
た
。
そ
れ
で

も
真
剣
に
首
脳
と
話
を
さ
れ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
三
木

さ
ん
と
は
二
度
サ
ミ
．
ッ
ト
を
つ
き
合
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
が

　
そ
の
次
ロ
ン
ド
ン
の
サ
ミ
ッ
ト
は
福
田
さ
ん
に
お
供
を
し

ま
し
た
。
こ
れ
も
同
じ
よ
う
な
問
題
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
テ
ロ

が
あ
っ
た
り
し
て
、
途
上
国
の
問
題
が
大
き
く
な
っ
て
、
日
本

と
し
て
経
済
援
助
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
］
つ
の
大
き

な
テ
ー
マ
で
し
た
。
当
時
は
G
D
P
よ
り
G
N
P
の
方
が
使
わ

れ
て
い
た
ん
で
す
が
、
O
D
A
は
G
N
P
の
一
％
、
G
D
P
の

○
・
七
％
を
目
標
に
し
ょ
う
と
か
、
一
％
で
い
い
と
か
、
日
本

で
そ
う
い
う
議
論
を
し
た
ん
で
す
。
事
務
長
と
、
最
後
は
総
理

が
い
る
前
で
、
数
字
は
出
さ
な
い
と
い
う
約
束
で
ロ
ン
ド
ン
に

行
っ
た
ん
で
す
。
福
田
さ
ん
は
終
始
数
字
を
出
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
で
だ
ん
だ
ん
、
ほ
か
の
国
は
、
日
本
は
ど
れ
ぐ
ら
い

だ
と
聞
く
。
こ
れ
も
速
記
は
困
る
ん
で
す
が
、
当
時
は
倉
成

［
正
］
さ
ん
が
企
画
庁
長
官
で
、
最
後
に
「
総
理
に
一
％
と

○
・
七
％
を
言
わ
せ
な
さ
い
」
と
い
っ
て
、
と
う
と
う
総
理
も

数
字
を
言
わ
れ
た
。

中
村
　
そ
れ
は
有
名
に
な
っ
た
か
ら
、
言
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。

宮
崎
　
　
「
私
が
言
わ
せ
た
」
と
倉
成
さ
ん
は
言
わ
れ
た
。
日
本

側
内
部
の
約
束
違
反
だ
っ
た
で
す
け
ど
。
そ
れ
が
福
田
さ
ん
と

の
一
回
目
。
そ
の
翌
年
は
ボ
ン
で
や
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
機
関

車
論
の
と
き
で
す
。

中
村
　
有
名
な
サ
ミ
ッ
ト
で
す
ね
。

宮
崎
　
ア
メ
リ
カ
と
ド
イ
ツ
と
日
本
と
い
う
力
の
強
い
三
ヶ
国

が
景
気
の
牽
引
役
に
な
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
話
が

・
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
結
果
か
ら
見
る
と
、
三
台
の
機
関
車
の
う

ち
、
日
本
だ
け
し
か
動
か
な
か
っ
た
ん
で
す
。
ア
メ
リ
カ
は
少

し
景
気
が
悪
い
し
、
経
常
収
支
が
悪
い
。
ド
イ
ツ
は
渋
い
国
で

す
か
ら
拡
大
政
策
を
と
れ
な
い
。
結
局
日
本
だ
け
、
黒
字
も
大

き
い
し
、
や
れ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
も
最
初
は
、

七
％
と
い
う
数
字
を
東
京
で
つ
く
っ
て
、
事
務
方
で
用
意
し
た

ん
で
す
。
で
も
こ
れ
は
表
に
出
さ
な
い
と
い
う
こ
と
に
し
て
、

・，

V5

謌
皷
�
T
ミ
ッ
ト
は
、
昭
和
五
〇

年
十
【
月
十
五
日
～
十
七
日
に
か
け
、

フ
ラ
ン
ス
・
ラ
ン
ブ
イ
エ
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
。
開
催
国
の
ジ
ス
カ
ー

ル
デ
ス
タ
ン
大
統
領
を
議
長
と
し
、

米
・
英
・
仏
・
西
独
・
伊
・
日
の
各

首
脳
が
参
加
し
た
。
主
た
る
議
題
は
、

石
油
危
機
後
の
世
界
経
済
回
復
で
あ

げ
、
為
替
安
定
等
に
つ
き
△
呈
息
が
な

さ
れ
た
。

二
三
一
一
回
サ
ミ
ッ
ト
は
、
昭
和
五
一

年
六
月
二
七
日
、
二
八
日
の
二
日
間
、

ア
メ
リ
カ
領
プ
エ
ル
ト
リ
コ
の
ド
ラ

ド
。
ビ
ー
チ
に
て
開
催
さ
れ
た
。
議

長
は
ア
メ
リ
カ
・
フ
ォ
ー
ド
大
統
領
、

参
加
国
は
初
回
の
六
か
国
に
加
え
カ

ナ
ダ
が
参
加
し
、
七
か
国
と
な
っ
た
。

議
題
は
経
済
の
回
復
及
び
持
続
的
拡

大
で
あ
り
、
主
要
先
進
国
間
の
協
力

の
重
要
性
を
確
認
。

・・

V7

鮪
栫
A
海
部
氏
は
内
閣
官
房
副
長

官
。
昭
和
六
パ
一
九
三
一
）
年
一
月

一一

﨎
ｶ
ま
れ
。
自
民
党
三
木
派
に
属

し
、
文
教
族
と
し
て
知
ら
れ
た
。
の

ち
平
成
元
年
八
月
～
三
年
十
一
月
ま

で
首
相
を
務
め
る
。
現
在
（
二
〇
〇

二
年
）
は
保
守
党
最
高
顧
問
。

管
怨
第
三
回
サ
ミ
ッ
ト
は
、
昭
和
五
二

年
五
月
七
日
、
八
日
に
か
け
て
イ
ギ

リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
の
首
相
官
邸
に
て

行
わ
れ
た
。
議
長
は
イ
ギ
リ
ス
・
キ

ャ
ラ
バ
ン
首
相
、
参
加
国
は
前
回
の

七
ヶ
国
に
加
え
、
E
C
代
表
も
参
加

し
た
。
主
に
、
石
油
危
機
に
よ
る
景
」

気
抑
圧
の
影
響
に
対
し
完
全
な
調
整

が
終
了
し
て
い
な
い
と
し
て
、
各
国

が
各
々
の
経
済
情
勢
に
従
い
採
用
す

る
拡
大
的
成
長
情
な
い
し
は
安
定
化
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eMMI　1EEED
福
田
さ
ん
も
最
初
は
「
そ
ん
な
数
字
を
出
し
た
ら
、
き
つ
い
約

束
事
と
ど
ら
れ
る
か
ら
困
る
の
で
、
出
さ
な
い
で
お
こ
う
」
と

言
わ
れ
た
ん
で
す
。
し
か
し
議
論
が
ど
ん
ど
ん
進
む
あ
い
だ
に
、

他
の
首
脳
か
ら
数
字
を
出
せ
、
出
せ
と
言
わ
れ
る
。
私
は
は
っ

き
り
覚
え
て
い
る
ん
で
す
が
、
わ
れ
わ
れ
事
務
方
は
中
に
入
れ

ま
ぜ
ん
か
ら
、
福
田
さ
ん
が
休
憩
時
間
に
出
て
こ
ら
れ
ま
し
て
、

「
お
い
宮
崎
君
、
も
う
七
％
を
言
っ
ち
ゃ
お
う
」
と
言
う
。
私

は
「
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
企
画
庁
で
作
り
ま
し
た
か
ら
、
け
っ
こ

う
で
す
、
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と
言
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ

で
ま
た
大
蔵
省
に
怒
ら
れ
ま
し
て
ね
、
約
束
違
反
じ
ゃ
な
い
か
、
、

と
。
そ
の
と
き
は
大
蔵
省
は
誰
だ
っ
た
か
、
国
金
局
長
の
宮
崎

　
サ
の

さ
ん
で
し
た
か
。
そ
う
い
う
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

東
京
サ
ミ
ッ
ト
ー
石
油
割
り
当
て
に
関
す
る
問
題

中
村
　
で
は
四
回
続
け
て
行
か
れ
た
ん
で
す
ね
。

宮
暗
　
え
え
、
四
回
続
い
た
。
そ
れ
で
五
回
目
が
東
京
な
ん
で

す
。
こ
れ
は
議
題
は
同
じ
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
特

に
日
本
に
関
し
て
問
題
に
な
っ
た
の
は
石
油
な
ん
で
す
。
こ
れ

ま
た
石
油
の
割
当
を
数
量
的
に
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
し

た
。中

村
　
将
来
、
十
年
先
か
何
か
の
石
油
の
需
要
量
、
輸
入
量
を

割
当
て
よ
う
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
穏
8
0

宮
崎
　
た
ま
た
ま
企
画
庁
で
中
期
計
画
を
つ
く
っ
て
い
て
、

石
油
の
需
要
計
画
で
は
七
〇
〇
万
バ
レ
ル
だ
っ
た
。
と
こ
ち
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
～

首
脳
が
議
論
し
て
い
る
と
、
日
本
が
そ
ん
な
に
使
っ
た
ら
上
る

と
い
う
こ
と
で
、
六
〇
〇
万
バ
レ
ル
と
い
う
数
字
が
ジ
ス
万
ー

ル
か
ら
出
て
来
た
ん
で
す
ね
。
日
本
は
い
つ
も
自
由
に
使
っ
て

い
て
困
る
、
と
い
っ
て
だ
い
ぶ
揉
め
た
ん
で
す
。
や
は
り
大
平

ざ
ん
が
会
場
を
出
た
り
入
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
エ
ネ
ル
ギ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
る
　

1
担
当
は
通
産
の
橋
本
利
一
さ
ん
（
通
商
局
長
）
だ
っ
た
。

サ
ミ
ッ
ト
は
迎
賓
館
の
中
で
や
つ
で
い
る
ん
で
す
が
、
迎
賓
館

の
横
に
仮
設
住
宅
を
つ
く
り
ま
し
て
、
わ
れ
わ
れ
事
務
方
は
そ

こ
に
待
機
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
大
平
さ
ん
が
と
き
ど
き
入
っ

て
き
て
、
ど
う
な
っ
て
い
る
と
か
、
こ
う
や
っ
て
い
る
と
い
う

話
が
あ
り
ま
し
た
。
一
日
目
か
ら
石
油
問
題
で
揉
め
ま
し
た
か

ら
、
あ
と
で
大
平
さ
ん
は
食
事
も
喉
に
通
ら
な
か
っ
た
と
言
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
「
七
〇
〇
万
を
通
そ
う
と
思
う
け
れ
ど
、

み
ん
な
ジ
ス
カ
ー
ル
の
六
〇
〇
万
に
近
い
低
い
数
字
だ
、
ど
う

し
ょ
う
か
」
と
言
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
8
2

　
田
中
六
助
さ
ん
（
官
房
長
官
）
も
新
し
い
仮
設
住
宅
の
事

務
局
に
詰
め
て
い
た
ん
で
す
が
、
「
宮
暗
君
ど
う
だ
」
と
言
わ

れ
る
か
ら
、
「
計
画
で
は
七
〇
〇
万
で
、
こ
の
計
画
が
で
き
な

い
と
日
本
経
済
は
困
り
ま
す
」
と
言
っ
た
ら
、
「
そ
う
か
そ
う

か
、
総
理
に
強
く
言
う
」
と
い
っ
て
、
総
理
が
来
ら
れ
て
も
、

「
計
画
が
ひ
つ
く
り
返
り
ま
す
か
ら
、
総
理
、
七
〇
〇
万
で
頑

張
っ
て
」
と
い
わ
れ
た
。
総
理
も
そ
れ
で
や
っ
て
い
る
し
、
橋

本
さ
ん
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
担
当
の
各
国
の
担
当
官
と
や
っ
て
い
る

わ
け
で
す
。
そ
こ
で
も
博
が
あ
か
な
い
、
会
議
で
も
揉
め
る
。

　
最
後
に
大
平
さ
ん
が
出
て
来
て
相
談
に
な
っ
て
、
田
中
さ
ん

が
「
総
理
に
頑
張
っ
て
も
ら
ね
な
い
と
困
る
、
宮
崎
局
長
も
言

っ
て
い
る
」
と
言
っ
た
ら
、
大
平
さ
ん
が
「
宮
崎
君
の
数
字
は

い
つ
も
サ
バ
を
読
ん
で
い
る
か
ら
」
と
い
う
。
「
そ
ん
な
こ
と

あ
り
ま
せ
ん
よ
」
と
言
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
、
結
局
大
平
さ
ん

は
妥
協
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
大
平
さ
ん
が
正
し
か
っ
た

ん
で
す
。
そ
ん
な
積
り
は
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
私
の
方
が
サ

バ
を
読
ん
だ
恰
好
の
数
字
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
石
油

節
約
が
予
想
以
上
に
日
本
で
実
行
さ
れ
て
、
七
〇
〇
万
バ
レ
ル

も
い
ら
な
く
な
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
と
き
に
は
大
平
さ
ん
に

政
策
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
。

茜
国
際
金
融
局
長
（
任
期
・
昭
和
五

三
年
六
月
～
五
四
年
七
月
）
の
宮
崎

知
雄
氏
の
こ
と
。
国
際
金
融
に
関
す

る
役
職
を
歴
任
し
た
。
退
官
後
は
海

外
経
済
協
力
基
金
理
事
、
東
京
銀
行

副
頭
取
を
経
て
、
平
成
二
年
よ
り
大

沢
商
会
会
長
を
務
め
た
。

●｝

W0

@
「
新
経
済
社
会
七
ヵ
年
計
画
」
の

こ
と
。
計
画
期
間
中
の
平
均
成
長
率

を
五
・
七
％
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
延
長
線
上
に
石
油
の
需
要
計
画

も
立
案
さ
れ
て
い
た
。
昭
和
五
四

（一

緕
ｵ
九
）
年
八
月
「
0
日
、
閣
議

決
定
。

骨
8
1
昭
和
四
八
年
に
通
産
省
内
で
の
組

織
改
編
に
よ
り
、
通
商
局
は
通
商
政

策
局
に
名
称
変
更
さ
れ
た
。
こ
の
新

組
織
の
下
、
橋
本
氏
は
昭
和
四
九
年

よ
り
五
一
年
ま
で
通
商
政
策
局
長
を

務
め
た
。
ま
た
東
京
サ
ミ
ッ
ト
期

（
昭
和
五
四
年
六
月
）
、
橋
本
氏
の
役

職
は
通
産
審
議
官
で
あ
る
。
橋
本
氏

は
退
官
後
、
石
油
公
団
総
裁
、
石
油

審
議
会
会
長
を
歴
任
し
た
。

・・

W2

諱
u
次
大
平
内
閣
（
昭
和
五
三
年

十
二
月
七
日
～
昭
和
五
四
年
十
一
月

九
日
）
で
内
閣
官
房
長
官
を
務
め
る
。

大
正
十
一
一
（
一
九
一
一
三
）
年
一
月
二

三
日
生
ま
れ
。
日
本
経
済
新
聞
政
治

部
次
長
か
ら
、
池
田
元
首
相
の
勧
め

に
よ
り
政
界
入
り
。
鈴
木
内
閣
誕
生

の
際
は
党
内
各
派
を
と
り
ま
と
め
、

中
曽
根
内
閣
発
足
に
も
鈴
木
、
田
中
、

中
曽
根
三
派
体
制
づ
く
り
で
貢
献
し
、

後
に
は
新
自
由
ク
ラ
ブ
と
の
連
立
を

成
功
さ
せ
た
。

2“



冷
や
か
さ
れ
ま
し
た
。

中
村
　
石
油
の
輸
入
量
が
一
番
多
か
っ
た
の
が
一
九
七
三
年
で

し
ょ
う
か
。
た
し
か
二
億
八
○
○
σ
万
キ
ロ
リ
ッ
タ
』
鴎
と
い

う
数
字
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
最
大
で
は
な
か
っ
た
か
な
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

宮
暗
　
船
橋
（
洋
一
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
さ
ん
の
こ
の
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
お

［『

T
ミ
ッ
ト
の
思
想
』
］
に
は
東
京
サ
ミ
ッ
ト
の
こ
と
が
よ

く
書
い
て
あ
る
ん
で
す
。
特
に
石
油
の
と
こ
ろ
は
詳
し
い
。
私

は
大
平
さ
ん
か
ら
冷
や
か
さ
れ
ま
し
た
が
、
企
画
庁
長
官
は
そ

の
と
き
は
小
坂
徳
三
郎
さ
ん
で
、
企
画
庁
は
東
急
ホ
テ
ル
に
部

屋
を
と
っ
て
、
待
機
し
て
い
た
わ
け
で
す
。
そ
の
と
き
小
坂
さ

ん
は
、
「
宮
崎
は
よ
く
や
っ
て
く
れ
た
。
宮
崎
が
日
本
を
救
っ

た
」
な
ん
て
い
う
記
者
レ
ク
を
や
つ
で
い
ま
し
た
ね
。

中
村
　
そ
れ
は
有
名
に
な
り
ま
し
た
。
新
聞
に
出
た
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
。

宮
崎
　
　
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
か
何
か
で
小
坂
さ
ん
が
し
ゃ
べ

っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
ん
で
す
。
私
は
冷
や

か
さ
れ
て
、
決
ま
っ
た
の
は
私
の
数
字
で
は
な
か
っ
た
。

O
E
C
D
へ
の
出
張

中
村
　
当
時
は
、
宮
崎
さ
ん
は
よ
く
外
国
へ
行
か
れ
ま
し
た
ね
。

ほ
か
の
件
も
あ
っ
て
ご
用
は
多
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

宮
崎
　
す
ご
か
っ
た
で
す
よ
。
こ
の
前
記
録
を
見
て
み
た
ら
、

O
E
C
D
は
経
済
政
策
委
員
会
が
春
秋
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ

か
に
対
日
審
査
や
閣
僚
理
事
会
が
あ
る
の
で
、
毎
年
三
、
四
回

は
パ
リ
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
周
囲
の
女
性
な
ど
か
ら
、

「
い
い
な
、
パ
リ
に
そ
ん
な
に
行
け
て
」
と
言
わ
れ
た
け
れ
ど
、

冗
談
じ
ゃ
な
い
、
飛
行
場
と
会
議
場
と
ホ
テ
ル
の
あ
い
だ
だ
け

で
、
パ
リ
の
町
な
ん
か
知
ら
な
い
ん
で
す
。
O
E
C
D
大
使
が

た
ま
に
ご
馳
走
し
て
く
れ
た
ん
で
す
が
、
た
ぶ
ん
機
密
費
だ
つ

た
ん
だ
ろ
う
な
。
大
き
な
声
で
は
言
え
な
い
と
思
う
け
れ
ど
。

し
か
し
、
有
難
か
っ
た
。

中
村
　
大
使
が
ご
馳
走
し
て
く
れ
る
よ
テ
な
レ
ス
ト
ラ
ン
は
い

い
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
ね
。

宮
崎
　
一
度
は
、
小
坂
（
徳
三
郎
）
さ
ん
と
別
々
の
ル
ー
ト
で
パ

リ
に
行
き
ま
し
た
。
私
は
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
、
そ
の
ま
ま
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
飛
ん
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
小
坂
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
た

ん
で
す
が
、
そ
の
時
小
坂
さ
ん
と
一
緒
に
は
じ
め
て
コ
ン
、
コ
ル
ド

に
乗
り
ま
し
た
。
い
い
飛
行
機
で
す
が
、
あ
ま
り
窮
屈
で
気
分
は

い
ま
ひ
と
つ
で
し
た
。
蛇
足
で
す
が
、
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

■
プ
■
7
ザ
合
意
、
変
動
相
場
制
へ
の
移
行

宮
暗
　
八
一
年
に
私
は
役
所
を
辞
め
る
ん
で
す
が
、
企
画
庁
と

の
関
わ
り
と
し
て
は
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
経
済
審
議
会
委
員
な

ど
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
企
画
庁
が
今
年
の
初
め

（
二
〇
〇
一
年
一
月
）
に
解
体
し
て
内
閣
府
に
な
る
ま
で
企
画

庁
の
参
与
を
や
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
関
わ
り
合
い
は
あ
り
ま

す
。
そ
れ
か
ら
ご
く
わ
ず
か
で
す
が
、
村
山
内
閣
で
一
。

中
村
　
大
臣
を
な
さ
い
ま
す
ね
。

宮
盛
　
そ
の
へ
ん
ま
で
や
っ
て
も
い
い
で
す
か
。

中
村
　
今
日
の
お
話
と
重
な
っ
て
も
い
い
ん
で
す
が
、
例
え
ば

ニ
ク
ソ
ン
シ
ョ
ッ
ク
と
い
っ
て
、
三
六
〇
円
を
離
れ
た
と
き
だ

と
か
、
そ
う
い
う
と
ぎ
に
は
関
わ
り
は
お
あ
り
で
し
た
か
。
も

し
伺
え
る
の
な
ら
、
こ
の
次
に
お
願
い
し
ま
す
。

宮
暗
　
三
〇
八
円
当
時
も
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
以
来
レ
ー
ト
の
問

題
に
つ
い
て
は
、
大
蔵
省
が
す
ご
く
神
経
質
に
な
り
ま
し
た
ね
。

中
村
　
ニ
ク
ソ
ン
シ
ョ
ッ
ク
は
そ
の
前
で
す
ね
。

宮
崎
　
プ
ラ
ザ
合
意
の
あ
た
り
に
な
る
と
す
ご
く
神
経
質
に
な

聾
8
3
日
本
の
年
間
原
油
輸
入
量
は
、
昭

和
四
八
（
一
九
七
三
）
年
の
二
三
八

千
九
百
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
を
頂
点
と

し
て
お
り
、
、
以
後
は
微
増
減
を
繰
り

返
し
て
い
る
。

静
8
4
昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
十
二

月
十
五
日
生
ま
れ
。
同
四
三
年
朝
日

新
聞
社
入
社
。
編
集
委
員
、
北
米
総

局
長
、
ア
ト
ラ
ン
タ
支
局
長
兼
務
を

経
て
、
編
集
委
員
、
平
成
十
二
年
役

員
待
遇
、
の
ち
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
も
兼

職
。
米
国
の
外
交
・
内
政
問
題
に
つ

幽
い
て
見
識
が
深
い
。
代
表
的
著
作
に

『
通
貨
烈
烈
』
『
同
盟
漂
流
」
等
が
あ

る
。穏

8
5
船
橋
洋
一
『
サ
ミ
ッ
ト
の
思
想
』

（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
O
年
）
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る
で
す
。
だ
ん
だ
ん
各
省
み
ん
な
つ
ん
ぼ
桟
敷
に
置
か
れ
る
わ

け
で
す
。

中
村
　
や
は
り
そ
う
な
ん
で
す
ね
。

宮
暗
　
そ
れ
で
も
最
初
の
頃
は
柏
木
［
雄
介
］
さ
ん
が
事
務
方

の
最
高
責
任
者
で
、
私
は
最
初
か
ら
O
E
C
D
な
ど
に
頻
繁
に

御
一
緒
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
実
は
こ
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
よ
、

と
あ
と
で
細
か
く
経
過
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
し
、
次
の
会
議

で
は
こ
う
し
た
い
な
ど
と
個
人
的
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
柏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

木
さ
ん
の
あ
と
、
細
見
［
卓
］
さ
ん
が
ほ
ん
の
短
期
間
で
、

稲
村
光
一
さ
蘇
即
・
松
川
［
道
哉
］
さ
細
駆
な
ど
と
つ
づ
き
・
そ

の
時
代
ま
で
は
個
人
ベ
ー
ス
で
連
絡
、
話
し
合
い
は
続
い
て
い

ま
し
た
が
、
あ
と
は
事
務
方
が
非
常
に
ナ
ー
バ
ス
に
な
っ
て
、

具
体
的
な
相
談
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
い
ま
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

　
一
番
困
っ
て
い
た
の
は
外
務
省
で
す
。
大
蔵
が
一
番
嫌
っ
て

い
た
の
は
外
務
省
で
す
。
あ
そ
こ
か
ら
は
情
報
が
洩
れ
る
と
い

う
。
他
方
、
外
務
省
で
と
っ
た
重
要
な
情
報
は
、
ほ
と
ん
ど
ほ

か
の
省
に
入
ら
な
い
。
不
満
が
あ
る
も
の
で
す
か
ら
、
両
者
は

通
信
で
も
何
で
も
別
な
ん
で
す
。
公
電
で
も
、
現
地
の
大
使
館

か
ら
あ
る
ん
で
す
が
、
大
蔵
省
か
ら
行
っ
て
い
る
人
間
か
ら
は

直
接
大
蔵
省
に
通
信
が
来
る
。
．
情
報
が
外
務
省
に
行
っ
て
、
み

ん
な
に
回
る
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
。
柏
木
さ
ん
は
経
済
安
定

本
部
が
で
き
た
と
き
の
経
済
安
定
本
部
担
当
の
主
計
主
査
で
し

た
。
で
す
か
ら
企
画
庁
の
仕
事
を
理
解
さ
れ
て
い
て
、
個
人
的

に
も
O
E
C
D
で
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
一
緒
で
し
た
か
ら
、
ち
ゃ
ん

と
連
絡
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
・
い
ま
の
外
務
省
の
問
題
に
は
、

ま
さ
に
そ
う
い
う
問
題
も
あ
る
ん
で
す
ね
。

中
村
　
い
ま
僕
は
大
蔵
省
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
て
、
昭

和
の
終
わ
り
の
頃
の
財
政
史
の
編
集
の
お
手
伝
い
．
を
し
て
い
る

ん
で
す
。
私
が
書
ぐ
の
で
は
な
い
け
れ
ど
、
プ
ラ
ザ
合
意
の
と

こ
ろ
を
書
く
人
が
、
資
料
が
全
然
な
い
と
言
う
ん
で
す
。

宮
暗
　
い
や
、
－
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
、
出
さ
な
い
ん
で
し
ょ
う
。

中
村
　
そ
れ
が
本
当
に
な
い
と
言
う
ん
で
す
ね
。
当
時
そ
こ
に

い
た
人
に
直
に
当
た
っ
て
も
な
い
と
い
う
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で

ご
く
上
の
方
で
、
当
時
は
竹
下
［
登
］
大
蔵
大
臣
だ
っ
た
ん
だ

け
れ
ど
。

宮
暗
竹
下
さ
ん
の
所
で
細
か
い
こ
と
は
と
も
か
く
、
大
筋
は

あ
る
で
し
ょ
う
。

中
村
竹
下
さ
ん
は
も
う
亡
く
な
っ
た
け
れ
ど
、
ほ
か
の
資
料

は
あ
る
け
れ
ど
、
プ
ラ
ザ
合
意
の
と
こ
ろ
だ
け
な
い
と
い
う
話

な
ん
で
す
け
れ
ど
ね
。

宮
崎
　
そ
れ
は
あ
り
得
な
い
な
。
誰
か
が
ノ
ー
ト
を
と
っ
て
い

る
は
ず
で
す
。
そ
れ
も
な
い
の
か
な
あ
。

中
村
　
そ
れ
が
ど
う
し
て
も
見
つ
か
ら
な
い
と
い
う
話
で
す
。

大
蔵
省
の
公
式
の
歴
史
を
書
く
の
に
材
料
が
出
て
こ
な
い
．
。

信
念
　
公
式
に
い
う
乏
、
そ
う
言
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
あ

る
と
困
る
か
な
あ
。
な
い
か
な
。
－

中
村
　
だ
か
ら
困
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
ね
。

宮
崎
　
こ
の
次
は
、
黒
字
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
、
中
曽
根
内

閣
の
前
川
レ
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
ね
。
そ
の
延
長
線
上
に
、
細

川
さ
ん
の
と
き
の
規
制
緩
和
の
報
告
（
平
岩
リ
ポ
ー
ト
）
が
あ

る
ん
で
す
。
い
ま
小
泉
さ
ん
が
い
っ
て
い
る
の
も
、
全
部
そ
の

あ
た
り
か
ら
も
っ
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。
次
回
は
黒
字
の
問

題
と
関
連
し
て
、
主
と
し
て
前
川
レ
ポ
ー
ト
で
す
ね
。

中
村
　
全
体
で
第
二
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
の
話
と
か
、
そ

の
あ
と
立
ち
直
っ
て
く
る
と
・
こ
ろ
の
話
と
か
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
で
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

静
8
6
細
見
氏
は
柏
木
氏
の
後
任
と
し
、

て
、
昭
和
四
六
（
一
九
七
一
）
年
六

月
よ
り
［
年
間
の
み
、
大
蔵
省
財
務

官
を
務
め
た
。
略
歴
に
関
し
て
は
第

五
回
の
章
、
註
四
参
照
。

聾
8
7
昭
和
四
七
（
一
九
七
一
一
）
年
六
月

～
同
四
九
年
六
月
ま
で
大
蔵
省
財
務

官
を
勤
め
る
。
大
正
九
（
一
九
二
〇
）

年
六
月
一
一
九
日
生
ま
れ
。
国
際
金
融

に
関
す
る
役
職
を
歴
任
し
、
財
務
官

と
な
る
。
退
官
後
は
長
銀
顧
問
を
経

て
、
日
仏
協
会
副
会
長
。

・◎

?
昭
和
五
「
（
一
九
七
六
）
年
六
月

～
同
五
三
年
六
月
ま
で
大
蔵
省
財
務

官
を
務
め
た
。
大
正
十
三
（
一
九
二

四
）
年
十
二
月
一
一
二
日
生
ま
れ
。
大

蔵
省
に
て
国
際
金
融
畑
を
歩
む
。
退

官
後
は
日
興
讃
券
顧
問
、
日
興
リ
サ

ー
チ
セ
ン
タ
ー
代
表
取
締
役
等
を
務

め
た
。
な
お
、
大
蔵
省
財
務
官
の
職

位
に
は
、
稲
村
氏
と
松
川
氏
の
間
に

吉
田
太
郎
「
氏
（
在
職
期
間
…
昭
和

四
九
年
六
月
～
昭
和
五
一
年
六
月
）

が
就
い
て
い
る
。
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オーラルヒストリー

国際（経常）収支の黒字とその処理

　　　　　　第8回

［2001年12月21日　11＝00～13＝30］

〔インタビュアー〕（肩書きはインタビューの時点）

中村隆英（東京大学名誉教授）

藤井信幸（東洋大学教授）

森直子（va研究大学院大学リサーチアシスタント）

村井哲也（都立大学大学院博士課程）　　（於、（株）大和総研赤坂事務所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パレスホテル地下一階「瑞麟」）



第8回質問項目 開催日：平成13年12月21日
開催場所：大和総研　赤坂分室

今回は、準備していただいた項目に添って、1980年代からバブル経済にかけての時期についてお伺

いしたいと思います。

①日本が、第2次オイルショックを無事にのりきった1979年7月、先生は事務次官に就任され

　ています。事務次官就任時に、特に企画庁行政について留意なされたことはございました

　でしょうか。

②また、前回、1978年7月16－17日のボン・サミットで、日本が世界景気をリードする「機関

　車」となるべく確認されたこと、あるいは河本長官のことなどを伺いましたが、その他、

　日本が急速に財政バランスを是正し、円高に対処するための舵取りが必要とされたこの時

　期の思い出があればお話ください。

　Cf．1981年3月　第二次臨時行政調査会（第二臨調、土光臨調）発足“増税なき財政再建”

③1981年6月に事務次官を退官された後、経済企画庁の参与、顧問を歴任され、ましたが、その

　役割、立場はどういつだものだったのでしょうか。

④その後、先生は、1982年に大和証券経済研究所の代表取締役理事長に就任されています。

　民間に出られて感じられた最も大きな違いはどんなものがあったのでしょうか。

⑤1986年4月に発表された「心際協調のための経済構造調整研究会報告（通称、前川レポート）」

　のための起草委三会にいらっしゃったということですが、当時は、1985年9月のプラザ合意

　による急速な円高進展のために「円高不況」が進行しそいました。委員会での焦点など、

　お眠ください。また、先生は、「前川リポート」がその後の構造改革論のベースとしての権

　威をもった理由はどこにあったと思われますか。．

　Cf．その後の公定歩合の5回にわたる引き下げ（19861月の5．0％→87年2月2．5％）

⑥バブル経済を大和総研の理事長として経験されていますが、当時の経済運営に関して思い

　でをお聞かせください。
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［宮焙氏作成、インタビューの冒頭に配布された資料］

第8回〈経常収支黒字拡大とその処理一1980年代〉

（60．12「倍増計画」発表～73．10第一次オイルショックまで）

Ol－12－21

1ひと、

1981 昭和56 6月退官 1月　アメリカ81－90レーガン大統領

1982 昭和57 11月　中曽根 塩崎 5月大和誼券

@　経済研究所

1983 昭和58 〃 河本 （この間経審委員）

1984 昭和59 〃（第2次） 金子

1985 昭和60 〃 平泉 9月　プラザ合意

1986 昭和61 〃 近藤 4月前川レポート発表
1987 昭和62 11月　竹下 中尾 10月　ブッラクマンデー

1988 昭和63 〃 原田 8月大和総研 8月　イラン・イラク戦争

u世界と共に生きる」5力年計画

989 昭和64

ｽ成元

』6月　宇野 愛野

z智

アメリカ　ブッシュ大統領（89．1）

P2月米ソ首脳冷戦終結
1990 平成2

2経済情勢

　1．景気動向

　　安定成長（前半3～4％、後半3．4％）（物価安定）（失業率2％台）

　　経常収支黒字83年から急増

　2．国際的関心

　　米国経済との対照性、近隣窮乏化論（先進国：金利高、ドル高、原油高。途上国：債務）

☆3．前川リポート

　　　歴史的課題（黒字削減と内需転換）

　4．政策的評価

　　　財政と金融の関係

　　　バブルの発生

3次回以降

　1「失われた10年」…主として規制緩和・行革（細川内閣・平岩リポート）、行革委

　2「村山改造内閣」…近隣諸国との関係改善、景気対策

　3国際化の進行…OBサミッ’卜、日中経済交流を中心に
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eMMIEI　Ell　D

・
■
ロ
ン
・
ヤ
ス
関
係
の
中
で
の
日
米
経
済

宮
崎
　
前
回
は
二
度
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
話
で
、
一
九
七
〇

年
代
ま
で
だ
い
た
い
終
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
第
二
次
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
で
ま
た
日
本
の
経
常
収
支
は
赤
字
に
な
り
ま
．
し
た

が
、
比
較
的
短
期
に
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
て
、

八
0
年
代
に
入
り
ま
す
。
今
日
は
八
O
年
代
の
問
題
点
を
お
話

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
初
に
、
こ
の
八
○
年
代
は
ど
う
い
う
年
代
で
ど
う
い
う
時
、

期
で
あ
っ
た
か
、
か
ら
始
め
ま
す
。
政
権
と
し
て
は
、
八
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

十
一
月
に
中
曽
根
内
閣
が
発
足
し
、
八
七
年
の
暮
れ
に
竹
下

　
る
　

内
閣
に
な
る
ん
で
す
が
、
実
質
的
に
は
こ
の
八
学
年
代
は
中

曽
根
内
閣
が
代
表
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
す
。
中
曽
根
内
閣

は
、
政
治
的
・
経
済
的
に
い
ろ
い
ろ
の
仕
事
を
や
り
ま
し
た
。

政
治
の
面
は
私
は
こ
こ
で
は
細
か
く
議
論
し
ま
せ
ん
が
、
た
ま

た
ま
八
一
年
一
月
に
ア
メ
リ
カ
で
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
が
就
任
す

る
と
い
う
こ
と
で
、
日
米
の
問
が
「
ロ
ン
・
ヤ
ス
関
係
」
と
い

う
こ
と
で
、
日
米
関
係
の
緊
密
さ
が
確
認
さ
れ
た
時
期
で
す
。

　
政
治
的
に
は
依
然
と
し
て
冷
戦
の
最
中
で
す
し
、
レ
ー
ガ
ン

大
統
領
自
身
も
強
い
ア
メ
リ
カ
を
志
向
す
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ
の
国
内
は
、
レ
ー
ガ
ン
が
就
任
し
た
時

は
あ
ま
り
景
気
が
よ
く
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
．
っ
て
、
規

制
緩
和
と
減
税
政
策
を
と
る
と
い
う
こ
と
で
経
済
を
回
復
さ
せ

よ
う
と
い
う
努
力
を
す
る
と
同
時
に
、
強
い
ア
メ
リ
カ
と
い
う

こ
と
で
国
防
費
を
増
や
し
ま
し
た
。
要
す
る
に
「
ロ
ン
・
ヤ
ス

関
係
」
は
、
冷
戦
下
に
お
け
る
日
米
の
安
保
協
力
に
重
点
を
置

い
て
、
そ
の
過
程
で
中
曽
根
さ
ん
は
、
非
常
に
慎
重
に
対
米
交

流
を
や
ら
れ
た
と
思
う
ん
で
す
が
・
「
不
沈
空
母
み
登
司
も

あ
っ
た
り
し
た
こ
と
な
ど
も
私
の
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
政
治
の
問
題
で
言
い
ま
す
と
、
中
曽
根
さ
ん
も

そ
の
時
定
例
化
し
て
い
た
主
要
国
の
首
脳
会
議
で
あ
る
サ
ミ
ッ

ト
に
登
場
さ
れ
る
わ
け
で
す
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
レ
ー

ガ
ン
大
統
領
も
中
曽
根
さ
ん
も
経
済
問
題
よ
り
政
治
問
題
に
関

心
が
あ
り
ま
し
た
。
前
回
申
し
ま
し
た
よ
う
に
首
脳
会
議
と
い

う
の
は
、
本
来
は
経
済
問
題
を
議
論
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
サ

ッ
チ
ャ
ー
さ
ん
も
そ
の
こ
と
を
繰
り
返
し
強
調
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
レ
ー
ガ
ン
、
中
曽
根
時
代
に
な
っ
て
か
ら
、
こ
の

サ
ミ
ッ
．
ト
は
き
わ
め
て
政
治
的
な
色
彩
が
強
い
も
の
に
な
り
、

特
に
対
ソ
問
題
を
取
り
上
げ
る
な
ど
と
い
う
性
格
の
変
化
が
あ

り
ま
し
た
。

　
経
済
問
題
と
し
て
は
、
そ
う
い
っ
て
は
悪
い
ん
で
す
が
、
両

首
脳
と
も
そ
れ
ほ
ど
お
得
意
の
分
野
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
る

と
も
あ
る
ん
で
す
が
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
は
就
任
当
時
の
景

気
を
さ
ら
に
よ
く
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
減
税
を
中
心
に
景

気
回
復
を
図
る
と
同
時
に
、
い
わ
ば
市
場
原
理
を
導
入
す
る
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

由
化
政
策
を
取
り
上
げ
た
。
中
曽
根
さ
ん
も
経
済
問
題
で
は

主
と
し
て
レ
ー
ガ
ン
、
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
流
の
新
自
由
経
済
主
義
的

な
政
策
を
と
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
取
り
上
げ
方
は
サ

ッ
チ
ャ
ー
さ
ん
と
も
レ
ー
ガ
ン
さ
ん
と
も
違
う
暗
ゆ
上
げ
方
を

し
ま
す
。八

○
年
代
の
経
済
動
向
－
経
常
黒
字
の
増
大

宮
焙
、
そ
の
前
に
八
○
年
代
の
日
本
経
済
の
動
向
を
簡
単
に
振

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
6

り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
「
主
要
経
済
指
標
の
推
移
」

を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
一
番
上
の
黒
い
線
が
経
済
成
長
率

で
す
。
そ
れ
で
、
第
二
回
忌
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
マ
イ
ナ
ス
の
影

響
を
克
服
し
て
、
、
八
一
年
か
ら
成
長
率
も
だ
ん
だ
ん
上
が
っ
て

　
鱒
－
昭
和
五
七
（
一
九
八
二
）
年
十
一

　
月
一
一
七
日
発
足
。
中
曽
根
首
相
は
五

　
年
間
、
三
期
に
わ
た
る
長
期
政
権
を

　
維
持
し
、
昭
和
六
二
（
「
九
八
七
）

　
年
十
一
月
六
日
に
退
陣
し
た
。

　
骨
2
中
曽
根
内
閣
の
退
陣
を
受
け
、
後

継
首
相
と
し
て
指
名
さ
れ
た
竹
下
登

　
は
、
昭
和
六
二
（
一
九
八
七
）
年
十

　
一
月
六
日
に
首
相
就
任
し
た
．
。
同
内

　
閣
は
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
六
月

　
三
日
ま
で
続
く
。

誉
昭
和
五
八
（
一
九
八
三
）
年
一
月

十
八
日
、
首
相
就
任
後
初
の
訪
米
中

　
の
中
曽
根
首
相
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
・

ポ
ス
ト
紙
社
主
と
の
会
談
に
お
い
て

「
日
本
は
い
わ
ゆ
る
不
沈
空
母
で
あ

る
」
と
発
言
し
た
、
と
同
紙
に
よ
っ

て
報
道
さ
れ
た
。
首
相
に
よ
る
積
極

的
な
対
米
追
従
姿
勢
の
表
明
は
、
日

本
国
内
に
お
い
て
強
い
反
発
を
生
ん

だ
。
後
に
「
不
沈
空
母
」
と
い
う
表

現
は
日
本
側
通
訳
に
よ
る
意
訳
で
あ

　
つ
た
こ
と
が
判
明
し
た
も
の
の
、
大

勢
に
影
響
を
与
え
る
に
は
至
ら
な
か

　
つ
た
。

・，

S
刀
醤
闇
刀
。
醒
≦
議
8
コ
　
（
一
九

　
一
一
一
　
）
ス
ポ
ー
ツ
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
を
経
て
、
一
九
三
七
年
よ
り
俳
優
。

・
保
守
主
義
の
旗
手
と
し
て
全
国
的
に

知
ら
れ
、
　
一
九
六
六
年
カ
リ
フ
ォ
ル

　
ニ
ア
州
知
事
。
一
九
八
一
年
、
第
四

．
十
代
大
統
領
。
「
強
い
ア
メ
リ
カ
」
を

掲
げ
る
諸
政
策
を
実
施
。
　
一
九
八
九

－
年
、
任
期
満
了
に
伴
な
い
退
任
。

言
　
「
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ク
ス
」
と
も
呼
称

さ
れ
る
。
①
歳
出
削
減
に
よ
る
財
政

収
支
の
改
善
、
（
②
大
幅
減
税
に
よ
る

貯
畜
・
投
資
の
刺
激
、
③
規
制
緩
和
、

に
よ
り
小
さ
な
政
府
を
目
指
し
、
併

せ
て
規
制
緩
和
を
推
進
す
る
こ
と
で

民
間
活
力
を
再
び
引
き
出
そ
う
と
試

み
ら
れ
た
。

管
6
図
一
参
照
。
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く
る
ん
で
す
が
、
そ
れ
で
も
八
一
、
八
二
、
八
三
年
ぐ
ら
い
ま

で
は
二
％
台
の
成
長
で
す
。
そ
の
後
、
四
％
台
に
乗
り
、
八
六

年
に
若
干
下
が
り
ま
ず
け
れ
ど
も
、
再
び
六
％
程
度
の
と
こ
ろ

ま
で
上
が
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
八
○
年
代
を
通
じ
て
見

れ
ば
、
中
成
長
と
も
い
う
べ
き
成
長
率
を
記
録
し
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
物
価
上
昇
率
は
、
前
半
は
三
～
四
％
程
度
、
後
半
は
三
・

五
％
程
度
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
間
、
比
較
的
安
定
的
に
推
移

を
し
て
お
り
ま
す
。
卸
売
物
価
は
あ
ま
り
上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
基
調
と
し
て
は
マ
イ
ナ
ス
と
い
う
状
況
で
す
。
特
に
八

三
年
か
ら
八
八
年
ま
で
ず
っ
と
卸
売
り
物
価
は
下
が
っ
て
お
り

ま
す
。
消
費
者
物
価
の
ほ
う
も
だ
い
た
い
二
％
以
内
で
す
。
八

一
年
は
、
ま
だ
第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
が
残
っ
て
い

て
、
ち
ょ
っ
と
高
く
て
四
・
九
％
ぐ
ら
い
で
す
が
、
八
○
年
代

を
通
じ
て
み
れ
ば
、
中
成
長
、
物
価
安
定
、
失
業
率
は
二
％
台

と
い
う
こ
と
で
、
ま
あ
ま
あ
の
経
済
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
国
際
収
支
、
特
に
経
常
収
支
に
問
題
が
あ
っ
た
。
非

常
に
黒
字
が
大
き
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
問
題
で
し

た
。
前
回
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
の
と
こ
ろ
で
申
し
上
げ
ま

し
た
け
れ
ど
も
、
石
油
は
じ
め
原
材
料
物
価
が
上
が
っ
て
経
常

収
支
が
赤
字
に
転
落
す
る
。
一
方
で
ば
輸
出
を
伸
ば
さ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
と
、
他
方
で
は
輸
入
を
節
約
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
政
策
を
と
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
が
見

事
に
成
功
し
た
と
い
い
ま
す
か
、
成
功
し
過
ぎ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
日
本
の
努
力
も
あ
り
ま
す
が
、
ア
メ

リ
カ
の
経
済
が
悪
く
て
、
ア
メ
リ
カ
の
輸
入
需
要
が
増
え
た
、

あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
の
輸
出
競
争
力
が
弱
っ
て
い
た
と
い
う
こ

ど
も
あ
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
基
本
的
に
は
、
日
本
の
輸
出
競
争

力
が
強
化
さ
れ
て
、
輸
出
構
造
も
だ
ん
だ
ん
高
度
化
す
る
と
い

う
こ
と
が
続
く
わ
け
で
す
が
、
輸
出
の
増
大
と
輸
入
の
節
約
で

経
常
収
支
の
黒
字
が
大
き
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
図
の
縦
の
棒
が
経
常
収
支
で
す
が
、
八
一
年
以
来
ず
っ
と
上

が
っ
て
き
ま
し
て
、
八
四
年
、
八
五
年
置
八
六
年
と
大
き
く
な

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
八
六
年
、
八
七
年
と
い
う
の
は
非
常

に
大
き
な
数
宇
で
、
こ
れ
が
国
際
的
に
も
国
内
的
に
も
問
題
に

な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
「
日
米
経
常
収
支
」
と
い
う
グ
ラ
フ
が
あ
り
ま

　
軸
7

す
。
こ
れ
で
経
常
収
支
の
推
移
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
の
で

す
が
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
が
ち
ょ
う
ど
対
照
的
な
動
き
を
し
て

い
ま
す
。
、

　
G
N
P
に
対
す
る
経
常
収
支
の
比
率
を
み
る
と
、
日
本
は
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
を
払
拭
し
た
あ
と
、
八
○
年
代
に
入
っ

て
か
ら
徐
々
に
上
が
り
ま
し
て
、
八
四
年
が
G
N
P
の
二
・

八
％
、
八
五
年
が
三
・
七
％
、
八
六
年
が
四
・
四
％
と
い
う
よ

う
な
状
況
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
経
常
収
支
と
非
常
に
い
い
対
照
を
し
て
い

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
赤
字
が
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
い
っ
．
て
、

そ
の
カ
ー
ブ
は
だ
い
た
い
日
本
と
逆
の
正
反
状
況
に
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
景
気

．
ど
日
本
の
景
気
が
逆
に
な
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
か
、
日
本
は

輸
出
中
心
の
景
気
が
拡
大
が
続
い
て
い
て
、
ア
メ
リ
カ
は
内
需

が
大
き
い
の
で
す
が
、
外
需
の
ほ
う
は
競
争
力
の
低
下
と
い
う

こ
と
で
不
振
だ
と
い
う
の
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う

状
況
は
、
世
界
的
に
も
あ
る
い
は
対
米
的
に
も
好
ま
し
く
な
い

し
、
日
本
の
経
済
構
造
と
し
て
も
よ
く
な
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
、
日
本
の
こ
の
経
常
収
支
の
大
幅
な
黒
字
を
小
さ

く
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
問
題
が
、
中
曽
根
内
閣
と
し

て
は
最
も
大
き
な
経
済
課
題
に
な
る
わ
け
で
す
。

亨
図
二
参
照
。
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■
「
前
川
レ
ポ
ー
ト
」
起
草
委
員
と
し
て

宮
崎
　
そ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
ど
う
す
る
か
と
い
う
よ
う
な

こ
と
で
、
政
府
部
内
で
い
ろ
い
ろ
議
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
い

わ
ゆ
る
前
川
委
員
会
と
い
う
委
員
会
を
発
足
さ
せ
ま
す
。
昭
和

六
十
（
一
九
八
五
）
年
十
月
三
十
一
日
に
中
曽
根
ざ
ん
が
、
「
国

際
協
調
の
た
め
の
経
済
構
造
調
整
研
究
会
」
と
い
う
私
的
懇
談

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
骨
8

会
を
つ
く
っ
て
、
前
川
［
春
雄
］
日
銀
総
裁
を
座
長
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒
9

だ
い
た
い
十
四
、
五
名
の
人
が
参
加
し
て
問
題
を
整
理
し
て

お
り
ま
す
。
そ
れ
が
八
六
年
四
月
七
日
に
い
わ
ゆ
る
「
前
川
レ

ポ
r
ト
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
「
前
川
レ
ポ
ー
ト
」
は
国
際
的
に
も
非
常
に
注
目
さ
れ

た
レ
ポ
ー
ト
で
す
が
、
基
本
的
な
認
識
と
し
て
、
日
本
の
経
常

収
支
の
黒
字
は
世
界
経
済
に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な
撹
乱
要
因

に
な
っ
て
い
る
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
、
日
本
の
経
済
構
造
を

変
え
な
け
れ
ば
い
け
む
い
と
い
う
要
請
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
と
に
か
く
経
常
収
支
の
黒
字
を
国
際
的

に
調
和
の
あ
る
数
字
に
ま
で
下
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
れ

が
ど
れ
ぐ
ら
い
と
い
う
数
量
的
な
目
標
は
示
し
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
．
だ
い
た
い
G
N
P
比
二
％
の
と
こ
ろ
ま
で
下
げ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
の
こ
と
は
八
九
年
に
は
だ

い
た
い
実
現
し
て
く
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
過
程
で
は
い
ろ
い

ろ
問
題
が
起
こ
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
「
前
川
レ
ポ
ー
ト
」
は
、
中
曽
根
さ
ん
み
ず
か
ら
音
頭

を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
私
も
メ
ン
バ
ー
の
一
人
だ
っ
た
ん
で
す

が
、
中
三
根
さ
ん
は
ほ
と
ん
ど
毎
回
出
て
こ
ら
れ
、
、
議
論
を
聞

い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
報
告
書
が
出
来
上
が
っ
て
か
ら
も
こ
の

P
R
の
先
頭
に
立
っ
て
、
例
え
ば
テ
レ
ビ
で
「
輸
入
を
増
や
す

た
め
に
は
わ
れ
わ
れ
は
一
年
間
何
ド
ル
買
わ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」
と
い
う
、
そ
う
い
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
お
得
意
な
方
で

も
あ
る
し
、
率
先
し
て
や
ら
れ
た
わ
け
で
す
。

　
も
う
少
し
中
味
的
な
こ
と
を
申
し
ま
す
と
、
黒
字
が
大
き
く

な
る
に
従
っ
て
国
際
的
な
摩
擦
が
大
き
く
な
っ
て
く
る
と
い
う

こ
と
で
、
特
に
ア
メ
リ
カ
と
の
貿
易
障
壁
を
な
く
す
と
い
う
問

題
に
つ
い
て
は
、
個
別
品
目
で
も
全
体
の
輸
入
に
つ
い
て
も
、

細
か
い
議
論
が
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
私
は
直
接
個
別
品

目
の
折
衝
に
は
当
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
け
れ
ど
も
、
マ
ク
ロ
的

な
調
整
と
い
う
こ
と
で
は
か
な
り
関
わ
り
合
い
を
い
た
し
ま
」
し

た
。
私
自
身
は
そ
の
時
に
は
す
で
に
民
間
に
行
っ
て
お
り
ま
し

て
、
八
二
年
か
ら
い
ま
の
研
究
所
の
前
身
の
大
和
証
券
経
済
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
り

究
所
に
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、
こ
う
い
う
公
的
な
場
に
引
き

出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
報
告
書
が
出
来
て
か
ら
は
、
中
曽
根
さ

ん
の
指
示
も
あ
り
こ
の
報
告
書
を
持
っ
て
、
メ
ン
バ
ー
の
一
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
む

で
あ
る
大
河
原
良
雄
さ
ん
は
ア
メ
リ
カ
に
P
R
に
行
き
、
私

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
要
国
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス

と
E
C
に
行
っ
て
、
こ
の
報
告
を
も
と
に
国
際
収
支
の
問
題
を

日
本
政
府
の
立
場
と
い
う
こ
と
で
説
襲
い
た
し
ま
し
た
。
外
交

辞
令
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
概
し
て
好
意
的
に
受
け
取
っ
て

ぐ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
要
は
実
行
だ
と
。
「

「
前
川
レ
ポ
ー
ト
」
が
取
組
ん
だ
課
題
－
貿
易
収
支
黒
字

宮
翌
旦
は
基
本
的
に
、
こ
の
「
前
川
レ
ポ
ー
ト
」
は
い
い
こ

と
を
言
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
起
草
委
員
の
一
人
だ
っ
た

と
い
う
せ
い
も
あ
る
の
で
、
ち
ょ
っ
と
身
び
い
き
の
点
が
あ
る

ん
で
す
が
、
国
内
で
は
必
ず
し
も
こ
の
報
告
書
に
つ
い
て
一
〇

〇
％
の
賛
成
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
内
に
お
い
r

て
も
、
い
ろ
い
ろ
議
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
あ

き
昭
和
五
四
年
二
月
よ
り
、
同
五
九

年
十
二
月
ま
で
日
本
銀
行
総
裁
。
明

治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
二
月
六
日
生

ま
れ
。
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
日

銀
入
行
後
、
外
国
畑
を
歩
む
。
日
銀

総
裁
と
し
て
は
イ
ン
フ
レ
対
策
に
取

り
組
み
つ
づ
け
た
。

軸
9
参
加
者
は
、
前
川
春
雄
（
座
長
）
、

赤
沢
璋
「
、
石
原
俊
、
磯
田
｝
郎
、

宇
佐
美
忠
信
、
大
河
原
良
雄
、
大
来

佐
武
郎
、
大
山
昊
人
、
加
藤
寛
、
香

西
泰
、
小
山
五
郎
、
澤
邊
守
、
田
淵

節
也
、
長
岡
實
、
細
見
卓
、
宮
崎
勇
、

向
坊
隆
、
以
上
の
十
七
名
。

・，

|o

蝌
a
謹
券
調
査
部
が
分
離
・
独
立

し
、
昭
和
五
七
年
に
大
和
証
券
経
済

研
究
所
が
発
足
。
後
、
平
成
元
年
に

大
和
総
研
へ
と
改
組
。
宮
崎
氏
は
昭

和
五
六
年
に
経
済
企
画
庁
を
退
官
し

て
お
り
、
大
和
証
券
経
済
研
究
所
設

立
に
際
し
、
理
事
長
に
就
任
し
た
。

骨
H
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
二
月
五

日
生
ま
れ
。
昭
和
九
年
外
務
省
入
省
、

ア
メ
リ
カ
に
関
す
る
役
職
を
歴
任
。

同
五
五
年
～
六
〇
年
ま
で
駐
米
大
使
。

同
年
退
官
後
、
外
務
省
顧
問
、
経
団

連
特
別
顧
問
。
日
米
協
会
会
長
等
、

日
米
交
流
に
関
す
る
役
職
多
数
。
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る
わ
け
で
す
。

　
一
つ
は
、
こ
の
前
も
ち
ょ
っ
と
申
し
ま
し
た
が
、
日
本
の
貿

易
収
支
が
黒
字
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
な
ぜ
悪
い
の
か
、
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
一
般
の
理
解
が
十
分
に
得
ら
れ
な
か
っ
た
と

い
う
点
で
す
。
つ
ま
り
経
常
収
支
が
大
き
な
黒
字
に
な
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
は
、
一
つ
は
輸
出
が
出
て
い
る
こ
と
、
も
う
一

つ
は
輸
入
が
節
約
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
輸
出
に
つ

い
て
み
る
と
、
別
に
ダ
ン
ピ
ン
グ
を
や
っ
て
重
心
を
し
て
い
る

わ
け
で
も
な
い
。
そ
れ
か
ら
輸
出
奨
励
金
を
も
ら
っ
て
輸
出
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ほ

し
て
い
る
時
代
で
も
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。
企

業
が
一
生
懸
命
合
理
化
を
し
て
コ
ス
ト
を
下
げ
る
、
さ
ら
に
産

業
構
造
の
転
換
と
申
し
ま
す
か
、
重
化
学
工
業
の
中
で
も
石
油

消
費
の
少
な
い
、
付
加
価
値
の
高
い
商
品
に
ウ
ェ
イ
ト
が
移
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

て
い
く
と
い
う
形
で
輸
出
が
ど
ん
ど
ん
伸
び
て
い
る
。
別
に

非
難
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
何
も
や
ら
ず
に
輸
出
が
伸
び
て
い

る
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
輸
入
の
ほ
う
も
、
国
民
が

石
油
シ
ョ
ッ
ク
を
機
会
に
な
る
べ
く
節
約
し
ま
し
ょ
う
と
い
う

こ
と
で
、
前
回
申
し
上
げ
た
よ
う
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
原
単
位
が

急
速
に
低
下
す
る
、
特
に
石
油
消
費
の
原
単
位
は
半
分
ぐ
ら
い

低
下
す
る
と
い
う
よ
う
な
形
で
輸
入
節
約
を
行
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
も
何
も
悪
い
こ
と
を
し
て
い
な
い
。
合
理
的
な
正
し
い
方

法
で
、
結
果
と
し
て
輸
入
が
減
っ
て
、
全
体
と
し
て
の
黒
字
が

大
き
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
何
も
非
難
さ
れ
る
所
以
は
な
い
じ

ゃ
な
い
か
、
と
い
う
反
論
が
一
般
の
人
に
は
非
常
に
多
か
っ
た

わ
け
で
す
。

　
そ
れ
は
あ
る
程
度
そ
の
通
り
な
ん
で
す
が
、
G
N
P
に
対
し

て
経
常
収
支
の
黒
字
が
四
・
四
％
と
い
う
の
は
い
か
に
も
大
き

過
ぎ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う

と
、
日
本
の
黒
字
は
相
手
方
の
赤
字
で
あ
っ
て
、
そ
の
相
手
方

か
ら
見
れ
ば
、
日
本
の
輸
出
品
が
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
く
る
と
い

う
こ
と
は
、
自
分
た
ち
の
職
場
が
狭
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
し
、
ま
た
日
本
が
輸
入
を
し
て
く
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

自
分
た
ち
の
商
品
が
売
れ
な
い
こ
と
な
の
で
、
そ
の
結
果
と
し

て
失
業
が
増
え
て
い
る
。
日
本
の
経
常
収
支
の
黒
字
の
増
大
は

　
　
　
　
　
　
　
り
け

近
隣
窮
乏
化
政
策
だ
、
つ
ま
り
相
手
国
を
窮
乏
化
さ
せ
る
政

策
だ
と
い
う
こ
と
で
国
際
的
に
非
難
が
あ
る
わ
け
で
す
。
．
そ
れ

が
度
を
越
す
と
、
戦
前
の
植
民
地
時
代
の
よ
う
に
相
手
が
輸
入

制
限
を
や
っ
て
み
た
り
、
為
替
ダ
ン
ピ
ン
グ
を
す
る
と
い
う
よ

う
な
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
つ
ま
り
世
界
貿
易
を
挽
乱
す
る

わ
け
で
す
か
ら
、
経
常
収
支
の
大
き
さ
に
も
ほ
ど
ほ
ど
の
も
の

が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
説
明
を
し
な
が
ら
、
一
般
の
感

情
論
と
し
て
も
な
ぜ
悪
い
と
い
う
こ
と
に
慌
し
て
説
得
を
し
た

わ
け
で
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
問
で
多
か
っ
た
反
論
で
・

す
。
大
学
の
先
生
で
い
え
ば
小
宮
隆
太
郎
さ
ん
も
そ
う
で
す
が
、

国
際
収
支
と
い
う
の
は
、
収
支
項
目
全
体
で
見
な
け
れ
ば
い
け

な
い
、
貿
易
と
か
経
常
収
支
だ
け
に
注
目
す
る
の
は
不
十
分
で

あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
貿
易
の
バ
ラ
ン
ス
は
地
域
別
に
見
る
べ
き

で
は
な
く
て
、
全
体
と
し
て
見
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
ア
メ
リ

カ
に
対
す
る
赤
字
は
大
き
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
日
本
の

場
合
に
は
中
東
に
対
し
て
は
い
つ
も
赤
字
だ
と
い
う
こ
と
も
あ

る
の
で
、
全
体
と
し
て
見
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
同
じ
よ
う
に
、

国
際
収
支
も
経
常
収
支
、
貿
易
収
支
だ
け
で
は
な
く
て
、
資
本

収
支
も
見
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
実
は
甘
本
の

貿
易
収
支
、
経
常
収
支
は
大
き
な
黒
字
で
す
が
、
だ
い
た
い
そ

れ
に
見
合
う
お
金
を
ア
メ
リ
カ
に
流
出
さ
せ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
、
日
本
の
資
本
収
支
は
非
常
に
大
き
な
赤
字
に
な
っ
て
い

ね
おる

。
対
照
的
に
ア
メ
リ
カ
は
、
貿
易
収
支
は
非
常
に
赤
字
で

。ひ

P2

謗
ｵ
回
の
章
、
註
五
八
参
照
。

鱒
1
3
図
三
参
照
。

骨
1
4
第
七
回
の
章
、
註
五
七
参
照
。

．，

P5

}
四
参
照
。
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す
け
れ
ど
も
、
貿
易
の
黒
字
国
か
ら
資
本
が
入
っ
て
い
る
。
日

本
、
ド
イ
ツ
か
ら
資
本
が
入
っ
て
来
て
、
ア
メ
リ
カ
の
資
本
収

支
は
対
照
的
に
黒
字
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
、

そ
う
い
う
形
で
、
全
体
と
し
て
は
国
際
収
支
は
バ
ラ
ン
ス
し
て

い
る
し
、
長
期
資
本
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
っ
て
動
い
て
い

る
の
で
あ
っ
て
、
経
常
収
支
、
特
に
貿
易
収
支
の
黒
字
だ
け
を

見
て
反
論
す
る
の
は
理
論
的
に
お
か
し
い
。
そ
う
い
う
反
論
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
あ
る
程
度
は
そ
う
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

さ
っ
き
言
い
ま
し
た
よ
う
に
や
は
り
程
度
の
問
題
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　
そ
れ
と
関
連
す
る
ん
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
赤
字
と
い
う
の

は
大
変
だ
け
れ
ど
も
、
ア
メ
リ
カ
が
赤
字
で
あ
る
た
め
に
日
本

は
黒
字
で
あ
る
わ
け
で
す
。
同
時
に
日
本
以
外
の
途
上
国
か
ら

も
ア
メ
リ
カ
に
向
け
て
輸
出
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
ア

メ
リ
カ
の
一
方
的
な
赤
字
と
い
う
の
は
、
そ
の
他
の
国
の
黒
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
お

の
原
因
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
他
の
国
の
経
済
を
支

え
て
い
る
要
因
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
中
で
ア
メ
リ
カ
の

赤
字
だ
け
、
日
本
の
黒
字
だ
け
を
議
論
す
る
の
は
お
か
し
い
じ

ゃ
な
い
か
と
い
う
反
論
も
一
つ
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
も
う
］
」
つ
、
こ
れ
は
下
村
［
治
］
さ
ん
の
議
論
な

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
あ
っ
て
、
そ

れ
を
是
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
問
題
は
ア
メ
リ

カ
に
あ
る
ん
だ
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
が
行
動
を
と
る
べ
き
で
あ
っ

て
、
日
本
は
別
に
悪
い
こ
と
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら

何
も
し
な
く
て
い
い
、
と
い
う
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
る
程
度
の
理
屈
が
あ
る
こ
と
は

あ
る
ん
で
す
が
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
や
は
り
日
本
の
貿
易

黒
字
が
急
速
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
問
題
だ

と
私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。
実
は
前
川
委
員
会
の
中
で
も
そ
の

ほ
か
に
い
ろ
い
ろ
議
論
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
例
え
ば
、
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
生
産
性
の
低
い
分
野
を
代
表
す
る
よ
う
な
人
た

ち
は
、
日
本
の
工
業
、
特
に
大
企
業
の
輸
出
の
増
加
に
よ
っ
て

自
分
た
ち
が
被
害
を
被
る
と
い
い
ま
す
か
、
ア
メ
リ
カ
も
ど
ん

ど
ん
買
え
と
言
っ
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
こ

と
は
困
る
と
い
う
こ
と
で
す
（
中
村
　
例
え
ば
繊
維
産
業
で
す

か
）
。
繊
維
産
業
で
す
。
そ
れ
か
ら
農
業
も
そ
う
で
す
。
ア
メ

リ
カ
は
そ
う
い
う
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
要
求
し
て
く
る
，
繊
維
産

業
と
か
皮
革
と
か
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
弱
い
と
こ
ろ
に
攻
撃

を
か
け
て
く
る
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
が
、
急
速
に
伸
び
る
電
気

製
品
、
鉄
鋼
、
自
動
車
と
い
う
と
こ
ろ
に
つ
い
て
も
非
常
に
厳

し
い
注
文
が
つ
い
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
か
ら
、
日
米
関

係
は
基
調
と
し
て
は
良
か
っ
た
ん
で
す
が
、
経
済
的
に
見
る
と

い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
厳
し
い
対
立
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
と

　
　
　
　
ね
レ

思
い
ま
す
。

　
で
す
か
ら
私
ど
も
も
、
こ
の
「
前
川
レ
ポ
ー
下
」
を
持
っ
て

・
行
っ
て
外
国
に
説
明
す
る
と
き
に
、
出
先
の
大
使
館
と
か
あ
る

い
は
業
界
の
人
も
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
は

い
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
大
い
に
こ
う
い
う
こ
と
を

言
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
の
と
、
図
に
乗
っ
て
ア
メ
リ
カ
な
ん

か
に
日
本
の
物
を
買
え
、
買
え
と
言
わ
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く

れ
と
か
、
い
ろ
い
ろ
で
し
た
。
要
す
る
に
日
本
国
内
の
問
題
が

対
外
的
に
も
出
て
両
面
か
ら
注
文
が
つ
い
た
と
い
う
こ
と
で
、

私
の
仕
事
と
し
て
は
た
い
へ
ん
印
象
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。

日
本
の
経
済
構
造
改
革
の
ポ
そ
ソ
ト
ー
内
需
拡
大

宮
崎
　
こ
う
い
う
黒
字
を
是
正
す
る
た
め
に
、
日
本
の
経
済
構

造
を
直
さ
な
け
れ
ば
い
廿
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
経
済
構

→ひ

P6

}
五
参
照
。

　
静
1
7
繊
維
産
業
で
は
、
対
米
輸
出
に
つ

．
い
て
一
九
六
二
年
に
綿
に
関
す
る

　
「
S
丁
A
に
基
づ
く
日
米
取
り
決
め
」

が
合
意
さ
れ
て
以
来
、
ほ
ぼ
毎
年
輸

　
出
数
量
制
限
が
実
施
さ
れ
た
。
鉄
鋼

　
で
は
、
「
九
六
六
年
に
輸
出
入
取
引

法
に
よ
る
対
米
輸
出
規
制
（
七
四
年

末
ま
で
延
長
）
、
七
六
年
に
米
国
に
よ

　
る
G
A
T
T
十
九
条
に
基
づ
く
特
殊

鋼
輸
出
規
制
、
七
八
～
八
一
一
年
に
ト

リ
ガ
ー
価
格
制
度
導
入
（
米
国
）
、
七

　
二
年
に
対
E
C
輸
出
規
制
（
八
○
年

代
ま
で
継
続
）
な
ど
の
輸
出
規
制
が

行
な
わ
れ
た
。
七
〇
年
代
に
は
日
米

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
摩
擦
が
発
生
し
、
七

七
年
の
日
米
政
府
間
市
場
秩
序
維
持

協
定
に
よ
る
輸
出
規
制
（
八
○
年
六

月
ま
で
）
が
行
な
わ
れ
た
。
家
電
製

品
の
貿
易
は
、
一
九
八
○
年
代
に
も

V
T
R
摩
擦
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

　
一
九
七
八
年
に
は
日
米
半
導
体
摩
擦

も
発
生
し
た
『
自
動
車
輸
出
は
、
一

九
七
四
年
に
全
米
自
動
車
労
組
が
対

米
輸
出
自
主
規
制
を
求
め
て
き
て
以

来
、
貿
易
摩
擦
の
中
心
の
一
つ
に
な

り
、
七
五
年
末
に
は
対
英
輸
出
自
粛

が
、
八
一
年
に
は
対
米
輸
出
自
主
規

制
（
九
五
年
の
日
米
自
動
車
交
渉
成

立
ま
で
）
が
開
始
さ
れ
た
。
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造
を
変
え
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
輸
出
指
向
型
の
経
済
構
造
か
ら
、

内
需
を
拡
大
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け

で
す
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
ア
メ
リ
カ
の
経
済
が
内
需
型
で
あ
っ

た
の
を
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
と
対
照
的
に
な
っ
て
い
る

わ
け
で
す
。
そ
の
内
需
拡
大
に
つ
い
て
、
「
前
川
レ
ポ
ー
ト
」

で
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
ん
で
す
。
内
需
の
中
の

社
会
資
本
を
整
備
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
か
、
あ
る
い
は
消

費
を
も
う
少
し
拡
大
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
税
制
も
そ
う
い

う
ふ
う
に
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
門
戸
を
開
放
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
か
、
こ
ん
に
ち
で
い
う
横
…
造
改
革
の
ほ
と
ん
ど

の
メ
ニ
ュ
ー
を
挙
げ
て
お
り
ま
す
。
い
ま
の
小
泉
内
閣
の
構
造

改
革
の
問
題
も
ほ
と
ん
ど
萌
芽
的
な
も
の
が
出
て
い
る
ん
で

す
。
で
す
か
ら
い
ま
で
い
う
”
抵
抗
勢
力
”
は
、
そ
の
当
時
も

あ
っ
た
わ
け
で
す
。
し
か
し
報
告
全
体
と
し
て
は
内
需
転
換
重

視
だ
っ
た
。
い
ま
か
ら
考
え
る
と
、
小
泉
さ
ん
は
「
構
造
改
革

な
く
し
て
成
長
な
し
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
そ
う
で
は

な
く
て
、
こ
こ
は
内
需
転
換
で
内
需
を
伸
ば
し
な
が
ら
構
造
改

革
を
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
い
ま
の
構
造
改
革
の
考
え
方
と

全
く
戦
略
的
に
は
違
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
じ
で

す
。　

そ
の
内
需
を
伸
ば
す
に
つ
い
て
も
、
い
ろ
い
ろ
議
論
が
あ
り

ま
し
た
。
例
え
ば
内
需
を
転
換
す
る
た
め
に
消
費
を
拡
大
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
税
制
も
考
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
提
案
し
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
れ
に
つ
い
て
日
銀
関
係
の
人
は
異
論
を
挟
み
ま
し
た
。

日
本
の
貯
蓄
率
は
確
か
に
高
い
け
れ
ど
も
、
貯
蓄
が
あ
っ
て
は

じ
め
て
投
資
が
あ
り
、
投
資
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
成
長
す
る
の

で
あ
っ
て
へ
貯
蓄
奨
励
を
や
め
る
よ
う
な
消
費
奨
励
は
お
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ド

い
じ
ゃ
な
い
か
と
元
日
銀
理
事
で
あ
っ
た
澤
田
（
悌
）
さ
ん
が

言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
あ
れ
は
お
か
し
い
、
議
論
が
お
か
し

い
と
わ
ざ
わ
ざ
起
草
委
員
の
一
人
で
あ
っ
た
私
に
言
っ
て
き
ま

し
た
。

中
村
　
そ
の
こ
ろ
で
す
か
ね
。
「
貯
蓄
」
と
い
う
言
葉
を
全
面

に
出
さ
な
い
よ
う
に
日
銀
が
変
え
ま
し
た
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
の
り

宮
峙
　
貯
蓄
推
進
本
部
と
い
う
組
織
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
看
板
を
変
え
る
ん
で
す
ね
。
そ
れ
は
対
外
的
な
配
慮
が
多
か

っ
た
ん
で
す
ね
。

中
村
　
日
銀
の
屋
根
の
上
に
「
貯
蓄
で
復
興
、
輸
出
で
発
展
」

と
い
う
大
き
な
看
板
が
何
十
年
と
乗
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
そ
れ

は
忘
れ
な
い
け
れ
ど
も
。

宮
崎
　
私
は
こ
の
「
前
川
レ
ポ
ー
ト
」
の
内
需
拡
大
で
問
題
が
「

あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
一
番
大
き
な
問
題
は
財
政
と
金
融
の
役
割

に
つ
い
て
少
し
判
断
が
間
違
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
。
こ
こ
で
は
財
政
も
内
需
刺
激
的
に

活
用
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
そ
の
た
め
社
会
資
本
と
か
都
市

開
発
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
同
時

に
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
財
政
再
建
の
問
題
が
厳
し
く
な
っ
て
き
ま
．

し
た
か
ら
、
頭
に
財
政
再
建
と
い
う
も
の
を
考
慮
し
な
が
ら
こ

う
い
う
内
需
刺
激
を
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
い
う
文
章

に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
か
た
や
金
融
の
ほ
う
は
、
物
価
安
定
に
注
意
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
日
銀
の
ほ
う
の
言
葉
が
入
っ
て
い

て
、
し
か
し
機
動
的
に
金
融
政
策
を
運
営
し
て
内
需
拡
大
を
志

向
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
っ
て
、
文
章
そ
れ
自
体
は
何
も

問
題
な
い
当
た
り
前
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
。

財
政
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
あ
ま
り
拡
大
し
な
い
よ
う
に
財
政
支

出
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
か
、
物
価
の
安
定
を
崩
さ
な
い

よ
う
に
金
融
政
策
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
か
、
当
た
り

。・

P8

V
田
悌
（
や
す
し
）
。
大
正
二

（一

縺
％
�
j
年
一
月
四
日
生
ま
れ
。

日
本
銀
行
入
行
後
、
一
貫
し
て
政
策

畑
を
歩
き
、
昭
和
四
一
年
日
本
銀
行

理
事
、
同
四
四
年
退
任
つ
の
ち
国
民

金
融
公
庫
総
裁
、
公
正
取
引
委
員
会

委
員
長
、
「
日
本
住
宅
公
団
総
裁
、
住

宅
都
市
整
備
公
団
顧
問
を
歴
任
し
た
。

五
七
年
～
平
成
六
年
六
月
は
短
資
協

会
会
長
を
務
め
た
。

静
1
9
貯
蓄
運
動
を
国
民
運
動
と
し
て
積

極
的
に
推
進
す
る
た
め
、
昭
和
三
二

年
四
月
十
八
日
に
「
大
蔵
省
貯
蓄
推

進
本
部
」
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
し
て

昭
和
六
三
年
に
、
「
大
蔵
省
金
融
貯
蓄

情
報
セ
ン
タ
ー
」
へ
と
改
称
、
改
組

が
行
わ
れ
た
。

／
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前
の
こ
と
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
実
際
は
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る

よ
う
な
形
で
運
営
さ
れ
た
。
一
つ
は
、
大
き
く
い
っ
て
、
財
政

と
金
融
で
は
、
や
は
り
財
政
の
声
の
ほ
う
が
強
か
っ
た
ん
で
し

ょ
う
。
財
政
当
局
は
お
れ
は
出
ら
れ
な
い
、
だ
か
ら
も
つ
ば
ら

金
融
で
や
れ
、
と
い
う
の
が
非
常
に
強
か
っ
た
ん
で
す
。

日
銀
的
金
融
政
策

中
村
　
宮
崎
さ
ん
は
日
銀
の
百
周
年
の
パ
ー
テ
ィ
ー
と
い
う
か

式
典
に
お
出
に
な
り
ま
し
た
か
。

宮
崎
　
出
て
い
ま
せ
ん
。

中
村
　
そ
の
話
だ
け
ひ
と
つ
し
て
み
ま
す
。
と
い
う
の
は
ち
つ

と
印
象
の
強
い
日
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
日
銀
の
百
年
の
式
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
カ

の
日
が
、
ち
ょ
う
ど
鈴
木
善
幸
内
閣
の
終
わ
り
の
日
だ
っ
た

ん
で
す
。
日
銀
で
、
前
川
さ
ん
が
日
銀
総
裁
で
、
壇
に
上
が
っ

て
挨
拶
を
さ
れ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
挨
拶
が
お
祝
い
の
挨

拶
な
ん
て
い
う
も
の
で
は
な
く
て
、
非
常
に
強
い
日
銀
的
金
融

政
策
論
の
講
義
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
時
に
、
と
に
か
く
日
本

銀
行
が
引
き
受
け
て
国
債
を
発
行
し
て
財
政
の
穴
を
埋
め
る
と

い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
絶
対
に
い
か
ん
、
と
い
う
こ
と
を
非
常

に
強
く
言
い
ま
し
た
。

　
そ
の
あ
と
で
、
今
度
は
総
理
大
臣
、
大
蔵
大
臣
等
々
が
列
席

し
て
い
て
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
当
た
り
障
り
の
な
い
お
祝
い
の

言
葉
を
述
べ
た
ん
で
す
。
鈴
木
善
幸
総
理
が
立
ち
上
が
っ
て
、

原
稿
朗
読
の
挨
拶
を
し
た
。
し
た
と
思
っ
た
ら
、
ピ
ュ
ッ
と
席

を
立
っ
た
。
そ
の
時
宮
沢
喜
一
さ
ん
が
官
房
長
官
で
つ
い
て
お

ら
れ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
二
人
が
い
っ
ぺ
ん
に
ド
ア
を
開
け
て

突
っ
切
っ
て
出
て
行
っ
た
。
大
蔵
大
臣
は
誰
だ
っ
た
か
、
挨
拶

の
指
名
を
さ
れ
て
腰
を
浮
か
せ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
座
っ
て
し

ま
っ
た
。
鈴
木
さ
ん
と
宮
沢
さ
ん
が
出
て
い
く
問
、
式
が
ち
ょ

っ
と
止
ま
っ
た
ん
で
す
ね
。

　
そ
の
あ
と
で
ご
く
簡
単
な
パ
ー
テ
ィ
を
や
っ
て
、
そ
の
パ
ー

テ
ィ
の
席
で
鈴
木
内
閣
が
総
辞
職
し
た
と
い
う
噂
が
流
れ
て
き

て
、
あ
あ
、
そ
れ
で
さ
っ
き
あ
わ
て
て
出
て
い
っ
た
ん
だ
な
と

思
っ
た
。
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
当
時
、
前

川
さ
ん
は
財
政
の
赤
字
を
、
日
銀
引
き
受
け
の
公
債
で
穴
埋
め

す
る
の
を
非
常
に
怖
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
結
果
と
し
て
日
銀

的
金
融
政
策
の
講
義
の
よ
う
な
祝
辞
を
述
べ
た
ん
で
す
ね
。
そ

し
て
す
ぐ
に
鈴
木
内
閣
が
つ
ぶ
れ
て
、
中
曽
根
内
閣
に
な
る
わ

け
で
す
。
八
二
年
の
こ
と
で
す
か
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ぬ

村
井
　
大
蔵
大
臣
は
渡
辺
美
智
雄
さ
ん
で
す
ね
。
．

中
村
　
渡
辺
美
智
雄
さ
ん
か
。
だ
か
ら
渡
辺
美
智
雄
さ
ん
が
司

会
者
に
言
わ
れ
て
腰
を
浮
か
せ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
鈴
木
、
宮

沢
の
お
二
人
置
、
え
ら
い
勢
い
で
部
屋
を
出
て
い
く
も
の
だ
か

ら
、
も
う
い
っ
ぺ
ん
座
っ
ち
ゃ
っ
て
、
し
ば
ら
く
様
子
を
見
て

い
た
。

宮
崎
　
と
に
か
く
こ
之
で
「
前
川
リ
ポ
ー
ト
」
が
ひ
と
つ
の
転

機
に
な
っ
た
と
私
は
思
う
ん
で
す
ね
。
財
政
と
金
融
、
大
蔵
省

と
日
銀
と
い
う
ふ
う
に
み
る
と
、
ど
う
し
て
も
大
蔵
省
の
ほ
う

が
強
い
。
結
局
内
需
拡
大
の
責
任
は
、
も
つ
ば
ら
金
融
政
策
の

と
こ
ろ
へ
か
か
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
も
ち
ろ
ん

財
政
も
出
ま
ず
け
れ
ど
も
、
出
方
が
遅
い
、
小
さ
い
、
F
と
い
う

問
題
が
あ
る
。
そ
れ
で
、
前
川
さ
ん
が
全
く
別
の
と
こ
ろ
で
私

な
ん
か
に
ぼ
や
く
ん
で
す
が
、
「
や
っ
ぱ
り
財
政
と
金
融
ど
い

う
の
は
バ
ラ
ン
ス
が
之
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
よ
な
」
と
い
う

ん
で
す
。

前
川
氏
、
そ
し
て
委
員
の
想
い
出

垂
統
　
話
は
違
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
私
は
野
球
が
好
き
で
、

静
2
0
昭
和
五
七
年
十
月
十
二
日
。
鈴
木

首
相
は
こ
の
日
、
退
陣
の
意
思
を
表

明
し
た
（
同
年
十
一
月
二
六
日
に
内

閣
総
辞
職
）
。
ま
た
同
日
、
日
本
銀
行

百
周
年
記
念
式
典
も
行
わ
れ
て
い
た

（
正
式
な
日
本
銀
行
百
周
年
は
十
月
十

日
）
。軸

2
1
大
正
十
二
（
｝
九
二
三
）
年
七
月

一一

ｪ
日
生
ま
れ
。
昭
和
三
十
年
栃
木

県
議
、
同
三
八
年
よ
り
衆
院
議
員

（
自
民
党
）
。
厚
、
農
、
蔵
相
を
歴
任
。

平
成
二
年
中
曽
根
派
を
継
ぎ
、
渡
辺

派
の
領
袖
と
な
る
も
党
総
裁
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
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よ
く
後
楽
園
（
ド
ー
ム
）
に
行
く
ん
で
す
が
、
前
川
さ
ん
も
好

き
な
ん
で
す
。
と
き
ど
き
試
合
の
合
間
に
、
「
こ
う
だ
ろ
う
、

君
」
と
か
っ
て
、
前
川
レ
ポ
ー
ト
の
話
を
し
ま
し
た
コ
「
大
蔵

省
が
こ
う
言
う
の
は
当
た
り
前
だ
が
、
日
銀
の
ほ
う
も
わ
か
ら

な
い
や
つ
が
い
る
」
と
も
い
っ
て
ぼ
や
い
て
ま
し
た
。
あ
の
人

は
公
正
で
中
立
的
な
立
場
だ
っ
た
で
す
か
ら
。
だ
か
ら
こ
の
メ

ン
バ
ー
で
議
論
し
て
い
る
と
、
非
常
に
立
場
の
違
い
が
は
っ
き

り
出
て
く
る
ん
で
す
ね
ρ
例
え
ば
私
な
ん
か
は
素
直
に
両
方
、

財
政
も
金
融
も
内
需
拡
大
志
向
で
や
れ
ば
、
そ
れ
が
日
米
間
に

も
い
い
し
、
世
界
の
た
め
に
も
い
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
大

河
原
さ
ん
な
ん
か
も
全
く
そ
う
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん

で
す
が
、
各
省
を
代
表
し
て
い
る
よ
う
な
人
は
み
ん
な
違
う
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
お

で
す
ね
。
大
蔵
省
は
長
岡
［
實
］
さ
ん
、
細
見
さ
ん
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
お

か
ら
通
産
省
が
赤
沢
［
、
璋
一
］
さ
ん
、
農
林
省
が
沢
辺
n
守
〕

　
サ
お

さ
ん
。
い
ず
れ
も
論
客
で
し
た
が
、
主
張
が
違
う
。

中
村
　
み
ん
な
代
表
選
手
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

宮
崎
　
代
表
選
手
で
す
か
ら
ね
、
そ
し
て
日
銀
が
中
川
［
幸
次
］

　
の
み

さ
ん
で
す
。
各
人
の
主
張
は
違
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
い
い

チ
ー
ム
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、
中
曽
根
さ
ん
は
ブ
レ
ー
ン
の

使
い
方
が
う
ま
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
感
じ
で
す
。

特
に
こ
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
通
産
省
の
赤
沢

璋
一
ざ
ん
と
、
日
銀
の
理
事
の
中
川
さ
ん
で
す
。
二
人
は
、
政

策
的
に
は
若
干
考
え
方
が
違
う
ん
で
す
。
赤
沢
さ
ん
が
拡
大
主

義
的
で
、
中
川
さ
ん
は
当
然
締
め
る
方
で
す
が
、
わ
り
あ
い
う

ま
く
バ
ラ
ン
ス
し
て
、
両
方
と
も
行
革
と
く
に
行
政
機
構
改
革
．

は
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
個
人

的
な
面
で
も
一
番
中
枢
的
な
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
こ
の
二
人
が
や

ら
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
七
よ
う
か
。
い
ま
で
も
中
曽
根
さ
ん
が

や
っ
て
い
る
世
界
平
和
研
究
所
で
は
、
赤
沢
さ
ん
（
二
〇
〇
二

年
死
亡
）
と
中
川
さ
ん
そ
れ
に
大
河
原
さ
ん
が
実
質
的
な
リ
ー

ダ
ー
で
す
ね
。

■
バ
ブ
ル
発
生
の
原
因
－
金
融
政
策
と
財
政
政
策

宮
崎
　
そ
し
て
、
こ
の
問
題
が
ゆ
く
ゆ
く
は
バ
ブ
ル
の
原
因
に

な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
か
ら
日
銀
の
責
任
は
な
ん
だ
っ

た
か
と
い
う
こ
と
で
、
最
近
に
な
っ
て
か
ら
も
、
日
銀
法
の
改

正
と
い
う
こ
と
で
日
銀
は
独
立
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う

政
策
を
出
し
て
く
る
ん
で
す
ね
。
バ
ブ
ル
と
い
っ
て
も
、
先
ほ

ど
物
価
の
と
こ
ろ
で
見
ま
し
た
よ
う
に
、
物
価
は
わ
り
あ
い
安

定
し
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
上
が
っ
て
い
な
い
ん
で
す
。
け
れ
ど

も
内
需
を
拡
大
す
る
、
し
か
も
そ
れ
を
金
融
政
策
に
寄
り
か
か

っ
て
金
利
を
低
く
す
る
、
お
金
を
ど
ん
ど
ん
出
す
と
い
う
よ
う

な
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
例
え
ば
あ
と
に
な
っ
て
問
題
に
な

る
の
は
、
住
宅
投
資
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
な
か
っ
た
じ
ゃ
な
い

か
な
と
い
う
よ
う
な
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
住
専
の

　
り
め

問
題
も
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
が
バ
ブ
ル
の
発
生
の
原
因
に
な

る
ん
で
す
。
内
需
拡
大
、
そ
こ
ま
で
は
い
い
と
し
て
も
、
金
融

偏
重
、
お
金
が
ど
ん
ど
ん
出
る
と
い
う
こ
と
で
、
物
価
は
安
定

し
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
資
産
価
格
が
急
騰
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
株
と
土
地
の
値
段
が
上
が
っ
て
い
く
と
い
う
バ
ブ
ル

現
象
を
起
こ
す
わ
け
で
す
。

中
村
　
プ
ラ
ザ
合
意
の
前
か
ら
資
産
価
格
が
上
が
っ
て
い
ま
し

た
ね
。
そ
れ
は
重
要
な
こ
と
で
す
。
逆
に
い
う
と
、
そ
の
時
分

が
、
大
蔵
省
の
相
対
的
な
権
力
が
一
番
大
き
く
な
っ
た
時
だ
と

い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
れ

宮
崎
え
え
。
例
の
…
機
関
車
論
の
時
は
、
財
政
が
一
時
ち
ょ

っ
と
た
め
ら
っ
て
い
た
時
が
あ
る
ん
で
す
。
福
田
さ
ん
が
案
を

聾
2
2
一
兀
大
蔵
省
財
務
官
。
第
五
回
の
章
、

註
四
、
第
七
回
の
章
、
註
八
六
参
照
。

⇔
2
3
元
通
産
省
重
工
業
局
長
。
通
産
省

時
代
に
は
、
抜
群
の
行
動
力
と
政
治
力

か
ら
「
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
」
「
赤
沢
天
皇
」

の
異
名
を
取
っ
た
。
前
川
リ
ポ
ー
ト
当

時
は
、
日
本
貿
易
振
興
会
（
J
E
T
R

O
）
理
事
長
。
第
六
回
の
章
、
註
五
五

も
参
照
。
平
成
十
四
年
没
。

→ひ

Q4

ｳ
農
林
水
産
省
事
務
次
官
。
大
正

十
二
（
一
九
二
三
）
年
一
月
「
日
生
ま

れ
。
食
糧
庁
長
官
等
を
経
て
、
昭
和
五

四
～
五
六
年
事
務
次
官
。
退
官
後
、
日

本
中
央
競
馬
会
理
事
長
、
米
価
審
議
会

会
長
等
を
歴
任
。
第
六
回
の
章
、
註
五

五
も
参
照
。

憂
元
日
本
銀
行
理
事
。
前
川
リ
ポ
ー

ト
当
時
は
、
野
村
総
合
研
究
所
社
長
。

の
ち
世
界
平
和
研
究
所
所
長
（
現
・
副

会
長
）
と
な
る
。
第
二
回
の
章
、
註
八
六

も
参
照
。

聾
2
6
住
専
と
は
「
住
宅
金
融
専
門
会
社
」

の
略
称
。
個
人
向
け
住
宅
ロ
ー
ン
の
た

め
金
融
機
関
等
の
共
同
出
資
に
よ
り

設
立
さ
れ
た
。
だ
が
、
い
わ
ゆ
る
バ
ブ

ル
経
済
の
下
、
住
専
は
銀
行
・
農
林
系

金
融
機
関
の
融
資
を
受
け
、
不
動
産
業

向
け
融
資
を
急
速
に
拡
大
し
た
。
バ
ブ

ル
崩
壊
後
、
住
専
の
不
良
債
権
は
膨
ら

み
、
住
専
七
社
を
整
理
し
た
場
合
の
損

失
は
巨
額
と
な
る
た
め
、
金
融
シ
ス
テ

ム
を
混
乱
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
ど
の

よ
う
に
住
専
を
処
理
す
べ
き
か
が
問

題
と
な
っ
た
。

鱒
2
7
福
田
首
相
が
出
席
し
た
第
四
回
サ

ミ
ッ
ト
（
昭
和
五
三
年
七
月
）
の
こ
と
。

詳
細
に
つ
い
て
は
第
七
回
の
章
参
照
。

墓
一
二
経
団
連
名
誉
会
長
。
明
治
二
九

（一

ｪ
九
六
）
年
九
月
十
五
日
生
ま
れ
。

石
川
島
播
磨
重
工
社
長
、
東
芝
社
長
を

歴
任
。
こ
の
間
、
経
団
連
会
長
、
日
中
経

済
協
力
会
会
長
も
務
め
る
。
昭
和
五
六
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出
し
た
ん
で
す
か
ら
、
大
蔵
省
は
い
や
い
や
出
し
て
い
る
わ
け

で
す
。
自
分
た
ち
の
先
輩
の
福
田
さ
ん
が
出
せ
と
い
う
か
ら
お
．

金
を
出
し
て
い
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
懲
り
た
と
い

う
点
も
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
、
中
曽
根
内
閣
の
と
き

に
大
蔵
省
が
復
権
し
た
。

　
　
中
曽
根
内
閣
の
行
政
改
革
i
土
光
臨
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
お

中
村
　
そ
れ
で
、
何
か
土
光
［
敏
夫
］
さ
ん
な
ん
か
が
大
将

に
な
っ
て
一
。

宮
隠
　
そ
れ
で
、
土
光
さ
ん
を
押
し
立
て
て
、
中
曽
根
内
閣
は

行
革
を
一
生
懸
命
や
り
ま
す
ね
。
そ
れ
も
い
ま
の
行
革
と
そ
う

内
容
は
変
わ
ら
な
い
ん
で
す
が
、
・
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
行
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聾
蜀

機
構
の
改
革
、
公
的
機
関
の
改
革
、
例
え
ば
国
鉄
の
民
営
化

み
た
い
な
も
の
が
主
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
時
に
土
光
さ

ん
を
引
っ
張
り
出
す
わ
け
で
す
ね
。

中
村
　
当
時
、
財
界
で
一
番
実
力
者
で
、
み
ん
な
が
尊
敬
し
て

い
た
、
と
い
う
の
か
な
。

慈
恵
　
尊
敬
し
て
い
た
。
し
か
も
民
間
中
心
の
経
済
で
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
い
う
考
え
方
が
つ
た
ん
で
す
ね
。
た
だ
、
一
部

に
誤
解
が
あ
り
ま
し
て
、
中
曽
根
さ
ん
が
行
革
を
土
光
さ
ん
に

や
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
こ
と
か
ら
、
土
光
さ
ん
は
何
で
も
引

き
締
め
る
と
い
う
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
ご
自

身
、
質
素
を
身
上
と
さ
れ
た
し
、
、
メ
ザ
シ
を
食
べ
る
な
ん
て
い

う
話
ま
で
出
さ
れ
て
引
き
締
め
屋
だ
と
い
う
ん
で
す
が
、
私
は

若
干
違
っ
た
印
象
を
持
っ
て
い
る
ん
で
す
。
ま
だ
高
度
成
長
の

こ
ろ
で
す
が
、
土
光
さ
ん
が
経
団
連
の
会
長
に
な
ら
れ
る
時
か

ら
、
小
グ
ル
ー
プ
で
私
的
な
勉
強
会
を
や
り
ま
し
た
。
月
に
一
、

回
、
朝
飯
を
食
い
な
が
ら
。
メ
ン
バ
レ
は
土
光
さ
ん
の
秘
書
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ね

的
な
仕
事
を
し
て
お
ら
れ
た
関
晴
雄
さ
ん
と
い
う
東
芝
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ロ

来
て
い
る
方
、
経
団
連
の
三
好
［
正
也
］
さ
ん
と
小
山
［
敬

　
　
　
　
　
鱒
認

次
郎
］
さ
ん
、
そ
れ
と
私
と
、
そ
れ
か
ら
た
ま
に
土
光
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
お

の
あ
と
の
東
芝
の
社
長
に
な
ら
れ
た
岩
田
［
弍
夫
］
さ
ん
と

い
う
方
で
、
こ
の
朝
飯
会
を
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う
時
に
土
光

さ
ん
は
、
や
は
り
景
気
に
対
し
て
非
常
に
関
心
を
持
っ
て
お
ら

れ
て
、
確
か
に
イ
ン
フ
レ
に
な
る
よ
う
な
時
に
は
引
き
締
め
を

一
所
懸
命
や
る
、
だ
け
れ
ど
も
、
景
気
が
悪
い
時
に
は
緩
め
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
点
は
、
非
常
に
は
っ
き
り
し
て
い
ま

し
た
ね
。

　
こ
れ
は
福
田
内
閣
の
時
で
す
け
れ
ど
も
、
少
し
福
田
さ
ん
が

引
き
締
め
過
ぎ
て
景
気
が
悪
く
な
っ
た
時
に
、
土
光
さ
ん
が
乗

り
込
ん
で
き
て
、
「
景
気
対
策
を
早
く
や
り
な
さ
い
、
公
共
事

業
も
う
ん
と
や
り
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
、
土
光
さ
ん
が
帰
ら
れ

た
ら
、
福
田
さ
ん
が
「
土
光
さ
ん
じ
ゃ
な
く
て
怒
号
さ
ん
だ
」

な
ん
て
言
う
ぐ
ら
い
、
そ
の
時
・
は
拡
大
指
向
な
ん
で
す
ね
。
そ

う
い
う
ふ
う
に
機
動
的
に
考
え
る
人
な
ん
で
す
。
そ
れ
が
た
ま

た
ま
中
曽
根
内
閣
の
行
革
と
い
う
時
に
、
そ
う
い
う
気
力
と
い

う
か
気
合
い
を
買
わ
れ
て
、
行
革
を
お
や
り
に
な
っ
た
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
必
ず
し
も
締
め
る
一
方
で
は
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

中
村
　
で
も
そ
の
時
は
、
土
光
さ
ん
と
い
う
と
締
め
る
ほ
う
の

シ
ン
ボ
ル
み
た
い
に
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。
増
税
な
き
財
政

再
建
を
五
年
間
に
達
成
す
る
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
そ

れ
が
実
は
実
現
し
ち
ゃ
つ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
ち
ょ

っ
と
誰
し
も
不
可
能
だ
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
ζ
と
を
看
板
に
掲

げ
て
、
ハ
ッ
パ
を
か
け
た
と
い
う
の
は
事
実
で
し
ょ
う
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

財
政
拡
大
と
為
替

藤
井
　
　
「
前
川
レ
ポ
ー
ト
」
で
財
政
を
拡
大
す
る
方
向
が
打
ち

出
さ
れ
ま
す
よ
ね
。
そ
の
財
政
拡
大
の
為
替
相
場
へ
の
影
響
と

年
、
第
二
次
臨
時
行
政
調
査
会
会
長
に

推
さ
れ
「
増
税
な
き
財
政
再
建
」
を
目

指
し
た
。
臨
調
解
散
後
、
中
曽
根
首
相

の
要
請
で
行
革
の
監
視
機
関
で
あ
る

臨
時
行
政
改
革
推
進
審
議
会
会
長
に

就
任
、
同
六
一
年
六
月
の
解
散
ま
で
務

め
た
。

静
2
9
戦
後
、
公
共
企
業
体
と
な
っ
た
国

鉄
（
日
本
国
有
鉄
道
）
は
、
昭
和
四
〇
年

代
に
航
空
機
や
自
動
車
と
の
競
争
が

激
化
、
昭
和
五
〇
年
代
半
ば
に
は
単
年

度
で
一
兆
円
を
越
す
極
端
な
赤
字
経

営
に
陥
っ
た
。
第
二
次
臨
時
行
政
調
査

会
答
申
に
基
づ
き
、
同
社
の
分
割
・
民

営
化
が
断
行
さ
れ
、
昭
和
六
一
一
年
J
R

（
日
本
旅
客
鉄
道
）
と
な
っ
た
。

聾
3
0
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
一
月
十
四

日
生
ま
れ
。
年
東
京
芝
浦
電
気
（
現
・

東
芝
）
に
入
社
。
昭
和
五
三
年
常
務
、
五

五
年
退
任
。
の
ち
に
土
光
敏
夫
氏
を
中

心
に
し
た
財
界
人
の
集
ま
り
（
D
K
会
）

の
代
表
世
話
人
を
務
め
る
。
ま
た
、
グ

ロ
ー
バ
ル
・
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ

ャ
ー
財
団
の
副
会
長
。

聾
3
1
経
団
連
事
務
局
第
一
期
生
。
昭
和

三
（
一
九
二
八
）
年
七
月
三
日
生
ま
れ
。

フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
留
学
、
初
代
ワ
シ
ン
ト

ン
駐
在
員
等
を
経
て
、
昭
和
六
三
年
経

団
連
事
務
総
長
。
現
在
（
二
〇
〇
二
年
）

は
エ
フ
エ
ム
ジ
ャ
パ
ン
会
長
兼
社
長
。

●レ

R2

ｺ
和
八
（
一
九
三
三
）
年
十
一
月
二

日
生
ま
れ
。
慶
大
院
修
了
後
、
昭
和
三

三
年
経
団
連
入
局
。
理
財
部
長
、
秘
書

室
長
を
経
て
、
同
五
九
年
常
務
理
事
、

平
成
四
年
専
務
理
事
。
同
七
年
参
院
選

に
自
民
党
比
例
区
か
ら
立
候
補
し
た
。

鈴
3
3
（
い
わ
た
　
か
ず
お
）
明
治
四
三

（「

繹
黶
Z
）
年
二
月
十
八
日
生
ま
れ
。

昭
和
九
年
東
京
芝
浦
電
機
入
社
、
経

理
・
主
計
・
財
務
の
諸
部
長
を
経
て
、

同
五
一
年
東
芝
社
長
。
の
ち
に
経
団
連

税
制
委
員
長
、
日
本
た
ば
こ
産
業

（
現
・
J
T
）
会
長
を
務
め
た
。
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い
う
の
は
、
あ
ま
り
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
ん
で
す
か
。

宮
崎
　
も
う
そ
の
時
は
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
が
金
利
高
、
石
油

高
と
い
う
よ
う
な
こ
と
・
で
、
ア
メ
リ
カ
の
ド
ル
が
安
い
状
況
な

ん
で
す
ね
。
そ
れ
こ
そ
ア
メ
リ
カ
と
一
緒
に
な
っ
て
も
う
少
し

安
定
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な

い
で
し
ょ
う
か
。

藤
井
　
た
だ
、
教
科
書
的
に
考
え
ま
す
と
、
財
政
を
拡
大
す
る

と
金
利
が
上
が
っ
て
、
円
が
さ
ら
に
高
く
な
る
。
も
と
も
と
円

高
不
況
の
対
策
と
し
て
金
融
を
拡
大
し
て
い
っ
た
わ
け
で
す
よ

ね
。
と
い
う
こ
と
は
さ
ら
に
円
高
が
進
行
す
る
よ
う
な
心
配
と

い
う
の
は
さ
れ
な
か
っ
た
ん
で
す
か
。

宮
崎
．
そ
れ
ほ
ど
内
需
は
強
く
な
い
。
そ
れ
で
内
需
拡
大
を
い

っ
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
黒
字
が
小
さ
く
な
り
ま
す
か
ら
、
そ

れ
に
よ
っ
て
為
替
、
が
動
け
ば
い
い
わ
け
な
ん
で
す
け
れ
ど
も

ね
。中

村
　
逆
に
い
っ
て
、
八
○
年
代
の
前
半
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
の

前
期
は
、
む
し
ろ
も
っ
と
円
が
高
く
な
つ
℃
い
い
は
ず
な
の
に
、

円
が
比
較
的
安
い
。
二
六
〇
円
か
ら
二
五
〇
円
ぐ
ら
い
で
推
移

し
て
い
た
で
し
ょ
う
。
八
五
年
に
な
っ
て
少
し
円
高
に
な
っ
て

き
て
、
そ
し
て
プ
ラ
ザ
合
意
で
ガ
タ
ッ
と
上
が
る
よ
う
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
ね
。
そ
れ
ま
で
ア
メ
リ

カ
の
ほ
う
は
、
む
し
ろ
国
際
収
支
が
赤
字
に
な
っ
て
も
、
そ
れ

は
世
界
貿
易
が
完
全
に
自
由
化
し
て
い
な
い
か
ら
そ
う
な
る
ん

だ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
あ
ま
り
理
屈

に
も
な
ら
な
い
よ
う
な
こ
と
だ
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
時
代
だ

っ
た
で
す
ね
。
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
た
記
憶
が
あ
る
け
れ

ど
も
。

中
村
　
八
○
年
代
の
ア
メ
リ
カ
と
い
う
の
は
、
と
に
か
く
何
を

や
っ
て
い
た
ん
だ
ろ
う
と
い
う
よ
う
な
気
が
し
ま
す
ね
。

宮
崎
　
貿
易
が
赤
字
で
し
ょ
う
。
財
政
も
よ
く
な
い
。

中
村
　
え
え
。
そ
れ
で
金
利
が
二
〇
％
ぐ
ら
い
で
し
た
ね
。

宮
崎
　
金
利
高
、
石
油
高
。

中
村
　
い
っ
た
い
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
気
だ
ろ
う
と
、
見
て
思

っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

■
民
間
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
と
し
て
の
活
躍

中
村
　
そ
れ
ま
で
お
役
所
に
お
ら
れ
て
、
会
社
へ
行
か
れ
て
ど

う
い
う
感
じ
で
ご
ざ
い
ま
す
か
。

宮
崎
　
ま
あ
、
や
っ
て
い
る
中
身
は
あ
ま
り
変
わ
り
ま
せ
ん
ね
。

対
象
が
経
済
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
し
、
分
析
を
し
た
り

調
査
を
す
る
と
い
う
の
は
変
わ
り
ま
せ
ん
ね
。
た
だ
、
分
析
調

査
は
誰
が
や
っ
て
も
、
国
の
出
方
と
い
う
の
は
変
わ
ら
な
い
は

ず
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
そ
れ
を
評
価
し
て
、
な
に
か
提
言
す
る
。

役
人
だ
っ
た
ら
当
然
政
府
の
提
言
で
す
か
ら
、
政
府
部
内
の
調

整
な
ど
そ
れ
な
り
の
手
続
き
が
あ
り
ま
す
ね
。
民
間
研
究
所
の

場
合
に
は
研
究
者
は
い
ち
お
う
会
社
の
営
業
と
は
直
接
関
係
な

い
と
い
う
ふ
う
に
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
た
と
え
ば
、
特
に
株

な
ん
か
に
つ
い
て
は
推
奨
株
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
は
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
か
ら
、
独
立
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
う
は
い

っ
て
も
、
研
究
所
で
も
基
本
的
な
政
策
の
と
こ
ろ
で
会
社
の
方

針
と
違
う
の
で
は
具
合
が
悪
い
で
す
よ
ね
。
大
い
に
議
論
は
し

ま
す
け
れ
ど
も
。
研
究
組
織
と
し
て
の
雰
囲
気
は
断
然
い
い
し
、

若
い
人
も
よ
く
勉
強
し
て
い
て
活
発
な
議
論
が
で
き
る
。
も
っ

と
も
こ
れ
は
大
和
総
研
の
気
風
で
、
ほ
か
の
研
究
所
で
は
窮
屈
、

あ
る
い
は
逆
に
野
放
図
の
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
。

静
3
4
図
六
参
照
。
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学
会
と
の
関
わ
り

村
井
　
話
は
そ
れ
ま
す
が
、
私
は
来
週
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
お

参
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
歴
史
学
会
に
出
席
の
た
め
で
す
。

中
村
　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
や
る
ん
で
す
ね
。

村
井
　
ア
メ
リ
カ
歴
史
学
会
で
、
お
そ
ら
．
く
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
講
和
五
十
周
忌
の
年
で
す
の
で
、
そ
れ
で
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。

宮
崎
　
今
年
が
五
十
周
年
で
す
ね
。

中
村
　
ア
メ
リ
カ
歴
史
学
会
と
い
う
の
は
、
そ
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

宮
崎
　
日
米
な
ん
と
か
事
業
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
そ

の
中
に
日
米
交
流
記
録
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
．
私
も
前
川
レ
ポ

ー
ト
に
つ
い
て
書
い
て
い
ま
す
。

中
村
　
ア
メ
リ
カ
歴
史
学
会
は
大
き
い
ん
で
す
よ
ね
。

村
井
　
三
千
人
く
ら
い
で
す
か
ね
。

中
村
　
僕
は
む
か
し
何
か
で
、
ボ
ス
ト
ン
と
い
う
と
こ
ろ
の
、

名
前
は
忘
れ
ま
し
た
が
大
き
な
ホ
テ
ル
で
、
部
屋
が
何
十
と
あ

っ
て
、
同
時
開
催
で
み
ん
な
泊
ま
る
ん
で
す
ね
。
そ
の
こ
ろ
は

ア
メ
リ
カ
で
も
左
派
の
歴
史
家
が
出
て
く
る
時
分
で
、
ア
メ
リ

カ
歴
史
学
会
じ
ゃ
な
く
て
、
な
ん
と
か
歴
史
学
会
と
い
う
の
を

別
の
ホ
テ
ル
に
わ
ざ
わ
ざ
看
板
を
立
て
て
い
ま
し
た
。
左
派
と

い
っ
て
は
い
け
な
い
ん
だ
な
。
言
い
方
が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど

も
ね
。

宮
暗
　
民
主
党
と
共
和
党
よ
り
も
っ
と
離
れ
て
い
る
ん
で
す

ね
。中

村
　
そ
う
な
ん
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
「
リ
ビ
ジ
ヨ

　
　
る
お

ニ
ス
ト
」
と
い
う
ん
で
す
ね
。
こ
の
ご
ろ
そ
の
言
葉
も
も
う

な
く
な
っ
た
よ
う
で
す
が
。

森
　
一
時
期
、
リ
ビ
ジ
ョ
ニ
ス
ト
と
い
う
の
は
ず
い
ぶ
ん
聞
か

．
れ
ま
し
た
ね
。

中
村
　
リ
ビ
ジ
ョ
ニ
ス
ト
の
グ
ル
ー
プ
が
ア
メ
リ
カ
歴
史
学
会

で
は
な
い
と
い
う
看
板
を
か
け
て
、
や
っ
て
い
た
ん
で
す
。

村
井
　
同
じ
時
に
、
で
す
か
。

中
村
　
だ
か
ら
、
違
う
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

村
井
　
ア
ジ
ア
部
会
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
て
、
数
年
前
ま
で

は
日
本
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
も
の
す
ご
く
多
か
っ
た
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
今
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
た
ら
、
日
本
は
三
つ
し
か
テ

ー
マ
が
な
く
て
、
ほ
と
ん
ど
中
国
で
す
ね
。
中
国
か
ら
も
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
し
、
ア
メ
リ
カ
も
研
究
者
の
方
も
中
国
に
関
す

る
報
告
を
す
る
ん
で
す
ね
。

中
村
　
日
本
は
流
行
ら
な
く
な
っ
た
の
で
、
あ
る
意
味
で
、
そ

の
ほ
う
が
続
い
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。
あ
と
ア
メ
リ
カ
経
済

学
会
と
い
う
、
こ
れ
も
大
き
い
。

宮
暗
　
あ
れ
は
で
か
い
で
す
ね
。
歴
史
学
会
は
ア
メ
リ
カ
で
は

何
を
や
る
ん
だ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
は
時
間
的
に
言
え
ば
ほ
と
ん

ど
歴
史
は
な
い
t
や
な
い
。
（
一
同
笑
い
）

中
村
　
や
は
り
世
界
中
を
や
っ
て
い
る
ん
で
す
。
世
界
中
を
や

る
し
、
ア
メ
リ
カ
だ
と
ま
た
非
常
に
細
か
い
こ
と
を
つ
つ
く
で

し
ょ
・
つ
。

村
井
　
テ
」
マ
の
う
ち
、
ア
メ
リ
カ
の
場
合
は
半
分
程
度
が
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
そ
こ
に
行
っ
て
し
ま

う
。
「
現
代
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
な
ん
て
い
う
テ
ー
マ
ま
で
あ

り
ま
す
か
ら
。

峰
台
　
日
本
で
も
一
時
期
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
が
あ
り
ま
し
た

ね
。中

村
　
え
え
。
そ
う
い
う
言
葉
が
は
や
り
ま
し
た
ね
。

宮
隠
　
七
〇
年
代
か
な
。

鱒
3
5
正
式
名
称
は
〉
ヨ
興
斎
5
工
翼
9
9

羨
8
邸
8
コ
。
一
八
八
四
年
に
創
立
さ

れ
た
、
全
米
で
最
も
大
き
な
規
模
の

歴
史
学
会
。
現
在
は
紺
一
万
五
千
人

が
名
を
連
ね
て
い
る
。

穏
3
6
従
来
は
正
統
と
さ
れ
て
き
た
学

説
、
見
解
に
対
し
、
異
議
を
提
唱
す

る
人
々
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
従
来

の
楽
観
的
な
対
日
態
度
に
修
正
を
迫

る
日
本
異
質
論
者
な
ど
を
指
す
こ
と

も
あ
る
。
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情
報
通
信
革
命
の
時
代
に

森
　
日
本
の
七
〇
年
代
に
流
行
っ
た
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
の

は
、
ど
う
い
う
意
味
で
す
か
。

宮
暗
　
技
術
革
新
で
、
新
し
い
産
業
と
い
う
意
味
で
す
ね
。
今

日
で
い
え
ば
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
？

中
村
　
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
あ
と
で
出
て
き
た
ん
で
す
ね
。

宮
崎
　
ソ
ニ
ー
と
か
京
セ
ラ
と
か
、
あ
あ
い
う
と
こ
ろ
が
バ
ッ

と
や
っ
て
い
た
。

中
村
　
そ
れ
ま
で
は
、
黙
っ
て
い
て
も
い
ま
あ
る
産
業
が
ど
ん

ど
ん
膨
ら
ん
で
行
っ
．
た
け
れ
ど
、
も
う
伸
び
が
止
ま
っ
て
し
ま

う
。
そ
れ
で
何
か
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
言
っ
て
い
た
ら
、
い
つ
の

ま
に
か
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
だ
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
が
ど
ん

ど
ん
伸
び
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
レ

宮
崎
　
そ
の
う
ち
に
情
報
通
信
革
命
な
ん
て
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。

中
村
　
そ
う
な
っ
て
い
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
も
の

が
伸
び
て
き
た
ら
、
も
う
そ
う
い
う
言
葉
は
は
や
ら
な
く
な
っ

た
。宮

暗
　
そ
う
で
す
ね
。
情
報
通
信
革
命
と
い
う
の
は
、
私
は
ま

だ
続
く
と
思
う
ん
で
す
。
九
〇
年
代
、
特
に
ア
メ
リ
カ
の
経
済

を
支
え
て
、
そ
れ
が
短
期
間
に
投
資
の
行
き
過
ぎ
、
お
金
の
集

中
が
あ
っ
て
、
去
年
の
半
ば
ご
ろ
か
ら
調
整
期
間
に
入
っ
た
。

こ
れ
は
情
報
通
信
革
命
の
途
中
の
調
整
期
間
だ
と
思
う
ん
で
す

ね
。
と
こ
ろ
が
、
人
に
よ
っ
て
は
、
あ
れ
は
情
報
通
信
バ
ブ
ル

で
あ
っ
て
、
も
う
は
じ
け
て
し
ま
っ
た
、
終
了
し
た
、
み
た
い

に
言
う
人
も
い
ま
す
が
、
そ
う
じ
や
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。

中
村
　
ゆ
う
べ
家
内
が
「
携
帯
電
話
を
買
っ
た
ほ
う
が
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
」
と
い
う
か
ら
、
「
断
じ
て
買
わ
な
い
ん
だ
」
と
言

っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
（
笑
い
）
。

宮
崎
　
私
も
車
の
中
以
外
で
は
使
っ
て
い
ま
せ
ん
。
わ
り
あ
い

早
い
時
期
に
ひ
と
つ
外
出
時
の
た
め
に
持
っ
て
た
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
や
は
り
う
る
さ
い
。
今
は
使
っ
て
い
ま
せ
ん
。

・
賓
礼
の
父
も
い
ち
お
う
持
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い

つ
も
電
源
が
切
っ
て
あ
っ
て
、
自
分
で
か
け
る
と
き
に
し
か
使

わ
な
い
と
い
う
。

宮
暗
　
わ
が
家
は
そ
う
い
う
点
で
は
一
番
遅
れ
て
い
る
と
思
う

な
。
電
気
製
品
と
い
っ
て
も
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
、
ス
テ
レ
オ

ぐ
ら
い
で
す
ね
。

森
－
つ
い
今
年
ま
で
、
わ
が
家
で
は
黒
電
話
を
使
っ
て
い
ま
し

た
。宮

暗
　
私
も
電
話
機
は
い
ろ
い
ろ
や
り
ま
し
た
け
ど
、
い
ま
ま

た
黒
電
話
に
戻
っ
た
ん
で
す
。
女
性
評
論
家
の
秋
山
ち
え
子
さ

　
ね
むん

を
ご
存
知
で
す
か
。
「
あ
あ
、
宮
暗
さ
ん
も
そ
の
電
話
、
さ

す
が
。
私
も
そ
う
で
す
よ
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
秋
山
ち

え
子
さ
ん
．
も
ず
っ
と
黒
電
話
だ
そ
う
で
す
コ

中
村
　
う
ち
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
つ
け
た
の
で
、
そ
の
時
に
ボ
タ

ン
の
電
話
に
し
た
ん
で
す
ね
。
あ
れ
じ
ゃ
な
い
と
具
合
が
悪
い

と
い
う
の
で
。
ホ
テ
ル
な
ん
か
で
、
ホ
テ
ル
の
番
号
を
回
し
て
、

そ
れ
か
ら
ル
ー
ム
ナ
ン
バ
ー
を
ま
た
押
す
と
、
そ
の
部
屋
に
つ

な
が
る
ん
で
す
ね
。
あ
れ
は
ボ
タ
ン
じ
ゃ
な
い
と
駄
目
な
ん
で

す
ね
。

森
　
そ
う
で
す
。
プ
ッ
シ
ュ
式
の
信
号
で
な
い
と
通
ら
な
い
ん

で
す
ね
。
一
度
大
丈
夫
か
と
思
っ
て
ダ
イ
ヤ
ル
で
や
っ
て
み
ま

し
た
け
れ
ど
も
、
駄
目
で
し
た
。

中
村
　
そ
う
い
う
意
味
で
は
プ
ッ
シ
ュ
式
じ
ゃ
な
い
と
具
合
が

悪
い
こ
と
が
あ
る
。
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
使
っ
て
い
る
と
、
そ
う
で

す
ね
。

管
3
7
1
T
（
ゴ
δ
∋
蛙
。
コ
奪
コ
。
｝
8
S

革
命
と
も
称
さ
れ
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
と
通
信
技
術
を
統
合
し
た
科
学
技

術
、
と
り
わ
け
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

介
す
る
情
報
流
通
が
飛
躍
的
に
発
展

し
た
こ
と
を
指
す
。

蕊
社
会
評
論
家
。
大
正
六
（
一
九
【

七
）
年
一
月
十
二
日
生
ま
れ
。
戦
後
、

昭
和
二
三
年
N
H
K
ラ
ジ
オ
「
婦
人

の
時
間
」
を
担
当
す
る
な
ど
、
喋
る

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
と
し
て
放
送
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
草
分
け
で
あ
る
。
他
に

税
政
調
査
会
、
保
険
審
議
会
委
員
な

ど
を
歴
任
。
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eNNE　El　D
宮
崎
　
私
は
留
守
番
電
話
も
や
め
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
。
面
倒
く

さ
く
て
し
か
た
な
い
。

中
村
　
あ
れ
は
う
ち
も
使
わ
な
い
。

宮
暗
　
一
番
シ
ン
プ
ル
が
い
い
と
思
う
ん
で
す
。

中
村
　
留
守
番
電
話
を
入
れ
て
お
く
と
、
い
ろ
い
ろ
な
変
な
も

の
が
か
か
っ
て
来
ま
す
。
留
守
番
で
な
く
て
も
変
な
の
が
か
か

っ
て
く
る
。
わ
れ
わ
れ
の
年
に
な
る
と
、
墓
地
を
買
い
な
さ
い

と
い
う
の
が
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
か
か
っ
て
く
る
。

森
そ
れ
は
先
生
の
と
こ
ろ
だ
け
で
は
な
く
、
う
ち
に
も
か
か

っ
て
き
ま
す
。

中
．
村
　
あ
な
た
は
ご
両
親
が
お
あ
り
だ
ろ
う
か
ら
。
と
に
か
く

・
墓
地
を
買
え
と
い
う
の
が
、
一
日
に
二
本
ぐ
ら
い
か
か
っ
て
く

る
ん
で
す
ね
。

宮
崎
　
あ
れ
は
か
か
っ
て
き
ま
す
ね
。
余
計
な
お
世
話
だ
と
思

う
け
れ
ど
。

中
村
　
墓
地
は
い
け
ま
せ
ん
ね
。

■
議
長
と
し
て
の
諸
氏
、

　
中
山
伊
知
郎
氏
に
つ
い
て

宮
暗
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
中
で
、
ど

こ
か
で
整
理
し
て
も
い
い
ん
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
審
議
会
を

私
は
経
験
し
ま
し
た
が
、
一
番
審
議
会
委
員
、
委
員
長
あ
る
い

は
議
長
と
し
て
優
れ
て
い
た
の
は
中
山
［
伊
知
郎
］
先
生
だ
ど

思
い
ま
す
ね
。
特
に
や
や
こ
し
い
会
議
の
議
長
を
す
る
と
、
本

当
に
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
ね
っ

中
村
　
あ
の
先
生
は
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
方
で
す
か
ら
ね

宮
崎
　
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
て
、
し
か
も
両
方
の
言
い
分
が

よ
く
わ
か
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
私
の
学
生
時
代
に
、
中
山

先
生
は
法
学
部
で
講
義
を
や
っ
て
お
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。
経
済

学
部
は
違
い
ま
し
た
か
ら
、
中
山
さ
ん
の
講
義
は
大
学
時
代
は

聴
い
て
い
ま
せ
ん
け
れ
ど
。

中
村
　
私
も
聴
い
て
い
な
い
ん
で
す
。

宮
隠
当
時
、
外
の
学
会
を
覗
い
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
日

本
貿
易
学
会
だ
っ
た
か
な
。
そ
の
と
き
た
ま
た
ま
中
山
さ
ん
が

議
長
を
し
て
お
ら
れ
て
、
あ
あ
こ
の
先
生
は
す
ご
い
な
と
思
い

ま
し
た
ね
。
い
ろ
い
ろ
な
先
生
が
ワ
ッ
と
言
う
と
、
「
君
、
そ

こ
の
と
こ
ろ
は
も
う
ち
ょ
っ
と
こ
う
言
い
な
さ
い
」
と
か
、

「
そ
こ
は
お
か
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
か
。
そ
し
て
最
後
の

整
理
が
見
事
な
ん
で
す
ね
。
議
長
と
い
ヶ
も
の
は
あ
あ
で
な
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
み

れ
ば
い
け
な
い
な
と
思
っ
た
。
そ
の
後
、
中
山
さ
ん
は
申
労
委

の
委
員
長
な
ど
を
さ
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
見
て
き
ま
し
た
が
、
一

番
見
事
な
議
長
で
す
ね
。
当
然
経
済
審
議
会
で
も
ピ
カ
一
で
し

た
。

東
畑
、
有
沢
、
隅
谷
　
各
氏
に
つ
い
て
1
御
三
家

宮
暗
　
あ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
に
風
格
が
あ
る
議
長
さ
ん
が
い
ま
す

ね
。中

村
　
え
え
、
東
畑
［
精
一
］
先
生
と
か
ね
。

宮
崎
　
東
畑
先
生
、
有
沢
［
広
巳
］
さ
ん
。
隅
谷
［
三
喜
男
］

さ
ん
も
そ
う
で
す
ね
。

・
中
村
　
中
山
、
有
沢
、
東
畑
の
三
人
が
御
三
家
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
ね
。

宮
崎
　
御
三
家
で
す
ね
。

中
村
　
政
府
の
委
員
会
に
は
、
必
ず
そ
の
三
人
が
つ
か
ま
っ
て

座
長
に
な
る
ん
で
す
ね
。
組
合
の
人
と
会
社
の
人
が
出
て
く
る

と
当
然
対
立
す
る
ん
だ
け
れ
ど
、
そ
の
三
人
が
委
員
長
と
か
に

な
る
と
、
ピ
タ
ッ
と
収
ま
る
ん
で
す
ね
。

鱒
3
9
中
央
労
働
委
員
会
の
略
。
民
間
企

業
、
国
営
企
業
の
労
使
紛
争
の
斡
旋
、

調
停
、
仲
裁
及
び
不
当
労
働
行
為
の

救
済
等
を
行
う
、
国
の
行
政
委
員
会
。
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円
城
寺
治
郎
氏
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ゆ

宮
崎
　
先
生
は
円
城
寺
［
次
郎
］
さ
ん
を
ご
存
知
で
す
か
。

学
校
の
先
生
以
外
で
は
、
円
城
寺
さ
ん
が
名
議
長
で
す
ね
。
ワ

ッ
と
自
由
に
言
わ
せ
て
お
い
て
、
パ
ッ
と
収
め
る
。
中
山
先
生

ほ
ど
弁
舌
さ
わ
や
か
で
は
な
か
っ
た
で
す
け
れ
ど
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
り
む

中
村
　
実
は
中
医
協
と
い
う
厚
生
省
の
社
会
保
険
の
委
員
会

が
あ
っ
て
、
医
療
報
酬
と
か
、
医
療
保
険
の
会
議
が
あ
っ
て
、

そ
の
委
員
を
二
年
だ
け
や
っ
た
ん
で
す
。
ふ
だ
ん
は
毎
月
一
回

会
議
を
や
る
ん
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
は
二
時
間
ぐ
ら
い
言
い
た
い

放
題
で
言
わ
せ
て
、
何
も
結
論
を
出
さ
な
い
け
れ
ど
、
二
時
間

経
っ
た
か
ら
お
し
ま
い
と
や
る
ん
で
す
。
い
よ
い
よ
と
な
っ
て

医
療
報
酬
を
決
め
る
と
き
は
、
こ
れ
が
変
わ
っ
て
い
て
、
厚
生

省
の
中
で
局
長
室
を
三
つ
臨
時
に
空
け
る
の
か
な
。
一
方
に
支

払
い
側
が
い
て
、
一
方
に
お
医
者
さ
ん
が
い
て
、
わ
れ
わ
れ
中

立
委
員
が
も
う
一
つ
の
部
屋
に
い
る
。
わ
れ
わ
れ
が
そ
こ
に
い

る
と
厚
生
省
の
役
人
が
来
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
こ
う
い
う
こ
と
を

言
っ
て
い
ま
す
、
あ
あ
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
と
い
う
情

報
を
伝
え
る
。
い
い
加
減
経
っ
た
と
こ
ろ
で
、
別
々
に
入
っ
て

く
る
。
そ
う
す
る
と
、
円
城
寺
ざ
ん
は
何
を
言
っ
て
い
る
ん
だ

か
わ
か
ら
な
い
。
僕
が
聴
い
て
い
て
も
わ
か
ら
な
い
。
「
そ
ヶ

い
う
わ
け
だ
か
ら
、
そ
の
へ
ん
で
了
承
し
て
も
ら
い
た
い
．
」
と

か
言
っ
て
、
何
が
な
ん
だ
か
わ
か
ら
な
い
ん
だ
け
れ
ど
、
だ
い

た
い
話
が
つ
き
ま
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
総
会
を
開
い
て
三
者

が
集
ま
っ
て
、
お
役
人
が
あ
ら
か
じ
め
準
備
し
た
原
案
を
読
み

上
げ
る
わ
け
で
す
。
両
方
と
も
「
そ
れ
で
け
っ
こ
う
で
す
」
と

い
う
。
だ
か
ら
ま
と
ま
る
こ
と
は
確
か
な
ん
だ
。

宮
崎
　
そ
う
で
す
ね
、
問
題
点
を
き
ち
ん
と
整
理
す
る
な
ん
て

い
ヶ
や
り
方
で
は
な
い
で
す
ね
。
そ
れ
で
も
、
収
ま
る
と
こ
ろ

に
収
ま
っ
て
い
る
。

中
村
　
何
だ
か
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
。
ら
こ
う
い
う
こ
と
だ
か

ら
」
と
言
う
ん
だ
け
れ
ど
、
ど
う
い
う
こ
と
だ
か
わ
か
ら
な
い
。

中
山
先
生
だ
と
、
順
序
立
て
て
き
ち
ん
と
話
を
す
る
、
そ
し
て

文
句
が
あ
る
か
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
な
ん
だ
け
れ
ど
、
誰
も

文
句
を
言
わ
な
い
。
ほ
ん
と
う
に
変
な
人
が
い
ま
し
た
。
円
城

寺
さ
ん
と
い
う
の
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
ピ
タ
ッ
と
ま
と
め

ま
し
た
ね
。
「
面
倒
く
さ
い
か
ら
委
員
を
辞
め
る
」
と
言
っ
た

ら
、
「
こ
れ
か
ら
だ
ん
だ
ん
医
者
を
い
じ
め
る
と
こ
ろ
だ
か
ら
、

も
う
少
し
い
れ
ば
い
い
の
に
」
と
い
う
。
し
か
し
お
医
者
さ
ん

は
な
か
な
か
い
じ
め
ら
れ
な
い
で
す
ね
。

宮
暗
　
医
療
は
専
門
的
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
な
か

な
か
反
論
し
に
く
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
ね
。

中
村
　
そ
れ
か
ら
こ
う
い
う
こ
と
を
言
う
ん
だ
な
、
こ
の
ご
ろ

患
者
が
減
っ
て
小
児
科
の
収
入
が
減
っ
た
、
つ
い
て
は
小
児
科

の
報
酬
を
重
点
的
に
上
げ
て
欲
し
い
と
か
ね
。

子
供
の
数
が
減
っ
た
か
ら
。
そ
れ
か
ら
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
委

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ゆ

員
長
と
い
う
の
は
馬
場
啓
之
助
さ
ん
と
い
う
方
で
、
何
を
言

っ
て
い
る
ん
だ
か
ち
っ
と
も
わ
か
ら
な
い
。

馬
場
、
大
来
両
氏
、
そ
し
て
大
川
一
司
氏
に
つ
い
て

森
　
宮
崎
先
生
も
馬
場
委
員
長
の
委
員
会
に
出
ら
れ
ま
し
た

か
。宮

暗
　
馬
場
さ
ん
は
国
民
生
活
審
議
会
の
時
に
ご
一
緒
だ
っ
た

な
。
議
長
と
し
て
の
仕
事
が
あ
ま
り
う
ま
く
な
い
の
は
、
大
来

［
佐
武
郎
］
さ
ん
も
そ
う
で
す
ね
、
下
手
で
し
た
。
大
川
口

留
］
さ
ん
の
方
が
ま
だ
い
い
で
し
ょ
う
。

中
村
大
川
さ
ん
は
怖
い
ん
だ
。
［
森
氏
に
向
か
っ
て
〕
ご
存

知
な
い
で
し
ょ
う
、
大
川
一
司
先
生
は
。

。・

S0

謖
ﾜ
回
の
章
、
註
五
五
参
照
。

鱒
4
1
国
の
医
療
費
を
策
定
す
る
た
め
に

設
け
ら
れ
る
、
厚
生
大
臣
の
諮
問
機

関
。
診
療
側
委
員
八
名
、
支
払
い
側

委
員
八
名
・
公
益
委
員
四
名
の
三
者

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

管
4
2
一
橋
大
学
名
誉
教
授
、
明
治
四
一

（一

縺
Z
八
）
年
十
一
月
二
三
日
生
ま

れ
。
農
林
省
農
業
総
合
研
究
所
員
を

経
て
、
学
習
院
大
学
教
授
。
昭
和
三

一
年
よ
り
一
橋
大
学
教
授
。
専
門
は

経
済
学
史
、
農
業
問
題
、
社
会
保
障
。
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森
　
直
接
は
存
じ
上
げ
ま
せ
ん
。

中
村
　
剣
道
高
段
と
い
う
感
じ
で
、
そ
れ
で
抑
え
が
効
く
と
い

う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
ね
。

、
宮
崎
　
日
本
男
子
で
す
ね
。
ア
メ
リ
カ
に
行
か
れ
た
と
き
、
大

谷
さ
ん
と
い
う
秘
書
、
後
に
福
島
大
学
の
先
生
に
な
ら
れ
た
女

性
を
連
れ
て
行
っ
た
ん
で
す
ね
。
車
で
移
動
す
る
と
き
に
、
お

客
さ
ん
が
．
送
っ
て
き
て
、
「
先
生
お
車
で
」
と
い
う
と
き
、
ア

メ
リ
カ
で
す
か
ら
ハ
女
性
が
ま
ず
先
に
車
に
乗
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
大
谷
さ
ん
と
い
う
人
は
日
本
式
に
先

生
が
乗
る
ま
で
待
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
う
し
た
ら
先
生
が

怒
っ
て
「
早
く
乗
れ
1
」
と
言
っ
た
ん
で
す
ね
。

森
　
そ
う
い
う
こ
と
は
困
り
ま
す
ね
。
日
本
で
は
、
先
生
の
前

に
乗
る
よ
う
な
こ
と
は
滅
相
も
な
い
、
と
い
う
感
じ
で
す
か
ら

ね
。宮

崎
　
ア
メ
リ
カ
で
は
そ
れ
を
ご
く
自
然
に
や
っ
て
い
ま
す
か

ら
ね
。

中
村
　
な
ん
と
か
委
員
会
で
リ
ポ
ー
ト
を
つ
く
っ
て
、
大
川
先

生
が
コ
メ
ン
ト
を
し
た
ん
で
す
ね
。
「
非
常
に
結
構
で
す
。
私

は
ち
ょ
っ
と
フ
ッ
ト
ノ
ー
ト
を
つ
け
ま
す
」
と
言
っ
て
、
そ
の

フ
ッ
ト
ノ
ー
ト
が
と
ん
で
も
な
い
ん
で
す
。
根
本
か
ら
ひ
つ
く

り
返
し
ち
ゃ
う
ん
で
す
ね
ひ

宮
崎
　
そ
テ
、
大
批
判
を
す
る
ん
で
す
ね
。

中
村
　
そ
う
い
う
口
の
利
き
方
を
す
る
な
ら
、
「
私
は
反
対
で

す
」
と
い
っ
た
方
が
ま
だ
い
い
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
ね
。
フ

ッ
ト
ノ
ー
ト
な
ん
て
言
っ
て
ひ
つ
く
り
返
す
の
は
無
礼
な
話
で

す
ね
。
そ
ん
な
こ
と
は
言
わ
な
け
れ
ば
い
い
の
に
。
そ
う
い
う

先
生
だ
っ
た
な
。

土
屋
、
稲
葉
両
氏
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ゆ

宮
崎
　
学
校
の
先
生
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
が
、
土
屋
清
さ
ん
と

　
　
　
　
　
　
る
れ

か
、
稲
葉
さ
ん
と
か
も
特
徴
が
あ
り
ま
し
．
た
ね
。
土
屋
さ
ん

は
議
長
を
や
っ
て
い
て
も
、
自
分
が
気
に
食
わ
な
い
と
、
「
お

れ
辞
め
る
」
と
言
う
ん
で
す
ね
。

森
　
本
当
に
辞
め
ら
れ
て
し
ま
う
ん
で
す
か
。

宮
崎
　
い
や
、
そ
れ
で
話
が
進
む
ん
で
す
ね
。
稲
葉
さ
ん
は
、

ち
ょ
っ
と
せ
っ
か
ち
で
し
た
ね
。

森
　
せ
っ
か
ち
と
い
う
の
は
結
論
を
急
ぐ
と
い
う
こ
と
で
す

か
。宮

暗
　
あ
る
意
味
で
は
そ
う
な
ん
で
す
が
、
自
分
と
違
う
意
見

を
長
々
と
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
人
が
い
る
と
い
ら
い
ら
し
て
く
る

ん
で
す
ね
。
議
長
だ
か
ら
聞
か
な
け
れ
ば
い
「
け
な
い
と
い
う
こ

と
で
聞
い
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
、
も
う
や
め
ろ
、
と
い
う
よ

う
な
顔
を
す
る
。

中
村
　
自
分
が
議
長
じ
ゃ
な
い
と
き
や
っ
て
き
て
、
途
中
か
ら

入
っ
て
き
て
い
き
な
り
自
分
の
意
見
で
演
説
を
ぶ
っ
て
、
こ
れ

で
失
礼
す
る
と
い
っ
て
帰
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
ひ
ど
い
も
の

で
し
た
。
そ
れ
で
憎
ま
れ
な
い
ん
だ
か
ら
一
。
要
す
る
に
、
忙

し
い
こ
と
を
誇
り
に
し
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
二

つ
も
三
つ
も
、
同
じ
時
間
に
予
約
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
変
わ

っ
た
方
で
し
た
ね
。

矢
次
一
夫
氏
に
つ
い
て

中
村
　
私
は
い
ま
だ
に
忘
れ
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
、
矢
次
一
夫

　
の
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
あ

さ
ん
が
や
っ
て
い
た
国
策
研
究
会
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
国

策
研
究
会
が
戦
争
中
の
文
献
を
持
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
ど
う

も
誰
か
か
ら
分
捕
っ
た
ら
し
い
ん
で
す
ね
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、

。，

S3

o
済
評
論
家
、
明
治
四
三
（
一
九

一
〇
）
年
十
月
五
日
生
ま
れ
。
朝
日

新
聞
論
説
委
員
、
の
ち
産
業
経
済
新

聞
常
務
、
専
務
を
経
て
、
通
産
省
諮

問
機
関
の
石
油
審
議
会
の
発
足
以
来
、

委
員
を
務
め
た
。
中
東
経
済
研
究
所

会
長
、
総
合
政
策
研
究
会
理
事
長
も

務
め
た
。

義
稲
葉
秀
三
氏
の
こ
と
。
第
「
回
の

章
、
註
四
五
参
照
。

・・

S5

J
働
運
動
家
・
政
治
家
。
明
治
三

二
（
一
八
九
九
）
年
七
月
五
日
生
ま
れ
。

大
正
十
四
年
、
労
働
事
情
調
査
所
を
設

立
し
争
議
調
停
に
活
躍
。
昭
和
八
年
国

策
研
究
会
を
設
立
し
、
政
界
、
軍
部
に

影
響
力
を
持
つ
。
戦
後
公
職
追
放
後
、

同
二
八
年
に
国
策
研
究
会
を
復
活
し

歴
代
首
相
と
親
交
を
保
ち
、
政
界
の
フ

ィ
ク
サ
ー
と
目
さ
れ
た
。
昭
和
五
八
年

三
月
没
。

聾
4
6
昭
和
八
年
、
矢
次
一
夫
が
設
立
し

た
労
働
事
情
調
査
所
と
、
国
策
同
志
研

究
会
の
統
合
に
よ
り
設
立
。
昭
和
十
｝
．

年
よ
り
現
名
称
。
戦
後
解
消
さ
れ
る
も
、

昭
和
二
八
年
再
発
足
し
今
日
に
至
る
。

国
防
、
外
交
、
経
済
、
財
政
等
の
研
究
・

提
言
を
行
っ
て
い
る
。

軸
4
7
元
外
務
事
務
次
官
。
明
治
四
三
（
一

九
一
〇
）
年
二
月
十
一
日
生
ま
れ
。
駐

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
イ
ン
ド
大
使
を
経
て
、

昭
和
四
四
年
外
務
事
務
次
官
。
退
官
後
、

同
四
九
年
国
際
協
力
事
業
団
（
J
l
C

A
）
初
代
総
裁
。
同
五
九
年
に
国
策
研

究
会
理
事
長
兼
会
長
と
な
る
。
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矢
次
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
、
国
策
研
究
会
に
は
だ
い
ぶ
借
金
が

あ
っ
て
そ
れ
こ
そ
破
産
状
態
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
稲
葉
さ
ん
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
び

外
務
省
の
法
眼
［
晋
作
］
さ
ん
の
二
人
で
再
建
に
あ
た
る
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
稲
葉
さ
ん
に
呼
ば
れ
て
、
矢
次
さ
ん
が

秘
蔵
し
て
い
た
文
書
類
を
買
え
と
い
う
ん
で
す
ね
。
買
え
と
い

っ
て
も
僕
が
買
う
ん
じ
ゃ
な
く
て
大
学
が
買
え
と
い
う
ん
で

す
。
「
一
千
万
円
也
」
と
書
い
て
あ
る
。
大
学
だ
っ
て
そ
ん
な

金
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
仕
方
が
な
い
か
ら
い
ろ
い
ろ
特
別
な
本

を
買
う
金
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
掻
き
集
め
て
七
百
何
十
万
円

に
し
て
、
こ
れ
で
売
っ
て
く
だ
さ
い
と
言
い
に
行
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
結
局
古
本
屋
の
お
や
じ
に
「
七
百
何
十
万
円
が
妥
当
で

あ
る
」
と
い
う
鑑
定
書
を
つ
く
ら
せ
て
、
そ
の
お
や
じ
に
三
十

万
円
か
何
か
を
払
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
れ

村
井
　
あ
れ
は
商
工
省
時
代
の
美
濃
部
洋
次
さ
ん
の
個
人
の

文
書
で
す
か
。

中
村
　
ま
あ
、
そ
れ
で
す
ね
。
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
ん
で
す
が
、

美
濃
部
洋
次
文
書
が
主
だ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
す
。
美
濃
部
さ

ん
の
別
の
文
書
の
一
部
が
一
橋
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
と
に
か

く
そ
れ
を
買
っ
た
ん
で
す
ね
。
稲
葉
さ
ん
に
は
、
そ
の
七
百
万

円
を
こ
し
ら
え
る
こ
と
で
ず
い
ぶ
ん
苦
労
さ
せ
ら
れ
た
。

宮
崎
　
矢
次
さ
ん
と
い
う
の
は
、
だ
い
た
い
右
翼
の
人
で
す
ね
。

私
も
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。
法
眼
さ
ん
の
と
き
か
、
法
眼
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
れ

の
ち
ょ
っ
と
前
か
な
、
日
米
研
究
会
の
理
事
に
さ
せ
ら
れ
た

こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
あ
の
会
は
言
っ
て
い
る
こ
と
が
み
な
さ

ん
勇
ま
し
く
て
：
：
。

村
井
　
矢
次
さ
ん
は
岸
さ
ん
と
親
し
い
ん
で
す
ね
。

宮
崎
　
私
は
九
州
な
ん
で
す
が
、
あ
の
人
も
九
州
な
ん
で
す
。

終
戦
直
後
、
右
翼
が
放
り
出
さ
れ
た
も
の
で
す
か
ら
、
あ
ち
こ

ち
で
講
演
し
て
回
っ
て
い
た
ん
で
す
。
わ
が
実
家
に
も
来
て
い

ま
し
た
。
私
が
反
右
翼
だ
と
も
知
ら
ず
に
、
え
ら
く
可
愛
が
ら

れ
た
と
い
う
と
お
か
し
い
で
す
け
れ
ど
、
矢
次
さ
ん
の
研
究
会

の
理
事
に
さ
せ
ら
れ
た
り
し
た
ん
で
す
ね
。

中
村
　
僕
も
ち
ょ
っ
と
知
っ
て
い
た
か
ら
、
国
策
研
究
会
の
講

演
会
と
い
う
の
に
引
っ
張
り
出
さ
れ
て
、
一
席
ぶ
た
さ
れ
た
こ

と
が
あ
る
。

宮
塒
　
そ
う
で
す
が
、
私
も
何
回
か
や
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

藤
井
　
定
期
的
に
開
か
れ
る
ん
で
す
か
。

宮
暗
　
定
期
的
に
や
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
月
例
研
究
会
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
る
ロ

丸
の
内
の
日
本
倶
楽
部
と
い
う
と
こ
ろ
で
よ
く
や
り
ま
し
た
。

中
村
　
会
社
な
ど
が
、
矢
次
氏
の
顔
で
会
員
に
な
っ
て
、
会
費

を
払
っ
て
、
そ
れ
で
国
策
研
究
会
な
る
も
の
が
成
り
立
つ
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
矢
次
さ
ん
は
、
生
き
て
い
る
と
き
か
ら
怪
物

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
ね
。

宮
崎
　
あ
の
人
は
怪
物
で
す
ね
。

中
村
　
自
分
の
物
だ
か
他
人
の
物
だ
か
区
別
が
つ
か
な
い
と
い

う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
ね
。

宮
崎
　
あ
あ
い
う
人
た
ち
は
、
そ
う
い
う
観
念
が
な
い
ん
で
す

ね
。
お
お
ら
か
と
い
う
か
。

中
村
　
で
す
か
ら
、
そ
の
因
縁
の
資
料
を
東
大
が
買
っ
た
ん
で

す
ね
。

森
ど
こ
に
入
っ
て
い
る
ん
で
す
か
。

村
井
　
経
済
の
図
書
館
に
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
入
っ
て
い
ま

す
ね
。

中
村
　
大
図
書
館
が
買
っ
て
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
各
学
部

で
必
要
そ
う
な
と
こ
ろ
に
出
し
て
い
る
。
文
部
省
で
、
ま
と
ま

っ
た
資
料
や
文
献
を
買
う
予
算
を
年
に
一
回
請
求
し
て
い
い
と

き
が
あ
る
ん
で
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
七
百
何
十

万
円
を
用
意
し
た
ん
で
す
ね
。
僕
と
伊
藤
隆
さ
ん
で
、
矢
次
さ

・・

S8

ｾ
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
十
一
月

一
日
生
ま
れ
。
東
京
帝
大
卒
業
後
、
特

許
局
審
査
捕
等
を
経
て
、
商
工
省
機
械

局
長
。
戦
後
、
日
本
合
成
繊
維
、
日
本
水

素
工
業
副
社
長
、
昭
和
二
七
年
よ
り
日

本
評
論
社
再
建
の
た
め
、
日
本
評
論
新

社
社
長
と
な
っ
た
。

鱒
4
9
内
閣
官
房
に
設
置
さ
れ
た
、
日
米

に
関
す
る
政
治
・
経
済
等
に
つ
き
検

討
を
行
う
委
員
会
。

静
5
0
社
団
法
人
日
本
倶
楽
部
の
こ
と
。

戦
前
に
設
立
さ
れ
た
、
現
存
す
る
中
で

は
日
本
で
最
古
の
会
員
制
倶
楽
部
。

鈴
5
1
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
『
現
代
史

を
創
る
人
び
と
」
シ
リ
ー
ズ
の
一
部
と

し
て
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
に
一
九
七
〇
年

か
ら
約
一
一
年
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た

後
、
毎
日
新
聞
社
か
ら
五
冊
に
ま
と
め

ら
れ
出
版
さ
れ
た
。
聞
き
手
は
、
中
村

教
授
、
C
O
E
オ
ー
ラ
ル
・
政
策
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
心
人
物
の
「
人

で
あ
る
伊
藤
隆
教
授
（
当
時
は
助
教

授
）
、
原
（
朗
）
教
授
（
当
時
は
助
教
授
）

で
あ
っ
た
。
矢
石
目
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
は
、
第
五
巻
（
一
九
七
二
年
発
行
）
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

聾
5
2
陸
軍
中
将
。
明
治
二
五
（
｝
八
九
二
）

年
十
二
月
五
日
生
ま
れ
。
昭
和
十
一
年

関
東
軍
参
謀
、
翌
年
参
謀
本
部
作
戦
課

長
と
な
り
日
中
戦
争
の
積
極
出
兵
論

を
主
張
し
た
。
昭
和
十
六
年
の
東
条
政

権
の
成
立
後
は
、
東
条
首
相
兼
陸
相
の

、
下
、
陸
軍
中
枢
の
地
位
を
占
め
た
。
敗

戦
後
、
A
級
戦
犯
と
し
て
絞
首
刑
。

噸レ

T3

ﾂ
年
運
動
指
導
者
。
大
正
十
一
（
［

九
二
二
）
年
十
月
一
日
生
ま
れ
。
佐
賀

商
卒
業
後
、
陸
軍
中
野
学
校
二
俣
分
校

を
第
一
期
生
と
し
て
卒
業
。
戦
後
、
昭

和
二
四
年
日
本
運
上
会
を
結
成
し
青

少
年
育
成
運
動
と
戦
後
処
理
活
動
に

234
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ん
か
ら
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
と
い
う
雑
誌
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し

た
ん
で
す
。
こ
の
ご
ろ
で
言
う
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ロ

『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
に
数
ヶ
月
連
載
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
矢

次
さ
ん
と
は
そ
れ
で
知
り
合
っ
た
ん
で
す
。
伊
藤
さ
ん
は
資
料

魔
だ
か
ら
、
国
策
研
究
会
に
山
の
よ
う
な
資
料
が
あ
る
の
で
、

そ
れ
を
な
ん
と
か
し
た
く
て
し
ょ
う
が
な
い
。
そ
れ
で
伊
藤
さ

ん
が
矢
次
氏
に
「
こ
の
資
料
ど
う
な
さ
る
お
つ
も
り
で
す
か
。

も
し
も
の
こ
と
が
あ
っ
た
ら
大
変
で
す
よ
」
と
言
っ
た
ら
、

「
お
れ
は
死
な
な
い
ん
だ
」
と
言
う
．
（
笑
い
）
。
そ
ん
な
こ
と
言

っ
た
つ
て
、
駄
目
だ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
。
．

宮
崎
　
活
動
の
舞
台
は
主
と
し
て
満
州
で
す
か
、
日
本
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
お

中
村
　
日
本
の
陸
軍
で
し
ょ
う
。
陸
軍
の
武
藤
章
だ
と
か
、

幹
部
と
親
し
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。

村
井
　
当
時
の
革
新
派
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
お

宮
崎
　
名
前
が
似
て
い
る
ん
で
す
が
、
末
次
一
郎
さ
ん
を
ご

存
知
で
す
か
。

中
村
　
何
回
か
見
ま
し
た
。
こ
れ
も
似
た
よ
う
な
人
で
す
ね
。

宮
崎
　
最
後
は
ロ
シ
ア
問
題
と
か
何
か
で
一
生
懸
命
で
し
た

ね
。
陸
軍
の
中
野
学
校
で
す
ね
。

中
村
　
あ
の
方
は
傷
が
あ
っ
て
、
怖
い
顔
を
し
て
い
ま
し
た
ね
。

お
つ
き
合
い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
。

宮
廷
　
私
は
ず
い
ぶ
ん
お
付
き
合
い
し
た
ん
で
す
が
、
勇
ま
し

い
人
だ
っ
た
な
。
・
人
情
深
か
っ
た
で
す
ね
。

森
そ
れ
は
何
か
研
究
会
で
、
で
す
か
。

宮
崎
　
ロ
シ
ア
研
究
と
か
、
最
近
は
中
国
研
究
を
や
っ
て
い
ま

し
た
ね
。

麺
審
議
会
、
委
員
会
の
委
員
と
し
て
の
活
動

森
宮
崎
先
生
は
↓
年
に
ど
の
く
ら
い
そ
う
い
う
委
員
会
を
か

け
持
ち
さ
れ
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

宮
焙
　
整
理
を
し
て
、
い
ま
は
も
う
少
な
い
で
す
ね
。
政
府
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ロ

関
係
は
、
労
働
省
の
産
業
労
働
懇
話
会
、
最
初
に
中
山
先
生

が
や
っ
て
い
た
も
の
で
す
ね
。
労
働
省
（
現
在
厚
生
労
働
省
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
お

で
は
も
う
一
つ
、
「
い
つ
で
も
働
け
る
社
会
を
目
指
す
懇
談
会
」

と
い
う
大
臣
の
懇
談
会
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
郵
政
省
が
あ

り
ま
す
。
委
員
長
と
か
議
長
と
か
を
や
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
は

だ
い
た
い
辞
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
企
画
庁
の
参
与
も
切
れ
ま

し
た
。
．
内
閣
で
女
性
問
題
を
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
共
同
参
画

室
が
発
足
し
た
の
で
、
そ
れ
も
や
め
ま
し
た
。
あ
と
政
府
の
後

押
し
の
強
い
「
平
和
の
た
め
の
ア
ジ
ア
女
性
基
金
」
の
理
事
で
、

例
の
従
軍
慰
安
婦
の
問
題
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

経
済
企
画
庁
の
参
与

森
今
日
最
初
に
用
意
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
質
問
票
に
も
書
い

た
ん
で
す
が
、
企
画
庁
の
参
与
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
罪
な

の
で
し
ょ
う
か
。

虚
心
　
英
語
で
言
っ
た
方
が
わ
か
り
や
す
い
ん
で
す
ね
。
直
訳

な
ら
カ
ウ
ン
シ
ラ
ー
で
し
ょ
う
が
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
す
ね
。

一
ヶ
月
に
一
回
集
ま
っ
て
、
そ
の
と
き
の
経
済
の
問
題
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ホ

て
コ
メ
ン
ト
を
す
る
。
私
の
と
き
は
、
平
岩
［
外
四
］
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
臣
駆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軸
駆

と
、
小
林
陽
太
郎
さ
ん
、
高
原
須
美
子
さ
ん
、
三
重
野
［
康
］

　
お
お

さ
ん
、
篠
原
［
三
代
平
］
さ
ん
と
私
で
す
。
最
近
は
平
岩
さ

ん
の
出
席
が
悪
く
な
り
ま
し
た
ね
。
こ
の
一
年
ほ
ど
は
高
原
さ

‘
ん
も
病
気
で
し
た
か
ら
。
（
そ
の
後
亡
く
な
ら
れ
た
）
三
重
野

専
念
。
の
ち
、
沖
縄
復
帰
運
動
、
北
方
領

土
返
還
運
動
に
取
り
組
み
、
歴
代
首
相

の
助
言
者
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
各
種

審
議
会
委
員
と
し
て
も
活
躍
し
た
。

骨
5
4
産
業
労
働
問
題
に
関
す
る
懇
話

会
。
厚
生
労
働
大
臣
の
諮
問
機
関
と

し
て
、
労
使
双
方
の
首
脳
及
び
、
学

識
経
験
者
が
構
成
員
と
さ
れ
て
い
る
。

現
在
宮
崎
氏
が
座
長
。

。・

T5

ｳ
式
に
は
『
年
齢
に
関
わ
り
な
く

働
け
る
社
会
に
関
す
る
有
識
者
会

議
』
。
宮
崎
氏
は
座
長
を
務
め
た
。
委

員
の
名
簿
は
、
表
一
参
照
。

骨
5
6
東
京
早
知
刀
相
談
役
。
大
正
三
（
一

九
一
四
）
年
八
月
；
＝
日
生
ま
れ
。

昭
和
十
四
年
東
京
電
灯
（
東
京
電
力

の
前
身
）
入
社
後
、
早
く
よ
り
「
帝

王
学
」
を
受
け
隅
同
五
一
年
東
京
電

力
社
長
。
平
成
二
年
よ
り
経
団
連
会

長
を
務
め
る
。
の
ち
、
経
団
連
に
専

念
。
今
日
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
に
関
す
る
泰
斗
の
一
人
。

→ひ

T7

x
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
会
長
、
昭
和
八

（一

緕
O
三
）
年
四
月
二
五
日
生
ま
れ
。

フ
ジ
フ
ィ
ル
ム
を
経
て
、
富
士
ゼ
ロ

ッ
ク
ス
に
転
じ
、
昭
和
五
三
年
同
社

社
長
。
平
成
十
一
年
総
合
研
究
開
発

機
構
会
長
、
経
済
同
友
会
代
表
幹
事

に
就
任
。
同
十
四
年
世
界
経
済
フ
ォ

ー
ラ
ム
年
次
総
会
（
ダ
ボ
ス
会
議
）

共
同
議
長
を
務
め
た
。

引
歌
五
回
の
章
、
註
五
四
参
照
。

・｝

T9

齷
Y
日
本
銀
行
総
裁
、
大
正
十
三

（一

纉
�
l
）
年
三
月
十
七
日
生
ま
れ
。

昭
和
一
＝
一
年
日
本
銀
行
入
行
、
理
事
、

副
総
裁
を
経
て
、
平
成
元
年
第
二
六

代
日
本
銀
行
総
裁
（
～
平
成
六
年
）
。

横
綱
審
議
委
員
会
委
員
、
国
際
決
済
　
　
　
3
5

銀
行
（
B
－
S
V
理
事
も
務
め
た
。
　
　
　
　
　
2



さ
ん
は
ま
あ
ま
あ
の
出
席
率
。
極
端
な
場
合
、
私
と
篠
原
さ
ん

だ
け
の
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

中
村
　
や
っ
ぱ
り
鰻
か
何
か
出
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

宮
崎
鰻
が
多
い
で
す
ね
。
参
与
会
の
最
初
の
頃
は
何
が
出
て

い
た
の
か
な
。
た
し
か
、
最
初
は
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
み
た
い
な
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
の

の
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
小
汀
（
利
得
）
さ
ん
が
ま
ず
い
と
い

っ
た
の
か
な
、
そ
れ
で
鰻
に
し
た
ん
で
す
。
鰻
に
し
た
ら
、
誰

か
が
「
こ
ん
な
の
ば
か
り
」
と
い
う
の
で
、
そ
の
う
ち
思
弁
に

な
っ
た
ん
で
す
ね
。
参
与
会
な
ん
て
い
う
の
は
、
予
算
は
そ
の

弁
当
代
だ
け
し
か
つ
い
て
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
参
与
手

当
と
い
う
の
が
ひ
と
月
二
万
四
千
円
ぐ
ら
い
で
す
か
ゆ
月
例
報

告
が
あ
っ
て
、
そ
の
と
き
の
政
策
の
説
明
が
あ
っ
た
り
し
て
、

そ
の
と
き
自
由
討
議
が
主
だ
っ
た
ん
で
す
。

村
井
　
意
見
を
集
約
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
て
、
フ
リ
ー

な
ん
で
す
ね
。

宮
暗
　
ま
っ
た
く
フ
リ
ー
で
す
。
さ
っ
き
の
話
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
「
今
日
は
こ
こ
ま
で
」
と
い
っ
て
、
そ
れ
だ
け
で
す
。

も
ち
ろ
ん
そ
の
と
き
に
言
わ
れ
た
こ
と
を
、
事
務
方
は
適
当
に

消
化
し
て
政
策
形
成
の
参
考
に
し
て
い
ま
す
け
れ
ど
ね
。

■
周
囲
の
人
々

　
篠
原
氏
に
つ
い
て

宮
崎
　
最
近
、
面
白
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、
私
が
大
変
教
え
ら

れ
る
の
は
篠
原
さ
ん
な
ん
で
す
ね
。
篠
原
さ
ん
は
前
か
ら
、

「
構
造
と
成
長
」
と
い
っ
て
い
て
、
構
造
問
題
と
と
も
に
景
気

循
環
を
重
視
さ
れ
た
。
私
は
逆
に
、
景
気
循
環
と
い
っ
て
も
経

済
構
造
が
変
わ
っ
て
い
る
し
、
国
際
関
係
も
変
わ
っ
て
い
る
の

で
、
そ
ん
な
き
れ
い
な
循
環
で
説
明
し
た
っ
て
駄
目
で
す
よ
、

と
い
う
。
そ
ん
な
に
私
は
循
環
問
題
に
は
興
味
が
な
い
と
い
っ

て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
ね
。
最
近
で
は
、
ア
メ
リ
カ
が
こ
う
な

る
二
、
三
年
前
か
ら
、
「
み
ん
な
I
T
革
命
と
い
っ
て
難
し
て

い
る
け
れ
ど
、
こ
れ
は
必
ず
一
回
途
中
で
頓
挫
す
る
。
い
ろ
い

ろ
な
景
気
変
動
の
実
績
の
経
緯
か
ら
行
く
と
、
来
年
ぐ
ら
い
危

な
い
」
と
言
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
去
年
の
後
半
か
ら
本
当
に
な

り
ま
し
た
ね
。
こ
の
前
、
篠
原
さ
ん
に
お
会
い
し
て
「
ま
い
り

ま
し
た
」
と
言
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
ね
。

中
村
　
篠
原
さ
ん
と
い
う
の
は
え
ら
い
で
す
ね
。
い
く
つ
か
な
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

宮
崎
　
八
十
二
歳
ぐ
ら
い
で
す
か
ね
。
ご
自
分
で
統
計
を
集

め
て
、
ご
自
分
で
グ
ラ
フ
を
描
く
ん
で
す
。
だ
か
ら
分
析
が
生

き
て
い
る
ん
で
す
ね
。
一
つ
ひ
と
つ
数
字
を
入
れ
る
。
自
分
で

吟
味
し
な
が
ら
入
れ
た
数
字
で
す
か
ら
、
ど
こ
を
聞
か
れ
て
も
、

「
こ
こ
は
お
か
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
先
生
」
と
言
わ
れ

て
も
、
「
そ
れ
は
こ
う
い
う
理
由
で
こ
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
」

と
説
明
さ
れ
る
ん
で
す
ね
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
答
え
を
出
し

た
ん
で
は
な
い
。

中
村
　
と
に
か
く
セ
ク
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
と
六
十
何
年
つ
き
合

っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
え
ら
い
で
す
よ
。
い
ま
は
日
本
だ

け
じ
．
や
な
く
て
、
ア
ジ
ア
の
こ
と
と
か
、
香
港
の
景
気
循
環
と

か
や
っ
て
い
ま
す
ね
。
．

宮
崎
　
そ
う
で
す
ね
。
中
国
の
経
済
は
こ
う
な
る
よ
と
、
中
国
」

の
人
に
景
気
循
環
論
を
や
る
わ
け
で
す
ね
。

中
村
　
　
［
篠
原
さ
ん
は
］
中
山
先
生
の
一
番
弟
子
で
す
が
、
中

山
先
生
と
は
タ
そ
ブ
が
違
う
ん
で
す
ね
。

宮
崎
　
中
山
さ
ん
も
非
常
に
買
っ
て
お
ら
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。
「
篠
原
君
は
こ
う
言
っ
て
い
た
」
と
か
し
ょ
っ
ち
ゅ
う

言
っ
て
お
ら
れ
た
で
す
ね
。

中
村
　
一
番
信
頼
す
る
お
弟
子
さ
ん
だ
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。
中

山
先
生
は
自
分
で
グ
ラ
フ
を
描
い
た
な
ん
て
い
う
こ
と
は
、
ま

管
6
0
第
五
回
の
章
、
註
九
参
照
。

・・

U1

ﾂ
原
三
代
平
氏
は
大
正
八
（
一
九

一
九
）
年
十
月
二
六
日
生
ま
れ
。
こ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
行
わ
れ
た
時
点

で
、
満
八
一
一
歳
に
な
ら
れ
て
い
る
。

第
三
回
の
章
、
註
一
も
参
照
。

穏
6
2
篠
原
三
代
平
『
日
本
経
済
の
成
長

と
循
環
」
（
創
文
社
、
［
九
六
一
年
）

幹
6
3
中
山
伊
知
郎
『
純
粋
経
濟
學
」

（
岩
波
書
店
、
一
九
三
三
年
）
　
な
お
、

中
山
氏
は
共
同
著
作
、
及
び
編
者
と

し
て
数
多
く
の
著
書
を
著
し
て
い
る
。
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あ
な
い
で
し
ょ
う
ね
。
大
所
高
所
で
、
テ
ー
ゼ
み
た
い
な
も
の

を
言
う
け
れ
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
は
し
な
い
。
篠
原
さ
ん
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ゆ

『
日
本
経
済
の
成
長
と
循
環
』
以
来
何
十
年
や
り
続
け
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

宮
焙
　
中
山
先
生
は
『
純
粋
経
済
学
』
以
来
、
あ
ま
り
書
い

て
お
ら
れ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
い
ろ
い
ろ
し
ゃ
べ
っ
て
、

そ
れ
を
編
集
し
て
い
る
も
の
は
あ
り
ま
ず
け
れ
ど
ね
。

中
村
　
結
局
、
『
純
粋
経
済
学
』
が
」
番
良
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

岩
波
全
書
で
す
ね
。
画
期
的
だ
っ
た
ん
で
す
。
数
理
経
済
学
が

一
般
に
認
知
さ
れ
て
い
な
い
ど
き
に
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク

を
書
か
れ
た
ん
で
す
か
ら
ね
つ
中
山
先
生
と
い
う
の
は
え
ら
い

人
だ
っ
た
。
戦
後
に
な
っ
て
、
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
の
重
鎮
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ロ

ね
。
昭
和
八
年
か
な
。
あ
と
は
高
田
保
馬
先
生
か
な
。
東
大

　
　
　
　
　
骨
6
5

だ
と
安
井
琢
磨
先
生
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
。

村
井
　
有
沢
広
巳
先
生
も
長
い
こ
と
参
与
だ
っ
た
よ
う
に
思
う

ん
で
す
が
、
最
後
の
方
は
出
席
さ
れ
て
い
な
い
ん
で
し
ょ
う
か
。

三
三
　
最
後
ま
で
や
ら
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

村
井
　
や
は
り
特
徴
が
あ
る
方
で
し
た
か
。

宮
崎
　
い
い
聞
き
手
で
し
た
。
ご
自
分
で
あ
ま
り
積
極
的
に
発

言
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
イ
ン
フ
レ
の
蒔
に
は
、
戦
前
の
ド
イ

ツ
の
イ
ン
フ
レ
の
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

中
村
　
東
畑
先
生
は
、
皮
肉
を
言
っ
た
り
冗
談
を
言
っ
た
り
す

る
の
が
う
ま
い
方
で
し
た
ね
。

宮
崎
喋
々
と
し
て
い
ま
し
た
ね
。

中
村
．
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
で
す
ね
。
年
に
一
回
お
話
に

な
る
ん
で
す
。
そ
こ
に
行
く
と
来
年
の
経
済
の
予
想
だ
と
か
、
、

一
種
の
当
て
も
の
ご
っ
こ
を
や
る
。
あ
る
年
、
僕
が
何
か
で
物

価
の
上
昇
率
か
何
か
を
ぴ
．
つ
た
り
当
て
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た

ら
お
祝
い
だ
と
言
っ
て
、
賞
と
し
て
ウ
ィ
ス
キ
ー
か
何
か
を
も

ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
引
き
あ
げ
て
き
た
ら
、
東
畑
先
生
が
ニ

ヤ
ニ
ヤ
笑
っ
て
、
「
そ
う
い
う
予
測
と
い
う
も
の
は
経
済
学
者

が
や
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
一
流
の
学
者
が
や
る
も
の
で
は
な

い
」
と
い
う
。
ぎ
ゃ
ふ
ん
と
ま
い
っ
た
。
そ
う
い
う
ご
と
を
ニ

ヤ
ニ
ヤ
笑
い
な
が
ら
言
う
ん
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
骨
6
6

宮
暗
　
あ
の
こ
ろ
、
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
が
同
じ
こ
と
を
言
っ
て

い
ま
す
ね
。

■
総
理
官
邸
出
入
り
禁
止
事
件

雪
暗
　
さ
っ
き
の
「
前
川
レ
ポ
ー
ト
」
と
関
係
が
あ
る
ん
で
す

が
、
あ
の
前
後
か
ら
私
は
内
需
拡
大
を
強
く
い
っ
て
ま
し
た
。

当
然
財
政
も
出
せ
と
い
っ
て
、
大
蔵
省
か
ら
嫌
わ
れ
る
、
日
銀

．
か
ら
も
嫌
わ
れ
る
。
そ
れ
で
中
川
さ
ん
が
中
曽
根
さ
ん
の
側
近

で
し
ょ
う
、
「
あ
い
つ
は
用
心
し
ろ
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聾
6
7

ん
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
う
ち
に
近
藤
鉄
雄
さ
ん

（
元
経
企
庁
長
官
）
が
来
て
、
「
君
は
総
理
官
邸
出
入
り
禁
止
に

な
っ
て
い
る
よ
」
と
。
そ
れ
を
言
わ
れ
た
の
は
後
藤
田
さ
ん
ら

も
い
で
す
。
そ
の
後
、
後
藤
田
ざ
ん
に
「
私
は
後
藤
田
さ
ん
に

「
ひ
ど
い
目
に
遭
い
ま
し
た
」
と
言
っ
た
ら
、
全
然
そ
ん
な
こ
と

は
覚
え
て
お
ら
れ
な
い
。
あ
い
つ
は
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
だ
か
ら
、

財
政
を
出
せ
と
い
う
話
ば
か
り
で
、
、
中
川
さ
ん
に
、
そ
れ
は
注

意
し
た
方
が
い
い
と
斗
注
意
は
さ
れ
ま
し
た
。
中
曽
根
さ
ん
が

出
入
り
禁
止
だ
と
言
っ
て
い
た
と
、
近
藤
さ
ん
に
言
わ
れ
た
。

本
当
に
そ
う
な
の
か
、
と
聞
い
た
ら
、
中
川
さ
ん
は
黙
っ
て
ニ

ヤ
ニ
ヤ
し
て
い
ま
し
た
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
鱒
硲

　
当
時
は
岩
崎
さ
ん
と
い
う
人
が
通
産
か
ら
行
っ
て
い
る
秘

書
官
だ
っ
た
。
通
産
大
臣
の
頃
の
秘
書
官
で
、
総
理
秘
書
官
に

も
な
っ
た
。
彼
は
倍
増
計
画
を
一
緒
に
や
り
ま
し
た
か
ら
、
出

入
り
禁
止
の
件
を
き
い
た
ら
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
、
「
そ
ん
な
こ
と

瀞
6
4
社
会
学
、
経
済
学
者
、
歌
人
。
略

歴
は
、
第
一
回
の
章
（
註
三
四
を
参

照
。

→ひ

U5

攪
_
経
済
学
者
。
明
治
四
二
（
一

九
〇
九
）
年
四
月
一
日
生
ま
れ
。
東

京
大
学
助
手
を
経
て
、
東
大
助
教
授

を
経
て
東
北
大
学
教
授
、
昭
和
四
十

年
よ
り
大
阪
大
学
教
授
。
河
合
栄
治

郎
門
下
の
俊
英
と
し
て
、
日
本
の
近

代
経
済
学
の
先
駆
的
研
究
を
な
し
た
。

⇔
6
6
0
吐
σ
「
m
垂
－
」
O
」
⊃
ス
O
コ
コ
Φ
仔
（
［
九

〇
八
i
　
）
ア
メ
リ
カ
の
経
済
学
者
。

一
九
三
九
年
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
助

教
授
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
民
主
党
政
権
下

で
は
物
価
安
定
局
次
長
、
の
ち
雑
誌

「
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
」
編
集
委
員
を
経
て
、

一
九
四
九
～
七
四
年
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
経
済
学
教
授
。
一
九
七
一
年
に
は
米

国
経
済
学
会
長
も
務
め
た
。

鱒
6
7
元
経
済
企
画
庁
長
官
。
昭
和
四

（「

繹
鼈
鼡
縺
j
年
八
月
十
一
日
生
ま
れ
。

大
蔵
省
入
章
後
、
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
奨
学

生
と
し
て
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
留
学
。
の

ち
大
蔵
省
課
長
補
佐
で
退
官
し
、
昭
和

四
七
年
よ
り
衆
院
議
員
。
経
済
企
画
庁

長
官
ハ
労
相
も
務
め
た
。

幹
6
8
岩
崎
八
男
（
い
わ
さ
き
は
ち
お
）

昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
五
月
七
日
生

ま
れ
。
昭
和
三
二
年
通
産
省
入
省
、
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
石
油
部
長
、
基
礎
産

業
局
長
を
経
て
、
同
日
「
年
中
小
企
業

庁
長
官
に
就
任
。
通
産
相
秘
書
官
・
総

理
大
臣
秘
書
官
と
し
て
五
年
に
わ
た

り
中
曽
根
康
弘
の
秘
書
官
を
務
め
た
。

現
在
は
中
小
企
業
総
合
研
究
機
構
会

長
。
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が
あ
り
ま
し
た
よ
」
と
い
う
。
し
か
し
変
な
人
事
と
か
、
お
金

の
こ
と
で
「
出
入
り
禁
止
」
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
、

名
誉
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
ね
。

中
村
　
出
入
り
禁
止
に
し
ろ
、
と
言
っ
て
働
き
か
け
た
の
は
大

蔵
で
す
ね
。

宮
塒
　
大
蔵
と
中
川
さ
ん
と
い
う
話
で
す
が
、
ど
う
か
な
。

　
い
ま
で
も
大
蔵
省
（
現
財
務
省
）
は
敷
居
が
高
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
6
9

い
ま
財
務
省
は
塩
川
［
正
十
郎
］
さ
ん
で
す
ね
。
塩
川
さ
ん

は
前
か
ら
存
じ
上
げ
て
い
る
ん
で
す
が
、
秘
書
官
を
通
す
と
、

ま
た
財
政
支
出
を
増
や
せ
、
と
言
わ
れ
る
の
で
は
、
と
警
戒
さ

れ
て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
が
、
意
識
過
剰
で
し
ょ
う
か
ね
。

■
最
近
の
経
済
企
画
庁
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
に
つ
い
て

宮
暗
　
企
画
庁
で
も
、
こ
の
こ
ろ
は
ア
ン
チ
・
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン

が
多
く
な
り
ま
し
た
ね
。
別
に
私
は
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
と
思
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
ケ
イ
ン
ズ
の
理
論
を
そ
の
ま
ま
直
接

政
策
に
応
用
し
よ
う
な
ん
で
考
え
た
こ
と
も
な
い
。
外
国
の
学

説
な
ど
は
自
分
で
勉
強
す
べ
き
で
、
日
本
の
経
済
政
策
を
考
え

る
場
合
に
は
、
日
本
の
現
状
に
合
っ
た
政
策
を
提
言
す
べ
き
だ

と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
、
あ
い
つ
は
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
だ

か
ら
駄
目
だ
と
よ
く
言
わ
れ
る
。
今
年
の
「
白
書
」
は
そ
の
点

で
問
題
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。
結
び
の
と
こ
ろ
で
、
「
ケ
イ
ン

ズ
は
こ
う
言
っ
た
け
れ
ど
間
違
い
だ
」
と
い
う
。
「
白
書
」
の

執
筆
者
が
「
ケ
イ
ン
ズ
は
間
違
っ
て
い
る
」
と
書
く
の
は
ど
う

か
と
思
い
ま
す
極

中
村
　
役
所
の
立
場
に
な
る
と
、
日
本
政
府
を
代
表
し
た
よ
う

な
こ
と
に
な
る
か
ら
ね
。

宮
崎
　
そ
れ
は
い
い
ん
で
す
よ
。
し
か
し
わ
ざ
わ
ざ
「
白
書
」

に
ケ
イ
ン
ズ
と
い
う
名
前
を
出
す
必
要
は
な
い
し
、
ま
し
て
そ

れ
が
間
違
っ
て
い
る
と
言
う
の
は
、
世
界
の
学
界
か
ら
見
た
ら

お
か
し
な
も
の
だ
と
思
う
な
。
個
人
的
に
は
執
筆
者
の
谷
内
氏

は
立
派
に
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
と
思
い
ま
す
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
の

中
村
　
昔
か
ら
企
画
庁
に
は
新
保
［
生
二
］
君
み
た
い
な
マ

ネ
タ
リ
ス
ト
も
い
る
し
、
優
秀
な
人
で
す
よ
。
い
ま
ど
こ
に
行

っ
て
い
る
ん
で
す
か
。

宮
崎
　
私
の
と
こ
ろ
で
す
。
来
年
か
ら
は
青
山
学
院
大
学
で
す

か
。
き
わ
め
て
優
秀
な
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
で
す
。

中
村
　
教
授
で
す
か
、
講
師
で
す
か
。

宮
号
　
教
授
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
先
生
は
あ
そ
こ
に
行
っ
て
お

ら
れ
ま
せ
ん
か
。

中
村
　
青
山
に
は
縁
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
親
し
い
人
が
い

つ
ば
い
行
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
7
2

宮
暗
　
館
（
龍
一
郎
）
さ
ん
も
そ
う
で
す
か
。

中
村
　
そ
う
で
す
。
館
、
小
宮
も
そ
う
で
す
。

宮
崎
　
小
宮
さ
ん
も
そ
う
で
す
か
。
明
治
学
院
大
学
と
い
う
の

は
一
橋
で
す
か
。

中
村
　
い
や
そ
う
で
も
な
い
で
す
よ
。
私
の
親
し
い
人
だ
と
、

　
　
鱒
7
3

林
周
二
な
ん
て
い
う
人
も
い
ま
す
。
明
治
学
院
は
敬
慶
な
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
艇
7
4

リ
ス
チ
ャ
ン
で
立
派
な
人
で
す
。
中
山
弘
正
先
生
な
ん
て
い

う
の
は
、
ソ
連
経
済
の
専
門
で
す
が
、
学
長
を
さ
れ
た
。

■
民
間
の
経
済
系
研
究
所

森
　
大
和
証
券
の
、
当
時
の
経
済
研
究
所
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

い
う
こ
と
で
、
委
員
会
に
行
く
と
い
う
意
識
が
ず
い
ぶ
ん
変
わ

る
と
い
う
こ
と
あ
り
ま
し
た
か
。

宮
崎
　
特
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
同
じ
経
済
問
題
を
や
る

⇔
6
9
財
務
大
臣
。
大
正
十
（
「
九
一
＝
）

年
十
月
十
三
日
生
ま
れ
。
大
阪
府
布
施

市
助
役
等
を
経
て
、
昭
和
四
二
年
よ
り

衆
院
議
員
。
運
輸
相
、
文
相
、
官
房
長
官

を
歴
任
。
平
成
十
三
年
小
泉
内
閣
の
成

立
に
伴
い
蔵
相
、
財
務
相
。

。・

香
w
平
成
十
三
年
度
　
経
済
財
政
白

書
」
の
「
お
わ
り
に
」
に
、
“
「
需
要
不

足
だ
か
ら
需
要
追
加
す
れ
ば
よ
い
」
の

考
え
方
か
ら
の
脱
却
”
と
い
う
節
（
二

｝
五
～
一
一
一
七
頁
）
が
設
け
ら
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
は
、
標
題
の
考
え
方
が
ケ

イ
ン
ズ
経
済
学
の
理
論
に
依
っ
て
い

る
こ
と
、
そ
し
て
現
代
の
日
本
経
済
に

照
ら
し
合
わ
せ
る
と
「
少
な
く
と
も
単

純
素
朴
な
形
の
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
に

基
づ
い
た
議
論
は
説
得
力
に
欠
け
る
」

と
論
じ
て
い
る
。

・ひ

V1

ﾂ
山
学
院
大
学
国
際
政
治
経
済
学

部
教
授
、
昭
和
二
十
（
「
九
四
五
）
年
六

月
二
日
生
ま
れ
。
昭
和
四
三
年
経
済
企

画
庁
入
庁
、
O
E
C
D
出
向
、
調
査
局
・

長
、
平
成
九
年
審
議
官
と
し
て
退
官
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
実
施
時
（
二
〇
〇
一
年

十
二
月
）
、
新
保
氏
は
大
和
総
研
顧
問
。

翌
年
よ
り
青
山
学
院
大
学
国
際
政
治

経
済
学
部
国
際
経
済
学
科
教
授
に
就

任
し
た
。

骨
7
2
東
京
大
学
・
青
山
学
院
大
学
名
誉

教
授
。
大
正
十
（
一
九
【
＝
）
年
九
月
十

一
日
生
ま
れ
。
昭
和
三
六
年
東
大
教
授
、

の
ち
経
済
学
部
長
。
同
五
九
年
よ
り
青

山
学
院
大
学
教
授
。
こ
の
他
、
財
務
省

財
政
金
融
研
究
所
名
誉
所
長
、
日
銀
参

与
等
を
務
め
る
。

・卜

ｨ
統
計
学
者
。
大
正
十
」
五
（
｝
九
二

六
）
年
三
月
二
五
日
生
ま
れ
。
東
京
大

学
教
養
学
部
教
授
を
務
め
、
昭
和
六
一

年
退
官
。
の
ち
、
静
岡
県
立
大
学
教
授
、

明
治
学
院
大
学
教
授
を
経
て
、
現
在
、

流
通
科
学
大
学
特
別
教
授
。

鱒
7
4
社
会
主
義
経
済
学
者
。
昭
和
十
三

（一

緕
O
八
）
年
五
月
一
日
生
ま
れ
。
法

政
大
学
専
任
講
師
な
ど
を
務
め
た
後
、

昭
和
四
三
年
明
治
学
院
大
学
に
移
り
、
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と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
。
そ
れ
に
私
の
所
は
会
社
と
は
別
の
研

究
所
で
す
か
ら
、
自
由
が
あ
る
。
そ
れ
に
私
は
、
い
わ
ゆ
る
天

下
り
で
は
全
然
な
く
て
、
役
所
と
は
何
の
関
係
も
な
い
。
役
所

に
口
を
利
い
て
も
ら
っ
た
と
い
う
こ
と
も
な
い
。
た
ま
た
ま
私

が
大
和
に
く
る
と
き
、
そ
の
と
き
の
大
和
証
券
の
社
長
が
土
井

　
　
　
　
　
聾
拓

［
定
包
］
さ
ん
で
す
が
ハ
私
の
学
校
の
同
窓
な
ん
で
す
。
そ
ん

な
い
き
ざ
つ
は
あ
り
ま
し
た
が
。
野
村
証
券
が
研
究
所
を
つ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
膨
器

っ
て
、
三
菱
総
研
が
で
き
た
頃
の
話
で
す
。

　
　
　
　
　
静
7
7

中
村
　
山
一
も
つ
く
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
●
㎎

宮
崎
　
山
一
は
大
和
よ
り
も
あ
と
で
す
。
日
興
謹
券
も
あ
と

で
す
。
土
井
さ
ん
か
ら
「
研
究
所
を
つ
く
っ
た
ち
ど
う
か
。
宮

崎
さ
ん
体
が
空
く
で
し
ょ
う
、
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
証
券
の
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
な
い
し
、
会
社

の
人
も
土
井
さ
ん
の
ほ
か
千
野
（
宣
之
）
さ
ん
ぐ
ら
い
し
か
知

ら
な
い
。
大
和
証
券
の
調
査
部
か
ら
経
、
企
庁
の
研
究
所
に
出
向

の
人
が
い
た
わ
け
で
す
が
、
ご
存
知
で
す
か
、
河
野
君
と
か
が

来
て
、
連
関
表
と
か
や
っ
て
い
ま
し
た
。
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ク
ラ

　
　
●
〇
四

イ
ン
な
ん
か
も
一
緒
に
や
っ
て
い
ま
し
た
。
二
十
年
ぐ
ら
い

前
で
す
ね
コ
彼
は
よ
く
知
っ
て
い
ま
し
た
。

中
村
　
ロ
ー
レ
ン
ズ
・
ク
ラ
イ
ン
先
生
は
あ
と
で
来
ら
れ
て
、

お
会
い
し
て
、
お
食
事
に
ご
招
待
し
た
こ
と
が
あ
る
。
ク
ラ
イ

ン
先
生
は
も
う
八
十
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
。
若
き
日
の
二
十
代
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聾
8
0

ク
ラ
イ
ン
先
生
は
『
ケ
イ
ン
ズ
革
命
』
と
い
う
本
を
書
い
た
。

宮
崎
　
颯
爽
と
し
て
い
ま
し
た
ね
。

中
村
　
そ
れ
か
ら
五
十
何
本
の
連
立
エ
コ
ノ
メ
ト
リ
ッ
ク
モ
デ

ル
を
つ
ぐ
つ
て
、
何
と
か
と
い
う
本
を
書
い
た
ん
で
す
ね
。
ク

ラ
イ
ン
先
生
と
い
う
の
は
私
の
若
い
と
き
か
ら
有
名
で
、
い
ま

．
で
も
有
名
だ
と
す
れ
ば
、
五
十
年
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ

か
ら
大
し
た
も
の
で
す
ね
。

宮
崎
毎
年
日
本
に
来
ら
れ
る
ん
で
す
。
そ
の
一
つ
は
、
あ
ち

こ
ち
の
モ
デ
ル
を
連
結
さ
せ
る
わ
け
で
し
ょ
う
。
大
和
総
研
で

も
や
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら
「
軍
縮
を
考
え
る
エ
コ
ノ

　
　
　
　
　
の
ぬ

ミ
ス
ト
の
会
」
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
毎
年
必
ず
日
本
に
来
ら

れ
て
交
流
さ
れ
る
ん
で
す
。
軍
縮
問
題
に
関
心
が
あ
る
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ス
ト
な
ん
で
す
ね
。
私
と
同
じ
、
大
の
巨
人
フ
ァ
ン
で
し

て
ね
。
今
年
は
優
勝
は
駄
目
か
、
と
か
。

中
村
　
日
本
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
ク
ラ
イ
ン
先
生
の
と
こ
ろ
に

ず
い
ぶ
ん
行
き
ま
し
た
ね
。
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
、
ペ
ン
シ
ル

バ
ニ
ア
大
学
に
。

宮
崎
　
世
界
モ
デ
ル
の
大
き
い
も
の
を
つ
く
っ
て
、
各
国
に
リ

ン
ク
す
る
ん
で
す
ね
。

中
村
　
経
済
企
画
庁
も
ち
ょ
っ
と
や
り
か
け
た
ん
で
す
け
れ
ど

ね
。宮

崎
　
ア
ジ
ア
の
部
分
は
う
ち
の
研
究
所
で
や
っ
て
い
ま
す
。

■
経
済
モ
デ
ル
計
算
の
苦
労
講
一

　
手
動
式
計
算
器
か
ら
コ
ン
ビ
ュ
ー
タ
へ

中
村
　
一
九
五
〇
年
代
の
半
ば
よ
り
前
の
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が

ま
だ
全
然
駄
目
な
と
き
で
、
そ
れ
で
五
十
何
本
の
連
立
経
済
モ

デ
ル
を
つ
く
る
と
い
う
の
は
大
し
た
も
の
で
す
。
い
ま
だ
っ
た

ら
違
い
ま
す
が
、
当
時
は
半
導
体
が
な
い
時
代
で
、
真
空
管
を

使
っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
い
ま
で
も
富
士

通
か
ど
こ
か
で
記
念
に
取
っ
て
あ
る
そ
う
で
す
が
、
途
方
も
な

い
大
き
な
機
械
を
動
か
し
た
ん
で
す
ね
。

宮
崎
　
ち
ょ
う
ど
先
生
の
頃
か
ら
研
究
所
は
小
型
に
な
っ
て
い

っ
た
ん
で
す
ね
。

中
．
村
　
そ
う
で
す
。
で
も
ま
だ
企
画
庁
の
中
で
大
型
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
が
一
つ
で
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
使
お

同
五
一
年
教
授
。
同
六
三
年
～
平
成
元

年
ソ
ビ
エ
ト
に
滞
在
。
の
ち
に
明
治
学

院
長
兼
理
事
長
を
務
め
た
。

務
（
ど
い
　
さ
だ
か
ね
）
元
大
和
讃
券

会
長
。
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
七
月

二
七
日
生
ま
れ
。
昭
和
二
四
年
大
和
讃

券
入
社
。
一
貫
し
て
営
業
畑
を
歩
み
、

昭
和
五
五
年
社
内
紛
争
の
後
、
同
社
社

長
に
就
任
。
日
本
証
券
業
協
会
会
長
、

日
本
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
協
会
会
長
も

務
め
た
。
旧
制
佐
賀
高
校
で
、
宮
崎
氏

の
三
期
後
輩
に
あ
た
る
。

掩
野
村
謹
券
は
、
昭
和
四
十
（
一
九
六

五
V
年
に
同
社
調
査
部
を
分
離
す
る
こ

と
に
よ
り
、
野
村
総
合
研
究
所
を
設
立

し
た
。
こ
れ
に
遅
れ
る
こ
と
五
年
目
昭

和
四
五
（
一
九
七
〇
）
年
、
三
菱
経
済
研

究
所
・
三
菱
原
子
力
工
業
総
合
計
算
」

セ
ン
タ
ー
・
技
術
経
済
情
報
セ
ン
タ

ー
の
統
合
に
よ
り
、
一
一
一
菱
総
合
研
究
所

が
設
立
さ
れ
た
。

骨
7
7
山
一
証
券
経
済
研
究
所
の
こ
と
。

同
研
究
所
は
昭
和
四
九
（
一
九
七
四
）

年
四
月
、
山
一
謹
券
の
調
査
部
を
独
立
、

さ
せ
る
形
に
よ
り
発
足
し
た
。
な
お
、

同
研
究
所
の
受
注
の
九
〇
％
を
占
め

・
て
い
た
山
一
証
券
が
、
平
成
九
年
に
自

主
廃
業
を
決
定
し
た
こ
と
に
伴
い
、
同

研
究
所
は
平
成
十
年
に
解
散
し
た
。

藩
日
興
謹
券
は
昭
和
四
五
（
一
九
七

〇
）
年
十
二
月
、
同
社
調
査
部
を
独
立

さ
せ
、
日
興
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
を
設

立
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
平
成
十
三
年

の
日
興
グ
ル
ー
プ
の
組
織
改
変
に
伴

い
、
日
興
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ス
株
式
会
社
へ
と
社
名
変
更
。

茜
ア
メ
リ
カ
の
経
済
学
者
。
第
一
回

の
章
、
註
六
七
、
第
四
回
の
章
、
註
四
八

を
参
照
。

管
8
0
第
四
回
の
章
、
註
五
一
参
照
。

静
8
1
第
四
回
の
章
、
註
六
七
参
照
。
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う
と
す
る
の
で
、
順
番
待
ち
で
徹
夜
を
す
る
と
か
、
・
そ
う
い
う

話
を
し
て
い
ま
し
た
ね
。
ま
だ
パ
ソ
コ
ン
と
い
う
か
、
小
さ
い

も
の
で
は
と
て
も
大
き
な
計
算
が
．
で
き
な
い
。

宮
崎
　
倍
増
計
画
の
時
に
卓
上
の
計
算
機
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

中
村
　
モ
ー
タ
ー
が
つ
い
た
も
の
で
し
ょ
う
。

宮
暗
　
大
き
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
方
が
い
い
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
が
先
生
の
頃
か
ら
小
型
に
な
っ
て

い
っ
た
。

中
村
　
昭
和
四
十
年
代
の
初
め
頃
に
、
電
卓
と
称
す
る
も
の
の

先
祖
が
で
き
て
、
う
ん
と
小
さ
く
な
り
ま
し
た
ね
。
で
も
昔
の

大
き
な
計
算
機
と
い
う
の
は
、
い
ま
の
安
物
の
電
卓
と
同
じ
機

能
し
か
な
い
。

藤
井
　
基
本
的
に
は
計
算
機
な
ん
で
す
か
。

宮
暗
　
計
算
機
な
ん
で
す
。

中
村
　
だ
か
ら
い
ま
の
電
卓
と
同
じ
機
能
し
か
な
い
。

藤
井
　
何
か
テ
ー
プ
み
た
い
な
も
の
で
記
憶
さ
せ
る
ん
で
す

か
。
よ
く
見
た
こ
と
が
な
い
ん
で
す
が
。

中
村
　
あ
れ
は
も
う
少
し
進
化
し
た
も
の
で
す
ね
。
そ
う
い
う

も
の
に
デ
ー
タ
を
入
れ
て
や
っ
た
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
例
え
ば

最
少
自
乗
法
を
や
り
ま
す
と
、
X
、
y
、
X
、
y
と
テ
ー
プ
に

記
憶
ざ
せ
て
、
最
少
自
乗
法
を
や
れ
と
い
う
と
、
答
え
が
出
る

・
わ
け
で
す
。

宮
崎
　
私
が
始
め
た
と
き
は
、
計
算
概
は
大
き
い
わ
け
で
し
ょ

う
。
M
I
T
に
行
っ
た
と
き
に
、
こ
れ
が
計
算
機
だ
と
い
っ
て
、

ビ
ル
の
中
に
入
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
こ
の
ご
ろ
は
あ
あ
い

う
計
算
…
機
が
や
る
も
の
を
、
こ
れ
ぐ
ら
い
n
小
さ
な
パ
ソ
コ
ン
］

で
や
り
ま
す
か
ら
ね
。

中
村
　
企
画
庁
に
も
、
い
ま
の
建
物
の
二
階
に
計
算
機
室
が
あ

り
ま
し
た
ね
。
そ
こ
で
何
時
か
ら
何
時
ま
で
は
誰
だ
、
と
い
う
．

割
り
当
て
が
あ
っ
て
や
っ
て
い
た
ん
で
す
。

宮
峙
　
空
調
管
理
を
し
て
ね
。

中
村
　
ま
だ
冷
房
が
な
い
時
期
で
、
そ
の
部
屋
だ
け
快
適
な
ん

で
す
ね
。

森
人
間
よ
り
も
機
械
の
方
が
大
切
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

藤
井
　
一
橋
大
学
の
経
済
研
究
所
に
は
、
早
く
か
ら
大
型
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
が
入
っ
て
い
た
ん
で
す
か
。
よ
く
大
川
一
司
先
生
と

か
、
そ
こ
で
計
算
を
し
て
い
た
話
を
聞
い
た
ん
で
す
が
。

中
村
　
あ
そ
こ
は
モ
デ
ル
屋
さ
ん
で
は
な
く
て
、
、
デ
ー
タ
屋
さ

ん
が
多
か
っ
た
。
梅
村
［
又
次
］
さ
ん
と
か
で
す
か
ら
ね
。
み

ん
な
モ
デ
ル
を
こ
し
ら
え
て
連
立
方
程
式
を
解
く
と
い
う
の
で

は
な
い
。

村
井
　
タ
イ
ガ
i
計
算
機
と
い
う
の
は
ど
れ
ぐ
ら
い
の
大
き
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
静
8
2

だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
。

宮
崎
　
こ
れ
ぐ
ら
い
［
身
振
り
で
示
す
］
で
し
ょ
う
か
。

村
井
　
そ
ん
な
小
さ
い
も
の
で
す
か
。

中
村
　
そ
れ
を
ぐ
る
ぐ
る
回
す
ん
だ
。
右
手
で
ぐ
る
ぐ
る
回
し

て
、
左
手
で
盤
を
パ
チ
ン
と
押
す
と
、
一
桁
ず
れ
る
ん
で
す
。

つ
ま
り
、
簡
単
に
い
う
と
足
し
算
の
原
理
な
の
で
、
例
え
ぜ
、

も。

F
×
卜
。
切
を
や
る
と
す
る
で
し
ょ
う
。
し
。
紹
を
先
に
お
い
て
、
2
5

を
か
け
る
と
き
に
、
ま
ず
二
回
ま
わ
す
と
、
押
し
て
あ
る
数
が

二
つ
足
さ
れ
る
。
そ
れ
で
二
倍
に
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で

チ
ョ
ン
と
動
か
す
と
、
．
桁
が
一
つ
ず
れ
る
。
そ
れ
で
ま
た
五
回

ま
わ
す
と
、
「
×
2
5
」
に
な
る
。

村
井
　
じ
ゃ
あ
け
っ
こ
う
注
意
し
て
や
ら
な
い
と
間
違
い
に
な

り
ま
す
ね
。

宮
崎
　
そ
れ
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
も
そ
う
で
す
ね
。

中
村
　
そ
れ
を
や
っ
て
い
る
と
だ
ん
だ
ん
名
人
芸
に
な
っ
て
く

る
。
割
り
算
も
同
じ
こ
と
で
、
今
度
は
引
い
て
い
く
こ
と
に
な

．
里
般
的
な
形
状
の
も
の
で
、
そ
の
　
4
0

大
き
さ
は
横
三
〇
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
　
　
2

奥
行
き
一
二
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
高

さ
一
六
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
あ

っ
た
。



aESMIIEI　E1　ID

る
。
ロ
O
O
÷
も
。
し
。
」
と
い
う
と
、
一
〇
〇
と
い
う
数
を
入
れ
て
お
い

て
、
3
3
を
何
回
か
引
い
て
く
る
。
そ
う
す
る
と
プ
ラ
ス
の
数
字

で
は
引
け
な
く
な
る
か
ら
、
そ
こ
で
一
桁
ず
ら
し
て
い
く
。
そ

れ
が
タ
イ
ガ
ー
計
算
機
。
か
け
算
は
足
し
算
を
繰
り
返
す
し
、

わ
り
算
は
引
き
算
を
繰
り
返
す
，

森
　
マ
イ
ナ
ス
の
足
し
算
を
繰
り
返
す
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

宮
暗
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
い
う
の
は
原
理
そ
の
も
の
は
簡
単
な

ん
で
す
ね
。

中
村
　
タ
イ
ガ
ー
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
わ
け
か
国
産
で
し
た

ね
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒
8
3

宮
崎
　
あ
れ
は
ど
こ
が
つ
く
っ
た
ん
で
す
か
。
I
B
M
の
前

静
図

身
で
は
な
い
で
す
ね
。

中
村
　
私
が
知
っ
て
い
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
マ
ー
チ
ャ
ン
ト

　
　
　
　
鱒
8
5

と
い
う
会
社
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
も
の
が
か
け
算
、
わ
り

算
で
し
た
ね
。
あ
な
た
方
は
小
学
校
の
時
か
ら
電
卓
が
あ
っ
た

か
ら
問
題
で
は
な
い
と
思
う
ん
だ
け
れ
ど
、
私
は
こ
れ
を
や
っ

た
か
ら
。

藤
井
　
先
生
は
算
盤
は
や
ら
れ
な
か
っ
た
ん
で
す
か
。

中
村
　
や
り
ま
し
た
よ
。
算
盤
も
や
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
［
タ

柔
ガ
ー
計
算
機
］
も
や
り
ま
し
た
よ
。
か
け
算
、
わ
り
算
は
そ

の
方
が
安
全
だ
も
の
．
．
足
し
算
は
計
算
機
で
は
全
然
駄
目
な
ん

で
す
。

宮
崎
　
足
し
算
は
何
で
や
り
ま
し
た
か
ね
。

中
村
　
算
盤
し
か
な
い
で
し
ま
う
。
足
し
引
き
は
タ
イ
ガ
ー
で

は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。

宮
崎
　
そ
う
で
し
た
か
ね
。
私
は
何
で
や
っ
た
ろ
う
。

中
村
　
か
け
わ
り
に
は
、
タ
イ
ガ
ー
の
方
が
安
全
だ
っ
た
。
そ

の
う
ち
に
、
手
で
回
す
代
わ
り
に
モ
ー
タ
ー
が
入
っ
て
い
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒
8
6

が
で
き
て
、
こ
れ
が
高
い
。
モ
ン
ロ
ー
と
言
い
ま
し
た
ね
。

か
け
算
、
わ
り
算
を
セ
ッ
ト
す
る
と
、
も
の
す
ご
い
音
が
す
る

ん
だ
け
れ
ど
、
答
え
早
く
出
る
。
原
理
は
タ
イ
ガ
ー
と
同
じ
な

ん
で
す
が
、
手
で
回
す
と
こ
ろ
を
モ
ー
タ
ー
で
や
る
だ
け
で
す
。

森
原
理
は
同
じ
だ
け
れ
ど
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
動
か
し
て
い

く
か
、
モ
ー
タ
ー
に
当
た
る
と
こ
ろ
を
ど
の
ぐ
ら
い
速
く
し
て

い
く
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
が
進
化
し
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

中
村
　
い
ま
は
一
瞬
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
ず
い
ぶ
ん

違
う
ん
で
す
が
、
昔
は
、
算
盤
の
名
人
が
い
ま
し
た
か
ら
ね
。

宮
崎
　
い
ま
は
も
う
算
盤
の
名
人
な
ん
て
い
な
い
で
し
ょ
う
。

中
村
　
い
ま
す
よ
。
日
本
製
綱
と
い
う
会
社
で
副
社
長
を
し
て

い
た
私
の
友
人
が
算
盤
の
名
人
で
、
部
下
が
計
算
し
た
紙
を
も

っ
て
く
る
と
、
睨
ん
で
暗
算
し
て
、
駄
目
だ
と
黙
っ
て
突
き
返

す
ん
だ
っ
て
。
見
た
だ
け
で
突
き
返
す
と
言
っ
て
い
ま
し
た
よ
。

巌
頭
の
中
で
算
盤
を
弾
か
れ
る
ん
で
す
ね
。

中
村
　
暗
算
と
い
う
の
は
、
何
桁
の
算
盤
が
頭
の
中
に
入
る
か

と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
ね
。

宮
崎
　
算
盤
の
う
ま
い
人
は
暗
算
が
早
い
で
す
ね
。

森
　
私
も
初
め
て
会
社
に
勤
め
た
と
き
に
、
委
託
事
業
な
ど
の

会
計
の
締
め
を
や
ら
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
電
卓
で
や
っ
た
ん
で

す
が
、
押
し
間
違
え
る
の
で
間
違
っ
た
合
計
に
な
る
。
先
輩
に

あ
た
る
方
が
算
盤
を
や
っ
て
い
て
、
パ
パ
パ
ッ
と
見
て
、
こ
れ

は
お
か
し
い
、
と
い
う
ん
で
す
ね
。

．
中
村
　
小
学
校
の
時
に
算
盤
の
塾
に
行
っ
て
、
才
能
が
あ
る
と
、

小
学
校
を
出
る
ぐ
ら
い
に
名
人
に
な
る
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う

人
が
昔
は
い
た
ん
で
す
ね
。

・←

W3

^
イ
ガ
ー
計
算
機
は
、
大
正
十
二

（一

纉
�
O
）
年
、
大
本
寅
治
郎
が
ブ

ル
ン
ス
ビ
が
計
算
機
を
一
兀
に
発
明
し

た
「
虎
印
計
算
器
」
が
原
型
。
当
時
、

国
産
品
の
品
質
へ
の
不
信
が
強
か
っ

た
た
め
、
「
虎
印
」
を
「
T
l
G
E
R

B
R
A
N
D
」
に
換
え
、
国
産
品
な

が
ら
舶
来
品
と
し
て
販
売
し
た
。
昭

「
和
初
頭
、
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
外
回
製

計
算
器
の
輸
入
が
販
売
不
振
で
途
絶

え
た
こ
と
を
契
機
に
市
場
に
確
固
た

る
地
位
を
築
き
、
さ
ら
に
昭
和
十
六

年
の
太
平
洋
戦
争
勃
発
を
契
機
に
日

本
市
場
に
お
け
る
代
表
的
計
算
器
の

地
位
を
獲
得
し
た
。

。膨

W4

P
B
M
の
正
式
名
称
は
一
三
Φ
∋
甲
．

自
9
甦
田
5
ゴ
霧
ζ
§
一
沼
ω
。
そ
の
前

身
は
、
大
正
三
（
「
九
［
四
）
年
に

設
立
さ
れ
た
、
穿
孔
カ
ー
ド
式
計
算

機
な
ど
を
製
造
・
販
売
し
て
い
た
C

T
R
（
o
。
ヨ
9
δ
↓
巴
三
g
コ
。
刀
甲

8
蚕
己
O
O
ヨ
窟
5
K
）
社
で
あ
っ
た
。
．

静
8
5
十
九
世
紀
初
頭
、
ア
メ
リ
カ
・
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
に

設
立
さ
れ
た
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
計
算
機

会
社
の
こ
と
。
の
ち
タ
イ
プ
ラ
イ
タ

ー
製
造
会
社
と
合
併
し
、
卓
上
型
電

卓
の
開
発
を
手
が
け
た
。

聾
8
6
モ
ン
ロ
ー
計
算
機
社
製
の
計
算
機

の
こ
と
。
大
正
元
（
「
九
＝
一
）
年
、

ア
メ
リ
カ
の
モ
ン
ロ
ー
が
、
同
業
者

と
協
力
し
て
開
発
し
、
全
世
界
で
販

売
を
展
開
し
た
。
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■
交
友
に
つ
い
て

宮
崎
　
　
［
中
村
U
先
生
は
試
験
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
や
っ
て
お

ら
れ
ま
す
か
。
従
来
通
り
で
す
か
。

中
村
　
従
来
通
り
で
す
。
あ
な
た
［
藤
井
氏
］
は
ど
う
で
す
か
。

宮
崎
　
メ
ー
ル
で
や
っ
た
り
さ
れ
る
ん
で
す
か
。

藤
井
　
普
通
で
す
。

森
宮
崎
先
生
は
、
大
学
の
ほ
う
か
ら
来
て
ほ
し
い
と
い
う
請

わ
れ
る
こ
上
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

宮
暗
　
ち
ょ
く
ち
ょ
く
や
り
ま
し
た
。
東
大
の
教
養
学
部
で
も
、

二
年
ほ
ど
や
り
ま
し
た
か
ね
。

森
日
本
経
済
に
つ
い
て
、
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
そ
れ
と
も

経
済
政
策
で
す
か
。
．

宮
崎
　
国
際
経
済
（
国
際
関
係
論
）
で
し
た
か
、
い
ま
N
H
K

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
験
8
7

で
ア
フ
ガ
ン
問
題
を
解
説
し
て
い
る
出
川
（
展
恒
）
さ
ん
は

ク
ラ
ス
に
い
ま
し
た
。

聾
8
7
現
在
、
日
本
放
送
協
会
（
N
H
K
）

報
道
局
国
際
部
記
者
。
エ
ル
サ
レ
ム

支
局
長
を
務
め
る
な
ど
、
中
東
情
勢

に
関
亡
る
情
勢
分
析
を
主
と
し
て
担

当
し
て
い
る
。
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オーラルヒストリー

構造改革の波

　　　　　　　第9回

［2002年1月24日　14：00～16：00］

〔インタビュアー〕（肩書きはインタビューの時点）

中村隆英（東京大学名誉教授）

藤井信幸（東洋大学教授）

森直子（va研究大学院大学リサーチアシスタント）

村井哲也（都立大学大学院博士課程）　　（於，（株）大和総研赤坂事務所）



第9回質問項目 開催日：平成14年1月24日
開催場所：大和総研　赤坂分室

　今回は、準備していただいた項目に添って、「失われた10年」、バブルの崩壊の始末と生活問題に

ついてお伺いしたいと思います。

①tg90年10月に東証平均株価が下落したことによってバブル経済が崩壊を始めます。1992年

　2月末、経済企画庁の景気後退宣言を経て、日本経済は本格的な不況へ突入します。ここで、

　経済企画庁は，日本経済の先行きを楽観的に見て、不況は早期に調整されるとの姿勢をと

　ります。その一方で、金融機関の不良債権問題などが次々と明らかになり、経済の早期立

　ち直りは実現されませんでした。当時の経済政策、経済見通しについて、お話を伺えますで

　しょうか。

②1992年8月28日に宮澤政権が10兆7千億円の公共投資拡大を柱とした「総合経済対策」を

　決定した後、tg93年4月には13兆2千億円の「新総合経済対策」を決定し、大型の経済二二

　れ策が打ち出されます。しかし、景気は一時的な浮揚を見せた後、再び停滞し、発足したば

　かりの細川内閣は1993年9月16日に、‘16兆2千億円余りの「緊急経済対策」を策定します。

　その後も、1994年2月8日決定の「総合経済対策」に15兆2500億丁目投入するなど、大型

　の経済挺入れが続きました。こうした一連の対策について、ご意見などお聞かせください。

③1993年に発足した細川内閣は、規制緩和を推進することになりました。1993年9月の「緊

　急経済対策」に続き、10月27日政府提出の第三次行政改革審議会の最終答申、さらには12

　月16日提出の経済界各研究会の最終報告書（平川リポート）も規制緩和を提言しています。

　こうし1た動きは、1994年の行政改革大綱、1995年の「規制緩和推進計画」へと繋がってい

　きます6平川委員会の起草委員としてのご経験、ご意見などおきかせ下さい。

④「失われたto年」と一般に言われていますが、何が失われたのか、ご意見などおきかせ下

　さい。
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［宮崎氏作成、インタビューの冒頭に配布された資料］

第9回〈失われた10年一構造改革で回復・克服できるか＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　02－1－24

　80年代後半のバブルがはじけてこ90年代は「失われた10年」と言われる。失ったものばかりでは

　ないので、この表現は厳密さを欠くが、低成長で失ったものは多い。・

　（雇用機会の喪失、資産の大減耗、財政・金融の力の喪失、そして国際信用の喪失……）

原因は複合的だが、構造改革の遅れが大きい要因。80年代の中曽根内閣（前川レポート）の後、

90年代になって、宮澤内閣（「生活大国五力年計画」）、細川内閣（平岩報告）のあとも今日の小泉

内閣に至るまでいずれも「構造改革」を掲げる。

それは何だったのか。今回は起草委員をつとめた「平岩報告」を中心に語ってみたい。宮は90年

代民間エコ「 mミストであったが、「生活大国5ヵ年計画」にも関係し、また95年半ばから96年初頭

にかけ？村山内閣に参加。大臣辞任後、行政改革委員会（飯田委員長）の委員長代理。

平岩研究会のいきさつ

一細川、田中（秀征）氏の勉強会、細川内閣の誕生。

一「先進国に追いつき追い誌面」システム、「冷戦下」システム、「バブル時代」のシステムはい

ずれも硬直化、制度疲労、ないし消失。行政・政治・経済をカバーする三位一体の改革が必要。

一「緯済改革の4目標」

　1内外に開かれた透明な経済社会

　2創造的で活力のある経済社会

　3生活者を優先する経済社会

　4世界と調和し、世界から共感を得られる経済社会

一一ｭ策
目標達成のための政策は広範にわたっているが、ポイントは規制緩和。

「規制緩和」を中心に関係者一首相、田中補佐官、各省、民間一の発言と行動は？

一その後のフォローアップ（村山、橋本内閣の行革）について

次回第10回「村山内閣の経済政策」
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■
は
じ
め
に
一
『
構
造
改
革
』
の
今
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

宮
暗
　
　
［
中
村
氏
に
向
か
っ
て
］
先
生
の
こ
れ
を
拝
見
し
ま

し
た
。

中
村
　
つ
ま
ら
な
い
原
稿
で
す
が
。

宮
暗
　
そ
ん
な
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
。
ポ
イ
ン
ト
を
き
ち
ん
と
整

理
し
て
お
ら
れ
る
。
現
代
に
通
じ
る
問
題
で
、
非
常
に
参
考
に

な
り
ま
す
。

中
村
　
こ
れ
は
四
百
字
で
五
枚
半
と
か
と
い
う
か
ら
、
書
き
よ

う
が
な
い
ん
で
す
。

三
三
　
ま
あ
、
こ
の
問
題
は
書
き
始
め
る
と
き
り
が
な
い
で
す

よ
ね
。

中
村
　
書
け
ば
き
り
が
な
い
の
で
、
い
か
に
短
く
書
く
か
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
。

宮
暗
　
し
か
し
、
き
わ
め
て
今
日
的
な
問
題
で
す
ね
。
も
っ
と

多
く
の
人
が
関
心
を
持
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
短
く
明
快

に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

中
村
　
今
日
的
と
い
え
ば
今
日
的
な
ん
で
す
が
一
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　

　
「
今
日
は
菅
［
直
人
］
さ
ん
が
国
会
で
直
接
に
質
問
し
た
ら

し
い
で
す
ね
。
そ
う
し
た
ら
、
［
小
泉
首
相
は
］
「
世
間
の
人
は

み
ん
な
私
の
政
策
を
喜
ん
で
い
る
し
、
こ
れ
で
景
気
は
よ
く
な

る
と
思
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。

宮
暗
　
そ
れ
は
あ
ま
り
説
得
性
が
な
い
で
す
ね
。
も
う
少
し
経

済
は
危
機
的
な
状
態
に
あ
る
。
単
に
国
内
問
題
と
し
て
で
は
な

く
、
国
際
問
題
と
し
て
も
。

中
村
　
そ
う
言
っ
て
は
な
ん
だ
け
れ
ど
、
小
泉
さ
ん
と
い
う
の

は
経
済
に
特
別
お
詳
し
い
わ
け
で
も
な
ん
で
も
な
い
で
し
ょ

・
つ
。

森
　
な
か
な
か
具
体
的
な
中
身
と
い
う
も
の
を
お
っ
し
ゃ
ら
な

い
で
す
ね
。

宮
崎
言
わ
れ
な
い
で
す
ね
。
遠
い
将
来
の
こ
と
を
、
改
革
を

や
つ
．
た
ら
よ
く
な
り
ま
す
と
い
う
だ
け
で
、
ど
う
よ
く
な
る
の

か
、
い
つ
、
何
が
、
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
よ
う
な
話
が
な
い

で
す
ね
。
実
態
は
ど
ん
ど
ん
悪
く
な
っ
て
い
る
か
ら
、
足
元
が

ぐ
ら
つ
い
て
い
る
ん
で
す
ね
。
そ
れ
に
対
し
て
「
改
革
を
や
り

ま
す
」
と
い
う
わ
け
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
い
い
ん
で
す
が
、
景
，

気
を
ど
う
す
る
と
尋
ね
る
と
、
「
改
革
に
は
反
対
か
」
と
い
う
。

そ
う
い
う
言
い
方
は
お
か
し
い
ん
で
す
よ
ね
。

中
村
　
総
理
大
臣
と
い
う
の
は
、
あ
あ
い
う
こ
と
で
務
ま
る
の

か
な
。

宮
崎
　
攻
め
る
方
も
、
与
党
の
中
で
も
攻
め
ら
れ
な
い
と
い
う

の
は
変
で
す
ね
。
新
聞
も
、
一
部
を
除
い
て
一
。

中
村
　
野
党
も
ま
た
わ
け
が
わ
か
ら
な
い
。

宮
暗
　
も
っ
と
き
ち
っ
と
言
わ
な
い
と
。

中
村
　
株
は
十
何
年
ぶ
り
の
値
段
だ
と
か
い
う
ん
で
し
ょ
う
。

十
五
年
ぶ
り
だ
か
十
七
年
だ
か
の
低
水
準
に
下
が
っ
た
と
い
い

　
　
る
き

ま
す
ね
。

宮
暗
　
景
気
が
こ
う
い
う
状
況
で
す
か
ら
、
円
が
下
が
る
の
．
は

当
然
で
す
け
れ
ど
ね
。
円
も
も
の
す
ご
く
下
が
り
ま
し
た
ね
。

株
も
そ
れ
に
引
っ
ぱ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
ド
ル
と
の
関
係
で

ど
う
な
る
か
判
り
ま
せ
ん
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
る

中
村
　
　
［
一
ド
ル
］
百
三
十
四
円
台
で
す
か
ら
ね
。
誰
か
．
文

句
を
言
う
人
は
い
な
い
ん
で
す
か
ね
。

宮
暗
　
具
合
が
悪
い
で
す
ね
。
前
に
も
申
し
た
か
も
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
「
景
気
」
と
「
構
造
改
革
」
を
小
泉
さ
ん
は
二
者
択

一
の
関
係
と
し
て
出
し
た
で
し
ょ
う
。
あ
れ
が
間
違
い
な
ん
で

す
よ
。
小
泉
さ
ん
は
明
治
維
新
と
同
じ
よ
う
な
改
革
を
や
る
、

管
－
中
村
隆
英
・
「
世
界
恐
慌
の
教
訓
－

日
本
と
ア
メ
リ
カ
ー
」
『
E
S
p
』
第

三
五
七
号
（
二
〇
〇
二
年
［
月
）
、

一一

齊
O
頁
、
の
こ
と
。

静
2
民
主
党
幹
事
長
、
元
厚
相
。
昭
和

一一

黶
i
一
九
四
六
）
年
十
月
十
日
生

ま
れ
。
市
民
運
動
指
導
者
か
ら
転
じ
、

同
五
三
年
江
田
三
郎
ら
と
共
に
社
会

民
主
連
合
を
結
成
、
副
代
表
。
同
五

五
年
よ
り
衆
院
議
員
。
平
成
八
年
橋

本
連
立
政
権
に
て
厚
相
、
ま
た
同
年

民
主
党
設
立
に
伴
い
同
党
代
表
。
平

成
十
年
に
は
参
院
に
て
首
班
指
名
を

受
け
た
経
験
も
あ
る
。

穏
3
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
当
日
（
一
一
〇
〇
二

年
一
月
二
四
日
）
、
日
経
平
均
株
価
の

終
値
は
一
〇
〇
七
四
円
。

鱒
4
イ
ン
タ
ヴ
ュ
■
当
日
（
前
註
参
照
）

の
為
替
レ
」
ト
は
一
ド
ル
ー
1
一
三
四

円
六
四
銭
。
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戦
後
改
革
と
同
じ
こ
と
を
や
る
、
と
い
う
ん
で
す
け
れ
ど
、
経

済
の
面
で
み
る
と
、
明
治
維
新
の
と
き
に
は
改
革
と
成
長
の
両

方
を
や
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
封
建
時
代
か
ら
の
制
度
が
新
し

い
時
代
に
即
応
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
制
度
改
革
を
や
っ
て
構

造
改
革
を
進
め
る
一
方
で
、
「
殖
産
興
業
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
も
と
で
成
長
政
策
を
と
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
戦
後
の
場

合
も
、
民
主
化
の
改
革
と
い
う
こ
と
で
独
禁
法
、
財
閥
解
体
、

労
働
三
法
な
ど
の
一
連
の
改
革
で
発
展
の
基
礎
を
つ
く
っ
て
お

り
ま
す
が
、
同
時
に
傾
斜
生
産
方
式
と
い
う
こ
と
で
成
長
力
を

増
強
す
る
こ
と
も
一
緒
に
や
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
ど
ち
ら
も
、

例
え
ば
明
治
維
新
の
場
合
な
ら
殖
産
興
業
を
や
ら
な
い
と
か
、

戦
後
な
ら
傾
斜
生
産
で
生
産
を
回
復
し
な
い
と
い
う
こ
と
な

ら
、
構
造
改
革
も
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
μ
小
泉
さ

ん
は
そ
れ
を
い
き
な
り
、
こ
ち
ら
だ
、
と
い
う
取
り
上
げ
方
を

し
た
も
の
で
す
か
ら
。
・
気
分
的
に
景
気
優
先
だ
と
考
え
て
い
る

人
は
景
気
が
先
だ
と
い
う
反
応
を
示
す
し
、
構
造
改
革
が
大
事

だ
と
い
う
人
は
構
造
改
革
だ
と
い
っ
て
、
い
ま
の
よ
う
な
閉
塞

的
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
話
が
噛
み
合
わ
な
い
。
話
が
噛
み

合
わ
な
い
だ
け
な
ら
い
い
ん
で
す
が
、
そ
の
あ
い
だ
に
経
済
は

　
一
向
に
よ
く
な
ら
な
い
。

中
村
　
実
態
は
悪
く
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
ね
。
そ
れ
は
も
う
明

ら
か
な
の
に
、
自
民
党
の
人
も
ま
た
の
ん
び
り
し
て
い
る
な
。

宮
暗
　
の
ん
び
り
も
し
て
い
な
い
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
支
持

率
六
〇
～
七
〇
％
以
上
と
い
う
の
に
圧
倒
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

す
。
菅
さ
ん
で
さ
え
、
小
泉
さ
ん
に
は
人
気
が
あ
る
と
認
め
て

い
る
わ
け
で
す
ね
。
（
そ
の
後
支
持
率
は
落
ち
た
。
）

中
村
　
ど
う
す
る
つ
も
り
だ
ろ
う
。
い
ま
失
業
率
が
五
・
五
％

、
で
す
け
れ
ど
も
ね
。

宮
崎
　
六
％
に
な
る
と
い
う
見
通
し
さ
え
政
府
で
言
っ
て
い
る

わ
け
で
す
か
ら
、
こ
ん
な
無
責
任
な
こ
と
は
な
い
で
す
よ
。
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ヨ

い
数
年
前
ま
で
二
％
台
だ
っ
た
の
に
。
失
業
と
い
う
の
は
国

民
の
能
力
・
活
力
が
活
か
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か

ら
：
：
：
。

　
い
ま
の
政
府
の
見
通
し
で
は
ハ
ニ
、
三
年
経
っ
て
も
せ
い
ぜ

い
成
長
率
が
一
・
五
％
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
人
口
が
増
え
な

い
、
労
働
力
が
増
え
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
一
・
五
％
と
い
う

の
は
国
民
一
人
あ
た
り
の
生
産
性
が
一
・
五
％
し
か
上
が
ら
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
経
済
が
国
際
社
会
の
中
で
ど

う
い
う
責
任
を
果
た
せ
る
ん
で
す
か
ね
。

中
村
　
全
然
わ
か
り
ま
せ
ん
ね
。
何
か
い
ま
ま
で
の
と
こ
ろ
は
、

前
に
た
ま
っ
た
ド
ル
が
た
く
さ
ん
日
本
に
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。

そ
れ
を
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
だ
と
か
な
ん
と
か
言
っ
て
は
出
し
て

い
る
け
れ
ど
、
そ
れ
だ
け
で
は
し
ょ
う
が
な
い
で
す
ね
。

■
「
失
わ
れ
た
九
〇
年
代
』
・

　
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
の
後
始
末

黒
暗
　
と
こ
ろ
で
前
回
は
、
中
曽
根
内
閣
の
時
の
前
川
レ
ポ
ー

ト
を
中
心
に
お
話
を
し
ま
し
た
。
日
本
は
内
需
型
の
経
済
構
造

に
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
そ
の
背

景
と
し
て
は
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
困
難
を
見
事
に
回
復
し
た
の

は
い
い
け
れ
ど
、
輸
入
の
節
約
と
輸
出
の
効
率
的
な
増
大
に
よ

っ
て
、
経
常
収
支
の
黒
字
が
国
際
的
に
も
問
題
に
な
る
よ
う
な

水
準
に
達
し
た
。
こ
れ
を
是
正
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う

こ
と
が
歴
史
的
な
日
本
の
課
題
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
そ
う
い
う

こ
と
で
前
川
レ
ポ
ー
ト
が
つ
く
ら
れ
た
と
い
う
話
を
し
ま
し

た
。　

そ
の
前
川
レ
ポ
ー
ト
の
線
に
沿
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
政
策
を
実

施
し
た
結
果
、
内
需
が
あ
る
程
度
拡
大
し
、
経
常
収
支
の
黒
字

一
図
一
の
失
業
率
の
項
目
を
参
照
。
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は
国
際
的
に
許
容
で
き
る
よ
う
な
水
準
ま
で
小
さ
く
は
な
っ
た

け
れ
ど
も
、
内
需
拡
大
と
い
う
や
り
方
が
金
融
政
策
に
偏
重
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
バ
ブ
ル
経
済
を
つ
く
り
あ
げ

た
。
全
体
と
し
て
一
般
物
価
は
安
定
七
て
い
た
ん
で
す
が
、
土

地
や
株
な
ど
の
資
産
の
価
格
が
非
常
に
高
騰
し
て
、
そ
れ
が
い

ろ
い
ろ
な
面
で
経
済
に
好
ま
し
く
な
い
影
響
を
与
え
た
。

　
し
か
し
バ
ブ
ル
そ
の
も
の
は
そ
ん
な
に
長
続
き
す
る
性
格
の

も
の
で
も
な
い
の
で
、
九
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
バ
ブ
ル
経
済

崩
壊
と
い
う
こ
と
で
、
九
〇
年
代
は
そ
の
後
始
末
に
追
わ
れ
、

一
般
に
「
失
わ
れ
た
九
〇
年
代
」
と
言
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
ど
う
し
て
そ
う
い
う
状
況
に
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
い
ろ
い

ろ
の
対
策
を
打
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
日
本
の
経
済
制
度
自
体

が
制
度
疲
労
と
い
う
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
た
。
も
う
不
要

に
な
っ
て
い
る
制
度
が
残
さ
れ
、
必
要
な
制
度
が
ま
だ
で
き
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
構
造
的
な
問
題
が
解
決
し
て
い
な
い

こ
と
が
、
こ
の
「
失
わ
れ
た
九
〇
年
代
」
の
特
徴
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
間
の
景
気
対
策
の
や
り

方
が
ま
ず
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
日
本
を
取
り

巻
く
条
件
に
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ
っ
た
と
い
ヶ
こ
と
も
あ
っ

て
、
一
つ
の
要
因
だ
け
に
帰
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
大
き
な
要
因
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
構
造
対
策
が
遅

れ
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
一
九
九
〇
年
代
の
経
済
．
指
標
を
見
ま
す
と
、
八
九
年
、
九
〇

年
ご
ろ
を
境
に
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
て
、
九
一
年
の
経
済
か
ら
お

か
し
く
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
は
「
主
要
経
済
指
標
の

推
移
（
一
九
九
〇
～
二
〇
〇
〇
年
）
」
の
グ
ラ
フ
を
見
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

だ
け
れ
ば
わ
か
り
ま
す
。
黒
の
実
線
が
経
済
成
長
率
で
、
九

一
年
に
は
ま
だ
三
％
強
の
成
長
率
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
九
二
、

九
三
、
九
四
年
と
一
％
を
切
る
成
長
率
に
下
が
っ
て
、
景
気
が

低
迷
す
る
と
い
う
状
態
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
の
間
の

失
業
率
（
＊
印
の
線
ど
は
、
九
〇
年
代
の
初
め
は
二
％
強
と
い

う
非
常
に
低
い
状
況
で
し
た
が
、
．
そ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
上
が
っ

て
き
て
、
九
〇
年
代
の
終
わ
り
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
は
四
％
台

の
後
半
ま
で
上
が
っ
て
い
ま
す
。
ご
承
知
の
よ
う
に
こ
れ
は
そ

の
後
も
上
が
り
続
け
て
、
い
ま
（
二
〇
〇
二
年
円
月
）
は
五
・

六
％
と
い
う
非
常
に
高
い
水
準
に
な
っ
て
い
ま
す
。
成
長
率
の

ほ
ヶ
も
二
〇
〇
一
年
は
む
し
ろ
マ
イ
ナ
ス
成
長
に
な
り
、
二
〇

〇
二
年
も
ト
ン
ト
ン
な
い
し
せ
い
ぜ
い
一
％
ぐ
ら
い
だ
と
い
う

状
況
で
、
こ
の
十
年
間
を
通
じ
て
み
る
と
、
非
常
に
低
迷
し
た

状
況
が
続
い
て
い
る
わ
け
で
す
。

「
失
わ
れ
た
十
年
」
の
語
は
正
確
か

宮
暗
　
実
は
、
「
失
わ
れ
た
十
年
」
と
い
う
言
葉
は
多
少
感
覚

的
な
表
現
で
、
あ
ま
り
正
確
で
は
な
い
。
例
え
ば
経
済
指
標
ひ

と
つ
見
て
も
、
成
長
率
は
九
五
年
、
六
年
に
は
三
％
か
ら
四
％

を
越
え
る
成
長
率
で
、
こ
れ
は
同
時
期
の
G
7
の
中
で
は
ア
メ

リ
カ
と
並
ぶ
高
い
数
字
に
な
っ
て
お
り
、
決
し
て
全
期
間
悪
か

っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
九
〇
年
代
は
ず
っ

と
駄
目
で
、
す
べ
て
を
失
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
ん
で
す

が
、
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
表
現
を
使
え
ば
、
「
失
わ
れ
た
十
年
」
・

と
い
う
言
葉
が
わ
り
あ
い
こ
の
時
代
を
表
現
し
て
い
る
と
は
思

い
ま
す
。

　
失
業
率
が
二
％
そ
こ
そ
こ
か
ら
五
％
を
越
え
る
よ
う
に
な
っ

て
、
ま
ず
人
々
が
雇
用
の
機
会
を
失
っ
た
。
そ
れ
か
ら
バ
ブ
ル

が
崩
壊
し
て
、
消
費
者
物
価
は
安
定
し
て
い
ま
す
。
現
実
に
消

費
者
物
価
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
卸
売
物
価
よ
り
先
に
マ
イ

ナ
ス
に
な
っ
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
グ
ラ
フ
で
は
比

較
的
安
定
し
た
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
資
産
が
パ
ブ

算
6
図
一
参
照
。
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ル
の
は
じ
け
に
よ
っ
て
非
常
に
大
き
く
縮
小
し
た
と
い
う
こ
と

で
、
だ
い
た
い
こ
の
十
年
間
で
、
土
地
と
株
を
合
わ
せ
て
千
四

百
兆
円
ぐ
ら
い
の
資
産
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
バ
ブ
ル
の
最
盛

期
に
は
、
神
奈
川
県
を
売
っ
た
ら
カ
ナ
ダ
全
体
が
買
え
る
と
か
、

そ
ん
な
馬
鹿
な
こ
と
を
言
っ
て
資
産
価
格
の
上
昇
を
謳
歌
し
て

い
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
が
い
っ
ぺ
ん
に
縮
小
し
て
、
資
産
を
失

う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
う
い
う
景
気
の
状
況
で
す
か
ら
、
企
業

は
当
然
収
益
自
体
も
失
っ
て
お
り
ま
す
し
、
政
府
も
税
収
を
非

常
に
大
き
く
失
っ
て
、
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
財
政
の
赤
字
が
G

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ア

N
P
を
超
え
る
と
い
う
よ
う
な
状
況
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
て
、
国
際
的
に
み
る
と
日
本
の
購
買
力

が
減
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
よ
そ
の
国
の
輸
出
機
会
を
失

わ
せ
て
国
際
的
に
迷
惑
を
か
け
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。
そ

れ
に
比
べ
る
と
小
さ
な
問
題
で
す
が
、
O
D
A
を
中
心
に
し
た

海
外
援
助
の
金
額
も
、
世
界
一
と
い
う
水
準
は
保
っ
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
き

が
、
絶
対
額
も
減
ら
す
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
、
そ
の
こ
と

も
あ
っ
て
国
際
的
な
経
済
的
信
用
も
失
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う

意
味
で
「
失
わ
れ
た
十
年
」
と
い
う
言
葉
で
こ
の
時
代
を
表
現

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
逆
に
そ
の
言
葉
が
正
確
で
は
な
い
と
い
っ
た
意
味
は
、
成
長

の
基
礎
に
あ
る
労
働
者
の
勤
労
意
欲
は
必
ず
し
も
失
わ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
そ
れ
と
表
裏
を
な
す
投
資
の
源

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

泉
で
み
る
貯
蓄
率
も
下
が
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し

ろ
あ
る
意
味
で
は
貯
蓄
率
は
”
不
健
全
”
に
上
が
っ
て
い
る
と

い
う
面
も
あ
る
ん
で
す
が
、
極
端
に
失
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
技
術
進
歩
に
対
す
る
意
欲
も
、
現
実

的
に
は
投
資
機
会
が
失
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
停
滞
は
し

て
い
ま
す
が
、
意
欲
自
体
は
減
少
し
て
い
な
い
。
と
い
う
こ
と

で
、
す
べ
て
が
失
わ
れ
た
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
以
上
だ
ら
だ
ら
と
続
く
と
、
勤
労
意
欲

も
殺
が
れ
か
ね
ま
せ
ん
し
、
経
営
者
の
企
業
家
精
神
も
損
な
わ

れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
ま
だ
大

丈
夫
だ
と
楽
観
す
る
の
は
問
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
「
失
わ

れ
た
十
年
」
を
こ
こ
で
取
り
返
す
べ
き
だ
と
い
う
の
が
、
現
在

の
状
況
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

■
政
府
の
取
．
り
組
み
i
経
済
社
会
構
造
改
革

宮
暗
　
そ
う
い
う
停
滞
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
き
に
政
府
は
何

も
し
な
か
っ
た
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
わ
け

で
、
少
な
く
と
も
こ
う
い
う
問
題
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
意
識
を
も
っ
て
、
問
題
の
提
起
は
し
て
い
る
。
八

○
年
代
の
中
曽
根
内
閣
の
前
川
レ
ポ
ー
ト
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

な
考
え
方
を
さ
ら
に
延
長
し
て
、
九
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ゆ

宮
澤
内
閣
が
「
生
活
大
国
五
ヶ
年
計
画
」
を
つ
く
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
非
常
に
短
命
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
細
川
内
閣

で
は
規
制
緩
和
を
中
心
に
構
造
改
革
を
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
構
造
問
題
が
大
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は

皆
さ
ん
も
強
調
し
て
、
「
平
岩
報
告
」
を
つ
く
っ
て
い
る
。
ま

た
、
村
山
内
閣
で
は
、
こ
れ
は
私
自
身
が
閣
議
報
告
を
し
た
の

で
す
が
、
「
構
造
改
革
の
た
め
の
経
済
社
会
計
画
」
と
い
う
の

を
経
済
審
議
会
の
報
告
を
受
け
て
提
出
し
閣
議
決
定
を
し
て
い

　
ね
け

ま
す
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
こ
ん
に
ち
に
至
る
ま
で
そ
れ

ら
の
実
行
が
き
ち
ん
と
行
な
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
小
泉
内
閣
は
、
再
び
構
造
改
革
と
い
う
こ
と
で
登
場

し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
最
初
に
ち
ょ
っ
と
話
が
あ
り
ま
し
た

よ
う
に
、
構
造
改
革
は
大
い
に
結
構
で
す
が
、
率
直
に
い
っ
て
、

鈴
乞
表
一
参
照
。

・・

W
表
二
参
照
。
O
D
A
予
算
総
額
は

平
成
九
年
度
の
一
兆
＝
ハ
八
七
億
円

を
頂
点
と
し
て
、
以
降
は
漸
減
し
て

い
る
。

骨
9
図
二
参
照
。
た
だ
し
、
長
び
く
不

況
の
た
め
一
一
〇
〇
三
年
に
な
っ
て
か

な
り
急
速
に
落
ち
て
き
て
い
る
。

静
－
o
平
成
四
（
一
九
九
一
一
）
年
六
月
二

五
日
、
実
質
成
長
率
年
平
均
三
・

五
％
の
内
需
主
導
型
成
長
を
目
指
す

新
経
済
計
画
で
あ
る
「
生
活
大
国
五

ヵ
年
計
画
一
地
球
社
会
と
の
共
存
を

め
ざ
し
て
一
」
を
、
経
済
審
議
会
は

答
申
し
た
。
詳
細
は
下
記
に
お
い
て

述
べ
ら
れ
る
。

・・

P1

ｽ
成
七
（
一
九
九
五
）
年
十
一
月

二
九
日
に
答
申
さ
れ
た
、
新
経
済
六

ヵ
年
計
画
。
副
題
は
「
活
力
あ
る
経

済
・
安
心
で
き
る
く
ら
し
」
で
あ
る
。

計
画
の
目
的
は
、
自
由
で
活
力
あ
る

社
会
、
豊
か
で
安
心
で
き
る
経
済
社

会
の
創
造
、
地
域
社
会
へ
の
参
画
で

あ
っ
た
。
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景
気
が
悪
く
な
っ
て
い
う
と
き
の
短
期
的
な
手
当
の
問
題
を
忘

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
長
期
的
な
問
題
に

つ
い
て
も
、
改
革
を
や
る
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
で
、
明
確
な
時

間
的
あ
る
い
は
手
続
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
示
が
な
け
れ
ば
駄

目
に
な
る
よ
う
な
気
が
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
問
題
は
今
日

は
取
り
上
げ
ま
せ
ん
。

構
造
改
革
計
画
の
内
容

宮
暗
　
こ
こ
で
は
、
九
〇
年
代
の
構
造
計
画
は
何
で
あ
っ
た
の

か
、
な
ぜ
失
敗
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
見
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
特
に
こ
の
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
非
常

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ほ

に
短
命
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
細
川
内
閣
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
細
川
内
閣
で
は
前
川
委
員
会
と
同
じ
よ
う
な
形
で
平

　
　
　
　
る
　

岩
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
規
制
緩
和
を
中
心
に
し
た
構
造
改

・
革
を
謳
い
上
げ
ま
し
た
。
細
川
内
閣
以
前
に
景
気
は
悪
く
な
っ

て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
実
は
い
ろ
い
ろ
な
対
策
が
訴
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
宮
澤
内
閣
、
細
川
内
閣
、
そ
し
て
そ
の
後
も
そ
う

で
す
け
れ
ど
も
、
平
岩
レ
ポ
ー
ド
が
出
る
前
に
三
十
兆
円
ぐ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
い

い
の
財
政
支
出
が
行
な
わ
れ
、
金
融
政
策
で
も
公
定
歩
合
が

一
・
七
％
ぐ
ら
い
ま
で
下
げ
ら
れ
る
と
い
う
金
融
政
策
が
一
応

　
　
　
　
　
　
ね
お

採
ら
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
景
気
の
停
滞
が
続
い

て
い
た
。
そ
れ
は
一
言
で
い
え
ば
、
構
造
的
な
問
題
が
あ
っ
て
、

財
政
を
支
出
し
て
効
率
が
上
が
っ
て
も
、
そ
れ
が
短
命
だ
っ
た

り
、
全
体
に
ゆ
き
渡
ら
な
か
っ
た
。

公
共
投
資
は
効
果
が
な
い
の
か

宮
暗
　
な
ぜ
財
政
で
お
金
が
出
た
の
に
効
果
が
思
う
よ
り
上
が

ら
な
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
ま
だ

科
学
的
な
根
拠
の
あ
る
説
明
は
誰
も
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
実
は
最
近
で
も
同
じ
よ
う
な
問
題
が
あ
る
ん

で
す
が
、
多
く
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
最
近
は
惰
性
的
に
「
公
共

投
資
は
効
果
が
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
す
。

　
実
は
統
計
を
見
る
と
、
近
年
は
、
公
共
投
資
は
言
わ
れ
て
い

る
ほ
ど
出
て
い
な
い
、
と
い
う
問
題
が
一
つ
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
こ
れ
は
あ
る
程
度
問
題
の
所
在
を
は
っ
き
り
さ

せ
る
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
お
金

は
出
て
い
て
も
、
効
率
的
に
使
わ
れ
て
い
な
い
。
情
報
公
開
の

時
代
で
す
が
、
ど
う
も
そ
の
へ
ん
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。

こ
れ
だ
け
の
予
算
を
つ
く
っ
て
執
行
レ
た
は
ず
な
の
に
、
お
金

が
流
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
っ
て
、
予
算
面
で
見
た
公

共
投
資
と
、
決
算
で
み
た
公
共
投
資
、
あ
る
い
は
そ
れ
と
同
じ

よ
う
な
G
N
P
統
計
で
い
う
公
的
資
本
形
成
の
動
き
と
併
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
め

み
る
と
ち
ぐ
は
ぐ
に
な
っ
て
い
る
。
ど
う
し
て
そ
う
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ぐ
は
ぐ
が
あ
る
か
と
い
う
説
明
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
よ
う

な
感
じ
が
し
ま
す
。
公
共
投
資
反
対
の
人
は
、
、
予
算
の
数
字
を

見
て
「
お
金
が
出
て
い
る
は
ず
な
の
に
効
果
が
な
い
」
と
言
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
間
違
い
で
す
。
予
算
は
あ
っ
た
け
ど
実

際
の
支
出
は
あ
ま
り
出
て
い
な
い
。
そ
の
上
、
出
て
い
る
分
に

つ
い
て
は
気
体
ほ
ど
効
果
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
ん

で
す
ね
。
（
宮
暗
註
H
最
近
に
な
っ
て
大
蔵
省
（
財
務
省
）
で

は
、
あ
の
時
の
予
算
は
「
見
せ
か
け
を
大
き
く
し
て
実
際
は
小

さ
く
し
た
」
な
ど
と
い
っ
て
い
る
［
朝
日
新
聞
二
〇
〇
二
年
八

月
二
四
日
］
。
お
か
し
な
話
で
す
。
）

　
そ
れ
に
答
え
る
の
は
な
か
な
か
難
し
く
、
私
も
い
ろ
い
ろ
な

役
所
に
「
な
ぜ
金
が
実
際
に
出
て
い
な
い
の
か
。
予
算
は
ち
ゃ

ん
と
つ
い
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
。
工
事
の
お
金
が
出
て
い
な
い

の
は
な
ぜ
だ
」
と
聞
く
ん
で
す
が
、
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
行
く
と

わ
か
ら
な
く
な
る
。
大
蔵
省
は
、
「
支
出
金
は
き
ち
ん
と
傘
茸

輔
1
2
日
本
新
党
代
表
の
細
川
護
煕
を
首

班
と
し
、
社
会
党
、
新
生
党
等
八
党

派
の
連
立
に
よ
り
成
立
し
た
内
閣
。

「
政
治
改
革
」
を
政
治
課
題
と
し
、
衆

議
院
選
挙
に
お
け
る
小
選
挙
区
比
例

代
表
並
立
制
を
導
入
す
る
と
い
う
成

果
を
挙
げ
た
。
だ
が
、
何
よ
り
も
三

八
年
間
に
わ
た
る
自
民
党
一
党
支
配

に
終
止
符
を
打
っ
た
こ
と
に
意
義
が

存
在
す
る
内
閣
で
あ
っ
た
。

趨
正
式
名
称
は
経
済
改
革
委
員
会
。

細
川
首
相
の
私
的
諮
問
機
関
と
し
て

設
け
ら
れ
た
、
経
済
構
造
改
革
を
審

議
・
検
討
す
る
た
め
の
委
員
会
。
座

長
を
務
め
た
平
岩
外
四
（
第
八
回
の

章
、
註
五
六
参
照
）
の
名
を
冠
し

「
平
岩
委
員
会
」
と
称
さ
れ
た
。

鱒
M
表
三
参
照
。
「
九
九
三
年
十
一
月

の
直
前
の
「
緊
急
経
済
対
策
」
は
六

兆
円
規
模
で
あ
る
が
、
一
九
九
二
年

と
九
三
年
に
出
動
し
た
経
済
対
策
の

合
計
は
、
約
三
十
兆
円
に
の
ぼ
る
。

・，

P5

¥
四
参
照
。

鱒
1
6
図
三
参
照
。
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省
に
与
え
ま
し
た
」
と
い
う
。
建
設
省
は
「
き
ち
ん
と
地
方
別
、

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
別
に
ブ
レ
イ
ク
ダ
ウ
ン
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
割
り

　
当
て
ま
し
た
」
と
い
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
全
体
を
総
合
し
て

　
み
る
と
、
お
金
は
あ
ま
り
出
て
い
な
い
し
、
工
事
も
進
ん
で
い

　
な
い
。
工
事
の
現
場
で
は
ま
た
い
ろ
い
ろ
の
理
屈
が
あ
っ
て
、

　
「
図
面
は
も
ら
っ
た
け
れ
ど
も
材
料
が
届
い
て
い
な
い
」
と
か
、

　
「
材
料
は
届
い
た
け
れ
ど
全
部
が
揃
っ
て
い
な
い
の
で
工
事
が

進
め
ら
れ
な
い
」
と
か
い
う
。
そ
う
い
う
こ
と
を
チ
ェ
ッ
ク
す

　
る
所
管
が
全
部
違
う
も
の
で
す
か
ら
、
ま
と
ま
っ
た
、
検
証
に

耐
え
る
よ
う
な
統
計
が
出
て
こ
な
い
。
今
日
で
も
そ
う
で
は
な

　
い
か
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分
が
あ
る
程
度
そ
の
責
任
官

庁
に
い
た
わ
け
で
す
か
ら
無
責
任
な
言
い
方
で
す
が
、
お
か
し

　
い
と
い
う
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
て
追
及
し
て
も
、
そ
の
原
因
が

わ
か
ら
な
か
っ
た
、
と
い
う
の
が
残
念
な
が
ら
私
の
感
じ
で
す
。

予
算
か
ら
支
出
の
問
の
”
水
も
れ
”
を
是
非
追
及
し
て
ほ
し

　
い
。
そ
れ
が
構
造
改
革
で
し
ょ
う
。

　
横
道
に
逸
れ
る
話
で
す
が
、
公
共
投
資
に
効
果
が
な
い
と
い

う
話
を
、
三
年
前
ぐ
ら
い
で
し
た
か
、
後
藤
田
［
正
晴
］
さ
ん

に
聞
か
れ
ま
し
た
。
「
き
み
、
こ
れ
だ
け
お
金
を
出
し
て
い
る

の
に
、
ど
う
し
て
効
果
が
な
い
か
」
と
聞
か
れ
ま
し
た
か
ら
、

い
ま
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
、
「
予
算
の
額
と
し
て
は
確
か

に
つ
い
て
い
る
け
れ
ど
、
実
際
に
そ
の
お
金
が
現
場
に
渡
っ
て

い
な
い
ん
で
す
」
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
ら
、
「
あ
あ
そ
う
か
」

と
言
わ
れ
た
。
統
計
を
み
れ
ば
わ
か
る
わ
け
で
す
。
公
的
資
本

・
形
成
の
数
字
と
予
算
の
数
字
が
違
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
は
わ
か

る
ん
で
す
。
「
渡
っ
て
い
て
も
仕
事
を
し
て
い
な
い
の
は
な
ぜ

だ
」
と
い
う
の
で
、
私
は
率
直
に
「
わ
か
り
ま
せ
ん
。
多
分
お

金
が
い
ろ
い
ろ
な
…
機
関
を
渡
っ
て
い
る
あ
い
だ
に
、
目
的
以
外

の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
後
藤

田
さ
ん
に
言
っ
た
ら
、
「
や
っ
ぱ
り
そ
う
か
」
と
つ
ぶ
や
か
れ

た
。
要
す
る
に
ポ
ッ
ポ
の
中
に
入
れ
て
い
る
の
が
、
い
ろ
い
ろ

の
段
階
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
じ
が
、
ど
う
も
拭
え

な
い
。
そ
れ
も
証
拠
は
な
い
わ
け
で
す
し
、
額
も
小
さ
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
最
近
そ
れ
に
関
す
る
よ
・
ワ
な
”
醜
聞
”
が
い

つ
ば
い
出
て
き
て
い
る
の
で
、
そ
の
へ
ん
は
や
は
り
き
ち
ん
と

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
公
共
投
資
が
民
間
建
設

　
　
　
　
　
　
リ
レ

よ
り
割
高
で
あ
る
。
そ
の
上
、
そ
の
民
間
建
設
コ
ス
ト
よ
り

も
国
際
価
格
が
う
ん
と
低
い
。

　
私
は
公
共
投
資
を
や
る
必
要
性
は
な
く
な
っ
て
い
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
手
続
き
、
配
分
、
評
価
の
や
り
方
が
間
違
っ
て
い

る
、
時
間
を
か
け
て
あ
ち
こ
ち
を
通
っ
て
、
き
ち
ん
と
現
場
ま

で
お
金
が
渡
る
と
い
う
こ
と
を
フ
ォ
ロ
ー
し
な
い
と
い
け
な
い

と
思
い
．
ま
す
。
透
明
性
が
必
要
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
わ
り
に
、

そ
こ
の
と
こ
ろ
が
は
っ
き
り
し
て
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
問
題

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
少
し
き
つ
い
言
い
方
で

す
が
…
っ
そ
れ
こ
そ
構
造
改
革
で
あ
り
、
ま
た
透
明
性
確
保
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

景
気
対
策
で
効
果
が
出
な
か
っ
た
三
つ
の
理
由

宮
崎
　
実
は
そ
う
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
細
川
内
閣
や
そ
の

前
の
宮
澤
内
閣
の
時
に
も
、
萌
芽
的
に
は
問
題
意
識
と
し
て
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ほ

り
ま
し
た
』
例
え
ば
私
は
総
合
政
策
研
究
会
と
い
う
会
で
平

岩
レ
ポ
ー
ト
の
説
明
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
平
岩

レ
ポ
ー
ト
の
前
に
景
気
が
悪
く
な
っ
て
い
て
景
気
対
策
を
や
っ

た
の
に
、
効
果
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
話
を
し
て
い
る
ん

で
す
。
そ
こ
で
は
三
つ
理
由
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
一
つ
は
、
財
政
は
増
や
し
た
、
つ
ま
り
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た

よ
う
に
細
川
内
閣
に
至
る
ま
で
三
十
兆
円
以
上
の
お
金
を
出
し

静
1
7
図
四
参
照
。

骨
1
8
昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）
年
、
有

沢
広
巳
を
座
長
と
し
て
設
立
ざ
れ
た

民
間
調
査
機
関
。
稲
葉
秀
三
、
土
屋

浩
、
高
橋
亀
吉
ら
が
中
心
と
な
り
学

識
経
験
者
、
財
界
人
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
る
。
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・
て
い
る
け
れ
ど
も
、
効
果
が
な
い
の
は
、
ひ
と
こ
と
で
言
え
ば
、

工
事
が
不
透
明
に
行
な
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
公
共
投
資
を
施
行
す
る
シ
ズ
テ
ム
に
ど
こ
か
お
か

し
な
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
点
を
出
し
て

い
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
そ
の
仕
組
み
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
ど
う
仕
組
み
を
変
え
る
か
と

か
、
そ
れ
に
沿
っ
て
何
を
や
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

残
念
な
が
ら
細
川
内
閣
ま
で
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
い
ま
だ
に
、
そ
れ
は
は
っ
き
り
し
て
い
ま

せ
ん
。

　
そ
れ
か
ら
も
う
↓
つ
そ
こ
で
私
が
言
っ
た
の
は
、
金
融
政
策

も
動
員
さ
れ
て
、
先
ほ
ど
ち
ょ
っ
と
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、
景

気
を
よ
く
す
る
た
め
に
公
定
歩
合
も
一
・
七
五
％
ま
で
、
旨

い
ま
は
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
に
近
い
割
合
で
す
が
、
－
そ
の
当
時

と
し
て
は
き
わ
め
て
低
い
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ

で
も
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
が
増
え
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
や

は
り
不
良
債
権
の
問
題
が
す
で
に
出
て
い
て
、
お
金
が
回
ら
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
も
問
題
点
と
し
て
は
わ

か
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
じ
ゃ
あ
、
ど
う
し
て
不
良
債
権
を
な

く
す
か
と
い
う
処
方
箋
は
あ
ま
り
具
体
的
」
に
は
書
か
れ
て
い
な

い
。
む
し
ろ
住
宅
融
資
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
お
か
し
い
じ
ゃ
な

い
か
と
い
う
動
き
が
あ
っ
て
も
、
金
融
シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
よ

う
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
進
ん
で
い
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
ど
う
も
政
府
、
特
に
大
蔵
省
は
景
気
対
策

と
い
っ
て
も
、
金
融
政
策
に
過
重
な
負
担
を
負
わ
せ
る
。

　
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
は
、
当
時
円
高
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
基
本
的
に
そ
の
国
の
通
貨
は
そ
の
国
の
経
済
力
を

反
映
す
る
は
ず
で
す
か
ら
、
円
高
に
な
る
こ
と
は
経
済
に
と
っ

て
基
本
釣
に
い
い
こ
と
だ
と
私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。
と
こ
ろ

が
円
高
に
な
っ
て
も
、
メ
リ
ッ
ト
が
す
ぐ
に
出
な
い
と
い
う
経

済
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
円
高
に
な
っ
て
、
輸
出
が
出
に
く
く

な
っ
た
と
い
う
点
は
景
気
を
押
し
下
げ
る
要
因
と
し
て
あ
る
わ

け
で
す
。
し
か
し
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
輸
入
が
増
え
て
物
価

が
下
が
っ
て
い
く
、
そ
れ
か
ら
産
業
構
造
が
変
わ
っ
て
い
く
は

ず
な
ん
で
す
が
、
九
〇
年
代
初
め
の
円
高
は
そ
う
い
う
効
果
を

も
た
ら
さ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
国
内
の
経
済
構
造
の
改
革
が
遅

れ
て
、
円
高
の
メ
リ
ッ
ト
が
出
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
、

い
く
ら
景
気
対
策
を
や
っ
て
も
効
果
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
構
造
対
策
に
視
点
を
置
い
た
こ
と
は
正
し
か
っ

た
と
思
う
ん
で
す
が
へ
い
ま
だ
に
そ
れ
が
実
行
さ
れ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
構
造
改
革
に
取
り
組
ん

だ
中
で
、
九
〇
年
代
非
常
に
目
立
っ
た
の
は
、
細
川
内
閣
の
平

岩
レ
ポ
ー
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
私
も
多
少
関
わ
り
が
あ
っ
た
の

で
、
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
の

　
そ
の
後
、
橋
本
さ
ん
が
行
政
改
革
委
員
会
を
活
用
さ
れ
て
、

ビ
ッ
グ
バ
ン
を
中
心
に
い
ろ
い
ろ
な
改
革
案
を
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
個
別
政
策
採
用
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
間
違
っ
て

い
た
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
財
政
改
革
で
シ
ス
テ
ム
を
変
え
よ
．

う
と
し
た
の
は
よ
か
っ
た
ん
で
す
が
、
景
気
が
ま
だ
回
復
軌
道

に
定
着
し
な
い
う
ち
に
財
政
の
辻
褄
を
合
わ
せ
る
と
い
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
る
カ

で
、
増
税
を
や
っ
た
り
、
社
会
保
障
関
連
の
費
用
負
担
を
増

　
　
　
　
　
サ
カ

や
し
た
り
し
て
、
、
景
気
の
足
を
引
っ
張
る
よ
う
な
改
革
に
力

が
入
り
過
ぎ
た
。
そ
れ
が
失
敗
し
た
原
因
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
．

橋
本
さ
ん
御
自
身
は
改
革
と
い
う
こ
と
を
政
策
と
し
て
非
常
に

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
、
今
日
で
も
行
政
機
構
改
革
の
大
き

な
柱
に
な
る
も
の
は
橋
本
行
革
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と

も
、
中
曽
根
内
閣
の
こ
ろ
の
人
に
い
わ
せ
れ
ば
、
中
曽
根
内
閣

静
1
9
日
本
の
行
政
機
関
の
再
編
及
び
統

合
に
関
す
る
討
議
を
行
う
委
員
会
。

橋
本
政
権
下
、
平
成
八
（
一
九
九
六
）

年
十
「
月
に
初
会
合
を
行
っ
た
。
同

委
員
会
は
金
融
市
場
改
革
（
日
本
版

ビ
ッ
グ
バ
ン
）
、
社
会
保
障
制
度
政
策
、

財
政
構
造
政
策
、
省
庁
再
編
等
の
い

わ
ゆ
る
「
六
大
改
革
」
を
提
起
し
、

実
際
に
多
く
の
政
策
案
が
実
施
さ
れ

て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

齢
2
0
橋
本
政
権
の
掲
げ
る
財
政
構
造
改

革
の
進
展
に
伴
い
、
国
民
の
負
担
増

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の

一
環
と
し
て
、
平
成
九
（
一
九
九
七
）

年
四
月
一
日
よ
り
消
費
税
率
が
三
％

か
ら
五
％
へ
と
、
同
税
導
入
以
来
初

め
て
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

骨
2
1
図
五
参
照
。
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り
お

の
時
の
土
光
［
敏
夫
］
さ
ん
が
リ
ー
ド
し
た
行
革
が
原
点
だ

つ
た
と
い
う
ん
で
し
ょ
う
が
、
と
に
か
く
多
く
の
人
が
取
り
組

ん
で
き
た
け
れ
ど
も
、
う
ま
く
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
。
い
ま
小

泉
さ
ん
は
自
分
が
初
め
て
構
造
改
革
を
取
り
上
げ
る
よ
う
な
こ

と
を
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
実
は
そ
う
で
は
な
く
て
、
す
で

に
歴
代
内
閣
が
取
り
上
げ
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。
た
だ
効
果

が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
今
度
は
小
泉
さ
ん
が
効

果
を
上
げ
る
番
な
ん
で
す
が
、
先
ほ
ど
の
話
の
よ
う
に
、
本
当

に
効
果
が
上
が
る
の
か
ど
う
か
が
ま
だ
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

■
「
生
活
大
国
五
ヵ
年
計
画
』
と
平
岩
委
員
会
へ
の
参
画

　
生
活
に
つ
い
て
の
側
面
の
重
視

宮
暗
　
私
は
細
川
内
閣
の
と
き
の
平
岩
レ
ポ
ー
ト
に
関
わ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
問
題
を
平
岩
レ
ポ
ー
ト
を
中
心
に
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
個
人
的
な
こ
と
で
す
が
、
そ
の
直
前

宮
澤
内
閣
の
時
に
「
生
活
大
国
五
ヶ
年
計
画
」
と
い
う
計
画
が

つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
経
済
審
議
会
の
一
員
と
し
て
作
成
に

参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
そ
う
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
［
生
活
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
お

国
五
ヶ
年
計
画
の
冊
子
を
示
す
］
、
こ
こ
で
は
構
造
改
革
が
一

つ
大
き
な
柱
、
考
え
方
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
日
本
は
、

世
界
と
一
緒
に
生
活
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
世
界
と

か
地
球
と
共
に
生
き
る
と
い
う
の
は
、
二
つ
の
意
味
が
あ
り
、

一
つ
は
、
今
日
的
な
経
済
・
政
治
が
国
境
を
越
え
て
交
流
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
意
味
で
、
地
球
的
、
国
際
的
な
規
模

で
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
う
一
つ
は
、

私
ど
も
は
そ
れ
ま
で
経
済
問
題
と
い
う
と
、
所
得
を
い
か
に
し

て
上
げ
る
と
か
、
産
業
を
ど
れ
ぐ
ら
い
振
興
す
る
と
か
、
貿
易

を
ど
う
す
る
と
か
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
だ
ん
だ
ん

そ
う
い
う
も
の
だ
け
が
経
済
で
は
な
く
、
生
活
水
準
を
上
げ
る

と
い
う
こ
と
が
究
極
的
な
経
済
政
策
の
目
的
だ
と
い
う
こ
と

で
、
生
活
に
つ
い
て
の
側
面
を
重
視
す
る
と
い
う
こ
と
も
取
り

上
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
も
う
一
段
、

地
球
的
な
規
模
で
そ
の
問
題
を
取
り
上
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
地
球
的
な
規
模
で
、
例
え
ば
原
材
料

と
か
資
源
の
問
題
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
同
時
に
、
地

球
を
汚
染
し
て
は
い
け
な
い
、
自
然
環
境
を
破
壊
し
て
は
い
け

な
い
。
こ
れ
は
国
際
的
な
観
点
か
ら
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
「
生
活
大
国
五
ヶ
年
計
画
」
は
そ
う
い
う
角

度
か
ら
つ
く
ろ
う
と
し
．
た
わ
け
で
す
。

　
そ
の
「
生
活
大
国
五
ヶ
年
計
画
」
を
つ
く
る
時
に
、
経
済
審

議
会
が
動
い
て
い
て
、
平
岩
［
外
四
］
さ
ん
が
会
長
で
し
た
。

た
ま
た
ま
私
は
役
所
を
辞
め
て
し
ば
ら
く
し
て
経
済
審
議
会
の

委
員
に
な
っ
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
時
に
い
く
つ
か
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
り
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
の
中
に
「
生
活
部
会
」
が
で
き
て
、
そ
の
面
倒
を
見
る
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
こ
の
構
造
改
革
に
取
り
組
む
よ
う
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
み

り
ま
し
た
。
こ
の
時
の
経
済
企
画
庁
長
官
が
野
田
毅
さ
ん
で
、

い
ま
保
守
党
の
党
首
で
す
が
、
経
済
に
詳
し
い
立
派
な
代
議
士

さ
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
野
田
さ
ん
が
そ
れ
を
最
終
的
に
ま
と
め

た
わ
け
で
す
が
、
野
田
さ
ん
が
長
官
の
時
に
政
務
次
官
と
し
て

田
中
秀
征
さ
蘇
、
が
来
ら
れ
た
。
田
中
秀
征
さ
ん
は
、
こ
れ
が

ら
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
考
え
な
け
れ
ば
経
済
政
策
は
成
り
立
た

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
構
造
改
革
に
大
変
熱
心
な
方
で
し
た
。

そ
れ
で
生
活
大
国
の
原
案
を
つ
く
る
時
に
は
田
中
秀
征
さ
ん
と

一
緒
に
い
ろ
い
ろ
仕
事
を
し
ま
し
た
。

細
川
元
首
相
と
の
繋
り
1
田
申
秀
征
氏
と
の
交
流
か
ら

溶
暗
　
田
中
さ
ん
は
そ
の
当
時
「
新
党
さ
き
が
け
」
で
し
た
。

骨
2
2
第
八
回
の
章
、
註
二
八
参
照
。

静
2
3
経
済
企
画
庁
編
『
生
活
大
国
5
か

年
計
画
一
地
球
社
会
と
の
共
存
を
め

ざ
し
て
一
』
（
大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九

九
二
年
）

範
2
4
正
式
に
は
「
生
活
大
国
部
会
」
。

部
会
長
代
理
に
は
、
堤
清
一
一
（
セ
ゾ

ン
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
会
長
）
と
正

村
公
宏
（
専
修
大
学
教
授
）
が
就
任

し
、
部
会
委
員
は
宮
崎
氏
を
含
め
三

十
名
で
あ
っ
た
。

骨
2
5
保
守
党
党
首
。
昭
和
十
六
（
一
九

四
【
）
年
十
月
三
日
生
ま
れ
。
東
京

大
学
卒
業
後
、
大
蔵
省
入
省
。
同
四

七
年
衆
院
議
員
に
転
ず
る
。
平
成
元

年
建
設
相
、
同
三
年
宮
沢
内
閣
で
経

済
企
画
庁
長
官
を
務
め
る
。
の
ち
自

民
党
を
離
脱
し
、
新
進
・
自
由
両
党

を
経
て
、
新
党
で
あ
る
保
守
党
を
設

立
、
同
十
三
年
よ
り
保
守
党
党
酋
。

十
四
年
自
民
党
に
復
帰
。

鱒
2
6
一
兀
経
済
企
画
庁
長
官
。
昭
和
十
五

（一

緕
l
〇
）
年
九
月
三
十
日
生
ま
れ
。

石
田
博
英
衆
院
議
員
秘
書
を
経
て
、

昭
和
五
八
年
よ
り
衆
院
議
員
。
平
成

五
年
の
新
党
さ
き
が
け
設
立
に
参
加

し
、
細
川
内
閣
で
は
首
相
特
別
補
佐
、

橋
本
内
閣
で
は
経
済
企
画
庁
長
官
を

務
め
た
。
衆
院
選
落
選
後
は
福
山
大

学
教
授
な
ど
を
務
め
る
。
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elEs：iEEaz　lm一

．
い
ま
は
も
う
民
主
党
と
一
緒
に
な
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
の
前
は

さ
き
が
け
で
し
た
。
さ
き
が
け
を
つ
く
る
中
心
が
細
川
［
護
煕
］

さ
ん
で
あ
り
、
そ
の
参
謀
役
が
田
中
秀
征
さ
ん
だ
っ
た
ん
で
す

ね
。
生
み
の
親
と
い
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
も
う
ひ
と
り

　
　
　
　
　
　
　
　
る
れ

武
村
［
正
義
］
ざ
ん
が
お
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
三
人
の
人
が

新
党
さ
き
が
け
を
つ
く
っ
て
、
政
権
の
準
備
を
さ
れ
た
。

　
田
中
秀
征
さ
ん
が
、
細
川
さ
ん
を
囲
む
勉
強
会
を
つ
く
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
、
私
も
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
誘
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
時
か
ら
細
肝
さ
ん
と
い
ろ
い
ろ
話
を
す
る
機
会
が
で
き
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
お

た
。
細
川
さ
ん
は
衆
議
院
で
し
た
か
、
参
議
院
で
し
た
か
、

国
会
議
員
で
し
た
か
ら
そ
れ
ま
で
も
接
触
が
若
干
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
ん
な
に
親
し
く
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
ん
で
す
。
し
か

し
、
田
中
さ
ん
が
組
織
さ
れ
た
細
川
さ
ん
の
勉
強
会
に
参
加
し

て
か
ら
は
、
頻
繁
に
細
川
さ
ん
と
往
き
来
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
細
川
内
閣
が
で
き
た
と
き
に
、
い
ろ

い
ろ
手
伝
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
を
細
川
さ
ん
に
言
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
発
表
し
て
い
い
か
ど
う

か
は
問
題
で
す
が
、
実
は
細
川
内
閣
が
で
き
る
時
に
、
最
初
に

田
中
さ
ん
か
ら
電
話
を
も
ら
い
ま
し
て
、
「
細
川
さ
ん
が
総
理

に
な
っ
た
か
ら
、
入
閣
を
し
て
ぐ
だ
さ
い
」
と
い
う
話
が
あ
り

ま
し
た
。
私
は
、
そ
れ
は
勉
強
会
の
馴
染
み
だ
か
ら
一
応
声
を

か
け
ら
れ
た
の
か
な
と
、
入
閣
の
話
を
そ
ん
な
に
重
く
考
え
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
「
い
や
結
構
で
す
、
そ
ん
な
、
大
臣
な
ど
な

る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
」
ど
断
わ
っ
た
ら
、
「
あ
あ
そ

う
で
す
が
。
も
う
い
っ
ぺ
ん
考
え
て
く
だ
さ
い
」
と
か
な
ん
と

か
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
と
に
か
く
一
応
断
わ
っ
た
ん
で
す
。
そ

う
し
た
ら
ま
た
し
ば
ら
く
し
て
、
直
接
細
川
さ
ん
か
ら
電
話
が

か
か
っ
て
き
て
、
「
ど
う
し
て
も
駄
目
で
す
か
。
内
閣
に
入
っ

て
手
伝
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
う
も
の
で
す
か
ら
、
本
気
か
な

と
も
思
っ
た
ん
で
す
が
、
「
お
手
伝
い
し
ま
す
」
と
は
言
っ
て

い
た
か
ら
と
く
に
大
臣
の
話
は
受
け
な
く
て
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
そ
の
後
ま
た
田
中
秀

征
さ
ん
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
、
「
ど
う
し
て
も
駄
目
で

す
か
」
と
い
う
。
そ
の
時
に
な
っ
て
、
は
い
、
受
け
ま
し
ょ
う

と
言
う
わ
け
に
も
い
か
な
い
し
、
宮
澤
内
閣
の
時
に
「
生
活
大

国
」
と
い
う
こ
と
で
構
造
改
革
の
原
案
を
つ
く
っ
て
い
る
ね
け

で
す
か
ら
、
長
話
を
受
け
る
と
、
い
か
に
も
宮
澤
さ
ん
は
駄
目

で
し
た
、
だ
か
ら
私
は
細
川
さ
ん
の
手
伝
い
を
す
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
ち
ょ
と
お
か
し
な
こ
と
だ
と
い
っ
て
、
内
閣
に
入

る
の
は
お
断
わ
り
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
田
中
秀
征
さ
ん

は
特
定
の
方
に
は
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
公
式
の
場
に

は
出
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
話
は
伏
せ
て
い
た
ほ
う
が
良
い
の
か

と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
が
…
。
も
う
時
効
で
す
か
ね
。

　
と
い
う
こ
と
で
、
か
な
り
細
川
さ
ん
と
は
話
を
す
る
機
会
が

増
え
ま
し
た
。

「
平
岩
委
員
会
」
の
発
足
と
入
集
め

愚
暗
　
そ
う
い
う
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
は
別
に
し
て
、
細
川
内

閣
が
で
き
た
ら
細
川
さ
ん
は
す
ぐ
構
造
改
革
に
取
り
組
む
、
そ

し
て
最
初
に
規
制
緩
和
を
中
心
に
し
て
取
り
組
む
た
め
に
経
済

　
　
　
　
レ
カ

改
革
研
究
会
を
発
足
さ
せ
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
私
と
細
川
．

さ
ん
と
田
中
（
秀
征
）
さ
ん
で
メ
ン
バ
ー
を
決
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
私
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
役
所
関
係
の
人
を
推

薦
す
る
。
あ
と
は
だ
い
た
い
田
中
秀
征
さ
ん
が
、
こ
う
い
う
人

は
ど
う
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
選
ん
だ
わ
け
で
す
。
ご
承
知

め
よ
う
に
、
キ
ャ
ッ
プ
は
「
生
活
大
国
計
画
」
も
お
や
り
に
な

っ
た
、
経
済
審
議
会
の
会
長
の
平
岩
さ
ん
で
、
あ
と
十
五
人
ぐ

骨
2
7
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
八
月
二

六
日
生
ま
れ
。
臼
治
省
入
省
、
の
ち

滋
賀
県
八
日
市
市
長
、
滋
賀
県
知
事
。

昭
和
六
一
年
よ
り
衆
院
議
員
、
平
成

五
年
新
党
さ
き
が
け
結
成
、
代
表
就

任
。
細
川
政
権
成
立
に
際
し
官
房
長

官
、
羽
田
政
権
に
は
不
参
加
・
連
立

離
脱
。
村
山
政
権
で
は
自
民
、
社
民

両
党
と
連
立
政
権
の
一
翼
を
担
い
、

蔵
相
。

養
細
川
氏
は
、
首
相
就
任
（
平
成
五

年
八
月
九
日
）
直
前
の
衆
院
選
（
同

年
七
月
十
八
日
投
票
）
に
際
し
、
当

時
所
属
し
て
い
た
参
議
院
（
任
期
は

平
成
四
年
七
月
か
ら
の
六
年
間
）
の

議
員
職
を
辞
職
し
た
上
で
立
候
補
し

た
。
従
っ
て
、
衆
院
選
に
先
立
つ
時

期
に
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
勉
強

会
当
時
、
細
川
氏
は
参
議
院
議
員
で
、

あ
っ
た
。

骨
2
9
細
川
首
相
の
私
的
諮
問
機
関
。
「
平

岩
委
員
会
」
と
も
呼
称
さ
れ
た
。
こ
の

、
章
、
二
十
三
も
参
照
。
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ら
い
の
メ
ン
バ
ー
を
選
び
ま
し
た
。

　
財
界
か
ら
は
平
岩
さ
ん
の
ほ
か
に
、
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
の
小

　
　
　
　
　
　
り
ね

林
陽
太
郎
さ
ん
。
い
ま
は
同
友
会
の
代
表
幹
事
で
す
が
、
当

時
は
同
友
会
の
メ
ン
バ
ー
で
は
あ
っ
た
ん
で
す
が
代
表
幹
事
で

は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
国
際
問
題
に
明
る
い
と
い
う
こ
と

で
、
生
活
大
国
計
画
で
は
国
際
問
題
の
と
こ
ろ
を
担
当
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
入
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ね

た
。
そ
れ
か
ら
豊
田
章
一
郎
さ
ん
、
こ
れ
は
産
業
代
表
と
い

う
こ
と
で
、
細
川
さ
ん
も
田
中
さ
ん
も
私
も
、
大
い
に
結
構
じ

ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
入
れ
ま
し
た
。
あ
と
は
金
融
問
題
、

通
貨
問
題
に
詳
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
細
川
さ
ん
も
い
い
で
す

ね
と
い
わ
れ
た
の
が
当
時
、
東
京
銀
行
の
会
長
の
行
天
［
豊
雄
］

　
　
ね
お

さ
ん
で
す
。
行
天
さ
ん
は
、
為
替
の
問
題
と
財
政
の
問
題
も

構
造
改
革
に
大
き
な
関
係
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
お

か
ら
金
融
の
問
題
と
し
て
鈴
木
淑
夫
さ
ん
、
当
時
は
ま
だ
国

会
に
出
て
い
な
く
て
、
野
村
総
研
の
理
事
長
だ
っ
た
ん
で
す
が
、

彼
に
お
願
い
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
細
川
さ
ん
が
学
会
か
ら
、
技
術
の
問
題
が
あ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

い
う
こ
と
で
有
馬
［
朗
人
］
さ
ん
。
資
料
で
は
法
政
大
学
教

授
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
東
大
総
長
が
終
わ
っ
て
か
ら
で
す
か

ね
。
そ
う
い
う
方
々
は
だ
い
た
い
細
川
さ
ん
と
田
中
秀
征
さ
ん

の
発
意
で
決
ま
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
お

　
そ
れ
か
ら
、
元
フ
ラ
ン
ス
大
使
の
木
内
昭
胤
さ
ん
。
こ
の

人
は
細
川
さ
ん
と
い
つ
ご
一
緒
だ
っ
た
ん
で
す
か
、
非
常
に
よ

く
知
っ
て
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
細
川
さ
ん
が
外
務
省
の

関
係
で
木
内
さ
ん
を
推
さ
れ
ま
し
た
。
労
働
組
合
も
い
な
け
な

け
れ
ば
い
け
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
誰
と
い
う
こ
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
だ

し
に
、
連
合
の
山
田
精
吾
さ
ん
、
も
う
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た

け
れ
ど
も
、
当
時
組
合
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
だ
っ
た
人
で
す
。

だ
い
た
い
そ
れ
で
で
き
た
ん
で
す
が
、
あ
と
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
が

何
人
か
必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
田
中
さ
ん
と
も
い
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ぶ

い
う
と
接
触
の
あ
っ
た
大
田
弘
子
さ
ん
と
中
罫
書
さ
ん
に
お

願
い
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
細
川
さ
ん
も
田
中
さ
ん
も
、
役
所
の
先
輩
と
い
う
か
、

通
産
省
と
大
蔵
省
の
人
が
い
な
い
な
と
い
わ
れ
た
。
規
制
緩
和

の
話
で
す
か
ら
入
れ
な
く
て
も
い
い
と
い
う
考
え
方
も
一
部
の

人
に
あ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
う
問
題
を
議
論
す
る

時
に
は
、
そ
の
関
係
官
庁
の
代
表
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
て
も
、

代
表
し
得
る
事
情
に
精
通
し
て
い
る
人
を
入
れ
た
ら
い
い
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
み

う
こ
と
で
、
農
林
省
の
O
B
の
角
道
謙
一
さ
ん
、
い
ま
農
林

中
金
の
顧
問
（
当
時
理
事
長
）
を
し
て
お
ら
れ
る
方
で
す
。
そ

れ
か
ら
大
蔵
省
関
係
で
は
、
当
時
日
本
開
発
銀
行
の
総
裁
だ
っ

　
　
　
　
　
　
　
る
ね

た
吉
野
良
彦
さ
ん
。
そ
れ
か
ら
通
産
省
の
関
係
で
は
、
ア
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
む

ビ
ア
石
油
の
社
長
の
小
長
啓
一
さ
ん
。
そ
う
い
う
人
た
ち
に

参
加
を
求
め
、
全
体
で
十
五
人
ぐ
ら
い
、
そ
れ
に
田
中
秀
征
さ

ん
が
特
別
参
与
と
い
う
形
で
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
極
め
て
質
の

高
い
メ
ン
バ
ー
の
方
々
で
す
。

「
平
岩
レ
ポ
ー
ト
」
取
り
ま
と
め
の
苦
労

　
そ
し
て
短
期
間
で
こ
れ
［
構
造
改
革
の
計
画
］
を
つ
く
ろ
う

と
い
う
こ
乏
に
な
り
ま
し
た
。
細
か
い
こ
と
は
省
略
し
ま
す
が
、

ま
ず
は
じ
め
に
非
常
に
短
期
間
の
あ
い
だ
に
日
本
の
規
制
全
部

を
洗
い
直
そ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
規
制
件
数
は
本

当
に
細
か
く
細
分
し
て
し
ま
う
と
一
万
一
千
件
ぐ
ら
い
あ
る
ん

で
す
ね
。
そ
れ
を
多
少
括
っ
て
、
短
期
間
で
全
部
整
理
を
し
て
、

一
応
報
告
書
を
書
い
た
ん
で
す
。
第
一
回
の
報
告
書
の
原
案
は
、

実
は
事
務
方
と
い
い
ま
す
か
事
務
手
伝
い
を
七
て
い
た
内
閣
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ゆ

内
政
審
議
室
長
の
藤
井
［
威
］
さ
ん
が
書
き
ま
し
た
。
大
蔵
、

・・

R0

謾
ｪ
圓
の
章
、
註
五
七
参
照
。

静
3
1
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
二
月
二

七
日
生
ま
れ
。
ト
ヨ
タ
自
工
副
社
長
、

ト
ヨ
タ
自
販
社
長
を
経
て
、
工
販
合
併

後
の
昭
和
五
七
年
ト
ヨ
タ
自
動
車
初

代
社
長
に
（
現
財
は
名
誉
会
長
）
。
平
成

十
二
年
、
K
D
D
l
名
誉
会
長
。
ま
た

同
六
年
～
十
年
は
経
団
連
会
長
。
ま
た

産
業
構
造
審
議
会
会
長
、
経
済
審
議
会

会
長
等
多
く
の
公
的
役
職
を
歴
任
。

骨
3
2
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
一
月
一
一
日

生
ま
れ
。
昭
和
三
十
年
大
蔵
省
入
省
、

国
際
通
貨
基
金
（
一
M
F
）
出
向
、
銀

行
担
当
審
議
官
、
国
際
金
融
局
長
等
を

経
て
、
同
六
一
年
よ
り
財
務
官
。
退
官

後
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
客
員
教
授
を

経
て
、
平
成
四
年
よ
り
東
京
銀
行
会
長
。

国
際
金
融
研
究
所
理
事
長
。
、

管
3
3
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
十
月
十
二

日
生
ま
れ
。
昭
和
三
十
年
日
本
銀
行
入

行
、
同
五
九
年
金
融
研
究
所
所
長
。
平

成
元
年
よ
り
野
村
総
合
研
究
所
副
理

事
長
、
の
ち
理
事
長
。
平
成
八
年
衆
院

議
員
（
自
民
党
）
に
転
ず
る
。

鱒
3
4
（
あ
り
ま
　
あ
き
と
）
物
理
学
者
。

昭
和
五
（
【
九
三
〇
）
年
九
月
十
三
日

生
ま
れ
。
同
五
十
年
東
京
大
学
教
授
。

日
本
物
理
学
会
長
等
を
経
て
、
平
成
元

年
、
東
大
総
長
（
平
成
五
年
ま
で
）
。
退

官
後
、
法
政
大
学
教
授
。
平
成
年
九
月

よ
り
理
化
学
研
究
所
理
事
長
。
平
成
七

年
か
ら
は
中
央
教
育
審
議
会
会
長
。
同

十
年
自
民
党
よ
り
名
簿
第
一
位
で
参

院
選
に
当
選
し
、
小
渕
内
閣
に
て
文
相

兼
科
学
技
術
庁
長
官
を
務
め
た
。

軸
3
5
元
駐
フ
ラ
ン
ス
大
使
。
昭
和
二
（
一

九
二
六
）
年
九
月
一
日
生
ま
れ
。
昭
和

二
六
年
外
務
省
入
省
、
英
国
公
使
、
ア

ジ
ア
局
長
等
を
経
て
、
駐
マ
レ
ー
シ
ア
、

タ
イ
、
フ
ラ
ン
ス
の
各
大
使
を
務
め

た
。静

3
6
元
三
合
性
務
局
長
。
昭
和
五
（
一
九

三
〇
）
年
三
月
十
八
日
生
ま
れ
。
旭
化

成
入
社
か
ら
一
貫
し
て
労
働
組
合
運

動
に
携
わ
り
、
昭
和
五
三
年
ゼ
ン
セ
ン

同
盟
副
会
長
。
同
五
七
年
全
民
労
協
事

務
局
長
、
六
二
年
連
合
結
成
に
際
し
初

代
事
務
局
長
。
こ
の
間
、
第
二
次
臨
調

専
門
委
員
を
務
め
、
税
制
調
査
会
委
員
、

経
済
審
議
会
委
員
も
務
め
た
。

⇔
3
7
政
策
研
究
大
学
院
大
学
教
授
。
昭

和
二
九
（
一
九
五
四
）
年
二
月
二
日
生

ま
れ
。
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
研
究
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讐

ENE　ll　EED
省
で
主
計
官
を
や
っ
た
非
常
に
仕
事
熱
心
で
几
帳
面
な
人
で
、

そ
の
あ
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
大
使
に
な
っ
た
人
で
す
が
彼
が
中

心
に
な
つ
で
事
務
当
局
が
作
文
を
し
た
ん
で
す
。
こ
れ
も
大
声

で
は
言
え
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
事
務
当
局
は
、
委
員
に
直
接
書

か
せ
る
と
何
か
勇
ま
し
い
こ
と
を
書
く
か
ら
、
自
分
た
ち
（
事

務
局
）
で
書
い
て
し
ま
お
う
と
い
う
こ
と
で
、
わ
っ
と
精
力
的

に
整
理
を
し
て
、
書
い
た
ん
で
す
。

　
そ
れ
を
持
っ
て
来
ま
し
た
の
で
、
私
と
田
中
さ
ん
が
読
み
ま

し
た
が
、
間
違
い
で
は
な
い
け
れ
ど
も
「
こ
れ
は
い
か
に
も
退

過
ぎ
て
、
な
ん
で
も
書
い
て
あ
る
よ
う
で
何
も
書
い
て
い
な
い
、

こ
ん
な
の
は
駄
目
だ
」
と
思
っ
た
ん
で
す
が
、
事
務
局
が
せ
っ

か
く
書
い
た
も
の
だ
か
ら
、
多
少
整
理
し
そ
の
ま
ま
出
し
ま
し

た
。　

細
川
さ
ん
は
こ
の
会
議
に
は
積
極
的
に
顔
を
出
さ
れ
ま
し

た
び
あ
ま
り
発
言
は
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
と
に
か
く
出
席

率
は
非
常
に
よ
か
っ
た
。
中
曽
根
さ
ん
と
同
じ
で
す
ね
。
中
曽

根
さ
ん
も
委
員
会
の
時
に
は
非
常
に
よ
く
出
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
れ
で
、
第
一
原
案
を
持
っ
て
い
っ
た
時
に
、
細
川
さ
ん

は
、
そ
れ
を
パ
ラ
パ
ラ
と
め
く
っ
た
だ
け
で
、
「
駄
目
だ
」
と

い
わ
れ
た
。
そ
の
時
の
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
る
ん
で
す
が
、

こ
れ
が
報
告
書
だ
と
す
る
と
、
「
駄
目
だ
」
と
言
っ
て
こ
う
し

た
ん
で
す
［
書
類
を
前
に
放
り
投
げ
る
］
。
（
森
　
投
げ
出
さ
れ

て
し
ま
っ
た
ん
で
す
か
）
。
は
い
、
投
げ
出
さ
れ
た
ん
で
す
。

そ
し
て
細
川
さ
ん
は
、
「
私
は
も
っ
と
わ
か
り
や
す
い
、
簡
潔

な
、
要
点
だ
け
の
も
の
で
、
こ
ん
な
に
ぐ
た
ぐ
た
と
書
か
な
い

も
の
が
欲
し
い
ん
だ
」
と
わ
れ
て
、
そ
の
会
合
が
終
わ
っ
た
ん

で
す
。
や
っ
ぱ
り
そ
う
だ
っ
た
な
と
、
私
も
田
中
秀
征
さ
ん
も

感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
田
中
秀
征
さ
ん
が
細
川
さ
ん
に
「
ど
う

し
ま
し
ょ
う
か
」
と
言
っ
た
ら
、
h
宮
暗
に
全
部
書
か
せ
る
」

と
い
う
。
そ
れ
は
大
役
で
一
人
で
は
大
変
だ
か
ら
、
書
く
と
し

て
も
起
草
委
員
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、
起
草

委
員
会
を
つ
く
り
ま
し
た
。

起
草
委
員
会
の
発
足
と
活
動

宮
崎
　
起
草
委
員
会
の
委
員
長
は
平
岩
さ
ん
。
平
岩
さ
ん
は
ほ

と
ん
ど
発
言
さ
れ
ず
、
聞
き
役
と
い
う
か
司
会
役
な
ん
で
す
が
、

小
林
陽
太
郎
さ
ん
と
中
谷
さ
ん
と
私
で
起
草
委
員
会
を
つ
く
っ

た
ん
で
す
。
そ
れ
に
田
中
（
秀
征
）
さ
ん
が
目
付
役
で
つ
き
ま

し
た
。
最
後
の
文
章
の
作
文
自
体
は
私
が
書
い
た
ん
で
す
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
な

非
常
に
短
い
、
全
体
で
十
五
ぺ
］
ジ
ぐ
ら
い
の
薄
い
も
の
で
、

ゴ
タ
ゴ
タ
と
書
い
て
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
、
細
川
さ
ん
が
に

提
出
し
ま
し
た
。

　
内
容
を
詰
め
る
時
も
、
規
制
緩
和
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
議
論

　
　
　
　
ほ
と
ん
ど
は
そ
ん
な

ゴ
な
も
の
ば
か
り
だ
。
だ
か
ら
規
制
が
あ
る
ん
で
す
」
と
い
う
言

い
方
で
、
そ
れ
こ
そ
大
変
で
し
た
。
そ
う
い
う
や
り
と
り
を
あ

る
程
度
や
り
ま
し
た
が
、
結
局
、
経
済
的
な
規
制
は
原
則
撤
廃

す
る
と
い
う
こ
と
で
、
全
部
見
直
し
を
す
る
。
そ
れ
か
ら
社
会

的
規
制
は
、
最
近
の
環
境
問
題
と
か
社
会
問
題
を
考
え
る
と
全

廃
と
い
う
わ
け
に
は
も
ち
ろ
ん
い
か
な
い
。
そ
れ
は
必
要
だ
け

れ
ど
、
時
代
に
合
う
か
ど
う
か
と
「
い
う
こ
と
を
絶
え
ず
検
討
し

て
い
く
と
い
う
前
提
で
見
直
そ
う
、
と
い
う
形
で
各
省
と
も
話

し
を
つ
け
た
。
さ
ら
に
、
規
制
緩
和
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
ほ

か
の
財
政
政
策
、
金
融
政
策
、
社
会
資
本
政
策
を
ど
う
す
る
と

し
ま
し
た
が
、

も
の
で
な
く
、

い
た
ん
で
す
。

反
対
で
し
た
。

れ
ど
、

こ
れ
は
ど
う
の
こ
う
の
と
解
説
的
に
整
理
し
た

「
原
則
と
し
て
経
済
規
制
は
全
廃
す
る
」
と
書

そ
こ
で
い
き
な
り
、
役
所
は
各
省
と
も
猛
烈
な

「『

ｴ
則
と
し
て
』
と
書
い
て
あ
る
か
ら
い
い
け

　
　
　
　
　
　
『
原
則
』
の
中
に
入
ら
な
い
特
殊

員
、
平
成
五
年
大
阪
大
学
助
教
授
を
経

て
、
同
八
年
埼
玉
大
学
大
学
院
助
教
授
、

の
ち
教
授
。
政
府
税
制
調
査
会
委
員
、

産
業
構
造
審
議
会
委
員
、
保
険
審
議
会

委
員
な
ど
を
務
め
る
。
専
門
は
財
政
及

び
経
済
政
策
。

誌
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
「
月
二

一一

﨎
ｶ
ま
れ
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
講
師
、

大
阪
大
学
教
授
を
経
て
、
平
成
三
年
一

橋
大
学
教
授
。
同
十
一
年
ソ
ニ
ー
社
外

取
締
役
就
任
に
伴
い
、
｝
橋
大
教
授
を

辞
す
る
。
同
十
一
一
年
三
和
総
合
研
究
所

（
現
U
F
J
総
合
研
究
所
）
理
事
長
、
同

十
三
年
よ
り
多
摩
大
学
学
長
を
務
め

る
。
専
門
は
マ
ク
ロ
経
済
、
日
米
企
業

比
較
。

幹
3
9
（
か
く
ど
う
　
け
ん
い
ち
）
　
昭
和

二
（
［
九
一
一
六
）
年
八
月
十
四
日
生
ま

れ
。
農
林
省
入
省
後
、
O
E
C
D
政
府

代
表
、
官
房
長
、
林
野
庁
長
官
を
経
て
、

昭
和
五
九
年
農
林
水
産
事
務
次
官
。
退

官
後
、
昭
和
六
二
年
発
足
の
農
林
漁
業

信
用
基
金
初
代
理
事
長
。
の
ち
農
林
中

央
金
庫
顧
問
、
理
事
長
を
務
め
、
平
成

十
二
年
よ
り
特
別
顧
問
職
。

軸
4
0
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
九
月
一
日

生
ま
れ
。
大
蔵
省
入
省
後
、
経
済
企
画

庁
官
房
長
、
大
蔵
省
官
房
長
、
主
計
局

長
等
を
経
て
、
昭
和
六
一
年
大
蔵
事
務

次
官
。
退
官
後
、
平
成
元
年
国
民
金
融

公
庫
総
裁
を
経
て
、
四
～
九
年
ま
で
日

本
開
発
銀
行
総
裁
を
務
め
た
。

鱒
4
1
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
十
二
月
十

二
日
生
ま
れ
。
通
産
省
入
省
後
、
田
中

首
相
秘
書
官
、
官
房
長
、
産
業
政
策
局

長
を
経
て
、
昭
和
五
九
年
地
方
大
学
出

、
身
と
し
て
は
初
の
事
務
次
官
に
就
任
。

同
六
一
年
退
官
し
、
平
成
元
年
ア
ラ
ビ

ア
石
油
副
社
長
、
三
年
よ
り
社
長
。

幹
4
2
（
ふ
じ
い
　
た
け
し
）
　
昭
和
十
五

（一

緕
l
〇
）
年
一
月
七
日
生
ま
れ
。
昭

和
三
七
年
大
蔵
省
入
省
、
主
計
局
次
長
、

経
済
企
画
庁
官
房
長
、
大
蔵
省
理
財
局

長
を
経
て
、
平
成
五
年
内
閣
内
政
審
議

室
長
。
平
成
八
年
会
計
検
査
院
検
査
官
、

翌
年
よ
り
駐
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
。
平

成
十
三
年
よ
り
地
域
振
興
整
備
公
団

総
裁
。

義
皿
九
九
三
年
十
一
月
に
提
出
さ
れ

た
中
間
報
告
書
『
規
制
緩
和
に
つ
い

て
」
は
、
全
部
で
十
九
頁
で
あ
っ
た
。
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い
う
よ
う
な
こ
と
も
重
点
的
に
エ
キ
ス
を
の
べ
て
つ
く
っ
た
の

　
　
　
　
　
　
り
　

が
平
岩
レ
ポ
ー
ト
で
す
。

　
こ
の
起
草
委
員
会
の
四
人
は
、
そ
れ
こ
そ
み
ん
な
構
造
改
革

推
進
派
で
す
か
ら
、
話
は
合
う
ん
で
す
。
合
う
ん
で
す
が
、
最

終
の
総
仕
上
げ
で
実
際
に
書
く
と
な
る
と
、
や
は
り
ニ
ュ
ア
ン

ス
の
差
と
か
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
て
、
話
が
合
わ
な
い
。
少
し

ま
と
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
事
務
方
に
「
こ
れ
で
各
省
が
受
け
取

り
そ
う
か
ど
う
か
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
打
診
し
な
が
ら
書

く
も
の
で
す
か
ら
、
四
人
で
相
談
し
て
も
、
あ
ま
り
す
ぐ
に
結

論
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
四
人
の
起
草

委
員
会
は
非
常
に
詰
め
て
何
回
も
や
り
ま
し
た
。

　
一
番
の
純
粋
推
進
派
が
中
谷
さ
ん
で
、
足
を
引
っ
張
る
の
は
、

残
念
な
が
ら
私
な
ん
で
す
ね
。
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
も
大
蔵

省
は
受
け
付
け
な
い
こ
と
は
も
う
目
に
見
え
て
い
る
。
こ
ん
な

こ
と
を
言
っ
て
も
農
林
省
は
う
ん
と
言
わ
な
い
、
国
会
で
も
難

し
い
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
も
の
で
す
か
ら
ね
。
「
そ
こ
は

も
う
、
中
谷
さ
ん
、
我
慢
し
な
さ
い
」
と
い
う
わ
け
で
す
。
そ

う
す
る
と
、
「
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
ら
堕
落
だ
」
と
か
言
わ

れ
て
、
ず
い
ぶ
ん
や
り
合
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
も
細
か
い
こ

と
は
、
現
実
的
に
考
え
れ
ば
そ
う
い
う
こ
と
か
な
、
と
い
う
と

こ
ろ
で
収
ま
っ
た
ん
で
す
が
、
い
く
つ
か
の
点
で
は
最
後
ま
で

こ
じ
れ
た
問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
二
つ
だ
け
言
い
ま
す
。

こ
じ
れ
た
問
題
（
一
）
1
監
視
実
行
機
関

宮
暗
　
一
つ
は
、
「
案
を
つ
く
る
の
は
結
構
だ
け
れ
ど
、
実
行

す
る
た
め
に
監
視
委
員
会
が
要
る
じ
ゃ
な
い
か
、
実
行
委
員
会

が
要
る
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
「
そ
れ
は
こ
の

研
究
会
な
り
経
済
審
議
会
が
そ
れ
ぞ
れ
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
れ

ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。
ま
た
新
し
い
屋
上
屋
み
た
い
な
組
織
を

つ
く
る
の
は
ど
う
か
」
と
い
う
考
え
方
が
一
方
面
あ
っ
た
ん
で

す
。
私
は
各
省
の
意
見
を
代
表
し
て
言
っ
て
い
る
よ
う
な
ダ
ラ

幹
的
な
意
見
な
ん
で
す
。
一
方
で
は
、
’
「
そ
ん
な
こ
と
で
は
実

行
で
き
な
い
か
ら
、
総
理
め
も
と
で
強
力
な
権
限
を
持
つ
監
視

実
行
機
関
を
つ
く
り
な
さ
い
」
と
い
う
の
が
中
谷
さ
ん
の
意
見

で
あ
り
、
田
中
秀
征
さ
ん
も
そ
ち
ら
の
意
見
が
強
か
っ
た
。
小

林
陽
太
郎
さ
ん
は
、
実
際
に
い
ろ
い
ろ
や
っ
た
経
験
が
お
あ
り

で
す
か
ら
、
「
そ
ん
な
に
理
想
通
り
す
っ
き
り
行
か
な
い
よ
」

と
い
っ
て
多
少
私
寄
り
だ
っ
た
と
い
う
感
じ
で
、
こ
こ
の
と
こ

ろ
は
な
か
な
か
難
し
か
っ
た
ん
で
す
。
結
局
、
そ
の
中
間
的
な

組
…
織
み
た
い
な
も
の
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ん
で

す
が
、
具
体
化
す
る
前
に
細
川
内
閣
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
じ
れ
た
問
題
（
二
）
一
数
量
目
標
を
設
定
す
る
か

宮
町
　
も
う
一
つ
は
、
数
量
目
標
が
問
題
に
な
っ
た
ん
で
す
。

私
は
前
川
レ
ポ
ー
ト
作
成
の
時
に
思
っ
た
ん
で
す
が
、
こ
の
改

革
案
を
や
れ
ば
経
常
収
支
は
ど
れ
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
ま
で
縮
小

す
る
の
か
、
数
字
で
表
す
必
要
が
あ
る
と
。
こ
の
平
岩
レ
ポ
ー

ト
の
場
合
だ
と
、
規
制
緩
和
を
や
っ
て
い
く
と
そ
れ
ま
で
景
気

が
悪
か
っ
た
状
況
が
、
成
長
率
が
ど
こ
ま
で
回
復
す
る
と
か
、

国
際
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
ど
う
な
る
か
と
い
う
主
な
指
標
ぐ
ら

い
は
き
ち
ん
と
出
さ
な
い
と
、
作
文
に
な
る
と
思
っ
た
わ
け
で

す
。
そ
れ
を
ど
う
す
べ
き
か
と
い
う
議
論
に
な
っ
た
時
に
も
意

見
が
分
か
れ
ま
し
た
。
私
は
「
数
量
目
標
を
挙
げ
な
い
と
国
内

的
に
も
国
際
的
に
も
説
得
性
が
な
い
」
と
言
っ
た
ん
で
す
が
、

こ
こ
で
は
平
岩
さ
ん
が
「
そ
う
い
う
の
は
ど
う
か
ね
」
と
い
う

よ
う
な
感
じ
で
、
そ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
少
し
首
を
傾
げ
ら
れ

ま
し
た
。
小
林
さ
ん
も
「
数
量
目
標
を
出
し
て
ぎ
り
ぎ
り
や
る

と
い
う
の
は
、
規
制
緩
和
の
方
針
と
異
な
る
じ
ゃ
な
い
か
。
こ

鱒
4
4
正
式
な
報
告
書
名
は
、
『
経
済
改
　
　
　
5
8

革
に
つ
い
て
」

六
日
提
出
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
2

（一

繼
緕
O
年
十
一
一
月
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れ
を
盾
に
官
僚
が
あ
れ
を
や
れ
、
こ
れ
を
や
れ
と
い
う
の
は
お

か
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
各
省

の
意
見
を
聞
い
て
み
た
ら
、
「
数
量
目
標
は
結
構
じ
ゃ
な
い
か
」

と
い
う
の
は
少
数
意
見
で
、
大
部
分
は
「
そ
ん
な
も
の
に
縛
ら

れ
た
く
な
い
、
ま
し
て
研
究
会
が
言
う
よ
う
な
数
字
に
縛
ら
れ

た
く
な
い
」
と
い
う
。
こ
れ
も
断
念
す
る
か
、
参
考
的
な
数
字

だ
け
挙
げ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
細
川
内
閣
が
つ

ぶ
れ
て
全
部
が
パ
ー
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
う
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　
数
量
目
標
と
い
う
の
は
い
つ
も
問
題
に
な
る
ん
で
す
ね
。
前

川
レ
ポ
ー
ト
の
時
も
そ
う
で
し
た
。
当
時
は
ま
だ
自
民
党
だ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
あ

た
小
沢
［
一
郎
］
さ
ん
も
こ
の
問
題
に
ず
い
ぶ
ん
関
心
が
あ

っ
て
、
「
説
得
性
が
な
い
か
ら
数
字
が
必
要
だ
。
し
か
し
、
例

え
ば
国
際
的
に
公
約
さ
せ
ら
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ぎ
り
ぎ
り

要
求
さ
れ
る
の
は
か
な
わ
な
い
」
と
か
言
わ
れ
た
ん
で
す
が
、

い
ま
で
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
小
泉
さ
ん
が
数
字
を
出
さ
な
い
の
は
ち
ょ
っ
と
そ
れ
と
違

う
ん
で
す
が
、
や
は
り
私
は
小
泉
さ
ん
も
、
構
造
改
革
を
や
っ

た
ら
ど
う
な
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
成
長
率
と
か
失
業
率
ぐ
ら

い
で
は
示
す
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
政
策
当

局
に
と
っ
て
は
難
し
い
で
す
ね
。

中
村
　
宮
澤
さ
ん
の
生
活
大
国
五
ヶ
年
計
画
の
時
に
は
、
国
の

政
策
、
計
画
だ
か
ら
数
字
を
一
応
は
出
し
た
ん
で
す
ね
。
ご
く

　
　
　
　
　
　
　
の
む

わ
ず
か
だ
け
れ
ど
も
。

・
宮
崎
　
そ
う
で
す
ね
。
数
字
を
出
し
て
も
、
そ
れ
を
バ
イ
ン
デ

イ
ン
グ
し
な
い
、
束
縛
す
る
も
の
で
は
な
く
て
政
府
の
目
標
数

字
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
方
な
ん
で
す
ね
。
そ
れ
は
そ
れ
で
い

い
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
ね
。
そ
れ
で
も
い
や
だ
と
い

う
意
見
が
あ
り
ま
す
ね
。
私
は
、
そ
れ
は
責
任
逃
れ
と
思
う
ん

で
す
が
、
計
画
的
な
束
縛
は
い
や
だ
と
い
う
ん
で
す
ね
。
日
本

は
統
利
経
済
で
も
全
体
主
義
経
済
で
も
な
い
か
ら
い
い
と
思
う

ん
で
す
が
。

中
村
　
昔
は
計
画
と
い
う
と
数
字
が
主
だ
っ
た
よ
う
な
感
じ
で

し
た
ね
。
そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
、
計
画
と
い
っ
て
も
数
字
は
目
安

だ
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
言
い
方
が
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
け

れ
ど
も
、
だ
ん
だ
ん
そ
う
い
う
こ
と
［
数
字
］
を
言
わ
な
い
で
、

た
だ
こ
れ
を
や
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、

成
功
し
た
ん
だ
か
し
な
い
ん
だ
か
、
物
差
し
が
何
も
な
い
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
ね
。
だ
か
ら
、
経
済
計
画
の
ウ
ェ
イ
ト

が
だ
ん
だ
ん
下
が
っ
て
い
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
ね
。

宮
暗
　
私
は
や
は
り
一
般
国
民
に
与
え
る
情
報
と
し
て
、
作
文

だ
け
で
は
な
く
て
、
こ
れ
を
や
れ
ば
こ
う
な
り
ま
す
と
い
う
数

字
を
き
ち
ん
と
出
せ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
各
省

の
中
で
例
え
ば
通
産
省
は
、
輸
出
と
か
輸
入
と
か
そ
う
い
う
国

際
収
支
の
数
字
は
出
し
て
も
ら
っ
て
は
困
る
、
だ
け
れ
ど
も
成

長
率
ぐ
ら
い
は
出
し
て
ほ
し
い
と
い
う
。
つ
ま
り
成
長
率
が
あ

れ
ば
、
実
際
の
輸
出
目
標
の
設
定
な
ど
は
、
み
ん
な
自
分
た
ち

で
や
り
た
い
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
こ
は
自
由
に
し
て
も
ら
っ
て
、

成
長
率
の
と
こ
ろ
だ
け
出
す
の
は
い
い
で
し
ょ
う
と
い
う
。
大

蔵
省
は
逆
に
、
成
長
率
を
出
し
て
も
ら
っ
て
は
困
る
と
い
う
。

そ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
お
金
（
財

政
支
出
）
を
い
く
ら
出
せ
と
言
わ
れ
る
。
ま
た
、
そ
こ
か
ら
出

て
く
る
為
替
レ
ー
ト
が
だ
い
た
い
ど
の
く
ら
い
に
な
り
そ
う

か
、
と
て
も
じ
ゃ
な
い
が
言
え
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、

数
値
目
標
に
反
対
な
ん
で
す
ね
ひ
い
ま
で
も
そ
う
だ
と
思
う
ん

で
す
。
各
省
は
自
分
に
関
連
す
る
と
こ
ろ
は
自
分
が
出
し
た
い
。

だ
か
ら
財
政
だ
っ
た
ら
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
す

る
な
ん
て
い
う
数
字
は
さ
っ
さ
と
財
務
省
が
出
す
ん
で
す
ね
。

静
4
5
衆
院
議
員
、
自
由
党
党
首
。
昭
和

十
七
（
一
九
四
二
）
年
五
月
二
四
日

生
ま
れ
。
昭
和
四
四
年
よ
り
衆
院
議

員
。
田
中
内
閣
成
立
に
寄
与
し
、
田

中
氏
の
秘
蔵
っ
子
と
も
称
さ
れ
た
。

国
家
公
安
委
員
長
、
自
治
相
を
経
て
、

平
成
元
年
自
民
党
幹
事
長
。
平
成
五

年
衆
院
解
散
を
機
に
自
民
党
離
党
、

新
生
党
を
結
成
。
同
六
年
公
明
、
日

本
新
、
民
社
各
党
と
組
み
新
進
党
を

結
成
、
幹
事
長
就
任
、
の
ち
党
首
。

二
〇
〇
三
年
五
月
現
在
、
自
由
党
党

首
。聾

4
6
表
五
参
照
。
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そ
れ
で
み
ん
な
を
縛
ろ
う
と
す
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
「
そ
れ
は
み

ん
な
が
嫌
が
る
。
数
字
に
も
い
ろ
い
ろ
考
え
方
が
あ
る
の
で
、

や
り
に
く
い
ん
で
す
ね
。

細
川
内
閣
崩
壊
、
そ
し
て
羽
田
内
閣
の
誕
生
と
崩
壊

中
村
　
た
だ
、
こ
れ
を
出
さ
れ
て
ま
も
な
く
［
細
川
］
内
閣
は

つ
ぶ
れ
ち
ゃ
っ
た
で
し
ょ
う
。
．

宮
崎
　
つ
ぶ
れ
ち
ゃ
う
ん
で
す
ね
。
あ
れ
は
わ
れ
わ
れ
に
も
唐

　
　
　
　
の
れ

突
で
し
た
、
。
多
少
は
細
川
さ
ん
の
個
人
的
な
問
題
が
絡
ん
で

い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
ね
。

中
村
　
そ
れ
に
し
て
も
細
川
内
閣
が
で
き
て
、
何
か
や
る
ん
だ

と
言
っ
て
い
て
一
。

宮
崎
　
や
る
ん
だ
と
い
っ
て
、
人
気
は
国
内
で
は
い
ま
の
小
泉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
な

さ
ん
と
同
じ
で
、
ボ
ー
ン
と
上
が
っ
た
ん
で
す
。
非
常
に
フ

レ
ッ
シ
ュ
で
。
そ
れ
に
ア
メ
リ
カ
へ
行
っ
た
時
の
ス
タ
イ
ル
も
、

し
ゃ
れ
た
マ
フ
ラ
ー
を
し
た
り
し
て
、
い
ま
の
小
泉
人
気
と
同

じ
よ
う
な
人
気
で
し
た
ね
。

中
村
　
個
人
的
な
問
題
は
大
し
た
こ
と
は
な
い
と
思
っ
た
け
れ

ど
、
ど
う
し
て
あ
れ
ほ
ど
あ
っ
さ
り
と
辞
め
て
し
ま
っ
た
ん
で

す
か
ね
。
そ
れ
が
全
然
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

宮
暗
　
細
川
さ
ん
自
体
と
七
て
は
、
個
人
的
な
問
題
が
大
き
か

っ
た
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
ね
。
御
自
分
の
問
題
で
す
ね
。
も

う
ひ
と
つ
は
、
や
り
に
く
い
な
あ
と
い
う
感
じ
を
持
た
れ
た
こ

と
が
、
国
内
的
に
も
、
対
米
的
に
も
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
う
ん
で
す
。
一
つ
は
、
最
後
の
時
が
そ
う
で
す
け
れ
ど
、
自

民
党
の
小
沢
さ
ん
み
た
い
な
人
が
自
分
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
を
ど

ん
ど
ん
押
し
つ
け
て
く
る
。
お
前
は
改
革
と
言
っ
て
い
る
ん
だ

か
ら
、
こ
れ
を
や
っ
た
ら
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
、
必
ず
し
も

細
川
さ
ん
の
意
に
添
わ
な
い
よ
う
な
こ
と
を
提
案
し
て
、
そ
れ

を
や
ら
せ
よ
う
と
す
る
。
直
接
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、
社

会
保
障
負
担
や
税
金
と
か
消
費
税
の
問
題
で
、
あ
ま
り
細
川
さ

ん
に
説
明
し
て
い
な
い
よ
う
な
こ
と
を
政
府
の
方
針
と
し
て
出

さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
の

中
村
　
小
沢
さ
ん
は
、
あ
の
時
内
閣
に
入
っ
て
い
ま
し
た
か
。

宮
崎
　
政
調
会
長
で
し
た
か
ね
。

中
村
　
で
す
け
れ
ど
も
、
宮
澤
内
閣
の
時
に
、
割
っ
て
出
ま
し

た
で
し
ょ
う
。

宮
崎
　
出
ま
し
た
ね
。
何
を
や
ら
れ
て
い
た
ん
で
す
か
ね
。

中
村
　
や
は
り
政
調
会
か
な
に
か
で
す
よ
ね
。

宮
暗
　
そ
れ
で
大
蔵
省
の
案
を
と
り
上
げ
た
わ
け
で
す
。

中
村
　
え
え
。
し
か
し
、
宮
澤
内
閣
が
倒
れ
て
選
挙
で
負
け
て
、

そ
れ
で
細
川
内
閣
が
で
き
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
時
に
小
沢
さ
ん

は
一
。

村
井
　
新
生
党
で
す
ね
。

宮
崎
　
新
生
党
は
も
う
で
き
て
い
ま
し
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ロ

村
井
　
は
い
。
選
挙
の
直
前
に
で
き
た
ん
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ロ

中
村
　
新
生
党
を
つ
く
っ
て
、
細
川
内
閣
の
一
種
の
与
党
だ

つ
た
わ
け
で
す
ね
。
そ
の
へ
ん
に
く
る
と
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
動

リ
ロ

く
の
で
僕
も
わ
か
ら
な
く
な
る
ん
だ
け
れ
ど
。

宮
崎
　
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
替
わ
り
ま
す
か
ら
ね
。
細
川
さ
ん
は
、

一
つ
は
、
そ
う
い
う
政
党
の
ゴ
タ
ゴ
タ
が
い
や
に
な
っ
た
ん
だ

と
思
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
必
ず
し
も

厚
遇
を
受
け
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
円
の
問
題
と
か
輸
出
入
の

問
題
で
、
向
こ
う
は
産
業
政
策
的
な
立
場
で
こ
れ
を
輸
出
し
た

い
と
か
、
そ
の
た
め
に
日
本
の
門
戸
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
と
か

い
う
こ
と
で
、
特
殊
な
問
題
を
要
求
し
て
く
る
わ
け
で
す
ね
。

細
川
さ
ん
と
し
て
は
、
あ
ま
り
本
意
で
な
い
こ
と
も
交
渉
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・・

S7

ﾗ
川
内
閣
は
一
時
的
に
支
持
率
七

〇
％
を
越
す
支
持
を
集
め
た
。
し
か

し
、
行
政
・
政
治
改
革
の
進
展
の
遅

延
、
唐
突
に
発
表
さ
れ
た
国
民
福
祉

税
導
入
と
そ
の
撤
回
騒
動
、
細
川
首

相
自
身
に
ま
つ
わ
る
問
題
（
佐
川
急

便
よ
り
の
政
治
献
金
、
N
T
T
株
購

入
に
関
す
る
問
題
）
も
加
わ
り
、
平

成
六
年
四
月
、
細
川
首
相
は
突
然
辞

意
を
表
明
し
た
。

静
4
8
図
五
参
照
。

静
4
9
宮
澤
政
権
末
期
に
羽
田
孜
氏
と
新

生
党
を
結
成
し
た
小
沢
氏
は
党
代
表

幹
事
に
就
任
し
、
細
川
・
羽
田
内
閣

の
後
、
村
山
政
権
下
の
平
成
六
年
十

二
月
に
新
進
党
が
誕
生
す
る
ま
で
そ

の
責
に
あ
っ
た
。
細
川
政
権
で
は
入

閣
し
な
か
っ
た
が
、
細
川
政
権
擁
立

の
立
役
者
と
し
て
、
政
権
の
「
実
質

的
な
牽
引
者
」
で
あ
っ
た
。

あ
新
生
党
は
、
平
成
五
（
一
九
九
三
）
、

年
六
月
二
三
日
に
、
小
沢
【
郎
・
羽

田
孜
ら
自
民
党
離
党
者
に
よ
っ
て
結

成
さ
れ
た
。
こ
れ
に
先
立
つ
六
月
十

八
日
、
野
党
提
出
の
内
閣
不
信
任
案

が
可
決
さ
れ
、
宮
澤
内
閣
は
衆
議
院

を
解
散
（
謄
総
選
挙
突
入
）
し
て
い

た
。
衆
院
選
は
七
月
十
八
日
に
行
わ

れ
、
新
生
党
な
ど
の
新
党
が
躍
進
す

る
結
果
を
も
た
ら
し
た
。

・レ

T1

ﾗ
川
内
閣
は
、
非
自
民
党
の
七

党
・
一
会
派
（
社
会
党
、
新
生
党
、

公
明
党
、
日
本
新
党
、
民
社
党
、
新

党
さ
き
が
け
、
社
民
連
、
参
議
院
・

民
主
改
革
連
合
〔
議
員
数
順
、
除
く

民
主
改
革
連
合
〕
）
が
連
立
す
る
こ
と

で
発
足
し
た
。
新
生
党
は
連
立
政
権

内
の
第
二
党
と
レ
て
、
ま
た
政
権
運

営
の
方
策
を
知
る
存
在
と
し
て
連
立

政
権
内
で
影
響
力
を
保
持
し
た
。

⇔
5
2
新
生
党
の
変
遷
は
以
下
の
通
り
。

①
平
成
四
年
十
二
月
・
自
民
党
内
羽
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中
村
　
で
も
ア
メ
リ
カ
は
［
そ
う
い
う
要
求
を
す
る
の
は
］
し

ょ
っ
ち
ゅ
う
な
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

冷
暗
　
そ
れ
で
、
一
部
の
ア
メ
リ
カ
人
か
ら
は
細
川
さ
ん
は
評

判
が
悪
か
っ
た
と
い
う
一
面
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
そ
の
こ
ろ
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
お

や
な
い
で
す
か
。
「
ノ
ー
と
言
え
る
日
本
」
な
ん
て
い
う
こ
と

が
日
本
で
も
言
わ
れ
ま
し
た
ね
。

中
村
　
石
．
原
慎
太
郎
が
言
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ロ

宮
暗
　
ソ
ニ
ー
の
盛
田
［
昭
夫
］
さ
ん
と
か
で
す
ね
。
そ
う

い
う
ふ
う
な
面
が
、
基
地
問
題
な
ど
を
含
め
て
細
川
さ
ん
に
も

一
面
で
あ
っ
た
ん
で
す
。
ア
メ
リ
カ
に
も
こ
う
言
お
う
じ
ゃ
な

い
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
れ
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
気
に

く
わ
な
い
と
い
う
面
が
あ
っ
．
た
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
が

な
ん
と
な
し
に
あ
っ
て
、
そ
の
上
で
個
人
的
な
問
題
で
辞
め
ら

れ
た
ん
で
す
ね
。

中
村
　
ア
メ
リ
カ
べ
っ
た
り
で
は
な
い
そ
と
い
う
ス
タ
イ
ル

が
、
ア
メ
リ
カ
に
は
気
に
く
わ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
ど
に
な
り

ま
す
か
。

宮
暗
　
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。

森
　
先
ほ
ど
の
新
生
党
は
、
細
川
内
閣
成
立
の
一
ヶ
月
半
ぐ
ら

い
前
、
［
一
九
九
三
年
］
六
月
二
十
三
日
に
結
党
さ
れ
て
い
て
、

八
月
九
日
が
細
川
内
閣
成
立
し
て
い
ま
す
。

中
村
　
そ
れ
で
［
一
九
九
四
年
四
月
に
細
川
］
内
閣
が
倒
れ
た

わ
け
で
す
ね
。
そ
の
次
に
羽
田
内
閣
が
で
き
た
。
し
か
し
、
こ
．

れ
は
少
数
与
党
の
内
閣
だ
っ
た
。

宮
崎
　
だ
か
ら
九
〇
年
代
は
ず
っ
と
内
閣
が
一
年
お
き
ぐ
ら
い

に
替
わ
る
わ
け
で
す
ね
。
宮
澤
、
細
川
、
羽
田
［
孜
］
、
村
山

［
富
市
］
、
橋
本
［
龍
太
郎
］
、
小
渕
［
恵
三
］
、
森
［
喜
朗
］
、

そ
し
て
今
の
小
泉
［
純
一
郎
］
と
。

中
村
　
羽
田
内
閣
に
は
、
細
川
内
閣
が
や
っ
た
こ
と
を
引
き
継

ぐ
と
い
う
よ
う
な
姿
勢
は
な
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
。

愚
暗
　
か
な
り
の
政
策
に
つ
い
て
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
だ
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
お

ど
も
羽
田
内
閣
も
短
命
で
し
た
ね
。
二
ヶ
月
ぐ
ら
い
し
か
続

か
な
か
っ
た
。

中
村
　
最
初
か
ち
弱
体
だ
と
言
わ
れ
て
、
細
川
さ
ん
の
よ
う
な

人
気
も
な
い
し
一
。

宮
崎
　
そ
し
て
［
九
四
年
六
月
に
］
村
山
内
閣
に
な
る
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
こ
の
次
に
話
し
ま
す
が
、
そ
こ
で
も
“
さ

き
が
け
”
が
一
翼
を
担
う
わ
け
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
細
川
内
閣

以
来
の
動
き
な
ん
で
す
ね
。
要
す
る
に
宮
澤
内
閣
で
自
民
党
時
、

代
が
終
わ
っ
て
い
る
。
細
川
内
閣
の
時
に
改
革
を
強
調
す
る
ん

で
す
が
、
当
時
も
い
ま
と
同
じ
よ
う
に
「
第
三
の
改
革
」
だ
と

い
う
考
え
方
が
あ
っ
た
ん
で
す
。

　
小
沢
さ
ん
な
ん
か
も
そ
う
言
っ
て
い
た
。
「
明
治
維
新
、
戦

後
改
革
、
今
度
の
改
革
」
と
言
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
も
う
ひ

と
っ
こ
の
細
川
内
閣
で
言
っ
て
い
た
の
が
「
三
位
一
体
の
改
革
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
政
治
改
革
、
行
政
改
革
、
そ
し
て
経
済
改

革
を
同
時
に
や
ら
な
け
れ
ば
駄
目
だ
。
行
政
改
革
と
い
う
の
は

狭
い
意
味
で
の
行
政
機
構
改
革
で
す
か
、
土
光
臨
調
以
来
の
政

策
の
一
環
と
し
て
、
た
と
え
ば
い
ろ
い
ろ
な
公
的
…
機
関
を
整
理

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
国
鉄
の
民
営
化
な
ど
で
す
。
政
治
・

改
革
と
い
う
の
は
、
ち
ょ
う
ど
政
党
が
乱
立
す
る
よ
う
な
ゴ
タ

ゴ
タ
し
た
時
代
で
す
か
ら
、
す
っ
き
り
し
た
議
会
政
治
で
、
例

え
ば
一
票
の
格
差
な
ん
か
な
い
、
そ
う
い
う
改
革
を
や
る
こ
と

で
す
ね
。
今
で
い
え
ば
田
中
（
真
紀
子
）
さ
ん
が
小
泉
さ
ん
に

「
政
治
改
革
を
」
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
改

革
を
同
時
に
行
な
う
「
三
位
一
体
の
改
革
」
で
な
い
と
経
済
改

革
も
う
ま
く
い
か
な
い
ん
だ
、
と
い
う
と
こ
ろ
が
一
つ
の
大
き

な
特
色
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

田
派
（
「
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
1
」
）
発

足
、
②
平
成
五
年
六
月
・
羽
田
派
自

民
党
離
党
、
新
生
党
結
成
、
③
平
成

六
年
十
二
月
・
新
生
党
解
体
、
公
明
、

民
社
、
日
本
新
党
ら
と
合
流
し
、
新

進
党
結
成
、
④
平
成
九
年
十
二
月
・

新
進
党
羽
田
派
、
太
陽
党
を
旗
揚
げ
、

⑤
同
年
同
月
・
新
進
党
解
体
、
自
由

党
、
新
党
平
和
、
新
党
友
愛
、
国
民

の
声
、
黎
明
ク
ラ
ブ
、
改
革
ク
ラ
ブ

の
暑
湿
に
分
裂
、
⑥
平
成
十
年
［

月
・
太
陽
党
、
国
民
の
声
ら
が
統
合

し
、
民
政
党
結
成
、
⑦
同
年
四
月
・

民
主
、
民
政
、
新
党
友
愛
、
民
主
改

革
連
合
の
合
同
に
よ
り
、
民
主
党

（
現
存
）
が
成
立
、
⑧
平
成
十
二
年
四

月
自
由
党
分
裂
、
保
守
党
の
誕
生
。

。膨

T3

ｷ
田
昭
夫
、
石
原
慎
太
郎
共
著

『「

y
O
」
と
言
え
る
日
本
一
新
日
米
関

係
の
方
策
（
カ
ー
ド
ご
（
光
文
社
、

平
成
元
年
）
。

→ひ

T4

¥
ニ
ー
名
誉
会
長
、
フ
ァ
ウ
ン
ダ

ー
。
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
一
月

二
六
日
生
ま
れ
。
昭
和
一
＝
年
、
井

深
大
と
共
に
東
京
通
信
工
業
（
現
ソ

ニ
ー
）
を
設
立
。
昭
和
四
六
年
社
長
。

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ
、
ウ
ォ
ー
ク

マ
ン
等
数
多
く
の
ヒ
ッ
ト
商
品
を
生

み
、
ソ
ニ
」
を
世
界
的
企
業
に
発
展

さ
せ
た
。
昭
和
六
【
年
～
平
成
四
年

経
団
連
副
会
長
。
『
メ
イ
ド
・
イ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
』
、
『
「
Z
o
」
と
言
え
る
日
本
」

を
出
版
し
話
題
と
な
っ
た
。

聾
5
5
羽
田
孜
内
閣
は
平
成
六
（
一
九
九

四
）
年
四
月
二
八
日
に
発
足
し
、
同

年
六
月
三
十
日
に
退
陣
し
た
。
羽
田

内
閣
は
、
社
会
党
が
連
立
よ
り
離
脱

し
た
こ
と
に
よ
り
少
数
与
党
内
閣
と

し
て
発
足
し
た
た
め
、
当
初
よ
り
短

命
内
閣
と
見
ら
れ
て
い
た
。
任
期
は

六
四
日
間
で
あ
り
、
戦
後
二
番
目
に

短
命
の
内
閣
と
な
っ
た
。
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平
岩
レ
ポ
ー
ト
の
「
四
つ
の
改
革
目
標
」

宮
崎
　
そ
の
ほ
か
に
こ
の
平
岩
レ
ポ
ー
ト
自
体
は
、
「
四
つ
の

改
革
目
標
」
と
い
う
こ
と
で
、
四
つ
の
目
標
を
言
っ
て
い
ま
す
。

一
つ
は
、
「
内
外
に
開
か
れ
た
透
明
な
経
済
社
会
」
と
い
う
こ

と
で
、
こ
れ
は
先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、
九
〇
年
代
に
入

っ
て
か
ら
景
気
対
策
を
や
る
け
れ
ど
効
果
が
な
い
の
は
、
財
政

も
金
融
も
透
明
性
を
欠
い
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
、
い
ろ
い
ろ
の
慣
行
が
日
本
国
民
に
と
っ
て
わ
か
り
に
く
い

だ
け
で
は
な
く
て
、
海
外
か
ら
も
わ
か
り
に
く
い
と
い
う
こ
と

で
、
そ
れ
を
改
め
内
外
に
開
か
れ
た
透
明
な
経
済
社
会
を
求
め

る
と
い
う
こ
と
が
ひ
と
つ
の
大
き
な
目
標
に
な
っ
た
。
だ
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
規
制
緩
和
も
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
の
規
制
緩
和
で
ち
ょ
っ
と
思
い
出
す
ん
で
す
が
、
規
制
緩

　
　
　
ね

和
と
い
う
言
葉
は
、
規
制
を
や
め
る
の
で
は
な
く
て
、
そ
の
適

用
を
緩
め
る
と
い
う
感
じ
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
私
な
ん

か
は
、
中
谷
さ
ん
も
そ
う
で
す
が
、
「
こ
れ
は
規
制
緩
和
の
計

画
で
は
な
く
て
、
規
制
撤
廃
な
ん
だ
」
と
言
っ
て
い
た
ん
で
す
。

だ
け
れ
ど
も
そ
う
表
現
す
る
と
猛
烈
な
抵
抗
が
あ
り
ま
し
て
、

「
撤
廃
を
含
む
緩
和
だ
」
と
い
う
形
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
言

葉
は
そ
の
後
の
行
政
改
革
委
員
会
の
時
も
い
ろ
い
ろ
議
論
が
あ

っ
て
、
私
は
や
は
り
「
規
制
撤
廃
を
原
則
と
す
る
」
と
い
う
言

葉
遣
い
が
い
い
で
は
な
い
か
と
言
っ
た
ん
で
す
が
、
今
日
に
至

る
ま
で
「
規
制
緩
和
」
で
き
て
い
ま
す
ね
。
と
き
ど
き
、
橋
本

内
閣
の
時
も
、
今
度
の
小
泉
さ
ん
の
時
に
も
、
「
規
制
制
度
改

革
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
ま
す
。
こ
の
ほ
う
が
緩
和
よ
り
は

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
O
E
C
D
が
言
い

出
し
た
言
葉
な
ん
で
す
。
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
も
考
え
よ
う
に

よ
っ
て
は
、
規
制
制
度
を
改
革
す
る
の
で
あ
っ
て
、
や
め
る
と

い
う
感
じ
で
は
な
い
。
だ
か
ら
「
規
制
撤
廃
」
と
い
う
の
が
一

番
き
つ
い
言
葉
な
ん
で
す
が
、
そ
れ
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
二
番
目
が
、
「
創
造
的
で
活
力
の
あ
る
経
済
社
会
」
で
す
。

具
体
的
に
い
え
ば
、
こ
ん
に
ち
で
い
う
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
登

場
し
や
す
い
よ
う
な
、
い
ま
ま
で
の
い
ろ
い
ろ
の
利
害
関
係
に

囚
わ
れ
な
い
よ
テ
な
活
動
が
で
き
る
経
済
社
会
と
い
う
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
今
で
も
保
護
主
義
が
残
っ
て
い
て
、
創
造
的
な

市
場
に
な
っ
た
感
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

　
三
番
目
は
、
「
生
活
者
を
優
先
す
る
経
済
社
会
」
と
い
う
こ

と
で
、
こ
れ
は
そ
れ
ま
で
も
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
で
す

が
、
や
は
り
バ
ブ
ル
経
済
で
も
、
得
を
し
て
い
る
の
は
実
は
一

部
の
人
で
あ
っ
て
、
一
般
大
衆
は
い
か
に
も
ブ
ー
ム
の
中
に
い

る
よ
う
で
す
が
、
土
地
が
高
く
な
っ
て
家
が
建
て
ら
れ
な
い
と

か
、
い
ろ
い
ろ
恵
ま
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
、
も
っ
と
国
民

全
体
を
対
象
に
し
た
生
活
者
優
先
と
い
う
こ
と
を
出
し
て
も
い

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
し
か
し
、
消
費
者
行

政
の
点
で
も
、
今
日
殆
ど
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
四
番
目
が
、
「
世
界
と
調
和
し
、
世
界
か
ら
共
感
を

得
ら
れ
る
と
い
う
経
済
社
会
」
で
、
こ
う
い
う
四
つ
の
目
標
が

平
岩
レ
ポ
ー
ト
の
底
に
流
れ
て
い
る
考
え
方
で
す
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
後
で
お
話
し
ま
す
。

そ
う
い
う
考
え
方
は
以
前
の
計
画
に
も
あ
っ
た
じ
ゃ
な
い
か
と

か
、
小
泉
内
閣
も
同
じ
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
だ
と
言
う
こ
と

は
で
き
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
う
は
い
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時

代
を
背
景
に
し
て
や
は
り
表
現
や
重
点
の
置
き
方
な
ど
若
干
二

．
ユ
ア
ン
ス
が
違
う
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
ね
。
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■
九
〇
年
代
半
ば
の
経
済
回
復
と
経
済
再
失
調
．

　
村
山
政
権
下
の
景
気
対
策
の
効
果

中
村
　
こ
れ
は
次
に
伺
っ
た
ほ
う
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
ん
で

す
が
、
こ
の
グ
ラ
フ
［
主
要
経
済
指
標
の
推
移
（
一
九
九
一
～

　
　
　
　
　
の
ロ

ゴ
O
O
O
年
）
］
を
見
て
い
ま
す
と
、
成
長
率
が
九
五
年
、
九

⊥
ハ
年
の
と
こ
ろ
で
い
っ
た
ん
三
％
ま
で
戻
る
ん
で
す
が
い
こ
れ

は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。

宮
崎
　
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
自
分
の
こ
と
で
言
い
に
く
い
ん
で
ナ

が
、
私
は
九
五
年
の
半
ば
に
村
山
内
閣
（
第
二
次
改
造
）
に
入

り
ま
し
た
。
組
閣
早
々
村
山
さ
ん
が
「
景
気
対
策
は
宮
崎
長
官

に
一
任
す
る
」
（
今
で
い
う
「
丸
投
げ
」
）
、
と
言
わ
れ
て
、
私
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ロ

大
臣
に
な
っ
た
の
が
八
月
の
初
め
で
す
。
そ
の
時
に
一
番
初

め
の
仕
事
と
し
て
、
九
月
二
十
日
に
総
合
対
策
と
い
う
の
を
ま

と
め
ま
し
た
。
十
四
兆
円
規
模
の
総
合
対
策
を
出
し
た
ん
で
す
。

そ
れ
は
過
去
最
大
の
も
の
で
し
た
。

　
そ
の
時
に
気
を
つ
け
た
の
は
、
私
は
従
来
そ
う
い
う
対
策
を

打
ち
出
す
だ
け
で
は
効
果
が
出
な
い
と
知
っ
て
い
ま
し
た
か

ら
、
「
と
に
か
く
何
で
も
い
い
か
ら
実
行
し
よ
う
。
大
蔵
省
は

早
く
建
設
省
に
支
出
を
し
な
さ
い
、
建
設
省
は
と
に
か
く
工
事

を
や
る
よ
う
に
督
促
し
な
さ
い
」
と
い
う
こ
と
で
、
公
共
投
資

に
は
不
透
明
な
こ
と
が
多
い
と
い
う
こ
と
（
数
字
的
に
は
予
算

を
配
分
し
て
も
、
実
際
に
は
金
が
渡
っ
て
い
な
い
と
か
、
渡
っ

て
い
て
も
工
事
が
進
ん
で
い
な
い
と
か
）
が
わ
か
っ
て
い
ま
し

た
か
ら
、
事
務
局
に
は
「
ち
ゃ
ん
と
過
去
の
分
も
き
ち
ん
と
フ

ォ
ロ
ー
し
て
、
ど
こ
が
一
番
ま
ず
い
か
き
ち
ん
と
し
て
進
め
て

い
っ
て
く
れ
」
と
言
っ
た
ん
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
先
ほ
ど

言
い
ま
し
た
よ
う
に
、
す
ぐ
に
デ
ー
タ
が
で
て
こ
な
い
ん
で
す
。

と
に
か
く
尻
を
ひ
っ
ぱ
た
く
と
い
う
こ
と
が
大
事
で
し
た
。
た

ま
た
ま
当
時
の
建
設
大
臣
が
森
喜
朗
さ
ん
、
そ
し
て
地
方
の
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ほ

設
は
自
治
省
が
や
り
ま
す
が
、
自
治
大
臣
が
深
谷
隆
司
さ
ん

と
い
う
こ
と
で
、
政
治
的
手
腕
と
い
．
う
点
で
両
方
と
も
や
り
手

で
し
た
。
森
さ
ん
は
前
か
ら
知
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
「
理
屈

は
ど
う
で
も
い
い
ん
で
す
、
と
に
か
く
尻
を
叩
い
て
関
係
者
に

工
事
を
や
ら
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
い
ま
し
た
。
文
字
通
り
そ

の
と
お
り
や
っ
た
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
公
共
投
資
も
き
ち
ん
・

　
　
　
　
　
　
　
る
ロ

と
出
て
い
た
ん
で
す
。
多
少
、
地
方
が
遅
れ
た
と
い
う
点
は

あ
り
ま
ず
け
れ
ど
も
。
だ
か
ら
私
は
そ
の
効
果
が
、
九
五
年
の

後
半
か
ら
九
六
年
に
か
け
て
出
て
き
て
、
成
長
率
も
上
が
っ
た

と
実
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　
な
ぜ
そ
れ
が
九
七
年
に
な
っ
て
駄
目
に
な
っ
た
か
と
い
う
と

こ
ろ
は
言
い
に
く
い
ん
で
す
が
、
橋
本
内
閣
に
な
っ
て
そ
の
効

果
が
充
分
出
切
ら
な
い
う
ち
に
、
さ
っ
さ
と
梯
子
を
外
し
て
し

ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
本
来
な
ら
、
橋
本
さ
ん
は
そ
う
い

う
と
こ
ろ
に
気
づ
か
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。
実
は
先
ほ
ど
、
村

山
さ
ん
に
企
画
庁
長
官
を
頼
む
よ
、
と
言
わ
れ
た
と
言
い
ま
し

た
が
、
事
柄
の
性
質
上
、
当
時
の
通
産
大
臣
で
実
力
者
で
も
あ

　
　
　
　
　
む
　

つ
た
橋
本
さ
ん
と
も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
相
談
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ロ

そ
れ
か
ら
武
村
さ
ん
は
大
蔵
大
臣
で
財
政
を
与
っ
て
い
ま
す

か
ら
、
「
そ
ん
な
こ
と
を
い
っ
て
も
財
政
は
大
丈
夫
か
」
と
言

わ
れ
る
の
で
、
「
そ
れ
は
大
丈
夫
で
す
」
と
言
い
ま
し
た
。
武

村
さ
ん
は
、
「
そ
れ
じ
ゃ
あ
任
せ
る
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
の

で
、
実
襟
は
橋
本
さ
ん
と
景
気
対
策
を
つ
く
っ
た
と
い
う
感
じ

に
な
る
ん
で
す
。
そ
の
時
橋
本
さ
ん
は
、
「
赤
字
国
債
を
出
し

て
で
も
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
」
ど
い
う
こ
と
で
、
私
も
橋
本
さ

ん
の
意
見
と
一
致
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
大
蔵
省
は
と
て

も
そ
こ
ま
で
は
乗
れ
な
い
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ
は
こ
の
時
に
こ

の
景
気
問
題
に
非
常
に
積
極
的
で
、
い
ろ
い
ろ
な
ル
ー
ト
で
、

静
5
6
図
一
参
照
。

聾
5
7
村
山
内
閣
は
平
成
七
（
一
九
九
五
）

年
八
月
八
日
に
内
閣
改
造
を
行
い
、

こ
の
日
、
宮
崎
氏
は
国
務
大
臣
・
経
、

済
企
画
庁
長
官
と
し
て
村
山
内
閣
に

入
閣
し
た
。

。ひ

F
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
九
月
二

九
日
生
ま
れ
。
台
東
区
議
、
東
京
都

議
を
経
て
、
昭
和
四
七
年
よ
り
衆
院

議
員
（
自
民
党
）
。
海
部
内
閣
で
郵
政

相
を
務
め
、
村
山
改
造
内
閣
で
自
治

相
。
小
渕
内
閣
・
森
内
閣
に
て
通
産

相
を
務
め
る
も
、
現
職
大
臣
で
あ
り

な
が
ら
同
十
二
年
の
総
選
挙
で
落
選

し
た
。

・，

�
}
二
参
照
。

鱒
6
0
橋
本
龍
太
郎
通
産
大
臣
（
当
時
）

は
、
U
S
T
R
（
ア
メ
リ
カ
通
商
代

表
部
）
の
カ
ン
タ
ー
代
表
と
の
交
渉

を
通
じ
、
日
米
双
方
よ
り
「
タ
フ
・

ネ
ゴ
シ
エ
ー
タ
ー
（
粘
り
強
く
手
強

い
交
渉
者
）
」
と
し
て
の
評
価
を
得
つ

つ
あ
っ
た
。
加
え
て
、
平
成
七
年
十

月
二
日
に
は
自
民
党
総
裁
に
就
任
し
、

村
山
内
閣
に
お
け
る
副
総
理
の
地
位

に
も
就
い
て
い
た
。

静
6
1
武
村
正
義
新
党
さ
き
が
け
代
表

は
、
村
山
内
閣
の
全
任
期
（
平
成
六

年
六
月
三
十
日
～
平
成
八
年
一
月
十

一
日
）
を
通
じ
て
大
蔵
大
臣
を
務
め

た
。
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拡
大
政
策
を
や
れ
、
財
政
を
出
せ
と
言
う
。
そ
し
て
赤
字
国
債

を
増
や
さ
な
け
れ
ば
、
と
て
も
ア
メ
リ
カ
が
収
ま
ら
な
い
よ
う

な
状
況
に
な
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
事
務
当
局
は
無
理
を
し
て

赤
字
国
債
を
増
や
さ
な
く
て
も
普
通
の
国
債
で
い
い
か
も
し
れ

な
い
と
言
っ
て
き
た
ん
で
す
が
、
橋
本
さ
ん
と
二
人
で
、
「
こ

れ
は
ち
ょ
っ
と
で
も
い
い
か
ら
赤
字
国
債
も
出
そ
う
じ
ゃ
な
い

か
」
と
い
う
こ
と
で
や
り
ま
し
た
。
景
気
を
よ
く
す
る
こ
と
に

は
、
私
は
橋
本
さ
ん
の
功
績
と
い
い
ま
す
か
働
き
が
非
常
に
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

中
村
　
そ
れ
は
村
山
内
閣
の
時
代
で
す
ね
。

宮
崎
　
え
え
、
村
山
内
閣
の
時
で
す
。

橋
本
政
権
の
「
改
革
」
に
よ
る
経
済
再
失
調

宮
崎
　
と
こ
ろ
が
九
六
年
一
月
に
橋
本
さ
ん
が
総
理
に
な
ら
れ

て
、
ち
ょ
っ
と
景
気
が
よ
く
な
り
始
め
た
も
の
で
す
か
ら
、
今

度
は
大
蔵
省
が
、
「
も
う
こ
れ
で
大
丈
夫
で
す
。
こ
れ
を
や
り

ま
す
、
あ
れ
を
や
り
ま
す
、
こ
れ
が
改
革
で
す
」
と
増
税
や
社

会
負
担
増
、
そ
れ
に
公
共
投
資
抑
制
を
い
っ
て
き
た
わ
け
で
す

ね
。
こ
れ
は
、
話
し
て
い
い
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
総

理
に
な
っ
て
か
ら
の
橋
本
さ
ん
は
、
「
政
府
は
お
れ
に
正
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
お

情
報
を
あ
げ
て
こ
な
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
そ
ん

な
に
経
済
が
駄
目
な
ら
、
も
っ
と
財
政
の
支
出
を
続
け
よ
う
じ

・
や
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
数
字
を
出
し
て
ほ
し
い
の
に
、
そ
れ

は
出
し
て
来
な
い
で
、
橋
本
さ
ん
は
改
革
と
言
わ
れ
て
い
る
か

ら
、
「
こ
こ
は
締
め
ま
し
ょ
う
」
と
か
、
「
こ
こ
で
負
担
を
増
や

し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
案
ば
か
り
し
か
上
げ
て
こ
な
い
。

中
村
　
あ
の
時
は
、
橋
本
さ
ん
［
が
総
理
］
に
な
っ
た
と
た
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
か

に
、
消
費
税
の
増
税
の
話
を
言
い
出
し
た
ん
で
す
ね
。

宮
暗
　
そ
う
で
す
。
橋
本
さ
ん
は
、
そ
れ
で
景
気
は
大
丈
夫
か

と
い
う
こ
と
を
ず
い
ぶ
ん
気
に
し
て
お
ら
れ
た
ん
で
す
が
、
事

務
方
が
大
丈
夫
だ
、
大
丈
夫
だ
と
言
い
ま
し
た
か
ら
ね
。
私
も

村
山
内
閣
の
と
き
に
、
景
気
が
良
く
な
れ
ば
消
費
税
を
上
げ
る

と
い
う
こ
と
に
は
賛
成
し
て
い
ま
し
た
。

中
村
　
い
ま
思
い
出
す
と
、
問
題
の
九
七
年
の
第
一
・
四
半
期

だ
け
は
、
消
費
が
や
た
ら
に
増
え
た
ん
で
す
ね
。

宮
崎
　
え
え
。
九
六
年
の
終
わ
り
か
ら
増
え
て
い
ま
す
。
九
六

年
の
成
長
率
が
高
い
の
は
、
消
費
税
が
上
が
る
と
い
う
こ
と
で

駆
け
込
み
消
費
を
増
や
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
ん
で
す
。

中
村
　
そ
う
で
す
ね
。
だ
か
ら
九
七
年
の
一
月
か
ら
三
月
の
消

費
が
非
常
に
増
え
て
い
る
。
自
動
車
な
ん
て
み
ん
な
そ
の
時
に

買
っ
て
し
ま
っ
て
、
そ
の
あ
と
は
パ
タ
ッ
と
売
れ
な
く
な
っ
た

と
い
う
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
か
ら
、
橋
本
さ
ん
は
、
こ
ん
な
は

ず
じ
ゃ
な
か
っ
た
、
、
と
思
わ
れ
た
で
し
ょ
う
ね
。

宮
暗
　
そ
の
こ
と
は
こ
の
次
回
お
話
し
し
ま
す
け
れ
ど
も
、
私

も
そ
の
点
で
若
干
責
任
が
あ
る
ん
で
す
。
村
山
内
閣
が
終
わ
っ

た
時
に
私
も
当
然
大
臣
を
辞
め
て
、
橋
本
さ
ん
が
首
相
に
な
ら

れ
た
ん
で
す
が
、
二
ヶ
月
経
っ
て
、
橋
本
さ
ん
が
私
に
、
行
政

改
革
の
ほ
う
を
手
伝
っ
て
く
れ
と
い
っ
て
き
ま
し
た
。
当
時
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

政
改
革
委
員
会
は
、
飯
田
［
庸
太
郎
］
さ
ん
が
委
員
長
だ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
あ

た
ん
で
す
が
、
委
員
長
代
理
で
あ
っ
た
竹
中
一
雄
さ
ん
と
交

替
し
た
ん
で
す
。
そ
こ
で
私
は
構
造
改
革
を
や
ろ
う
と
、
お
手

伝
い
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
の
時
に
私
は
失
敗
し

て
い
る
ん
で
す
。

　
構
造
改
革
を
や
る
時
に
、
関
係
者
の
話
を
聞
く
ん
で
す
が
、

財
政
の
こ
と
で
大
蔵
省
が
説
明
に
来
る
ん
で
す
ね
。
大
蔵
省
の

説
明
を
聞
い
て
い
る
と
、
せ
っ
か
く
よ
く
な
り
始
め
た
景
気
が

悪
く
な
る
よ
う
な
考
え
方
や
数
字
を
適
う
て
く
る
わ
け
で
す
。

そ
し
て
「
こ
れ
が
行
革
で
す
」
と
い
う
か
ぢ
、
「
そ
れ
は
お
か

静
6
2
　
「
『
橋
本
改
革
」
は
な
ぜ
失
敗
し

た
の
か
一
財
政
再
建
へ
の
教
訓
」
、

『
朝
日
新
聞
』
（
二
〇
〇
〇
年
三
月
二

九
日
朝
刊
第
十
二
面
）
よ
り
。

蕊
橋
本
内
閣
は
、
政
権
成
立
直
後
の

六
〇
％
と
い
う
高
い
支
持
率
を
背
景

に
、
一
九
九
六
年
六
月
、
国
会
会
期

末
に
消
費
税
の
三
％
か
ら
五
％
へ
の

引
き
上
げ
（
一
九
九
七
年
四
月
施
行
）

を
正
式
決
定
し
た
。
税
率
見
直
し
の

期
限
は
九
月
三
十
日
ま
で
あ
っ
た
が
、

政
府
は
三
カ
月
以
上
さ
か
の
ぼ
り
引

き
上
げ
を
決
定
し
た
。
国
会
が
住
専

問
題
に
揺
れ
る
中
、
わ
ず
か
、
4
日
間

の
「
密
室
議
論
」
で
決
定
さ
れ
た
と

の
批
判
が
強
く
湧
き
上
が
っ
た
。

斡
6
4
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
二
月
二

五
日
生
ま
れ
。
昭
和
十
八
年
三
菱
重

工
入
社
、
海
軍
技
術
大
尉
を
経
て
戦

後
復
社
。
昭
和
六
十
年
同
社
社
長
、

平
成
元
年
会
長
、
の
ち
相
談
役
。
こ

の
間
、
行
政
改
革
委
員
会
委
員
長
、

日
経
連
副
会
長
、
経
団
連
副
会
長
、

日
本
防
衛
装
備
工
業
会
会
長
な
ど
多

く
の
役
職
を
務
め
た
。
十
四
年
没
。

・・

U5

ｺ
和
四
（
一
九
一
一
九
）
年
九
月
二

六
日
生
ま
れ
。
⑲
運
輸
調
査
局
研
究

員
を
経
て
、
昭
和
三
五
年
国
民
経
済

研
究
協
会
入
り
。
理
事
長
を
経
て
、

同
五
〇
年
～
平
成
二
年
ま
で
会
長
。

平
成
六
年
に
は
行
政
改
革
委
員
会
委

員
及
び
委
員
長
代
理
。
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し
い
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
ん
な
こ
と
を
や
っ
た
ら
来
年
の
景
気
ぱ

ど
う
な
る
の
」
と
聞
い
た
ら
、
何
か
ぶ
つ
ぶ
つ
言
っ
て
い
て
、

追
い
か
け
て
事
務
局
が
「
宮
崎
委
員
は
そ
う
い
う
こ
と
を
お
っ

し
ゃ
る
け
れ
ど
、
行
政
改
革
委
員
会
と
い
う
の
は
財
政
に
つ
い

て
は
発
言
で
き
ま
せ
ん
」
と
言
う
ん
で
す
。
た
し
か
に
法
制
上
、

文
言
上
か
ら
い
う
と
、
そ
う
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
「
財
政
の

問
題
は
大
蔵
省
が
取
り
扱
う
か
ら
、
宮
暗
委
員
の
こ
発
言
は
こ

こ
で
は
適
当
で
あ
り
ま
せ
ん
」
と
断
ら
れ
た
わ
け
で
す
。
で
す

か
ら
、
「
そ
ん
な
数
字
で
大
丈
夫
か
」
と
い
う
私
の
発
言
は
表

に
は
出
な
い
し
、
橋
本
さ
ん
に
も
届
か
な
か
っ
た
。

　
い
ま
に
な
っ
て
考
え
る
と
、
私
は
橋
本
さ
ん
に
直
訴
し
て
個

人
的
に
で
も
、
「
あ
れ
で
大
丈
夫
か
ち
ゃ
ん
と
大
蔵
省
に
聞
い

て
く
だ
さ
い
」
と
言
う
べ
き
だ
っ
た
と
後
悔
し
て
い
ま
す
。
権

限
が
な
い
と
い
わ
れ
て
そ
こ
ま
で
や
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
、
い

ま
私
は
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。
と
に
か
く
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ

と
い
う
問
に
財
政
を
引
っ
込
め
て
し
ま
っ
て
、
景
気
が
悪
く
な

る
ん
で
す
ね
。
金
融
政
策
の
点
で
も
若
干
同
じ
よ
う
な
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。

中
村
　
橋
本
内
閣
に
な
っ
て
、
橋
本
ざ
ん
は
え
ら
く
楽
観
的
な

こ
と
ば
か
り
言
わ
れ
て
、
増
税
、
財
政
再
建
と
い
う
ス
ト
ー
リ

ー
に
ど
ん
ど
ん
傾
斜
し
て
い
き
、
大
丈
夫
か
な
と
思
っ
た
ん
で

す
ね
。

九
〇
年
代
半
ば
の
円
高
と
経
常
収
支
黒
字

藤
井
　
こ
の
九
五
、
六
年
の
景
気
回
復
で
す
が
、
こ
の
デ
ー
タ

だ
け
だ
と
、
経
常
収
支
の
黒
字
も
か
な
り
減
っ
て
き
て
い
る
し
、

対
外
的
に
も
か
な
り
良
好
な
状
況
で
す
よ
ね
。

中
村
　
そ
う
じ
や
な
い
か
な
。
た
だ
し
、
九
五
年
と
い
う
年
は

円
高
の
年
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
な
。

藤
井
　
こ
れ
は
円
高
で
圧
縮
し
て
い
る
ん
で
す
か
。

中
村
　
九
五
年
は
円
高
に
な
り
ま
し
た
ね
。

宮
暗
　
円
高
に
な
り
ま
し
た
。
私
が
大
臣
の
と
き
に
三
十
円
く

ら
い
高
く
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

藤
井
　
プ
ラ
ザ
合
意
以
来
で
す
ね
。
経
常
収
支
の
黒
字
圧
縮
、

し
か
し
内
需
拡
張
。
ほ
ぼ
目
標
に
沿
っ
た
形
の
成
果
で
す
よ
ね
。

中
村
　
と
は
い
う
ん
だ
け
れ
ど
、
不
景
気
の
と
こ
ろ
で
、
九
二

年
か
ら
九
四
年
ま
で
は
、
正
直
に
収
支
の
黒
字
が
拡
大
し
て
い

　
　
　
　
る
お

る
で
し
ょ
う
。

宮
崎
　
や
は
り
内
需
が
悪
い
時
に
は
、
経
常
収
支
の
黒
字
が
ず

っ
と
大
き
く
な
る
ん
で
す
ね
。
し
か
し
、
九
十
五
、
九
六
年
は

成
長
率
が
内
需
で
高
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

中
村
　
そ
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
は
ア
メ
リ
カ
あ
た
り
が
円
高
で

も
い
い
ん
だ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
意
識
的
に
円
を
高
く
し

て
き
て
、
マ
ド
ル
八
十
円
ぐ
ら
い
に
な
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す

協
。

力宮
崎
私
が
大
臣
に
な
る
前
の
話
で
す
が
、
瞬
間
的
に
な
り
ま

し
た
ね
。

中
村
　
瞬
間
的
に
八
十
円
ぐ
ら
い
に
な
っ
た
。
そ
う
で
な
く
て

も
、
一
ド
ル
九
十
円
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
が
ず
っ
と
続
い
て
い
ま

・
し
た
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
お

森
　
八
月
時
点
で
、
一
ド
ル
九
十
円
ぐ
ら
い
で
す
ね
。
、

宮
崎
　
た
ま
た
ま
ア
メ
リ
カ
は
九
一
年
か
ら
景
気
が
よ
く
な
っ

て
、
九
〇
年
代
は
「
最
良
の
十
年
」
な
ん
で
す
。
ち
ょ
う
ど
日

本
と
対
照
的
な
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
円
高
に
な
っ
て
も
、
別
に

文
句
を
言
わ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い
ま
［
二
〇
〇

二
年
初
頭
］
は
、
ア
メ
リ
カ
は
円
高
の
ほ
う
を
ま
た
気
に
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
ね
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
つ
　

け
加
え
ま
す
と
、
私
の
大
臣
在
任
旧
株
は
日
経
平
均
で
三
〇
〇

。，

U6

}
一
参
照
。

静
6
7
一
九
九
五
年
四
月
は
急
激
な
円
高

が
続
き
、
四
月
八
日
に
八
六
円
四
十

銭
を
記
録
し
た
後
、
六
日
に
八
五
円

一
一
銭
、
二
七
日
に
八
三
円
六
五
銭
、

そ
し
て
十
日
に
は
八
十
円
十
五
銭
、

四
月
十
九
日
に
は
八
十
円
の
大
台
を

越
え
七
九
円
七
五
銭
を
記
録
し
た
。

静
6
8
図
七
参
照
。
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○
円
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

予
算
上
の
財
政
発
動
の
仕
組
み
、
実
際
と
の
格
差

森
　
財
政
支
出
を
一
所
懸
命
や
っ
て
も
、
そ
れ
が
な
か
な
か
実

際
の
支
出
に
な
ら
ず
に
予
算
上
の
支
出
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
と

い
う
状
況
は
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
と
お
考
え
で
す
か
。

だ
ん
だ
ん
変
わ
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

宮
崎
r
八
○
年
代
の
半
ば
ぐ
ら
い
か
ら
で
す
ね
。
特
に
九
〇
年

代
に
入
っ
て
か
ら
は
っ
き
り
す
る
ん
で
す
。
補
正
予
算
と
い
う

も
の
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
補
正
予
算
の
時
に
追
加
対
策
が
積
み

上
が
っ
て
、
そ
の
時
に
一
般
に
は
「
わ
あ
、
増
え
た
な
」
と
い

う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
が
、
翌
年
度
の
本
予
算
に
な
る
と
急
に

小
さ
く
し
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
総
合
対
策
で
、
出
た
、

出
た
、
と
い
う
部
分
は
、
も
う
次
の
本
予
算
の
時
に
絞
り
込
む

よ
う
な
形
に
な
る
ん
で
す
。
今
度
も
典
型
的
に
そ
う
な
っ
て
い

る
ん
で
す
。
去
年
の
年
末
で
し
た
か
、
森
内
閣
の
最
後
の
時
に
、

や
は
り
テ
コ
入
れ
み
た
い
な
こ
と
を
し
て
、
小
泉
さ
ん
の
本
予

算
の
編
成
め
時
に
は
絞
り
込
ん
で
い
る
わ
け
で
す
ね
。
順
序
が

違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。
例
え
ば
小
泉
さ
ん
の
今
度
の
場
合

で
い
え
ば
、
い
ま
議
論
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
国
債
発
行
三
十

兆
円
を
守
り
ま
す
、
と
い
う
言
い
方
で
す
ね
。

森
　
　
“
国
債
三
十
兆
円
”
で
す
ね
。

中
村
　
国
債
発
行
を
、
補
正
予
算
を
出
し
て
も
、
と
に
か
く
三

十
兆
円
以
内
に
抑
え
ま
す
と
い
っ
て
、
第
一
次
補
正
予
算
を
組

ん
だ
わ
け
で
し
ょ
う
。

宮
暗
　
来
年
度
予
算
も
縮
小
予
算
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

中
村
　
同
じ
三
十
兆
円
で
す
ね
。

宮
暗
　
そ
う
い
う
こ
と
を
、
前
の
内
閣
、
そ
の
前
の
内
閣
も
や

っ
て
い
て
、
実
は
四
月
か
ら
始
ま
る
本
予
算
は
縮
小
で
始
ま
っ

て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
な
の
に
、
み
ん
な
が
公
共
投
資
を
あ
ん

な
に
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
出
し
て
、
と
い
う
の
は
、
・
み
ん
な
そ
の
補

正
予
算
で
迷
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
十
一
兆
、
十
何
兆

出
し
た
と
い
う
の
は
、
み
な
追
加
対
策
、
追
加
予
算
を
併
せ
た

も
の
で
す
。

森
　
そ
う
す
る
と
、
本
予
算
と
補
正
予
算
を
均
す
と
そ
れ
ほ
ど

増
え
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

宮
崎
　
え
え
。
そ
し
て
実
際
的
に
も
増
え
て
い
な
い
。
そ
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ゆ

野
村
総
研
の
植
草
一
秀
さ
ん
が
分
析
し
て
い
る
ん
で
す
（
［
植

草
一
秀
氏
『
日
本
経
済
の
現
状
と
展
望
』
］
。
例
え
ば
そ
の
こ
と

に
つ
い
て
は
、
植
草
氏
は
「
経
済
対
策
を
う
っ
た
ら
景
気
が
よ

く
な
っ
て
く
る
α
そ
し
て
縮
小
政
策
を
す
る
と
、
す
ぐ
落
ち
て

く
る
」
と
い
．
っ
て
い
る
。
小
渕
内
閣
の
時
も
ち
ょ
っ
と
よ
く
な

っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
景
気
対
策
を
や
る
と
、
効
果
が
出
て
く

る
け
れ
ど
も
、
時
期
尚
早
の
景
気
抑
圧
政
策
が
折
角
の
回
復
を

悪
化
さ
せ
て
い
る
と
い
う
分
析
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
公
共
投
資

を
中
心
に
し
た
固
定
資
本
形
成
は
、
増
え
た
、
増
え
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
あ
ま
り
増
え
て
い
な
い
ん
で
す
。
こ
こ

の
と
こ
ろ
［
九
六
年
］
で
ち
ょ
っ
と
増
え
る
、
そ
し
て
こ
こ

［
九
九
年
］
で
ま
た
増
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
傾
向
的
に

は
増
え
て
い
な
い
。
実
際
に
増
や
す
と
、
「
束
の
間
の
景
気
」

と
彼
が
言
う
よ
う
に
、
良
く
な
る
ん
で
す
が
、
そ
う
す
る
と
政

府
は
政
府
の
固
定
資
本
投
資
を
す
ぐ
減
ら
す
ん
で
す
ね
。
そ
れ

で
景
気
が
悪
く
な
る
。
ま
た
増
や
す
、
そ
う
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
ん
で
す
。

藤
井
　
要
す
る
に
増
え
た
り
減
っ
た
り
を
繰
り
返
し
て
い
る
ん

で
す
ね
。

宮
暗
　
え
え
、
そ
し
て
大
勢
（
た
い
せ
い
）
と
し
て
は
増
え
て

い
な
い
。

範
6
9
昭
和
三
五
（
「
九
六
〇
）
年
十
二

月
十
八
日
生
ま
れ
。
昭
和
五
八
年
野

村
総
研
研
究
員
、
年
大
蔵
省
財
政
金

融
研
究
所
研
究
官
、
野
村
証
券
投
資

調
査
部
主
任
な
ど
を
経
て
、
平
成
三

年
京
都
大
学
助
教
授
。
の
ち
野
村
証

券
に
戻
り
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学

フ
ー
バ
ー
研
究
所
客
員
研
究
員
、
の
、

ち
野
村
総
合
研
究
所
上
席
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
。
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藤
井
　
減
っ
た
時
は
」
マ
イ
ナ
ス
の
乗
数
効
果
と
か
い
う
こ
と

に
。

宮
暗
　
そ
う
で
す
ね
。

中
村
　
大
蔵
省
と
す
れ
ば
、
と
て
も
こ
れ
以
上
赤
字
を
増
や
し

た
く
な
い
と
い
う
状
況
が
あ
る
だ
ろ
う
か
ら
、
無
理
も
な
い
と

は
い
え
る
ん
だ
げ
れ
ど
、
結
局
財
政
支
出
は
、
財
政
投
資
を
傾

向
的
に
増
や
し
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
な
い
ん
で
す

ね
。
だ
か
ら
何
年
か
平
均
し
て
み
る
と
、
横
這
い
に
近
い
状
態

が
ず
っ
と
続
い
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
が
本

当
に
悪
く
な
っ
た
時
に
、
フ
ッ
と
増
え
る
だ
け
で
す
。
そ
し
て

だ
ん
だ
ん
減
っ
て
い
っ
て
、
ま
た
具
合
が
悪
く
な
る
と
ま
た
フ

ッ
と
出
る
。
内
閣
が
替
わ
っ
た
り
す
る
と
、
そ
こ
で
や
る
ん
で

す
ね
。

公
共
投
資
支
出
額
の
見
方
の
問
題
点

宮
暗
　
こ
れ
は
私
の
責
任
で
も
あ
り
ま
ず
け
れ
ど
も
ね
。
月
々

の
公
共
投
資
の
出
方
と
い
う
の
は
、
猛
烈
に
ぶ
れ
る
ん
で
す
。
、

だ
か
ら
一
般
の
人
は
惑
わ
さ
れ
る
ん
で
す
ね
。
出
た
時
に
は
、

政
府
は
公
共
投
資
が
出
た
と
い
う
ん
で
す
。
引
っ
込
ん
だ
時
は

黙
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
ず
っ
と
均
し
て
み
る
と
、
一

向
に
増
え
て
い
な
い
じ
ゃ
な
い
か
《
と
い
う
話
に
な
る
ん
で
す
。

で
す
か
ら
公
共
投
資
を
や
っ
て
も
効
果
が
な
い
か
ら
無
駄
だ
、

と
い
う
議
論
に
対
し
て
は
、
私
は
ま
ず
統
計
を
見
て
く
だ
さ
い

と
言
う
ん
で
す
。
公
共
投
資
ば
出
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ

か
る
。
出
る
時
に
は
効
果
も
出
て
い
る
、
支
出
が
出
な
い
時
に

は
効
果
が
引
っ
込
む
、
そ
の
相
関
関
係
の
分
析
が
も
う
一
つ
足

り
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
は
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
怠
慢
だ
ろ
う

と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
こ
を
数
字
で
詰
め
な
い
。
そ
れ
で
ケ
イ

ン
ズ
で
は
駄
目
だ
な
ん
て
言
っ
て
い
る
。

中
村
　
も
う
一
つ
、
デ
ー
タ
を
見
て
も
、
季
節
調
整
を
し
た
デ

ー
タ
で
み
る
か
ら
、
実
際
に
い
つ
増
え
た
か
減
っ
た
か
と
い
う

の
は
、
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
。
季
節
調
整
済
み
デ
ー
タ
は
駄
目

な
ん
で
す
。

宮
暗
　
自
分
で
も
や
っ
て
、
自
分
の
責
任
も
あ
る
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
こ
れ
が
最
近
の
公
共
投
資
の
状
態
で
す
よ
。
公
共
投
資

受
注
額
は
ず
っ
と
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
で
す
。
年
度
で
月
々
見
る

と
非
常
に
違
う
ん
で
す
。
プ
レ
て
い
る
ん
で
す
。

中
村
　
工
事
高
で
す
ね
。

宮
崎
　
増
え
た
時
に
は
、
増
え
ま
し
た
増
え
ま
し
た
、
効
果
が
・

出
て
き
た
、
な
ん
て
政
府
は
声
高
に
い
う
け
れ
ど
も
、
減
っ
た

時
に
は
説
明
が
あ
ま
り
な
い
ん
で
す
。
減
っ
た
時
の
数
字
の
説

明
と
い
う
の
は
不
親
切
で
、
悪
く
言
わ
れ
た
く
な
い
も
の
だ
か

ら
、
い
い
数
字
ば
か
り
し
か
出
さ
な
い
ん
で
す
。

中
村
　
尤
か
ら
、
予
算
を
見
る
と
わ
か
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
当

初
予
算
で
は
前
年
此
で
減
っ
て
い
る
予
算
ば
か
り
組
ん
で
い
る

で
し
ょ
う
。

宮
崎
　
そ
う
な
ん
で
す
よ
ね
。

藤
井
　
景
気
対
策
と
い
っ
て
も
中
途
半
端
で
す
ね
。

中
村
　
だ
か
ら
景
気
対
策
と
い
う
け
れ
ど
も
、
大
蔵
省
の
身
に

な
る
と
、
大
赤
字
で
国
債
の
山
が
で
き
て
い
る
の
に
、
公
債
を

さ
ら
に
増
や
す
か
と
い
わ
れ
る
か
ら
、
い
や
が
る
の
も
わ
か
る

ん
で
す
ね
。

宮
暗
　
こ
れ
な
ん
か
も
今
年
だ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
や
は
り
前

年
比
で
み
る
と
、
ず
っ
と
こ
こ
だ
け
が
増
え
て
い
る
だ
け
な
ん

で
す
よ
ね
［
図
を
示
す
］
。

　
こ
れ
億
九
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
公
的
資
本
形
成
の
数
字

　
　
　
　
　
る
れ

で
す
け
れ
ど
も
、
こ
う
み
て
い
る
と
、
増
え
た
と
い
う
感
じ

は
あ
ま
り
し
な
い
ん
で
す
。
九
一
年
は
増
え
て
い
る
。

脅
7
0
図
七
参
照
。
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中
村
　
こ
の
へ
ん
は
増
え
て
い
る
ん
で
す
ね
。

森
　
九
一
年
か
ら
九
四
年
ぐ
ら
い
は
、
随
分
増
え
て
い
る
。

宮
暗
　
九
四
年
は
減
っ
て
い
る
。
九
五
年
は
あ
ま
り
増
え
て
い

な
い
で
す
ね
。

中
村
　
で
す
か
ら
、
そ
こ
ま
で
は
景
気
が
よ
か
っ
た
か
ら
ね
。

財
政
の
ほ
う
も
余
裕
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
あ
と
は
、
な

ん
の
か
ん
の
い
い
な
が
ら
横
這
い
な
い
し
減
っ
て
い
る
ん
で
す

ね
。宮

崎
　
九
〇
年
代
の
前
年
比
伸
び
率
で
す
け
れ
ど
も
、
マ
イ
ナ

ス
の
符
号
の
ほ
う
が
、
圧
倒
的
に
多
い
で
す
よ
。

村
井
　
九
三
年
か
九
四
年
以
降
で
す
ね

宮
暗
　
公
共
投
資
が
増
え
て
い
る
と
い
う
の
は
本
当
か
ど
う
か

と
い
う
の
が
基
本
的
な
疑
問
な
ん
で
す
。
そ
の
う
え
で
、
ど
こ

へ
使
わ
れ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
や
は

り
シ
ス
テ
ム
な
ん
で
す
ね
。
予
算
配
分
の
シ
ス
テ
ム
、
そ
れ
か

ら
工
事
の
仕
方
に
関
連
す
る
使
い
方
の
制
度
と
い
う
と
こ
ろ
に

問
題
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
残
念
な
が
ら
、
こ
れ

ま
で
は
そ
う
い
ヶ
こ
と
を
指
摘
し
て
も
、
調
査
す
る
と
い
い
な

が
ら
、
ど
こ
か
で
わ
か
ら
な
く
な
る
ん
で
す
。

中
村
　
は
っ
き
り
さ
せ
た
く
な
い
と
い
う
の
が
お
役
人
の
立
場

で
し
ょ
う
か
。

宮
崎
　
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
そ
れ
で
二
年
ぐ
ら
い
経
っ
て

か
ら
決
算
書
が
出
て
く
る
と
、
や
は
り
減
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

中
村
　
決
算
が
出
た
時
は
あ
と
の
祭
り
で
す
ね
。

宮
暗
　
も
う
手
当
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
ね
。
だ
か
ら
、

そ
の
点
で
の
財
政
の
構
造
改
革
は
必
須
で
す
。
も
っ
と
透
明
性

を
持
つ
べ
き
で
す
。
そ
し
て
、
政
府
投
資
は
減
っ
て
い
る
の
に
、

国
際
残
高
は
ふ
え
つ
づ
け
て
い
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
う
問

題
と
も
っ
と
直
面
す
べ
き
で
す
ね
。

名
目
値
と
実
質
値

中
村
　
つ
い
で
に
雑
談
み
た
い
で
す
け
れ
ど
も
、
日
経
の
鶴
阻

　
　
　
　
　
そ
ハ

［
卓
彦
］
社
長
が
こ
の
前
の
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
の
忘
年
会
の

時
に
（
宮
崎
　
僕
は
欠
席
し
た
ん
だ
）
、
「
私
ど
も
は
ど
う
も
実

質
G
N
P
と
い
う
も
の
を
信
用
し
ま
せ
ん
。
も
う
現
状
分
析
な

ら
名
目
の
ほ
う
が
い
い
」
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。

僕
も
前
か
ら
そ
の
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
て
、
ど
う
も
そ
う
な
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
。
実
質
で
、
前
年
比
何
％
成
長
し
た
と
い

　
　
　
る
の

う
議
論
は
、
い
ま
の
よ
う
に
デ
フ
レ
み
た
い
に
な
っ
て
い
る

と
一
Q

宮
暗
　
企
業
の
売
り
買
い
と
い
う
の
は
名
目
だ
し
、
わ
れ
わ
れ

の
給
料
だ
っ
て
支
出
だ
っ
て
、
名
目
で
考
え
ま
す
か
ら
ね
。
た

だ
、
実
物
経
済
は
実
質
の
ほ
う
が
わ
か
り
や
す
い
。

中
村
　
名
目
の
世
界
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
短
期
的
な
、
去
年
と

比
べ
て
あ
あ
だ
こ
う
だ
と
い
う
議
論
を
す
る
時
に
、
も
っ
と
名

目
を
大
事
に
し
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
気
が
す

る
ん
で
す
。
だ
け
ど
こ
れ
を
い
う
と
、
経
済
学
を
全
部
ひ
っ
く

り
返
す
よ
う
な
議
論
に
な
つ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
ね
、
大
き
な
声

で
い
え
ば
。
誰
も
本
気
に
し
て
く
れ
な
い
と
思
う
け
れ
ど
も
。

宮
暗
　
だ
い
た
い
い
ま
ま
で
は
、
こ
う
い
う
感
じ
で
［
上
が
っ

た
り
下
が
っ
た
り
し
て
］
動
き
ま
す
か
ら
ね
。

中
村
　
し
か
も
、
物
価
が
上
が
っ
て
い
る
状
況
の
も
と
で
は
、

実
質
で
比
較
す
る
と
い
う
の
は
意
味
が
あ
る
ん
で
す
。
い
ま
の

よ
う
に
デ
フ
レ
で
物
価
が
下
が
っ
て
い
る
時
に
、
実
質
で
比
較

す
れ
ば
、
景
気
が
悪
く
て
物
の
値
段
が
下
が
っ
て
い
る
と
い
う

の
は
隠
れ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
ね
。

宮
崎
　
特
に
イ
ン
フ
レ
が
激
し
い
時
と
か
、
デ
フ
レ
が
激
し
い

時
は
、
名
目
で
議
論
し
な
け
れ
ば
と
く
に
企
業
の
実
態
は
ね
か

静
7
1
日
本
経
済
新
聞
社
社
長
。
昭
和
二

（一

纉
�
Z
）
年
九
月
一
日
生
ま
れ
。

昭
和
二
七
年
日
本
経
済
新
聞
社
入
社
、

編
集
局
次
長
兼
経
済
部
長
、
編
集
局

等
を
経
て
、
平
成
五
年
よ
り
同
社
社

長
。
十
五
年
辞
任
。

・・

V2

ｼ
目
値
は
、
当
該
の
期
の
市
場
価

格
で
評
価
さ
れ
た
価
値
額
の
こ
と
。

実
質
値
は
、
特
定
年
次
の
価
格
体
系

を
基
準
と
し
、
こ
れ
を
不
変
と
み
な

し
て
評
価
換
え
し
、
物
価
変
動
の
影

響
を
除
去
し
た
（
不
変
価
格
表
示
）

価
値
額
。
経
済
活
動
の
純
成
果
を
異

年
次
に
亘
っ
て
比
較
す
る
の
に
便
利

で
あ
る
。
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EEIE　IE　IS
ら
な
い
で
す
ね
。
た
だ
み
ん
な
名
目
で
考
え
よ
う
と
い
っ
た
ら
、

大
問
題
で
す
よ
ね
。

中
村
　
大
問
題
だ
け
れ
ど
も
、
い
ま
は
名
目
で
な
い
と
具
合
が

悪
い
と
思
い
ま
す
ね
。
消
費
な
ん
か
い
い
例
で
す
よ
ね
。

宮
暗
　
そ
う
で
す
ね
。
物
流
な
ん
か
は
ど
う
で
し
ょ
う
ね
。

中
村
　
物
流
も
名
目
で
し
ょ
う
ね
。
．

宮
崎
　
例
え
ば
貨
物
は
動
い
て
い
て
も
収
益
が
上
が
ら
な
い
と

い
う
よ
う
な
時
は
、
名
目
も
大
事
だ
し
、
貨
物
が
動
く
と
い
う

こ
と
自
体
は
や
は
り
実
質
で
し
ょ
う
。

中
村
　
え
え
。
そ
れ
は
い
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
問
屋

さ
ん
の
売
上
が
百
万
円
あ
っ
た
も
の
が
九
十
五
万
円
に
な
る
と

い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
と
す
る
と
一
。
九
十
五
万
円
で
は

五
％
下
が
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
け
れ
ど
、
物
価
が
下
が
る

と
実
質
で
は
減
ら
な
い
わ
け
で
す
。
イ
ン
フ
レ
的
な
時
は
実
質

で
み
て
い
て
い
い
と
思
う
け
れ
ど
、
ど
う
も
こ
の
ご
ろ
は
一
。

宮
暗
　
構
造
政
策
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
い
う
原
因
は
、
財
政

に
も
金
融
に
も
そ
れ
ぞ
れ
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
財
政
と
金
融

の
関
係
が
う
ま
く
な
い
と
い
う
こ
と
が
一
番
大
き
い
ん
じ
ゃ
な

い
で
す
か
ね
。
バ
ブ
ル
が
発
生
し
た
時
に
は
、
や
は
り
金
融
政

策
に
負
担
が
か
か
り
過
ぎ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
れ

が
日
本
銀
行
の
独
立
性
と
い
う
問
題
を
提
起
し
た
。
そ
れ
で
日

本
銀
行
の
制
度
改
革
を
や
っ
て
、
独
立
性
が
わ
り
あ
い
は
っ
き

り
し
て
き
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
景
気
が
こ
う
い
ふ
う
に
な
っ

て
く
る
と
、
ま
た
政
治
の
ほ
う
で
日
本
銀
行
に
注
文
を
つ
け
て

い
る
。
で
実
際
に
は
、
い
ま
金
融
政
策
に
負
担
が
か
か
り
過
ぎ

て
い
る
と
思
い
ま
す
ね
。
そ
れ
を
も
っ
と
か
け
よ
う
と
い
う
こ

と
で
、
日
本
銀
行
を
も
う
一
度
変
え
よ
う
な
ん
て
い
う
動
き
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
危
な
い
で
す
ね
。
・

■
現
在
の
構
造
改
革
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
さ

宮
崎
　
構
造
対
策
の
問
題
に
戻
り
ま
ず
け
れ
ど
も
、
い
ろ
い
ろ

　
や
る
構
造
対
策
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
す
ね
。
例
え
ば
国
際
化
を

進
め
る
た
め
に
規
制
緩
和
を
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
・
と
か
な

ん
と
か
と
い
う
。
資
本
が
入
っ
て
来
や
す
い
と
か
、
出
や
す
い

と
か
、
そ
う
い
う
規
制
緩
和
は
や
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
輸
入

制
限
と
い
う
点
に
な
る
と
、
こ
れ
に
は
構
造
改
革
は
目
を
つ
ぶ

　
つ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
　
い
ま
中
国
と
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
っ
て
、
中
国
の
経
済
力
が

「
急
速
に
大
き
く
な
っ
て
き
て
、
脅
威
じ
ゃ
な
い
か
な
ん
て
い
う

議
論
が
あ
る
。
だ
か
ら
、
あ
る
程
度
中
国
の
も
の
を
輸
入
制
限
、

す
る
の
は
や
む
を
得
な
い
と
い
う
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
構
造
改

革
の
方
向
と
は
逆
行
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
ど
う
も
輸
入
が
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
く
る
け
れ
ど

も
、
中
国
の
元
が
安
す
ぎ
る
か
ら
切
り
上
げ
る
べ
き
だ
と
い
っ

て
い
る
。
い
ま
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
同
じ
よ
う
に
円
に
注
文

が
つ
い
た
ら
主
権
へ
の
介
入
だ
と
反
発
し
て
い
た
連
中
が
、
今

度
は
中
国
に
対
し
て
は
切
り
上
げ
う
と
い
う
。
前
は
切
り
下
げ

う
と
言
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
ゴ
そ
う
い
う
ふ
う
に
注
文
を
つ
け

る
。
し
か
も
今
回
の
場
合
も
、
も
う
す
で
に
ア
メ
リ
カ
や
中
国
、

ア
ジ
ア
か
ら
反
発
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
日
本
は
円

安
が
い
い
も
の
で
す
か
ら
、
向
こ
う
に
早
く
上
げ
う
と
言
っ
て

い
ま
す
。
ち
ぐ
は
ぐ
な
規
制
緩
和
、
ち
ぐ
は
ぐ
な
構
造
改
革
で
、

国
民
に
直
接
目
に
つ
か
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
で
の
し
わ
寄
せ

が
、
構
造
改
革
の
中
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。
対
外
的
な
改
革
が

　
一
番
遅
れ
て
い
る
ん
で
す
。

　
だ
か
ら
、
構
造
改
革
の
目
的
の
↓
つ
は
、
「
外
に
開
か
れ
た
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経
済
社
会
を
つ
く
る
」
（
平
岩
レ
ポ
ー
ト
）
た
め
の
構
造
改
革

で
あ
る
の
に
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
は
黙
っ
て
、
自
分
の
庭
だ
け
き

れ
い
に
し
ょ
う
と
い
う
構
造
改
革
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
や

は
り
小
泉
内
閣
で
も
直
っ
．
て
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま

す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
カ

中
村
　
中
国
と
は
こ
の
ご
ろ
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
も
め
て
い
ま
す
ね
。

特
に
ネ
ギ
の
輸
入
だ
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
で
も
め
て
い
る
で

し
よ
・
つ
。

森
　
ネ
ギ
と
し
い
た
け
、
タ
タ
ミ
表
で
す
ね
。

宮
崎
　
あ
れ
も
国
際
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
、
日
本
の
商
社
が

行
っ
て
い
ろ
い
ろ
指
導
し
て
日
本
に
持
っ
て
来
て
い
る
こ
と
も

あ
る
わ
け
で
す
ね
。

中
村
　
三
三
ミ
表
な
ん
て
、
明
ら
か
に
日
本
で
し
か
使
わ
な
い

も
の
だ
か
ら
。

宮
暗
　
日
本
の
会
社
が
行
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
指
導
し
て
い
る
わ

け
で
す
。
だ
か
ら
行
っ
た
日
本
の
企
業
と
、
そ
の
競
争
を
受
け

て
い
る
日
本
の
企
業
の
利
害
調
整
の
問
題
な
ん
で
す
ね
。
そ
れ

を
み
ん
な
1
中
国
が
悪
い
と
い
う
こ
と
に
し
て
い
る
。
お
か
し

な
日
本
の
「
国
際
化
」
で
す
ね

森
タ
オ
ル
な
ん
か
が
そ
の
利
害
調
整
が
、
同
じ
地
域
で
起
き

た
こ
と
で
す
ね
。

宮
崎
　
そ
う
で
す
ね
。
一
時
日
本
が
ア
メ
リ
カ
に
向
か
っ
て
け

し
か
ら
ん
注
文
を
つ
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
同
じ
こ
と
を
、

い
ま
途
上
国
に
対
し
て
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
ね
。

」

骨
7
3
日
本
は
中
国
に
対
し
セ
ー
フ
ガ
ー

ド
を
発
動
し
、
中
国
側
が
こ
れ
に
対

し
反
発
を
し
て
い
る
件
を
指
す
。
セ

ー
フ
ガ
ー
ド
と
は
、
輸
入
急
増
で
国

内
の
生
産
者
が
重
大
な
損
害
を
受
け

る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
政
府
が
輸

入
を
一
時
的
に
制
限
す
る
措
置
の
こ

と
。
世
界
貿
易
機
関
（
W
T
O
）
が

認
め
て
い
る
規
則
で
、
輸
入
増
と
国

内
生
産
者
が
受
け
た
損
害
に
明
確
な

因
果
関
係
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
発
動

条
件
に
な
る
。
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　　　　宮崎　勇

オーラルヒストリー

「失われた十年」とは、何か

　　　　　　第10回

［2002年2月25日　14：00～16＝00］

〔インタビュアー〕（肩書きはインタビューの時点）

中村隆英（棘大学名誉教授）

：藤井　信幸（東洋大学教授）

森直子（va研究大学院大学リサーチアシスタント）

村井哲也（都立大学大学院博士課程）　　（於，（株）大和柵赤坂事務所）



第10回質問項目 開催日：平成14年2月25’

開催場所：大和総研　赤坂分室

今回は、準備していただいた項目に添って、村山内閣の経済政策についてお伺いしたいと思います。

①1994年6月30日に発足した村山内閣は、tO月7日には10年間で630兆円の公共投資基本計画

　を肇表し、さらに11月25日には、税制改革関連4法案（改正所得税法・所得税法、95年分特

　別減税法、減税特例公債法、改正地方税法）を成立させるなどの経済対策を打ち出しまし

　た。以前に伺ったお話と重複するところもあると思いますが、村山内閣発足直後の軽済対策

　の効果についてのご意見を伺えますでしょうか。

②先生は、1995年8月8日に村山改造内閣が発足した時に、経済企画庁長官に就任されており

　ます。金融機関の破綻・不良債権問題、また1月に発生した阪神大震災の復興対策など様々

　な課題が山積した状況でのご就任でした。そうした中、9月20日には、総事業費14兆2，200

　億円（うち公共投資12億8，100円）の経済対策を決定されています。こうした対策の背景な

　どお話いただけますでしょうか。

③1995年11月29日には、経済審議会が新経済6力年計画「構造改革のための経済社会計画」を

　政府に答申し、構造改革を推進して3．5％の経済成長を目指すことをうたっています。その

　後、村山内閣は、1996年の年明けに橋本連立内閣へと政権を譲りました。この計画のその

　後などについておきかせ願えますでしょうか。

④村山内閣では、1995年4月の第4次円高（4月tg日に1ドル79円台に突入）の後、その対策と

　して、補正予算財源に赤字国債の充当、規制緩和5力年計西の二年短縮実施を含む緊急経済

ﾎ策を決定します。この時の円高は、4月25日のG7における円安・ドル高誘導（＝逆プラザ

　合意）を行なったこと等もあって、夏までには円高が沈静していきます。

　他方、1995年1月は、WTO（世界貿易機関）の発足など、’経済のグローバル化が急速に進

　嘱していました。こテした国際経済の動向と村山内閣の対応に関し、ご意見を伺えますで

　しょうか？

　Cf，アメリカ株式市場の好況（1995年11月20日ダウ平均株価5，000ドル台突入）「

⑤村山政権の最後に、住専問題を処理するため、住専7社の整理精算‘三財政資金を投入する

案を閣議三三しました。この件に回し、ご意見など伺えましたらお願いいたします。
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中
村
　
こ
の
ご
ろ
は
私
は
リ
タ
イ
ア
し
て
い
る
と
い
う
感
じ
が

強
い
で
す
。

宮
崎
　
リ
タ
イ
ア
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
な
い
で
下
さ
い
。
こ
う

い
う
［
世
界
恐
慌
か
ら
教
訓
を
得
る
と
い
っ
た
問
題
］
は
大
事

で
す
ね
。
是
非
、
こ
れ
か
ら
も
先
生
に
い
ろ
い
ろ
御
発
言
願
わ

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。

中
村
　
新
聞
を
見
て
い
る
と
、
気
に
は
な
り
ま
す
ね
。

宮
崎
　
戦
前
の
世
界
恐
慌
と
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
み
る
と
巳

本
経
済
も
世
界
経
済
も
非
常
に
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
で
し
ょ

う
。
そ
の
規
模
と
深
刻
さ
は
戦
前
の
方
が
厳
し
い
で
し
ょ
う
け

れ
ど
。

中
村
　
特
に
ア
メ
リ
カ
の
昨
年
（
二
〇
〇
一
年
）
九
月
以
降
変

で
す
ね
。
あ
の
一
件
が
世
界
の
あ
ち
こ
ち
に
響
い
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
ね
。
お
ま
け
に
ブ
ッ
シ
ュ
さ
ん
は
、
ア
フ
ガ
ン

だ
け
な
ら
ま
だ
し
も
、
イ
ラ
ク
も
や
る
と
か
言
っ
て
い
る
か
ら
、

余
計
お
か
し
く
な
り
ま
す
ね
。

宮
暗
　
経
済
の
話
で
は
な
い
ん
で
す
が
、
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
も
何
と
は
な
し
に
す
っ
き
り
し
な
い
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
し
た
ね
。
今
日
で
終
わ
り
ま
し
た
け
れ
ど
。

森
　
最
後
の
最
後
ま
で
メ
ダ
ル
の
件
で
も
め
ま
し
た
ね
。

宮
崎
　
私
自
身
は
そ
ん
な
に
極
端
な
愛
国
者
じ
ゃ
な
い
ん
で
す

が
、
そ
れ
に
し
て
も
今
の
ア
メ
リ
カ
は
ど
う
も
一
。

中
村
　
失
格
だ
と
い
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
対
抗
す
る
国
が
落
と
さ

れ
て
い
く
か
ら
、
お
か
し
い
で
す
ね
。
愛
国
者
と
か
い
う
こ
と

で
は
な
く
て
一
。

宮
崎
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
、
も
っ
と
素
直
に
楽
し
む
会
に
す

れ
ば
い
い
ん
で
す
ね
。
「
国
の
名
誉
が
か
か
っ
て
い
る
」
な
ん

て
強
調
し
す
ぎ
で
す
ね
。

中
村
　
特
に
ア
メ
リ
カ
人
と
い
う
の
は
、
あ
あ
い
う
と
き
に
他

人
を
押
し
の
け
て
で
も
メ
ダ
ル
を
取
ろ
う
と
す
る
ん
で
す
ね
。

妙
曲
　
日
本
の
新
聞
も
そ
う
で
す
が
、
そ
う
い
う
関
心
と
い
う

か
傾
向
が
強
い
で
す
ね
。
選
手
の
方
も
選
手
の
方
だ
と
い
う
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
ず
け
れ
ど
ね
。

中
村
　
あ
れ
は
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
に
連
盟
が
あ
っ
て
、
そ

れ
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
自
分
の
と
こ
ろ
の
選
手
を
国
費
で
無
理

や
り
出
す
ん
で
し
ょ
う
ね
。

宮
崎
　
国
費
も
多
い
で
す
ね
。

中
村
　
五
十
人
の
中
で
、
三
十
番
と
か
四
十
番
し
か
取
れ
な
い

の
が
わ
か
っ
て
い
て
出
す
ん
で
す
か
ら
ね
。

宮
様
　
し
か
も
負
け
た
選
手
が
、
「
（
参
加
す
る
こ
と
が
）
楽
し

か
っ
た
」
な
ん
て
言
う
の
は
ね
。
個
人
で
行
く
の
な
ら
楽
し
く

て
も
い
い
ん
で
す
が
、
本
来
ス
ポ
ー
ツ
は
そ
う
い
う
も
の
で
し

ょ
う
が
、
国
民
の
税
金
も
も
ら
っ
て
行
っ
て
、
負
け
て
、
楽
し

か
っ
た
と
い
う
の
は
ね
。
元
プ
ロ
野
球
の
選
手
だ
っ
た
豊
田

（
泰
光
）
さ
ん
が
新
聞
の
ス
ポ
ー
ツ
欄
で
嘆
い
て
い
ま
し
た
。

■
バ
ブ
ル
の
発
生
と
そ
の
崩
壊

宮
古
　
一
九
九
〇
年
代
は
、
日
本
経
済
は
「
失
わ
れ
た
十
年
」

と
言
わ
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
っ
た
時
期
で
す
。
「
失
わ

れ
た
十
年
」
と
い
う
の
は
必
ず
し
も
正
確
な
表
現
で
は
な
く
、
．

感
覚
的
な
も
の
で
す
が
、
面
白
い
表
現
で
は
あ
り
ま
す
。
今
へ

内
閣
府
に
い
る
原
田
泰
氏
が
初
め
て
使
っ
た
も
の
で
す
。
た
と

え
ば
、
労
働
者
は
雇
用
機
会
を
失
い
v
企
業
は
収
益
機
会
と
資

産
を
失
い
、
国
は
税
収
の
機
会
を
失
っ
た
。
ま
た
全
体
と
し
て

「
国
際
信
用
さ
え
失
っ
た
、
」
と
い
え
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
と

し
て
、
九
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
内
閣
は
い
ず
れ
も
共
通
の

テ
ー
マ
に
直
面
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
大
き
く
言
い
ま
し
て
、
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第
一
に
、
国
際
的
に
は
一
九
九
〇
年
頃
に
冷
戦
が
終
わ
っ
て
、

こ
れ
か
ら
平
和
の
時
代
が
や
っ
て
く
る
、
経
済
的
に
は
平
和
の

配
当
も
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
話
が
あ
っ
た
ん

で
す
が
、
実
際
に
は
多
く
の
地
域
や
国
で
、
内
乱
と
か
国
際
的
．

摩
擦
と
か
紛
争
が
絶
え
ず
、
平
和
の
配
当
ど
こ
ろ
で
は
な
い
時

r
代
で
し
た
。
最
も
、
例
外
的
に
ア
メ
リ
カ
は
九
〇
年
代
に
軍
事

費
を
大
幅
に
削
減
し
、
民
需
転
換
と
財
政
黒
字
化
と
い
う
形
で

「
平
和
の
配
当
」
を
受
け
ま
し
た
が
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
登
場
と

と
も
に
そ
れ
は
消
え
ま
し
た
。

　
昨
年
九
月
十
一
日
の
ア
メ
リ
カ
の
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
に
象

徴
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
住
み
よ
い
世
界
」
に
を
つ
た
と
い

う
感
じ
は
、
こ
の
十
年
間
ほ
と
ん
ど
し
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん

部
分
的
に
は
良
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
暗

黒
時
代
で
あ
っ
た
と
い
う
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
非
常
に

醗
酵
し
い
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。

　
第
二
に
、
日
本
に
と
っ
て
は
、
一
九
八
○
年
代
後
半
の
バ
ブ

ル
景
気
が
終
わ
っ
て
、
旧
本
経
済
は
一
転
し
て
低
成
長
と
社
会

的
問
題
を
引
き
起
こ
す
現
象
が
続
発
し
て
、
こ
れ
ま
た
暗
い
時

代
に
な
っ
て
い
た
。
九
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
い
ず
れ
の
内

、
閣
も
、
海
部
内
閣
か
ら
始
ま
っ
て
、
宮
澤
内
閣
で
保
守
政
権
が

終
わ
り
登
場
し
た
細
川
内
閣
、
そ
れ
か
ら
羽
田
、
村
山
、
橋
本
、

小
渕
、
森
内
閣
が
あ
っ
て
、
小
泉
さ
ん
に
な
る
ま
で
、
十
年
で

　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ユ

十
人
近
い
総
理
が
出
る
と
い
う
格
好
で
問
題
の
処
理
に
当
た

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
う
ま
く
行
か
な
い
と
い
う
状
況
が
続

い
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
第
三
に
、
国
際
的
に
見
る
と
、
市
場
経
済
の
グ
二
三
バ
リ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
と
情
報
化
が
進
ん
で
、
こ
れ
か
ら
繁
栄
の
世
紀
を
迎

え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
、
一
九
九
〇
年
代

は
最
良
の
十
年
と
い
う
こ
と
で
、
一
時
は
も
う
「
新
し
い
経
済
」

の
時
代
に
な
っ
て
、
景
気
循
環
か
ら
卒
業
し
た
、
生
産
性
の
高

い
経
済
が
持
続
す
る
ん
だ
、
と
い
う
期
待
も
あ
っ
た
ん
で
す
が
、

そ
の
ア
メ
リ
カ
経
済
も
I
T
革
命
の
激
し
い
調
整
の
時
期
を
迎

え
て
お
か
し
く
な
っ
た
。
そ
の
間
日
本
経
済
は
、
世
界
経
済
の

混
乱
の
収
束
に
対
し
て
ほ
と
ん
ど
貢
献
し
な
い
ど
こ
ろ
か
、
あ

る
面
で
は
足
を
引
っ
張
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
っ
て
い
た
。
そ

し
て
世
界
の
あ
ち
こ
ち
で
、
．
倫
理
が
改
め
て
問
わ
れ
る
よ
う
に

市
場
経
済
の
「
負
」
の
面
が
出
き
て
い
る
。

経
済
政
策
へ
の
民
間
入
の
起
用

宮
暗
　
私
は
一
九
九
〇
年
代
は
民
間
の
調
査
マ
ン
と
し
て
仕
事

を
し
て
き
て
、
基
本
的
に
は
そ
れ
ら
の
政
策
的
問
題
に
つ
い
て

第
三
者
的
に
検
証
す
る
立
場
に
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
同
時
に
、

い
ろ
い
ろ
な
形
で
政
府
と
関
わ
り
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。
役
所

を
辞
め
て
か
ら
経
済
審
議
会
の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
た
り
、
あ
る

い
は
各
省
の
審
議
会
と
か
懇
談
会
の
メ
ン
バ
ー
に
な
つ
・
た
り
し

　
　
の
　

ま
し
た
。
経
済
企
画
庁
に
つ
い
て
言
え
ば
、
九
〇
年
代
後
半

に
は
参
与
と
し
て
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
、
政
策
の

現
場
に
近
い
と
こ
ろ
に
い
た
感
じ
で
申
し
ま
す
と
、
政
府
は
問

題
の
所
在
は
あ
る
程
度
わ
か
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
適
切

な
処
方
箋
を
書
け
な
い
、
あ
る
程
度
書
け
た
も
の
に
つ
い
て
は

実
行
が
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
、
こ
ん
に
ち
ま
で
至
っ
て

い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。

　
細
川
内
閣
の
と
き
の
私
の
関
わ
り
合
い
は
、
前
回
お
話
し
し

ま
t
た
よ
う
に
、
主
と
し
て
「
平
岩
レ
ポ
ー
ト
」
の
作
成
を
通

じ
て
で
す
が
、
そ
の
あ
と
政
策
と
密
着
し
た
の
は
、
一
九
九
五

年
八
月
に
村
山
改
造
内
閣
の
一
員
と
し
て
経
済
企
画
庁
長
官
と

な
り
、
そ
れ
か
ら
半
年
足
ら
ず
で
す
が
、
九
六
年
一
月
に
辞
め

る
ま
で
の
あ
い
だ
に
い
ろ
い
ろ
な
経
済
問
題
に
取
り
組
み
ま
し

静
－
海
部
内
閣
（
「
九
八
九
年
八
月
十

日
置
｝
九
九
一
年
十
一
月
五
日
）
、
宮

澤
内
閣
（
「
九
九
一
年
十
一
月
五
日

～
一
九
九
三
年
八
月
九
田
）
、
細
川
内

閣
（
一
九
九
三
年
八
月
九
日
～
一
九

九
四
年
四
月
二
八
日
）
、
羽
田
内
閣

（「

繼
緕
l
年
四
月
二
八
日
～
一
九
九

四
年
六
月
三
〇
日
）
、
村
山
内
閣
（
一

九
九
四
年
六
月
三
〇
日
～
一
九
九
六

年
一
月
十
一
日
）
、
橋
本
内
閣
（
一
九

九
六
年
「
月
十
一
日
～
一
九
九
八
年

七
月
三
〇
日
）
、
小
渕
内
閣
（
一
九
九

八
年
七
月
三
〇
日
～
二
〇
〇
〇
年
四

月
五
日
）
、
森
内
閣
（
二
〇
〇
〇
年
四

月
五
日
～
二
〇
〇
一
年
四
月
二
六

日
）
、
小
泉
内
閣
（
二
〇
〇
［
年
四
月

、
二
六
日
～
）
。

静
2
例
え
ば
農
政
審
議
会
、
電
気
通
信

審
議
会
、
老
人
保
険
審
議
会
、
産
業

労
働
懇
談
会
な
ど
。
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た
。
そ
の
村
山
内
閣
当
時
の
政
策
と
の
関
わ
り
方
等
に
つ
い
て
、

今
日
は
主
と
し
て
お
話
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
前
に
ひ
と
こ
と
。
戦
後
歴
代
の
総
理
大
臣
は
、
政
府
を

最
大
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
政
策
の
形
成
に
活
用
し
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
が
ず
っ
と
続
い
て
い
た
わ
け
で
す
。
同
時
に
大
平

内
閣
、
あ
る
い
は
そ
の
前
の
福
田
内
閣
、
佐
藤
内
閣
で
も
若
干

み
ら
れ
た
ん
で
す
が
、
民
間
人
の
声
を
聴
く
と
い
う
こ
と
で
は

公
式
・
非
公
式
の
組
織
が
作
ら
れ
、
政
策
の
形
成
に
関
わ
っ
た

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
佐
藤
内
閣
の
時
に
は
、
以
前
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ま

少
し
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
当
時
政
務
の
秘
書
官
を
し
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
る

ら
れ
た
楠
田
實
さ
ん
が
回
顧
録
［
『
楠
田
實
日
記
』
］
を
出
し

て
い
て
、
民
間
の
人
た
ち
の
意
見
を
い
ろ
い
ろ
聴
い
た
こ
と
が

述
べ
ら
れ
て
ま
す
。
時
代
が
そ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ

る
と
思
う
ん
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
、
佐
藤
内
閣
の
時
に
は
政

治
学
者
に
比
べ
て
経
済
学
者
の
意
見
を
聴
く
と
い
う
こ
と
は
そ

れ
ほ
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

中
村
　
な
か
っ
た
よ
う
で
す
ね
。

宮
暗
　
佐
藤
さ
ん
や
楠
田
さ
ん
の
回
顧
録
を
読
ん
で
も
、
そ
の

へ
ん
は
あ
ま
り
出
て
囲
ま
せ
ん
ね
。

中
村
　
沖
縄
返
還
で
は
国
際
政
治
学
者
が
ず
い
ぶ
ん
活
躍
し
て

い
る
ん
で
す
け
れ
ど
ね
。

宮
暗
．
そ
の
後
、
福
田
内
閣
で
も
若
干
学
者
の
意
見
を
聴
く
会
・

が
設
け
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
が
、
こ
こ
に
も
加
藤
寛
さ
ん
な
ど

若
干
の
学
者
を
の
ぞ
い
て
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
あ
ま
り
出
て
こ
な

か
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
大
平
内
閣
に
な
っ
て
い

ろ
い
ろ
な
勉
強
会
が
つ
く
ら
れ
て
、
メ
ン
バ
ー
の
数
は
多
か
っ

た
ん
で
す
が
、
、
や
は
り
経
済
学
者
の
数
は
相
対
的
に
は
あ
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ヨ

多
く
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
公
文
俊
平
さ
ん

と
か
一
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

中
村
　
あ
の
と
き
は
公
文
俊
平
と
佐
藤
誠
三
郎
で
す
ね
。

黒
暗
　
佐
藤
誠
三
郎
さ
ん
は
政
治
学
者
で
す
ね
。

中
村
　
で
す
け
れ
ど
も
、
、
公
文
、
佐
藤
は
非
常
に
仲
が
良
く
て
、

パ
ー
ト
ナ
ー
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に

三
、
四
人
が
核
に
な
っ
て
、
そ
の
周
り
に
何
人
か
集
め
て
、
大

平
内
閣
の
お
手
伝
い
を
し
た
ん
で
す
ね
。

宮
暗
　
そ
の
と
き
、
内
政
と
か
外
交
と
か
政
治
の
面
に
つ
い
て

は
い
ろ
い
ろ
と
意
見
を
聴
か
れ
た
と
思
い
ま
す
。
い
い
意
見
で

あ
っ
た
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、
大
平
さ
ん
は
そ
う
い
う
声
を

聴
か
れ
た
ん
で
す
が
、
経
済
政
策
の
面
で
は
あ
ま
り
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
大
平
さ
ん
自
身
が
経
済

を
よ
く
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
あ
る
程
度
経

済
が
順
調
に
行
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
ん
で

し
ょ
う
か
。
経
済
学
者
あ
る
い
は
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
を
そ
う
い
う

ブ
レ
ー
ン
に
使
い
始
め
た
の
は
、
前
川
［
春
雄
］
委
員
会
が
で

き
た
中
曽
根
内
閣
の
と
き
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
の
場
合
も
、

学
者
と
い
う
の
は
あ
ま
り
使
わ
れ
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
前
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

委
員
会
の
少
し
前
に
、
三
菱
総
研
の
牧
野
［
昇
］
さ
ん
を
中

心
に
勉
強
会
を
つ
く
り
、
私
も
参
加
し
ま
し
．
た
が
、
こ
れ
は
あ

ま
り
成
果
が
上
が
ら
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
か
、
提
言
は
ま
と

ま
っ
た
ん
で
す
が
、
使
わ
れ
な
か
っ
た
。
中
曽
根
内
閣
で
目
立

っ
て
い
る
の
は
前
川
委
員
会
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
も
、
エ
コ

ノ
ミ
ス
ト
も
参
加
し
ま
し
た
が
、
加
藤
［
寛
］
さ
ん
な
ど
を
別

と
し
て
、
主
と
し
て
官
庁
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
を
使
っ
た
と
い
う

感
じ
で
す
ね
。

中
村
　
そ
れ
か
ら
財
界
が
土
光
［
敏
夫
］
委
員
会
で
す
ね
。

宮
暗
　
そ
れ
は
大
い
に
活
用
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は

臨
時
行
政
調
査
会
（
臨
調
）
で
し
た
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
行

政
組
織
の
改
革
、
あ
る
い
は
公
団
公
社
の
改
革
と
い
う
こ
と
で
、

●

聾
3
第
六
回
の
章
参
照
。
当
時
宮
崎
氏
は
、

佐
藤
首
相
の
経
済
演
説
の
起
草
に
個
人
的

に
携
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
「
楠
田

實
日
記
』
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

静
4
楠
田
實
著
、
和
田
純
編
・
校
訂
、
五

百
旗
頭
真
編
・
解
題
「
楠
田
實
日
記
－
佐

藤
栄
作
総
理
首
席
秘
書
官
の
一
一
〇
〇
〇
日

1
』
（
平
成
十
三
年
、
中
果
公
論
新
社
）
。

言
国
際
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
（
グ
ロ
ー
コ
ム
）

所
長
。
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
一
月
十

日
生
ま
れ
。
東
京
大
学
助
教
授
、
カ
ー
ル

ト
ン
大
学
客
員
準
教
授
を
経
て
、
昭
和
五

三
年
東
京
大
学
教
養
学
部
教
授
。
同
六
三

年
退
官
し
、
国
際
大
学
教
授
。
平
成
五
年

よ
り
現
職
。
マ
ル
ク
ス
経
済
学
、
国
際
関

係
論
を
経
て
社
会
科
学
総
合
化
を
研
究
対

象
と
し
て
い
る
。

言
東
京
大
学
名
誉
教
授
。
昭
和
七
（
一

九
三
二
）
年
七
月
八
日
生
ま
れ
。
立
教
大

学
を
経
て
、
昭
和
五
二
年
東
京
大
学
教
授
。

平
成
四
年
慶
長
義
塾
大
学
教
授
、
同
七
年

埼
玉
大
学
教
授
。
大
平
、
中
曽
根
両
首
相

の
政
策
ブ
レ
ー
ン
を
勤
め
、
臨
時
行
政
調

査
会
で
は
専
門
委
員
。
日
米
諮
問
委
．
員
会

委
員
も
務
め
た
。
平
成
十
年
よ
り
政
策
研

究
大
学
院
大
学
副
学
長
を
務
め
、
オ
ー
ラ

ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
普
及
・
推
進
に
力
を

尽
く
し
た
。

静
7
三
菱
総
合
研
究
所
特
別
顧
問
。
大
正

十
（
一
九
二
一
）
年
一
月
十
八
日
生
ま
れ
。

東
京
大
学
講
師
、
東
京
計
器
製
造
所
勤
務

を
経
て
、
昭
和
三
九
年
三
菱
製
鋼
に
転
じ
、

の
ち
取
締
役
。
同
四
五
年
、
三
菱
総
研
の

設
立
に
参
加
、
常
務
か
ら
同
五
九
年
会
長
。

経
済
発
展
に
お
け
る
科
学
技
術
の
重
要
性

を
指
摘
し
、
「
テ
ク
ノ
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」

と
も
称
さ
れ
る
。

範
8
第
九
回
の
章
、
註
三
八
参
照
。

骨
9
小
渕
内
閣
に
お
け
る
代
表
的
審
議

会
・
委
員
会
と
し
て
、
経
済
戦
略
会
議
、
及

び
「
2
1
世
紀
日
本
の
構
想
」
懇
談
会
が
挙
げ

ら
れ
る
。
経
済
戦
略
会
議
は
議
長
が
樋
口

廣
太
郎
・
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
名
誉
会
長
、
委

員
と
し
て
奥
田
碩
。
ト
ヨ
タ
自
動
車
社

長
、
伊
藤
身
重
・
東
大
教
授
な
ど
が
参
加
。

後
者
の
懇
談
会
は
座
長
に
河
合
隼
雄
・
国

際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
を
招

き
、
メ
ン
バ
ー
に
は
小
林
陽
太
郎
・
富
士

ゼ
ロ
ッ
ク
ス
会
長
、
佐
々
木
毅
・
東
大
法

学
部
長
、
宇
宙
飛
行
士
の
向
井
千
秋
さ
ん
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国
鉄
の
民
営
化
な
ど
が
一
番
大
き
か
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
際

も
、
い
わ
ゆ
る
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
声
を
聴
く
と
い
う
こ
と
は
あ

ま
り
大
き
く
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
民
営
化
に
つ
い
て
経
済

学
者
の
加
藤
寛
さ
ん
は
非
常
に
仕
事
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ

は
経
済
政
策
的
な
観
点
と
い
う
よ
り
、
行
政
の
あ
り
方
、
行
政

の
組
織
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
点
で
、
そ
れ
と
の
関
連
で
財
投

の
問
題
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、
い
わ
ゆ
る
経
済
プ
ロ
パ
ー
の
問

題
と
し
て
の
役
割
で
は
な
か
っ
た
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
細
川
内
閣
の
時
に
は
、
こ
の
前
お
話
し
し
ま
し

た
よ
う
に
、
現
役
の
官
僚
で
な
く
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
財
界
と

官
庁
出
身
の
人
た
ち
の
知
恵
を
借
り
る
と
い
う
形
で
し
た
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
き

れ
で
も
、
中
谷
［
巌
］
さ
ん
な
ど
学
者
が
直
接
政
策
に
物
を

言
う
機
会
が
だ
ん
だ
ん
大
き
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
感
じ
が
し

ま
す
。
そ
し
て
小
渕
内
閣
の
時
に
は
、
言
葉
は
悪
い
ん
で
す
が
、

や
や
無
原
則
仁
、
と
い
い
ま
す
か
個
人
的
な
好
み
で
民
澗
の
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

た
ち
を
登
用
し
た
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。
世
間
で
名
の
通

っ
て
い
る
評
論
家
と
か
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た

よ
う
な
感
じ
で
政
策
形
成
に
使
っ
た
。
そ
れ
は
そ
れ
で
結
構
で

す
が
、
実
質
的
な
影
響
力
は
依
然
官
庁
の
中
に
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
小
泉
内
閣
に
な
っ
て
か
ら
は
、
経
済
諮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
り

問
委
員
会
議
で
大
阪
大
学
の
本
間
［
正
明
］
さ
ん
と
か
東
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
に

大
学
の
吉
川
［
洋
］
さ
ん
と
か
、
そ
れ
か
ら
浜
田
宏
一
さ
ん

と
か
い
う
一
流
の
先
生
方
を
、
従
来
以
上
に
実
質
的
に
使
っ
て

お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
改
造
内
閣
で
は
才
人
の
竹
中

　
　
　
　
　
る
お

［
平
蔵
］
さ
ん
を
登
用
さ
れ
た
。
ど
れ
ぐ
ら
い
先
生
方
が
本
当

の
こ
と
を
言
え
て
い
る
の
か
、
そ
れ
が
充
分
に
取
上
げ
ら
れ
て

い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
は
っ
き
り
し
て
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
レ

る
と
思
い
ま
す
。
前
の
森
さ
ん
の
時
に
は
堺
屋
［
太
一
］
さ
ん

が
登
用
さ
れ
ま
し
た
が
、
あ
の
人
は
学
者
と
い
う
よ
り
、
作
家

　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　

　
へ
と
レ
・
つ
カ
ー

中
村
　
あ
の
人
は
非
常
に
有
能
な
評
論
家
な
ん
で
す
け
れ
ど
。

宮
崎
　
有
能
で
多
才
で
す
が
、
経
済
理
論
と
い
う
点
か
ら
い
え

ば
、
生
粋
の
専
門
家
で
は
な
い
で
す
ね
。
竹
中
さ
ん
に
つ
い
て

は
今
の
段
階
で
評
価
を
す
る
の
は
控
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
、

中
村
　
今
の
段
階
で
し
て
は
い
け
な
い
し
、
ご
本
人
が
思
う
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
ね
。

■
村
山
内
閣
へ
の
参
画

　
　
「
二
十
一
の
会
」

宮
崎
　
そ
こ
で
私
の
村
山
内
閣
の
時
の
話
に
戻
る
ん
で
す
が
、

九
五
年
八
月
の
改
造
内
閣
で
私
が
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
前
の
九
四
年
の
暮
れ
に
村
山
さ
ん
が
勉
強
会
を
つ
く

っ
て
い
る
で
す
ね
。
こ
れ
は
、
村
山
さ
ん
の
有
力
な
ア
ド
バ
イ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
お

ザ
ー
で
あ
っ
た
田
中
秀
征
さ
ん
の
発
案
で
す
。
田
中
秀
征
さ

ん
は
、
細
川
内
閣
の
時
か
ら
新
党
を
立
ち
上
げ
る
と
い
う
こ
と

で
新
し
い
政
策
を
摸
索
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
が
、
宮
澤
内
閣
の

時
に
は
政
務
次
官
と
し
て
経
済
企
画
庁
に
こ
ら
れ
、
た
ま
た
ま

宮
澤
内
閣
が
「
生
活
大
国
五
力
年
計
画
」
を
作
っ
た
と
き
の
実

質
的
な
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
で
し
た
。
私
も
経
済
審
議
会
の
メ
ン
バ

ー
と
し
て
協
力
し
ま
し
た
．
そ
れ
で
規
制
緩
和
と
か
、
い
ろ
い

ろ
な
構
造
改
革
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
そ
の
宮
澤
内
閣
で
も
細

川
内
閣
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
構
造
改
革
を
打
ち
出
す
ん
で
す
が
、

政
権
が
つ
ぶ
れ
て
し
ま
っ
た
。
つ
い
で
、
村
山
内
閣
が
で
き
た

と
き
に
、
田
中
さ
ん
は
新
党
さ
き
が
け
の
代
表
の
よ
う
な
形
で

村
山
さ
ん
の
ブ
レ
ー
ン
に
な
ら
れ
た
。
そ
し
て
総
理
官
邸
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
め

角
に
部
屋
を
も
た
れ
た
。
今
で
も
あ
る
小
さ
な
部
屋
で
す
が
、

大
食
堂
の
手
前
に
あ
る
小
さ
な
部
屋
に
田
中
秀
征
さ
ん
が
で
ん

と
構
え
て
、
い
ろ
い
ろ
ア
ド
バ
イ
ス
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
九

が
参
加
す
る
な
ど
、
小
渕
首
相
は
著
名
な

民
間
人
を
多
数
登
用
し
て
い
た
。

静
1
0
昭
和
十
九
（
「
九
四
四
）
年
三
月
十
「

日
生
ま
れ
。
昭
和
六
〇
年
よ
り
大
阪
大
門

経
済
学
部
教
授
。
昭
和
六
二
年
に
大
蔵
省

財
政
金
融
研
究
所
特
別
研
究
員
。
の
ち
大

阪
大
学
大
学
院
教
授
を
経
て
、
同
大
経
済

学
部
長
、
副
学
長
を
歴
任
。
平
成
十
四
年
、

関
西
の
四
シ
ン
ク
タ
ン
ク
が
合
併
し
誕
生

し
た
、
関
西
社
会
経
済
研
究
所
所
長
に
就

任
し
た
。

齢
H
東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教

授
。
昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）
年
六
月
三
〇

日
生
ま
れ
。
宇
沢
弘
文
、
ト
ー
ビ
ン
ら
に
指

導
を
受
け
た
。
昭
和
五
三
年
よ
り
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
立
大
学
助
教
授
。
の
ち
大
阪
大

学
助
教
授
を
経
て
、
昭
和
六
三
年
東
京
大

学
助
教
授
、
平
成
五
年
教
授
。
平
成
八
年
よ

り
現
職
。

鱒
1
2
イ
ェ
ー
ル
大
学
経
済
学
部
教
授
、
東

京
大
学
名
誉
教
授
。
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）

年
一
月
八
日
生
ま
れ
。
昭
和
五
六
年
東
京

大
学
教
授
。
同
六
一
年
よ
り
イ
エ
ー
ル
大

学
教
授
、
平
成
三
年
大
阪
大
学
客
員
教
授
。

経
済
企
画
庁
経
済
研
究
所
客
員
研
究
員
も

務
め
、
平
成
十
三
年
一
月
よ
り
初
代
経
済

社
会
総
合
研
究
所
所
長
を
務
め
る
。

聾
1
3
経
済
学
者
。
昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）

年
三
月
三
日
生
ま
れ
。
日
本
開
発
銀
行
時

代
に
米
国
留
学
。
昭
和
五
七
年
大
蔵
省
財

政
金
融
研
究
所
主
任
研
究
員
、
大
阪
大
学

助
教
授
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
客
員
准
教
授

を
経
て
、
平
成
二
年
慶
臆
義
塾
大
学
助
教

授
、
の
ち
教
授
。
小
渕
内
閣
の
経
済
戦
略
会

議
、
森
内
閣
の
一
T
戦
略
会
議
の
メ
ン
バ

ー
と
な
り
、
小
泉
内
閣
で
経
済
財
政
担
当

大
臣
と
し
て
入
閣
。
改
造
内
閣
で
は
金
融
．

担
当
大
臣
も
兼
任
。

静
1
4
作
家
、
経
済
評
論
家
。
昭
和
十
（
一
九

三
五
）
年
七
月
十
三
日
生
ま
れ
。
昭
和
三
五

年
通
商
産
業
省
入
省
、
通
商
局
、
企
業
局
、

大
臣
官
房
等
で
大
阪
万
博
、
沖
縄
海
洋
国
、

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
計
画
等
を
手
が
け
、
「
通
商

白
書
」
を
五
度
執
筆
し
た
。
昭
和
五
三
年
工

業
技
術
院
研
究
開
発
官
を
最
後
に
退
官

し
、
執
筆
、
テ
レ
ビ
、
講
演
等
で
活
躍
し
た
。

、
平
成
十
年
小
渕
内
閣
の
経
済
企
画
庁
長
官

に
民
間
人
と
し
て
就
任
し
、
森
内
閣
ま
で

留
任
し
た
。

●ひ

P5

諡
繪
�
ﾌ
章
、
註
二
六
参
照
。

・，

P6

�
Z
〇
二
年
初
夏
に
新
官
邸
が
で
き
、

こ
の
部
屋
も
実
体
的
に
は
な
く
な
っ
た
。
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四
年
の
後
半
に
勉
強
会
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
田
中
さ

ん
が
声
を
か
け
ら
れ
て
「
二
十
一
の
会
」
と
い
う
会
を
つ
く
っ

た
ん
で
す
。

　
た
し
か
九
四
年
十
一
月
に
初
会
合
を
や
っ
た
ん
で
す
が
、
正

式
の
会
合
を
毎
月
二
十
一
日
に
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
と
、
取
り

上
げ
る
問
題
は
二
十
一
世
紀
の
日
本
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
と

い
う
こ
と
で
、
そ
の
二
つ
の
「
二
十
一
」
を
引
っ
か
け
て
「
二

十
一
の
会
」
を
つ
く
っ
た
ん
で
す
。
会
と
い
っ
て
も
非
常
に
さ

さ
や
か
な
会
で
、
田
中
秀
征
さ
ん
が
宮
澤
内
閣
で
生
活
大
国
五

享
年
計
画
を
つ
く
っ
た
と
き
に
、
私
も
部
会
長
で
参
加
し
て
ま

し
た
の
で
、
グ
ル
ー
プ
を
作
る
か
ら
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
と
言
・

わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
政
治
学
者
、
外
交
問
題
の
専
門
家
、
経

済
学
者
と
い
う
こ
と
で
、
五
人
の
人
に
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
レ

私
の
ほ
か
に
東
大
の
鴨
［
武
彦
］
さ
ん
、
東
大
法
学
部
の
高

　
　
　
の
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
の

橋
進
さ
ん
、
政
治
で
は
北
海
道
大
学
の
山
口
二
郎
さ
ん
、
、
経

済
学
で
は
ず
っ
と
学
校
時
代
か
ら
田
中
さ
ん
と
一
緒
の
立
教
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
カ

学
の
斎
藤
精
一
郎
さ
ん
。
こ
の
五
人
で
会
を
作
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ロ

常
時
、
村
山
さ
ん
と
官
房
長
官
だ
っ
た
野
坂
［
浩
賢
］
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
は

が
出
て
こ
ら
れ
る
。
野
坂
さ
ん
の
前
は
五
十
嵐
［
広
三
］
さ
ん

が
出
た
ん
で
す
が
、
改
造
内
閣
に
な
っ
て
か
ら
は
野
坂
さ
ん
で

し
た
。

　
そ
う
い
う
勉
強
会
を
や
っ
て
い
ま
し
て
、
村
山
内
閣
で
何
に

取
り
組
む
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
議
論
し
ま
し
た
。
も
っ
ぱ
ら

構
造
改
革
を
い
か
に
や
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
が
中
心
テ
ー
マ

で
し
た
。
経
済
問
題
と
し
て
は
九
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、
日

本
経
済
は
低
迷
を
続
け
て
い
た
わ
け
で
す
か
ら
、
経
済
を
再
建

し
、
不
況
か
ら
脱
出
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
い
う
こ

と
が
大
き
な
柱
で
し
た
。
細
川
さ
ん
の
改
革
を
受
け
つ
ぎ
、
肉

付
し
た
も
の
で
、
今
の
小
泉
さ
ん
の
改
革
の
テ
ー
マ
な
ど
殆
ん

ど
カ
バ
ー
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
九
五
年
一
月
十

　
　
　
　
　
　
　
　
穏
盤

七
日
に
阪
神
大
震
災
が
起
こ
っ
て
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が

あ
り
、
そ
れ
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
し
て
三
月
に
オ
ウ
ム
の
サ

　
　
　
　
る
ム

リ
ン
事
件
が
あ
っ
て
、
社
会
的
な
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
で

す
か
ら
、
地
震
と
か
サ
リ
ン
の
よ
う
な
社
会
的
な
事
件
に
ど
う

対
応
す
る
か
と
い
う
問
題
も
含
め
て
、
三
つ
の
大
き
な
柱
に
つ

い
て
勉
強
す
る
機
会
を
持
ち
ま
し
た
。
景
気
回
復
、
震
災
復
興
、

危
機
管
理
改
革
を
含
め
た
社
会
安
定
の
た
め
の
対
策
で
す
ね
。

そ
し
て
、
そ
う
い
う
も
の
を
カ
バ
ー
す
る
構
造
対
策
が
中
心
で

あ
り
、
そ
の
構
造
対
策
の
一
環
と
し
て
、
対
外
協
調
を
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
も
強
調
し
ま
し
た
。

　
構
造
改
革
と
い
っ
て
も
、
残
念
な
が
ら
い
ま
の
小
泉
内
閣
で

は
あ
ま
り
国
際
的
な
視
野
が
な
い
。
輸
出
入
の
問
題
や
O
D
A

問
題
で
も
構
造
改
革
で
は
あ
ま
り
練
ら
れ
て
い
な
い
し
、
通
貨

対
策
に
つ
い
て
も
、
構
造
改
革
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
ん

で
す
が
、
そ
の
当
時
は
宮
澤
内
閣
以
来
、
構
造
改
革
は
国
際
的

な
視
点
か
ら
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
を
「
二
十
一
の
会
」
で
は
勉
強
し
て
い

た
わ
け
で
す
。

村
山
改
造
内
閣
へ
の
入
閣

宮
崎
　
そ
の
う
ち
参
議
院
選
挙
が
あ
っ
て
、
，
「
自
・
社
・
さ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
器

の
与
党
が
強
く
な
か
っ
た
、
投
票
率
も
低
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
、
国
民
は
村
山
内
閣
を
見
放
し
た
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、

や
や
失
望
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
改
造
内
閣
を
つ
く
る
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
、
「
二
十
一
の
会
」
の
関
係
も
あ
っ
て
、
た

ま
た
ま
私
が
閣
内
に
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
個
人
的
な
こ
と
を
申
し
ま
す
と
、
私
は
「
二
十
一
の
会
」
の

と
き
に
は
い
ろ
い
ろ
議
論
し
ま
し
た
し
、
村
山
内
閣
（
第
一
次
）

管
1
7
東
京
大
学
大
学
院
教
授
、
国
際
政

治
学
者
（
国
際
統
合
論
）
。
昭
和
十
七

（一

緕
l
二
）
年
四
月
三
日
生
ま
れ
。
早

稲
田
大
学
助
教
授
を
経
て
、
昭
和
五
六

年
よ
り
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部

教
授
、
平
成
元
年
よ
り
東
京
大
学
教
授
。

平
成
八
年
没
。

静
1
8
東
京
大
学
大
学
院
教
授
、
国
際
政

治
学
者
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
交
史
）
。
昭
和

二
四
（
一
九
四
九
）
年
一
月
四
田
生
ま

れ
。
昭
和
五
十
年
東
京
大
学
助
教
授
、

同
六
一
年
よ
り
教
授
。
東
大
法
学
部
に

新
設
さ
れ
た
国
際
政
治
史
の
初
代
担

当
者
と
な
る
。

穏
1
9
北
海
道
大
学
大
学
院
教
授
、
政
治

学
者
（
行
政
学
）
。
昭
和
三
三
（
一
九
五

八
）
年
七
月
十
三
日
生
ま
れ
。
東
京
大

学
助
手
を
経
て
、
昭
和
五
九
年
北
海
道

大
学
助
教
授
、
平
成
五
年
よ
り
教
授
。

こ
の
間
コ
ー
ネ
ル
大
学
客
員
助
教
授

を
務
め
た
。

管
2
0
立
教
大
学
教
授
、
社
会
経
済
学
者

（
社
会
計
画
論
、
金
融
論
）
。
昭
和
十
五

（一

緕
l
〇
）
年
三
月
一
一
八
日
生
ま
れ
。

昭
和
三
八
年
日
本
銀
行
入
行
、
同
四
七

年
よ
り
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
嘱

託
研
究
員
、
同
年
よ
り
立
教
大
学
講
師
、

の
ち
教
授
。
金
融
の
実
務
経
験
を
基
に
、

経
済
の
動
向
を
社
会
変
動
論
の
視
点

か
ら
分
析
し
て
い
る
。

聾
2
1
一
兀
内
閣
官
房
長
官
。
大
正
十
三
（
一

九
二
四
）
年
九
月
十
七
日
生
ま
れ
。
労

働
運
動
家
と
し
て
鳥
取
県
総
評
議
長
、

同
事
務
局
長
等
を
歴
任
。
鳥
取
県
議
、

社
会
党
鳥
取
県
本
部
委
員
長
を
務
め
、

同
四
七
年
よ
り
衆
院
議
員
。
平
成
六
年

村
山
内
閣
の
建
設
相
、
村
山
改
造
内
閣

で
は
官
房
長
官
を
務
め
た
。
平
成
八
年

政
界
引
退
。

・←

Q2

ｳ
内
閣
官
一
房
長
官
。
大
正
十
五
（
7

九
二
六
）
年
三
月
十
五
日
生
ま
れ
。
雑

穀
商
、
民
芸
会
社
、
地
方
新
聞
社
経
営

の
後
、
昭
和
三
八
年
旭
川
市
長
に
当
選
、

歩
行
者
天
国
の
さ
き
が
け
と
な
っ
た

買
物
公
園
の
設
置
な
ど
「
ア
イ
デ
ア
市

長
」
と
し
て
知
ら
れ
た
。
昭
和
五
五
年

よ
り
衆
院
議
員
。
平
成
五
年
細
川
内
閣
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に
提
言
も
し
た
わ
け
で
す
が
、
内
閣
の
中
に
入
る
こ
と
は
予
想

も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
話
が
あ
っ
て
も
、
以
前
に
も
お
話

し
た
細
川
さ
ん
の
こ
と
も
あ
る
し
、
そ
の
前
の
宮
澤
さ
ん
と
の

関
係
も
あ
る
し
、
内
閣
に
入
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
・

「
二
十
一
の
会
」
の
あ
と
で
、
田
中
秀
征
さ
ん
が
ど
う
し
て
も

内
閣
に
加
わ
っ
て
欲
し
い
と
声
を
か
け
て
き
ま
し
た
。
田
中
さ

ん
が
声
を
か
け
て
き
た
時
点
で
は
、
ま
だ
内
閣
は
は
っ
き
り
辞

職
す
る
と
い
う
段
階
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
「
私
は
入
り
ま

せ
ん
よ
」
と
い
う
話
は
し
て
い
ま
し
た
。

　
長
野
県
の
大
町
に
稲
葉
［
秀
」
ご
］
さ
ん
の
呼
び
か
け
で
作
ら

・
れ
た
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
村
と
い
う
の
が
あ
る
ん
で
す
が
、
参
議
院

選
挙
が
終
わ
っ
た
後
、
私
は
そ
こ
で
夏
休
み
を
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
内
閣
改
造
と
い
う
こ
と
で
、
バ
タ
バ
タ
と
改

造
内
閣
を
作
る
と
い
う
話
に
な
つ
で
、
八
月
七
日
の
朝
だ
っ
た

か
、
そ
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
村
に
自
民
党
の
森
［
喜
朗
］
さ
ん
か

ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。
当
時
自
民
党
は
、
連
立
内
閣

の
政
権
の
一
角
を
担
っ
て
い
た
わ
け
で
す
ね
。
河
野
洋
平
さ
ん

が
総
裁
で
、
森
さ
ん
が
幹
事
長
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
組
閣

を
相
談
す
る
と
き
に
、
自
民
党
か
ら
は
森
さ
ん
と
河
野
さ
ん
、

社
会
党
か
ら
は
総
理
の
村
山
さ
ん
と
野
坂
さ
ん
、
姦
党
さ
き
が

け
か
ら
、
武
村
［
正
義
］
さ
ん
と
田
中
秀
征
さ
ん
、
、
こ
の
人
た

ち
が
集
ま
っ
て
閣
僚
メ
ン
バ
ー
を
考
え
た
。
そ
こ
で
口
火
を
切

っ
た
の
は
村
山
さ
ん
で
は
な
く
て
田
中
さ
ん
だ
と
思
う
ん
で
す

が
、
経
済
担
当
に
宮
崎
は
ど
う
か
と
い
う
話
を
し
た
。
森
さ
ん

は
前
か
ら
よ
く
私
を
知
っ
て
お
ら
れ
た
し
、
河
野
さ
ん
も
勉
強

会
な
ど
ご
一
緒
で
し
た
か
ら
、
そ
れ
は
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
。
社
会
党
は
村
山
さ
ん
で
、
「
二
十
一
の
会
」

で
関
係
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
結
構
だ
と
い
う
。
「
さ
き
が
け
」

は
田
中
さ
ん
が
推
薦
し
て
、
武
村
さ
ん
が
そ
れ
は
結
構
だ
と
い

う
こ
と
で
、
森
さ
ん
が
代
表
し
て
私
の
と
こ
ろ
に
電
話
を
か
け

て
き
た
わ
け
で
す
。

　
　
「
急
い
で
東
京
に
来
い
」
と
い
う
も
の
で
す
か
ら
、
長
野
の

大
町
か
ら
急
遽
東
京
に
戻
り
ま
し
て
、
宮
城
前
の
パ
レ
ス
ホ
テ

ル
に
行
っ
て
、
田
中
秀
征
さ
ん
と
武
村
さ
ん
に
会
い
ま
し
た
。

そ
う
し
た
ら
、
「
こ
う
い
う
こ
と
だ
か
ら
経
企
庁
長
官
に
な
っ

て
く
れ
。
こ
こ
で
返
事
を
し
て
、
で
き
れ
ば
今
日
の
夕
方
に
組

閣
を
終
え
た
い
」
と
言
う
。
困
っ
た
な
、
と
思
っ
た
ん
で
す
が
、

も
う
既
成
事
実
に
な
っ
て
い
ま
し
て
、
し
ょ
う
が
な
い
と
い
う

と
変
で
す
が
、
「
そ
れ
じ
ゃ
あ
引
き
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
政
党
の
割
り
振

り
で
み
ま
す
と
、
自
民
党
は
こ
の
人
と
こ
の
人
と
い
う
こ
と
が

だ
い
た
い
決
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
し
、
社
会
党
は
社
会
党
で

何
人
と
い
う
こ
と
で
決
ま
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
私
の
座
る
席
な

ん
て
な
い
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
私
が
「
私
は
政
党
人
で
も
あ
り

ま
せ
ん
し
、
い
ま
さ
ら
何
党
に
入
る
と
い
う
つ
も
り
も
あ
り
ま

せ
ん
か
ら
、
や
は
り
無
理
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と
言
い
ま
し
た

ら
、
武
村
さ
ん
が
「
さ
き
が
け
の
席
を
あ
な
た
に
あ
げ
る
。
そ

れ
で
い
い
だ
ろ
う
」
と
言
う
わ
け
で
す
。
「
そ
れ
は
結
構
で
す

が
、
政
策
に
は
共
鳴
す
る
が
、
私
は
『
さ
き
が
け
』
に
入
る
つ

も
り
も
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
と
、
武
村
さ
ん
は
「
そ
れ
は
わ

か
り
ま
し
た
っ
別
に
さ
き
が
け
に
入
っ
て
も
ら
わ
な
く
て
結
構

で
す
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
、
自
民
党
と
社
会
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
お

と
新
党
さ
き
が
け
と
で
政
策
協
定
と
い
い
ま
す
か
、
政
策
合
意

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
税
制
を
改
正
す
る
と
か
、
国
会
改
革

を
や
る
と
か
、
戦
後
処
理
案
件
と
か
で
、
そ
れ
を
共
通
の
合
意

と
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
「
そ
れ
さ
え

し
っ
か
り
や
れ
れ
ば
、
さ
き
が
け
は
メ
ン
バ
ー
を
出
さ
な
く
て

も
い
い
ん
だ
。
だ
か
ら
『
さ
き
が
け
』
の
席
を
あ
な
た
に
あ
げ

の
建
設
相
、
翌
年
村
山
内
閣
で
官
房
長

官
。静

2
3
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
一
月
十
七

［
口
午
前
五
時
四
六
分
、
近
畿
地
方
を
中

心
と
し
て
起
こ
っ
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
七
・
一
一
の
直
下
型
地
震
。
神
戸
、
洲

本
で
は
震
度
六
（
烈
震
）
を
記
録
し
た
。

阪
神
間
や
淡
路
島
を
中
心
に
建
物
の

倒
壊
や
火
災
が
相
次
い
だ
。
ま
た
交
通

網
も
多
大
な
被
害
を
受
け
た
。
戦
後
最

悪
で
最
大
の
災
害
と
な
っ
た
こ
の
大

地
震
に
よ
る
被
害
は
、
死
者
六
西
三
二

人
（
二
〇
〇
〇
年
一
月
現
在
）
、
約
五
一

万
棟
の
住
宅
が
全
半
壊
、
一
部
損
壊
し
、

都
市
型
基
盤
が
ほ
ぼ
壊
滅
状
態
に
陥

っ
た
。

静
2
4
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
三
月
一
一
十

日
朝
、
東
京
都
内
の
営
団
地
下
鉄
日
比

谷
、
千
代
田
、
丸
ノ
内
線
各
線
の
五
本

の
地
下
鉄
車
内
で
、
猛
毒
の
サ
リ
ン
を

用
い
た
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
が
発
生

し
「
た
。
こ
の
犯
行
で
乗
客
や
駅
員
ら
十

二
人
が
死
亡
、
五
一
一
一
一
一
人
が
中
毒
の

被
害
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
警
視
庁
築

地
・
大
崎
署
特
捜
本
部
の
調
べ
で
、
新

興
宗
教
団
体
・
オ
ウ
ム
真
理
教
が
組

織
的
に
関
与
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

静
2
5
村
山
内
閣
に
お
け
る
与
党
は
、
戦

後
日
本
政
治
に
お
い
て
長
年
対
立
を

し
て
い
た
自
民
党
と
社
会
党
、
さ
ら
に

新
党
さ
き
が
け
の
三
党
が
連
立
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
。
だ
が
基

本
政
策
の
相
違
が
必
ず
し
も
調
整
さ

れ
ず
、
社
会
党
が
従
来
の
政
策
を
大
転

換
し
た
こ
と
な
ど
が
要
因
と
な
り
、

自
・
社
・
さ
三
党
は
平
成
七
（
一
九
九

五
）
年
七
月
一
一
三
日
に
実
施
さ
れ
た
参

院
選
で
は
敗
北
を
喫
し
、
そ
れ
ぞ
れ
議

席
を
減
ら
す
結
果
と
な
っ
た
。

楊
2
6
新
党
ざ
き
が
け
と
社
会
党
と
の
間

に
成
立
し
た
政
策
合
意
を
、
自
民
党

が
無
修
正
で
受
容
し
た
こ
と
に
よ
り
、

三
党
間
の
連
立
が
成
立
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
」
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て
、
あ
な
た
は
さ
き
が
け
代
表
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
純
．

粋
民
間
人
と
い
う
こ
と
で
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
武
村
さ

ん
が
言
わ
れ
る
の
で
、
「
そ
れ
な
ら
ば
」
と
い
う
こ
と
で
、
上

京
し
て
き
た
晩
に
組
閣
が
バ
タ
バ
タ
と
決
ま
っ
て
、
翌
日
［
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ガ

五
年
八
月
八
日
］
村
山
［
改
造
］
内
閣
が
発
足
し
た
わ
け
で
す
。

経
済
企
画
長
官
と
し
て
の
仕
事

宮
崎
　
村
山
内
閣
で
は
、
村
山
さ
ん
が
私
に
対
し
て
ま
ず
最
初

に
、
「
景
気
問
題
は
経
企
庁
長
官
が
責
任
を
持
っ
て
や
っ
て
欲

し
い
」
と
言
っ
て
、
武
村
大
蔵
大
臣
、
橋
本
通
産
大
臣
も
一
緒

に
呼
ば
れ
て
、
「
経
済
企
画
庁
長
官
に
景
気
対
策
を
や
っ
て
も

ら
う
か
ら
、
お
二
人
の
大
臣
も
よ
ろ
し
く
一
緒
に
や
っ
て
く
れ
」

と
い
う
話
が
総
理
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
私
が
や
る
仕
事
は

景
気
対
策
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
．
こ
の
点
は
前
回
お
話
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
あ
る
程
度
景
気
対
策
に
メ
ド
が
つ
い
た
と
い
う

か
、
枠
組
を
つ
く
っ
た
後
、
私
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
行
き

去
し
た
。
こ
れ
は
た
ま
た
ま
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
日
豪
閣
僚
会

議
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
に
出
席
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
ん

で
す
が
、
そ
れ
に
先
だ
っ
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
行
き
ま
し

た
。
当
時
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、
O
E
C
D
の
中
で
行
政
改

る
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
カ

革
が
最
も
進
歩
し
て
い
る
国
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
四
～
五
年
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
O
E
C
D
の
中
で
経
済
的
な
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
一
番
悪
か
っ
た
。
貿
易
は
赤
字
、
成
長
率
は
低
い
、

失
業
率
は
高
い
と
い
う
こ
と
で
、
非
常
に
成
績
が
悪
か
っ
た
ん

で
す
が
、
行
政
改
革
を
一
生
懸
命
や
っ
て
、
村
山
内
閣
が
で
き

た
頃
は
O
E
C
D
の
中
で
一
番
成
績
の
い
い
国
に
な
っ
て
い
た

ん
で
す
。
そ
れ
で
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
ど
う
い
う
構
造
改
革

を
や
っ
て
い
る
か
勉
強
し
て
き
て
、
日
本
の
構
造
改
革
に
活
か

そ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
行
き
ま
し
た
。

　
時
間
的
な
経
緯
か
ら
い
い
ま
す
と
、
八
月
に
大
臣
に
な
り
ま

し
て
、
ま
ず
景
気
対
策
だ
と
い
う
こ
と
で
、
緊
急
に
総
合
対
策
．

の
用
意
を
し
て
、
九
月
二
十
日
に
十
四
兆
円
規
模
の
総
合
経
済

対
策
、
こ
れ
は
戦
後
最
大
と
銘
打
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
を
打

ち
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
打
ち
出
し
て
《
実
施
の
た
め
の
手
順

を
決
め
て
、
す
ぐ
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
飛
び
ま
し
た
。
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
ビ
ル
・
パ
ー
チ
大
蔵
大
臣
、
ド
ナ
ル
ド
・

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
中
央
銀
行
総
裁
は
じ
め
、
行
革
担
当
次
官
と
構
造

改
革
の
問
題
を
討
議
・
検
討
し
て
、
帰
国
後
直
ち
に
規
制
改
革

を
は
じ
め
と
す
る
構
造
問
題
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
し
て
た

ま
た
ま
、
新
し
い
中
期
計
画
に
景
気
対
策
と
構
造
対
策
と
国
際

協
調
の
問
題
を
織
り
込
ん
で
、
年
末
に
村
山
内
閣
と
し
て
「
構

造
改
革
の
た
め
の
経
済
社
会
計
画
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
当
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ね

の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ボ
ル
ジ
ャ
ー
首
相
や
駐
日
大
使
で
行
革
に

熱
心
だ
っ
た
ビ
ー
バ
ー
氏
な
ど
行
革
関
係
の
責
任
者
と
は
今
も

つ
き
合
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
一
連
の
手
筈
が
整
い
ま
し
た
。
総
合
対
策
で
景
気
の

て
こ
入
れ
を
は
じ
め
ま
し
た
。
そ
し
て
構
造
対
策
を
織
り
込
ん

で
五
ヶ
年
計
画
を
つ
く
っ
て
、
い
よ
い
よ
新
し
い
年
だ
と
い
う

こ
と
で
一
九
九
六
年
を
迎
え
る
わ
け
で
す
。
私
も
身
を
引
き
締

め
て
問
題
に
取
り
組
も
う
と
覚
悟
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
一
月

の
初
め
、
国
会
が
始
ま
る
直
前
に
、
村
山
さ
ん
が
内
閣
を
投
げ

出
さ
れ
、
私
も
当
然
辞
任
し
、
政
策
の
現
場
か
ら
外
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
に
つ
い
て
、
あ
ま
り
細
か
く
お
話
し
す
る

こ
と
も
な
い
と
思
い
ま
す
が
一
。

r
中
村
　
い
や
、
で
き
れ
ば
そ
の
へ
ん
を
少
し
詳
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

静
2
7
表
一
参
照
。

晶
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
行

政
改
革
は
、
「
小
さ
な
政
府
」
を
目
標

と
し
て
掲
げ
、
通
産
省
、
建
設
省
等

を
廃
止
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ボ
ル

ジ
ャ
ー
政
権
下
で
は
行
政
改
革
、
主

要
産
業
の
規
制
緩
和
等
に
加
え
て
、

医
療
・
福
祉
・
保
健
と
い
っ
た
社
会

保
障
に
お
け
る
規
制
緩
和
に
も
重
点

が
置
か
れ
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
、
公

務
員
は
約
七
万
六
千
人
か
ら
三
万
六

千
人
へ
と
削
減
さ
れ
る
た
。

鱒
2
9
図
一
参
照
。

静
3
0
ぎ
需
「
魑
番
∋
霧
田
「
雪
9
5
（
一
九

三
五
～
　
）
元
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

首
相
。
高
校
中
退
後
、
実
家
の
農
場

で
働
き
つ
つ
、
農
業
組
合
内
で
の
地

位
を
築
い
た
。
一
九
七
二
年
国
会
議

員
二
初
当
選
。
漁
業
相
、
労
相
を
歴

任
し
、
一
九
八
三
年
に
は
国
際
労
働

機
構
（
1
」
0
）
議
長
に
就
任
。
八

六
年
よ
り
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
国
民

党
党
首
、
九
〇
年
十
月
か
ら
九
七
年

十
二
月
ま
で
首
相
を
務
め
た
。
現
在
、

O
B
サ
ミ
ッ
ト
の
メ
ン
バ
ー
。
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村
山
政
権
下
の
経
済
対
策
－
財
政
出
動

宮
崎
　
経
済
政
策
に
つ
い
て
は
、
前
回
も
若
干
申
し
上
げ
ま
し

た
が
、
と
に
か
く
何
か
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
切
迫

し
た
時
で
し
た
。
私
が
大
臣
に
な
り
ま
し
た
と
き
に
は
、
月
例

報
告
で
は
「
景
気
の
足
踏
み
状
態
が
続
い
て
い
る
」
と
い
う
表

現
が
ず
っ
と
続
い
て
い
、
た
ん
で
す
。
ち
ょ
う
ど
小
渕
内
閣
、
小

泉
内
閣
の
時
に
、
「
経
済
は
悪
化
し
て
い
る
」
「
経
済
の
悪
化
が

な
お
続
い
て
い
る
」
「
さ
ら
に
悪
化
し
て
い
る
」
と
い
う
見
出

し
が
続
い
て
い
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
「
経
済
は
足
踏
み
状
態

で
あ
る
」
「
引
き
続
き
足
踏
み
状
態
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
な

表
現
が
ず
っ
と
続
い
て
い
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
あ
い
だ
に
失
業

率
が
だ
ん
だ
ん
高
ま
っ
て
く
る
と
い
う
状
況
で
し
た
。
ま
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
カ

ニ
％
台
で
し
た
が
、
前
回
グ
ラ
フ
で
見
た
よ
う
に
、
そ
ろ
そ

ろ
三
％
に
な
る
と
い
う
状
況
で
し
た
。
で
す
か
ら
、
こ
れ
は
と

に
か
く
景
気
対
策
を
急
が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
当
時
政
府
は
、
九
五
年
の
成
長
率
を
二
・
八
％
に
想

定
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
私
は
と
て
も
そ
ん
な
に
行
く
よ
う
な

状
況
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
失
業
問
題
は
、

ま
だ
二
％
台
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
毎
月
上
昇
す
る
よ
う
な
感

じ
で
、
こ
れ
は
「
胸
が
痛
む
」
と
い
う
と
大
袈
裟
に
き
こ
え
る

か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
率
直
に
い
っ
て
、
そ
う
い
う
感
じ
が

あ
っ
て
、
と
に
か
く
何
か
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま

し
た
。

　
私
は
大
臣
に
な
っ
て
初
め
て
の
記
者
会
見
で
も
そ
の
点
は
明
、

確
に
説
明
し
ま
し
た
。
も
っ
と
も
置
初
め
て
の
記
者
会
見
の
と

き
か
ら
事
務
方
に
は
「
政
府
の
成
長
率
見
通
し
は
不
可
能
で
あ

る
ど
い
わ
な
い
で
欲
．
し
い
と
」
強
く
言
わ
れ
ま
し
た
が
。

　
そ
し
て
そ
れ
ま
で
の
統
計
を
見
る
と
、
景
気
刺
激
策
は
そ
れ

な
り
に
や
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
ま
だ
腰
の
据
わ
っ
た
景
気
対

策
は
や
っ
て
い
な
い
。
金
利
の
引
き
下
げ
も
遅
れ
て
い
る
し
、

小
幅
だ
。
財
政
の
方
は
お
っ
か
な
び
つ
ぐ
り
の
や
り
方
で
、
思

う
よ
う
な
効
果
も
出
て
い
な
い
。
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、

私
が
村
山
さ
ん
か
ら
、
「
と
に
か
く
景
気
対
策
だ
」
と
い
わ
れ

た
と
き
に
は
、
こ
れ
は
財
政
の
出
動
が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
っ
た
ん
で
す
。

　
そ
の
当
時
も
、
財
政
を
や
っ
て
も
効
果
が
な
い
ん
だ
と
い
う

議
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
、
実
際

に
は
公
共
投
資
を
や
っ
て
い
る
ど
言
い
な
が
ら
公
共
投
資
を
や

っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
念
が
私
に
は
強
か
っ

た
。
と
い
う
こ
と
で
、
や
は
り
公
共
投
資
を
増
や
し
て
、
景
気

を
刺
激
し
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
も
小

振
り
の
出
遅
れ
の
財
政
支
出
で
は
効
果
が
な
い
か
ら
、
な
る
べ

く
大
型
に
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、
全
体
と
し
て
十
四
兆
円
の
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
お

経
済
規
模
に
し
た
わ
け
で
す
。
そ
の
当
時
か
ら
「
真
水
」
な

ん
て
い
う
変
な
言
葉
が
出
て
く
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
は
地
方

に
期
待
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
か
、
民
間
が
そ
れ
に
つ
い

て
く
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
う
い
う
も

の
を
全
部
合
わ
せ
て
十
四
兆
円
で
、
本
当
に
政
府
の
予
算
か
ら

ぎ
り
ぎ
り
出
す
の
は
八
兆
円
ぐ
ら
い
で
は
な
い
か
、
と
い
う
議

論
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
の
と
き
用
意
し
た
私
た
ち
の
案
で

は
真
水
部
分
の
八
兆
円
で
も
従
来
の
真
水
に
比
べ
る
と
際
立
っ

て
大
き
か
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
そ
の
当
時
は
、
国
際
的
に
も
日
本
の
景
気
を
早
く

よ
く
七
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
特
に
内
需
中
心
に
よ
く
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
な
ん
や
か
ん

や
と
景
気
対
策
の
催
促
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
当
時
は
ア
メ
リ

．
カ
も
日
本
は
公
共
投
資
を
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ

脅
3
1
第
八
回
の
章
、
図
一
参
照
。

・←

R2

ｵ
密
な
定
義
付
け
は
さ
れ
て
い
な

い
が
、
　
［
般
的
に
は
「
G
D
P
（
付

加
価
値
）
を
直
接
増
や
す
効
果
の
あ

る
対
策
」
が
ど
れ
ほ
ど
あ
る
か
を
測

る
概
念
。
具
体
的
に
は
公
共
事
業
費

の
う
ち
、
用
地
取
得
費
（
事
業
費
の

｝
五
％
程
度
）
を
除
い
た
部
分
の
費

用
を
指
す
。
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と
で
、
ア
メ
リ
カ
大
使
館
か
ら
い
ろ
い
ろ
話
が
く
る
と
同
時
に
、

本
国
の
財
務
省
か
ら
い
ろ
い
ろ
ハ
ッ
パ
を
か
け
て
く
る
。
そ
れ

で
日
本
政
府
、
特
に
大
蔵
省
も
景
気
対
策
を
や
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
大
型
の
対
策
に
踏
み
切
る
わ
け
で
す
。

　
そ
れ
で
も
最
初
の
頃
は
、
武
村
大
臣
、
篠
沢
次
官
を
は
じ
め

大
蔵
省
は
当
然
、
で
き
る
だ
け
小
さ
な
規
模
の
公
共
投
資
と
い

う
こ
と
を
言
う
わ
け
で
す
。
す
で
に
国
債
が
増
え
て
い
る
と
い

う
わ
け
で
す
。
そ
の
と
き
に
、
私
は
や
は
り
あ
る
程
度
赤
字
国

債
を
出
し
て
で
も
投
資
を
ま
か
な
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
武
村
さ
ん
を
は
じ
め
大
蔵
省
は
ぎ
り
ぎ

り
の
財
源
で
や
る
か
ら
、
国
債
だ
け
は
出
し
た
く
な
い
と
非
常

に
強
く
言
っ
て
き
ま
し
た
。

　
政
策
が
ま
と
ま
る
数
日
前
に
は
橋
本
さ
ん
（
当
時
、
通
産
大

臣
）
と
相
談
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
び
っ
く
り
し
た
ん
で
す

が
、
橋
本
さ
ん
は
そ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
役
所
の
大
臣
室
に
行

っ
た
こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
、
経
済
企
画
庁
の
大
臣
室
に
来
ら
れ

た
こ
と
が
な
．
い
ん
で
す
ね
。
政
調
会
長
と
か
大
臣
と
し
て
は
来

た
こ
と
が
な
い
と
言
わ
れ
る
橋
本
さ
ん
が
、
秘
書
官
の
江
田
さ

サ
おん

と
二
人
で
私
の
と
こ
ろ
に
来
ら
れ
て
、
な
る
べ
く
大
型
の

景
気
対
策
を
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
そ
の

と
き
に
、
前
に
も
話
し
ま
し
た
よ
う
に
「
対
外
的
に
、
特
に
ア

メ
リ
カ
に
対
し
て
、
景
気
対
策
を
思
い
切
り
や
っ
て
い
る
ん
だ

よ
と
い
う
こ
と
で
、
国
債
を
出
そ
う
。
赤
字
に
な
っ
て
も
、
そ

う
し
て
ま
で
も
対
策
を
打
つ
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
示

そ
う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
橋
本
さ
ん
が
言
わ
れ
た
ん
で
す
。
私
も

そ
う
い
う
つ
も
り
で
し
た
か
ら
、
「
そ
れ
は
大
い
に
結
構
で
す

ね
」
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
話
を
武
村
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
持
っ

て
い
っ
た
。

　
武
村
さ
ん
は
、
「
い
や
、
そ
ん
な
こ
と
ま
で
し
て
や
る
必
要

が
あ
る
の
か
」
と
だ
い
ぶ
躊
躇
さ
れ
ま
し
た
が
、
な
お
勉
強
し

て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
で
、
最
初
は
別
れ
ま
し
た
。
そ
の
あ

と
大
蔵
省
の
事
務
当
局
も
い
ろ
い
ろ
財
源
を
探
し
て
く
る
ん
で

す
が
、
や
は
り
あ
る
程
度
国
債
を
出
し
た
方
が
い
い
だ
ろ
う
、

外
向
け
の
格
好
が
い
い
、
国
債
を
出
し
て
ま
で
も
や
る
ん
だ
と

い
う
こ
と
で
格
好
が
い
い
と
思
い
ま
し
た
。
確
か
に
大
蔵
省
が

無
理
を
し
て
、
そ
れ
こ
そ
隠
れ
財
源
的
な
も
の
ま
で
動
員
す
れ

ば
新
規
に
国
債
を
出
さ
な
く
て
も
よ
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
で
す
け
れ
ど
も
、
敢
え
て
そ
こ
は
出
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

当
時
大
蔵
次
官
は
篠
沢
［
恭
助
］
さ
ん
だ
つ
た
ん
で
す
が
、

「
そ
う
い
う
こ
と
に
し
ま
し
よ
う
」
と
踏
ん
切
ら
れ
て
、
非
常

に
大
き
な
対
策
を
出
し
た
ん
で
す
。

　
そ
れ
を
実
行
す
る
前
に
、
閣
議
あ
る
い
は
閣
僚
懇
談
会
で
、

「
こ
う
い
う
対
策
を
打
ち
ま
す
か
ら
、
各
省
協
力
を
し
て
く
だ

さ
い
」
と
言
っ
た
わ
け
で
す
が
、
や
は
り
閣
僚
の
中
か
ら
も
、

公
共
投
資
を
や
っ
て
も
あ
ま
り
効
果
が
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

か
、
う
ま
く
い
か
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
懸
念
の
声
が
出

て
き
ま
し
た
。
私
も
統
計
上
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
一
方
で
は
事
務
局
に
、
な
ぜ
今

ま
で
お
金
が
い
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
出
な
か
っ
た
の
か
、
あ
る
い

は
実
施
上
ど
う
い
う
問
題
が
あ
っ
て
、
う
ま
く
行
っ
て
い
な
い

の
か
と
い
う
こ
と
を
勉
強
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
突

っ
込
め
ば
突
っ
込
む
ほ
ど
わ
か
ら
な
く
な
る
と
い
う
状
況
で
、

そ
の
こ
と
も
あ
る
程
度
事
前
に
わ
か
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
時

間
も
な
い
こ
と
で
す
し
、
「
そ
う
い
う
こ
と
を
詮
索
す
る
の
で

は
な
く
て
、
決
ま
っ
た
も
の
を
と
に
か
く
確
実
に
や
っ
て
い
こ

う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
を
大
臣
方
に
も
、
事
務
方
に
も

話
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
前
に
話
し
た
こ
と
で
す
が
、
た
ま
た
ま
建
設
大
臣
が
森

静
3
3
江
田
憲
司
（
え
だ
　
け
ん
じ
）
。

昭
和
三
「
（
「
九
五
六
）
年
四
月
二

八
日
生
ま
れ
。
通
産
省
入
省
、
の
ち

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
留
学
。
平
成
六
年

よ
り
橋
本
通
産
相
秘
書
官
。
同
八
年

橋
本
氏
の
首
相
就
任
に
伴
い
、
内
閣

官
房
に
出
向
、
首
席
秘
書
官
に
相
当

す
る
政
務
秘
書
官
就
任
。
平
成
十
年

内
閣
総
辞
職
に
、
伴
い
退
官
。
平
成
十

四
年
一
月
よ
り
衆
議
院
議
員
。

聾
3
4
大
蔵
次
官
と
し
て
の
篠
沢
氏
の
任

期
は
、
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
五

月
二
六
日
～
平
成
八
年
一
月
五
日
ま

で
D
昭
和
十
一
一
（
一
九
三
七
）
年
三

月
一
日
生
ま
れ
。
昭
和
三
五
年
大
蔵

省
入
省
、
主
計
畑
を
歩
み
、
平
成
三

年
大
蔵
省
官
房
長
、
同
五
年
主
計
局

長
を
経
て
、
平
成
七
年
大
蔵
事
務
次

官
。
翌
年
退
官
し
、
平
成
十
年
よ
り

海
外
経
済
協
力
基
金
総
裁
。
同
十
一

年
日
本
輸
出
入
銀
行
と
の
統
合
に
よ

り
国
際
協
力
銀
行
副
総
裁
、
の
ち
総

裁
。
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aEl　EE　EEED一

［
喜
朗
］
さ
ん
、
地
方
財
政
の
関
係
で
自
治
大
臣
が
深
谷
［
隆

司
］
さ
ん
で
、
ど
ち
ら
も
い
い
意
味
で
や
り
手
の
大
臣
で
し
た
。

経
済
問
題
は
お
二
人
と
も
そ
ん
な
に
詳
し
い
わ
け
で
は
な
い
、

　
　
　
る
お

乗
数
効
果
が
ど
う
の
こ
う
の
な
ん
て
い
う
や
や
こ
し
い
こ
と

は
得
意
で
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
と
に
か
く
確
実
に
速
く
で
き

る
よ
う
に
と
、
実
務
的
に
公
共
投
資
の
支
出
と
執
行
を
両
大
臣

に
強
く
お
願
い
し
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
や
り
ま
し
ょ
う
と

い
う
こ
と
で
、
公
共
事
業
の
契
約
率
が
そ
れ
ま
で
と
比
べ
て
格

般
と
高
ま
っ
て
、
実
際
の
効
果
は
上
が
っ
た
と
、
私
は
確
信
し

て
い
ま
す
。
こ
の
前
お
話
し
し
ま
し
た
よ
う
に
、
九
五
年
度
の

「
後
半
か
ら
九
六
年
度
に
か
け
て
、
日
本
経
済
は
成
長
率
が
上
が

っ
て
き
た
と
い
う
実
績
が
あ
る
わ
け
で
す
。
O
E
C
D
で
最
も

高
い
成
長
率
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

村
山
内
閣
の
景
気
対
策
の
効
果

宮
暗
．
植
草
［
一
秀
］
さ
ん
が
”
束
の
間
の
景
気
回
復
”
と
表

現
し
て
い
て
い
ま
す
が
、
私
は
あ
の
ま
ま
行
け
ば
、
”
束
の
間
”

で
は
な
く
う
ま
く
進
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
・

す
。
も
ち
ろ
ん
、
総
合
対
策
の
効
果
だ
け
で
は
な
く
て
、
私
が

大
臣
に
な
っ
た
頃
か
ら
か
な
り
在
庫
調
整
が
進
ん
で
い
た
面
も

あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
循
環
的
に
も
い
い
時
期
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
は
事
実
で
す
。

中
村
　
そ
れ
か
ら
円
が
高
く
な
り
過
ぎ
て
い
た
の
が
一
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
だ

宮
崎
　
落
ち
着
い
て
い
た
ん
で
す
ね
。
た
ま
た
ま
香
西
［
泰
］

　
リ
ガ

さ
ん
な
ん
か
は
、
私
が
「
こ
れ
だ
け
や
っ
た
ら
効
果
が
出
る

よ
」
と
い
っ
た
ら
、
「
へ
へ
、
宮
崎
さ
ん
、
そ
れ
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
よ
。
在
庫
調
整
も
う
ま
く
進
ん
で
い
ま
す
か
ら
ね
。
、

い
い
と
き
に
大
臣
に
な
ら
れ
ま
し
た
ね
」
な
ん
て
言
っ
て
い
ま

し
た
が
、
そ
う
い
う
点
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

と
に
か
く
経
済
が
よ
く
な
っ
て
き
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、

残
念
な
が
ら
橋
本
内
閣
に
な
っ
て
、
橋
本
さ
ん
は
悔
や
ん
で
お

ら
れ
ま
す
が
、
情
報
が
う
ま
く
つ
か
め
な
く
て
、
一
転
し
て
縮

小
政
策
を
と
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
経
済
が
お
か
し
く
な
っ
た

と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

中
村
　
橋
本
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
情
報
が
上
が
っ
て
こ
な
い
と
い

う
の
は
一
。

宮
暗
　
そ
れ
は
主
と
し
て
大
蔵
省
が
は
じ
め
役
所
は
い
い
数
字

を
中
心
に
説
明
し
、
景
気
対
策
と
く
に
財
政
投
入
は
も
う
そ
ろ

そ
ろ
い
い
で
し
ょ
う
、
と
御
進
講
す
る
わ
け
で
す
ね
。

宮
崎
「
こ
れ
は
公
式
の
記
録
で
す
か
ら
、
面
白
く
も
な
ん
と
も

な
い
ん
で
す
が
、
私
が
大
臣
の
と
き
の
い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
が

書
い
て
あ
り
ま
す
［
『
宮
崎
経
済
企
画
庁
長
官
挨
拶
・
講
演
集

（
平
成
八
年
三
月
経
済
企
画
庁
長
官
官
房
企
画
課
編
）
』
を
示

す
］
。

中
村
　
こ
れ
は
公
式
記
録
で
す
ね
。

宮
崎
　
公
式
記
録
で
す
。
一
、
〇
四
ペ
ー
ジ
に
あ
る
よ
う
に
、

「
構
造
改
革
の
た
め
に
経
済
社
会
計
画
の
閣
議
決
定
」
が
あ
る

　
　
　
む
が

わ
け
で
す
。
そ
の
前
後
に
あ
る
よ
う
に
、
構
造
改
革
の
問
題

も
ず
っ
と
ト
レ
ー
ス
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
「
構
造
改
革
な

く
し
て
成
長
な
し
」
で
は
な
く
、
両
者
を
同
時
に
や
る
べ
き
と

い
う
こ
と
で
す
。

■
橋
本
内
閣
の
誤
算

宮
崎
　
さ
て
い
ま
の
橋
本
さ
ん
の
話
で
す
が
、
橋
本
さ
ん
は
経

済
問
題
に
つ
い
て
は
非
常
に
関
心
が
お
あ
り
で
、
い
ろ
い
ろ
な

現
象
に
つ
い
て
非
常
に
敏
感
に
反
応
さ
れ
る
方
な
ん
で
す
が
、

→・

R5

謗
O
回
の
章
、
註
十
三
参
照
。

静
3
6
図
二
参
照
。

鱒
3
7
当
時
、
香
西
氏
は
日
本
経
済
研
究

セ
ン
タ
ー
理
事
長
（
現
・
会
長
）
。
氏

の
略
歴
は
第
二
回
の
章
、
註
八
三
を

参
照
の
こ
と
。

鱒
3
8
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
十
二
月

｝
日
の
こ
と
。
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敏
感
に
反
応
す
る
た
め
に
は
正
確
な
情
報
が
上
が
っ
て
い
な
い

と
い
け
な
い
ん
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
残
念
な
が
ら
、
こ
ん
に
ち

流
の
言
い
方
で
い
え
ば
、
取
り
巻
き
が
悪
い
と
い
い
ま
す
か
、

官
僚
が
自
分
の
都
合
の
い
い
数
字
し
か
上
げ
な
い
と
い
う
こ
と

が
あ
っ
だ
ん
で
す
ね
。
せ
っ
か
く
景
気
が
よ
く
な
っ
て
き
た
と

こ
ろ
で
、
そ
れ
を
あ
る
程
度
続
け
て
い
う
て
、
本
当
に
よ
く
な

る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
手
を
抜
い
て
は
い
け
な
い
ん
で
す
。
と

こ
ろ
が
、
官
僚
は
も
う
そ
ろ
そ
ろ
手
を
抜
い
て
も
い
い
と
い
う
、

安
心
で
き
る
よ
う
な
数
字
し
か
上
げ
な
い
わ
け
で
す
。
そ
れ
は

私
が
い
た
経
済
企
画
庁
も
あ
る
い
は
大
蔵
省
も
悪
い
ん
で
す
け

れ
ど
ね
。

　
二
〇
〇
〇
年
．
に
橋
本
さ
ん
が
、
「
橋
本
改
革
は
な
ぜ
失
敗
し

た
の
か
」
と
い
う
こ
と
で
、
朝
日
新
聞
に
か
な
り
長
い
談
話
を

出
し
て
お
ら
れ
る
。
［
二
〇
〇
〇
年
三
月
二
十
九
日
付
下
日
新

　
　
　
　
ね
の

聞
．
を
示
す
］
。
「
情
報
入
ら
ず
判
断
に
甘
さ
」
と
ぼ
や
か
れ
て

い
る
わ
け
で
す
ね
。
た
と
え
ば
、
「
消
費
税
引
き
上
げ
な
ど
負

担
を
求
め
す
ぎ
た
政
策
が
景
気
の
腰
を
折
り
、
財
政
改
革
を
難

し
く
し
た
面
が
あ
り
ま
す
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
「
医
療

費
の
改
定
の
影
響
を
経
企
庁
が
経
済
見
通
し
の
予
測
の
中
に
正

確
に
入
れ
て
い
な
か
っ
た
。
入
れ
た
と
い
う
説
明
だ
っ
た
け
れ

ど
、
そ
こ
が
お
か
し
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
言
っ
て
い
ま

す
ね
。
そ
れ
か
ら
た
ま
た
ま
経
済
見
通
し
を
出
し
て
い
る
ん
で

す
が
、
そ
の
経
済
見
通
し
の
中
に
は
、
あ
る
程
度
将
来
も
税
金

を
上
げ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
は
ず
な
ん
で
す
が
、
そ
こ
の
と

こ
ろ
が
も
や
も
や
と
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
税
金
を
上
げ
た
り
、

社
会
保
障
費
の
負
担
を
上
げ
れ
ば
お
か
し
く
な
る
と
い
う
こ
と

が
わ
か
る
は
ず
な
の
に
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
の
数
字
を
き
ち
ん

と
経
済
官
庁
が
上
げ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
「
お
れ
は
当
然
こ
の

ま
ま
で
行
け
ば
よ
く
な
る
と
思
っ
た
」
と
橋
本
さ
ん
は
言
わ
れ

る
わ
け
で
す
ね
。

　
こ
の
前
お
話
し
し
ま
し
た
よ
う
に
、
私
も
行
政
改
革
委
員
会

委
員
長
代
理
の
時
に
、
大
蔵
省
の
人
に
「
そ
う
い
う
政
策
を
出

し
て
来
年
の
景
気
は
大
丈
夫
か
」
と
い
う
疑
問
を
出
し
た
こ
と

が
あ
る
ん
で
す
が
、
「
そ
れ
は
あ
な
た
の
権
限
外
の
問
題
で
す
」

と
バ
ネ
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。
あ
の
時
、
き
ち
ん
と
私
が
個
人
的

に
で
も
橋
本
さ
ん
に
、
景
気
の
動
き
に
は
こ
う
い
う
問
題
が
あ

り
ま
す
よ
、
と
言
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
の
か
な
と
、
そ
の
点

で
は
橋
本
さ
ん
に
悪
い
こ
と
を
し
た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と

に
か
く
そ
う
い
う
事
情
が
あ
っ
て
、
橋
本
さ
ん
は
景
気
政
策
を

途
中
で
や
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
村
山
内
閣
の
時
に

は
、
な
る
べ
く
腰
を
折
ら
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
、
い
ろ

い
ろ
な
政
策
を
切
れ
目
な
く
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、

「
切
れ
目
な
く
」
と
い
う
こ
と
が
ひ
と
つ
の
合
い
言
葉
み
た
い

に
な
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
を
プ
ツ
ッ
と
切
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。
政
策
と
い
う
の
は
、
発
動
す
る
と
き
も
終
了
す
る

と
き
も
タ
イ
ミ
ン
グ
が
大
事
で
す
。
日
本
で
は
よ
く
「
政
策
発

動
は
ト
ゥ
・
ス
モ
ー
ル
、
ト
ゥ
・
レ
イ
ト
、
解
除
は
ト
ゥ
・
ス

ー
ン
、
ト
ゥ
・
ビ
ッ
グ
」
と
批
判
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
率
直
の
と
こ
ろ
小
泉
内
閣
で
も
こ
の
点
で
は
同
じ
こ
と
を
や

っ
て
い
る
な
、
と
い
う
感
じ
が
す
る
ん
で
す
ね
。

中
村
　
そ
れ
は
ま
さ
に
そ
う
で
す
が
、
橋
本
内
閣
に
な
っ
て
か

ら
の
企
画
庁
長
官
は
ど
な
た
だ
っ
た
ん
で
す
か
。

森
　
橋
本
内
閣
の
企
画
庁
長
官
は
田
中
秀
征
さ
ん
で
す
ね
。

宮
暗
　
田
中
秀
征
さ
ん
な
ん
で
す
。
田
中
秀
征
さ
ん
は
「
景
気

は
こ
れ
で
よ
く
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
」
と
み
ら
れ
、
さ

き
が
け
の
同
志
の
武
村
さ
ん
も
「
お
金
を
つ
け
て
や
っ
た
ん
だ

か
ら
こ
れ
で
も
う
よ
く
な
っ
て
き
て
い
る
、
今
度
は
自
分
の
本

来
の
構
造
改
革
だ
」
と
い
っ
た
ん
で
す
ね
。

・・

R9

諡
繪
�
ﾌ
章
、
註
六
一
一
も
参
照
。
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中
村
　
政
治
家
っ
て
そ
う
い
う
も
の
で
す
か
ね
。
と
い
う
の
は
、

一
度
補
正
予
算
を
つ
け
て
こ
れ
か
ら
や
り
ま
す
よ
と
い
っ
て
、

そ
れ
で
も
う
よ
く
な
る
と
思
う
こ
と
が
、
経
済
屋
と
し
て
は
常

識
外
な
ん
で
す
ね
。
予
算
で
金
を
つ
け
た
ら
、
少
な
く
と
も
三

月
、
半
年
は
経
た
な
い
と
効
果
が
出
な
い
ん
で
す
ね
。

宮
暗
　
半
年
は
見
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。
計
画
ど
お
り
お
金

が
支
出
さ
れ
て
い
る
か
、
支
出
さ
れ
た
者
は
効
果
を
出
し
始
め

て
い
る
か
と
か
、
し
っ
か
り
見
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
ね
。

中
村
　
そ
の
後
ど
う
す
る
か
と
い
う
の
を
考
え
る
の
が
経
済
屋

の
常
識
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
ね
。

宮
崎
　
九
五
年
九
月
に
対
策
を
打
ち
ま
し
た
か
ら
、
効
果
が
出

て
く
る
の
は
や
は
り
年
が
明
け
て
か
ら
、
九
六
年
の
二
月
か
三

月
で
す
ね
。
政
策
は
や
は
り
ち
ょ
っ
と
続
け
な
い
と
効
果
は
わ

か
ら
な
い
で
す
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
を
、
当
時
も
今
も
エ
コ
ノ

ミ
ス
ト
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
見
落
と
し
て
い
る
。
不
勉
強
で

す
よ
。

．
中
村
　
ま
あ
半
年
は
見
て
、
そ
れ
で
ど
う
な
る
か
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

宮
崎
　
そ
れ
を
、
「
切
れ
目
な
い
」
ど
こ
ろ
か
、
切
っ
て
落
と

し
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
ね
。
そ
れ
で
は
景
気
も
悪
く
な

り
ま
す
よ
。
小
泉
さ
ん
は
同
じ
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
に
気
が

つ
か
な
い
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
あ
の
と
き
と
同
じ
問
題
が
い
ま

出
て
い
る
。
金
融
政
策
も
出
遅
れ
た
。
し
か
し
と
に
か
く
金
融

政
策
は
発
動
さ
れ
た
け
れ
ど
、
財
政
政
策
は
出
遅
れ
て
い
る
。

小
泉
内
閣
の
場
合
、
私
は
財
政
が
出
遅
れ
て
い
る
と
思
い
ぎ
す

ね
。中

村
　
そ
う
で
す
ね
。
大
蔵
省
な
ん
か
が
隠
れ
財
源
を
少
し
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
の

し
て
、
第
二
次
補
正
を
や
っ
た
け
れ
ど
。

■
村
山
内
閣
の
再
評
価

忽
忽
　
そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
、
私
は
村
山
内
閣
の
政
策
で
一

時
的
に
せ
よ
経
済
は
よ
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
も
世

間
的
に
は
そ
こ
の
と
こ
ろ
が
あ
ま
り
評
価
さ
れ
て
い
な
い
。
私

は
自
分
の
こ
と
で
す
か
ら
、
言
う
の
は
気
が
引
け
る
ん
で
す
が
、

た
ま
た
ま
先
日
、
植
草
さ
ん
も
言
わ
れ
て
い
る
し
、
吉
川
洋
さ

ん
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
れ
る
の
で
、
ち
ゃ
ん
と
統
計
を

見
れ
ば
わ
か
る
ん
だ
な
、
と
い
う
感
じ
が
し
て
お
り
ま
す
。
九

六
年
の
成
長
率
は
O
E
C
D
で
も
最
も
高
い
国
に
な
っ
て
い
ま

す
。　

た
だ
単
に
景
気
対
策
だ
け
で
は
な
く
て
、
い
ろ
い
ろ
な
政
策

で
村
山
内
閣
と
い
う
の
は
世
間
的
に
あ
ま
り
評
価
が
高
く
な
い

ん
で
す
ね
。
ど
う
し
て
評
価
し
な
い
の
か
。
内
政
の
問
題
で
も
、

私
は
村
山
内
閣
は
立
派
な
こ
と
を
や
っ
た
と
思
う
ん
で
す
が
、

一
般
に
評
価
が
低
い
。
そ
れ
は
一
つ
に
は
、
社
会
党
内
閣
だ
か

ら
ど
う
せ
何
も
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
か
、
や
っ
て
も
あ
ま
り
い

い
こ
と
は
や
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
、
誤
っ
た
先
入
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r

と
い
う
か
、
な
ん
と
は
な
い
意
識
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
植
草
さ

ん
だ
っ
て
「
社
会
党
な
の
に
意
外
に
も
」
と
い
う
よ
う
な
表
現

で
、
村
山
内
閣
そ
の
も
の
を
観
念
的
に
買
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ

が
あ
る
ん
で
す
ね
。

　
話
は
ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す
が
、
つ
い
さ
き
ご
ろ
の
文
藝
春
秋

で
福
田
和
也
さ
ん
が
歴
代
の
内
閣
の
点
数
を
つ
け
て
い
る
ん
で

　
サ
む

す
ね
。
村
山
さ
ん
は
非
常
に
低
い
。
橋
本
さ
ん
も
案
外
低
い

ん
で
す
。
評
論
家
の
中
で
も
、
、
頭
か
ら
、
社
会
党
内
閣
は
ろ
く

な
こ
と
を
や
ら
な
い
、
言
う
こ
と
は
出
来
も
し
な
い
と
い
う
先

入
観
が
あ
っ
て
、
評
価
を
し
た
が
ら
な
い
と
い
う
点
が
あ
る
と

静
4
0
補
正
予
算
と
は
基
本
的
に
は
、
災

害
復
旧
費
な
ど
年
度
当
初
で
は
予
見

し
に
く
い
追
加
経
費
を
処
理
す
る
た

め
に
、
既
定
の
予
算
に
追
加
等
の
変

更
を
加
え
る
こ
と
。
小
泉
内
閣
の
場

合
、
平
成
十
三
（
二
〇
〇
一
）
年
八

月
三
一
日
に
発
表
さ
れ
た
（
当
初
の
）

平
成
十
四
年
度
一
般
会
計
概
算
要
求

は
、
八
四
兆
八
九
九
二
億
円
。
こ
れ

に
続
き
同
年
十
［
月
、
政
府
は
「
改

革
工
程
表
」
「
改
革
先
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
基
づ
き
、
約
五
・
八
兆
円
規
模
の

［
次
補
正
を
行
っ
た
。
ま
た
同
年
十

二
月
の
二
次
補
正
で
は
、
政
府
保
有

の
N
T
T
株
の
売
却
益
を
充
て
る
こ

と
（
隠
れ
財
源
）
に
よ
り
、
約
四
兆

円
規
模
の
補
正
を
計
上
し
た
。

聾
4
1
福
田
和
也
「
採
点
『
歴
代
総
理
の

値
打
ち
」
1
伊
藤
博
文
か
ら
小
泉
純

一
郎
ま
で
一
」
（
「
文
藝
春
秋
」
第
八
、

○
三
二
号
、
二
〇
〇
一
一
年
二
月
）
よ

り
。
百
点
評
価
で
、
村
山
元
首
相
は

二
八
点
、
橋
本
元
首
相
は
四
七
点
と

し
て
厳
し
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
な

お
最
高
評
価
は
伊
藤
博
文
元
首
相
、

最
低
評
価
は
近
衛
文
麿
元
首
相
で
あ

っ
た
。
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思
う
ん
で
す
ね
。
政
治
問
題
も
そ
う
で
す
が
、
経
済
問
題
も
そ

う
で
す
。
そ
れ
が
第
一
で
す
。

　
第
二
に
、
多
く
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
た
ち
は
一
番
大
事
な
、
統

計
に
当
た
る
と
い
う
こ
と
を
し
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
公
共
投

資
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
「
公
共
投
資
を
じ
ゃ
ん
じ
ゃ
ん
や
っ

た
け
れ
ど
効
果
が
な
か
っ
た
」
と
言
う
ん
で
す
が
、
じ
ゃ
ん
じ

ゃ
ん
や
っ
て
い
な
い
わ
け
で
す
。
政
府
統
計
の
公
共
投
資
契
約

数
や
公
的
資
本
形
成
の
統
計
を
見
れ
ば
わ
か
る
わ
け
で
、
実
際

に
は
そ
れ
を
や
っ
て
い
な
い
ん
で
す
。
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
怠
慢

で
す
。

　
第
三
に
、
財
政
当
局
、
政
府
一
般
と
言
っ
て
も
い
い
ん
で
す

が
、
財
政
投
資
を
や
っ
て
効
果
が
上
が
っ
た
と
い
う
こ
と
を
い

う
と
こ
れ
か
ら
も
同
じ
こ
と
を
言
わ
れ
る
。
だ
か
ら
、
よ
く
な

っ
た
と
い
う
こ
と
を
あ
ま
り
言
わ
な
い
と
い
う
一
面
が
役
人
の

中
に
は
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
ね
。

　
公
共
投
資
な
ん
か
効
果
が
な
い
よ
、
と
言
っ
た
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
、
通
俗
的
に
言
え
ば
ア
ン
チ
・
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
は
、
そ
う
い

う
効
果
を
認
め
た
が
ら
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
わ
け
で
全
体
と

し
て
村
山
内
閣
は
あ
ま
り
評
価
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。
（
宮
暗
註
一
そ
の
点
で
は
宮
澤
さ
ん
の
経

済
政
策
を
『
老
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
の
失
敗
』
と
片
付
け
て
い
る
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
つ
い
て
も
い
え
る
と
思
い

ま
す
。
そ
う
い
う
批
判
を
す
る
人
は
、
統
計
も
み
な
い
、
素
直

で
な
い
人
で
す
ね
。
）
そ
の
と
き
に
効
果
が
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
が
き
ち
ん
と
評
価
で
き
る
な
ら
、
い
ま
の
小
泉
内
閣
に
つ
い

て
も
政
策
転
換
を
や
っ
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
声
が
も

っ
と
大
き
く
な
る
は
ず
な
ん
で
す
ね
。
そ
れ
が
な
ぜ
か
な
、
と

い
う
感
じ
が
私
は
し
て
お
り
ま
す
。

　
内
政
全
般
に
つ
い
て
の
評
価
で
も
、
村
山
さ
ん
は
そ
う
い
う

意
味
で
は
ず
い
ぶ
ん
損
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
保
守
的
な
人
は
、
村
山
内
閣
が
い
い
こ
と
を
や
っ
た
一
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ゆ

は
自
衛
隊
を
正
式
に
認
知
し
た
こ
と
だ
と
言
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
社
会
党
の
人
か
ら
見
れ
ば
、
ち
ょ
っ
と
よ
く
な
い
こ
と
で
、

そ
う
い
う
評
価
は
う
れ
し
く
な
い
だ
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
が
、

そ
の
へ
ん
の
も
や
も
や
を
そ
れ
な
り
に
き
ち
ん
と
し
た
と
い
う

こ
と
は
、
村
山
さ
ん
の
一
つ
の
功
績
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

中
村
　
あ
の
と
き
は
社
会
党
の
人
は
内
閣
に
二
人
ぐ
ら
い
し
か

入
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
。
総
理
大
臣
が
村
山
さ
ん
で
i
。

宮
崎
　
改
造
内
閣
で
は
官
房
長
官
が
社
会
党
の
野
坂
さ
ん
、
大

蔵
大
臣
が
新
党
さ
き
が
け
の
武
村
さ
ん
で
、
社
会
党
は
労
働
大

臣
に
青
木
さ
ん
、
国
土
庁
長
官
に
池
端
さ
ん
な
ど
少
数
が
入
っ

て
い
る
ん
で
す
ね
。

中
村
　
そ
の
程
度
で
し
ょ
う
。
当
時
は
二
十
何
人
閣
僚
が
い
る

わ
け
で
、
野
党
（
非
自
民
）
は
そ
れ
だ
け
な
ん
で
す
ね
。
だ
か

ら
自
民
党
内
閣
み
た
い
な
も
の
な
ん
で
す
ね
。

宮
崎
　
そ
れ
で
も
国
会
に
提
出
さ
れ
た
予
算
、
法
案
は
一
〇

〇
％
通
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
功
績
が
大
き
い

と
思
い
ま
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ゆ

　
そ
れ
か
ら
対
外
的
に
は
、
八
月
十
五
日
に
「
村
山
談
話
」

で
、
国
際
的
に
と
い
う
か
、
主
と
し
て
ア
ジ
ア
の
人
た
ち
に
向

け
て
、
過
去
の
日
本
軍
の
い
ろ
い
ろ
な
行
為
に
つ
い
て
謝
罪
を

し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
私
は
政
治
の
上
で
は
画
期
的
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
、
韓
国
や
中
国
に
何
か
言
わ
れ

る
た
び
に
、
政
府
は
「
い
や
、
『
村
山
談
話
』
で
言
っ
て
い
る

よ
う
に
、
ち
ゃ
ん
と
謝
り
ま
し
た
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言

っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
た
と
え
ば
靖
国
神
社
に
行
っ
て
批
判
が

起
こ
る
と
、
「
い
や
過
去
の
こ
と
は
こ
う
い
う
ふ
う
に
き
ち
ん

・レ

S2

ｺ
山
首
相
は
、
平
成
六
（
「
九
九

四
）
年
七
月
二
十
日
の
衆
院
本
会
議

の
各
党
代
表
質
問
に
対
す
る
答
弁
で
、

「
専
守
防
衛
に
徹
し
、
自
衛
の
た
め
の

必
要
最
小
限
度
の
実
力
組
織
で
あ
る

自
衛
隊
は
憲
法
の
認
め
る
も
の
だ
」

と
述
べ
、
社
会
党
の
首
相
と
し
て
、

自
衛
隊
は
合
憲
で
あ
る
と
の
認
識
を

公
式
に
初
め
て
示
し
た
。

⇔
4
3
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
か
ら
五
〇

周
年
に
当
た
る
平
成
七
（
一
九
九
五
）

年
八
月
十
五
日
、
村
山
首
相
は
「
遠

く
な
い
過
去
の
「
時
期
、
国
策
を
誤

り
、
戦
争
へ
の
道
を
歩
ん
で
国
民
を

存
亡
の
危
機
に
．
陥
れ
、
植
民
地
支
配

と
侵
略
に
よ
っ
て
、
多
く
の
国
々
、

と
り
わ
け
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
々
に
対

し
て
多
大
の
損
害
と
苦
痛
を
与
え
」

た
と
し
て
、
「
反
省
の
意
」
、
「
お
詫
び

の
気
持
ち
」
及
び
「
犠
牲
者
に
深
い

哀
悼
の
念
」
を
示
す
談
話
を
行
っ
た
。
、
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と
清
算
し
、
反
省
し
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
も
村
山
内
閣
の
精

神
を
踏
襲
し
て
い
ま
す
」
と
与
党
が
使
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
そ
の
問
題
も
形
の
上
で
は
す
っ
き
り
し
た

と
い
う
面
で
評
価
さ
れ
て
い
い
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
ね
。
社

会
党
内
閣
が
や
っ
た
の
は
褒
め
た
く
な
い
と
い
う
こ
と
が
一
般

に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

村
山
元
首
相
の
人
柄

中
村
　
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
つ
に
は
村
山
さ
ん
が
村

　
り
む

夫
子
と
い
う
の
か
、
い
か
に
も
そ
う
い
う
ふ
う
に
見
え
る
も

の
だ
か
ら
、
損
し
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
あ

宮
暗
　
官
房
副
長
官
を
や
っ
て
い
た
石
原
信
雄
さ
ん
、
こ
の

人
は
戦
後
一
番
長
く
官
房
副
長
官
を
や
つ
で
い
た
ん
だ
け
れ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
お

一
今
月
で
い
ま
の
古
川
［
貞
二
郎
］
さ
ん
が
並
ぶ
ん
で
す
が

一
そ
の
石
原
さ
ん
が
回
顧
録
を
昨
年
春
中
央
公
論
に
四
月
頃
書

い
て
い
ま
し
て
、
戦
後
立
派
な
内
閣
で
あ
っ
た
と
五
指
に
数
え

る
中
に
村
山
内
閣
が
入
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
し
て
そ
の
要
因

の
↓
つ
に
村
山
さ
ん
の
人
柄
を
挙
げ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
私
は

「
二
十
一
の
会
」
ま
で
は
村
山
さ
ん
と
は
あ
ま
り
突
っ
、
込
ん
だ

話
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
し
、
深
い
交
際
も
な
か
っ
た
ん
で

す
が
、
個
人
的
に
接
し
て
み
て
、
非
常
に
真
面
目
な
人
で
す
ね
。

誠
実
で
裏
表
が
な
い
。
私
生
活
も
清
潔
で
し
た
。
大
変
な
人
格

者
で
す
。

中
村
　
そ
れ
で
欲
が
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

宮
暗
　
欲
は
な
い
で
す
ね
。
変
な
欲
が
あ
っ
た
ら
、
も
う
ち
ょ

っ
と
官
邸
機
密
費
で
も
う
ま
く
使
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

中
村
　
欲
と
い
う
の
は
そ
れ
も
あ
り
ま
す
が
、
村
山
内
閣
の
功

績
だ
と
い
う
ご
と
を
後
に
残
そ
う
と
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
が
な

い
。
橋
本
さ
ん
な
ん
か
は
そ
ヶ
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま

す
ね
。

宮
崎
　
橋
本
さ
ん
は
知
り
ま
せ
ん
が
、
鈴
木
宗
男
氏
な
ん
て
い

う
の
は
そ
う
い
う
欲
が
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
自
分
が
協
力
費

の
金
を
持
っ
て
き
て
、
そ
れ
を
使
っ
て
事
業
を
や
っ
た
ん
だ
か

ら
、
こ
れ
は
鈴
木
宗
男
が
や
っ
た
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き

り
す
る
よ
う
に
し
て
く
れ
と
暗
に
要
求
し
て
い
る
、
あ
る
い
は

黙
認
し
て
い
る
わ
け
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
、

私
も
経
験
し
て
い
ま
す
が
、
自
民
党
に
行
く
と
経
済
援
助
と
い

う
の
は
評
判
が
悪
い
ん
で
す
ね
。
な
ぜ
評
判
が
悪
い
か
と
い
う

一
つ
の
理
由
に
、
せ
っ
か
く
日
本
が
援
助
を
や
っ
て
も
、
日
本

の
援
助
だ
と
わ
か
ら
な
い
。
目
に
見
え
な
い
援
助
を
や
つ
で
い

て
、
目
に
見
え
る
援
助
で
は
な
い
。
そ
れ
は
お
か
し
い
と
い
う

わ
け
で
す
。
今
に
な
っ
て
わ
か
っ
た
ん
で
す
が
、
援
助
を
し
た

ら
、
援
助
の
金
を
つ
け
た
代
議
士
の
銅
像
を
作
っ
て
も
ら
う
と

か
一
。
う
い
う
気
持
が
あ
る
の
で
は
な
い
「
か
と
い
う
感
じ
が

す
る
ん
で
す
。
だ
け
れ
ど
も
、
村
山
さ
ん
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ

が
全
然
な
か
っ
た
で
す
ね
。

　
も
ひ
と
つ
、
そ
れ
と
同
じ
よ
う
な
話
で
、
村
山
さ
ん
の
評
価

が
低
い
と
言
わ
れ
る
の
は
、
阪
神
震
災
の
時
に
対
応
が
遅
か
っ

た
。
そ
の
［
震
災
が
起
こ
っ
た
日
の
］
午
後
、
こ
れ
は
加
藤
寛

さ
ん
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
た
ま
た
ま
官
邸
に
行
っ
た
ら
、
村

山
さ
ん
が
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
と
い
う
ん
で
す
。
テ
レ
ビ
を
見

て
い
て
ど
う
し
て
悪
い
の
か
と
思
う
ん
で
す
け
れ
．
ど
、
「
大
変

な
と
き
に
官
邸
で
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
。
震
災
の
手
当
が
遅
れ

て
い
る
、
不
十
分
だ
、
村
山
は
何
を
や
っ
て
い
た
か
」
と
い
う

こ
と
を
言
う
人
が
か
な
り
い
る
わ
け
で
す
ね
。
地
震
の
専
門
家
．

や
官
邸
の
関
係
者
に
聞
き
ま
す
と
、
当
時
の
状
況
の
中
で
対
応

は
決
し
て
遅
く
な
か
っ
た
し
、
き
ち
ん
と
や
っ
て
い
た
、
と
い

う
評
価
な
ん
で
す
ね
。
た
と
え
ば
下
河
辺
［
淳
］
氏
は
、
震
災

管
4
4
　
（
そ
ん
ぷ
う
し
）
田
舎
の
学
者
。

見
識
の
狭
い
地
方
の
学
者
を
嘲
っ
て

い
う
語
の
こ
と
。
（
出
典
　
『
広
辞
苑

第
五
版
」
）

・駐

S5

ｳ
内
閣
官
一
房
副
長
官
。
大
正
十
五

（「

纉
�
Z
）
年
十
一
月
二
四
日
生
ま

れ
。
自
治
省
入
省
の
ち
官
房
長
、
財

政
局
長
、
昭
和
五
九
年
事
務
次
官
を

歴
任
。
同
六
［
年
地
方
自
治
情
報
セ

ン
タ
ー
理
事
長
を
経
て
、
同
六
二
年

置
り
内
閣
官
房
副
長
官
。
平
成
七
年

目
退
任
。
都
知
事
選
出
馬
等
を
経
て
、

地
方
自
治
研
究
機
構
理
事
長
等
を
務

め
る
。

・・

S6

煌
t
官
房
副
長
官
。
昭
和
九
（
一

九
三
四
）
年
九
月
十
「
日
生
ま
れ
。

厚
生
省
入
省
の
ち
児
童
家
庭
局
長
、

官
房
長
、
保
険
局
長
を
経
て
平
成
五
、

年
事
務
次
官
。
同
六
年
九
月
退
官
。

翌
平
成
七
年
二
月
よ
り
内
閣
官
房
副

長
官
を
務
め
る
。
宮
崎
氏
の
佐
賀
中

学
で
の
後
輩
。
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ね
ガ

復
興
委
員
会
で
い
ろ
い
ろ
活
躍
し
て
い
ま
し
た
が
、
「
村
山
さ

ん
は
や
る
べ
き
こ
と
は
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
に
批

判
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
ん
だ
」
ど
言
っ
て
い
ま
し
た
。
石
原
氏

も
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
村
山
さ
ん
自
身
は
批

判
を
え
ら
く
気
に
し
て
い
ま
し
て
、
「
ま
ず
か
っ
た
な
、
申
し

訳
な
か
っ
た
な
」
と
い
う
こ
と
を
い
ま
で
も
言
っ
て
お
ら
れ
る

ん
で
す
ね
。
そ
れ
ま
で
の
法
整
備
や
危
機
管
理
対
策
の
不
十
分

さ
と
い
う
こ
と
で
、
実
は
歴
代
内
閣
の
せ
い
で
も
あ
る
。

森
　
ス
タ
ン
ド
プ
レ
イ
が
下
手
だ
と
い
う
の
か
、
で
き
な
い
方

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

宮
崎
　
人
間
の
評
価
と
い
う
の
は
誰
か
が
き
ち
ん
と
や
つ
、
て
く

れ
る
ん
で
し
ょ
う
が
、
一
般
の
人
に
は
な
か
な
か
わ
か
ら
な
い

ん
で
す
ね
。

ね
。
「
お
れ
は
行
革
に
つ
い
て
は
第
一
人
者
だ
」
と
自
負
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
か
ら
ね
。
た
だ
、
橋
本
内
閣
自
体
が
ま
た
短
命

に
終
わ
り
し
た
ね
。

中
村
　
短
命
と
い
い
ま
す
が
、
九
六
年
か
ら
九
八
年
ま
で
二
年

半
ぐ
ら
い
や
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。
「

宮
崎
広
範
な
行
革
を
す
る
に
は
短
い
の
で
す
が
、
そ
の
基
本

構
想
だ
け
は
キ
チ
ン
と
ま
と
め
ま
し
た
ね
。

中
村
　
た
だ
六
大
改
革
と
言
っ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
一
。

宮
崎
　
教
育
を
入
れ
て
七
大
改
革
で
す
ね
。

中
村
　
そ
っ
ち
の
方
に
ち
ょ
っ
と
熱
を
入
れ
す
ぎ
た
気
配
が
あ

り
ま
し
た
ね
。
僕
は
見
て
い
て
、
景
気
対
策
を
や
ら
ず
に
何
を

や
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
そ
の
と
き
か
ら
ず
っ
と
批

判
的
だ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
。

骨
4
7
正
式
名
称
は
「
阪
神
・
淡
路
震
災

復
興
委
員
会
」
。
同
地
域
の
震
災
か
ら

の
復
興
を
目
的
と
し
て
村
山
内
閣
が

設
置
し
た
委
員
会
。
首
相
が
本
部
長
、

下
河
辺
氏
が
委
員
長
、
貝
原
俊
民
兵

庫
県
知
事
、
笹
山
幸
俊
神
戸
市
長
、

後
藤
田
正
晴
一
兀
副
総
理
等
が
参
加
し

た
。
同
委
員
会
は
予
定
通
り
約
一
年

間
の
活
動
の
の
ち
解
散
。
同
委
員
会

の
活
動
に
関
し
て
は
、
下
河
辺
氏
の

オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
詳
し
い
。

第
二
回
の
章
、
註
八
五
も
参
照
の
こ

と
。
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■
橋
本
内
閣
の
評
価

■
経
済
学
者
の
政
策
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
の
起
用

中
村
　
一
般
に
は
村
山
内
閣
は
、
景
気
対
策
も
す
ぐ
橋
本
内
閣

で
つ
ぶ
れ
た
せ
い
も
あ
っ
て
、
や
っ
た
こ
と
自
体
も
あ
ま
り
み

ん
な
が
覚
え
て
い
な
い
。
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い

で
す
か
ね
。

森
　
歴
史
に
I
F
は
な
い
と
申
し
ま
す
が
、
結
局
村
山
内
閣
末

期
の
十
一
月
終
わ
り
、
閣
議
決
定
は
十
二
月
に
入
っ
て
か
ら
、

「
構
造
改
革
の
た
め
の
経
済
社
会
計
画
」
が
で
き
て
構
造
改
革

の
政
策
を
き
ち
ん
と
出
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
う
や
む
や
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
閣
議
決
定
か
ら
一
ヶ
月
で
政
権
が
変

わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

宮
暗
　
た
だ
橋
本
さ
ん
は
、
そ
こ
で
言
わ
れ
て
い
た
構
造
改
革

は
も
っ
と
き
っ
ち
り
や
ろ
う
と
い
う
つ
も
り
で
お
ら
れ
た
と
思

い
ま
す
。
現
に
行
政
改
革
は
大
々
的
に
や
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら

森
今
の
お
話
の
最
初
に
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、
経
済
学
者
の
起
用

が
少
し
ず
つ
は
進
ん
で
い
る
が
、
本
格
的
に
起
用
す
る
と
い
う

こ
と
が
な
い
、
継
続
的
に
起
用
す
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
い
い
ま
す
と
、

首
相
に
．
な
る
方
で
、
自
分
の
ブ
レ
ー
ン
に
経
済
学
者
や
エ
コ
ノ

ミ
ス
ト
を
抱
え
る
方
が
、
い
ま
ま
で
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

宮
暗
　
あ
ま
り
い
な
か
っ
た
で
す
ね
。
し
か
し
、
森
さ
ん
は
堺

屋
さ
ん
を
使
っ
た
と
言
う
で
し
ょ
う
し
、
小
泉
さ
ん
は
竹
中
さ

ん
を
使
っ
て
い
る
と
言
う
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
専

門
家
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
ね
。
橋
本
さ
ん
も
、
い
ろ
い
ろ
な
人

を
そ
れ
な
り
に
使
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
行
政
改
革

委
員
会
は
ず
い
ぶ
ん
学
校
の
先
生
も
入
り
ま
し
た
ね
。
た
だ
、
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外
部
の
人
は
政
治
問
題
が
中
心
で
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
主
と
し

て
経
済
官
庁
の
人
間
を
使
っ
た
。

中
村
　
た
だ
、
あ
の
政
府
の
委
員
会
と
い
う
の
は
、
出
て
み
れ

ば
わ
か
る
け
れ
ど
一
。

宮
崎
　
そ
う
言
っ
て
は
悪
い
け
れ
ど
、
民
間
の
人
は
だ
い
た
い

う
ま
く
利
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

中
村
　
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
五
、
六
人
ぐ
ら
い
の
お
役
人
の
事

務
方
が
一
切
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ
て
い
て
、
そ
の
人
た

ち
と
親
し
い
何
人
か
の
委
員
は
発
言
力
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

け
れ
ど
、
あ
と
の
人
は
会
議
の
席
で
何
か
言
っ
て
も
、
記
録
に

は
残
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
そ
れ
以
上
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ス
は
な
い
ん
で
す
ね
。

宮
暗
　
あ
ま
り
な
い
で
す
ね
。
官
僚
が
作
文
を
す
る
と
き
に
、

先
生
方
の
発
言
の
い
い
と
こ
ろ
だ
け
を
取
っ
て
使
う
わ
け
で
す

ね
。中

村
　
十
の
こ
と
を
言
っ
て
、
お
役
人
と
意
見
が
合
っ
た
こ
と

が
三
つ
ぐ
ら
い
あ
れ
ば
、
そ
の
三
つ
だ
け
を
聞
い
て
、
場
合
に

よ
っ
て
は
○
○
先
生
も
こ
う
お
つ
し
ゃ
い
ま
し
た
、
と
い
う
こ

と
に
使
う
ん
で
す
。
全
然
答
申
に
使
わ
れ
な
い
こ
と
が
ご
本
人

の
言
い
た
い
こ
と
だ
っ
た
ら
、
完
全
に
利
用
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
わ
け
で
す
。
だ
い
た
い
お
役
所
の
委
員
会
と
い
う
の

は
そ
う
い
う
も
の
で
す
ね
。

　
こ
ち
ら
も
だ
ん
だ
ん
図
々
し
く
な
っ
て
、
委
員
に
さ
れ
た
と

き
に
、
ど
う
せ
そ
う
い
う
も
の
だ
と
思
っ
て
や
っ
て
い
れ
ば
い

い
ん
だ
け
れ
ど
（
笑
い
）
。

宮
暗
　
そ
う
い
う
ふ
う
に
わ
か
っ
て
い
た
だ
く
先
生
な
ら
い
い

ん
で
す
が
、
お
れ
が
言
っ
た
こ
と
は
影
響
力
が
あ
る
ん
だ
と
思

っ
て
お
ら
れ
る
人
は
幻
滅
の
悲
哀
を
感
じ
ら
れ
る
で
し
ょ
う

し
、
審
議
会
か
ら
も
あ
ま
り
重
用
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
ね
。

中
村
　
そ
う
で
す
ね
。
僕
は
通
産
省
の
委
員
を
し
て
い
て
う
大

喧
嘩
を
し
て
や
め
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
が
、
そ
の
二
年
ぐ
ら

い
前
に
一
回
や
っ
て
答
申
を
つ
く
っ
た
と
き
は
か
な
り
意
見
が

反
映
さ
れ
た
答
申
が
で
き
て
、
二
年
経
っ
た
ら
全
然
違
う
答
申

を
出
そ
う
と
い
う
の
で
も
う
一
回
委
員
に
さ
れ
た
。
そ
う
し
た

ら
何
か
全
然
違
う
。
し
ま
い
に
腹
が
立
っ
て
、
辞
め
ま
す
、
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
辞
め
て
、
そ
れ
以
来
通
産
省
の
委
員
は
や

っ
た
こ
と
が
な
い
ん
だ
け
れ
ど
。

「
構
造
問
題
」
に
つ
い
て

宮
暗
　
通
産
省
の
委
員
で
思
い
出
し
た
ん
で
す
が
、
「
構
造
問

題
」
と
い
う
言
葉
は
昔
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
戦
後

い
ち
は
や
く
二
重
構
造
を
解
消
す
る
と
い
っ
て
、
有
沢
［
広
巳
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
れ

先
生
が
お
ら
れ
る
こ
ろ
か
ら
構
造
問
題
が
あ
る
ん
で
す
が
、

一
般
的
に
は
ど
う
も
定
義
が
あ
ま
り
は
っ
き
り
し
な
い
。
そ
れ

で
そ
の
話
で
思
い
出
し
た
ん
で
す
が
、
あ
る
と
き
小
宮
［
隆
太

郎
］
さ
ん
に
、
政
府
の
あ
る
勉
強
会
に
入
っ
て
い
た
だ
け
ま
せ

ん
か
、
と
お
願
い
に
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
「
何
を
や

る
ん
で
す
か
」
と
き
か
れ
た
の
で
、
「
産
業
構
造
の
問
題
か
な
」

と
か
言
っ
た
と
き
に
、
「
構
造
周
題
っ
て
何
で
す
か
」
と
聞
く

ん
で
す
。

中
村
　
小
宮
君
な
ら
言
う
だ
ろ
う
な
。

，
宮
崎
　
小
宮
さ
ん
は
「
そ
ん
な
言
葉
は
経
済
学
に
は
あ
り
ま
せ

ん
よ
」
と
い
う
。
な
い
筈
は
な
い
ん
で
す
が
、
と
に
か
く
構
造

問
題
と
は
わ
け
の
わ
か
ら
ん
こ
と
で
、
勉
強
会
に
入
る
の
は
嫌

だ
と
断
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。
あ
と
に
な
っ
て
、
小
宮
さ
ん
は
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ゆ

産
省
の
研
究
所
［
通
商
産
業
研
究
所
］
の
理
事
長
を
さ
れ
て
、

‘
産
業
構
造
の
問
題
を
や
っ
て
お
ら
れ
る
ん
で
す
が
、
構
造
問
題

骨
4
8
有
沢
氏
は
昭
和
三
二
（
一
九
五
七
）

年
の
「
経
済
拡
大
は
雇
用
問
題
を
解

決
し
う
る
か
」
と
題
す
る
論
文
に
お

い
て
、
「
日
本
経
済
は
現
時
に
お
い
て

も
近
代
化
分
野
と
前
近
代
的
分
野
と

の
二
重
の
階
層
的
構
造
を
た
も
っ
て

い
る
」
と
述
べ
た
。
こ
の
論
文
以
降
、

「
構
造
問
題
」
は
主
要
な
経
済
問
題
と

し
て
提
起
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

っ
た
。

聾
4
9
小
宮
氏
は
、
昭
和
六
三
年
七
月
間

通
商
産
業
研
究
所
設
立
と
同
時
に
所

長
と
な
り
、
平
成
九
年
七
月
ま
で
の

十
年
間
、
同
研
究
所
長
を
務
め
た
。

な
お
同
研
究
所
は
、
平
成
十
三
年
の

省
庁
再
編
に
伴
い
、
経
済
産
業
研
究

所
へ
と
改
組
さ
れ
た
。
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を
い
っ
た
い
ど
う
い
う
ふ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
、
い
ま

だ
に
よ
く
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
。

中
村
　
小
宮
さ
ん
は
そ
う
い
う
こ
と
が
全
部
大
嫌
い
だ
っ
た
の

に
、
誰
が
口
説
い
た
の
か
、
研
究
所
の
初
代
の
所
長
に
な
ら
れ

た
ん
で
す
ね
。

宮
崎
　
私
も
、
よ
く
な
ら
れ
た
な
、
と
思
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど

ね
。
小
宮
ゼ
ミ
に
い
た
人
は
い
ま
で
も
「
小
宮
さ
ん
に
構
造
問

題
み
た
い
な
曖
昧
な
言
葉
を
使
う
な
と
言
わ
れ
た
」
と
い
い
ま

す
。中

村
　
そ
れ
は
言
わ
れ
た
で
し
ょ
う
ね
。

宮
崎
　
だ
け
ど
い
ま
は
使
っ
て
お
ら
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か

ね
。中

村
　
よ
く
知
り
ま
せ
ん
。
た
だ
彼
も
だ
い
ぶ
年
を
取
り
ま
し

た
か
ら
、
昔
よ
り
ま
る
く
な
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

宮
崎
　
た
し
か
に
構
造
問
題
と
い
う
の
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
点

が
あ
る
ん
で
す
。
み
ん
な
都
合
よ
く
使
っ
て
い
る
。
小
泉
批
判

に
な
り
ま
す
が
、
小
泉
さ
ん
の
構
造
改
革
と
い
う
の
は
よ
く
わ

か
ら
な
い
で
す
ね
。
非
常
に
便
利
に
使
っ
て
い
る
。
賛
成
す
る

人
、
反
対
す
る
人
そ
れ
ぞ
れ
別
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

中
村
　
こ
の
前
ど
こ
だ
か
の
建
設
会
社
が
つ
ぶ
れ
た
と
き
、

「
そ
れ
は
改
革
が
進
ん
で
い
る
か
ら
だ
」
と
新
聞
記
者
に
答
え

　
　
　
　
り
ね

た
で
し
ょ
う
。

宮
崎
　
あ
れ
は
高
度
成
長
の
過
程
で
「
中
小
企
業
の
一
つ
や
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
お

つ
つ
ぶ
れ
て
も
当
た
り
前
だ
」
と
か
、
「
貧
乏
人
は
麦
を
食
え
」

と
い
う
の
と
同
じ
よ
う
な
発
言
で
す
ね
。
だ
け
ど
問
題
に
な
ら

な
い
ん
だ
な
。

中
村
　
こ
の
ご
ろ
の
よ
う
に
失
業
者
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
出
て
い
る
と

き
に
あ
あ
い
う
こ
と
を
言
っ
て
も
問
題
に
な
ら
な
い
。
昔
だ
っ

た
ら
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
池
田
勇
人
さ
ん
は
そ
れ
で
大
臣
を

棒
に
振
っ
た
ん
で
す
か
ら
ね
。
だ
か
ら
あ
れ
で
騒
が
れ
な
い
の

は
、
ま
だ
小
泉
さ
ん
は
人
気
が
あ
る
か
ら
な
の
か
な
。

森
小
泉
さ
ん
が
お
辞
め
に
な
っ
て
も
、
あ
と
は
ど
な
た
か
と

い
う
の
が
全
然
思
い
当
た
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
か
ら

ね
。宮

崎
　
思
い
当
た
ら
な
い
か
ら
、
み
ん
な
が
小
泉
さ
ん
で
い
い

じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
点
が
多
い

で
す
ね
。

中
村
・
た
だ
田
中
［
真
紀
子
］
問
題
で
だ
い
ぶ
人
気
も
落
ち
た

　
　
　
　
　
穏
駆

よ
う
だ
け
れ
ど
。

宮
暗
　
落
ち
た
ら
し
い
で
す
ね
。

森
　
と
う
と
う
支
持
率
が
五
〇
％
を
切
っ
た
と
い
う
こ
ど
で
す

ね
。宮

暗
　
た
だ
構
造
問
題
と
い
う
の
は
、
き
ち
ん
と
定
義
を
す
れ

ば
重
要
な
問
題
が
い
く
つ
も
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
う
い
う
意

味
で
橋
本
さ
ん
が
七
つ
の
改
革
と
い
わ
れ
た
も
の
は
、
い
ず
れ

も
正
し
い
問
題
提
起
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
財
政
改
革
、
金

融
シ
ス
テ
ム
の
改
革
、
社
会
保
障
制
度
の
改
革
、
い
わ
ゆ
る
行

政
組
織
の
改
革
、
地
方
制
度
改
革
、
規
制
緩
和
そ
れ
に
教
育
改

革
で
す
ね
。
橋
本
さ
ん
は
規
制
緩
和
を
最
初
か
ら
非
常
に
強
調

さ
れ
て
い
た
。
規
制
緩
和
の
一
環
と
し
て
、
国
鉄
の
民
営
化
と

か
そ
う
い
う
こ
と
を
手
が
け
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
が
、

わ
り
あ
い
問
題
提
起
が
早
か
っ
た
し
、
熱
心
で
し
た
ね
。

■
橋
本
内
閣
で
の
経
済
政
策
へ
の
関
与

　
行
政
改
革
委
員
会

宮
崎
　
そ
れ
で
構
造
改
革
、
規
制
緩
和
の
問
題
に
戻
り
ま
す
と
、

橋
本
内
閣
の
前
、
村
山
内
閣
の
は
じ
め
か
ら
行
政
改
革
を
や
る

と
い
う
こ
と
で
、
行
政
改
革
委
員
会
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
そ

鱒
5
0
平
成
十
三
（
一
一
〇
〇
一
）
年
十
二
月

六
日
、
準
入
手
ゼ
ネ
コ
ン
（
総
合
建
設
業
）

の
青
木
建
設
が
事
実
上
倒
産
し
た
と
の
報

道
に
対
し
、
小
泉
首
相
は
「
構
造
改
革
が

順
調
に
進
ん
で
い
る
表
わ
れ
で
は
な
い

か
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
残
し
た
。

齢
5
1
第
四
次
吉
田
内
閣
の
通
産
相
で
あ
っ

た
池
田
勇
人
は
、
昭
和
二
七
（
「
九
五
一
一
）

年
十
一
月
二
七
日
の
衆
院
本
会
議
に
お
い

て
「
経
済
原
則
に
違
反
し
て
、
不
法
投
機

し
た
人
間
が
倒
産
し
て
も
や
む
を
得
な

い
」
と
述
べ
た
。
こ
の
発
一
一
一
一
ロ
は
新
聞
紙
上

に
は
「
中
小
企
業
の
五
人
や
十
人
、
倒
産

し
て
も
や
む
を
得
な
い
」
と
表
現
を
変
え

て
大
き
く
報
じ
ら
れ
た
。

鱒
5
2
第
三
次
吉
田
内
閣
の
池
田
勇
人
蔵
相

は
、
昭
和
二
五
（
一
九
五
〇
）
年
五
月
二

六
日
の
参
院
予
算
委
の
質
疑
応
答
中
「
私

は
所
得
に
応
じ
て
、
所
得
の
少
な
い
人
は

麦
を
多
く
食
う
、
所
得
の
多
い
人
は
米
を

食
う
と
い
う
よ
う
な
、
経
済
の
原
則
に
沿

っ
た
方
へ
持
っ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

こ
の
発
言
が
「
貧
乏
人
は
麦
を
食
え
」
と

し
て
一
般
に
謄
寅
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

鱒
5
3
図
三
参
照
。

鱒
5
4
第
九
回
の
章
、
註
六
四
参
照
。

聾
5
5
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
評
論
家
。
昭
和
十

六
（
一
九
四
一
）
年
一
一
月
二
三
日
生
ま
れ
。

評
論
家
・
大
宅
壮
一
の
三
女
。
昭
和
四
四

年
企
業
催
事
を
演
出
す
る
日
本
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
ズ
を
設
立
。
同

社
経
営
に
加
え
、
評
論
活
動
を
展
開
。
平
成

四
年
第
三
次
行
革
審
専
門
委
員
、
同
十
四

年
道
路
四
公
団
民
営
化
推
進
委
員
会
委
員

等
を
歴
任
す
る
。

●膨

T6

o
済
評
論
家
。
昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）

年
九
月
一
日
生
ま
れ
。
国
民
経
済
研
究
協

会
主
任
研
究
員
を
経
て
、
経
済
評
論
家
に

転
身
。
昭
和
六
一
年
に
は
「
自
民
党
1
1
一
一
三

論
」
を
展
開
し
注
目
さ
れ
る
。
平
成
九
年
政

府
税
制
調
査
会
委
員
。
の
ち
行
政
改
革
委

員
会
委
員
。
同
十
三
年
に
は
「
郵
政
3
事
業

の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
懇
談
会
」
座

長
を
務
め
る
。

静
5
7
経
済
評
論
家
。
経
済
政
策
批
判
で
は

「
近
代
派
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
の
代
表
者
の
一

人
。
平
成
六
年
行
政
改
革
委
員
会
委
員
を

務
め
た
。
第
九
回
の
章
、
註
六
五
も
参
照
。

・・

T8

ｳ
自
治
労
委
員
長
。
昭
和
九
年
（
一
九

三
四
）
年
七
月
二
六
日
生
ま
れ
。
自
治
労
北

海
道
本
部
委
員
長
、
連
合
副
会
長
兼
北
海
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る
ロ

の
委
員
は
、
委
員
長
が
飯
田
［
庸
太
郎
］
さ
ん
、
他
の
四
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
ひ
弱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒
お

の
メ
ン
バ
ー
は
大
宅
映
子
さ
ん
、
田
中
直
毅
さ
ん
、
竹
中
一

　
　
出
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
駆

雄
さ
ん
、
後
藤
森
重
さ
ん
で
し
た
。
村
山
内
閣
が
終
わ
っ
た

と
き
に
、
竹
中
さ
ん
は
自
分
は
村
山
さ
ん
か
ら
い
わ
れ
て
委
員

を
引
き
受
け
た
の
で
、
橋
本
さ
ん
に
な
っ
た
ら
い
や
だ
と
い
う
。

中
村
　
事
務
局
長
み
た
い
な
こ
と
を
し
て
い
た
ん
で
す
ね
。

謹
製
　
え
え
、
委
員
長
代
理
を
し
て
い
た
ん
で
す
ね
。
常
勤
の

委
員
で
し
た
。
そ
の
竹
中
氏
が
辞
め
た
。
そ
れ
で
橋
本
さ
ん
が

私
に
、
お
ま
え
や
れ
と
い
う
の
で
、
私
は
委
員
長
代
理
．
に
な
っ

た
ん
で
す
ね
。

　
規
制
緩
和
が
重
点
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
規
制
と
い
う
の

は
そ
れ
な
り
に
理
由
が
あ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
か

ら
、
そ
れ
を
撤
廃
す
る
と
な
る
と
そ
れ
こ
そ
守
旧
派
の
抵
抗
が

各
省
と
も
非
常
に
強
い
ん
で
す
ね
。
で
す
か
ら
今
度
は
逆
に
撤

廃
を
唱
え
る
人
が
極
端
な
人
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
ね
。
規

制
撤
廃
原
理
主
義
者
に
な
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
市
場
経
済

至
上
主
義
者
と
い
い
ま
す
か
、
市
場
原
理
主
義
者
に
な
っ
て
し

ま
う
わ
け
で
す
ね
。
だ
か
ら
問
題
の
出
し
方
も
う
ま
く
い
か
な

い
と
い
う
感
じ
が
し
ま
し
た
。
な
ん
で
も
規
制
を
撤
廃
す
れ
ば

い
い
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

と
こ
ろ
が
難
し
い
ん
で
す
ね
。

　
．
そ
の
へ
ん
を
、
橋
本
さ
ん
は
良
く
も
悪
く
も
わ
か
っ
て
お
ら

れ
た
ん
で
し
ょ
う
。
原
理
主
義
だ
け
で
は
う
ま
く
行
か
な
い
と

い
う
面
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
へ
ん
の
境
界
線
が
、
橋
本
さ
ん
と

し
て
は
曖
昧
だ
っ
た
と
い
う
か
、
そ
こ
を
う
ま
く
政
治
的
に
使

っ
た
と
い
う
感
じ
は
し
ま
し
た
ね
。

　
純
粋
に
突
っ
走
っ
た
グ
ル
ー
プ
は
学
者
の
中
に
も
い
た
し
、

財
界
の
中
に
も
い
ま
し
た
。
た
と
え
ば
規
制
緩
和
の
方
で
は
な

い
ん
で
す
が
、
官
と
民
の
役
割
分
担
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
と
い

　
　
　
　
　
静
5
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒
6
0

う
小
委
員
会
が
あ
「
っ
て
、
小
委
員
長
は
転
法
輪
［
奏
］
さ
ん

と
い
う
市
場
経
済
主
義
者
で
、
非
常
に
馬
力
が
あ
る
人
で
し
た
。

報
告
を
ま
と
め
ら
れ
た
あ
と
亡
く
な
ち
れ
ま
し
た
。
そ
の
下
に

学
者
が
ず
い
ぶ
ん
い
た
わ
け
で
す
ね
。
経
済
学
者
で
は
池
尾

　
　
　
　
　
静
6
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
ひ
硯

［
和
人
U
さ
ん
と
か
、
翁
［
百
合
］
さ
ん
と
か
、
こ
う
い
う
人

た
ち
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
原
理
主
義
者
な
ん
で
す
ね
。
規
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
骨
6
3
　
　
　
　
　
　
　
鈴
α
　
　
　
　
　
　
　
静
6
5

緩
和
で
は
宮
内
［
義
彦
］
さ
ん
、
三
輪
さ
ん
、
鈴
木
さ
ん
な

ど
が
原
理
主
義
者
で
、
す
べ
て
規
制
が
な
い
方
が
い
い
と
い
う
。

そ
れ
は
し
か
し
実
情
に
合
わ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
、
と
私
は

思
う
ん
で
す
け
れ
ど
。

中
村
　
ア
メ
リ
カ
の
経
済
学
者
が
特
に
原
理
主
義
が
激
し
い
で

す
ね
。
だ
か
ら
外
国
で
長
く
勉
強
し
て
き
た
人
は
、
向
こ
う
で

当
た
り
前
だ
っ
た
こ
と
を
日
本
で
言
う
ん
だ
け
れ
ど
、
そ
う
す

る
と
突
飛
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
ん
だ
と
思

い
ま
す
ね
。

宮
焙
　
金
融
で
も
全
部
自
由
化
が
い
い
と
い
う
。
そ
れ
で
金
融

シ
ス
テ
ム
と
い
う
も
の
が
成
り
立
つ
．
の
か
な
、
と
い
う
感
じ
が

す
る
ん
で
す
け
れ
ど
ね
。
現
に
九
七
年
の
ア
ジ
ア
の
金
融
危
機

は
、
ま
さ
に
何
で
も
フ
リ
ー
に
し
た
結
果
で
す
ね
。
最
近
グ
ロ
、

ー
バ
リ
ズ
ム
の
評
判
が
悪
い
の
も
、
一
面
で
は
原
理
主
義
者
の

た
め
な
ん
で
す
ね
。
原
理
主
義
で
は
い
け
な
い
と
い
う
と
守
旧

派
に
さ
れ
ま
す
か
ら
、
非
常
に
政
治
的
な
扱
い
に
な
る
ん
で
す

ね
。中

村
　
そ
れ
か
ら
何
か
ア
メ
リ
カ
．
か
ら
要
求
を
持
っ
て
く
る
場

合
に
は
、
必
，
ず
そ
う
い
う
極
端
な
原
理
主
義
を
持
っ
て
く
る
わ

け
で
す
ね
。
そ
れ
に
対
し
て
、
自
分
の
本
心
は
ど
う
あ
れ
、
日

本
の
役
所
の
場
合
は
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

森
　
守
旧
派
に
な
る
わ
け
で
す
ね
。

道
会
長
を
経
て
、
平
成
四
年
よ
り
自
治
労

委
員
長
（
～
同
九
年
）
、
平
成
六
年
よ
り
連

合
会
長
代
行
（
～
同
九
年
）
を
務
め
る
。
こ

の
間
の
脱
税
疑
惑
に
よ
り
、
平
成
十
三
年

在
宅
起
訴
さ
れ
る
。

鱒
5
9
行
政
改
革
委
員
会
内
に
設
置
さ
れ
た
、

官
民
活
動
分
担
小
委
員
会
（
転
法
輪
奏
座

長
）
。管

6
0
（
て
ん
ぽ
う
り
ん
　
す
す
む
）
元
大
阪

商
船
三
井
船
舶
社
長
。
昭
和
四
（
一
九
二
九
）

年
九
月
十
四
日
生
ま
れ
。
昭
和
二
七
年
大

阪
商
船
入
社
、
香
港
首
庸
在
勤
員
等
を
経

て
、
同
五
六
年
取
締
役
、
平
成
元
年
社
長
。

同
六
年
会
長
、
の
ち
相
談
役
。
平
成
七
年
よ

り
経
済
同
友
会
副
代
表
幹
事
も
務
め
、
論

客
と
し
て
も
活
躍
し
た
。
平
成
十
年
没
、
享

年
六
九
歳
。

静
6
1
慶
雁
義
塾
大
学
教
授
。
昭
和
二
八
（
一

九
五
三
）
年
一
月
十
二
日
生
ま
れ
。
岡
山
大

学
、
京
都
大
学
で
助
教
授
を
歴
任
し
た
後
、

平
成
六
年
慶
雁
義
塾
大
学
助
教
授
、
翌
年

よ
り
教
授
。
金
融
論
・
経
済
政
策
を
専
攻

と
す
る
。

骨
6
2
日
本
総
合
研
究
所
首
席
研
究
員
。
昭
和

三
五
（
「
九
六
〇
）
年
生
ま
れ
。
日
本
銀
行
、

金
融
研
究
所
、
調
査
統
計
局
等
を
経
て
、
平

成
四
年
よ
り
日
本
総
合
研
究
所
研
究
員
。

平
成
十
二
年
よ
り
現
職
。
金
融
制
度
調
査
，

会
委
員
、
行
政
改
革
委
員
会
参
与
等
を
歴

任
し
、
同
十
三
年
「
郵
政
3
事
業
の
在
り
方

に
つ
い
て
考
え
る
懇
談
会
」
の
メ
ン
バ
ー

と
な
る
。

静
6
3
オ
リ
ッ
ク
ス
会
長
。
昭
和
十
（
【
九
三

五
）
年
九
月
十
三
日
生
ま
れ
。
昭
和
三
五
年

日
綿
実
業
（
現
ニ
チ
メ
ン
）
入
社
、
U
S
リ

ー
シ
ン
グ
社
派
遣
を
経
て
、
同
三
九
年
よ

り
オ
リ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
ン
。
同
五
五
年
同

社
社
長
。
平
成
十
一
一
年
よ
り
同
社
会
長
。
同

十
四
年
よ
り
日
本
取
締
役
協
会
の
初
代
会

長
に
就
任
し
た
。

→臣

U4

O
輪
芳
朗
（
み
わ
　
よ
し
ろ
う
）
氏
。

東
京
大
学
大
学
院
教
授
。
昭
和
二
三
（
一
九

四
八
）
年
二
月
七
日
生
ま
れ
。
信
州
大
学
助

教
授
を
経
て
、
昭
和
六
「
年
東
京
大
学
助

教
授
、
平
成
元
年
教
授
。
市
場
経
済
に
お
け

る
政
府
の
役
割
等
を
専
攻
す
る
。
　
・

静
6
5
鈴
木
良
男
氏
。
旭
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

獄
纐
慧
藻
鞍
矧

年
取
締
役
。
の
ち
旭
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

社
長
。



！

宮
暗
　
そ
う
い
う
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
、
あ
ち
こ

ち
で
摩
擦
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
純
粋
な
市

場
経
済
を
主
張
し
て
い
た
人
た
ち
は
、
ど
う
い
う
評
価
、
反
省

を
し
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

中
村
　
そ
れ
は
聞
か
な
い
で
す
ね
。
黙
っ
て
い
る
ん
だ
。

宮
暗
　
市
場
経
済
は
確
か
に
優
れ
た
考
え
方
だ
が
、
過
信
し
て

は
い
け
な
い
。
私
も
含
め
て
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
と
い
う
の
は
ず

る
い
と
思
う
ん
で
す
ね
。
自
分
が
言
っ
た
こ
と
が
そ
う
で
な
か

っ
た
と
き
に
、
何
故
そ
う
な
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
な

い
で
す
ね
。
特
に
、
誤
っ
た
こ
と
を
誤
っ
た
と
言
わ
な
い
の
は

非
常
に
よ
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
が
。

中
村
　
た
だ
、
そ
れ
は
勇
気
が
い
る
の
で
、
み
ん
な
逃
げ
る
ん

で
し
ょ
う
な
。

宮
崎
　
勇
気
が
い
る
。
き
の
う
の
N
H
K
の
「
世
界
経
済
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
に
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
サ
ッ
ク
ス
が
出
て
来
て
、
金
融
問

題
に
つ
い
て
は
な
ん
で
も
自
由
に
は
い
か
な
い
ん
だ
、
何
か
ル

ー
ル
が
い
る
ん
だ
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
た
ん
で

す
が
、
そ
れ
は
い
い
意
味
で
反
省
し
て
い
る
か
ら
だ
と
考
え
た

い
。
彼
な
ん
か
ま
っ
た
く
の
市
場
主
義
者
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

そ
し
て
現
に
ソ
ビ
エ
ト
に
行
っ
て
、
誤
っ
た
処
方
箋
を
書
い
て

　
　
　
　
　
　
る
め

い
る
わ
け
で
す
よ
。

森
　
ポ
ー
ラ
ン
ド
も
そ
う
で
す
ね
。

中
村
　
ソ
連
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
の
経
済
学
者
が
書
い
た
の

は
、
こ
と
ご
と
く
そ
れ
で
し
た
か
ら
ね
。

宮
崎
　
き
の
う
ま
で
平
気
で
、
そ
う
い
う
こ
と
で
は
駄
目
な
ん

だ
、
と
言
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
ね
。
反
省
し
て
言
っ
て
い
る
の

で
は
な
く
て
、
ま
た
新
し
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ

で
物
を
言
っ
て
い
る
か
ら
、
無
責
任
な
人
だ
な
、
と
思
い
ま
し

た
け
れ
ど
ね
。
考
え
て
み
る
と
、
私
も
そ
う
だ
っ
た
か
な
、
と

思
う
ん
で
す
。
「
だ
い
た
い
自
民
党
の
下
で
役
人
を
や
っ
て
き
た

わ
け
で
す
か
ら
、
私
も
罪
深
い
と
思
う
ん
で
す
が
。
．

■
歴
代
経
済
企
画
庁
長
官
の
経
済
セ
ン
ス

中
村
　
こ
の
次
に
伺
っ
て
も
い
い
ん
で
す
が
、
企
画
庁
に
お
ら

れ
て
、
何
代
の
長
官
に
仕
え
ら
れ
た
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

三
十
代
ぐ
ら
い
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
そ
の
う
ち
、
経

済
が
や
や
わ
か
っ
て
い
る
人
は
何
人
も
い
な
い
で
し
ょ
う
。

宮
崎
　
私
は
，
三
人
挙
げ
う
と
い
わ
れ
れ
ば
、
宮
沢
さ
ん
が
ま

ず
一
人
組
す
ね
。
何
回
も
長
官
を
お
や
り
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
経
済
が
理
屈
だ
け
で
は
な
く
て
実
際
に
わ
か
っ
て
い
た

と
い
う
の
は
河
本
［
敏
夫
］
さ
ん
。
診
断
も
処
方
箋
も
間
違
っ

て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
福
田
さ
ん
。
こ
の
人

は
、
わ
り
あ
い
過
去
の
反
省
を
気
に
さ
れ
る
人
で
し
た
。
た
と

え
ば
浜
口
内
閣
の
失
敗
と
か
、
国
際
的
に
言
え
ば
ロ
ン
ド
ン
の

軍
縮
会
議
で
、
各
国
が
植
民
地
主
義
的
に
走
っ
た
こ
と
は
間
違

っ
て
い
た
、
あ
あ
い
う
過
ち
を
し
て
は
い
け
な
い
」
、
と
さ
か
ん

に
言
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
単
な
る
財

政
屋
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。
だ
か
ら
、
景
気

変
動
に
対
し
て
、
一
般
に
日
本
政
府
は
行
動
が
遅
く
て
小
さ
い

と
批
判
さ
れ
る
ん
で
す
が
、
福
田
さ
ん
は
珍
し
く
、
政
策
発
動

が
早
く
て
重
き
過
ぎ
た
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
引
き
締
め
を
す
る

と
き
に
は
、
「
あ
の
貧
乏
神
が
」
と
い
う
ぐ
ら
い
に
引
き
締
め

る
。
緩
め
る
と
き
に
は
、
「
ゲ
ッ
プ
が
出
る
ほ
ど
お
金
を
つ
け

た
」
、
「
赤
字
国
債
の
元
凶
だ
」
と
言
わ
れ
る
。
そ
う
い
う
プ
レ

が
大
き
か
っ
た
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
過
去
の
反
省
の
上
に

立
っ
て
果
敢
、
機
敏
に
政
策
運
営
を
や
っ
て
お
ら
れ
ゆ
そ
し
て

晩
年
は
経
済
問
題
を
倫
理
の
観
点
か
ら
捉
え
ら
れ
た
。

静
6
6
窮
六
回
の
章
、
註
五
一
参
照
。
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こ
の
三
人
以
外
は
、
ど
な
た
で
し
ょ
う
か
ね
。

中
村
　
そ
う
い
う
ふ
う
に
見
え
る
ん
で
す
け
れ
ど
ね
。

宮
暗
　
池
田
さ
ん
は
下
村
［
治
］
さ
ん
が
つ
い
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
ら
ね
。

中
村
　
池
田
さ
ん
は
数
字
の
記
憶
力
が
良
か
っ
た
こ
と
で
有
名

で
す
ね
。

宮
暗
　
特
に
株
と
か
為
替
の
数
字
は
詳
し
く
、
ま
た
気
に
し
て

お
ら
れ
た
で
す
ね
。

　
さ
き
の
三
人
の
方
（
福
田
、
河
本
、
宮
沢
）
に
は
経
企
庁
の

仕
事
以
外
で
も
食
事
を
御
馳
走
に
な
っ
た
り
、
勉
強
会
で
一
緒

に
話
を
し
ま
し
た
が
、
「
ヘ
ン
な
政
治
家
の
注
文
」
な
ど
一
度

も
受
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
三
光
汽
船
の
オ
ー
ナ
ー
社
長
だ
っ
た

河
本
さ
ん
な
ど
、
外
部
か
ら
「
会
社
の
こ
と
で
何
か
頼
ま
れ
な

い
か
」
と
き
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
全

然
な
か
っ
た
。
三
人
ど
も
私
的
な
仕
事
は
頼
ま
な
い
。
清
潔
な

方
達
で
す
ね
。

中
村
　
池
田
さ
ん
は
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
い
て
も
、
毎
日
兜
町

の
相
場
を
気
に
し
て
い
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
ね
。

宮
崎
　
そ
れ
は
あ
る
意
味
に
お
い
て
は
、
い
い
こ
と
な
ん
で
す

ね
。
私
な
ど
は
若
い
こ
ろ
は
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
と
し
て
は
、
株
に

＝
暑
一
憂
す
る
の
は
よ
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た

け
れ
ど
ね
。
し
か
し
、
景
気
の
重
要
な
先
行
指
標
で
す
。

■
経
済
指
標
の
評
価
の
仕
方

宮
暗
　
話
が
飛
び
ま
す
が
、
今
度
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
が
日
本
に

来
て
、
小
泉
政
策
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
成
果
が
あ
っ
た
か
ど

う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
評
価
が
あ
り
衷
す
ね
。

私
は
、
一
番
素
直
な
評
価
は
株
式
市
場
で
あ
り
、
為
替
市
場
で

」
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
。
ブ
ッ
シ
ュ
さ
ん
が
日
本
を
去
っ
た
翌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

日
、
株
価
は
若
干
落
ち
て
い
ま
す
。
円
も
安
く
な
っ
て
い
る
。

と
い
う
こ
と
で
、
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
そ
れ
ほ
ど
好
意
的
に
反
応
し

な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
小
泉
さ
ん
が
ブ
ッ
シ
ュ
さ
ん
を
迎
え
た

経
済
的
評
価
が
現
れ
て
い
る
と
私
は
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
を
政

府
筋
が
成
功
し
た
、
成
功
し
た
と
い
い
、
ア
メ
リ
カ
も
こ
れ
で

プ
ッ
シ
ュ
し
た
と
成
果
を
強
調
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
マ
ー
ケ

ッ
ト
は
冷
や
や
か
な
ん
で
す
ね
。
そ
れ
が
本
当
の
と
こ
ろ
じ
ゃ

な
い
か
な
、
ど
い
う
感
じ
が
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
ね
。

中
村
　
で
も
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
が
わ
ざ
わ
ざ
日
本
に
来
て
総

理
大
臣
に
会
っ
て
、
君
の
政
策
は
け
っ
こ
う
だ
、
と
言
わ
な
か

っ
た
ら
、
こ
れ
は
問
題
に
な
ら
な
い
か
ら
、
そ
う
言
う
よ
り
仕

方
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
問
題
は
、
ア
メ
リ
カ
の
政
府
が

ど
う
で
あ
れ
、
日
本
の
経
済
界
が
み
ん
な
冷
や
や
か
な
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
。

宮
崎
　
経
済
界
で
も
、
表
向
き
は
経
団
連
で
も
同
友
会
で
も
、

よ
か
っ
た
、
よ
か
っ
た
と
言
い
ま
し
た
ね
。
こ
れ
で
構
造
改
革

も
進
む
、
と
言
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
、
本
音
の
と
こ
ろ
は
、
株

式
市
場
、
為
替
市
場
に
出
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
市
場

経
済
で
す
ね
。
政
党
や
政
治
家
の
好
み
で
評
価
す
る
の
で
は
な

く
て
、
経
済
は
経
済
市
場
で
応
え
る
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。

中
村
　
そ
の
あ
と
反
発
し
た
け
れ
ど
、
ま
た
今
日
あ
た
り
は
あ

ま
り
ょ
く
な
い
み
た
い
で
す
ね
。
も
う
少
し
景
気
対
策
を
す
る

と
は
っ
き
り
言
わ
言
い
と
。

宮
暗
　
い
ま
ま
で
の
政
権
は
い
ず
れ
も
、
構
造
改
革
を
や
り
ま

す
、
し
か
し
景
気
が
悪
い
か
ら
景
気
対
策
も
や
り
ま
す
、
と
言

っ
て
い
た
わ
け
で
す
ね
。
村
山
内
閣
も
そ
う
で
し
た
し
、
宮
澤

内
閣
も
そ
う
で
し
た
ね
。
細
川
内
閣
も
そ
う
言
っ
て
い
る
ん
で

骨
6
7
図
四
参
照
。
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す
が
、
小
泉
さ
ん
は
「
構
造
改
革
な
く
し
て
成
長
な
し
」
と
言

っ
て
、
問
題
を
あ
れ
か
こ
れ
か
に
し
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
ね
。

構
造
改
革
だ
け
を
選
択
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
そ
こ
で
間
違
っ

た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
感
じ
が
す
る
ん
で
す
ね
。

中
村
　
ま
あ
い
い
で
す
け
れ
ど
ね
。
も
う
つ
け
る
薬
が
な
い
、

放
っ
て
お
く
よ
り
仕
方
が
な
い
と
い
う
意
味
で
す
け
れ
ど
ね

パ
笑
い
）
。

宮
崎
　
ま
あ
い
い
で
す
け
れ
ど
ね
、
と
い
う
突
き
放
し
た
言
い

方
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
が
、
本
当
は
そ
れ
で
は
困
る
ん
で

す
。中

村
　
い
ま
さ
ら
失
業
す
る
心
配
が
な
い
か
ら
気
楽
に
し
て
い

る
ん
で
す
け
れ
ど
（
笑
い
）
。

宮
暗
　
い
や
、
私
も
そ
う
な
ん
で
す
。
私
も
寿
命
だ
っ
て
ど
れ

ぐ
ら
い
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
し
、
一
面
で
も
う
い
い
や
、
と
思

う
ん
で
す
が
、
本
当
は
困
る
で
し
ょ
う
ね
。

中
村
　
本
当
に
真
面
目
に
考
え
る
と
、
中
小
企
業
な
ど
は
大
変

で
す
ね
。

■
村
山
内
閣
の
国
際
協
調
へ
の
取
り
組
み

宮
崎
　
今
日
、
も
う
少
し
話
す
つ
も
り
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
村

山
内
閣
は
景
気
回
復
と
構
造
対
策
と
国
際
協
調
の
推
進
と
い
う

こ
と
が
経
済
政
策
の
三
本
柱
の
一
つ
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
の

国
際
協
調
の
話
で
す
。

戦
後
の
日
本
は
、
最
初
は
「
追
い
つ
き
追
い
越
せ
」
で
や
っ
て

き
て
、
そ
れ
は
あ
る
程
度
成
功
し
た
。
そ
れ
か
ら
他
国
と
一
緒

に
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
な
国
際
機
関
に
参

加
し
、
そ
れ
な
り
の
協
調
行
動
を
と
る
と
い
う
時
期
が
あ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
は
本
当
に
国
際
的
地
位
に
ふ
さ
わ
し
く
世
界
に
貢
献

す
る
、
引
っ
張
っ
て
い
く
と
い
う
と
ち
ょ
っ
と
い
や
な
感
じ
で

す
が
、
そ
れ
な
り
の
貢
献
を
し
て
い
く
と
い
う
段
階
に
来
た
と

こ
ろ
で
、
い
ま
大
き
く
腰
い
て
い
る
と
い
う
感
じ
な
ん
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
お

憲
法
で
い
う
「
諸
国
民
の
信
頼
」
の
中
で
日
本
国
が
生
き
て

い
く
と
い
う
点
か
ら
見
る
と
、
ど
う
も
こ
こ
で
少
し
お
か
し
く

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
た
と
え
ば
経
済
で
い
う
と
、
か

つ
て
、
前
の
西
ド
イ
ツ
首
相
の
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
さ

ん
が
「
日
本
は
ア
ジ
ア
に
友
人
が
い
な
く
な
る
だ
ろ
う
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
が
、
ま
さ
に
そ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。
こ
れ
は
経
済
問
題
だ

け
で
は
な
く
て
、
政
治
的
に
も
そ
う
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
ち

ょ
っ
と
変
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
こ
と
は
、
経
済
政
策
の

点
か
ら
見
て
も
い
ろ
い
ろ
議
論
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
、
次
回
は
そ
う
い
う
意
味
で
、
私
が
関
わ
っ
て
き
た
O

B
サ
ミ
ッ
ト
と
、
時
間
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
も
私
が
少
し
コ
ミ
ッ

ト
し
て
い
る
中
国
経
済
の
近
代
化
問
題
の
話
を
し
よ
う
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。

宮
暗
　
そ
の
あ
と
は
ど
う
し
ま
す
か
。

中
村
　
何
か
話
題
が
あ
れ
ば
、
何
度
か
追
加
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
そ
れ
は
歓
迎
で
す
。

宮
崎
新
し
い
年
度
だ
か
ら
、
三
月
で
終
わ
り
で
も
い
い
か
な

と
思
っ
た
ん
で
す
が
。
最
後
に
ま
と
め
と
い
う
の
も
お
か
し
い

ん
で
す
が
、
通
し
て
見
て
、
こ
う
い
う
問
題
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。

森
　
せ
っ
か
く
で
す
か
ら
、
お
話
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

次
回
の
流
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
へ
ん
は
そ
れ
な
り
に
伺

い
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。

忍
声
　
そ
れ
で
も
い
い
で
す
が
、
あ
ま
り
だ
ら
だ
ら
す
る
の
は

ご
迷
惑
か
と
思
い
ま
し
て
。

鱒
6
8
「
日
本
国
民
は
、
恒
久
の
平
和
を
念

願
レ
、
人
間
相
互
の
関
係
を
支
配
す
る

崇
高
な
理
想
を
深
く
自
覚
す
る
の
で

あ
っ
て
、
平
和
を
愛
す
る
『
諸
国
民
の

公
正
と
信
義
に
信
頼
し
』
て
、
わ
れ
ら

の
安
全
と
生
存
を
保
持
し
よ
う
と
決

意
し
た
」
（
日
本
国
憲
法
・
前
文
）
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中
村
　
森
さ
ん
が
持
っ
て
い
る
の
は
、
日
本
経
済
評
論
社
の
本

で
す
ね
［
『
新
訂
現
代
日
本
経
済
史
年
表
』
を
手
に
取
る
］
。

森
　
え
え
年
表
で
す
。
非
常
に
便
利
に
で
き
て
い
ま
し
て
一
。

中
村
　
こ
れ
は
あ
ま
り
有
名
な
本
で
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど

ね
。宮

崎
　
日
本
経
済
評
論
社
は
、
地
味
で
す
け
れ
ど
、
い
い
仕
事

を
や
っ
て
い
ま
す
ね
。

中
村
　
二
〇
〇
一
年
四
月
と
書
い
て
あ
る
か
ら
、
新
し
い
と
こ

ろ
ま
で
入
っ
て
い
ま
す
ね
。
僕
も
前
に
、
一
九
九
〇
年
ぐ
ら
い

の
も
の
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
時
々
使
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、

何
年
か
経
つ
と
駄
目
に
な
り
ま
す
か
ら
ね
。

森
■
適
宜
買
わ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。
先
ほ
ど
の
自
・
社
・

さ
き
が
け
の
連
立
は
、
こ
の
本
に
よ
り
ま
す
と
、
自
民
が
十
三

閣
僚
、
社
会
が
五
閣
僚
、
さ
き
が
け
二
、
と
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

宮
暗
　
さ
き
が
け
二
と
い
ヶ
の
は
誰
だ
ろ
う
。
武
村
さ
ん
と
一
。

私
は
「
座
布
団
」
を
貰
い
ま
し
た
が
、
党
員
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

中
村
　
社
会
五
、
と
い
う
の
は
そ
ん
な
に
あ
っ
た
か
な
。

宮
暗
　
池
端
［
清
＝
さ
ん
と
い
う
方
が
国
土
庁
長
官
。
そ
れ

か
ら
参
議
院
の
方
が
い
た
。
官
房
長
官
（
野
坂
さ
ん
）
も
そ
う

で
す
ね
。

中
村
　
そ
れ
か
ら
行
管
の
大
臣
で
山
口
さ
ん
が
い
た
な
。

村
井
　
山
口
鶴
男
さ
ん
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
さ
き
が
け
は
、
井

出
［
正
一
］
さ
ん
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

謹
厚
　
山
口
鶴
男
は
第
一
次
内
閣
の
と
き
で
す
。
井
出
さ
ん
も

私
の
と
き
で
は
な
い
で
す
ね
。

森
　
こ
の
数
は
改
造
前
の
数
な
ん
で
す
。

宮
暗
　
山
口
鶴
男
さ
ん
は
だ
か
ら
改
造
前
で
す
ね
。

中
村
　
行
政
管
理
庁
と
い
う
お
役
所
の
三
十
周
年
の
パ
ー
テ
ィ

が
あ
っ
て
、
出
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
山
口
さ
ん
が
辞
め
た

次
の
日
に
パ
ー
テ
ィ
が
あ
っ
て
、
「
も
う
一
日
や
っ
て
い
れ
ば
、

今
日
は
大
臣
と
し
て
挨
拶
が
で
き
た
の
に
」
と
言
っ
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
（
笑
い
）
。
二
日
早
く
総
辞
職
で
辞
め
て
、
別
の

人
が
な
っ
た
で
し
ょ
う
。
そ
の
な
っ
た
人
が
一
。

森
　
ま
だ
何
も
業
績
が
な
い
。
本
当
に
ト
ン
ビ
に
あ
ぶ
ら
げ
を

さ
ら
わ
れ
た
よ
う
な
感
じ
で
す
ね
。

中
村
　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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　　　　宮崎　勇

オーラルヒストリー

国際的・知的交流

　　　　　　第11回

［2002年3月15日　14：00～16：10】

〔インタビュアー〕（肩書きはインタビューの時点）

中村隆英（東京大学名誉教授）

藤井信幸（東洋大学教授）－

森直子（聯破大学院大学リサーチアシスタント）

村井哲也（都立大学大学院博士課程）　　（於、（株）大和総研赤坂事務所）
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［宮崎氏作成、インタビューの冒頭に配布された資料］

〈第11回国際化と国際協調〉

1戦後日本経済・＝国際化の歩み

　終戦・後輩・復興＊総司令部による統制

　　　　　　　　　＊懲罰→人道支援→経済的支援

　冷戦、朝鮮戦争　　＊特需

　　　　　　　　　＊西側の一員へ（その影響は今日も続く）

　自立経済へ、高度成長＊「追いつき、追い越せ」

　国際社会の仲間入り　GATT加盟、　IMF八条国移行

　　　　　　　　　　　OECD加盟

　石油危機

280年代後半、90年代

　1民間の諸会　　議三極委、ダボス会議、

　　　　　　　　　日英、日韓、零墨、駐日大使館

◎2　1AC会議（OBサミット）発足の経緯、主たるテーマ

　　　　　　　　　メンバーの個性、魅力、評価

◎3　中国との諸会議

　　　　　　　　　中国の①文革後の発展②市場経済へ

　　　　　　　　　③献身的人材に関心

　◎日中経済知識交流会（20年の歴史）

　　　　　　　　　その評価……教師→反面教師

　◎関連会議　　　　深釧（李瀕、都小平……）

　　　　　　　　　上海（王道函、黄菊……）

　　　　　　　　　天津（周恩来、李建国、王回忌…）

　　　　　　　　　陳西（李建国……）

（宮暗）

総司令部との接触

アメリカ留学

国連出向

02－3－1　5

OECD会議出席

二時間協議発足

（木村一マクラッケン）

（小坂一谷牧）

（宮山謹卜一ティートマイヤー）

首脳会議（サミット）

首相に随行

事務局責任者

小坂一谷牧

（宮崎一「顧問）

谷牧一大来

馬洪一向坂、下河辺

王夢奎一宮崎・福川

房維中、朱錯基



宮
崎
　
早
い
も
の
で
、
も
う
三
月
で
す
ね
。

中
村
　
本
当
に
早
い
で
す
ね
。
毎
月
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い

て
、
四
月
に
始
め
八
月
は
や
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
今
日
は

十
一
回
目
で
す
ね
。

宮
崎
　
い
ち
お
う
今
日
で
最
後
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
も
う
一

回
～
二
回
締
め
く
く
り
的
に
や
り
ま
し
ょ
う
か
。

中
村
　
森
さ
ん
が
、
も
う
一
回
や
っ
て
い
た
だ
ぎ
た
い
と
言
っ

て
い
ま
す
。

宮
崎
　
総
括
的
に
一
応
の
締
め
括
り
を
や
っ
た
方
が
い
い
か
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
村
　
森
さ
ん
が
い
ち
お
う
事
務
局
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
か
ら
。

宮
崎
　
あ
ま
り
だ
ら
だ
ら
や
っ
て
も
し
ょ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
ね
。
ま
た
改
め
て
ご
相
談
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
村
　
宮
崎
さ
ん
は
、
ど
こ
か
外
国
へ
お
出
か
け
に
な
ら
れ
ま

す
か
。

宮
崎
　
五
月
の
半
ば
か
ら
約
一
週
間
で
す
け
れ
ど
も
、
中
国
に

行
き
ま
す
。
そ
の
あ
と
六
月
の
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
ベ
ル

リ
ン
に
行
き
ま
す
。
例
の
O
B
サ
ミ
ッ
ト
の
総
会
で
す
。
も
う

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
行
き
は
い
や
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
ね
。

中
村
　
遠
い
で
す
か
ら
疲
れ
る
ん
で
す
ね
。

宮
暗
　
最
近
は
中
村
先
生
は
あ
ま
り
出
か
け
な
い
ん
で
す
か
。

中
村
　
え
え
、
家
内
が
遊
び
に
行
く
ん
だ
と
い
っ
て
、
フ
ラ
ン

ス
の
旅
行
の
ツ
ア
ー
に
申
し
込
ん
じ
ゃ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で

四
月
に
。

宮
崎
　
四
月
に
も
う
い
っ
ぺ
ん
や
る
と
し
て
、
そ
の
あ
と
は
ど

う
い
う
ふ
う
に
な
り
ま
す
か
。

森
　
四
月
に
終
わ
り
ま
し
た
ら
、
い
ま
付
属
資
料
で
す
と
か
脚

注
で
す
と
か
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
と
同
時
に
二
回
目

の
校
正
を
い
た
だ
い
て
、
順
次
小
見
出
し
を
つ
け
、
製
本
へ
の

作
業
に
移
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

宮
暗
　
タ
イ
ミ
ン
グ
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

森
そ
れ
は
宮
崎
さ
ん
の
ほ
う
か
ら
ご
都
合
が
い
い
よ
う
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
お
聞
き
し
て
組
も
う
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す

が
、
こ
ち
ら
と
し
て
は
来
年
度
内
に
で
き
れ
ば
い
い
ん
で
す
。

中
村
　
あ
ま
り
遅
く
な
ら
な
い
ほ
う
が
い
い
か
ら
。

森
　
え
え
。
夏
休
み
前
ぐ
ら
い
ま
で
に
作
業
を
終
え
る
こ
と
に

す
れ
ば
、
［
来
］
年
度
内
に
は
必
ず
出
る
と
思
い
ま
す
。

宮
崎
　
出
す
形
式
は
ど
う
い
う
形
式
で
す
か
。
通
常
の
役
所
の

報
告
書
み
た
い
な
も
の
で
す
か
。

森
は
い
。
い
く
つ
か
差
し
上
げ
た
も
の
の
よ
う
に
、
A
4
判

の
報
告
書
形
式
の
も
の
で
す
。
た
だ
し
、
い
ま
ま
で
政
治
家
の

方
の
オ
ー
ラ
ル
で
や
っ
て
い
た
よ
う
に
、
注
も
つ
け
ず
、
、
資
料

も
一
番
後
に
添
付
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
な
る
べ
く
各

回
、
各
回
、
ま
た
で
き
れ
ば
適
当
な
箇
所
に
資
料
を
入
れ
る
こ

と
も
最
大
限
考
え
て
、
注
を
つ
け
る
と
い
う
形
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
で
す
か
ら
装
領
は
報
告
書
な
ん
で
す
が
、
中
味
は
な

る
べ
く
普
通
の
本
の
形
に
近
づ
け
た
い
と
思
っ
て
努
力
し
て
い

ま
す
。

宮
暗
　
こ
れ
は
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
で
す
か
ら
、
い
ち
お
う

四
月
に
終
わ
っ
て
、
全
部
の
原
稿
を
い
ま
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う

な
形
で
整
理
し
て
、
お
渡
し
す
る
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
で
す
か
。

森
　
え
え
。
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
第
一
回
の
校
正
を
い
ま

順
次
反
映
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
も
ま
た
順
次
お
渡
し
す
る

と
思
い
ま
す
。

宮
暗
　
そ
の
上
で
も
う
一
度
「
む
す
び
」
的
な
も
の
を
や
っ
て

い
い
と
思
い
ま
す
が
、
改
め
て
先
生
方
と
相
談
さ
せ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
d
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■
国
際
化
と
国
際
協
調

　
戦
後
日
本
の
国
際
化

宮
暗
　
今
日
は
い
ち
お
う
最
終
的
な
テ
ー
マ
と
し
て
私
が
関
わ

っ
た
「
国
際
化
と
国
際
協
調
」
に
関
連
し
た
問
題
に
つ
い
て
お

話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
経
済
は
、
第
二
次
大
戦
後
、
新
し
い
国
際
化
の
道
を
歩

ん
で
き
た
と
い
え
る
か
と
思
い
ま
す
。

明
治
維
薪
の
時
も
、
そ
れ
ま
で
の
長
い
鎖
国
か
ら
解
放
さ
れ
て

国
際
社
会
の
中
に
入
っ
て
行
く
ん
で
す
が
、
開
国
自
身
は
成
功

し
、
経
済
的
に
発
展
す
る
ん
で
す
が
、
一
つ
の
終
結
と
し
て
、

植
民
地
的
経
済
運
営
の
故
も
あ
っ
て
、
幾
つ
か
の
戦
争
に
追
い

込
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
戦
争
が
敗
戦
と
い
う
形
で
終
わ

っ
て
、
日
本
経
済
は
再
び
新
し
い
道
を
歩
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
た
。
戦
争
中
に
は
全
く
国
際
社
会
か
ら
遮
断
さ
れ
、
経

済
的
に
は
貿
易
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
、
技
術
の
導
入
も
ス
ト
ッ
プ

す
る
、
海
外
投
資
も
ス
ト
ッ
プ
す
る
、
そ
し
て
人
的
な
往
来
も

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
で
国
際
社
会
か

ら
隔
絶
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
が
、
戦
後
は
ま
た
国
際
社
会

に
戻
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
の
歩
み
が
始
ま
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
も
全
体
主
義
的
な
、
あ
る
い
は
「
上
か
ら
」

の
司
令
経
済
的
な
方
法
で
は
な
く
、
自
由
経
済
、
の
ち
に
市
場

経
済
と
い
わ
れ
る
方
式
で
国
際
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。　

終
戦
直
後
は
、
日
本
が
戦
争
で
負
け
た
上
に
、
経
済
的
に
は

全
く
荒
廃
し
て
い
て
、
ど
こ
か
ら
手
を
つ
け
て
復
興
を
図
っ
て

い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
混
乱
状
態
で
し
た
。
幸
か
不
幸
か
、

総
司
令
部
の
強
い
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
に
置
か
れ
ま
し
た
。
総

司
令
部
は
当
時
の
日
本
人
に
対
し
．
て
、
最
初
は
戦
争
行
為
に
対

す
る
懲
罰
と
い
う
方
針
で
経
済
運
営
に
当
た
っ
た
わ
け
で
す

が
、
幾
分
か
は
人
道
的
な
支
援
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の

人
道
的
な
支
援
も
、
明
日
の
食
糧
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
よ
う

な
、
生
活
の
最
低
限
を
保
証
す
る
と
い
う
意
味
で
の
人
道
的
な

支
援
で
あ
っ
て
、
経
済
的
に
こ
れ
か
ら
発
展
す
る
た
め
の
支
援

を
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
も
幸
か
不
幸
か
、
長
い
目
で
み
れ
ば
不
幸
だ

っ
た
と
思
う
ん
で
す
が
、
や
が
て
世
界
に
冷
戦
状
況
が
勃
発
し
、

そ
の
中
で
朝
鮮
戦
争
が
始
ま
り
ま
す
。
と
い
う
こ
と
で
日
本
経

済
は
「
西
側
の
一
員
」
と
し
て
、
経
済
復
興
に
つ
い
で
経
済
力

の
強
化
を
す
る
と
い
う
使
命
を
負
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
日
本
政
府
自
体
が
、
西
側
の
一
員
と
し
て
の
使
命
を
ど
れ

ぐ
ら
い
自
覚
し
た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
ア
メ
リ
カ
を
先
頭

と
す
る
西
側
の
一
員
と
い
う
意
味
で
の
経
済
力
の
再
建
が
始
ま

り
ま
し
た
。
そ
の
西
側
の
一
員
と
い
う
こ
と
は
、
い
ろ
い
ろ
復

意
味
で
日
本
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
、
今
日
で
も
な
お

そ
の
枠
組
み
の
中
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
で
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　
一
九
九
〇
年
頃
に
い
ち
お
う
冷
戦
は
終
わ
り
、
米
ソ
の
対
立

と
い
う
形
の
も
の
は
な
く
な
っ
た
ん
で
す
が
、
現
在
も
依
然
と

し
て
、
今
日
的
な
色
彩
を
強
め
て
い
る
と
は
い
え
、
日
米
安
保

条
約
と
い
う
枠
の
中
で
政
治
が
行
な
わ
れ
、
経
済
も
そ
う
い
う

大
き
な
枠
組
み
の
中
で
運
営
さ
れ
て
る
と
い
う
感
じ
が
す
る
。

市
場
経
済
の
下
で
経
済
的
国
境
は
な
く
な
っ
て
来
て
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
実
態
的
に
は
経
済
政
策
も
色
濃
く
ま
だ
西
側
の
一
員

と
い
う
色
彩
を
残
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
か
ら
二
十

一
世
紀
が
進
ん
で
い
く
中
で
、
本
当
の
意
味
で
の
独
立
的
な
、

自
主
的
な
政
策
を
ど
れ
ぐ
ら
い
運
営
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
が

注
目
さ
れ
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
ま
だ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
問
で
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は
、
そ
う
い
う
意
味
で
の
議
論
は
本
格
化
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
私
は
学
校
を
卒
業
し
て
経
済
安
定
本
部
に
入
っ
た
わ
け
で
す

が
、
最
初
の
仕
事
は
国
際
化
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ほ
ど
大
き
な
関
わ
り
合
い
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
、

ん
。
も
ち
ろ
ん
憲
法
が
発
布
さ
れ
て
か
ら
、
日
本
は
国
際
社
会

の
中
で
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
し
か
も
「
諸
国
民

の
信
義
」
を
信
頼
し
て
、
軍
隊
を
持
た
な
い
い
わ
ば
平
和
国
家

と
し
て
生
き
る
と
い
う
こ
と
だ
け
は
教
え
ら
れ
、
か
つ
仕
事
の

上
で
も
感
じ
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
ま
だ
最
初
の
こ
ろ
は
改
革
、

再
建
と
い
う
こ
と
に
一
生
懸
命
で
し
た
。
仕
事
の
関
係
で
い
え

ば
、
多
少
司
令
部
と
の
問
の
走
り
使
い
み
た
い
な
こ
と
を
や
り

ま
し
た
σ
今
考
え
る
と
、
占
領
軍
の
政
策
の
歴
史
的
意
味
や
現

実
の
司
令
部
で
の
中
で
の
「
安
定
か
成
長
か
」
の
議
論
の
背
景

な
ど
を
も
っ
と
し
っ
か
り
勉
強
し
て
お
け
ば
と
反
省
し
て
い
ま

す
。　

冷
戦
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
私
は
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
た
り
、

国
連
に
出
向
し
た
り
し
て
、
多
少
国
際
的
な
環
境
の
中
で
仕
事

を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
ま
だ
日
本
経
済
自
体
は

復
興
に
一
生
懸
命
だ
っ
た
時
代
で
す
。
．
一
九
五
五
（
昭
和
三
十
）

年
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
日
本
が
、
レ
ベ
ル
と
し
て
は
先
進
国

に
追
い
つ
い
て
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
経
済
成
長
が
始
ま
る
と

い
う
こ
と
で
、
私
の
仕
事
も
次
第
に
国
際
的
な
関
係
の
も
の
が

増
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
自
立
経
済
か
ら
高
度
成
長
の
時
代
、
「
追
い
つ
け
、
追
い
越

せ
」
と
い
う
時
の
国
際
社
会
と
の
関
わ
り
と
い
う
の
は
、
技
術

導
入
で
す
と
か
原
料
の
輸
入
と
い
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

い
わ
ば
物
的
な
基
礎
固
め
と
い
う
よ
う
な
関
係
の
仕
事
だ
っ
た

ん
で
す
が
、
ま
ず
一
九
五
五
年
に
日
本
は
G
A
T
T
に
加
入
し

ま
す
。
二
九
六
三
年
に
は
そ
の
十
一
条
項
を
適
用
す
る
G
A
T

T
メ
ン
バ
ー
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
一
九
六
四
年
に
は
I
M
F

の
八
条
国
に
移
行
と
い
う
こ
と
で
、
形
の
上
で
も
先
進
国
扱
い

に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
同
じ
く
六
四
年
に
先
進
国
メ
ン
バ
ー
と

し
て
O
E
C
D
に
加
盟
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
私
も
国
内
的
に

は
各
省
の
調
整
の
仕
事
が
増
え
、
同
時
に
い
ろ
い
ろ
な
会
議
に

出
席
す
る
と
い
う
形
で
国
際
的
な
関
わ
り
の
あ
る
仕
事
を
や
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
当
時
の
一
つ
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
が
、
一
九
七
三
年
に
起

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ロ

こ
っ
た
第
四
次
中
東
戦
争
を
契
機
に
し
た
石
油
危
機
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
石
油
危
機
は
日
本
の
経
済
を
大
き
く
直
撃
し
ま
し

た
が
、
同
時
に
国
際
経
済
全
体
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
ま
し
た
。

中
で
も
石
油
消
費
国
で
あ
る
開
発
途
上
国
に
非
常
に
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
、
世
界
全
体
と
し
て
こ
う
い
う
問
題
に
取
り
組

も
う
と
い
う
気
運
が
非
常
に
大
き
く
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
経

済
問
題
と
し
て
は
各
国
の
協
調
が
非
常
に
重
視
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
マ
ク
ロ
経
済
の
面
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
通
商
問
題
に

お
い
て
、
さ
ら
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
そ
れ
と
関
連
し
て
一

九
五
〇
年
代
の
終
わ
り
か
ら
の
南
北
問
題
も
取
り
上
げ
ら
れ
て

お
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
い
っ
そ
う
身
近
な
問
題
と
し
て
石
油

シ
ョ
ッ
ク
の
こ
ろ
か
ら
各
方
面
と
議
論
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
と
思
い
ま
す
。
ベ
ル
サ
イ
ユ
で
開
か
れ
た
O
E
C
D
の
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
南
北
問
題
」
と
い
う
秘
密
の
会
議
に
も
出
席
し
た

り
し
ま
し
た
。
も
っ
と
も
、
O
E
C
D
の
会
議
は
、
南
か
ら
の

　
　
　
　
　
の
　

参
加
者
は
な
く
、
先
進
国
の
立
場
か
ら
の
議
論
で
し
た
。

■
二
国
間
の
定
期
経
済
協
議

　
日
米
経
済
協
議

宮
崎
　
そ
う
い
う
国
際
社
会
と
の
結
び
つ
き
の
中
で
、
二
国
間

の
い
ろ
い
ろ
な
話
し
合
い
の
場
も
で
き
て
ま
い
り
ま
し
た
。
私

静
－
第
「
次
中
東
戦
争
（
「
九
四
八
年

五
月
十
五
日
～
翌
年
二
月
二
四
日
、
通

称
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
戦
争
）
、
第
二
次
中

東
戦
争
（
一
九
五
六
年
、
通
称
ス
エ
ズ

動
乱
）
、
第
三
次
中
東
戦
争
（
一
九
六
七

年
、
通
称
六
日
戦
争
）
に
続
き
中
東
に

勃
発
し
た
戦
争
。
エ
ジ
プ
ト
と
シ
リ
ア

が
イ
ス
ラ
エ
ル
を
攻
撃
し
た
戦
闘
は
、

一
九
七
三
年
十
月
六
～
二
三
日
ま
で

続
き
、
十
月
戦
争
と
呼
ば
れ
た
。
こ
の

戦
争
は
、
ア
ラ
ブ
産
油
国
の
に
よ
る
石

油
戦
略
の
援
護
に
よ
り
、
政
治
的
に
は

ア
ラ
ブ
側
の
勝
利
に
終
わ
っ
た
。

⇔
2
0
E
C
D
は
、
発
足
し
た
一
九
六

一
年
に
二
十
ヶ
国
が
加
盟
し
た
が
、
そ

れ
ら
は
北
米
・
西
欧
先
進
国
（
但
し
ト

ル
コ
も
加
盟
し
て
い
る
）
で
あ
っ
た
。

「
九
七
三
年
ま
で
に
ア
ジ
ア
か
ら
加

盟
で
き
た
国
は
日
本
の
み
で
あ
っ
た
。

表
一
参
照
。

嘗
昭
和
四
六
（
「
九
七
『
）
年
七
月
五

日
か
ら
翌
四
七
年
七
月
七
日
ま
で
在

任
。
宮
崎
氏
は
昭
和
四
七
年
六
月
二
〇

日
ま
で
参
事
官
、
そ
の
後
は
調
査
局
長

で
あ
っ
た
。

・．

S
ζ
8
「
8
否
コ
㌔
豊
≦
■
（
一
九
一

五
1
　
）
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
経
済

博
士
号
取
得
後
、
米
国
商
務
省
。
米
国

連
邦
準
備
銀
行
調
査
局
長
を
経
て
、
一

九
四
六
年
ミ
シ
ガ
ン
大
学
教
授
。
一
九

五
六
～
五
九
年
大
統
領
経
済
諮
問
委

員
会
（
C
E
A
）
委
員
、
ニ
ク
ソ
ン
政

権
下
の
一
九
六
九
～
七
一
年
は
大
統

領
経
済
諮
問
委
員
会
委
員
長
。
レ
ー
ガ

ン
政
権
の
八
五
年
、
大
統
領
経
済
政
策

審
議
会
（
m
8
ユ
旦
。
刀
。
課
。
＜
＞
a
誘
o
q

9
⑳
a
）
委
員
。

．膨

T
日
米
経
済
協
議
は
、
昭
和
四
六
（
一

九
七
一
）
年
秋
に
経
済
企
画
庁
と
C
E

A
の
間
で
定
期
開
催
が
合
意
さ
れ
、
翌

四
七
年
か
ら
年
一
～
二
回
開
催
さ
れ

て
い
る
大
臣
レ
ベ
ル
の
会
議
。
日
米
両

国
の
マ
ク
ロ
な
経
済
情
勢
を
中
心
的

な
議
題
と
し
て
意
見
交
換
を
し
、
近
年

で
は
、
構
造
問
題
（
高
齢
化
、
財
政
赤
字
）

な
ど
に
つ
い
て
も
議
題
と
す
る
。

302
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が
関
係
し
た
も
の
と
し
て
は
、
対
ア
メ
リ
カ
、
対
中
国
、
対
ド

イ
ツ
と
の
二
国
間
経
済
協
議
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
経
済
企
画
庁
長
官
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ヨ

木
村
俊
夫
さ
ん
の
と
き
、
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
経
済
諮
問
委

、
員
会
（
C
E
A
）
の
委
員
長
が
シ
カ
ゴ
大
学
の
ポ
ー
ル
・
マ
ク

　
　
　
　
　
の
イ
コ
う

ラ
ッ
ケ
ン
氏
で
あ
っ
て
、
木
村
さ
ん
と
話
し
合
っ
て
日
米
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

定
期
協
議
を
始
め
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
小
坂
（
徳
三

　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

郎
）
大
臣
の
と
き
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
シ
ュ
ル
ツ
さ
ん
が
相
手

に
な
り
、
シ
ュ
ル
ツ
さ
ん
の
お
宅
に
招
か
れ
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

で
ご
馳
走
に
な
っ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
の
後
何
回
か
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
の
小
食
堂
で
食
事
を
C
E
A
委
員
長
ら
と
し
ま
し
た

が
、
日
本
の
官
邸
の
小
食
堂
よ
り
や
や
陰
影
の
あ
る
落
ち
着
い

た
感
じ
の
所
で
す
。
そ
れ
以
来
、
日
米
協
議
が
日
本
の
経
済
企

画
庁
と
ア
メ
リ
カ
の
経
済
諮
問
委
員
会
の
問
で
毎
年
定
期
的
に

続
い
て
お
り
ま
す
。
外
交
交
渉
と
い
う
よ
り
は
、
経
済
の
情
勢

分
析
を
共
同
し
て
や
る
、
そ
し
て
日
米
が
と
る
べ
き
経
済
政
策

の
あ
り
方
を
議
論
す
る
の
が
中
心
で
、
個
別
的
な
案
件
を
交
渉

す
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
か
ら
ア
メ

リ
カ
と
の
通
商
摩
擦
な
ど
も
出
始
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
う

い
う
問
題
に
つ
い
て
は
現
場
官
庁
で
あ
る
と
こ
ろ
の
通
産
省
が

窓
ロ
で
あ
っ
た
わ
け
で
、
経
済
企
画
庁
は
そ
の
背
景
に
あ
る
マ

ク
ロ
の
問
題
に
つ
い
て
議
論
を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

非
常
に
友
好
裡
に
、
か
っ
き
び
し
い
議
論
を
直
接
し
て
参
り
ま

し
た
。
最
近
で
は
ど
う
も
政
治
色
の
強
い
協
議
に
な
っ
て
い
る

よ
う
な
感
じ
で
す
。

日
中
経
済
協
議

宮
暗
、
中
国
と
の
関
係
は
、
後
ほ
ど
申
し
ま
ず
け
れ
ど
も
、
一

九
七
二
年
に
日
中
国
交
正
常
化
が
行
な
わ
れ
て
、
そ
れ
が
本
格

的
に
経
済
の
面
で
も
進
み
始
め
た
の
ば
七
九
年
忌
な
っ
て
か
ら

　
　
る
　

で
す
。
中
国
か
ら
経
済
関
係
の
要
人
が
相
次
い
で
や
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
を
大
平
内
閣
が
受
け
入
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
面

で
の
経
済
的
な
接
触
が
本
格
化
し
ま
し
た
。
経
済
企
画
庁
と
の

関
係
で
い
え
ば
、
当
時
経
済
企
画
庁
長
官
で
あ
っ
た
小
坂
徳

三
郎
さ
ん
と
、
中
国
の
対
外
経
済
担
当
の
副
首
相
で
あ
る
谷
牧

　
　
　
　
　
　
　
り
　

（
コ
ク
ボ
ク
）
さ
ん
が
、
い
ろ
い
ろ
話
し
合
い
を
始
め
ま
し
た
。

七
九
年
九
月
に
谷
牧
さ
ん
が
経
企
庁
に
来
て
、
小
坂
さ
ん
と
の

会
議
に
私
も
同
席
し
ま
し
た
が
、
そ
の
席
で
、
翌
一
九
八
○
年

一
月
に
、
私
を
団
長
と
し
て
日
本
の
経
済
官
庁
の
連
中
が
中
国

を
訪
問
す
る
と
い
う
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
そ
し
て
私
は
、
八

○
年
一
月
に
主
要
経
済
官
庁
の
人
た
ち
を
連
れ
て
、
向
こ
う
の

国
家
計
画
委
員
会
（
余
秋
里
主
任
）
の
メ
ン
バ
ー
を
相
手
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
り

て
話
し
合
い
を
始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
日
中
の
政
府
レ
ベ
ル
の
定
期
的
な
経
済
協
議
は
こ
ん
に

ち
も
形
式
的
に
は
続
い
て
い
ま
す
。
た
だ
、
最
近
は
ど
う
も
儀

礼
的
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。
最
初
の
こ
ろ
は

定
期
協
議
と
い
い
な
が
ら
、
r
中
国
が
経
済
建
設
に
本
格
的
に
取

り
組
む
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
の
高
度
成
長
の
頃
の
い
ろ
い
ろ

の
経
験
を
学
び
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
こ

ち
ら
が
中
国
側
に
情
報
を
提
供
し
、
「
教
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
よ
う
な
格
好
の
協
議
が
ず
っ
と
続
い
て
い
た
わ
け
で

す
。　

私
は
八
○
年
の
政
府
レ
ベ
ル
の
第
一
回
の
日
中
の
定
期
協
議

の
お
膳
立
て
を
し
て
、
そ
れ
に
出
席
し
て
、
そ
の
す
ぐ
あ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
け

企
画
庁
を
辞
め
ま
し
た
。
民
間
人
（
大
和
総
研
）
に
な
る
わ

け
で
す
が
、
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど
同
時
並
行
し
て
、
中
風
と
の
あ

い
だ
で
民
間
人
の
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
て
、
日
中
経
済

　
　
　
　
　
り
ほ

知
識
交
流
会
を
始
め
る
こ
と
に
関
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と

鱒
6
昭
和
五
三
（
「
九
七
八
）
年
十
一
一
二

七
日
か
ら
翌
五
四
年
十
一
月
九
［
口
ま

で
在
任
。
当
時
、
宮
崎
氏
は
、
昭
和
五
四

年
七
月
二
〇
日
ま
で
調
整
局
長
、
そ
の
．

後
は
事
務
次
官
で
あ
っ
た
。

聾
7
撃
⊆
可
ρ
O
璽
窃
「
（
一
九
一
一
四

一
　
）
。
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
で
経
済

博
士
号
取
得
後
、
一
九
六
二
～
六
七
年

は
米
国
予
算
局
。
六
八
年
ブ
ル
ッ
キ
ン

グ
研
究
所
主
任
研
究
員
。
カ
ー
タ
ー
政

権
下
の
一
九
七
七
～
八
一
年
、
C
E
A

委
員
長
に
就
任
。
そ
の
後
も
、
ブ
ル
ッ

キ
ン
グ
研
究
所
で
精
力
的
に
経
済
調

査
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
従
事
し
て
い
る
。

言
一
九
七
二
年
九
月
、
田
中
首
相
（
当

時
）
が
中
国
を
訪
問
、
周
恩
来
総
理
（
当

時
）
と
会
談
、
「
日
中
共
同
声
明
」
に
署

名
し
日
本
と
中
国
の
国
交
正
常
化
が

実
現
し
た
。
七
八
年
に
「
日
中
平
和
友

好
条
約
」
が
締
結
さ
れ
、
翌
七
九
年
に

は
対
中
円
借
款
が
開
始
さ
れ
た
。
ま
た

同
年
、
両
国
は
文
化
協
力
協
定
に
調
印

し
、
そ
の
五
月
に
は
、
日
中
平
和
友
好

条
約
締
結
記
念
事
業
が
開
催
さ
れ
る

な
ど
、
日
中
双
方
の
文
化
、
教
育
、
新
聞
、

学
術
機
構
の
相
互
訪
問
と
交
流
が
活

気
を
見
せ
た
。

◎｝

X
一
九
七
五
年
一
月
七
日
か
ら
八
二

年
五
月
四
日
ま
で
中
国
国
務
院
副
総

理
を
務
め
た
。
国
家
基
本
建
設
委
員
会

主
任
で
あ
っ
た
。

鱒
－
o
日
中
経
済
協
議
は
、
「
九
八
O
年

以
降
、
内
閣
府
（
旧
経
済
企
画
庁
）
と
中

国
国
家
発
展
計
画
委
員
会
（
旧
国
家
計

画
委
員
会
）
と
の
間
で
、
定
期
的
に
マ

ク
ロ
経
済
問
題
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ

れ
て
い
る
次
官
レ
ベ
ル
の
会
議
。

り｝

g
宮
崎
氏
は
、
昭
和
六
一
（
一
九
八
六
）

年
六
、
月
十
日
、
経
済
企
画
庁
事
務
次
官

を
退
任
さ
札
た
。

鱒
1
2
日
中
経
済
知
識
交
流
会
の
第
一
回

会
合
は
、
一
九
八
一
年
五
月
｝
○
日
に

箱
根
で
開
催
さ
れ
た
。
会
合
は
、
日
本

と
中
国
で
交
互
に
開
催
さ
れ
て
き
て
　
　
　
0
3

い
る
。
後
述
「
日
中
交
流
へ
の
関
わ
り
」
3

の
節
も
参
照
。



に
つ
い
て
も
後
ほ
ど
申
し
ま
す
。

日
独
経
済
協
議

宮
崎
　
も
う
ひ
と
つ
ド
イ
ツ
と
の
あ
い
だ
で
も
同
じ
よ
う
な
政

治
レ
ベ
ル
の
定
期
協
議
を
一
九
七
五
年
の
春
に
始
め
て
い
ま

す
。
私
が
所
管
調
整
局
長
の
時
代
だ
っ
た
の
で
す
が
、
ド
イ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
穏
B

の
経
済
省
経
済
局
長
の
ハ
ン
ス
・
テ
ィ
ー
ト
マ
イ
ヤ
ー
氏
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
け

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
に
し
て
定
期
協
議
が
始
ま
り
、
こ
れ
も

こ
ん
に
ち
ま
で
ず
っ
と
続
い
て
ま
す
。
テ
ィ
ー
ト
マ
イ
ヤ
ー
と

い
う
の
は
、
ご
存
知
か
と
思
い
ま
す
が
、
私
が
定
期
協
議
を
始

め
た
時
は
経
済
局
長
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
や
が
て
経
済
省
の
次

官
に
な
り
、
ド
イ
ツ
中
央
銀
行
の
総
裁
に
な
り
、
大
蔵
大
臣
だ

か
財
務
大
臣
か
に
な
っ
て
、
E
U
を
発
足
さ
せ
る
の
に
貢
献
し

て
辞
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
そ
の
後
ず
っ
と
ド
イ

ツ
経
済
の
実
質
的
な
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
い
っ
た
人
で
す
。
そ

の
人
と
一
九
七
五
年
か
ら
定
期
協
議
を
始
め
て
お
り
ま
す
。
彼

と
は
主
要
先
進
国
首
脳
会
議
（
サ
ミ
ッ
ト
）
の
裏
方
と
し
て
も

一
緒
に
働
き
、
公
私
に
そ
の
つ
き
合
い
を
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

先
頃
も
ベ
ル
リ
ン
で
顔
を
合
せ
て
や
あ
や
あ
と
や
っ
て
き
ま
し

た
。
与
国
と
も
そ
う
で
す
が
、
ド
イ
ツ
と
の
協
議
も
主
と
し
て

マ
ク
ロ
経
済
の
問
題
を
議
論
し
て
い
て
、
個
別
の
交
渉
事
は
全

然
や
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
国
際
会
議
が
石
油
シ
ョ
ッ
ク
以
降
頻

繁
に
行
な
わ
れ
て
、
あ
ち
こ
ち
に
顔
を
出
す
よ
う
な
こ
と
で
、

自
分
と
し
て
は
個
人
的
に
も
い
い
経
験
を
し
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

■
民
間
人
と
し
て
の
国
際
三
三
へ
の
参
加

　
三
極
委
員
会

宮
暗
　
中
曽
根
内
閣
の
「
前
川
報
告
」
が
で
き
た
あ
と
、
総
理

に
言
わ
れ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
主
要
国
に
説
明
に
行
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
し
た
が
、
八
○
年
代
に
入
り
ま
し
て
、
私
は
役
所
を
辞
め

て
政
府
ベ
ー
ス
の
国
際
会
議
に
は
出
席
し
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
は
民
間
人
と
し
て
い
く
つ
か
の
国
際
会
議
に
関
わ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
の
大
和
総
研
で
は
、
創
立
当
初
（
最

初
は
大
和
謹
券
経
済
研
究
所
）
か
ら
国
際
問
題
に
も
力
を
入
れ
、
・

対
外
交
流
も
活
発
に
し
ま
し
た
。
海
外
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
と
の
交

流
、
海
外
期
間
と
の
共
同
研
究
、
海
外
政
府
へ
の
助
言
・
政
策

提
案
な
ど
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
別
に

の
べ
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
は

じ
め
優
れ
た
東
西
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
と
の
地
子
を
深
め
る
こ
と

に
な
り
、
ま
た
大
和
総
研
の
若
い
人
た
ち
に
良
い
経
験
を
．
与
え

る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
大
和
総
研
で
の
仕

事
の
一
部
と
し
て
、
対
外
活
動
を
し
ま
し
た
。

　
そ
の
活
動
は
主
と
し
て
八
○
年
代
後
半
か
ら
と
い
う
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
お

な
る
ん
で
す
が
、
民
間
人
の
会
議
で
は
く
三
極
委
員
会
〉
と
い

う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
ト
ラ
イ
ラ
テ
ラ
ル
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と

呼
ば
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
の
三
極
の
政
治

家
や
経
済
人
が
中
心
に
な
っ
て
、
年
に
一
度
、
日
本
、
ア
メ
リ

カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
持
ち
回
り
で
会
議
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

民
間
人
の
立
場
か
ら
い
ろ
い
ろ
経
済
問
題
を
議
論
す
る
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
算
1
6

会
議
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
代
表
は
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
三
世
、

日
本
の
代
表
は
最
初
は
渡
辺
武
さ
ん
で
し
た
が
、
今
は
宮
澤

［
喜
一
］
さ
ん
で
、
か
な
り
国
の
経
済
政
策
に
近
い
問
題
を
議

論
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
事
務
局
の
山
本
正
さ
ん
は
模
範
的
な

国
際
人
で
各
国
の
識
者
を
ま
と
め
て
、
日
本
の
国
際
化
に
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
近
年
欠
席
し
て
い
ま
す
が
、
七
〇
年
代
、
八
○
年
代
は

し
ば
し
ば
出
席
し
ま
し
た
。
と
く
に
、
日
本
の
国
際
収
支
問
題

蒋
第
七
回
の
章
、
註
七
三
参
照
。

骨
1
4
日
独
経
済
協
議
は
、
旧
経
済
企
画

庁
（
現
在
は
内
閣
府
）
と
闇
経
済
省
と

の
間
で
行
な
わ
れ
る
次
官
レ
ベ
ル
の

協
議
。
日
本
、
ド
イ
ツ
両
国
経
済
及
び

世
界
経
済
の
現
状
と
見
通
し
、
両
国
の

構
造
問
題
な
ど
を
議
論
す
る
。

鱒
1
5
（
．
「
愚
Φ
一
Φ
「
里
O
O
「
コ
「
三
ω
ω
δ
コ
）
。
一
九

七
三
年
に
日
本
・
北
米
・
欧
州
の
民

間
指
導
者
が
集
い
、
「
日
米
欧
委
員
会
」

と
し
て
発
足
し
た
民
間
非
営
利
の
政

策
協
議
グ
ル
ー
プ
。
民
間
の
助
成
金
や

寄
付
金
を
元
に
、
各
地
域
毎
に
委
員
会

が
設
け
ら
れ
、
総
会
は
三
委
員
会
が
共

同
で
運
営
。
欧
州
で
は
九
〇
年
代
半
ば

に
中
欧
諸
国
が
、
北
米
で
は
二
〇
〇
〇

年
に
メ
キ
シ
コ
が
新
規
参
加
。
ア
ジ
ア

で
は
二
〇
〇
〇
年
に
日
本
委
員
会
が

ア
ジ
ア
太
平
洋
委
員
会
に
拡
大
。
日
本

語
名
称
は
「
日
米
欧
委
員
会
」
か
ら
「
三

極
委
員
会
」
に
改
称
さ
れ
た
。
総
会
は

三
地
域
の
持
ち
回
り
で
毎
年
一
回
開

催
す
る
原
則
。

骨
1
6
刀
8
否
噛
①
＝
Φ
「
し
9
コ
0
9
1
誘
o
P
臼

（一

縺
Z
六
一
一
九
七
八
）
米
国
の
巨

大
財
閥
の
三
代
目
。
大
学
卒
業
後
、
ロ

ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
等
の
運
営
な
ど

一
族
の
事
業
を
継
承
。
戦
後
ダ
レ
ス
国

務
長
官
の
文
化
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と

し
て
日
米
平
和
条
約
締
結
に
尽
力
。
日

本
協
会
の
再
建
等
に
奔
走
し
た
。

骨
1
7
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
ジ
ュ
ネ

ー
ブ
）
の
年
次
総
会
。
約
一
一
千
人
の
参

加
者
が
「
週
間
、
幅
広
く
意
見
を
交
わ
、

す
。
世
界
の
各
界
の
ト
ッ
プ
が
集
い
、

「
世
界
の
知
性
の
集
い
」
と
も
呼
ば
れ

る
。
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
毎
年
「
世
界
競

争
力
報
告
」
を
発
表
。
二
〇
〇
〇
年
度

版
で
日
本
は
五
十
九
ヶ
国
中
二
十
「

位
と
低
評
価
を
受
け
た
。
二
〇
〇
一
年

会
議
に
は
森
首
相
（
当
時
）
が
日
本
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
初
め
て
参
加
し
た
。

静
1
8
ω
9
8
’
Ω
8
「
鴇
（
［
九
三
〇
1
）

ハ
ン
ガ
リ
ー
生
ま
れ
。
一
九
四
七
年
に

英
国
に
移
民
、
ロ
ン
ド
ン
経
済
大
学
を

卒
業
。
五
六
年
に
米
国
移
住
、
国
際
的

投
資
基
金
を
運
営
、
巨
額
の
資
産
を
築

く
。
投
資
顧
問
を
務
め
る
↓
」
Φ

O
⊆
ゆ
コ
ε
ヨ
「
c
コ
α
は
三
十
年
以
上
、
年
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が
き
び
し
く
な
っ
た
と
き
、
ア
メ
リ
カ
の
F
・
バ
ー
グ
ス
テ
ン

氏
（
国
際
問
題
研
究
所
長
）
と
ベ
ル
ギ
ー
の
ダ
ビ
ニ
オ
ン
（
元

E
C
委
員
、
ソ
シ
エ
テ
・
ド
・
ベ
ル
ギ
ー
銀
行
の
総
裁
）
と
↓

緒
に
作
業
し
、
報
告
書
な
ど
を
ま
と
め
ま
し
た
。

ダ
ボ
ス
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
1
7

宮
崎
　
　
「
ダ
ボ
ス
会
議
」
は
最
近
有
名
に
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
ス
イ
ス
の
ダ
ボ
ス
で
、
先
進
国
だ
け
で
は
な
く
、
途
上
国

も
入
り
、
冷
戦
時
代
は
カ
ー
テ
ン
の
向
こ
う
側
の
人
も
入
っ
て

い
ま
し
た
が
、
世
界
経
済
に
つ
い
て
議
論
す
る
会
議
で
す
。
こ

れ
は
毎
年
ダ
ボ
ス
で
続
い
て
い
た
ん
で
す
が
、
去
年
の
会
議
は

例
外
と
し
て
、
ニ
ュ
L
ヨ
ー
ク
の
テ
ロ
事
件
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
暮
れ
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
内

容
が
だ
ん
だ
ん
お
祭
り
的
な
感
じ
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
感
じ
が
い
た
し
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
先
進
国
の
首

脳
会
議
λ
サ
ミ
ッ
ト
）
が
多
少
儀
式
的
な
会
議
に
な
っ
て
い
る

の
と
同
じ
よ
う
に
、
ダ
ボ
ス
会
議
も
最
初
は
比
較
的
率
直
に
共

通
の
問
題
を
議
論
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
そ
の
う
ち
に
偉
い
人
、

話
題
に
な
る
よ
う
な
人
を
呼
ん
で
く
る
と
い
ヶ
こ
と
で
、
シ
ョ

ー
的
な
感
じ
が
出
て
き
て
い
る
よ
う
な
感
じ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
最
近
で
は
、
個
人
的
に
は
立
派
な
人
で
す
が
ジ
ョ

　
　
　
　
　
　
る
に

ー
ジ
・
ソ
ロ
ス
を
呼
ぶ
と
か
、
あ
る
い
は
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ひ

　
　
　
　
　
　
　
ね
り

げ
を
は
や
し
た
彼
を
呼
ぶ
と
か
。
世
界
全
体
の
．
潮
流
を
掴
む

た
め
に
は
い
い
会
議
で
す
し
、
経
済
界
の
首
脳
同
士
が
顔
を
合

わ
せ
る
と
い
う
意
味
で
は
有
意
義
な
会
議
だ
と
思
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
実
質
的
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
突
っ
込
ん
だ
議
論
が
行
な
わ

れ
て
い
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
も
っ
と
も
私
も
二
年
し
か
出
席

し
て
お
り
ま
せ
ん
か
ら
、
あ
ま
り
批
判
は
で
き
ま
せ
ん
け
れ
ど

も
、
そ
う
い
う
感
じ
で
す
。
一
度
は
中
国
か
ら
李
鵬
さ
ん
が
参

加
さ
れ
、
グ
ル
ー
プ
の
中
に
朱
錯
基
さ
ん
も
お
ら
れ
て
、
旧
交

を
暖
め
ま
し
た
。
い
い
国
際
人
交
歓
の
場
で
す
。

■
O
B
サ
ミ
ッ
ト
（
イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
会
議
）
の
こ
と

宮
暗
　
そ
の
ほ
か
に
各
国
ベ
ー
ス
の
民
間
会
議
に
も
参
加
し
て

き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
今
日
ご
報
告
し
た
い
の
は
、
二
つ
の
会

議
で
、
そ
の
ひ
と
つ
、
日
本
で
は
O
B
サ
ミ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
て

い
る
I
A
C
（
貯
8
円
＞
0
8
冨
○
○
口
＝
o
出
O
h
「
o
同
ヨ
興
＝
Φ
巴
ω

o
h
O
O
＜
Φ
暴
露
Φ
葺
）
、
各
国
首
脳
経
験
者
に
よ
る
国
際
会
議
と

で
も
い
う
ん
で
し
ょ
う
か
、
こ
の
会
議
に
つ
い
て
ま
ず
ご
報
告

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
イ
ン
タ
ー
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
カ
ウ
ン
ス
ル
と
い
う
の

は
、
一
九
八
三
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
日
本
の
福
田

越
夫
さ
ん
、
西
ド
イ
ツ
の
首
相
で
あ
っ
た
へ
、
ル
ム
ー
ト
・
シ
ュ

　
　
　
　
静
2
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
2
ー

ミ
ッ
ト
氏
、
イ
ギ
リ
ス
の
首
相
で
あ
っ
た
キ
ャ
ラ
バ
ン
卿
、

そ
れ
に
国
連
の
事
務
総
長
で
あ
っ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ク
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
穏
2
2

ト
．
ワ
ル
ト
ハ
イ
ム
さ
ん
の
四
人
が
中
心
に
な
っ
て
、
世
界

的
な
問
題
に
つ
い
て
総
理
と
か
大
統
領
を
経
験
し
た
人
た
ち
で

話
し
合
お
う
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
し
て
現
役
の
総
理
大
臣
や
大
統
ピ

領
と
対
抗
す
る
の
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
そ
う
い
う
人
た
ち
に

助
言
す
る
と
い
う
立
場
で
議
論
し
提
案
し
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
、
・

と
い
う
こ
と
で
始
ま
っ
た
わ
け
で
す
。
あ
く
ま
で
も
中
立
的
で
、

か
つ
個
別
の
国
の
利
害
に
と
ら
わ
れ
な
い
立
場
か
ら
、
そ
し
て

ま
た
長
期
的
な
観
点
か
ら
、
世
界
が
当
面
し
て
い
る
問
題
に
つ

い
て
議
論
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
会
議
が
始
ま
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
ん
に
ち
ま
で
ず
っ
と
続
い
て
お
り
ま
し
て
、
今
年
（
二

〇
〇
二
年
）
は
六
月
に
ベ
ル
リ
ン
で
第
二
十
回
目
の
会
議
が
行

な
わ
れ
ま
す
。
（
二
〇
〇
三
年
は
モ
ス
ク
ワ
で
開
催
）

平
均
三
一
％
の
利
益
を
生
み
、
世
界
で

も
最
優
良
の
投
資
基
金
と
目
さ
れ
て

　
い
る
。

・・

P9

p
レ
ス
チ
ナ
暫
定
自
治
政
府
の
ア

ラ
フ
ァ
ト
議
長
（
一
九
二
九
1
　
）
。
通

称
〈
＄
卑
〉
「
三
里
。
パ
レ
ス
チ
ナ
開
放

機
構
（
P
」
0
）
の
指
導
者
。
「
パ
レ
ス

チ
ナ
暫
定
自
治
宣
言
」
（
オ
ス
ロ
合
意
、

．「

繼
緕
O
年
）
締
結
の
功
績
で
、
九
四

年
に
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ラ
ビ
ン
首
相
、
ペ

レ
ス
、
外
相
と
と
も
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
を
受
賞
。

→ひ

Q0

ﾖ
o
」
ヨ
己
戸
工
Φ
一
ヨ
⊆
ス
「
九
一
八
1

）。

蜉
w
在
学
中
、
ド
イ
ツ
社
会
民
主

党
（
S
P
D
）
入
党
。
の
ち
ド
イ
ツ
連

邦
議
会
議
員
。
S
P
D
副
党
首
、
プ
ラ

ン
ト
政
権
下
の
国
防
相
、
経
済
相
等

を
歴
任
。
一
九
七
四
年
五
月
、
第
五
代

ド
イ
ツ
首
相
に
就
任
。
ド
イ
ツ
自
由
民

主
党
（
F
D
P
）
と
の
連
立
政
権
積

極
的
な
「
東
方
外
交
」
政
策
を
展
開
し

国
際
的
緊
張
緩
和
に
貢
献
、
ま
た
E

C
（
現
在
の
E
U
の
前
身
）
の
発
展

に
貢
献
し
た
。
一
九
八
二
年
十
月
の

選
挙
に
敗
れ
、
四
選
を
果
す
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。

静
2
1
0
P
＝
O
O
7
Φ
コ
ト
⑩
O
欝
己
曽
し
O
ヨ
Φ
ω

（一

縺
u
ニ
ー
）
。
カ
ー
デ
ィ
フ
の
キ

ャ
ラ
バ
ン
卿
。
税
務
局
員
、
労
働
組
合

専
従
職
員
の
の
ち
労
働
党
に
入
党
、
下

院
議
員
。
マ
ク
ミ
ラ
ン
政
権
時
に
は

「
シ
ャ
ド
ー
・
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
（
陰
の
政

権
）
」
の
首
相
。
内
務
大
臣
、
外
務
大
臣

を
歴
任
。
一
九
七
六
年
に
は
英
国
首
相
。

八
○
年
に
保
守
党
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
氏
に

．
敗
れ
首
相
の
座
を
退
く
。
一
九
八
七
年

目
は
「
代
貴
族
（
男
爵
）
を
受
け
る
。

管
2
2
≦
p
一
Ω
7
Ω
∋
闇
ス
仁
詳
（
一
九
一
八
↓
。

外
交
官
、
オ
ー
ス
ト
ラ
ア
国
連
代
表

」
団
団
員
、
の
ち
同
国
国
連
代
表
。
一
九

六
八
～
七
〇
年
に
同
国
外
相
。
七
一

年
、
大
統
領
選
に
落
選
す
る
も
同
年

十
二
月
、
国
連
事
務
総
長
に
。
七
六
年

に
は
途
上
国
か
ら
の
反
対
を
お
し
て

事
務
総
長
に
再
選
、
八
一
年
ま
で
務

め
る
。
八
六
年
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
統

領
就
任
。
ナ
チ
ス
と
の
関
係
疑
惑
が

国
際
世
論
の
中
で
高
ま
り
、
九
一
一
年

の
大
統
領
選
で
落
選
し
た
。
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第
一
回
の
総
会
以
来
、
広
い
意
味
で
の
テ
ー
マ
が
固
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
一
つ
は
「
世
界
の
平
和
と
軍
縮
の
問
題
」
を
議

論
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
始
ま
っ
た
時
は
ま
だ
冷
戦
が
続
い

て
お
り
ま
し
た
か
ら
、
冷
戦
を
な
る
べ
く
早
く
終
結
さ
せ
よ
う

じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
含
め
て
、
軍
縮
の
問
題
と
平
和
の

問
題
を
非
常
に
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
い
ろ
い
ろ
の
意
味
で
成
果
を
産
み
出
し
た
と
思
い
ま

す
。
冷
戦
の
一
番
最
後
の
時
期
に
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
氏
と
レ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
お

ガ
ン
さ
ん
の
共
同
会
談
の
ア
レ
ン
ジ
も
、
陰
で
は
こ
の
イ
ン

タ
ー
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
カ
ウ
ン
ス
ル
が
動
き
、
事
務
的
な
準
備

も
お
手
伝
い
し
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
冷

戦
は
終
わ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
残
念
な
が
ら
各
地
で
い
ろ
い

ろ
な
紛
争
が
続
い
て
、
悲
願
と
し
て
い
る
世
界
平
和
と
軍
縮
と

い
う
こ
と
は
実
現
し
て
お
の
ま
せ
ん
が
、
引
き
続
き
こ
の
問
題

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
今
度
は
テ
ロ
事
件
以
降
初
め
て
の

会
議
で
す
か
ら
、
大
変
面
白
い
と
い
う
と
語
弊
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
興
味
深
い
議
論
が
行
な
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
二
つ
目
の
議
題
は
「
世
界
経
済
の
活
性
化
」
と
い

う
問
題
で
す
。
こ
の
イ
ン
タ
ー
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
カ
ウ
ン
ス
ル

が
誕
生
し
た
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
は
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
あ

と
を
受
け
て
世
界
経
済
の
立
て
直
し
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
と
い
う
の
は
イ
ン

フ
レ
を
起
こ
す
、
同
時
に
不
況
を
起
こ
す
、
そ
れ
か
ら
国
際
的

に
国
際
収
支
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
起
こ
さ
せ
る
、
そ
し
て
同
時

に
南
北
問
題
と
い
う
の
が
非
常
に
先
鋭
化
し
て
く
る
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
し
て
、
世
界
経
済
の
運
営
を
国
際
的
な
観
点
か
ら

検
討
し
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
議
論
を
始
め
て
お
り

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
会
議
の
た
び
に
固
定
平
価
制
が
変
動
制
に
移

行
し
て
通
貨
の
安
定
が
必
ず
し
も
確
保
で
き
な
い
、
そ
れ
を
ど

う
す
る
か
を
議
論
す
る
な
ど
問
題
の
ウ
ェ
イ
ト
も
も
ち
ょ
っ
と

違
っ
て
く
る
ん
で
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
世
界
経
済
を
活
性

化
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
議
論
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。　

最
近
で
は
市
場
経
済
が
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ズ
し
て
、
全
地
球
的

規
模
の
市
場
経
済
が
実
現
し
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
、
従
来
な

か
っ
た
よ
う
な
新
し
い
問
題
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
市
場
経
済

と
い
う
の
は
各
個
人
な
い
し
社
会
学
の
自
由
平
等
な
市
場
参
加

を
前
提
と
し
た
優
れ
た
経
済
シ
ス
テ
ム
で
す
が
、
経
済
的
に
み

れ
ば
競
争
で
す
か
ら
、
必
ず
勝
者
と
敗
者
が
出
て
く
る
こ
と
に

な
る
。
そ
の
問
題
に
い
か
に
対
応
す
る
か
と
い
う
の
が
重
要
な

問
題
で
す
。
こ
の
会
議
で
、
勝
者
と
敗
者
の
問
題
を
本
格
的
に

議
論
し
始
め
た
の
は
五
年
ぐ
ら
い
前
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
の
キ
ャ

ラ
バ
ン
元
首
相
が
重
要
な
問
題
だ
と
い
う
こ
と
で
問
題
提
起
を

し
て
議
論
を
始
め
た
ん
で
す
が
、
議
論
を
始
め
た
頃
は
ま
だ
世

界
全
体
が
、
市
場
経
済
だ
、
そ
れ
行
け
ど
ん
ど
ん
で
、
市
場
経

済
の
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ズ
が
進
ん
で
い
た
。
し
か
し
一
昨
年
、
昨

年
あ
た
り
か
ら
、
本
当
に
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
経

済
が
う
ま
く
行
く
の
か
と
い
う
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。
通
商

問
題
で
も
そ
う
で
す
し
、
環
境
問
題
で
も
そ
う
で
す
し
、
成
長

問
題
で
も
そ
う
で
、
世
界
全
体
が
「
市
場
経
済
の
負
の
部
分
」

と
し
て
出
て
来
た
問
題
の
処
理
に
追
わ
れ
始
め
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
そ
れ
を
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
し
て
い
る
の
が
、
テ
ロ

事
件
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
世
界
の
貧
困
の
問
題
と
い
う
こ
と

で
、
こ
の
議
論
を
O
B
サ
ミ
ッ
ト
が
数
年
前
か
ら
始
め
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
大
い
に
先
見
の
明
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
三
番
目
の
大
き
な
テ
ー
マ
は
、
世
界
共
通
の
問
題

静
2
3
こ
．
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
宮
澤
喜

一
監
修
、
宮
嫡
勇
編
『
普
遍
的
な
倫
理

基
準
の
探
求
－
福
田
赴
夫
と
O
B
サ

ミ
ッ
ト
ー
」
（
日
本
経
済
新
聞
社
、
二

〇
〇
二
年
・
非
売
品
）
の
第
一
一
章
に

詳
し
い
。
【
九
八
四
年
三
月
、
第
二
回

O
B
サ
ミ
ッ
ト
開
催
の
た
め
の
執
行

委
員
会
の
席
で
、
米
ソ
両
大
国
の
首

脳
会
談
再
開
に
議
論
が
集
中
し
た
こ

と
が
契
機
と
な
り
、
執
行
委
員
会
と

し
て
電
報
の
発
信
、
さ
ら
に
O
B
サ
ミ

ッ
ト
本
会
議
で
の
両
首
脳
直
接
会
談

再
開
を
促
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
採
択
へ
と

繋
が
り
、
［
九
八
五
年
十
「
月
二
九

日
、
ス
イ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
於
け
る

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
・
レ
ー
ガ
ン
会
談
に

結
実
し
た
。
そ
の
後
、
両
首
脳
は
毎
年

会
談
を
持
ち
、
最
終
的
に
米
国
大
統

領
が
ブ
ッ
シ
ュ
氏
に
代
っ
た
後
、
一
九

八
九
年
十
二
月
三
日
の
マ
ル
タ
会
議

に
お
け
る
癒
4
7
戦
終
結
が
実
現
す
る
。
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と
し
て
あ
る
「
人
口
爆
発
と
そ
れ
に
関
連
し
た
環
境
・
資
源
の

問
題
」
で
す
。
二
十
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
世
界
の
人
口
は
急
速

に
伸
び
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
人
口
問
題
に
い
か
に
対
応

す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
世
紀
の
初
め
か
ら
人
口
の
カ
ー

ブ
を
描
い
て
み
る
と
わ
か
る
ん
で
す
が
、
二
十
世
紀
に
な
っ
て

急
速
に
人
口
が
増
え
て
い
る
。
西
暦
元
年
、
つ
ま
り
キ
リ
ス
ト

が
生
ま
れ
た
頃
の
世
界
の
人
口
は
せ
い
ぜ
い
三
二
か
四
億
人
か

と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
二
十
世
紀
の
初
め
に
こ
れ
が
十
六
億
・

ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
増
え
て
、
去

年
（
二
〇
〇
一
年
）
九
月
に
六
十
二
億
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で

す
。
こ
の
勢
い
が
も
う
暫
く
続
く
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
α

　
こ
の
人
口
の
急
激
な
増
加
は
、
貧
困
と
結
び
つ
い
て
い
る
と

い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
人
口
増
加
は
南
の
国
で
大
き
く
、
先

、
進
国
の
人
口
増
加
は
か
な
り
緩
ぐ
な
っ
て
い
ま
窮
別
。
し
た
が

っ
て
人
口
が
増
え
る
の
は
貧
し
い
国
を
中
心
と
し
て
生
じ
て
い

る
わ
け
で
す
。
第
二
次
大
戦
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
南
北
問
題
を

な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
言
わ
れ
て
い
た
そ
の
南
北
・

問
題
が
、
人
口
の
増
加
に
よ
っ
て
よ
り
深
刻
化
す
る
と
い
う
状

況
が
ず
っ
と
続
い
て
い
る
。
南
北
問
題
に
取
り
組
む
と
い
い
な

が
ら
、
冷
戦
の
中
で
行
な
わ
れ
た
南
北
問
題
は
基
本
的
に
解
消

さ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
冷
戦
の
関
係
を
除
い
て
も
南

北
関
係
は
改
善
し
た
と
は
言
え
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
大
き

な
原
因
の
一
つ
は
、
人
口
の
南
側
に
お
け
る
増
加
と
い
う
こ
と

で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
き
た
わ
け
で
す
。

　
や
が
て
そ
の
問
題
が
、
人
口
と
成
長
の
問
題
だ
け
で
ば
な
く

て
、
人
口
の
増
加
、
産
業
の
発
展
と
関
連
し
て
、
自
然
環
境
の

問
題
と
関
連
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
、
人
ロ
の
増
加
と
自
然

環
境
の
保
全
を
ど
う
調
和
さ
せ
る
か
と
い
う
問
題
が
大
き
く
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
　
一
つ
の
具
体
的
な
問
題
と
し
て
、
人
口
の
多
い
と
こ
ろ
は
み

　
　
　
　
　
　
　
り
あ

ん
な
南
側
で
あ
る
。
南
側
の
経
済
発
展
を
よ
り
大
き
く
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
し
か
し
そ
の
こ
と
は
、
南
側
の
消
費
水
準

を
高
め
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
を
非
常
に
大
き
く
す
る
だ
ろ

う
。
と
い
う
こ
と
は
、
環
境
に
非
常
に
大
き
な
問
題
を
投
げ
か

け
る
。
あ
る
い
は
南
側
の
成
長
が
始
ま
れ
ば
、
農
業
生
産
が
追

い
つ
か
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
南
側
の
人
口
と
消
費
の
増

加
で
、
世
界
全
体
が
食
糧
不
足
に
見
舞
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
議
論
も
出
て
来
た
。
マ
ル
サ
ス
的
な
見
方
を
す
る
人
は
、

み
ん
な
が
充
分
に
食
え
な
い
た
め
に
お
の
ず
か
ら
人
口
が
抑
制

．
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
く
る
と
い
う
け
れ
ど
、
そ
う
い

う
こ
と
で
は
問
題
の
解
決
に
な
ら
な
い
。
い
か
に
人
口
を
抑
制

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
抑
制
す
る
か
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
い
う
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。
多
少
、
ロ
ー
マ
賢
人
会
議
や

レ
ス
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
な
ど
の
影
響
が
強
す
ぎ
る
と
い
う
感
じ

は
し
ま
す
が
。
そ
う
い
う
問
題
を
議
論
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

倫
理
の
問
題

森
　
こ
の
O
B
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
す
る
の
は
首
相
・
大
統
領
経

験
者
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
、
ど
の
よ
う
な
分
野
の
経
験
者
が
多

い
ん
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
ど
う
い
う
国
か
ら
参
加
し
て
い
る
ん

で
し
ょ
う
か
。

「
宮
暗
　
メ
γ
バ
ー
の
方
か
ら
先
に
申
し
ま
す
と
、
こ
う
い
う
会

議
を
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
言
っ
た
の
は
、
福
田
さ
ん
、
シ
ュ

ミ
ッ
ト
さ
ん
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
さ
ん
と
ワ
ル
ト
ハ
イ
ム
さ
ん
で
す
。

森
　
先
進
国
の
か
た
で
す
ね
。

宮
暗
　
ワ
ル
ト
ハ
イ
ム
は
国
連
で
し
た
か
ら
、
南
を
代
表
す
る

と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
い
ま
、
U
N
D
恥
％
が
脚
光

骨
2
4
表
一
一
参
照
。

。・

Q5

¥
二
参
照
。

静
2
6
国
連
開
発
計
画
（
⊂
ユ
互
Z
g
O
房

ワ
り
く
里
§
コ
酔
写
8
「
田
ヨ
ヨ
①
）
。
国
連
シ

ス
テ
ム
に
お
け
る
技
術
協
力
活
動
の

中
核
的
資
金
供
与
機
関
と
し
て
、
一
九

六
五
年
の
第
二
十
回
国
連
総
会
決
議

一一

Z
二
九
に
基
づ
き
、
従
来
の
「
国
連

特
別
基
金
」
及
び
「
拡
大
技
術
援
助
計

画
」
を
統
合
し
六
六
年
一
月
一
日
に
設

立
さ
れ
た
最
も
重
要
な
国
連
機
関
の

一
つ
。
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を
浴
び
て
い
ま
す
が
、
そ
の
U
N
D
P
の
総
裁
が
モ
ー
ス
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
2
7

う
ア
メ
リ
カ
の
下
院
議
員
だ
っ
た
人
で
、
そ
の
モ
ー
ス
さ
ん

が
加
わ
っ
て
、
彼
は
事
務
局
長
を
か
ね
な
が
ら
も
つ
ば
ら
途
上

国
の
利
害
を
代
表
す
る
形
で
し
た
。
そ
れ
で
と
に
か
く
集
ま
ろ

う
と
い
う
こ
と
で
、
最
初
に
呼
び
か
け
た
の
は
こ
の
四
人
の
人

た
ち
で
す
。

　
こ
の
う
ち
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
さ
ん
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
さ
ん
は
、
そ
．

も
そ
も
現
役
の
サ
ミ
ッ
ト
（
主
要
先
進
国
首
脳
会
議
）
の
提
唱

者
で
も
あ
っ
た
人
な
ん
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
｝
器

　
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
あ
と
、
第
一
回
の
サ
ミ
ッ
ト
は
日
本
か

ら
三
木
さ
ん
が
行
っ
た
会
議
で
す
が
、
当
時
こ
の
三
人
（
福
田
、

シ
ュ
ミ
ッ
ト
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
）
は
い
ず
れ
も
大
蔵
大
臣
を
や
っ

た
あ
と
首
脳
に
な
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
首
脳
会
議
（
サ
ミ

ッ
ト
）
を
や
っ
て
、
そ
の
頃
か
ら
知
り
合
っ
て
い
た
ん
で
す
。

そ
れ
で
み
ん
な
リ
タ
イ
ア
し
て
、
ま
ず
そ
の
当
時
の
サ
ミ
ッ
ト

の
メ
ン
バ
ー
に
呼
び
か
け
た
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
、
フ
ラ
ン
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
骨
四

ス
の
ジ
ス
カ
ー
ル
デ
ス
タ
ン
氏
が
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒
3
0

そ
れ
か
ら
カ
ナ
ダ
の
ト
ル
ド
ー
さ
ん
が
加
わ
っ
た
。
ト
ル
ド

ー
さ
ん
も
カ
ナ
ダ
の
大
統
領
の
前
は
大
蔵
大
臣
だ
っ
た
の
で
ば

な
い
で
し
ょ
う
か
。
先
進
七
ヶ
国
の
会
議
で
す
か
ら
《
シ
ュ
ミ

ッ
ト
さ
ん
、
福
田
さ
ん
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
さ
ん
、
ト
ル
ド
ー
さ
ん
。

そ
れ
か
ち
イ
タ
リ
ア
の
ア
ン
ド
レ
オ
ッ
テ
ィ
さ
細
訓
が
い
ま
し

た
。
こ
の
人
は
最
初
に
メ
ン
バ
ー
に
な
σ
た
け
れ
ど
、
失
脚
し

ま
し
て
メ
ン
バ
ー
を
外
れ
ま
し
た
。
．
そ
れ
か
ら
ア
メ
リ
カ
は
フ

　
　
　
　
↓
勝
3
2

オ
ー
ド
さ
ん
で
す
ね
。

　
現
役
サ
ミ
ッ
ト
当
時
の
メ
ン
バ
ー
が
み
な
加
わ
っ
て
始
ま
っ

た
ん
で
す
が
、
先
進
国
ば
か
り
で
は
ま
ず
い
じ
ゃ
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
、
途
上
国
の
メ
ン
バ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ
地
域
ご
と
に
選

び
ま
し
た
。
例
え
ば
ア
フ
リ
カ
か
ら
は
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
オ
バ

　
　
　
　
　
骨
3
3

サ
ン
ジ
ョ
氏
、
大
統
領
だ
っ
た
人
で
す
。
軍
事
政
権
の
中
心

の
大
統
領
で
し
た
が
、
一
度
内
乱
で
辞
め
ま
し
て
、
一
昨
年
ま

た
復
帰
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
中
南
米
か
ら
は
メ
キ
シ
．
コ
の
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒
3
4

ラ
・
マ
ド
リ
ッ
ド
元
大
統
領
。
メ
キ
シ
コ
改
革
を
や
っ
た
、

大
蔵
大
臣
の
経
験
が
あ
る
人
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
コ
ロ
ン
ビ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
鱒
肪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噸
ひ
％

か
ら
も
来
ま
し
た
し
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
か
ら
も
来
て
、
総
勢

三
十
五
、
六
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。
だ
い
た
い
出
席
す
る
の
は

三
十
人
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

森
基
本
的
に
は
国
家
首
脳
で
す
か
。

宮
暗
　
首
脳
で
す
。
大
統
領
の
経
験
者
と
首
相
の
経
験
者
だ
け

で
あ
っ
て
、
普
通
の
大
臣
経
験
者
は
出
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
代

わ
り
、
専
門
家
会
議
と
い
う
の
を
二
つ
ぐ
ら
い
つ
く
っ
て
い
る

ん
で
す
。
例
え
ば
今
年
の
パ
リ
で
の
専
門
家
会
議
の
場
合
で
す

と
、
ユ
ー
ロ
の
問
題
を
議
論
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
ユ
ー
ロ
問

題
に
詳
し
い
人
を
呼
ぶ
ん
で
す
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
元
の
首
相
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聾
3
7

シ
エ
ー
ル
・
ロ
カ
ー
ル
氏
が
参
加
す
る
、
と
．
い
う
よ
う
に
大

臣
経
験
者
を
呼
ん
で
く
る
と
い
う
こ
と
が
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
。
総
会
に
は
ゲ
ス
ト
．
と
し
て
呼
ん
で
く
る
わ
け
で
、
専
門
家
、

会
議
で
ゲ
ス
ト
と
し
て
呼
ば
れ
る
人
の
中
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の

　
　
　
　
　
　
鱒
3
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
ひ
3
9

マ
ク
ナ
マ
ラ
氏
や
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
氏
な
ど
も
い
ま
す
。
中
」

国
は
た
ま
た
ま
総
理
経
験
者
と
い
う
か
主
席
経
験
者
が
い
な
か

っ
た
と
い
う
か
、
い
る
こ
と
は
い
る
ん
で
す
が
、
必
ず
し
も
中
．

国
を
代
表
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
華
国
鋒
さ
．

聾
4
0

ん
が
一
度
出
て
来
た
ん
で
す
が
、
あ
と
は
ず
っ
と
外
務
大
臣

経
験
者
が
専
門
家
会
議
の
ゲ
ス
ト
と
し
て
参
加
す
る
よ
う
な
形

を
と
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
お
馴
染
み
の
黄
華
（
コ
ウ
カ
）
．
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
骨
4
2
　
，

元
外
務
大
臣
は
、
国
連
代
表
で
も
あ
っ
た
し
、
周
恩
来
の
秘

書
を
や
っ
て
い
た
立
派
な
方
で
、
日
本
と
の
国
交
回
復
の
と
き

に
も
力
に
な
っ
た
人
で
す
。
そ
の
人
が
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
、

⇔
2
7
ζ
o
「
し
o
ρ
「
田
「
匙
δ
己
（
一
九
一
＝
1
）

ア
メ
リ
カ
下
院
罎
員
を
経
て
、
「
九
七
六
～
八

六
年
ま
で
国
連
開
発
計
画
（
U
N
D
P
）
の
事

務
局
長
を
務
め
た
。
こ
の
間
、
ア
フ
リ
カ
緊
急

対
策
不
部
長
も
務
め
た
。

やひ

F
第
一
回
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
昭
和
五
〇
（
「
九

七
五
）
年
十
一
月
【
五
日
～
「
七
日
に
か
け
て
、

フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
郊
外
の
ラ
ン
ブ
イ
エ
に
て
実

施
さ
れ
た
。

聾
2
9
元
フ
ラ
ン
ス
大
統
領
。
第
七
回
の
章
、
註
六

六
を
参
照
。

鱒
3
0
⇒
こ
ユ
Φ
ロ
こ
一
刀
一
Φ
「
「
①
m
ま
一
一
（
一
九
一
九
1

一一

Z
〇
〇
）
弁
護
士
、
大
学
教
授
を
経
て
、
一
九

六
五
年
下
院
護
員
（
カ
ナ
ダ
自
由
党
。
首
相
府

相
、
法
相
兼
検
事
総
長
を
経
て
、
六
八
年
自
由

党
党
首
。
同
年
よ
り
七
九
年
ま
で
首
相
。
八
○

年
三
月
首
相
に
返
り
咲
き
、
八
四
年
六
月
に
引

退
。
英
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
を
対
等
の
公
用
語
と

規
定
し
た
憲
法
を
公
布
す
る
な
ど
、
英
語
系
と

フ
ラ
ン
ス
語
系
住
民
の
融
和
を
目
指
し
た
こ
と

で
知
ら
れ
る
。

鈴
3
1
＞
コ
♀
Φ
9
罫
O
互
δ
（
｝
九
一
九
一
）
キ

リ
ス
ト
．
教
民
主
党
（
D
C
）
の
機
関
誌
「
千
ル

ポ
ポ
ロ
」
記
者
を
経
て
、
「
九
四
六
年
よ
り
下

院
醸
員
（
現
在
は
終
身
上
院
膿
具
）
。
七
一
一
一
七

三
年
・
七
六
～
七
九
年
・
八
九
～
九
一
一
年
の
三

度
、
首
相
を
務
め
る
。
戦
後
イ
タ
リ
ア
憲
政
史

を
象
徴
す
る
人
物
で
、
イ
タ
リ
ア
で
最
も
力
の

あ
る
政
治
家
と
言
わ
れ
る
一
方
、
マ
フ
ィ
ア
と

の
関
運
が
噂
さ
れ
る
存
在
で
も
あ
っ
た
。

傍
3
2
「
。
こ
b
①
「
p
五
刀
⊆
旦
暑
7
（
一
九
；
T
．

）
弁
護
士
か
ら
、
一
九
四
八
年
に
下
院
腹
員
、
六

五
年
目
下
院
院
内
総
務
。
七
三
年
に
ア
グ
ニ
ュ

ー
副
大
統
領
の
辞
任
で
副
大
統
領
、
翌
七
四
年

に
一
一
ク
ソ
ン
大
統
領
の
辞
任
で
第
三
八
代
大
統

領
。
七
七
年
任
期
満
了
に
よ
り
辞
職
。
こ
の
間
、

七
四
年
十
一
月
に
現
職
大
統
領
と
し
て
は
初
め

て
日
本
を
公
式
訪
問
し
た
。

静
3
3
0
冨
ω
8
ρ
O
E
器
O
⊂
⊃
（
一
九
一
二
七
1
）

陸
軍
工
兵
軍
団
長
等
を
経
て
、
一
九
七
五
年
最

高
冥
事
評
膿
血
護
員
。
翌
七
六
年
に
最
高
軍
事

評
膿
会
膜
長
・
国
家
元
首
・
国
軍
最
高
司
令
官

を
兼
任
し
軍
政
を
行
う
。
七
九
年
に
民
政
移
行

し
、
陸
軍
を
退
役
。
九
五
年
ア
バ
チ
ャ
軍
事
政

権
に
対
す
る
ク
ー
デ
タ
ー
未
遂
容
疑
で
逮
捕
、
、

終
身
刑
の
宣
告
。
次
政
権
に
よ
り
九
八
年
釈
放
。

九
九
年
に
は
民
政
再
移
管
後
の
大
統
領
選
に
出

馬
、
当
選
。

誉
3
4
0
⑩
す
ζ
鋤
二
「
己
工
長
鋤
ユ
ρ
≦
の
仁
Φ
ス
一
九

三
四
－
　
）
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
修
了
後
、
一
九

六
〇
年
メ
キ
シ
コ
中
央
銀
行
入
行
、
六
四
年
大

蔵
省
入
り
。
七
五
年
大
蔵
次
官
、
七
九
年
に
予

算
企
画
相
。
八
一
年
与
党
P
R
一
（
制
度
的
革

命
党
）
に
よ
り
次
期
大
統
領
候
補
に
推
薦
さ
れ
、

翌
八
二
年
～
八
八
年
ま
で
大
統
領
を
務
め
た
。

鈴
3
5
コ
ロ
ン
ピ
ア
ー
兀
大
統
領
（
一
九
七
〇
～
一

九
七
四
年
）
の
ミ
サ
エ
ル
・
パ
ス
ト
ラ
ナ
・
ボ

レ
ロ
底
。
現
在
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
統
領
、
ア
ン

ド
レ
ス
・
パ
ス
ト
ラ
ナ
氏
は
同
氏
の
次
男
。

盤
3
6
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
元
大
統
領
（
一
九
八
三
～

一
九
八
九
年
）
の
う
ウ
ル
・
ア
ル
フ
ォ
ン
シ
ン

氏
。
同
氏
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
を
軍
政
か
ら
民
政

へ
移
管
さ
せ
、
民
主
主
義
の
回
復
に
は
成
功
し

た
。
た
だ
経
済
改
革
に
は
失
敗
し
、
極
度
の
イ

ン
フ
レ
な
ど
に
よ
る
社
会
的
経
済
的
混
乱
を
も

308



専
門
家
会
議
、
あ
る
い
は
総
会
に
も
出
て
来
て
い
ま
す
。
天
安

門
事
件
の
直
後
私
が
北
京
に
行
っ
た
と
き
、
・
李
鵬
さ
ん
は
じ
め
．

　
い
ろ
い
ろ
の
ヴ
ル
ー
プ
と
の
面
談
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
貰
い
、
御

．
夫
妻
の
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
宋
音
さ
ん
（
外

交
学
会
長
、
日
中
友
好
協
会
会
長
）
に
代
わ
っ
て
い
ま
す
が
、

会
議
の
メ
ン
バ
ー
そ
の
も
の
は
大
統
領
・
総
理
経
験
者
だ
け
で

す
。

　
　
そ
れ
で
私
は
、
た
ま
た
ま
福
田
さ
ん
の
お
供
と
い
う
こ
と
で

「
事
務
方
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。
最
初
は
U
N
D
P
の
モ
ー
ス
さ

ん
が
中
心
．
に
な
っ
て
U
N
D
P
の
人
が
事
務
局
を
や
っ
て
い
た

ん
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
首
脳
た
ち
ど
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
て
や
め

ま
し
て
、
福
田
さ
ん
が
自
分
の
と
こ
ろ
で
事
務
局
を
や
ろ
う
と

い
う
こ
と
で
、
私
が
い
ま
事
務
局
の
代
表
を
や
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
さ
っ
き
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
大
き
な
問
題
と
し
て
は
平
和

と
軍
縮
の
問
題
、
世
界
経
済
の
活
性
化
の
問
題
、
南
北
問
題
を

含
め
た
人
口
、
自
然
環
境
、
資
源
と
持
続
的
成
長
の
調
租
の
問

題
が
大
き
な
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
重

点
は
そ
の
と
き
に
よ
っ
て
違
っ
て
い
ま
し
て
、
通
貨
の
安
定
と

．
か
通
商
問
題
な
ど
、
そ
の
と
き
そ
の
と
き
で
変
わ
っ
て
い
ま
す

が
、
共
通
の
問
題
は
そ
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　
も
う
一
う
、
．
こ
れ
も
あ
る
意
味
で
先
見
の
明
が
あ
る
ん
で
す

が
、
ち
ょ
う
ど
冷
戦
が
終
わ
る
輿
の
会
議
か
ら
、
．
「
人
権
の
問

．
題
」
「
人
皇
責
任
の
問
題
」
を
よ
り
広
い
立
場
か
ら
取
り
上
げ

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
権
利
と
義
務
の
両

方
が
大
事
だ
と
い
う
問
題
と
し
て
登
場
し
て
き
ま
す
。
．
そ
れ
は

．
別
の
形
で
い
え
ば
倫
理
の
問
題
だ
と
い
う
こ
と
で
、
グ
ロ
ー
バ
‘

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
む
の
は
い
い
け
れ
ど
、
人
間
の
普
遍
的
な

倫
理
基
準
と
い
う
も
の
が
あ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。
冷
戦
が
終
わ
り
ま
し
た
が
、
各
地

で
い
ろ
い
ろ
な
紛
争
が
絶
え
な
い
。
そ
の
原
因
を
探
っ
て
い
く

と
、
民
族
的
な
抗
争
で
あ
っ
た
り
、
宗
教
的
な
対
立
で
あ
っ
た
．

り
す
る
。
そ
の
元
で
は
人
生
観
と
か
倫
理
観
が
違
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
調
和
を
図
ら
な
け
れ
ば
政
治
的
な
安
定

も
実
現
し
な
い
、
経
済
的
な
発
展
も
実
現
で
き
な
い
、
と
い
う

認
識
が
ち
ょ
う
ど
十
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
メ
ン
バ
ー
の
問
に
出
て

来
ま
し
た
。
そ
こ
で
倫
理
の
問
題
を
特
別
議
題
と
し
て
取
り
上

げ
て
き
て
お
り
ま
す
。
最
近
で
は
市
場
経
済
の
中
で
の
不
正
や

不
当
行
為
が
先
進
国
で
も
多
発
し
て
、
こ
の
問
題
に
一
層
関
心

が
払
わ
れ
き
て
い
ま
す

森
　
そ
の
議
題
は
か
な
り
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
で
す
ね
。

宮
崎
　
宗
教
問
題
な
ど
は
特
に
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
で
す
が
、
何
年
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
督
4
3

前
で
す
か
、
世
界
の
宗
教
家
会
議
と
い
う
の
を
O
B
サ
ミ
ッ

ト
が
提
唱
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
の
新
教
「
・
旧

教
・
ギ
リ
シ
ャ
正
教
、
‘
儒
教
馬
仏
教
、
不
ス
ラ
ム
教
、
こ
う
い

う
人
た
ち
の
代
表
者
会
議
を
ロ
ー
マ
で
開
き
ま
し
た
。
話
し
合

い
を
し
て
見
解
を
一
致
す
る
こ
と
は
到
底
で
き
ま
せ
ん
が
、
世

界
の
平
和
に
各
宗
教
が
責
任
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
、
ど
う
い
う
責
任
を
果
た
せ
ば
い
い
．
か
と
い
う
こ

乏
を
議
論
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
宗
教
界
の
歩
み
寄
り
と
い
う
意

味
で
成
果
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
イ
入
ラ
ェ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
話
し
合
い
を
促
進
す
る
材
料
．

に
も
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
宗
教
家
を
呼
ん
で
く
る
と
同

時
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
代
表
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
代
表
を
呼
ん
で
、

同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
議
論
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
も
や
り
ま
し
た
。

イ
ス
テ
エ
ル
の
外
務
大
臣
で
総
理
も
や
っ
た
ペ
レ
ス
さ
砺
翼
も
、

こ
の
O
B
サ
ミ
ッ
ト
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
総
理

経
験
者
で
す
が
、
そ
の
あ
と
外
務
大
臣
に
な
っ
て
い
ま
は
現
職

と
い
う
こ
と
で
外
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
不
ラ
ク
の
人
は
さ

　
た
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
Q

　
静
3
7
刀
。
＄
「
α
一
≦
0
7
Φ
F
o
⊆
ω
r
Φ
o
コ
（
一
九
三

　
〇
一
　
）
一
九
五
八
年
大
蔵
省
入
省
、
六
九
年

大
統
領
選
出
馬
も
敗
退
。
計
画
・
国
土
整
備
相
、

　
農
相
を
歴
任
し
て
、
八
八
一
九
一
年
ま
で
首
相
。

　
ポ
ス
ト
こ
ミ
ッ
テ
ラ
ン
の
最
有
力
者
だ
っ
た

が
、
党
内
紛
争
に
敗
れ
た
。

聾
駆
ζ
o
Z
山
ヨ
Φ
蚕
．
刀
0
8
昌
辺
田
コ
縮
（
一
九
一
六

1
　
）
大
学
準
教
授
、
米
軍
統
合
参
謀
本
部
コ

　
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
経
て
、
一
九
四
六
年
フ
ォ
ー

ド
．
モ
ー
タ
ー
入
社
。
六
〇
年
フ
ォ
ー
ド
一
族

以
外
で
は
初
め
て
同
社
社
長
に
就
任
。
六
一
～

六
八
年
、
ケ
ネ
デ
ィ
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
両
大
統
領

の
下
、
国
防
長
官
。
六
八
～
八
○
年
は
世
界
銀

行
総
裁
。

蕊
颪
貫
δ
Φ
「
士
Φ
ミ
≧
「
Φ
α
（
一
九
一
＝
二
一
）

　
｝
九
五
九
年
ハ
ト
バ
ー
ド
大
学
助
教
授
、
の
ち

教
授
。
「
九
六
九
年
よ
り
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
補

佐
官
（
国
家
安
全
保
障
担
当
）
と
し
て
、
米
中
和

解
声
ベ
ト
ナ
ム
和
平
、
中
東
和
平
に
尽
力
し
、
七
．

三
年
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
。
同
年
九
月
よ

り
国
務
長
官
（
～
｝
九
七
七
年
）
を
務
め
た
。

盤
4
0
（
エ
⊂
P
O
［
♀
δ
コ
0
）
一
九
三
八
年
中
国
共
．

産
党
入
党
。
周
恩
来
死
去
後
に
首
相
代
行
、
一

九
七
六
年
四
月
に
は
党
副
主
席
兼
首
相
。
毛
沢

東
死
後
一
ケ
月
に
わ
た
る
追
悼
行
事
を
領
導
、

四
人
組
失
脚
直
後
の
七
六
年
十
月
に
は
党
主

席
、
党
中
央
軍
事
委
主
席
と
な
つ
元
。
し
か
し

前
歴
を
巡
る
批
判
な
ど
を
受
け
、
八
○
年
九
月

首
相
を
辞
任
し
た
。

弓←

S1

@（

H
⊆
署
冒
工
⊆
①
）
一
九
＝
一
⊥
ハ
僻
T
甲
国
共
露

入
党
、
翌
年
エ
ド
ガ
ー
・
ス
ノ
ー
と
毛
沢
東
の

．
会
見
の
通
訳
を
務
め
る
。
の
ち
大
使
、
国
連
首

席
代
表
を
歴
任
。
一
九
七
三
～
八
五
年
党
中
央

委
員
。
七
六
年
～
八
二
年
外
相
。
こ
の
間
、
一
九

、
七
八
年
十
月
に
日
中
平
和
友
好
条
約
調
印
、
八

O
年
九
月
に
は
副
首
相
を
兼
任
し
た
。

静
4
2
（
ぎ
に
一
m
亭
9
日
本
、
仏
国
留
学
を
経
て
、

　
一
九
ニ
ニ
年
中
国
共
産
党
入
党
。
紅
軍
の
長
征

へ
の
参
加
、
第
二
次
国
共
合
作
の
仲
介
な
ど
、

中
国
の
対
日
戦
勝
利
に
貢
献
。
一
九
四
九
年
の

新
中
国
成
立
後
は
首
相
兼
外
交
部
長
（
外
相
）
。

四
半
世
紀
に
わ
た
り
中
国
の
内
政
、
外
交
を
担

当
、
国
際
親
善
に
努
め
た
。
｝
九
七
二
年
に
は

日
中
国
交
正
常
化
の
実
現
を
果
た
す
な
ど
し
、

常
に
毛
沢
東
に
次
ぐ
地
位
を
保
っ
た
。

●｝

S3

ｳ
式
名
称
は
「
平
和
・
開
発
・
人
ロ
・
環

境
の
相
互
関
連
問
題
に
関
す
る
宗
教
指
導
者
と
」

政
治
指
導
者
の
会
謹
」
。
イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ

ン
．
カ
ウ
ン
シ
ル
（
O
B
サ
ミ
ッ
ト
）
が
主
催

し
、
一
九
八
七
年
三
月
九
、
十
日
に
か
け
て
、

．
ロ
ー
マ
の
ラ
・
チ
ビ
ル
タ
・
カ
ト
リ
カ
に
て
実

施
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
九
九
九
年
四
月
に
は

「
中
東
和
平
プ
ロ
セ
ス
と
宗
教
的
意
義
」
と
題

し
た
会
議
が
O
B
サ
ミ
ッ
ト
主
催
に
よ
っ
て
催

さ
れ
て
い
る
。

静
4
4
コ
Φ
δ
ω
、
一
ω
互
ヨ
。
コ
（
「
九
一
一
三
1
）
海
軍

の
司
令
官
、
次
官
か
ら
国
会
議
員
。
の
ち
経
済

担
当
相
、
運
輸
・
通
信
相
、
情
報
相
、
国
防
相

を
歴
任
。
【
九
八
四
年
野
党
リ
ク
ー
ド
と
の
挙

　
国
「
致
内
閣
首
相
。
首
相
辞
任
後
、
九
三
年
ラ

ビ
ン
内
閣
の
外
相
。
イ
ス
ラ
エ
ル
・
P
」
0
秘

密
交
渉
で
歴
史
的
和
解
を
成
立
、
翌
年
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
受
賞
。
九
五
年
ラ
ビ
ン
首
相
暗
殺
で

再
度
首
相
就
任
。
翌
九
六
年
、
イ
ス
ラ
エ
ル
初

の
首
相
公
選
で
ネ
タ
一
一
ヤ
フ
候
補
に
敗
退
。
二

，
O
O
一
年
シ
ャ
ロ
ン
政
権
で
外
相
。
翌
年
辞
任
。
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／

す
が
に
来
て
い
ま
せ
ん
が
、
イ
ラ
ン
の
代
表
と
か
。

森
　
現
職
に
復
帰
す
る
と
メ
ン
バ
ー
か
ら
外
れ
る
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

宮
崎
　
い
ち
お
う
外
れ
ま
す
。
ペ
レ
ス
さ
ん
は
外
れ
て
い
ま
す
っ

イ
タ
リ
ア
の
ア
ン
ド
レ
オ
ッ
テ
ィ
首
相
は
一
度
メ
ン
バ
ー
に
な

っ
て
、
ま
た
首
相
に
な
っ
て
や
め
て
、
そ
れ
か
ら
外
務
大
臣
に

な
っ
た
り
し
て
い
ま
す
か
ら
ち
ょ
っ
と
や
や
こ
し
い
ん
で
す

が
、
メ
ン
バ
ー
の
入
れ
替
わ
り
は
多
少
あ
り
ま
す
。

　
も
う
こ
の
会
議
も
二
十
年
も
経
ち
ま
し
た
か
ら
、
若
返
り
し

て
活
力
を
持
た
せ
た
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
急
に
は
無
理
だ
か
ら
、
何
人
か
ず
つ
メ
ン
バ
ー
を
替
え
て

い
ま
す
。
二
年
続
け
て
欠
席
し
た
人
は
自
動
的
に
や
め
て
も
ら

ヶ
。
そ
れ
か
ら
七
十
歳
を
過
ぎ
た
人
は
辞
め
て
も
ら
お
う
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
さ
ん
は
自
分

が
言
い
出
し
て
い
る
の
に
、
周
り
が
辞
め
た
ら
困
る
と
言
っ
て

辞
め
さ
せ
な
い
。
だ
か
ら
定
年
制
は
ま
だ
実
現
し
て
い
ま
せ
ん
。
．

八
十
歳
ぐ
ら
い
で
切
る
と
、
宮
澤
さ
ん
も
ひ
っ
か
か
る
こ
と
に

な
る
ん
で
す
が
。

森
　
そ
う
す
る
と
日
本
か
ら
は
、
福
田
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
後

I
o

宮
暗
福
田
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
、
い
ま
は
宮
澤
さ
ん

な
ん
で
す
。

森
　
メ
ン
バ
ー
は
一
国
一
人
で
す
か
。

宮
崎
　
一
人
で
す
。

森
　
八
三
年
に
O
B
サ
ミ
ッ
ト
が
で
き
て
か
ら
、
一
つ
の
国
で

も
何
人
か
首
相
経
験
者
が
出
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
ね
。

「
私
が
今
度
は
な
り
た
い
」
と
い
う
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

宮
暗
　
な
り
た
い
と
い
う
人
は
い
っ
ぱ
い
い
る
し
、
な
り
た
く

な
い
と
い
う
人
も
い
る
ん
で
す
が
、
難
し
い
で
す
ね
。

森
　
ま
だ
読
み
か
け
な
ん
で
す
が
、
先
日
い
た
だ
い
た
O
B
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒
4
5

ミ
ッ
ト
の
福
田
元
首
相
の
七
回
忌
を
記
念
に
出
さ
れ
た
こ
の
本

の
最
初
の
方
を
読
み
ま
し
た
ら
、
例
え
ば
森
［
喜
朗
］
前
首
相

な
ど
は
最
初
の
頃
か
ら
福
田
さ
ん
に
つ
い
て
行
か
れ
た
よ
う
で

す
ね
。

宮
増
森
さ
ん
は
福
田
派
で
す
か
ら
、
福
田
さ
ん
は
勉
強
に
来

い
と
い
う
こ
と
で
つ
れ
て
い
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
小
泉
［
純

一
郎
］
さ
ん
も
一
緒
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
別
に
福
田
派
で
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
全
然
な
い
ん
で
す
。
日
本
の
場

合
だ
っ
た
ら
、
次
は
宮
澤
さ
ん
が
推
薦
さ
れ
た
ん
で
す
が
、
福

田
さ
ん
は
次
は
誰
だ
と
存
命
中
は
お
っ
し
ゃ
ら
な
か
っ
た
ん
で

す
ね
。
で
も
だ
い
た
い
そ
う
い
う
感
じ
だ
な
と
い
う
こ
と
は
わ

か
っ
て
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
こ
れ
も
あ
ま
り
外
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
執
行
委
員
会
と
い

う
の
が
あ
り
ま
し
て
、
メ
ン
バ
ー
を
誰
に
す
る
か
と
い
う
こ
と

を
い
ち
お
う
審
査
す
る
ん
で
す
。
例
え
ば
シ
ュ
ミ
ッ
ト
さ
ん
は
、

自
分
は
辞
め
た
い
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
あ
と
に
誰
を
推

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
あ

す
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
コ
ー
ル
さ
ん
が
首
相
を

辞
め
て
い
た
か
ら
「
コ
ー
ル
さ
ん
で
す
か
」
・
と
聞
く
と
、
「
あ

れ
は
何
も
問
題
が
わ
か
っ
て
い
な
い
か
ら
駄
目
だ
」
と
い
う
。

シ
ュ
ミ
ッ
ト
さ
ん
が
推
薦
さ
れ
て
い
る
の
は
ワ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー

　
鱒
4
7

さ
ん
で
す
。
「
彼
な
ら
大
統
領
経
験
者
で
、
物
事
が
よ
く
わ
か

っ
て
い
る
し
、
身
辺
が
清
潔
だ
」
と
い
う
。
（
宮
崎
注
”
ベ
ル

リ
ン
会
議
で
正
式
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
た
。
）

　
そ
れ
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
場
合
フ
ォ
ー
ド
さ
ん
が
辞
め
て
カ
ー

　
　
　
り
れ

タ
ー
さ
ん
に
な
っ
た
ん
で
す
が
、
カ
ー
タ
ー
さ
ん
は
二
年
ぐ

ら
い
総
会
に
出
て
こ
ら
れ
た
。
あ
の
人
は
あ
ち
こ
ち
を
ア
メ
リ

カ
の
特
使
み
た
い
な
形
で
飛
び
回
っ
て
い
た
の
で
あ
ま
り
出
席

で
き
な
い
か
ら
と
い
っ
て
辞
め
ま
し
た
。
次
を
誰
に
す
る
か
と

・・

S5

{
澤
喜
一
監
修
、
宮
崎
勇
編
『
普

遍
的
な
倫
理
基
準
の
探
求
一
福
田
赴

夫
と
O
B
サ
ミ
ッ
ト
ー
」
（
日
本
経
済

新
聞
社
、
二
〇
〇
一
年
）
の
こ
と
。

務
ス
。
ユ
魑
工
Φ
ぎ
5
（
一
九
三
〇
1
　
）

氏
の
こ
と
。
州
議
会
議
員
、
州
知
事

を
経
て
、
連
邦
議
会
議
員
。
一
九
八

一一

N
連
立
政
権
首
相
。
九
〇
年
の
東

西
両
ド
イ
ツ
統
一
で
統
【
ド
イ
ツ
首

相
。
九
八
年
十
月
、
総
選
挙
小
選
挙

区
で
の
落
選
（
比
例
代
表
で
は
当
選
）

後
、
退
陣
。
二
〇
〇
〇
年
不
正
献
金

疑
惑
に
よ
り
名
誉
党
首
を
辞
任
、
二

年
後
政
界
を
引
退
。

●膨

S7

?
δ
留
Φ
番
「
－
刀
蕃
己
く
9
」
（
一
九

二
〇
－
　
）
　
「
九
六
四
年
旧
西
独
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
会
議
議
長
に
選

ば
れ
政
界
入
り
。
八
一
年
、
ベ
ル
リ

ン
州
首
相
兼
旧
西
ベ
ル
リ
ン
市
長
。

一
九
八
四
年
七
月
旧
西
ド
イ
ツ
大
統

領
就
任
。
八
九
年
再
選
。
一
九
九
〇

年
年
十
月
東
西
ド
イ
ツ
統
一
に
伴
い
、

初
代
統
一
ド
イ
ツ
大
統
領
に
就
任
、

九
四
年
退
任
。

⇔
繋
O
曳
Φ
「
魍
」
山
旧
記
m
壁
（
一
九
一
一
四

一
　
）
海
軍
士
官
、
農
園
経
営
を
経

て
、
　
一
九
六
二
年
上
院
議
員
。
七
一

年
～
七
四
年
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
知
事
。

七
六
年
民
主
党
大
統
領
候
補
と
し
て

当
選
、
翌
七
七
年
よ
り
ア
メ
リ
カ
大

統
領
。
大
統
領
退
任
後
も
精
力
的
に

外
交
活
動
を
展
開
し
、
二
〇
〇
二
年

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
。
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り
ゆ

い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
結
局
ク
リ
ン
ト
ン
さ
ん
に
メ
ン
バ
ー

に
な
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
ん
で
す
。
今
度
ベ
ル
リ
ン
会
議
に
出

て
ぐ
れ
れ
ば
、
最
初
の
ク
リ
ン
ト
ン
氏
の
登
場
で
す
。
そ
の
と

き
も
い
ろ
い
ろ
議
論
が
あ
り
ま
し
て
、
も
う
一
度
フ
ォ
ー
ド
を

担
ぎ
出
せ
、
と
い
う
人
も
い
た
。
ク
リ
ン
ト
ン
氏
に
つ
い
て
は

シ
ュ
ミ
ッ
ト
さ
ん
が
、
「
彼
は
女
性
問
題
が
あ
っ
た
か
ら
駄
目

だ
」
と
い
う
。
倫
理
も
議
論
し
て
い
る
サ
ミ
ッ
ト
メ
ン
バ
ー
だ

か
ら
、
能
力
だ
け
で
な
く
、
身
辺
が
き
れ
い
じ
ゃ
な
け
れ
ば
駄

目
だ
と
、
真
面
目
な
意
味
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
言
う
ん
で
す
ね
。

で
す
か
ら
、
汚
職
を
し
た
り
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
で
名
前
が
挙
が

っ
た
人
は
頭
か
ら
い
や
だ
と
い
う
ん
で
す
。
福
田
さ
ん
も
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
そ
う
い
う
考
え
方
で
し
た
。
・
そ
ん
な
こ
と
を
い

っ
た
ら
女
性
に
人
気
の
あ
る
ト
ル
ド
ー
は
大
丈
夫
か
、
な
ん
て

言
っ
て
ト
ル
ド
ー
さ
ん
を
冷
や
か
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う

偉
い
人
た
ち
が
執
行
委
員
会
と
し
て
五
、
六
人
い
る
ん
で
す
が
、

そ
の
人
た
ち
が
新
し
い
メ
ン
バ
ー
は
誰
に
す
る
か
を
決
め
て
い

去
す
。

　
私
が
ず
っ
と
関
わ
っ
て
き
た
の
は
、
事
務
局
と
し
て
で
す
か

ら
雑
務
も
し
ま
す
し
、
仕
事
の
ア
レ
ン
ジ
も
し
ま
す
が
、
非
常

に
国
際
的
に
先
端
的
な
問
題
を
扱
う
と
い
う
意
味
で
大
変
面
白

い
、
首
脳
間
で
議
論
が
分
か
れ
た
こ
と
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
通
貨
問
題
で
ゴ
タ
ゴ
タ
し
て
い
た
ど
き
に
、
や
は
り
固

定
平
価
制
に
戻
っ
た
方
が
い
い
ん
だ
と
い
う
議
論
が
あ
り
ま
し

た
が
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
感
じ
て
い
る
人
が
い
る
ん
で
す
ね
。

福
田
さ
ん
も
あ
る
程
度
そ
う
だ
っ
た
し
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
氏
も
そ

う
で
し
た
。
こ
ん
な
に
通
貨
が
う
ま
く
行
か
な
い
の
は
変
動
相

場
制
の
せ
い
だ
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た
り
、
そ
こ
ま
で
戻
る
の

は
ち
ょ
っ
と
極
端
だ
か
ら
、
例
え
ば
短
期
資
本
の
移
動
な
ど
は

市
場
経
済
の
原
理
と
離
れ
て
規
制
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
問
題
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
、
そ
れ
は
現
実
の
問
題
と
し
て
た

い
へ
ん
面
白
か
っ
た
で
す
ね
。

　
そ
れ
と
関
連
し
て
、
各
国
の
金
融
政
策
を
検
討
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
の
金
融
政
策
、
財
政
政
策
は

国
際
的
な
考
慮
を
あ
ま
り
し
な
い
で
独
り
よ
が
り
の
政
策
を
と

っ
て
い
る
と
い
う
批
判
が
多
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
い
う
傾
向

と
い
い
ま
す
か
、
ど
こ
の
国
で
も
自
国
本
位
で
や
る
こ
と
が
、

と
く
に
通
貨
問
題
な
ど
で
は
強
い
わ
け
で
す
ね
。
例
え
ば
特
別

ゲ
ス
ト
に
、
ア
メ
リ
カ
の
ポ
ー
ル
・
ボ
ル
カ
ー
さ
ん
が
し
ば
し

ば
出
て
来
た
ん
で
す
が
、
彼
な
ん
か
は
変
動
相
場
制
に
移
っ
た

ん
だ
か
ら
、
そ
れ
で
や
る
と
い
う
立
場
で
す
。
ボ
ル
カ
ー
さ
ん

と
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
さ
ん
、
ジ
ス
カ
ー
ル
な
ど
は
通
貨
の
専
門
家

で
す
か
ら
、
そ
の
議
論
は
面
白
か
っ
た
で
す
ね
。

O
B
サ
ミ
ッ
ト
の
議
論
の
雰
囲
気

森
　
O
B
サ
ミ
ッ
下
と
い
う
の
は
国
の
枠
を
越
え
て
議
論
す
る

場
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
家
の
ト
ッ
プ
を
務

め
て
い
た
よ
う
な
方
で
す
か
ら
、
「
自
分
め
国
の
た
め
」
を
考

え
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
は
し
よ
う
が
な
い
と
い
う
感
じ
で
し
ょ

う
か
。
「

宮
崎
　
そ
れ
は
で
い
け
な
い
、
と
い
う
の
が
最
初
に
こ
の
会
議

が
で
き
た
趣
旨
な
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
国
際
的
な
立
場
か
ら

国
際
協
調
を
や
る
、
い
ま
問
題
に
な
っ
て
い
る
一
国
主
義
は
駄

目
な
ん
だ
、
と
い
う
の
が
最
初
か
ら
の
哲
学
な
ん
で
す
ね
。
、
発

言
も
個
人
的
な
立
場
で
、
必
ず
し
も
自
分
の
国
の
政
府
と
同
じ

で
な
い
と
き
も
あ
る
。

森
　
サ
ミ
ッ
ト
の
趣
旨
に
賛
同
で
き
な
い
よ
う
な
人
は
メ
ン
バ

ー
に
は
お
断
り
す
る
こ
と
に
な
る
ん
で
す
か
。

静
4
9
Ω
ゴ
δ
P
藍
＝
岱
ヨ
し
Φ
耐
。
・
9
（
［
九

四
六
1
　
）
弁
護
士
、
大
学
教
授
、

州
司
法
長
官
を
経
て
、
一
九
七
八
年

全
米
史
上
最
年
少
（
三
二
歳
）
で
ア

ー
カ
ン
ソ
ー
州
知
事
。
現
職
民
主
党

大
統
領
を
敗
り
九
三
年
よ
り
二
期
八

年
大
統
領
。
州
知
事
時
代
の
疑
惑
や

不
倫
疑
惑
も
表
面
化
し
た
が
、
パ
レ

ス
チ
ナ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
和
平
首
脳
会

談
を
仲
介
、
包
括
合
意
に
導
き
、
内

政
で
も
経
済
政
策
で
（
財
政
黒
字
は

過
去
最
大
）
成
果
を
あ
げ
た
。

、
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宮
崎
　
基
本
的
に
賛
成
す
る
人
が
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
て
入
る

ん
で
す
け
れ
ど
ね
。
各
人
は
そ
れ
ぞ
れ
国
の
指
導
者
で
あ
っ
た

わ
け
で
、
も
ち
ろ
ん
自
分
の
国
の
利
害
は
ど
う
で
も
い
い
と
い

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
問
題
に
よ
っ
て
解
決
策
に

リ
ザ
ー
ブ
す
る
人
は
い
ま
す
。
別
に
表
決
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
け
れ
ど
、
最
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
を
発
表
す
る
と
き
に
、

「
こ
れ
に
は
自
分
は
賛
成
で
き
な
い
」
と
ち
ゃ
ん
と
言
い
ま
す
。

そ
れ
は
中
南
米
や
中
東
の
人
に
わ
り
あ
い
多
い
で
す
ね
。
「
そ

ん
な
き
れ
い
事
は
わ
れ
わ
れ
の
と
こ
ろ
に
は
適
用
で
き
な
い
」

と
言
う
ん
で
す
ね
。
財
政
の
赤
字
を
減
ら
せ
と
い
う
提
案
に
つ

い
て
も
、
一
般
的
に
そ
こ
ま
で
は
い
い
ん
で
す
が
、
ど
う
い
う

ふ
う
に
財
政
赤
字
を
滅
ら
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

言
う
と
、
「
そ
れ
は
呑
め
な
い
」
と
言
う
人
が
い
ま
す
。
少
数

意
見
で
す
が
、
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ど
の
議
論
で
も
口
角
泡
を
飛
ば
す
よ
う
な
議
論
が
行
な
わ
れ

る
ん
で
す
が
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
さ
ん
が
一
番
貫
禄
も
あ
り
ま
す
。

議
論
し
て
い
て
も
「
そ
れ
は
駄
目
だ
、
黙
り
な
さ
い
」
と
言
う

わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
も
ち
や
ん
と
し
た
総
理
大
臣
を
や
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
の

る
よ
う
な
人
を
相
手
に
し
て
、
で
す
ね
。
ボ
ル
カ
ー
さ
ん
、

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
な
ん
て
い
う
の
は
、
英
語
は
う
ま
い
ん
で
す

が
、
ち
ょ
っ
と
口
が
も
ご
も
ご
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
発
音
が

は
っ
き
り
し
な
い
と
「
も
っ
と
は
っ
き
り
言
っ
て
く
れ
」
と
い

う
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
さ
ん
は
説
り
が
あ
る
ん
で
す
が
、
・
「
ち

ゃ
ん
と
し
た
英
語
で
し
ゃ
べ
っ
て
く
れ
」
と
い
う
。
そ
ん
な
こ

と
を
平
気
で
言
う
ん
で
す
。
非
公
開
の
議
論
で
す
が
。
皆
親
し

い
友
人
で
す
か
ら
、
そ
れ
で
い
い
ん
で
す
。

　
先
駆
的
な
議
論
を
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
冷
戦
が
終
わ
る

こ
と
に
つ
い
て
も
、
米
ソ
の
両
首
脳
の
会
見
を
ア
レ
ン
ジ
し
た

り
、
宗
教
会
議
も
ア
レ
ン
ジ
し
た
り
、
そ
う
い
う
実
際
的
な
ご

と
も
か
な
り
や
っ
て
い
る
ん
で
す
。
今
度
は
た
ま
た
ま
テ
ロ
事

件
以
降
で
す
か
ら
、
テ
ロ
の
議
論
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
一
辺
倒
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
し
ょ
う
ね
。

ま
た
今
度
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
出
て
く
る
と
す
る
と
ク
リ
ン
ト
ン

さ
ん
で
す
か
ら
、
ブ
ッ
シ
ュ
さ
ん
と
は
違
う
で
し
ょ
う
ね
。
宮

澤
さ
ん
は
さ
か
ん
に
、
「
ゲ
ス
ト
で
も
い
い
か
ら
共
和
党
か
ら

誰
か
大
物
を
連
れ
て
こ
い
、
そ
う
し
な
い
と
ア
メ
リ
カ
の
本
音

が
聞
け
な
い
」
と
い
う
ん
で
す
ね
。
ま
だ
二
ヶ
月
ほ
ど
あ
り
ま

す
が
、
誰
が
呼
べ
る
で
し
ょ
う
か
。

森
　
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
何
日
ぐ
ら
い
か
け
て
や
る
ん
で
す
か
。

宮
崎
　
三
日
間
ぐ
ら
い
で
す
ね
。
二
日
半
。

森
」
事
務
局
が
日
本
で
、
今
回
は
ベ
ル
リ
ン
で
会
議
と
い
う
こ

と
で
す
と
、
な
か
な
か
ア
レ
ン
ジ
が
大
変
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

宮
暗
　
大
変
で
す
ね
。
も
っ
と
も
会
議
開
催
国
も
大
い
に
協
力

し
て
呉
れ
ま
す
ね
。
今
年
か
ら
日
本
の
事
務
局
は
N
P
O
に
し

た
ん
で
す
。

森
　
事
務
局
は
童
名
ぐ
ら
い
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
か
。

宮
暗
　
東
京
で
男
名
た
ら
ず
で
す
か
ね
。
N
P
O
で
す
か
ら
皆

ん
な
無
給
で
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
開
催
国
で
事
務
局
を

一
つ
持
ち
ま
す
の
で
、
今
度
の
場
合
は
ド
イ
ツ
に
事
務
局
を
お

き
ま
す
。
た
ま
た
ま
い
ま
の
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
さ
ん
と
い
う
総
理

大
臣
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
さ
ん
の
弟
子
で
す
か
ら
、
ド
イ
ツ
で
や
る

と
言
っ
た
ら
い
ろ
い
ろ
配
慮
し
て
く
れ
て
、
会
場
は
外
務
省
を

使
っ
て
く
れ
と
か
、
パ
ー
テ
ィ
は
自
分
が
や
る
と
か
ベ
ル
リ
ン

市
長
が
や
る
と
か
、
会
議
の
ア
レ
ン
ジ
や
雑
用
、
送
り
迎
え
、

警
備
な
ど
は
ド
イ
ツ
の
事
務
局
が
全
部
ア
レ
ン
ジ
し
て
く
れ

る
。
わ
れ
わ
れ
は
飛
行
機
の
ア
レ
ン
ジ
と
か
文
書
の
配
布
と
か

翻
訳
と
い
う
こ
セ
を
し
て
い
ま
す
。

　
O
B
サ
ミ
ッ
ト
は
最
初
は
大
き
な
国
が
お
金
を
出
し
て
い
た

⇔
5
0
ア
メ
リ
カ
連
邦
準
備
制
度
理
事
会

議
長
等
を
務
め
た
ポ
ー
ル
・
ボ
ル
カ

ー
氏
の
こ
と
。
第
七
回
の
章
、
註
七

四
を
参
照
。

．，

T1

ｾ
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
「
月
二

日
生
ま
れ
。
官
営
八
幡
製
鉄
所
か
ら
、

昭
和
九
年
の
製
鉄
大
合
同
後
は
日
本

製
鉄
。
昭
和
二
五
年
の
日
本
製
鉄
解
体

時
、
八
幡
製
鉄
常
務
。
永
野
重
雄
富
士

製
鉄
社
長
と
と
も
に
八
幡
、
富
士
両
製

鉄
所
の
合
併
を
実
現
さ
せ
社
長
就
任
。

日
経
連
副
会
長
、
経
団
連
副
会
長
（
の

ち
会
長
）
。
「
鉄
鋼
天
皇
」
と
も
称
さ
れ

た
。静

5
2
中
国
・
長
江
河
口
の
宝
山
に
位
置

し
、
現
在
中
国
で
最
も
製
造
能
力
を
有

す
る
製
鉄
所
。
建
設
に
際
し
、
中
国
側

は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
国
策
の
基

本
方
針
が
「
自
力
更
正
」
か
ら
「
改
革
解

放
」
へ
大
転
換
さ
れ
た
こ
と
の
象
徴
と
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ん
で
す
が
、
先
進
国
は
ケ
チ
で
一
つ
減
り
、
二
つ
減
り
で
、
今

で
は
大
部
分
は
日
本
と
開
催
国
、
そ
れ
に
韓
国
な
ど
若
干
の
国
、

若
干
の
民
間
の
O
B
サ
ミ
ッ
ト
共
鳴
者
が
費
用
を
見
る
．
形
に
な

っ
て
い
ま
す
。
日
本
は
一
般
的
な
事
務
経
費
を
持
っ
て
い
ま
す
。

と
い
っ
て
も
、
今
度
か
ら
変
え
よ
う
と
思
っ
℃
い
る
ん
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
は
日
本
が
国
連
に
お
金
を
拠
出
し
て
、
国
連
を
通
し

て
お
金
を
も
ら
っ
て
事
業
す
る
形
を
と
っ
て
い
た
ん
で
す
。
そ

れ
で
は
効
率
が
悪
い
と
い
う
こ
と
で
、
今
年
か
ら
日
本
の
事
務

局
を
N
P
O
に
し
て
、
わ
れ
わ
れ
が
直
接
政
府
か
ら
も
ら
う
形

に
し
ま
し
た
。
あ
と
の
大
回
は
韓
国
政
府
で
、
歴
代
の
大
統
領

が
非
常
に
熱
心
で
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
国
は
ち
ょ
び
ち
ょ
び
で

す
。　

こ
れ
も
こ
こ
だ
け
の
話
で
す
が
、
肝
心
の
ア
メ
リ
カ
政
府
と

イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
政
府
が
替
わ
っ
た
ら
あ
ま
り
面
倒
を
み
て

く
れ
な
い
ん
で
す
ね
。
ア
メ
リ
カ
で
は
ど
う
も
政
治
家
の
一
部

が
「
O
B
サ
ミ
ッ
ト
は
反
米
主
義
者
が
多
い
か
ら
金
を
出
せ
な

い
」
と
言
っ
て
い
る
ら
し
い
ん
で
す
。
こ
れ
は
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ

ー
氏
な
ど
が
出
席
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
反

米
主
義
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
が
、
一
国
主
義
に
は
反

対
の
メ
ン
バ
ー
が
多
い
わ
け
で
す
か
ら
、
当
然
「
反
米
」
的
と

見
る
人
も
い
る
わ
け
で
し
ょ
う
ね
。

　
過
去
ず
っ
と
O
B
サ
ミ
ッ
ト
に
つ
き
合
っ
て
き
た
も
の
で
す

か
ら
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
と
し
て
の
私
に
は
世
界
の
経
済
の
流
れ

を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
い
い
機
会
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
日
中
交
流
へ
の
関
わ
り

　
日
中
経
済
知
識
交
流
会

宮
丘
　
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
国
際
的
な
仕
事
と
し
て
は
、
中
国

に
わ
り
あ
い
関
わ
り
合
い
を
持
っ
て
鈍
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
を

お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
ち
ょ
う
ど
今
年
（
二
〇
〇
二
年
）
が
日
中
国
交
回
復
三
〇
周

年
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
一
九
七
二
年
に
日
中
の
国
交
正
常
化

が
実
現
し
ま
し
た
。
そ
し
て
七
八
年
置
平
和
条
約
が
結
ば
れ
て
、

そ
れ
か
ら
本
格
的
な
経
済
的
な
往
き
来
が
始
ま
り
ま
す
。
先
ほ

ど
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
七
九
年
九
月
目
大
平
内
閣
の
と
き
に
、

・
私
は
政
府
ベ
ー
ス
で
経
済
企
画
庁
の
代
表
と
し
て
で
、
日
中
の

最
初
の
定
期
交
流
の
た
め
北
京
を
訪
問
し
ま
し
た
が
、
ほ
ど
な

く
退
官
し
ま
し
た
。

　
　
日
中
定
期
協
議
の
方
は
そ
の
後
も
ず
っ
と
続
い
て
い
ま
す

が
、
た
ま
た
ま
そ
れ
と
並
行
し
て
、
さ
き
ほ
ど
申
し
ま
し
た
谷

牧
さ
ん
（
副
総
理
）
が
、
「
民
間
ベ
ー
ス
で
も
話
し
合
い
を
し

た
ら
ど
う
か
」
と
い
う
提
案
を
し
て
、
新
日
鉄
の
稲
山
［
嘉
寛
］

さ
細
．
に
謡
講
さ
れ
ま
し
た
・
稲
山
さ
ん
は
宝
山
製
鉄
晦
の
関

係
も
あ
り
ま
す
が
、
元
々
中
国
問
題
に
大
変
関
心
が
あ
り
、
中

国
を
大
事
に
し
ょ
う
と
い
う
考
え
方
で
し
た
か
ら
、
そ
れ
は
い

い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
話
を
大
来
［
佐
武
郎
］

さ
ん
に
お
ろ
し
た
。
大
来
さ
ん
は
大
平
内
閣
の
外
務
大
臣
で
し

　
の
おた

か
ら
、
そ
れ
は
や
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
か

ら
民
間
ベ
ー
ス
の
定
期
的
な
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
第
一
回
の
会
議
「
日
中
経
済
知
識
交
流
会
」
が
八
一
．
年
に
始

ま
っ
て
お
り
ま
す
。
谷
牧
・
稲
山
両
氏
の
話
し
合
い
で
で
き
た

ん
で
す
が
、
向
こ
う
の
代
表
は
馬
洪
さ
細
別
と
い
う
当
時
国
務

院
発
展
セ
ン
タ
ー
の
主
任
で
、
日
本
で
い
え
ば
総
務
長
官
と
か

官
房
長
官
み
た
い
な
位
置
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
コ
日
本
は
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
お

来
さ
ん
が
す
ぐ
に
向
坂
［
正
男
り
さ
ん
に
替
わ
っ
て
、
向
坂

・
さ
ん
が
代
表
で
し
ば
ら
く
続
い
て
い
ま
し
た
。
中
国
側
は
馬
洪

さ
ん
が
ず
っ
と
続
い
て
い
た
ん
で
す
が
、
二
、
三
年
前
か
ら
発

展
セ
ン
タ
ー
の
主
任
を
辞
め
ら
れ
て
、
王
夢
奎
さ
ん
砧
と
い
う

位
置
付
け
た
。
日
本
か
ら
積
極
的
に
技

術
を
導
入
す
る
こ
と
と
な
り
、
稲
山
経

団
連
会
長
の
下
で
新
日
鉄
等
が
技
術

支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
完
成
し
た
。

静
5
3
大
来
氏
の
外
務
大
臣
と
し
て
の
任

期
は
、
昭
和
五
四
（
一
九
七
九
）
年
十
一

月
九
日
～
同
五
五
年
七
月
「
六
日
ま

で
。
第
二
回
の
章
、
註
七
九
も
参
照
。

聾
5
4
（
ζ
p
－
エ
。
コ
岨
）
一
九
三
七
年
中
国

共
産
党
入
党
、
国
家
計
画
委
委
員
等
を

「
務
め
た
が
、
五
五
年
権
力
闘
争
に
連
座
、

失
脚
。
後
に
復
活
し
、
社
会
科
学
院
工

業
経
済
研
究
所
長
等
を
歴
任
、
八
二
年

～
八
五
年
社
会
科
学
院
院
長
。
同
年
十

月
～
九
五
年
国
務
院
経
済
技
術
社
会

発
展
研
究
中
心
総
幹
事
を
務
め
た
、
中

国
官
庁
エ
コ
ノ
ミ
ス
ド
の
第
一
人
者
。
・

文
革
で
追
放
処
分
さ
れ
て
い
た
朱
錯

基
（
現
首
相
）
を
見
出
し
、
登
用
し
た
人

物
。

・・

T5

蜷
ｳ
四
（
一
九
一
五
）
年
四
月
九
日

生
ま
れ
。
戦
前
は
企
画
院
、
満
鉄
に
勤

務
。
戦
後
経
済
企
画
庁
に
入
り
、
昭
和

三
七
年
総
合
計
画
局
長
。
同
四
「
年
辞

職
し
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所

所
長
、
そ
の
後
会
長
。
ま
た
国
際
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
議
長
を
務

め
る
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
関
す

る
役
職
を
歴
任
し
た
。

鱒
5
6
（
≦
㍉
p
コ
9
ζ
Φ
コ
O
ー
ズ
⊆
）
一
九
五
六

年
中
国
共
産
党
入
党
。
国
家
計
画
委
員

会
経
済
研
究
中
心
副
主
任
、
国
務
院
研

究
室
副
主
任
等
を
経
て
、
九
五
年
国
務

院
発
展
研
究
セ
ン
タ
ー
主
任
。
九
八
年
、

同
セ
ン
タ
ー
議
長
。
一
九
九
七
年
年
か
．
　
　
1
3

ら
党
中
央
委
員
も
務
め
て
い
る
。
　
　
　
　
　
3



人
が
こ
の
主
任
に
な
り
、
閣
僚
級
の
人
で
す
か
ら
向
こ
う
の
代

表
に
な
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
方
も
向
坂
さ
ん
か
ら
、
下
河
辺

氏
と
私
が
し
ば
ら
く
や
っ
て
、
い
ま
電
通
総
研
の
福
川
［
伸
次
］

さ
砺
駆
が
日
本
代
表
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
会
議
は
も
う
二

十
年
以
上
、
一
年
も
欠
か
さ
ず
毎
年
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
会
は
政
府
レ
ベ
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
経
済
政
策
の

問
題
、
主
と
し
て
マ
ク
ロ
の
問
題
を
中
心
と
し
て
話
し
合
っ
て

き
て
い
ま
す
。
と
い
っ
て
も
、
最
初
の
頃
は
向
こ
う
が
市
場
経

済
を
や
り
始
め
る
、
経
済
建
設
を
本
格
的
に
進
め
る
と
い
う
こ

と
で
、
日
本
の
復
興
時
代
、
高
度
成
長
時
代
の
経
験
の
話
を
し

て
、
そ
こ
か
ら
教
訓
を
受
け
取
っ
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
が
多

か
っ
た
よ
う
な
感
じ
で
す
。
最
近
で
は
日
本
も
教
え
る
こ
と
が

少
な
く
な
っ
て
き
て
、
む
し
ろ
真
似
て
も
ら
っ
て
は
困
る
よ
う

な
こ
と
ば
か
り
で
す
か
ら
、
反
面
教
師
に
な
っ
て
き
て
い
る
と

い
う
感
じ
で
す
。
た
ま
た
ま
中
国
は
国
際
化
が
進
ん
で
W
T
O

に
入
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
日
本
が
G
A
T
T
に
入
っ
た
と

き
の
経
験
は
ど
う
だ
っ
た
．
か
、
ど
う
い
う
点
が
良
か
っ
た
と
い

う
こ
と
に
一
つ
分
重
点
が
お
か
れ
て
き
て
い
ま
す
。
バ
ブ
ル
の

発
生
と
そ
れ
が
崩
壊
す
る
問
題
も
大
き
な
問
題
で
す
。

中
国
の
経
済
発
展
－
中
西
部
開
発
へ

宮
崎
　
そ
れ
乏
の
関
係
で
い
い
ま
す
と
、
中
国
の
経
済
発
展
は

非
常
に
早
く
て
、
マ
ク
ロ
的
に
見
れ
ば
、
世
界
的
に
一
番
よ
く

一
や
っ
て
い
る
経
済
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
成
長
率
が
七
「

九
％
台
と
い
う
こ
と
が
ず
っ
と
続
い
て
い
ま
す
し
、
貿
易
も
黒

字
、
外
貨
準
備
も
世
界
で
二
番
目
と
い
う
よ
う
な
状
況
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
点
は
い
い
ん
で
す
が
、
依
然
と
し
て

た
く
さ
ん
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
が
格
差
の
問
題
で
す
。
経
済
規
模
が
大
き
く
な
り

ま
し
た
け
れ
ど
、
一
人
当
た
り
の
所
得
は
ま
だ
七
五
〇
～
八
五

〇
ド
ル
で
、
こ
れ
は
O
E
C
D
の
定
義
に
よ
れ
ば
開
発
途
上
国

で
す
。
開
発
途
上
国
も
「
高
・
中
・
低
」
と
分
け
て
あ
り
ま
す

が
、
開
発
途
上
国
の
「
中
」
と
「
低
」
の
あ
い
だ
ぐ
ら
い
で
、

非
常
に
低
い
わ
け
で
、
ま
だ
先
進
国
に
は
遠
い
。

　
そ
れ
が
端
的
に
現
わ
れ
て
い
る
の
が
地
域
的
な
格
差
で
、
そ

の
格
差
は
非
常
に
大
き
い
。
一
番
豊
か
な
上
海
と
一
番
貧
し
い

貴
州
省
で
は
、
一
〇
対
一
か
ら
一
二
対
一
ぐ
ら
い
の
格
差
が
あ

　
　
　
　
　
る
お

る
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
沿
岸
地
域
は
非
常
に
経
済
発
展
し
て

い
る
け
れ
ど
、
中
西
部
は
非
常
に
遅
れ
て
い
る
と
い
ケ
問
題
が

あ
る
。
こ
う
い
・
γ
格
差
を
解
消
し
て
い
く
こ
と
が
最
近
の
中
国

の
課
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
郡
小
平
の
経
済

戦
略
は
、
発
展
で
き
る
と
こ
ろ
が
ら
発
展
さ
せ
て
い
っ
て
、
あ

と
の
地
域
は
そ
れ
に
追
い
か
け
て
い
く
よ
う
な
政
策
だ
っ
た
わ

け
で
す
が
、
も
う
沿
海
地
域
は
経
済
が
育
っ
て
き
た
と
い
う
こ

と
で
、
重
点
を
中
西
部
開
発
に
移
し
て
き
て
い
．
る
。
こ
の
こ
と

を
通
じ
て
貧
困
を
な
く
し
、
所
得
格
差
を
縮
め
よ
う
と
い
う
こ

と
に
取
り
組
ん
で
い
る
わ
け
で
す
。

　
中
西
部
開
発
に
重
点
を
置
く
と
い
う
こ
と
は
、
同
時
に
自
然

環
境
に
つ
い
て
も
非
常
に
大
き
な
問
題
が
あ
る
わ
け
で
す
。
中

国
で
も
自
然
破
壊
が
非
常
に
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
砂
漠

化
で
、
緑
地
が
な
く
な
っ
て
い
く
。
そ
の
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が

中
国
の
沿
海
都
市
だ
け
で
は
な
ぐ
、
日
本
に
も
及
ん
で
来
る
と

い
う
国
際
的
な
問
題
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
で
、

貧
困
の
解
消
、
自
然
環
境
の
保
全
と
い
う
こ
と
ど
関
連
し
て
、

中
西
部
開
発
が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
に
際

し
て
、
日
本
の
高
度
成
長
あ
る
い
は
そ
の
後
の
経
済
発
展
が
ど

う
い
う
教
訓
を
与
え
て
も
ら
え
る
か
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
ト

ピ
ッ
ク
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。
同
時
に
W
T
O
加
盟
で
、
非
常

・・

T7

ｺ
和
七
（
一
九
三
一
一
）
年
三
月
八
日

生
ま
れ
。
昭
和
三
〇
年
通
産
省
入
省
、

大
平
首
相
秘
書
官
、
貿
易
局
長
、
官
一
房

長
等
を
経
て
同
六
一
年
六
月
通
産
事

務
次
官
。
同
六
三
年
退
任
。
神
戸
製
鋼

副
社
長
を
経
て
、
平
成
六
年
よ
り
電
通

総
研
研
究
所
長
を
務
め
る
。

静
5
8
中
国
国
内
の
経
済
格
差
に
つ
い
て

は
、
第
五
回
の
章
、
註
三
六
参
照
。

⇔
5
9
中
国
に
お
け
る
一
人
っ
子
政
策

は
、
一
九
七
八
年
天
津
で
開
始
さ
れ
た
。

開
始
を
｝
九
七
九
年
と
し
て
い
る
文

献
も
多
い
。
各
家
庭
で
第
一
子
の
み
の

出
産
に
関
し
て
は
、
経
済
措
置
に
よ
る

優
遇
を
行
う
が
、
第
二
子
以
上
の
出
産

に
は
経
済
的
制
裁
を
加
え
る
と
い
う

人
ロ
抑
制
策
。
た
だ
し
農
民
・
少
数
民

族
及
び
一
人
っ
子
同
士
の
夫
婦
な
ど
、

場
合
に
よ
っ
て
は
第
二
子
を
出
産
し

て
も
よ
い
。
人
口
成
長
率
の
国
際
比
較

は
、
表
三
参
照
。

鈴
6
0
福
川
氏
の
通
産
事
務
次
官
と
し
て

の
任
期
は
、
昭
和
六
［
（
一
九
八
六
）

年
六
月
二
〇
日
～
同
六
三
年
六
月
一

四
日
ま
で
。

・レ

U1

ｺ
和
十
（
一
九
三
五
）
年
十
月
六

日
生
ま
れ
。
昭
和
三
二
年
八
幡
製
鉄

入
社
、
秘
書
部
長
等
を
経
て
平
成
十

年
社
長
に
就
任
。
経
済
同
友
会
副
代

表
幹
事
、
日
経
連
副
会
長
を
務
め
、

平
成
十
四
年
よ
り
日
本
経
団
連
副
会

長
。

・←

U2

ｺ
和
十
（
一
九
三
五
）
年
九
月
七

日
生
ま
れ
。
昭
和
三
三
年
日
本
銀
行

入
行
、
調
査
統
計
局
長
等
を
経
て
、

平
成
六
年
副
総
裁
。
同
八
年
六
月
ま

314
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に
打
撃
を
受
け
る
地
域
は
農
業
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
い
中
西
部
で

す
か
ら
、
対
W
T
O
対
策
と
い
う
意
味
で
も
中
西
部
開
発
は
重

要
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
議
論
し
よ
う
と
い
う
の
が
現

在
の
段
階
で
す
。

　
わ
れ
わ
れ
が
も
う
一
つ
注
意
し
て
く
れ
と
い
っ
て
い
る
こ
と
－

は
、
い
ま
ま
で
の
中
国
経
済
は
マ
ク
ロ
的
に
素
晴
ら
し
い
け
れ

ど
、
日
本
と
同
じ
よ
う
な
構
造
的
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
・
例
え

ば
企
業
の
改
革
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
改
革
の
問
題
が
非
常
に
厄

介
に
な
っ
て
く
る
。
特
に
金
融
シ
ス
テ
ム
改
革
と
い
う
の
は
、

日
本
は
い
ま
だ
に
う
ま
く
で
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か

ら
、
十
分
気
を
つ
け
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　
も
う
一
つ
、
中
国
は
一
人
っ
子
政
策
で
、
途
上
国
の
中
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
れ

例
外
的
に
人
口
が
伸
び
な
い
国
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
そ

れ
で
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
て
い
い
こ
と
な
ん
で
す
が
、
人
口
構
成

が
急
激
に
変
化
し
て
き
て
き
ま
す
。
日
本
は
少
子
化
、
高
齢
化

と
い
う
こ
と
で
、
社
会
保
障
の
問
題
そ
の
他
で
非
常
に
大
き
な

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
中
国
は
急
速
に
そ
う

い
う
道
を
歩
み
始
め
る
。
社
会
保
障
を
ど
う
す
る
の
か
と
い
う

こ
と
は
、
い
ま
か
ら
き
ち
ん
と
用
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、
日

本
と
同
じ
よ
う
な
困
難
に
直
面
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
、
問
題
を
投
げ
か
け
て
い
ま
す
。
こ
の
点
も
日
本
は
反
面

’
教
師
と
し
て
は
役
割
を
果
た
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
の
話
が
遅
れ
ま
し
た
が
、
日
本
側
は
政
府
の
人
は

全
然
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
民
間
人
ば
か
り
で
す
。
と
い
い
ま
し

て
も
、
元
官
僚
は
い
る
ん
で
す
。
私
も
そ
う
で
す
し
、
下
河
辺

［
淳
］
氏
は
去
年
あ
た
り
か
ら
辞
め
て
い
ま
す
が
、
彼
も
役
人

出
身
で
す
。
代
表
に
な
っ
て
い
る
福
川
さ
ん
は
通
産
次
官
で
し

　
b
6
。
。
あ
と
は
民
間
代
表
で
、
新
日
鉄
の
千
速
［
晃
］
社
境
も

　
メ
ン
バ
ー
で
す
。
最
近
は
金
融
問
題
も
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
、

　
元
日
銀
の
副
総
裁
で
、
い
ま
富
士
通
総
研
の
福
井
、
［
俊
彦
］
さ

　
り
↑
6
2ん

あ
る
い
は
I
B
M
の
北
城
［
格
太
郎
］
（
新
経
済
同
友
会
代

　
　
　
　
聾
6
3

表
幹
事
）

　
　
　
　
　
が
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
向
こ
う
は
あ
あ
い
う
国
で
す
か
ら
、
大
半
は
役
人
で
す
ゐ
役

人
O
B
が
二
、
三
人
い
ま
す
。
去
年
あ
た
り
か
ら
は
一
部
国
営
．

企
業
の
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
だ
い
た
い
次
官
級
の
人
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

話
は
違
い
ま
す
が
、
い
ま
の
総
理
の
朱
錯
基
さ
ん
も
こ
の
知

識
交
流
会
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
ん
で
す
。
二
回
目
ぐ
ら
い
か
ら

　
メ
ン
バ
ー
で
し
た
。
一
緒
に
新
彊
ウ
イ
グ
ル
地
区
に
行
っ
た
り

　
し
ま
し
た
。

森
　
中
国
側
は
何
人
ぐ
ら
い
で
す
か
。

着
工
　
十
名
か
ら
十
五
名
ぐ
ら
い
で
す
か
ね
。

森
　
そ
こ
で
は
マ
ク
ロ
経
済
問
題
を
中
心
に
と
い
う
こ
ど
で
す

が
、
日
本
と
中
国
の
あ
い
だ
の
、
そ
の
場
そ
の
場
の
経
済
問
題

に
は
個
別
に
は
踏
み
込
ま
な
い
で
、
も
う
少
し
中
長
期
の
こ
と

を
話
し
合
わ
れ
る
わ
け
で
す
か
。

五
宝
　
O
B
サ
ミ
ッ
ト
よ
り
は
現
実
の
個
別
の
問
題
を
議
論
し

　
て
い
る
こ
と
は
し
て
い
ま
す
が
、
交
渉
事
は
し
ま
せ
ん
。
例
え

　
　
　
　
　
　
　
　
静
6
5

・
ば
農
産
物
輸
入
制
限
と
い
う
と
き
に
は
、
ど
う
や
っ
て
く
れ

と
い
う
交
渉
は
し
ま
せ
ん
が
、
何
故
こ
う
な
っ
た
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
は
か
な
り
突
っ
込
ん
だ
議
論
を
し
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
日
本
か
ら
の
工
場
進
出
に
つ
い
て
も
、
具
体
的
に
こ
こ
が

困
る
と
か
、
ど
う
し
て
く
れ
る
と
い
う
議
論
は
し
ま
せ
ん
が
、

　
一
般
的
な
問
題
と
し
て
、
中
国
の
法
律
は
朝
令
暮
改
で
し
ょ
っ

ち
ゅ
う
変
わ
っ
て
困
る
と
か
、
あ
ま
り
言
え
な
い
け
れ
ど
、
汚

職
、
袖
の
下
が
な
け
れ
ば
問
題
が
解
決
し
な
い
と
い
う
問
題
が

あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
気
を
つ
け
た
方
が
い
い
で
す
よ
、
と
い
っ

で
預
金
保
険
機
構
理
事
長
を
兼
務
。

平
成
九
年
国
際
決
済
銀
行
（
B
I
S
）
ユ

ー
ロ
委
員
会
議
長
。
平
成
十
年
日
銀

で
の
不
祥
事
の
責
任
を
取
り
副
総
裁

を
辞
職
。
同
年
十
一
月
よ
り
富
士
通

総
研
理
事
長
。
十
五
年
四
月
よ
り
日

銀
総
裁
。

聾
6
3
昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
四
月

一
＝
日
生
ま
れ
。
昭
和
四
二
年
日
本

ア
イ
・
ピ
ー
・
エ
ム
入
社
。
常
務
、

専
務
、
副
社
長
を
経
て
、
平
成
五
年

一
月
社
長
就
任
。
同
年
三
月
C
E
O
、

同
仁
「
年
会
長
。
i
B
M
グ
ル
ー
プ

の
世
界
経
営
会
議
メ
ン
バ
ー
。
向
十

二
年
、
外
資
一
〇
〇
％
企
業
の
経
営

者
と
し
て
は
初
め
て
、
経
済
同
友
会
代

表
幹
事
就
任
。

骨
6
4
　
（
圏
F
刀
g
亀
）
　
一
九
二
八
年
生

ま
れ
。
一
九
四
九
年
中
国
共
産
党
入

党
、
五
七
年
に
反
右
派
闘
争
で
右
派

分
子
と
さ
れ
党
籍
解
除
、
五
年
間
の

下
放
労
働
処
分
。
七
九
年
名
誉
回
復

後
、
経
済
・
技
術
畑
の
役
職
を
歴
任
。

八
八
．
年
上
海
市
長
就
任
。
の
ち
副
首

相
（
中
国
人
民
銀
行
（
中
央
銀
行
）

行
長
兼
任
）
。
九
八
年
首
相
に
就
任
。

経
済
通
、
改
革
派
。
（
一
一
〇
〇
三
年
春

辞
任
）

り・

U5

坙
{
は
平
成
十
三
（
二
〇
〇
［
）

年
四
月
、
中
国
産
の
ネ
ギ
、
生
シ
イ

タ
ケ
、
畳
表
に
関
し
セ
ー
フ
ガ
ー
ド

（
緊
急
輸
入
制
限
措
置
）
を
発
動
さ
せ
＼

た
。
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
と
は
、
あ
る
特

・
定
の
物
品
の
輸
入
増
加
に
伴
っ
て
、

国
内
産
業
に
重
大
な
損
害
が
生
じ
た
・

場
合
に
発
動
で
き
る
輸
入
制
限
の
こ

と
。
第
九
回
の
章
、
註
七
三
も
参
照
。
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た
具
体
的
な
議
論
は
し
ま
す
。
日
本
は
こ
の
点
で
教
師
・
反
面

教
師
の
両
面
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
し
て
く
れ
る
ん
で
す
か
と
い

う
交
渉
事
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
は
向
こ
う
（
中

国
側
）
は
必
ず
各
省
に
す
ぐ
に
伝
．
わ
り
ま
す
。
そ
し
て
対
応
を

講
じ
て
い
ま
す
。

　
中
国
の
人
と
話
し
て
い
る
と
、
最
初
は
格
式
張
っ
た
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
も
う
十
何
年
経
っ
て
、
今
度
は
二
十
回

目
で
す
か
ら
、
全
然
そ
う
い
う
隔
て
が
な
い
で
す
ね
。
日
本
の

審
議
会
よ
り
も
も
っ
と
友
好
的
と
い
う
か
、
フ
ラ
ン
ク
に
議
論

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
審
議
会
は
、
わ
れ
わ
れ
も
経

験
が
あ
り
ま
す
が
、
「
ご
も
っ
と
も
で
す
」
と
い
う
感
じ
で
す

か
ら
ね
。

中
村
　
　
［
日
本
の
審
議
会
で
は
］
率
直
に
し
ゃ
べ
っ
て
も
、
速

記
に
は
残
る
ん
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
に
は
絶
対
に
な

ら
な
い
。

森
だ
ん
だ
ん
口
を
喋
ん
で
し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け

で
す
ね
コ

宮
暗
　
事
前
打
合
せ
は
あ
る
ん
で
す
ね
。
お
そ
ら
く
中
国
で
も

会
議
に
臨
む
際
に
は
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
、
こ
う
い
う
発
言
を

し
ょ
う
と
か
、
こ
れ
は
や
め
て
お
こ
う
と
か
言
っ
て
い
る
に
違

、い

ﾈ
い
ん
で
す
け
れ
ど
ね
。

中
村
　
誰
々
に
こ
う
い
つ
て
も
ら
お
う
と
か
ね
。

宮
暗
　
そ
れ
は
あ
る
と
思
い
ま
す
ね
。
．

中
村
　
そ
し
て
A
さ
ん
が
賛
成
し
よ
う
と
か
、
そ
う
い
う
筋
ま

で
で
き
て
い
る
ん
で
す
ね
。

宮
崎
　
こ
の
［
日
中
知
識
交
流
］
会
議
で
は
、
そ
こ
ま
で
は
な
．

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
村
　
国
際
会
議
で
二
十
回
つ
き
合
っ
て
お
ら
れ
た
ら
親
し
く

な
っ
て
、
い
い
で
し
ょ
う
ね
。
向
こ
う
で
や
っ
た
り
、
こ
ち
ら

で
や
っ
た
り
、
場
所
は
か
わ
り
ば
ん
こ
な
ん
で
し
ょ
う
。

宮
崎
　
か
わ
り
ば
ん
こ
で
す
。
日
本
人
も
最
初
は
報
告
と
い
う

か
、
書
い
た
も
の
を
読
む
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
中
国
は
い
ま

で
も
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
若
干
あ
り
ま
す
ね
。
書
い
た
も
の
を

ず
っ
と
読
む
。

中
村
　
向
こ
う
の
人
は
偉
い
か
ら
、
国
内
の
地
位
が
高
い
か
ら

で
し
ょ
う
。

宮
崎
　
う
っ
か
り
し
た
こ
と
を
言
え
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
今
は
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
全
く
自
由
発

言
で
す
。

中
村
　
い
ま
は
O
B
サ
ミ
ッ
ト
で
も
こ
こ
で
も
そ
う
で
し
ょ
う

が
、
現
在
職
務
に
な
い
人
が
何
を
言
っ
て
も
構
わ
な
い
わ
け
だ

け
れ
ど
、
現
在
公
式
の
職
を
持
っ
て
い
る
人
が
何
か
言
う
と
、

都
合
に
よ
っ
て
、
」
問
題
に
な
る
こ
と
が
あ
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

宮
崎
　
私
な
ど
も
、
企
画
庁
と
ア
メ
リ
カ
の
C
E
A
と
の
会
議

な
ん
て
い
う
の
は
別
で
す
が
、
O
E
C
D
の
会
議
に
出
る
と
、

後
ろ
を
意
識
し
て
発
言
し
ま
す
。
前
に
座
っ
て
い
る
相
手
国
の

に
言
う
と
同
時
に
、
後
ろ
を
意
識
す
る
。
通
産
省
の
代
表
は
な

ん
と
思
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
、
大
蔵
省
は
ど
う
思
っ
て
い
る
だ

ち
う
か
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
し
ゃ
べ
り
ま
す
ね
。
あ

と
で
必
ず
「
宮
崎
さ
ん
、
あ
れ
は
言
い
過
ぎ
で
す
」
と
か
「
こ

れ
を
言
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
困
る
」
と
言
わ
れ
る
わ
け
で
す
。

中
村
　
中
国
側
は
い
ま
で
も
後
ろ
を
意
識
し
て
や
っ
て
，
い
る
ん

で
し
ょ
う
ね
。

宮
暗
　
も
う
何
年
も
続
け
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
し
て
彼
ら
同
士

も
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
す
か
ら
今
で
は
自
由
に
、
「
こ
こ
で
は

ど
う
だ
」
と
か
、
「
い
や
い
や
、
そ
れ
は
違
う
よ
」
と
か
言
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
日
本
人
と
い
う
の
は
、
私
も
含
め
て
、
昔

は
会
議
が
下
手
で
し
た
ね
。
国
連
や
O
E
C
D
、
I
M
F
な
ど
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exzu　Ea　ae一

で
3
S
と
言
わ
れ
た
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
Q
っ
巨
費
、
Q
っ
ヨ
。
評
Φ
、

QQ
ｴ
三
。

中
村
　
窪
①
茸
冒
昌
。
首
鋤
鼻
と
い
う
英
語
が
あ
っ
た
ん
で
す

ね
。宮

崎
黙
っ
て
い
て
、
ス
マ
イ
ル
し
て
、
ス
モ
ー
ク
し
て
終
わ

る
。
私
だ
っ
て
最
初
は
そ
う
い
う
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
み

ん
な
が
ワ
ー
ワ
ー
と
や
り
始
め
る
と
、
自
分
は
ど
こ
で
議
論
に

入
っ
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
。
．

中
村
　
そ
れ
は
語
学
か
も
あ
る
ん
で
す
ね
。
英
語
で
割
り
込
む

と
い
う
の
は
一
。

宮
崎
　
難
し
い
で
す
ね
。
顔
な
じ
み
に
な
っ
て
く
る
と
、
相
手

が
変
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
な
と
思
う
と
、
ま
ず
席
の
前
に
あ

る
札
を
立
て
る
ん
で
す
。
指
名
を
受
け
る
た
め
に
ま
ず
札
を
立

て
て
、
そ
れ
か
ら
発
言
機
会
を
与
え
ら
れ
る
ま
で
に
何
を
言
う

か
考
え
る
ん
で
す
ね
。
最
初
は
何
を
言
お
う
、
何
を
言
お
う
と

考
え
て
い
る
う
ち
に
話
題
は
ど
ん
ど
ん
先
に
行
っ
て
し
ま
う
も

の
で
す
か
ら
ね
。

中
村
　
英
作
文
を
や
っ
て
い
た
ら
駄
目
な
ん
で
す
ね
。
．
で
も
英

作
文
を
し
な
い
と
、
最
初
は
怖
く
て
し
ゃ
べ
れ
な
い
③

宮
暗
　
そ
う
い
う
点
で
な
る
ほ
ど
な
と
感
心
し
た
の
は
、
外
務

省
で
、
O
E
C
D
大
使
も
や
ら
れ
た
し
、
長
い
こ
と
G
A
T
T

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
お

の
会
議
の
日
本
代
表
に
な
っ
て
い
た
宮
崎
弘
道
さ
ん
で
、
彼

は
会
議
中
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
札
を
立
て
る
ん
で
す
。
、
活
発
だ
な
と

思
っ
て
、
「
宮
崎
さ
ん
、
よ
く
あ
ん
な
に
し
ゃ
べ
れ
ま
す
ね
」

と
言
っ
た
ら
、
「
い
や
札
を
立
て
て
、
．
自
分
に
回
っ
て
く
る
ま

で
ち
ょ
、
つ
と
時
間
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
あ
い
だ
に
考
え
る
ん

だ
。
い
き
な
り
指
名
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
最
初
に
無
駄
話
を

す
る
ん
だ
。
無
駄
話
は
予
め
二
つ
か
三
つ
考
え
て
お
く
。
会
議

に
来
る
途
中
で
、
こ
う
い
う
人
に
会
っ
た
ら
こ
う
い
う
話
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
そ
う
と
い
ま
の
問
題
は
一
、
と
し
ゃ

べ
っ
て
い
る
あ
い
だ
に
答
え
を
考
え
る
」
と
い
う
。
そ
う
い
う

こ
と
が
日
本
人
に
は
な
か
な
か
で
き
な
い
ん
で
す
ね
。
い
ま
は

だ
ん
だ
ん
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
ん
で
す
が
。
ダ
ボ
ス
会

議
で
も
積
極
的
に
発
言
す
る
日
本
人
と
い
う
の
は
あ
ま
り
、
い
な

い
。
ダ
ボ
ス
会
議
に
行
っ
て
来
る
と
い
う
財
界
人
が
何
を
や
っ

て
い
る
か
之
思
う
と
、
麻
雀
を
や
っ
て
い
る
人
が
い
る
。

森
　
宮
崎
さ
ん
が
ダ
ボ
ス
会
議
に
出
席
さ
れ
た
の
は
何
年
で
し

た
か
。

宮
崎
　
も
う
ず
い
ぶ
ん
前
で
す
。
八
○
年
代
に
二
回
で
す
ね
。

例
え
ば
朱
錯
基
さ
ん
に
も
会
っ
た
け
れ
ど
、
朱
鋳
基
さ
ん
は
ま

だ
総
理
で
は
な
く
て
、
国
家
計
画
委
員
会
の
大
臣
で
し
た
か
ね
。

　
　
　
　
　
　
静
6
7

そ
う
、
李
鵬
さ
ん
の
お
供
で
来
て
お
ら
れ
た
。

　
国
際
会
議
で
も
仲
良
く
な
る
と
い
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
。

ア
メ
リ
カ
の
代
表
と
い
う
の
は
ず
い
ぶ
ん
お
人
好
し
が
多
か
っ

た
で
す
よ
。
私
が
言
お
う
と
し
て
、
英
語
が
す
ぐ
出
て
こ
な
い

と
、
助
け
て
く
れ
る
。
「
ミ
ヤ
ザ
キ
、
こ
う
言
い
た
い
ん
だ
ろ

う
」
と
い
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
言
っ
て
く
れ
る
ん
で
す
。
バ
ー
グ

ス
テ
ン
や
ノ
ー
ド
ハ
ウ
ス
な
ん
か
が
よ
く
助
け
て
く
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
的
確
な
英
語
が
出
て
こ
な
い
こ
と
が
あ
る
ん
、

で
す
ね
。
「
倒
産
」
は
「
げ
。
。
艮
鐸
夏
畠
」
と
い
っ
て
よ
く
出
て

く
る
ん
で
す
が
、
「
破
産
」
と
「
倒
産
」
と
か
「
取
引
停
止
処

分
」
と
か
出
て
・
く
る
と
、
正
式
の
会
議
で
、
速
記
な
ん
か
と
ら

れ
て
い
る
と
困
る
ん
で
す
ね
。

中
村
　
法
律
用
語
な
ど
も
困
り
ま
す
ね
。

宮
暗
　
返
事
に
し
て
も
、
「
考
慮
し
ま
す
」
と
い
う
の
に
日
本

で
は
ず
い
ぶ
ん
表
現
方
法
が
違
う
ん
で
す
ね
。
「
前
向
き
に
検
、

討
し
ま
す
」
、
「
考
慮
し
ま
す
旨
「
テ
イ
ク
・
ノ
ー
ト
し
ま
す
」

は
全
部
違
う
ん
で
す
が
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
は
っ
き
り
伝
え
よ

聾
6
6
元
駐
西
ド
イ
ツ
大
使
。
第
七
回
の

章
、
註
二
〇
を
参
照
。

聾
6
7
　
（
二
刀
竃
）
一
九
四
五
年
中
国
共

産
党
入
党
ゆ
モ
ズ
ク
ワ
留
学
後
、
北
、

京
電
力
管
理
局
長
な
ど
技
術
畑
を
歴

任
。
電
力
工
業
相
か
ら
八
三
年
副
首

相
。
八
八
年
首
相
就
任
。
翌
八
九
年

春
の
民
主
化
運
動
で
は
強
硬
路
線
を

主
張
、
軍
隊
の
導
入
・
戒
厳
令
の
布

告
を
実
施
。
九
八
年
首
相
を
退
任
。

現
在
は
中
国
全
国
人
民
代
表
大
会

（
全
人
代
）
常
務
委
員
長
。
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う
と
す
る
と
難
し
い
。

中
村
　
あ
り
ま
し
た
ね
。
「
前
向
き
に
考
慮
し
ま
す
」
と
い
う

の
は
英
語
で
な
ん
と
い
う
の
か
と
い
っ
て
、
h
o
同
仁
。
・
同
早

δ
o
匹
躍
と
か
い
う
ん
で
す
ね
。
そ
れ
は
日
本
独
特
の
言
葉
な

ん
だ
ろ
う
け
れ
ど
。

宮
崎
　
　
「
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
い
う
の
は
、
「
と

り
あ
え
ず
今
日
は
駄
目
で
す
」
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま

す
か
ら
ね
。

中
村
　
　
「
β
冨
8
8
」
と
い
う
の
も
そ
う
で
す
ね
。

宮
崎
　
　
「
そ
う
い
え
ば
、
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ね
」
と
い
う
ぐ

ら
い
の
感
じ
で
す
ね
。
・

中
村
　
「
前
向
き
」
と
い
う
と
少
し
強
く
な
る
と
い
う
け
れ
ど
、

こ
れ
も
一
。

森
　
あ
ま
り
可
能
性
は
な
い
。

宮
崎
　
　
「
前
向
き
に
検
討
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
の
は
、
み
ん

な
と
で
き
る
よ
う
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。
役
所
の
会
議
の
と
き
に
は
、
出
か
け
る
前
に
打
ち
合
わ
せ

の
会
議
が
あ
る
ん
で
す
。
そ
れ
は
言
い
回
し
は
微
妙
で
す
ね
。

ど
こ
ま
で
コ
ミ
ッ
ト
す
る
か
と
い
う
の
は
、
そ
れ
こ
そ
言
葉
の

問
題
で
す
け
れ
ど
ね
。
例
え
ば
O
E
C
D
の
経
済
政
策
委
員
会

な
ど
で
は
、
企
画
庁
を
代
表
し
て
発
言
す
る
と
、
農
林
省
も
参

加
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
「
こ
れ
は
こ
う
い
う
用
語
に
し
て

ぐ
れ
」
と
注
文
が
つ
く
ん
で
す
。
「
そ
ん
な
も
の
英
語
に
な
ら

な
い
」
と
い
っ
て
も
、
「
い
や
、
こ
れ
じ
ゃ
な
い
と
困
る
」
と

い
う
。

森
「
こ
う
い
う
用
語
に
し
て
く
れ
」
と
い
う
の
は
、
日
本
語

だ
け
で
指
定
さ
れ
る
ん
で
す
か
。

中
村
　
そ
う
、
そ
し
て
そ
れ
を
直
訳
し
て
言
わ
な
い
と
、
後
ろ

で
聞
い
て
い
て
、
「
そ
れ
は
違
っ
て
い
る
」
と
言
う
わ
け
で
す

ね
。森

　
違
っ
た
訳
（
や
く
）
だ
、
と
言
わ
れ
て
も
、
そ
れ
は
そ
れ

で
他
国
の
出
席
者
の
方
か
ら
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
か
と
い

う
質
問
を
さ
れ
る
わ
け
で
す
ね
。

中
村
　
記
録
に
残
る
か
ら
で
し
ょ
う
ね
。

宮
暗
　
受
け
身
の
と
き
も
攻
撃
的
な
と
き
も
、
言
葉
遣
い
は
大

事
な
ん
で
す
ね
。
「
こ
う
い
う
ご
意
見
を
申
し
上
げ
ま
す
」
と

い
う
の
と
、
「
反
対
し
ま
す
」
で
は
ず
い
ぶ
ん
違
う
ん
で
す
ね
。

意
見
を
言
っ
た
だ
け
じ
ゃ
な
い
か
、
賛
否
は
言
っ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
反
対
す
る
と
き
は
、
ち
ゃ
ん
と
「
反
対
す

る
」
と
い
う
。
そ
れ
も
○
暑
。
ω
①
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
り
、

ロ
9
。
。
ぴ
q
冨
Φ
と
か
、
少
し
ず
つ
違
う
ん
で
す
ね
。
そ
の
微
、
妙
な

と
こ
ろ
が
と
っ
さ
に
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
だ

か
ら
さ
っ
き
の
バ
ー
グ
ス
テ
ン
や
テ
ィ
ー
ト
マ
イ
ヤ
ー
な
ん
か

は
、
前
か
ら
の
議
論
を
知
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
「
お
ま
え
は
こ

れ
を
言
い
た
い
ん
だ
ろ
う
」
と
言
っ
て
く
れ
る
。
o
o
工
員
詳
、

p。

ﾐq

y
Φ
、
一
〇
貯
、
旨
自
。
冨
、
の
葛
b
o
二
そ
れ
ぞ
れ
似
て
い
る
ん
で

す
が
、
違
う
ん
で
す
。
も
っ
と
も
テ
ィ
ー
ト
マ
イ
ヤ
ー
も
英
語

は
完
全
で
は
な
い
で
す
ね

森
国
際
会
議
と
い
う
の
も
、
メ
ン
バ
ー
同
士
の
信
頼
関
係
は

か
な
り
効
い
て
く
る
わ
け
で
す
ね
。

宮
崎
　
本
当
は
何
年
か
つ
き
合
っ
て
い
て
、
気
心
が
知
れ
て
い

る
人
が
、
反
対
を
表
明
す
る
に
し
て
も
い
い
で
す
ね
。

中
村
　
学
会
の
総
会
み
た
い
な
と
こ
ろ
で
も
、
す
さ
ま
じ
い
演

説
を
ぶ
つ
の
が
い
る
ん
で
す
。

宮
崎
　
教
授
会
な
ん
か
で
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

中
村
　
教
授
会
は
た
ま
に
は
あ
る
で
し
ょ
う
ね
。
そ
れ
は
日
本

語
で
や
り
ま
す
か
ら
ね
．
国
際
会
議
で
日
本
人
が
英
語
で
や
り

ま
す
と
、
ふ
だ
ん
慣
れ
て
い
な
い
か
ら
も
の
す
ご
い
英
語
が
飛
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び
出
し
て
、
い
ろ
い
ろ
困
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
こ

と
で
聞
い
て
い
て
ハ
ラ
ハ
ラ
し
て
い
た
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し

た
け
れ
ど
ね
。

宮
暗
　
日
本
側
で
は
そ
う
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
先
輩
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
侭

い
る
ん
で
す
ね
。
例
え
ば
通
貨
問
題
な
ど
で
柏
木
き
ん
と
一

緒
に
行
っ
た
と
き
も
、
「
君
、
後
ろ
で
不
満
そ
う
な
顔
を
し
て

い
．
た
ね
。
実
は
こ
う
こ
う
だ
か
ら
、
こ
う
言
っ
た
ん
だ
」
と
説

明
し
て
く
れ
る
。
「
さ
っ
き
の
宮
崎
（
弘
道
）
さ
ん
の
後
で
お

れ
は
ぶ
ち
か
ま
し
た
ん
だ
け
れ
ど
、
自
信
な
い
よ
な
」
と
い
う
。

ご
自
分
で
も
ど
の
程
度
効
果
が
あ
る
か
わ
か
っ
て
い
る
。
そ
れ

か
ら
後
ろ
の
反
応
、
つ
ま
り
日
本
か
ち
一
緒
に
来
た
連
中
が
ど

う
い
う
反
応
を
す
る
か
と
い
う
こ
と
も
読
み
な
が
ら
発
言
さ
れ

て
い
る
ん
で
す
ね
。
会
議
と
し
て
い
い
こ
と
か
ど
う
か
わ
か
り

ま
せ
ん
け
れ
ど
ね
、
タ
ク
テ
ィ
ク
と
し
て
は
い
い
で
す
ね
。
こ

れ
か
ら
だ
ん
だ
ん
そ
う
い
う
機
会
が
多
く
な
っ
て
き
ま
す
ね
。

　
企
画
庁
で
内
閣
府
に
行
っ
た
連
中
を
見
る
と
感
じ
ま
す
が
、

大
和
総
研
の
若
い
人
た
ち
に
も
あ
り
ま
す
が
、
内
容
把
握
は
全
、

然
問
題
な
い
ん
で
す
か
。
表
現
力
、
発
表
力
が
ま
だ
見
劣
り
し

ま
す
ね
。
特
に
国
際
会
議
で
は
そ
う
で
す
ね
。
研
究
所
の
人
は

民
間
人
で
す
が
、
政
府
の
会
議
に
行
っ
て
も
堂
々
と
、
「
俺
が

第
一
人
者
な
ん
だ
」
と
い
う
つ
も
り
で
発
言
せ
よ
、
と
い
う
ん

で
す
が
、
な
に
か
も
じ
も
じ
し
て
い
ゐ
ん
で
す
ね
。

中
村
　
一
つ
は
会
議
慣
れ
を
し
な
け
れ
ば
駄
目
で
す
ね
。
言
葉

が
で
き
な
け
れ
ば
駄
目
だ
け
れ
ど
、
半
分
は
『
心
臓
英
語
』
と

い
う
事
も
あ
る
ん
で
す
が
、
英
語
が
上
手
で
あ
る
と
い
う
こ
と

の
ほ
か
に
、
会
議
に
慣
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
な
ん
で
す
ね
。

三
三
　
私
な
ん
か
冗
談
も
入
れ
よ
う
と
思
う
ん
で
す
が
、
あ
ま

り
入
れ
ら
れ
な
い
ん
で
す
ね
。
オ
ド
オ
ド
は
し
な
く
な
り
ま
し

た
が
。

中
村
　
そ
こ
ま
で
行
っ
た
ら
大
し
た
も
の
だ
。

宮
暗
　
見
て
い
る
と
、
私
の
ジ
ョ
ー
ク
に
キ
ョ
ト
ン
と
し
て
い

る
場
合
が
あ
る
わ
け
で
す
。

中
村
　
そ
れ
は
仕
方
な
い
と
思
い
ま
す
。
マ
ザ
L
・
ラ
ン
ゲ
ー

ジ
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら
。

宮
崎
　
し
か
し
語
学
の
優
れ
た
政
治
家
も
い
ま
す
。

、
中
村
　
宮
澤
さ
ん
が
上
手
だ
と
い
う
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
が
。
、

．
宮
崎
う
ま
い
で
す
ね
。
ジ
ョ
ー
ク
も
少
し
使
わ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
ジ
ョ
ー
ク
が
う
ま
い
の
は
、
誰
で
し
ょ
う
か
一
。

中
曽
根
さ
ん
も
あ
ま
り
う
ま
く
な
い
な
。
ジ
ョ
ー
ク
の
つ
も
り

が
、
向
こ
う
が
反
応
し
て
く
れ
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。
だ
か

ら
ジ
ョ
ー
ク
に
な
ら
な
い
わ
け
で
す
ね
。
ま
あ
、
お
年
寄
り
の

わ
り
に
、
福
田
さ
ん
は
ジ
ヨ
ー
グ
が
う
ま
か
っ
た
で
す
ね
。
半

分
日
本
語
で
で
す
け
ど
。

中
村
　
あ
の
方
も
外
国
経
験
が
け
っ
こ
う
あ
6
か
ら
。

宮
崎
　
戦
前
の
ロ
ン
ド
ン
会
議
な
ん
か
で
、
随
員
で
す
け
れ
ど
、

偉
い
人
た
ち
の
丁
々
発
止
を
見
て
い
ま
す
か
ら
ね
。
さ
っ
と
息

を
抜
く
と
こ
ろ
と
か
、
問
（
ま
）
を
取
る
と
こ
ろ
が
う
ま
い
で

す
ね
。
わ
れ
わ
れ
は
緊
張
し
つ
放
し
か
、
諦
め
る
か
。

中
村
　
時
間
で
す
が
、

し
ょ
う
か
。

も
う
少
し
伺
っ
て
お
い
た
方
が
い
い
で

■
中
国
と
の
さ
ら
な
る
交
流

　
経
済
日
本
深
釧
協
力
三

宮
暗
　
日
中
知
識
交
流
会
で
議
論
し
て
い
る
う
ち
に
、
も
う
少

し
中
国
の
い
ろ
い
ろ
の
地
域
を
取
り
上
げ
て
集
中
し
て
議
論
し

た
ら
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
、
深
訓
協
力
会
と
い
う
の
を
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
督
6
9

く
り
ま
し
た
。
墨
画
（
リ
コ
ウ
）
さ
ん
　
（
深
鯛
市
長
）
と
・
い

蕊
元
大
蔵
省
財
務
官
の
柏
木
雄
介
氏

の
こ
と
。
第
｝
回
の
章
、
註
六
参
照
。

蕊
　
（
「
　
工
◎
）
現
在
、
中
華
人
民
共

和
国
の
国
会
に
相
当
す
る
全
国
人
民

代
表
大
会
（
全
人
代
）
で
、
財
経
委

員
会
副
主
任
委
員
を
務
め
る
。
深
珊

市
（
「
九
八
○
年
に
経
済
特
区
指
定
）

市
長
を
八
五
年
八
月
よ
り
務
め
、
後

、
市
書
記
も
兼
任
。
深
班
で
の
経
済
発

展
の
経
験
を
基
と
し
て
、
現
在
、
中

国
に
お
け
る
国
有
企
業
改
革
の
必
要

性
を
主
張
し
て
い
る
。

、
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う
人
が
知
識
交
流
会
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た
ん
で
す
が
、

深
坦
特
区
の
開
発
問
題
を
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
ア
イ

デ
ア
を
打
ち
出
し
た
。
や
が
て
郵
小
平
さ
ん
が
南
方
巡
話
と

い
っ
て
、
あ
の
辺
に
来
て
い
ろ
い
ろ
講
演
さ
れ
、
よ
し
深
坦

を
本
格
的
に
や
ろ
う
と
言
っ
た
と
き
に
始
め
た
会
議
が
日
本

深
紫
協
力
会
で
す
。
こ
れ
は
去
年
か
ら
も
う
少
し
広
げ
て
広

東
省
と
の
研
究
会
（
日
本
広
東
経
済
促
進
会
）
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
私
（
今
は
山
九
（
株
）
副
社
長
の
児
玉
洋
二
さ
ん
が
代

表
Y
が
窓
口
に
な
り
、
向
こ
う
は
皇
位
さ
ん
、
そ
れ
に
広
東

省
の
人
が
加
わ
り
ま
し
た
。
最
初
は
社
会
主
義
の
窓
と
し
て
の

深
釧
と
、
資
本
主
義
の
窓
と
し
て
の
香
港
、
こ
れ
が
香
港
返

　
の
の還

を
機
に
、
ど
う
い
う
協
力
を
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を

主
と
し
て
議
論
し
、
そ
の
中
で
深
洲
の
経
済
を
ど
う
発
展
さ

せ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
議
論
し
て
い
た
ん
で
す
。
こ
の
会

議
は
あ
る
程
度
成
功
し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
会
議
が
始

ま
っ
た
と
き
の
深
班
の
人
口
は
六
十
万
ぐ
ら
い
だ
っ
た
か
。

そ
の
数
年
前
は
じ
め
て
行
っ
た
と
き
は
ま
だ
一
－
桁
の
万
単
位
だ

つ
た
ん
で
す
が
、
い
ま
で
は
三
百
六
十
万
以
上
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ハ

　
そ
れ
か
ら
上
海
は
注
道
酒
さ
ん
と
い
う
、
い
ま
中
国
と
台

湾
の
交
渉
の
中
国
側
の
代
表
に
な
っ
て
い
る
方
で
す
が
、
上
海

市
長
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
実
は
私
は
、
そ
の
前
に
江
道
酒
さ

ん
が
日
本
に
来
た
と
き
に
会
っ
た
ん
で
す
。
私
が
企
画
庁
の
次

官
の
時
で
し
た
か
。
ほ
か
の
省
の
人
た
ち
が
冷
や
か
に
迎
え
た

中
で
、
私
は
世
道
酒
さ
ん
を
丁
重
に
も
て
な
し
て
、
き
ち
ん
と

お
帰
し
し
た
ん
で
す
。
そ
れ
以
来
、
日
本
に
来
ら
れ
る
と
き
は

江
道
酒
さ
ん
は
必
ず
私
に
会
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
上
海

，
市
長
時
代
に
、
上
海
市
の
発
展
に
つ
い
て
下
河
辺
さ
ん
な
ど
と

一
緒
に
勉
強
会
を
し
ま
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

い
ま
厚
東
地
区
は
バ
ー
ツ
と
新
し
い
ビ
ル
が
建
っ
て
い
ま
す

ね
。
あ
れ
が
何
も
な
い
と
き
に
、
あ
あ
い
う
も
の
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
と
か
、
地
下
鉄
を
や
り
ま
し
ょ
う
か
と
い
う
議
論
を
江

道
、
酒
さ
ん
と
始
め
た
ん
で
す
。
こ
の
会
議
は
神
戸
の
震
災
の
あ

と
発
展
的
に
解
散
し
ま
し
た
。

　
天
津
研
究
会
は
最
近
の
話
で
す
。
深
釧
の
話
を
聞
い
て
、

当
時
の
天
津
の
市
政
府
の
党
書
記
、
李
建
国
さ
ん
が
、
自
分
の

と
こ
ろ
の
市
も
新
し
い
発
展
を
し
た
い
の
で
勉
強
会
を
つ
く
か

た
い
と
い
う
こ
と
で
、
始
め
た
も
の
で
す
。
こ
れ
は
い
ま
で
も

続
い
て
い
ま
す
。
天
津
は
周
恩
来
比
ゆ
か
り
の
地
で
、
日
本
と

く
に
神
戸
市
と
関
係
が
深
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
の

　
そ
の
あ
と
、
そ
の
天
津
市
の
党
書
記
の
李
建
国
さ
ん
が
陳

書
省
に
移
っ
て
省
の
党
書
記
、
最
高
指
導
者
に
な
っ
た
ん
で
す
。

そ
し
て
た
ま
た
ま
中
西
部
開
発
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
政
府
で

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
の
李
建
国
さ
ん

が
、
天
津
で
や
っ
た
の
と
同
じ
勉
強
会
を
や
り
た
い
と
い
っ
て
、

陳
西
協
力
会
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
今
年
で
三
回
目
の
会
議
に

な
る
ま
で
育
っ
て
き
ま
し
た
。
今
、
日
本
側
の
代
表
は
い
ま
佐

　
　
　
　
　
り
お

藤
元
中
国
大
使
で
す
。
陳
西
省
は
張
偉
副
省
長
で
す
。

中
村
　
陳
西
省
だ
と
、
場
所
は
ど
こ
で
す
か
。

宮
暗
　
西
安
で
す
。
西
安
に
行
っ
た
ら
、
会
議
の
後
は
秦
兵
馬

桶
と
か
案
内
し
て
く
れ
ま
し
た
。
来
月
も
あ
る
ん
で
す
が
、
私

は
今
度
は
都
合
で
行
か
な
い
ん
で
す
が
、
や
は
り
西
安
で
や
る

よ
う
で
す
。
こ
れ
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
中
西
部
開
発
の
一

つ
の
模
範
ケ
ー
ス
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
意
気
込
ん
で
い

ま
す
。

中
村
　
西
安
の
周
り
に
は
工
場
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

宮
暗
　
あ
り
ま
す
。
軍
事
工
場
も
あ
る
ん
で
す
。
こ
の
前
行
っ

た
と
き
に
、
軍
用
機
を
つ
く
っ
て
い
る
工
場
を
見
せ
て
く
れ
ま

．，

辷
齡
ｪ
九
八
年
、
イ
ギ
リ
ス
は
清
朝

と
の
間
に
「
香
港
地
域
拡
張
に
関
す

る
条
約
」
を
締
結
し
へ
香
港
地
域
内

の
新
旧
地
区
及
び
ラ
ン
タ
オ
島
周
辺

地
域
を
九
九
年
間
租
借
し
た
。
そ
の

租
借
期
限
が
切
れ
た
一
九
九
七
年
七

月
一
日
、
香
港
地
域
全
体
は
中
華
人

民
共
和
国
へ
と
返
還
さ
れ
た
。
な
お

国
際
法
上
は
香
港
地
域
内
の
香
港
島

及
び
九
龍
半
島
地
域
は
、
正
式
な
イ

ギ
リ
ス
領
、
（
返
還
義
務
な
し
）
で
あ

っ
た
。
だ
が
【
九
八
二
年
以
降
に
行

わ
れ
た
口
中
両
国
の
討
議
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
地
域
も
一
括
当
て
中
国
側

に
返
還
さ
れ
た
。

・，

V1

@
（
乏
聖
9
0
m
5
・
訂
5
）
中
合
問
題
に

関
す
る
中
国
側
の
窓
ロ
の
人
。
海
峡

両
岸
関
係
協
会
会
長
。
「
九
一
五
年

生
ま
れ
。
革
命
運
動
に
参
加
し
、
軍

需
関
係
を
主
担
当
。
文
革
時
に
失
脚
、

七
八
年
復
活
。
八
○
年
上
海
市
党
委

書
記
兼
言
市
長
、
翌
八
「
年
上
海
市

長
。
八
八
年
か
ら
上
海
市
政
府
経
済

顧
問
、
九
三
年
よ
り
海
峡
両
岸
関
係

協
会
会
長
を
務
め
る
。

静
7
2
　
（
；
」
雪
め
⊆
o
）
中
国
共
産
党
二

三
省
委
員
会
書
記
。
一
九
七
一
年
中

国
共
産
党
入
党
、
長
く
天
津
市
に
関

す
る
職
務
を
歴
任
す
る
。
九
「
年
天

津
市
委
員
会
秘
書
長
、
翌
九
一
一
年
に

は
天
津
市
委
員
会
副
書
記
を
務
め
た
。

九
七
年
よ
り
陳
西
省
に
転
じ
、
省
内

で
の
最
高
指
導
者
で
あ
る
党
書
記
と

な
る
。

骨
7
3
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
三
月
二
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ex－re　ns．

．
し
た
け
れ
ど
、
率
直
に
言
っ
て
、
ま
だ
遅
れ
て
い
る
な
と
い
う

感
じ
で
し
た
ね
。
本
当
の
と
こ
ろ
を
見
せ
て
く
れ
た
か
ど
う
か

わ
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
ね
。
そ
れ
で
も
軍
事
工
場
で
、
ロ
ケ
ッ

ト
を
打
ち
上
げ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
西
安

大
学
で
は
技
術
者
を
養
成
し
て
い
ま
し
て
、
先
端
技
術
I
T
技

術
を
中
心
に
陳
西
省
を
発
展
さ
せ
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
軌
道
に
乗
る
ま
で
は
大
変
で
し
ょ
う
が
、
学
生
は
優
秀
で

勉
強
家
で
す
。

中
村
　
場
所
が
遠
い
し
、
大
変
で
す
ね
。
飛
行
機
に
乗
れ
ば
、

北
京
か
ら
一
時
間
ち
ょ
っ
と
で
行
く
だ
ろ
う
け
れ
ど
。
．

宮
暗
　
鉄
道
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
整
備
す
る
と
か
、
輸
送

道
路
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。

中
村
　
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
で
し
ょ
う
か
ら
、
大
変
で
し
ょ
う

ね
。宮

崎
　
あ
そ
こ
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
あ
る
東
西
文
化
・
の
接
点
で

し
た
か
ら
ね
。
日
本
も
偉
い
僧
侶
た
ち
が
行
っ
て
い
ま
す
。
．
や

は
り
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
大
事
で
す
ね
。

中
村
　
西
安
は
歴
史
的
に
は
素
晴
ら
し
い
町
だ
と
思
う
け
れ

ど
、
工
業
化
し
て
発
展
す
る
と
な
っ
た
ら
大
変
だ
と
思
い
ま
す

ね
。森

海
運
を
使
え
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

中
村
　
川
も
黄
河
と
か
揚
子
江
の
本
流
と
は
離
れ
て
い
ま
す
か

ら
ね
。

宮
暗
　
と
こ
ろ
で
、
私
が
中
国
問
題
に
関
心
を
持
っ
た
の
に
は

い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
り
ま
す
が
、
一
つ
は
文
化
大
革
命
の
あ

乏
、
経
済
建
設
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
や
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ

と
で
、
傾
斜
生
産
以
来
の
日
本
の
経
験
と
あ
わ
せ
て
ど
う
い
う

ふ
う
に
な
る
の
か
な
、
と
い
う
意
味
で
の
関
心
が
あ
っ
た
こ
と

で
す
。
そ
れ
か
ら
、
第
二
に
、
そ
の
頃
か
ら
市
場
経
済
を
や
る

ん
だ
、
そ
れ
も
社
会
主
義
市
場
経
済
と
い
う
特
殊
な
形
態
を
追

求
す
る
と
い
う
。
こ
れ
は
面
白
い
な
と
思
っ
た
ん
で
す
が
、
同

時
に
是
非
う
ま
く
や
っ
て
欲
し
い
な
と
い
う
希
望
が
あ
り
ま
し
・

た
。
第
三
に
、
議
論
し
て
い
る
連
中
が
み
ん
な
真
面
目
で
、
本

当
に
新
し
い
国
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
情
熱
が
感
じ
ら
れ
る
ん
で

す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
と
一
緒
の
仕
事
を
す
る
の
は
面
白
い
だ

ろ
う
な
、
と
い
う
こ
と
で
、
関
わ
り
ま
し
た
。
み
ん
な
人
間
的

で
、
仏
向
基
さ
ん
は
総
理
に
な
り
ま
し
た
が
、
政
治
家
と
し
て

も
姿
勢
が
立
派
だ
し
、
身
辺
が
き
れ
い
だ
し
、
つ
き
合
っ
て
い

て
非
常
に
感
じ
が
い
い
。
い
ま
中
国
側
の
代
表
の
馬
洪
さ
ん

（
国
務
院
発
展
セ
ン
タ
ー
名
誉
主
任
）
、
は
、
下
放
で
苦
労
し
て

い
た
朱
錯
基
さ
ん
を
中
央
に
戻
さ
れ
た
人
で
如
何
に
も
代
表
に

ふ
さ
わ
し
く
素
晴
ら
し
い
人
格
者
で
す
。
こ
う
い
う
人
た
ち
と

仕
事
を
す
る
の
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
深
釧
協
力
会
に
つ
い
て
は
、
全
く
の
田
舎
の
漁
村
・
農
村

を
経
済
特
区
と
し
て
新
し
く
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
面
白
か

っ
た
。
郵
小
平
さ
ん
の
力
の
入
れ
方
も
大
き
か
っ
た
。
天
津

は
古
い
町
で
す
が
、
発
展
自
体
に
対
す
る
興
味
は
と
も
か
く
、

そ
こ
は
周
恩
来
さ
ん
が
育
っ
た
と
こ
ろ
な
ん
で
す
ね
。
周
恩
来

さ
ん
は
、
私
は
戦
後
の
世
界
の
政
治
家
の
中
で
も
立
派
な
人
で
、

｝
五
指
か
十
指
に
は
必
ず
あ
が
る
人
だ
と
思
う
し
、
日
本
の
良
き

友
人
で
も
あ
っ
た
人
で
す
。
そ
の
ゆ
か
り
の
地
な
ら
仕
事
を
す

る
こ
と
は
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
陳
西
省
の
場
合
は
、
新
し
い
中
西
部
開
発
に
関
心
を
持
ち
始

め
た
ん
で
す
ね
。
日
本
で
も
格
差
の
問
題
は
昔
も
あ
っ
た
し
、

今
も
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
李
建
国
さ
ん
の
誘
い
で
も
あ
り
、

こ
う
い
う
問
題
を
や
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
。

中
村
　
そ
う
い
え
ば
篠
原
三
代
平
先
生
が
こ
の
ご
ろ
、
香
港
と

．
か
あ
あ
い
う
と
こ
ろ
の
景
気
循
環
が
面
白
い
と
い
い
ま
す
ね
。

七
日
～
同
十
年
五
月
十
一
日
ま
で
駐

中
国
大
使
を
務
め
た
、
佐
藤
嘉
恭
氏
。

昭
和
九
（
一
九
三
四
）
．
年
九
月
二
七

日
生
ま
れ
。
昭
和
三
三
年
外
務
省
入

省
、
駐
米
特
命
全
権
公
使
、
経
済
局

長
、
官
房
長
、
駐
O
E
C
D
大
使
等

を
歴
任
し
て
い
る
。
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宮
崎
　
そ
れ
で
思
い
出
し
ま
し
た
。
篠
原
さ
ん
は
知
識
交
流
会

の
最
初
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
し
て
十
年
ぐ
ら

い
前
に
お
辞
め
に
な
っ
た
。
出
て
こ
ら
れ
る
と
き
は
非
常
に
熱

心
に
討
議
に
参
加
さ
れ
て
、
景
気
循
環
論
が
主
で
し
た
。
「
社

会
主
義
と
い
え
ど
も
循
環
か
ら
は
免
れ
な
い
。
」
ア
メ
リ
カ
が

ど
う
だ
、
日
本
が
ど
う
だ
と
い
わ
れ
、
「
中
国
も
こ
う
い
う
こ

と
を
や
っ
て
い
る
と
必
ず
こ
う
な
り
ま
す
」
と
い
う
。
私
よ
り

も
む
し
ろ
中
国
の
人
の
ほ
う
が
、
な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど
、
と
聞

い
て
い
ま
し
た
ね
。
で
す
か
ら
い
ま
で
も
中
国
の
人
は
篠
原
さ

ん
の
こ
と
を
、
「
あ
の
先
生
、
ど
う
し
て
い
る
？
」
な
ん
て
聞

き
に
来
ま
ず
け
れ
ど
ね
。

宮
暗
　
私
は
学
校
を
出
て
か
ら
最
初
に
よ
く
読
ん
だ
の
は
篠
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
瓢

さ
ん
の
本
で
し
た
。
『
日
本
経
済
の
成
長
と
循
環
』
で
し
た
か
。

中
村
　
マ
ル
ク
ス
経
済
学
で
え
ら
そ
う
な
こ
と
を
い
う
人
は
い

つ
ば
い
い
た
ん
だ
け
れ
ど
、
デ
ー
タ
を
使
っ
て
実
証
す
る
と
い

う
こ
と
で
モ
ノ
に
な
っ
た
の
は
篠
原
さ
ん
が
最
初
な
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
。
委
員
会
に
も
い
っ
ぱ
い
お
ら
れ
た
ん
だ
け
れ
ど
、
抽

象
的
な
議
論
は
別
に
し
て
レ
。

宮
暗
　
き
わ
め
て
実
証
的
で
し
た
ね
。

中
村
　
デ
ー
タ
を
拾
っ
て
き
て
デ
ー
タ
で
議
論
す
る
と
い
う
の

は
、
篠
原
先
生
で
す
ね
。

宮
暗
　
い
ま
で
も
御
自
分
の
手
書
き
で
表
を
つ
く
っ
て
、
グ
ラ

フ
も
自
分
で
描
か
れ
る
ん
で
す
ね
。
古
風
な
言
い
方
で
す
が
、

頭
の
下
が
る
御
熱
心
さ
で
す
ね
。

中
村
　
下
村
［
治
］
さ
ん
も
数
字
を
使
う
ん
だ
け
れ
ど
、
下
村

さ
ん
は
何
か
ア
イ
デ
ア
が
あ
っ
て
、
簡
単
な
数
字
で
パ
ッ
と
や

る
ん
だ
け
れ
ど
、
そ
こ
は
違
い
ま
す
ね
。

蕩
篠
原
三
代
平
『
日
本
経
済
の
成
長
　
　
　
2
2

と
循
環
』
（
創
文
社
、
一
九
六
一
年
）
　
　
3

の
こ
と
。



オーラルヒストリー

　　新世紀における経済政策

一平和・民主主義・市場経済・国際協調を一

　　　　　　　第12回

［2002年4月26日　14　30～16　45】

〔インタビュアー〕（肩書きはインタビューの時点）

中村隆英（東京大学名誉教授）

森直子（聯研究大学院大学リサーチアシスタント）

村井哲也（都立大学大学院博士課程）

（於＝（株）大和総研　赤坂事務所）



第12回質問項目 開催日＝平成14年4月26日
開催場所：大和総研　赤坂分室

今回は、一連のインタビューの最終回となりますが、以下の質問へのお答えを頂いた後、全体の

まとめとしてのお話を頂きたいと思います1

①1950年代後半にアメリカに留学された際、「開発経済学」を学ばれたとお聞きしましたが、

　特に共鳴した学説や論考についてお話いただけますでしょうか。

②国連に出向されていた時期は、ケネディ政権の時代に重なるとおっしゃっていましたが、

　同政権のニューフロンティアあるいはその経済政策に関して、’何か影響されたことはあり

　ますでしょうか？

③1950年代～196Q年代の在米中（MIT留学、国連出向時）に築かれた人脈がその後に役立っ

　たケースがありましたら、お聞かせください。

④ご自身の世代と、’後の経済企画庁の世代の方々とで、経済・政治・行政などに対する様々

　な認識について、特に変わったという印象がある部分はありますでしょうか。

⑤経済企画庁は、経済財政諮問会議の事務局という形で、内閣府に統合されました。経済安

　定本部の時代から振り返るにつけ、経済企画庁という官庁のあり方について、どのように

　思われますでしょうか。
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森
記
録
を
調
べ
て
み
て
分
か
っ
た
の
で
す
が
、
［
宮
崎
氏
の
］

お
ば
あ
さ
ま
が
お
作
り
に
な
っ
た
学
校
が
の
ち
に
統
合
さ
れ

て
、
宮
暗
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
つ
た
学
校
と
一
緒
に
な
っ
て
い

る
ん
で
す
ね
。

宮
崎
　
佐
賀
西
高
が
そ
う
か
な
。

森
　
成
美
女
学
校
が
、
佐
賀
高
校
に
な
っ
て
、
現
在
は
佐
賀
西

高
校
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
調
べ
て
い
っ
た
ら
、
統
合
さ

れ
て
、
［
宮
崎
さ
ん
が
］
ご
卒
業
さ
れ
た
高
校
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
の
が
わ
か
っ
た
ん
で
す
。

宮
暗
　
ち
ょ
っ
と
雑
談
で
恐
縮
で
す
が
、
『
佐
賀
の
女
性
史
』

と
い
う
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
て
、
私
の
祖
母
の
こ
と
が
書
い

て
あ
る
ん
で
す
。

中
村
　
も
し
で
き
れ
ば
、
そ
こ
だ
け
コ
ピ
ー
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
よ
ろ
し
い
ん
で
す
が
。

宮
崎
　
も
ち
ろ
ん
い
い
で
す
が
、
そ
れ
こ
そ
自
分
の
こ
と
じ
ゃ

な
く
て
、
祖
母
の
こ
と
で
す
か
ら
。

森
私
は
佐
賀
ま
で
電
話
を
か
け
ま
し
て
、
佐
賀
西
高
校
か
ら

「
校
史
」
の
一
ペ
ー
ジ
を
取
り
寄
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

逃
隠
　
文
学
史
の
中
で
、
下
村
痴
人
と
い
う
『
次
郎
物
語
』
の

作
者
が
い
る
ん
で
す
が
、
祖
父
が
あ
の
人
の
面
倒
を
見
て
い
た

と
い
う
話
が
、
こ
こ
に
ち
ょ
っ
と
出
て
い
ま
し
て
ね
。

中
村
　
　
『
次
郎
物
語
』
は
戦
争
中
ぐ
ら
い
で
す
か
ね
。

宮
塒
　
そ
う
で
す
ね
。
そ
の
舞
台
が
、
私
が
育
っ
た
家
な
ん
で

す
。中

村
　
下
村
（
湖
人
）
さ
ん
と
い
う
の
は
佐
賀
の
方
で
す
か
∩
，

宮
崎
　
は
い
、
そ
う
で
す
。
あ
の
下
村
治
さ
ん
と
は
関
係
な
い

よ
う
な
ん
で
す
が
、
近
く
な
ん
で
す
ね
。
　
　
　
　
　
　
　
r

中
村
　
　
『
次
郎
物
語
』
は
何
冊
に
も
な
る
長
編
で
、
有
名
で
し

た
ね
。

宮
塒
　
少
年
の
い
た
ず
ら
っ
子
の
話
で
す
ね
。
有
名
に
な
り
ま

し
た
の
は
、
新
聞
の
連
載
に
な
っ
た
か
ら
で
す
ね
。
近
代
文
学

の
紹
介
に
出
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
。

森
　
お
ば
あ
さ
ま
の
方
は
、
そ
う
い
う
こ
と
で
わ
り
と
短
時
間

で
調
べ
が
で
き
ま
し
た
。

宮
焙
女
性
の
人
権
、
男
女
同
権
に
は
少
し
は
役
に
立
っ
た
ん

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
私
の
母
も
そ
の
影
響
を
受
け

て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
ね
。
母
の
女
子
大
時
代
の

話
は
、
あ
ま
り
本
入
か
ら
聞
い
た
こ
と
も
な
い
し
、
知
ら
な
い

ん
で
す
が
、
周
り
か
ら
聞
い
た
ん
で
す
ね
。
宮
本
（
中
条
）
百

　
　
　
る
ユ

合
子
さ
ん
が
同
期
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
、

中
村
　
日
本
女
子
大
で
す
か
。

宮
崎
　
え
え
。
こ
ん
に
ち
で
言
う
と
こ
ろ
の
女
権
運
動
を
や
っ

て
い
た
ら
し
い
ん
で
す
が
。
そ
う
い
う
話
は
本
人
か
ら
聞
い
た

こ
ど
も
な
い
し
、
お
や
じ
か
ら
も
、
五
心
の
時
の
話
は
ち
ょ
っ

ぴ
り
は
聞
き
ま
し
た
が
、
母
と
の
関
係
は
聞
い
た
こ
と
は
な
い
。

私
は
両
親
か
ら
勉
強
し
ろ
と
う
る
さ
く
言
わ
れ
た
こ
と
は
な

い
。
全
く
自
由
放
任
で
し
た
ね
。

中
村
　
　
［
お
母
様
は
］
宮
本
百
合
子
さ
ん
と
ご
一
緒
ぐ
ら
い
で

す
か
。

宮
暗
年
代
を
数
え
た
こ
と
は
な
い
ん
で
す
が
、
そ
ん
な
も
の

で
す
か
ね
。
・

中
村
　
大
正
十
年
前
後
で
し
ょ
う
、
非
常
に
若
い
と
き
に
小
説

を
書
い
て
売
り
出
し
た
ん
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
の
　

宮
崎
　
宮
本
顕
治
の
奥
さ
ん
で
す
。

中
村
　
若
い
人
た
ち
は
名
前
も
知
ら
な
い
。

宮
崎
　
じ
ゃ
あ
中
条
百
合
子
も
知
ら
な
い
わ
け
で
す
ね
。

中
村
　
知
ら
な
く
て
も
し
ょ
う
が
な
い
と
も
思
う
。
は
っ
き
り

言
っ
て
、
宮
本
百
合
子
の
小
説
は
面
白
く
な
い
。

骨
－
旧
姓
中
条
。
明
治
一
一
一
一
一
（
一
八
九

九
）
年
二
月
＝
二
日
生
ま
れ
。
大
正

五
年
日
本
女
子
大
に
入
学
す
る
も
、

「
貧
し
き
人
々
の
群
」
を
「
中
央
公
論
」

に
発
表
後
退
学
。
同
七
年
米
国
遊
学

し
荒
木
茂
と
結
婚
、
同
十
三
年
離
婚
、

そ
の
顛
末
を
「
伸
子
」
に
ま
と
め
る
。

昭
和
二
年
ソ
連
を
経
由
し
西
欧
を
外

遊
。
同
五
年
帰
国
し
ハ
日
本
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
作
家
同
盟
に
参
加
。
昭
和
六

年
日
本
共
産
党
入
党
、
翌
七
年
宮
本

顕
治
と
結
婚
。
戦
時
中
は
弾
圧
を
経

、
験
す
る
も
、
戦
後
も
「
歌
声
よ
、
お

こ
れ
」
な
ど
多
く
の
評
論
を
記
し
た
。

・・

Q
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
十
月

［
七
日
生
ま
れ
。
昭
和
四
年
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
ー
ト
文
学
の
担
い
手
と
し
て

台
頭
し
、
同
六
年
日
本
共
産
党
入
党
。

翌
七
年
党
員
・
文
学
者
の
中
条
百
合

目
と
結
婚
。
昭
和
八
年
ス
パ
イ
査
問

事
件
に
よ
り
検
挙
、
終
身
刑
と
な
る

も
非
転
向
を
貫
き
、
三
二
〇
年
終
戦

に
伴
な
い
釈
放
。
昭
和
三
三
年
党
中

央
幹
部
会
委
員
長
、
同
五
二
年
よ
り

参
院
議
員
を
二
期
務
め
る
。
現
在
は

党
務
を
引
退
し
、
名
誉
役
員
。
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宮
焙
　
あ
ま
り
面
白
く
な
い
で
す
ね
。
で
も
「
中
央
公
論
」
と

か
「
改
造
」
に
よ
く
出
て
い
ま
し
た
ね
。

中
村
　
戦
後
に
な
っ
て
、
共
産
党
が
表
に
出
て
か
ら
、
自
叙
伝

み
た
い
な
大
長
編
を
後
か
ら
後
か
ら
書
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
で

完
結
し
な
い
で
亡
く
な
っ
た
ん
で
す
ね
。
僕
は
と
き
ど
き
読
ん

で
い
ま
し
た
が
、
あ
れ
は
あ
と
で
読
み
返
す
気
が
し
な
い
。

宮
崎
　
母
が
た
ま
に
「
中
条
さ
ん
は
…
…
」
ど
言
っ
て
い
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
が
、
ど
ん
な
関
係
で
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て

い
た
か
知
り
ま
せ
ん
。

■
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
、
そ
し
て
諸
先
輩
に
つ
い
て

中
村
　
　
［
森
氏
に
本
を
渡
し
て
］
い
ま
渡
し
た
鈴
木
善
幸
さ
ん

の
本
［
『
元
総
理
鈴
木
善
幸
・
激
動
の
日
本
政
治
を
語
る
』
］
は
「

　
　
　
　
　
　
　
　
る
ヨ

珍
し
ゼ
本
な
ん
で
す
。
出
版
が
岩
手
放
送
で
す
。
鈴
木
さ
ん

は
岩
手
県
だ
か
ら
、
そ
こ
の
新
聞
社
の
人
が
岩
手
放
送
で
や
っ

た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。
そ
れ
を
何
回
も
や
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。

岩
手
県
と
い
う
の
は
不
思
議
に
総
理
大
臣
が
多
い
と
こ
ろ
な
ん

で
す
ね
．
－
原
敬
、
東
条
英
機
、
米
内
光
政
、
そ
し
て
善
幸
さ
ん

　
　
　
　
　
　
そ
る

が
岩
手
県
で
す
。

村
井
．
こ
れ
は
一
九
九
一
年
発
行
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
比

較
的
最
近
で
す
ね
。

中
村
　
総
理
大
臣
を
辞
め
て
か
ら
し
ゃ
べ
っ
た
ん
で
す
ね
。

宮
暗
　
鈴
木
善
幸
さ
ん
の
本
で
す
ね
。

森
　
こ
れ
も
聞
き
書
き
と
い
う
形
で
す
ね
。

中
村
　
鈴
木
さ
ん
が
総
理
大
臣
を
辞
め
て
、
地
元
の
放
送
局
で

し
ゃ
べ
っ
た
も
の
で
、
誰
も
持
っ
て
い
な
い
も
の
で
す
。
た
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ヨ

、
た
ま
鈴
木
さ
ん
の
ど
こ
ぢ
に
、
五
百
旗
頭
［
真
］
さ
ん
と
ご

一
緒
に
行
っ
て
話
を
聞
い
た
ら
、
お
土
産
み
た
い
に
こ
の
本
を

く
れ
た
ん
で
す
。

宮
崎
　
中
曽
根
さ
ん
は
い
ろ
い
ろ
論
文
を
書
い
て
お
ら
れ
ま
す

が
、
そ
う
い
う
ま
と
ま
っ
た
本
を
書
い
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

中
村
　
あ
り
ま
す
。
『
天
地
有
情
』
で
す
ね
。

宮
崎
　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
政
治
家
は
後
藤
田
［
正
晴
］
・

さ
ん
、
竹
下
［
登
］
さ
ん
だ
け
で
す
か
。

森
い
ま
宮
澤
壼
二
氏
を
や
っ
て
い
ま
す
。

中
村
　
宮
澤
さ
ん
は
、
僕
も
つ
き
合
っ
て
、
［
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス

ト
リ
ー
を
］
や
っ
て
い
ま
す
。
宮
澤
さ
ん
は
い
つ
終
わ
る
か
わ

か
ら
な
い
。

宮
崎
　
私
の
で
も
、
こ
れ
も
取
上
げ
よ
う
、
あ
れ
に
も
触
れ
よ

う
と
す
れ
ば
、
い
つ
終
わ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
も
う
や
め
に

し
ま
ず
け
れ
ど
ね
。
宮
澤
さ
ん
も
い
い
た
い
こ
と
が
沢
山
あ
る

で
し
ょ
う
。

宮
澤
氏
、
そ
し
て
講
和
条
約
の
こ
ろ

中
村
　
宮
澤
さ
ん
に
は
、
い
ま
講
和
．
条
約
の
と
こ
ろ
ま
で
で
、

五
回
ぐ
ら
い
で
す
。
政
治
家
と
し
て
の
宮
澤
さ
ん
の
話
を
聞
く

と
し
た
ら
．
そ
の
あ
と
池
田
内
閣
の
と
こ
ろ
が
ら
ず
っ
と
あ
る

わ
け
で
す
ね
。
ほ
と
ん
ど
切
れ
目
な
く
あ
る
わ
け
で
す
。

森
　
現
在
進
行
形
で
す
か
ら
ね
。

宮
崎
　
日
米
な
ん
と
か
記
録
と
い
う
類
い
の
も
の
が
あ
る
で
し

ょ
う
。
あ
あ
い
う
調
子
で
し
ゃ
べ
る
と
、
現
在
ま
で
に
な
り
ま

す
ね
。

中
村
　
宮
澤
さ
ん
は
あ
あ
い
う
人
だ
か
ら
、
話
せ
ば
正
確
に
話

そ
う
と
す
る
し
、
話
し
た
く
な
い
こ
と
は
う
ま
く
オ
ミ
ッ
ト
す

る
ん
だ
ろ
う
と
思
う
け
れ
ど
。

宮
崎
　
で
き
る
だ
け
本
当
の
こ
と
を
言
っ
て
く
だ
さ
い
、
と
お

願
い
し
た
方
が
い
い
で
す
ね
。

舞
岩
手
放
送
編
集
『
元
総
理
鈴
木
善

幸
激
動
の
日
本
政
治
を
語
る
一
戦
後

四
十
年
の
検
証
』
聞
き
手
・
富
士
大

学
教
授
　
七
宮
津
三
、
岩
手
放
送
、

一
九
九
一
。

軸
4
原
敬
（
第
十
代
総
理
大
臣
、
一
九

一
八
年
七
月
～
「
九
【
＝
年
十
［
月

（
暗
殺
）
）
、
東
条
英
機
（
第
三
十
代
総

理
大
臣
、
一
九
四
一
年
十
月
～
一
九

四
阻
年
七
月
）
、
米
内
光
政
（
第
二
十

八
代
総
理
大
臣
、
一
九
四
〇
年
一
月

～
｝
九
四
〇
年
七
月
）
、
鈴
木
善
幸
氏

（
第
四
十
八
代
総
理
大
臣
、
一
九
八
○

年
七
月
～
一
九
八
一
一
年
十
一
月
）
。

言
　
（
い
お
き
べ
　
ま
こ
と
）
昭
和
一
．

八
（
一
九
四
三
）
年
「
二
月
十
六
日

生
ま
れ
。
広
島
大
学
助
教
授
を
経
て
、

昭
和
五
六
年
神
戸
大
学
教
授
。
第
二

次
大
戦
中
の
米
国
公
文
書
を
検
証
し

『
米
国
の
日
本
占
領
政
策
一
戦
後
日
本

の
設
計
図
〈
上
・
下
〉
』
を
刊
行
。
他

に
『
戦
後
日
本
外
交
史
』
『
田
米
戦
争

と
戦
後
日
本
』
『
秩
序
変
革
期
の
日
本

の
選
択
　
「
米
・
欧
・
日
」
三
極
シ
ス

テ
ム
の
す
す
め
』
『
占
領
期
一
首
相
た

ち
の
新
日
本
』
等
。
御
子
息
は
、
五

百
旗
頭
薫
（
東
京
都
立
大
学
助
教
授
、

日
本
政
治
外
交
史
）
氏
。

鱒
6
中
曽
根
康
弘
『
天
地
有
情
五
十
年

の
戦
後
政
治
を
語
る
』
（
文
芸
春
秋
、

一
九
九
⊥
ハ
年
）
。
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中
村
　
そ
れ
は
そ
う
で
す
ね
。
そ
う
言
っ
て
も
、
本
当
の
こ
と

を
言
う
は
ず
も
な
い
の
で
、
そ
こ
が
難
し
い
ん
で
す
ね
。

宮
崎
　
私
自
身
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
本
当
の
こ
と
を
い

わ
な
い
と
い
う
よ
り
、
本
当
の
こ
と
を
知
ら
な
い
で
い
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
か
も
。
終
戦
直
後
、
傾
斜
生
産
な
ん

か
の
話
を
し
て
、
い
か
に
も
自
分
が
中
枢
的
な
役
割
を
果
た
し

て
い
た
よ
う
な
言
い
方
を
し
ま
す
け
れ
ど
、
本
当
は
そ
う
じ
や

な
い
ん
で
す
ね
。
単
な
る
計
算
機
を
や
っ
て
．
い
た
わ
け
で
、
自

分
な
り
に
自
分
の
役
割
を
全
体
の
ど
こ
だ
、
と
誇
大
回
し
て
他

人
に
言
っ
た
り
し
ま
す
が
、
一
部
の
役
割
し
か
し
て
い
ま
せ
ん

で
、
ほ
か
の
部
分
は
ど
う
だ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
意
外
と
知

ら
な
い
ん
で
す
ね
。
傾
斜
生
産
で
も
、
傾
斜
生
産
自
体
の
中
枢

部
に
必
ず
し
も
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
私
の
ボ
ス
が
中
枢
的
な

ご
．
と
を
や
っ
て
い
た
の
は
事
実
で
す
が
、
私
も
そ
う
だ
っ
た
か

と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
で
す
ね
。
周
辺
の
歯
車
の
一
つ
で

す
。
歴
史
的
位
置
づ
け
な
ど
で
後
か
ら
整
理
し
て
わ
か
る
。
現

場
に
は
い
た
け
れ
ど
、
私
が
石
炭
政
策
を
動
か
し
て
い
た
な
ん

て
こ
と
は
な
い
。

中
村
　
h
宮
澤
さ
ん
は
］
こ
の
あ
い
だ
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

講
和
の
時
の
話
を
し
て
、
結
局
あ
れ
は
吉
田
［
茂
］
さ
ん
が
一

人
で
や
っ
た
ん
だ
、
と
い
う
。

宮
崎
　
そ
う
も
言
え
る
七
A
あ
の
時
の
西
村
［
熊
雄
］
条
約
局

サ
　

長
は
、
私
の
中
学
の
先
輩
で
す
け
れ
ど
、
具
体
的
な
問
題
で

は
吉
田
さ
ん
に
一
番
近
か
っ
た
と
思
う
ん
で
す
ね
。
記
録
を
見

ま
し
て
も
ね
．
一
私
生
活
に
つ
い
て
は
ご
親
戚
の
方
か
ら
い
ろ
い

ろ
伺
っ
て
い
ま
す
が
、
人
物
で
す
ね
・

中
村
　
そ
の
お
名
前
は
当
然
出
て
い
ま
し
た
。

宮
崎
　
あ
あ
い
う
人
が
、
向
こ
う
（
連
合
国
あ
る
い
は
ア
メ
リ

カ
）
と
も
接
触
し
て
い
る
し
、
一
番
詳
し
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

中
村
　
　
『
日
本
外
交
史
』
と
い
う
の
が
鹿
島
出
版
か
ら
出
て

い
て
、
明
治
以
後
の
外
交
史
に
つ
い
て
問
題
ご
と
に
一
冊
ず
つ

あ
る
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
『
［
第
二
十
七
巻
］
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
平
和
条
約
』
は
西
村
さ
ん
が
書
い
て
い
る
ん
で
す
が
、
ご

本
人
が
自
分
の
経
験
を
盛
り
込
ん
で
書
い
た
に
違
い
な
い
の

で
、
今
の
と
こ
ろ
は
正
式
の
歴
史
に
近
い
ん
で
す
ね
。
外
務
省

が
出
し
た
の
で
は
な
い
け
れ
ど
、
そ
れ
に
関
わ
っ
た
条
約
局
長

が
書
い
た
ん
だ
か
ら
、
い
ま
ま
で
の
と
こ
ろ
で
は
正
史
な
ん
で

し
ょ
う
ね
。

宮
焙
　
私
の
中
学
の
先
輩
の
話
し
な
ど
に
よ
る
と
、
西
村
さ
ん

は
、
も
の
す
ご
く
頭
の
緻
密
な
人
だ
っ
た
と
い
う
ん
で
す
ね
。

物
事
を
論
理
的
に
組
み
立
て
ら
れ
る
。
話
し
ぶ
り
は
そ
う
う
ま

く
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
ご
ろ
は
多

少
違
い
ま
す
が
、
外
務
省
で
条
約
局
長
と
い
う
の
は
一
番
秀
才

が
行
く
と
こ
ろ
な
ん
で
す
ね
。
歴
代
そ
う
だ
と
言
わ
れ
て
い
る

ん
で
す
が
、
西
村
さ
ん
は
代
表
的
な
条
約
局
長
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
も
う
亡
く
な
ら
れ
た
ん
で
す
が
、
あ
る
と
き
講
和
条
約
の

交
渉
を
し
て
い
た
と
き
の
話
が
出
ま
し
た
。
彼
は
つ
く
っ
た
人

で
す
か
ら
擁
護
派
な
ん
で
す
。
「
い
ま
憲
法
と
か
、
特
に
安
保

条
約
と
か
い
ろ
い
ろ
言
う
け
れ
ど
、
」
と
、
い
ろ
い
ろ
問
題
点

も
あ
る
と
い
う
の
は
彼
も
わ
か
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
し
か
し

「
も
う
そ
ろ
そ
ろ
改
正
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と
い
う
質
問
に
対

し
て
、
「
い
ろ
い
ろ
ゴ
タ
ゴ
タ
言
っ
て
い
ま
す
ね
。
だ
け
ど
こ

れ
で
な
ん
と
か
う
ま
く
や
っ
て
き
た
で
し
ょ
う
。
ど
こ
が
具
体

的
に
悪
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
な
か
な
か
難
し
い
の
で
、

こ
れ
で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
。
反
対
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、

そ
も
そ
も
世
の
中
が
自
由
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
の
証
左
で

す
。
い
ま
の
憲
法
で
悪
い
こ
と
は
な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た

ね
。
緻
密
さ
の
中
で
も
、
弾
力
的
に
現
実
を
解
釈
す
る
と
い
う

・，

V
明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
一
月

一一

ｵ
日
、
佐
賀
県
佐
賀
郡
川
副
町
生

ま
れ
。
東
京
帝
大
英
法
科
卒
業
後
、

外
務
省
に
入
り
、
昭
和
一
一
二
年
か
ら

二
七
年
ま
で
条
約
局
長
。
対
日
平
和

条
約
、
日
米
安
保
条
約
、
行
政
協
定

の
締
結
交
渉
で
日
本
側
事
務
当
局
と

し
て
、
参
謀
兼
事
務
総
長
の
役
割
を

果
た
し
、
吉
田
首
相
ら
を
補
佐
。
昭

和
二
七
年
駐
仏
大
使
。
退
官
後
、
ハ

ー
グ
の
常
設
仲
裁
裁
判
所
裁
判
官
、

原
子
力
委
員
会
委
員
を
歴
任
し
た
。

静
8
鹿
島
平
和
研
究
所
編
『
日
本
外
交

史
』
（
鹿
島
研
究
所
出
版
会
、
「
九
七

〇
1
「
九
七
四
年
）
本
編
全
三
十
三

巻
、
総
括
編
一
冊
、
別
巻
四
冊
。
第

二
十
七
巻
の
、
西
村
熊
雄
著
『
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
』
は
一
九

七
一
年
出
版
。
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こ
と
な
ん
で
す
ね
。

　
宮
澤
さ
ん
は
ち
ょ
っ
と
違
う
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
憲
法

や
安
保
条
約
は
そ
れ
で
や
む
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
議
論
が
ず

い
ぶ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
ね
。
自
分
の
「
頭
の
中
で
は
、
こ
れ
は

論
理
的
に
誤
っ
て
い
る
と
か
、
お
か
し
い
と
思
っ
て
も
、
世
の

中
が
そ
れ
な
ら
そ
れ
で
い
い
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
考
え
が
か

な
り
あ
り
ま
す
ね
。
話
し
は
違
い
ま
す
が
お
そ
ら
く
小
泉
さ
ん

の
経
済
政
策
に
つ
い
て
も
一
。

中
村
　
宮
澤
さ
ん
は
ご
不
満
で
し
ょ
う
。

三
三
　
だ
け
ど
表
立
っ
て
言
わ
れ
な
い
。
「
あ
れ
は
あ
れ
で
や

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
言
い
方
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

そ
こ
の
と
こ
ろ
で
本
音
を
引
き
出
し
て
く
だ
さ
い
よ
。

中
村
　
そ
れ
を
引
き
出
す
の
は
大
変
で
す
。
た
だ
、
日
米
安
保

条
約
の
ア
イ
デ
ア
は
吉
田
さ
ん
が
一
人
で
出
し
た
ん
だ
し
、
講

和
条
約
の
進
め
方
は
だ
い
た
い
吉
田
さ
ん
の
頭
の
中
で
で
き
て

い
る
、
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
ね
。
じ
ゃ
あ
、
ほ
か
に
相
談

相
手
が
い
な
か
っ
た
ん
で
す
か
、
と
い
っ
た
ら
、
事
務
的
に
は

西
村
さ
ん
と
か
、
そ
う
い
う
名
前
は
出
ま
し
た
け
れ
ど
。

宮
峙
　
い
ま
の
小
泉
さ
ん
と
同
じ
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
い
ま
す

ね
。
改
革
だ
と
言
っ
て
い
て
、
改
革
の
具
体
的
な
こ
と
に
な
る

と
は
っ
き
り
し
な
い
の
は
、
小
泉
さ
ん
が
そ
こ
ま
で
十
分
詰
め

て
い
な
い
か
ら
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

中
村
　
そ
う
思
い
ま
す
ね
。
こ
れ
は
講
和
の
場
合
と
は
少
し
違

う
か
な
。

宮
遷
ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す
ね
。

中
村
　
講
和
の
場
合
、
吉
田
さ
ん
は
講
和
条
約
を
結
ぶ
の
は
自

分
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い
た
。

宮
暗
　
そ
う
思
っ
て
、
自
分
で
決
断
を
さ
れ
る
ん
で
す
が
、
決

、
断
ま
で
に
は
や
は
り
い
ろ
い
ろ
な
人
に
あ
る
程
度
意
見
を
聞
か

れ
た
わ
け
で
す
か
。

中
村
　
た
だ
、
聞
く
相
手
、
主
に
相
談
す
る
相
手
が
い
ま
し
た

か
、
と
い
う
と
、
［
宮
澤
さ
ん
は
］
そ
れ
は
い
な
か
っ
た
と
言

う
ん
で
す
ね
。

当
時
に
お
け
る
諸
氏
の
関
係

中
村
　
考
え
て
み
る
と
、
［
吉
田
さ
ん
は
］
そ
の
時
分
に
い
た

え
ら
い
外
交
官
と
は
、
み
ん
な
仲
が
悪
い
ん
で
す
ね
。

宮
崎
仲
が
悪
い
。
役
人
の
世
界
は
そ
う
で
す
け
れ
ど
、
外
務

省
は
特
に
ひ
ど
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

中
村
　
例
え
ば
当
時
い
た
人
で
は
、
重
光
［
葵
］
と
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
る
ゆ

宮
暗
　
東
郷
［
茂
徳
］
と
か
ね
。
　
　
，

中
村
　
東
郷
と
か
重
光
は
、
み
ん
な
巣
鴨
に
入
れ
ら
れ
て
い
た

か
ら
ね
ρ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
り

宮
崎
　
幣
原
［
喜
重
郎
］
な
ん
て
全
然
違
い
ま
す
か
∩
．

中
村
　
　
［
吉
田
さ
ん
は
］
幣
原
さ
ん
と
も
あ
ま
り
関
係
な
か
っ

た
ん
だ
な
。
お
ま
け
に
他
の
政
党
で
す
か
ら
ね
。
そ
う
な
る
と
、

あ
ま
り
相
談
す
る
人
が
い
な
い
。
軍
人
は
大
嫌
い
だ
っ
た
と
い

う
話
が
、
こ
の
あ
い
だ
も
あ
っ
た
け
れ
ど
。

宮
崎
　
　
［
吉
田
さ
ん
は
］
軍
人
は
大
嫌
い
で
す
ね
。
宮
澤
さ
ん

の
こ
と
ば
か
り
で
具
合
が
悪
い
ん
で
す
が
、
宮
澤
さ
ん
に
は
本

音
の
と
こ
ろ
を
聞
か
れ
た
方
が
い
い
。
非
常
に
面
白
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
出
て
来
ま
す
よ
。

　
経
済
復
興
期
の
時
に
都
留
［
重
人
］
さ
ん
が
果
た
し
た
役
割

が
あ
る
、
そ
の
評
価
な
ど
も
含
め
て
。

中
村
　
あ
あ
、
都
留
さ
．
ん
の
こ
と
は
［
宮
澤
さ
ん
は
］
嫌
い
だ

な
。宮

崎
　
嫌
い
で
し
ょ
う
ね
。
そ
れ
は
は
っ
き
り
言
わ
れ
ま
し
た

か
。

言
　
（
し
げ
み
つ
　
ま
も
る
）
。
明
治

二
〇
（
一
八
八
七
）
年
七
月
二
九
日

生
ま
れ
。
昭
和
七
年
［
月
の
上
海
事

変
勃
発
時
は
駐
華
公
使
。
四
月
の
天

長
節
祝
賀
式
場
で
反
日
運
動
家
の
爆

弾
で
右
脚
を
失
う
。
東
条
内
閣
の
外

相
で
戦
後
の
東
久
週
内
閣
ま
で
留
任
。

終
戦
時
、
降
伏
文
書
に
調
印
。
戦
後

A
級
戦
犯
と
な
り
、
”
服
役
。
同
二
七

年
の
追
放
解
除
後
、
改
進
党
総
裁
。

鳩
山
内
閣
の
副
総
理
・
外
相
。
日
ソ

国
交
回
復
と
国
連
加
盟
に
尽
力
し
た
。

管
－
o
明
治
一
五
（
一
八
八
二
）
年
十
二

．
月
七
日
生
ま
れ
。
外
務
省
入
省
後
、

欧
米
、
欧
亜
両
局
長
、
、
駐
独
・
駐
ソ

大
使
を
歴
任
。
東
条
内
閣
の
外
相
兼

拓
務
相
。
昭
和
十
七
年
に
東
条
内
閣

の
大
東
亜
省
設
置
に
反
対
し
辞
任
。

同
二
〇
年
鈴
木
貫
太
郎
内
閣
で
再
度

外
相
と
な
り
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
、

終
戦
工
作
に
従
事
。
戦
後
、
A
級
戦

犯
と
し
て
二
十
年
の
禁
固
刑
を
受
け
、

昭
和
一
一
五
年
拘
禁
中
病
没
コ

軸
1
1
明
治
五
（
一
」
八
七
七
）
年
八
月
十

一
日
生
ま
れ
。
農
商
務
省
入
省
の
ち

外
務
省
。
外
務
次
官
、
駐
米
大
使
、

ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
会
議
全
権
委
員
等

を
経
て
、
大
正
十
三
年
外
相
就
任
。

約
五
年
三
ヶ
月
の
任
期
中
「
幣
原
外

交
」
と
呼
ば
れ
る
親
英
米
政
策
を
と

っ
た
。
大
正
九
年
男
爵
を
拝
受
。
昭

和
二
十
年
十
月
総
理
大
臣
、
翌
年
総

辞
職
。
そ
の
後
衆
院
議
長
、
同
二
六

年
三
月
議
長
在
任
の
ま
ま
急
逝
。
岳

父
は
岩
崎
弥
太
郎
（
三
菱
財
閥
創
始

者
）

〆
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中
村
　
宮
澤
さ
ん
は
大
嫌
い
だ
っ
た
。
私
は
都
留
さ
ん
を
よ
く

知
っ
て
い
る
し
一
。

宮
崎
　
私
も
両
方
と
も
よ
く
知
っ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
い
な
、

と
思
う
ん
で
す
ね
。
ど
っ
ち
も
互
い
に
嫌
っ
て
い
る
ん
で
す
か

ら
。　

も
う
一
つ
意
外
な
の
は
、
都
留
さ
ん
と
大
来
［
佐
武
郎
］
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
骨
1
2

ん
［
の
仲
］
が
悪
い
ん
で
す
ね
。
「
日
本
経
済
再
建
の
方
途
」

と
い
う
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
議
論
し
て
い
た
グ
ル
ー

プ
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
私
は
大
来
さ
ん
に
そ
の
話
を
か
な

り
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
「
あ
れ
は
だ
い
た
い
自
分
（
大
来
さ

ん
）
の
構
想
で
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
聞
い
て
後
藤
（
誉
之
助
）

君
と
一
緒
に
ま
と
め
た
」
と
言
わ
れ
る
ん
で
す
。
都
留
さ
ん
に

言
わ
せ
る
と
、
「
大
来
君
は
隅
っ
こ
で
終
始
黙
っ
て
い
た
よ
。

ど
う
し
て
あ
あ
い
う
ふ
う
に
自
分
が
ま
と
め
た
こ
と
に
な
る
ん

だ
ろ
う
ね
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

中
村
　
都
留
さ
ん
は
そ
う
い
う
言
い
方
を
す
る
。

宮
暗
　
そ
こ
は
難
し
い
で
す
ね
っ
両
方
を
知
っ
て
い
ま
す
の
で
、

「
君
、
ど
う
思
う
」
な
ん
て
聞
か
れ
る
と
、
本
当
に
困
る
。

中
村
　
都
留
さ
ん
と
い
う
人
は
け
っ
こ
う
難
し
い
人
で
す
か
ら

ね
。宮

崎
　
年
を
と
ら
れ
て
か
ら
は
、
潔
癖
と
い
う
の
で
す
か
、
人

の
好
き
嫌
い
が
割
合
表
に
出
て
き
て
ま
す
か
ね
。
ご
自
身
の
考

え
と
信
念
を
き
ち
っ
と
持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
か
ら
ね
。

中
村
　
私
は
、
自
分
の
先
生
が
有
沢
［
広
巳
］
先
生
で
し
た
が
、

有
沢
先
生
に
つ
い
て
［
都
留
さ
ん
が
］
寸
評
を
す
る
ん
だ
け
れ

ど
、
決
し
て
良
く
は
言
わ
な
い
。

宮
崎
　
そ
う
で
す
が
、
有
沢
さ
ん
と
も
悪
い
ん
で
す
か
。
あ
ま

り
考
え
ら
れ
な
い
な
あ
。

中
村
　
よ
か
っ
た
は
ず
だ
と
思
う
ん
で
す
。
’
そ
れ
が
亡
く
な
ら

れ
て
、
お
葬
式
の
連
絡
や
何
か
し
た
ら
、
出
ら
れ
る
か
ど
う
か

わ
か
ら
な
い
と
言
う
。
弔
辞
を
読
ん
で
く
れ
と
は
言
い
ま
せ
ん

け
れ
ど
ね
。
そ
れ
で
来
る
ん
で
す
。
来
る
ん
で
す
が
、
伺
い
ま

す
、
ど
は
言
わ
な
い
ん
で
す
。
難
し
い
人
で
す
ね
。

宮
崎
　
宮
澤
さ
ん
も
都
留
さ
ん
も
同
じ
会
合
に
は
出
て
顔
は
合

わ
せ
ら
れ
る
。
会
っ
た
ら
お
互
い
何
か
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
具
合
が
悪
い
で
す
ね
。

中
村
　
宮
澤
さ
ん
は
、
「
先
輩
だ
か
ら
逆
ら
わ
な
い
よ
う
に
し

て
い
る
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

森
と
い
う
こ
と
は
、
内
心
で
は
か
な
り
反
発
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。
、

宮
澤
氏
の
マ
ル
ク
シ
ス
ト
嫌
い

中
村
　
　
［
宮
澤
さ
ん
は
］
「
都
留
さ
ん
と
い
う
人
は
マ
ル
ク
シ

ス
ト
だ
と
思
う
」
と
言
う
ん
で
す
。
あ
の
人
は
マ
ル
ク
シ
ス
ト

か
な
。
進
歩
的
文
化
人
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
マ
ル
ク
シ
ス
ト
で

は
な
い
だ
ろ
う
と
僕
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
ね
。

宮
暗
　
そ
う
で
す
ね
。
都
留
さ
ん
自
身
も
マ
ル
ク
ス
経
済
学
だ

け
で
は
な
い
で
す
ね
。

中
村
　
マ
ル
ク
ス
経
済
学
を
知
っ
て
い
る
し
、
利
用
も
す
る
け

れ
ど
、
マ
ル
ク
シ
ス
ト
で
は
な
い
と
い
う
の
が
本
音
で
」
し
ょ
う

が
、
宮
澤
さ
ん
は
極
端
に
そ
う
い
う
左
翼
が
嫌
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
り

宮
崎
　
そ
う
で
す
ね
。
伊
東
（
光
晴
）
さ
ん
は
都
留
さ
ん
を

左
右
に
打
て
る
「
ス
ウ
ィ
ッ
チ
ヒ
ッ
タ
ー
」
と
評
し
て
い
ま
す
。

中
村
　
こ
れ
も
話
し
て
い
て
よ
く
わ
か
っ
た
。
中
ぐ
ら
い
の
左

翼
と
い
う
の
が
い
っ
ぱ
い
い
る
ん
だ
け
れ
ど
、
真
ん
中
よ
り
左

と
い
う
程
度
の
人
で
も
、
み
ん
な
マ
ル
ク
シ
ス
ト
に
し
て
し
ま

う
ん
だ
な
。

森
マ
ル
ク
ス
主
義
に
少
し
で
も
シ
ン
パ
を
感
じ
て
い
る
と

聾
1
2
外
務
省
特
別
調
査
委
員
会
中
間
報

告
、
（
昭
和
二
十
年
十
二
月
二
十
七
日
）

の
こ
と
。
こ
の
報
告
書
は
、
平
貞
蔵

が
指
導
し
、
後
藤
誉
之
助
、
小
田
寛
、

並
木
正
吉
、
大
来
佐
武
郎
の
四
氏
が

幹
事
と
な
り
、
終
戦
以
後
、
四
十
数

回
開
か
れ
た
日
本
自
活
方
策
研
究
会

の
報
告
書
。
『
日
本
経
済
再
建
の
基
本

間
題
」
（
昭
和
二
一
年
三
月
発
表
）
の

原
型
と
も
い
え
る
。
『
…
基
本
問

題
』
は
、
敗
戦
時
に
外
務
省
調
査
局

（
旧
大
東
亜
省
）
が
経
済
学
者
を
集
め

て
「
戦
後
問
題
研
究
会
」
を
設
立
、

戦
後
日
本
経
済
再
建
策
を
検
討
・
提

言
し
た
、
そ
の
成
果
。
研
究
会
に
は
、

有
澤
廣
巳
・
中
山
伊
知
郎
・
東
畑
精

一
・
都
留
重
人
・
稲
葉
秀
三
、
大
内

兵
衛
・
山
下
盛
太
郎
・
宇
野
弘
蔵
・

近
藤
康
男
・
井
上
晴
丸
ら
も
参
加
。

有
澤
廣
巳
監
修
・
中
村
隆
英
編
『
資

料
・
戦
後
日
本
の
経
済
政
策
構
想

第
一
巻
」
　
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一

九
九
〇
年
）
参
照
。

・ひ

P3

謖
ﾜ
回
の
章
、
註
三
「
参
照
。
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左
、
な
ん
で
す
ね
。

中
村
　
わ
れ
わ
れ
の
年
代
で
す
と
v
若
い
と
き
そ
う
だ
っ
た
の

が
当
た
り
前
な
ん
で
す
が
ね
。

誘
導
　
以
前
は
シ
ン
パ
ぐ
ら
い
だ
と
珍
し
く
な
か
っ
た
で
す

ね
Q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

中
村
　
そ
う
で
な
か
っ
た
人
は
、
東
大
の
経
済
で
い
う
と
小
宮

　
　
　
　
る
む

隆
太
郎
さ
ん
ぐ
ら
い
の
も
の
で
す
よ
。
何
人
か
い
る
で
し
ょ
、

う
が
、
有
名
に
な
っ
た
人
で
は
小
宮
氏
で
す
ね
。
・

宮
崎
　
経
済
学
者
と
し
て
は
問
題
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。
例
え
ば
、

私
が
行
っ
た
M
I
T
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
も
そ
う
で
す
が
、
マ

ル
ク
ス
経
済
学
を
批
判
し
て
い
て
、
絶
対
に
マ
ル
ク
シ
又
ト
で

は
な
い
ん
で
す
が
、
『
資
本
論
』
は
き
ち
ん
と
読
ん
で
い
る
ん

で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
日
本
の
経
済
学
者
と
い
う
の
は
、
中
村
先

生
方
の
と
こ
ろ
は
全
く
別
で
す
が
、
最
近
の
若
い
人
は
マ
ル
ク

ス
を
読
ま
な
い
で
マ
ル
ク
ス
を
け
な
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
ア

ダ
ム
・
ス
ミ
ス
を
読
ま
な
い
で
、
自
由
主
義
経
済
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
ど
う
か
と
思
う
な
。
マ
ル
ク
シ
ス
ト
で
な
い
人
で
ケ
イ

ン
ズ
を
非
難
す
る
人
で
も
、
ケ
イ
ン
ズ
の
本
を
読
ま
な
い
で
け

な
し
て
い
る
。
ス
ミ
ス
も
読
ま
な
い
、
マ
ル
ク
ス
も
読
ま
な
い
。

古
典
を
読
ま
な
い
ん
で
す
ね
。

中
村
　
な
ん
と
言
い
ま
す
か
、
い
ま
の
学
問
は
そ
う
な
つ
ち
ゃ

っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。
そ
う
な
つ
ち
ゃ
っ
た
と
い
う
の

は
、
物
理
学
な
ど
で
も
物
性
論
と
か
難
し
い
も
の
が
あ
っ
て
、

そ
の
物
性
論
の
中
に
ま
た
分
野
が
あ
っ
て
、
そ
の
分
野
だ
け
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

学
生
の
時
か
ら
大
学
院
ま
、
で
ず
っ
と
や
っ
て
、
何
か
論
文
を
書

い
て
博
士
に
な
っ
て
、
と
い
う
人
が
多
い
。
だ
か
ら
一
般
の
学

生
に
物
理
学
を
講
義
す
る
の
は
、
好
き
で
も
な
い
し
、
や
り
た

く
も
な
い
と
い
う
人
が
多
い
。
わ
れ
わ
れ
だ
と
、
入
門
講
義
な

ん
て
い
う
の
は
や
る
の
が
商
売
だ
っ
た
か
ら
。

宮
崎
　
そ
う
い
う
点
は
最
後
の
と
こ
ろ
申
し
あ
げ
よ
う
と
思
う

ん
で
す
が
。

中
村
　
そ
の
へ
ん
で
、
今
日
の
お
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

宮
崎
　
自
己
反
省
的
に
い
っ
て
、
私
の
経
済
問
題
に
対
す
る
取

り
組
み
が
、
ど
う
い
う
欠
陥
が
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
か
ら
始

め
ま
す
。
そ
し
て
、
一
般
に
日
本
の
経
済
が
こ
れ
か
ら
二
十
一

世
紀
に
ど
う
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
か
ら
申

し
あ
げ
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
今
日
は
ご
質
問
を
い
く
つ
か
い
た
だ
い
て
い
る
ん
で
す
が
、

そ
こ
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
か
。

森
厳
密
に
お
答
え
い
た
だ
か
な
く
て
も
け
っ
こ
う
な
ん
で
す

が
、
だ
い
た
い
の
と
こ
ろ
で
お
答
え
願
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
り

■
留
学
、
国
連
出
向
時
の
関
心
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
お

宮
塒
　
こ
の
ご
質
問
の
線
に
沿
っ
て
お
答
え
し
ま
し
よ
う
。

　
最
初
は
噛
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
て
成

長
理
論
や
開
発
経
済
学
を
学
ぼ
う
、
と
い
う
こ
と
に
関
連
し
て
、

ど
う
い
う
学
説
と
か
考
え
方
に
関
心
・
興
味
が
あ
っ
た
か
、
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
ま
ず
な
ぜ
留
学
を
し
た
か
と
い
う
私
の
留
学
の
動
機
を
、
こ

れ
は
以
前
に
も
話
し
ま
し
た
が
、
あ
ら
た
め
て
簡
単
に
申
し
あ

げ
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
日
本
の
経
済
が
復
興
段
階
を
終
え
て
、
ひ

と
ま
ず
戦
前
の
水
準
に
戻
っ
て
、
昭
和
三
十
年
頃
か
ら
、
実
質

的
な
自
立
経
済
を
め
ざ
す
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
統
制
経
済
で

も
な
い
し
、
ア
メ
リ
カ
占
領
軍
の
強
い
監
督
下
に
あ
る
わ
け
で

も
な
い
。
自
主
的
に
経
済
を
運
営
す
る
段
階
に
入
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
い
う
こ
と
で
、
そ
う
い
う
問
題
を

海
外
で
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
学

・・

P4

謗
l
回
の
章
、
註
五
三
参
照
。

軸
1
5
宮
崎
氏
の
留
学
、
国
連
出
向
に
関

し
て
は
、
第
四
回
の
章
に
詳
し
い
。

聾
1
6
第
十
二
回
の
質
問
事
項
参
照
。
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び
た
い
と
い
う
こ
と
が
一
つ
の
動
機
づ
け
で
し
た
。

　
同
時
に
、
私
ど
も
の
戦
前
か
ら
戦
中
に
か
け
て
の
日
本
の
大

学
の
経
済
学
部
で
は
、
　
”
近
代
”
の
経
済
学
を
教
え
て
く
れ
な

か
っ
た
。
統
制
経
済
あ
る
い
は
、
政
治
経
済
と
い
う
、
一
経

済
学
は
本
来
政
治
と
非
常
に
結
び
つ
い
て
い
る
ん
で
す
が
、
政

治
が
当
時
の
時
流
に
乗
っ
た
よ
う
な
政
治
で
、
そ
れ
と
結
び
つ

い
た
経
済
学
に
関
す
る
学
問
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
右
に
し
て
も

左
に
し
て
も
、
ど
う
も
そ
う
い
う
学
問
で
は
ま
ず
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
、
海
外
で
学
ん
だ
ら
ど
う
か
、
と
い
う
気

持
に
な
り
ま
し
た
。

　
つ
ま
り
、
こ
れ
か
ら
新
し
い
経
済
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、

「
新
し
い
経
済
学
」
を
学
ん
で
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
き
れ
い
事
で
言
え
ば
動
機
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

中
村
　
十
年
間
、
自
然
科
学
で
も
鎖
国
時
代
が
あ
っ
て
、
一
九

五
〇
年
頃
か
ら
自
然
科
学
で
も
新
し
い
も
の
が
い
っ
ぺ
ん
に
入

っ
て
き
た
。
半
導
体
は
い
い
例
だ
け
れ
ど
、
あ
れ
は
戦
時
中
に

向
こ
う
で
発
達
し
て
、
、
軍
事
技
術
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
日

本
に
五
〇
年
頃
か
ら
ど
っ
と
入
っ
て
く
る
。
経
、
済
学
も
同
じ
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
が
戦
後
に
学
生
で
い
た
と
き
、

ケ
イ
ン
ズ
の
「
6
ゴ
①
9
q
Φ
⇒
①
七
一
9
①
o
憂
　
（
o
h
Φ
ヨ
豆
。
《
ヨ
Φ
昌
ρ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
レ

ぎ
8
話
曽
曽
α
日
。
目
Φ
冤
）
」
と
、
ヒ
ッ
ク
ス
の
「
＜
自
。
冨
Φ
自
。
ロ
α

　
　
　
　
る
ド

○
。
。
豆
巨
」
、
当
時
は
そ
の
二
冊
が
新
し
い
経
済
学
の
代
表
の

よ
う
に
い
わ
れ
て
い
た
。
そ
う
い
う
本
を
、
学
生
も
先
生
方
も

夢
中
に
な
っ
て
読
ん
だ
の
は
、
戦
後
の
そ
の
時
期
、
一
九
五
〇

年
前
後
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ら
は
三
〇
年

代
の
半
ば
に
向
こ
う
で
本
に
な
っ
て
い
て
、
日
本
に
も
そ
の
本

は
入
っ
て
来
て
い
た
ん
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
が
一
般
化
す
る
の
は

十
年
遅
れ
て
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。

惑
乱
　
十
年
以
上
遅
れ
て
い
ま
し
た
ね
。
そ
れ
で
、
私
の
受
け

入
れ
先
は
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
「
経
済

問
題
を
や
る
な
ら
ど
こ
が
い
い
？
」
と
言
わ
れ
ま
し
て
、
財
団

の
人
に
、
「
イ
ギ
リ
ス
で
は
な
く
て
、
ア
メ
リ
カ
が
い
い
」
と

言
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
中
心
の
占
領
政
策
の
延
長

線
上
で
考
え
て
ア
メ
リ
カ
に
、
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
て
、
イ

ギ
リ
ス
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
と
か
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学

は
た
し
か
に
名
門
で
す
が
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
は
な
い
方
が

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
だ
な
と
思

っ
た
わ
け
で
す
。

　
財
団
の
方
も
、
そ
れ
は
結
構
だ
と
い
う
こ
と
で
A
ア
メ
リ
カ

の
ど
こ
に
す
る
か
と
い
う
と
き
に
、
当
時
の
日
本
人
は
、
社
会

科
学
と
い
う
と
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
と
い
う
ん
で
す
が
、
私
は
ハ

ー
バ
ー
ド
大
学
は
い
い
に
違
い
な
い
け
れ
ど
、
積
極
的
に
は
希

望
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ハ
ー
バ
ー
ド
と
か
イ
ェ
ー
ル
と
か
プ
リ

ン
ス
ト
ン
が
あ
り
ま
し
た
が
、
M
I
T
が
い
い
と
言
っ
た
わ
け

で
す
。
そ
う
し
た
ら
財
団
の
人
は
非
常
に
喜
ん
で
く
れ
ま
し
て
、

「
非
常
に
い
い
選
択
だ
」
と
い
う
。

　
な
ぜ
M
I
T
か
と
い
う
と
、
た
ま
た
ま
ア
メ
リ
カ
は
戦
後
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
り

コ
雇
用
法
（
u
ロ
ヨ
亘
。
《
ヨ
①
三
　
い
登
。
≦
）
」
と
い
う
法
律
を
設
け
た
。

ア
メ
リ
カ
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
経
済
転
換
で
、
雇
用
問
題
が

非
常
に
重
要
に
な
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
雇
用
問
題
に
取
り
組

む
た
め
に
、
学
者
で
雇
用
問
題
に
詳
し
い
人
た
ち
が
選
ば
れ
た
。

そ
う
い
う
人
た
ち
の
多
く
は
、
日
本
的
に
言
え
ば
い
わ
ゆ
る
近

代
経
済
学
で
あ
っ
て
、
経
済
を
あ
る
程
度
数
量
化
し
て
分
析
し

て
い
る
。
雇
用
法
の
時
に
は
そ
の
手
法
を
、
国
民
所
得
分
析
法

と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
勉

強
す
る
に
は
、
M
I
T
が
一
番
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
し

た
。

算
1
7
否
旨
①
ρ
」
o
」
コ
ζ
ミ
コ
卑
ユ
ー
ぎ
Φ

Q
Φ
為
Φ
諮
、
き
Φ
o
ミ
。
、
Φ
ヨ
夏
。
＼
§
Φ
コ
、

、
ミ
Φ
む
無
鋤
コ
吐
ヨ
。
嵩
Φ
＼
冠
初
版
は

諄
。
∋
曇
雪
社
か
ら
一
九
三
九
年
に
刊

行
さ
れ
た
。
邦
訳
は
、
ケ
イ
ン
ズ
著
、

監
野
谷
九
十
九
訳
『
雇
傭
・
利
子
及

び
貨
幣
の
一
般
理
論
』
（
東
洋
経
済
新

報
社
、
「
九
四
一
年
）
が
最
初
の
も

の
。鱒

1
8
エ
δ
天
ω
」
O
コ
コ
刀
δ
コ
O
a
　
く
虹
ミ
Φ

　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

鋤
こ
q
o
鋤
三
三
、
、
山
嵩
ヨ
Q
ミ
ミ
、
コ
、
o

ω
o
導
Φ
を
こ
審
§
Φ
コ
欝
、
℃
“
為
。
電
、
Φ
い
。
、

Φ
8
コ
。
ヨ
、
o
き
Φ
o
ミ
℃
初
版
は

Ω
卑
①
⊃
α
o
コ
τ
δ
ω
ω
か
ら
【
九
三
九
年

に
刊
行
さ
れ
た
。
邦
訳
は
、
J
・

R
・
ピ
ッ
ク
ス
著
、
安
井
琢
磨
・
熊

谷
尚
夫
訳
『
価
値
と
資
本
　
経
済
理
論

の
若
干
の
基
本
原
理
に
関
す
る
研
究

7
二
』
（
岩
波
書
店
（
岩
波
現
代
叢

書
）
、
［
九
五
一
年
）
が
最
初
の
も
の
。

鱒
1
9
第
二
次
大
戦
直
後
、
ア
メ
リ
カ
は

大
恐
慌
時
の
よ
う
な
失
業
問
題
の
再

燃
が
強
く
懸
念
さ
れ
た
。
一
九
四
六

年
、
議
会
が
政
府
に
対
し
「
最
大
の

雇
用
、
生
産
、
購
買
力
の
達
成
」
を

政
策
目
標
と
し
て
課
す
こ
と
を
目
的

に
コ
雇
用
法
」
が
導
入
さ
れ
た
。
ケ

イ
ン
ズ
的
マ
ク
ロ
経
済
政
策
の
米
国

経
済
へ
の
適
用
を
試
み
た
も
の
で
、

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
の
仕
上
げ
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
自
由
市

場
経
済
の
米
国
で
連
邦
政
府
が
経
済

を
管
理
す
る
責
務
を
負
う
と
す
る
こ

と
に
対
す
る
反
対
も
強
か
っ
た
。
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る
の

、
も
ち
ろ
ん
私
は
当
時
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
が
厳
密
に
ど
う

い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
か
な
ん
て
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

何
か
そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
る
ら
し
い
、
そ
う
い
う
人
達

が
集
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
M
I
T
が

い
い
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
も
こ
れ
か
ら
の
．
経
済
分
析
と
い
う

の
は
、
あ
る
程
度
数
学
を
使
っ
て
、
そ
の
数
学
は
機
械
を
応
用

し
駆
使
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
工
科
大
学
で
も
あ

る
M
I
「
T
が
い
い
の
か
な
、
と
考
え
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
、

生
意
気
に
「
M
I
T
に
行
か
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
、
実

現
し
た
わ
け
で
す
。
尉
に
数
学
が
で
き
た
わ
け
で
る
あ
り
ま
せ

ん
。

開
発
途
上
国
問
題
へ
の
取
り
組
み

宮
崎
　
そ
し
て
M
I
T
に
行
っ
た
と
き
に
、
私
が
机
を
与
え
ら

れ
た
と
こ
ろ
は
、
経
済
学
部
で
は
な
く
て
、
O
①
三
①
N
8
同

ぎ
8
巨
自
。
叶
δ
富
一
Q
っ
已
9
Φ
ω
（
国
際
問
題
研
究
所
）
で
し
た
。
こ

れ
は
た
ま
た
ま
ア
メ
リ
カ
が
開
発
途
上
国
、
そ
の
当
時
は
「
南

、
の
国
」
と
い
う
言
葉
が
で
き
た
最
初
の
こ
ろ
な
ん
で
す
が
、
そ

の
開
発
を
ど
う
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
た
わ

け
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
「
開
発
の
た
め
の
経
済
学
」
と
か

一）

@
＜
①
δ
b
日
Φ
三
8
ゴ
Φ
o
蔓
と
呼
ば
れ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

中
村
　
当
時
は
、
d
邑
雪
α
Φ
＜
Φ
δ
O
①
α
O
o
§
q
卿
①
ω
（
低
開
発

国
）
と
い
う
言
葉
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
は
い
ま
は
差
別

用
語
だ
か
ら
使
わ
な
く
な
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
。

宮
崎
　
U
Φ
＜
色
o
O
貯
ひ
q
　
Z
9
・
ロ
○
コ
ω
（
途
上
国
）
と
後
で
言
う
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
南
北
問
題
と
い
う
言
葉
が
出
た
の
は
、
．

イ
ギ
リ
ス
の
金
融
家
の
言
葉
な
ん
で
す
。

中
村
　
プ
レ
ビ
ッ
シ
ュ
・
リ
ポ
ー
ト
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た

の
ハ

ね
。

宮
暗
　
プ
レ
ビ
ッ
シ
ュ
・
リ
ボ
3
ト
は
も
う
ち
ょ
っ
と
後
な
ん

で
す
が
、
サ
ー
・
オ
リ
バ
ー
・
フ
ラ
ン
ク
ス
と
い
う
イ
ギ
リ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
セ

の
銀
行
家
（
当
時
駐
米
大
使
）
が
初
め
て
使
っ
た
言
葉
で
す
。

富
め
る
国
が
多
い
地
球
の
北
側
と
、
貧
し
い
国
が
多
い
南
側
と

の
格
．
差
の
問
題
を
解
消
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
主
と
し
て
遅
れ
た
国
の
経
済
発
展
を
図
る
に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
国
際
問
題
研
究
所
、
O
Φ
耳
興
8
同

冒
8
旨
p
・
甑
。
づ
9
。
一
Q
り
ε
島
Φ
ω
で
は
、
そ
の
問
題
に
つ
い
て
理
論
的

な
、
そ
し
て
あ
る
程
度
実
証
的
な
検
討
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。

　
そ
の
開
発
理
論
の
基
礎
は
、
た
だ
単
に
言
葉
の
上
で
援
助
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
か
、
頑
張
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
数
字
に
基
づ
い
て
、
あ
る
い
は
統
計

に
基
づ
い
て
、
発
展
計
画
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
す
る
。
ど
れ
ぐ
ら

い
の
資
本
が
動
員
で
き
る
か
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
労
働
力
が
あ
る

か
、
そ
う
い
う
人
た
ち
は
ど
の
程
度
の
技
術
水
準
を
持
っ
て
い

る
か
、
と
い
う
こ
と
を
基
礎
に
し
な
が
ら
、
発
展
の
可
能
性
が

ど
こ
に
あ
る
か
、
そ
れ
を
動
員
し
て
発
展
を
実
現
し
て
行
く
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
い
う
こ
と
を
当
時
の
近
代
経
済
学
理

論
に
基
づ
い
て
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
非
常

に
面
白
い
な
、
と
思
っ
た
ん
で
す
。

「
経
済
発
展
」
と
「
経
済
成
長
」

宮
暗
　
そ
こ
で
「
ユ
Φ
＜
Φ
「
○
℃
旨
Φ
耳
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て

い
た
ん
で
す
が
、
数
式
化
し
て
発
展
計
画
を
つ
く
る
と
、
一
般

的
で
幅
広
い
「
発
展
」
と
い
う
言
葉
よ
り
も
つ
と
直
接
的
に

「
。
q
『
o
箋
9
」
と
い
う
こ
と
で
、
発
展
で
は
な
く
て
成
長
と
い
う

ふ
う
に
問
題
の
重
点
が
移
っ
て
く
る
。
と
い
う
こ
と
で
成
長
理

論
が
M
I
T
で
も
、
ず
っ
と
発
展
し
て
い
く
わ
け
で
す
ね
。
当

r
鱒
2
0
ω
聾
⊆
Φ
π
O
P
刀
鋤
⊆
〉
コ
3
0
コ
く
の
こ

と
。
第
四
回
の
章
、
註
十
七
参
照
。

鱒
2
1
第
四
回
の
章
、
註
七
六
参
照
。

骨
2
2
「
聾
頁
Ω
2
「
Ω
で
虫
（
「
九
〇
五
1

一
九
九
二
）
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
」
ド
大

学
教
員
を
経
て
外
交
官
。
戦
後
マ
ー

シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
の
欧
州
側
実
施
組
織

で
活
躍
。
英
国
駐
米
大
使
　
（
一
九
四

八
5
五
二
年
）
。
オ
大
学
監
の
ち
ロ
イ

ド
銀
行
会
長
。
七
七
年
男
爵
を
拝
受
。
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時
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
と
い
う
人
が
い
ま
し
て
、
こ
れ
が
「
経
済
発

展
の
諸
段
階
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
と
き
に
、

α
①
＜
巴
。
℃
ヨ
Φ
三
と
は
何
か
、
そ
れ
は
質
的
な
問
題
を
含
ん
だ
経

済
社
会
全
般
の
進
歩
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
、
そ
れ

は
そ
う
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
を
具
体
的
に
実
現
し
て
い
く
た
め
は

①
8
昌
。
巨
。
o
q
お
芝
9
が
前
提
に
あ
る
の
で
、
わ
れ
わ
れ
が
図
る

べ
き
こ
と
は
、
Φ
∋
N
o
≦
筈
b
o
8
コ
ニ
巴
を
高
め
て
い
き
、
そ
れ
を

実
現
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
と
い
っ
た
位
従
来
の
経
済
学
と
は

そ
の
点
で
は
非
常
に
違
っ
た
展
開
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

中
村
　
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
と
い
う
の
は
、
そ
の
こ
ろ
ず
い
ぶ
ん
読

ま
れ
ま
し
た
ね
。

宮
崎
　
よ
く
読
ま
れ
ま
し
た
ね
。
原
文
も
そ
う
難
し
く
な
か
っ

た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
む

中
村
　
翻
訳
も
出
ま
し
た
ね
。

宮
崎
　
翻
訳
が
出
た
こ
と
に
関
連
し
て
い
え
ば
、
ハ
ー
シ
ュ
マ

ン
が
初
め
て
「
5
α
冒
①
9
ω
o
o
巨
。
自
。
豆
辞
国
邑
と
言
い
出
し
て
、

「
間
接
的
生
産
資
本
」
と
か
訳
す
わ
け
で
す
。
そ
れ
は
ど
う
い

う
こ
と
か
と
い
う
と
、
社
会
の
基
礎
的
な
構
造
的
な
共
通
資
本

と
い
う
こ
と
で
、
い
ま
で
い
う
道
路
と
か
港
湾
と
か
、
さ
ら
に

は
発
電
所
な
ど
も
含
む
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
も
の
の
建
設
と

社
会
資
本
的
な
も
の
と
い
う
こ
と
で
す
。
以
前
に
も
申
し
上
げ

ま
し
た
が
、
自
画
自
賛
的
に
申
し
あ
げ
る
と
、
日
本
の
所
得
倍

増
計
画
の
時
に
初
め
て
「
社
会
資
本
」
と
い
う
言
葉
を
私
が
使

っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
が
、
そ
れ
は
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ム

の
発
展
理
論
か
ら
引
い
た
言
葉
で
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
う
い
う
発
展
理
論
か
ら
現
実
に
途
上

国
に
適
用
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
M
I
T
で
行
な
わ
れ
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
、
私
は
非
常
に
学
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
ア
メ
リ
カ
の
経
済
学
で
す
か
ら
、
当
然
な
が
ら
市
場
経
済
的

な
自
由
経
済
的
な
も
の
を
基
調
に
し
て
い
ま
す
が
、
途
上
国
の

発
展
の
場
合
に
は
ど
う
し
て
も
制
度
的
な
改
革
が
先
行
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
近
代
経
済
学
の
中
で
は
若
干

は
み
出
た
と
こ
ろ
に
、
制
度
学
派
と
い
う
の
が
あ
る
ん
で
す
が
、

そ
の
制
度
学
派
の
影
響
も
か
な
り
M
I
T
で
は
強
か
っ
た
わ
け

　
り
お

で
す
。

　
例
え
ば
日
本
問
題
を
研
究
し
て
い
た
エ
ベ
レ
ッ
ト
・
へ
ー
ゲ

　
　
の
お

ン
教
授
は
、
明
治
維
新
は
徳
川
の
封
建
時
代
を
制
度
的
に
変

え
て
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
作
り
上
げ
た
こ
と
が
基
礎
に
あ
み
と

い
う
こ
と
で
、
制
度
的
な
改
革
を
非
常
に
重
要
視
．
す
る
人
で
し

た
。
途
上
国
の
場
合
で
も
、
例
え
ば
土
地
改
革
を
や
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
、
農
業
改
革
を
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
そ
れ

か
ら
教
育
を
普
及
さ
せ
る
に
し
て
も
従
来
の
制
度
を
変
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
制
度
的
な
改
革
が
必
要
だ
と

い
う
こ
と
を
非
常
に
強
調
す
る
グ
ル
ー
プ
で
、
そ
の
制
度
的
な

改
革
と
成
長
理
論
が
あ
っ
て
、
現
実
の
経
済
に
適
用
と
い
う
こ

と
に
な
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
は
一
面
で
は
ア
メ
リ
カ
の
経
済
に

も
影
響
を
与
え
ま
し
た
し
、
他
面
で
は
、
途
上
国
の
開
発
に
も

大
変
影
響
を
与
え
た
と
思
い
ま
す
。
つ
い
で
に
い
え
ば
、
第
二

次
大
戦
後
の
日
本
経
済
も
制
度
的
改
革
か
ら
復
興
、
発
展
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

混
合
体
制
、
そ
し
て
社
会
資
本
の
整
備

宮
崎
　
そ
う
い
う
過
程
の
中
で
、
私
が
も
っ
と
も
学
ん
だ
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
カ

「
混
合
体
制
（
巨
×
Φ
α
①
8
昌
。
ヨ
冤
）
」
と
い
w
つ
体
制
理
論
で
す
。

こ
れ
は
自
由
経
済
、
今
日
的
に
い
え
ば
市
場
経
済
と
い
う
の
は
、

民
間
部
門
を
主
導
部
門
に
す
る
け
れ
ど
、
政
府
の
役
割
も
非
常

に
重
要
で
あ
る
と
い
う
理
論
で
す
。
政
府
は
ど
う
い
う
重
要
な

・卜

Q3

n
ー
シ
ュ
マ
ン
に
関
し
て
は
、
第

四
回
の
章
、
註
三
八
参
照
。
著
書
は
、

ヨ
Φ
い
冨
遭
。
、
Φ
o
§
§
書
紆
藁

S
§
〔
当
ひ
お
㎝
c
。
．
（
邦
訳
『
経
済
発
展

の
戦
略
』
小
島
清
監
修
・
麻
田
四
郎
、

巌
松
堂
出
版
、
一
九
六
一
年
）
な
ど
。

静
2
4
第
四
回
の
章
、
註
三
八
の
周
辺
も

参
照
。
、

聾
2
5
第
四
回
の
章
、
註
二
四
参
照
。

・，

Q6

謗
l
回
の
章
、
註
二
三
参
照
。

・・

Q7

謗
l
回
の
章
、
「
M
l
T
で
の
留

単
②
1
混
合
経
済
体
制
論
と
の
遽
遁
」

の
節
を
参
照
。
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役
割
を
持
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
景
気
変
動
の
波
を
小
さ
く
．

す
る
。
も
っ
と
や
さ
し
く
い
え
ば
、
極
端
な
デ
フ
レ
を
つ
く
ら

な
い
、
極
端
な
イ
ン
フ
レ
も
つ
く
ら
な
い
と
い
う
経
済
政
策
に

つ
い
て
政
府
が
責
任
を
持
っ
て
や
る
と
い
う
こ
と
で
、
当
時
ハ

ー
バ
ー
ド
大
に
お
ら
れ
た
小
宮
さ
ん
流
に
言
え
ば
、
「
ミ
ク
ロ

の
経
済
は
自
由
競
争
、
マ
ク
ロ
の
経
済
は
適
当
な
政
府
の
関

与
・
介
入
政
策
」
が
両
立
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ

だ
け
で
は
な
く
て
、
政
府
の
役
割
と
し
て
、
今
日
で
は
セ
イ
フ

テ
イ
ネ
艶
ト
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
競
争
か
ら
生
じ
る
と
こ

ろ
の
敗
者
に
対
す
る
救
済
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
も
だ
ん
だ
ん
変
わ
っ
て
き
ま
し
て
、
事
後

的
に
失
業
者
を
救
済
す
る
と
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
事

前
に
失
業
が
生
ま
れ
な
い
と
か
、
病
人
も
病
気
に
な
っ
て
か
ら

手
当
を
す
る
の
で
は
な
く
て
、
予
防
的
に
や
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
ふ
う
に
制
度
が
ち
ょ
っ
と
広
が
っ
て
く
る
ん
で
す

が
、
そ
う
い
う
セ
イ
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
的
な
問
題
を
政
府
が
面
倒

を
見
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
．

　
も
う
一
つ
は
、
社
会
資
本
の
整
備
が
政
府
の
責
任
だ
、
と
い

う
こ
と
で
す
。
最
近
で
は
社
会
資
本
も
民
間
で
や
る
べ
き
だ
と

い
う
議
論
が
多
い
ん
で
す
が
、
経
済
発
展
が
低
い
段
階
に
あ
っ

て
は
、
道
路
を
造
る
と
か
鉄
道
を
敷
く
と
い
う
経
済
発
展
の
基

本
的
な
条
件
を
つ
く
る
た
め
の
充
分
な
資
本
の
蓄
積
が
な
い
。

工
事
を
始
め
て
も
何
年
も
か
か
る
よ
う
な
性
格
を
持
っ
た
資
本

で
す
か
ら
、
民
間
資
本
で
な
と
う
て
い
で
き
な
い
。
採
算
も
さ

し
あ
た
っ
て
は
と
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
で
い
て
、

国
民
の
福
祉
の
上
か
ら
は
欠
か
せ
な
い
事
業
で
あ
る
と
い
う
こ

と
か
ら
、
政
府
が
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
う
い
う
こ
と

で
、
社
会
資
本
の
整
備
は
政
府
が
や
る
べ
き
重
要
な
役
割
が
あ

る
。

　
こ
の
①
マ
ク
ロ
政
策
に
お
け
る
景
気
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
②

社
会
保
障
政
策
を
中
心
に
し
た
セ
イ
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
整
備

と
、
③
あ
る
程
度
の
社
会
資
本
の
充
実
が
政
府
の
役
割
で
あ
っ

て
、
あ
と
は
民
間
が
自
主
的
に
創
意
工
夫
を
も
っ
て
運
営
す
る

の
が
わ
れ
わ
れ
の
経
済
の
仕
組
み
だ
。
こ
れ
が
混
合
経
済
の
基

本
的
な
仕
組
み
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
を
教
え

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
、
私
に
と
っ
て
は
一
番
有
益
な
こ
と
だ

っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
も
っ
と
も
現
実
の
問
題
と
し
て
は
、
社
会
資
本
で
も
社
会
保

障
で
も
、
ど
こ
ま
で
国
が
面
倒
を
見
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
問
題
が
残
っ
て
い
る
。
話
は
飛
躍
し
ま

す
が
、
最
近
の
日
本
の
社
会
資
本
に
つ
い
て
い
え
ば
、
か
な
り

の
程
度
民
間
で
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
進
ん
で
き
た
の
で
は
な
い

か
。
そ
れ
で
も
、
成
田
空
港
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
は
あ
る
程

度
の
国
家
の
介
入
が
で
き
な
け
れ
ば
う
ま
く
行
か
な
い
と
い
う

問
題
は
残
っ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
の
領
域
を
ど
う
す
る

か
と
い
う
問
題
が
あ
っ
て
、
発
展
に
応
じ
て
変
え
て
行
か
な
く

て
は
い
け
な
い
。
そ
こ
を
ど
う
扱
う
か
と
い
う
こ
と
は
、
非
常

に
難
し
い
で
す
ね
。
私
の
行
っ
た
頃
は
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
の

教
科
書
に
も
「
昌
×
Φ
α
Φ
8
コ
。
日
《
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
い

た
ん
で
す
が
、
途
中
で
そ
れ
が
消
え
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
先
進
国
に
お
け
る
政
府
の
役
割
が
変

わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
か
な
り
関
連
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

経
済
学
の
進
展
と
経
済
学
者
の
専
門
特
化
現
象

宮
崎
　
そ
う
い
う
点
で
、
M
I
T
で
勉
強
し
た
こ
と
は
全
般
的

に
非
常
に
プ
ラ
ス
に
な
つ
．
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
他
面
で
は
、

数
量
経
済
学
が
だ
ん
だ
ん
進
化
し
て
い
く
と
、
先
ほ
ど
の
先
生
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の
お
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
専
門
分
野
に
特
化
し
て
い
ま
っ

て
、
各
部
分
は
進
み
ま
す
が
、
全
体
と
の
整
合
性
が
や
や
も
す

れ
ば
見
失
わ
れ
が
ち
に
な
る
と
い
う
こ
と
も
注
意
す
べ
き
で

す
。
と
い
う
こ
と
で
、
経
済
政
策
の
形
成
に
…
携
わ
っ
て
も
、
特

化
も
結
構
だ
け
れ
ど
も
全
般
的
な
分
析
能
力
が
な
け
れ
ば
い
け

な
い
な
と
い
う
こ
と
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
日
本
の
経
済
学
者
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
と
比
べ
て
み

る
と
、
日
本
は
急
激
に
回
し
い
経
済
学
を
取
り
上
げ
た
も
の
で

す
か
ら
、
専
門
分
野
に
立
て
こ
も
る
人
が
非
常
に
増
え
て
し
ま

っ
た
。
そ
れ
は
、
あ
る
意
味
で
は
進
歩
で
も
あ
る
と
思
う
ん
で

す
が
、
世
の
中
の
動
き
を
あ
ま
り
理
解
し
な
い
で
、
あ
る
い
は

無
関
心
に
暫
壕
の
中
で
だ
け
や
っ
て
い
る
と
、
ど
う
も
具
合
が

悪
い
と
思
う
ん
で
す
ね
。
M
I
T
と
か
、
O
Φ
三
Φ
『
｛
霞

目
コ
8
旨
。
・
け
δ
コ
巴
Q
っ
ε
9
①
ω
の
先
生
の
中
に
は
、
政
治
的
な
制
度

的
な
問
題
を
議
論
し
て
い
る
先
生
も
あ
り
ま
し
た
し
、
当
然
外

交
と
か
政
治
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
之
い
う
こ
と
を
念
頭
に
お

い
て
考
え
な
い
と
い
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。

た
と
え
ば
ロ
ス
ト
ウ
も
い
ま
し
た
が
、
彼
は
テ
イ
ク
・
オ
フ
理

　
　
　
　
　
　
　
の
お

論
を
出
し
た
ん
で
す
。

中
村
　
　
『
経
済
成
長
の
諸
段
階
』
で
す
ね
。

宮
暗
．
そ
れ
が
政
治
と
結
び
つ
い
た
問
題
な
ん
で
す
ね
。
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
セ

か
ら
も
う
一
人
、
ロ
ー
ゼ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
・
ロ
ダ
ン
と
い
う

元
世
銀
の
調
査
部
長
だ
っ
た
人
が
M
I
T
の
先
生
を
や
っ
て
い

ま
し
た
が
、
や
は
り
開
発
途
上
国
の
社
会
的
条
件
、
政
治
的
な

条
件
を
無
視
し
て
発
展
理
論
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
非
常

に
強
調
し
た
人
で
す
。
そ
の
点
で
は
、
あ
そ
こ
に
い
た
学
者
先

生
は
、
狭
い
分
野
を
一
生
懸
命
や
る
と
同
時
に
、
全
般
的
な
問

題
も
か
な
り
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。
そ
こ
が

多
く
の
日
本
の
経
済
学
者
や
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
と
は
違
っ
て
い
る

の
か
な
、
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。

　
い
ま
日
本
の
先
生
で
も
、
隅
谷
三
喜
男
先
生
と
か
、
中
村
隆

英
先
生
と
い
う
方
は
、
歴
史
的
に
日
本
の
経
済
の
位
置
づ
け
を

き
ち
ん
と
や
ら
れ
て
、
そ
の
上
で
分
析
を
進
め
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
で
、
私
か
ら
見
れ
ば
正
統
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
学
界
の

中
で
は
か
な
り
少
数
グ
ル
ー
プ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
ね
。

中
村
　
亡
く
な
ら
れ
た
方
で
は
、
中
山
［
伊
知
郎
］
先
生
や
東

畑
［
精
二
先
生
も
そ
う
い
う
面
が
お
あ
り
で
し
た
ね
。
あ
あ

い
う
先
生
方
は
、
戦
後
ま
も
な
く
の
学
界
の
大
御
所
だ
っ
た
わ

け
で
、
え
ら
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

宮
焙
　
そ
う
で
す
ね
。
最
近
は
、
多
く
の
経
済
学
者
、
特
に
若

い
経
済
学
者
が
専
門
分
野
に
特
化
し
て
い
く
。
反
面
、
経
済
学

の
大
家
と
い
わ
れ
た
先
生
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
だ
け
を
取
り
上
げ

て
い
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
で
、
そ
こ
が
問
題
だ
っ
た
な
と
い

う
感
じ
が
い
た
し
ま
す
。

森
　
そ
れ
は
学
者
の
方
を
み
た
ご
意
見
だ
と
思
い
ま
す
が
、
経

済
企
画
庁
と
い
う
官
庁
に
勤
め
る
人
間
と
し
て
の
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
の
若
い
人
の
傾
向
も
、
同
じ
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
か
。

宮
暗
　
だ
い
た
い
同
じ
よ
う
な
感
じ
で
す
ね
。
た
と
え
ば
復
興

期
に
は
日
本
経
済
は
わ
り
・
あ
い
成
功
し
た
ん
で
す
が
、
成
功
の

一
因
は
、
西
側
の
一
員
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
歴
史
的
事
実
に

も
あ
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。
ア
メ
リ
カ
が
復
興
の
面
倒
を
見
て

く
れ
た
と
か
、
積
極
的
な
面
倒
で
は
な
く
て
も
、
少
な
く
と
も

西
側
の
一
員
を
強
化
す
る
と
い
う
意
味
で
面
倒
を
見
て
く
れ
た

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
具
体
的
に
ド
ッ
ジ
・
プ
ラ
ン
で

景
気
が
悪
く
な
っ
た
と
き
に
、
そ
れ
を
救
済
し
た
の
が
朝
鮮
動

乱
で
あ
っ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
し
た
か
ら
、
政
治
と
の
関

わ
り
は
非
常
に
重
要
な
ん
で
す
が
、
役
所
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は

そ
う
い
う
問
題
に
あ
ま
り
関
心
が
な
か
っ
た
。
外
界
で
起
こ
つ

耳
底
四
回
の
章
、
註
一
一
六
参
照
。
テ

イ
ク
オ
フ
理
論
は
、
同
章
の
註
二
七

参
照
。
刀
8
臼
ミ
噌
≦
童
一
≦
蕾
ヨ
垣
ノ
§

一
己
Q
Φ
い
。
、
Φ
8
き
ミ
6
。
Q
δ
ミ
ミ
邦
訳

は
、
W
・
W
・
ロ
ス
ト
ウ
（
木
村
健

康
ほ
か
訳
）
『
経
済
成
長
の
諸
段
階
一

一
つ
の
非
共
産
主
義
宣
言
」
（
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
社
、
一
九
六
一
年
）
。

茄
刀
8
W
墓
亨
刀
9
m
5
七
豊
Z
．
（
一

九
〇
ニ
ー
　
）
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
生
ま
れ

の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
学
派
経
済
学
者
。

英
国
移
民
後
、
U
C
L
お
よ
び
L
S

E
で
教
鞭
を
と
る
。
　
一
九
四
八
～
五

三
年
は
世
界
銀
行
調
査
部
長
。
一
九

五
三
～
六
八
年
は
M
l
T
教
授
。
経

済
発
展
の
首
唱
者
（
イ
ニ
シ
エ
ー
タ

し
）
と
し
て
の
工
業
化
の
役
割
を
強

調
し
た
｝
九
四
三
年
の
論
文

（
℃
δ
e
、
Φ
ヨ
ω
o
こ
↓
魯
ω
ミ
口
回
8
為
。
、

即
魯
ヨ
匙
撃
雷
δ
§
貿
－

お
お
一
m
8
8
旦
。
」
9
∋
凹
）
が
有
名
。
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た
こ
と
を
与
件
と
し
て
受
け
入
れ
る
、
そ
し
て
経
済
を
考
え
る

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
思
う
ん
で
す
ね
。

　
で
す
か
ら
戦
後
つ
く
ら
れ
た
中
期
展
望
と
か
長
期
展
望
を
見

ま
す
と
、
「
こ
の
期
間
中
、
世
界
大
戦
は
起
こ
ら
な
い
」
と
か
、
．

「
こ
の
期
間
中
米
ソ
の
対
立
は
基
本
事
実
と
し
て
続
く
」
と
か
、

そ
れ
が
ど
う
な
る
と
い
う
細
か
い
分
析
は
捨
象
し
て
い
る
わ
け

で
す
。
そ
れ
か
ら
高
度
成
長
が
続
い
た
と
き
も
、
石
油
の
問
題

な
ど
に
つ
い
て
、
石
油
が
豊
富
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
、

石
油
の
問
題
を
楽
観
視
し
て
、
豊
富
だ
か
ら
値
段
も
安
い
し
問

題
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
本
来
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
な
ら
第

二
次
大
戦
後
ず
っ
と
国
際
商
品
価
格
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
れ

ば
、
産
油
国
の
交
易
条
件
が
変
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
に
気
づ

く
は
ず
な
ん
で
す
。
交
易
条
件
悪
化
と
い
う
の
は
、
産
油
国
に

－
と
っ
て
は
売
る
石
油
の
値
段
が
、
自
分
た
ち
が
買
う
工
業
製
品

に
比
べ
て
上
が
ら
な
い
。
多
く
供
給
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
売
る

商
品
の
値
段
は
上
が
ら
な
い
が
、
輸
入
す
る
機
械
製
品
な
ど
は

ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
産
油
国
に
と
っ
て

交
易
条
件
が
非
常
に
不
利
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ

て
、
経
済
的
に
は
い
っ
か
は
調
整
さ
れ
る
事
態
が
起
こ
る
は
ず

な
ん
で
す
が
、
そ
れ
を
あ
ま
り
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。
同
時
に
、

中
東
の
石
油
は
ア
メ
リ
カ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
あ
る
し
、
安
定

供
給
さ
れ
て
い
る
し
、
こ
れ
が
突
如
と
し
て
変
わ
る
ご
と
は
な

い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
七
〇
年
代
の
初
め

に
突
如
と
し
て
石
油
の
値
段
が
上
が
る
、
そ
し
て
狼
狽
す
る
と

い
う
こ
と
が
起
こ
る
わ
け
で
す
。
中
東
で
ど
う
い
う
政
治
的
変

化
が
起
こ
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
無
関
心
で
あ
っ

た
と
い
う
面
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

　
日
本
経
済
が
行
き
詰
ま
る
と
き
は
い
つ
も
国
際
的
な
判
断
が

遅
か
っ
た
、
あ
る
い
は
間
違
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
が
重
な

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。
バ
ブ
ル
の
発
生

も
、
冷
戦
の
崩
壊
も
、
み
ん
な
そ
う
い
う
こ
と
が
関
わ
っ
て
い

る
。
だ
か
ら
目
先
の
分
析
だ
け
で
は
充
分
で
は
な
い
と
い
う
反

省
を
こ
の
機
会
に
し
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
讃
す
。

　
政
策
に
非
常
に
近
い
官
庁
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
で
も
、
そ
の
点
は

あ
ま
り
気
づ
か
な
か
っ
た
と
い
う
か
馬
無
関
心
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。

中
村
　
経
済
学
の
教
科
書
の
枠
の
中
で
も
の
を
考
え
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。
教
科
書
の
外
側
に
あ
る
問
題

も
、
本
当
は
お
役
所
な
ん
だ
か
ら
、
経
済
学
者
で
は
な
い
ん
だ

か
ら
、
取
り
入
れ
て
も
い
い
は
ず
な
ん
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
を
み

ん
な
や
ら
な
い
し
、
勉
強
し
な
い
。

宮
暗
　
そ
れ
は
石
油
問
題
で
も
そ
う
で
す
が
、
も
っ
と
外
務
省

と
議
論
し
て
、
世
界
情
勢
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
産
油
国
の

勢
力
が
ど
う
な
っ
て
き
た
か
と
い
う
こ
と
を
分
析
し
て
、
将
来

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
を
す
れ
ば
い
い
ん

で
す
が
、
そ
う
い
う
話
は
し
な
い
。
そ
れ
か
ら
外
務
省
そ
の
も

の
も
、
冷
戦
体
制
の
中
に
ど
っ
ぶ
り
は
ま
り
込
ん
で
、
冷
戦
は

な
か
な
か
終
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
、
そ
の
中
で
ア
メ
リ
カ
に
く
っ

つ
い
て
い
れ
ば
問
題
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
頭
し
か
な
い
も
の
で

す
か
ら
、
突
然
そ
れ
が
変
わ
っ
て
く
る
と
、
対
応
が
遅
れ
る
と

い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
上
、
外
務

省
な
ど
は
経
済
問
題
を
扱
う
の
が
そ
も
そ
も
苦
手
で
あ
る
。
そ

れ
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
、
戦
中
、
経
済
学
が
政
治
に
圧
迫

さ
れ
た
経
験
か
ら
、
政
治
に
関
わ
る
の
は
嫌
だ
と
言
う
心
理
的

な
も
の
が
働
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

　
あ
ま
り
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
が
政
治
問
題
に
頭
を
突
っ
込
む
こ
と

は
よ
く
な
い
と
思
う
ん
で
す
が
、
政
治
音
痴
、
歴
史
音
痴
と
い

う
の
は
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
と
し
て
は
困
る
の
で
は
な
い
か
と
思

儀
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い
ま
す
ね
。
そ
れ
が
だ
ん
だ
ん
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
中
で
は
ひ
ど

く
な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
経
済
白
書
』
の
変
化

中
村
　
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
ま
は
ち
ょ
っ
と
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
こ
の
あ
い
だ
ま
で
の
「
経
済
白
書
」
は
ど
ん
ど
ん
厚

く
な
っ
て
、
比
較
事
新
し
い
分
析
手
法
を
取
り
入
れ
て
、
各
論

を
器
用
に
ま
と
め
る
。
そ
れ
が
若
い
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
仕
事
で
、

調
査
課
長
、
課
長
補
佐
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
が
、
「
経
済
白
書
」

の
総
論
を
書
く
と
い
う
の
が
だ
い
た
い
白
書
の
作
り
方
で
し
ょ

う
ね
。

宮
田
　
そ
う
で
す
ね
。
ア
メ
リ
カ
を
も
う
ち
ょ
っ
と
フ
ォ
ロ
ー

し
て
い
れ
ば
政
治
と
の
関
係
な
ど
も
少
し
わ
か
っ
た
は
ず
な
ん

で
す
ね
。
た
と
え
ば
先
ほ
ど
の
近
代
経
済
学
の
関
連
で
い
う
と
、

ケ
ネ
デ
ィ
に
な
っ
て
か
ら
わ
り
あ
い
近
代
経
済
学
者
を
登
用
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
カ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。
例
え
ば
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ヘ
ラ
ー

で
す
が
、
経
済
諮
問
委
員
会
の
委
員
長
に
な
る
ん
で
す
ね
。
あ

る
程
度
世
界
的
な
動
き
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

の
グ
ル
ー
プ
が
、
経
済
政
策
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
ね
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ
の
場
合
で
も
失
敗
す
る
わ
け
で

す
。
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
的
な
処
方
箋
を
用
意
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の

文
化
と
経
済
の
安
定
成
長
を
図
る
と
い
う
進
言
を
す
る
場
合
で

も
、
そ
れ
が
軍
事
予
算
で
曲
げ
ら
れ
る
と
か
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

が
起
こ
っ
て
う
ま
く
行
か
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
ん
で
す

ね
。
そ
こ
で
は
経
済
学
者
は
二
つ
の
意
味
で
過
ち
を
し
て
い
ま

し
た
。
一
つ
は
冷
戦
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
無
視
し
て
、
ケ
イ

ン
ジ
ア
ン
政
策
が
適
用
で
き
る
と
考
え
た
の
は
間
違
い
で
あ
る

し
、
他
方
、
現
実
に
そ
う
い
う
ふ
う
に
間
違
え
た
か
ら
、
ケ
イ

ン
ジ
ア
ン
政
・
策
も
間
違
い
で
あ
る
と
判
断
す
る
と
い
う
、
二
つ

の
タ
イ
プ
の
誤
り
を
犯
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
う

ん
で
す
ね
。

　
日
本
で
も
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
特
に

ア
メ
リ
カ
で
勉
強
し
て
き
て
嬉
し
く
て
た
ま
ら
な
い
人
は
、
ア

メ
リ
カ
経
済
学
一
辺
倒
に
な
る
。
そ
の
一
方
で
、
何
か
適
用
し

よ
う
と
し
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
の
で
お
か
し
い
な
、
と
考
え

る
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
が
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

中
村
　
そ
し
て
う
ま
く
行
か
な
い
と
な
る
と
、
、
今
度
は
マ
ネ
タ

リ
ズ
ム
に
行
っ
て
し
ま
う
。

宮
蔚
　
そ
の
マ
ネ
タ
リ
ズ
ム
も
実
は
う
ま
く
行
か
な
い
と
い
う

問
題
が
出
て
く
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
は
政
治
を
無
視
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
背
景
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

中
村
　
一
時
マ
ク
ロ
経
済
学
と
い
う
と
、
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
か
マ

ネ
タ
リ
ス
ト
か
ど
ち
ら
か
と
い
う
感
じ
で
し
た
ね
。
い
ま
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

基
本
的
に
は
そ
う
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

森
　
え
え
、
そ
う
で
す
ね
。

中
村
　
そ
れ
以
外
に
考
え
て
み
よ
う
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
は
な

い
で
す
ね
。

宮
焙
　
結
論
と
し
て
は
、
ど
ち
ら
も
間
違
っ
て
い
る
と
思
う
ん

で
す
。
そ
れ
は
、
理
論
が
間
違
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
て
、
前

提
に
お
い
た
条
件
が
全
く
変
わ
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思

う
ん
で
す
ね
。
ケ
イ
ン
ズ
政
策
と
い
う
の
は
、
一
定
の
条
件
下

で
世
界
が
全
体
的
に
な
っ
て
成
り
立
つ
。
そ
の
世
界
が
成
り
立

っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
．
マ
ネ
タ
リ
ズ
ム
も
、
全

く
自
由
に
平
等
に
国
境
を
、
お
金
で
な
ん
で
も
往
き
来
す
る
と

考
え
て
い
た
け
れ
ど
、
現
実
は
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
と
こ
ろ

で
、
綻
び
が
出
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

教
条
主
義
や
原
理
主
義
は
経
済
学
に
お
い
て
も
ダ
メ
で
す
ね
。

静
3
0
エ
Φ
＝
①
「
噛
≦
童
δ
「
（
【
九
一
五
一
一

九
八
七
）
。
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
教
授
を
経

て
、
一
九
六
一
～
六
四
年
に
か
け
ケ

ネ
デ
ィ
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
両
大
統
領
の

経
済
諮
問
委
員
長
を
務
め
た
。

鱒
3
ー
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
は
不
況
時
に
は
公

共
事
業
追
加
な
ど
政
府
支
出
と
金
融

緩
和
を
進
め
、
有
効
需
要
の
拡
大
を

図
り
、
好
況
時
に
は
政
府
支
出
抑
制

と
金
融
引
締
に
よ
り
景
気
の
過
熱
と

イ
ン
フ
レ
を
防
ぐ
景
気
調
整
策
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
。
第
四
回
の
章
、

註
十
六
も
参
照
。
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
は

経
済
活
動
の
水
準
に
影
響
を
及
ぼ
す

手
段
と
し
て
政
策
当
局
が
利
用
で
き

る
政
策
の
中
で
、
通
貨
政
策
が
最
重

要
と
す
る
考
え
方
を
信
奉
す
る
。
マ

ネ
タ
リ
ズ
ム
の
主
唱
派
者
は
、
シ
カ

ゴ
大
学
の
フ
リ
ー
ド
マ
ン
名
誉
教
授
。

こ
の
二
つ
の
考
え
方
が
ア
メ
リ
カ
の

経
済
思
潮
を
二
分
し
て
お
り
、
日
本

も
ほ
ぼ
同
様
の
状
況
で
あ
る
。
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elllNE　EN－

■
経
済
問
題
と
政
治
家

　
政
治
家
の
回
想
録
か
ら

村
井
　
先
ほ
ど
か
ら
大
局
的
な
見
地
か
ら
政
治
と
経
済
の
考
え

方
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
お
話
が
出
て
い
る
ん
で

す
が
、
政
治
と
い
う
も
の
を
考
え
る
と
、
い
わ
ゆ
る
政
治
家
の

方
々
の
中
で
、
三
三
先
生
の
考
え
方
と
一
番
し
っ
く
り
共
鳴
す

る
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
。

宮
崎
　
そ
れ
は
な
か
な
か
、
い
な
い
で
す
ね
。
現
役
の
政
治
家

を
批
判
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
あ
ま
り
言
い
た
く
な
い
ん
で

す
が
、
先
ほ
ど
政
治
家
の
自
伝
の
話
が
出
ま
し
た
ね
。
鈴
木
善

幸
さ
ん
の
本
は
私
は
読
ん
で
い
ま
せ
ん
が
、
多
く
の
政
治
家
が

自
伝
を
、
そ
れ
か
ら
そ
の
秘
書
官
や
側
近
が
回
想
録
を
書
い
て

い
ま
す
ね
。
非
常
に
驚
い
た
こ
と
に
、
日
本
経
済
は
復
興
か
ら

成
長
へ
、
成
長
か
ら
調
整
と
い
う
ふ
う
に
、
大
き
く
変
化
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
問
題
に
関
す
る
言
及
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。
自
民
党
と
社
会
党
が
何
を
や
り
合
っ
た
と
い
う
経
済

政
策
論
争
は
全
然
表
に
出
て
こ
な
く
て
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
争
、

外
交
論
争
は
取
り
上
げ
牡
れ
て
い
る
。
内
政
に
つ
い
て
も
、
選

挙
制
度
が
ど
う
だ
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
ば
か
り
や
っ
て
い
る
。

経
済
が
ど
う
な
っ
て
い
て
、
ど
う
い
う
問
題
が
あ
る
か
ら
、
こ

の
政
治
家
は
こ
う
い
う
態
度
を
と
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
あ
ま

り
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
ね
。

　
例
え
ば
中
曽
根
さ
ん
も
回
顧
的
な
文
章
を
書
か
れ
て
い
る
ん

　
　
ね
　

で
す
が
、
私
は
中
曽
根
さ
ん
が
や
っ
た
中
で
、
経
済
的
に
言

え
ば
、
前
川
レ
ポ
ー
ト
を
つ
く
っ
た
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
い

い
こ
と
を
さ
れ
た
と
思
う
ん
で
す
が
、
政
治
評
論
家
が
中
曽
根

政
治
に
つ
い
て
語
る
と
き
そ
れ
に
つ
い
て
の
言
及
が
ほ
と
ん
ど

な
い
。
そ
し
て
、
現
実
に
は
金
融
政
策
と
財
政
政
策
の
連
携
が

う
ま
く
い
か
ず
、
バ
ブ
ル
発
生
の
一
因
に
な
っ
た
こ
と
に
目
を

つ
ぶ
っ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
、
村
山
内
閣
の
こ
と
は
別
に
し
て
、

佐
藤
内
閣
の
時
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、
こ
の
前
お
話
し
た
と
思

う
ん
で
す
が
、
楠
田
實
さ
ん
が
丹
念
に
い
い
本
を
書
か
れ
て
い

り
おる

。
し
か
し
、
経
済
が
わ
り
あ
い
安
定
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
は
あ
る
ん
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
経
済
問
題
に
つ
い
て
の
言
及

が
な
い
。
政
治
が
ど
う
だ
っ
た
、
政
治
学
者
が
ど
う
い
う
意
見

を
言
っ
た
と
い
う
こ
と
ば
か
り
で
す
ね
。
経
済
学
者
が
ど
う
い

う
発
言
を
し
て
、
ど
う
い
う
経
済
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
は
政
治

と
ど
う
関
わ
っ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
あ
ま
り
言
及
が
な

い
。

　
し
か
し
政
治
を
動
か
し
て
い
る
底
流
に
は
、
マ
ル
ク
ス
経
済

学
流
に
い
え
ば
下
部
構
造
が
非
常
に
関
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
す

か
ら
ね
。
政
治
は
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
の

突
っ
込
み
が
な
い
と
い
う
の
は
、
い
さ
さ
か
問
題
だ
な
と
い
う

感
じ
が
す
る
ん
で
す
ね
。
政
治
家
だ
け
で
な
く
、
経
済
人
に
も

そ
ん
な
所
が
あ
り
ま
す
。

．
政
治
家
と
国
際
政
治

中
村
　
こ
の
ご
ろ
見
て
い
て
し
み
じ
み
思
う
ん
で
す
が
、
小
泉

予
算
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
国
債
三
十
兆
円
以
下
だ
と
か
、
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
国
会
で
は
そ
う
い
う
問
題
を
ほ
乏
ん
ど

議
論
し
て
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
予
算
を
通
す
か
通
さ

な
い
か
と
い
ヶ
の
は
政
治
の
駆
け
引
き
の
問
題
で
、
結
局
は
通

す
ん
だ
け
れ
ど
、
そ
こ
に
行
く
ま
で
に
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
そ
れ

で
や
っ
て
い
る
の
は
、
政
治
家
個
人
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
ば
か
り

で
し
ょ
う
。
あ
あ
い
う
こ
と
を
見
て
い
る
と
、
個
人
の
ス
キ
ャ

ン
ダ
ル
を
暴
き
立
て
て
点
を
稼
い
で
い
る
と
い
う
だ
け
な
の
が

政
治
だ
と
思
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
、
と
い
う
気
が
し

軸
3
2
こ
の
章
、
註
四
参
照
。

穏
3
3
楠
田
氏
の
日
記
（
『
楠
田
實
日
記
　

佐
藤
栄
作
総
理
首
席
秘
書
官
の
二
〇

〇
〇
日
』
）
の
こ
と
。
第
六
回
の
章
、

註
二
六
参
照
。
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て
し
ょ
う
が
な
い
。

宮
崎
　
国
内
政
治
は
一
生
懸
命
や
る
。
国
際
政
治
に
つ
い
て
は
、

関
心
は
西
側
の
陣
営
と
い
う
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
の
傘
の
中
に

入
っ
て
い
る
。
面
倒
を
見
て
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

あ
ま
り
そ
の
こ
と
を
気
に
し
な
く
て
も
済
ん
だ
ん
で
す
か
ね
。

中
村
　
済
ん
で
き
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
た
だ
ソ
連
崩
壊
後
は
一
。

宮
崎
　
ソ
連
崩
壊
後
は
、
も
っ
と
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ

た
と
思
．
い
ま
す
。

中
村
そ
れ
を
、
前
と
同
じ
よ
う
に
、
ソ
連
が
あ
る
か
の
如
く
。

宮
暗
　
そ
う
い
う
冷
戦
時
代
の
発
想
か
ら
変
わ
ら
な
い
ん
で
す

ね
。
お
そ
ら
く
経
済
学
や
経
済
政
策
を
や
っ
て
い
る
多
く
の
人

は
そ
う
な
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
小
泉
政
策
に
不
満
が
あ

る
と
し
た
ら
、
私
は
国
際
的
な
面
が
非
常
に
欠
け
て
い
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
口
で
は
自
由
貿
易
と
い
い
な
が
ら
、

輸
入
制
限
を
し
た
り
、
為
替
で
は
円
の
為
替
相
場
を
推
移
を
見

な
が
ら
、
な
ん
と
な
く
円
安
が
い
い
な
と
言
っ
て
み
た
り
す
る

ん
で
す
ね
。
市
場
の
心
理
を
軽
視
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
O
D

A
と
い
う
の
は
、
必
ず
し
も
経
済
問
題
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
財
政
が
苦
し
い
か
ら
と
い
っ
て
削
減
し
て
い
る
。
国
際
的

な
観
点
が
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
で
す
ね
。

　
逆
に
ア
メ
リ
カ
で
は
、
む
し
ろ
国
際
的
な
観
点
が
非
常
に
強

調
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
経
済
自
体
が
国
境
な

き
経
済
と
し
て
広
が
っ
て
き
た
と
い
う
一
面
と
、
ア
メ
リ
カ
が

政
治
的
、
軍
事
的
に
世
界
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
に
な
っ
た
こ
と
と

関
連
し
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。
そ
の
点
で
、
M
I
T
に
留

学
し
た
後
、
し
ば
ら
く
し
て
国
連
に
行
っ
た
ん
で
す
が
、
国
連

で
や
っ
た
経
済
問
題
の
取
り
扱
い
に
は
非
常
に
教
え
ら
れ
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
私
が
国
連
に
い
た
期
間
中
は
ほ
と
ん
ど
が
ア
メ
リ
カ
に
つ
い

て
い
え
ば
ケ
ネ
デ
ィ
時
代
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
行
っ
た
当
初
は

「
ま
だ
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
の
時
代
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
ア
イ
ゼ
ン

ハ
ワ
ー
の
最
後
で
す
が
、
ソ
連
が
宇
宙
に
人
間
を
乗
せ
て
ソ
ユ

ー
ズ
を
飛
ば
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
は
び
っ
く
り
仰

天
し
て
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
が
科
学
技
術
の
振
興
と
い
う
こ
と

を
言
っ
て
、
技
術
を
中
心
に
し
た
経
済
に
も
力
を
入
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
次
に
出
て
来
た
ケ
ネ
デ
ィ
は
、
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
精
神
と
い
う
こ
と
で
、
経
済
開
発
に
非
常
に
力
を
入
れ
る
。

た
ま
た
ま
ア
メ
リ
カ
は
自
由
の
風
土
が
あ
り
起
業
家
精
神
に
満

ち
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
を
な
る
べ
く
う
ま
く
使
お
う

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
、

　
こ
れ
は
私
に
は
ち
ょ
つ
・
と
意
外
な
ん
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
が

し
っ
か
り
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
そ
し
て
国
民
に
は
、
「
国

に
何
を
し
て
も
ら
う
か
で
は
な
く
、
国
の
た
め
に
何
が
で
き
る

か
と
い
う
こ
と
を
問
題
に
し
て
欲
し
い
」
と
ケ
ネ
デ
ィ
が
言
っ

た
ん
で
す
ね
。
ア
メ
リ
カ
と
い
う
の
は
愛
国
主
義
的
な
と
こ
ろ

だ
な
、
と
い
う
印
象
を
そ
の
と
き
に
受
け
ま
し
た
。
私
が
ボ
ス

ト
ン
に
最
初
に
行
っ
た
頃
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
は
上
院
議
員
だ
っ
た

と
思
う
ん
で
す
。
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
で
は
非
常
に
人
気
の
あ

っ
た
政
治
家
で
、
私
な
ど
は
、
彼
が
ボ
ス
ト
ン
の
街
で
パ
レ
ー

ド
の
先
頭
に
立
っ
て
い
く
の
を
見
た
り
し
ま
し
た
が
、
沿
道
は

人
だ
か
り
で
、
「
ケ
ネ
デ
ィ
、
ケ
ネ
デ
ィ
」
で
し
た
。
そ
う
い

う
人
気
が
あ
っ
て
、
あ
の
ケ
ネ
デ
ィ
の
も
と
な
ら
、
み
ん
な
が

団
結
し
、
経
済
も
よ
く
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
大

統
領
に
な
る
と
、
強
い
ア
メ
リ
カ
の
た
め
に
、
た
し
か
に
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
精
神
を
発
揮
し
よ
う
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
だ
け
れ

ど
、
た
ま
た
ま
キ
ュ
ー
バ
事
件
が
起
こ
る
と
い
う
こ
と
で
、
か

な
り
タ
カ
派
的
な
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

中
村
　
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
も
ケ
ネ
デ
ィ
の
時
に
始
ま
っ
て
、
だ
ん

／
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だ
ん
大
き
く
な
る
ん
で
す
ね
。

宮
崎
　
ケ
ネ
デ
ィ
の
時
に
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
拡
大
す
る
ん
で
す

が
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
が
国
防
長
官
で
し
た
。
彼
は
非
常
に
秀
才
で
、

で
き
る
人
な
ん
で
す
が
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
や
る
頃
の
マ
ク
ナ

マ
ラ
は
、
軍
事
ガ
を
強
化
し
た
ら
ど
う
な
る
か
と
い
う
分
析
を

一
生
懸
命
し
た
人
で
す
。
ど
の
程
度
の
軍
事
力
に
す
れ
ば
ベ
ト

ナ
ム
を
破
壊
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
人
間
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
と
言
わ
れ
た
頭
脳
を
使
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
計
算
し

て
、
こ
れ
で
勝
て
る
は
ず
だ
、
・
と
や
っ
た
わ
廿
で
す
ね
。
結
果

は
逆
に
非
常
に
悲
惨
な
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
彼
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
、
そ
の
と
き
の
経
済
学
と
同
じ
よ
う
に
、

ど
れ
ぐ
ら
い
の
費
用
を
か
け
れ
ば
、
ど
れ
く
ら
い
の
効
果
が
あ

る
、
こ
れ
ぐ
ら
い
の
軍
事
力
で
、
何
人
殺
せ
る
、
と
い
う
計
算

を
や
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
こ
れ
で
勝
て
る
と
、
経
済
学
の

悪
い
と
こ
ろ
を
使
っ
た
わ
け
で
す
。

　
マ
ク
ナ
マ
ラ
さ
ん
が
え
ら
い
と
こ
ろ
は
、
そ
れ
を
あ
と
か
ら

反
省
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
前
に
自
伝
の
話
が
出
ま
し
た
が
、

私
は
自
伝
と
い
う
の
は
、
自
分
が
書
い
た
ら
お
そ
ら
く
そ
う
な

る
で
し
ょ
う
が
、
一
般
的
に
自
分
が
や
っ
た
こ
と
を
美
化
し
た

り
、
弁
解
し
た
り
す
る
と
い
う
自
伝
の
た
ぐ
い
が
多
く
て
、
読

ん
」
で
も
あ
ま
り
愉
快
で
は
な
い
ん
で
す
。
私
の
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス

ト
「
リ
ー
も
そ
う
な
っ
て
い
る
の
で
は
と
気
に
な
っ
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

が
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
氏
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
回
想
記
が
え
ら
い

と
こ
ろ
は
、
自
分
が
そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
た
の
は
間
違
い
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
率
直
に
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
ね
。

経
済
的
な
計
算
を
や
る
、
軍
事
的
な
計
算
を
や
っ
て
、
こ
れ
で

勝
て
る
は
ず
だ
と
い
っ
た
け
れ
ど
、
人
間
の
心
理
と
か
人
間
の

生
命
と
い
う
こ
ど
を
軽
視
し
た
計
算
を
や
っ
て
い
た
。
そ
れ
が

間
違
い
だ
、
と
い
う
こ
と
を
率
直
に
認
め
て
、
国
内
で
袋
叩
き
・

に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
ね
。
私
は
彼
は
人
間
的
に
偉
い

と
思
い
ま
す
ね
。

　
国
連
に
い
た
と
き
に
生
じ
た
キ
ュ
ー
バ
事
件
を
中
心
に
、
ア

メ
リ
カ
人
と
い
う
の
は
え
ら
い
愛
国
心
の
強
い
国
民
だ
な
と
思

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
経
済
学
に
も
影
響
し
て
い
る
の
か
な
、

と
い
う
感
じ
は
受
け
ま
し
た
。
本
来
な
ち
、
民
主
主
義
国
家
で

す
か
ら
、
日
本
国
憲
法
が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
個
人
を
尊
重

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
の
が
基
本
に
あ
る
は
ず
な
ん
で

す
ね
。
と
こ
ろ
が
「
国
が
何
を
や
っ
て
く
れ
る
か
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
て
、
国
に
何
が
で
き
る
か
」
と
い
う
こ
と
を
国
民
に

要
請
す
る
と
い
う
哲
学
が
出
て
く
る
も
の
で
す
か
ら
お
か
し
く

な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

民
主
主
義
へ
の
理
解
、
国
の
姿
、
改
革
の
精
神

宮
崎
　
話
が
飛
び
ま
す
が
、
日
本
の
い
ま
の
政
治
家
が
、
本
当

に
民
主
主
義
を
理
解
し
て
い
る
の
か
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。

そ
れ
は
、
政
治
家
の
人
々
が
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
行
動
し
て

い
る
と
か
、
ビ
ジ
ョ
ン
が
な
い
と
い
う
批
判
を
受
け
る
と
、
そ

れ
で
は
、
「
国
の
あ
る
べ
き
姿
」
を
語
ろ
う
℃
や
な
い
か
と
い
う

ん
で
す
。
政
治
家
と
し
て
は
、
国
の
あ
る
べ
き
姿
を
議
論
す
る

前
に
、
国
民
そ
れ
ぞ
れ
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
た
ら
一
．
番
幸
福

に
な
る
か
、
安
全
に
な
る
か
、
そ
れ
を
語
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

「
個
人
」
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
が
政
治
の
根
底

に
あ
る
べ
き
で
、
「
国
の
姿
」
が
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
最
初

に
持
っ
て
く
る
の
は
間
違
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
私
は
思

う
ん
で
す
。

　
で
す
か
ら
、
こ
れ
も
話
が
飛
ん
で
恐
縮
で
す
が
、
小
泉
内
閣

の
改
革
と
い
う
の
は
基
本
的
に
い
い
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す

が
、
も
の
に
よ
っ
て
は
改
革
の
精
神
が
間
違
っ
て
い
る
と
思
う

鱒
3
4
第
一
回
の
章
、
註
十
」
を
参
照
。
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ん
で
す
ね
。
例
え
ば
改
革
の
中
の
細
か
い
話
で
す
が
、
医
療
制

度
を
変
え
よ
う
、
医
療
制
度
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
変
え
よ
う
か
、

と
い
う
こ
と
を
い
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
新
聞
で
も
そ
う

．
で
す
が
、
お
役
所
が
医
療
制
度
を
改
革
す
る
と
き
に
一
番
問
題

に
す
る
の
は
、
医
療
保
険
制
度
が
財
政
的
に
破
綻
し
て
い
る
、

だ
か
ら
こ
れ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
直
す
か
、
と
い
う
の
が
、
改

革
の
発
想
の
前
提
に
な
っ
て
い
る
。
い
わ
ば
経
済
主
義
で
あ
る
。

そ
こ
か
ら
出
て
く
る
の
は
、
ま
ず
医
療
費
を
抑
制
し
よ
う
じ
ゃ

な
い
か
と
い
う
哲
学
で
馬
そ
れ
で
医
療
改
革
を
や
ろ
う
と
し
て

い
る
。
本
当
の
医
療
制
度
改
革
と
い
う
の
は
、
医
療
の
経
済
的

な
バ
ラ
ン
ス
を
き
ち
ん
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
人

間
の
生
命
と
か
健
康
を
大
事
に
す
る
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
、
国

民
に
安
心
感
を
与
え
る
と
い
う
の
が
社
会
保
障
制
度
の
根
本
に

あ
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。
そ
こ
は
ほ
と
ん
ど
議
論
し
な
い
で
、

医
療
費
が
か
さ
ん
で
い
る
か
ら
、
こ
れ
を
抑
制
し
て
、
そ
の
範

囲
の
中
で
一
番
い
い
の
は
何
か
、
と
議
論
し
始
め
る
の
は
間
違

っ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
。

国
連
と
ア
メ
リ
カ

宮
崎
　
次
に
ア
メ
リ
カ
で
愛
国
心
を
強
調
し
て
い
る
と
い
う
話

か
ら
来
た
と
思
う
ん
で
す
が
、
国
連
の
考
え
方
と
ア
メ
リ
カ
の

考
え
方
は
実
は
違
う
の
で
は
な
い
か
な
と
い
う
気
が
し
て
い
ま

し
た
。
全
般
的
に
M
I
T
で
勉
強
し
た
経
済
学
は
私
個
人
に
と

っ
て
も
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
若
干
問
題
が
あ
っ

た
。
同
時
に
、
国
連
で
学
ん
だ
考
え
方
も
非
常
に
プ
ラ
ス
だ
っ

た
ん
で
す
が
、
歪
め
ら
れ
た
点
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
国
連
は
最
初
、
南
北
問
題
を
非
常
に
重
点
的
に
取
り
上
げ
て

い
た
。
南
だ
け
で
は
な
く
て
、
も
ち
ろ
ん
北
側
の
人
権
問
題
な

ど
も
取
り
上
げ
て
い
る
ん
で
す
が
、
南
北
問
題
が
非
常
に
大
き

か
っ
た
ん
で
．
す
。
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
人
道
主
義
的
な

面
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
。
私
が
国
連
で
理
論
的
に
も
の
を
考

え
る
と
き
に
教
え
ら
れ
た
の
は
、
ヤ
ン
・
テ
イ
ン
バ
ー
ゲ
ン
さ

る
おん

で
、
国
連
の
指
導
顧
問
と
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
と

き
に
開
発
理
論
を
勉
強
し
た
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
は
だ
い
た
い

M
I
T
で
習
っ
た
よ
う
な
こ
と
な
ん
で
す
が
、
特
に
テ
イ
ン
バ

ー
ゲ
ン
が
強
調
し
た
の
ば
人
道
支
援
と
人
間
開
発
な
ん
で
す

ね
。
経
済
を
よ
く
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
間
が
幸
福
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
間
社
会
が
安
心
で
き
る
安
定
し
た
社

会
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
経
済
開
発
は
大
事
だ
け
れ
ど
、
同

時
に
社
会
開
発
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
非
常

に
強
調
さ
れ
た
こ
と
が
、
国
連
に
お
け
る
経
済
開
発
理
論
の
大

き
な
特
徴
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
非
常
に
大
事
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
、
そ
れ
が
う
ま
く
国
連
で
機
能
し
て
い
る
か
と

い
う
と
、
今
日
で
も
そ
う
で
す
が
、
国
連
は
一
面
で
非
常
に
官

僚
組
織
的
な
欠
陥
が
あ
り
ま
し
て
、
効
率
が
悪
い
。
そ
れ
に
国

連
の
中
に
も
米
ソ
対
立
が
持
ち
込
ま
れ
て
、
純
粋
な
社
会
開
発

計
画
、
あ
る
い
は
人
道
、
人
間
を
大
切
に
す
る
開
発
が
曲
げ
ら

れ
た
と
い
う
点
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。

　
例
え
ば
開
発
援
助
を
見
る
と
わ
か
る
ん
で
す
が
ハ
ソ
連
も
開

発
途
上
国
に
援
助
を
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
も
同
じ
よ
う
に
し

て
い
る
ん
で
す
が
、
ど
こ
に
援
助
を
し
て
き
た
か
と
い
う
と
、

自
分
た
ち
の
陣
営
を
優
先
し
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
自
分
た
ち

．
の
仲
間
に
対
す
る
援
助
は
す
る
け
れ
ど
、
ア
メ
リ
カ
が
東
欧
の

周
に
援
助
す
る
か
と
い
う
と
、
あ
ま
り
援
助
し
な
い
。
．
ソ
連
が

西
側
の
仲
間
に
援
助
し
た
か
と
い
う
と
、
そ
れ
も
ほ
と
ん
ど
し

な
か
っ
た
。
と
い
う
こ
と
で
、
人
道
的
援
助
で
さ
え
も
政
治
色

幹
3
5
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
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オ
ラ
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の
学
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に
覆
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
社
会
開
発

毛
、
そ
う
い
う
こ
と
が
か
な
り
影
響
し
て
い
て
、
理
論
と
実
際

と
は
非
常
に
違
う
と
い
う
面
が
、
国
連
で
は
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
非
常
に
問
題
で
は
な
い
か
。

中
村
　
ア
フ
リ
カ
な
ど
で
も
、
ち
ょ
う
ど
西
側
の
国
と
東
側
の

国
が
完
全
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
ね
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て

し
ま
っ
た
面
も
あ
る
ん
で
す
ね
。

宮
崎
　
人
道
的
な
援
助
と
外
面
は
装
っ
て
い
ま
す
が
、
中
味
は

必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
ん
で
す
ね
。
政
治
的
な
ど
ろ
ど
ろ
し

た
も
の
が
あ
る
。
全
部
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
か
な
り
そ
う
し

た
も
の
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
、

■
様
々
な
人
脈

森
　
さ
て
、
ち
ょ
っ
と
話
題
が
変
わ
る
ん
で
す
が
、
国
連
に
出

向
さ
れ
て
い
る
と
き
、
M
I
T
に
出
向
さ
れ
て
い
る
と
き
に
築

か
れ
た
人
脈
で
、
そ
の
後
そ
の
人
脈
が
役
に
立
つ
と
い
う
か
、

　
”
膨
ら
ん
だ
”
ケ
ー
ス
は
ご
ざ
「
い
ま
す
か
。

宮
暗
　
い
ろ
い
ろ
な
形
で
人
脈
が
生
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

世
間
一
般
に
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
帰
国
後
、
共
同
で
仕
事
を
直

接
す
る
と
か
、
毎
日
議
論
す
る
と
い
う
よ
う
な
関
係
は
そ
う
は

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
そ
の
後
も
い
ろ
い
ろ
な
形
で
関
係
は
続
い

て
い
ま
す
。
教
え
る
、
教
え
ち
れ
る
と
い
う
関
係
で
言
え
ば
、

当
時
の
先
生
が
日
本
に
来
れ
ば
、
お
会
い
し
て
、
い
ろ
い
ろ
す

、
，
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
当
時
は
、
ち
ょ
っ
と
格
が
違

う
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
、
人
脈
を
築
い
た
と
い
う
ほ
ど

大
袈
裟
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
は
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
に
し
て
も
テ
ィ
ン
バ
ー
ゲ
ン
に
し

て
も
、
日
本
に
来
た
と
き
な
ど
話
は
し
ま
す
が
、
人
脈
を
つ
く

っ
た
と
い
う
よ
う
な
問
題
で
は
な
い
。
そ
れ
か
ら
、
財
務
次
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
お

を
や
っ
た
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
学
長
、
サ
マ
ー
ズ
氏
は
、
サ

ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
の
お
嬢
さ
ん
の
旦
那
な
ん
で
す
ね
。
彼
は
M
I

T
で
す
か
ら
、
知
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
も
年
代
が
違
い
ま
す
。

仕
事
の
上
で
は
い
ま
で
も
接
し
て
い
ま
す
が
、
人
脈
が
あ
る
か

ら
ど
う
、
と
い
う
関
係
ま
で
は
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
M
I
T
で
習
っ
た
O
R
の
父
と
い
わ
れ
る
F
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
レ

ノ
イ
マ
ン
の
お
嬢
さ
ん
が
マ
リ
ー
ネ
・
ウ
ィ
ッ
ト
マ
ン
と
い

う
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
経
済
諮
問
委
員
会
の
最
初
の
女
性
委
員

に
選
ば
れ
た
人
で
す
。
こ
う
い
う
人
と
は
留
学
の
と
き
と
い
う

よ
り
諮
問
委
員
会
を
通
し
て
親
交
が
あ
る
ど
い
っ
て
も
い
い
と

思
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
国
連
の
時
代
に
は
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
、
か
な
り

の
人
と
は
連
絡
が
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
前
に
も
申
し
あ
げ

ま
し
た
け
れ
ど
、
国
連
忙
い
た
と
き
の
私
の
直
接
の
上
司
が
、

モ
ハ
メ
ッ
ド
・
エ
ガ
ー
ネ
と
い
う
イ
ラ
ン
か
ら
来
て
い
た
人
で

す
が
、
．
パ
ー
レ
ビ
国
王
時
代
の
最
後
の
大
蔵
大
臣
に
な
っ
た
人

で
す
。
彼
と
は
、
通
勤
す
る
と
き
も
車
が
一
緒
で
、
同
じ
課
に

い
た
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
パ
ー
レ
ビ
国
王
が
追
わ
れ
、
彼
も

追
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
同
じ
課
で
机
を
並
べ
て
い
た
ベ
ル
ギ
ー
か
ら
来

て
い
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ノ
ー
ト
ン
と
い
う
人
が
い
ま
し
た
が
、

帰
っ
て
か
ら
何
を
し
て
い
る
の
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、
私
が
O

E
C
D
に
通
う
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
ベ
ル
ギ
ー
の
外
務
大
臣

　
　
　
　
　
　
ね
ガ

を
し
て
い
ま
し
た
。
「
お
う
、
お
ま
え
、
こ
こ
に
い
た
の
か
」
・

と
い
う
感
じ
で
、
旧
交
を
暖
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

－
そ
れ
か
ら
政
治
の
世
界
を
去
っ
た
り
、
政
治
の
世
界
か
ら
消

さ
れ
て
音
信
不
通
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
も
い
ま
す
。
特
に
ア

フ
リ
カ
か
ら
来
て
い
た
人
な
ど
は
、
、
国
に
帰
っ
て
統
計
局
長
と

⇔
3
6
ω
⊆
ヨ
ヨ
Q
ω
ト
m
ミ
δ
⊇
裕
工
■
（
一
九

五
四
1
　
）
。
父
方
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ

ン
、
母
方
の
ア
ロ
ー
と
二
人
の
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
者
を
伯
父
に
持
つ
。
一

九
八
三
年
史
上
最
年
少
（
二
八
歳
）

で
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
。
九
「
年

世
界
銀
行
に
出
向
、
三
〇
代
で
副
総

裁
兼
主
任
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
に
。
九
三

年
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
下
で
財
務
次
官
、

九
九
年
ル
ー
ビ
ン
長
官
の
辞
任
に
伴

い
財
務
長
官
就
任
。
一
一
〇
〇
一
年
七

月
よ
り
ハ
ー
バ
ー
ド
大
教
授
。

聾
3
7
≦
ゴ
弓
赫
担
ζ
9
コ
①
§
Z
Φ
に
蒙
5
コ

（一

緕
O
五
1
）
。
彼
女
は
、
ゲ
ー
ム

理
論
お
よ
び
O
R
（
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ
）
の
父
、
ジ
ョ

ン
・
フ
ォ
ン
・
ノ
イ
マ
ン
（
プ
リ
ン

ス
ト
ン
大
学
教
授
、
後
ラ
ン
ド
研
究

所
）
の
娘
。
経
済
学
忠
士
取
得
後
、

ニ
ク
ゾ
ン
政
権
下
の
「
九
七
二
～
七

三
年
、
大
統
領
経
済
諮
問
委
員
会
の

最
初
の
女
性
委
員
に
就
任
。
現
在
は
、

ミ
シ
ガ
ン
大
学
の
経
営
管
理
・
公
共

政
策
学
教
授
。
ま
た
ゼ
ネ
ラ
ル
・
・
モ

ー
タ
ー
社
の
副
社
長
を
つ
と
め
た
。

糞
第
四
回
の
章
、
註
六
三
参
照
。

343



か
、
経
済
局
長
と
か
大
臣
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
政
変
で

ど
う
な
っ
た
か
わ
か
．
り
ま
せ
ん
。
ア
フ
リ
カ
の
場
合
は
極
端
で

す
が
、
ソ
連
の
人
で
も
よ
く
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
人
も
い
ま
す
。

隣
の
課
の
リ
ソ
フ
ス
キ
ー
課
長
さ
ん
は
ソ
連
か
ら
来
て
い
た
人

で
、
で
き
る
人
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
帰
る
と
追
放
に
な
る
の
か

な
、
と
い
わ
れ
て
い
た
り
し
ま
し
た
。

中
村
　
ソ
連
、
中
国
と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
派
手
に
で
は
な
い

け
れ
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
が
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
起
こ
っ
て
い
た
よ

う
で
す
ね
。

宮
崎
　
さ
き
ほ
ど
の
サ
マ
ー
ズ
は
、
東
京
に
来
る
と
き
は
個
別
に

食
事
を
し
た
り
し
ま
し
た
が
、
学
閥
的
な
も
の
は
な
い
で
す
ね
。

■
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
つ
い
て

宮
崎
　
ち
ょ
っ
と
話
が
変
わ
り
ま
す
が
、
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ

ー
と
い
う
の
は
、
私
が
趣
旨
を
間
違
え
て
い
る
か
ど
う
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
先
生
方
の
質
問
に
答
え
る
と
い
う
形
で
お
答
え

す
る
中
に
二
つ
の
側
面
が
あ
る
と
い
う
感
じ
を
私
は
受
け
た
ん

で
す
。
一
つ
は
、
日
本
経
済
の
中
で
、
私
が
ど
う
い
う
こ
と
を

や
っ
て
い
た
か
と
い
う
か
、
主
体
が
私
の
よ
う
な
語
り
方
で
す

ね
。
も
う
一
つ
は
、
私
が
変
わ
っ
て
い
く
日
本
経
済
を
ど
う
い

う
ふ
う
に
眺
め
て
い
た
か
と
い
う
と
ら
え
方
で
す
。
つ
ま
り
最

初
の
方
は
自
分
史
み
た
い
に
な
る
ん
で
す
ね
。
あ
と
の
方
は
、

日
本
経
済
史
あ
る
い
は
経
済
政
策
史
で
の
一
断
面
、
私
と
い
う

個
人
が
見
た
日
本
経
済
で
や
経
済
政
策
で
、
語
る
対
象
は
日
本

経
済
な
ん
で
す
ね
。

　
最
初
の
方
の
、
自
分
を
主
体
に
す
る
の
は
自
分
史
で
あ
っ
て
、

こ
れ
は
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
目
的
で
は
な
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
気
が
す
る
ん
で
す
。
さ
っ
き
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、

自
伝
的
に
な
る
、
回
想
的
に
な
る
。
そ
れ
は
、
私
が
こ
れ
ま
で

の
記
録
を
読
み
返
し
て
そ
う
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
率
直
的
に

言
っ
て
、
自
己
を
美
化
し
た
り
弁
解
し
た
り
し
て
い
て
、
他
人

に
と
っ
て
あ
ま
り
面
白
く
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う
で
は
な

く
て
、
日
本
経
済
が
変
動
し
て
き
た
、
そ
れ
を
私
が
ど
う
い
う

ふ
う
に
眺
め
た
か
。
お
そ
ら
く
日
本
経
済
は
、
い
ろ
い
ろ
と
人

に
よ
っ
て
捉
え
方
は
違
う
と
思
う
ん
で
す
ね
。
良
か
っ
た
、
悪

か
っ
た
と
い
う
判
断
も
含
め
て
違
う
と
思
い
ま
す
。
私
が
見
る

の
は
、
た
ま
た
ま
経
済
企
画
庁
に
い
た
と
か
、
い
ま
民
間
の
経

済
研
究
所
に
い
る
立
場
か
ら
見
た
ら
こ
う
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
て
、
こ
れ
な
ら
ば
、
日
本
経
済
と
し
て
の
歴
史
と
い
う

か
、
そ
の
一
面
を
語
っ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
。
全
部
で
は
な

い
に
し
て
も
。
そ
う
い
う
一
面
を
語
る
こ
と
が
記
録
さ
れ
る
の

は
い
い
こ
と
だ
な
、
と
い
う
感
じ
は
す
る
ん
で
す
が
、
そ
う
い

う
ふ
う
に
考
え
て
い
い
で
す
か
．
∫

中
村
　
い
や
、
両
方
あ
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。

宮
崎
　
た
ま
た
ま
私
が
実
社
会
に
出
て
、
経
済
安
定
本
部
に
入

っ
た
と
き
、
日
本
経
済
の
復
興
期
が
始
ま
っ
て
い
て
、
傾
斜
生

産
の
現
場
に
い
た
。
そ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
政
府
が
構
造
改
革
を

打
ち
出
し
た
。
例
え
ば
前
川
レ
ポ
ー
ト
な
ど
で
、
私
が
そ
の
場

に
い
た
と
い
う
意
味
で
は
、
そ
ん
な
に
二
つ
を
分
け
ら
れ
る
こ

と
で
は
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
し
か
し
、
や
は
り
自
己
弁
解
の

よ
う
な
言
葉
は
使
う
べ
き
で
な
く
て
、
経
済
を
客
観
的
に
眺
め

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
か
ね
。

中
村
　
そ
う
で
も
な
い
ん
で
す
ね
。
政
治
家
の
人
な
ど
に
話
を

聞
き
ま
す
と
、
あ
の
と
き
俺
は
こ
う
や
っ
た
ん
だ
、
と
い
う
話

に
な
る
。
そ
れ
を
中
曽
根
さ
ん
に
も
聞
い
た
、
誰
に
も
聞
い
た
、

と
ず
っ
と
や
っ
て
い
き
ま
す
と
、
一
つ
の
話
が
い
ろ
い
ろ
な
角

度
か
ら
証
明
さ
れ
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
が
一
つ
の
狙
い
な
ん
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で
す
。
だ
か
ら
、
こ
う
い
う
と
言
葉
が
悪
い
ん
だ
け
れ
ど
、
中

曽
根
さ
ん
が
こ
う
言
っ
た
か
ら
、
全
部
そ
れ
を
信
用
し
よ
う
と

い
う
つ
も
り
で
は
な
い
。
弁
心
的
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
政

治
家
の
場
合
は
特
に
そ
う
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
承
知
で
聞
い

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

」
昨
日
た
ま
た
ま
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
心
に
も
な
っ
て

い
る
御
厨
貴
さ
ん
が
、
中
公
新
書
で
『
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
む

i
』
と
い
う
本
を
書
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ

ス
ト
リ
ー
は
ど
う
い
う
役
に
立
つ
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
御
厨

君
は
大
秀
才
で
す
か
ら
、
実
に
見
事
に
書
い
て
い
る
ん
で
す
。

そ
こ
に
私
の
例
が
挙
が
っ
て
い
る
ん
で
す
。
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス

ト
リ
ー
を
政
策
研
究
院
大
学
で
始
め
る
と
き
に
、
発
会
黒
み
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
の

い
に
人
を
集
め
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
や
っ
て
、
僕
も
引
っ
張

り
出
さ
れ
て
し
ゃ
べ
ら
さ
れ
た
ん
で
す
が
、
そ
こ
だ
け
一
つ
言

っ
て
お
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
む

　
だ
い
ぶ
昔
、
三
井
銀
行
の
佐
藤
喜
一
郎
さ
ん
の
話
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
っ
て
、
私
が
し
ゃ
べ
っ
た
と
き
に
、
佐
藤
さ
ん
の

話
を
例
に
出
し
た
ん
で
す
ね
。
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、

佐
藤
さ
ん
が
大
学
を
出
て
三
井
の
横
浜
支
店
に
勤
務
し
た
。
そ

れ
が
ち
ょ
う
ど
第
一
次
大
戦
の
終
わ
り
頃
の
話
で
、
景
気
が
い

い
。
そ
の
頃
、
半
期
だ
か
で
、
ボ
ー
ナ
ス
が
支
店
に
来
る
わ
け

で
す
ね
。
そ
う
す
る
と
支
店
長
が
、
ト
ー
タ
ル
の
ボ
ー
ナ
ス
の

半
分
を
取
っ
て
し
ま
う
と
い
う
ん
で
す
。
残
る
半
分
の
半
分
、

つ
ま
り
四
分
の
一
．
を
次
長
の
二
人
が
取
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て

何
十
人
か
い
る
支
店
の
行
員
が
最
後
の
四
分
の
一
を
分
け
合

う
。
昔
は
そ
う
い
う
も
の
だ
っ
た
ん
で
す
よ
、
と
い
う
こ
と
を

佐
藤
さ
ん
が
言
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
雑
談
み
た
い
な
話
だ
け
れ

ど
、
非
常
に
面
白
い
で
す
ね
。
昔
は
そ
の
く
ら
い
所
得
分
配
が

極
端
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
戦
後
に
な
っ
て
、
次
官
と

高
校
出
の
女
の
子
の
初
任
給
は
、
五
倍
あ
る
か
な
い
か
だ
と
思

う
ん
で
す
ね
。
次
官
を
な
さ
っ
た
ん
だ
か
ち
わ
か
る
と
思
い
ま

す
が
、
次
官
が
ど
れ
く
ら
い
取
っ
て
い
る
か
僕
も
知
っ
て
い
ま
・

す
が
。

宮
崎
　
戦
前
よ
り
格
差
は
か
な
り
小
さ
く
な
っ
て
お
り
ま
す

ね
。中

村
　
そ
れ
で
税
金
を
取
ら
れ
る
か
ら
、
仮
に
次
官
が
百
何
万

と
っ
て
も
、
手
取
り
は
な
お
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
ね
。

宮
崎
　
一
般
の
会
社
で
、
普
通
の
会
社
員
と
平
均
と
社
長
で
は
、

↓
対
手
ぐ
ら
い
で
す
よ
。
最
近
は
ち
ょ
っ
と
大
き
く
な
っ
た
か
・

な
。
ア
メ
リ
カ
な
ん
か
は
極
端
に
違
う
。

中
村
役
所
だ
っ
た
ら
、
ビ
ラ
と
次
官
で
は
一
年
号
ぐ
ら
い
で
r

し
ょ
う
Q

宮
峙
戦
前
は
大
き
か
っ
た
。
局
長
だ
と
、
表
面
の
給
料
の
格

差
以
上
に
、
国
会
に
出
る
と
そ
の
手
当
が
も
の
す
ご
い
と
か
、

そ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
こ
れ
か
ら
料
亭
に
行
き
ま
し
ょ

う
、
な
ん
て
行
け
る
わ
け
で
す
。
い
ま
は
機
密
費
を
使
う
わ
け

で
す
が
、
企
画
庁
に
は
そ
ん
な
機
密
費
は
な
い
で
す
か
ら
ね
。

中
村
　
昔
は
役
所
の
中
で
も
本
当
に
差
が
あ
っ
た
よ
う
で
す

ね
。
例
え
ば
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
話
は
飛
び
ま
し
た
が
、
そ

う
い
う
こ
と
を
オ
ー
ラ
ル
で
聞
い
て
い
る
わ
け
で
す
。
宮
焙
さ

ん
は
頭
が
い
い
か
ら
、
そ
う
い
う
こ
ど
を
一
切
言
わ
れ
な
い
わ

け
で
す
が
、
昔
の
財
界
の
佐
藤
喜
一
郎
さ
ん
だ
と
、
そ
う
い
う

話
を
半
分
笑
い
話
の
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
ね
。
そ
う
い

う
こ
と
が
と
て
も
役
に
立
つ
。
オ
ー
ラ
ル
と
い
う
の
は
そ
う
い

う
こ
と
も
あ
る
ん
だ
と
い
う
話
で
す
。
．
で
す
か
ら
、
い
ろ
い
ろ

ご
自
分
の
、
あ
る
意
味
で
自
慢
話
の
よ
う
な
話
で
も
何
で
も
い

い
の
で
、
そ
れ
を
伺
っ
て
お
い
て
積
み
重
ね
て
い
く
と
こ
ろ
に

意
味
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

鱒
3
9
御
厨
貴
『
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ

ー
ー
現
代
史
の
た
め
の
口
述
記
録
1
」

（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
二
年
）
の

こ
と
。

幹
4
0
」
九
九
七
年
十
一
月
一
・
二
日
目

『
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
政
策
研

究
』
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

中
曽
根
元
総
理
、
後
藤
田
元
副
総
理
（

カ
ル
ダ
ー
教
授
（
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大

学
）
、
等
の
講
演
の
他
、
中
村
教
授
、

下
河
辺
淳
氏
、
石
原
信
雄
氏
、
升
味

準
之
輔
教
授
等
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し

て
参
加
。
こ
の
成
果
は
、
『
政
策
と
オ

ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
（
中
央
公
論
社
、

一
九
九
八
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

静
4
1
明
治
二
七
（
「
八
九
四
）
年
「
月

一一

�
﨎
ｶ
ま
れ
。
大
正
六
年
三
井
銀

行
入
行
、
海
外
支
店
長
を
歴
任
し
、

昭
和
十
六
年
取
締
役
大
阪
支
店
長
。

同
一
一
一
年
帝
国
銀
行
常
務
、
の
ち
頭

取
。
同
一
一
三
年
、
三
井
・
第
｝
銀
行

へ
の
分
割
に
際
し
三
井
銀
行
社
長
に

就
任
。
ワ
ン
マ
ン
体
制
の
下
、
三
井

グ
ル
ー
プ
の
長
老
と
し
て
一
一
一
井
物
産

の
大
合
同
に
尽
力
。
全
銀
協
会
長
、

経
団
連
副
会
長
等
も
務
め
た
。
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宮
崎
　
そ
れ
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
自
分
が
美
化
し
て
い

て
も
、
ど
こ
か
で
ポ
ロ
ッ
と
変
な
本
音
が
出
た
り
、
差
別
だ
と

か
優
越
感
と
か
、
変
な
も
の
が
出
て
く
る
ん
で
す
ね
。
そ
れ
は

読
ま
れ
る
人
が
判
断
す
れ
ば
い
い
。

中
村
　
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
自
由
に
し
ゃ

べ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
ど
う
い
う
角
度
で
話
し
て
い
た
だ
い

て
も
あ
り
が
た
い
、
と
い
う
の
が
オ
ー
ラ
ル
を
や
っ
て
い
る
連

中
の
本
音
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

森
　
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
、
ど
う
い
う
人
間
関
係
、
ど
う

い
う
方
と
お
つ
き
合
い
さ
れ
て
い
る
中
で
行
動
を
さ
れ
て
い
た

の
か
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
と
い
い
で
す
ね
。
例
え
ば
宮
峙

さ
ん
が
、
あ
る
経
済
計
画
に
関
わ
っ
て
い
た
当
時
に
直
線
的
に

結
ば
れ
た
交
遊
が
膨
ら
み
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
つ
な
が
り
の

中
で
働
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
き
に
、
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ

て
い
た
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
が
重
な
っ
て
い

く
と
、
計
画
自
体
が
つ
く
ら
れ
た
背
景
に
な
っ
て
い
く
。

宮
塒
　
そ
れ
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
私
が
計
画
を
こ
う
考
え

て
い
ま
し
た
と
い
う
の
は
、
計
画
の
全
体
像
の
一
部
分
な
ん
で

す
。
ほ
か
の
方
が
い
ろ
い
ろ
お
話
に
な
る
と
、
全
く
宮
暗
と
違

、
う
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
そ
う
い
う
問
題
が
全
体
で
合
わ
さ
っ
て
、
あ
あ
、
あ
の
こ
と

は
そ
う
い
う
問
題
を
、
持
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
お
れ
の
見
方
が
正
し
か
っ
た
と
い
う
の

は
あ
ま
り
ょ
く
な
い
と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
う
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
ね
。

　
ま
た
人
間
の
関
係
と
い
う
こ
と
で
言
う
と
、
マ
ク
ロ
の
経
済

で
す
か
ら
、
ど
う
し
て
も
局
長
と
か
大
臣
と
か
総
理
大
臣
の
問

題
が
多
い
と
思
う
ん
で
す
が
、
実
際
に
仕
事
を
し
て
い
る
仲
間

と
い
う
の
は
そ
ん
な
人
た
ち
で
は
な
く
て
、
普
通
の
人
な
ん
で

す
ね
。
特
に
最
近
の
経
済
分
析
な
ん
て
、
そ
れ
こ
そ
計
算
機
を

回
す
だ
け
の
人
で
も
、
コ
ピ
ー
を
取
る
だ
け
の
人
で
も
、
そ
れ

な
り
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
わ
け
で
、
そ
う
い
う
人
た
ち
が

ど
う
い
う
ふ
う
に
貢
献
し
た
か
と
い
う
の
は
、
歴
史
の
中
で
は

ち
ゃ
ん
と
評
価
し
な
い
と
い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う

か
。
経
済
政
策
の
形
成
は
組
織
と
し
て
や
る
ん
で
す
ね
。
だ
か

ら
議
論
に
つ
い
て
は
、
局
長
も
課
長
も
一
課
員
も
区
別
は
な
い
。

と
く
に
こ
の
点
は
稲
葉
さ
ん
の
と
き
に
経
験
的
に
教
え
ら
れ
ま

し
た
。

　
そ
う
い
う
こ
と
が
う
ま
く
行
っ
て
い
な
い
と
、
外
務
省
み
た

い
な
事
件
が
起
こ
り
ま
す
ね
。
私
の
自
慢
話
を
す
る
と
、
私
が

課
長
を
や
っ
て
い
る
時
に
は
、
課
員
は
平
等
の
立
場
で
仕
事
を

し
た
。
そ
れ
か
ら
私
が
次
官
の
時
に
も
、
組
織
を
離
れ
て
変
な

こ
と
を
言
っ
た
り
行
っ
た
り
す
る
人
は
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
は

自
慢
し
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
経
済
的
な
問
題
に
つ

い
て
い
ろ
い
ろ
異
な
っ
た
議
論
が
あ
っ
た
と
い
う
の
は
事
実

で
、
そ
れ
は
望
ま
し
い
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
皆
の
議
論
の
中

か
ら
い
ろ
い
ろ
聞
き
出
そ
う
と
努
め
ま
し
た
け
れ
ど
、
う
ま
く

聞
い
た
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
ま
た
別
の
問
題
で
す
ね
。

■
田
中
角
栄
的
経
済
政
策

中
村
　
ち
ょ
っ
と
違
う
話
を
最
後
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

田
中
角
栄
と
い
う
人
の
経
済
政
策
を
ど
う
思
わ
れ
ま
し
た
か
。

あ
る
い
は
、
あ
あ
い
う
時
代
背
景
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
が
あ
っ
た

り
し
た
中
で
、
田
中
角
栄
と
い
う
人
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
お
考

え
に
な
っ
た
か
、
そ
れ
だ
け
一
つ
、
お
願
い
し
ま
す
。

宮
崎
　
私
は
、
［
田
中
さ
ん
は
］
直
感
力
と
し
て
非
常
に
優
れ

た
人
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
そ
れ
か
ら
ご
自
身
が
か
な
り
不
幸
な
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生
い
立
ち
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
と
、
生
ま
れ
が
特
有
な
気
象

条
件
、
地
理
的
条
件
の
新
潟
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
い
ろ

　
い
ろ
な
意
味
で
彼
の
政
策
形
成
に
影
響
し
て
い
て
、
そ
れ
を
う

ま
く
活
か
し
た
と
い
う
点
で
は
、
優
れ
た
政
治
家
だ
と
思
い
ま

す
。
た
だ
、
そ
う
い
う
生
い
立
ち
が
悪
い
と
こ
ろ
に
出
て
来
た

　
一
．
面
竜
あ
る
。
つ
ま
り
、
表
現
は
シ
ン
プ
ル
過
ぎ
ま
す
が
、
経

済
的
問
題
は
お
金
が
何
で
も
解
決
す
る
世
の
中
だ
と
い
う
よ
う

な
環
境
で
過
ご
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
す
。
お
金
が
な
け
れ
ば
教

育
も
受
け
ら
れ
な
い
、
お
金
が
な
け
れ
ば
ら
く
に
働
け
な
い
。

そ
れ
は
ま
ず
い
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
こ
ま
で
は
正
し
い
発
想
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
だ
か
ら
貧
し
さ
を
な
く
そ
う
、
誰
で
も

平
等
に
働
け
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
、
と
い
う
意
図
を
持
っ
た

こ
と
も
い
い
こ
と
な
ん
で
す
。
し
か
し
、
金
の
力
そ
の
も
の
を

使
っ
た
政
策
を
実
現
し
ょ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
若
干
過
ち
が
あ

　
つ
た
の
で
は
な
い
か
。
人
を
使
う
に
も
お
金
一
辺
倒
だ
と
は
い

い
ま
せ
ん
が
、
お
金
と
地
位
と
を
与
え
な
が
ら
う
ま
く
使
っ
た

と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
ね
。
福
田
さ
ん
（
赴
夫
）
は
、
r

．
経
済
は
「
カ
ネ
、
カ
ネ
、
カ
ネ
で
は
な
い
ん
だ
」
と
い
わ
れ
ま

し
た
。

中
村
　
よ
く
そ
の
話
を
聞
く
ん
で
す
が
、
役
所
の
中
で
も
田
中

さ
ん
か
ら
お
小
遣
い
を
も
ら
っ
た
人
が
た
く
さ
ん
い
る
と
い
う

．
こ
と
で
す
ね
。

、
宮
焙
　
事
実
を
目
で
見
て
確
認
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
よ
く
聞
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
受
け
た

本
人
は
、
そ
れ
で
気
を
悪
く
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
と
思
う

ん
で
す
。
し
か
し
他
人
に
話
す
こ
と
も
な
い
。
私
は
そ
ん
な
お

金
を
も
ら
っ
た
こ
と
が
な
い
か
ら
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
た
だ
例

え
ば
噛
「
あ
あ
ご
苦
労
さ
ん
だ
っ
た
、
忙
し
か
っ
た
ね
。
恐
縮

だ
っ
た
な
、
ま
あ
飯
で
も
食
っ
て
い
け
」
・
と
い
う
こ
と
は
、
あ

り
ま
し
た
。
秘
書
の
早
坂
さ
ん
が
食
事
、
と
、
い
っ
て
も
普
通
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
昼
食
で
す
が
、
を
用
意
し
て
く
れ
て
有
難
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
．
し
、
本
当
の
と
こ
ろ
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
一
部
の
役
人
に
は
「
頼
み
ま
す
よ
、
こ
れ
」
と
い
っ
て

［
懐
か
ら
出
す
仕
草
を
し
て
］
封
筒
を
渡
す
よ
う
な
こ
と
が
あ

っ
た
よ
う
で
、
そ
れ
は
具
合
が
悪
い
な
、
と
思
い
ま
す
ね
。
そ

れ
は
や
り
方
が
お
か
し
か
っ
た
と
思
う
ん
で
す
が
、
善
意
で
は

あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
ね
。

　
そ
れ
か
ら
政
策
的
な
こ
と
で
狙
っ
た
こ
と
は
基
本
的
に
間
違

い
が
な
か
っ
た
と
思
う
ん
で
す
。
列
島
改
造
論
に
し
て
も
全
国

津
々
浦
々
に
産
業
設
備
や
社
会
資
本
を
作
ろ
う
と
か
、
誰
で
も

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
そ
う
い
う
公
共
資
産
を
使
え
る
よ
う
に
し

ょ
う
と
か
。
そ
れ
は
た
ま
た
ま
経
済
条
件
が
そ
う
い
う
こ
と
を
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
む

許
し
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
ま
た
、
福
祉
元
年
と
言
わ
れ
る
よ

う
な
社
会
福
祉
制
度
を
整
備
し
た
の
も
、
彼
だ
っ
た
か
ら
で
き

た
と
思
う
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
功
績
は
あ
る
と
思
う
ん
で
す

が
、
逆
に
、
そ
う
い
う
ご
と
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
経
済
状
況
が
悪
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
一
面
は
あ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
は
非
常
に
不
幸
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
竹
下
［
登
］
さ
ん
に
は
直
接
的
に
仕
え
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
が
、
田
中
さ
ん
を
ち
ょ
っ
と
真
似
さ
れ
た
よ
う
な
と
こ

ろ
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
広
い
意
味
で
の
「
気
配

り
」
の
人
で
し
た
。
そ
れ
は
小
泉
さ
ん
と
は
全
く
違
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

よ
う
な
感
じ
で
す
ね
。
田
中
（
六
助
）
さ
ん
に
も
い
ろ
い
ろ

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
気
配
り
の
人
で
し
た
。
時

間
外
で
自
民
党
の
勉
強
会
に
出
席
し
た
時
の
こ
と
で
す
が
、
事

務
局
が
車
代
と
し
て
三
千
円
ほ
ど
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ

、
を
渡
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
を
見
て
い
た
田
中
さ
ん
は
黙
っ
て
自

分
の
財
布
を
出
し
て
二
、
三
枚
お
札
を
サ
ッ
と
追
加
し
て
く
れ

静
4
2
政
府
は
昭
和
四
八
（
一
九
七
三
）

年
を
福
祉
政
策
重
点
化
の
起
点
と
位

置
付
け
た
。
老
人
医
療
費
の
公
費
負

担
（
無
料
化
）
を
実
施
し
た
こ
と
に

始
ま
り
、
障
害
福
祉
年
金
の
適
用
範

囲
拡
大
な
ど
も
行
い
、
こ
の
年
以
降
、

福
祉
政
策
の
重
点
的
に
取
り
あ
げ
ら

、
れ
た
。

、

・・

S3

謗
ｵ
回
の
章
、
註
八
二
参
照
。
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ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
仕
え
た
り
、
交
際
し
た
政
治
家
で
、
悪

人
も
そ
れ
ほ
ど
い
ま
せ
ん
が
、
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
、
性
格
の

方
が
い
ま
す
。

■
評
価
の
高
い
政
治
家

中
村
　
こ
の
前
伺
い
ま
し
た
が
［
経
企
庁
で
仕
え
た
政
治
家
で
、

な
る
ほ
ど
、
と
い
う
人
を
二
、
三
挙
げ
る
と
す
れ
ば
］
、
福
田

［
密
夫
］
さ
ん
、
河
本
［
敏
夫
］
さ
ん
、
宮
澤
さ
ん
と
い
う
お

話
で
し
た
ね
。

宮
崎
　
野
党
で
言
え
ば
、
ち
ょ
っ
と
毛
色
が
違
い
ま
す
が
、
村

山
さ
ん
は
立
派
な
人
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
評
論
家
は
社
会
党
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
村
山
さ
ん
を
評
価
し
ま
せ
ん
が
、
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
む

く
の
総
理
に
仕
え
た
石
原
（
信
雄
）
さ
ん
は
高
い
評
価
を
与

え
て
い
ま
す
が
、
私
も
そ
う
思
い
ま
す
。

中
村
　
も
う
一
つ
、
河
本
さ
ん
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
方
だ
」

つ
た
ん
で
す
か
。
あ
の
方
は
僕
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
が
。

宮
崎
　
た
ま
た
ま
河
本
さ
ん
の
一
周
忌
を
五
月
に
や
り
ま
す
か

ら
、
と
い
っ
て
河
本
さ
ん
の
元
秘
書
の
方
が
昨
日
来
ま
し
た
。

そ
の
と
き
に
話
し
た
こ
と
で
す
が
、
い
ま
河
本
さ
ん
が
い
た
ら

ど
う
な
る
か
な
、
と
思
う
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
政
治

道
徳
と
い
う
面
か
ら
い
っ
て
、
私
は
あ
の
人
の
身
辺
は
非
常
に

き
れ
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。
河
本
さ
ん
は
三
光
汽
船
の
社

長
で
あ
っ
て
、
三
光
汽
船
は
、
非
合
法
的
な
こ
と
や
い
か
が
わ

し
い
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
た
ま
た
ま
非
常
に
儲
け
て

い
た
。
そ
れ
は
機
を
見
る
に
敏
で
あ
っ
た
と
い
う
、
実
業
人
と

し
て
の
才
能
が
生
ん
だ
こ
と
で
あ
っ
た
と
私
は
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
や
や
も
す
る
と
そ
の
こ
と
か
ら
、
金
で
政
治
を
動
か
そ

う
と
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
か
、
金
に
執
着
す
る
よ
う
な
人
で

は
な
い
か
と
言
わ
れ
る
ん
で
す
が
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
、
私

は
全
然
な
か
っ
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
昨
日
も
秘
書
の
方
が
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
政
治
活
動
を
す

る
と
き
に
必
要
だ
し
、
派
閥
の
人
の
面
倒
を
見
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
金
を
用
意
す
る
。
秘
書
が
「
こ
れ
だ
け

の
金
を
用
意
し
ま
し
た
」
と
い
う
と
、
ど
こ
か
ら
ど
う
い
う
形

で
そ
の
金
を
調
達
し
た
か
、
と
い
う
こ
と
を
え
ら
く
詳
細
に
聞

い
た
ら
し
い
ん
で
す
。
こ
れ
は
お
か
し
い
と
い
う
も
の
は
v

「
全
部
返
せ
、
好
意
で
あ
っ
て
も
返
せ
」
と
言
わ
れ
た
そ
う
で

す
。
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
の
と
き
に
多
く
の
政
治
家
、
派
閥
が
手

入
れ
を
受
け
た
ん
で
す
が
、
河
本
派
だ
け
は
誰
も
手
入
れ
を
受

け
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
自
慢
し
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
ね
。

政
治
的
に
は
、
お
金
に
非
常
に
き
れ
い
な
人
だ
と
思
っ
・
て
い
ま

す
。
一
般
は
そ
う
い
う
ふ
う
に
受
け
取
ら
な
い
ん
で
す
ね
。

中
村
　
実
業
家
だ
か
ら
よ
ろ
し
く
あ
っ
た
ん
だ
ろ
う
、
ぐ
ら
い

に
思
っ
て
い
ま
し
た
。

宮
暗
　
そ
れ
は
、
全
く
合
法
的
に
株
で
儲
け
て
、
そ
の
金
を
政

治
資
金
に
使
っ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
直

接
仕
え
ま
し
た
が
、
私
も
、
最
初
は
河
本
さ
ん
は
財
界
の
人
だ

か
ら
多
少
は
注
文
が
あ
る
か
な
、
と
思
っ
た
ん
で
す
が
、
会
社

に
関
す
る
こ
と
は
一
度
も
要
求
が
な
か
っ
た
。
よ
ろ
し
く
頼
む
、

と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
個
別
の
企
業
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

全
然
な
か
っ
た
。
た
ま
た
ま
三
光
汽
船
の
そ
の
後
の
社
長
が
私

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
め

の
高
等
学
校
の
同
級
生
（
磯
村
慶
一
）
な
ん
で
す
が
、
彼
に

聞
い
て
も
、
そ
ん
な
、
曲
が
っ
た
こ
と
を
す
る
よ
う
な
こ
と
は

絶
対
に
な
い
は
ず
だ
と
い
っ
て
い
ま
す
。

　
当
時
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
あ
と
で
、
石
油
の
備
蓄
問
題
が
あ
り

ま
し
た
。
一
つ
の
発
想
と
し
て
、
空
い
て
い
る
タ
ン
カ
ー
を
浮

か
べ
て
、
．
そ
こ
に
備
蓄
を
し
ょ
う
と
い
う
ア
イ
デ
ア
が
あ
っ
て
、

・・

S4

ｳ
内
閣
官
房
副
長
官
。
第
十
回
の

章
、
註
四
五
参
照
。

静
4
5
大
正
十
一
（
一
九
二
一
一
）
年
六
月

【
五
日
生
ま
れ
。
京
城
中
学
を
経
て
、

昭
和
十
六
年
四
月
（
宮
崎
氏
と
同
期
）

に
旧
制
佐
賀
高
校
に
入
学
し
た
。
の

ち
三
光
汽
船
入
社
後
、
業
務
部
長
を

経
て
、
昭
和
四
六
年
取
締
役
、
同
五

八
年
社
長
に
就
任
。
昭
和
六
〇
年
取

締
役
相
談
役
、
同
六
二
年
ヒ
ラ
ボ
ウ

専
務
と
な
り
、
平
成
三
年
副
社
長
。
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IXN　iEEIII　END

そ
れ
は
実
現
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
そ
の
と
き
に
タ
ン
カ
ー
を

持
っ
て
い
る
三
光
汽
船
の
利
益
の
た
め
に
や
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
い
う
話
が
ず
い
ぶ
ん
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
話
は
、

下
司
の
勘
ぐ
紅
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
点
で
非
常
に
き

れ
い
で
、
い
ま
の
政
治
家
と
比
べ
る
と
ず
い
ぶ
ん
違
っ
て
い
た

・
な
と
い
う
の
が
一
つ
の
印
象
で
す
。
河
本
さ
ん
は
同
郷
（
兵
庫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
む

県
）
の
斉
藤
隆
夫
代
議
士
を
尊
敬
し
て
お
ら
れ
た
。
政
治
家

は
国
民
の
対
し
コ
灯
の
ロ
ウ
ソ
ク
た
れ
」
を
信
条
と
さ
れ
て

い
ま
し
た

　
も
う
一
つ
は
経
済
政
策
の
上
で
、
い
ま
小
泉
さ
ん
で
は
な
く

て
、
河
本
さ
ん
だ
っ
た
ら
何
を
す
る
か
。
お
そ
ら
く
石
橋
湛
山

み
た
い
な
景
気
政
策
を
や
っ
て
い
た
と
思
う
ん
で
す
ね
。
そ
れ

は
間
違
い
が
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
河
本
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ

た
の
は
非
常
に
残
念
で
す
ね
。

　
そ
れ
で
、
話
は
ま
た
宮
澤
さ
ん
の
話
に
な
る
ん
で
す
が
、
宮

澤
さ
ん
も
お
そ
ら
く
い
ま
な
ぢ
積
極
的
政
策
を
や
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
ね
。
と
こ
ろ
が
あ
ま
り
お
つ
し
ゃ
ら
な
い
。
「
ど
う
思

い
ま
す
か
、
小
泉
さ
ん
の
改
革
は
？
」
と
伺
い
ま
す
と
、
「
あ

れ
は
あ
れ
で
ね
」
と
い
う
感
じ
で
す
。
こ
れ
が
宮
澤
流
の
答
え

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
ち
ら
で
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新
聞

で
と
き
に
見
ら
れ
る
宮
澤
批
判
に
対
し
て
も
お
っ
し
ゃ
り
た
い

事
は
あ
る
は
ず
で
す
が
、
反
論
さ
れ
な
い
。
私
た
ち
が
反
論
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
村
　
宮
澤
さ
ん
は
こ
の
あ
い
だ
ま
で
大
蔵
大
臣
だ
っ
た
か

ら
、
よ
け
い
遠
慮
し
て
お
ら
れ
る
。
大
蔵
大
臣
を
や
っ
て
い
て
、

こ
の
前
お
話
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
思
っ
た
ほ
ど
お
金
を
出
し
て

い
な
い
ん
だ
け
れ
ど
、
責
任
者
だ
っ
た
わ
け
だ
か
ら
、
な
お
さ

ら
口
を
開
か
な
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

宮
隠
　
だ
か
ら
［
河
本
さ
ん
の
］
グ
ル
ー
プ
（
高
村
派
）
の
人

な
ど
、
内
部
だ
け
で
話
し
ま
す
と
、
小
泉
さ
ん
は
「
そ
ン
フ
レ

を
心
配
し
な
い
で
や
る
べ
き
だ
よ
な
、
」
と
い
う
こ
と
で
す
よ
。

中
村
　
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
ね
。
小
泉
さ
ん
は
あ
あ
や

つ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
か
ら
、
い
ま
の
と
こ
ろ
仕
方
が
な
い
け
れ
ど
、

井
上
準
之
助
に
な
ら
な
．
け
れ
ば
い
い
で
す
け
れ
ど
ね
。

宮
塒
　
そ
う
で
す
ね
。
そ
の
点
で
、
中
村
先
生
に
は
是
非
戦
前

の
不
況
か
ら
の
教
訓
を
国
民
に
大
い
に
説
い
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
ね
。

■
日
本
経
済
、
日
本
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
に
期
待
す
る
こ
と

宮
崎
　
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
経
済
と
か
、
日
本
の
エ
コ

ノ
ミ
ス
ト
に
何
を
期
待
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
少
し
申
し
上

．
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
経
済
は
、
い
ま
ま
で
も
そ
う
で
す
が
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う

変
わ
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
構
造
改
革
は
大
事
だ
と
思

い
ま
す
が
、
そ
の
構
造
改
革
を
含
め
て
二
十
一
世
紀
の
日
本
経

済
を
考
え
る
際
に
、
い
ま
ま
で
の
経
済
の
発
展
を
踏
ま
え
て
、

五
点
ほ
ど
考
え
て
欲
し
い
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。

　
　
（
、
↓
）
一
つ
は
、
新
し
い
民
主
主
義
と
対
応
し
た
市
場
経
済
、

を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
ん
で
す
が
、
民
主
主
義

ど
い
う
の
は
あ
く
ま
で
も
私
企
業
を
含
め
て
個
人
が
基
本
に
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
先
ほ
ど
も
い
い
ま
し
た
よ
う
に
、
国
が

ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
が
先
に
あ
る
の
で
は
な
く
て
、

個
人
の
生
活
を
よ
く
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
の
上
で
国

の
政
策
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
を
論
ず
る
こ
と
で
す
。
昔
か
ら

経
済
と
い
う
の
は
経
世
済
民
の
学
問
で
す
し
、
修
身
、
斉
家
、

治
国
、
平
天
下
で
す
か
ら
、
そ
こ
を
忘
れ
な
い
で
欲
し
い
と
い

う
の
が
第
一
点
で
す
。

・・

S6

ｳ
衆
議
院
議
員
（
民
主
自
由
党
）
。

明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
八
月
一
八

日
生
ま
れ
。
イ
ェ
ー
ル
大
留
学
を
経

て
、
弁
護
士
。
明
治
四
五
年
に
衆
院

．
議
員
。
若
槻
、
斎
藤
両
内
閣
で
法
制

局
長
官
。
一
一
・
二
六
事
件
直
後
の

「
粛
軍
演
説
」
、
昭
和
一
五
年
の
陸
軍

を
非
難
す
る
演
説
（
腹
切
り
問
答
）

に
よ
り
議
員
除
名
。
戦
時
中
の
翼
賛

選
挙
で
は
非
推
薦
者
中
で
最
高
位
当

選
。
戦
後
、
第
一
次
吉
田
内
閣
、
片

山
内
閣
で
国
務
相
と
し
て
入
閣
し
た
。
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（
二
）
そ
れ
か
ら
第
二
点
は
、
個
人
と
か
企
業
と
い
う
民
間

が
こ
れ
か
ら
中
心
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
言
わ
れ
て
い
る
と
お

り
で
、
上
か
ら
統
制
さ
れ
た
り
、
指
示
さ
れ
た
り
さ
れ
る
よ
う

な
経
済
で
は
具
合
が
悪
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
政
治
と

ど
う
い
う
ふ
う
に
結
び
つ
け
る
か
と
い
う
の
は
非
常
に
難
し
い

問
題
で
す
が
、
基
本
的
に
は
民
間
は
、
個
人
も
、
企
業
を
含
め

て
自
分
た
ち
で
考
え
、
自
分
た
ち
で
実
行
し
、
自
分
の
責
任
を

明
確
に
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
三
）
政
府
は
し
か
し
何
も
や
ら
な
く
て
い
い
か
と
い
う
と
、

そ
う
で
は
な
い
。
第
一
に
、
マ
ク
ロ
の
景
気
変
動
の
波
を
小
さ

く
す
る
、
わ
か
り
や
す
く
言
え
ば
、
極
端
な
デ
フ
レ
も
極
端
な

イ
ン
フ
レ
も
防
ぐ
マ
ク
ロ
政
策
は
政
府
の
役
割
で
す
。
第
二
に
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
整
備
と
い
う
役
割
が
あ
る
。
社
会
保
障

な
ど
が
そ
う
で
す
。
私
は
市
場
経
済
制
は
最
も
優
れ
た
経
済
シ

ス
テ
ム
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
欠
陥
も
あ
り
、
過

信
し
て
は
い
け
な
い
。
医
療
制
度
な
ど
経
済
主
義
で
考
え
る
べ

き
で
は
な
く
、
人
間
主
義
で
考
え
る
べ
き
で
す
。
第
三
に
あ
る

程
度
社
会
資
本
と
い
う
の
も
政
府
が
や
る
べ
き
で
す
。
た
だ
、

政
府
の
や
る
べ
き
こ
と
は
お
金
が
か
か
る
。
お
金
が
か
か
る
け

れ
ど
、
国
民
の
税
金
で
や
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
効
率
を

上
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
同
時
に
、
そ
の
使
わ
れ
方
が
透
明

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
民

主
主
義
の
問
題
と
関
連
し
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
が
、
政
策
を

考
え
る
場
合
に
は
是
非
、
民
主
主
義
と
か
市
場
経
済
と
い
う
原

点
に
立
っ
て
考
え
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
。
し
か
し
、
そ
れ
ら

は
、
多
様
で
あ
り
、
欠
陥
も
あ
る
。
過
信
し
て
は
い
け
な
い
。

　
（
四
）
こ
れ
ま
で
の
経
済
改
革
と
い
う
の
は
だ
い
た
い
国
内

主
義
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
だ
け
ど
、
こ
れ
か
ら
は
国
際
主
義
で

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
し
か
し
そ
の
点
が
い
ま
の
政
策
に
欠
け

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
の
で
、
そ
こ
を

重
視
し
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
が
、
．
私
が
経
験
し
た
こ
と
か
ら

言
え
る
こ
と
で
す
。
戦
前
の
植
民
地
主
義
的
経
済
運
動
が
、
窮

局
的
に
は
戦
争
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
悲
惨
な
歴
史
を
繰
り
返

し
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
（
五
）
そ
れ
か
ら
個
々
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
に
つ
い
て
い
え
ば
、

も
ち
ろ
ん
い
ま
申
し
ま
し
た
よ
う
な
理
念
、
哲
学
を
持
っ
て
欲
・

し
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
実
際
問
題
ど
し
て
は
先
ほ
ど
か
ら

出
て
い
ま
す
よ
う
に
、
個
別
の
問
題
を
重
要
視
し
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
し
、
あ
る
意
味
で
は
あ
る
部
分
の
専
門
家
に
な
る
と

い
う
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
こ
に
立
て
こ

も
っ
て
は
い
け
な
い
。
や
は
り
全
体
の
動
き
、
日
本
の
国
際
的

な
地
位
と
か
歴
史
的
な
位
置
を
踏
ま
え
た
上
で
の
自
分
の
専
門

分
野
の
開
拓
が
必
要
だ
と
思
っ
て
ま
す
。
そ
れ
も
大
上
段
に
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
を
振
り
か
ざ
し
て
言
う
の
で
は
な
く
て
、
エ
コ
ノ

ミ
ス
ト
と
し
て
は
、
［
中
村
］
先
生
や
篠
原
さ
ん
の
よ
う
に
統

計
を
大
事
に
し
、
事
実
を
大
事
に
し
て
、
そ
の
積
み
重
ね
の
上

で
、
そ
う
い
う
哲
学
を
展
開
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
ね
。

　
「
温
故
知
新
」
と
言
わ
れ
ま
す
か
ら
、
故
き
を
た
ず
ね
な
が

ら
や
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
残
念
な
が
ら
私
の
場
合
に

は
、
「
少
年
老
い
易
く
学
成
り
難
し
」
で
し
た
。
自
分
が
好
き

で
選
ん
だ
経
済
の
道
で
す
が
、
と
う
と
う
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば

か
り
で
人
生
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
は
残
念
で
す
が
、
若

い
人
た
ち
は
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
も
ら
え
ば
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
経
済
政
策
は
過
去
の
、
あ
る
い
は
外
国
の
理
論
の

「
実
験
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
験
し
て
、
間
違
っ
て
い
た
ら

や
り
直
す
と
い
う
、
と
い
う
わ
け
に
い
か
な
い
の
で
、
き
び
し

い
の
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
反
省
と
い
う
こ
と
が
大
事
で
す
。

こ
れ
は
何
度
も
言
い
ま
し
た
が
、
失
敗
を
怖
れ
て
は
い
け
な
い
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ん
で
す
が
、
失
敗
し
た
ら
そ
れ
を
反
省
す
る
こ
と
が
必
要
で
、

わ
れ
わ
れ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
あ
ま
り
反
省
し
ま
せ
ん
ね
。
失
敗

し
て
も
人
の
せ
い
に
し
た
り
世
の
中
の
せ
い
に
し
た
り
す
る
の

は
よ
く
な
い
。
自
分
の
信
用
を
落
と
す
ご
老
に
な
り
ま
す
が
、

し
っ
か
り
反
省
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
一
環
と

し
て
私
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
が
役
に
立
て
ば
い
い
と
思

い
ま
す
。

中
村
　
で
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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宮崎年譜と略歴

経済構造改革の系譜

20世紀の回顧と21世紀の展望

経済統計

登場人物一覧



宮
崎
年
譜
と
略
歴
（
轟

勇
氏
作
成
）

【
戦
前
・
戦
中
】

西
　
暦

年
号

年
　
齢

1

一
九
二
三

大
正
十
二
年

○
歳

九
月

両
親
が
横
浜
に
て
関
東
大
震
災
に
遭
い
、
妊
娠
中
の
母
親
は
佐
賀
の
実
家
に
避
難
。

十
月

勇
誕
生
。
そ
の
後
、
両
親
と
共
に
内
外
地
を
転
地
。

一
九
三
五

昭
和
十
一
年

十
一
一
一
歳

、
四
月

佐
賀
中
学
（
旧
制
）
入
学
後
、
佐
賀
高
校
（
旧
制
）
ま
で
両
親
と
離
れ
、
佐
賀
の
祖
父
宅
及
び
高
校
寮
で
過
ご
す
。

一
九
四
三

昭
和
十
八
年

二
〇
歳

九
月

東
京
大
学
経
済
学
部
入
学
。
同
年
十
二
月
目
学
徒
動
員
。
海
軍
に
。

一
九
四
五

昭
和
二
〇
年

二
二
歳

八
月

第
二
次
世
界
大
戦
終
結
。
復
員
。

九
月

東
京
大
学
復
学
。

一
九
四
七

昭
和
ニ
ニ
年

二
四
歳

九
月

大
学
卒
業
。

十
月

経
済
安
定
本
部
に
入
る
。

【
戦
前
・
戦
中
】

西
　
暦

年
号

年
　
齢

内
　
閣

経
済
企
画
長
官

宮
崎
氏
の
配
属
先

職
場
で
の
主
な
仕
事

内
外
関
連
事
項

一
九
四
七

昭
和
二
二
年

二
四
歳

五
月
六
月
七
月
十
月

吉
田
内
閣
片
山
内
閣

膳
桂
之
助
和
田
博
雄
（
途
中
、
首
相
兼
任
あ
り
）

経
済
安
定
本
部
動
力
局
配
置
課

傾
斜
生
産
方
式
の
現
場
の
第
＝
線
参
加
、
配
炭
計
画
の
作
成

日
本
国
憲
法
施
行
第
一
回
経
済
白
書

一
九
四
八

昭
和
二
一
一
一
年

二
五
歳

一
月
三
月
六
月
十
月
十
二
月

芦
田
内
閣
吉
田
内
閣

栗
栖
赴
夫
泉
山
三
六
（
蔵
相
兼
任
）
周
東
英
雄

G
A
T
T
の
影
響
調
査

G
A
T
T
発
足

一
九
四
九

昭
和
二
四
年

一一

Z
歳

二
月
三
月
四
月
九
月
十
月

青
木
孝
義

ド
ッ
ジ
ラ
イ
ン
の
影
響
調
査
単
一
為
替
レ
ー
ト
の
影
響
調
査
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
の
影
響
調
査

ド
ッ
ジ
ラ
イ
ン
発
表
単
一
為
替
レ
ー
ト
設
定
シ
ャ
ウ
プ
勧
告

一
九
五
〇

昭
和
二
五
年

二
七
歳

二
月
六
月

周
東
英
雄

　
　
　
　
1
経
済
安
定
本
部
官
房
復
興
計
画
室

特
需
分
析

朝
鮮
動
乱
勃
発
、

355



西
　
暦

年
号

年
　
齢

内
　
閣

経
済
企
画
長
官

宮
崎
氏
の
配
属
先

職
場
で
の
主
な
仕
事

内
外
関
連
事
項

「
九
五
一

昭
和
一
一
六
年

二
八
歳

九
月

、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
調
印
安
保
条
約
調
印

一
九
五
二

昭
和
二
七
年

二
九
歳

八
月
九
月
十
月
十
一
月

周
東
英
雄
山
崎
猛
池
田
勇
人
小
笠
原
三
九
郎

経
済
審
議
庁
計
画
部
計
画
課

I
M
F
・
世
界
銀
行
加
盟
の
影
響
測
定

経
済
審
議
庁
へ
改
組
i
M
F
・
世
界
銀
行
加
盟

一
九
五
三

昭
和
二
八
年

三
〇
歳

三
月
五
月
七
月
十
月

水
田
三
喜
男
岡
野
清
豪

「
岡
野
構
想
」
の
鉱
工
業
部
担
当
朝
鮮
戦
争
の
停
戦
影
響
調
査

「
岡
野
構
想
」
の
策
定
朝
鮮
戦
争
休
戦
協
定

一
九
五
四

昭
和
二
九
年

一一

″
ﾎ
一
月
十
一
一
月

鳩
山
内
閣

愛
知
揆
一
（
通
産
省
兼
任
）
高
碕
達
之
助

一
九
五
五

昭
和
三
〇
年

三
二
歳

七
月
九
月
十
二
月

高
碕
達
之
助

経
済
企
画
庁
計
画
善
計
画
一
課

G
A
T
T
加
盟
の
影
響
調
査
「
自
立
計
画
」
の
鉱
工
業
部
門
担
当

経
済
企
画
庁
へ
改
組
G
A
T
T
加
盟
「
経
済
自
立
五
力
年
計
画
」
の
策
定

一
九
五
六

昭
和
三
｝
年

三
三
歳

十
二
月

石
橋
内
閣
、

宇
田
耕
一

国
連
加
盟

一
九
五
七

昭
和
三
一
一
年

三
四
歳

二
月
七
月
八
月
九
月

岸
内
閣

河
野
【
郎

経
企
庁
計
画
局
計
画
課
M
l
T
留
学

ρ

一
九
五
八

昭
和
三
三
年

三
五
歳

一
月
六
月
十
二
月

三
木
武
夫
高
碕
達
之
助

E
E
C
発
足

「
九
五
九

昭
和
一
一
一
四
年

三
六
歳

一
月
三
月
六
月
十
月

世
耕
弘
｝
菅
野
和
太
郎

帰
国
、
計
画
局
計
画
課
課
長
補
佐

自
由
化
関
連
作
業

「
貿
易
為
替
自
由
化
方
針
」
決
定

一
九
六
〇

昭
和
三
五
年

三
七
歳

七
月
十
二
月

池
田
内
閣

迫
水
久
常

「
倍
増
計
画
」
本
文
原
案
執
筆

「
国
民
所
得
倍
増
計
画
」
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西
　
暦

年
号

年
齢

内
ゴ
閣

経
済
企
画
長
官

宮
崎
氏
の
配
属
先

職
場
で
の
主
な
一
事

内
外
関
連
事
項

｝
九
六
一

昭
和
三
六
年

三
八
歳

一
月
七
月

藤
山
愛
一
郎

国
連
本
部
出
向

O
E
C
D
会
議
出
席
な
ど

O
E
C
D
発
足

一
九
六
ニ
　
　
ド
一
九
六
三

昭
和
三
七
年
昭
和
三
八
年

三
九
歳
四
〇
歳

七
月
七
月
十
一
月

宮
澤
宣
三

帰
国
、
調
査
局
調
査
棺

G
A
T
T
十
一
条
国
移
行
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領

一
九
六
四
一
九
六
五

昭
和
三
九
年
昭
和
四
〇
年

四
一
歳
r
四
二
蔵

四
月
七
月
十
一
月
六
月

佐
藤
内
閣

高
橋
衛
藤
山
愛
一
郎

官
房
な
ど
各
局
の
調
査
官
に
経
企
庁
国
民
生
活
局
発
足
と
共
に
初
代
国
民
生
活
課
長

国
際
会
議
出
席
頻
繁
に
な
る

一
M
F
八
条
国
へ
移
行
、
O
E
C
D
加
盟

一
九
六
六

昭
和
四
一
年

四
三
歳

一
月
五
月
十
一
一
月

宮
澤
豊
二

”
赤
字
国
債
”
を
は
じ
め
て
発
行
中
国
文
化
大
革
命

一
九
六
七

昭
和
四
一
一
年

四
四
歳
　
　
一

∫
一
月
五
月
六
月
七
月

経
企
庁
調
査
局
調
査
課
長

ケ
ネ
デ
ィ
ラ
ウ
ン
ド
の
影
響
調
査
「
自
由
化
基
本
万
針
」
の
一
部
作
業
に
参
加

ケ
ネ
デ
ィ
ラ
ウ
ン
ド
妥
結
「
資
本
取
引
自
由
化
基
本
方
針
」
決
定
E
C
発
足

一
が
六
八

昭
和
四
三
年

四
五
歳

三
月
十
一
月

菅
野
和
太
郎

金
プ
ー
ル
制
停
止
の
影
響
調
査

「
金
プ
ー
ル
制
」
停
止

一
九
六
九

昭
和
四
四
年
．

四
六
歳

七
月
九
月

経
企
庁
調
査
局
参
事
官

製
鉄
二
社
合
弁
問
題
を
白
書
で
取
り
上
げ
る

富
士
・
八
幡
製
鉄
合
弁

｝
九
七
〇

昭
和
四
五
年

四
七
歳

一
月

佐
藤
一
郎

一
九
七
「

昭
和
四
六
年

四
八
歳

六
月
七
月
八
月
十
二
月

木
村
俊
夫

佐
藤
首
相
の
楠
田
秘
書
官
と
影
響
調
査
金
ド
ル
交
換
停
止
の
影
響
調
査

沖
縄
返
還
協
定
調
印
ア
メ
リ
カ
、
金
ド
ル
交
換
停
止
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
協
定
（
「
ド
ル
ー
－
三
〇
八
円
）
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西
　
暦

年
号

年
　
齢

内
　
閣

経
済
企
画
長
官

宮
崎
氏
の
配
属
先

職
場
で
の
主
な
仕
事

内
外
関
連
事
項

一
九
七
二

昭
和
四
七
年

四
九
歳

六
月
七
月
九
月
十
二
月

田
中
囚
閣

有
田
宣
二
小
坂
善
太
郎

経
企
庁
調
査
局
長

日
中
共
同
声
明
調
印

一
九
七
三

昭
和
四
八
年

五
〇
歳

一一詞
ﾜ
月
十
月
十
一
月

内
田
常
雄

変
動
相
場
制
移
行
の
影
響
調
査
国
際
会
議
出
席
増
え
る
。
福
田
副
総
理
を
補
佐

変
動
相
場
制
へ
移
行
資
本
目
由
化
（
外
資
一
〇
〇
％
）
決
定
第
四
次
中
東
戦
争
、
第
一
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク

一
九
七
四

昭
和
四
九
年

五
一
歳

十
【
丹
十
二
月

一一

齧
ﾘ
内
閣

倉
成
正
．
福
田
赴
夫

【
九
七
五

昭
和
五
〇
年

五
二
歳

四
月
十
一
月

三
木
首
相
に
随
行

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結
初
の
先
進
国
サ
ミ
ッ
ト
（
仏
国
ラ
ン
ブ
イ
エ
）

一
九
七
六

昭
和
五
一
年

五
三
歳

一
月
十
一
月
十
二
月

福
田
内
閣

野
田
卯
一
倉
成
正

経
企
庁
総
合
計
画
局
長

一
九
七
七

昭
和
五
二
年

五
四
歳

一
月
五
月
十
一
月

宮
澤
士
見
二

経
企
庁
調
査
局
長

福
田
首
相
に
随
行
、
O
D
A
目
標
な
ど
ロ
ン
ド
ン
・
サ
ミ
ッ
ト

一
九
七
八

昭
和
五
三
年

五
五
歳

七
月
八
月
十
一
一
月

大
平
内
閣

　
　
1
小
坂
善
太
郎

福
田
首
相
に
随
行
、
「
機
関
車
論
」

ボ
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
日
中
友
好
平
和
条
約
調
印
第
二
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク

一
九
七
九

昭
和
五
四
年

五
六
歳

六
月
七
月
十
一
月

正
示
啓
次
郎

経
企
庁
事
務
次
官

大
平
首
相
の
補
佐

東
京
サ
ミ
ッ
ト
開
催

一
九
八
○

昭
和
五
五
年
．

五
七
歳

六
月
七
月
九
月

鈴
木
内
閣

河
本
敏
夫

退
官
経
企
庁
顧
問
に

イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争

一
九
八
一

昭
和
五
六
年

五
八
歳

一
月

レ
ー
ガ
ン
米
国
大
統
領
就
任

一
九
八
二

昭
和
五
七
年

五
九
歳

十
【
月

中
曽
根
内
閣
　
　
　
　
　
「

塩
崎
潤

経
企
庁
顧
問
辞
任
大
和
誼
券
経
済
研
究
理
事
長

民
間
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
と
し
て
民
間
か
ら
見
た
経
済
調
査
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西
　
暦

年
号

年
　
齢

内
　
閣

経
済
企
画
長
官

宮
崎
氏
の
配
属
先

職
場
で
の
主
な
仕
事

内
外
関
連
事
項

「
九
八
三

昭
和
五
八
年

六
〇
歳

十
二
月

河
本
敏
夫

　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
民
間
の
国
際
会
議
に
参
加

一
九
八
四

昭
和
五
九
年

六
一
歳

十
一
月

金
子
一
平

一
九
八
五

昭
和
六
〇
年

六
一
一
歳

九
月
十
二
月

平
泉
渉

1

プ
ラ
ザ
合
意

一
九
八
六

昭
和
六
一
年

六
三
歳

四
月
七
月

近
藤
鉄
雄

　
　
　
r
「
前
川
委
員
会
」
に
起
草
委
員
と
し
て
参
加

「
前
川
報
告
」
発
表

一
九
八
七

昭
和
六
一
一
年

六
四
歳

十
一
月

竹
下
内
閣

中
尾
栄
一

一
九
八
八

ヤ
昭
和
六
三
年

六
五
歳

八
月
十
二
月

原
田
憲

イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
停
戦

一
九
八
九
　
1

平
成
元
年

六
六
歳

一
月
四
月
六
月
七
月
八
月
十
一
月

宇
野
内
閣
海
部
内
閣

愛
野
興
一
郎
越
智
通
雄
高
原
須
美
子

大
和
総
研
理
事
長

訪
中
（
中
南
海
に
て
李
鵬
首
相
に
面
談
）

平
成
に
改
一
兀
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
発
足
消
費
税
三
％
実
施
天
安
門
事
件
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊

一
九
九
〇
1

平
成
二
年

六
七
歳

二
月
十
月
十
二
月

相
澤
英
之
越
智
通
雄

東
西
ド
イ
ツ
統
一

一
九
九
一

平
成
三
年

六
八
歳

十
一
月

宮
澤
内
閣

野
田
毅
．

一
九
九
二

平
成
四
年

六
九
歳

八
月
十
二
月

船
田
一
兀

中
韓
国
交
樹
立

一
九
九
三

平
成
五
年

七
〇
歳

六
月
八
月

細
川
内
閣

高
鳥
修
久
保
田
真
苗

「
平
岩
リ
ポ
ー
ト
」
起
草
委
員

「
平
岩
リ
ポ
ー
ト
」
発
表

一
九
九
四

平
成
六
年

七
【
歳

四
月
六
月

羽
田
内
閣
村
山
内
閣

寺
沢
芳
男
高
村
正
彦
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！

西
　
暦

年
号

年
　
齢

内
　
閣

経
済
企
画
長
官

宮
崎
氏
の
配
属
先

職
場
で
の
主
な
仕
事

内
外
関
連
事
項

｝
九
九
五

平
成
七
年

七
一
一
歳

一
月
八
月
十
一
月

宮
崎
勇

大
和
総
研
理
事
長
辞
任
経
済
企
画
庁
長
官

「
構
造
改
革
の
た
め
の
経
済
社
会
計
画
」
を
大
臣
と
し
て
閣
議
に
提
出

W
T
O
発
足

一
九
九
六

平
成
八
年

七
三
歳

一
月
三
月
十
一
月

橋
本
内
閣

田
中
秀
征
麻
生
太
郎

大
臣
辞
任
経
済
企
画
庁
参
与
行
政
改
革
委
員
会
委
員
長
代
理
大
和
総
研
特
別
顧
問

一
九
九
七

平
成
九
年

七
四
歳

三
月
七
月
九
月

尾
身
幸
次

深
班
↓
香
港
で
式
典
参
加

郵
小
平
氏
死
去
香
港
、
中
国
に
返
還

一
九
九
八

平
成
十
年

七
五
歳

三
月
七
月
十
月

小
渕
内
閣

堺
屋
太
一

1

勲
一
等
瑞
宝
章
受
章

中
国
朱
容
其
首
相
就
任

一
九
九
九

平
成
十
一
年

七
六
歳

一
月

E
U
R
O
発
足

二
〇
〇
〇

平
成
十
一
一
年

七
七
歳

五
月
十
二
月

森
内
閣

額
賀
福
志
郎

二
〇
〇
一

平
成
十
三
年

七
八
歳

一
月
四
月
九
月
十
月

小
泉
内
閣

経
企
庁
参
与
辞
任

行
政
機
構
改
革
（
経
企
庁
↓
内
閣
府
に
V
J
．
W
．
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
発
足
N
Y
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
ア
フ
が
一
一
ス
タ
ン
に
米
英
攻
撃
開
始

二
〇
〇
三

平
成
十
五
年

八
十
歳

二
月

イ
ラ
ク
戦
争

360

曳



経済楕造改革の系譜

時代区分 内閣 関連政策 構造改革

経 吉田内閣 ・新憲法の設定（非軍事化と民主化） ・「傾斜生産方式」による生産の復興と拡大

済 片山内閣 ・制度改革（独禁法・農地法・労働三法〉
復
興
期

芦田内閣 ・財政改革（ドッジプラン）．

E税制改革（シャープ勧告） ・「もはや戦後ではない」（1955）

鳩山内閣 ・産業構造の高度化 ・「自立五ヶ年計画」（鳩山内閣）

岸内閣 （併行して軽工業→重化学工業化）

経
済

・二重構造の是正
@（地域格差、農工格差，企業規模格差）　　　　　　　　　　　’

自
立
・
高
度

池田内閣 （所得格差） ・「国民所得倍増計画」（池田内閣）

@日本（人）の能力（高貯蓄、勤勉、企業家精神）

@を活かして成長力を高める

成
長
期

佐藤内閣 ・成長の「負の側面」の解決のために ・経済開発と社会開発（佐藤内閣）

E「生活に奉仕する経済を」（〃）

田中内閣 ・列島改造

・セーフティーネットの整備（「福祉元年」）

三木内閣 ・「省エネ経済・生活構造」へ ・G7サミット始まる（石油危機がキッカケ

福田内閣 　「ｨマクロ経済対話、国際収支調整問題）

・福田ドクトリン、全方位平和外交（福田内閣）・

大平内閣 ・環太平洋構想（大平内閣）

鈴木内閣

中曽根内閣 ・「前川リポート」 ・安定と成長のバランス

（中曽根内閣。内需型経済構造への転換）

国 ・臨時行政調査会の活用（官業の民営化）

際
化
時

竹下内閣

F野内閣
代 海部内閣
．

国 宮澤内閣 ・「生活大国五ヵ年計画」（宮澤内閣）

内
で
は 細川内閣

生活構造の改革と国際協調

E「平岩リポート」（細川内閣） ・政治改革・経済改革・社会改革の三位一体

バ
ブ
ル 羽田内閣

経済規制原則撤廃・社会的規制常時見直し ・景気回復対策も同時実行

発
生
と
崩

村山内閣 ・行政改革委員会の活用、

@「構造改革のための経済社会計画」

（ニュージーランド、その他海外にも学ぶ）

壊 橋本内閣 （規制緩和、官員の役割分担、情報開示の三本柱） ・財政改革の急ぎすぎ（景気回復の芽をつむ）

・6大改革（税制制度、財政、金融システム、

社会保障、行政組織、教育）

（その他高コスト是正など）

r

小渕・森内閣

小泉内閣 ・「改革なくして成長なし」

（宮崎　勇氏作成）
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20世紀の回顧と21世紀の展望

20世紀 21世紀

「栄光と丁丁の世紀」 「平和と共生・共栄の世紀」になりうるか？

栄光…封建制からの人間開放→産業革命 冷戦終結で本当の「平和」になるか？

→技術革新→物的貧困からの開放 そのための必要条件

悔恨…（経済的に）景気変動 ①民主主義の確立

全般的特徴 →内において格差拡大、失業問題 ②市場経済システムの整備

→（対外的に）植民地主義 （i）　持続的成長と“豊かな社会”

熱い戦争→冷たい戦争→「冷たい平和」 （ii）　自由貿易と為替の安定

「最大流血の世紀」（戦争・内乱・難民） （iii）人口・資源・環境の調和

（㊥軍縮による平和の配当

パクスブリタニカ→パクスアメリカーナ→

米ソ対立→オアクスアメリカーナ？ 多元的国際協力・共存関係（米、EU、アジアが核？）

政治：国際関係 多極化？ 「国民国家」の変容

「国民国家」本位制 「一国本位」→国際協調

植民地→南北問題→国際協調

一一一一 p一一一一一一一一一一一 一一一一一一　一一一一一一　一一　　一　　一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一　一　皿｝一　一｝一一一一一一一　一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

（自由・資本主義）対（全体・国家主義、独裁主義）の対 民主主義体制（国により多様、自主性、自立の尊重）

国内関係 立解消。 市場経済の整備（混合体制）

民主主義の確立へ（自由と公正を確保する体制へ）

経済＝政治システム 上からの指導→官民強調→民間主導？ 民間主導、国際協調

一　　　一　一　一　　　一　一　　　マ　一　一　一　一　｝　㎜ 一一一　一一一一一一一一一一一一一一一一一一一『　　一｝｝　　㎝一一一一　一一一 一一一一 V一　一一　一一一一　一一一』　一一一一　『一一『　　一一一一　一一　一　　皿　皿　　一　

軽工業→重化学工業→情報通信革命 情報通信産業、健康・医薬産業、
産業・交通

鉄道・海運→自動車→航空 バイオ関連産業

環境保全産業、宇宙産業
一　一　｝一一一｝一｝一　｝一｝ 　一一一『一一一一一一一一一一一一一一一　一一一一　『『｝一｝皿一　一一一一一一 一一一一一一一一一一一｝一｝一一一皿一一一一一　一　一　皿　　一一一一一一一一一

エネルギー 石炭→石油→天然ガス・原子力 、よりクリーンなエネルギー

｝　　一　『｝一一　｝一『一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一　一一一㎜一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一『一｝㎜｝一一一　一　一一一一一一一　一一一一一一一一一一一

貿易 制限的貿易・植民地型分業→GATr体制→WTO 地域統合、WTO体制

｝皿一一｝『｝｝　皿　一｝一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一『一『｝｝｝皿一一　一一一一一 一一一一一一一　　　一｝皿　一一　一一一　　一一一一一　一一一一　一一一一一一一

投資・金融 間接金融→投資・金融の自由化 直接金融、金融の多様化、国際化

　皿　一『一｝一皿一　一一　一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 一一一一一一　　｝一　　　一　一一　一一一一一一一一一一一一一一一一一一一＿一一

金本位・ポンド本位→ドル中心
通貨

→管理通貨→変動相場制
新IMF体制？（短資移動のルール化…）

一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一　一一一 鼈鼈鼈鼈鼈鼈鼈鼈鼈鼈鼈鼈鼈鼈鼈黶w『一一一｝一一　一　一一 一一一一 @一一『一　　　一｝　一一　一　　　一　一　一　一　一一一　一　一　一　一　一　一　一　一　一一一一　一「一一

財政 均衡型→ケインス型→多様化 長期均衡・短期需要管理型、説明責任・情報公開

社会＝人口 世界人口、世紀始め16億人目1999年秋60億人 途上国中心に増加つづく（2050年85～100億人）

宗教
キリスト教、イスラム教、仏教が世界三大宗教に。他

@教、無宗教も増加。原理主義、オカルトも。

宗教間の暴力的対立は終息へ？

l類共生のための協力へ

「争いから平和へ」、力の信仰→？
「個」を尊重する社会へ

謳i国の協調
価値観 先進国ではGNPより、質の高い生活を。

途上国では安全、平和で成長を
途上国には「より多くの機会」と「疎外から参加へ」

＆ﾕ的倫理の探求

（宮崎　勇氏作成）

362



（単位＝100万ドル）

年・度．． 国際収支総合
．．

f易岐支 ．論出 ．輸．入 1特需収支

甲知25年㌃ 434 38 924 886 149

．26年．． 369 一287 1，358 1，645 592

勿年 189 一407． 1，295 1，701 824

．38年． 一379 」790 1，261 2，050 809

を9年．、 2 一426
　　　　’
Q，041 2，041 596

．30年． 284 一53 2，001 2，060 557

（出典）経済企画庁編「現代日本経済の展開
　　　　　　　　　　　　（備考）国際収支はIMFベース
ー経済企画庁30年史一j（1976年、経済企画庁）、80頁より）
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注1）1988年までは実績。89年目大和総研推計。

　2）経常収支の対GNP比は、日本、アメリカとも歴年ペース。
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こ
の
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
御
話
を
中
村
隆
英
、
伊
藤
隆

の
両
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
と
き
、
非
常
に
光
栄
な
こ
と
だ
と

思
う
と
同
時
に
、
　
”
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
だ
”
と
あ
る
種
の
た

め
ら
い
と
緊
張
を
感
じ
た
。

　
し
か
し
、
考
え
て
み
る
と
、
大
学
卒
業
後
、
ほ
ぼ
半
世
紀
を

経
済
官
庁
（
経
企
庁
）
と
民
間
研
究
所
（
大
和
総
研
）
で
、
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
と
し
て
経
済
政
策
形
成
の
現
場
と
そ
の
周
辺
で
体

験
し
た
こ
と
を
語
る
こ
と
は
、
私
自
身
の
仕
事
に
対
す
る
自
己

反
省
と
し
て
、
ま
た
読
者
に
は
日
本
経
済
（
政
策
）
理
解
の
一

助
に
な
れ
ば
、
と
い
う
事
で
お
引
き
受
け
し
た
。
し
か
し
、
と

い
う
よ
り
や
は
り
と
い
う
べ
き
か
、
一
通
り
ロ
述
が
終
わ
っ
て

速
記
を
読
ん
で
み
る
ど
、
私
の
現
場
で
の
仕
事
の
紹
介
は
自
己

礼
賛
の
自
分
史
的
な
も
の
に
な
り
、
関
与
し
た
政
策
の
評
価
に

つ
い
て
は
理
論
的
追
及
が
不
十
分
、
つ
ま
り
自
分
を
語
る
点
で

も
、
政
策
を
論
ず
る
点
で
も
、
中
途
半
端
だ
っ
た
と
思
え
て
く

る
。

　
「
悔
い
も
な
し
、
悔
い
も
あ
り
」

　
青
雲
の
志
を
抱
い
て
．
「
経
世
済
民
」
の
課
題
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
た
、
と
い
え
ば
大
仰
で
生
意
気
な
表
現
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
復
興
期
の
傾
斜
生
産
方
式
の
作
業
、
成
長
期
の
国
民

所
得
倍
増
計
画
と
の
関
わ
早
口
い
、
石
油
危
機
後
の
ト
リ
レ
ン

マ
（
イ
ン
フ
レ
、
雇
用
不
安
、
経
常
収
支
赤
字
）
と
の
闘
い
、

国
際
化
の
中
で
の
バ
ブ
ル
へ
の
対
応
…
な
ど
な
ど
、
激
動
す
る

中
で
政
策
形
成
の
現
場
と
そ
の
周
辺
で
仕
事
が
出
来
た
こ
と
は

「
悔
い
の
な
い
」
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
一
連
の
仕
事
の
成
果
が
全
て
満
足
す
べ
き
も
の
だ

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
内
外
環
境
の
予
期
せ
ぬ
変
化
や
政
府
の

対
応
の
拙
さ
は
別
と
し
て
、
私
個
人
の
認
識
不
足
や
力
量
不
足

で
、
私
の
信
条
と
し
て
き
た
平
和
（
国
際
主
義
）
、
成
長
（
豊
か

さ
の
源
泉
）
、
豊
か
さ
（
倫
理
性
の
高
い
経
済
）
の
追
求
に
お
い

て
細
か
い
と
こ
ろ
で
「
悔
い
が
残
る
」
こ
と
も
数
多
か
っ
た
。

よ
し
、
こ
れ
か
ら
改
め
て
や
る
ぞ
と
い
う
気
持
ち
は
あ
る
け
れ

ど
、
少
年
老
い
易
く
学
成
り
難
し
。
あ
と
は
若
い
世
代
に
期
待

し
た
い
。

　
「
ひ
と
は
み
な
教
師
」

・
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
仕
事
は
個
人
だ
け

で
は
出
来
な
い
。
統
計
を
集
め
分
析
す
る
人
、
歴
史
的
流
れ
や

国
際
動
向
を
見
て
教
訓
を
引
き
出
す
人
、
選
択
肢
の
中
か
ら
最

適
の
政
策
を
選
ぶ
人
…
。
多
く
の
人
の
協
力
が
あ
っ
て
成
果
が

生
れ
る
。
学
閥
も
年
功
序
列
も
な
い
。
個
々
の
力
1
そ
れ
が
基

本
に
あ
る
べ
き
だ
が
一
が
結
集
さ
れ
て
初
め
て
実
効
性
の
あ
る

政
策
が
形
成
さ
れ
、
実
行
さ
れ
る
。

　
そ
う
考
え
る
と
、
私
に
と
っ
て
「
ひ
と
は
み
な
教
師
」
で
あ

っ
た
。
組
織
・
集
団
の
中
に
は
、
考
え
方
の
違
う
人
、
分
析
手

法
の
違
う
人
が
い
た
し
、
仕
事
の
仕
振
り
で
ハ
ダ
が
合
わ
な
い

人
も
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
人
は
、
い
わ
ば
反
面
教
師
で
、



そ
れ
な
り
に
学
ぶ
べ
き
も
の
が
あ
り
、
協
力
も
で
き
た
。
組
織

と
し
て
働
か
な
い
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
、
専
門
的
独
創
的
個
性
的

で
あ
る
が
、
え
て
し
て
大
局
を
み
ず
独
善
的
無
責
任
に
な
り
や

す
い
。、

こ
の
点
と
も
関
連
す
る
が
、
こ
の
報
告
の
中
で
多
く
の
人
に

言
及
し
た
。
そ
の
場
面
場
面
で
も
っ
と
も
適
当
な
人
物
と
い
う

こ
と
で
引
き
合
い
に
出
し
た
の
で
あ
っ
て
、
皆
が
皆
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
で
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
く
、
私
へ
の
影
響
力
も
濃
淡
様
々

な
も
の
が
あ
る
、
私
が
影
響
を
受
け
、
親
し
く
教
え
て
貰
っ
た

人
は
、
こ
の
報
告
で
は
む
し
ろ
名
前
を
特
記
し
な
か
っ
た
。
と

く
に
経
企
庁
の
友
人
や
大
和
総
研
の
仲
間
た
ち
は
、
組
織
の
中

で
は
お
互
い
に
平
等
に
語
り
合
い
、
仕
事
を
し
て
き
た
わ
け
で
、

敢
え
て
個
人
名
を
挙
げ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
た
。
似
た
よ
う

な
理
由
だ
が
、
口
先
だ
け
の
男
女
同
権
論
者
の
私
の
全
生
活
面

を
支
え
て
く
れ
た
妻
に
つ
い
て
も
敢
え
で
触
れ
な
か
っ
た
。

　
最
後
に
、
し
か
し
心
底
か
ら
、
適
切
な
質
問
と
巧
み
な
誘
導

を
し
て
く
だ
ざ
っ
た
中
村
、
伊
藤
両
先
生
及
び
藤
井
信
行
教
授
、

村
井
哲
也
さ
ん
、
そ
れ
に
詳
し
い
脚
注
な
ど
い
ろ
い
ろ
気
配
り

を
し
て
く
だ
さ
っ
た
森
直
子
さ
ん
お
よ
び
森
邦
彦
さ
ん
、
そ
し

て
ま
た
私
の
拙
い
語
り
口
を
見
事
に
速
記
し
て
く
だ
さ
っ
た
丹

羽
清
隆
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
σ

大
和
総
研
　
特
別
顧
問

宮
崎
勇
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